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義太夫節の 流行 を 極む る や、 世 人 これ を當 流と 稱 し、 其 れ より 以 

前行 はれた る 諸派の 淨 瑠璃 を 目す るに 古流 を 以てせ り。 蓋 し 當 

時に ありて は、 義 太夫 節 は 最も 現代 趣味に 適 し、 他 は.^ に 時代 後 

れ となり たれ ぼなる ベ し。 而 して 義太夫節の 斯く 現代的に 發達 

したる. は、 一 に 近 松と いふ 作者 を 得た るに あれ ば、 近 松 はさな が 

ら淨 lg 璃の 今古 を 分 劃す ベ き 境界線な りしな り。 さ れば 古淨瑠 

璃 といへ ば、 近 松 以前の もの を數 ふ。 本 卷 また 此の 意義に よりて- 

材料 を 選擇せ り。 然 れ ども 義太夫の 正本のう ちに も古淨 瑠璃 數 

多 あ り、 又 近 松が 未だ 名 をな さ ダ る 問、 加 賀掾 の爲に 作りし もの 

に て、 さ 淨 If 璃 中に 混入せ る もの あ り、 こ れらは 例外と して 本卷 

中に f 鬼 集した る も あるべし。 
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の 順序 は 成べ く 年代に 從 はんと 欲し たれ ど も、 年 號の なき 

十 中 七 人、 多 少 前後の 相 違 は 免れざる 所 也。 又 流派の 不明な 

本 も あ り、 唯 版 式體裁 等より 區別を 立 つれば 槪ね 次の 如し- 

天 王 高名 物語』 寬文ニ 壬 寅年 七月 吉日 

同 三 癸 卯年 正月 吉日 

同 九 己 酉年 七月 吉日 

同 十 庚 戌年 彌生 下旬 


義金 剛山 合戦』 

迦八相 記』 

導 記』 

本 王 代 記』 

津 島の 御 本 地』 

天 王大田 合戰』 

い こ ん』 

光 跡目 論』 


/延寶 二 甲 寅年 正月 中句 

一井 上播磨 少掾藤 原要榮 正本 

延寶五 丁 巳年 正月 吉日 

(寬文 二三 年頃の 版) 
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うち 『王 代 記』 の 外人 種 は、 何 れの 正本なる かを詳 にせ ず、 又 『聲 
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曲 類 纂』 等 にも 外題の 見え. さ る もの ありて、 其所屬 分明なら. さ る 

も、 『王 代 記』 と 同じく 細字の 繪入 本に して 版 式、 揷 繪、 體 裁 等 共に 相 

似た る點 より 考 ふれ ば、 恐 らく 井ヒ播 磨掾の 正本なる ベ し。 播 磨 

掾は 虎屋 源 太夫の 門人に し て、 寬 文より 貞享の 間 大阪に 盛名 を 

走せ たる 太夫な り。 有 名の 義太 夫 (後 に 筑 後 掾) は 實に 其の 流れ を 

汲める ものな り。 

『津戶 三郞』  宇治 加賀掾 正本 

『義經 追善 女 舞』 同 

『愛染明王 影 向 松』 同 

『酒 天童 子』 

以上 四 種のう ち 『酒 天 童 子』 は 署名な き も、 他 三種と 共に 加 賀 掾 の 

正本なる ベ し。 加 賀掾の 正本 は 槪ね八 行 本な り。 (加 賀掾に 至り は 

じめ て 八 行 本の 板 行 あ り) 年 號は 記さ ダ れ とも 貞享 頃なら ん。 加 


m 
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賀 掾は紀 州の 產 にし て、 井 上播 磨の 全盛 を 見て 別に 一 流 を 語り： 

出 し、 京 都. に 赴き 宇治 嘉 太夫と 稱し、 延寶五 年加賀 掾と改 む。 所謂 一 

宇治 淨 瑠璃の 祖 にして 貞 享、 元 祿を 盛時と せり。  ： 

『隅 田 川』  山 本土 佐掾 正本 


『善 光 寺』 

『淸 水. お 勿 § ー 

昔禾せ 形 き p』 

『出世 太平 記』 

『念 佛 往生 記』 

『をぐ りの 判 官』、 
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松 本 治 太夫 正本 

薩摩外 記 正本 

竹 本 筑後掾 正本 

未詳 


山 本土 佐掾は 虎屋 源 太夫の 門人 ^拠^ 雄^ ほ は にして、 始め 

角 太夫と 稱 す。 (角 太夫 節と は此 人の 淨 瑠璃な り) 大 阪 より 京都に 

移 り-、 延 寶五年 大和 掾と マ：^ む。 松 本 治 太夫 は 初 名 菅野傳 彌、 貞享、 元 

^！の間行はれたる太夫にし て、 山 本土 佐が 門人な りと い ふ。 薩 摩 
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上、 古 き 物語 又は 績卷物 等に ある 話の 筋 を 正本に 綴 り、 語 り 傳 へ 

し を 版行せ しもの なる ベ し。 こ れ を熟讀 玩味す る に 及 び、 江 戶 淨 

瑠璃と 京攝の ものとの 對照を 得、 其 趣味の 東西 濃淡 ある を發見 

する 時 は、 更 に 一層の 興味深き を覺 ゆ。 

節 附を嚴 密に傳 へ ん とする は、 飜 刻 卜： 極めて 困難なる 業に して、 

原本の 儘 を 木版に 刻す る か、 寫 眞 縮刷 を 以てする か、 此 の ニ途に 

出づ るの 外な し、 今 日の 活版印刷の 業に お いて は、 未 だ 斯 の 如 き 

精 密 なる 技工 は、 望 むべき にあら ざるが 如 し。 强 ひて 之 を 試みん 

とする も勞多 く、 た ま 誤り を 後に 傳 ふる 恐れ あり て、 益 す る 

所 は 甚だ 少な かる ベ し。 或 は 符號の 部分 だけ を 省 き、 活 字に 應用 

の出來 得る 範圍 におい て、 文 字の 節附 のみ を存 すべ しとの 說も 

あ れ ど、 旣 に 符號の 一 部 を 除く 以 上、 節 附其 もの  >  不具なる 點に 

お い て、 到 底 五十歩百歩の 憾み あ り。 依 て 訂正 者 は 最初 之 を全廢 


する の 方針な りし も， 事 情 は 之れ を 許さ ず、 た とへ 節附 として は 

何等 益す る 所な き も、 讀 者の 便宜上 地、 詞 等 二三 文字に 屬 する 節 

附を存 する こと ク せ り。 『淸 水觀 音』 の 如き 寫 本に よりたる もの は、 

時として 誤字 脫 字な きを 保せ ず、 又 シラミ 本に は節附 とい ふ も 

の な し、 さ れば 本卷も 一 小 部分の 節 附を存 したる もの と、 全 く 無 

きものと 二種 あり て、 體 裁の 一 定 せ-さる は 蓋し 止 を 得. さる 所な 

り。 

淨 瑠璃の 文辭は 普通の 文法 を 以て 律す ベ から ず。 否、 淨 瑠璃に は 

寧ろ 淨 瑠璃の 語格 あ り、 讀 癖 あ り、 假 名 遣 ひ、 字 遣 ひ 等 凡て 法則 以 

外、 別 に 法則 ありと もい ふ を 得べ し。 た とへば 義經と あり て、 或 場 

合に は ギケィ と 音に て 讀 ま せ、 或 場合に は ョ シ ツネと 訓 にて 讀 

ま す が 如 き、 敢 て 傍訓 を 施さ ，>- る も、 少 し く 淨留璃 を 解す る 者に 

は、 文 勢に て ギケィ 、ョ シ ッ ネ、 口 をつ いて 出る が 如き は、 た しかに 
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葉の 所に は 句 點を附 したる も 他に は 之を附 せず、 これ 又 原本の 

儘を存 した り。 旦 し 本に よりて、 e を 用 ゆる もの、 0 を 用 ゆる もの 

區々 なる は、 體 裁 上 一 定の 句點を 使用す る こと ， せり。 

明治 三十 九 年 十二月  水 谷 不倒識 
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^天 高名 物語 

きん ぴら ぐん ほう やぶ hs 

第 一 

さても その 、ち、 それ けんしゃ けん をう しな ふ 時 は、 

ねいじんい あり、 ねいじんい 有と き は、 國 かなら す 

みだる 云々、 こ、 にせい わ 天 わ- 「五代の そん、 た、 

のまん ぢ うの 御 まご、 ちんじゅふの しゃう ぐん、 源 

のよ. 0 よし 公と ぞ申け る、 るに よりよ し、 はくふ 

らいく わう の 御な がれ をく ませ 給 ひ、 そのみな かみ 

た 3- しくまし ませば、 四 かい やしまの 外まで もな び 

かざる はな かりけ り、 さて 御家人に は、 わたな ベむ 
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さしの かみ 竹つな、 外に は 五 じ やう を もつ ばらとし、 

內 にはち じん ゆうの 三 どく を かね、 はか ごと をい 

やくの, つちに めぐらし ろ，. -しの フ， o や， フ を., ft- 

さみす る 程の ゆうしたり、 次 はさ かた ひやう ごの か 

み 公 ひら、 まことに 人 を も 人， と を も はねば、 ついに 

を くれ を 取 ことなし、 其け しき やしゃら せつに こと 

ならす、 さて 三ばん に は、 と を^,^ みの かみ さだか 

げ、 四ばん にす るが の 守す へむ ね、 いづれ もち ゝに 

を とら-ぬ わかもの ども 也、 こ、 に 又 1^ 井の ほうしゃ 

うの 一子、 ひとりむ しゃ、 打 物の たっしゃ、 ことに 

は はやわざて うとり の ごとし、 其 外と ざまの 大名 小 

名、 ぎ、 たう/^ と あ ひつむ る、 かの 賴吉の 御い せ 

い、 めでたか^^ける次第也、 されば にや 國々 のさう 

どう、 しづ まら や. f レなの 、まの 庄 人き そのし やう じ、 

はや 高 打て はせ 上り、 うま 門ぐ わにの b はなち、 あ 

はた 3- しく 御前に かしこま. o、 偖 も ゑつち うの 國の 

住人 じ やうの 兵衞國 うぢ、 かい ゑち せん 三が 國 のせ 

い を もよ ほし、 ほんぎ やくの くわだて しき b に 候と、 

大 いきついで 打た へけ る、 か、 る 所に、 又 下つ けの 

國ょ b ひきゃくとう らいして つげけ る は、 ではの は 

1 1 ：  ^ I 


 四天王 高名 物語  II    

ん ぐわん かつ さし も を さの せい を あ ひした が へ、 時 

H を か へやく わらくへ 打て 上， 0 院と、 こと をき うに 

ぞ申 上、 大將を どろき 給 ひ、 借 も かれら は賴 吉がぢ 

う をん を 得た る 物 成が、 あつ ばれ 天 ばっしらぬ やつ 

ばら かな、 いそぎ 打て を 下すべし、 則 北 國へは 公平、 

すへ むね、 ひと. 9 むしゃ を大將 として げんへ いのせ 

い を あ ひぐ し、 はっかう いたすべし、 借 又とう 國へ 

は、 竹つな さだかげ、 をのく 兩人 を大將 として、 

五 きないの せい を 付ら る、 と 有ければ、 何も はっと 

おうけ を 申け る、 中に も 公平 は 御前ち かくつ、 しん 

でかし こま， o、 近此 お それお、 き 申 ごとに て 候 へ 共、 

それがし は此 たびの 打て、 御 ゆるされ を かふむ るべ 

きと ぞ申 上る 賴吉聞 召、 もくねん としてし ばし 上い 

はな か， 9 け b、 時に 竹つな 申 やう、 いかに 公： 中 御へ 

んな、 れいに か は.^ たる、 そせ う を 申さる、 物 かな、 

いくさと； j: にいへば、 ゑに かきたる を みても、 よろ 

こび 給 ふに、 此 たびお たいいた さる、 は、 いかさま 

しょぞん 有げ にお ぼ ゆる 間、 しさい/、 わしく 承らん 

とぞ 申け る、 きんぴら きいて あ ふ 御 ぶん 共お ぼ へぬ、 

公^が 所存 さっし 給 はぬ こそお ろか 也、 竹つな 聞て 


,  二  — 

あ ふ いかにも、 御 へんの しんてい さっしたり、 此た 

びの 打て ゎづ かの せうて きに、 四天王 ひと. 0 むしゃ、 

五 人までに 仰 付ら る \ とのこと 成べ し、 しかしな が 

らー國 一 じ やうに こもる、 てきに て も あらぶ こそ、 

東 國と北 國す百 里 をへ だて、 又は 所々 にで は り を か 

まへ た V 一  ど ほうきす るかた きを、 御 へん 一 人が ほ 

こさきに て 打 しづ めんとの、 しょぞん 也是 せんだい 

みもんの 大き 成 はたらき にて や あらん、 去ながら め 

いじんの 二とば にも、 ふかく はか. 0 て あさく わたれ 

といへば、 御 へんの しょぞんけ つきたん ちに して、 

ふ か き お も ん ば か り な き ゆ へ 也 、 公 ぴ ら 大 き に ，^^ つ 

ぷ くし、 あ ふ 竹つな のい けん 尤さ - 一 そ 有べ けれ、 ぢた 

いそれ がし は 生れつき たる を この 物に て、 ちゑ も ふ 

んべ つもなければ、 もとよ. 0 御 へんの やうに ぐん ぼ 

う、 おもん ばか b もい ざしら す、 とら はちくる いの 

かしらと して、 ちゑな けれ 共、 む 二む 三に いき をい 

たけき 物 なれば、 とらに たて あ ふけた 物な し、 又ち 

くるいの 中に も、 うさぎ は少 ちゑあって、 ，0 やうし 

あ ひたらば、 とや せんかく や あらんと、 かねてた く 

一一 めど も、 7^ の ごに のぞめば かなら すり やうし に とら 
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ていに ていた h- しが 長刀 をつ 取よ ろ ほいく 出け る 

がかた ききび しくよ せ くれば 四方 へ ばつと をつ ちら 

しもんのから 井し き^に- J し を かけし ばらく い きを 

ぞっきに ける みうら わ た 左 衞門是 をみ て 御く た ひれ 

とみ へ て 有いで 一 いくさ はけまん とかたき の大 せい 

にわって 入お もても ふ らすを つつまく つった、 かひ 

ける か、 る 所よ せて のおん よ， 9 もくろ か は おどしの 

よろ ひきたる 九 尺 あま， 9 の大の おの- 一物々 しゃと い 

ふま ゝに 太刀 をから となげ すて わた 左衞 門と ひくん 

たも. t よ. 0 たかいに おとらぬ 大力 をし か へしつ をし 

もどし うし の たけるが ごとく  くみあいけ るされ 共た 

めむ ね 物. 共せ す 取て をつ ふせや かてく ひ を か、 んと 

する 所に 又 かたき 一 人 をり かさなって ため 宗 がた ふ 

さ を 取て 引か へ さんと すでに あやうくみ へ ける時に 

ひと.：^むしゃはせ來上成てきの細首水もたまらす打 

をと すため 宗は下 成て きのく びかき 切て たがいに 手 

とて を 取く み 引か へす かの 人々 の はたらき きせん 上 

下 をし な へ みなかん せぬ もの こそな か. 9 けれ 

第 四 

i 夭 王 高名 物語  _ 


賴士ロ 都お ち并ゎ だ左衞 門て がらの 事 

去 問 ひと. 0 むしゃ はわた 左衞 門に かいしゃくせられ 

君の 御 ま へ に 出 偖も此 たびよ せての 大將 たれ 成らん 

と存 しに さはら の 右 大将み ちの..^ にて 候と つつしん 

でぞ申 上る 賴吉聞 召な にこよ ひの よ 打 はみ ちの， 0 と 

申 かかれ は 日 比い しゅ 有 物 なれば 此 たび 四 天 わう の 

物 共 かるす の 折からね かふ 所の さいわいと をし よせ 

て や 有つ らん ゑ、 わつ かの しゅくい を さしはさみ ゑ 

いりよ を かすめ 天め いしらぬ あふれ 物な に はか，^、 

しき, j と が 有つ らんと し Vt らく あきれはて >*ぞ おは 

します 時に ひと b むしゃ 申 上 やう さ て も 日 こそ お ほ 

きに 今 それがし かやう のしよ らうに おかされぎ やう 

ぶ 心に まかせす かい <\ 'しき はたらき 仕らぬ ， 1 そ 何 

よ. り も つ て 口 をし けれ 其う へ 其た の しそ つも 大 かた 

打 たれて 候 へ ば „i ^所に 御 ざあって はし じう かな ふべ 

き 共お ぼへ 候ね は ひとまつ かたき ちづかぬ 其 さきに 

御 ひらき 有 いづかた にもし ばらく 御し の ひ 候て 東國 

北 國 へ むか はれし 人々 きらく を まちて 御 ほんい をと 

けらる ベ し然ば それがし はか 程のお うび やうに おか 

され とてもの かるべ き 共ぞん せねば すみやかに 御 あ 
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づ くまで も 御と もに めしつれ ゆかせた ま へ やと かき 

くどきて ぞ なげかる ゝ しんわう つく <.\ -御 らん じて 


いた はしき あ. 0 さま や 誠 きんごく せんじ ゆの 花の よ 

そお いと あらそ ふす がた も か は はてた. り あ、 さ て 

ふびんの 事共 やい かいは あらんと むす ぼれ させ 給 ひ 

しが 御 心つ よ/、 も 御な みだ をお さ へげに こと は b な 

, りさ. CV ながら いくほどな くもき. フく して i< た こ， てま 

みへ 申べ しその 內 ふみのお とづれ いたさん いとま 中 

との 給 へ ば その 時 わかみや 御た もとにと. 9 つきみ づ 

からなん しとむ まれ をな しこと さら お、 ちの かたき 

な. 0 た 3- みづか らも 御と もに めしぐ せられ 候 へ とな 

みだながら にの 給へば しんわう 聞 召お 、いと やさし 

く も 申た さ ながら は、 をの こしお V 、なれば 御身 

も 共に と いむる ぞは 、にかう/ (^有なら ばち、 がと 

もに はま さりなん とひ こ ゆ る-たもと を ひき わかれ は 

や 御 こしに めさ るれば ちからお よば やみやき さき 卸 

あと をみ おく. 0 て さらば < ^とのな みだ の わかれ ぞ 

あはれ なる わかれ になり にけ ひさる ほどに しょ 

ぐんせい 御 こしの せんご を しゅごし つが ふその せい 

五まん よきら くやう をう つたつ て か はちの 國にぞ い 


そぎし が ほどなく  * んぃ うせんに もな. 9 ぬれば ほり i 

を ほり へ い をぬ り やぐら か いたて さしあげ てろう じ 一 

やうの よういして よす るかた きを 三重 今や/^ と 待 一 

いた..^ 此事 なを も かくれな くよ..^ よし は 聞お いかに 

かた <.\«1 一の みや 御い きど を. り やま やして ざいき や 

うのぶ し を かたらい 大 ぐんに て かわち 成 こんが うせ 一 

んに立 ごも b  ^ ふなり ま づ ぐ さ ん だいし て み ぎ の 

しだい をそう もん せんと や！^ てきんり にあがらる、 

御所に も なれば はじめお は， 9 をい ち そうもん あ 一 

とかく 大 ぐんに てこん がう せんに ひきこもらせ 給 一 

ふ jSj さだめて それがし を 御て きにな さる、 と存 候い 一 

かに もして みやの 御い きど を b をな だめら る ベ きと ： 

そうもん あるみ かど ゑい ぶん まし/^ てされ ば 一 一の 

みや はも b すみが ゑんる いた. C も. 0 すみたい じの 後 

はちん にも ひ を へだてし な .9 されば とて そつじのう 

つ て はかな ふ まじま づ ^ちょくし をく だしものし 一 

だ い を ゑい ぶんに たっせん と 三條の もろい へ に 仰 付 

らる、 うけ 給 は. 0 候 と 御 ま へ を まか. 三重 か はち 

を さして ぞい そがる、 こんが うせんに もな. 0 しかば 

三條の も. 0 家ち よくしに さんじた るよ し 申入る 、ば 一 
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賴 義金 刚 山合戰  

八まん みやち かくちん の 取 こそめ でた けれ かつう は 

たうし きたう のた めい ざ やさんけ い 申さん と 人々 を 

めしぐ して 一ー」 重 神前 さし て ぞ參ら る . ^お まへ になれ 

ば わに 口て うと 打なら しなむ きみやう ちゃうら い * 一 

んだ 八まん 大 ぼさつ 口口 ちゃうて いの ほん 主 累世..^ 

せしめ 給 へと ふかくき せ い を かけ 給 ひその、 ちね ぎ 

かんなき をめ しあつ めか ぐら をそう しみ ゆ を あげ 三 

重 しん.. 0 よ をす、 しめた まひけ る しゅしゃうな b け 

る 次第な. 9 あら 有が たや 有が たし 祌も のうじう まし 

ましてかん なみに よ. 0 給 ひ 御た くせん こそ あらたな 

れ ふしてお もんれ みれば しん は ひれい をう けす. まさ 

にしゃう しきの かう ベ にや どるい かに 賴義 がつ うは 

れつざの かしんら 其 外て いしゃう の 方々 心 を しづめ 

けいしゅして わがた くせん をた しかに 聞 それ 我がて 

うはしん こくに て 神^よ. 0 此 かたよ、 をった へ しす 

ベ ら ぎの 竹の その ほの す へ ばまで たれ か 是ぉぁ をが 

ざらん 然るに しん. 0 よ をない がしろ にし わう い を も 

おそれす おのが けんい を ふる はんため ばんみん をの 

うらんして うか を かたむく るせ 〈が ら をて うてきぎ や 

くしんと 是 をい ふぁゝ ちう 成 かなしん なる かな 发に 


.  二十 八 

賴義 はた を 上げ せんお やうに おもむく 事 身の ため 家 

のために あらす ひと へに てう かたいへ ぃ國ど ふねう 

の ちう しん なれば いかでかん なうな か らん や あたか 

一 だいふん しんしが うまの. 9 けんに 身 を へんじて き 

ぢん にいり て 打 やぶ.. >  又 はこん がうて つとう のた て 

となって は 身方 を まもらん しかの みならす やれ ま つ 

しゃの ほ- 一ら もた いちやう-,/, しん きを はげまし 

大を かけ. 9 ち をう ごかし 愛に とびかし こに ひぎ やう 

し 四方 四 ゆい を はい くわいして きを そくじに た いぢ 

せんこと なをた な 心 を か へす ごと けんなん たちて う 

かの しゅごと してたん せい をぬ きんで まる をい さむ 

る 心 ざし か へす <\- もしゅせ うな. >  いはん やじ ひ を 

むねと する しんめいに おいてお やせい やく いかでむ 

なし からん なほ/^ しん. 0 よ をす いしめ や あ 方々 と 

の 給 ひ てし ばした、 すみお はします 其 時 ねぎ はい さ 

み をな しまた みかぐら をく りか へしうた に は 神 もの 

ふじう を たれ ま、 ら ゆのはな を さ、 げ ていざ やじん か 

をうた はん 神お ど. 0 して いざや しん， 0 よ をす いしめ 

ん ちょ をた のしむ ひな づ るの よはい を 君に さ \ げん 

そうよ や/ \- よろ づ よわい を まもらん とみな もろ 共 
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賴義 金刚山 合戦 


}^ しごくせ り此ぅ へ はじ こくうつ さす 取 かけ 申さん 

去ながら もはや こよい は 日 も くれぬ 明：：！ さうて うに 

おしよせ^と いへば 此 ぎ尤然 べしと おのく せんぎ 


ひや うぢ や うして 三重い まの 內へ ぞ 入に ける 去 程に 

城 中の 大將 うたの 大 じん 諸 ぐんせい を まねきよ せい 

かに 方々 W も賴義 はらう どうの 竹み つが 大病 をう け 

其う れいに 沈み 諸 ぐん^い^う しゃう すると 聞て 有 

此 たくみ こそくつ き やう 一 のさい はいた ことに 此 

頃の 大雨に いよくて き は ゆだん せんこよ ひよ 打に 

おしよせて 皆 こと <\- く 打取て 其 後 都へ せめ 上らん 

とさ も大 ように ぞ 申さる ゝ 一 身の 人々 是,. 此ぎ尤 

しかるべ しと^ょ 打の 大將に はギの むね ひろま か い 

の左衞 門つ がう：！： ^、せい 三千よ きに てく さす..^ やくつ 

わ あぶみ をき ぬで つ 、 ませ^の び や かに 域 を 出 三重 

かたきの おん へぞ おしよせけ るか、 る 所に わたな ベ 

むさし のかみ 竹 はる はてせ い を ひきぐ しおんば のけ 

ん みに 出け るが 此 よしをみ るよ. 9 もす はや かたきが 

よ 打に 來れ りゑ ゝ おのれら あん おんに はか へ さじと 

やがて 侍 ； 人 近付 や あなん；， > はいそぎ 公： 牛の 方へ 參 

りて 巾 さう は ロハ <f 「かたきよ 打に おしよせて！^ 其 I！ ん 


を4^^、ょぐんせぃ へ ふれさせ 給 ふ ベ し少 もお どろく ふ 

せいな く大て へ かけ 出 給 へそれ がし はからめ てへ ま 

は. 0 うしろよ h- 取 まき 申べ しこと さら 此 中の 大雨に 

てこん た 川へ ぼつ こみ 申さん と 手 立 こまやかに 申 付 

たかし こまって それよ.. > も 公-平 やく 所へ いそぎけ る 

かくと は^らで かたきの せいこんた 川 を 打 わたし ひ 

ろお か 川原に お しょせ て 三重 時の こ へ をぞ 上に ける 

かくて 公： 牛 は 竹 はるが あいづの ごとく 大て へ かけ 出 

同じく 時をぞ 合け るかた きの ぐんび やう 共 あんに さ 

ういして あきれはて、 いたる 所へ わたな ベ のた け は 

るから めて よ. 9 おしつ 、みたい まつに ひ を 付 させ あ 

ます まじき と 打 て 出れば かたきの ぐんせい きも をけ 

し我もくとこんた川へとびぃ..^て水のぁはとぅせ 

ける はげに ちょく こそ t3S へに けれ ゎづ かにの こる 

物 共 も 皆 こと -く 打た つれば よ 打の 大^ こ はむ ね 

ん i 一  もんじに 切て か 、るお ふ ゑた b やと 公平 はと 

びち が へ て むん すと くむ 左衞 門す かさや 公-牛が みだ 

れ がみ を ひっつかみ 引 ふせんと せし を 竹 はる はしり 

かゝ つて かいつ かみ ゆんで へどう とおし ふせた 時に 

公： 牛 中 やうい かに 竹 はる 此ー 一人の やつばら はさす が 
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に 聞へ し大將 なれば いざ 君 へ のみやげ にせん ぉふ尤 

の 次第 やとめ い/^ に ひつ さげて やく 所 を さして ぞ 

歸. 9 ける 二人の ものの ていたら V  、あつ ばれぶ そうの 

ゆうしゃと 拆 ほめぬ もの こそな か. 0 けれ 

第 六 

*^んゎぅぃけどられ給ふ井賴義かぃぢん 

の 事 

かく て公ギ たけはる はよ 打の 大將 をい け 取て いそぎ 

やく 所へ 立歸り 君の 御 ま へ に參. り 有し 次第 ゲ-申 上る 

賴義聞 召 方々 が はたらき ははん くわい..：：^ 郞に もこ へ 

つ ベ し拆 あの まかいの 左 衞門は せんぞ 代々 げんじに 

ちう 有 物に て 有 其う へ 思 ふし さい あれば かれは 其 ま 

またす け をけ 又ギ のつ ね ひろ はかた きのす へ に て 有 

間い そぎ かう ベ を はねよ 承 候と やがて か はらに 引出 

し 其 ま、 かう ベ を はねに ける 左衞 門つ/、，^ 思 ふや 一 

うそれ おんの みて 、！. ん を^らざる は ぼくせきに- -と 一 

ならす 此上 はすい ぶんち ラを つくさん とお も い 御前 

にかし こま， 0 泪を ながし 誠に もって 御た すけに ぁづ 

かるの みならす 有が たき 上い の おもむき かんるいき 


もに めいじて 忝し 此ち うかう に 城屮. S や うす を 申 上 一 

ベ し然 にこん ごうせんと 申 はたと い 五 萬 十 萬の せい： 

にて せむ る 共た やすく はおち 中 さじされ 共 愛に 一 つ： 

のなん ぎこ そ 御 ざ 候へ 山の 南に あたって いわた けせ- 

い  すいが  たきと  て  二  所の  たき  あ，  b  此み  づを诚  中へ  取 一 

巾 候が 大 じん も 此方 を 一 大 じと 忍 ひそれ がし をつ け 一 

おかれ 候 此みづ を 切 候 へ ば 域 中へ は水少 も來ら すし 一 

からば ぐんび やう 共 水に うへ ていく させん 事 m.) ひ も 

よら や $1： ち h--^ に おち 巾さん それがし はしん わう 一 

をい け 取舉， ^御身 かたへ はせさんじ 申さん かの 水上 

に は それがしが はた を 立お き 申べ しあし がる 共 を さ 

しっか はされ 水上 を 切お とさせ 給 へ とて. たてこま や 

か に 申 上る 賴義 聞^ 少の せんごん に て大 とく を もと， 

むる と はか やうの 事 をい ふべ きと 御悅は あさから ね 

扨左衞 iZ は 御い とま を 給 は..^ て城屮 さして ぞ歸， 9 け 

一 る 其 後た め { 示 を 召れ 右の 次第 を 仰 付ら るれば 承 候と > 

一 御前 を罷立 三重 やがてし たく をした， りけ る 去 程に か 

くて わた 左衞 門て きおんに はせ 行て 城 5.. 一」 い をみ 上 

るに まつ 北に あたっても へぎの はたに くきぬ き 松 か 

は ひめ 小 松の さし 物と 四つめ ゆいに ま いづ る 花 わち 一 
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がい を さした る はしらい たうと 打み へ た. 0 大 ての 方 

にあ かぢの はた-. i みづ車 たつな みきつ かう 三 かいか 

さ 一 やうに ねざ 、 の さし 物 はよ こ 山た うとみ へに け 

b 南に あたって 白 はたに もみお に， M か 花す、 き 打た 

る こそ まかいの 左衞 門が ちんば なりと み 付つ、 ぐん 

せい 共 を 引く して しづかに 山く さし 上りく  •  たんの た 

に を 其 まゝに ざんしに 切て おとしつ 、三重 本ぢ んさ 

して ぞ かへ b ける 去 程に うたの 大臣 はしん 王の 御 ま 

へ にかし こまりて きあんない を存っ  >此 城の 水上 を 

切 候へば 城 中の ぐん 兵 共 水に つかれ どろに よ へる う 

をの ごとくに 罷成候 へ ば もはや 此城 たもち かたしき 

みはい そぎ 大和の 方へ 御し のび 有 かさねてぎ へい を 

上させ 給 へ はやとく ./( - とい ひも あ へ や 御- 】 しにの 

せ 奉りよ しのの 方へ ぞ おとしけ る ぐんせい 共是 をみ 

て さあ しん 王の おちさせ 給 ふ は 我 も 人 も 命 有て - J そ 

おんしゃう のさた にも あらめ 只お ちょと いふ こそ あ 

れ 三重 皆ち， 9  になり にけ るかくて 其 後 みやこよ 

かせいのと もがら 三 萬き にて はせ 來.. -賴義 な、 め 

に 思 召い そぎ 取 かけ 一 時に ふみやぶ らんと 大 てから 

めて もみ 合 三重 ときの こ へ ぉぞ 上に ける 大 じん 大き 


 三十 二 

に おどろきて 此ヒ： は 力なし ロハむ 二む 三に 打 て 出 て か 

う みやう せ よ 承 候と 我 もく と 打 て 出 れ ば 公平 た め 

宗 わか むしゃ 共 ゑた. 0 や あ ふと 立 か、 b あ たる 所 を 

きらいな く 三重 は ら b  と 切に ける す さまし か， 0 

ける 次第な b 城の 內の つ わ 物 共 皆 こと < ^く 打れ け 

れば 大臣 今 はかな はじと 家に つ たはる らう どうに さ 

なた むろし まい ざ はかつ またとて 一 きたう せんの 物 

共 を せんご さう に 相ぐ して 一 おんに かけ 大 おん 上此 

度の 大將 うたの 大臣と は 我事な h- 天下 わけめの いく 

さなれば 賴義 にたい めんしう むの せう ふ を けっせん 

とぞ申 さ る 、公平 聞て や あなんお かや う 成 あくぎ や 

く ふたう のぐ にんめ をいて けころ さんと いふ まゝに 

一 文し にかけ 出る さきにす すむ こなたの 次郞心 へ た 

b とおし ならべ て ひつ くんだ b 公平 こと 共せ す 上お 

ひ を か い つかんで 力に まかせて なげければ あけ そみ 

てぞ： たりけ るむ ろし ま太郞 はがみ をな して とん 

でか ゝ る をた め宗 ゑた b とひつ くんで やがてく び を 

打お とす 大臣い か..^ をな しい ざ はかつ また を さゆう 

に 立 ロハ I 打に とか ゝ， 9 し を 公平 心へ むすと くめば 二 

人 もさうよ， 0 取 かけつかん とする 所 を 竹 はるげ 心 か 


け來， 9 三人 を かしこへ どうと なげ 一 々くび を 打お と 

す^ 公平い さに かゝ つて ひしぎ 付ん とした. 9 しが 大 

臣聞 ゆる ゆ うしに て かくれば はづ しな くれば とびし 

ばし が 程 こそ もみあい けれ 公？^ ほうど あぐみ はて ゝ 

いた. 0 しかげ に 思 ひ 出した. x^b ん ごの 玉と て 竹つな 

さづ か.^^しひしゅ つ は 愛な. とや はらに ほくれ て 取 

て ふせお のれに ほね をお. 9 た， 0 とくび を ふ つつと ね 

ち 切て 君の 御め にかくる 時に まかいの 左衞門 はしん 

王 をい け 取 奉れば 賴義 な、 めに 思 召 悅の時 を 上 都 を 

さして かいちん 有 やがて きん，.^ さ にんだ いし 一 々次 

第に さう もん 有 君 ゑいかん かぎ. 9 なくまん わう をお 

きのし ま へ ながす ベ しと せんじに て やがて まま へ ぞ 

ながしけ る さて 賴  一.^ はおん しゃ あつく かう む b 給 ふ 

なを/^ けんしの 御 はんじゃう せんしう ばんざいめ 

でた き 共 中く 申 はか， はな か， 0 けれ 

寛 文 三 亥 卯年 正月 吉 H 
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主 やか 八 さう ^ 


三十 四 


； やか 八 さ.？ 記 

付佛母 まや 婦人 

第 一 

それき やうに いはく あんじゅ 一 さいく どく  4\フ はう § 

、ls 十 i. つき や. フ ごん ほう / んに う？ fjs- ほ-つ ぞ -フ 上， や 

う ひがんと うんぬん こ、 に 五て んぢ くの 其 i つ 中て 

んぢ くま かた こくの あるじ をば 上 ほん 大ゎ うと 申た 

てまつ る玄ひ 第一 のけん わう にて ばんみん を あはれ 

み 給へ ば國も ゆたかに おさま. 9 て 上お るした みのと 

ざし もま づ か也偌 また さう の：！ *{ん かに はぐ わつ くわ 

っ大 じん まか 大 じんと てまん ぎた J5. しきちし ん國の 

せぃたぅれぃぁっくきみを^ゅごし奉る*^かるに上 

ぼん 大 わう 御代 をつ がせ 給 ふべ きわう じい まだ まし 

まさす さう の大 じんけい しゃう うんかく あけくれ 此 

こ. 0 ひやう でう 有 其 頃 せんじゃう 國の あるじ せん^ 

くわう の ひめみや あねに き やう どんみ いもうとに ま 

やぶ にんと 申て よに ならびなき びじん 有し をむ か へ 

とらせ 給 ひ 兄弟 共に 後に そな へ 給 ふ にやさし き 御 


すがた 月に ねたむ かほば せ はく ものう へ にもなら び 

なし 花に あらそう 其す がた やう. 9 うよ. 9 もた を やか 

に ひすいの かん ざし あ を ふして たけに あまりて ふし 

色 ふかくる. 9 をの ベ たるよ そ を ひ はた い 天人に こと 

なら や 大王 ゑい b よに 入せ 給 ひ あねき やう どんみ は 

B のかた ば まやう ぐん を あ ひそ へ げっけい でんに う 

つし 給 ふいもう との まやぶ 人 は 花の かたう： K やうぐ 

んをぁ ひそ へせい.^ やう 玄 やうへ うつし 給 ふ 兄. fij^ 北ハ 

に い つくしく 花と やい はん 月 とやい わんお もい はも 

のうへ なれ や あまつおとめの はごろも 釉の ひか b や 

まさるらん ぎょくたいに たしみ 給 ひ 御み ゃづ かひ 

給 ふこ そ國も ゆたかに たみ さかへ 御代 T ぉ久 の 御す い 

そう 三重め でた か. 0 ける 上 次第な. 9 かくて 其 後 御い 

もう と のま やぶ にん は 君の ゑい， 0 よ あさから すせ い 

.9 やう 玄 やうの 玉のと こけんの ま，、 ら にかたぶ き 給 

ひ少 まとろ み 給 ひける か 、 h^ける所に こくうに をん 

がく 聞 へ ^うんた な 引お h- からこん 玄 きた へ なる ほ 

うとうの 十六 丈に そび へ こんお きのはた 七な がれ ま 

つ ほう； -ハゅ 八本ぶ さ うの 花ぶ さに ほひ ふかく 三 IS 心 

もことば も 上 およばれす ぶにん ふしぎに おほし 召 ま 
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次第 候 中に もく わいたい のて うぶく は 其たい をよ く 

みとめ 申さで はかな ひがたく 候き やう どんみ 聞 召 そ 

れ こそ やすき 次第 なれ まやぶ にん をた ばか.^ よせみ 

せ 申さん とふみ こま <^ とかき した、 めせい. 9 やう 

でんへ さしつ か はし 行者 を こかげに *( のばせ まやぶ 

にんの 御 出 をお くリ 今^ (-と 待 給 ふ あらい たはし 

やま やぶ にん はかくす さましき たくみと は 夢にも ま、 

ろしめ されす あね 君よ.，： >  の 御 ふみ世に もな \ めに 思 

召 女房た ち を 御供に てげ つけい でんへ うつらせ 給 ふ 

ふし 心の 內 こそ わ はれ なれき や うとん みは 出 給 ひ あ 

らめ つらし のま やぶ にんい ざこな た へ とのた まひて 

をく のでん へ まやう じ 給 ひめで たき 御身の よそ を ひ 

や 家のお ぼへ よの 聞 へ 何事 か是に まさらん とさ まさ 

まもて なし 給 ひけ るすで に哀ゅ ゑん もお は b て 後い 

かにぶ にん 心 しづかに あ ふ 事 は よろこびの 中の よろ 

こびな. C- まばし とこ そ はお も へ 共 又 こそむ か へ 申べ 

し 君の 仰 もい か い あれば なごり はっきぬ- J とながら 

歸らせ 給 へ とのた まひて 御泪 ともろ 共に わかれ- 

にな. 9 給 ふお-、 リ 心の 內 こそ あ はれ なれ かくて 其 後 

ぎば くせん にん こかげに まの び まや ^にんのお も か 

•vj やか 八 さう Si 


げを おも ひの ま、 にみ すましき やう どんみ に 打む か 

ひさら ば いの， 0 申さん 御 ひやす く おほし 召せと こと 

も なげに ぞ申 ける あねお な、 めに おほし 召 へ ん しも 

はやくい の b てた ベ ばんじ は賴 との 給 へ ば畏り 候と 

やがてよ うい を タハた b し は 三重す さまし かりけ る 上 

次第な りかくて 行者 は ひっちの よね を 取よ せ の 水 

をむ か へ 取 七 ど あら ひて こに くだき まやぶ にんの か 

ほば せ をお も ひの ま、 に つくり 立 ひっちの わらに て 

かたち をつ く， 9 五ぎ やう. のく しにて つき 合せ 五  き 

のきぬ にて み をつ、 み は なた の を び を 引 ま はしみ つ 

ばの そや をぞさ \ せ ける たけの か もし を さ げ させ か 

う ベ にしめ をき りかけ ぢぎゃ う 七 尺 其 下に さ か さ ま 

に ほ，？ つづみ 四方 K めんに だん をかざる そ も/,, 

ゆ その だん と 申 は そ くさい ぞう やくけ いやいて う ふ 

くと て 以上 だん は 四 だん な b ま づ そくさい は ひがし 

むきぞぅゃくは^£けぃゃぃは茵さててぅぶくは北む 

きなり くもつの やう こそお そろし けれ ひつ ほの いひ 

を こく タハ きに そめ か へ し 百 八十 本のく ぎ を さし へ い 

はく をき hs かけけ まんに は ぼけの 花 やすいに はく 

玄 やの 水 を たれとう みやう に はい も の あ. ぶら しゃ 
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らば はらさせ たま へ とや かて その ま、 御 はだ へ を 見 

せ させ. ま へ ば あら あ b がた やみ ほとけ まやぶ にん 

のた ひな ひにく はう みやう かゝ やき 五た ひ を てらさ 

せ もく せんにお がまれ させた まひし はふし ありがた 

かりけ る ^だ ひなり 人^ きゐのお も ひ をな しかん 

たんくた きらい は ひす その ゝ ちょ h- もま やぶ にん 御 

身 も ゆたかに うる はしく ふした ちゐも かろ くまし ま 

してやが て 御さん のとき を まちた まふ まやぶ にんの 

御身のう へ ふしぎ せんばん これな h- まことた へなる 

御 単ぶ つち ふし きのはう ベ ん かなと みなかん せぬ も 

のこ そな か b けれ 

第 四 

いた はしゃ まやぶ にん さし もた へ なるみ ほとけの あ 

ら たに 御 つげ まします ゆ へ 心つ よく 平さん のじせ つ 

を またせ ％1 ひける 然. りと は 申せ 共 あねき やう とんみ 

のねたみにてちゃぅふくふかくぁ.c^しゅ へす でに ふ 

たと せす き ゆけ 共 わう じたん じ やう まし まさす 御身 

も 次第にお とろ ひ はてた のみす くの ふみ へ；？：？ ふ 御め 

え やか 八 さう 記 


のとのう 大將 くん ふうふ もろ 共 御 まくらに 立よ， り 御 

心 は 何と わたらせ 給 ふぞゃ 君よ， 0 のせん しに もと か 

く 御く す. 9 を もち ひ 給 ひて 然る ベ しとの， 9 ん げんた 

び， ^くだされ はたと ひい か 成み ち にても 御藥 をす 

すませ 給 ひ 然る ベ しと ぞ 申け るぶ にん ：！^由 聞 召 を も 

き 枕 を やう-^ あげさせ 給 ひ 誠に またし きりん げん 

かへ すく も ありがたき 次第な. 0 さ， 0 ながらみ づ か 

ら はわう じく わいた ひ 申せし こと は少 もうた がふ 所 

なし それ をび やうき とみた つ る てんやくり やうの く 

す， Q を は いかで もちい 申べ きせんし を そむく はお そ 

れ なれ 共な か 思 ひもよ ら すそれ に 付て か た/^ 

に 物語いた したくお もへ 北 ハ我か 身の 心に へだてられ 

へだて まじき かたくに 心 をへ だて かた. 0 へぬ みづ 

からか 身の上 を おも ひや..^ て給はれとしふくどきな 

げ か せ 給 ひ け る ふ う ふ 承は こ は お ぼ つ か な き 御 こ 

とばたと へ はいか 成； 2；！？ なりと も 我等 ふうふに 何 を か 

つ、 ませ 給 ふべき とく  ^/^ か た ら せ 給へ たと ひ 命 の 

御 やう 成 共 かなへ 申さて をく ベ きか はや 御物 語 あそ 

はせ とさ もた の もしく そい さめけ るぶ にん 聞 召-つれ 

^き 人の ことば かなみ づ から ちぶさの 内よりも 御身 

ぼ. ャ， 


* 一  やか 八 さう Jf^ 

ふうふに そ，；，！ てられ へんじ も なれぬ 中な れば にと ； 

へいか 成- "成 共 つ ゝ む ベ き に は あらね 北？ - とば に 

つきぬ こと あれば ふかくつ 、みかたり へす 月日の 立 

に： K たが ひて 心 くるしく 身 もつ かれ 物う きことの か 

す ^はの ふよむ 共 かく 共つ きせました ゝ うらめし 

き はさきの 世の ゐ んぐ はの 程の あ さましゃとふし*^ 

はした へ 入 給 ひける ふうふ 承 は. 9 御 ことばの しな 何 

共^ あんに あた はすた とへ 御 父母 御に^ につ ゝ ませ 

給 ふこと な b 共 我等 ふうふに しらせ 給 はぬ 事な し 仰 

は少も そむく まし 御物 語 候 へ ふにん 御淚 ともろ 共に 

其 儀に て 有なら ばくはし く かた.. > 申 べし かなら すよ 

そ へ もらし 給 ふな ゑい ，£> よに も ふかく つ ゝみ給 へ ベ 

つの 事に て さらにな しわう じたん じ やう まし まさぬ 

其 こと は，. 0 の はん ベ るな， 0 なき；^ まても 此こと を ふ 

かくつ 、みて 給 はれ すでにみ づから わう しく わ ひた 

い 申せし こと あねき やう どんみ の そね み 給 ひみ づか 

らが 身のう へ をて うぶくな されし ゆ へ ぞ かし 然 共た 

ひな ひに やどらせ 給 ふわう し はたつ とき 如來に てま 

しませ は！^::^ てうぶ く 有 とても たんじ やうな され 候 

事少 もし さい あらね：^ (やすく たんじ やう まし まさ V6 


；, - ノ    I 

一 あね れ つ 御 そね みいよ/^ かさなり 中さん ことた へ 

が た く 出- 0 召 あくしん 少 しづ めんた めた いて ひ に や と 

らせ給 ふたと へ はせんが うまん がう ふるとて もじん 

き玄 ざいの 佛 なれば っゐに 一度 はたん じ やう 有べ 

しわう したん じ やう まし/^ なば みづ からが 命つ ゆ 

ち h- 程 も をし から やた ゝ あね 君の 身の上に も^も 佛 

の 御と かめ 請 させ 給 はんこと 何よりも つて かなし や 

と 御せ の^んく をお ほしめ さで そね み 給 ふ あねき や. 

うどんみ の 御：：. バをか なしみ 給 ふま やぶ にんの ふし 心 

の內 こそ あはれ なれ ふうふ 大きにお どろき^ も/^ 

おそろし やま さしく 御：^ お ，ク ゆ 巾い か， おう ら み 給 ふ 

共 かく なさけなき 御に くみ 又もた めし はよ も あら じ 

か 、る どうよく せんばん 成 そね み をう けさせ 給 ひ 御 

身 をく るし め 給へ せづ つらみ ：， ハ 5 ふ 事 もな くま だと や か 

くと あね 君 をいた はり 給 ふ 御 事 は 一 ふく 一  しゃう へ 

だ て なき 御兄弟に てまし ま せ 共 御 しん て いの か はり 

し は うんて いばん りの ちが ひかな はづ かしき 君の 御 

:K ん てい あら 御い と をし の 有さ まかな とん J ゑ を 

あげて ぞ なきに ける ぶにん も： K う やうい やまして 

ふかくな げかせ 給 ひける うだ ひ汨 ともろ 共に よし 此 


こと を 今更に あらためさ うもん 申な ば^って ふにん 

の 御 心に そむ. き 申さん とかく 天， 9 はく も o ある まし 

其 上しん. 0 きじ ざ いの 御佛に てまし ませば 御さん へ 

いさんう たが ひなし とかく じこく を まち 給へ と淚な 

がら もい さめ を なしよ きに い たはり 舉る 三重 心の 內 

こそ 上 たのもし けれ 是は W 置 大王の 御前に は兩 しん 

を はじめげ つけい うんかく こと- .- とく めされ 5^ もま 

やぶ にんく は い た ひせし と 聞し よ-りす でに ふたと せ 

にあ， まれ 共い まだたん じ やうの さた もな し 何れ か 人 

Si のく わいた ひに 一 一とせ 三と せたいな いに やとる， こ 

いふ こと 有べ き や 又 てんやく 共が 申に もく わいた ひ 

にて は少 もな し ロハ 病き な. Q とさう もん す然 共， ま や ぶ 

にん は 一 す；，" にく わいた ひの 由 を 申い つれ か 誠にて 

あるべ き やさ はさ..^ ながらく わい ぶく の *y 、やうと て 

女に よりて 有と い へ 共 か 、るた めし はふし き 也と か 

く はかせ をめ しょせ うらかたの 次第 ゑいらん 有べ き 

間 國中を あらため 然べ きさう にん を 百 人 めしよせよ 

との 御で う 畏て御 せん を 罷立國 々さとく 殘. 0 なく 

三重 一 々次第， に ふれら るゝ かく てち よくいの 事 なれ 

ば 程なく 百 人の さ う 人 を 調 やがて；^ 前にさん だいす 


ゑ い ぶ ん ま し てま か 大臣 を つて；^ も ま や ぶ 

にんの 身の上く わいたい にて；？： か 又 病き の わざ かう 

ら なへ とのち よくて- フ な..^ はや/ \ .J^ , つぶん のお も 

むきそう/、 申されよ との^ へ は畏 候と 百 人の そう 

にん 共 一 々かんぶん を ひらき 心しつ かに うらな ひ 九 

十九 人 一 どに 御 うらかた を 申 上る まやぶ にんの 御身 

の 上 ま つたく 御く わい にんに て は 御 ざ なく 候是は 御 

わ つら ひに うたが ひなく しかも 人の そね み ふかく 候 

とすみゃか にさぅもんす君をはしめ奉..^臣下大臣尤 

かう こそ 有べ けれい かなれば くわいた ひに てまし ま 

す 身が 一 一とせ 三と せたん じ やうな くな やませ 給 ふ い 

われな し ロハ 御 病き に まが ひなし と をの^.^ せんぎ 一 

とうな b 然 所に；. G 人な みいた る さう にんの 其 中には 

く はった るら うわう の 心 をつ くしかん げんし M 共 物 

は いわやまて さめ^^な ひて ぞいたり ける みかど ゑ 

いぶん まし/^ て 百 人の そうにん 九十 九 人 は 一 とう 

に うらな ひ 申 所に 今 一 人のお きなが さう のむ ね は 申 

さや 淚を ながす は 何事 ぞ さい をく はしく さう し 申 

せと せんし 有お きな 承 は， 0 九十 九 人の さう のむ ねさ 

めて 誠にても 御 ざ 有べ きが それがしの うらかたに 
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 主 p か 八 さう 記  ,  

やぶ にん 今 は 御 心 も かろくして いさませ 給 ふ 所 へ み 

やうぶ とい へる く はん ぢょ 君よりの 御 使 ひとして せ 

い b や， フ でんに 來り まやぶ にんの 御 ま へ に畏 君より 

のせん しに は 御き しょくお もく わたらせ 給 ふゆ へ 花 

の ゑんむな しくす ごし 給 ふ此度 はふ にん 御き タ" よく 

すみやかに 心 も はれさせ 給 ふよし 君 聞 召 御 よろこび 

のた め 御き しょくに さはち せ 給 はぬ 物なら ば はるの 

なご， 9 の 花の ゑんき うちう の 人々 を 召 つれ 給 ひこな 

た へ みゆき まし- てらん びに ゑんの 花ぞ のにて 御 

くわいな さるべ きとの せんしに て 候ぶ にんき こしめ 

されこは有がたき..^んげんかな三とせが間ぎょくた 

ひ をお がみ 申 事 もな く 打た へ ひと. 9 かなしむ 事つ き 

せぬ おも ひな ひふし ぎの みゆき をお がみな ば 我み の 

きたう とな， 9 ぬ ベ し是 にました る よろこびな しせん 

しの か は らぬ其 さきに は んし はたの み 申な -9 と 打 

ゑみ いさみの 給 へ ばみゃぅぶ此由承は，.^其ぎに て候 

はや 君へ 此 だん 申 上み ゆきをい さめ 申さん とおい と 

ま 申お くリ こて んを さして ぞ歸 ける 御 てんに なれ 

ば P へ ん じの 由そう もんす みかと ゑいらん かぎ- 9 な 

く いそぎみ ゆきをな すべ きな. h- き やう どんみ を はじ 


五十 

め つぼねの 人々 殘 らす此 むね あ ひふれ よ^さし きの 

ていかみ 下の へだてな くき やう とんみ の *^ とね を は 

右の 座 上に 備へ まやぶ にんの しとね を は ひた. 9 のか 

たに さたむべし 拆其外 はっきく にさ だむべし みや 

うぶち よく い を 承 はりく はんに ん 共に 申 付 三重 一 々 

次第に ふれに け.. >  かくて 其 H に 成 ぬれば 忝 も 上 ぼん 

大王 はらんび にほんのに しのたい せい. 9 や， フ でんに 

きょしゅつ 有 玉座に なをら せ 給 へ ば あまたの 諸き や 

う 大臣 は 南の かくに ざし 給 ふ拆御 后き やう どんみ は 

あさまし やま やぶ にん をう き 世の中の みはてな. 9 兄 

弟の ゑん を 切 上 は 心に か ゝる 事な しとち よく いに ま 

かせ 出 給 ひ 右の かみに ざし 給 ふ 其 外の 女房 連 次第 次 

第に なをら せ 給 ふいくん わたい しき 其 あり 檨是ぞ 誠 

に をと に 聞 ぼん K<  ： 土の 御く は ほ ぅも是 に はすぎ しと 

閡 へけ る然 所に まやぶ にん 玉の ようら くむす び さけ 

ら. 9 やうのに しきらん かんの じ やう へ けんもん きん 

しゅの 十二 ひとへの つゆ を 結びて あざやかに すがた 

は^ 一 一  さう にして 八十し ゆごうの 御よ そ を ひ あだか 

も 十五まん 目の くもま を わくる ごとくに て 女房 連に 

ぃさなはれ玉のひさしを出給ひ左の方に付給ふ*^と 


ねに うつらせ 給 ふていた と へ てい はん 方 もな し 君 を 

はしめ 奉り 谷く はん女 夭 上人げ つけい うんかく もろ 

共に やさしき 人の よそ ほひ やとさん こ を しづ めて か 

んじ ける 大王 ゑい らんまし て め づ らし のぶ にん 

三と せが 間み なれす け ふた まさかの たいめん はよ に 

もうれ しく 思ふ& とせんし 有 こそ 有が たけれ かくて 

き やう とんみ はつね ^まやぶ にん を ふかくね たみ 

まし ませし が 今の すがた を 御らん して じゃけんの 心 

を やわらげ まやぶ にんの すがた をみ 上み おろし 扨々 

やさしき すがた かな か 、る ゆ ふ 成 兄弟 をう とみねた 

みしみ づ からが 心の 內の じゃけん やな はづ かしの み 

のと かやと ひの 內に懺海してふしl^^は し淚 にむ せば 

る 、 つる 消と も ろせ r 二 まやぶ にんに よ， 9 そ ひ あら 

めつ らしの ぶにん やな 今 は 何 を か つ 、むべ き あさま 

し や み づ か らは 御身 を ふかくう らみ I し 有 兄弟 共 に 君 

にっかへ せんしお もき 其 中に まさ.？ ぞ ねむ 心の いや 

ましてに くしと 思 ひ V 、ら せし か あ ひみて 今 は 中 ，/1\- 

にに くみそね みし 我心 拆も/ \ あさまし  > ('今更 さ 

んけ 申な. OA 比の ねたみし みのと が を ゆるし 給へ や 

まやぶ にん さぞ 久々 のく わいたい にて 心 くるしく お 

.4 やか 八 さ. ゥ ai 


はすらん 皆み づ からが 惡心ゅ へ とがな き 御身に くろ 

ぅを懸 ゑい. 9 よ をな やませ 申せし 事^も/,, ^勿体な 

や あら あさましの 我心い と をし の姬 の有樣 やばんし 

のとが は ゆるし 給 へ とたが ひに めと め をみ 合て しば 

しふし 淚に むせば る 、たが ひの 心ぞ あはれ なり 君 を 

はしめ 奉 ひ 一 ざに 有 あ ふ 人/、 是 はふし ぎの 物語 外 

に はだれ もまら ざり しに^ は 今迄 兄弟に へだての 有 

ける かと をの/, ふしぎ をな し 給 ふいた はしゃ まや 

ぶにん あね 君の さんけよ そに 聞ん 事共 を 一 しほ かな 

しくお ぼし 召 こ はもった いなき 御 事 やみ づか らうら 

み 申 事つ ゆ 斗 も 侍ら や 鬼 角 病き にお かされな がく 

くわいたい 仕 b ゑい b よ をな やませ 申と いひ ひと. 9 

まします あね 君のと やかく あんし 給 ふこ そみ づ から 

がと かならん さは さりながら 此後は 太子たん じ やう 

まします こと さだめて 程 は 候 まし めでたく 身 を も 一 一 

つに なり つもる 事の み ゆる/^ と 御物 語 申べ しとう 

らみ給 ふ 御け しきつ § 程 も あらやして あね 君の 御 か 

ほば せ を さも やさしく 打； 一敏め さしもう ちる み 給 ふ て 

いふした と へがた なきふせ いなり 是ゃ 如來 のしん 力 

にて 一 時の さんげに おつごう の ざいし やう めっしむ 

£41 一 
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三と せが あ ひだ はまみ へやして け ふた まさかの たい 

めんに やさう にもろ き 事 や ある いまし ばらく との 給 

ひ てれう がんに 御な みだ をう かめ 給ふぞ ありがたき 

ことに あねき ゃラ とんみ いま 一 まほの 御な げきい か 

にぶ にん うらやま しゃ 御身 はお な. し 兄 とはい ひな 

がら たっとき ほとけの けち ゑんに てみ らいまで もた 

の もしゃ かま ひて みづ からが A ハん いぐちの あくしん 

の つみ を ゆるして みらいはお なし はちす のうて なに 

むか へ 取 て 給 は れ かく あ りかた き 佛成を 

ととて はかなく もうと みし 事の くやし やと 我と あく 

しん を ざ ん げして ふしこ ゑ を おします なげかる 、ま 

やぶ にん もき やう とんみ のな げき 御い と をし くお ほ 

しめし あら もった ひな や あね 君 さまな に. を 御 うらみ 

申べき さは さ ながら 一 時の ざんげに はむ やうの 

つみの き ゆると 候 へ ば 御 心 やすくお ぼしめ せ拆 又た 

いし 御たん じゃまし まさば よきに も. ON たて ゑい hv よ 

をい さめて たび 給へ いかにう だ ひふう ふの 人々 ばん 

し はたの な 申な ひさと hs ひらきし 身と な， 9 てみ らい 

じ やうぶ つと ぐれ どもお ことにな ご. 0 が をし まれ て 

すこし 心の み だる.、 はと ふし： K ばし な げかせ 給 ひけ 

え やか 八 さう 記 


るし かる 所に こくうより こんじ きのはた ふたな がれ 

あまくだ. た ひばら じゅの こやへ にと ま いき やう 

よもに くんじて しょほう じ つ さう のじ やう どと げん 

す ふにん あま. 0 の たつ. i さに こくうに む かってが 

つし やう ある 其 時 十一 一 ひと へ の もすそ を わけみ ぎの 

御 わき を ひらかせ 給 ひ 太子たん じ やう まします なり 

を， c ふしゃい じん， 9 うじん， 0, フ lo, フをさ ゝげ まやぶ 

にんの しゅごし ける はふし き 成け る 三重 次第な り あ 

らぁ ひがた やほう どうの 上に 立た る 四方のと びら 

をし ひらきい わう せんざいる. 0  く はう 如來 五ち ゑん 

まんの ほっしん 如來 uzr:  く はう 佛 もろ 共に みやう ふ 

しぎの ひか を はなち 佛 もせん ざいと しゅごし 給 ふ 

折 ふしく じゃく ほうわう かれう びん もろ^^の め い 

てう こくうに とひさ b まひ あそぶ 天人 もやう が う ぼ 

さ つも 愛に あ まく， た b ます けしき ふ しき 成け る 次 

第な り あまたの 后 女房 連 かく 有が たきし せつに あ ひ 

五し やう 三 じうの つみた ちまち にめ つす る 事 ひと へ 

にぶ にんの 御 をん な..^ せめて 一 しの 花 を さ、 げ申 

さんとてんでに花をたをh^ぶにんに是をさし上給ふ 

今の よに 至る まで 卯 =： 八 曰に さ、 ぐる 花此 時よりの 

五十 ni  I 


-5: やか 八 さ ； 記 


五十 四 


お こ な h-  *^ば らく ぁ つ て ほ うと う の と び らを ひら 

き 御たん じ やう めでたく まやぶ にん はたち まち 佛た 

い を ゑ 給 ひ， 9 う によ も 共に じ やう 佛 すんし 有が たが 

，りけ る 次第な りかくて 太子く はう みやう あきらかに 

てらさせ 給 ひ 左の ゆびに て 天 を さしみぎ の ゆびに て 

ち を さし 給 ひ 三 せれう だつ 四ぐ せいぐ はんしよ ほう 

ちんる い 天上 天げ ゆ いが どくそん ととな へ ：：! ひま へ 

に 三 あしうし ろ に 四 あし あゆませ 給 ひぶ • にんの 御ひ 

ざ を 立 さり 給 { はふし ぎ やな ほうとうの. i びら をお 

し 立太子ぶ にん もろ 共 御す がた はみ へさせ 給 はや 君 

を はじめ 奉りげ つけい うんかく こ は そ もい か 成 御 事 

ぞと をの/ ふしぎ をな し 給 ふ 其 時う だ い ほうとう 

にむ かって 御す がた あきらかに こなたへ うつらせ 給 

はれと かんたんく だきら いすれば 其 時 太子 ほうとう 

を 出 給 ひ はくうん を はこばせ 給 ひうた ひに ひしと い 

だかれ 給 ふ 大王 を はじめ 奉り 人々， の御悅 たと へ てい 

わん 方 もな しかくて ぶにん はま さに 佛果を ゑた まひ 

をん がくの 聲もろ 共に たちまち 天上 被 成け る 其 後 太 

子 御せ い^ん めでたく 十九 出家 三十 成 道 まし/ \- て 

さいらい 生 さいと なさる しゃかむに 佛の御 ほうべ ん 


有が たし 共 中/ \ 申；^ はな か. 9 けれ 
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善ガ 


ク記 


第 


, もく 西方 極樂 世界の き やうし ゆ 阿 彌陀如 來の御 

けしん 念佛の 元祖 せんど-つ 大 しの 由来 をく わしく た 

づ ねたて まつる にこ、 に 本朝 三十 四 代 推 古 天皇の 御 

宇に あたって もろ こし 四百 よしう の あるじ をば す い 

ようていと 申舉る 然るに 爆 帝 御 心せい に ましく 一 

天の 萬 民 をよう しの 如くな つけ 給 へ ば 民 もまた ぶ も 

I の 思 ひ をな して まつ.^ ひほう ほく も：！： 果てかん こ 

も 今 は をの づ から 苔 ふかく こそな りに けれ さて 第 一 

の 后に はせい やうぶ にんと 號 したて まつ.^ 御 形嫦妍 

ぇたをゃかにしてh^っきぅの ふんたぃ顔色なきかと 

疑 はる さるに よって 爆 帝の 御 寵愛 はかぎ. 0 なし さて 

又國を 守る 三臣に は左將 軍たん かう 右將 軍まん けい 

副將 軍め いき やうと て いづれ も智仁 勇の 三つ を兼吳 

氏 孫 氏が 肺肝よ bb う しゅっし たる 名將 たり 其 外 月 

卿 雲 客 はしゅつ しのよ そ を ひ 引きつく ろ ひぎ 人とう 

つと 列座して 君 を 敬 ひ 奉れば うら 吹く 風 もの どか 


I 一 


善 


さ & 


てめぐる月日も久かたの治る御£；^  〕そめでたけれ 

拆 その後に 頃は彌 生の 事 成に 庭の 櫻 も き亂 れいと 

面白く 見 へ ければ 御 后せ いり やうぶ にん 女房 達 を 召 

具して せいり やう でんに 出 給 ひよ も を はるか に 見 給 

へ ば あら 面白の 景色 やなに はものき ゝも おの づ から 

春の きどくに 櫻 花げ にも 詠め は 楊 貴紀 やい とい 焦る 

る鹽 釜の 煙 か あらん かき， 9 かやつ 九重 十重の 櫻 花木 

木の ふ いきん とひこう は 雪に まが ひの 糸 櫻靑葉 交..^ 

の遲櫻 はつはなよ b も 珍ら しく 一  入 興に 入た まひ 御 

ものす ま 

遊覽 はいと まなし 然る 所に 俄に 穴 I- かき 曇 b 物凄 じく 

風 吹きて 御殿 の 花 はこと A\  く 落花す る こそ 物う 

けれ 后 を はじめ 女房 達さ も おもしろき 御 ゆ ふ もさめ 

かなた こなたに 逃げ 給 ふその 中， にせいり やうぶ にん 

と ある 木蔭に ふしまろび 御 息 もた へ <. ^に 成 給 へ ば 

人々 驚き 立 寄りて 后 を 抱き 奉 b 御殿の さして ぞ入給 

ふ あらいた はしゃせ い b やう ふにん ばんしの 床に ぞ 

ふし 給 ふみか ど を はじめ 舉， 0 左右の 大臣 月 卿 s.:.^ 客是 

はいかなる 御 事 やと 日 やの 詮議 ひま もな し拆 てん や 

くの 守 をめ されつ 、今日の き *^、 よく はいか い ある や 

i の 宣旨也 さん 候 御 后の 御病氣 にっき いづれ も 吟味 

五十 五 


善 た う 0  

を 遂げ 醫術 のせい ぐ を^し 候 へ 共 更に 御 元 氣も御 

座な く 候 鬼 Jw^. 御いた は. り は 冷 氣に襲 はれさせ 給 ふに 

や 以の外 疲れさせ 給 ひその 上 御 脈 けんたい をお ひて 

いのきな く 候へば われく いと く，. -ん 仕.. >  かね 候よ 

し を 奏聞す 君 ゑい ぶん まし/^ て此上 はいか いはせ 

んと 案じ 惑 はせ 給 ひける 時に 左將 軍す、 み 出 愛に 泊 

洲長 安の かたはら にかいせ うこ じと 申て めいよの b 

やうい 御座 候 也 かれ を 召して 御 b やう けんの 聞 召さ 

れ 然るべ う 候と 謹んで 奏聞 申せば 君 ゑいかん あって 

その 银 ならば 急ぎ 召せとの 宣 旨也畏 b 候と やがて 勅 

使 を 立ら る 、件の 所に な b しかば かいせ うに 對 面し 

宣 旨の 趣の ベ らる、 かいせ う 承，. - 誠に 以て われら 如 

きの 大 ほんげ にか やうの 勅 を 蒙る こと 生々 世々 まで 

あ b がた しかな はぬ 迄 も 參內し 天恩の 奉じ 奉らん と 

勅使と 打 つれそれ よりも 內裏を さして ぞ あがらる 、 

御殿に も 成し かば かいせ うこ じ參 内の よしを 申 あぐ 

る 君 ゑい ぶん まし ，（》 て かたじけなくも 對面 まし ま 

しい そぎ 療治 を 加 へ 病氣平 ゆうの てだて をめ ぐらす 

ベ しとの 勅 誰 也 かいせ ぅ餘 りの あ.^ がさに とかう に 

及ば や 勅答 申 御前 を 立左將 軍の 案內 にて 后の 御殿に 


 五十 1 パ  

あがらる ゝ やがて 立よ，^ 御氣色 をう か いひぬ 一は を 取 

,0 舉. 0 とつく とェ. f パし其 後 御前に 立歸， 0 謹んで 申 上 

る は 御いた はり は 別儀 は ござる まじく 存じ 奉り 候へ 

共： n の 內には 必す 御快氣 まし ま さんさ ながら 只今 

とゝ のへ しんじさし 上申た く 候へ 共 ひしの 妙藥 ； し 

ゆ 不足 仕 候へば あはれ 一 日の 御い とま を 巾 あげたく 

候と 申 上れば 君 を はじめ 奉.^ くげ 大 じん 一 同に 奇 s^; 

の思ひをなし給ふみかど御感の餘，.^に仰せけるはぁ 

またのて んゐ共 かいじゅ つもた へ て 朕 も ゑい.^ よ を 

，ます 所に 命に さは. 9 ある まじき と ゑ い ぶんに i^j す 

る 事是に 過ぎた る よろこび なしい そぎした くに 歸 b 

つ 、靈藥 をと、 の へて へ ん しも n: 十く 參內 仕れとの 宣 

旨也畏 つて 御前 をた ち 我 や を さして ぞ歸. ^ける 我家 

になれば あまたの しょ でん を 取 出しつ く < ^と考 へ 

て^ 其 後に みでした ち を 近付て われ かやう/ \ 'の 勅 

ゐを蒙 b 大事の 御 煩 ひ を 受取て か へ . ^し 也 それにつ 

き 仔細あって 后の 御 藥を抱 ゆるに はいかに も *y 、やう 

玄 やうなる れい 水 を 寅の 剥に 結び あけて かくる 也然 

れ共 此邊の 池に はせ う < ^なる 水 更にな しまこと や 

長 安の 瀧の 流れ は 西方 極 樂の九 品 れんだいの 下よ. 9 


流れいで ゝ淸淨 なる 水と 聞く いざ 此水 をむ すび あげ 

御 藥を待 へ んと 供人 あまた 引 具して 長 安 さして ぞ急 

がる、 瀧に も なれば かう/^ たる 山の てい 白雲 ころ 

もに 似て 巖 のかた にか、 b 靑苔帶 に似て 山の 腰を卷 

き 落ち 來る 瀧の 有樣は 恰も 龍 門 三き うの 如くとうと 

うとして すさまじく 流れさ つ/ \ 'と 落ちて いさぎよ 

くいと- »• 心 もす みわた.^ 暫 しなが めて おはします 時 

に 不思議 や 瀧の 響き せんた う とぞ 響きけ るかい 

しゃう 不思議の 思 ひ をな し 心 をす まし 聞く 所に 虛空 

に 昔 樂 きこ へ 旗 二な がれ 降り 下.^ そば 成 こぼくの 枝 

にぞか ゝ， 9 ける か いせう 立よ.^ 是を 見る 其 時 満の內 

よ. 0 も佛 名を唱 へ 給 ふ 其 もんに 曰く 末法 出世め うせ 

んだ ぅ卽 是彌陀 けしんぶ つちよ くせ まつ代 だう あく 

人 ； 切 衆生い わう 玄ゃ うど、 唱へ たまへば 不思纖 や 

二流の 旗に 此 もん 明かに ぞ 移.^ ける かいせ ういよ い 

ょ不思議はれゃらゃ晝^^まどろむ事もなくしん ぃを 

濟 して あかしけ る旣に 虎の 刻に も 也し かば 自ら 瀧の 

下に 行き 水 を 汲ん とせし 所に 落ち 來る 瀧の 水の 上に 

金色の 文字す はる 其け もんに 曰く 西方 極樂彌 陀佛し 

ゆ つ^やう しんだん みやう せんだ う れんげ 口 萬 せん 

善 だう 記 


惡人 一 切 衆生い わう 淨 土と ぞうかみ ける かい まやう 

大きに 驚き ゃゝ かたぐ 是々 拜 めと 有ければ 何れも 

奇異の 思 ひ をな し肝膽 くだきて 禮拜す 其 時 瀧の 內ょ 

b も 五六 歲 ばか b 成 童子 一 人 水 巾よ， 9 忽然と して 浮 

み 給 ふかいせ うな を も 怪しみて^ 御身 はいかなる 方 

にて まし ませば 今 愛に 出現 ある ぞと咎 むれば 一 竟子答 

へ ての 給 ふ は 昔し は 西方に 有て 六 八の 願の 起し 今滿 

足して 唐土に けげんす 天 を 以て 父と す 地 を さして は 

とし 水 を 以て 胎內 とす 我は是 西方 極樂 のき やう 主 

阿 彌陀佛 の 化身 也 結緣の 衆生す ぐに 佛心を 得せし 

めんた め 今 愛に 求れ.^ 汝我を は ごくむ ベ しと 高らか 

にの 給へば かいせ う 奇異の 思 ひ をな しこ は 忝き 仰せ 

ゃと合掌さんばぃし奉..^ゃがて立ょ..^御稚兒をぃた 

き 申 望みの 水 を 汲 もたせ 我 や を さして 歸らる 、頃 は 

隋の煬 帝 泰業九 年み づの へ 酉拆我 朝に あって は 人皇 

三十 四 代 推 古 天皇 二十 一 年是せんだぅの御*,^ゅ っ^- 

ゃぅきたぃせんばんぁ-^-がたしともなかく申はか 

り はな か b けれ 

第 二 

五十 七 


善 だう Si 


さる 程に かいせ う 居士 御ち ご をい ざな ひした くに 歸 

,9 悅び 愛し 給 ふこと ひとへ つし 一 子よ b なを 淺か 

らぬ思 ひ也拆 御ち ごに 打む かひ 我が やうく の 勅 を 

蒙り 只今 參內申 也 留守 の つれぐ に は管紘 な- 9 共 も 

て あそ ひ 心 を なぐさみ 給 ふべ しゃがて 歸 b 申さん と 

かの 靈藥 をと、 の へ て 內裏を さして ぞ あがらる、 御 

殿に なれば 左 將軍を 以て 御藥を 奉る 去 程に 御 后 件の 

靈菊聞 召す より 不思議 やな 今まで 御 心う とくしく 

まし ませし が 俄に 快氣を 得た まひて 本復 ある こそめ 

でた けれ 君 を はじめ 奉， 9 卿相 雲 客に 至る 迄 憂 ひの 色 

を 引替 へ て 皆々 悅び にぎ あ へ b 君 ゑいかん の あま b 

にかいせ うに 仰せけ るは此 たびぶ にんが 病氣 いまだ 

しごなら すして 本復す ると はい ひながら 是汝 が良藥 

良 醫の德 にあら やん ばいかで 助かる 事 をえん とても 

の 事に 其 療養の 手た て を 聞せ よかし との 宣旨也 かい 

せう 畏 つて 申 上る は此度 后の 御平瘛 全く それがしが 

臀術 にて は 候 は-^ 是 若の せいぶん *{ん ぶの 德 によつ 

て 諸 天の ふじゅ あら すん ば 愚 臣が藥 力い かで か 叶 ひ 

申べ きそれ にっき 愛に 不思議なる 御 ことの 御 ざ 候 そ 
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れ がし 御藥を 持へ 申さん ため 長 安の 靈 水の 水 を 求め 

かの 瀧へ 罷，^ 越し 候 所に 瀧の 中よ .9 四 句 の 偈を唱 

へす い 4^ やうに 文句 有 其 中に 六七歲 成ち ご 一 人 忽然 

と あら はれ それがし を 父と 賴 まんとの 給 ひし 間 幸 ひ 

それがし 妻子 不通の 爲 にて 候に よ.^ 諸 天の 與へ給 ふ 

と 有が たくい そぎ 伴 ひ 罷歸， 0 候と はじめ 終. 9 を 奏聞 

仕れば 君 を はじめ 舉.^ 諸 卿お のく 一  同に 是ぞ 稀代 

の 不思議 やと 感に たへ させ 給 ひける 其 後の 宣 旨に は 

か、 る 奇妙の 其ち ごに 對 面せで はかなう まじ 具して 

参れとの 勅 誰 也畏て 候と 御前 を罷 立い そ ざ 我 やに 立 

歸 b 御ち ご を 近付て 宣 旨の よしを 語. 0 つ 、時の 装束 

ひきつく ろ ひやが て參內 申さる、 かくて 御ち ご 上座 

にあん ざまし/^ て さも ゆ ふ たる 御 姿た とへ て 

いはん 方 もな し 君 は ゑい らんまし/^ て 最前 か い せ 

うが 申せし よ b もい やま さ. 0 更に 人間と は 思 はれす 

いかさま 不思議 はれ やら ゃ仍し は大六 夭の 魔王が 王 

法 を 妨げん との はか- 9 ことか いかに/ \ 'と宣 旨 あ 

る 其 時御兒 何共 返答 はまし まさで^ よくに 有け る硯 

を 取て 筆 を 染め あんよう 極樂 世界に 至らん と 願 はん 

には此 もんに しく はなしと 虛 空に 筆 を なげ 給へ ば不 


思議 ゃ此筆 そば 成 障子に ひっしと 立 光明 遍照十 方 世 

界念佛 衆生 懾収 不捨 とさ も 明かに すわ. 9 し は 稀代な 

bける次第な，.^君をはじめ月卿雲客かぅべ を 垂れて 

御ち ご をい ねう かっこ ふなされ ける みかど 餘.. ^のた 

つと さに 疑 ひもな き此 ちご は佛の 再誕に き はまれ b 

と 忝くも 大王 は 玉座に 立せ 給 ひつ、 ちごの 御ぐ し を 

かきな でさせ 給 ひ 誠に 朕が まつりごと おろそかなら 

ぬ ゆへ やらん 佛の 出世 まします よと 御衣 をし ぼらせ 

給 ひける かくて 大王 かいせ う を 召され 汝 日頃せ いじ 

んの道 を 學び塞 人た るが 故かゝ るた つと き 御ち ご を 

天より 與へ給 ふな- 9 いよく かしつき 奉れと 當 座に 

官佐をゅるされかすの御褒美下されければかぃ>^ゃ 

う 面目 身に 餘 ，9  ,  ^ は 忝し と て 謹んで 頂戴し » 御 い と 

ま を 下され 御ち ご を 誘 ひて 悅び 御前 を罷立 やかた を 

さして ぞ歸. 0 ける^ たくに なれば かくて それよ. 0 か 

いせう 居士 あけくれ ちご を 愛しつ ゝ よきに も. 0 たて 

給 ひける さる 程に 御ち ご はた い あけくれ は 卓に よ.^ 

そ ひ 佛學儒 書に 御 心 を 入日 やの 學 問いと まなし 又 あ 

る 時 は 西方に 打む かひ 佛名 をく わん ねん あ. 9 一  ゑに 

後生の つとめよ b 更に 餘念 はまし まさす 旣に御 年 十 

. I 善；^ う 記 


一 歳の 寿の 頃 かいせ う 居士に 打む かひ 自ら は 出家に 

なり 菩提の 道 を あきらめ たく 候 へばい とまた ベ とぞ 

申さる、かぃせぅ聞召出家の望は尤なれ共さ..^なが 

ら我此 年に 至る まで 妻子 を も 持 ざれば おこと を そだ 

て それがしが なきあとまで も賴む 身が 御身 出家に 成 

給 はい 我 身 は 何と 成べ きと 不覺 の淚 はせ き あ へ す 御 

兒は 聞し 召 仰に て は 候へ 共 それ 人界は 火宅の すみか 

誰が 一 人の こる ベ き此た ひ^ゃう じ をい と はすば 來 

世 はあくし ゆに 墮在 せんそれ 一 子 出家 すれば 九族 夭 

に 生す ると 如來 のきん げん あきらか 也此 世の 緣 はう 

すく  10 も 來世は 必すー つ はちす の蓮毫 に 半 座 を 分け 

て 座し 申さん とた^お いとまと ぞ 申さる 、かい 、や 

うい つちの 道理に ふしげ にあ やまった，.^ ことわ. 9 や 

其 儀に てあるなら ば 御身の 心に まかせ 給 へ 此 上は隨 

分學 問き はめ 給 ひ 衆生 を濟度 給 ふべ しか へ すぐ 

も 出 離の 道よ く 勸學 おはし ませ とてもい とまの 

此上は 早と く/..^ と □  □ る 、こ は 有が たき 仰 やな 山 

に 登. 9 學問 とげ 一 山の せき 學 ども かな はぬ まで も然 

申さん 其內 折々 山 下 仕.^ 見 申 見 へ られ舉 らんたい た 

だ ご 世の 御い となみ 忘れさせ 給 ふなよ おいと ま 申と 

五十 九 


善 だう 詛 

の I へば かいせ う 名殘は 惜し けれ 共お さあ ひ 人に す 

すめら れ 弱き 心 を 取な をし とても 山上 あるう へ は 里 

の 事 を も 打 忘れよ きに 學問 とけ 給 へ 見 申 見 へ たき 折 

ふし は是ょ 入 を 登す ベ しそれ まで は 文の たよりも 

いたす まじと す、 む 淚を押 かくし 諫め 給 ふかい ま、 や 

うの 心の 內 こそ あはれ なれ 御 兒も今 は 早 親子と むす 

び 給 ひしょ， 9 かたちに かげの そふ 如く はなれ 給 はぬ 

恩愛の 別れと なれば 一 入に いたいけ 成 御 かほば せし 

ほ/, \ "と 成 給 ふいと い 殊勝 ぞ まさ.^ ける され 共 かい 

せう 名 殘の心 を 取 直し 幸 ひけ ふ は 吉日な b さらば. 3 

上し 給 へ と 供人 あまた あ ひ VV へ て かくま やう 山 へ ぞ 

おくらる 、名 殘は盡 ぬ 親子 中い はね どう へ にあら は 

れて わかれ/^ にな. 9 にけ b 互 ひの 心ぞ あはれ なる 

かくて 其 後 御ち ご はかく 玄 やう 山に 成し かば 其 頃 

4< うのの ふけ ひん 玄 やの ほまれ を 取 給 ふとんらん 大 . 

しの 御 弟子 ど， フ しゃく せんしに 對面 まし/ >\ '師^の 

. 契約な されけ る 則 御 年 十三に て 御く し をろ させ 給 ひ 

ける 拆其 後に どう まやく せんじの 給 ふやう まこと や 

長 安の 瀧よ..^ 出生の 時 せんだ うと ひ. „ 'きし 事お がた 

きめい もんかな まっせんだ-つ と響 きしこと よくみ ち 一 


六十 

びくと 見 へ た b せん は玄 しゃう のせん な. 0 だう はゐ 

んに うの だう 愛 を 以て 案す るに 一 切 衆生 ことぐ く 

極 樂淨土 へ 導び かんとの 誓願 出生い せんにと な へ 給 

へ は 如来の 化身に 疑 ひなし 則 瀧の めいもんに 途 はす 

一 御身の 法名 を せんだ うと かいみ やう せんと 則 せんだ 

ぅ大 しと 付 給ふ拆 それよりも 學 問いよ/,^ 怠らす 誠 

に佛の 化身 なれば - 字を學 びて 十字 を さと， 9 聰明 ゑ 

いち 巾々 にたと へ てい はんかた もな し はや 十五 歲と 

申に は佛道 修行の 心 深く 極寒に も 汗 を 流しく わん そ 

うにつ かれ を 忘れ 炎暑に も 衣 を かむ.^ 念佛 三味に 怠 

らす 一 切の 經 こと/^ く御覽 じて つく < ^思 召す や 

うは もろ 共 上 こん 上ち の ともがら はくわん ぼう まゆ 

ぎ やうして ごとう 發 明に 成佛 をいた さんか 末世し よ 

くせに 至て 下 こん 下ち 凡夫 はくわん ぼうく わん ねん 

難行苦行 はかな ふまし 然 らば 來 世は必 す 地獄に 墮ち 

ん悲 しさよ いかにもして 下 こん 下ち の 衆生 を 成佛ぃ 

たさせ やん ば ある ベ からす 西方に 打む かひ あはれ 願 

一 く は 末世の 衆生なん さな ふさの 修行な くた^ 一  念の 

- 發願 にて 往生 極樂の 素懷を 遂げん 誓願 を 授け 給へ と 

一 合掌し 御 目 をふさぎ 観念 ある 時に 不思議 ゃ經藏 のと 


びら 開き 金色の 御經 一 卷 せんだ ぅ大 しの 御手に わた 

, ^給 ふ は あ..^ がた か. 9 ける 次第な せんだ う 新たに 

おぼしめし 三度 項き み 給へば 忝くもく はん 無量 壽經 

な. 0 いよ/^ まん < ^きもに 銘 し則拜 しみた も ふに 

. 有難 や 一 かう せんねん 無量 壽佛 のめい もんよ b 光 を 

はなって 明かに 拜 まれ 給ふぞ 不思議なる 大師す い 喜 

まし/^ て 誠に 末世 愚痴の 衆生に 授 くべ き は 彌陀の 

ひぐ わんに 如 はなしと 此 もんの 下よりも 此 度の 出 離 

やう じ 頓生佛 化の 道 彌陀の 名號に 限れ. 0 と^ ゝぅ 

し 給 ひ 万 せん 万ぎ やう を 振 捨て 只 一 かう にじ やう ど 

もんに 入 給 ひ 末代 あくせ の しゅじ やう ごくち うざい 

げの 凡夫の 得道 は彌陀 の名號 にお さまれ. 0,0 いよい 

よ 堅固の 信心に まかせて 南無 阿 彌陀佛 /^と 高聲に 

唱へ 給へ ば 其時虛 空に 昔樂聞 へ 花 降 b 異香 四方に 薰 

じぼ さっし やう じゅ 來迎 あ. 9 極樂淨 土，^ 今 愛に うつ 

しける かと 有難く 肝膽 くだき 禮拜有 其時虛 空に 御聲 

有衆 生 利益の ひくわん 末世に るつ う 疑 ひなし との 給 

ふみこ ゑの 下よりも 數々 の 佛は虛 穴 H にあがらせ 給 ふ 

赛導 なを/.^ あ.^ がた く 信心 堅固に 念佛 をち うやに 

中 させ 給 ひける 衆生 千万な か-,, ^に 申 はか. 0 はな か 

善 う 記 


りけ t 


あら 有が たや 善 だう 大し はかくし やう 山に 登. 9 給 ひ 

旣に 十三 年の 春秋 をお く， 9 給 ふ學問 へんじ も 怠り 給 

はす 殊に 一 向 せん 念 無量 壽佛 のめい もん 一 心 不亂に 

得道 有い よ/^ ^ん^ 堅固に て每 H の 御^よ さた 

ん しんせ うみ や， rs 一  向 せんじ ゆの ぎ をた て 給 ふ 其 外 

は 更に 餘念 はまし まさす 誠に 如 來の大 ひの ひぐ はん 

明かに て 知る も 知らぬ も をし なべ て 皆 念 佛に歸 依 を 

なし だう ざ 一 ま、 やうの かく  4< やうた ち も や うだう 

もん を ふ b すて 善導の 御 弟子と 也淨土 もんに 入 給 ひ 

念佛 しゅ 行なされ し は 有が たかりけ る 次第 也 或時大 

し は 一 七日の ベ つじ 念佛 をと b おこな はせ 給 ふ旣に 

六日に あたる 日の 夜に 入て いづく 共な く はたち はか 

b の 女性た け成髮 をお しみ だき さもた へがた き 風情 

にて 大 しの 御前に 參り 何共 物 はい はすして さめ，^ 

泣て ぞいた， 9 ける 善導 御らん じて ふびんの 物の 有樣 

やた うまで もな し汝 まよ ひて 今 茇に來 るに うたが ひ 


善 だう Si 

なし 浮めて ゑ させん さ，^ ながら 懺悔 ゑ しんの 爲 なれ 

ば 有し 事共 具 に 語れ 其 時 女性 顏 ふ .0 上げ さてく 有 

が た の 御 事 やみ づ から は此國 のかた 原に か なんと 申 

所に さる 者の 妻に て 候 女の 身と て あさまし や 一 子 を 

懷胎 仕. 0 七日 以前に 難產 にて 悲しき かな やみ づ から 

は あらち のうへ にて {仝 しくな b し 其 罪が うの 重く し 

てち の 池に おとされて 苛責 のせめ の ひまな きを 助け 

給 へ や 御 僧と なげき 叫ぶ 有 樣は目 も あてられ ぬ 風情 

な b 大し ふびんに おぼしめ しあ ふやさし くも 來るも 

のかな 汝 過去の 宿緣 にあら すん ばいかで 此だ うじ や 

うに 來る ベ きま さに 卅 五ばん の 願 もん 今汝ら がた め 

ならん ごくお ぅ惡 人む たほう べん ゆいし やうみ. たと 

くしゃう 極樂 南無 阿 彌陀佛 くと 十 念 授け 給 ひけれ 

ば 女^ や 5 めんたん すいきして 南無！： 彌陀佛 の聲も 

ろ 共に あさましき 姿 を 引か へ靈魂 忽ち 佛體 とな 西 

.の{ 仝に 飛び去りし は 有難 かりけ る 次第な b- 是善 導の 

御結緣 本願 名號の たへ なる ^るし 是な h> とて いよい 

ょ念佛 繁昌して 菩提の 道 をぞ願 ひける かくてべ つ 行 

の 御 ゑ かう 口  口お はりし 所 へ 御 父 かいせ うこ じの 御 

方より 使た- « 'しく 走 ひ參し 御文 を 奉る 大し拜 見 まし 
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ますに 御いた はり 以ての外に まします 間 へ ん しも 早 

く 御 越し あ b 御 臨終の 御す 、 め 御 尤に御 ざ 有べ しと 

又 かいしゃう こじの 55^ 子し やう じゅん 方よ. 0 の 文な 

大し 大きに 驚かせ 給 ひ W もく みやう かな ゃ此頃 

は佛道 まゆ 行に 心 ひかされ 父上の 御 方へ お とづれ だ 

にもた へ はて、 慕せ し 事の 勿體 なや へんじ も 急がん 

方々 とみで しせう く 召 具して 故鄉 へ歸ら せ 給 ひけ 

るげ にや 誠に 世の中の 有爲 無常 こそ はかなけ れいた 

はしゃ か いせう 居士 過し 秋の 中ば よ 病 を 引う け 

給 ひばんし の 床に ぞ 臥し 給 ふ あまた 醫 道の 御 弟子た 

ち 一 家の人々 集. 9 て さ i6<, - 看病 申せ 共 夕 〔やうごう 

の やま ふに 次第に 衰へ給 ひつ、 今 を 限-り と 見へ 給 ふ 

いた はしゃ かいせ う 居士， 弟子た ちに かい まやくせ 

られ やう /^枕 を 上げ 給 ひ 苦しげ な る 息をつ ぎ我旣 

に 娑婆の 緣盡き 宾途に 赴き 申な.^ 忝/、 も 一 代き やう 

主の*^ゃくそんロにも^ゃぅじの拉をのがれ給はす 

そう. 0 ん じゅの 入滅 はきば がれい 菊 も 益な し 生者 必 

滅 のこと は， 0 を 誰かの がれん 唯惡 念に いとま あらす 

次第にき しょく 衰 へた， 9 かねて 死期 を しるならば 善 

導 を 呼 下し 今一 たび 面談し 最期の 名 殘を惜 まん 物 を 


神なら ぬ 身の あさまし やかく 老體 とな h- はてし もな 

がろ ふ 事 も あるべ きかと □□ なる が 故に 明 暮と裟 婆 

の 執心 離れ 得す 一 大事の 未來 まで 取 失 はん あさまし 

やと 付け かく に 付け ても！^も戀しき^^11導ゃとくして 

山より 下れ かし 最期に 一 目 あ ひ 見た やさても 是非な 

き 我 身 やとの 給ふ聲 もた へ/ \ に泪 にむ せば せ 給 ひ 

ける 看病 申 人々 もさす が 親子の 中と いひ 日頃の 敎化 

ふかければ 一 しほ 焦れ 給-一事け に 御 道理 こと は b や 

と をの/ \ 釉をぞ 絞らる 、その 中に ゑ やう じゅん 涙 

を 押 へ さて， c かひな く 見 ： させ 給 ふ 物 かな 御心づ 

よく 持せ 給へ 善導の 御 方へ 一昨； n 人 を 以て 御 臨終の 

よし 火急に 申つ か はし 候 定めて 御油 斷有 まじければ 

ろじ を もい そがせ 給 ふべ し 明朝 は 必ゃ 善導 御 越し な 

さる ベ し 御 心 結 ぼ をれ 必 すなげ かせ 給 ふなと さま ざ 

ま 諫め 申さる 、かい まやう 聞 召！ W も/. \ 'おこと は 心 

のっきた る もの かな 拆は人 をつ か はした ると や あ ふ 

あ ふ 嬉しく 候然 らば 善導に あ ひみん ことの 嬉し やと 

につ こと ゑみ を 含み 六十 八歲を 一 期と して 遂に 空し 

くな り 給 ふ 人々 驚きす が っき是 は- /l-- とば かりに 

て 暫し を 流 さる、 してい 七 世 の 親し き 中 いづれ も 


途方に くれ 果し あま hN にもろ き 御 <f &是 につけても 善 

導の 今に も來ら せ 給 ひなば さ ぞゃ 本意な く 思す らん 

と 重ねて 袖をぞ 絞らる 、然る 所へ 善導 は を 日に つ 

いで 急がせ 給 ひ 父の 館に 入 給 ふの ふ 唯今 御 臨終 遊ば 

したりと 申 も あ へ す 倒れ ふし 善後 もしら ャ 泣きいた 

, ^善 だう 夢と も 辨へ給 はや それ は 誠 か あさまし やと 

御 死骸に 取 付 て^ばし 消 入 泣き 給 ふやう/,^ として 

御 心 を 取な を させ 給 ひつ 、{<H しき 居士の 御顔 を拜し 

^て あさまし や 我 は 素よ. 0 父 a- とても あら ざれば 夭 

しん 

と も 地と も 一 一親と も § ^みを こそ は賴 ろしに はや 先き 

立せ 給 ふか やかく ある ベ き 事 か 此頃は 故鄉の 空の 戀 

しくて け ふ は歸. 9 て あべ ふき か あす は 故 鄕へ歸 らん 

かと 飛た つ 程に 思 ひし かどつ ねぐ 居士の のた ま は 

く 此方より ゆるさす ば 里へ 歸る ことな かれ 唯學 問の 

修業せ よと 深く 制し 給 ふに よ. 0 御 ゆるしな き 內には 

ばか. 9 いか いと 存じ 此 度の 御 b ん玄 うに あはざる 事 

の 悲し さやと 深く 歎 かせ 給 ひける 善導 御酒の ひまよ 

b もい かに 方々 それ 人 かいの 習 ひ 生して 滅 する は ひ 

とへ に 東 山に か^ゃく 日の 忽ュ b 西の 空に 隱れ給 ふに 

ひとし 哀別 離苦 をな げくに あらす かくて 有ながら 御 

六十 111 


善 だ う  I 

臨終の其砌..^御目にか、らぬ事共は生々世々の不幸 

な. 9 玄ゃ うかぎ りの 上の 命 をね がふ 事 はなし 只 臨終 

の ； 大事 をす、 め 申さん ため なれば 南無 法王 あみだ 

佛 願く ぼ 慈悲 の 御 眼 じ b あざやかに；^ やう ご うの か 

い せ うなれ ばな ど彌陀 大悲の 本願 によらば 正 念 往生 

なからん と 御 そっこん を觀 念し 十 念 絶えぬ 其. S にい 

きた へ { 仝し きか いせう 居士 忽ちよ みが へらせ 給 ひけ 

る 善導 餘.. りの 嬉し さに ひしく と 槌り付 悅び泪 はせ 

き あ へす 付添 ひたりし 人々 も 皆々 奇異の 思 ひ をな す 

其 時に かいせ う 居士 は 善導 大しを 拜し給 ひ W て 有難 

き 我 片時が 間に 閻魔 王宮に いた. 9 ぬ 大王 もい けんし 

て 曰く 震旦 善導 そく あみだ 佛 ； 切 衆生 利益の 爲め今 

漢土に 出現 あるかい せう が 悅び是 に 過ぎ じ 二た びか 

へ つてし やう 玄んの 彌陀の j  く を授り 上品に 至る ベ 

しとの 示しに よりて 蘇生した.^ 未來佛 化の 引導して 

給 はれと 三拜 ある こそ 奇妙 なれ 善導 斜めん に 思召賴 

しき 御 本願 やた のませ 給へ 南無 あみだ 佛/^ - -,, (-と 

十 念の みこえ もろ 共に 誠に 一 天の どかに て あまたの 

星 天降 りかいせ うの 五體 より しんじう の 玉 あら はれ 

みやう 玄 やう 天子と 現じ 光. 0 を 十 方に 照し 給 ふ 音 樂 


六十 四 

虛 i 仝に 聞 へ 花降.^異香四方に薰じさながら淨土もか 

くやらん それめ うじ やう 天子の 本 地 あみだた う 一 た 

いの 御斷 かいせ う 成佛疑 ひなし 是と申 も 善導の ちゃ 

うせの 本願 曇. 9 なく 衆生 利益の 深き ゆ へ か、 る 奇特 

も あら はれた b それよ b も 御 死骸 を 西 明 寺に 送.. >  よ 

きに 葬り 給 ひける かいせ う 居士の 御 臨終 善導 大 しの 

御 法力 有難し とも 中々 W 何に たと へ ぬかた もな し 

第 四 

善導 大師 は かいせ う 居士 の 御 死骸 を さいみ やう じへ 

送り 給 ひち う ゐんの 御念 佛 怠らす 四十 九 = "と 申に は 

御 丈 一 尺 七 寸の三 尊の 阿 彌阿佛 を 一 とう 三ぐ いに 手 

づ から 刻ませ 給 ひつ 、さま < ^の 御 ひたと へ て い 

はん 方 もな し卽ち 此如來 今： n 本山 城國 宇治の M 平等 

院の 什物 善導の 作の 阿彌陀 されな りい よく 善導の 

御す、 め 普く 一  かう せん まゆの 御念 佛ぁ b がた かり 

ける 次第な b 是は拆 置き その 頃 又け ごん 宗 のかう そ 

うこんが う 法師と て あなん 文珠 しゃ ほつ にも 劣ら 

ぬ 程の 碩學な その 相 形 人に 變. 9 色黒く  口 廣く服 は I 


水晶の 如くに て 見る 人 膽をぞ 冷し ける 並びに こん さ 

ん じの. ふにんば う 南山の みやう けん 法師 その外 山々 

院々 谷々 の學者 都合 五 百 余人 一 ッ 所に 集.^ て 內儀評 

錠 取々 な b 中に もこん がう の 給 はく 善 だう がす、 む 

る 所 さら^ (^以て まやう ばうなら す是 ひと へ にかた 

かたの 心 を くれし 故た び -大 b へ訴た ゆると い へ 

共 御 *y 、やう ゐん まし まさす 然 b とはい へど も かれ 其 

^をくならば 4<\ (よ：^、 う- 一と ^く 滅. c し 萬 民 地獄に 

墮 ちん 事 こそ ふびん なれ こゝを 以て 案す るに 公の 爲 

め 法の 爲 めかつ うは 末代までの 衆生の 爲 なれ ば 是非 

此 度に 於て は 我々 が 一 命に かけて 善導 を 申う け 心の 

儘に 行な はん 此ぎ尤 然るべ しとて をのく 打つ れ內 

裏 を さして ぞ 上らる、 御殿に なれば 一 めんに 畏，. こ 

ん がう 進み出で 度々 奏聞 申せ 共 ついに 歙聞 にも 達せ 

す 候 かの 善導が すゝ むる 所 一 々邪法 まぎれな し 欺く 

奏聞 申す 段 全く われ/ \> がまん へ んし うにて ござな 

く 候 君の 御た めかつ うは 濁世の 衆生の 爲 にて 候へば 

あはれ 善導 を 召し出され 正 法 邪法 を 聞し 召し 分けら 

れ 下され 候 へ 此 上に 御 承引 まし まさす ばき うせき の 

寺々 を 悉く 燒拂ひ 我々 が 一命 を疾 く- ^召され 候へ 

善 だう 記 


と 恐れ入て ぞ 奏聞す 君歙聞 ましくて かたぐ 度々 

奏すと 雖 善導の 敎正法 疑 ひなし と 思 ひし 故 今まで は 

打 過ぎぬ めん/, \» 左程に てん をん と 思 ふ 上 はり やう 

は う の 佛法邪 正 をた いす ベ し來る 十五 日 さ. い み や う 

じに 於て 雨 方の 問答 けん やく あるべ きの宣旨な.=^ 

いづれ も しと 御前 をた ち 三重 本 所く へ 歸られ け 

る かくて さいみ やう じに は 法 問の 日限に も 成し かば 

ぶつだんが うざ あざやかに 無量の 限り 旗を樹 てとう 

みやう かう けと，.^ そ へ 人々 をぞ 待ちいたり 旣に其 日 

に 也し かば 忝くも 帝王 は臣家 大臣め し 具して さいみ 

やう じ へ ぞ 出御 ある 拆諸山 諸 寺が く？ ：> やうた ち こん 

がう ほっし を 先 きん 立て 同 寺に 伺 侯 ある 其外國 中の 

萬 民有 かろき 佛 法を聽 聞し 後生 を 助. 9 申さん と 我 も 

我 もと 群集す る さし もに 廣 きさいみ やう じの 門前 は 

雲霞の如く みち/. \ 'て貴 賤 色めき わた け b 拆刻^ 

にもな りし かば 御 ま へ より 時の 太鼓 を 打 けれ 共 善導 

あ へ て 出た ま はすこん がう 方の がく^ゃう 達されば 

こそ 善導 は 我等が 威勢に 恐れ 出かね たると みへ たり 

其 心に て 人の 敎化 にかな はじと 一 どに どっと ぞ笑ひ 

ける 暫く 有て 善導 はみ 弟子 わ づか召 具し 客殿に 出 給 
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な， o み ことなん ぢ くち はきく 北 ハラで はた しされば 

にぎば やない /^この 國を のぞみ 給 ふに よって それ 

かしに 心 を 合せら いけんし 有し 此ぅ へ は 何とお しむ 

とかい あら じ 只 すみやかに かぶと をぬ ぎに ぎ はや- J 

うにした が 、とさ もに くさげ に I, て 申け るみこと はら 

にす へ かね 給 ひ 物ない わせ そ 打 とれ としきって 下ぢ 

をな し 給へ ば本ょ..^ぃさむっくしせぃ我ぉとらじと 

きっと 出 三重 ひばな をち らして た、 かいけ る さる ほ 

どに 兩 おんたが いに うたる、 もの 山の ごとしされ 共 

せう ぶ はみ へ ざり ける くん 中ば の - ,- と 成に 大將 にき 

ば や こま しづ < ^との. 0 出し なまぬる きいく さかな 

いで 物み せんとい ふま、 に てんに むか つてい きをく 

わつ とふき ければ に はかに こくかん よもに たなびき 

けん を ふらし 天ち をく づ る、 ばか， 0 な. 0 されば つく 

しせい 此ぃ きをい にお それ をな し 夕 (ばした § ん でみ 

へ にけ る そ の 時 あ らく も ほ こふり たてむ ら がるて き 

にめ かけつ、 - ；まをさ っとの.^>入てさんをみたして 

切に け， 9 馬 人の きらいな くにぎ ば やか 一 せんにくつ 

き やうの 兵 物 二百よ き あま hv うった， 0 け. 0 のこ， 0 し 

やつばら 四方 へみつ とおつ ちらし^も 下 かいの やつ 
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ばら は にげあしの はやさよ それがし ぢ まんの 此馬も 

よもき や つばらに はおい つかし あらもの くさきい く 

, さやと こまし つ <\ 'とひつ か へす は ふし こやまのう 

ごくが ごとくな， 0 いな、 みはるかに 御覽し て そこ を 

引な にぎば やけんさん とおつ かけ 給 へば ふたう いし 

：&: 是を みて を、 よき かたきまい. 9 さ ふ と はしり か ゝ 

つ てうった ちをひつ はっしち うにて くび を うちおと 

しに つ ことわらつ て 立 給 ふや その. 0 うさ ぃ是 をみ て 

や あか、， 9 ある はたらき や 御み しゃていみ けいり 

を も それがし かてに かけた-り 御身 も わがて にか、 つ 

てお なし 道に おもむかれ よと あゆみいで たる ありさ 

ま は 人 けんと はみ へ ざり け ，9 みこと 御らん して お \ 

ちん もなん ぢ を- そ 待 つれ よれく まん もつ 共と おし 

なら ベ て むん すと くむ 本よ.？ 9 うさ いがう りきぶ さ 

うのが うの 物た、 一 ひしぎ にと はげみけ るされ ども 

みこと ふぢの まと ふが ことくに て 打から み をし め 付 

おのれみ けい.^ のかた き なれば ほね はみ じんにく だ 

く 共 あん をん におくべき かと 心 はたけく いさめ 共 ち 

からま さ， 0 の. 0 うさい にて うはお ひ を か いっかんで 

めて へ かつば と はねた をし の. 9 か、 つてく び を ふ つ 

セ 十七， 
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B 
本 
王 
代 
嘗已 

曰 

本 

王 

代 

記 
終 

延 

■  1  • 

年 
甲 
寅 
正 
月 
中 
旬 

八 

文 
字 
屋 
八 
左 

m 
1  J 

板 

で 
た 
さ 

ち 
な 
か 

( 

申 

は 
か 

は 
な 
か 

け 
れ 

を 

た 
て 
天 
下 
た 
い 
平 
に 
お 
さ 
め 

不 CJ 

ふ 
せ 
ん 
し 

フ 

ば 

せ 
い 

め 

へ 

け 
る 
そ 
れ 

ち 

て 
ん 
わ 

は 
や 
ま 

の 
國 

た 
い 

へ 

を 
ま 

か 

立 

け 
ん 

ぞ 
< 

共 
を 
引 
つ 
れ 
じ 
ざ 
い 

て 
ん 

へ 

ぞ 
か 

A 
h 

• 

H? 律 しまの 御 本 地  

玉津 しまの 御 本 地 

第 一 

さても 其 後、 それお もん みれば 神 は やう てんの せ 

い， にあら はれ、 天地の 間に 垂 跡し、 わく わう、 どう 

ぢん のい を か、 やかし、 人 は 祌の德 によって そうめ 

い ゑいち のきし つ をう け繁榮 子孫に 傳 ふと かや、 こ 

こに 和歌の ぐ はんじん 紀 州玉津 島の 大明祌 の 由來を 

く はしく たづぬ るに、 人皇 廿ー 代 安康 天皇の 御宇に 

あまつ こやね のみこと よ b 十六 代の 後胤、 鎭西將 軍、 

まっとう 大 連の 長男、 とよら の 大臣 中臣 のく にた か 

とて 公卿、 一人お はします、 西 海道の せいむ を 蒙 h -、 

紀州 牟婁の 郡に すみ 給 ふ、 御子 一 人お はします、 と 

よらの 中將 くにしげ とてし やうね ん廿 一 さいにな b 

給 ふ、 其 身智惠 深く 忠孝に 私な く、 武 にも 文に もす 

ぐれ、 天下に ほまれ かくれな し、 さて また 家の 後見 

に は W 邊の せう じ ともなり、^ 木別當 とし ひらと て、 

古今 無双の つ はものな h -、 日々 に^ゅつ しひ まもな 

く、 君 を 守護し 奉れば、 國も豊 に 民 さか へ たうと くく 


九十 

一 

ら させ 給 ひけ. 5、 あるとき 國 たか 公御臺 所に 近付 給 一 

ひ、 我 熊 野 權現を 信じ 、毎年 參詣 おこたらす、 御身 一 

國 しげ 諸共に 參詣 せんと 仰け る、 御 臺所は 聞し 召、 一 

みづ から も かね/^ 諸 願の 候な.， >、 頃し も 秋の 中ば 

にて^_.!山々は色付て道すがらの興ぁらん、 いざや 打 一 

つれ 參 らんと、 親子 三人 もろともに、 供人 あまため 

しぐ し 一て 熊 野 へ參詣 三重な されけ る、 御 ま へに なれ 

ば、 驟ロ てうと 打なら し、 なむき みやう. てうら い 熊 

野權 現、 年頃 あゆみ を はこぶ こと 子孫の 榮花を 祈る 一 

なり、 もはや 齡も 傾きて、 國 しげ 一 子の みに て はた 一 

よ. 0 すくなく なるな. o、 あはれ 祌の 御め ぐみ 姬をー 一 

人 授けた まへ とて 其 夜 は、 つや をぞ なされけ る、 夜 一 

半ば か..^ のこと なる に、 內陣ょ b も御聲 あって、 い 

かに 夫婦の もの" 年 ごとに 总らす あゆみ を はこぶ 心 

ざし、 など か成應 なかる ベ き、 子孫な がく 玉 殿に まし 

はるべし：>^^るしの寶珠を得させんと、 北の方く わい 

ちう へ、 玉 一 ッ なげ 入れ 給 ふと 見へ ぬる、 か 夢 はの ： 

さめに け. 9* 國 たか 夫婦の 人々 は、 あら あ. 9 がた の 

御 夢想 やと、 神前 を 伏し 拜み、 さて それより もみて - 

かんぬし を 召されつ、、 御 よろこび のみ かづら に 神慮 


をす、 しめ 三重 給 ひけ .0、 神靈 おとめに の， 9 うつ， 0-， 

御聲 あらたに 神託 ある、 われ 旣に、 あんやう むいの 

都 を 出で、 垂跡 わかう の 光 を あら はし、 この 昔 無 ざ 

との、 三ッの 山に ちをタ f めて、 法界 無緣の 衆生 をば 

まさに 一 子の 如くけ とすな り、 然るに 汝、 女子 を 一 

人もう けんと、 神前に 座 を かさね、 骨髓を なげ 打 ゆ 

へ、 夢中に 玉： f> を授 くるな り、 必す疑 ふこと なかれ 

と、 あらたに 御 示現 まし/^ て、 神 は あがらせ 給 ひ 

けり、 か、. 0 ける 所に いづく ともなく 白斑の 鷹 一 も 

と 飛び 來り、 國 しげの 御手に こそ はと ま. 0 け， o、 國 

高 このよし 御覽 じて、 鷹 は 八幡の てうな. o、 鳥類 

と は 申せ 共國 しげが 手に のる こと、 神慮に かな ふゆ 

へなる べし、 か、 るきたい の 其 鷹 を、 わた く，， - にて 

はかな ふま じ、 御邊 はいそぎ 都に のぼ. 9、 禁衷へ 鷹 

を さしあげよ、 はやとく/^ と 有ければ、 畏. 0 候と、 

ぎ 御前 を罷 b 立、 田 邊の庄 司 御供に て、 郤を さし 

てぞ のぼらる、、 國 たか 夫婦 は それよ.^ も 屋形を さ 

して ぞ 三重 下向 あ る は や 程 もな く、 北 の 御 方 や がて く 

わいたい まし/^ て、 きの ふけ ふす ぎと いまらぬ 月 

日の 數も 重な て、 あたる 十 H: と 申に はめで た ふ-牛 


產 なされけ る、 御子と，^ あげ 見 給 ふに、 さもう つく 

しき かいごな b、 ふしぎと いふ も あま，^ あり、 國た 

か 大きに 驚き 給 ひ、 我 ゆや ごんげんに 賴みを かけ、 

かな はぬ こと をい のりぬ る、 神の 咎めの ゆへ やらん 

見る もなかく 忌 はしゃ、 いそぎ 熊 野 山に 捨 S べし 一. 

とし ひらい かにと 怒る、 、茨木 承.^、 や が て 玉子 を 取 

持て、 ぃそぎ御前を罷..^立、 くまの山へ捨たりしは 

こと は. 0 せめて ぞ 三重き こ へ ける ふしぎな るかな、 能、； 

野ぁた，.^の山とは、 草木 五色に 變 じつ、、 紫雲た な 

びき 昔樂 聞へ、 夭 人 やがて あま 下り、 かいご を あら 

ため 給 ひし は あ.. >  が たか.^ ける 次第な.^、 五 七 Hi  . 

申に はかい ごニッ にさつ と 破れ、 かいやく ばか.^ の 

姬 君な， o、 天女 はかん ろの 露 を ふくめ、 晝夜 養育し 

たま ひける、 もとより 姬君 天の なせる 麗質に て、 U 

々に 成畏 した まふ は、 前代未聞の ためしな，.^、 愛に 

一 ッの難儀ぁ..^、 熊 野の 山に 年 久しき 大さづ ちとい 

ふ 山の 神、 此姬を ほのかに 見て、 奪 ひ 収-- 養育し、 

最愛 せんと 思 ひいれ、 てつお やう を ふ. 0 かたげ、 惡 ； 

風 を 吹き 立、 山河 を 響し 來.^ し は 物 すさまじく ぞみ 

へ にけ り、 天女 此ょ りみ 給 ひて、 is^ 君 をいだ きつ 
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つ、 麓 を さして 逃げ 給 ふ、 山 神 これ を 見て、 いっく 

まで か はの がさんと、 跡 をした ふて 追 かくる、 天女 

は姬を 取られ じと、 谷峯 へだて やうく 逃げの び 給. 

へば、 不思議 や 山の 祌の わざな らん、 大河 俄に 流れ 

出、 漲 るれば 瀧の 如く、 渡るべきゃぅなか..^けり、 

跡よ.^ は 大さづ ち 勢 ひか、 つて 走せ 來る、 天女 忽ち 

かれう びんし な.^、 羽が いに 姬を おしかくし 雲井 は 

るかに 三重 飛び 給 ふ、 山祌 大きに 怒って、 鬼面 飛行の 

鷲と な b、 つ、 いて { 仝に 舞 ひ 上. o、  くるり^ l.. とお 

ひめぐ る 恐ろし か b 三重け る 、怨念な b かくて 國高 の 

屋 形の 上までの き 給 ふ、 折 ふ し隨高 ひろ ゑんに 立 出、 

四方 を ながめて おはせ しが、 { 仝 をき つと 見 給 ひ、 是 

はきたい のけし き やと、 ぃょ/\'穴>^を打ながめ、 是 

は /<\ 'とば かひな. 9、 か、 る 所に ゆや ごんげん、 雲 

の內 よ.^ 現 はれ 給 ひ、 利 c„i を拔き 持ち 山祌 をき.^ 立 

切 立 蹴落し 給へば、 さんじん 通 を 失 ひて、 大地に こ 

んび 落ちけ るが、 もとの 姿 を あら はして ゆき 方、 し 

らす 失せに け. 9、 其 時權現 天女 もろ 共 底 前に 飛び 下 

り、 いかに 國高 夫婦の もの、 授けし 玉は是 な，. >  と、 

姬 を わたし 給 ひ、 天女 は 雲井に 上. 0 給 へ ば、^ 其 後 


に 權現は 消す が、 ごとくに うせ 給 ふ、 こ はかた じけ 

なき 次第 やと、 やがて 取 入れ 見 給へば、 御衣す きと 

を. 0 か やくば か. 0 の类 人な b  、夫婦 悅び給 ひつ、、 

そとを.，^姬と名付っ、、 御 寵愛 限，： >  なし、 失 婦の人 

の御悅 び、 めでたしと もなか^ に. & はかり はな か 

h- けれ 


P 


かくて 其 後、 其 頃の みかと をば、 允恭 天皇 第二の 太； 

子 安康 天皇と 申 奉.^、 いその かみの ふるの こ ほ，^ に 一 

都 を 立、 ：a 官 しゅれ うぎ ゝ として 天下 太平 國土安 全 一 

にお さま. 0 ける、 然れ ども 皇子 一 人 もまし ませねば、： 

つね^, 1^ 叙盧 をな やまし 給 ふ、 こ \ に みかどの この _ 

かみ かるの 太子の 御子に、 いちべ のみやび りん わう 一 

と 申 は 生年 十七 歲、 御 眼 ざし 人に か はりせ いの 高さ； 

七 尺 五寸、 心 あくまで 不敵に し て かりす などり を こ 一 

と、 し、 武藝ゎ やわ ざ を 好み 力の 程 は b しがた しつ： 

ねく 思 召け る は、 我 は 允恭 天皇の 譎 流の 御 孫 なれ 一 

ば、 位 をつ ぐべき もの をと 色に 出て ぞ みへ 給 ふ、 ^一 


又はつ せの 宮 わかた けの 皇子と 申 奉る は、 允恭 天皇 

第五の 宮、 安康 天皇の 御 弟御 子に て 御 年 は 十六 歳に 

な. 0 給 ふ、 御 心 おだやかに 墨德 身に そな は. 9、 仁義 

忠俤の 私 なく、 公卿 大臣に いたる まで、 この 宫こ 

そ 太子に 立せ 給 はんと 重く もてなし 奉る、 *,^かれど 

も いづれ を 申出す 人 もな し、 か、 る 所に とよら の 中 

將國 重參內 有て、 白斑の 鷹 を 奉り、 あ，.^ し 次第 を 申 

あぐる、 みかど 歙感淺 からす、 げに天 はか^み の 如 

し、 朕が 心 を あはれ み 給 ひ、 諸祌の *f めし 是 なり、 

幸 ひ 位を讓 るべき を.. „ ^なれば 其應を 放ち、 ひ b んゎ 

かたけ 二人が 中に て、 此 たかをす へ 上た らん をば 太 

子に 定めん との 宣旨 にて やがて 鷹をぞ 放されけ る、 

二人の 宮は拾 ひさしの 方へ すん と 立、 我す へ あげん 

と はせ 給へば、 鷹 は 雲井に 飛び あが，.^、 ひら， 9 ひ 

ら， 0 と 舞 ひ 下， o、 若 竹の 宮の 御手に す は..^ し は不思 

議、 な， 0 ける 次第な. o、 みかど 歙覽 ましくて、 此上 

は 舯盧に まかせ、 若 竹 を 東宮に 立せ よとの 宣 SIM: な， o、 

ひりん 王 大きに 氣色變 り、 禁裏 を も はいから や 其 座 

を 蹴た て、 出ら る \、 山 田の ありぬ し 蘇 我の あら 島 

ひりん 王と 一 みなれば、 同じく つ いいて 立 か、 る は 

し ま の 御 本 地 


おこがまし (此間 十五 六字缺 く) 大 伴の 竹 丸 大臣と よ 

ら の中將 をめ され、 びりん 王が 振舞 逆心と 覺 へた b 

用意せ よとの 宣旨 なり、 竹 丸 大臣 承り、 びりん 王 謀 

叛を 企て 給 ふと も 何程の ことの 候べ し、 誠に 私な き 

王位 を そむかせ 給 ふ 天罸、 一 たん 利 を 得た まふと も 

遂に は. D び 給 ふ ベ し、 國 重す ゝみ出 竹 丸の 仰尤 なり、 

かしながら いくさの 勝負 はか. 0 がた し、 先 づ若竹 

のみこと は紀 州へ 忍ばせ 奉 hs、 心 やすく 一  戰を 11 む 

ベ し 此儀尤 然る ベ しと、 國 重の 良 等、 田 邊の庄 司 御供 

にて ひそかに 都 を 落ち 給 ふ、 さて それよ も 竹丸國 

重 兩大將 にて、 官軍 合せ て 三千 餘騎 禁裏 を 守護して 

の 三重 まちいた. 0 是は^ 置、 び h- ん王蘇 我の あら 島山 

田の 有ぬ し を 近付、 我 天孫の ちゃくく なれ 共、 若 

竹 を 太子に 立る こと 無念と いふ も餘. あり、 所^^ぃ 

くさ を 催 ふしみ かど を 押込め 若 竹 を 亡し われ 天子と 

あ ふが れん、 用意せ よと 仰せければ、 雨 人畏， り、 此 

うへ はいかで 時節 を 待べ しと、 やがて 勢をぞ 摘へ け 

る、 かねて 從 ふ惡黨 共、 時 を 得た， りと 與 力して 旣に 

其 勢 五 萬 餘騎、 皆 々 心 を 合せ つ、 朱 雀 門 へ と 三重 押 寄 

する 屋形 になれば、 東西よ. 0 も 取 圍み閧 を どっと ぞ 
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上に け.. 9、 こなたに も かねて 用意の 官軍、 同じく 鬨 

を 合せけ る、 鬨の 聲も靜 まれば、 いしゅ を 名 乘るこ 

ともなく、 敲咏 方入亂 れいく さは 花をぞ 三重 散し け 

る、 是は拆 ^き、 こ、 に^ 竹の 御 方より、 とよら の 

Nffi 一  陣に駒 かけ 出し、 そ も/、 是は紀 伊の 國の住 

人. i よらの 中將國 重な b、 我と 思 ふ 人 あらば はなち 

An て 勝負 をせ よ、 いかに/,^ と 呼ったり、 あらお？ 是 

を 見 てきやつ は 聞へ し 馬上の 逹者、 大 かたに て はか 

な ふま じと、 味方の 備へを 立な をし、 きつ 先 を 並べ 

待ち かけた ち、 國重 もとより 剛の者、 大勢の つ わ も 

の を、 ^破 b/,,- 四方へ はっと 追 散し、 それよ. 0 も 

引返し、 手綱 かいく  しと^ _ . -^^ ,\/\  くとの. 0 

ま は. o^、、 秘術 を^して 乘た. 0 け. o、 其 時： 叙の 方よ 

b も 山 田の 有キ； が舍 弟、 山 ra の有廣 かけ 合、 駒 を 並 

ベて 切り：^, i びうけ つ ひらいつ 半時が 間戰 ひしが、 國 

重 もとよ. 0 早業 なれば、 . ^田が 馬に むか ふさ まに 乘 

移.^ 敵の 上帶 かい 撋み、 中に すん とさし 上げ、 二 ふ 

.0 三 ふ， 0 ま はし、 前なる 谷 へ 投げければ 【氏の みく づ 

とな b にけ， o、 其 後 又 我-海に 乘移. o、 大勢の やつば 

らを 東西へば つと 斬 散し ゑづ /(-.i 引きけ る は、 令 


 . 九十 四  

日の 戰の 花な.^ と 敵 も 味方 も 成 じけ る、 爱に寄 手の 

方よ， 0 も、 たて. E 將監 みつさだ、 大 さと 源 五郎たい 

なを 二人共に 長刀 を倾 け、 ゆら. o/\ と 出け るが、 

器量 骨 W 人に こへ、 あっぱれ 武者 やと 見へ にけ る、 一 

國重見 給 ひ M 者なる ぞと問 ひ 給 ふ、 將監 き つ iw- て 、 

名乘 るまで もな し 勝負の 後 はしれ 申さ ふ、 參 り ぞ ふ 

とい ふま、 に、 ：l:it 刀 ひらめかして か、 る、 圈宽 もと { 

より 剛の 武者、 長刀 を 切 落し、 おし 並べて むん すと 一 

組む、 大 ちからの やうに 見 ゆれ 共、 やすくと 取て i 

押へ、 首 ふっとね ぢき， o、 あっぱれから だた をし や 一 

となげ すて 給へば、 大 さと 源 五つ 3- いて 組む、 是を 一 

も 引よ せ輕々 とさし 上、 ゑい やっと なげ 4 ポ へば、 み 一 

ぢん となって うせに けり、 蘇 我の あら 島 是を昆 て 走 ， 

..^か \ ってむすと組む、 兩方 めいよの 大 ちから 上 を ： 

下へ、 下 を 上へ とかへ しける、 山 K の あ. 0 しげ かけ ： 

合、 國 重の 上に の.^ か、 る、 國重 これ を も 取て 引よ 一 

せ、 まへ ゝ おしま はさんと し 給 ふ 所に、 び， 0 ん王又 ； 

駆來 り、 國重を 取て 引 伏せ、 首 を収ら A とし 給へば、 一 

び b ん王 のかい なを 取、 わが 首 打た る ものに 喰 付ん 一 

と はった と 睨み 給へば、 有. H.; やがて 立 上. o、 國黨の 一 


第 

一- 


玉津 しまの 御木 地  九十 五 


と 定め 惡逆 無道 限 b なし、 さて 道主 を 召しよ せ、 こん 

ど 打取 首 共 を 獄門に さらすべし、 畏. 9 候と、 檢非使 

に 申 付 はや 獄門に 三重 そかけ させけ る、 有ぬ しゃがて 

立 出、 一々 實 けんす る 所に、 竹 丸國重 二人の 首、 眼 

をき つと 見開き 有 主 を はった と脫 む、 有ぬ しも さる 

物に て少 もさ はがす、 汝ら かく かばね を さらす こと、 

邪 を さしはさみ、 天の 罸 する 所な，.^ と、 からん 

とそ わら ひける、 其 時 二 ッの首 口よ.^ 火^ を 吹き出 

し、 有ぬ し 飛 か、 る、 心得た. 0 と 太刀 拔き持 切" 拂 

へば 竹 丸の 首、 切 ひ 立ら れて兒 へければ、 國 重が 首 

つと より 有 主が 首の 骨に 喰 ひ 付、 口惜し やと 切. 0 落 

さんと しけれ 共、 遂に 首 ふつ 、と 喰 切り 虛空を 三重 さ 

して ぞ上. c ける、 お 其 後に、 竹 九が 首 も 今 は 一 念 は 

れた， 9 と、 虛穴 H に 呼 は..^ 失せん ける はお そろし かり 

ける 三重 念力な， o、 是は拆 置いた はしゃ 若 竹 は 田邊の 

庄司只 一 人め しつれ させ 給 ひつ 、紀 の路に おもむき 

給 ひける 心の 內 こそ あはれ なり、 治る 御代に 我 ひと 

b 我慢 ぞう 玄 やうまん しんの 貪慾 愚痴の 雲 あつく、 

噴恚の 雲の はれ やらす 心の 鬼に 身を狹 めか、 る 姿と 

な， 0 ける よと 淚に くれさせ 洽 ひける、 春雨し げく 降 


かくて 其 後、 ひ.^ ん王合 戰に打 勝ちみ かど をい け 取 

奉り、 おの、 奧黑 木の 御所に おしこめ、 みづ から 天 

子と 仰がれ、 蘇 我の 荒 島山 田の 有ぬ し を 左右の 大臣 


首 打 落し 立の きけ る 愛に 又、 いふきの 判官 高峰、 荒 

馬乘 つての 大ぢ から、 駒 かけ 出し 打て か、 る、 びり 

ん王見 給 ひ 何物 なれば 我に 向って 太刀 を 取る と、 は 

つたと 脫み 給へば、 お、 その 人 こそ あらめ、 心なき 

馬まで も、 ふるい わな、 きす、 みえす、 駒の 手綱 を 

引かへ す、 竹 丸 跡よ， 0 是を 見て、 ゑ、 おくした. 0 高 

峰、 味方のお くれ をな す もの かな、 と 馬よ b 収て引 

おろし、 いで 物み せて くれん とて、 かう ベみ おんに 

蹈 みくだき、 拆び hv ん王 にきって か、 る、 びりん 王 

見 給 ひ、 いさきよ し 竹 丸と、 をし ならべ 引 組み、 取 

て 押 へ 首 ふっと 切て すて 殘る やつばら むら./,^ は つ 

と 追 散し、 其儘內 裏に 亂れ 入、 みかど をお しこめ 奉 

b.、 天子の 御座に うつらる、、 かの びりん 王の 舞 振 

贵賤 上下 を をし なべ て^？まぬもの こそなかりけれ 
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.9 ければ 草 を 結んで 味方に かけう きみの かさ を 召れ 

ける、 是ゃ 誠に 我 朝の 蓑 笠な りと 承る、 大和の 國住 

なれ 給 ひし 宫居を 出、 心細 さ 限りなし いつ 立 阪る身 

ならねば 名 殘り惜 さに 三 笠 山 ゆく すゑ とても 賴 まれ 

す、 この 身 は 何となら 阪ゃ、 うき を ことた ふ 人 もな 

く、 今ぞ はっせの 山 越に、 降 來る雨 も 晴れ やかに、 

咬き ぬる 花 を 打ちな がめ、 はっせ 山 雲井に 花の き 

ぬれば、 あまの 川な みたつ かと そみ ると、 くちす さ 

みつ、 過ぎ 給へば、 是ぞ なた かきみ よしの、 雪 かと 

見れば 雪で は あらで、 や ぁ是の 花の 吹雪 はお もしろ 

や、 か、 るう きめに 大峯も 雲の あなたと、 思 ひや. 0 

ゆんでに 見へ し 山々 はたへ まに ついく 金剛 山、 兒ゎ 

たせば、 立 田の 川の 春なら ば、 錦 織りし く 紅葉 葉 を 

春に も 秋 を 思 ひ 出て、 あはれ 世に ある 身に しあら ば、 

數の臣 家 を 召し集め みねと も 名所の 歌枕 さぞお かし 

くや 有る らんと、 つ らき內 にもな くさな て、 やう/.,^ 

今は紀 伊の 國、 牟婁の 郡に 養き 給 ふ、 田 邊の庄 司い 

そぎ 屋 形に 參り、 かやう くの 次第にて みかどの 御 

供 仕り、 罷 下-りけ ると 申 上る、 國高 急ぎ 立 出、 奥に 

請 じ 奉，^、 かゝる 亂れの 折なら で、 何とて 渡らせ 給 ふ 
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べき、 それがし かくて 候へば、 ついに はかた きを 退 

治 仕. o、 御 位に つけ 奉. 0 候べ し、 御 心 やすく 思し 召 

れ候 へと、 世に 賴 もしく 申 上、 ^ん ぞうに 御所 を 立 

いっき もてなし 三重 奉る、 頃 はの どけき 春の 空、 彌生 

中ば のこと なる に、 みこと あま. 9 の 淋し さに、 花ぞ 

の 山に 立 出て、 木々 の 梢の 花 盛 b、 雪 かと 紛ふ 春風 

に、 吹き 散る 景色 を 打な がめ 心 をく わんして おはし 

ます、 か、. 0 ける 所に 衣 通姬、 女房 をと もな ひて、 花 

見の ていに 出 給 ひ、 あら おもしろの 花 盛.. > 散 .9 も は 

じめ すさき も 又、 殘らぬ 花の 枝々 に 八重 九赏は 一 重 

にもお とらぬ 物と きく ざ くら、 花の かほば せ 楊 5.-2:^ 

や、 是 ならば 稚兒 櫻、 げ にあいら しく 疾く 花に 戯れ 

遊ぶ 春の よの、 只 一 時と 申せ 共、 其 あたい 千金と、 

たれ か 限りし うつ、 なやと、 詠めに あかぬ 折 ふしに、 

花 を 散らす は鶯の はかせ か惜ゃ 心な や、 追拂 はんと 

思へ 共、 いやまて しばし 鶯 も、 花に 戯れ 囀る を、 

情けなし とや 思 ふらんと、 かしこ を 見れば 若 竹の 皇 

子 花に 嘯き 立 給 ふ、 姬君 一 目御覽 じて、 ^も 美しき 

少人 かな、 いかにめ のと たれ 人なる ぞと問 ひ 給 ふ、 

めのと 承. 9、 あれ こそ 都よ b 來らせ 給 ふ 若 竹の 尊に 


て 侍らせ 給 ふと 答へ ける、 姬君 聞し 召、 あら 羞 しゃ 

都人の はしたなく もや 覺 すらん、 木陰に 忍ばせ 給へ 

ば、 宫 このよし を御覽 して、 さも あれ か、 る 田舍に 

も かやう の 美女の 有け るよ な、 是ぞ國 高が 衣 通姬姬 

にて 有らん と、 はや 面影に たつな みの、 夜と はい は 

し晝 となく、 忘れ はす まじお 車の めぐりあ ふせの い 

わ まくら、 か はして こそと おほし 召、 そなたの 方 を 

打ながめ^^-はし、 た、 すみ 給 ひけ， 9、 姬も心 はう は 

の そら、 そら 定めな きおも はゝ にやめ のと を 近付、 

の ふ 都の 君と 聞く なれば をく ゆかしく も 思 ふな. 9、 

はづ かしながら こし をれ の 歌 を かけて、 御 心 を 引み 

んと、 短 船 を 取 出し、 一首 はか ふぞ かゝれ ける、^ 

づゃ^ づゑづ がふせ やの、 いたまに も、 くもの 上な 

る、 月 を こそ 見れ と 遊ばして、 めのと にわたし 給 ひけ 

&、 めのと 是を取 持て、 みことに こそ は 奉る、 宫は此 

歌を御覽じて4^-はし感歎なされしか、 うらお しかへ 

しかき 付て、 めのと にわたし 給 ひけり、 めのと 急ぎ 

立 かへ， o、 姬 君に 奉る、 姬取 上て 讀給 ふ、 あまつ か 

せ 雲井 はるかに ふき をち て わかの うらみの、 そで ぞ 

わびしき、 姬君 あっと 感じつ、、 あらう つくしの 御 
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筆 や、 又 御 かたのお さくし さ、 わく かたならぬ 御 

心、 いと をし さよとの 給 ひて、 まき かへ し /\ うち 

も を かれぬ 風情な h -、 みこと 此 よし 御覽じ てす るす 

ると たち 寄 b て、 はづ かしながら それがし は、 八重 

のし ほぢを はる.，/^ と、 都 かたよ b おちう となり、 

た ，5>4> 花と もろともに ほの みそめし よ.^ 是を 見に、 

そふお も かけ も 忘れ かね、 忍ぶ 文字す.^ 君 ゆへ に、 

覿れぞ そむる 紫の、 色と は いづれ 爭 はん、 いま ぞ 

しる、 うきむ さしの、 ゆか，^ と は、 思 ひそめに しむ 

ら さきの 色と あそ はしければ、 姬君 聞し 召、 あらな 

にと もな や 都人、 ことさらい とも かしこき 御身に し 

あれば、 數 ならぬ 身の われく が 御 ことば を か はし 

參ら する こと 御 は か hv な， 0 や おもはゆ しと 顏 うち 

あかめて おはします、 みこと も 今 はたへ かねて、 我 

をち うどの 身と して、 世 を も 人 を も は， 5 'からす、 よ 

しなの 今の 戯れと 思しめ され さ ふら ふか や、 人の な 

さけ はくみて しる 釉 になみ こす 田 子の 浦、 思 ひ 入 ゑ 

のた まかし は、 舟 さす さほの したに こがれ 參ら せて、 

かくまで 物 を 思 ふみに、 さても つれな き 御 ふ， 0 やと、 

かこち 顏 にての 給へば 姬君 聞し 召、 おしかへ しく 
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仰せ は 重く 候へ 共、 いかに 御言の 葉の 有 かたきと て、 

中々 になき 名取りて はいと も くるしき 名 取 川の、 せ 

せの 埋れ木 あら はれて、 みづ からよ. 9 も 君の 御う へ 

も、 いかいと 悲しく 候へば た^いくた びもく、 我 

身 つれな き 御 事と、 怨み かこた せ 給ぶべし、 さは さ 

^ながら、 物の あはれ のかす < ^に、 こなたの 釉は 

ぬれ 參ら せ、 ^の ふに たへ ぬいろ もはや、 あら はれ 

參 いらせ はづ かしゃ、 な ふ あれに みへ たるに しのた 

い、 みづ からが 月見の 亭 にて 候な り、 人め もる 關屋 

し 召、 心 はへ だてぬ 中 川の、 あ ふせの かす は、 す 

くな くと も、 なかれた へせぬ 御 心なら はの ふ、 賴み 

參らせ 候 はん、 かなら やく 慕 方に は、 あれへ 渡ら 

せ 給 ふべ し、 まっか 身の く、 あはれ を かた b 參らせ 

んのふ 都の 君と ぞ 仰せけ る、 みことな、 めに 思し 召、 

かくまで なさけ 深， 0 し を うら みし ことの はかな さ 

よ、 必 すたが へ 給 ふなと、 いと ねん ころに の 給 ひて、 

おの ./I- か へ らせ 三重 給 ひける、 こゝに 一 クの さはり 

あ.^、 熊 野の 山の 神 大さづ ち は、 衣 通 姬に心 を かけ、 

かなた こなたと うかいい ひしが、 通力 自在の 身 なれ 

ば此 よしを 聞よりも、 is: とぞせ うげ をな さんと、 小 
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蔭に しのびいた. ^けり、 かくて 姬 君た そかれ 時に め 

のと を つれ、 ra: みのて いに 出 給 ひ、 z:: やお そしきみ j 

やお そしと まん 給 ふ、 不思議 や 俄にむな さはぎ し、 

御 心た へ 入 やうに 見へ 給へば、 めのと かいしゃく 仕 

. ^奥に いらせ 4? ひける、 かくてみ こと はくる、 をお 

そしと 待ちわびて、 ひそかに 忍び 給 ひけ. o、 山神此 

よしみる よ， 9 も、 やがてめ のとと 錢 じつ ゝ宮に 向 ひ i 

て 申 やう、 姬君 只今まで 是 にて 君お そしと 待ち 給 ひ 一 

しが、 母上の 御 方に 俄に さは. 9 候 ひて 奧へ いらせ 給 

ふな， 9、 今宵 はか へらせ 給 ひ、 あすの よ 御 出 候へ と 

まことしやかに. S- ける、 みこと 聞し 召、 おぼつかな 一 

く 思し 召、 うらみな がらに 歸らせ 給 ふ、 さん 祌 しす 

ました b と悅 び、 その 儘 また 宮の 姿と なり、 月見の 

ていに 來.^ っゝ、 かなた こなたと 尊 ぬれば、 衣通姬 

あ ひの 束 やう じ をす る. 9 と あけ、 いと はづ かしげに 

立 給 ふ、 さん 神悅び 立よ b たもと を ひかへ、 つれな 

き 人の 風情 やな、 いざ こなたへ とい ざな へば、 姬君 

聞し 召、 君と か はせ しことば の 末、 たかへ しと 思 ひ 

っゝ是 まで 參 b 候へ 共、 身に つ、 しみの 候へば 是ょ 

- ^歸ら せ 袷 ふべ し、 さん 神 聞て 思 ひ よらす ゃ姬 君、 


きみ ゆへ 深き おも ひ をな し、 いかて 空しく 歸 らんこ 

と、 姬 君に 取 付 は、 の ふお そろし や 其方 は變 化の 物 

と覺 へた. 9、 女な. 0 共汝が 力に おとらん やと、 やが 

て 取て 伏せ 給 ふ、 其 時さん 神 申 やう、 我 はこれ 紛れ 

なき 若 竹な り、 そこつば して 給 ふなと、 おきん-, \ 

としか、 れ共、 姬君 つよく おさへ 給 ふ、 みことお ぼ 

つかな く 思し 召、 月見の ていに 入 給 ひ、 此 よし 御覧 

じて 興さめ 顔に てお はします、 か、 る 所に 姬君も 出 

給 ひ、 是 はいかなる 事 やらん と、 たがいにめ とめ を 

見合せ てあきれ、 果たる ばか. 9 な hv、 山 神 今 はこら 

へ かね、 有し 姿 を あら はせば、 姬 君と 見へ し は 熊 野 

の權 現と あら はれ、 さん 神 を かいつ かんで、 かしこ 

へどう となげ 給へば、 姿 は 見へ すな， 9 にけ hs、 權現 

はみ こと 衣 通 姬に打 向 ひ、 いよく 行末 守るべし と、 

消す が 如くに 失せ 給 ふ、 みこと 姬君 もろ 共に、 虛 空 

を 三度 ふし 拜み、 忝き 次第 やと、 打 つれ 奥へ にぞ入 

給 ふ、 ゆく すへ かけて 變ら じと、 御ち ぎ b 淺 から や、 

此人々 の 心の 內、 うれしき 共な か 申ば か. 9 はな 

かり けれ、 
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かくて 其 後、 若 竹の 宫衣 通姬 になれ そめて、 水 もら 

さじとの 御ち ぎ， 0 淺 からす IJ こそ 聞へ ける、 包む. -J 

すれ ども 國高 夫婦 は 聞 召、 我々 つねに 願 ひし は姬を 

內 裏へ みや づか へ、 又-.;、 ん わう 方へ 奉.^ たく 思 ひし 

に、 若 竹の 御 心に かな ひぬ る こそ 嬉し けれ、 いざや 

月見の ていに 參り ゆ をす、 め 奉らん、 尤此ぎ 然る 

べしと、 國高 夫婦 打 つれて、 月見の ていに 參ら る、、 

御前に な..^ しかば、 々のちん/、 わ をと、 のへし ゆ 

を さま^^に 奉る、 上から 下に 至る まで、 まふつ う 

た ふつ さ 3- めいて、 酒宴 中ば のこと なる に、 黑雲ー 

is, まひ さが b、  fs* と はしらす ていせん/物 こそ どう 

と 落ちに け. 9、 田 邊の店 司 走. 0 かゝ つて 取て 押へ、 

何やらん とみれば、 人の 首が 人の 首 をく わへ き. 9、 

ともな b ひつ さげ 御 まへ に持來 る、 是は 不思議の 次 

第と て、 立よ b 是 をみ 給 ふに、 國 重の 首 有ぬ しが か 

うべ をく わへ、 いまだ 御 目 も あさ やかに、 ゑみ を 含 

める かほ はせ な- 9、 人々 驚き、 是 は/^ とば か. 5 に 

てみ な/,. \-淚 をな がさる ゝ、 中に あはれ を とらめ し 
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は、 母上 ゃ姬 君な h -、 國重 殿と 聞から に、 夢と もさ 

ら にわき まへ す も だへ こがれて なげかる、、 むさん 

やな 國 重の、 熊 野 山に て わかれの 時、 君の 御 まへ め 

てた ふし、 やがて 下らん さらばと いひし いとま こ ひ 

いまた.^ r 、を も はなれぬ と 消 入 やうに なげかる、、 

よその 見る め も あはれ な..^、 落る 淚の ひまよ. 9 も、 

なふ阔 高殿、 今よ. 9 は 誰 をた よ. 0 に 思 ふべき、 思 ひ 

出れば 國 重と、 姬と 二人の 子 を 持て、 世に たのもし 

く 嬉しくて、 ひと 木の 松の かた 枝 を、 つれな き 風に 

吹き 折られ、 峰に さびしき 老の 身の、 有に あられぬ 

うき 世 やと 淚は 更にと いまら す、 ^よし あはれ と 聞 

へけ る、 いた はしゃ 國高 も、 淚 ながらに 立よ. 5 て、 

い か に國重 死して も 所存 をし らせんと、 是ま で來る 

心さし、 父 も 嬉しく 思 ふな. o、 やがて 朝敵 返 治して、 

君 を 位に 立參ら せ、 汝が うらみ を はらす べしと、 さ 

もい さぎよ くの 4? へ 共し き， 0 に淚ぞ す、 みける、 其 

時國 重の 首に つ こと 笑 ふ、 若 竹御覽 じて、 拆も ふび 

ん の有樣 や、 我 ゆ へ 命 をう しな ひし、 心さし のせつ 

なさ を、 いつのよ にか はわす るべき と、 の 給 ふ聲の 

下よ hv も、 此首其 儘 目 をふさぎ、 きんぶ せんの 方に 
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飛び 行、 よしの、 藏王權 現と あら はれ 給ふぞ 有が た 

き、. それよ. h- も國 高、 みことに 申け る は、 中國九 

州の 勢 を もって、 朝敵 退治 仕. 9 候へ し、 ま づく當 

國 和歌 の 浦 はも ろ こしの 八 景を うつし たる 名所な 

御 歸國の 後 またとみ ゆき も 定めな し、 此 折から 

を 幸 ひに、 御舟に めされ、 御遊 覽 なされ、 ひなのう 

きを 御 はらし 候へ と、 衣 通姬を はじめ、 あまたの 供 

人 召ぐ して、 和歌の 浦へ と 出 給 ふ、 あら 面白の 浦の 

景、 東 は 山た かく、 せいかい はるかに そば だち て、 

せいなん 雲の き はもな し、 てうて いきょく ほの 雨の 

昔、 げに 45^ やう^,^ のよ るの 雨と やい つ、 べし、 風 

は 波浪に ひるが へり、 あしべ を さしてみ つし ほに、 

ともよび あさるへ いさの 雁、 紀の路 のと を 山、 かす 

かにて 遠 寺の 鐘 やひい くらん、 一 やう せんおうばん 

,9 の 身、 せいてん くも を さしはさみ、 まん ゑん 遠く 

つらな. 0 て、 かすみが くれの 淡路島、 みやい はるか 

にみ へ わた b、 さも 有 かた，、 伏し 拜み、 おちの 海原 

あ を ふして、 ^かんの 月 をう がちつ、、 つ， 5 せで か 

へる は、 あま をぶ ね、 ゑん ほのき はんも かく やらん、 

そうし ふけいの うら づた ひ、 ゑ じ まが 碟の、 なみの 


うね-/,. ろた へに、 げ にかう てんの くれつ かた、 

雪 かと 見へ て ゑなら す や、 わか ふき 上の 月 かけ は、 

とうていの 秋の そら かと、 疑 か はれ、 漁村の 夕べに 

てうすらん、 すいそん さんく わ く^ゅぎ の 風、 たか 

かみね に ふきお ちて、 かへ る さい そぐ いち 人 は、 さ 

ん しのせ いらん 是 なるべし、 きょふの ばんせん なみ 

を わけ、 夕陽の かげの どかな， 9、 みぎ はに よす る 白浪 

の、 とうど 打て はさつ と 引、 さつ-/, \- と 引ぬ る浪の 

音 高く、 寵宮 世界の がくの っ^み ひやう しも かくは 

あら じと て、 いよく 興をぞ なし 給 ふ、 其 時 姬君か 

くば か. 9  A よの 中 は、 わかの うらわの 朝 ぼらけ、 など 

うらめしく、 うちて ひくらん. .0、  くちす さみ 給 ひけ 

れば、 と うど 打た る その 浪の ひくし ほさら にな かり 

ける、 此 時よ， 0 も 和歌の 浦の かた をな みはう つと か 

や、 かくて 日 もせい さんに かたむけば、 田 邊の庄 司 

御迎 ひの 爲に 舟に 取 乘.^ 參 りつ ゝ、 君の みふねに の 

り，フ つり、 上下 さ 3- めき、 >  J ぎ もどす、 か >» る 折 ふし， 

れいの 大さづ ち、 雲の上に あら はれい かに 衣 通姬、 

まんごう はふる 共、 我^う しん はよ も はれ じ、 いで 

いで 思 ひしら せんと、 惡風を 吹き かけ、 其 儘 海に 飛 
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入し が、 さも すさまじき 赛蛇 となり、 大雨 を ふらし 

っゝ、 舟 を 下 かいに 沈めん と、 しほ ゝふ ひて ぞ狂ひ 

ける、 水 手かん ど， 9 立 さはぎ、 おも かぢ取 かおと b 

合 操み にも ふで ぞ をした. 9 ける、 中に も 田 邊の庄 司、 

水練の 達者に て 太刀 引拔き 海中に 飛込み、 おっかけ 

おつ、 め 討ん とす、 すさまじ か. 9 ける 次第な. 9、 毒 

蛇 は 更に 事と もせす、 浪を まくって 走せ 來ト乂 む ざ 

ん やなと もな， 0 を、 た V  一  口に 吞み てんけ り、 みこ 

と 御， 幼の ひつ さげて、 ふなば. 9 に 立 あがり、 汝 しら 

す や 天て る 御 かみよ， 9 四十 八 世、 允恭 天皇 第五の 皇 

子、 若 竹の みことな h ^、日月い まだ 地に おちす、 其 天 

罸を しらせん と、 大 おん 上に ての たへば、 毒蛇 はい 

よ./^ 怒 をな し浪 をけ たて、 か、， 5 ける、 みこと 

御^の ふ， 0 上げ、 切らん くと し 給 へ ば、 さすが 天子 

に 恐れ をな し、 浪を くいって 近付す、 姬君 いそぎお 

しと 3. め、 打 ものに て はかな ふま じと 一首の 歌に か 

くば か b  A 日の もとは あまつひつぎの みことの b、 

我が 大きみ の國 としら す やと 1 詠み 給へば、 きじん 

にわう どうな しと かや、 此 歌の 德 によ， 9、 毒蛇 は浪 

に 打た てられ、 しほに ひかれて 失せに け， 9、 人々 よ 
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ろ こび それよ b も、 御 ふね を はやめ こぎ 房す、 とに 

も かくに も 衣 通姬の 御え いか、 まことに わかの 御 神 

に、 祝 はれ 給 ふ もこと わ. 9 やと、 貴賤 上下お しなべ 

て、 感 せぬ もの こそな か. 9 けれ 

第 五 

かくて その ゝち、 若 竹の 親王 は、 國高を 御 まへ に 召 

され、 いかにも してび. 9 ん王 を. □ しみ かどの げき， 9 

んの やすめ 舉り、 身の 本望 を 達せん と 思 ふはい かに 

と 仰け る、 國高承 h -、 それがし も かねて 左 やうに 存 

せし より、 中 國九國 へく わい 文 を ま はし 候 所に、 皆 

皆 御 味方 仕.^ 申べき よし 申來. 9 候と、 いひ も果 ぬに 

播 磨の 國の 住人、 飾 磨の 大六 むらお かの まん 六千餘 

騎 にて はせ 來り、 御 ま へ に畏 り、 君御發 向の 囘 文いた 

たくと ひとしく 走せ さんじ 候、 九州 中 國の勢 は播磨 

攝律 和.. 1^ ま で^り あ ふ 約束 ござ 候、 いそぎ 御馬 を 出 

させられ 候へ 一、 あれに て 御 勢 揃へ 然るべ しと 申 上る、 

みことげ にもと 思し 召、 國高 むらお か 先陣に て、 三 

萬よ きを 引 卒し、 紀 伊の 國を 打ち立て、 中國 さして 


KB 二 

ぞ 下らる、、 この ことな を も かくれな く、 び， 9 ん王 

は そが 蘇 我の あらし ま を 近付、.^ も t お 竹の 宫、 國 高し 

かまの 大六を 先陣と して、 中國九 こくの 勢 を もよ ふ 

し、 急に 都へ 責め のぼるよ し大 かたに て はかな ふま 

し、 東 國北國 の 勢 を 揃へ、 ざんじに 返 治いた すべし、 

あらし ま 仰 を？^, o、 いそぎ 御， まへ を罷 立、 さ ふら ひ 

共に 申 付、 一 々ふれ を そな しにけ る さる ほどに、 東 

國 北！： の 諸 軍勢、 家々 の 旗 を さし、 われ もくと 走 

せま ゐる、 然るにび りん 王、 みづ から 天子と な..^ 給 

へど も、 からにしきの ひた、 れに てこが ねざね の錢 

を 着し、 村 雲の 御， 顿 にこが ねざやの うちかたな、 き 

ん h- うの かぶとの 緒 をし め、 柄 も 五 尺 fss^ 五 尺の 大 

手銘を ひつ さげ、 床几に 腰 を かけ 給へば、 蘇 我の 大 

臣 あらし ま は、 思 ひくの 腹卷 に、 ぢ うだいの 太刀 

を はき、 兜 をぬ ぎ 御前に 畏. 9、 集る 所の 軍兵 を はや 

ちゃくた うに ぞ まるし ける、 まづ 一 ばんにた けい 將 

軍 六 千よ き、 ぁひ從 ふ東國 勢、 常 陸の 大將 みち むらせ 

んし八 萬よ き、 安房 上總ニ ケ國の 大將、 はくまの ぐ 

んし五 百よ き、 武藏の 藤 太 三 萬よ き、 相模 のて る も 

と 二 萬 餘骑、 甲斐 信 濃に は うんの もち 月 なんぶ 下山 


識訪八 代す ベて 五 萬 七 千 餘骑、 上野に は 群 馬の 大夫 

かんら の三郞 三千よ き 下野に は、 まか ベ の 太 郞鹽の や 

やう げん 六 千 餘骑、 駿 河の 國には ふぢ 太郞五 千よ 

きに て 走せ 参る、 遠 江に かつまた たう、 三 河に あす 

けの 權の かみ、 勢つ がう 一 萬よ き、 美 濃 尾 張 近 江 

せいから めての 大將に は、 いそら 將軍 きょ とら、 若 

狹越前 佐 渡 越後、 加 賀能登 越 中 七ケ國 のつ は 物 二十 

一 萬 五 千 除騎、 都合 其 勢 五十 三 萬 六十 千よ きとし る 

されし は、 げ におび たいしく 見へ にけ- 9、 か ゝる所 

に 其た け 一 丈ば か のく せ 物、 頭に 角 をいた き、 

ひとへ に 夜 の 如くなる が、 鲜 ひつ さげ 走せ 来.^、 

御まへに畏^^、 我は是-大竺.>*^  、さんょ，り：：！本にとひ 

來. り、 熊 野の 山に すむ こと 三 ぼ 年、 飛行 自在の さん 

祌、 大さづ ちと は 我 ことな b、 このたび ：！.！；： 竹の 宮御 

返 治の よし 承.^、 御み かた 申さん ため 是ま で參り 候、 

たと へ は： 白 千 萬の 大 軍な. 0 とも、 落花み おんに 打 ひ 

しぎ、 みかどの 勝利に なし 奉らん と、 手に 取る やう 

にぞ 申け る、 び b ん王 聞し 召、 我 日の 本の 主として、 

ぎゃくと を 返 治せし むる に、 汝がカ を かるまで もな 

しさ b ながら、 心 ざしと いひ、 飛行 自在の ものなら 
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ば、 其 術 をた V 今み せよ、 畏り 候と 申 も あへ す 美女 

と へんげ、 或は 敵陣へ 忍び入、 かたきに 近付し とや 

かに、 よるべ もしらぬ 浪枕、 さよの- ) ろ も をし ほ/,^ 

と、 打した しみて たばか h ノ なば、 色に は 迷 ふなら ひ 

にて、 いかなる 猛將 がうて きも、 心よ はくて 引く 釉 

に、 こょなふみ へ ん其を，.^は、 取て は ひき ふせ/^ 

お h- かさなる ものなら ばか 5 つかみ つぶてに 打 

て ひしぎ つけん、 是 にも ひるまぬ ものなら ば、 忽ち 

惡 鬼と 變 しつ、 虚空に すん と 飛び あがり、 惡風を 吹 

きかけ て、 火の 雨 つるぎの 雨 を ふらしつ、、 いち/、 

敵 を 打殺し、 きみの 御世に なし 申さん と、 大身の 鋅 

を ふりま はし、 勢 ひか ゝ つて 申せし は、 身の け もよ 

だつ ばか なり、 び. 9 ん王釆 ふり あげ、 奇妙な ひく 

汝に 先手 を まかすべし、 其 ぶんこ、 ろへ 候へ と、 か 

どいでの 祝 ひなされ っゝ、 旣に都 を 打 立てさい こく 

さして そ 下さる、、 かくて 其 後 若 竹の 親王 は、 津の 

國 の尼ケ 崎に 陣取して まします が.、 び.^ ん王 大勢に 

て 下らせ 給 ふと 聞し 召され、 せい を 集めた まへ 共、 

筑紫勢 はい まだ 參ら す、 中國の 勢い まだ 五 萬よ きに 

は 過ぎ ざ. 5 け， o、 國高 むらお か を 御 まへ にめ され 此 
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せいに て はかな ふまし、 锐紫 せい を まつべし と、 に 

しきの 御 はた を さしあげさせ 給 ふ 所へ 老人 一 一人 來. 9 

しが、 一人 は 弓矢 をたい し、 いま 一人 は 金剛杖 をよ 

こたへ 1^ 陣中 を 見 わたして、 あっぱれ 陣の 取. りゃう 

かな、 =^に錦の御はたはせんごの大ま、ゃぅ東西カ兩 

陣、 三軍の まやう を かま へられし は、 天子の 南面の 

德を 表し、 一陣 ニ陣の 武者 ぞ なへ、 さて 又 後陣の せ 

いくば. o、 一  つと して あやま， 0 なし、 ころ はやよ ひ 

の 上旬に て、 やうに 向 ふいく さ だち、 天の 時に かな 

ふた， 9、 後 は 高山め て は 海、 右手 はぬ ま 大河 を ひか 

へし は 地の 理な り、 惡人を 亡し 給 ふゆへ、 萬 民 勇み 

よろこびて、 蕖 h- たる 勢 なれば、 人の 心の くわす る 

ゆへ、 天地の 三歲 にかな ふうへ は、 勝利 を 得ん こと 

疑 ひなし、 われ- C も後づ めして まいら せんと、 鷹 

とな. 鴉と 變じ、 虛{ 仝に 揚らせ 給 ひけ， り、 みこと 軍 

勢 もろともに、 ^は 熊 野の 權現、 正 八幡 此陣 守護し 

給 ふと 皆 一同に 伏し拜 み、 悅 ぶこと は 限. 0 なし、 か 

くて 其 後び りん 王、 大勢 を 引 卒し、 大地に むらがる 

勢 ひに- 、 哄を どっと ぞ 揚げに ける、 こ、 に 苦 竹の 

方よりも、 飾 摩の 大 六す、 み 出、 是は 播州の 忠 人し 
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かまの 大六 村お かの^ん な h^、 身： やう なれ ども 此 

度 味方の 先陣 を 給 はり、 いで 物み せん さらばと て、 

とう まちく いの 如くなる、 多勢が 中へ 破って 入、 は 

ら. o/.^ と薙 いだり ける、 もとよ. 0 村お かてき、 の 

勇士、  くつき やうの つ はもの を、 其 かす あまた 切. り 

伏せ、 殘. 9 し 奴 原 東西へ おつち らし、 さも 大 やうに 

引いた.？ し を ほめぬ、 もの こそな かりけ る、 び. o- ん 

王釆 ふ.^ あげ、 き やつめ 餘す なか、 れくと 下知し 

給 ふ、 いそら の將軍 二十 萬、 一 どに どっと かゝ b け 

る、 正 八幡う しろの 山に 現 はれ 給 ひ、 白羽の そや を 

なげ 給へば、 たちまち 此矢 むらくもと なり、 うんち 

うよ，^ 數 千の 矢 さき まくりた て 'とを なりして こ 

そ 出に けれ、 さし もに 勇む 大 551. も、 右往左往に 敗軍 

す、 其時大 さ.、 つち 虛空に つて 鉢 を 振れば、 不思儀 

や あま そら 震勸 し、 火の 雨し き b に 降. 0 ける は、 す 

さまし かりけ る 次第な. 9、 其 時に 權現 は、 天に 向 ひ 

て 合掌し、 持ちた る 榊 を 投げ 給へば、 則ち 數 萬の^ 

とな， 9、 亂れぁ ひて ぞ戰 ひける、 勢 ひか、 る 都せ い 

かな ひがたく ぞ見 へに ける、 び. 9 ん王 大きに 怒って 

する/ \ と ^出、 いかにお 竹、 此亂は 御 ぶんと 我と 


天下 を爭 ふゆへ ぞ かし、 あまた 人 を 殺さん よ 

き 打の 勝負 せんい かに と 申さる、、 みこと 聞し 

召れ、 あ、 おろかの いひ こと や、 昔よ b 天皇と して 

惡逆 無道の ， ぶせ ものと 組 打した る 其 例な しと、 さも 

大 やうし の 給へば、 び. 0 ん王 こらへ かね、 大手 を廣 

げ 飛んで か、 る、 村お か 茨木お しへ だて ゆんでめ て 

よ. 0 むづと 組む、 び. 9 ん王 ことと もせす、 取て 引よ 

せ ゑい やって 投げ 給へば、 とよら の國 たか かけあ は 

せびりん 王の 亂れ髮 を 引つ かみ、 ゑい やっと 引き倒 

し、 首 を か ゝん とせし を、 び.^ ん王强 力に て、 下よ 

h- も はね かへ し、 すでに あやうくみ へし 所に、 ふた 

神 あら はれ 給 ひ、 び..^ ん 王の 左右の かいな を ひつ は 

.9 給へば、 有が たや 神 力にから めら れ、 五體 少しも は 

たら かす、 時に 若 竹 走. 9 よ b  、やがて； 百 を 打ち 給 ふ、 

さん 祌今 はかな はじと、 向 ふの 山へ にげの ぼる を、 

八幡宮 は 山上に たちた まふ、 又虛空 にの ぼらん とす 

れば熊 野の 權現 空よ. 9 おつ 、め 給へば、 今 はせん 方 

つき ゆみの、 飛行 自在 も かな はすて、 大地に どうと 落 

ちけ る を、 やがてお つ ふせから め 取、 みことに 參らせ 

給 ひつ、 神 は 跡な くな.^ 給 ふ、 あ， 9 かたし 


It 


御 あと を 伏し 拜み、 それよ b も 都に、 上. 0 御せ につ 

かせ 給 ひ、 雄 略 天皇 是な. >、 衣、，^ -姬御 后に そな へ 給 

ふ、 みこと はに ふの 大明 神、 衣通姬 は玉津 島の 大叫ン 

祌と あら はれ 給 ひ、 和歌の 道 を 守らせ 給 ふ、 ^さづ 

ちが かう ベ を はね、 ちまたに さらし 給 ひける、 その 

のち 天下 治り 民も豐 にさ かへ ける、 千秋 iSj 歳め でた 

Z   ,  、  .£'ばかりはなか..^けれ 


しと もな；^/、 

延寶五 丁 巳年 正月 iinu. 
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玉津 しまの 御 本 地 
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す へ たけろう やぶ 

第 一 

それ ゆうあって たけしと いへ ども、 ふんとう を... J ら 

ざれば、 しゃしょく を まもる ことかた く、^ んの ちゃ 

うこう かんの わう もうらが、 ほろびし むかしに こと 

ならす、 されば 其 頃 源の せつ ゝ のかみ らいく わう、 

天下の ぶし やうに まします とき、 たいしょく わんの 

こう ゐん うらべの くらんどす へたけ とて、 めいたい 

の ゆうし 有 i*- かれば、 せんねん 大ゑ 山の きじんたい 

じの ちう こうに、 *( も ふさをた ま は hs ひかし Tt:* ケ國 

のむ しゃ 所に て、 あ ふたの せう にぞ すみ 給 ふ、 こと 

にくゎほぅのぁま，.^にゃ御子ー 一人お はします 一 はた 

めよ の ひめと て、 十三 成た まふが、 かたちと いひ 心 

さます へいかな らんよ そ を ひと、 す、 は \ めやすく 

おぼしめ す、 次 は 小次郞 とのと て、 九ッに 成た まふ 

がよ みかき わざの さとき 事、 かんしゃ うせう のさい 

たんかと、 みな 人かん じ 奉る、 すへ たけの せいとう 


la 六 

の、 すなを 成に 4^ たがいて 國 たみい よくな びきつ 

つ、 あけくれ はた^たの しみの めでたく おくらせ 給 

ひける、 か、 る 折 ふし 愛に 又げ き ん ちかた の はつ 

ょラに むれの ベ つたうな をす みとて あくぎ やぶとう 

の 者 一 人 かづ さの 國にぞ すま ひける、 かれい か 成む 

まれに や、 ようぎ こつがらよ にかわ， 9、 力 はやわざ 

ひや， フほ うはせ うおよ そぼん ふの わざなら す、 た > 

天魔： ^、よぎ やうに してら うどう ひくわん の 物まで も 

るい を もって あつむれば、 あぶれ 者の だいな り、 す 

きから とうの 源 内た はる いわや かくれの ほら 次郞 

かげ もとな ど、 いふ 一 人とう せんの くせ 者 家の しん 

と ぞ^た がいけ る、 なをす みある ひの 事 成に、 かれ 

らを まねき 近付、 いかになん ぢら物 を 聞、 それ 弓 取 

の 名 をお もんじ 命 を かろく 忍 ふ 事 一 たび 望 を 這 せん 

ため、 我ば つかの みなれ 共. 大 下の あくぎ を 思 ひ 立ら 

いく わう を ほろぼし、 名 を 後の世に と- 5- めんと 思 ふ 

はたい しふて きか、 ゃぁ汝 らいかに と たづね ける、 

すき がら どうの 源內 兵衞、 御で うにて は 候へ 共い に 

しへ 今に 至る まで、 朝敵の 名 を 得し 物 運 を 開く ため 

しなし、 時節と 御 待 候べ し、 まづ 暫くと ぞ といめ け 
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四天王 大田 合戦 

の大 まん うぢが みかす がの 明 神 □ ふしけ へ傳 はる 御 

はた を 納め 申させ 給へば 取いだ させ 給 ひつ、 今度の 

御陣の 先が けに 此旗 さ、 せ 給 ふべ しと かう ベ を 地に 

付. & けるな を やみ 聞て 悅び する と 走， りより 1 1 ひ 

きの 鬼の 髮 かきな であら 嬉し やな 汝 等が 思 ひよ h- ぬ 

る 心さし いかで か盡し 報すべき やがて 怨み を 暗さん 

にい ざ やい さわの やしろへ 行 先祖の 旗 を 求 め ん者共 

との 給 ひて 人々 を 引つ れい さわの 社に いそぎけ るい 

そげば 程なく やしろに も 成 ぬればかん なぎに 案內か 

ぅてかゃぅ/^-の ことなれば先祖のはたにて有ぁひ 

たくれょかしとぞ申されける神主は承.=^仰にて候 へ 

ば 參らせ 上た く 候へ 共い にしへ ちかた の大 じんの 納 

め 給 ふとき よ. 0 も此 社のお う 物に て 我等 如きの 社 人 

までおが み 中 こ ともなし、 殊更， ま n 叛の 企に てお ぼし 

たゝ れん はじめに 此 旗.^ 參ら せば 都の きこ ゑ も は い 

か .》^ あり 勿體なき御事ゃ御免ぁれとぞ申け る なをす 

み 聞て 怒 り をな しわれ 此國 の 守護と し て 國民を あは 

れ めば、 たと. - 王位に そむきても われ かとう どた る 

ベ き 身の 今の ことばの 惜 さよいで 物見 せんとい ふま 

まに 走. 9 か、 つて かいつ かみ、 首ね ぢ 切て 社坡 へす 


百 八 

て 社の かう し を 打破..^、 奥の院に こめ 澄き し、 件の 

旗 をと. 0 出し、 此旅を 求む るよ. 0 首を兒 る こそ 嬉し 

けれお そらく 此旗を さし 上げ 東國 よ， り 打て 出 中國は 

さておき 四國两 海山 陽 道 北陸 道に 至る まで ことぐ 

く 打取. 0  2! 本 國を從 へ ん はま、 ばし が 程に て^; てと て 

の、 めき 叫び りし は あつば れ惡 鬼の はじめ かなと 

上下 萬 民 おしなべ みなおお ぬ 物 こそな か b けれ 

第 二 

なをす み 謀叛 井 ほら 次郞 す へ 竹に 打る 、 

其 後む れいの 別當 なをす みは 郞等共 を 近付 て 今 は は 

や 關東勢 こと ^く從 へ ば 心に か 、る こ ともなし、 

東^ 勢 を ひきつれ をして 上洛す ベ きな b され ども 愛 

にす へ 竹 は東國 のお さ へ として 賴 光が けらいな b、 

何と ぞき やつ をす かしょせ、 かれ を 味方に なすべ き、 

異議い ふ 物に て 有なら ばいく さ 神の， 祭に 打てす て 

て たつべし、 先づ たばか. 0 使 を 立よ と ある、 承. り 候 

とてよ こ へ の 兵衞を 使と してす へ 竹 方 へ ぞっか はし 

ける、 いそげば 程なく 下 總に成 ぬれば、 すへ 竹に 對 


面し かやう，， （^とのべければ、 すへ 竹 聞いて 驚きな 

にと 候 それがしに 來 つて 內段 申せと や、 我 武將の 身 

なれ 共、 ^東のお さへ とてと きのつ かさ を 給 はれば 

公事に ついても ひま もな し、 やう あらば なを 純に 來 

られ よと て 入に け， 9、 使 は 面な きふせ いに て 本國に 

立歸 一  々かやう と 申け る、 なをす みは 是を 聞す い 

さんの いひ 事 や、 此上は 是非 もな し， K や をつ こんて 

す へ 竹 を 打 て 本§1^ を達す べし、 いかにく と 申け る、 

ほら 次郞 承り  > つ はし またせ 給 ふべ し、 それ もろこし 

の *^、 ん ぶよう はけいが と 共 に はか ら ひて 始 皇帝 だ に 

と. 0 こに す、 さらば それがし 打 こへ てす へ 竹に 對面 

し、 たばか.^ 召 連れ 參る べし、 もしい はいに 及びな ば 

をし ならべて むすと 組み、 刀 を 首に をし あて ひった 

て 是に來 らん 時數 萬の 下人 候と も 主 を 殺さん 悲し さ 

に是は とふた めきて、 よも 諸共に それ かし を 打 

んと申 物 あらし、 我 君い かにと 申け るな をす みは 打 

うな づき、 是は 誠に 然るべ し ともかくも ほら はから 

へ畏っ て 候と 御 ま へ を罷 たち 下總 さして ぞい そぎけ 

る、 すへ 竹 館に も 成 ぬれば 案內 こうて 對 面し、 かう 

ベ を 地に 付け 申 やう、 われらの 主君な をす みは 俄に 


病氣に 胃され 存命 しられす 候 ゆ へ おそれ 多く 候 へ 共 

京都へ の 御 ひらう を も 口 をせ うこに 仕. 0 申 置た く 候 

へば、 是 へと 仰ぎ 舉る 程へ て は 候へ せハ、 、ひごろの よ 

しみの 御な けに 御いで あって 給 はる べしと 打し ほれ 

てぞ のべに ける、 すへ 竹つ くぐ-思案して いやく 

病氣 とは覺 東な し是 はいか さまな をす みが、 われ を 

打ん し はかる らん 愚な，. y と 心 へ ほら 次郞 にい ふやう 

は、 參.^ たく は 候へ 共國を 隔て、 行き 通 ひ、 都の 聞 

へ も： K へば 卸 めん あれと そ 申さる ゝ、 ほら 次^ 是を 

一- 1 

聞 もとより 期す る ことなれば、 あ ひ 近くた ちょり こ 

は 情な やす へ たけ かげ もとな との 侍 を 本意な く か へ 

す 法 や ある、 せひ 参られす ば それがし 引 立 ゆかんと 

いふ、 すへ たけ は 打 笑 ひま ことに 愚人 夏の 虫お のれ 

と 飛んで 入る をの こかな、 たゝ 一 人來 つて われ を 引 

立 ゆかんと は、 鷲と 雀が すね 押す るに 似 たるべし 命 

をし くばと つく かへ れ罷. 9 立と ぞ 怒られけ る、 次郞 

は 腹 をす へ かね 鷲 か 雀 か 物見 せんと、 飛 か、 つてむ 

すと 組む 家の 子 郞等是 を 見ての がす まじと ぞせ b 合 

ひたり、 すへ 竹き つと 睨みつ け^ 參 な..^、 己れ らゎ 

れに 任せて 見物せ よと いふよ. 0 早くお つ ふせ 上に 乘 
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,9 か ゝ. 0 何と 候 雀 どの わし は そっと 手 ごわき 物 今が 

最期 ぞ觀 念せ よと、 首 捻じ 切て ぞ すてに ける かげ も 

とが 侍 ども 此 沙汰 を 聞より 早く 切て 入らん と 翁め く 

を、 すへ竹が郞等共ゑ、すぃさんな..^己れら.i東西 

へお つちら せば 逃げて 國にぞ かへ りけ る、 國 にもな 

れ ばかげ もとが さ ふらい ども あはた いしく 走せ 歸 

り、 右の 次第 かやう/^ と 申け る、 なをす み 大きに 

色 そんじゃ あ 己れ ら ほら 次第 を 打せ いきて 是 まで 參 

る だん、 さても 未練の 奴 原 かな、 風 鬼火 鬼 それ はか 

らへ、 承. 0 候と つ、 とよつ とかいつ かみ、 首ね じ 切 

てぞ すてに ける、 へつ とう 見て いさぎよし /-^、 い 

かに 物 共す へ 竹と 見るならば、 打な 殺すな 手 ど りに 

せよ 時刻 移. y て かな ふま じ、 はや 打た て やめん く 

と 都合 其 勢 六千餘 騎下總 さして ぞ おしよ する、 其 後 

す へ 竹 家の かう けんさ わ むら へ いた 其 外 近習と ざま 

の 侍 を 召され、 いかに かた < ^さても 別當 なを やみ 

は 音に 聞へ し大； ^から、 器量 こつがら 人に すぐれ、 

おのが 武勇に 高慢し 世に なし もの を 取 立 家臣と なづ 

けて う あいし、 巖づ たい 谷 をと び 其 身 を むげに 碎き 

っゝ、 外道の 法 を 行へば、 ちかた にっかへ しに ふう 
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きく わき、 いづく ともな，、 飛 來り、 此 程專ら なをす 

みに 逆心の すゝ むる よし、 つ、 めど 四方に かくれな 

し、 かく 朝敵と なる 程の 大惡 無道の 奴 原 ども、 殊に 

は それがし こなたに て 使を誅 せし 事 なれば、 末の 難 

儀 も かへ. 0 見す、 sli.: む 所と いでたつ すじつ とうつ さ 

すよ せ 手た らん、 こ ゝにー ッの 難儀 あり、 ， かの なを 

すみ はぐん しゃな b 神通異 力の 風 鬼火 鬼 かれが 手に 

從 へばな かく 以て 此 たび は 勝べ きいく さし 思 はれ 

す、 され ども 三ぼう はせ きがん かくと して、 なかな 

かに 寄せ かたし、 一 ほうの 細道 あ. 9、 寄せ 來 らん 奴^ 

を 選み 打の かう みやう せよ、 親 打る、 とも子 かへ り 

みす、 乘. 0 こへ. （- ときう うか》 ひ 敵と 組め、 なを 

すみと 見るならば、 遠矢に 引 詰め 射て 落せ、 かまい 

て/.. -汝等 不覺の 働き 仕り、 うらべの 名 をば 下すな 

と、 いさみす ゝんで 下知し 給 ふ、 かの すへ 竹の 御 有 

さま あつ はれ 猛 き剪士 やと、 みな 成せぬ 者 こそな か 

b けれ 

第 三 

す へ 竹 勇力 弁 城 中 へ いけどらる ゝ事 


5^其後む^^-ぃ の別當なをすみは六千餘骑を引卒しす 

へ竹玄 や-? にもな. 9 ぬれば 一 一 ゑ 三 ゑに をつ 取 卷哄の 

聲をぞ あげに ける、 城の 內 にも 豫て 用意の 事 なれば 

大將 すへ 竹 大手の 櫓に かけ 上り 人數 くば b の 手分け 

して 普 天の下に 住みながら くわん か をお かすく せ も 

のど も あれ をつ はら へ と あ b ければ 所々 に 出合て 火 

花 を 散して 戰 ひける 寄 手 は大軍 ことに 又つ う， りき 自 

在の 風 鬼火 鬼が 叛け まわ. 9 て 取て は 引裂き 又はね ぢ 

くび 人つ ぶて はた い 降る 雨の 如くな， 9 愛に 寄 手の 其 

中に すきから どうの 源 內兵衞 た いはる は 心 あくまで 

剛 にして 力 は 人に すぐれた.^ つら 思 ひける やう 

は、 我 今度の いくさに すへ 竹と くます して 風 鬼火 鬼 

にくまで は 日頃の 廣 言い たづら に 人のお もはん 所 も 

ぁ，r^とひそかに陣中を忍び出愛かしことぞねらひけ 

るか、 る 所に すへ 竹の 後見 澤村卒 太^げ ともよき 敵 

と 見る よ h- も 向 ひ はた そす ぎから とうのた いはる 我 

ぞ澤村 けと もな h- いで 見參 とつ ゝ と よ. 0 うけつ ひ 

らぃっ*^ばしが程は戰ひける運のきゎめ悲しさは^ 

げ とも 太刀 を 打はづ しゅんで のた かも、 打 落されの 

つけに か へす 所 を 首ち うに 打 落しき つ 先に 貫きす へ 
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竹が 後見に 澤山平 太 *f け ともをば 源 內兵衞 た いはる 

が 打取た h- と 口上に ぞ 罵.^ ける うらべ の 藏.. 是を閡 

きあつ ばれお のれ はお この 者す へ 竹 是にひ 力 へ た..^ 

か へし 合て 勝負 をせ よた いはる 願 ふ 孝 ひと 収てか へ 

し をし ならべ てむ すと 組む 源 內兵衞 も 大力 一 期の 安 

否 愛な.^ と 矢聲を 出し もみけれ 共ば つくん かわかす 

へ 竹 なれば やすくと 組 伏せ 首 ふつ ゝ とかき おとし 

いかに 寄 手の 奴 原な をす みが 一 世と 賴 むすぎ から は 

すへ 竹が 手に か 、りぬ けから とな た 見よ や/..^ 

と 呼 は ..^けるま つ ゑの 新五是 を 聞 あ、 仕た h- す へ 

竹と 走り か、 つてむ すと 組む 物々 しゃと たぶ さ を 取 

て 前へ かつば と 打倒し 肩 骨を蹈 へ つ ゝ 口して ぞ すて 

にけ る、 か、 る 所に 風 鬼 はやが て 飛來. 9 すへ 竹 かめ 

づ らしゃ 我 はち かたの 大 じんに 仕へ し 風 鬼と いふお 

にな. 9 今な をす み を 取 立て 國 土の 主と なさん 爲め家 

臣と 成て 仕 ゆるな， c- あはれ 此風 鬼が 手に むか はん 物 

, 一 そふ うん なれ 日本 國の人 だね は絕ん 物. i,- 申け る、 

すへ 竹 は 聞 給 ひ 汝等ー 一匹の 鬼 共が 取た てが ほに かと 

うどして むざん やなな をす みかさね て 首 を 打 れんと 

き か た /\ かとう ど をよ に うら めしく や 思 ふ ベ き 我 

5-1 
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じゃく 年の いせんよ， 9 大 江山 此方 かたの ことく もお 

になれ た b 寄れ 組まん 尤 とて 互 ひに 牙 を かみなら し 

組めば はつれな ぐれば ひらき 秘術 を盡 しねお あ ひし 

が 風 鬼が 力 やま さ.^ けんす へ 竹 を 組んで ふせ 旣に引 

裂ん とする 所 を やっとい ふて はね 返し 上に なって す 

へ 竹 首 を かゝん とすれば 又 ゑいと いふて け か へされ 

上に な. 5 下にな， 5  二三 度 四 五 度 くれ 共 互 ひに 助る 身 

方な く 勝負 は 更にな か， 0 け. o、 すへ 竹 運の きわめに 

や 搦手に いた、 りけ る 火 魚 はかけ 付是を 見て あさまし 

の有檨 やと 走， 0 かゝ つて かいつ かみ 息 を もい はせ す 

末 武を兩 方へ ひつば， 9 ちん 中 さして 入に ける 其 後 寄 

手の 物 共 我先にと 亂れ 入，.^ 勝鬨を 作. 9 立の、 めき 叫 

んで歸 りけ るかの すへ 竹の 心の 內 無念な ，9 ともな か 

なかに 中 はかり はな か. 9 けれ 

第 四 

み， たいきん. たち をち 給 ふ 事 

^も 其 後 無念なる かなす へ 竹 はふう きく わきに いけ 

どられ いましめの 繩 つよく かけな をす み 前に 引いだ 

す大將 みたま ひい かにす へ竹汝 らは賴 光が 內 にして 
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四天王と がう しつ、 人 も なげなる ふるま ひだに 世に 

はにくし と 思 ひしに 使の 物を誅 せし こと、 彼れ とい 

ひ是 とい ひ 何とかお のれ を さいなまん、 1： 果は Hi.  く 

も 運る 物お 、 つけ かふなる 有樣 鬼に も 神に もま さり 

たるす へ 竹 殿の 繩 付る ふ り のみこと やとから^,^ と 

ぞ笑 ひけ hs、 すへ 竹 聞 も あへ す汝 ごときの 愚人に い 

ふ ベ きに は あらね 共 さらば 語つ て 開す ベ し 異國に は 

ゐん のちう 王 周の 西 伯 かたい ゆう， 9 きに 取ら われ、 

ついに 天下の 主と なる 我 朝に て はこうち の大 じんと 

し 人將軍 敵の 手に 渡りても 二た び 世に は 出た まふ 異 

圃 本朝 かくの 如し 今 我 かやう の 身と な b て もさら さ 

ら 以て 耻ぢ ならす もとよ， 0 命 は 君の ため 骨 は 微塵に 

碎 かれ 身 をす だくに せられても 房士の 悲し む 所 は 

なし、 か、 る 差別 を しらざる ゆへ 勿體 なく もてうて 

きしな り、 今に 天罰 身に うけんめ さまし さよと ぞ申 

けるな をす み 大きに 怒..^ をな し 己れ のがれぬ もの ゆ 

へ に 死 狂 ひに 狂 ひて あく こん はむ やくな b き やつ を 

ば 獄屋に いましめ をけ 四天王の やつばら みな 一 々に 

からめ 取引なら ベて 誅 すべし、 かまいて 油斷 仕な 承 

b 院と てす へ 竹 を ひった て 霰し く 獄屋に こめ 置きし 


は あはれ なりけ る 次第な. 9 是は^ 置いた わしゃす へ 

竹の みだい 所 や 公 違 はらう どうが 情に よ.^ 大 田の 城 

を 忍び 出 いづく を そこ 共 しらね 共 やう/ 1\ 今 は 落ち 

のびて 武藏の 國に付 給 ふ 余， りに つかれ 給へば と ある 

所に 宿 を か b 一  夜 を 明し 給 ひける、 折 ふし 宿の 主 を 

ば 太郎太 失と 沙汰し ける 人賣 にて 有け るが 人々 をつ 

く < ^見て よき さかて ぞと悅 び、 立 寄って 申 やう 是 

に まします 上ろう は 見れば おさない 人 を 連れ いづく 

よ.. 0 何方 へ 御 通. 9 まします ぞ 一 樹 のかげ にたちよ 

同じ流れを汲むこともた4^^ゃぅめぅの綠と聞、 一夜 

の 宿 を參ら する もた V ならぬ 契り 也く はしく 語らせ 

給 ふべ し、 おぼしめ さん 所まで 送.^ 屆 けて 參ら すべ 

し 上ろう さまと ぞ 語りけ る、 御 臺は此 由 聞し 召 あ ゝ 

さて 御身 はやさし くも 問せ 給 ふ 物 かな、 何 を か 包み 

參 らせんみ づ から は是ょ ひも をく かたに て 候が 去年 

の 夏の 頃 成に 夫に わかれ ことしまで をさない 物 を 養 

育し つまの 在所に つや-, I, 'おくりて さ ふら ひじが、 

都の 方に 賴 むべ きょしみ の 物の 候へば いとおな き 物 

共 を ひきつれ のぼ， 9 候 也 一 村雨の 宿 さへ 朽 せぬ 緣 

と ぞ 承る、 たよりなき 物 共 を あはれ み 給へ あるじと 


て泪 にくれ ての 給へば、 亭主が 聞いて 打な づき、 心 や 

すかれ 人々 よ、 見る目 も あはれ に 候 へ ば、 いづく まで 

も それがしが 送. 0 と 3- けて 參 らせん、 のぼらせ 給へ 

とみ だい 餘 h- の 嬉し さに、 さらば つれ ゆきた び^へ、 一 

た^なに 事 も/, \' うき 世の中 は 情け ぞと、 五更の 天 一 

も ひら くれば 太郞 太夫 をた のみに てうち つれ 上らせ 

給 ひける、 い ぞげは 程なく 今 はは ゃ駿 河の 國に付 給 

ふ、 愛に 越後の 人 買 こた か 次 郞に行 あ ふたてい しゅ. 

次郎を 招きよ せ、 是々 ぞ とい ひふくめ 人々 を賣 b 渡 一 

しかくれて國にぞ歸..^ける、 其 時次郞 人々 を 船に 乘ー 

せ 越後の 國に ゆかんと いふ、 みだい は 此由聞 召な に 

我々 は是ょ b も 都 方へ 行ぞ かし、 越後と やらん へい 一 

かにして 參る ベ きとの 給 へ ば、 こた か 次郎は 聞より 一 

もな にと， W 'ぞ 女房、 我 は あた へ 十く わんに 三人 を 

収れば 越後の 國へ つれて ゆき あおいよ ければ 先々 へ 一 

又 こそ 賣て 渡すな り、 船に 乘れ 女房と あいそう なげ！ 

に 申け る、 人々 は 聞た まひき もた ましい も 身に そ は； 

す、 次 郎が袂 に ひしく と 取 付、 な ふい かに 今まで 一 

は あるじが 情けに 我々 を 都へ 送る と 思 ひしに、 ^は 

親子の もの 共 を あたい をき わめ 賣. 5 ける かや、 とて 
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も賣る 物なら ば 都の 方へ 賣. 5 てた ベ、 たと ひ 命 はと 

らる 、ま 〈越後へ は 行く まじと 三人 手に 手 を 取く み 天 

にあ こがれ 地に ふして 聲 あげて ぞ なき 給 ふ .5 情け も 

しらぬ 次郞 にて；：， かしましの やつ 原 や、 いで 物見せ 

んと杖 ふ. 0 あげて 打ん とす 姬 君お 君す が b 付、 あら 

なさけな や 船頭 どの 打て はら だに いるなら ば此 兄弟 

の 物 共 を 心の ゆく 程 打た まへ、 其 上賣ら でかな はす 

ば 母 を ゆるし 我々 を 鬼す む 島へ も賣 てた ベ、 あ、 扨 

木 竹 も 物 はしる ぞか しあ はれみ 給へ とのた まひて、 

御手 を あはせ てな げ かる 、， され 共 耳に も 聞 入れ 

す、 ぁ 、面倒なh^巳れらと棒ふ.9ぁげて命も失せょ 

とさん ぐに 打ければ いた はしゃみ だい 所 次 郞にひ 

しと 取 付、 こ はなさけ なや 船頭 どの、 我 もよ し 有 物 

ぞ かし、 水から (自ら 也) がつ まは賴 光の みうちなる 

すへ竹と申人の妻ゃ子にてぁ..^けるぞ、 わ どの 我々 

を 都へ 送.. >  と -*、 けなば あたい は のぞみに まかせん な 

ふ 船頭と てす がり 付て ぞ 泣き 給 ふ、 こた か 次 郞是を 

聞 はっと 驚き、 遙の 末座に たち 下り、 さて は 君に て 

まします かや、 それがし をい かなる もの と かお ぼし 

めす、 すへ たけ 公の 御內 に次郎 むね *r けと 申 物の 御 
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ざ 候べ しか 幼少の 時 不慮に 御かん き 蒙.^ 身の 置 所な 

き 儘に、 かやう の わざ を 仕り 世 を 渡り 候 所に、 三世 

のき ゑん 盡き ざる ゆへ 是に てたい 今 ：！！！；： 君 を 拜し申 事 

の 有難 さよ、 さ b ながら 相 傅の 御主 を 打泰る それが 

し 天め いの 程 こそ 悲し けれと 泪を 流し 申しけ， り、 御 

臺公 一 今 は 早 物う き 寧 も 打 忘れ、 ^は 汝む ね 4^「け か 

や、 かやう. くの しさいな. 9、 わら は 親子の 者 共 をい 

そぎ 都へ つれ 參れ、 承り 候と かたはらに 御供 申た び 

のせう ぞくな されけ b、 物う き 世に も 今 は 又 うれし 

きたび を駿 河なる、 富士 のけぶ とい ひけんもう わ 

の { 仝 にやた つなれば 思 ひくら ベて いさ、 らば、 さら 

にたへ せぬ 我 胸の く ゆる 思 ひの 悲しみに か く，.. - つみ 

て も 後の よは、 またはち す 葉に うきしまが はら、 一 

人 公達のお 手 を たづ さへ たど.. y  くと 淸見潟 かすみ 

にかへ. 9 み をが さき、 まつと しき かばわ かみ も かへ 

ん もの をなか^^ にながら へて、 憂き 命ぞ となみ だ 

にくれ て ゆ ふ はらの くさばの 露に 身 も ぬれて、 形 も 

やつれ 淺間 しく  *r つ はた 山の 鶯は聲 も かすみて 鐘の 

1 昔の ひとつ 一 一 つとう つの 山み ちう つ 、にも 夢にもき 

かぬ ふるさとの いなせい か 2 とすぎ やうし やにとう 


とうみ の はまな の はし わたり くらべ て 三 河の 國 八つ 

はしの さわべ にもき ゝ つなれ にしつ まの 身 はなに と 

なるみと なつかしく なげく わがみの を はり をば た U. 

たのめ/ (-45^ めじが 原の さし もぐさ さし も 熟 田の 御 

かみ は その かみ 日本 武 のみこと にて あづまの つま を 

こ ひ 給 ふ、 なぞらへ 給へ われ も 又 今 一 たびすへ 竹に 

めぐ. あはせ て 給 はれと いの も すぎゆけば、 

今 は 願 ひの かない 來 てこ いしき 人に あ ふみおと 聞け 

共む ねの 雲き，. >  に 鏡の 山 も 見へば こそな にと か^か 

のうら やまし くもなみ はよ せて やかへ るらん、 思 ひ 

も よらぬ うきたび をせ たのから はしう ちわたり、 大 

津 のうら に 入 ぬれば、 なを も 思 ひの 大 さかの せき も 

なみだ はとい めす やと.. 9 の そらね も かも 川 を 打 こ へ 

ゅけば，^1は \ゃけふ九 へ にっきたまふ、 とに も かく 

にも 人々 の 御有檨 あはれ とも 中々 に 申ば かり もなか 

けれ 

第 五 

すへ たけろう を やぶり 出 都へ 上る 事 

其 後攝津 の守賴 光四 海に みちし 逆徒 ことん、 く 追 伐 

四 K 王. K 


有、 洛 陽に 御所 を 建て 君 を 敬 ひ 民 を憐み 、おんしゃ ま 

つ. 0 ごと 正しくめ でた くお くらせ 給 ひける、 頃 は 八 

月 十五夜の めい 月な からく 口な く 梢 を か 、やかす は 

たく は、 かんの ことくな. 5 在京の 諸 大名 御 慰みの 爲 

にと て 種々 のたい へい 口つ 、を さゝ かせ 御所 を さし 

て 上. 0 わたな ベ を もって かくと 申 上ければ 大將 御き 

げんかぎ， CV なく 東西の 大に はに 立 出させ 給 ひつ 、旣 

に 御酒 宴 はじま ，9 ける、 面白 か. 9 ける 御遊び 心 もす 

んで いさぎよくき やう を 催 ほす 所に 常 陸の 郡し ゆき 

つな 俄に 飛脚 到来して、 上 總の國 の 住人 むれの 別當 

なをす み 逆心 をお こし、 いにしへ ちかた の大 じんに 

仕へ 申 鬼 共に ふうきく わき をみ かたに なし 下 總に押 

し 寄せす へ 竹 城 を 攻め 落し あまつ さ へす へ 竹 取 こに 

いたし 候へば、 ゆ、 しき 國 土の 御大 事い そぎ 打て を 

給 はるべし と 大息つ いて 注進す、 賴光 驚かせ 給 ひい 

かに 有べ きと 御 詮議な かばの 所へ 鎌 倉の かげ もと 御 

所に 參 りすへ 竹が 妻子 參 りたる よし ごん 上す、 君お 

ぼっかな くお ぼし 召 それ こなたへ と 有ければ、 すへ 

竹が 女房 は 二人の 子供の 手 を 引きて 御 まへ 近く 參 b 

つ、 始め 終 を 申 上、 泪 にくれ ていた わ しが や、 あ 

1 1 SM^ I 
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つて 申 やうつ まに て 候す へ 竹、 わら はに 申け る やう 

は rs- とやらん 此 たび は 難 僅に お ぼへ さ ふらへば、 此 

おさな ひ 物 ども を 君の 御 げんざんに 入れ 舉， り、 もし 

もい くさの 習 ひに て 我 打 死す ると 聞なら ば、 朋輩た 

ち を賴み つ 、御 せんよ ろしく 申な し うらべ の 家 をつ 

かせよ ひたすら をち よと 申 間 力 及 はす 小 供 を 速れ、 

あかぬ 別れ を ふりすて、 是 まで 參. 9 候と、 御前と も 

はいから ゃ聲を 上. てぞ 泣きいたり、 賴光聞 召れ 誠に 

ふびんの 事共 かな かれ 十七の 時よりも 君臣の よしみ 

をな し、 忠節 數 度に 及ぶ といへ ども 就中 われ 大 場が 

手に 捕 はれ、 旣に 危うき 命 を もす へ 竹が 武 S^I にて 二 

たび 敵を滅 し、 今み そじに 餘 るまで 片時 も はれし と 

なれに しあとの きう かう もいた つら ごと ロ惜 やと 御 

泪は せき あ へ す 御 ま へ なりし 諸 大名み な/ \-釉 をぬ 

ら さる、 其 時 大將御 消 をと ゝ めさせ 給 ひい かに かた 

がた 此 たびの いくさ は 朝敵と いひ 一 つ は 又す へ 竹が 

つい せんの 爲 なれば、 よりみつ じきに 向ぶべし、 去 

ながらな を やみ はおとに 聞へ し 器量 もの、 殊に 又 ふ 

うきく わきが 從 へば、 すこし 難儀に お ぼへ たり わた 

なべい かいとの 給へば、 つなの 太郞 かしこまって さ 


•10.?!:  ノ 

ん候 御で うの 如く 大敵に へんげの 組し 候へば、 いく 

さに をいて は 重く 覺へ 候な b、 去ながら かれ を ほろ 

ぼさんて だてと いつば、 承る に 此鬼は 酒 を 好む とつ 

たへ 候へ ば 毒 n をした、 め 申つ 、大手 口の かたはら 

に 幾つ ももたい に 入お き 風 鬼が かけんと きょせ て さ 

つて 逃げ去るべし、 さけと 見て 此鬼 立よ つて 吞 むべ 

し、 毒酒 なれば 必す 五體 のうらんし 己れ と 自滅 仕ら 

ん 彼等が 滅び 候 はい、 なをす みはお のづ から ひち や 

うのつ ば を もぐ ごとく 忽ち 打取 申べ し、 此儀 はいか 

に 申け る、 其 時 きん 時つ 、と 出、 いかに 綱 どの 物し..^ 

顔に 罷 出、 自餘 のことば も 待た すして、 わたな ベ 殿の 

計 &t 然る ベ う 共 思 はれ や 毒酒に て 強き 敵 を ほ ろ ほ 

し、 調伏に て 人 を 殺す は 女 わらべの なす わざ、 敵 は 

鬼に も 神に もした まへ、 此金時 は 左様の 面倒なる 企 

みはい や- (-、 たい 一 文字に かけ 入 やつ はらと 引 

組み、 運の 1K に まかす る こそ 鉞の 勇士の 本なら め、 あ 

あ 聞と もない くん はふ やとた  > よそめして こそ 申け 

り、 時に さ だみ つい ふやう 金 時の の 給 ふ は 血 氣の勇 

士 といつ \ べし、 それ もろこしの 孫 氏が 計略に も戰 

つて 勝つ こと は 誠の 勝に 更にせ す、 弓 や 取ての 名人 


は戰 はすして 勝つ と 有た は、 一身 を 全うして 歜を滅 

すて だて こそ あらま ほし けれ、 金 時い よ/ ^-9 つ ふ 

くし、 ぉゝ其 もろこしの 吳氏孫 氏が 憶病 流の 習って、 

ごへん も それ を まねび 給 ふか あら 口口 やな、 さやう 

の 人に はに る もい ゃ戰か はやして 勝 やうに、 命惜く 

ばいく さは 御 無用 四天王と いはる、 が、 か. 9 にもよ 

はけに 口 をし ゝ、 いくたび も/. \ それがしに 置て は 

鬼神に かけ 入て つばう ほこ 續 のかん 程、 馬 人の きら 

いなく 落花 微塵に 打 ひしぎ、 死人の 山 をつ かせん こ 

そ 心地 はよ けれと 申け る、 さ だみ つな を もとい まら 

や、 ご へ んな人 も なげ 成い ひやう かな、 我儘 も 人に よ 

る ベ し、 そうして いくさの 習 ひ 計略 用 ひす、 軍法 破る 

は 侍 にても 人 にても なし、 猪武者と てち くるいに、 

たと へた と はった と 睨み 申け る、 金 時 打 笑 ひ、 御 

免ぁれさだみっどのもとょ.0我は4*^ゃぅ共なき山ぅ 

ばが 一子 なれば 無 1 そこつ も 多 からん、 又 我儘 は 生 

れ付、 此金 W など を蓄 類に 譬 へん 物 は 異國は 知らす、 

日本 口と はお ぼへ す、 あつ はれ わ どの はつわ 物 かな 

と、 血眼に なって 申け る、 なにと やらぬ こと 實二， な 

つて 見へ ければ、 わたな ベ 中に へだたる 君 も 御座 を 
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下りさせた まひつ ゝ、 かた <\ 'が 申 ぶん、 何れも 一 

利備 はれ. 9、 去ながら かほ どの 大， 事 を 目前に 置き 狸 

非たい さん こと あるべ から や、 此上 は賴光 軍法いた 

すべし、 さらばう つたて かた/, \ ふ. 都合 御 勢 八 万 余 

騎、 花の 都 を 打た つて 上 總の國 へと いそがる、、 そ 

れは^ 置きむ ざん 成 かなす へ 竹 は、 いつしか 敵の 手 

に 渡りら うぐつ の 身と な b- て、 け ふ を も 知らぬ 我 命、 

を、 なげかし 物 をと 思へ 共、 迫に 我 は 四天王 中に も 

忠 有さ ふらい とて、 ひと 多き 其 中に たう 八ケ國 武者 

所 を 給 は しに、 いひが ひなく も 取 ことな，.^、 いや 

しきお 原が 手に かゝ h- うき 名 を 下さん 口惜し や 、正 

八幡 大 菩薩、 源氏 をす て はて 給 はすば、 今 一 度 それ 

がしに 神 力 そへ させた び 給へ と、 心のう ちに 祈誓し 

はら.^ 泣て いた hv ける、 不思議 やな 虚空よ りかん 

なぎ 一人 忽然と あら はれ、 いかにす へ 竹 それ C>< んぁ 

れば とく あ. o、 せいぐ わんな とか {-4- しかるべき *{ん 

h- きを 與ふ べし、 いそぎ 獄屋 を蹈み 破り はや 落ちよ 

すへ 竹、 我 はこれ 八幡宮の 舯勅 たけ うぢの まんな b 

とて 雲井 はるかに あがらる ゝ、 くらんど 喜 悅の眉 を 

聞き 虛 {.^に 向って 參拜 し、 さらば 敎、 へに まかせん と 
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百 十 <• 


らうの. こうしに 手 を かけ、 ゑい やっと をし ければ、 . 

さし もした、 かに こしら へ たる 扉く わんぬ き ： 度に 

折れての きに けり、 番の もの どもき も を 消し あはて 

ふためく 所 を、 をれ たる 門 とびらに を もちさん < ^一 

に薙ざ ふせ、 殘 りし 物 共お つちら し 使 ま はりに 打 ま： 

じ. 9、 虎の 尾 を蹈む 心地して まやう らう を 忍び 出た 

るかの すへ 竹の 御 運の 程め でた し 共な かく 申ば か！ 

. ^はな かり けれ  一 

一 

第 六  一 

公 時 一 一人 鬼 打 井な をす み 最期の 事  ， 

其 後攝津 の守賴 光の 御 勢、 旣 に上總 におし よせ 夜 あ 

けなば、 急に 取，. y かけんと その 夜の あくる を 待 も 到 ■ 

.9、 か、る所にすへ竹大童になって.^i^-せ求る、 人々 一 

これ はと 見る 所に lit れて、 久しき すへ 竹な， i>、 君 を.； 

はじめ 奉り、 をの/^ 夢の 心地して 呆れ はて、 ぞい： 

た h- ける、 ゃゝ あって 賴光 はいかに すへ 竹汝は 敵の I 

とりこと な， 0-、 打れ た h- と 聞つ るが いかにして 是迄； 

は 逃れ 參.^ て 有け るぞ、 藏人 承.^、 有 次第 をつ まびら； 

かに 一 々言上 申け り、 武將聞 召れ、 拆は 朝敵 罸 せん 一 


こ 


め、 うぢ 神 八まん 大- ク-" 薩^ん ちょぐ おろさせ 給 ふ 

かと、 御手 を 合せ 給 ひつ、 三度. t 拜 なされけ る、 御 

まへ 伺候の 諸 軍勢 皆な 賴拜 る、 るの 時大將 いかに 

方々、 なをす みが 滅」 し はた、 ざんじの 内 成べ し、 さ 

. ^ながら 敵少 勢な りと 侮って、 打と け油斷 有べ から 

すと、 御座 を 立せ 給へば 並， Q たる 諸 軍勢 やく 所く 

と歸. 0 ける、 其 金 時 心に 思 ひける やう は、 我郤 にて 

渡邊 とい ひ (fl^ ふかひ もな く、 鬼 を 毒酒 にて 殺させ て 

は 余りに もって 本意な し、 打て 出ぬ 其 時 風 鬼火 鬼と 

ひつ くんで、 いきながら つれ 來り 酒の む 伽に せん 物 

をと、 ぃまだ^^中の頃ょ.9も只 一 人 忍び 出、 大手の 

門にたい すみけ る、 され 共 門 を 開かねば、 大昔 聲で 

一 呼 はる やう、 只今 是へ 寄せ 只 一人な のる 物 をと にも 

聞らん H にも 見よ、 山河 をめ ぐる 山姥が ； 子攝 律の 

守賴光 の 御内 成 四. 大王 の 其 中に 坂 田の 民 部 金 時と い 

ふ 者な. o、 それがしに 向って 凡夫 は 中々 及ぶ まじ 二 

匹の 鬼 共 出合て 此 時が 腕 骨 を 見よ、 鬼 共 は 大聲上 

てぞ呼 は. "^ける、 風 鬼火 鬼是 を 聞に つくき き やつが 

廣言 かな、 出物み せんとい ふ 儘に 大手の 木戶を 開か 

せて 鐵！ i: を ひつ さげ 坂 田 を 目に いけ 飛んで か \ る、 


余 時 見て 鬼 立 出られ 候 か、 いで げんざん 仕らん と 四 

尺八 寸の 岩切拔 き、 てつぼうに 打 合 火花 を 散し 戰ひ 

ける、 さし もに 剛 なる 金 時 も ふうき 口 わきに 打 立ら 

れ、 下手に 成て 金 時旣に 危うく 見へ にけ る、 時に さ 

•  たみつ 走せ 來 りおし 並べて くわき と 組む、 ふうき も 

棒 を 打す て 金 時と ひつく み 上に な. 0 下にな り、 矢聲 

を 上て ねお あへ 共、 兩方聞 ゆる 大力 勝負 は .史 に 見へ 

ざ. 9 しが、 いか いした b けん 佥時、 ふうきに 取て おつ 

ふせられ さ * たみつ くわき と 組みながら、 こ はいかに 

金 時 はね かへ せく と 人に 力 を 添 ふれ 共、 其 身 も あ 

ぐんで 見へ にけ り、 佥 時下に 有ながら ふうき か 右の 

腕 を 取 b 我 はっかれ て 候へば 暫く 休み 申な b、 た JU 

其方が 危うく 存る というより 早く 取て 返し、 ちっと 

も はたらかせす 镫 の上帶 にて、 たかてこてに いまし 

め ひつ 立ん とする 所に 西の 手に いたりけ る渡邊 すへ 

竹 かけ 付く わき を 取て おつ 伏せ、 首ち うに 打 落す、 金 

時 こそよ く 遊ばした る 物 かな、 我 もす けたく 候へ 共 

鬼の 番に ひま を 得す 存じながら の 延引、 ごめん あれ 

さ： U みつと 四 人 どっと 打 笑 ひ、 ふうき を 先き に をつ 

立 本陣 さして 引か へす、 なをす み 聞いて 怒り をな し、 
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かれら を 失 ひいつ のた め 命 を 借むべし、 切 死に 死ね 

と 下知 すれば はやり をの 若 物 共よ こ へ の 立 を さきと 

して、 くつき やうの つ は 物 廿五騎 あます まじと て 切 

て 出る、 渡邊 すへ 竹是を 見て やさしの くわし やばら 

と多勢の中に破っ て入西から東北から南.^7ー：^手かくな 

は 十文字、 八ッ はな 形と いふ 物にさん くに 切た. 9 

け. o、 殘，^ し 奴 原 東西 へ むらく ばつと 追 散し、 暫く 

いきをつ ぎいたり、 なをす み彌 怒， り をな し、 櫓より 

飛んで 下 b  、當る を 幸 ひに はら， 0  » ('と 雍ぎ 伏す る、 

すさまじ か， 0 ける 有様な り、 末武 見て なをす みか 

らしゃ 我 ぞうら ベ の末武 なり、 H 頃の 欝憤 はらさん 

いかに/^ と 申け b、 なをす み 聞て ゑゝ おのれ をて 

のびに し、 今にむ ねんな はれ やらす、 今 ぞ手並 は 見 

るらん と 走. りか、 つてむ すと 組む、 なをす み 無双の 

大力 物の 數共思 はや、 末武を 中に ひつ さげ あは やと 

思 ふ 所に 佥時 やがて 走せ. ^り、 草 憎を疊 み 上つ かも 

拳 も 通れく と 三 刀 さす、 弱れば かしこへ どうと な 

げ、 首ち. うに 打 落し、 君の 御め にかけ、 れば、 武將 

御祝氣 かぎりなく、 敵 殘らす 追討 有、 其 後 都に かい 

陣 有て 天下お たや かにお さめ 給 ふ、 源氏の 御代す へ 

百 十九 


四天王 大田 合戦 


はん；^ やうめ でた しと も 中々 申ば かり はな か. 0 けれ 

二 條通正 本屋 喜 左衞門 


四天王 大田 合戦 終 
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付 舟い こんの 事  • 

第 一 

さても そ の ゝち. ちょお もんみ る に 明君 は 賢 を 愛して 

國土 をお さめ ふめいの よに は侫を 好ん て國 ほろ ぶこ 

. . に 源氏の 大將 源の 賴朝公 は お ご る 16. 家 を 御 誅伐 あ 

b 鎌 倉に 御座 をす へ 武家の 成敗 取お こない ざ、 ぬ 

御代とぉさまれ.o其頃下野の阈のくゎん.：^ゃぅに那 

須の與 一 宗高 おろしと て ふし 弓 取 ： 人 あ. 9 ける が 然る 

に ふ-も 问は 一 とせ 1^ 家 御 追 伐の 時 四國八 島の 沖に して 

源 } ャ兩 家の まの 前にて 扇の まと を 射て 落し 名 をばん 

てんに 上げ 給 ひ 下野の 武者 所 を 給 は. -て ふし 那須の 

こ ほ， 0 にす み 給 ふ姬君 一 人お はします 御名 をば た へ 

まの 上と 申て 十三に ぞな. 9 給 ふ^また 家の 後見に は 

も hs を か源內 みち ふさと て 一 騎當 千の つ はものな， 9 

或 時宗 高 御臺所 にう ちむ かひ 思 ふし さいの ある 間近 

江 國竹生 島へ 參 るな b るすの □□□ は姬 をと もな ひ 

まし ませと 道 ふさを はじめと して 家の 子 郞等引 具し 


て 三重 近 江の 阒 へぞ 上られけ るい そかせ 給へば 程 も 

なく 竹 生 島に もな b ぬれば まづ 御前に 參 りつ、 驟ロ 

てうと 打なら し 故 鄉に殘 す 妻の 胎內 にみ ど b 子 あり 

あはれ 願く は 男子に なして たま はれと 深く きせい を 

かけ 給 ひて ご やう せん よと ふしおがみ 拆御ま へ 

を 下向 あ b 宿坊に 入らせ 給へば 住持い そぎ 出 迎ひ誠 

に はる- L.^ と是 までの 御さん けいか へす - もめ づ 

らしゃと さんか いに ちんく わ を もようし まゆ を さま 

さまに 奉 h- さて 御 なぐさみの 其爲に 御舟 を钸. ^立 住 

持案內 仕り 三重 御島 ま は b と 聞へ ける 海上 はるかに 

>  J ぎ 出す お もし ろのう みづ らゃ ながめ も 多き 其屮 に 

ひらや 口口つ の 朝霧に 浪 のうね く げ、 れば釣 

せで 歸る あま 人 は 煙 浦の 歸帆も かく やらん 見る 

雲の たち 迷 ひし ぐれ を もよ をす 其け しき 是ぞ 誡に満 

湘の 夜の 雨の 名殘 かや 夕陽 西に 傾けば 三 井寺の 鐘の 

聲けふ もはや 命の 内に くれぬ ると 名 殘を惜 む ゆ ふま 

ぐれ 遠 寺の 晚鐘 これな らん 思 ひつら ねて 行程に 滋賀 

唐 崎の 礎ぎ はに つよく きけ たる か， 9 かねの 友 f び 遊 

ぶ其聲 は；  牛沙の 落雁 是 ならん 鐘の 山に 照る 月 は是ぞ 

誠に 洞 庭の 景と 打な がめ 御 ゆ ふらん は 限 b なし か、 
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b ける 所に 美 濃の 國の 住人 はちゃの 冠者 さ だ 國は郞 

等 ゆ 五 人 打 つれてせ うせんに 打の りつり たれ あそび 

に 出られし が歙 山の 山お ろし はげしく 落ちて はちゃ 

が 舟に 向 ふさ あにつ き當る さた 國血氣 の 勇士に て 船 

端に 立 上.. = ^や あ 何者が 船なる ぞい そぎ さしの けよ と 

申け る 那須の 郞等是 を 聞 たれ 人 なれば ことぐ しゃ 

まづ そなたの 船 をのけ 給 へ さ. た國 聞て 腹 を 立に つく 

いもの、 いひ やう かな 我 を 誰と 思 ふらん 美 濃 國の住 

人 はちゃの くわん じ やさ だ國 とい ふ 者な， 9 今 Is 家に 

お い て此 さだ國 などに 棚つ く 物 はぐ にんな つの 虫と 

んで日に入が如し己れらぃち^-に海上へ 切てはめ 

んと罵しれば宗高もたま，.^かね白木の弓をぉ っ取り 

大 のか. 0 また 打つ かひ 船底よ. 0 つ 、と 出て ことこと 

しゃ はちゃ どの いづく にて いかほどの 功名 しらる 、 

事あって か、 る 廣言は 申さる 、ぞぁ ふ やがて 心 

へた.^ 御ぶ んは梶 原. 平 三景 時の 聱 なり 當家 において 

君の 御き しょく あっきより 舅の 權威を かう にきて 世 

には人もなきゃぅに左樣の振舞びろぅな.^^我は是下 

野の 住人 那須 の與 一 宗 高な.^ 小兵に は 候へ ども 見參 

のしる しにな かざね 1 すぢ參 らせん いづく と 矢つ ぼ 


 百 二十 二 i 

を 好み 給 へ と あれば さだ國 聞て なに 宗高 にて 有け る 

か ご へ んは聞 ふる 手き、 の人大 ひやう I 矢う けて 閻 

魔の ちゃうの 訴 へ にせん とお ど. 0 出ん とする 所を郞 

等 ども 取て 押へ あ、 暫 く，^ ^愛に て 御 生涯に 及び 給 

はん 御 事 は 誰か は 無念の はらすべし 愛 をの がれ 道に 

待う け 歸るさ を 打べ きな， 9 ひらに/^ と敎訓 すれば 

勇み か、， 0 しさ だ國 もお くび やう 神に ひかされて 尤 

とい ひも あ へ す 急ぎ 船をぞ こぎ 戻し ゆく へ もしれ す 

な b にけ- 9 宗高此 由 御らん じてい かに はちゃと のこ 

とばに はに ざる ふるま ひかな か へ せ もどせとの 給へ 

ば 耳に もさら に 聞 入れす すみの を さして ぞ歸 ける 

船中の 人々 は 一 どに どっと 打 笑 ひ 舟 こぎ 戾し それよ 

.0 も 宿坊 さして か へらる、 彼の 宗 高の 御有樣 あつば 

れゅ、 しき 共 中々 申ば か， 0 はな か けれ 

第 二 

はちゃの くわん じ やむ ほんの 事 

さても 其 後 はちゃの 冠者 さだ國 はみ づ うみに ての 舟 

いこん 心に こめて 無念 さに 一 家の 郎等 はせ あつめい 

かに 汝等物 を 聞け 那； ぬの 與 一 宗高 にか、 る 耻！： ^を 奥 


へ られ 生きて は 何の ゑき あら じ 道に まちうけ 打べ き 

な. 0 とかく 申に 及ぶ まじ はやう つたて や もの 共と 都 

合 其 勢 五 百余騎 みちの ほとりに 立 出て 三重と や/.^ 

と 待いた.^ 是 はさて をき 郎須 の與 一 宗高は 侍 共 を 近 

付て はちゃの 冠者 さ だ國は 仁義 もしらぬ あふれ もの 

殊にき の ふの 耻辱 をば いかで 其 儘 ある ベ きぞ 定めて 

道に て 待 伏せん めんく 物の 具せ よ やとて 其 勢 は 八 

百 余 騎本國 さして ぞ 下らる、 类濃國 に 入 ぬれば 案の 

如く はちゃが 勢 四方よ. 5 も かけ 合て 三重 時の 聲をぞ 

上げに ける 時 の聲も しづ まればこi•は寄手の方ょ..^ 

一 陣 にこま かけ 出し そ も./^ 是は 當國の 住人 はちゃ 

の 寇者さ だ國 な， 0 きの ふの 意趣 を晴 さんため に是に 

待 かけ 申な. 0 那 須の與 一 宗 高に 見參 やっと ぞ呼 わつ 

たる 宗高 |g し 召 何に 定國 にて 有け るか 水う みに ての 

舟い こん 晴 さん 爲に待 受けて 重ねて 耻をか 、ん とや 

ふゆ ふ 禮義も わき ま へ ぬ 野 千に おと. 0 し 侍と いくさ 

を せん は 無念 なれ 共 待う けした るが やさし さに あれ 

けちらせと あ b ければ 畏た. 0 とて 郎等の 道 ふさ は大 

おん 上げて 云 やう はいかに 美 濃の はい 武者 共宗高 の 

御內 にも b おか 源內道 ふさと 云ふ大 剛の者 あ. 0 と は 
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一 かねて 昔に も 聞つ らん 汝等を あはぬ かたきと 思へ 共 

i いで 物み せんと 云 ま、 に大 大刀 拔 いてさし かざし 多 

勢が中に破て入三重火花を散しーし 戰ひけ..^時もぃま 

だ 移さぬ まに くつき やうの つ は 物 を 其 かす あまた 切 

たりけ h- 本よ.^ 道 ふさ は 心は剛 な. .0 力 は つ よしいく 

さ * たて は 上手な， 9 さしもの 寄 手と 申 共 も. 0 を かに 切 

立ら れ殘. 0 すくなに な. 0 にけ る を 四方 へばつ とおつ 

ちらし かち 時 ど つと つく. 0 立 三重 まっかた はらに ぞ 

引に ける さても 其後定 國は殘 b し 郎等 近付い かに 汝 

等 それがし 鎌 倉に 下. „ ^舅の 梶原 を賴み 君に 言上 仕. y 

此 本望 を遂 ぐべ きな..^と取物も取ぁ へ す 夜 を H につ 

いで ぞ いそき け る か の 定國か 心の 內 むねん 共 中々 申 

ばか， 0 はな か けれ 

第 三 

かぢ はらさん けん 付與 一 るざいの 事 

拆も その後 さ だ國 はいそげば 程なく はや 鎌 倉 にな b 

しかば やがて 御前に 參. 9 さん 束ん 申け る やう は拆も 

下野の 住人 那須 の與 一 宗高は 竹 生 島に 參詣と 見 へ 候 

がいかなる いこんに やか へ る さに それがしが 城に 押 
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一 寄せ 旣に いくさに 及び それがしが 郎等 あまた 討せ て 

一 は 候へ 共 後日の 御 咎め を 恐れ 陣中 を 切 拔け是 まで 參 

,0 候と 誠しやかに 申 上る らいてう 閡召 何と 申 ぞ宗高 

はいしゅ いこん もな きに おしよせて 一 戰に 及た ると 

申 か宗高 ほどの 弓 取が 左檨 のろう せきはいた すまし 

定めて むま のりやい かさと がめ にいく さに 及び かけ 

負けて ざんげんす ると み へ て 有 其 だん は 重ねて 評定 

あるべ きな b 罷 立と ぞ 仰け る 折 ふし 梶原 御前に 候 ひ 

しがつ ゝと 出て 申け る は 御諫尤 にて は 御 ざ 候 へ 共 さ 

b ながら 宗高 一 たんの 御 暇 を 申 上げす 遙々 と 都 近き 

所まで 上洛 申 事 ある は ひと へ に 君 を かろし め 申に 似 

た. 0 ぢ よの 徒にても 候 へ ば先づ 暫く 流罪に も 仰 付ら 

れ候 へと さ、 へ か、 れば もとよ b 賴 朝は梶 原が 申 事 

は 何事 もよ ろしく 思 召す によ b 尤梶原 申 所； 々以て 

至極せ b 重ねてお よの 拔の道 も あれば 本領 を 召し 上 

げ 流罪 を させんとの 給 ひて 越後の 國の 住人 五十 傲の 

ぶんじ 其 日の 御 番に當 b し を 御前に 召され 那 須の與 

一宗 高 を ま づ汝に 預けお く 召 つれ 下れとの. i 意 な り 

畏 て 候と や が て. 0 やうし や う 什り いそぎ 御前 を罷立 

おた わらまで 出む か へ宗 高の F 國 をば 今や/^ と 待 


百 二十 四 

： 給 ふ むざんな るかな 宗高は 此事を 夢にも しら やして 

本國 さして ぞ 下られけ る こぶん じ與 一 を 御らん じて 

、、とば やが て はせ むか ぃ對 面して 意の 趣の 給へば 

宗高 聞し 召 南無 三 資^ ははち やめに 讒言 せ られ た る 

と存な さりな が ら此度 竹 生 島 の 參詣を あやまりと 

の 上意のう へ はと かう 申に 及ぶ まじと も かく も 卸 意 

にした がひ舉 るいかに 道 ふさ 汝は 一 先 づ國に 下. 0 妻 

や 子供 をい かなる 所に も かくし 置 天の 惠みを 待つ ベ 

きな， 9 ばんじ は賴 むとの 給 ひて 淚を 流し 仰せけ る 道 

ふさ 承りせ ひに おいて それがし は いづく まで も 御供 

へく 候へ 共 一 先 國に下 b 御 臺姬君 をい か 成 所に も 

忍ばせ 奉り やがて 越後に 逢り あれに て 評 誰 仕らん お 

い とま 申す 我 君 さ ま と 心强く も 立 別れ 下野 さして ぞ 

下りけ る^ 宗高は それよ b もこ ぶんじと 打 つれ 越後 

の國 へ ぞい そがる、 とにもかくにも かの宗 高の 所存 

のて い 口惜しき ともな か/^ 申ば か， 9 はな か， けれ 

第 四 

道行 付 若君たん じ やうの 事 

^ さる 程に もりお か 源內道 ふさ はやう として 本圃 


にか へ b 女房た ち を 近付て それがしが 參. 9 たると 御 

前 へ 仰 上らる ベ し 承.^ 候と てみ. た い 所の お ま へ に參 

h 此由 かくと 申 上る 北の 御 方姬君 はやが てお もてに 

出 給 ひ 心 元な や 道 i さよ そ も 何事 ある ぞ との 給へ ば 

も b おか 承. 9 さん 候 我 君 はか やう- (^の 仔細に よ. 9 

越後s國へ流され給ふとかた-.^もぁへ ぬに 人々 はな 

きぶし わつ と 叫 ばせ 給 ひ ける 下 色ぶ しおつ る泪の ひま 

よりもく とき ごと こそ あはれ なれいた はしゃむ ねた 

かどの 思 ひも よらざる うきめに あ ひ 配所の 旅の 道す 

がら ふる 里の 事共 を 思 召しいだ されて さ こそ 物う く 

思す らん 妾が こと はと も かく も姬は 何と 成べ きとな 

きぶし. 0 うてい こがれな げかる、 地道 ふさ 承， 0 御な 

げきは さる 御 事に て 候へ 共た い 御 心つ よくお ぼしめ 

せゃがて本51^遂げ申さんそれがし存るむねの候へ ば 

是ょ. 0 信 f& の國善 光寺の ほと. 0 まで 一 まづ御 忍びな 

され 候へ みだい さまと ぞ申 ける 北の 御 方 聞 召と も か 

くも 此 うへ は汝が 心に まかすべし いざや 忍び 行ん と 

て 三重 ひとま 所 に 入 給 ふ 思 ひ も よらぬ 旅の そら 我 身 

の果 はう き 雲の さそ ふやい つかまた よに あ ふみやの 

めう じんと 聞に つけても たのもし やつ まの ゆく へ を 


安穏に 守らせ 給へ と 伏し 拜 みたび のうきみ の 道す が 

ら思 ひふか やの 宿 を 過ぎけ ふこ そ 愛にから す 川浪の 

高さに 打 こ へ て 我 をば たれ か 松 枝の 宿 過ぎ行け ばう 

ら めしやう すゐ峰 をな が め こしょ もに うきな を さら 

しなの 月の 光の かげ 淸み とま. 9/^ の あばら やで 淚 

の 枕 かす そえて あかしく らして 行程に 名に のみ 聞し 

信 濃なる 善 光寺に こそ 着かれ けれ 先. づ御ま へ に參り 

つ \ つまの ゆく へ を 心靜に ふし 拜 みさて 御 まへ を 下 

向 あるかくて 源內道 ふさ はと ある 所に 宿 を 取り 御臺 

姬君 入れ 奉 b おくり 旅の つかれ を はらさる、 はや 四 

五日 も 過 行ば いた はしゃ 北の 御 方 はた いならぬ 御身 

なれば 御產の 月に や あるな らん 御 心よ は- C とな，. > 

給 ひ あら 苦し やた へまの 上む ねく るし やとの 給 ひて 

つかれな やませ 給 ひける 姬君 あまりの 悲し さに 誡ゃ 

御 枕に 立よ， 9 てな ふい かに 母上 さまみ づ から はた へ 

まのう へに て；^ 道 ふさ も 御 ま へに 候 かまい て 御 心 ま 

ど はせ 給 ふなと 御 力 を 付 給 へ ば 御 臺所は 其 ま、 に 三 

重 御 產のひ ぼをぞ とき 給 ふ 御子 収 上げみ たま へ ば 地 

玉 をのべ たる 如くな b- 若君に てお はします 果報った 

なの 此若 やよ がよ に 有し 物なら ばお 乳 やめのと を あ 


なす の與 Ae:t::i^&ss? 
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ひそ へ てみ すやきち やうの 內 にして さも ゆ ゝ しく 有 

ベ きに 思 ひの 外に さはなくて しづが ふせやの 内に し 

て かく あさましき さんやの てい わら は 、何と 成べ き 

とも. た へ こがれて 泣た まふ 道 ふさ 承. リ御 なげき はさ 

る 事な れ 共 ま づ '御タ (んし 共に 御 堅固 成 こ そ め で 

たけれ それがし かくて 有內は 御み やっかい 申さん と 

よきに ぃたは..^奉る心の內こそ殊勝なれかの道ふさ 

か 心中 賴 もしき 共な かく 申 はか はな か...^ けれ 

第 五 

いがらし こぶん じ 若君 を ひろ ひ 給 ふ 事 

是 はさて をき 越後の 國に おはします 那 須の與 一 

はこ ぶんじ 殿のお なさけに てゎづ かの 屋形 をし つら 

いて あかし くらさせ 給 ひしが 故 鄕に殘 すつ まや子 は 

何とな.. 0 なん 物う ゃと是 のみ 物お も はれけ る あはれ 

な ^ける 次第な b 地 か /、 て 信 濃 に お はします 宗高 の 

北の 御 方 はも. 9 おか を 近付て いかに 道 ふさこよ ひ不 

思^^ の夢を見る善光寺の山門に此若を捨て^け末は 

めでた かるべ きと 御 僧の 給 ひし を 夢の 內 にも 悲しく 

て 行衞 めでたく 4g とてもい かです て、 は 置 ベ きと ， i 


た へ 申せば 又 御 力 袷 はく 捨すは 重ねてう きめに あ 

ひ 若 もろ 共に 朽ち はてん と あらた 1.1 夢想の 有け るが 

なさぶ しゃ あ いか ゾ はせんとの 給 へ ば 詞も， 9 お か 承り 

^も ふし ぎ の 御-一と か な それがし も さ や う の 靈夢を 

かう む.. >候ル 御 僧と 見へ 給 ふ は 善 光...：. 如来に 疑 ふ 所 

に あ ら す殊： 史此佛 は .ぉ^ 夢 あ らた に まし ま せば 佛のを 

しへ に 御 ま かせ 候て 然るべ しと 申 上る 御 T¥: 所に 聞 召 

さあら ば靈 夢に まかせん と心づ よくも 北の方^ 君 を 

赤き 衣に 引 包み 姬君 もろ 共 衔を出 山門に 立 出て と 有 

所に 捨 てな i. 、ふしく とき- J と，  > そ あは れ なれ ふし あ 

あ うらめしの 世の中 ゃ汝 い， まだお さなて 共 み づ か ら 

を うらむ るな かれ 下 いきと しいけ る も のこと にいる 

ぶし 子 を 思 は ぬ 物 はなし 斯 くな しける も 末の よ を 昔 

になして わ どの を もよ にあら せんが 爲 成ぞ， 一とに は 

如 來カ靈 夢に まかせ 发に捨 置き か へ るな り宋賴 もし 

く 思 へと て 心つ よくも 捨 置いて 立歸 らんと し 給 ふ 時 

いた はしゃ 若君 は 乳房の わかれ ゃ惜 L か. 9 けん わつ 

と 叫 はせ 給 ふ 時き も 魂 も 涫 へ はて 、又 立ハ i り 抱き 卜： 

乳房 を 口 に 入れ 給 へ とせ き 來る泪 の こぼる、 はつら 

ぬくな さぶ し 玉の 如くに て ふし せんと も 更に わき ま へ 


す ふし ばし 上泪 にむ せば るゝ、 、とば か 、る れの 

折 ふしい がらし の 小 文治 は 夢想の 告げの 有け ると て 

侍 あまた 引ぐ し 善 光寺に ぞ 參られ ける 御 臺姬君 御ら 

ん じて 拆 若君 を 捨 置て ひと もとす ゝき にかくれ いて 

ことのて い を 見 給 へ ば 小 文治 は 馬よ. 9 下.. >  まづ 御前 

に參 りつ ゝ心 しづかに きねんして^ 下 かう の 折 ふし 

山門 を 見 給 へ ばよ に い つくしき 小人 有 我 はい まだ 子 

を 持た す是ぞ 夢想 のしる しな る ら ん我子 にせん との 

給 ひて 侍 共に 抱かせて 悅び國 へぞ かへ らる、 御臺姬 

君 はす、 きの 中よ ひかけ 出て 跡に 殘， りしそう しき 一 

人 近付の ふ、、 と. は 只今の 大名 は 誰 人 ぞと 尋ね 給へば 

さん 候 越後の 國の 住人い からしの 小 文治 殿と いひす 

て 、ぞ 通りけ る 地 みだい 姬君 聞し 召 跡 をのみ 見送. 9 

て か、 る 人の 手に 渡. 0 下い ろ 果報 ゆ 、しきいる 我 子. や 

な 上い ろと は 思 へ 共 かなしくて 心 も そい ろに 狂亂し 

て. H おんの ふ 其 子 はやる まじき はや 返して たべ やた 

びの 殿と おめき さけばせ 給へ 共 はや 行衞も 見へ ざれ 

ばみ だい 姫君 取 付い て 道の ほと りに た をれ ふしな き 

ふし 是 は/^ と ばか. 0 にて こ ゑ を 上て ぞ歎 かる >• み 

だい 所の 心の 內 あはれ 共な かく 申ば か はな かり 

なす ©  ffic 市 竹 生 島 SS  I 


けれ 

第 六 

も h- を か源內 はやうち をき る 事 

かゝ りけ る 所に も. y を か 源內道 ふさ 御 向 ひに 出け る 

が 此由を 見る よ もす る^ (^と 立 寄 の ふ 何 を なげ 

かせ 給 ふ ぞゃ地 北の 御 方 聞 召 御泪の ひまより いかに 

もり を か 只今い がらし の 小 文治 殿と 云 人 か 若 を 拾 ひ 

行き 給 ふ あまり 別れの ものうき になげ きま づ みて 有 

ぞと てな きぶし か きく ど き 申さる ゝ •  > とば もり を か 承 

り^も めでたき 御 事 かな 其 こぶん じ 殿- 一 そ 我 君の お 

はします 越後の 國 にて 候な り 偏に 是は善 光寺の 如來 

のの ふちう うたが ひ 更にな し 地 やがて 御代に 出 給 は 

んと いさめ 申せば 北の方 少心を 取 直し 3^ 姬 君に 御手 

を 引れ 下な く/,^ 上 おん はるい ほり 三重に か へらる、 

是は W 置 梶原平 藏景時 ははち や の^者 を 近付、、 とば 

いかに 定國聞 給へ^ も 我^ 賴朝 は^すの 與 ； 宗高を 

1 たんの こらしめに 流罪に 仰 付ら れ しが 近き 内に 召 

か へ されん との 御い きと を. 9 とみ へ て有宗 高き さん 

仕らば ごぶん 我等の 滅亡な. 9 いざや 小 文治 を 賴み與 

5 一十 七 
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一 を ひそかに 打せ 申さん と 深く 內談 してやが て 文 を 

ぞ かいたり け h- 其狀に 曰く 那須 の與 一 宗高 をな がな 

がの 御 預けさ こそと 思 ひ やられて 候 哀れ 願 はく は宗 

高 を それにて ひそかに 誅 して 給 はれ かし 君の 御前 は 

病中に て 相 はてた ると ひろう 申さ は 後日のと がめ も 

候 まじ 此御恩 貧に はいがらし 殿の 身の上に， ^せんの 

事 も 出き なば 景」： ^定國 二人の 物の 御 命に か はるべし 

末代， 御 はう しに^ 事 は. S 一み 奉る 景時 判定；！ とかき 

とめ はちゃが 中 問に 申 付 越後の 國へ ぞっか はしける 

御 まへ を 出 三重 趑 後の 國へぞ 上 いそぎけ る 去 程に 

道 ふさ はみだい 所に おいと ま 申 ことの やう を 聞ん 爲 

是 -. つ 越後 に 下りし か rj にて かの 飛脚に はたと 行 あい 

もり を かきつ と 見て い か さま 不思議の 使ぞ. t」 思 ひ.！；； 

歸. 0 な. い 御 ぶん は 何方へ 通る 人 成 ぞ我も 伴な ひゆ か 

んと 巾せば. la" 聞いて それがし は^ 濃の 國の 住人 は 

ちゃ の^者よ リ I- 一^へ 參 ると 申け る もり を か はつ. 0 

云よ. OS.  く 甘 打お とし 文 を 奪 ひ 見て あれば 我 君 打つ 

ベ きたば かえ 一、； り 天の おしへ と 嬉しくて か 程の せ 

うせき ある， に-:. ル より 鎌 倉へ ゃ參 らん 又 越後へ や 下 

らんと 案じ ひしが いや 越後に 下. 0 こぶん じの む を 
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引きみ ば やと 越 さして 下 hs ける ひの 內申 ばか. 0 

はな か..^ けれ 

第 七 

若君ぐ そくき 弁 けんぶく の 事 

かくて 其 後い がらし こぶん じ は 若君 を ひろ ひ 取 せん 

わう 丸と 名 を 付て 花の 如くに も， 9 そた て 月日 重. 0 今 

は、 や 七 歲にぞ なり 給 ふ ある 時に 小 文治 は 家の らう 

とうに あやせの 源 五 を 近付い かに 源 五物 を 聞け あの 

せん わう 丸七歲 にな b ければ はじめて 具足 を 着せ 申 

さす 弓矢に 名 を 得しつ はもの をぐ そくの 親に 賴み八 

幡を くわん じ やうし 武者に なさん とお も ひ 立 たれ 人 

を賴 むべ きと 仰ければ 源 五 承、 りたれ くと 申に 及ば 

す是に 流されお はします 那 須の與 一 むねた か 殿 こそ 

弓は揚 由が 跡 を をい 數 度の 功名た ぐ ひなき ほまれの 

勇士で 候 へ ば宗 高殿 を 賴み給 ひ て 然る ベ しと 申 上る 

いがらしげ にもと 思しめ し 其 儀 なれば なん ぢ參 hv て 

此由を 申 やうし 舉れと あ. 9 ければ 承. 0 候と て 御 ま 

へを罷 立て 宗 高殿へ ぞい そぎけ る 程なくし たくに 成 

しかば やがて 對面 仕.^ 件の あらまし 申 上る 宗高 聞し 


召 仰に て は 候へ 共 ごぶん も 思 ひわ けても 見た まへ 我 

は 弓矢の 冥加 蟹き 日頃 忠節 あ， たと な，^ 流罪のう き 

身と 沈む 身の 具足の 親に ならん こと 今 はしき 次第な 

り 只 それがし は ごめん 候 へ とよく/ \ 申て たべ と 有 

あやせ 承. 0 御ぢ やう 尤 にて 候へ 共 御身 咎な きこと は 

鎌 食 殿 も御存 にて 候 へ ば 只 一 たんの 御い とま を 仰ら 

れ ぬとの 御 あやま にて 當 座の 御 勘氣 にて 候へば 何 

かはくる しう 候へ き 幸 ひこれ に 御 入 候 を 小 文治 もよ 

き 折 抦と存 せられお ほそれながら それがし を 遣 はさ 

れ候 へ ば 何と 御 辭退候 共せ ひに お い て賴 奉る と 再三 

强 いて ぞ 申け る 宗高聞 召 此上は 力 及 はす ともかくも 

小 文治 殿の 御 はからいに まかす ベ きと 仰ければ 源 五 

めんぼく 施し やかた を さして ぞ歸， 0 ける お ま へに な 

れば此 申 上る いがらしな、 めに 思 召 吉日 を あらため 

まゆ-/^ の ほうらい かざらせて 八赔 をく わんせ うし 

宗高 の 御参り を 今や /\ と 待 たま ふ 去る 間宗高 は 時 

のよ そ を ひ 引つ くろい 小 文治 やかたに 出ら るゝ いが 

らしい そぎ 出む かひよ くこ そ.^ り 給 ふ 物 かな さらば 

こなたへ との 給 ひて 奥に まやう し 奉り 互 ひに しき だ 

い おさまれば 源 五 具足 を収 持て 御 ま へ にさし をけば 

なすの 與市竹 生島詣 


むねた か 若君 を 近付て やがて 床 凡に なをし 置 具足 を 

着せさせ 給 ひける 其 後に たか ひ ぼ 取て 引 結びい かに 

せん わう 丸 我 はか やうの もの なれ 共 さか，， .？ 成しい に 

し へ は 君に 忠 ある 侍な， Q 戰場 にかけ 出 弓矢 を 取ての 

勇カはそれがしにぁゃか..^給ふべ し又杲 報のと ころ 

は 御 親父 小 文治 殿に あやか. 0 候へ と 少し 立の きつく 

づ くと 打な がめ W も ゆ 、しき 若君 や 鎧つ きのけ なげ 

さよと 我 妻の 胎內 に殘し 置し み ど. 9 子が 男子 にても 

生れな ば此 若君と 御 同年に て 有らん と 思 へ ば 昔し が 

思 はれ て 包む に 餘る泪 はよ そのみる 目 も あはれ な， 9 

おつる 泪の ひまよ，.^ もやう/^ 心 を 取な をし さて さ 

て 面目な や こぶん じ 殿 最前よ. 9 も 辭退申 所 はこ、 の 

ことにて 候 我 身の 思 ひ 深ければ か、 る 祝の 座敷に て 

今の 泪の其 ふせい さぞ や 心に かけ 給 はん まつ ぴらゅ 

るし 給 ふべ しさり とて は ゆるした び 給 へ 小 文治 聞 召 

誠に 御 心底の ほど おしはかられて 候と て 共に 泪を流 

さる 、其 後 源 五 は 御 盃を収 持て 宗 高の 御 ま へ に置宗 

高 は 小 ぶんじへ こぶん じ はま づ した 共に 宗高 へと 互 

ひに しきたい まし ませば おとなし やかに 若君 は 口ん 

く 宗高聞 召せ 其盃を それ かし 頂戴 せんと 仰け る宗 
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高 聞 召ゑゝ やさし やし ほらし や 誠に 十歲の 翁と 此ゎ 

かの 事 成べ しさら ばりよ がい 申さん と を 取 上 わか 

君に さし へ| ふわ か 君 は 床 凡より 下り 給 ひつ >• しんで 

おし 頂き 給 ふ 其 時宗 高 は 錦の 袋の 內 よりも 矢 を 一 筋 

取 出しい かに せん わう 丸 そも此 矢と 申 は 一 とせ 平家 

御 誅伐の 御 時 四國八 島の 沖に して 扇の まと をゐ てお 

とし 其 名 を 雲井に 上し やなれば 子孫に ゅづ らんが 其 

爲に身 を はなさす 持し か 共 御身に 是を ゅづり 申と て 

わか 君に ぞ 渡さる. ゝ わが こに 重代 を ゆづると しらぬ 

親子の 心の 內 こそ あはれ なれ とにもかくにも 世の中 

の 物の あはれ は是な h- とて 皆感 せぬ もの こそな かり 

けれ 

第 八 

與 一 こぶん じか まくらへ 下. 9 給 ふ 事 

か 、りけ る にも， 0 を か 源內道 ふさ はやう/,^ とし 

て 越後に 下り 小 文治 殿の 門外に  >1 より 番の侍 を 近付 

それ かし は 嫌 倉よりの 使な り 此狀上 へ 上て たべと い 

ふ 家の 物 承 h- 小 文治 殿に 奉る いからし 怪しく 思 召 急 

き 開い て 見 給 へ ば宗高 打て 參ら せよ と梶原 はちゃが 


  1 十 

連判な り是々 見 給へ 與 ； 殿景 時定國 がか やうの 文 を 

遣 はす 事是ぞ 訴訟の たねな らん i づ はちゃが 使 をお 

つか へし 申さん とやが て 表に 立 出 給 ひや あなんお は 

はちゃが 使なる か W も/^ 景時 定國は 犬に も 劣，^ し 

侍な， 0 宗高 ほどの 弓 取 を やみ，/.^ と 殺せと や 思 ひも 

よ ら ぬ 次第な ^いそ ぎ歸り て 此旨を 念 頃 に 申せと て 

はった とに らんでの 給へ ば その 時 も  >り を か泪を 流し 

あつ はれ 忝の 御 心ゃ此 上 は， 何 を かつ 、み 申す ベ き 

我 ははち やが 使に あ らす宗 高 の 後見 もりお か 源 内 道 

ふさと 申 ものに て 候 道に て はちゃが 侦をれ て 捨て 文 

を 奪 ひ 取 御 心 を 引見ん ため 是 まで 參. て 候な り 主君 

宗 高の 御 事 をばん じ 賴み舉 る 又 - とせ 善 光寺に て 拾 

ひ給ひし^；？君こそ宗高の胎內に て別れ給ひし御子な 

りか 、るよ しみの 御な さけに 宗 高の 誤 h- のな きと を 

b ごん 上な されて 給 はれと 鬼の やうなる も h- を かも 

御 ま へ 共 は V からす 消 を はら/ \ とぞ 流しけ る 小 文 

治 聞 召^ は 御身 はも..^ を かなる か宗高 も是に まし ま 

せば いそぎたい めん 申されよ 是へ -/^i の 給 ひて や 

がて 座敷に 出ければ 宗高は 御らん じて やれ 汝 はもり 

を か 成 かとて 嬉 泣に ぞ なかれけ る 其 時 小 文治 はせん 


わう 丸の 手 を 取て いかに 宗 高殿 是こそ 御身の 胎內に 

て 別れ 給 ひし わすれがたみの 御子に てまし ませば 親 

子の たいめん おはし ませ 進上 せんとの 給 ひて わか 君 

をぞ波 さる、 與 一 夢の 心地に して W は 我 子で まし ま 

すかた ねまき そめし なでしこの 草の ゆか， 0 を 見る か 

らに う、 つと 更に わき ま へ やまばし 汨に むせば る 、 

落る 消の ひまよ もい かに せん わう 丸 こぶん じ 殿の 

御 や ういく かまいて おろかに 思 ふ なよ よく^..^ 孝行 

仕れと 髮か き撫 て 申さ る 、小 文治 聞 召 あ 、おろかな 

b 宗 高殿 子孫に 傳 はるおう だい を 我 子と しらで 譲ら 

れし は是ぞ 親子の 深き ゑん 御よ つぎに 舉 るか 、るめ 

でた き 折からに いざ 鎌 倉に 罷り 下. 0 御ら うちう へ 内 

談し て 御よ に 出し 申 ベ し はや 打 立 給 へ と 云 ま 、に 供 

人 あまた 引 具して 悅び 勇みて それよりも 縑倉 さ し て 

ぞい そがる、 はや 鎌 倉 にな b しか ばお 高 仰せ ける や 

うは いかに 小 文治 殿 そ れ がし は 佐々 木の 四郞高 綱と 

少しよ しみの 有 中 なれば まづ 佐々 木に 對 面して 事の 

次第 をない だんせん こなたへ 御 入 候へ とて 佐々 木の 

やかたへ いそがる、 程なくした くにな.^ しかば 案内 

かうて 內に入 高 綱に！^ 面 ある はじめお は. 0 を 語り つ 
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つかの 文 を 見せ 給 へ ば 高 綱 御らん じて よくこ そ 參.. ^ 

給 ふ もの か な先以 て 小 ぶんじ 殿是 までの 御 出 は 近頃 

^うち やく 申て 候{ 示 高と それがし は 兄弟よりも 深き 

中な， 9 それ をい かにと 申に 父に て 候 佐々 木の げん ざ 

うよし とも 御手に しょくしたい， ん 門の 合 戰に打 負 

け おちうど、 な，^ し 時お おにて 候 ひで つぐ それがし 

が 五 歳の 時下 野へ つれ 下 b 與 一 殿の 御 親父 介 高殿に 

あ づけ 置 十六 歳の くれ 迄 一 所に そだちし きう ゆうの 

よしみに 一 命な.^ 共參 らせん 其う へ梶 原に は あめが 

下の しょ 侍 やしんの はさまん 物 はなし 我々 かく  口 て 

の內 御け 人 五十 三人 はかね て內談 申せし な b はちゃ 

のく わん じ ゃは數 ならす 先 梶原を 申請け ざんしんの 

口 を しづ めんと 侍 一 人 近付 御家人 五十 三人に 內談す 

べき 事 あしと て  一 ノっ かひ を 立ら れ たり 承り 候と 御 

ま へ を？ 能 立 て 一 々 三重 いに ふれ にけ b か の 佐々 

木の 心て ぃ賴 もしき 共な かく 申 はか. 9 はな か， 0 け 

1** 
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去 程に 五十 三人の 人々 は 何事 やらん と 我 も/ \ と 佐 

々木の やかたに 出られけ b 高 綱 立 出たい めん 有 かた 

がた を是 まで 申入る、 事よ のきに あらす かやう かや 

うの 仔細 ぞと 人々 を 呼び出し めんく に對 面させ^ 

かの 文 を 見せ 給 ひ是々 御覽 候へ 方々 かやう に梶 原が 

おのれが 心に 入らざる 物 は 口に まかせて ざんげんす 

かくて は 後々 は 人の たね も 有 まじき それがし 一 人 ひ 

と <\> の 爲に立 出て 此 あらまし を ごん 上し 梶原 一 門 

が 首 を 由 井の 濱 にさら すか 又 我々 いっけつ みに 沈む 

かせ ひの あん ひ を 極めん と存 が^かた ぐ は 何と 思 

はる 、ぞと 申さ るれば 千 葉の 彥太郞 ひざ を 直し 誠に 

與ー殿 一 人に 限らす 景 時が ざんげん にて. □ びし 人々 

數を しら 君の 御き しょくよ きとても 彼 を その 儘 置 

ん ， J と 武士 の 本意 に あらや や とよに 賴 もしく ぞ 申さ 

る 、 一 座の 人々 是を 聞き もとよ h- にくむ 梶原 なれば 

皆尤 とどう じつ 、さ 3- めき わた b 悅 びけ る其屮 にも 

かさいの 六郞 きょしげ は梶原 とげ やくに つ い てし 

たしければ ひいき 顏 にす、 み 出な ふ是 はわ かげの な 

せる 所な りさす が景 時な ど を ほろぼさん はことの 大 

じ 成べ し (不明) 先づ 家老の 衆 へ も內談 あ つ て 然る ベ 


百 三十 二 

しと ぞ 申け る秩 父の 六 郞 しげやす 進み出て いかに 淸 

しげ 四十に 余.^ し 高 綱 を若氣 のむ b と は 何事 ぞ其上 

家老の 衆 とても 和 田ち、 ぶ 千 葉 かづ さ 四 人な.^ 先づ 

朝い なの 三 郞是に まし ませば 義盛 とだう いな. 9 上總 

の 介 殿 は 佐々 木 殿の しう となり 千 葉 殿 はちゃく し彥 

太 郞是に 候へば 是 以て 同事な り 父 重忠が 名代に はか 

ひ/^ しく はな けれ 共 重 保 これに 控へ た， 9 何の さは 

b の 有べ きぞ たと へ 天命 つきはて ゝ此 こと 申 あま 

て 身 はなき 物と なるとても 思 ひ 立た る 一 念の ひる か 

へすべき に あらす 言上 申 か な はすば 梶 原が たちに 亂 

れ入..^親子のものが首を切てすて腹かき切て死んこ 

と 何のし さ いの 有べ きと さもい さぎよ くの 給 ひし は 

げに 重忠の 一 子 やと ほめぬ 物 こそな か. 9 けれき よし 

げ 心に 思 ふやう いや 何となく さしき を立此 こと 

を梶原 にしらせんと思ひ：^^^ゃく取 なをし 申 や うげ に 

それがしが あやまり にて 候 めんく の 思 ひ 立 給 ふ 上 

はいかで はから ひ 申べき 先した くに か、 b 明日す ぐ 

に 御听 へ 上 h- 申さん とざしき を 立ん とする 所 を 朝い 

なの 三郞 取て 押 へ や あご へ ん がけし きた V ならす 重 

保が ことばに さつ そ く，. - たかい 事 梶原 にしら せん 


と 思 ふ 所お あら はれ 見へ て 有 此義秀 か 見 る め は ち が 

ふま じ 此玄っ ふ しづ まる 迄 は 弓 や 八幡 大 ぼさつ ごふ 

んの やどへ はか へ すましと 小 かいな 取て ひった て狹 

き 所に おしこめて 高 綱の 後見 あらおか 源 太 左 衞門宗 

つぐに 預け 置 有し 所 へ 立 かへ b はや 打 立ゃ尤 なりと 

てに たんの 四 郞が筆 取に て 一 々みやう じ を しるしけ 

まつ 一番に 佐々 木の 四 郞高綱 千 葉の 彥太郞 つねう 

ち秩 父の 六 郞重保 あさいな の 三 郞義秀 三 浦 平 六兵衞 

義村江 間の 小四郞 よし 時つ ちゃ あいき やう 一 でう 板 

垣へ んみ竹 ffi おがさ はら 川 越の 太郞重 ふさ 武藏の 七 

黨ぉ 山の 一 黨都八 a 御け にん 五十 三人 訴訟 かな はぬ 物 

ならば 一 所に 思 ひ 定めん と 連判き せう を かき はに や 

いて 水に 入お の， C 五たい にしつ かとお さめ 是を さ. 

い ご と 只 筋に 思 ひ 切 御前 を さして ぞ 上ら..〕 .., 此 

人々 の 勢い かなる 天魔 や くじん も お も て そ ば め て お 

ちぬ ベ しあつ はれ 賴 もしき 勇士 どもの 所存 ども やと 

みなかん せぬ もの こそな か. 9 けれ 

第 十 

各 もんだ う 井 そじ やう を 上る 事 


去 程に 五十 三人の 人々 は 佐々 木 を I 人大將 にて 御前 

を さして ぞ 上らる 、わだち ゝ ぶかつ さ 四 人の 人々 は 

此事を しらぬ ていに て さいせんよ. 0 殿中に ぞ つめ 給 

ふ 去 間賴朝 公記錄 所に 出させ 給 ひ 此由を 御らん じて 

方々 がて いはたい ならす 何事 か 有との 御 誌な. 9 佐々 

木四郞 とかう に 及す ； 通の そせ う を 取 出し 御前に さ 

し 上る たかはし の 判官 承り 謹んで 讀み 上る 其 文に 曰 

く風：^^^き，o^にぁくぅんのぅごかし日月の光を奪ふ镜 

臣國に はびこれば 君の ちょくたい をば うすよ つて 政 

道 明かな らん 事 を こふし やう そ も./. \ '過ぎつ る， 9 や 

うわう 元年の 頃お ぃ那 須の與 一 宗高 宿願の しさい 有 

近 江め 國竹生 島へ 參詣仕 候 所に 美 濃の 國の 住人 はち 

や の 冠者 定國 か りすな 取 に 出け る きざみ 定國 に 行 あ 

ひとつ 口の かい を 口  口き し を 宗高物 まふで とい ひ I 

ッには 君の 御前 を はいかり かんにんの 胸 をな すり 歸 

國」 おもむき 候き ざみ 定國 多勢 を 卒し 道に 待ちう け 

すでにい くさに 及 候へ 共宗高 口ん りよに かな ひ 多く 

のか こみ を 切ぬ け罷 下り 候定國 後日 御咎を 恐れ 鎌 

倉に 走せ 參 じて うとの 梶原 を賴み ざん まん 申と い 

へ 共 君 御 同心 もまし まさ いりし を梶 原が 一 言に 及び 
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るざいの つみに 沈み 候然れ 共つ いに 御 ゆるさ れを蒙 

る ベ き梶 原^ん いに 思 ひ 入 b かくの 如くの 文 を 書き 

いがち しの 小 文治へ さし 遣 はすと い へ 共い がらし 禮 

義を思 ひそれ がしが たちに まい b ないだん 仆 るばん 

じの てい を けん だんせ しむる に梶原 かふる まひ あく 

とい ひ おごりと いひ 表 一 いん やうの 働き を もって 君 

の 御かん 厚く 候へば 我々 共が 身の上 も 何事 か 申 上ん 

け ふ は 人のう へ あす は 我が身の うへ を や 申 上ん と 何 

もやしん に はさみ 候へば 早く 五 逆の 罪に 伏せられけ 

ん りん あきらか ならん 事 を こいね がふ 所の 連判 五十 

三人 件の ごとし 佐々 木の 四郞高 綱つ、 しんで 申 上る 

.H 咼 らかん ぞ讀み 上る らいてう 閜 召い かに 家郞 のめ 

ん/ \ 'ことの 次第 を 聞た ま へ それ 語に 曰く はやしの 

內に たか 木 は 風に やぶれ 人す ぐれて 忠 ある 武士 は 人 

の そね み 有と 夕； るせ h- 今梶 原が 事 成べ しかれけ もき 

は賴朝 ふしき の 中に かくれし 時 危うき 命 を 助け 其 後 

源 le-w 戰 にも 一命 を 塵-;^ よりも 輕んじ 宇治川； の 谷 

やしま だん 浦の 合戰 に もす こむ る 忠を靈 し 今と て も 

賴^ が爲 め に は 身 を も 命 を もつ ゆ ちり ほど も IB ます 

天下 を 大切 に m,^ ふ 物が い か で左樣 成さん けんな ど を 
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めぐらさん そこつな 事 を 申な と 顔色 變っ て 仰け る 佐 

々木 承 は 天下に 忠の 武士 は梶原 一 人に て 候な か 

く 中高 綱 も 身に 相 應の忠 を仆. 9 候 先み ちの くの 伊達 

の 大木 の 先陣 {； 十 治 川^ん しう 戴訪 合戦の 先陣 其 外 

さきがけ ぬけ かけ 分捕 功名 梶原 ほと こそ 御座な く 共 

すいぶん はげみ 候 ことに は 石橋 山の 合戰 にかけ まけ 

させ 給 ひ大ば 兄弟 きびしく 追 厭け 奉，. >旣 に 御 自害に 

及び 給 ふ を それがし 一 人蹈 止. 9 大勢 を かけち らし 防 

き 戰ふ其 ひまに といの 杉 山まで 落ちさせ 給 ふ 其 時の 

仰に は賴 朝天ド を収 るなら ば ni 本 半 國はゑ させんと 

誰 有し を 早く も 御 忘れな され 候 物 かなよ く./,^ 御 思 

案あって 御らん せよ 梶原 は此頃 1^ 家 方よ. 0 うさん の 

いたし 君 御 一 代の 侍 かく 申 高 綱 は 多 田の 満 仲よ. 9 そ 

れ がしまで は 六 代 君まで は 七 代 普 代 相傳の 侍な， 0 さ 

れば きの ふけ ふ參 b たる 梶原は ん じつ 君の 御 事 を 

大切に 存 せんやよ くく 御 思案 候 へ と は. 5- かる 所 は 

なか. 9 け b 君 もこと わり. 0 はお ぼしめ せ 共 猶も梶 原 

を 御 ひいきに て ^景時 は 人 の 上 をた びく ざんげん 

したる 證據 ばし 有 か 其 時 千 葉の 彥太郞 しゃく 取な を 

しさん 候景 時が ざんげん せし 人々 は 先 御 合^^ 賴： g 


よし 經御 いとこ やすかたの 三郞 よし さ だ 竹 田の 太郞 

よしのぶ 其 外 國侍は 申に 及す されば おのれが 氣に入 

たる 物 は 御前に て もよ ろしき やうに 取な し 心に 入 ざ 

る 物 は あし さまに 取な しとが なき 物 を 流罪 死罪に 行 

ひ 候ばん みんい こんに 存 すれ 共 御 まへ を は いか.^ 申 

上る 者 もな した いせ かいの 惡魔 は捤原 了 八に て 候 か 

ほどぶ だう の 景、 時 を よろしき 者 ど 思 召す 御 所存 こそ 

□ 惜し けれと めん 口  口  口し を いら、 げ 血眼に なって 

申 上る 君 聞 召い や さやう に て はなしい かに 捤原 

が 申と て 我 兄弟と 思 ひか へ 咎 なき 者 を ほろぼ さんや 

其 者 共が むほんに 於て 疑 ひなし よし それ は 過ぎつ る 

こと 那須 の與 一 宗高は 我に 一 たんの ことわり もな く 

都 近き 所まで 上..^ さると がに よ..^ 流罪に しづめ をき 

けれ 共 方々^ きって 申う へ はとが を ゆ るす ぞ罷 立と 

ぞ 仰け る秩 父の 重 保す、 み 出て 申されし は 宗高は 僅 

の 御と がめ ゆ へ ちょの 淀の 爲 一 たんの 流罪 なれば 御 

ゆるされ を 御 恩と も存 せす 候た い 我々 は大惡 人の 梶 

原を此 たび 申う けん 爲 れつざ 五十 三人 此 そせ うかな 

はすば 一 一度した くに か へら じと 連判き せう を 書き 罷 

出 候 かく 申 上る だん 全く 梶原を そね み 申て ごん 上 仕 
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るに あらす かれ かくて 候 は い 萬 民 怨み を ふくみ 天下 

もお だ やかなる まじと 君の 御爲を 存じ 命に か へ て ご 

ん上仕 候 弓矢 八まん 大 ぼさつ 侍め う， 0 もっき^べ し 

ひやう h- を 申に 候 はすせ ひの 次第 を 聞 召 わけられ 捤 

原 を 我々 に 下さる、 か 又 かけ 時 一 人に 五十 三人 を 思 

召 か へられ 切腹 を 仰 付ら る、 かと かくの 上意 を 承..^ 

候ら は ん と 申 切て ぞ いた. 0 ける 賴朝聞 召 其 儀なら ば 

梶原を 召 出し ことの 仔細 をた. づぬ べし 先 かた/ \ は 

したくに か へられよ との 御 誰な > ^朝い なの 三郞 たま 

b かねつ 、と 立て こ はの び- C なる でう いかな お ふ 

げに 心へ た b 我々 が 申 上る だん^ あしく 聞 召させ 候 

五十 三人の 者 共に 一 どに 腹 を 切らせん 事よ の はいか 

,0 思 召 何となく 先 か へし 折々 はよ のとが を 仰 かけら 

れ五人 三人 づ 、せっかい あるべ きとの 御 思案と お ぼ 

へ 候よ しそれ とて も 思 ひも ふけし ことなれば 死す る 
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人 々 も 思 ひ /.\» にさし きを うち 上下 色 めき わた， 0 け 

b 思 ひ /\ の 家 の まく大 し きせいし き むらさ き や く 

れは あやとる あやの もんに しき くれな ゐ さま/^ に 

うつり、 ひや そめ 色の せつに あらね ともさ くらのば \ 

今や は るかと さき か はる やた け 心 や 物の ふのと りつ 

た へ たる あづさ ゆみ その 家 はお ほ けれどな かれ 

もき よきみ な もとの もろこしまで も ひ いくか ぶら の 

ゆみやの みちまして 我 かてう 一 ゑん を さまり なびく 

日の もとの げんじの いせ いぞめで たけれ さて こくげ 

ん にな-. 0 しかば さま^^の むま かいぐった へ をき に 

しつな の ひ しょ 三重 こ 、を はれと ぞ の，.^ 出す さる^ 

にきん 時 仰 をこう むりて 一 々しだいに たづね けり ま 

づ 一 ばんにし らいとの はらまきに くれな &の ほろ を 

かけ はくば むらさきの たづ な はた そ 御 めんなる ぞば 

せうながら の. 0 給 へ さん 候く はんむ 天皇の び やう ゑ 

いたか もちの 大きみ に 五代の こう ゐん わたみ 浦の せ 

うしよ し國こ のた ひ 大手の きとの せんちん とぞ なの 

,0 ける ヮ キー 一ばん に も へ ぎ をと しの よ ろ ひお なしけ 

のかぶ とに き ほろ かげ 成； S:T にの つた る はいかに シテ 

是 はきい の國は つ せう じの はたかし らい もせの 忠太 


百 s: 卜 六 

としくに とな のりけ るジキ 三ばん にくろ か はおとし 

のよ ろ ひに もへ ぎの ほろ 黑き むまに くれな ゐの たづ 

な は た そ シテ是 はか つら はらの しんわう のかう ゐん 

かま くらの ごん 太左衞 門が まご かま くらの ごん 太郞 

かげ ひでこん どみ なみの 手の ようちの しんか. 5 とぞ 

なの. 0 ける ジキ 四ば んに にしきの かわの よろ ひに あ 

さぎの ほろ かけあ しげの むまに のった る はたれ なる 

ぞシ テ是は し んゎ うま さか ど をう ち 取 名 を 天下に 

あげた b し 田 原 藤 太 ひで さとに 五代の かう いんた わ 

らの； 牛 太 ひで はると なの..^ しづ/ 打て ぞと を. 9 け 

るジキ 五ばん の たま くれな ゐ すそ ごのよ ろ ひ むらさ 

きの ほろ を かけ ひば b けの： B| にあ さぎの たづな はた 

れ人ぞ シテ是 はこの た ひの た、 かひに ぬけがけいた 

しかたき しきう ち 取 打し にいた せし にか ひだ うでわ 

のかみ が 一子 小太郞 ゆきとしすな はち その せんちゃ 

うに をいて おやの かたき をう ち 取お はん (ぬか) つも 

る としは 十五 歲とぞ なのりけ るジキ 拆又 六ばん にく 

ろか はのと う 丸に くわ かたう つたる かぶとに うすぐ 

れなゐ の ほろ さ びつ きげ の- ill- に のった る はた そシ テ 

さん なに かし は 御 せんぞ 六 そ， C わう の 御 せんにて 


い きたる をが とくんで ひきさき ほまれ をせ じ やうに 

ふれた. 9 しあく せんじ ひで かねが まご 大 せんの しん 

やまだの はる ひでと なのって と をる クキ 七ばん にあ 

さきい とのよ ろ ひくち ばの ほろ かけあ をの 馬に むら 

さきの たつな はたれ なる ぞシ テ是 はちく ご の國 のむ 

しゃと ころた けちの 源藏 やすくに にて 候此 たびの 一 

ばんく びと そな のりける ジキぉ八^！んには きいとの 

よろ ひに すぢ か ぶ とく ろき ほろ かけさ めなる むま い 

のった るむ しゃ はたれ やらん 是 こそ § う. 5 やく 天 わ 

うのぎ ようにち よく を かう む. 0 なる い かづ ち をよ ひ 

くだしみ かと ゑ い らんに 入し する か大 じんの ばつよ 

うす るかの せんし これ かとに て 候と なのって こそ は 

と を.^ ける ジキ. ^又つ きの 九ばん めに、 く ちば のよ 

. ろ ひに あやの ほろ かけある きむ まにあ さぎの たづな 

はいかに リキ是 こそばん とうの 八 平 次の な にかし、 

いか まの 與 ！ まさ もりとし つもって 五十八い くさに 

あ ふこと 十三と 一 ども ふかくの 名 を とらす、 此 たび 

せんじゃう のかう みやう は、 御 もくろくに めいはく 

なる ベ しと たづ な しづ か に あゆませて 大 ように そと 

を- 0 ける クキ十 はんに こんいとの もの ゝぐ こしろ ほ 

—^「光 あとめ るん 


ろかけ， くろの こまに むらさきの たづな はいかに， ン 

テ是 はむ さしの 國 のちう にんに はたけ やまち、 ふの 

九郞 しげ もとな h -、 此 たびから めての 一 ばんの b 一 

ばん や.. 9 とぞな の. 0 ける 二人 拆そ の ほ.？' はやま とげ 

んじ にみ のさ ふら ひ、 あ ふみの 國に はやま もと かし 

はぎき むら あねが はは. 0 まの 國に はとん， たたかな し 

あかまつとう、 いがの はっと 5 いせ 平 次 三 か はに、 

あすけ や はきむ しゃ いづ もの 國に はみ ち たかは ひや 

ま、 ほうきに たくま あね はの 一 とう 色々 の 家の もん 

も ゑぎ ひ を どし こざ くらやみの はな を もた かにし か 

さか は、 あかい はくろ かわ あらい か はきい としら い 

とむら さき や、 さ てヌ はれん せん あしげ とらつ き 

げょ つじろ あしい ろ ひたい じろ からげ ひばりけ かげ 

かすげ、 かう しく， 9 げ ひめくりげ 思 ひ/^ の くら を 

かせ 心く のた つな を かけ 愛 を せんと ぞ のった. 0 け 

るが てる 日に かゝ やく 物の ぐ は 一し ほいろ やま さ 

るらん、 五し きの ほろ がい.. ^みだれの， 0 いだした る 

馬の かすいし やう 七 百 三十よ き はなや もみお のこと 

くな. 0 ときに 取ての けん ふつ やさ 、なみ や^^は ま 

の まさこ はっくる 共け ん し の 御代 は よもつ きし め で 

. 百 四十 七 
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百 四十 八 


條炉 はらの ゐん にし ほか ま を うつしな にわの みつ の 

，フら よ. 0 も LO ，つし -i をく ませ g- ん き や, つ あ.. 0 し.^ な 

にと やらん た へ なるやう にぞん すれば 御て いせんに 

しほ やの てい を かざりび ぢょを あつ め あま をと めに 

つく. 0 しほ をく ませ、 又はう ほきの おきなな と を あ 

ひませ しほ やくてい の ゆうけ いい か 、あらんと ごん 

上 ある、 よりのぶ 聞 召 いづれ を わけてい ひがたし と 

かく かき 付 を 以て ごん 上 然るべ しと やがて 一 々にあ 

ひしる させ 人々 を めしぐ して 三重お ま へ を さして ぞ 

出 給 ふ 御 まへ になれば みぎの 次第 を こん 上 ある 賴光 

御らん して まづ もって それがし がび やうち う を かな 

しみて、 せい/ \ を つくさる、 の だん 誠に もってし 

うち やくせり、 よって 此 かき 付の だん いづれ もよ ろ 

しき 事ながら 中に もち かの しほが まの こと、 われさ 

かんの いにしへ みちの くへ 下 b し時少 けんぶつ 申て 

あ. o、 むかしの てい 一 しほな つかしく 思 ふ 間、 まっし 

ほか まの ふうけ い のぞみな. 9 と 御き げんよ ろしく お 

ほせ 出さる へ きうし うく まの ゝ しんぐう のべ つ 

と ，フ あはけ わしく さんじ やう ぼ.. 9、  W もに やく わう 

しの やしろ はそんの および 候 間し ゆりの ために、 う 

^あ i め るん 


しろの かた を やぶ.^ 候へば かくの だんの 物 を こめ を 

き 候と さし あぐる、 すな はも 御 まへ にて ひらきみ 給 

へ は あっきいた に 人 を ゑに かきむな いたと くびに は 

やの ね をつ よく 打 こみちん じゅぶ のし やう ぐんら い 

く はう とかき 付し うらに はなむ 日本 第 一 大 りゃう ご 

ん げんき やい をた のみた てま つるせい くかんた が へ 

給 ふな とんし ゆみな もとのより ちかと かきしるして 

うぶく のぐ はんじょ を そ へ て ぃた.o^けh^人々大きに 

おとろ き是は いかに. i さはき ける 時 にら、 <  くわう 御 

なみだ を はら— • となが させ 給 ひい かに かたぐ 5^ 

も 天め いしらす のよ ちかめ や 子と してお や を 

てうぶ くす る 事た めし あらざる 事な り それ かみ は ひ 

れい をう けた ま はす なにほどき やつめ がいの る 共 わ 

れじ やうが うきたら すば しぬ まじ けれ 共 うんめいつ 

くれは か、 るかう ひやう せひ もな しされば せんお つ 

のかつ せんにお ち 行ぬ ると すい b やう はしけれ 共お 

んぁひ はなれぬ おやと 子の 中の かなし さはよ のうき 

事 もみに しま はすこし 心の なを り やせん ジ もし さ も 

あらば おり をへ て、 國の 一 ケ國ゃ 二 ケ國は 申お こな 

ひ、 又 さも さく は 出家そう のみと なしても 賴光 がう 

百 四十 九 


賴光 もとめ ろん  

き 世の かたみにの こさんと^ こそ ゆう めんして は あ 

れ、 かの もろこし のし ゝゎ うはち くるい なれ とも子 

を かなしみて ちに ふせ は、 子 はさら みちを わき まへ 

す、 とや を はなちて おや をい る、 是 よ..^ ちかに あ ひ 

おなしら いくはう むなしく 成なら はいか 成ぶ つし く 

やう もな になら す、 たゝ よりち かめ をた つね 出し か 

らめ取 かう ベ を はねて それ かしがつ かま へに たむ く 

ベ しく さの かげに て じっけんし うき 世の むねん はる 

ベ きとい かれる 御兩 がんに 御な みだ をう かめ 給 ふ、 

よりのぶ こう を はじめお に を あざむく 四 天 わう ひと 

b むしゃげ に 御 * たう. 9 な h- こと は やとみ な/^ な 

みだ をな かしけ る、 ゃゝぁ ての 上い に はよ し 何事 

もさ. ためな きょの 有さ ま をし hN ながら 申 はぐち の 至 

なり、 まづ かた か 心 ざしの ゆうけいの したく あ 

れ せめて はう きを はらす へ しそれ/^ とのた まひて 

ござ をた、 せ 給 ひければ 承 は. 0 候と をの/.,^ 御 ま へ 

を罷立 三重に はかに よう いと 聞へ け る ひも ことば も 

およ はれす 上下た へ なる あそ ひとて 色めき わたりい 

さみけ. o、 かくて 其 後賴光 はス々 をめ しぐ しても み 

ぢ のでん に 出 給 ひよ も 5 けしき をみ 給 ふ にげに もう 


10 玉 十 

つせ るし ほやの ていな に、 付て もよ の 事 はふし うき 

ふしし げき 竹 はしら あしの かきねに くさの やねつ ゆ 

もた まらぬ あはら や は、 月み るた めの あまの わさ か 

や、 かの き はの つた かづら くもの あらしに ふきとち 

てうら さびしく もし ほか まの け ふ， 0 いぶせく た+, T の 

ほる まかき かしまの け い きまて 今 もく せんに あらわ 

してす きしむ かし をみ ちの くの めいしょ を 思 ひつ ゝ 

けつ 、ひとし ほき やうに 入 給 ひ、 よも を はるかにみ 

給へば いふに たへ なる 御 あそ ひ、 心 も 愛 に すまのう 

らぶ ひの むかし あらわれて ひかる けんしの たいしゃ 

うはのに すむ むしの われから と を かせる つみの 身 を 

せめて 三と せの 思 ひた ゆる まもな みのよ る /\ あ ， J 

かれても しほの け ふ. 0 と 立の ほ. 0 き へ て は そらに ゆ 

き 平の せきふき こ § る とな かめし も、 たれ を まっ^ 

身にしみて、 そで そ ほぬ る、 むらさめの ふ h- にし か 

たのうら はまで 思 ひつ 、けて まっし まやお しまの あ 

まの ぬれ ころも かわく まもな き しづが わざ あたにく 

れ g  く H: と； II を かそ へ てこよ ひし もげに はつ あ 

きの 七 n: な h- く § る 思 ひの たちのぼ b そらに も- 】 ひ 

が あれば こそ、 そ . り に うきな は 七夕 の、 いとくり かへ 
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百 五. 十 


  賴光 もとめ るん  

のしん よりち か は いづみの 國 ふけいの うらに て はた 

を あげよ b きのせい を 待 給 ふ 所に 賴 光の 御た かひと 

聞よ b もき ん國 のしよ 侍 我 も/, \ 'と は せっく 事た 、 

ぬ の を ひくが ごとくな， h> すでに はやよ りきの せい 十 

萬 < ^千よ きと ぞ しるしけ るよ， 9 ちいし よ ぐん.；^ パ - W 

打む かひ 父賴光 われ を あく 人な.^ とす てられし か 天 

は 誠の か、 みに て 天下 を 我に あたへ 給 ふしる しま さ 

一 にあら はれた b よに 有 かほ 成お おのよ. 0 のぶに く か 

一 b しほうし やう 四天王が くび 一々 に 打 をと しお やな 

から も 父賴光 はてき なれば つか もび やうし よも ほ b 

か へし 日頃の むねんの さんすべし はやうちた て やか 

た， /(- と 三重て いと を さして ぞを しょす る此 事よ も 

にかくれ なくよ. 9 のぶ 公 は 四天王 ひと， 0 むしゃ をめ 

され 賴 光の ゑんぎ やうと て しづ 山 かつに いたる 迄う 

一 れいの 色 をな す 所に げんざいの 子と してた ちまち ゆ 

一 みや をお こす こと 天め いしらす の あく 人 かな 此 うへ 

はせ ひもな しい そぎ かたく はせ むかひ ざんじに た 

いぢ 申されよ わたな ベ 承 は. 0 上い の ごとく 一  七日 も 

立 やた ゝ ざるに せんちゃ うの かけあ ひほんい に は 候 

はね 共ち からお よはぬ 仕 合な b さ. 0 ながら 人の ひ は 


 S 十二   

んも 候へば た、 てきの しかけ を まち 都に ての 一 せん 

し 力る ベ う 候 はんと 申 あくる きん 時き きも あ へす こ 

はの び 'なる せんき かなき みの 御 ゆ ひごん にもい 

か 成 千ぶ 萬ぶ のく やうよ b よ. 9 ちかの くび を はかの 

ま へ にたむ けよ との 上い をば はやく も わすれ 給 ふな 

よし 人 々はと も かく も 此 きんと きに をゐて はす. ぎに 

しいく さに 打 もらした る ゆ へ により 君 をて うぶく せ 

られ しなり げんざいの おや をい の hs しとん よくぶ た 

うのよ h- ちか をい つまで あん をん ならし めんと いた 

る 所 を すん とた てば 四 人の 人々 もた ま， 9 かね 一一 一重み 

な/^-したくをせられける是は^置こ 、によ. りち か 

卿の 御め のとす ぎた の 半 八 i」 きかげ はき やう 人に す 

ぐれ あんふ かき かう の 物 なれ はきい の國 のちう 人お 

し をの 源 太 そのべ の藤內 とてなん かいたう にて 其な 

を 得た る ゆうし を 近付 ことのて い を さっする に賴光 

あ ひ はて 給 ふに より ほうせ う 四 天 わう いか. 9 を ふく 

みいく さの たて やう もさ * ためす われさきにと ぬけが 

けせん は ひつお やうい さみち に 待 かけう むの しゃう 

り をた 、さんと みかたの こち をぬ きいで 、 つ の國ぁ 

ベ のが はらに な b しかば 先す ぎた の 平 八 は 一 むら ま 
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まへ ゝ 一し よに ひきよせ 一 一人 を さう の ひざに て をし 

つめあとよ りつ. S 'く 其べ の 藤內を かいつ かみ はるか 

の そ はへ なげすて、 二人 かくび 一々 にう ち をと し是 ： 

もい くさの かどいで とに つ ことわら ひ 立に け， りし か 

る 所へ わたな ベ ほうせ うさだみ つす ゑた け ぐんせい 

を ひきく し はせ 來， 9 や あきん ときわれ.' \を う も す 

てぬ け かけ はいつ ものく せと はい ひながら よ， O+T か 

はたい しの てきな. 0 とつく とそな へ をいた さんと い 

ひも あ へ ぬに よりち か はすまん の くんび やう はっか 

うした が ひ にと きをつ く. 9 たて 三重い くさ は ifc をぞ 

ちらしけ る 都が たは こせい なれ ども 三國ぶ さう の 五 一 

人の もの ぢ しんにて をく だきた ゝか へ ばす まんの よ 一 

せて かけた てられう をう ざ をう にげち， CV け. 0 よ h- ち 一 

か 大きにい か..^ をな しみ れんなる くわ じゃばら かな 

いで/^ よりち か ぃ手なみをみせんと五人ば，^^に十 

五 そくと つてつ が ひさしと. c ひきつめ さん^^に い 

たまへば； やに 二き 三ぎ づ、 い をと され 一 ッも あだ 

やの あら ざれば ざんじ か あ ひだに 百き ばか， ^いおと 

され さし もに い さみし みやこせ いむら- C ばつと ぞ 

ひきに ける ときに きんと きす、 みいで こ はおくれ た 
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ぼ 玉 十四 


津戶 一二郎  宇治 加賀掾 正本 

第一. * 

地下 タ (やかに だいば 有， 9 かう しにとう せき 有り、 くに 

にがうて き あら すん ば、 めいしゃ うの ほまれ 何を以 

て か あら はれん、 されば らん は 太平の はじめ ぶんぶ 

さかんの 源 うぢ、 九郎御 ざう しょしつ ね は、 かねう 

b 吉次 にしたがって、 みちの くに 下 かう あ h^、 ひで 

ひらが しゃじ やうに て、 賴 ともに く はゝ， o、 平け の 

ぎゃくと を しづ めんた め、 おくせい 十 iE^ よき をゐん 

ぞっ し、 チ B シ フシ 卸しん ばつと ぞ、 聞へ ける、 およそ 

三 ぐん を つかさどる 御き りゃう、 天 ねん 1 《德 そな は 

つて そな へぎ やうれ つかいた いこ、 しゃう ぐせい 

せいとして きんてつ みななる 御ぢん をし、 ぼくどう 

せう ふ も かう y を たれ 草木 も、 ゑ だ を かたぶけ， o、 

こ、 にあれ たる わら やが のきお くもく まなく 兑 へ 給 

へば、 六尺 ゆたかの 大 おと こやのね をと ぎて かたへ 

に は、 二八の 娘つ さす、 は b のみ ゝすも ゆびぬ 

きてき ゝ手づ まの 手 もた ゆし、 む < ^し 坊辨慶 きっと 

—津， XTis 


見て もんぐ はいにつつ 立、 飼け ふ 我 君の 御し ゆつ ぢ 

ん五 十四 ぐんの たみ 百 性、 かっかう 申お b からお さ 

めすぎ たる ふるま ひ， 0 よぐ はい 千 萬、 まか， 0 出て 一 

禮 せよ とよば、 れば、 かの 男く つ-^ とわら ひ、 い 

や はやな がいき すれば あたらし いこと を 聞、 主 を も 

たぬ らう にん なれば わが 君と あがめん 人 あめがした 

に 持 申さす、 ぐそくき たが こはく もな し、 たれに おそ 

れて へちまの か は 我 てらの 佛 たうと いな、 津 のとの 

三郞 かつ ひらと いふら う 人 もの、 此女は 我い もと 身 

こそ ひん なれ、 今日まで 人に れいせ ぬ此 男と、 雨足 

くつと なげ 出し ひざ をた ゝ いて ゐた りけ り、 詞辨慶 

こらへ すすね ふみをらん とかけ 出る、 よしつ ね 馬よ 

b とんで を. 0 ァ 、 しばらく/,^、 津の との 三 郞とは 聞 

及びし 源氏 ふだいの ゆ ふし ぞゃ、 我 こそ よしともが 

八なん よ、 西國へ 同道 せん 力 を そへ て 得させよ ひら 

にたの むとの 給へば、 津 のと 兄弟 はし- 9 出 借 は 源氏 

の 御す ゑ かと、 手 をつ かねて 申せし は、 詞 誠に 源氏の 

大將 のた のむ との 御 誰 御^ 申べ う 候へ 共、 おやに て 

候津 のとの 兵衞御 父義朝 公に つかへ、 しなく の 高 

名 をん しゃう あるべき 所に、 ざんし やの わざに て 本 


津 In 三 I 郎 —     I 

,9 やう をめ し 上られ 御 父が 常々 申せし は 源氏の しゃ 

うばつ くらき ゆへ、 ざんし や はさ かへ 忠臣 はおとろ 

ふる、 うらめしの 義 朝ゃ此 うらみ はし そん 迄 わする 

るな と 申 をき、 はら 切て 相 はてし 親の 一 ごん こつす 

いに こたへ も だされす、 かく 申と て しん 八まん 平家 

にした がふ 所存な し、 つち をな め 水 をのみ、 う へ しせ 

ん こそ 孝行 共 義共我 共 申べ し、 御 錠 を そむく にあら 

ね 共 御 舉公は 御 めん あれと b をた  > して ぞ申 ける、 

詞 よしつ ねし ごく まし まし、 しからば 汝にを とらぬ 

武士た のんで ゑ させよ、 津 のと 承り 愛に 出 羽の なに 

がし 佐藤庄 司と 申 者の せがれ、 次 信 忠信 兄弟の 內 一 

人賴 むとの 給 は)、 よもい はい は 候 まじと ごん 上す 

れば 御大 將、 其義 ならば ぐん 兵 を かめ ゐ片 岡む さし 

につけて さきへ うたせ、 佐 藤が たちの あんないに は 

わとの を ゆう ゐん すべし とて、 二手に わくる はたの 

手に、 よろ ひのに しきに ほ はせ てきう ばの 花、 こそ 

三重 「さか. 9 なれ 去 程に 佐 藤兵衞 忠信 は此 こと を 聞よ 

..^も、 うれし や 義經の 御供し 西國に おもむき 高名せ 

んと いさめ 共、 兄弟の 内 一 人と 有から は、 兄の 次 信 御 

洪を 望みよ も 某 は 上す まじ、 H  、くつき P う ふんべ つ 


 }g 玉 十六  

有、 せひ 某が のぼらん と津 のとが 庵に あんないし、 

詞 四郞 兵衞 忠信お みま ひ 申と いひ 入る いもとの はや 

姬立 出、 兄う へ は義經 公の 御供し 其 かたへ と莒、 忠 

信 小 ご ゑに 成い ゃ三郞 殿に 用 はなし、 御身 にないせ 

う を しらせ 申 ことの 有， 0  、 承れば 兄 次 信と は ひ とし 

れす、 失婦 のかたら ひ あさからぬ 中と 聞て 有. -、 何 

とさう かとい へば はや 姬 かほ を あかめ、 御存 のうへ 

はつ ゝみ 申さん やう もな し、 はや 七月の 身 もお もし 

まて 此 ことがあら はれし か、 いや-,.^ さやう の義で 

はなし、 義經 公よ 兄弟の 內 一 人ぐ せらる べきとの 

仰に 付、 兄 次 信い くさの 供 を， まる、、 あかぬ 別れ 

はぶし の 道 共お ぼさん か、 弟の 口から 兄の 惡性 申に 

くきこと ながら、 愛 をよ つく 聞 給 へ 、次 信 上がた へ 上 

,.^なば國へは討死とぃっはh^、 京女の めかけ を へ 

いくさ は 半 ぶん 色 あそびと、 けらいし のぶの 小太郞 

に 談合 有し を糙に 聞、 然れば 二世の 御ち ぎ..^ すてら 

れ給 はんせう しさに、 そっとな いせう を しらせ 申爱 

は ひらにと め 給へ、 いくさの 供に は 弟の やく ふせう 

ながら、 はて 某が まいら ふ 迄と まが ほに 成て ぞ 語け 

る、 女、 むの はや 姬淚 もむ ねに たもち かね、 よく ぞぉ 


しらせ 恭な やさ やうの 事 を 聞から は、 すが..^ 付ても 

引と いめ 西國 へや b はせ じ、 何と ぞ次信 殿に あはせ 

_ てた ベ と なきければ、 しからば 某 はせ 申さん 何 かな 

しに 取 付て、 めったむ しゃう になき 給 はい、 いわき 

を わけぬ 次 信 思 ひとまる ひつ ぢ やう ぞ、 たいな き 給 

へ つ れて し §  /  、所 二三 重 「か へ け. 0 かくと 

はしらす、 三 郞兵衞 氏神の やしろに まふで、 ぬき 舉 

.9 らいはいし、 源氏の 大將御 出陣ね がはく は 某 を 御 

供に ぐせられ、 祌カを 以て 高名し、 ほまれ をの こす 

雲のう へな む や むらさき 明 神と かんたん、 くだく ゆ 

ふだす き、 ゆ ふに やさしき 女の こ ゑいが きの 內ょ. 9、 

次 言 さま^^ -1 0 よびかく る、 詞 はっと を どろき 何者 

といへば 立 出 袖 を ひかへ いや 申、 おきづか ひな もの 

ではなし、 わら は、 當社 のしん しょく 行 春が 娘い く 

よと 申 者なる が、 御 しゃてい 忠信 さまと しのびて あ 

ひに 相 ぼれ の、 神 ぞいと しさ か は ひさ は 命 もい その 

うみ を こ/、 山 をへ だて、 西國 へ義經 さまの 御供 を 

望み 給 ふと 承る、 上方 は 色 所 心 もとな ふ 思 はれて、 は 

ぢを いはねば b がた 、すりん きぶ かき は 生れ 付、 兄 

ご樣の 御い けんに てと めまして 給 はらば こんし やう 


ごしゃう の 御 じひと 手 を 合て ぞな げきけ る、 次 信 を 

,9 にさい はんと だう， 去ながら、 詞忠 liiiH けっき 

さかんにて 兄の 意見 は 聞 入す、 御身す がって かきく 

どき ひたすらな ひて とめ 給へ 、た いなき 給へ，/^、 と 

をし ゆる 所へ 忠信 はや 姬來 りしが、 あれ こそ 兄よ 弟 

よと 二人の 女 を めん^^に かくし をき、 詞ャァ 兄 じ 

や 入 忠信 かと 地〕 たが ひに しらぬ あいさつ はお かしく 

も 又し § せう 也、 詞 しばらく 有て 次 信、 此度我 君 西 

國の 御供 兄弟の 內 一 人との 御 誌、 某罷 むかって 高名 

すべき. 0 うぐ はんに、 さんけい せし 折から 汝は 何と 

て 來.^ しぞ、 忠信 聞て いやく 此度は 某 御供 申べ し、 

惣領の 身が 討死せば たれが 家 をつ ぎ 申さん、 惣 じて 

國を まもる は 上た る やく、 一  きむ しゃの はたらき は 

ト たる 者の やく なれば、 せひ 忠信が 御供と ぞ申 ける、 

次 信 聞 も あ へす おこと が詞も  一 b 有 去ながら、 そち 

は 若き 者 なれば さね かたまら. すむ しゃ なれす、 はれ 

いくさお ぼっかな し 國に殘 て 父母に つかへ よ、 今度 

ま 次 信む か はふす よと い へば. sals きしょく を そん 

じ、 秋の このみに こそ さね かたまる とい ふ 事 あれ、 わ 

かきもの にて はれい くさが なるまい とや、 是せ うぶ 
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はらう せう によるべ からす、 兄と は 生れ 給へ 共 はれ 

いくさ は あぶな もの、 地色 中た ：5 '某 を 上せられ よと あ 

ざ わらって 申け る、 次 信 はらに すへ かね はれ 軍 あぶ 

なしと は、 詞偖は 某お くび やうす ベ きものと 思 ふか、 

チ 、 おくび やう はめの まへ よ 次 信彌々 腹 を 立お くび 

やう もの 、弟 なれば 汝は なを もお くび やうな らん、 

な ふはづ かし けれど 此 忠信 はおくび やうす ベ きはだ 

しなし、 貴殿 は國に ほ. たされ 偖- i そお くし 給 ふらめ、 

やい さう ろた へ もの、 國に 心が ひかれん と はわが お 

ゃは汝 もお や もってお なじ こと はりよ、 な ふ 兄 じ や 

人、 親に おや はか はらね ど此 忠信 は、 津 戸の 三郞が 

いもと はや 姬と いふ ほ * たし はもたぬ とい ふ、 次 信 は 

つと 思 へ 共 さあらぬ かほに て、 それ はたが こと 身に 

お ぼへ なしと い へ ば 忠信 ふつ とふき 出し、 地色 ひつ 

ぢ やう 覺へ候 はぬ かと 姬の手 を 引出け ると き 次 信 立 

てに げん とす はや 姬 すが..^ 引と， む、 中 ヒー 一一 びそ hs 

やそ. こがな き 所、 なけ/^ とよば、 れば、 西 國へは 

やり ませぬ やら ぬぞ やい の となき 給 ふ、 地色 次 信せ 

きめんしながら いくよ いくとよ びければ、 する/ 1- 

と はしり 出 .£ 信 さま わら は をす て 、西國 へ ゆかんと 
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は、 お 心 も か は，.^ しか ど ふ でも やらぬ となき け れ ば、 

次 信 そ. 0 やそこが なき 所、 はや 姬 なけい く 世な けと、 

兄弟 かほに 袖お ほひ はなに うぐ ひす ほと、 ぎす、 一 

たびに 待す がた かやたい なけく と 斗 也、 か、 る 所 

へ 父の 庄司、 君 をぐ ぶし 津 のと 諸共 來らる \、 兄弟 

おどろき 二人の 女 を かくさんと す、 ァ 、 ）/^、 しば 

らく くるしから すと おし しづめ、 庄司 申されけ る は 

やれ 子 共よ、 君 を 御供 仕り 是 までく る 事よ の義 でな 

し、 兄弟の 內 一 人賴 たきとの お ほせ を かう ぶる、 地色 

弓矢の みやう が庄 司が おひの 悅 び^、 兄 か 弟 か いづ 

れ かうな る をまい らせんと 思 ふ 所に、 兄弟 義を おも 

んじ てあら そふ しんてい 庄 司が 子 共 はかう の 者、 チ 、 

賴 もしし/,. \ とうれ し淚 をな がさる、、 借汝ら はし 

のび づまを もった ると や、 なさけに まよ ふ はよ きつ 

はもの、 くせ ぞ たし、 ふたりの 女郞 よめに 取 子 共と 

思 ひなぐ さまば、 司 はお ひの たのしみ 有、 此 うへ 

は 兄弟 共に 御供 申せと 有ければ、 次 信 忠信 悅び てい 

さむ 心の ゆ、 しさよ、 地庄司 重て 申さる \ は、 詞か 

れら 兄弟 心 はかう にて 弓 やかき おひ 打 物 取、 り、 馬 引 

よせて 打乘. 0 て 敵に むか ふ 其 時 は、 地色 千 騎萬騎 にも 


おとらぬ 者に て 候へ 共 を さなき よ. 主 を 持 や 奉公の 

道を存 せす、 我 君へ まかせ まいらす る庄 司が 心 を さ 

つし 有て、 御め を かけて 召つ か はれ 下さるべし、 引 

ま はして たべ はう ばいたち、 偖汝 らも 今が おや 子の 

わかれ 也 父 か けう くん をた もつ て 君に ふぢう 仕る 

な、 け ふよ ひして は 庄司を 親と 思 ふな を やに も 主に 

も 君 一人、 地色 一 命 を 奉 b 身 はなき ものと 心 へ、 よ 

き 敵と 見るならば おしなら ベ てむ すと くみ、 首 取て 

なを あげよ じんき を しらぬ はゐ のし、 むしゃ、 兄 は 

弟 を かいほうし 弟 は 兄に そむくな よ 引 共 兄弟 つれて 

ひけ かく 共 兄弟 つれて かけよ、 兄うた せて 國 もとの 

父 や 母が 戀 しいと て、 弟 ひとり か へ らふと 思 ふな、 弟 

を 討せ て 兄 かへ るな 老 たるお やさへ 思 ひきる、 今 を 

さかりの 若む しゃ 共 心を殘 すな、 け ふの かどで を ま 

つ ごとき はめ いさぎよく 討死せば、 生て 親子の たい 

め，^;ょ.0なをしもぅれしかる ベ きと、 すいしげ に は 

いさむれ 共 さすがら うごの 親子の わかれ、 さへ ぎる 

淚 せき あへ すかく いふ はふ びん さ ゆへ、 花の やう 成 

若 もの をし ねと はさら に 思 はぬ と、 御前 を も 打 わす 

れ 兄弟に すが.^ 付し ばし きへ 入な きゐたり、 御大 將 
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を 初めと し、 有 あ ふしよ ぶし 1 どうに そで をし ぼら 

ぬ もの はなし、 地色し かる 所へ いるま 都の むしゃ 所、 

あん さゐの * たん 正 太 郞氏重 あ はた しく はせ さん 

じ * 詞借も 平け の 一 もん 君 御 はっかう の， よし 傳へ 聞、 

四國八 島に たてこもり いくさの 用意 まつ さいちう と 

承り 候、 へんじ もはやく 御し ゆつ おんし かるべく 候 

と大 いきついで 申け り、 はう ぐ はん 聞 召チ尤 さぞ あ 

らん、 去ながら いく 萬骑 こもる 共 物の 數とは 思 はぬ 

なり、 いかに だん 正、 是成者 は 佐藤庄 司が 子 そく 三 

郞兵衞 次 信、 四 郞兵衞 忠信と いふ 兄弟な. 9、 向後 心 

を合此 度の 合戰 いさぎよく はげむ べしと、 念 比に の 

給へば だん 正 承り. 偖 は 聞 及びし 御兄弟に てまし ま 

すな、 誠に 御き..^ やうと 申 あつ ばれお 侍 候、 されば 

いくさ はせい の 多少に よく らす只 一 心 の はげみ 第 

一 とか や 申 候、 貴殿 達 はい まだ 不軍 にて 此 度が 初め 

ならん、 地色 かま へ て ふ かくば し 取 給 ふな さあ 

れば君 W 一の 御ち じょく ぞと人 も なげに ぞ申 ける、 地 

兄弟む つと せきあげ しが 押 しづめ、 詞 いかにもく 

御 仰の ごとく 我々 兄弟 はつ ゐに いくさと やらん はい 

かやう に はたらき 候 も かって 存 せす 候、 しかしな が 
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ら贵 方の さし 圖を 以て やい ぶん はげみ 申べ し、 若 又 

いくさの 次第によ， 9 さきがけ 生 どり ぶん 取 高名 什が 

ちに て 候 間、 必御氣 にか けられな と おこがましく ぞ 

申け る、 彈正 きし よく を そ ん じ.. 'ァ 兄弟、 きの ふけ 

ふ 侍に まじ は. 0 せん ぢ- やうに て. |商 名 せんと や、 偖 も 

口 はちゃう ほうい はれた-り /( 、， 地よ し /(^い. J- ざ 

る 先が け 致さん より、 只 わが げぢに まかせられ 命大 

事に せられよ かし、 あしきい けん は 申さぬ と あざわ 

"つて ぞゐ た.^ ける、 兄弟 今 はた まりかね チ 、 此ぅ 

へ は 何が 借、 ごへん の げぢに まかすべし 御 出陣の 門 

出な れば、 兵法け いこ 仕..^御でん じゅに ぁづ から 

ん、 詞 いざ 參さ ふとた ちに て を かけつめ かくる、 彈 

正 もとび しさ. 0 刀 をぬ かんとし ける 時津 のとな か へ 

わって 入是々 、 此 けいこ 某 もら ひ 申さん、 さいせん 

よりの つめ ひらきみ な 君 をたい せつ に 思 はる 、ゆへ 

にて 有、 侍た る 者 はさ 程の 心なら ではせ んぢ やうへ 

は 出が たし、 扇 色チ賴 もし と、 わざと ざけ ふに 収 

なして、 こと ゆへ なく しづめ し はまこと にぶんぶ の 

侍な り、 地色 はう ぐ は ん 御らん じ 津 のとが 了簡 ： 々 

以てし ごくせ りい かに さう 方の もの 共 かま/ て いし 


ゅを殘 すべから す、 此 度の 出陣 は 義經が 一し やうの： 

はれい く さぞ、 地隨分 はげめ 面々 とい さみい さんで 

それよりも 西國 さして はっかう 有 か 門出 めでたし 千 

秋樂 萬々、 歲とぞ 祝 ひける  - 

第 二 


地九郞 判官 義經賴 朝 卿の 代官 を かう ぶ. 5、 一の 谷 を 一 

せめ やぶり 八 島に 御 おん を 召れ ける、 奥州 勢の 彈正ー 

太 郞氏重 は 佐 藤 兄弟に いしゅ 有レ， 中 我 手の者 を 役所 一 

にあつ め、 詞 偖 も此度 源氏 の 勢 我等 を は じ め 、大名 小一 

名れ きく 多き 其う へに、 何 を ふそくに 佐 藤 兄弟 召 一 

出され 愛に て は 次 信、 かしこに て は 忠信と 人 も なげ 

成 侍 ，たて 大將 もめが あかす、 見聞 もむ ねん 千万な b 一 

何と ぞ ひけ 付ち じょく を 取らせ、 こ. 《• と はかば 打 こ 

ろせ き やつら を 壹き當 千と 御た のみ 有う へに、 いら 一 

ざる 忠を はげみ 犬 ぼね をって 鷹に とられな いくさせ， 

んょ， 9 佐 藤 兄弟 討て とれと、 はまべ を さして 下.^ し： 

は 法に そむきし 三重 「ふるま ひな り、 げに思 ひても、 j 

sl】 中 色 思 ひに あかぬ 親子の 中いた はしゃ 佐藤庄 司、 一 


次 信 は 小 ざ くら を どし 忠信 は ふぢな はめの よろ ひ を 

つね <\- このみし とてに はかに を ど させ、 しのぶの 

小太郞 同小 次郞 兄弟に 取 もたせ、 二人が 方へ を くら 

る 、チクリお やの、 「ひぞ あはれ な るかす みとと もに 

地色 中た つか 弓 八嶋の いそに 着ける が、 陣 所く を 見 

わたせば 竹た ばらん ぐいた きすて し、 所々 のか. s-h- 

もよ る はもへ ひる はきへ つ、 うすけぶ りし ほやの け 

ぶ. 0 立つ J5 'き 方 二三 里が 其 間、 さかもぎ きびしく 引 

たれば、 佐 藤 殿の 御 陣所は いづく とと はん 便り さへ 

なみ 打、 ぎ はに、 くる、 人 を、 地 あま かと 見れば さも 

なくて、 十六 七の 小 わら はの 腰に さ ひたる 山が たな、 

さすがし なよ く をと なびて 姊と おぼしき ふり 釉に、 

もつ も にあ は ぬ 商 やわら んぢ賣 にば を しかりし、 

詞 しのぶ 兄弟 是子共 わらん おか はんとい へば、 いや 

是は 武者 わらん お、 旅人の 御用に はた、 すと 云、 ム 、 

ぢん 所に 商す るから は、 あれに 見えた る陣 や/,, \ 'は 

誰々 としつつ らん、 あらまし 語て 聞せ よかし、 地色 や 

すき 間の 御 事 ぞ每曰 商 致 ゆへ、 御 おん 所 やく 所は存 

じたり 敎 申さん 聞 給へ と、 東西南北 指. さして 念 比に 

こそ かたり けれ 
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あれ， C 東のお のへよ. o、 南の を かの 小 松原 雪の 山 

かと ひ たじろの、 まく を 其 ま、 ふ も， iw、 から ほり 

ほ つ てー咼 やぐら チク" 風に 「うすまく しらはた のかげ 

にぐんび やう かぶと をなら ベ、 よろ ひの 釉を つらね 

し は、 御大 將の御 ほん ぢん、 其 はたもとに 打つ い 

き 小 チクリ だき ざ、、 たきい ね 花う つぼ、 なみに うさ 

ぎの しるし こそ、 かめ ぬかた 岡い せす るが、 i つ こ 

に. 9 ん ぼうつ けたる は、 ひたちば うか いぞん かね ふ 

さはみ ぎ どもえ、 ひとつども へみつ ども ゑ、 五つ わ 

ちが ひ 六つ かりがねな、 つ •  たうぐ を 立た る は、 大將 

の ひざもと さらす むさし ばう ベ ん けいの やくしょと 

こそ は をし へ けれ、 まへ はさ かもぎ、 きいとし てせ 

いろうた かくあげ させ、 ようじん きびしき いき ほひ 

は、 さき 手の 大將 さ、 き 殿、 借た けがき に を b きど 

うち、 印ば か，^ をた てた る は、 はたもとの ほろ 大將、 

くまが への ぢん しょな り、 川 ごへが もの 見の こや、 

松に かけた るたい こがね、 あけ ゆく とこ を おどろか 

す、 くもに あさ 日の 印 こそ、 いくさ 大將 はたけ 山、 

ず 六 f  ！ 
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手せ いは 五 千よ きと かや 偖 ひと へ びし いれこび し、 

花び しまつ かわ 三が いびし、 おがさ はらの 一 たうな 

り， 二つ 引の 大 まく は 平 山の おんど ころ、 おもだ か 

は を やまの 一 るいた つなみ はおぐ b たう、 ほうで う 

は あと ぞ なへ うぢん さ ぢんは どひ 三 うら、 ひらき あ 

ふぎの はた をな びかせ きばの むしゃ 二三 十、 御よう 

じんと よば、 つて チクリ やくしょ、/,^ を、 かけと を 

る はさた けの なにがし、 こやめ ぐ..^、 はまの 手 はか 

まくらせい、 偖 山の手 は 都せ い、 かいだて、 もちだ 

て、 めん 、ど- 9、 ばに つきなら ベ かちむ しゃき ばむ し 

や ゆづる をし めし、 す はとい はんこ ゑのう ち、 かけ 

出ん けしきに て、 君 を じゅ ごし、 給 ひける は、 誠に 

ゅゝ しう 候 ひし、 比 はやよ ひの、 そらながら あきに、 

さへ たる 月に ほし、 ちば のす けの やくしょ なり、 し 

げめゅ ひ は ゆ ふきの 七郞、 きっか ラ はさ はらの. 十郞 

チク" 三 ぼん、 「うちわ、 うろこが た、 風に もまれて、 

あが. 9 ふぢ、 また さが. 0 ふぢ あげ はの て ふ、 むさし 

せいさが みせい 1 二の そな へと 閒へ ける、 偖お くが 

たの ぐんび やう は、 十万よ きを 二手に わけ、 ぢんし 

よはお ふ 手から め 手中にた てた る はたの もん、 ゆき 
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おれ 竹に 村す いめで はの しゃう じが 二人の 子 さとう 

つぎのぶ、 忠信 は 日本ぶ さう のつ はものと 敵 も、 み 

かた も かくれな し、 其 外う らく 山々 も 皆し ろた へ 

にしら さぎの む れゐる 松 見れば、 げんじの はた をな 

びかす る、 たせい はかぎ り しられす と 殘らす 敎へ語 

, ^け. o、 地色 中し のぶ 兄弟 手 を 打 て 偖 も よく 覺 えた 

b  、詞 我々 は 佐 藤 殿の げにん、 父 ごの 方よ. 9 御兄弟へ 

よろ ひ を參ら せらる、 とてもの 事に あんないして 

くれぬ かとい へば、 地色 中 娘 よろこぶ 色 見えて 御案內 

もいた すべし、 詞借 なれく しう 候へ 共 我々 は此ぁ 

たりの か. 0 人、 わしのお と 申 者の 子 共 成が、 源： 牛の 

兵亂 にて 狩 も かな はす、 親 を やしな ふいと なみに 習 

はぬ わらん ぢぅ -.y 候、 あはれ 殿 さまへ 御舉 公せ させ 

てた ベと、 いひ も あへ ぬに しのぶ 兄弟、 是 はさい は 

ひ戰 場に は 一 人 もた よ. 9 ぞゃ、 吉 左右く われく 

に まかせよ、 好 奉公に 肝 人らん とつれ て、 陣 所に 三 

重 「急ぎけ b 、地色 あくれば 三 H: 十八 日大將 軍の 御 出 

立、 赤地のに しきの ひた ゝれ 紫す そご の 御き せな 

が、 あぶみ ふんばり くら かさにつつ 立 あが.^、 詞 一 

院の御 liJ けんぴい し五ゐ のせう、 源の 義經 とた. から 


かに 名乘 て、 よせく る 平家の 兵船 を 今やく と 待 給 

ふ、 地 佐 藤 兵 衞次信 は 父が 送 b し 小 櫻 を どし、 わた 

がみ だかに きながし、 けさ 迄 着せし 鎧 をば わしのお 

に 打き せて、 馬を乘 すて 御馬の まへ に畏 る、 詞大將 

御覽 じかれ はいかに かう にんか、 いや 是は次 信が 弟 

にて 候 御馬の さきにて 討死せ させ 申さん ため、 召つ 

れ 候と 申せば 判官 重て、 一次 信が 弟 は 忠信 斗と 覺 へし 

に 心へ がた しと 宣 へば、 次 信 謹 でさん 候、 かれは 

此 へんの 狩人 わしのお の 三 郞と申 者 人と 生れし 思 出 

に 侍に まじ は b 度 由、 かれが 姊 達て なげき 候 故、 色 

しらぬ 東 えびすの 次 信め 心 ざしに ほ だされ、 兄弟の 

約諾 仕て 候、 哀 御馬の 口に 召 付ら れ候 はい 有が たく 

候 はんと 申 上れば、 義經 ほとんど 喜悅 有、 あつ ばれ 

器量の 若者 次 信 はく は ほう 者 あやか.. > たし、 いかに 

も 某 召つ かひ 弓 取と なすべ きが、 地色 中迚の 事の づ い 

で なれば 姊は ど- 「ぞ 成まい かと、 たは ぶれ 給へば わ 

しのお は 錢の釉 を かほに あて、 はづ かし さ ふなる む 

しゃぶ. 0 に 敵 も 太刀 をば すてぬ ベ し、 地色 中 あんざい 

の彈 正太郞 ごおんよ. 9 つつと 出、 詞次信 殿の 御舍弟 

お 近付に 成 申さん、 ャァ、 是は 此比陣 やにて わらん ぢ 
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うつたる わつ ば 成が、 是が黄 殿の 御 含 弟 か は て よ い 

弟 を もたれた h.、 向後 我等 もとく ひに 成 わらん ぢ姚 

申べ し、 軍 中に 用 か. らは百 里 も 二百 里 も あゆまる、 

能 わらん ぢが もとめた し、 あた ひに はかま はす はう 

ば ひの 中 なれば、 五 せん は 三 せん はた. もとらせて 

やら ふ はとに くて いに こそ 申 けれ、 次 信 むっとせ き 

あげし が、 ヲ やすい 事く、 去ながら 百 里 一 一 百 里 はく 

わらん おの 何の 用に 入申ム 、 合點く 憶病 風に 塞け 

立 大敵に 追 立ら れ本國 へ 一とび に にげ ゆく ための わ 

らん ぢか、 チ、 やすい 事と いへば 彈正 重て 是さ、 何に 

もせよ 我がす ね は 人に か はって たくまし \、 是に合 

て 作って くれと 土足 を 次 信が ひざもとに ふみ 出す、 

次 信 太刀に 手 を かけ ホ、 見事な だん びら すね、 此足 

にて 效 たらば 天竺 迄 も 一 と びな らん 地色 やうら う ほ 

ね 切 取て かたに 合て 作らせん と、 太刀 をぬ けばだん 

正 もとび しさって す はとぬ く、 地 どひ さ、 き 畠山辨 

慶な ん ど 左右 にす が .9 是は 不吉と しづ む れ共 はな せ 

はなせと ねお 合 所に、 地平 家の 兵船 こぎ つれてと き 

のこ ゑをぞ 11 一重 「上に ける 其 隙に どし 軍 も漸を さめ 

しづ ま. 9 ぬ、 三人 乘 たる 小船い そ 近く こぎよ せ大將 
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ふなば.5に立ぁが，.^、 詞 一 ほんしきぶ 卿 葛 原の 親王 

九 代の こういん 能 登 守の，. >  つね、 源氏の 大 將義經 に、 

見參 のしる しに 小兵ながら 中 ざし を參 らせん、 うけ 

て御覽 あるべ う もやと 大昔 上て ぞ 申さる、、 判官 陣 

頭に 駒 かけすへ、 チ、 ものく し 能 登 殿の 御 ゆん せ 

い 關東迄 も かくれ. がし、 た 3- なかに うけとめて 九郞 

が 鎧の さねた めしたう 存る也 地 愛の 程が 所望 ざう と 

むね をた、 いて 宣 へば、 地す はや 源平 兩大將 あんぴ 

は愛ぞ とてき みかた かたづ を吞で 見る 所に、 詞小櫻 

を どし にかげ の 駒、 みかたの おん を 一 もんじに 乘.. ^ 

分 矢 を もてに かけ ふさが. o、 抑 是は出 羽の 庄 司が 悠 

領佐藤 三 郞兵衞 次 信と は 我事な り、 本國を 出しよ b 

露命 は 君に 奉り かばね は 八 嶋の魚 口に あた ふ、 能 登 

殿の 大矢を 某 心 見 仕 ゑん まの 帳の く はんどうに うつ 

た へん 矢つ ぼ は 君と 同前と、 地つ るば し h を 三度な 

で、 につ こと 笑て 待 かけし はめ を 驚かす 有さ まな.. y、 

詞敎經 仁 有大將 かんじて さすが はなち 得す、 菊 王し 

きってす ゝ むれば 又げ にも やと 思 はれ けん、 五 人ば 

,9 に 十五 そくから とつが ひ 引し ぼ.^、 しばし かた 

めて ゑい やっと 切て はなせば、 あやまた や 次 信が む 
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ないた に はぶ くらせめ て はっしと あた b ちけ ぶ. 0 が 

はっと 次 信 弓矢 打つ が ひ、 たつの 矢 を はなさん ひか 

んと 二三 度 四 五 度し けれ 共 魂 くらみい きも きれ 弓手 

の あぶみ け はなって、 めでへ かつば とおち ける はむ 

ざん な b ける 次 弟な り、 詞菊王 はくびと" t 一ん とお. 0 

立 所に、 忠信 はるかに はなつ 矢が 左の ひざに す はと 

立、 どう ど ふす をのとの 守 船よ. 0 とび を. o、 菊 王が 

上帶 つかんで 船ぞ こへ なげ 入 給へば、 大力に 打 付ら 

れ みおん にく だけて *^、 てんげ り、 是を 見て 年 家の 

軍兵 ふね を乘 すて 我 さきにと、 くが へさつ， 0 打 あが 

る、 兄 次 信が け- フ やうと 忠信 まっさき かけ、 れば、 

わしのお 三郞 しのぶ 兄弟 かれらに つ いいて 源氏の 兵 

かけちがへ 入ち がへ もみに も ふで ぞ 三重 「戰 ひける 

軍な かばに、 むさし 坊辨慶 くび 二三 十 じゅす つなぎ 

にして 引す b 求.^、 詞 討れ しもの \ 追善に くび じゅ 

す を 思 ひ 立、 今少 たら ざれば 奉加に 入て 給 はれと、 

長刀 長の ベ 切て か ゝれば よせて はさつ と 引た，.^ け 

る、"、 しはい 事後 生に 何が おしい ぞ. o、 にぐ る 敵 を 

追 廻し ねお くび 打く びどうぎ b つ、 ぬき、 むれ 高 松 

をた てよ こに 追 返し 追 もどし 打 立- (» き hs ま は る は 


すさまじ か. o- し 三重 「いき ほひな. り 地な みに た い よ ひ 

うせし も 有. o、 ク 人馬に せかれて しする も 有 かな はじ 

と ギ 家の 勢、 とびの 'ふね はお きくかば 陣 所へ 

さっと ひく、 詞辨慶 は 立 返. 0 討 取 首 をつな ぎ そへ そ 

へ、 チ 、是で こそじ ゆす 一 れん 地 H 八 ぼんな ふつ くら 

ん より 後生が 大事な 無 あみだ、 なむな みだ 佛 と念佛 

し 本陣 さして かへ りし は、 あつ ばれいだ 天ば らもん 

天、 詞せ うき 大臣し、 王の あれた る、 すがた も かく 

やらん 

第 三 

地 夕が すみ 八嶋 のうら の 松く らく、 むれ. Q るか もめ 

立 さはぎ とわたる ふねの かおの 音、 しん./, ^-i して 

物 さびし、 ときの こ ゑ も 矢 さけ 火 もい そうつな みに、 

引かへ て、 平家う つ， 0 か はれる き やうが いは、 あすの 

身のう へ おも はせ し、 あはれ もよ ほす おきつ 風、 いそ 

山 ざ くら、 かつち る も、 心 をく， たく、 たねと 成い と 

物す ごき うら はかな、 地色 中次 信が ちう きん 義經 かん 

じ 思 召 今 一 度對 面せば や、 尋來れ と 忠信 仰 を かう ぶ 
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.9 て、 しのぶ 兄お 左右に ぐし なく/ 御陣を 出け る 

が、 いざ 立 わかれ 尋ん、 とし ほやの つじよ. 0 しゅじ 

うは チグ" 三方へ 「こそ はわ かれ けれ； * 地色 中 ま： U 宵 

やみの しほぐ も，^ 浦 さび わたる 春の 夜 は、 心ぞ 秋の 

夕 成す さきの だう の 西 東、 むれ 高 松の 北 南 奥州の 佐 

藤 殿 やお はする、 次 信 殿 やお はする、 君よ. 9 の 御 誌 

にて、 弟の 忠信が 御む かひに 來. 0 しと、 しづかに よ 

ふでと をれ 共 こた ふる 者 こそな かり けれ、 地け さは 

兄弟 つれた，.^ しに こよ ひ はじめて ひ， ゆく、 八嶋 

のな みのをと 迄 もき の ふに か はる、 ひ 地して な ふ 次 

信 殿 兄う へと、 よばんと する もこ ゑた \す みねに ひ 

びく は 松の 風、 外 山の かたに かすか 成 手お ひのこ ゑ 

の 聞 § る を、 うれし やそれ かと はし， 9 よれば むれて 

ともょぶ っま千^111?、 ばつと 立てみ だれ ゆく 後のお： 

t  J ゑす る は、 しのぶが よば ふこ だまに ： 次 信と も 佐 

藤 共、 こた ふる 物 はな かりけ， 9 今 は 力 もつ き 弓の, Q 

るか ひな さに かけめぐり、 な ふ 兄う へ はお はせ ぬか 

次 信 殿 やお はする と、 こ ゑ をば かりによ び 立/、 又 

ふし しづみ なげきけ， o、 地色む ざん やな 次の ぶ 精兵に 

きう じょ をゐ られ、 大事の いた 手と いひながら しに 

百 六十 玉 
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もやら すかた われ 船の かたかげにたい よ ひふして ゐ 

た， 0 しが、 弟の こ ゑと 聞 やう. に は ひ 出 忠信 かと 

聞もう れ しく はし hs よ. 0 いまだ 存命 まします かとす 

が， 9 ついてい だきおこし、 ひたい をお さへ 御手 はい 

かにと とひければ、 今 を 限の 次 信 我 身の ^ilf- はい はす 

して、 詞君 はいか V わたらせ 給 ふ 御身 は 手 を もお は 

ざる か、 地色み かたは 何程 討れ しぞ とた へ ゆく いきの 

下に さへ 弓矢 取 身の 一言と 傳へ 聞. たに あはれ なり、 

詞 忠信 淚 をお さ へ 君 も 我に も 恙なく 軍 はみ かたのせ 

う- 9 な，^、 御供 申せとの 仰せな りぐ し參 らせんと い 

ひければ 地中 チ 、 うれし さいごに 君 を はいし 御前に て 

死す ベ きぞ つれて 參れ とい ふ 所へ しのぶ 兄弟 かけ 來 

り、 とかう しつら ひす さきの， たうの やぶれ どに、 次 

信 をいだ き のせさき 忠信 あと はし のぶが かき そ へ. 

て、 淚に しほ， i たど と ゆく や、 東の 三重 「山の は 

に 月 ほの ぐ、 地色と 出に け， 0 わしのお の 三 郞は次 信 

が 心 ざし、 ち を こそ はわけ ぬ 兄弟と むすぶ ゆか， 9 の 

くさの ゑん、 しがい を収 置く び を 敵に わたさ じと、 

せきく る淚 ももの、 ふの 八 嶋を尋 めぐ， 0 しが、 面 は 

ちに そみ うつぶしに ふした る 手お ひ 有、 是ゃ はとよ 
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く 見れば かぶとの しころ 草す..^ 迄、 ち- 9 つも， 9 たる 

樓花 よろ ひの 絲を うづみ た. 9、 淚に くもる おぼろ 月 

小 ざ くら を どし と 心へ て、 是 こそ は 次 信 殿と いだき 

つ い て 歎し が、 地色 この 世なら ぬ 御こう おんさい ごの 

お供と；：^ やれ 共、 高名 もせ や 相果ば 世の 人口 も 候へ 

ば、 善 敵と 討死し やがて 追 付 奉らん、 今より は 君な 

くて たれに か 見せん わが すがたと、 さし ぞへ ぬいて 

ま へ がみ 切 口 をし わって ふくませ 二世の 契 b のしる 

しぞ、 と 又 さめ とな きゐた， 9 地 かく 共 しらで 彈 

正 太郞、 次 信 を ころし うっぷん を はらさん と、 よは 

に まぎれて あ， 9 きしが 此て い をき つと 見て 詞ャァ わ 

しのお か 君よ， りの 御 誰に は 次 信 ふか 手 をお ふたる よ 

し、 敵に くび を とられ 昆 ぐるし きしに を させんよ- 5、 

腹切ら せく びうって 參れ との 御 事な り、 そこ 立の け 

と 太刀 ふり 上る、 わしのお 手お ひに 立お ほひ ァ、 しば 

らく /--^、 ふかでお ふたら ばかん び や， f:^ せよ とこ そ 

有べ けれ、 腹切ら せよ と は 心得す ことに 忠信 某 を さ 

し 置、 いこん ふかき 貴殿に 仰 付ら れんやうな し、 し 

がい は 我々 かた 付 申す といへば、 偖 は 御 誰 を かろん 

する か、 いやさ 何にもせ よ 次 信が くび 御 へんに はう 


たせぬ とい ふ、 H  、わつ ばめ こしゃく ものと、 地 打て 

か、 る をう け けれ 共さん くにおった て、 はし， 9 か 

へって くびう ち 取 ゆきかた しら や 成に け， 5、 地 わし 

のおつ いいて 立 返-..' なむ 三ぼう、 敵に さへ とらせぬ 

首み かたに とられし 口お しさよ せめてむ くろ を はう 

ぶらん と 引お こせば こ はいかに 鎧に 付た る 櫻 花 はつ 

とちって 小 櫻と 見えし はもとの みやま 木 やくろ かわ 

を どし の鍾 な. o、 釉じ るし をち ぎって 見れば、 能 登 

守の 郞等 つくしの 孫 六安國 としる せ. 9、 ム 、偖 は 次 信 

殿に て はな かりし な、 先 うれしと さして 行し ほやの、 

かたへ ぞ 三重 「歸 b ける すでに 夜半の 時、 申 御 本陣に 

は 義經諸 大名 れつざ 有 次 信が うは さの みい か い 成け 

るふ びん やと、 大將心 をな やまし 給 ふ 所へ 佐 藤 次 信 

を 召ぐ せし と 言上 すれば、 それ こなた へ とよせ させ 

給 ひ 御 ひざ を 枕と せ させ、 借 も-,, - ふびんの もの、 

有さ まや、 いかに 次 信お こと は 義經が 命に か は，^、 

もはや 死せ しと 思 ひしに 生が ほ 見た る うれし さよ、 

心に か、 る 事 はなき か國 もとへ いふ 事 あらば 何事 成 

共 申 をけ、 諸 侍 はお ほ けれ 共 親 共 子 共 某 を、 父の 庄 

司が 賴み しゅへ 義經 もけ ふ 迄 は、 命 二つ もった りし 
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が 只今 汝 にわか れん 事の びんな さよ、 と 御ら くるい 

ぞ 有が たき、 地ゃゝ あって 次の ぶまな こ を ひらき 名 

殘を しげに 御 かほ を 見 あげ 見お ろしな みだ をな が 

し、 一 5^ しとい ふこ ゑ もし どろに、 もつれ かすかな ，0、 

地忠信淚にくれてゐた，.^しが手.ぉひにカをっけんた 

め、 詞 *、 いひ かひな し 次 信 殿、 權 五郞景 正 は 鳥のう 

みに まなこ を いられ、 七日が 中に たうの 矢 を， Q かへ 

ししと 承る、 それ 程 こそ あらす 其な どや 御前に て 返 

答 は宣 はぬ ぞ 、 地色 中恭 くも！ E も と はさう でんの 我 

君、 弓手 はち、 ぶめ では 和 田、 どひ さ 人き むさし 坊 

かう 申 は 弟 G 忠信に て 候と、 こ ゑ を あらげ いひ けれ 

ば 次 信 は 枕 を もたげ、 詞何條 その 景 正に をと る ベ き 

にあら ね 共、 地中 三國 にかくれ なき、 能 登 守の 大矢を 

たいな かに 請と め、 次 信 なれば こュ、 物 をば 申せ、 敲 

みかたの めをさまし、 しかも 我 君の 御 ひざに てし す 

る 次 信が 何に 心 ひかされ ていふ 事の 有べき ぞゃ 御が 

いぢん の 御供して 奥州に 下向せば、 次 信 こそ 我 君の 

御用に 立て、 源平の め を 驚かし 死 たれば、 雪 をれ 竹 

のさ かさまの 世 をば なげかせ 給 ふなと、 隨 分かう か 

う をつ くせよ 人々 かた 見 は nz 比 書 をき て 守 袋 に殘 
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せし ぞゃ、 詞 やれ 忠信、 おとこ はー咼 きもい やしき も、 

地中 わかき とて 人 ゆるさ や、 たんき はみ れんの はじめ 

としれ 君に 不忠 存ん るな、 はう ばい 達に 慮外すな、 野 

中の か いせみ をづ 、しも ひと. 9 はた ゝぬ世 中ぞ、 地 

必人 にに- まれな 親 や 妻子 もつ ねぐ は、 ぷ つつと 

思 ひ 切し かど おんあいの すてが たさ、 ロハ 今の なつか 

しさ 次 信 ほどの 者 なれ ど 兼ての かくご もさい ごに は 

か はる ものと は今ぞ しる、 これ もお ことが 手本の た 

め 語 ひ をく と 計に て、 たへ 入 まなこの 中よ，. >  も淚を 

はらく となが し、 いふべき 事 も是 斗い とま 申て 我 

君 さま、 是迄ぞ 弟ち、 ぶ 殿 和 田 殿む さし 殿 はお はせ 

ぬか、 忠信に めかけて たべな む や 西方み だ 如^と、 

手 を 合め をふさぎ おしむべき はとし の ほど、 册 三の 

まぼろし も八嶋 のい そのな みの あは、 きへ て はかな 

く 成 h- にけ り 忠信 わつ と 取つ けば、 君 を はじめ 舉り 

きんじう しも./ とね り に 至る 迄、 一度に 是は とこ ゑ 

を 上お しみな げく ぞ、 だう， 0 なる、 判官 御 涙の 下よ， 0 

も、 すて はてし 身 もながら へて あれば 有 世に いかな 

れば、 惜 まる、 身 はとい まらぬ いかなる ゑんに か 主 

と 成い かなる もの か 家 八と 成、 か ゝる哀 を 見る 事よ 
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父義朝 はしらね 共、 兄 かま くら 殿 かば 殿に わかる ゝ 

も かく あらん 來 世も必 主從ぞ と、 忝くも 次 信が しが 

いに すがらせ 給 ひければ、 鬼 を あざむく 辨慶 も、 む 

せ 返. 9/^ こ ゑ もお します、 なげきけ る、 地 か、 る 

所へ 彈正 太郎 あはたい しく かけ 來. 5、 詞すは 御大 事 

こそ 出來 候へ、 わしのお の 三 郎は次 信に はなれみ か 

たに 力なき ゆへ に、 - 平家へ ちう しん， 0 存候 其し さい 

は、 只今 敵の しのびの 者 某 討と め 候 所に、 か へ つて 某 

にて きたいし すでに 太刀 打に 及し を、 兎角 切ぬ け 敵 

は 討と め 候と いせんの 首 を さし 出す、 わしのお つい 

でしこう すれれば 人々 一度に はら. 0 と 立 わしのお を 

取 ま はす、 三郞少 もさ はがす ァ、 是々 御 さ はぎ 院な、 

まったく 左様に 候 はす 是 あんざい、 一疋の 馬が くる 

へば 千疋 の^をく る はすと は 御 へんが 事よ、 某 を ざ 

んす るの みかし、 たる 敵の 首 取て、 しのびの 者 を J:^ 

たると はいかに、 彈正聞 も あへ やしからば 汝は 敵の 

首 取 々某に、 何とて 打て か、， 9 しぞ是 二心の せう こ 

といへば、 一座の 人々 わしのお いかにと つめかけけ 

る、 わしのお 淚を はらく となが し 申 上る も かなし 

やな、 地色 中 情の 兄の 次 信が ゆく ゑを尋 出る にぞ、 心 


もみだれ ちる 花に む もれし 鎧 を 次 信が 小 櫻 をと しと 

め も くらみな げき しづみ し 折から、 次 信が 首うて と 

の御諫 なりと て.. ^ ふんじん にき..^ 取て 歸.^ 候、 せう 

こに は 其 首の 口 を わって 見 給へ びんの かみの 候べ し 

と、 申 も あへ ぬに 忠信 口 をし わって 見て あれば、 一 

ふさの くろかみ 有 辨慶物 もい はやつつ と 立、 詞 あん 

ざいが わ だが みっかんで、 ちくしゃう おと. 0 の惡人 

i んだ うする もむ やくの さたと 木戶の 外へ かっぱと 

なげ、 地色 かま ふな 忠信 かま ふな わしのお、 先 次 信 を 

辨慶 がゐん * たうして とぶら はんと、 けさころ も 着す 

る まに 義經を 始め、 大名 小名 殘 h- な/、 しがいに 手 を 

かけ 給 ひけり、 詞辨慶 はじ ゆす をし もみ 汝元 來鐡石 

の ごとし、 極樂 もい や 地 ごく もい や、 しゅらた うに 

と う.？ つし、 討れ てし する 平家の 勢と お ハ途に て も 合 

戰 して、 しゃかみ だのね ぶ， < ^を さまし ゆきたい かた 

へつつ と ゆけ と、 地 だらに 眞言く， 9 かけ/^ よみ か 

けて、 のへに おくれる 春の 夢 さめての 後の 末世 迄、 

詞 ためし まれ 成 ものの ぶ やと 語った へ て殘 b ける 

第 四 ■ 


地 佐藤庄 司の 御 かたへ はなげき を はいか. 9、 忠信よ 

,9 わざとた よ. 9 もせ ざ b ければ、 庄司 一 家の人々 は 

夢にも かくと し b 給 はす、 たいない にて わかれつ る 

次 信が 一 子たん じ や- フ せし を 次^と 名 付、 西國 のた 

よ. 0 をば 明 くれ まちわび 給 ひけ.. o、 地色 中 兄弟 はつね 

づ ねつく. 9 庭 を このみし に、 が いぢん せば 見すべし 

とて さま <\ 'の 木 草 をう へ、 岩ぐみゃ..^水心をっく 

しいか ほの ぬまよ- 9、 ふ よき 松 を 見 立 させ チタ、 

あまたの、 フシ 「にんぶ 持來 る、 地色 庄司 ふうふ 二人の 

ょめ庭に ぉ，.^て見給へ ば、 詞 松の えだち に そま.. >  あ 

けに 成て 見えければ、 人々 氣 にかけ にんぶ を 召い か 

なる 事と ぞ仰 ける、 にんぶ 承. 0 さん 候、 いせん はか 

ろく 見へ し 故にん ぶふた b して 持ければ、 ばつ くん 

おもく してと おとし さきの ぶ は 何事な く、 つぎの 

ぶう たれ てきや を かう ぶ. 5 さん < ^の 事と いふ、 地 

はや 姬 おどろ きゃあ とい ふきが、 り や、 いひ をせ 

と 有ければ、 はて 何と 御 聞な さる、、 此 松の木 を 取 

おとし さきの ぶ は 何事な く、 地色 つぎのぶが うたれ 候 

さ. ためて 命 は あるまい と、 ものが いはせ しつじ うら 
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は 後に ぞ思ひ あた. ける、 地色 中 人々 けう さめ かほ を 

見合し ばし ことば もなか.. ^ しが、 詞庄司 ゑん を 取 か. 

へチ、 めでたしく、 小 松 は 1^ 家の 大將次 信が うつ 

たる ぞ、 地色 悅 びの しゅ ゑん せんとお くに 立 入 給へ 共 

はや 姬 なを も おちつかす、 しょせん わが 兄津 の 三 

郞殿 をた のみ、 此子を つれて さいこくへ くだらん と 

たびの いとなみ そこ/、 に、 次 若 を かきい だき 兄の 

いほりに 忍び ゆきと かく かたら ひ 兄弟 は 西 こく、 が 

たへ， i 三重 「出 羽の 國 

はや ひめ 道行 

なじみの くもの、 あけぼの や、 0:になご，^>てぉもふ 

に は、 さきに わがつ まあと にお や、 おも ひきる せと 

きらぬ せの、 中に 立た るみ をづ くし、 此身 をつ くす 

あはれ さよ、 され ども 津 のとの 三 郞 はいもうと にち 

から を そへ、 つき 若 を あ ひして は、 駄 めだに さめた 

ら、 せな にきつ とお ひのとの、 ねんね こせ/.^、 お 

とせで およれ のい へまい ろ、 の、 へまい ろ、 ゆく か 

た いづこ 水ぐ きの、 を かの くす はら 風 さはぎ、 フシ チ 

ク《 'うらみつ、 わびつ、 肚 中の くはいろ かへ て、 あ を 
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ば 山、 ひくまの のべに たっし かも、 つまこ ひかね て 

かいろと なく はし ほらし き、 男 もやう のころ ものせ 

き、 かすみの せきの な、 へ やえ、 一 地う の 花 まだき 藤 

ち hs て はつほと、 ぎす はつ こ ゑ をし のぶ もぢ すりた 

れ もみな、 きて 見よ かしの、 やつ さしく も、 うきな 

へ だ つるまが きがし ま、 たらち のさと、 か ゑり 見る、 

とま やの をぶ. 9 一  すなを、 一 一つ わ. 9 なる ひたち をび、 

とけて かたりし、 むつごと を あだに、 なすの、 春の 

夢き へつ、 夢の、 かよ ひお を、 我に なき そかな こそ 

のせき 小 チクリ 花の、 なご..^ の あさか 山、 坂が 手 ひき 

あ ふての ぼらり よかの ほんや、 のぼられ じ、 のぼれ 

ばく だる もがみ 川、 を だへの はしの たへ ていつ、 あ 

ふぐ ま 川 を 江戸 フシ わたれと や、 すぎし まろね のうつ 

h> が も、 いさしろ むくの 釉 のうら 戀ぞ、 つもりて み 

なの 川、 そ もや 情の みなかみ は どれ < ^あれつ く、 

つくば ねの みねよ..^ おつる、 たきつな がれ はたけな 

かに、 ひいき を かせに た \ ませて、 ひら もと ゆ ひの 

くろかみ 山 わけ ゆく、 すゑ はむ さしの、、 ァ、 くさに 

あこがれ つゆに ねて、 け ふ 四：！： 五日め になれ し、 ふ 

じさ へ 跡に みか はの くにすぎ てお はりの わたし ふね 


のりて、 はし hN て、 いせ もはや、 とまらぬ せきの ぢ 

ざう だう、 にあ ひ， の、 つま をさづ くる、 ちか ひ 

くちすな くちな ばくちよ わがな かの 戀は、 うつまぬ、 

手 道つ ち 山 や、 あ ふみの 海 ははる ふけて、 み づの見 ど 

b も かげう つる、 しげ b しみね は 八 わう し、 二十 一 

社の かみどころ、 さる はさん わう まさるめ でた き、 

御世の しるし は、 松 もとの、 まつ はする どくやな ぎ 

ははで に 小 チクリた け ま、 しな、 て ふしみ のさと チク 

" 江 口、 「かん ざき にしの 宫、 歌 夕日のに しきから く 

れなゐ に ゆく みづ を、 くい hN/^  くい. o,/\\、  くる 

0 

くるく、 みづ くいる、 かげ ひづた ひの、 さと を こ 

へ 川 を こ へ づ \ 山 こ へ て、 地 谷 を こ へ て も 一 のた に 

まだ 二の 谷 三の たに、 こ ゝも此 たびつ はものの ひや 

うごの、 津ょ， 9 を ひかせの 船 はみ つばの やしまのう 

ら、 浦な みかけて あし ふける しばの いほ b にしば し 

とて、 やど もとめて ぞ やすみけ る、 地色 あるじの 女と 

ぼ そ を あ け 、 詞 此所は 源平の かっせんい まだお さま 

らす、 たこくの 人に はむ ざと 宿 は參ら せす、 何方よ 

とと ひければ 津戸 聞て、 我々 は 出 羽の 國佐 藤が ゆ 

か. o、 いくさの 次第 兄弟が 有樣 きか まほし く はるば 


るの ぼり 候と いへば、 地 かの 女き、 も あへ や 偖 は 左 

樣に候 か、 みづ から は此 所の か.^ 人 鷲 尾の 三 郞と申 

者の あねなる が、 次 信 さまの 御 かげに て 弟 は 源氏の 

さ ぶら ひと 成、 御 おん をう けし もの 候、 い/、 さは ゐ 

まだお はらね ども 平家 は大 かた ほろびし よし、 つぎ 

信 さまの 御 事 は 能 登 殿の 矢に あた .9、 はて 給 ふと や 

らん 開し かど、 女 なれば せんじゃ うへ 出た る 事 も 候 

はやく はしく は存 せぬな. 0,、 いざ 弟の わしの 尾が ぢ 

ん しょ へ i もな ひぢ きに やうす をと ひ 給 へと いへば 

津 よろこび、 しからば 御供 申さん と はや 姬次 わか 

いほ.^ に殘 し、 かの 女と 打 つれて おんしよ を さして 

ぞい そぎけ る 

次 信め いど 物語 

地いた はしゃ はや 姬次若 を かきいだ き、 あるじの 女 

の 物が た. 0 もし 誠なら ばいかい せん、 あはれ いつは 

b なれ かしと たより まつ まの まち ど をく、 釉も心 も 

くづ をれ チタ 《 'てと ろ b 「 ^( \ 'の、 あだね ぶり フシ ま 

くらが うへ に、 地色 こまの あしなみ くつ わの をと に 夢 

さめて、 いほ.^ の 內に入 來るを 見れば つまの 次 信 小 
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ざ くら を どし の もの ゝぐ かため、 しほ <\ 'として 見 

え 給 ふ、 な ふ 我つ まかと いだき 付 うれし、 淚を なが 

せし 地色 下が、 ゃゝ 有て 能 登 守の 矢に あた， 9、 御 さい 

ごと も 聞し ゆへ いかばかり あんせし が、 是は うれし 

き 御 事と あれば、 詞チ、 すでにし なんとし けれども、 

たいないに まきす てし 情の たねの みどり 子に、 地色 中 

心 ひかる ゝ しほ 時の 夜に 三 ど 日に 三 ど、 軍の 隙 はな 

けれども しばし のい とま 給 はりて、 是 迄は來 h 'しと 

さめ- とぞ なき 給 ふ、 地 時に 山な >o 谷 こたへ、 天 

^六し ゆに しんどうして 大地 もさくる ごとくな り、 

地 次 若 わつ となき ければ、 いやくる しからす 又 こそ 

家が よせ 來る、 一 いくさし てかけ ちらさん けんぶ 

つせ よ やと 打 出れば、 1^ 家 はよ せく る 波のお も大將 

を はじめと し、 一 もんの げっけい うんかのごとく、 

しんね の ほこさき がまんの つるぎ、 やいば を そろへ 

あら はれし ジ キ地 そらの けしき も 引かへ て やよひな 

かばの 春の 色け ふの しゅらの 敵 はた ぞ、 太夫 チ、 能 登 

守の， o- つねよ、 謠下 あらもの/^ し 手な みはし りぬ、 

ジキ其 一 念の うらみの やさき、 太夫 思ひぞ 出る 地 だん 

のうら の 二人 フシ 其 船 いくさ 今 もまた 色 ゑん ぶに か 
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へる、 いきしに のうみ 山 一 どうに しんどうし、 太夫 

おん 六よ くの かせ 立て、" キ 生死のう みの あつ ご ほり 

大夫 とくれば みかた、 ジキむす べば敵 ニ人はし，.^かゝ 

つて はっしと うつ、 うたれ て さっと ひくし ほの また 

差く る は 五ぎ やくの 太刀、 なを まう しう の 山め ぐり 

チクリ </^、 めぐ， 0 て 打た ち は、 大 夫地是 ごうしゃ うの 

.9 ん ゑの 太刀、 サ *• ひらいて うつ はく とんの 太刀、 大 

夫 とんで うつ はじゃ けんの たち、 ジキ しんよ く大 夫と 

ん よく 二人 きづな のた ち、 きつ て もつ い てもゐ てもう 

つても た ゆまぬ は、 しんく ゐ ごうの 三こう の、 こん 

はめい どに いたれ ども、 大夫 はく は此 世に とい まつ 

て、 ゑんに ひかれ ものに ふれ、 又 立 返る いそのな み、 

ヮ キ咱， 舟よ. 9 はとき のこ ゑ、 大 夫く がに は なみの たて、 

；, -キ月 にしら むは 大夫 つるぎの ひかり、 ひ キラし ほに 

うつる は、 かぶとの ほしの かげ、 一一 人 水 やそら 'ゆ 

くも 又く ものな みの、 打 あ ひさしち がふる、 ふない 

くさの かけ 引う き しづむ とせし 程に、 はるの 夜の な 

みより あけて、 かたきと 見 へ し はむ れゐる かもめ、 と 

きのこ ゑと 聞へ し は、 うら かせな.^ け， たかまつ に 

高：^ に 木 隱れて 見へ す、 成に けり、 地色 つぎのぶ いほ 


.9 に はしり 入 見 給 ひたる か あの 如く、 日夜の いくさ 

はしげ けれどい もせの ちぎ..^ 此子を も、 あ ひた 見た 

さに 來， 9 しと、 つぎ 若 を ひざに いだきの せな みだに 

くれて 見えに けり、 地 かゝる 所へ 津 HS の 三郞、 鷲 尾 

兄弟 忠信 諸共 歸らる 、はや 姬 はし，. > 出な ふお そか. り 

し、 次 信 殿 も 待 かねて 御 入と いふ、 詞人々 を どろき、 

し、 て 程 ふる 次 信是に 有と は 夢ば し 見た るかう つ ゝ 

かとい へば、 はてさい せんよ.^ 御 出に て 次 若 をて う 

あいしまし ます、 地色 先入て あ ひ 給へ とい ひける に 

ぞ、 なをし も ふしん はれね 共い ほ. 0 に 立 入 見 給へば、 

なむ 三ぼう 次 信が おもかげ は 小 櫻 を どし の もの 、ぐ 

に次若斗ぃだき付有しかたちはなか..^け^'、 はや 姬 

是 はとす が， 9 付な ふ 次 信 殿 我つ まと、 よべ ど 叫べ ど 

こ ゑ もな しもの、、 あはれ のかぎ hv な b はや 姬淚の 

隙よ り も、 くどき 給ふぞ だう， OV なる、 偖 も/^ みづ 

から 程よ にあ さましき 者 はなし、 か b そめに なれ 參 

ら せみと せに たらで わかれし 事、 すぐせ いか 成む く 

ひぞ やせめ て をん あいのよ しみに は 今 一 度 次 若が 我 

つま かとな どや 詞を かけ 給 はぬ、 な ふ 次 信 殿く と、 

かひな きょろ ひに い. たき 付 ふし しづみ てぞ、 なき 給 
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ふ、 誠に ふるさとの 庄司殿 かく 成 給 ふと は 露し ろし 

めされす し、 やがてが いぢん し 給 はんと あけくれ 待 

わび 給 はらん、 是に 付ても 過し 比つ く b に は を きれ 

いに とて、 ふりょき 松 を もとめ 給 ひ、 兄弟が 歸， 9 なば 

ちそうに うへ をき みすべ しとて、 一 あまたの 人夫 持來 

hs おもくて あやまち 仕た. 0 しと、 いひし 詞の氣 にか 

か. 0 心 もとな う 思 はれて、 取 あへ す 上， 9 し： a- むなし 

くなら せ 給 ふとの、 偖 はつげ にて 有しよ な 生 は 死の 

もとい あ ふ はわ かれと いひながら、 思へ ばくかな 

しゃと、 天に あ ふぎ 地に ふして， < ^うてい、 こがれな 

き、 たま ふこと は. o、 せめて あはれ なり、 忠信 淚 をと 

どめ かね、 詞倍 はう っゝ にた まし ゐ のさい し をした 

ひ來. 9 給 ふか、 など や 某に もみへ させ 給 はぬ 兄う へ 

と、 よろ ひに すが. 9 なげく に ぞ鷲尾 兄弟 物にさ はが 

ぬ三郞 も、 小手 草す- 9 に 取 付て 人め も、 わかすな き 

さけぶ め も あて、 られぬ 次第な り、 地色 あんざいの 彈 

正 太郞は 御前に てち じょく を 取、 ぶしの まじ はりな 

ら ざる も彌き やつらが なす わざと、 一 みの あくた う 

引ぐ し 跡よ. 付て 來. 0 しが、 詞 とぼ そけ やぶ. 0 無二 

無 三に こみ 入け る、 心得たり と 忠信 次 若 をんだ きと 
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る、 津戶ぉもてにかけふさが-.:^、ム 、汝は聞ぉょびし 

あんさいな、 うれへ に しづみ しょはみ をく ひ 我々 を 

うたんと は、 おのれ は 命に 持 あぐんだ な、 いくさせ 

まいと せい， 6 んは立 たれ 共お のれ を ころす はねす み 

ぞと、 いふよ b はやく 引つ かみ をつ ぷせ、 そば 成大 

石 をと つて せぼねに どうと をし かけ、 サァ ね. < ^み 殿ち 

う 共い へと、 地 ごく をと しに をし つくれば、 五たい 

くだけて しゝ てんげ り、 なを もす ゝむ やつばら を 四 

方へば つと おつ ちらす、 人々 悅び立 かさなり、 日 比 

のいこん をさん せし 事 まう じ や も 悅び給 ふべ し、 い 

ざ やぼたい をと ぶら はんと かねて 次 信き へした る、 

都法然 上人 も賴み 申さん こなたへ とて、 都路 さして 

上らる、 源平 兩 家の 物が た. o、 もの、 あはれ は 多け 

れ どか ゝ るた めし はしゃう こに も、 又 まつだい にも 

有べ からすと 皆 人、 かんやる ばかりな り 

第 五 

地 四海な み しづかに て國 もお さまる 時津 .$lr せ、 はや 

うちの 使 i して， 原 八 廣綱院 の 御听に はせさんじ、 詞 


_■  I  百 七十 四 

借 も九郞 判官 義經 朝敵つ いたう の ぬん せん を かう ぶ 

り、 八嶋： U ん のうら あか まも じがせ き、 所々 の 軍に 

ギ 家の 一門 ことぐ く 討 ほろぼし、 宗盛 ふし をい け 

取 天下 太： 牛の 御代と； i§ 成 候條、 內侍所 印の 御筘 こと 

ゆ へ なく、 都 へ 入御な し 奉る ベ きょし 謹で そうしけ 

る 、地色 法皇 ゑ いかん あさか らす廣 綱 に 兵 衞尉を 給 は 

り、 源ん 兵 衞と召 るれば、 卿 上 うんかく 洛中 洛外 近 

遠の ぱ姓、 源氏の 御代 は 萬 々歳 千秋 樂とぞ 祝 ひけ 

る 、地色 倍 廣鐧は 御簾ち かく 參 b いくさの 次第 御物 語 

仕れとの 給へば 廣綱 承り、 詞 せんじ もだしがたく 候 

へ 共、 出 羽の 國佐藤 次 信と 申 者、 義經の 命に か はり 

討死 仕 て 候 かれ がしん ぞく 新黑谷 に て 追善の 佛事を 

取 まかな ひ 候 § へ義經 が代參 とし て ゑ か う 仕 ベ き よ 

し 申 付て 候へば、 地色 先黑 谷へ こそと 申 上れば、 尤し 

ゆせ うの 至な. 9 と 御い とま 下さ るれば、 廣綱 は悅び 

の釉 にも あまる 身の みやう がと たいしゅつ、 する こ 

そ 三重 「面目なれ 西の むか へ の、 地色し うんざん 新黑 

谷に は 次 信が 追善 四十 八 夜 もけ ちぐ はんに て はや 姬 

次 若さん けい あれば、 らうに やくなん 女 ぐんじゅし 

て ゑ かう をな すぞ こと は， 9 や、 地色 かくて 法然 上人 は 


御 弟子 あまた 左右に ぐし、 かう ざに あがらせ 給 ひけ 

る 源 八 兵 衞廣綱 は、 義經の 名代に て 大黒と いふ 名馬、 

判官 御 ひざう 有け る を 次 信 度々 所望せ しが、 はう ば 

いの そね みとて ついに 下し 給 はす、 御し うたんの あ 

ま -o- にや まう じ やに おく. 0 ひか る 、と はかの めぐ， 9 

を 三 べん 引て めぐ， 9 ければ、 馬 も 毛 を ふせみ ゝ をた 

れ しほれ しふせ ぃぞ あはれ なる、 詞 しばらく 有て 津 

戶の三 郞參詣 す、 蓮 生 坊座を 立 て ャァ、 御 ぶん はつの 

との 三 郞か我 こそ 熊 谷 入道よ、 命 あれば あ ふたよ な、 

先 此度は 力お として 忠信 鷲 尾な ど は 見へ ざる か、 三 

郞津 といへ 共 さらに 返答せ す、 心 しづかに ゑ かう 

する、 詞蓮生 はら を 立 こり ゃ津 法師と 思 ひ 近付 

を もどす る、 奉加帳 も賴 まい 見ぬ 顏 するな ひけう 者 

といへば、 ェ、 かしまし ひけう と はわ 僧が 事よ、 ム、 

此 坊主 ひけう 者と は 何事 ぞ、 詞 やれ 侍 はな、 親 兄に 

はなれても しがい を をし のけい くさす る をぶ しとい 

ふ、 忠信 鷲 尾 は 次 信が うれ ひ 有と いへ 共、 いくさお 

はらねば はかへ 參ら ヤノ かう いふ 津 111, もし さい 有て 

侍 はやめ たれ 共、 あんざいの 彈 正太郞 とい ふ 惡人を 

うつたる ぞ あつ 盛の 情 か 有、 いやむ じ やう をく はん 
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するな.^0、 てぐんちぅょ..^出家する、 是は 何と ひけ 

うならす やといへば、 連 生 大手 をた、 いて かつら か 

つらと わ^ ひ、 こり やぼん ぶ、 小せ う を もつ て大 せう 

はは か-りが たしく そうか ふよう は 太刀 も 刀 もい らば 

こそ、 地色 念^ を もつ て 切 はら へ ば 力 を も いれす、 Iv 

がいに 敵な く あんやう 極樂 せかいと いふ、 めでたき 

國 の大將 軍と あ ふが る、、 詞是が 何と ひけう 物 かと 

いへば、 時に 法 然聞給 ひ、 津 の ふしん 尤々 ぶしの 

心に て 一筋に ふよう を このまば 其 通、 せ はに も 申 ご 

とく 佛法 とか やらの 雨 は 出て きけ、 地色 ひろく 見る に 

しく はなしぐ そ う 印 を 見せ てうた が ひ を は れ させ 

ん、 是に 立た る 五 りんの ざう 四十 九の あな 有、 是ゎ 

うじ やうの こじつ 能き に 給へ かたぐ、 請 それ 人間 

し、 て 四十九日が 其 間 四十 九 本のく ぎ をうた る、 か 

るが § へに 念 佛壹萬 べんに て壹 つ の あな を ふ さ ぎ、. 

四十 九 萬 べんに みつる 時 五た いく そくし わう じ やう 

す、 地色 中され ば 次 信が とぶら ひも 念佛 のた じな く、 

今日 迄 四 拾 八 萬べ ん くしゃう せ. り、 今壹萬 べんと な 

へな ば此 あな 殘らす ふたがる べし、 是を 見て ほっき 

あれ、 南無 阿み だ佛 とかい ひゃく あれば、 皆 念佛を 

—1S や， — 


津 戶 三 郎   - 

ぞ 三重 「申け る 地 七々 四十 九莴 べん 十 念 を 下し 給へ 

ば、 五ひんのぁなふたが，9てゐはぃょ..^光さし、 五 

. ,.^ん四方へゎかる、と晃ぇけるが、次信がぉもかげ、 

五たい にす ほんく ぎ をう たれ チク 1 うつ ゝの、 「ごと 

く あら はれて、 地色 をのれ とくしゃう 念佛 して 打た る 

釘 は 一 度に ぬけ、 則 往生 極樂 のかた ち を 見せて うせ 

ければ、 さんけいの きせん 一 どうに あっと、 はいす 

る 計な， 9、 地色 律 m- 一  念 ほっきして、 有が たし/^ も 

はやぎ しん ははれ た hN と、 もと. 5"  hv ふつつ と 切て す 

て、 詞 をし はだぬ いて 太刀 を さか 手に 取な をす、 逮 

生 をし といめ 是 何事と いへば gis' 聞て、 念佛 のく. 9 

きに て 往生せ し を 見ながら、 しゃばく がいに へんじ 

もながら へ 何 かせん、 はら かき やぶ b 極樂へ はやく 

ゆかんと いへば チ、 賴 もしき 大く はつの 佛者 かな、 去 

ながらい かに 念锦 申ても、 しゅぎ やうの こうつ もら 

では 往生 は 成が たし、 いやく 一念み だぶ つと 聞 時 

は 十 念 も 一 念い kn 年 千年 申ても 一 念が 大事、 地 そこ 

のけと いふ まゝに 弓手の わきよ. rt- めでの わき 迄 引 ま 

はす、 一 門た もん 出家 達是 は^.^ と 立 さはぐ、 詞 い 

ゃ是 めでたき 往生 かなしむ なと をし しづめ、 地 サァ逮 
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生 只今 ぞと、 けっかふざして 待 けれ 共し なん やけし 

き はな か.. けり、 詞逮生 そばよ， 9 IF- と 主 生 はとい へ 

ばい やまだし なす、 たいないに 人間の 五 ざう 六ぷ有 

ゆへ かそれ 引出せ、 蓮 生 心へ た.^ と、 はらわた をく 

, ^出 すん くに 切て すて、 サァ 何！：、 れ生 はい やまだし 

なや、 ゐ まだに くしん 有 ゆへ ならん さがして 見よ、 

地色 逮生兩 手 を さし 入是 愛に こそと、 ゑん/^ たるく 

れなゐ の 一 つの 玉 を 取 出す、 人々 是 はと 見る うちに 

虹の やう 成お を 引て、 玉 はこく うに 西の そらく も を、 

かけて ぞ 三重 「とびさ .e ける 地 是ぞ我 一 念 の あみだ 

佛、 有が たやと はい すれば 皆 一 どうに らいはいす、 

地法然 わら はせ 給 ひ、 いやく 誠の 佛 ならす、 人間 

しゃう <\" の 佛性は ゑ たれ 共、 ぼんな ふに 引れ 佛心 

をく らま かす、 地色 善惡 共に 一 つなれ 共、 わか るれば 

二つと 成、 詞 只今 去し は 衆生 心 誠の 佛は 念佛 せよ、 

地 J なむ 阿み. た佛と 御手 を 合め せ 給 ひければ、 ふしぎ 

ゃ津 がたいな いよ. 9 又 か、 やくた る 玉 一 つ、 れき 

れ きと あら はれ 出、 うかべる：，^ もも むらさきに 光， c 

を はなちみ へ 給 ふ、 地 法 然御覽 じあれ く 誠の 佛性 

よ、 いせんの 玉 も 汝が心 あの 玉 も汝が 心、 心と： K 意 


識と 云、 善と 成 惡と成 ごしんの み： U 共と かれた. 9、 

今念佛 のく どくに て ゑ どのたい は 離 るれ ど、 いせん 

に 去た る惡 心天に こって お ほふが ゆへ に、 本心ち う 

うのく もに まよ ひ、 我心 我 をせ むと は 見よ く佛法 

もく せんた， 9、 地 ごく も 心 極樂も 心、 うたが ひの 念 

を さ， 0 念佛 せよ との 給 ふ 時、 黑雲 長夜の やみと なつ 

てらいく はでん く はう こくう をく だき、 我惡 心の た 

まし ゐ又立 返る と 見えけ るが、 くれな ゐの 鬼火 車 を 

引ゐぎ やうの 惡鬼 くびき を をし、 雲に といろ き 来..^ 

しはす さま じ、 かり-ける 三重 「次第な b 地 天地に みつ 

る こ ゑ を あげ、 詞抑 我津戶 三郞 がしん はくに やどつ 

て 年 久し、 今 念佛の 光.^ にや ど. 9 を やかれ こくう か 

いに 歸す、 汝も 我我 も汝 た， 9 此車 にせう じて 求れ、 

まかいに ゐん だう して 佛法を やぶ.. H  二が い 皆 我 道に 

引 入れん、 來れ， （  よば はる はなる いかづちの ご 

と くな， 、地色 其 丄 しぎ や 玉 中に 妙 成 こ ゑ 有て、 汝 

何者 ぞ我 は是津 戶 三郞が 心に 住せし 佛性、 汝 又たい 

に やどりし 衆生 心 六 こん 六よ くしん ゐ ぼんな ふしゅ 

らちう どう、 皆是 めに 見み ゝに 聞、 形に ぢ うして 我 

佛心 をく らませ し、 惡心 かたち を はなれて はすみ や 
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かにめ つすべし、 此佛心 はは か.^ なき 命の 蹄 極樂へ 

ゐん せう せん、 來れ / ゝと玉 中より なを も 光明 へん 

せうたり、 詞 其時惡 鬼い かり をな し、 よしく 汝は 

ともかくも 形に ぢ うせし 我 なれば、 津 In- がかば ね を 

取て ゆかんと、 地色み やうく はの 車 をし 出す、 時に か 

の 玉と び 上. 9、 もへ たつ ほのほの 車に うつらせ 玉 ひ 

ける、 地 惡鬼カ を 出せ 共 車 はばん じゃく、 山 をお す 

がごと くにて 兩， 9 ん きしりて はたらかす、 各 あっと 

はい すれば 玉の 中よ. 9 なむ あみだ、 な 無 阿み だ佛と 

十 念 を 下し 給 ふと 昆ぇ ける 時、 津 は極樂 往生す 玉 

は ひらけて み： U 如來、 惡鬼は 二 そん 車 は れんげ、 ほ 

の ほ はす. 《• しき 雲 中に 諸 菩薩 諸佛 らいかう 有、 天人 

をと めぶが く をそう しな、 たび かへ すお み 衣、 なづ 

ともつ きす さ い れいし いはほと 成て 松た かき、 詞今 

にった ふる げんじの 御世 萬々、 歲 こそめ でた けれ 
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義 I- 追善 女 舞 

義經 追善 女 舞 

第 一. , 

次第 矢 立の 杉の ふかみ ど， 9、/\-、 心の まと をい のら 

ん抑相 州 矢た て の 杉と 申 は、 八幡宮の 神木に て、 詞 

一 とせ あその 權 S かみが 吉 れいよ. 9、 力、 かしゅつ ぢ 

んの もの \ ふうは ざしの、 かぶら を けんじて ぶうん 

をい のる に、 1 としてせ う b をチ n シぇ やとい ふ 事な 

し、 地 さるに よって 曾 我の 十郞祐 成、 同五郞 時宗 も、 

しゃう ぞく あらため けっさいし 神木の 左右に 立 わか 

れ、 今 はうな ふの 中 ざし 神靈な ふじゅ まし まさば、 

親の 敵 祐經を 討せ かんおう あやまた せ 給 ふなと、 く 

はんねん かたく 引し ほ h- 手 さ き あが. 0 に 切て はな 

す、 祐成は 一 の 枝 時宗 は 二の 枝に は ひ  > きして こそ 

立て けれ、 チ、 有が たし^ば し、 某 は 一 の 太刀 我等 は 

二の 太刀うた が ひなし と、 手の まひ 足 も 地に つかす 

悅 ぶ心ぞ 道理なる、 地色 時に 鬼 王 申樣、 詞是に 付 吉事 

を 承て 候、 先年 衣川に てうせ 給 ふ 判官 殿の 思 ひ 人、 

靜と申 白拍子 義經 なく 成 給 ひて 後、 かみ を そ h, 衣 を 


百 七十 八 

^vめ妙音比丘尼とひじ..^切て候が、 義經の 御 追善い 

となまん ため、 大礎 小磁の 白拍子 を かたら ひ、 扇が 

谷に て 一 世 一 度の 勸進舞 を 興行の 由、 さ 地色 今日は 御 

敵、 ェ藤祐 經が御 申に て碰倉 殿の 若君、 賴家卿 御 見 

物に 御 出と 承る、 くつき やうの 折で さめれ うか いひ、 

給へ と 申け. 5、 地色 兄弟 彌 いさみ をな し 矢 立の 杉の 御 

れいげん、 はやく も あら はれた， 9 ける かなけ ふと 云 

け ふ 年月の、 むね を ひらかん 扇が 谷た ゝ みかけつ、 

敵 をば、 討ば や 波の よせ 太鼓 こ ゑ を、 しるべに 三重 

「急がる、、 名 も 高 やぐら、 地 天に いの. 0 を かけ まく 

も、 かしこき 御世 や 太 1^ と 二 本 祝 ひに 立に け. o、 偖 

又ぶ たいの けっかう に は、 紅ゐ こぞめ の あげまくに 

錦の 水引 か いやきて、 女 かぶきの さすが また 四 本ば 

しらの ふしな しも、 -フ きふし こめて なまめかし、 見 

物 老若 くんじ ゆして、 色 を かさぬ る. 花道の すぐ 成 御 

代 こそ しられ けれ、 地色 借 西の 棧 敷に は 鎌 倉 殿の 御嫡 

男、 源の 賴家卿 御 年 は 十九 歳、 世 取の 御き. 0 よう あ 

ら はれさせ 御ん せい 有て たけから す、 御座に つ. 《• い 

て 梶原源 太が 嫡子 同 五 景早、 ェ 藤左衞 門祐經 はお 

もてなしの ていしゅな. o、 さじきの 下 前後左右 にぐ 


ぶの 諸 侍 伺 公す る、 偖 又 東の 棧 敷に は、 お 君の 御お 

ぢ 蒲の 冠者 範賴 忍びて 見物 まし ませし、 此蒲 殿は賴 

朝の 御 弟 義經の 兄 君 成 けれ 共、 正直 斗 を 面と し、 人 

の善惡 はに きぬき せす 一 てつむ はう の 我 ま、 故、 時 

のきに あはす して ゎづ かの 所領 を を こな はれ、 か、 

る 物見の 御遊に. も 世に ひ そや か 成有檨 な， 9、 じこ 

くう つれば 諸 見物 はやう 初めい と、 口々 によば 

は. 9 しこ ゑの 內ょ， 0 はやしの やく、 ぎしきた. 5« しう 

立 出て 次第く に 着座す る、 地 跡よ.： >大 失 妙 昔 比丘 

尼、 かう ぞ めの 八と くにす. 0 ゑの 長 けん 扇 たづ さへ 

チクリぶ たいの 「さきに 一 禮し、 色 地し ばし な ひ をし 

づめ、 東西-, /-、 詞偖 憚ながら 申 上 侍 ふ、 此度自 が 

女 風流 御 見物 あられん とて、 れ きくの 御 かた 檨早 

早 地色より， の 御 出 は、 块に あまる あま 衣 返す./,^ も 有 

難く 侍 ふ、 それに 付此 度の 興行、 身命つな ぐ 玉む す 

びに も 又 名 を しられん とに も あらす、 わら は 靜の昔 

九郞 判官 殿に 思 はれ 參ら ォ、 長生 殿の 御 情 躧 山宫の 

さいめ ごと、 きへ て かひな き 水の あは、 衣川の わか 

れ より、 岸に はなれね なし 草、 露 計の 御手 向 もと、 

思 ふに 叶 はぬ まづ しき 身、 哀御 見物の あた ひ を もつ 
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て - 佛を も きざみな き 人の 御 ぼ. たい を 吊 は ん ため、 

面 を さらし はづ かしの も. 9 て あまれる 我淚、 不便と 

思 召れ よと 人め も、 わかぬ 有様に、 見物 くんじ ゆ をし 

なべて 皆々、 釉をぞ しぼ，. y ける、 や、 詞我 身の かなし 

みに 御たい くつ を 忘れた， 9、 借 今日 仕る は、 妻 1  ふ 狸 

と 申に て 候、 則 大磁の 風 折 舞 かなで 候、 地色と かく 

おなじみ なに はに 付、 あしき 事 を もよ しなし の 御 ひ 

いき 賴上 參ら すると、 立歸る はしが、 b よ. 0 大夫さ 

まどう も. V (-' と 一 度に \.- つと ぞ ほめに ける、 地 かく 

てて うし を 取々 の、 酒に 妻よ ぶ疆々 の： みだれ 心 も 

老 せぬ や、/ \ '、藥 の 名 を も 菊の 水、 もうかみ 出て 

友に ぁふぞ 嬉しき 此友 にあ ふ ぞうれ しき、 みきと 聞、 

.c 地名 もこと は， 0 や、 秋風の、 ふけ 共 さらに 

身に はさむ から じ、 こと はり や 白菊の こと は..^ -ゃ、 

白菊の、 きせ わた を あた ゝ めて 酒 をい ざやく まふよ、 

まれ 人 も御覽 すらん 月、 星 はくま もな き、 听 はじん 

やうの、 江の 內の酒 盛 獲々 舞 を ま はふよ、 あしの は 

の 笛 を ふき 波の ついみ どうどうち、 こ ゑす み 渡る、 

浦風の 秋の しらべ や、 殘 るらん、 地色ぎ がくな かばに 

ェ藤祐 經御棧 敷に ゐ たりし が、 ぶたいへ つつと 飛 出 

—I -  1, 
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あら ふしぎ や、 詞 あのたい こや ぐらに あみ 笠き た る 

男 二人ぶ たい をば 見物せ や、 御座に めをはなさぬ は 

くせ 物 あれ 召と れ畏 て、 地色 やりぶすま をつ くり 収ま 

はす、 詞ァ、 是々 そつじ あそばす なと、 地色 飛で おる 

る を 四方よ. 9 かこんだり、 祐經立 寄 見る より はやく 

や あ、 詞ゎ とのら は 曾 我 兄弟よ な、 チ， 合點 たり 大御 

所 賴朝公 は、 ごぶんら がた めに 祖父の 敵、 さるに よ 

つてお 君 をう か， 《• ひ 奉る にうた が ひなし、 猪々 命し 

ら すかな 是々 梶原 殿、 某と は ： 門 なれば ： みと 覺さ 

んも 迷惑な り、 急 度 せんぎ 有て 拙者が あか をぬ いて 

たべ 、 景早 聞て いやさ、 地色 せんぎ 迄 もな し 先から め 

よと ひしめ ければ、 兄弟 大事のば を 見 付ら れ 殊に 君 

をね らふと いひ かけられ、 とかう のい ひわけ にたう 

わくせられ しが、 ちゃくと 祐成 むん じらる、 詞 いや 

是各 は存も よらぬ なんだい を 宣ふ物 かな、 此上 はま 

つず ぐに あかし 申さん 耻 しながら 聞て たべ、 某 今日 

の 舞人大 いその 風 折に 内々 心 を かけ ぬれ 共、 地色 身が 

ひん なれば けいせい にも 見す 力され、 餘. ^つれな く 

候 故せ めて 一 言の 恨 申さん ため、 かくの 仕 合お り わ 

るく 參り あはせ て 候へば、 只々 御し やめん かう ぶら 


お八 ト  —， 

んと 誠しやかにの ベら る、 を、 風 折樂屋 にて 聞 付す 

る/^ と はしり 出、 詞ゃぁ 御主 さま は 誰 人 なれば 名 

もしら すか ほ もみす、 けいせい こそいた せひん な sf- 

とてす て はせ す、 地色 思 ふと 云 人^ へ は 品に よって あ 

ふても やる、 よし は あ ふて やらぬ とても むげない 返 

事 は ； 度 もせす、 大 せいの 人 も 聞に 身が ひん なれば 

女郎が つれない の、 いや 風 折は戀 しらすの 情 しら や 

のなん のど ゝて、 けいせいの ； 分す たる やうの いひ 

分 さあ、 いひ わけ はや^. ^,1 ^や、 どうぞ/^ »1 0 こ ゑ ふ 

る はし、 すん としため に 玉 こぼす 是戀 し， 9 のかん ば 

ん かや、 地色 本よ. 0 祐成跡 かた もな き 事 なれば、 返 寧 

ぐ どっき 見えければ 時宗お つと り、 詞 いや/^ そな 

たの しられぬ 事 も あらん、 かぶろ を 賴み文 を さいさ 

いやら れ しとい へば、 地色 そんなら かぶろ に尋 ぬべ し 

こいよ 竹 之丞、 地色 こいよ/^ とぶ ぶ 下よ h あいと こ 

たへ て はしりく る、 兄弟 はっと 思 ひながら 是々 竹 之 

丞、 詞 そちに 中立 賴し を、 しらぬ といへば 我々 たち 

まも 愛に てころ さる ゝ 、地色た すけ ふ 共 ころさ ふ 共、 

其方 次第と 有ければ 一 め もしらぬ 竹の 丞、 有し やう 

にて いかにもく 私 を、 あの さま 度々 賴 ませし か 共 


惡性 のっか ひすな と、 親方 や.^ 手の 云 付 ゆへ 文の 數 

數火 にくべ て、 中に て 返事 致せし ぞゃ あの さま 達に 

と * か はなし、 いとし ぼ なげに こらへ て やらん せと 人 

の 顔色み て 取て、 しらぬ 事 を も 間に あはせ につ こら 

しげに いひ こなし、 人の なんぎ をす くひに しかぶ ろ 

のり はつ ぞ かくべ つなる、 地 祐經眼 を 見出しな まこ 

しゃく 成う そっきめ、 をのれ がせう こに 成べき か 只 

からめよ と 云 所に、 蒲の 冠者 範賴棧 敷 を ひら， 0 と 飛 

で f、 しら ゑの 長刀 かいこ ふで 曾 我 兄弟に 立 かこ 

ひ、 祐經景 早 を はった と にらみ、 びく 共せば まっか 

うに 切 付、 給 はんいき ほひな..^、 地 兩人こ ゑ を 上 は 

あ、 詞 しれた く、 曾 我 兄弟 を かたら ひ 蒲 殿の 御む 

ほん ぞ、 御^ だん 有 地な と 云 も あへ ぬに 賴家 太刀に 

御手 を かけ、 御き しょく、 か はりみ へ 給へば、 蒲 殿 

御覽 じから くと 笑 ひ、 偖 も. く 笑止 千 萬、 龍 は 一 

寸ょ. り 其き ざし 顯 はれ、 びんが はかい この 中よ.^ こ 

ゑ 有と や、 ゐ こく 本朝に もた ぐ ひなき、 名大 將 とよ 

ばれ 給ふ賴 朝の 嫡男 共覺 、や、 某む ほんの 心 あらば 

か、 る牢人 風情 を かたら 丄べ きか、 誠の むほん 人が 

しりた く は、 是成梶 原祐經 めよ、 く はんしよ はたの 
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しんで ゐん せす 君子 はぎが く をみ すと いへ b、 いま 

だ 平家の よるい しづ まら や、 又 義經が 重恩の 侍 恨 を 一 

ふくむ も 多 かるべき に、 其 用心 もな く あのねい じん 

め ら に 心 を ゆる し、 見物 遊興 に 我 を 忘 る、 愚將 にて、 

源氏の 代 をた もたん と は 心 もとな しお ぼっかな し 柳 

公權が やっこ ははい ぅを盜 み、 張 之定が やっこ は 銀 

器 をぬ すむ、 けいはく しゅれんの ねいじん を 見 しら 

ざる はかな さよ、 詞是 某が け ふの 見物 まったく 遊 輿 

にあら す 地色 天下 をたい せつに 思 ふ 故、 若 か 樣の事 

も あらば とけい ごのた めに 來る なり、 かく 忠節の 某 

を、 あの うづむ し 共め がそれ 逆心と おどろかせば、 

け でんし 太刀に 手 を かけ 誰 をき らん 心ぞ や、 詞 やい 

ごくどうの 祐經 め、 をのれ は 曾 我 殿原が 親の 敵た る 

故うる さく 思 ひ、 鎌 倉 殿 をね らふと さ、 へ 誠せ わに 

いふ、 やくび やうの 神に て 敵 を 取るべき 手 だて、 地色 一 

云まい く此 上に も、 曾 我 兄弟に ゆびで もさせ 某が 

相手 ぞと、 大 長刀 を，^ り 週し び しゃもん 立に 立 給 ふ 

は すさまじ、 かりけ るいき ほひな り、 地 面目なく も 

祐經 はわな/^/, \> とふる ひながら、 申 わけ は 候へ. 

共、 詞所も わるし 折 わるし 愛 は 拙者が おとなしく、 
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地 先 あやま， 9 に 仕らん、 いざさせ 給へ 我 君と 御供 申 

立け るが、 はるかに 行て ふ h- 返. =>、 け ふ 計 は あやま 

る 共い ひ 所でい ふて みせん と、 いかつら しくい ひけ 

れば蒲 殿 腹筋 をよ， 9、 詞ゃぁ 犬の にげ ぼえ せ や 共 か 

へす 時には やく 11 れ、 地いで くけ ふの きり 狂言に 

某が， 魂の 舞、 一 さし 舞て かへ さんと 長刀 取の ベ ふり 

廻し、 ぶたいの 敷板 どうく く、 どうく くと 

なる は 瀧の みづ、 なる は 瀧の 水車 八方 花が た 手 をつ 

くし、 倍 長 事の 御たい くつ 惣 やう さまへの おいと ま 

ご ひ 腰の 週. 0 の 御用 心、 又祐經 ゃ梶原 はくびの ま は 

, ^の 用心せ よ、 あぶない く 追 付/ \ '千秋 樂と、 曾 

我 を 祝て 和歌 を 上、 名 を も 上た る 高 やぐら、 太鼓の 

音 はって てんてん、 てんがら/ \ 'てんがら く、 て 

んカ ら 力 手 力ら. /(^ -I C ほめ .ざ 

る、 人 こそな か h- けれ 

f 1 一 

右 大將賴 朝 卿 四海 太： 牛に 治め 給 ひ、 賞罰 正しく まし 

ませ 共梶原 源太景 末が 嫡子、 同く； 牛五景 早と て、 父 
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に を とらぬ ねい 人の、 フ シ 近習に 有 こそうた て けれ、 

地 其比備 前の 國士 II 備、 雄 宮の祌 職、 大藤內 といつ し 者 

ェ藤 祐經が 取次に て、 御前に 伺 公し ふしぎの 事 を 言 

上す、 飼さん ぬる 七！！！ の 夜 士ロ備 律 宮の寶 殿め いどう 

し、 風 も ふかぬ に祌 木の 枝た、 かふ ごとく 相う ち 候 

故、 ね を ほらせ 見 候へば、 あやしき 箱の 候に 付：： 十 速 

持參仆 候と 御前に さし 上る、 地賴朝 御覽じ それ 急ぎ 

ひらき よ、 畏て 人々 ふた 打 はなせば もったい なや、 

わら 人形に 紙し やう ぞく、 ひたいに 源の 賴 朝と 書付 

むないた ふしぐ つが ひくに 白 羽の 矢 をつ き 立 

て、 朱うる し を もって 八幡の 御 使、 痛の 冠者 範頼敬 

白と 書た. 9 け.^、 武將暫 あきれさせ 給 ひ、 倚 

淺ま しゃ、 九 郞が事 はぐん らうに ほこ. o、 賴 朝が 敵 

と 成べき きざし を 察しち うばつ しぬ、 又範頼 はお さ 

なきより 我 ま、 きすいの いちば..^ なれ 共、 心 あくま 

で 正 成しが あっぱれ 天 まの しゃ うげ ならん と、 仰 

も あへ ぬに ェ藤 左衞門 、み 出、 詞御 れんしの 御中 

を 中 はいかいに 候へ 共、 さんぬ る 比 若君ぎ がく 御遊 

覽の 折から、 蒲 殿 藤が 世，： 1- 共 を かたら はせ 給 ひ、 

御梭敷 近く 収 かけ 給 ふ を 某 梶原寧 をた いし 候 へ ば、 


却て さかね だ， o にし 引取 給 ひ 候、 地色 彼是 存 合すれば 

逆心うた がふ 所な し、 と 率 も あへ ぬに 梶原； 牛 五い か 

樣： 大 下の 御大 事 は 蒲 殿なら めと、 諸大 風 說今存 

あた.^ 候と、 手 を そろへ 讒 しければ 賴朝彌 御機嫌 そ 

； んじ、 天命 しらすの 大惡 人幸賴 家が 軍の 手なら ひ、 

一 梶原祐 經付そ ひて、 をし ょゼ 切腹せ させよ と、 三千 

一 餘騎 をた びければ、 じする に 及ばす 賴家 はう ゐぢ. 

んの 御門 出、 よろ ひに か はる 花 あやめ 蒲の 11 形へ 三 

重 「をし よす る、 範賴 かくと、 地 聞 給 ひ 引う けて は あ 

しか b なん 野合の 見事に しすみ やかに 股き らんと 

二百 餘騎の 手勢 を そっし 伊豆と さがみ の驟 川、 波の 

一 白 はたな びかせ て、 今や を そし i 待 給 ふ、 地 じこく 

うつさす 三千よ き 馬け ぶ， 9 を 立 をし よせと きを どつ 

とぞ 上に ける、 賴家駒 を 一 おんに す、 め、 おおに む 

かって 弓 引 は 其 恐れ 有と いへ 共、 父賴 朝の 命に 塞 じ 

賴家 むかって 候ぞ、 御腹 召 れんに おいて は 御 かいし 

やく 申さん と、 聞 も あ へ 給 はす 蒲 殿 大昔 上、 詞ケ  一一く 

忠孝 有 兄弟 を ほろぼし、 しきょくに おもねる やつば 

一 らを 見し り 給 はぬ 兄賴朝 やわぬ しらが、 地 つぶれし 

一 眼 を きりあけ て 善惡を しらすべ しあれ ふみ ちらせ 承 
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ると、 兩ぢん たが ひに 入 ちが ひお めき さ けんで 三重 

「た、 かひけ る 地 範賴 ぶ さう の 手き、 に て 、自^ の は 

たらき 御家人 も 火水に 成って ふせげ 共、 三千よ きに 

一 一 百よ き传悉 討な され、 今は是 迄と 腹 をき らん と し 

給 ふ を、 めのと 子の 刀禰 川太郞 をし といめ、 H  、いひ 

が ひなし 無赏の 御腹め さんと は、 ロ惜き 御所お かな 

御 命 まった うし、 惡人 共が 行末 を御覽 せんと はお ぼ 

さす やと、 樣々 せいし 天の あたへ と ある ほらに かく 

し 參らせ 我 身 は 小高き 所に かけあがり、 詞淸和 天皇 

のこう いん 蒲の 冠者 範賴が 腹切 をみ て 手本に せよ 

と、 地色 心 もとにつ き 立 十文字に かき やぶり、 太刀 を 

く はへ はるかの きしへ まっさかさまに 落ければ、 う 

すまく 波の そこ はかなく もしが いは しづみ うせに け 

b 、地 よせての ぐん 兵い ち 同に す はや 蒲 殿 討死 ぞと、 

ゑ びら をた 、きかち どきつ くり チクリ さ いめき 「あ ふ 

てが いぢん ある、 地色 偖 も梶原 祐經 はしん がりに とて 

ひかへ しが、 さはな く 祐經景 早に 向 ひ、 範賴は 討 ほ 

ろぼす もはや 無念 ははら した， o、 いざ 此 度の 一 禮に 

大藤內 を 慰めが てら こよ ひ大 礎へ 立 越て、 曾 我 兄弟 

を ひいきせ し 彼 かぶろ め を ひしいで くれん、 尤々 よ 

百 八十 三 
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からん.. o、 くるわ ノ 番 くろが うし 長が 一 家の 女郎 を、 

三： 《 三 夜 あげ づ めと さき へ 使 を はしらせて、 是 やけ 

いせいか いぢん とい さむ 心 も 三重 「なまめかし、 なさ 

けの も .o, の、 下道 を、 地け さ ふみ そむる 新 客 は、 誰 

とか こよ ひね ざ、 はら、 かぶろ の 時に 竹の 丞 とよび 

し 其 名に よ b 竹の、 虎 御： と 改めて 思 ひ よるべの 水 

あげや 大吉 日の 初賣 に、 . 家の 女郎 打 つれて あげ 尾 

揚屋 を 週ら るゝ、 右の あしから、 く. 0 だしあ ゆみ 一 

ゆり ゆって、 ふ 袖 や、 えんでんた b しひたい のき 

は、 せんげんた るお ひさが り、 生れ 付に てつく ろ は 

やすん として 又、 にくげな く、 戀の初 苗 二ば よ. 9、 

松の くら ゐ の そな は，. >  て 三百 六 十餘ケ 日 はチク "お 

隙 「あら じと 祝 ひける、 地 愛に 曾 我の 兄弟 は、 いつ 

ぞゃ 芝居に ての なんぎ かぶろ が詞 一 つに て、 大事の 

命た すか. 0 し 其 一 禮 をと 思 ひ此 所へ 求れ：^ r 早 其 か 

ぶろ は 虎 御前と て、 今日ょ.„^くが いの っとめ水上と 

てざゝ めけば、 兄弟む さ 共よ.^ つかす しゅび もがな 

. ことの、 禮を いはんと 跡に 成 先に 成 付 まとへば、 

つれの 女郎 やり 手な どぞ めきの 者と 心得て、 きの 通 

らぬ うつ じんやと くつ/. — -.' とぞ笑 ひける、 地色 さ， 


れ共虎 はめ かどつ よく、 曾 我 殿原 を 能 見 < が、 はて わ 

る 口 をい はんすな、 すいだて する 男より むくな お 人 一 

がか はいらし よしない 事 をと：， ひすて、 あげ 尾の、 - 

內へ 入に け，^、 地祐成 是ぞ思 ひの たね、 弟に さへ つ， 

つみ かね あれ 聞た るか 時 { ホ、 先度と いひ 今と いひ、 

我 をた すくる 情の 詞、 H  、.¥ 人の 身なら す は、 ； "佼 買 

て禮を もい はんに ひんせん なれば 力なし、 こよ ひ は； 

此邊 にや すら ひ 虎が もど. 0 を待睛 て、 せめて 詞の禮 一 

いはんに 先 こなたへ と 兄弟 は、 茶屋のみせさき御！^^」 

なれと タ ぐれ、 かたに ぞ 三重 「成に ける、 か 、る 所へ、： 

地祐經 a_ は 早 は 大藤内 をい ざない て、 あげ 尾に 入れば： 

出口の 茶屋たい こおろ せ はし b 出、 水上の だいじん； 

さまの みゆきなる ぞ とど さめいて、 やれお 盃 よお 希 

よ 先 ひい や，^ と il- 口野 川、 くす 水な どと もてはやす さ 

はい こつがらき さんじな り、 地 待 まふけ たる 事 なれ i 

ば、 新造の 虎大夫 天し よく 各 鹿 敷に ゐ ながれけ り、 

祐經虎 をつ くぐみ て、 猪々 見事な 新造 じ やが 能々 

みれば かぶろ の 時、 詞 竹の 丞 とやら 名 をい ひて、 一 

め もしらぬ 曾 我 兄笫が ひいきし 我々 に はぢを あた へ 

られ しがな ふ、 世 はしれぬ 物、 御身の ひいきめ さる 一 


^我 殿 は、 す牢人にて余ハ奴はすっき..^祐成、 地义我 

我 はにく まれても、 かねが 敵の 資 物に てけ ふよ.. >  三 一 

H 買 きれば、 たて ふと も ふせ ふ 共、 三 H 三 夜 は 我々 

次第なん とていし- 3 さう ではない か、 かねの 恩の 有 

がた さ、 いふに いはれ ぬ 山ぶ きの 花の 露 はつ は、 

ま はれ /\ との さばれば、 女郞達 興さ まし 鹿 敷 しら 

けて みへ にけ り、 地て いしゅから くと けいはく 笑 

ひし、 これ や おもしろ い 旦那の わるが う、 なら やの 宮 

の 鑭 ぎ 殿へ おみき を さ \げ て 太 神宮 を、 勇めん 勇め 

んぃ ざい さめん とてう し 不服 持て 立、 詞大 藤內氣 色し 

. やいて いしゅ、 ならす の 宮の禰 ぎ 殿と は 某に あてこ 

Z とか、 地吉. 備 fii.>E: の 大 藤內ぞ あなどって けが まくる 

I なと、 眼 を いら、 げ はった と にらむ、 祐經景 早 打 笑 

ひい ゃ是 內、 詞 今時 はやる かる 口にて 誰もい ふ 事 

ill にか けらる、 な、 これ やて いしゅ、 大藤內 は 見 か 

けと ちが ひすん ど 心の やさ 男、 我々 ちそうせ で 叶 は 

ぬわけ あれば、 新造の 虎 殿 は 大藤內 にあ はせんと い 

ふ、 地 虎 はっと 思 ひしが、 さあらぬ 體 にて 座敷 をた 

っ藤內 すが..^ 引 留め、 詞フム 某 を ふらる、 體是 、おと 

ここ そげび た b 共、 地 11- 口 備律宮 のか ぐら 錢參餞 共に 


一打 こみて、 ついけ 買 をす る ならば ふ り 度 て も ふ られ 

一 まい、 よしぶ らば ふれ/、 歌、， S る や こづ まがいと し 

な と いだきつ く をつ きこ かし、 H  、けたいの わるい と 

一 はし， 9 出れば 祐經追 かけ、 なます いさんな 小め らう 

めと、 やに はに 取て 引 もどせば、 す-は 御機嫌が ュ、 二 

一 ねし と 亭主 やり 手 立 さはぎ、 新造の 氣 みじかな だい 

じのお 客 を 何事 ぞと、 た、 みかけて しかれせ 〈虎 は少 

も 驚かす はてけ た、 ましい どうぞい の、 詞 女郎 G 客 

を ふるが 何とめ づら しい 華 か、 地た とひ 身 あがりし 

一 ごけいせ いの 身で くらす とても、 あの やうな かす - 

ねぎに 水上 は賴 はせ ぬ、 大名 高 家の ゐ せいに も 一 

にならぬ はけいせ ぃぞ や、 かうな つた 上から はこ < 

.9 んざ いふって みせ ふ、 あたい ま しけ がら はし 

と淚 をな がす ぞ 道理なる、 地 祐經景 早大き にい かり、 

すいさんなる 小め らうめ しょせん 鎌 倉 殿へ 申 上、 け - 

いせい 町 を 法度に し、 け は ひ 坂大磁 をく ろ 土に して 

くれん、 いざ 立 給へ と 立ん とす 虎が 親方 くるわ 中、 

おどろき かけつけ 何分に もお はらの ゐる やうに 仗ら 

ん、 まつ： 牛お ゆるし 下されよ とお ひざ を だいて わび 

けれ 共、 詞 いっかな いかな、 我々 が 同道の 人 新造 づ 一. 
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れに ふらせて は、 けいせい 買の 一 分た、 すび やくら 

いきかぬ と いぢ ばれば、 地 長 は 虎に しがみ付 やい 愛 

な 女、 かぶろ の 時から かひ そだて 物 いれて 壮 立る も、 

を のれら にか、 らんた め 今から 客に えり きら ひ、 後 

に は 何と 成べ きぞ おわび ごと 申 上、 御機嫌 をな を さ 

ぬかさな く ははし に 引お ろし、 靑 のう れんの すま ゐ 

じ やが とさん <\ 'にちやう ちゃくす、 虎 は ひるます 

顔 ふ. 0 上、 借 情ない しわざ 哉 打て はら だに ゐ るなら 

ば、 腹の ゐる迄 打 給へ かう した いぢに 成から は、 い 

か 成う きめに あ ふとても そこ はいと はす どう 成 共、 

心 まかせに、 し 給へ と聲を あげて ぞな きゐた る、 地 

長者 こらへ す 取て ふみ 付 情なく も 衣裳 を はぎ、 木綿 

布 子 をき せかへ て、 詞某 よく を はなれ かやう の體に 

让， り、 はしへ おろし 候 上 は 御 堪忍 下されよ と、 地 手 

をす つて わびければ チ 、よいき み- ('本 SI- ぞ、 倍 も-: 

はきさん じ 者、 是を 肴に 酒. のまん と、 どっと 笑 ふて 

入け る は むげな 「か， ける しわざな り、 地 はやくる 

わ 中 さた すれば、 我 兄弟 聞 付て はがみ をな しぬ た 

りしが、 五郞 きかぬ 男に て 命の 親の 虎 成に、 はぢか 

かせて は 見て ゐられ じ 飛で 出る を十郞 引留、 51 やれ 


まて 時宗たん きなり、 城と 云 者 は 何事 も 親方 次第、 一 

地 金銀 持 てうけ ださ ねば こち の あやま ，9 そつじす 一 

な、 しづ まれ とせい すれば 鬼 を あざむく 時宗 も、 一 

金鈒と云に行ぁた..^ロI^さぅにこくぅをながめ、H  ， 

たった今 此 所へ 五 千兩， ふったら ば、 其 親方め を は i 

ひま はらせ 虎が ゐ せい を あぐべき 物、 偖々 無念と 思 

へ 共 是非ない. 袖 はふらねば、 うでな ど ふって 歸 らん 

とこぶし をに ぎ. 0 力足、 とがな き 草木 を ふみち らし 

曾 我の B-へ ぞ歸 にる、、 虎が 心に くもで かく、 いも 

せの はし の わたり ぞ め是ゃ戀路の手本ならめと^^2 

人、 した ふて かよ ひけ， 9  一 
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卷 過てよ そのみ やま は 夏木立、 爱は淚 の 時雨して 我 

身一つの 秋の 菊、 骨 我 兄弟の 1^ 上 は 晝は夏 寄し 花 

を 摘、 夜 は 法苹經 をと くじゅして 妻の 河 律の ぞうし 

ん 佛果、 子 共が 行末 げんあん ごせんせ ぅ大 ぼだいと 

ふし 拜む、 很の"^^もくるじゅすの玉にっらぬく計な 

り、 地 か、 る 所に 祐成は 御前に ひざ ま づき、 詞 いつ 


も/^ 同じ 樣の御 そせ うに 候へ 共、 五郎め が 御勘當 

又 地 申.：.： 度 候と、 開 も あへ や 母 公い ゃ是 なふ祐 成、 

詞 きけば 御身 兄弟 は 祐經を 討ん とて、 鎌 倉 殿の 若君 

芝居 御遊の 御座 近く 忍び入 見 とがめられ、 旣に あや 

うかりつ る を 蒲 殿の 御 力、 又 傾城の かぶろ とやらん 

が 情に て 命た すか. 0 歸， C- しと や、 地され ば こそ 自が 

C 巾 々も 云 ごとく、 鎌 倉 殿 は 討 とても 祐經 は， t?2 れ まじ、 

却て 命う しな ひて なげきに 餘る此 ゆが、 思 ひに 思 ひ 

を 重ねさせ なと 兼て 云し は爱 なら やや、 もしもの 事 

の 有なら ば ゆ は 何とか 成べ きぞ、 なげきし ねとの 心 

かや ァ、 情なき しわざ やと 恨、 かこた せ 給 ふに ぞ、 

地祐 成は詞 なくさし うつぶいて ゐら るれば、 地 ゆ 上 

赏て やれ 祐成、 惣て 他人の 恩 を しらぬ 故 親の 恩 を も 

しらぬ ぞ とよ、 蒲 殿 は. T 取の、 道 を 守て たすけ 給へ 

ば さも おげ な 事 なれ 共、 彼 傾城の かぶろ とやらん は 

わらべ 心に やさしく も、 終に 見 しらぬ そち 達が 難義 

を 我 身に 引う け c、 時の 詞の 取合 命の 親と は 其 かぶ 

ろ必 あだに 思 はれな、 君 傾城 はい やしき ものと 人が 

おろしめ あなどれ 共、 傾城に 筋 はなし、 いか 成贵人 

高 家 にても、 世に 落 ぬれば 親 はらから のために しづ 
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みし 浮世の 中、 明 慕 御身 を そばに 置 みれ 共く 見 あ 

かすし、 少の問 もみ へ ざれば とやかく やと 案す るに、 

哀ゃ なかぶ ろが 親の ひめ ごせの 子 を 手ば なして、 あ 

ひたき 時 もえ あはす しど ラ かかう かの 氣遣 は、 子 を 

持て こそ 思 ひしれ 身の ひん 故に なでしこの、 花と み 

る 子を賣 つらめ、 我まづ しきに 引 くらべ 猶思 ひやる 

親心、 ァ 、傻 ましの 人界 やと 聲も おします なき 給 ふ、 

地 女房 達 も祐成 も、 實御 こと は..^ 至極 やと 共に、 ゆ 

を ひたしけ. 9、 地暫 有て 母上 御 守 袋より、 黄金 十雨 

取 出し、 是此 かね はお ことら が 愛 はの 時に とため 置 

しか 共、 其 かぶろ とやらん にや.^ て くれよ、 我.. すの 

命 をた すけし 人に 何事 かおし からん、 傾城の 身 は 何 

事 も、 心に まかせぬ 計に て、 かやう の 物の 入と きく、 

さもし けれ 共と 計に、 わ^ はが 露の 禮ぞ とて、 品よ 

く 云て やられよ と、 淚 ながらに わたさ るれば 祐成三 

. 皮いたい く 手 も、 心 もた ゆる 計 1^ け淚 にむ せびな が 

ら、 是皆 我等が ため なれば、 祐 成拜領 同前な b、 地 

然 らば 急ぎ 大 礎へ 參 b  一  申歸 べしと、 おいと ま 申 

立ければ 母上 後 を 見送 b て、 猪 情 な や ラ つ み く す み 

川津 とて、 三 ケの庄 の あるじ 伊藤の 孫の 上 不便 さは、 
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ゎづ かのこが ね を悅び さらば 供 を もつれば こそ、 か 

ちゃ はだしの 其 有樣、 こ は そ もい か 成 なれの は て ぞ 

と 伏 まろびて ぞ なき 給 ふ、 地 女房 達 立よ b て、 漸す 

かし 慰め 參ら せおく にい ざな ひ 三重 「入 さ 出、 はや H 

はくれ て、 地中 夕す いしき さよせ みせや、 はし， i3- 郞の 

i> 行か ふ 者 は、 旅人 や、 偖 は 舟お さ .iT かたの、 

六 さま 七 さま 八まん くされ 似 八 n、  f/l^ の、 まぶぐ る 

ひ、 くせつの 酒に^る さは、 どろ さに なりて 歌よ ふ 

たと さ、/^、 もど. 0 足して 行 も あ. 0  、 もん： Z を賴み 

かけられて、 つく b やま ひの かくれが さみの 戀風は 

か はらね ど、 位お るれば ちる 花 の 色もう すき ぞ哀な 

る、 地 去， に祐成 は、 大磁の 町に 入よ そながら みて 

ぁ れ ば 、 む ざ ん 成 ^iw 虎 御 前 せ ば き つ ぼ ね に ひ と .9 ゐ 

の、 班 女が ね やのと ぼし 火も淚 に、 しめる うすげ ふ 

b> もめん 小袖の うら ぶれて はだへの 「玉 もく もる 

らん ぞ めきの ざう 人、 地 入 替り立 か は. 9、 大夫 おり 

の 名物 さま 笑 ひが ほが 見ました い、 たばこ 一 ふくお 

ふるまひちん/\■ちがひのか..^枕、 御 めん なれと 遠 

慮な くひ ざに、 もつ」 れつ 寄 そへ ど、 地. 虎 はいな せの 

詞 なく、 押う つぶ.^ てな く淚、 のべの はな 紙 打 亂れ、 


しぼる かひ こそ、 なか， 9 けれ、 地祐 成み るに たへ が 

たく 押 わけい らんと 思 ひしが、 いやまて 今 は 人 多し 

としば しためら ひんる 所へ、 親方の 長者 來 b やい そ 

なびん ぼう 神め、 詞 其身に成てもこ，，.^もせすすねは 

たばって 客せ ぬ 故、 あか 坂の はたご やへ 出 女に うる 

はづな.^、 代金 は 只 十兩請 取てから はわ びら れじ今 

が 分別 所 じ やが、 地 思案 はなき かとい ひければ、 虎 

は淚を 押へ な ふそれ こそ は 望 なれ、 此 くるわ だに は 

なれな ば 出 女 は 偖 ぬ、 下の みづ しのつ とめ 成 サパと 

思 ひ 切った る へ ん たう を、 あか 坂の はたご 尾 聞 幸々 

去ながら、 詞 大名 方のお とま. y に は、 お 杓に 出お 1_ 

に 一 さし ま はねば ならざる が、 何と 扇 は 成 候 か.： ilira 

て、 成程/、 靜と言 名人に なら はせ て、 かたの ごと 

く 舞 手と 云、 いや それ とてもみ ぬ 商 は 申さ じ、 逸然 

らば ま はせ て 見せ 申さん、 迚の 事に つれ 舞に と、 け 

は ひ 坂の しのぶ や b. がかぶ ろ 少將を やと ひに つか は 

し、 いざ/^ こなたへ とと もな ひ、 內にぞ 三重 

「入に ける、 祐成 も、 地と ざまの 者に 打 まぎれ じこく 

うつして 見 給 ふに、 虎少將 しゃう ぞくし、 扇お つ 取 

立 出て、 舞 は 何 を か 舞 申さん 長 聞て、 されば 數々 有 


と い へ 共 ： 年 鎌 倉 殿、 艇 野の 狩の すま ふ 舞、 よから 

めと いひければ 二人 は あっとこた へつ、、 かれう び 一 

ん がの 聲を 上チ. くリ おもし 「ろ ふこそう た ひけれ、 去 一 

間 柬八ケ 國の諸 大名、 いざ 佐 殿 を 慰ん と、 奧 野の 萩 

のか b 衣、 夜晝 七： 0 の 狩 くらに、 ゐ のし、 かの し、 _ 

く  i< むさ 人び うさぎ、 たぬきよ ぶこ. \,ib、 妻 こふき 

じ を、 妻 ごめ に、 其數 あまた かり 取て、 柏が 峠 打 あ 

が. り旣 にしゅえん ぞ初. 9 ける、 ヮキ地 こ、 に、 伊豆の 

國の 住人 三 島の 入道つつ と 出、 いで や 1^ にわ 殿 ばら 

すま ふ 一 手 あ そばせ や、 入道 行事 に參ら んと 太夫 云 

よ， はやく あい ざ はの 彌 七郞、 よきな ぐ さみ ごさん 

な れどな た 成 共 御 出 と、 さそ く を ふ ん で 出た け 

"キ瀧 口 三 郞是を 聞、 お あ ひ 手に とす 、んだ b 太夫 あ 

いざ はは 十五 歲 "キ 瀧 口 は 十八 歲 二人 いづれ もす ま 

ふ は 上手な りつ まど.^ したる 有樣 は、 雲 吹 立る 山風 

の 松と 櫻に 音 立て、 鳥 もお どろく ごとくに てむ すべ 

ばはづ しな ぐれば ま はり、 しばし せう ぶ はつ かざ.^ - 

しが、 彌 七した 手に 成と いろ^,^ 、， はし. 0. てう 

くひ ざ を、 つかれて 彌七ぞ ま" たリ ける" キ 兄の 彌 

五郞 たま， 0 かね、 袴の ひもとく を そしと て 取て 引ち 
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ぎり、 參る -とを どり 出 あたって みれば 太夫 ふん 

ばって、 二 ス山 を をす がごと く な り 彌五 郎手 だれの す 

一 まふに て、 瀧 口が こまた を かき はなじろに ひっすへ 

一 た、 だます に 手な し 大力 も、 枯木 だ をし にた をれ け 

，り、 是を はじめて やぎ 下の 小 六郞、 竹の 下の 孫ん 左 

衞門高 橋の 忠六 兵衞、 ゑび なの 源 八よ きす まふ、 人 _ 

番迄 こそ 勝た. 0 けれ ヮキ 殊に すぐれてみ へ ける は、 大 一 

場が 舍 弟 俣 野の 五郎、 あら 手の すま ふ廿 一 番っ いけ 

がちして く はう げん はきい かめ しげに 立た b け.. T 太 

夫 愛に 伊一 の國の はたがしら、 河津の 三郞祐 重に つ 

くき 俣 野 がくはう げんかな、 小が いな 押 折す つべき 

物 をと 二人 白き たづ な、 ふたす ぢ よつ てし つかと を さ 

め、 ゆらり くと 出た る 姿 さし かたに して ほねた か 

く、 かしらち いさくす そふと くぼ さつな b 成 大男、 

うしろのお. 0 ぼね ほその 下へ さしこみて、 たけ は 五 

尺八 分 年 は 三十 一 一歳な b  、ノキ 俣 野 は 三十 一 歲 みき は 

まさり の 大力 二人 やっと こ ゑ かけ 手 あ ひ をし むん や 

とくんで あてつ、 あてられつ 一 あせさつ となが る 、 

ふせい、 いはほに たてる から 松の、 露 ふきみ-た すに 

ことならす 寵 ぎん すれば 雲お こ. 9 虎 うそぶけば 風 さ 
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はぐ、 四つ 手く づし 五つば ね 六つ もお.^ と 云 物に、 

七 はなれ 八 はなれ はなる、 所 を 河 湾の 三郞、 右の か 

いな をつつ とのべ、 俣 野が まへ ぼろ かいつ かみ、 腰 

も 手づな も きれ て のけと かみ の わげ め に 地 を すら 

せ、 ひつく..^ かへ してめ よ. 尚く  くる. h^./ (^ともつ 

てま は. o、 かた 手 を はなして まっさかさまに 大地へ 

どう ど投 ければ、 さっても おすま ふとったり 河津、 

坂 東 一 の 地 まれ 物ぞ やと 上下 どっと ぞ ほめに ける、 

それよ. いと まご ひ衍 所/^ に歸 さる 、太夫 河津 

の 三 郞祐重 は、 せんだん 藤の 弓 をし にぎ b さびつき 

げ の- iJI にの. 9、 ふし 木 あく 所の きら ひなく さしくれ 

てこ そ あゆませ けれ ジキ 愛に ェ 藤が 郎等に、 近 江 八 

幡 二人の 者 待 まふけ たる 事 なれ は、 一の まぶし を や 

b すごし、 し ゐの木 三本お ひたる かげより 大 のとが 

.^ハ大 ひよ うと ゐる 太夫 思 ひもよ ら ではせ 通る、 二人 河 

^がくら の 山が た ゐけづ ，0 むかば きのき いはをば、 

前へ くつと ゐと をせ 共 智者 はま ど はす、 K?^ 者 はお そ 

れ す河津 弓と 矢う ちつが ひ、 四方 をき つと 見 ま はせ 

共き う 所の いた 手に しゃう ねみ だれ、 あぶみ け はな 

しかつば とふし かりばの 露と きへ うせて、 今 世が た 
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,.=^の手向草とんせぅ、 ぼだいと 舞に けり、 地 祐成間 

に 心み だれ 人め も わかす はし b 入、 な ふなつ かしの 

物語 やと 虎少將 にいだ き 付 こ ゑ もお しますな き 給 一 

ふ、 地畏者 丁 家お どろき 酒の え ひか 氣 ちが ひか 何者 一 

成ぞ との、 めけば、 詞ぃ ゃ是な ふさ はぎ 給 ふな さら 

さら 左様の 者なら す、 しづ まって 聞て たべ、 地-我 は 一 

只今の 物語の 河；^ がせ がれ、 曾 我の 十 郞と云 者 成が、 

虎に ふかき 恩お 故 ほうせん ために 來 しに、 思 ひも 

よらぬ 物語 父な つかし さの あま-り ぞゃ、 又. 子細^て 

黄金 十兩 虎が ために 持參 せし、 これ を 長者へ 參らせ 

ん、 虎に 不便 をく はへ てた ベと 取 出し 渡さ るれば、 長 

は 本より 赤 阪の者 借て 左様に 候 か 我々 も 古へ は 御 家 

のお：.；！： 姓、 御 恩 蒙る 事 なれば 此上は 御ら うくの 御 

いとなみ 仕らん、 追 付 目出度 御 出生 を 松の はの 末-長 

く、 さか ゆく 君 を-祝 はんと 奥に いざな ひ參 一ら する 人 

の 情 も、 世の わざ も 戀のぁ ふせ も 親孝行の まこと か 

ら こそ 誠 あれと て 聞 人、 道に ぞ 入に ける 
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折節のう つ. 9 か はれる 物每 に、 哀は あれ ど 玉 祭る 秋 

こそ まされと 夕 問 慕、 地 蒲の 冠者 範賴 卿、 刀： 輔川太 

郎が 忠節に て 虎口の 難 をた すかり、 しばし 楚 居し 給 

ひしが、 はや うら 盆に も 成し かば、 父義 朝の なき 玉 

を 祭ら はなん ど 思 召、 手づ からと ぼす 燈 籠の、 影 だ 

に 忍ぶ 世の中の さがみ 寺へ と參ら る、、 地 か、 る 所 

に 向 ふよ. 0 牢 人と 覺 しきが、 是も燈 籠 たづ さへ てす 

ひち が ひ 行 あみ 笠の、 めと め を 合せ や、 詞範 賴樣、 

何贫 我の 五郎 か 借々 久し や、 して 是は 何方へ ぞ、 さ 

ん候某 母が 勘當 つよく 屋敷へ もよ せぬ 故、 大 礎の 虎 

け は ひ 坂の 少將 二人が かいほう にて、 宿 も 定めす 候 

が、 今：：！ は 虎少將 河津が 墓へ 參 らんに つれ 立 くれよ 

と- 2- せ 共、 女の 道づれ 人の め 立 もい か ，《-と 存 さきへ 

逢 候、 君に は 何方への 御 越に て 候ぞ、 ヲ 、地 我 も 同 

じョ陰 革、 はかなき 父の 玉^ かくはし つら ひ 出 たれ 

共、 諸 大名の 廟參 にかくれ 忍ぶ も 心う し、 無心な が 

ら 其方へ 此燈籠 を 言 傳ん、 義朝 のみ はかへ 備へ水 を 

もさ、 げ給 はれ や、 1! に 同じる らうながら 心身 をな 

捨られ そ 潜 龍 は 三冬に 整して 陽 來を待 天の 道 明かな 

り、 互に 本意 を 達せん は 只今の 事 成ぞ、 たと ひ祐經 
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大名に もせよ、 此範 よ. 9 がかた うどせば、 Kz 萬騎に 

一 人と 祐成 へ も傳 へて たべ 、愛 は 途中 まづ はさら ば、 

さらばと、 わかれ 三重 

水向參 道行 

ゆく みづ の、 ゐ せきに よどむ、 なみまくら、 く  、り 

まくらに なげし まだ、 うでて P ゆ ふて i どナ てま、 

又 ゆ ひな をす くろかみの、 つとめの なら ひいつ の 低 

の、 いか 成 松 かし ぐれ そめけ ん謠 さきのよ のむ くひ 

まで 思 ひ、 やる こそ かなし けれ、 うきなに も かへ 身 

にかへ て、 いとしき まぶの いとし ぼや、 人のう はさ 

の やえむ ぐら、 フ シ わけて わ けよ き 色 ごのみ、 お んと 

情と、 ふたえ ま は. 9 の 二つお び、 思 ひま はせば 外な 

らす、 そが 兄弟の 父上 こそ 我々 ために はしう と ごよ、 

い、？^ 御 はかに 參 らんと、 虎 御前 少將 はぼたん や は 

すのと うろう を、 心 計の たむ け 草、 フシ チクリ もつ 手 

に 「じゅす の、 露 そへ て 夕日に かさ を、 かたぶく る、 

かぶろ の 時に みしま ゝの、 くるわの そと をけ ふみれ 

ば、 我 身も戀 のす ごも に は をのす 鳥 も ひろ <\ 'と 

のべめ づ らしき 花む しろ、 しいてね たまし をみ なへ 
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し、 女す がた に むらさきの、 ぼうしと みせて はつぎ 

き やう、 ひゆり しらんの 色々 にたぐ ひな じみの、 缺 

ゆかしき そが 菊 を 一  もとおれば、 さっと こぼる、 

露の、 もろ さよめ のまへ に、 むじ やう を つげて あだ 

しの、、 けぶりが くまに なくから す、 いる-の あらそ 

ふこ ゑき けば、 ちくしゃう だう と 白雲の、 入 さの 山 

の 山お ろし、 チクリ ふもとの、 松の 共ャれ に、 えだと 

枝と が、 さら./ はた てう ど、 うつ をと は、 

是ぞ さながら しゅら 道と、 あ をぎ てきけば 水- .- ひど 

りの、 チクリ 雨 待が ほの もろ ご ゑ や、 がき 道 則 まの あ 

たり、 我人 道の 八く の やみ- てらし 給へ と 鬼 々に、 

なきたま よば ふ、 むかひ 小 チクリ 火 は 心、 々に いづ 

この たれ か、 父 をよ ぶらん、 母 を こふ かやい とし、 

妻子 や、 まねく らん、 是を みかれ を、 聞から によ そ 

の哀 にけ ふ もまた、 命の 內と くれに けり あす もや、 

聞ん 入相の かねて 賴ん賴 めゃ賴 め、 女人 成佛 うたが 

ひなき 妙法 連 花の 此と うろう、 もみ ぢが 枝に、 かけ 

をけば、 よるの 錦と てり まある、 光に つれて をん か 

やな、 火 を 取に くる、 虫の 數々 チク. 'かう ろぎ、 いと 

ど はた-/^ や、 いなばの いなごき， す 、りん- 


ち り 八 /\/^、  ちろ， ft- となく 松虫の、 こ ゑ もす い 

しきす い 虫 や、 ながれの 身に は 聞もう きな のく つ わ 

虫、 空 おそろしき 秋げ しき、 雲お さまって 天た かく、 

銀河 は 空に よこた はり、 妻 まつ ほしの、 中空に、 西 

へち ろり、 東へ 小 チタ" ちろ りく/.^、 と^ 半の あ 

げ はの、 はっとた つて は 又 飛 あつまり をのれ と、 を 

のが 夢 さます うつ、、 共な し、 まぼろしの、 うきよ 

なりけ り^々 よ、 市し ば はこぶ しづの めが、 露の 高 

が や 押 分る、 歌 みのも 笠 も ぬれし ほ たれて それや 皆、 

たれ も戀 にあ かで な あゆむ、 身ぶ りの い たづら や、 

あだな 立け せ 秋ぎ りの、 ふかき 思 ひの 中 村の、 里 も 

ほのかに みへ そめて、 心の たづな 心の こま、 むち を 

あげたる 半月に あれと、 ゆびさす はちす ばの うら ぼ 

ん まつる てらの なや、 法の しんにょの 玉手箱 はこね 

の 山に ぞ 三重 「着 給 ふいで や 其 比、 地 r; 藤 祐經が 嫡子 

犬坊 丸、 箱 根の 別當を 師と賴 みけ ふ 入 學の吉 =  1」、 

さも 花やかに 取つ くろ ひ 寺 入と- J そ ざ 、めき けれ、 

地師 S 御坊への 送り 物、 兒 法師 F々 へ も 近ば-の 小 藤 

太 八幡の 三郞 取つ くろ ひ 披露す る、 大勢の 兄で しょ 

り はるか 上座に 犬坊 丸、 机に か、 れば 同宿 共 偖 も 御 


きょう 御-りはつと、 からす を さぎ と へ つら ふ 1^、、 

時宗 はべう さんの 道に て 此由を 聞、 直に 當の 御坊 

へ 行お 禮 申と つつと 入 奥へ つか/ \» 通る を 見て、 兒 

法師し ゐ く、 といへ 共き かぬ かほに てよう しゃな 

暑 

く、 犬坊が 上座に ひざ を まくって どっかと なをる、 

近 江 八幡 氣色を そんじな ふ /(»、 詞是 はェ藤 左衞門 

殿の 御 息 犬 坊穀、 今日 始 てお 寺 入 成に 近 比 そつじし 

さられよ といへ 共、 地 時宗 少も をく せす 一 一人が 前べ 

雨足かぬ つと 出し、 ひざ 打た、 きから くと 笑 ひ、 

詞ヲ 、犬坊 にもせ ょ猿坊 にもせ よ、 學間 所に て は 兄 

でし 上座 をし める 作法な り、 別當の 弟子 中に 此は 

なよ， リ此 座敷に 先輩 は ！ 人 もな し、 地 たった今 寺 入 

して、 れ き/^ の 兄で しの 上に なをる はすいさん ぞ、 

某 は師の 御坊より とつと むつ かしい 兄で し 也、 手 習 

に ぶ せ い な. らば 此、 にぎり こ ぶしに て、 めはなの あ 

ひ を 五十 も 百 も はって/^ はり ま はし、 其 上に 机 を 

おはせ 相弟子 中の げた ざう り をな を さすろ、 ぐつ 共 

い へ ばた 、 き， たす し やうね に 入て しつ かとなら へ 

と、 はった と にらみ 付ける はに が/^、 敷 こそ 見え 

に けれ、 地 近 江 八幡 聞づ らく はてに が 口い ひな 兄で 
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し 哉、 詞尤 師弟 同門の 禮儀 有と い へ 共、 金銀 祿 をお 

もく すれば 大勢の 兄で し を もこへ、 大事の 秘密 秘傳 

を傳受 する ためし 有、 是、 此方の 若殿 はけ ふ始 ての 寺 

入 なれ 共、 谷の 十 年に もえせ ぬ 鱧 物 を 只 一度にい る 

る 成が、 何と 此 まね は 成まい のとい へば、 五 郞ゐ. た 

け 高に 成 やれ、 君子 は 鱧 をお もんじ 小人 は祿 をお も 

んす、 知行 兼備の 別 當の坊 が、 なん ぞゎづ かの 包金 

にめ がくれ 道 を そりゃく にし 給 ふべき か、 地 いろは 

のい の 字 もしらぬ わつ ば、 上座 はすいさん はやくし 

されと きめ 付る、 犬 坊も色 を かへい や、 いは すれば 

いふ 事と、 何と いろはの いの 字 もしら でと は 我 を あ 

などって いふか、 ヲ 、詞 よいが てん 多分お し b やる 

まい、 祖 しったら ば 聞て 見よう いで 其 いろは は 何と 

M と、 はて 子 IF らしい、、 はいろ よろ +1ょ よ： こ 可 

が 有、 時宗 腹筋 をよ つてされ ば こそ ヲ 、しらぬ 

も 道理、 いで 汝が檨 な 初心 坊には 兄で しが ひに とい 

てきか せん、 やい、 それなる 愚人 共 もよ つくき け、 

惣 ていろ はとい ふ 事 を をろ そかに 思 ふか や、 地 抑 文 

字 は 義理の 器に して 其 中に 妙義を ふくむ、 先い の 字 

をのぶ るに 左の 點は念 をお こし、 筆 を 立る 所 かろく 
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して、 すめる が 故に 天 也 il 也 父な. o、 右の 點は心 を 

といめ て 筆 を 押 へ 、納 る 所 を もくし て に ご るが 故に、 

是地也 陰 也 母 也、 兩點の 問 諸 法實相 中道に して、 萬 

物 其 中に 生す、 天竺に て は 阿字 第一 命と とき、 あう 

んの 二字 を 一切 有情の 父母と す、 されば 天竺 は 能 生 

の國 なれば、 本佛 堅固の 阿字 を 以て 最初と し、 諸の 

文字に 阿字 を そな へ て 五 昔 有、 あいう ゑを是 な..： >、 

倭 國は所 生の 國 なれば、 根本 を収 ていの 字 を あら は 

す、 是 によって ギ聲 はたい しくして を. たや かなり、 

上 1  ぽ ははげ しう して あがり、 去聲 はすんで 遠く 入聲 

はな をう 》:! てつ い まれ h -、 是皆 いろはの いの 字より 

卞 4- おこ b、 語默 作々 起居 勸靜、 三世 生死 いろはに 過 

たる さと. 0 なし、 是を もしらぬ 愚 蒙の やから、 兄で 

しょり 上座の く はたい とこぶし ふ. 0 上犬坊 が、 ひた 

い あたまの ようしゃ なくた、 みかけ 打ければ、 近 江 

八幡 太刀お つ 取の がさ じと ひしめ く 所へ 別當 あはて 

て 走. 0 出、 詞眞 平， （>  御免な されよ き やつ はかくれ 

もな き 一 てつ もの、 愚僧つ とめの 內 ならす ば 何し に 

座敷へ と をすべき、 とかく 御腹 ゐ せに はいか-粋 成 共 

某 をう つて 御 堪忍 下されよ と、 地 手 を 合わび 給へば 
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五 郞聞も あへ やい や /^-、 詞笫 子の か は.^ に 師匠 を 

打す る 事 や 有、 師 のために こそ 命 はす つれ、 打て 腹 だ 

にぬ るなら ば 某 こそ 相手よ、 いか 程 425. 共うて や， C 

犬坊 と、 顔 さし 出せば 犬坊 一お を もってう つ 所 を、 ひ 

っはづ ひて 小が いなと.. >  四 五 間、 取て なげにけ， 9、 

近 江 八幡い か をな し、 みおん になさん と 飛 か、 る 

二人が うで ぼね むづと 取、 すしな やつめ がう で だて 

と 大地へ どう どひし ぎ 付、 ほね 八 \ ふしん 、みおん 

にく だけ 五臓 六赌ー つに なれ、 ゑいく と 踏つ くれ 

ば 目 口よ， り 血 を はき 終に むなしく 成て げり、 地 さあ 

あら じ やうら いの 玉 祭 はすの は 笠に あさが らづ え、 

白瓜 馬に そ， フ めん たづな 視ふ てさし さば I さしと、 

二人の しがい を かたに 引かけ 佛殿、 客殿く. 9 はか は 

ら かけ ま はって かつば とすて、 どっと笑ふて歸，.„^け 

る 是ぞ手 がらの いろはに ほへ と 又、 祐 經が榮 花の は 

な、 ち b ぬる を わか 今の is^ 賴 もし、 きみよし、 心地 

よしと て 聞 人、 ゑみ をぞ ふくみけ る 

第 五 


毫 

建久 三年 初秋 三 五の 月 寒く、 さながら 物の かなしき 

にいた はしゃ 河 律の 後家、 祐成 をい ざな ひ 池の 汀に 

欺- 靈棚 をし つら ひて、 百味 西藥の 甘味 をつ くし フシ 

ゐ ますが ことく 祭らる、、 地 蒲の 冠者 範賴 も、 父義 

朝義. 牛 朝 長義經 の尊靈 を、 同じく 祭らせ 給 ひければ 

虎 御前 少將 も、 顏打 かくしょ そながら 水 を 手 向 ゑ か 

う チク. -有 殊勝 に も 亦 哀な， 0 地 母上 淚 なが ら ャァ祐 

成、 乍 範賴欉 にも 閉 召させ 給 はれ、 かば か.^ ふか 

き 親子の 中、 いか なれば 五郎め 母が けう くん 聞 入す、 

をのれ が 身に は勘當 うけ ゆに は 腹 を 立 させて、 か欉 

の 時に も 出合ねば、 我く るし さは 外に 成 不孝の つみ 

に しづまん かと、 不便に もまた にくしみに、 むね を 

いたむ も かれめ 故ヲ 、情なの 我 子 やとむ せかへ， 9 て 

ぞ なき 給 ふ、 地 蒲 殿御 涙ながら 實尤な 去 ひがら、 

わかき 者の 事 なれば 先 勘當を ゆるされて、 自然に 異 

見 申されよ、 我 も 共々 なだめん にと 宣 へば 母上 は、 

徵 有難 き 御 仰 やと 言す て 袖 をぞ しぼらる、、 地 角 て 

たそがれ 過る 比 池の 連に 風 落て、 こぼる \ 露 かなき 

玉 か、 けした る 姿よ- j:  くと、 杖に すが. o、 よろ ぼ 

ひ 出、 あら ゑんぶ 戀 しゃ、 中 有に 迷 ふまう しう の、 
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しん ゐの 霧に とおられて、 わた，.^ もやらぬ みつせ 川、 一 

河津が ゆ. うれい 成け る は、 なつかしの 人々 やと をし 

うつぶいて ぞな きゐた る、 地 老母 夢の 心地して こ は 一 

そ も 誠 か 夢 成 かと はしりよ らんと し 給 ふ を、 祐 成し j 

ばし と を さへ、 ばう こんゆうれ いなど 申 はめに は 一 

♦ み へても 取べき かたちな し、 皆 一心の てん. たう 御 そ 

ば 近く 寄 給 はい、 忽 きへ うせ 給 はんに、 只是 より 何 

に て も 御，^ を か はされ よ、 # はせ きく る 涙 を を さ へ 

借淺 まし ゃ河津 殿、 一 しう き 第三 年年 忌/、 御 命日 > 

朝晚 つとむる 經 * たらに 殘 るかた なき 吊 ひに、 何に か 

念が ひかされて かくは 迷 ひ 給 ふ ぞ とふ しまろ びて 

ぞ、 なげかる ゝ、 ヲ 、年 □：! の 施 沸 供養 更に をろ か は 一 

なけれ 共、 一 つの さは. 0 有 故に、 佛事 法事 も あだ とー 

成よ みお-の 闇と 成 はと ある、 してな ふ 其 さは h- と は 

いか 成 事に て 候ぞ、 我 身に 叶 ふ 事なら ば 命に かへ て 

も かなへ 申 さん ヲ 、嬉しく もい はる、 物 哉、 いやさ 

はりと て 外にな し、 し、 て も 迷 ふ 子 故の 閣、 いづれ 一 

をろ か はな けれ 共 五郞は をと 子の 事 なれば、 i せ 葉の- 

一 蔭で も か は ゆきに、 御身の 勘當 ふかき 故 方々 るら i 

の 身と 成て、 なげきかなしむ 五郎が 淚我 さきの 世の 一 


義經迫 善女 舞 

迷 ひとなる、 急ぎ 勘當 ゆるされよ 忽我ほ 成 佛ぞ、 若 

さもな く は 無 間 に しづ み惡 鬼の ほこに つらぬかれ 

ん、 うかめ ふ 共 しづめ ふ 共、 おことの 心 1 っぞ ゃァ、 

淸な. 3- くるし や， こさ もた へ 難き こ は 色に、 母 はき も 

涫 、ひもき へ な ふ 五 郞 を勘當 致せし はさら/ (^にくう 

て ふけう せす、 不便の 上に 不便 さの 餘. 9 ての 事ぞか 

し、 何が 偖此上 は勘當 ゆるし 申さん に、 迷 ひの 雲 を 

打拂ひ 成佛し 給へ 河津 殿、 やれ 祐成 五郎 を はやくよ 

びよ せよ、 勘當を ゆるさん に フシ はや と宣 へば、 

地 嬉し さ餘. 9 時宗 は、 父 ゆうれいにば けたる 事 はつ 

たと 忘れ はしりより、 偖 有難き 御 赦免 やと 母上に す 

がりつ く、 母は與 さめ こ はいかに と、 おどろかせ 給 

ひけ h -、 地 其 時 蒲 殿宣ふ は尤な b 去ながら、 詞內々 

五郎 某に 檨々 に賴む 故、 祐 成に 心 を 合 かくはた ばか 

.0 申せし ぞ、 地 一 つ は河津 追善の ため、 又範賴 にめ 

ん じても とかく ゆるして たべと あれば、 何が 借 女と 

て も 一度い ひし ことのは を、 いかで かたがへ 申べき 

もはや ゆるす ぞ五郞 やれめ づ らしゃな つかし や、 ち 

ぶ さ をく はへ し 箱； 土が 加 程に 成人し ける かや、 河津 

殿の ゆうれいと 見ち がへ たる もこと は ぞゃ、 よく 
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もく 父上に おもざしの 似た るかな と、 鬼の 樣成時 

宗が ゆうれい 出立 を その まゝ に、 ひざに 引よ せな で 

さす， o- いとしの もの やと あいし 給 ふ、 を や 子の 中 こ 

そわ. 0 なけれ、 祐成 あま. 9 のうれ しさに まづ. /^こ 

なた へく と、 をのく ともな ひま いらせて 屋 かた 

のうちへ 三重 「い. 0 給 ふ かゝる 所へ 地 梶原平 五景早 

ェ藤左 衞門祐 經駒を はやめ 大 をん あげ、 詞ゃ あく 

曾 我 兄弟の 者 共 を のれら は 先年 蒲の 冠者 範賴 へよ し 

なきむ ほん をす ゝめ、 何 心なき 蒲 殿 是非な く はら を 

きられし 事、 是汝 等が ゆ へ なる に 其 わき ま へ もな く、 

を のれら ゆう/..^ とながら ふる 段 ひけう しごくの い 

ぬ 侍、 もって は 蒲 殿の 敵 同前く びうって 參れ との 賴 

朝 公の 仰な， 9、 地 異義に およ はゝ からめ 取し ばりく 

び を はぬべき ぞと、 みだれい らんと しける 時 蒲 殿つ 

ゥと 出、 詞ゃ あめ づ らしゃ 兩人、 何とい ふ ぞ範賴 が 

はら をき. 9 たる ゆへ、 兄弟 を も 討ん とや、 やれ、 汝 

等 ごときが ざんげんに て 切腹 をす る 此範賴 にあら 

t 某 かやう にながら ふるから は 兄弟 討 せんやう は 

なし、 地 いでく 兄賴 朝の 御前へ 汝等を つれて 出、 

始終の 段々 言上 せん 我に ついて 來れ やと、 かけ 出 給 


へば 兩人 はっと おどろきぎ やう てんし、 借 は 御 堅固 

にわたら せ 給 ひめで たう 候此段 を、 急ぎ 君へ 申 上よ 

ろ こばせ 奉らん と、 駒 ひつ 返し 行 所 を どつ こへ やら 

じと 時宗 は ゆうれい 姿 其 儘に て 大手 を ひろげ おつか 

くる、 祐成も 追掛祐 經が乘 馬の、 尾 づゝを 取て 引け 

れば屛 風 だ をし にかつ ばと ふす、 され ども 祐成高 も 

も を 馬に した、 かけつけられ、 暫 しょろ ぼ ふ 其 隙に 

祐經 馬に 飛乘て にげて 行衞 はな かりけ り、 かゝ つし 

所へ 時宗 は梶原 をのせ ながら、 おなじ 馬の 三づ にの 

,0 むち をう つて 乘か へす、 範 賴御覽 じいし くもした 

,9 でかした. 0  、 さは 去ながら 祐經め を 取に がせし ほ 

ゐ なさよ、 明年の 夏 鎌 倉 殿 ふじのみ かりの さた あれ 

ば、 和 田ち 、 ぶに 內 通し か，. >  ばに て 討す ベ し、 先手 合 

にしゃつ め を 討せ めての 事に はら をゐ よ、 忝し と祐 

成は竭 上成梶 原が、 腰の つが ひ を ざんぶと きって 落 

る 所 を 時，：； r 飛かゝ つてむな 板 を さしと をし く、 

我き たりけ ろしに しゃう ぞく 梶 原が しがいに きせ、 

追 付祐經 送るべし めい どの 先立せ よ やとて フシ どつ 

と 笑ふぞ 心地よ き、 地 母上 は御覽 じて、 身よ.^ 出せ 

る 科 なれ 共、 玉 祭の 折からむ やくの せっしゃう あさ 
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ましし、 もはやし んゐを ふ. 0 捨て、 靈に御 ゑ かう 

せん 實尤と 谷、 御經 とくじゅ のこ ゑの 中く まなき；：！： 

の 雲間より、 河 津の姿 かげの ごとく あら はれ 給ふぞ 

三重 「有難き、 妙なる こ ゑに て、 地 それ 本有圓 成の 都 

に は、 苦と してす つべ きもな く 集と して 取べ きな し、 

怨と成 親と 成皆是 かり のた は ぶれ ぞゃ、 汝等 孝心 

ふかき 故 我 天上の 果を うけて、 宮殿の 壽 仙と 生る 

猶も 現世の 武名 を まもり、 未夾 J は I 連 並 座の 契 b を 

なさん と宣 ふ み - j ゑ もしら 雲 に、 法の 月輪 天子と あ 

らはれ 光明 四方に ち b しきみ、 香の かほ.. 0 につ、 ま 

れ雲 がくれ ゆく 天津 {4|、  ：5 利 天上 有頂天 梵大宮 迄 も 

の \ ふの、 ほまれ を あげし 曾 我 兄弟 親孝行の とく ゆ 

うは、 く はう だいむ へんむ h- やうの ゐ き 文武 はん 

じ やう 萬々 歲の秋 津國を さまる、 御代 こそ めでたけ 

右 此本者 依 小 子 之 懇望 附 秘密 昔 節自遂 校合 令 開 

版 者 也 加賀掾 

二 條通寺 町 西へ 入 町 山 本 九 兵衞刊 
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愛染明王 彰向松 
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愛染明王 影 向 松 

上之卷 


加 賀掾直 正本 


序 五大 明 王の 中に 愛染明王と 申 奉る は 赤色 御 尊體御 

手に ちゑの 弓 を たづ さへ、 方便の 矢に て惡魔 をが う 

ぶく し 給 ふ、 去に よって 信心 渴 仰の 輩 は、 衆人 愛敬 

の 幸 を 蒙る ことか はけら に 火の 付よ h- 利 生な をし す 

みや かなり、 こ、 に 美 濃 國の大 守 右 京大 夫 政 もとの 

商 子、 修理 ノ佐政 方と てチ n シ はつ めき りゃう、 すぐる 

れば、 地 つぎめの 參 內っゝ がな く 都に 月日 を 重ぬ る 

中、 御 父 政 元 御 重病と て 飛脚 かさなり 來 りければ、 

取 物 も 取 あへ す 本國に 下向 あれ 共、 御 しにめに さへ 

あ ひ 給 はねば かひな きうれ ひに しづみ 給 ふ、 御繼母 

妙 壽院と 申せし は、 邪智 とんよ くの 惡心 にて、 詞も 

とがる けんさき 船 家中 か ぢをぞ 取 かねけ る、 げ にや 

く はう いん、 地 矢の ごとく 程なくけ ふ は 政 元の、 御 

r>5:i: 成と 施行 を 引せ 給 ひければ、 きかつに 及ぶ ひん 

者 乞食 我 も 「/^と あつま.. M し 施行 を受 て、 歸る跡 

へ を くれば せに 窗： R 一  人 杖に 任せ； ".s; ね來 ひ、 詞御施 


行 を 下さる ゝ おやかた は是 かじゃ 迄と、 地色 政 方 御繼： 

母お はす 共 しらで さぐ b 足して 行ん とす、 繼母見 給 

ひ 偖 ぞんざいな 盲人い かにめ かいが 見へ ぬと て、 大， 

かたさと b も あら ふこと あれ 追 さげよ 畏て 中間 若 等， 

立 かゝ. 9、 さが， 9 ませい と 追 さぐる 國 家老 治 郞大夫 

こと  敷 こ ゑ を 上、 詞ゃぁ 推參也 土め くらめ、 目 

くらなら ばめ くら の檨に 遠慮し て尋る はづ、 必定 を ； 

のれ はまい すめ くらの こじきめ くらめ、 ぬすみ か は 一 

きに 來 つらん やい、 忝くも これに 渡らせ 給 ふ は當ー 

國の御 あるじ、 右 京大 夫 政 元 公の 御 後室、 同く 御代 i 

繼政方 公定て 聞 も 及びつ らん、 御 後室 は御繼 1^ たれ 

共 道の 道た るお 心から、 大 殿御 死去な されても なさ 一 

ぬ 中のへ * たてな く、 御先 腹の 政 方 公へ 御 かとく を ゆ- 

づら せられ、 親 殿御 追善の 其爲 にかく 御 施行 を ひか 一 

る 、所に、 地色お 國の粟 を はみながら 指當 つたる 慮外 一 


者、 あれた ゝき だせ 打 だせと あら ゝ かにい ふした よ 

り、 なを 聲々 にの、 しれば うろ- (-、 きょろ/^ ど 

うてんし おゆるし なされ 下されよ とわな ふる 

ひゐた.^>け.^>地色政かたしばしとしづ め給ひ、ァ 、 さ 

一 なせ そく かれが 眼 見へば こそ、 慮外 者 共い ふべ け 


れ、 官 者と 瞽者と を 見て はなれた. 9 とい へ 共、 必立ー 

てはいす といへ..^、 其 上 父の 御め い 日 何程の こと あ 一 

れば とて、 ゆるして 施行 を とらせ かへ すべし と、 大 

檨成詞 を 聞 繼母面 を や はらげ て、 偖 も/ \» 若殿 はよ 

ふこ そ 心 付ました、 親 殿に 別れて より、 月 共： n 共 ひ 

と， 0 大 じに 思 ふそな たの 前へ、 慮外 者と 思 ひし 故 御 一 

めい 日に あられ もない、 よしない つ み を 作. 9 たり ァ 

ァ ゆるさせ 給へ なむ あみ， た、 なむ あみだ 佛 みだ 佛と 一 

念佛を あく びに かみ ませて フシけ もな いか ほして ゐ 

られ ける、 そこの 心ぞ 恐ろし き、 地色 盲 目 かう ベ を 地 一 

に 付、 借 有が たや 忝 や 誠に 申 も 恐れながら、 殿 さま 

の 御 一 言な く は 打 榔の上 追 出されん に、 御 ゆるされ 

か うぶる 段 さすが 國の守 さまに てまし ますよ な、 此 i 

L 享恩 い くばく ぞ申 上る も 憚 有、 詞 それに 付 恐ながら 一 

御 そせ うの 願 ひ 候、 迚 のこと に 殿 さまのお じきのお i 

詞今 一 ど 承りた く 候と、 地色み、 を そば だて 目 をし か 一 

む 政 方 は 聞 給 ひ、 盲目が 訴訟と は 心へ がた し、 遠慮： 

なく 申せよ と 聞 も あ へ すよ こ 手 を 打て ァハ、 詞借 こそ 一 

偖 こそよ く 聞た， 0 必 御油 斷 なされ まじ、 御大 じ は 殿 

さまの 御 命 只今 あやうく 渡らせ 給 ふと、 いはせ も あ 


へす 治 部 大夫引 とらへ ねお ま はし、 是 はく 土め く 

らめ、 いかに 御き げんよ きとて いふ こと.^ いはぬ こ 

と 有、 ー國 一城の 御主 なれば ゐし達 御，」 則に 相つ め晝 

夜 御き げん 伺 ふ 物が、 をのれ づ らが考 にて いまく 

敷 も 御 命、 あやうき など、 ぬかいた は此 口から はき 

だいた か、 ゑら ぼね 引 さきく れんす と 引よ すれば 政 

方 やれ まて/^ 治部大 夫、 地色し ばし くと を さ へ 給 

ひ、 其方がぃふ通其理..^有とぃひながら、 しごうの 

じこく 今 を もしら す、 又 死 はう しろよ， - =>來 る 共い ふ、 

たと へ 賤き肓 目と ていか 成 妙 術 を か は ゑつらん、 傳 

聞周宣 といつ し 相 人 は、 魏の文 帝の 五 昔 を 聞て 宮中 

にたう じ やう あらん - W と をし ると かや、 先 しづ まれ 

とせいし 給 ひい かに 窗人、 して 某が 一 命 今： n を はる 

とのかん がへ 近 比 以て 心へ ね 共、 よ く- f-- 覺の あれ 

ば こそ かくは なれ 切て 申と 聞へ し、 いさ、 かも 遠慮 

なく まっすぐに 申べ し、 道理たい 敷し ごくに をいて 

は 其 かくご も 有 物ぞ、 すみやかに 申せ やとお どろく 

氣 色し 給 はねば、 盲目し ばらく かう ベ を さげ 仰 下さ 

れ候 通い さい 畏て、 詞元來 私 其い せん は 去し さい 候 

て、 もろこしの 師 嘆が 秘密 を傳 へ、 恐らく 五 音の 占 
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に をいて は 千に 一 ッも あやまる こと、 過言に は 候へ 

共 先 n 木に 覺 ござな く 候、 然れば 今 御城 下にて 身命 

をつな ぎ 候へば、 いか 成 ことに あ ふとても 殿 さまの 

御大 じしり のがしに はいたし がた し、 地色 夫人の 五 音 

といつ は、 宮 南角徵 羽に 別れ 四季の 調子 其 時 を あや 

またす、 地 先靑陽 の^つげ 鳥、 うそ ひば b 百千鳥 秋 

の山邊 のさ をし かや、 ちぐさに すだく 虫の ね 迄 も、 

皆 五 調子に もれざる なり、 今 はき さらぎ 半 なれば、 

尤双 調た るべき に、 殿の 御調 子： 牛 調 なれば 奇怪と い 

ふ も 餘.， 有、 太 極う ごいて 兩 儀と なり、 兩儀 わかれ 

て 四 象と 成、 四 象 則 八卦 を 生す 八卦 體 用の、 妙 を わ 

かち 五行 生克の 道理 を さっし、 吉凶 悔吝の 機 を あき 

らむ双 調 は 春の 調子、 五行に 取て は 木 性と す； 牛 調 は 

秋の 調子、 五行に 取て は 金 性な. 9、 用の 金體 木を克 

する こと あたかも、 磐石 を もって かひ ご をく だくに 

ことならす、 されば 秋 吹 西の 風、 金 風と 名 付つ、 此 

風に あたる 時、 せ々 たる 木 葉 も 皆 こと くきば み 

おつ、 あらしの 前の、 れ衆 たきい をお ほて 火に むか 

ひ、 石 をいだ いて，！^ -11 に のぞみ、 簿氷を ふむ ためし 

よ， 9 なを あやうき は 殿 さまの、 只今の 御 命、 あつ は 


れゅ、 しき 御大 じ、 地色 若 又考 そんじな ば、 此 めくら 

めが いき 首 を ごくもんの 木に さらさる ベ し 御 うらみ 

とは存 せす と詞 を、 はなって. & ける、 地色 人々 目と め 

を 見合 さほど 覺有 ことならば、 うたが ひ を はらす 爲 

はう がく を惜 にう らな へ 盲人 しばら く 頸 をめ ぐら 

し、 詞 殿 さまの 御 鹿 所 まさしく 東方 震の 位、 克 する 

物 は 免の 卦な. 9、 然れば 今の わざ は ひは必 西方 酉の 

かたよ h ^求るべし と、 地色い ひも あへ ぬに 高へ いの か 

げょ. 9 も、 人 かげ 見へ て 打し ゆ けん 政 方の ひだり 

の袂を 前へ ぐっと 打 つらぬき、 うしろの 松 を ゆるが 

せて うら かく 計立ッ た. 9 け， 5、 それく せ 者よ あます 

なと 侍 達 追 取 まく、 こ はかな はじと あら はれ 出 政 方 

に 討て か、 る ゑた， 9 やお ふと 治部大 夫、 鏠引 さげ 立 

か、..^ なんの.、 くもなく つきた をす、 地色 政 方 立よ. 

見 給へば 六十 餘.^ の 老人な，.^、 詞 して 先 をのれ 何者 

なれば、 いか 成い こん 有て かくら うせき を はたらく 

ぞま つす ぐに はくで うせよ、 地色い はす は此 ま、 くつ 

う を かけせ めさい なむが といから るれば、 老人く る 

しきいきの したよ. o、 詞ヲ 、御 ふしん は斷 なり、 か 

くし そんせし ことなれ ばつ ゝ みて ゑき も 候 はす、 拙 ， 


者 はおば を 打から せし 牢人 者に て 候が、 よく 故に 御 

家の 御 家老、 民 部 之丞友 春に 深く 賴 まれ、 殿 政 方 公 

をこゝ にかくれ 討て くれよ ほうび は-望に 任せん と、 

武士の 有まい ことながら、 地牢 人の 悲し さに、 やす 

やすと 賴 まれて、 ゑたる所のしゅ..^けんロ〈 一  打と 存 

せし 所 を、 盲目に さゝ へられ 本望 とげぬ のみ 成 か、 

くつう を受ん 無念 さに 殘ら す白狀 仕る、 只 御 じひに 

片時 も 早く 首 を はねられ 給 はれ、 はやとく^, \ -1 0 い 

ふいき も、 くるしげ そふに きれ はて、 ついにむ なし 

く 成に けり、 地色 政 かた ほとんど あぐませ 給 ひしば し 

物 を もの 給 はねば、 繼 母つ、 レ出错 おろか や 政 方 殿 

なんの しあんの 入 こと ぞ、 御" 身の 命つ、 がな き上惡 

人 は みん ぶの 丞め としれ たれば、 歸，.^しだぃみんぶ 

め. H さかば，.^ 付に を こな ひて、 はら をゐ させ 給 ふべ 

し 偖々 はらの 立 中に も、 な ふ 有が たやた ふと やな、 

若殿け がの あらざる も 今日の 佛の 守りめ と、 一 ッは 

盲目が はたらき ァ、 嬉し やで かした， しでかされたり、 

命の 親の そなた をば 此まゝ を かふ 檨 はなし、 治部大 

夫い か樣 4^ ハ はからへ と 有け るに ぞ、 誠にめ でた ふ を 

さま しも 盲目が うらかた 故、 いかい 仕， 候 はんと 


謹て うかいへば 政 方もう なづ かせ 給 ひ、 成程/ -尤 

さいせんよ. 9 さは 思 ひし、 此度 忠義 の ほ うび とし て 

けんぎ やうし よくに なすべき ぞ、 又 みん ぶめ は歸. 0 

しだいい か檨共 はから はん、 先々 窗 目いた はれと て 

おく を さして 入 給へば、 はっと 計に； 家中 ことぶき 

歸 る其賑 ひ、 盲目 は 小つ ふ. 9 ふ， 9、 あ ふぎ てんがう 

はな 小歌 一 夜、 けんぎ やう 三重 「これな らん、 すでに 

其 夜 も、 地な かば 過 草木 もね いる Hi の 時、 政 かたの 

ぅら門に山伏三人ゎら人形をょ^^に立、 へいはく 追 

取 ふ. 0 立/ \、 じゅす さら 》c と をし もんで、 口 つ 

つし みう やまって 申 それ、 ひみつの 法と いつば、 厶 

その かみび るし やなせ そんよ-. y こんが うさった に ふ 

ぞく. jllc、  0  hN，rs みや ，つ .0，フ 十つ. く- i^- フち け： く -ij.^ 

師に てん-, \- し 厶偖、 我 朝の 弘法 大 し聖寶 そんしに 

さう せう 有、 0 つ- J 'いて 某傳來 せ. 9、  口 眼に もろ も 

ろの、 けがれ を 見て 心に もろ- のけ がれ を 見す、 

みゝ にもろ- C のけ がれ を 聞 はなに、 もろ- のけ 

がれ を かぎ 乃至 身 口 意に、 もろく のけ がれ を ふれ 

て 心に、 もろく のけ がれ を ふれす、 0 我 身 則厶六 

根 淸淨、 六 根 淸淨、 □ な るが 故に フシ 五 ざう の 神、 フ 
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シ やすらかな b、 此 故に 人 は 皆、 天地の 神靈に ひと」 

しかるが 故に、 なす 所の 願 ひとして 成せす とい ふこ： 

となし、 0 東方に 降 三世、 A 南方に ぐんだ.^ やしゃ、 

o 西方に 大 いとく 厶北" はう、 〇 金剛 夜叉 □ 中央に、 大 

日 大聖、 不動明王 うや しく、 地 明 王の 尊體 を、 は 

いし 舉 るに 外に はふん ぬの さう を げんじ、 火燒 三味 

に 入 給 ひて 衆生の 諸 願 を かなへ しめ、 フシ 內に は大慈 

の 益 ふ かし、 今 まさに、 祈る 所の いしゅ いかんと なれ 一 

ば、 右京 太夫 政 方が ； 命た ちまち、 だん せっしせ し 

め 給へ 尤、 ひごうの めいと いへ 共 小 をば つして 大をー 

すく ふの いひな， 9、 あ ふぎ 願く は、 ぼん 天帝 釋 けんら 

うち じん 我 日の もとの 神 かせ や、 いせに 兩宮太 神宫、 

王土 ちんごの いな， CSO ぎ をん、 A 御 靈八所 ◦ 松ノ尾 口-北 

野、 今 宫の太 神宮 〇 上が も △ 下が も 口き ぷ ねの 社惣 

じて 一 万 八千餘 座諸佛 菩薩 大龍 王、 明 王 部 天とう ぶ 

を おどろかし 奉る、 此 へいはく にの， 9 うつりた ちま： 

ちき やい を 見せしめ 給へ と 鈴 錫杖 を ふ. 0 ならし、 さ 一 

んごを なげ 付と つ こ を もつ てな づき を わ..^、 てう じ. 

やうよ. 9 あゆる ち を ごまの 油に しぼ， 0 こめ、 せめ か 

け /\ 祈. 9 し は ^at? のけよ だち て 三重 「す さま じし フシ 一 


去 程に、 政 方の 執權 みん ぶの 丞友 はる は、 とんち ふゆ 

うの 侍 成が 常々 繼！^ 治 部 大夬、 政 方 失 ひ 申さん とた 

くむ 心 を 見 透して、 他 國へは 行す してよ にだに 入ば 

こ、 かしこ、 やかたの 邊. 0 を はいく はいす、 こよ ひも 

來り 見て あれば あんにた が はすて うぶく の 祈.. =>ぞ と 

見る より 早く、 偖 こそ こいつら が 繼母治 部に 賴 

れて我 君 じゅ そと 覺た， 0 を のれら あご をく ひち が へ 

させん、 幸 やみの まった 3- 中 を ゑぐ ての けんと さし 

足し、 そろ， 'と 忍びよ. 0 たんせい を こらし 祈. 0 

ゐる、 うしろより 左右 方の 下僧 をけ こかし 先達 を か 

しこへ どう どっきた をし、 人が た をつ 取 立た， 0 し は 

思 ひがけな き 所な り、 地色 三人き も をつ ぶし 漸 におき 

あがる、 され 共 先達お くせぬ かほに て や あ をのれ 何 

者 なれば、 詞 くも 此 祈り は 國主政 方 公よ b 仰 付ら 

れ、 當年國 民 あん をん の爲 ひそかに 大法 をし ゆする 

の 所に、 地色 さまた ぐる 汝 ばくだい 成らう せき 者、 明 

王の 御ば つ を かりぶ b 立 所に くげん を受、 未來 永々 

世々 生々 うかむ こと 有 まじき ぞ， 我 はじ ひの 此 身な 

れば 見の がしに もせん すれ 共、 法力 ふしぎと 政 方 公 

の 御み、 にたつ しなば、 うきめ を 見ん がふび ん也定 


て本氣 でよ も あら じ、 足 本の あかき うちとう/^、 

歸れ とい か..^ ける、 地色 友 はるに つ ことわら ひげ にげ 

に 是は斷 也、 人 をす く？ U 订法 かりにも 惡心 あら ふ檨 

なし 去ながら、 詞 只今お 手前い はる、 は 國生政 方よ 

b 仰 付ら れ、 安民の 祈りと 申さる れ共此 人が たに は、 

修理 大夫政 方て うぶく 祈る 物 也、 願キ； 後室 妙 壽院と 

書 印、 つが ひ ふしぐ に まなく 大釘打 立ても、 

民安全の祈..^と成ゃぃゃ是なふぉ山伏、 借々 おし ゆ 

せう 千 萬 わるい 者に 出 あ ふたと 思へ ど、 地色 ふていけ 

て をかぬ うぬ めら 主人の やかたで せんさく せん、 さ 

ああ ゆめまい すら 行まい かとね め 付れば、 山伏 共 あ 

ら はれて はもと も- J もど ふした 物で 肓ふぞ とたう わ 

くの 內ょ b も、 何と ぞ此ば をす h,- ぬけん IO けんの つ 

ば もと 打なら し、 H  、めんどう やかし ましい、 をのれ 

名 をな のらぬ から はに せ 者に 極った. o、 詞其上 殿 を 

てうぶ くな ど、 夢にも しらぬ むじつ をい ひかけ、 行 

法 を さまた ぐる A  、聞へ た，/,^、 必定 をのれ は此 比せ 

けんに はいく はいす る盜 人に 極った，.^、 此御 やかた 

の ざい 寶を 心がけ 來る 所を此 行者に 見 付ら れ、 顯れ 

ん せつな さに 我々 を 討と らんた くみ、 いふまい/ \- 
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三世 も 見ぬ く 某 あた、 かにく はふ かいな、 地色 待て ゐ 

よ 政 方 公の 御前に て あ かさくら さのう ち を あけん 

と、 足ば やにに げんと する を 引た-. S しどう ぼね をし 

つかと ふむ、 二人の 下僧 はかな はじと 跡 を も 見す し 

て にげうせた， o、 サァ 同行な しの 山伏 殿、 出 某が 名 

をな のりき を おちつかせ 申べ し、 こ ともおろ かや 政 

方 公代々 の 家老 職、 みん ぶの 丞友 はると は此 はな 成 

が 見し つた か、 ふどうの ばち は 待 遠 なれば 先 此方の 

はぢを あた へん、 人 をのろ へば 身 をのろ ふ 覺る樣 に 

してく れんと、 雨足に てせぼねの上をどぅ^■/(- 

とさんぐにカに任せふみ付れば、  詞な ふいた ゃ悲 

しゃも ふしに まする </^、 少しお ゆるめ 下さ ませ 

有 檨に申 ませ ふ、 私 は 角行と 申 山伏に て 候が、 誠 は 御 

繼母治 部 殿に 賴まれ 政 方 公 をて ふぶ くせば、 當國中 

のきた うのぶ ん汝 一 人に いひ 付ん とくれ.， よぎな 

ふお 賴み 故、 せひな く か樣に 祈れ 共 もった いないな 

んの お前 さま、 上に はか 樣に 見せかけても 心中に は 

殿 さまの、 地色 御ぶ うん 長久 成樣 にと たんせい を こら 

し 候、 おじ ひに おたすけ 下されば 有が たく 候 はんと、 

ふる ひわな、 く かほば せの、 ひげに 淚は つた ひけり、 
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地色 友 はる はらす；： N をよ つて 打 わら ひ、 詞なふ 角行と 

ゃらはぃせんとかは..^ぃかふ詞がなを.^申た、ャィ、 

をのれ か、 る大 じを賴 まる、 程の 者が、 いや 殿 さま 

はの ろ ひませ ぬ 御.：； 久の祈 h- など ゝ、 此 ごに 成 ちん 

じたと て そふむ まふく はふ 地色 かいの し かした つと 

きお 僧 故、 繼母治 部 さ へ ほうびと 有 を 相 家老の よそ 

め もなら や、 よい は/^ 屋敷へ 引、 白 狀の其 上に て 

ほうびに は 親 重代 三尺 二 寸の大 だち を、 おなかへ 進 

上いた すべし いざ 立 あがれと 引お こし、 先に をし 立 

だんな 殿お 先へ ござれ 御供に は、 千ぎ にあた る 友 は 

ると 引 立 行 こそ 三重 「こ、 ちょき、 其 夜 も 明て 友 はる 

は 何 心なき ていに もてなし、 下部に 長 持に な はせ 政 

方の 御門 內へ 入、 げんく はんさして あがる 所へ つい 

に 見なれ ぬ やさ 女、 白人なら ぬ だて ふせい すん とす 

が ほの すき 通 hs、 情 こめた る 目の は hN や、 友 はるを 

見て はっと 計 おもはゆげ に 口お ほひ、 かたがげ にい 

らんと すかた いみんぶ も P 風に、 うつか， 0 ひ よんと 

さむけ 立覺ゃ こし を とんと 打、 ヲ 、 いた、 ほに 誰 さま 

じ ややら ぶし な、 人が 見たら ばたい とはい はじ、 

大 じの 所 をむ ごら しいそう して みれば おれ 程な、 か 
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たい 者は此 かいに 又と ひと ござるまい と、 いはん 

せいでも こ はいか ほと いふたら 又し か、 レ- <  しょ、 そ 

れに ゆる， 0 と ござんせ といらん とする を 引と いめ、 

詞是 は/^ めいわく なな ふお 女郎、 いかに 我 かほ か 

たいとて 心が ど ふで 有 ふやら、 人に は そふて 見よ 何 

やらに は 地色 乘て も 見いで あた まから いやで ござる 

とい はぬ 計の あしらい は、 しん ぞ聞 へぬ 此上は 情ら 

しいお 色事 を、 せひき かいで は此釉 をい つかな/ \- 

とすが， 0 つく、 地色 かの 女ほゝ ゑみて、 偖 も 嬉しい 御 

詞僞 りに もせよ 忝 さ、 身に 餘 b 候ぞゃ 去ながら、 み 

づ から は此ぉ 屋敷へ け ふ はじめて のみや づ かへ、 な 

じみなければ どなたに もう ゐ -.f :i うお はづ かし、 

しかし 今 見て 今の こと 誡共思 はれす、 しんじつ 定か 

定 ならば 迚もの ことに 御名 を も あかし 聞 させ 下され 

かし、 一 じゅの かげ 一 がの ながれえん とえんと が 行 

あ ふたら、 後に はめった に 打と けて いとしい やらな 

んじ ややら、 それから 跡 はい は ひで もしれ たこと よ 

と をし かくす、 かほの もみ ぢの色 もよ き、 女に うつ 

つ をぬ か .9 なき 民 部 もこし を どう どぬ かし、 偖 通つ 

たる あいさつ いかにも 名 をば きかすべし、 某 こそお 


家の 執 權民部 友 はると いふ 者 じ やが、 け ふ はじめて 

と 聞 なれば さぞう ゐ/. ^う 思 はれ ふ、 いはる、 ご 

とく 他生の えんかたい 男 かや はら かなる、 其 手 を ほ 

ほへ i とらん とする を ふ. 0 はなし 飛 か、， 9、 みん ぶ 

か 刀 ひんぬ いて 親の かたきの がさ じと 打て か ゝるを 

ひつば づし、 小が ひなと つて 引 ふせ、 詞 こ，.^ やなん 

じ やなん とする、 や あら 心へ ぬ 某 を 親の かたきと 打 

かくる がまった く 以て 覺 なし、 先汝は いづく の 身の 

者 討れ し 親の 名 は 何とい ふぞ、 人た が ひと 見へ て 有 

まっすぐに しさい を かたれ、 樣子 によ， 0 便に もな つ 

て やるまい もので もな し、 刀 もぎ 取引お こし、 し 

めに かけて 立た. 9 け るみんぶ が心ぞ 道理なる、 地色 彼 

女 はがみ をな し 偖 もむ ねん やさい せんよ h, -、 心に そ 

まぬ たは ぶれ を さま <\ 'にい ふたる も、 親の かたき 

は みん ぶ ぞと名 をき いたば か， 0 にて、 かほ を しらね 

ば 何と ぞ しめに さへ か、 らば 一 たちに、 討てす てん 

とお も ひしに はやまってし そんせし、 なせに ひき や 

うな みん ぶの 丞覺 ない と 僞るぞ や、 そちが たくみで 

殺されし 眞 砂の ぐん じが 獨娘玉 千代と は みづ から 

也、 いと ほし や 父上い せん はよ し 有人 なれ 共、 檨子 


有て. ¥ 人 のま づ しき 故に せんかたな く、 わら は をお 

さなき 時な り も 都 九條の 色里に、 うき ふしし げきか 

はたけの 流れの 末 も、 今し ばし、 年 さへ あかば と 思 

ふ內ど ふした えん やらお もしろ い、 か は ゆい 人に つ 

いなじみ たと ひ 此身は ど ふなら ふと、 此 男なら では 

と 互；： か はす 枕の 上ね 物語に 宣ふ は、 我 はもと みの 

の 者、 急な こと 故國へ 行、 やがて 迎を のぼさん とわ 

かる、 跡の かなし さは、 立て 1 ゐ てもと しても； «n 

に あられす くるわ をば、 ひそかに 忍びぬ け 出て 美 濃 

と 聞し を 便に て此 所へ にげ 下、 跡で は 親 かたはら を 

立身 請の 手 付 取 置し に、 定て 親との 壮組 ならん、 娘 

を かへ すか 身 請の かね 思 ふ檨に 立ぬならば、 預 ふの 

斷 ふの. V 色々 せがむ 其 中へ、 そなたが 京への ぼ..^ 合 

せか ふした 咄しを 聞 付て よい こと 有と 我 父 を、 ひそ 

かに よびよせぐ めん ごかし に 侍 は 互の こと、 金は殘 

らす 立て やら ふが 命に かけて 無心 有、 かふくした 

る こと、 い へ ば ひだう としれ ど 父上の 賴 まれ 給 ふ も 

世の中の、 な ふ 子に まよ ふ 親心 わしが か は § き餘り 

にや、 眞 砂の ぐんじ 共い ふ 武士が そちが 樣成惡 人に 

賴 まれ、 殿 さ ま に 手む かひ も 皆是み づ か ら 故な れ ば 、 
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祌 さま 達の 御ば ちに て 親 を か檨に 討す るむ くひ、 不 

寒 共 天ば つ 共 人に うらみ はな けれ 典、 此世 さへ 淺ま 

しきな がれの 身 さへ 有 物 を、 しゝて はな をし 親 殺し 

重ね かさなる むぐ ひの つみ かへ すぐ も、 かなしけ 

れ、 なれ 共 金 故合點 して 討れ 給 ふこと なれば、 親の 

かたきと なのりつ ゝ打 かけ ふ檨 もな し、 せめて 父の 

き やう やうに だましうちに j たち うらみ、 その Iff は 

ど ふなら ふと 迚もながら へ あられぬ 命、 と は 思へ 共 

かく 成ても 義理 もなん ぎ も 親 かたに も、 親に も かへ 

て 殿 さま 共 しらで ほれた がいんぐ はぞ や、 せめて 一 

め 政 方 さまに あ ふて おか ほ を 見た 跡の みらいは うき 

めにあ ひたい 見たい、 な ふ 殿 さまと やらい ふ 政 さま 

にと 身 を なげ、 こがれ 泣ゐ たる、 みん ぶ 一 々聞と^ 

け、 殿との わけ は尤 ながらし > う を しらぬ ことなれ 

ば、 いひ わけに たう わくし いきをつめて ゐる 所へ、 後 

室 治 部 を 先に 立 政 方 諸共 侍 共、 ばら/^ と はし， 0 出 

友 はるを 取 かこみ 治 部 大夫大 をん 上、 詞 のがれぬ の 

かれぬ みん ぶの 丞 先達て あくじの 段 こと <\«  く 聞た 

る 上、 やかたへ あがる 道筋に て あの 女が 跡より。 來り、 

みん ぶ さまに あはせ て 下ん せ賴 むはい ナ ァ とばつ と 
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した 口上に、 きちが ひそ ふなと 家來 共つ ぎの けて 過 

行 を、 無理に 取 付 賴むを 聞ば 殿 さまつぎ めの 御の ぼ 

ひに、 都 九 條の御 慰に おなじみと 聞 ゆれば、 實 はお 

年 わかな 故 かふした こと も 有べき が、 みん ぶ さまと 

尋る上 は 偖は汝 がす、 めに て 御 通 ひと 聞へ たり、 し 

かしながら 此女 こ、 迄來 るふ びん さに、 さき 程よ. 9 

今 參.^ の舉 公人と いひな しおく へ はいれす だまして 

聞ば、 殿 さま 故に くるわ をば 身 請 もい やとぬ け 出る 

よし、 其 金 故に 女が 親 娘 は 見へ す 金 はなし、 しなね 

ばなら ぬ を汝閒 付かれ を賴 み、 施行の まぎれに 殿 さ 

ま をし ゆり けんに て 討參ら せ、 御 後室 我々 を もす で 

に 討す る 其ぐ めん、 され 共 君の 御ぶ うんつ よく うら 

かた 故に 御 命つ、 がな くわ. 5/ らせ給 ふ、 こ b やみん 

ぶ、 むほん をた くむみ やうば つに て かく あら はる \ 

其 上 は、 地色たい ほうの ごとくの こぎ. o> 引 ちまたに か 

ばね を はり 付に せん、 色の 太 こ を 持た る 故む ほんの 

太 こも 上手な. 9、 ついでに しゅらの 太 こ を もたせん 

かくごせ よ やと あざわら ふ、 地色され 共 みん ぶ へ んじ 

もせ や 少しも さはがぬ かほ を 見て、 繼母身 を もみき 

ば を かみ 偖大 それた おそろしい、 主 を 殺し 國を とら 


ふと 思 ふ 程 成 こんじ やう 故， あら はれても まぢ 

と あの 大 たんな つら はいの、 そふして かりにも 政 方 

の、 情深 ふせられし 女け いせいに もせよ 行々 は、 う 

ぢな ふて 玉の こし ど ふした 身に なら ふ もしら す、 さ 

ある 時 は 主人の つま じ やに 其 親 を 討せ ぬれば、 重ね 

重ねの 大 ざい 人し かも あの 子が 親 達 もい せん はよ し 

有人と 聞、 戀故 とはい ひながら 親 を 討せ 女心に、 定 

て 無念 成べき に 主殺しの 國 法に、 はや を こなへ やや 

れ しばれ、 *^  、まだる い， i せ. 9 かくる どしゃう、 ぼね 

こそ 恐し き、 政 方 心 も 心なら す さぞみ やぎの が 我 故 

に、 かく しと 思へば ふびん もま さ， 9 くる、 淚はむ 

ねに せま b ながら さすが そふ 共い はれ はせ す、 さあ 

らぬ ていに て や いみんぶ の丞、 詞ぁ つばれ をのれ は 

ばくだい 成 不忠の 者、 代々 家老 職 も 勤る 身が、 何の 

ふそくに か樣成 あくじ を 思 ひ 立ぬ るぞ、 地色 其 上 かく 

迄 かこまれても まだの がれん と 思 ふか や、 日 比の 心 

と 引かへ みれん 成 こんじ やう ぼね、 をのれ が 様 成人 

でな し 見る も 中々 けがら はし、 ャァ みやぎ の、 かく 

あらんと は 思 はすして • 女心の はかな さは、 我 をした 

ひて 來 りしな、 ことに 親 迄 殺されし、 心の 內 いか 計 


さっし やられて ふびんな hN  、かふ しらけた 上 なれば、 

もはや っゝ まん 樣も なし 親の ぐんじが てきせし も、 

そちと かふした わけな b としら で 金故賴 まれて、 討 

ん とせし はしれた こと、 子 を 思 ふ 親心 それ はう き 世 

のなら ひわき まへ なき は尤 な. 9、 其 か は hv に は みん 

ぶめ を 其方に とらす る 間、 いか 樣 共き. 0 さいなみ 本 

意 を とげよ、 母 じ や 人 治 部が 手前へ 云わけ もめん ぼ 

くな やとせ きめん 有- J そ 道理 なれ、 地色 友 はるゐな を 

手 をつ かね、 詞憚. 9 ながら 是は御 誰共覺 奉らす、 

御 先祖より 御 家老 職つ、 がな く 相 勤、 しゅみよ， 0 高 

き 御 恩 を かう ぶ-^ 何し に^ -f, ^ん を存 べき、 いか 樣是 

に は 様子 あらんい やな ふ 治部大 夫、 して 殿 を 某が が 

いし 申せと みやぎ のと やらん が 親を賴 み、 御 命 あや 

うき 所 をつ げしら せ 奉る、 其ち うしん は 御 家中に て 

誰 人に て 候ぞ、 相役の よしみに は 御 しらせに 預 りた 

し、 地色い ふても 大じ のせん ぎのば ひと へ に賴み 申と 

有 治 部大夫 ゑせ 笑 ひやれ、 天し る 地し る 我し る 人し 

る 地色 惡事 千里 かべ にみ、 石の 物い ふ 世の なら ひ、 

され 共是は 我 君の 正直 正路に まします 故、 諸 神諸佛 

の 御 めぐみに て行衞 もしらぬ 盲目 なれ 共、 殿の 五 音 
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五 調子 を 考御命 をた すけ 奉..^ し 故、 則 けんぎ やうに 

なし 下されお そば さら やのお きに 入、 しょせん 千 も 

ー禺 も い ら ぬ まぎ け んぎ やう を 召 出し 、 あかさ くらさ 

の IIT 明ん と チクリ 頓て 「かく さぞ、 いひ 入け る、 富 目 

いせんに か はるし やう ぞく もったい つけて 畏る、 み 

ん ぶつく ぐ 打 詠 め 、詞 ム 、 うら か たのお めい 人 と 聞 

けんぎ やうの 御坊と は 御 じぶんよ な、 拙者 は みん ぶ 

友 はると て 殿のお 口 まね を もいた す 者 かな はざる 御 

用 故此比 他出いた しい まだ 御め にも か \ら ぬが、 先 

以此た び は 殿 さ ま の 御身 の 上と いはせ も は てす け ん 

校 ハ ァ、 されば こそく、 誰に もせよ 此 てうし はお 國 

を 望む 野心 有、 皆々 御 ゆだん あそばす なと、 地色 聞 

より ni^ く： 共 ； どに はら. 0 と 取 まく を、 友 はる 手 を 

上 ァ、、 詞 さはぐまい/^、 も ふ 此樣に 聞， たされ あ 

ら そふても 锊明 や、 猪々 せひ もない 此 こと 計が しれ 

ふと はう ろた へた 祌も 中々 しられぬ はづ成 を、 お 座 

頭 殿に かんが へられ 思 ひの 外の ちじょく を 取、 何 か 

くさ ふぞ 某が いんぐ は 物語 を さんげい たさ ふ、 さん 

げ にはぢ うざ いもめ つす と 云 御 ふせうながら 下に ゐ 

て、 拙者が たくみの 欉子 をお 聞 下されい やか はった 


一 一 百 八 

ことで も ござらぬ、 御 ぞんぢ の 通 ひみ やぎの が 親 は 

しゅ， りけんの 上手と 聞、 殿 さま をなん のく もな ふし 

て やって 其殘 りの 衆 はた ぃ取檨 にころ そふと は 思 ふ 

たれ 共、 地色 治 部 殿が 生て ござらば 其^にむ まく 共 

成まい ことじ や、 先 治 部 殿を此 ごとく、 まつ：^ 慮に 

おれが 檨に 先へ しま ふての け ふと 思へ ど、 殿 樣を手 

にかけ て は 世上へ 主殺しと、 いはる、 聞へ も わるし 

こ、 らが しあん 所と H.) ひ、 角；；；： とい ふ 山伏お 當國中 

のきた うじ やに せんと、 まひない にて 深く 賴み夜 も 

みつに 及ぶ 比、 ひそかに うらの 御門に をいて じゅ 

そて うぶく の 人が た、 大釘を まなく 打 込 うらに は 願 

主ァ、 誰 やらな 詞ハァ 誰 やらと して あ つたが、 忘れ ま 

いこと を 失念した、 ャァ 後室 さまで はな か つた ぞ、 但 

覺は ござ ませぬ か、 はて 此咄し は 後室 さま 治部大 

夫 殿の いか ふ 御み 人に さはる そふな、 まったく そふ 

では ござ. 0 ませぬ、 チ、 それよ/ \、 地色 此 みん ぶ 友 

はると 書付、 せめ かけく 祈る 所へ 何者か まつ さい 

中へ っゝと 出、 角行 坊を ひつ とら/せんぎの 上の せ 

うこに せんと、 かの 山伏で はな か つた 某と 人 • か に を、 

あの ひつの 中に をし 入 こ ゝ迄ぢ さん 致せし が、 詞後 


室 さま 治 部大夫 殿、 なんと 跡 先の つまらぬ 咄 しにく 

いたくみ で ござり ませぬ か、 地色 ど ふでの がれぬ 某が 

命 いっそ 打 あけし ま はんと、 飛かゝ つて けんぎ やう 

を ひざの 下に どう どし く、 是 はとい ふて 治 部 大夫繼 

母 を はじ め あはつ る を みん ぶの 1^ 一  大昔 あげ 詞ァ 、 是 

うろた へまい /(-»、 友 はるが いんぐ は咄し はし まひ 

が どこへ こけ ふ もしれ 申さす、 ゆつ く.^ とお 聞な さ 

れ先 一ばん がけん ぎ やう 殿、 お 手前 も 桂馬 坊と いふ 

お 山伏 それ 故 うらかた がお 上手に て、 友 はるを 各と 

相談に て、 殺し さへ すり や 殿 さま は 手間 いら やと 思 

召 ふが、： ^様な こしら へ ごと を、 せんぎして 顯 はすこ 

と 又 友 はる 山伏が いへの でんじゅ、 見 ゆる 服 をふさ 

ぎめ くらの まねが すきなら ば、 地色つ い 手に なが ふ ふ 

さがせん サァ、 眼 玉 を ゑぐ るぞ とすば とぬ くた ち 風 

に、 詞 あいた/^ め を あきました 去と て は 御尤御 

尤、 まつ ひらお ゆるし 下さるべし 有 樣に申 ませ ふ、 

ね はよ く 故に 後室 さま 治 部大夫 殿に 賴 まれて、 か檨 

か樣に するならば ほうび は 望に 任せん と有詞 にあ ま 

へ付ぁが..^、地色かくの仕合其段はまっぴら御めんか 

うぶ.^ て、 命 をお 助け 下されば 有が たく 存 べし、 H  、 


おれが こふ 有 ふと 思 ふて ゐた、 なんの いんぐ はに き 

うく つ な此め をふさいで ，Q たじ や 迄、 命が 有て の よ 

くづ く是、 あきました とめ を 見： U し、 てぞ ふる 

ひける、 詞友 はるから くと 打 笑 ひ、 いやく それ 

計で は ゆるされす、 其ぬ かすのに きょ ごんな くば あ 

の ひつの 中に おる、 地色 をのれ が つれの 角行め をよ び 

出せ さなく ば どう ばら を ゑぐ るが と、 たち 取な をせ 

ばァ、 それで は あぶな ふて 申され ませぬ よび. たし ま 

せいで なんと 致し ませ ふ、 H  、きてんの ない 是々 角 

行、 此 じゅつな いのが 聞へ ぬか 早 ふ 出て お 心 をな だ 

め、 命 をた すけて くれよ とて 淚を ながし ひ、 るに ぞ、 

地色 角行 も ふる ひ ) ぉづ. /^くび を さし 出しけ い 

ま坊 そこに ゐ るか、 是程 きうく つなめ にあ ふても そ 

ちがう きめ を 見た 時 は、 こふして &るも 友 はる さま 

のお かげ、 どふぞ おわび を 申 上て 見よ 偖 も かはい や 

じゅつな かろ、 こ、 は極樂 /、とな を すくみ ゐ 

た.， >  ける、 地色 政 かた 今 はこら へ かね はしりよ つて 角 

行人が た 共に 引出し 見 給へば、 友 はるが いひし に 違 

はや 人が たに 犬釘 打、 政 かたてう ぶ く. .Am 付 願主 後 

へ；5^;と；；11:上はぁらそふ てもぁらそはれじ、 H  、聞へ ぬと 
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愛， 明 王 影 向 松 

田 5 ひながら 御繼母 はま ゝ しき 中 こふした たくみな さ 

れふ 共、 よい 年 をして 治部大 夫め ともぐ に を どり 

あ ひ、 みん ぶ を も 討 せんと はよ くも/^ したる よ 

な、 をのれ 手 討に と 思 へ 共い ふても 親へ の ふけう、 ロハ 

な 「はたす くる ぞ とふ^, (^やかた をで、 うせ ふ、 かく 

； He べき と はしらす して さいせんより 友 春に、 さま ざ 

まの あっか うざう 言 § る して くれよ とく やみ な 力ら 

い か， = ^の淚 はせ き あ へ す、 地色 友 はるかう ベ を さげ こ 

はもった いなき 御ぢ やう や 候、 此身 はみ おんに はた 

かれ ふ 共 君つ、 がな くわたら せ 給へば 此 上の よろこ 

びな し詞サ ァ 御繼母 治 部大夫 もはや のがる、 所な し、 

一 々くび をなら ぶる ぞ かくごせ よと いひければ、 二 

人 かほ を 見合せ くつ/, とふき いだし、 やい すつ ぼ 

,0 共、 なる ほど 是 はかね て よ b 後室 と 我 ふうふに 

成、 うぬら さへ ころし ぬれば、 國 のかみ は それがし 

と、 家中 は 殘らゃ 一味 させたい とる 樣に思 ひし 所に 

さすが 民 部 友 春 程有ッ て、 よふ 見出した 其れい に 政 

かた をのれ がいけ/、 びうち、 地色 國の主 は それがし ぞ 

夫う ちとれ 畏て侍 共、 おばなの ごとくぬ きつる、 政 

方 友 はる 是 迄と、 主從 二人 立なら びむ かふ 大 せい 引 


二？ 

うけて 命 かぎ に 三重 「たゝ かひけ るて き はたせい 

の、 地 ことなれば 政 方う す 手と いひながら、 其 かす 

あまたう け 給ひ漸 にきり ぬけて、 H  、ふびん や 宮城 野 

は 女の 身 なれば 定て うたれ しゝ つらん、 われ 故 思 は 

ぬ くるしみの やひば にかけ し、 ぶびん やと、 フシむ せ 

び 入て、 ぞ なき 給 ふ、 地色 所へ 友 春 かけ 來.^  、な ふうれ 

しゃ 殿 さま は 是に御 入 あそばす かや、 やい ぶん ふせ 

ぎ 候へ 共大 せいに へだてられ、 御 きづう けさせ 申 こ 

とむ ねんながら せひ もな し、 一先 こ、 を いづかた へ 

も 御供 申立 のくべし、 いざ ゝせ 給へ とす、 むれば 政 

方淚 ともろ 共に、 かく 迄 忠義な しくる、 其方が いさ 

め そむく に はに たれ 共、 うんつ き ゆみの ちからなき 

あれ を 見よ かたきの やつばら むらがって 追 くれば、 

今 はの がれん 樣も なし すみやかに はらき らん、 かい 

しゃく 賴むと 御た ちに 手 を かけ 給 ふ をし がみつ き、 

詞 H  、 其 御 所存 成 故に か樣の なんぎ もお こるな り、 

地色 此友 春が あらん かぎ はめで たく 御代に 立 申さ 

ん、 おくび やうみ れんの 追手 共 何十 萬 有 とても、 ち 

つせ 《きづか ひまし まさす はや 何 かた へ も おちさせ 給 

ヽ、 あしき こ と は 申 まじ じこくう つると いさめら 


れ、 然 らば 詞 はやぶ る まじ 命 さへ 有なら ば、 たが ひ 

に 尋ね あ ふ ベ き となみ だとと も に おち 給 ふ フシ さ だ 

めな か. 9 し， フ きょな- 9  、地色と も はる いま. iw  J ゝろゃ 

すし おちのび 給 ふ 其 あいだに、 さゝ へての かんと 待 

所へ 又の が さじと か たきの せい むら 立て かけむ か 

ふ、 生 人 はおとす こゝろ やすしと、 うで を かきり に 

きひ ま くり/^ ち， c-^..^ 'ばつと をつ ちらしな がゐ 

は、 む やく これ 迄と、 君の 御 あとした ひゆく 賴 もし 

か. 9 ける 三重 「しだいな りむ ざん やな、 宫城野 は何國 

にかくれ しのび けん、 しなば 殿 さま 一 所に とお も ふ 

うち- レも おやの かたき、 治 部 大夫を 何と ぞと身 を ひ 

そめ 此 ところ を、 うろ/,^ 尋る 左右 方よ. 0 繼 母と 治 

部鏈 ひつ さげ、 詞ャァ しに ぞ こな ひの やけめ らうめ、 

をのれ はさ だめて 我々 をお やの かたきと ねら ふと 見 

へた、 地し やば ふさぎの いきけ いせい をし にげい せ 

いと や， り だまに、 あげてく れんと つ つかく る を あな 

たへ はづ しこなた へく いり、 女の ねん. 9 きやり さき 

を はねて けやぶ，.^ 柴が きを、 むか ふの そと もに 出た 

りけ る、 地色す きもな く ゆん 手め でよ. 0 鏠 さきそろ へ 

とりかこむ、 心へ た. 0 とに げんと する を まへ なる ゐ 


つ、 の * フ ちょり も、 どつ こへ やらぬ とや b さきに. 4r 

はせん かたつき はて、 偖 くちおし やむ ねん やな、 と 

て もころ さで かな はす は 殿 さま は いづく にぞ もはや 

を のれら がいしつ らん 御し がいの 其 前にて、 いさぎ 

よふ あ ひ はてん しば， ら/ ヽま てな さけに と、 フシ 手 を あ 

はせ てぞな きゐた る、 地色 繼母 いら つて ャァ うろた へ 

もの、 殿め は 民 部に さゝ へられう ち もらした る はら 

ゐ せに、 せめて をのれ みやう だいに ころさ ひでをく 

ベ きか、 地色 まだる い はや ふとい ふした よ すば とつ 

きた て つきと ほす、 くるしみ も だ ゆ る 其 こ ゑ はなら 

く^ 1^ いふなら く、 ならくのそこのお にど もがかし 

やくの せめ も かく やらん ついに こときれ いきた ゆれ 

ば、 そ れゐの 中へ しづめ よと チクリ まつ さか 「さまに 

ぞ なげいれ ける、 ときに 屋な. 0 しんどうし、 おそろ 

しゃ 宮城 野が なきがら ゐっ、 を あら はれ 出、 しう ね 

きかんば せ うらめしげに はった と にらむ まなこの ひ 

か h'l かみ そらさ まに たちまちく ちょ. ほのほ を は 

つと ふきかけ、 ふきかけ 繼母 をめ がけと びか、 る、 

わつ とお どろき 治 部大夫 ありあ ふ 者 どもき を とら 

れ、 こけ ころびつ、 にげん とする を 一 ねんしん いの 
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ちす おのつな、 じゅうじ ざいに 引 ま はしと もに なら 

くの 供せ よと 追 立、 追つ め 追 ま はすお そろし くも 又 

三重 「すさまじし、 地なん なく 繼母を ひっつかみ、 我 

くるしみ を 思 ひしれ、 かしゃく のせめ も樣々 にむ け 

ん、 き やうく はん あび やう ちん、 八まん ぢ ごくの そ 

こ は， 尸と なきお ほぞら のき. 0 かすみう やまく くもに 

/\ ^  /.  ,\  、  くる， 0  くる i.6 の 我， 人に ュ H  、子 をに 

くむ 繼 母の いんぐ は尤、 かふよ と 夕 やみに 姿 は、 も 

ろ 4i ぐつ せに けり 

中之卷 

かくと だに ゑ や はいぶき のさとば なれに、 政 方の し 

つけん K 部の 一友 はるが おお、 三 上藤大 夫と いっし 

者、 何として かみ そじ 余. 9 のころ より 雨み、 ひしと 

聞へ かね、 たま/^ いふ ことにて もみ、 に 口よ せ、 

大ご ゑせ ねば かって 通せぬ ふじゅう さに、 武士 を や 

めて どみんと 成い ぶきの さとに 引 こも ，ON、 物に かま 

はぬ 身の らくと 月日 をく らし ゐた， 5 しが、 先祖より 

しんかう にて、 いなりの やしろ をつ き 山のう へに く 


はんじゃ うし あゆみ を はこび 舉 りしが、 け ふ はやよ 

ひ 午の 日 伏 見の 神のお 出 也、 心い は ひと あた..^ 成、 子 

： ^〈をよ せて まつ. 9 ご と 誠に 种も 納受の チクリち かひ 

「あらんと 賴 もしし、 地色 か、 る 所へ 政 方の 御 妹 都の 

前と 申せし はげし やくばら にて おはせ し 故、 やかた 

へ は 忍び 御 さとす みに てまし ます 中、 母 もむな しう 

. 成 給 ひみな し 子 なれば 政 方へ、 ひそかに かくと 申さ 

んと思 ふに かひな く國 みだれ、 政 方の ゆかりと あら 

ば 一 々にからめ きたれと 治 部が きびしく ふれし 故、 

漸我屋 をの がれ 出賴む 者に は を さなき よ， 9、 召 仕 ひ 

の 雲右衞 門と て 下部の 者 只 一 人 御供に ぞ つれられけ 

る、 此-キ (ム右 衞門 下部ながら 心が うにて、 きり やう は 

あつ ばれ 何某 共い はるべき 人 さう なれば、 生れ 付の 

せひな き は 口 どもって ごんせ つの かな はぬ 迄 も 御供 

と、 都の 前 をぐ し 奉 b  ニニ 上が 門に 立 寄て、 物申さん 

とい ひいる、 下男 立 出、 詞 どなたに て候ぞ といん ぎ 

んに尋 ける、 雲 右 衞門小 ごし を かいめ、 ハァ そつじな 

がら 我々 は、 みの、 者に て 候が 御主人 三 上 藤 大夫さ 

まへ、 じきに 御め にか 、りたき しさい 有て 參. 0 たり、 

地色お^ 次を賴 みます る といん ぎん にぞ 申け る、 地色 


下男 請 取て しばらく それに 御 待と、 やがてお くに 立 

入て 主人 藤大 失が なをり ゐる、 そばち か/^ と 立よ 

.9 て、 詞申々 どな たかは 存せ ぬが、 みの、 お 衆と 申 

され、 じきにお 前へ おめに か 、りたき よし 申され ま 

する、 ャァ なんじ やみの が やぶれた、 はて そふで は ご 

ざり ませぬ、 みの ゝ國 衆で ござります るが、 直に あ 

ひました いとで ござ， 9 ます、 フム なんじ や、 みの、 國 

の 者；^ やが 身に あいたいと ゆ ふか、 あい、 はて 偖々、 

それ を さ、 やく ことか、 誰 じ やな、 若お いのみん ぶ 

が 近付か もしらぬ 、地色 先 こなたへ 通せ 畏て こなた へ 

と 二人 をお くへ ぞ 通しけ る、 藤大 夫たい めんし、 つ 

いに 御意 も ゑ ませぬ おかた じ やが、 何の 御用に 拙者 

をば 御尋 にて 候ぞ、 詞先 じゅうながら 申 ましよ、 わ 

し はみ、 がと を ふご ざって、 しゃう では 聞へ ま 


せぬ、 近くへ 寄て すいふ ぶん 大きな こ ゑで いふて 下 

されと、 地色み、 を そば だて じっとして 聞ゐ たる、 詞 

雲右衞 門ち かくより、 仰ら れ まする 通 御意 ゑました 

, J と は ござり ま せ ぬ 、ィャ 別義で は ござ， 9 ませ ぬ 、 則 

是に 居られ まする は、 みの、 御城 生 政 元 公の 姬君都 

の 前 さまと 申して、 若殿の 御 爲には 御 妹 子に て ござ 
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,9 ますれ 共、 げしゃく ばらにて 候 故 御屋敷への 御 ひ 

ろめ なく、 折 を 待 候 中に 親 殿 は 御 かくれ まし まし、 

うみの 母御 もお すぎ 有、 其 上お 國は御 家老 治 部大. fK 

がぎ やくしん 故、 殿 さま もみん ぶ 殿 も いづく： j: ^〈なく 

おちさせ 給 ひ、 地色 其 上 治 部め が 國中を 政 かたが ゆか 

りと あらば からめよ と、 きびしく ふるれば 無念な が 

ら姬 君の 御供 申、 國は 立の き 候へ， 共 か、 る じせつに 

候 故、 誰 をた のまん かた もな くさ ま < ^心 をく だく 

うち、 殿 さまの 御 こと は 友 はる 殿の 御お ぢご とき 

き、 せひに ぉ賴み 申さん となれ-,, ^しい ことながら、 

是迄 御供 申たり あはれ 御 かくまへ 下されば、 くさば 

のかげ なる 大殿 もい か 計 御 満足な らん、 御 了簡に 預 

りたし と 手 をつ かねて ぞ申 ける、 地色 藤大 夫も大 かた 

はみ、 に は 入し か 共、 したおみ、 の 開へ ぬに ども， り 

ま はつで かたるに ぞ、 偖き のどく しんき やと 心 あく 

せき あたま を かき、 と いきをつく を 都の 前 もとより 

さとき  > ひ にて、 ちゃくと さと， 9 現 を こ ひ、 く はしく 

書て 見せ 給へば 藤大夫 飛し さり、 偖 は婭君 さまに て 

わたらせ 給 ふかた とひ 御 はらち が ひしと て、 たいな 

いは かり 物 御た ね は ひとつな るに、 いかで そりゃく 
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にいた すべき、 み、 故に こそ どみんと なれ、 もとは 

た- 5- しき 友 はるが お ぢ藤大 夫に て 候ぞ、 御代に 出さ 

で 置べ き やと はい へ ぉ國 のさう どうは、 夢にも 存せ 

す 候が 偖 は 治 部め がた くみな，..^ しか 心 もとな や 若殿 

は、 いづく へ おちさせ 給 ひつらん、 民 部 は 御供せ ざ 

,0 しか 何とかし けん きづか はし、 いか^せ ましとた 

うわく にあぐ み、 はて、 ゐ た.. 9 しが、 地し ばらく 有 

てい や 申姬君 さま、 そっせ ハぉ氣 遣 あられ まじ、 某 若 

年よ いな b 大明神 を しんかう し、 まさかの 時 はす 

く はんとの 御む さう に預る 程の れいげん あらたに ま 

します 故、 御らん の ご とく 庭前に 社 をし つ らひ候 へ 

共、 ついに か、 る こと ぞ とてなん ぎ は 願 ひ 奉らす、 

此度 こそい つせ 一 代 さいはいけ ふは彌 生のお 出 也、 

ひたすら 立願 こめ 申 殿のお 行 衞姬君 を 守らせ 給へ と 

立願 申さん、 先々 こゝは はしぢか なり 見苦しく 候へ 

共、 おく へ 御 入 下されよ とよきに いた は. 9 參ら せて、 

せめての 御ち そうに は 手 あみ を 引、 追付歸 らん 家來 

共 かし づき 申せと ゆ ふ チクリ まくれ はまべ を 「さして 

出に ける 、地色 然る 折 ふ し 角行 坊治 部大 夫が さ しづを 

受、 都の 前 を 召と らんと 十四 五 人と もな ひ あそこ 愛 
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に 忍ばせて、 我 身 は 只 三人 姿 を かゆる 順 禮の歌 ふだ 

らくやきし うつな みは、 みくまの 人な ちのお 山に、 

ひ 3.  くた きっせ 詞 西 國順禮 に 御 ほうしゃ と、 地色う お 

ひつれ っゝ 通りければ 都の 前 聞 給 ひ、 偖 もしゅせ う 

やみ づか らも 親 達の 御 ぼだいの 爲、 又は げんた う 二 

世の 爲と ひそかに そと もに 出 給 ひ、 角行と もしら す 

な ふ/^ 順禮 達、 是はゎらはがふた.^^のぉゃ達ぼだ 

いの 爲と、 小袖 を 一 つ 渡さ るれば 角行 受取 偖 は是、 

都の 前に 極. 9 しと 思 ひながら 見 しらねば そこつ もな 

らす をし いた 3- き、 しゅ <\« ぢぅ ざい 五ぎ やくしゃ 

うめつ じたべ うどうと、 稱 へく 小袖の 紋 見れば 二 

つ 右 ども ゑ、 さあ 是じゃ は 心へ たと ちう に ひつ さげ 

かけ 行た.^、 地色 折 ふし 雲 右衞門 一 間に ふして 有け る 

が、 此を とに めをさまし はっとお くに 入 けれ 共 はや 

姬君は 見へ 給 はす、 詞 なむ 三寶 うば はれし、 をのれ 

ら どつ こへ かへ さぬ かと、 地 どもり ま はって かけ 出 

る 所へ 大 せいどつ とよせ、 雲 右 衞門を 追 取 まくい や 

もの くさいやつ ばらと、 地 向 ふ 者 共さん <\ 'になげ 

ふせ、 うち ふせ をつ 立れば おくび やうみ れんの ざう 

人 ばら ^を も 見す して にげ 行 を、 さもしき たなし こ 


ん b ん ならく 火に 入、 水 をく， 5«b てもう ば ひかへ さ 

で歸 らん やかへ せく、  くくと をつ かけ 行 こそ 

三重 「賴 もしき いさか ひ 過ての 棒ち ぎ b 木、 藤大夬 が 

けらい 共 さすが どみんの はかな さは、 物 かげに かく 

れゐた りしが 漸と立 出て、 詞 やれ だんなのお 若お 姬 

さま を 何者か つれ 行た， 地 遠く は 行 じの がすな と 

もやく して ゐる 所へ、 地藤大 夫い をお け を さげ あ 

み を かたげ 歸るを 見て、 けらい 共 あはたい しく 姬君 

はう ば、 れ給ひ 雲 右 衞門は 追 かけて、 と聲々 に ひし 

るに ぞ、 く はっとせ き 上物 を もい はす 二三 町 かけ 出 

しが、 なんとか しあん をし 立 歸.. ^いや- C ど ふで も 

追 かけて とかけ 出て は 又 かけ もど. o、 うろ./^ はぎ 

hN して じだんだ 踏、 すわつ、 立つ する 折 ふし 下の 女 

三寶 に、 供物 をす へ つき 山の いな，. ^ の 社へ そな ふと 

見て 藤 大夫飛 か、， ひ、 地 そな への 三寶 ひったく..^ み 

ぢん になれ と 打け る、 皆々 おどろき 是は そも餘 h.- お 

せきな された 故、 ぉ氣 がの ぼつ-てお 心 も そいろ にな 

,0 しかもった いなや、 先 しづ まらせ まし ませと、 せな 

を さす hv つなでお ろす を ふ， 9 はなちつ きのけ て、 い 

な， 9 の しゃだん を はった と にらみ 淚を ながしね め 付 
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て、 詞ゃ いかた b 狐のば けぞ こな ひめ、 年 比 ：《 ごろ 

えん 日 ごと 又は 神事お こたら す、 御供 を そな へたつ 

とめ 共 何 を かふとの 立願せ す、 然るに 此度 我お いの 

主人の やかた さう どうに 付、 姬君御 入 遊ばされ、 か 

すならぬ 某を賴 むと あれば もだしがた くかく まひ 申 

御ち そうに、 あみ を 引に 出る 跡に ていかに うつけ た 

神な b とて、 氏子の 主人の 姬 君が うば はれ 給 ふ をお 

め/ (^と、 よふ も./^ 見て ゐたな あやい、 それでい 

なりの 明 神のと あがめられ ふと 思 ふて ゐ るか、 そふ 

と はし らで うか/ \ 'と 信、 ひし たがく や しい はい や 

い、 さあ、 地色 是 から はしば らく も 我 地に 置 ことけ-が 

ら はし、 この 藤大 夫が どそくに かけ しゃだん を 只今 

ふみく だく、 はらが 立ばた ち 所に 我と. 9 ころせ 恨 は 

なし、 去ながら とてもば ち を も 利 生 を もしらぬ きつ 

ねの 四つ あしめ と、 しゃだんに 手 を かけ ゑい、 やっと 

引た ふし、 の， o か、 りと びら かう らんこと <, -.^  く ふ 

， 

みくだき、 かしこに 有し 櫸 をつ 取さん <\ -に うちく 

だき、 はがみ をな して かけ 出し はい ま はし、 くも 又 

11ー重「道堙な.5、^5^次第我はばけたと思 へ共、./^、人は 

何とか 見る ベ き、 狂言 是は三 上藤大 夫が ちんじゅ にす 
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む ふるぎつね のこつ ちゃう、 當月 午の 日 は 京都い な 

,9 のお 出 故、 毎年 諸國の 末社 あつまる なれば、 我等 

も當 年の ぼって ござる 其る すの まに、 藤大 夫が おい 

みん ぶ 友 はるが 主人の 娘、 かたき 故國 をお ち 藤大夫 

を賴 む、 何が たのもし いしゃう じきし やなれば、 都の 

前 を 守， 0 て くれよ と 社へ 深 ふきせ いし、 ちそうの 爲 

手づ から， 9 やうに 33 た 跡へ 惡人 共が みだれ 入、 姬を 

うば ひか へ つたげ にござる、 藤 大夫か へ.^ 見て さん 

ざん はら を 立、 うき 世に 祌 はない ねが ふても ゑき な 

いと さすが 凡人で ござる は、 我る す 共 ゑ しら ひで し 

や だん をみ おんに ふみく だいて ござる が、 是 は藤大 

夫が 正直な 心から は 道理 共 /-、 是 程の 道理 は 近年 

又 有まい と 思 ふ 道理で ござる、 とあって も 今更 致し 

檨も ござらねば、 しょせん 友 狐 共 を かたら ひかた き 

を 待 請、 姬を うば ひかへ し藤大 夫に わたし、 いひ わけ 

も いたさ ふと 存じ 取 物 も 取 あ へ す歸 b まする が、 地色 

借 も/ \- 治部大 失め は 前代み もんの 惡 人と、 いひ も 

あへ ぬに 角行 坊姬君 を 引 立 させ、 此 所へ 來.. > しが は 

や 日 はくる ゝ 急げよ と、 い ふ向ふょ.^>くだん の狐角 

行が 傍輩 桂馬 坊と身 をば けて、 挑 灯 を さげ こ、 にき 
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か、 り ェ、 詞角行 坊 かよい 所で あ ふて 有、 餘りを そ 

しと 治 部大夫 さま 仰 付ら れ、 地色む かひに きたが 何と 

首尾 はと 尋ねけ る、 角行 いっぱい くひ 何 桂 坊 にて 

有け るか、 詞悅 こんでくれ 都の 前 を 早速に いけどり 

しが、 なんとで かした では あらざる か、 地 ^ とはいへ 

き やつ もく は ほう 者、 みめかたちす ぐるれば、 つれ 

て歸 ると す ぐ さま 殿が 手 かけに せ ふとお つ しゃつ 

た、 さあ/, \ '早 ふ 歸 b 殿に 見せて よろこばせ、 ほう 

び を いっかど してや らんと フシ 跡 先 しらすに いさみ 

ける、 地色け ぃ馬坊 打うな づきで かされた く、 殿の 

きげん はしれた こと 片時 も 早く 歸 らんが、 しらる、 

通 道惡敷 ni はは やくれ て 行 先見へ す、 追々 迎を こす 

はづじ やが 道に まよ ひ はせ ぬ かじゃ 迄と、 いふか は 

向へ 狐 其迎の 者の 挑 灯に、 あまたば けて ともし つれ 

おひ-^、 とよび かくる そ りやこ そ迎 がきた は、 詞 

太 儀ながら 桂馬 坊此 女が な は を 取、 大 じに かけて 引 

てた も 成程く 八 ロ點じ や、 地色 こちへ 任せと 請 取 か は 

べに か、 れば 此のべ の、 きつね 共せ なをなら ベ はし 

にばけ て 見せけ る を、 皆 々誠の はしな，.^ と チクリ ひか 

b を 「たよ .o に 渡. 9 ける、 地色 程なく 大 せい 渡りす め 


ば 提灯の ひか もうせ、 せんご もさら に 見 へ わかす、 

跡に は 角行と けらい 少々、 都の 前 桂馬 坊殘 りしが、 

角行 坊 ふしん はれす こ ゑ を 立、 詞ゃぁ 橋 向 ひの 

侍 共、 何とて 挑 灯の 火 をけ した、 早くと ぼし はし を 

あかく し 渡さぬ ぞ、 地色 大じ のめし うと 跡に 有に フシ 

ぶさたな， 0 と ぞい か， 9 ける 、地色 か は 向 ひ の もの 共い 

や/^ 左檨 では 候 はす、 我々 渡.^ すむ 迄 は 挑 灯 見へ 

て 候が、 見れば わたりし はし もな しめいよ な こと、 

いふ こなたへ、 又 提灯 高々 と迎と 見へ て、 おひく 

とよび かくる 角行 力 を ゑ 詞 H  、  くど ん な そち 達が 祧 

灯の かげ、 か はへ うつる を 取ち がへ それへ 行し、 是 

是迎 はこな たな. 9 早 ふま はり 來れ よと、 地色 谷 共 しら 

す さし か、 れば又 狐 共 はしと な. 9、 道と 見せて 有け 

る をば かさる、 と はき もっかす、 先に 立て わたりし 

は チクリ こ 、ち 「よくこ そ昆 へ に けれ、 地色なん なく 向 

ふへ わた，.^ こし さあけ い 馬姬を つれ、 いそいで わた 

b やとい ふ內 に又祧 灯の かげ もな し、 角行 彌 ふしん 

はれす、 詞是は 偖、 はてめ いよな 合點の 行ぬ、 地色 ど 

ふした ことで 有 ふぞ と、 き やう を さませば にせ 桂馬 

からく と 打 わら ひ、 詞 あの 大 だはけ がぬ かした ざ 
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ま は、 我 を 誠の 桂馬と 思 ふか やい、 それにて に 承 

れ、 政 方の 家老 みん ぶの 丞 がお ぢ三 上藤大 夫が ちん 

じゅに すむ、 こっち やう も/^ いな. 9 の 烏- i5 を 七 度 

の はまな み 丸と いふ 白狐な. 9  、地色 我す む や しろ を 藤 

大 失が みおん の ごとくく だきし も、 を のれら が此姬 

をう ば ふて 歸る故 なれば、 取 かへ し藤大 夫へ わたさ 

では 此波 丸が、 すみ 所な く あまつ さへ 此の どが さら 

,5 つと ひあがるな， o、 あのうん つく めら が つら を 見 

よ、 大義に よふ こそ ほね を. 9 ぶんに しぶ 茶 をのめ と 

ぞ わら ひける、 地所へ 藤 大夫雲 右衞門 まっくろ にな 

,9 かけつく る、 都の 前す かし 見 給 ひな ふ 藤 大失殿 か 

雲 右衞門 か、 箇樣 くのこと な b と 有し 次第 を かた 

らせ 給へば、 藤大夫 はっと 計 かう ベ を さげ ひざ まづ 

き、 かくじん へんに まします を もったいな くもみ や 

しろ を、 どそくに かけし 其み やう ばっさ は 去な から 

お 生の ため、 ゆるさせ 給へ と 手 を 合せ フシ ひれふし 

てこ そ泣ゐ たれ、 姬君も 雷 右衞門 もかん るいき もに 

めいじつ >• らいはいして ぞ おはしけ る、 地色 白狐 も 神 

慮うる はしく うれし 淚と 諸共に、 必 ちつ 共く るし か 

ら す皆是 かたきが なす わざ なれば おこ とらに とが は 
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なし、 いざ/^ ともな ひ立歸 りじ せつを 待 政 方に め 

ぐ， 9 あは せん きづか ひすな、 若 又 かたきが よせく る 

共 皆 狐に 任せて をけ、 かたはしより ふみく にき- Si ら 

すの ゑ じきにして くれん、 道が くらいに 挑 灯と 先に 

すゝ めば あまたの 狐悅 びと もす 其 ひかり フシ 只まん 

どうの ごとくに て、 フシ  > ひ しづ かに、 地；， ばぬ へば か は 

と 山との 向 ひ 成 かたき 共 こ ゑ を 上、 詢なふ ^いな 

b さま 賴 みます、 是は あんま b むごい ぞ. o、 地 わた 

らんに も 大河と たに、 そこと もしらぬ やみ なれば な 

にと せんかた あらしに ふかれ、 其 夜 は そこにて す^ 

みゐ るき みよ か、 b ける 三重 

まさかた 道行 

とても 身 は、 地く はたく をいで よと す、 むれ ど、 み 

やうり の 心つ よければ、 きいて おどろく 人 もな し、 ら 

うせう ふぢ やうの ハ チタ、 キ フシ 世の なら ひ、 しす-る 命 

の 其き は、 戀 しきつ まもした が はす、 いとしき 我 子 

もと もな はす、 ひと. 9 出 ひと. 0 ゆく、 ふな を か 山の 

夕け ぶ. 9 た へ ぬ なみだ ぞ フシ あはれ なる、 フシ それよ 

.ft- 物の ハチ *  、キ かなしき は、 いらく と ひ- !•  く 山寺の、 
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かねに ことかく せっき ま へたび で ひだる い 夕 間ぐ 

れ、 きちん どま りの わびし さは 松の木 枕 もめんよ ぎ、 

ひざよ. 0 しも はかん ざら しあし をつ ゝ めば くびす； 0 

へ、 つきぬく 檨 なさよ 風に よの めさの め も あは ざの 

からす、 つばさ 色なる すみぞめに、 ころも 計 は そむ 

れ共、 そうと ぞくと を かけもちに、 フシ チク- 世 をす て 

かぬ る、 我 は そ もみの、 國 にて 誰 あら ふ 右 京大 夫 政 

方と、 人に しられし 身な れ共國 はかた きに うば はる 

る 其 上 家老 民 部 之丞、 又は ふた 世と むすびて し、 宫 

城 野の 露ち. 9, ^に、 行衞 さだめぬ ひとりたび、 せ 

ん かたな さの は た、 き、 ひさ ご 一 つ を 友と して キン 

チク. '人め を、 忍ぶ かくれが さ、 かくれみの ぢを 立い 

で、、 いっかむ かしに あ ふみ 成、 今津の 宿に きて 見 

れば 旅の なら ひか 此身 にも、 かご やろ^.^ はいし ゐ 

どう、 馬 かし はばら 歌 さむさ をし のぐ や あこれ の、 

さけの、 酒の ゑ ひざめ さめが ひや 木々 にさ ゑす る、 

ihs もとの フシ つばさ、 たのまん こき やうの 文、 硯の 

墨 やす. 9 はりの 取 三重 岩の かけお をよ おのぼり フシ 西 

を はるかに、 見お ろせば、 ひらの いぶきの 山風にば 

つと 立な み、 つれてむ れゐる 砍 はまち ど， 9 の 友よ ぶ 


こ 55 は +okv>(l やち， やちり/ \  "f> 友よ ふ 所 

に、 かもめ こぞれ る 岩の 上 フシ 雪 や、 つもる と、 水う 

みの、 向 ふに 見へ し 高山 は、 ありし むかしの さと 通 

ひ 歌 ひ ゑの 山 かせ 身にしみて 合な たねの 花 もうらが 

れ とうた ひし 比 も いつしかに、 又 あらたまる 春の そ 

ら みぞれ あは ゆき はつれ 雪、 ふ. 9 ぬると しに かへ る 

か と た ど る 計 に ち ら 。ひ ら -.^ と 風 に ち -^J- 

くる もみ ぢ- 笠、 さう ばうた b し 山嵐む せぶ、 計に お 

ちくれば、 しばし つかれ を やすめん とと 有、 所に 着 

にけ， 9 可 か はしらす かさのう へ におち か、 る こゝち 

して、 しきりに おもく すがた も 見へ す こ ゑ 計して 厶 

申々 政 さま、 殿 さまと よびかく る 〇 こ は  > ひ へす か、 

る 道の ちまたに て 姿 も 見へ す 我 名 をよ ぶ はきつ ねた 

ぬきが 我し やうき を、 うば はん 爲 かおろ かやな、 そ 

れは 人に よら ふぞと  >, ひに 甲 ^ へどき み わろ く、 まつげ 

を ぬ らし ベ い ろ うし や の うま か ぼ だら まに はんだら 

と となへ-^ ゆかんと す A 時に たちまちす がた を あ 

ら はし、 さも くるしげ 成 こ ゑ を あげ 御うた が ひ はお 

こと は. o、 わら はゝ やかたで わかれに しみ やぎのに 

て 候が、 彼 さう どうの 御 跡よ- 9 おちん と 思 ふ 其 中に 


も 親の かたきの ことなれば 治 部 を 一 たち うらみた く 

あなた こなたと する 中に な ふ 口お しゃ 本望 とげぬ の 

みならす、 御繼 母^ 部が 手に か ゝり、 返り 討に あへ 

なく も ひと 思 ひに ころさす し、 鐽先 につらぬ かれ あ 

まつ さ へまつ さかさまに ゐの 中へ しづ めら れし うさ 

つら さ、 いはん かたなき くるしみの、 中に も 君を戀 

しゅかし と 思 ふ 一 念 かつ は、 又 本意 を とげぬ 無念 さ 

にこん はめい どに おもむけ ど、 はく は此 世に とい ま 

b て あさまし か b し 我す がた かく あら はして 侍ふぞ 

や あはれ 日ごろの 御よ しみ 御 忘れ 下されす は 治 部 を 

討てみ づ からが、 しゅらの もうしう はらさせて たべ 、 

淺 ましの 我 身 やと 泣 共 こ ゑの 出ば こそ、 ふびんに も 

又、 哀れな， 0 地色 政 方 十 方せ ん かたなく、 偖 はみ やぎ 

の 成け るか や 我 故つ いに 此世 をば、 あたら さか.^ の 

花の すがた よしなき， J とに ころされて、 さ ぞゃ 無念 

に 思 ふらめ、 去ながら、 たと へ 生 をへ だつ 共、 か.. >  に 

も ふうふ は 二世と いふな ど 近よ， 9 てう さつら さ、 か 

た. 0 てな >o 共 我 思 ひ はらして はくれ ざる ぞ、 あら 情 

なやと よらん とすれば A 其 まゝき へ て 0 又 かしこに 

なき 玉の △ かげろ ふ、 いなづま 口 水の 月 かや 姿 は 見 
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ゆれ ど 手に とられす、 g 色 せんかた なさに 政 方 はわつ 

と 計に た ふれ ふしき へ 入 計に 泣 給 ふ ゆうれいば 

うせんと 又 あら はれい ゃ戀 しき は 我と て も を とらぬ 

君が 心 ざし、 見る に 立 そふ れん ほの くも はれぬ 思 ひ 

と 成 侍 へど、 とても かな はぬ しでの 道、 此^の えんこ 

そ うすく 共、 みらいは か ならす ふうふと 成 い き か は 

. ^しに か は， 9、 なが ふめ をと ぞいつ 迄 もつ きそ ひ 度 

は 侍へ 共、 えん 王よ.^ のっか ひしげ くも はやめい ど 

へ歸 るな り、 あらな ご， 5 おしゃかな しやと-口 さけべ 

る こ ゑ はこ だまに 殘 b すがた は、 きへ てうせ にけ 

〇 政 方 夢 かう つ、 かと あなたへ はし ^こなたへ か 

け、 たい 狂亂の ごとくに て やれ 今一 どせ めて 詞をか 

はして くれよ、 去と て は 情な やとよ ベ ど さけべと 其 

かげ も、 なげきて 今 はか ひぞ なき、 此上は 何と ぞし 

みん ぶに 尋ね めぐりあ ひほんい を たっしみ やぎの が 

後世 をた すけえ さ せんと 思 ふ 心 を 便に て 都の かたへ 

おもむけ ど、 めぐ.. y あはん と 思 ひて し 人は此 世に は 

かなく も、 なきと 思へば まの あた. あ ひし は 夢 か 今 

さらに、 かゝ るな げきはう っゝ にも いづれ を 夢 かい 

づれ をう っゝ、 わくべき かた も 夢の よの 夢お を、 た 


どる ご と くな h -、 

下之卷 

口春 霞、 立なら びた る むねつ. 《• き、 こや 王城の 情の 

市う そに 誡を つき ませて、 あきな ふ戀 のと ひ 丸に、 

よね かふ 客の、 地と だへ なく 四つ 手の かごの ほ を ま 

きて色のみなと、賑ひけ..^  g 去 程に 右 京大： 夫 政 方 

は、 „H> つ せんとして それよ， 9 も kf- 都に つき 4" ひ、 こ 

こ 色 ざとの あた， 5 ともい さ *{ら つゆの を. たの はら、 

み ど hs にしげ き くさのは も、 霜に は あへ すうら がれ 

ん、 是皆 せけん の 無常 ぞ としゃう み や う、 し て ぞ 通ら 

る、 か、 る 所へ 大吉と いふかぶ ろ はや b 小うた の ゑ 

ざう し を、 よみ 來り先 も 見す 政 方に 行 あた.. >  小 

びつ しょな く  H  、 こ.^ な はちた ゝき は、 何 をし やうね 

にう つか りと、 人の くるの もえ 見やらぬ は あき じゐ 

そふな 杖 やろ か、 そふして そなたの しゃう ばい はみ 

な 化さとの きら ひ 物、 しゅせ うそ ふに あはれ らしう 

へう たんた、 いて こま ごとい ひ、 衣の みじかい 其 ふ 

うは 客隱 達に いけんす る、 せんもんと やらい ふお や 


じの 樣で 下心の こなれ ぬう つけたな- 5、 はや ふとつ 

と、 とほらん せとお， 9 や/^ としか. 0 ける g 色 政 か 

たいせん 忍びく る さとと は 夢にも わき まへ す、 きも 

さんらんしう か./., \» とか ま はす ひさ ご を 打なら し、 

さっても いふた よくい ふた、 をのが めくら はたな へ 

あげ、 人 をめ くらと いふ やつ は、 しっかい さるの し 

わら ひ ロ汝ぐ はんら い 鉢 タ-キ びんぼう 人の 娘に て 

四百 六十 五 匁に、 身 を うられき て やう と 今け い 

せいの 玉子す し、 すしに そだちて いき 過て 客に 口上 

いひち がへ、 すき さへ あれば 板の間 のら うかのす み 

の くらが.^ に、 茶わんの そこ を 枕に しまん ぢ うく は 

ふとね ごとい ふ、 すこしせ いたけ のび ぬれば、 あげ 

やの むす 子と まぶぐ る ひわけ も 見へ ざる 文通 ひ、 う 

か， とうかついて や b 手に わめ か れ しく- C 

と、 小す みへ よりて ほへ る をば しらぬ と 思 ふか わび 

つちよ め、 かはい や/、 なむ あみだな まふ だ な 

む あみと、 そしらぬ かほして ゐられ ける I 色 かぶろ 

大きに 腹 を 立 H  、 あのに くて な 口 はいの、 あんまり あ 

ほ * フ つくさす 4 ^〈早 ふ あるいて こめ もら や、 詞ェ 、は 

らの 立に くらしい さ b とは此 世の はちた、 きうな、 
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せ、 どこの はちた ゝ きじ やた、 きたされな と た、 き 

にか ゝれ ば、 ちゃくと ぬひ、 チ、 をのれ が樣な こしゃ 

くな やつ は此 くろぬりのへ うたんで 水 あげが してや 

-.^ たいと、 いひす てに ぐる 向 ふより、 みやぎ のが 妹 女 

郎、 今 はやり 手の しらぎく はつい かい 取の ひだ. 9 づ 

ま、 きゃらの 追風く ゆらせて 道中 しづかに あゆみ 來 

b 是 はく はしたない どうした こと ぞ 大吉、 見れば 

こ はい 所 をば か，.^ ま はらんす と 聞 及ぶ、 修行者さん 

を相手にしもったぃなぃぁんばくな今の身ぶ.^^はど 

う ぞいの、 よい は/ \ 'まって ゐゃ、 玉に つげたら よい 

ことで あんま. 0 ほめ はせ まい ぞと、 いひな ぐ， 9 つ \ 

いやな ふ 修行者さん 詞 さだめし おはらが 立 やしよ け 

れど いふても 年の ゆかぬ 者、 こらへ て やって 下さ b 

やせ、 偖 それに 付 はじめて おめに か、 り やしなれ な 

れ しき 御 ことながら g 色け ふ はわた しが 心 ざす 人の 

忌日で ござんす が、 こふした 勤の 身 なれば 思 ふ 程な 

と むれ ひも、 人 賴み斗 なれば せめてと ねが ふしる し 

にや、 思 はす そな さんに あ ひあした も あさから ぬの 

b の 御えん i あ がた し、 ちょっと あげ 屋へ おこし 

あ b 御 ゑ かうな され 下さん せば、 身に 餘.^ おうれし 

二百 二十 一 


愛染明王 影 向 松  

からん ひとへ に賴 みあげ やすと 思 ひ、 入た る必 ざし、 

よぎなき ていに ぞ 見へ にけ る 1 色 政 方 はっと 心 付 偖 

は 世に 有 其む かし、 通 ひなれ たる 色 ざと かな ふはづ 

かし めんぼくな やと、 顔 もえ あげす かくしな がらと 

やせん かく やい ひぬ けんと、 しばし あんじお はせ し 

が やう と 思 ひ 付、 詞 ハァ おし ゆせ うやお きどく 

や、 か、 る 勤の 其 中に て 御 せんごん のお 心 ざし 返す 

返す も 感じ入 申 ませ ふ檨 もな し、 しかしながら 拙者 

義は、 さりが たき 用事 故 只今 外へ 參 るな， 9、 地色お ゆ 

るし なされ 給 はれ 急用に 候 はす は、 にや はしき ぉ賴 

み を お 殘多 やと い ひす て ゝ 行ん とす る を 引と 'め、 

心さ こそ まし まさん が ひま 取 やする 事で なし、 少し 

の 內の御 ゑ かう ど ふで も 賴み上 やする それ 大吉、 お 

供して とい ふに 取 付す が， 0 付、 先にからの 口 ごた へ 

は、 皆々 わしが わるかった こらへ てこち へきて くだ 

んせ、 其禮に はへ うたんで、 水揚 をして もら ひませ 

ふとむ.h^に つれだち 三重 「入日 さす、 あげ 屋の 座敷、 地 

はれ/^ とた 、みの 色 も あさみ ど， 9 はるの 夕 かせ ほ 

のぐ と、 火 取が うろに 立け ぶ， o、 三ぶ くつい のかけ. 

物の、 もやう は 少し こと ざめ て、 中尊に あいせん 明 王 
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左右に 風流の なん 女の 圖、 本 ぞんと あがめし はめ づ 

らしく も 又 ふしぎ 也、 g 色 政 方 女郎に 打む かひ、 詞し 

て 心 ざしの しゃう. 0 やうの 御 かいみ やう はとと ひ 給 

へば  <1 されば いな、 則 そなたに かけました 女郎す が 

たの かけ ゑ こそ、 ふかい 御 をん に预. 9 しあね 女郎 さ 

ん のうつ し ゑで ござんす が、 こちらに かけし 男 ゑの 

殿達に ふとな じみ、 互に ふか ふの ぼ， 9 つ め、 あまの た 

くて ふ もし ほぐさけ ぶ. 0  くらべの 中な. 0 しに、 其 殿 

美 濃と やらん が本國 にて、 お下り 有し を わすれ かね、 

くるゎをはし.^^見 へ さんせ ぬょ，9、 あま. 9 かなしう 

こがれ まし 祌 さま 達に 願 を かけ、 どふぞ あはせ てく 

だんせ と 祈る にか ひも なぎさの 千鳥、 なきあかした 

るけ ふの 日 を 御め い H と 心 ざし かくはと むら ひまい 

ら する、 又まん 中な はみ やぎの さま、 常々 信心な され 

やした あいせん さまの みかげな り、 よい 樣に せわ や 

い て ほとけに なし ましく だんせ と淚 をな がし 泣ゐた 

る、 地色 政 かたはつ とか ほ 打な がめ、 今迄 はよ その 樣 

に 思 ひしが 見る に 付 聞に 付、 よく， 思へば さりし 

ころみ やぎのに つか はれし、 かぶろ のまが き 立の び 

て 今 白ぎ くの 大夫 姿、 見 わすれた る もこと は.^ やれ 


我こそとぃはんとせしがち^? — 0 ひか へ、 ァ、 よしな 

しまよ ふた b 、かくと いひな ば 身の ちじょく、 又み や 

ぎの がし ゝた， 0 し 有さ まかた. C- 聞せ なば、 なげきく 

やまん 見る めもう し、 ことにて い キ；^ ；牛 次が 聞 付て 

はいか^な り、 よい 程に して かへ らんと は 思へ 共み 

やぎの が、 身の上な をし 思 ひ 出し 心 もみだれ むねに 

こがる、 淚を せきに、 まぎら かし、 いか ふせ けんが ひ 

ゆる 故ぎ やうさん 風 を ひいた そふな 御 ゑ かう 早 ふし 

まひ 歸. 9 てまめ 茶 をた ベ ませ ふと、 ひさ ご をた ゝき 

とこの ゑに むか へ ばな をし いやまさ. 0  口 過し ことの 

み 思 はれて 身 もし びれ こ ゑ ふる ひ、 忍び 淚を かくさ 

ん とすれ 共 わき 出 わき 返.^ せき 上 すみ 染の衣 

を、 ひたしな げかる、』 到 しらぎく さとき 女郞 なれ 

ばち やくと 合點 しつ ゝ とよ， 9、 見れば 見る 程うた が 

ひもな き 人の 思 ひ 人 政 さま じ やが 是はそ も 御す がた 

か は. 0 しとて 見ち がへ たは わしが そ さう、 わたし こ 

そ 其 時の みやぎ のさん に つか はれし かぶろ のまが き 

御 見 わすれ あ， 9 はせ まいが どうよく なき よくもな 

や、 先 それ は そふと しゃれ 過た、 此ぉ姿 はどう じ や 

いな わけ もない、 偖 も か は b し 御 げんやと すがり 付 
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て ぞ泣ゐ たる？^ 政 方も淚 ながら ァ、 借し ばし の 中な 

が. ら なじみ ほど 世に こくに 嬉し い 物 は あらざる ぞ、 

かく 成 はてし 我 身 をば、 みやぎ のがよ しみと てよ ふ 

こそ 泣て 下さった、 誡 にか、 る ざまに 成此 さとな ど 

へ 足ぶ みは 人間の する ことならね ど、 はぢ をい はね 

ば わけ 立す、 みやぎ の此 さとぬ け 出て、 我 を 尋ね 下 

ると かや、 か檨 のし だいにて かたきに 國 はみだ 

さる、、 いきが ひなく おちさる 跡に て かはい やみや 

ぎの も惡人 共が 手に 掛り、 ひごうのしに をと げたる 

とて あさましき かたちと な. 0 あ ひ 見る こと も かたい 

とに つらぬく たまの あく がれて、 我 をした へる 其お 

も かげま ぼろし 共う つ \ 共 思 ひま はせば なまな かに 

國を もの か. f 討 はたさば 今のう きめ は 見 まじ 物 うら 

めしの 此身 のごう、 いか 成く はこの いんぐ は ぞと人 

め も、 しらすな き 給 ふ、 ™ 色白ぎ くも 諸共に、 げに御 

道理 こと は b とこ ゑ も、 おします なきに け， 0  ^ 色；^ 

有さ ま を さいせんよ りてい 主 喜 平 次 物 かげに てと つ 

く. 0 とき ゝす丄 13 し、 つと 立 出よ こ 手 を 打、 さって 

もお 久し や 政 さま、 はっとお どろき、 たって にげん 

とし 給 ふ を △ くる. 0 とむ かふに 立 ふさが， o、 詞 是は是 
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はお どうよく、 先にから お 身のう へ の 御物が た， 9、 

つも 殘らす あれに てく はしく 承り、 びつ く b 其 御 

いた はし 共、 申 わくべき かた もな し、 と 申ながら 御 恨 

みは、 段々 深き 御 こんいに 預 りし 私、 いやしき 身す ぎ 

をいた せ 共、 慮外ながら 憚.. 0 ながら 推參 ながらく は 

ん たいながら、 心の そこ は 武士が たに もまけ はせ ま 

いと 男 をば たてる と 申 はお かし けれどち つ 共お 氣遣 

あそばされ なかた 身に ひっかけ 申べ し、 むかしが 今 

に 至る 迄、 生に 弓 引て きする 者 ひと としてせ うり 

をば えたる とい ふこと、 淨 るり ぼん- レも ついに 出た 

る こ ともなし 詞 まつ 其 ごとく 治 部大夫 一 たんお 國に 

はびこる 共、 地色 日月 誠 を てらさせ 給 へ ば じめ ついた 

さで 有べき や、 其內御 ふじゅうな hv とも 是に御 入 あ 

そばされ よ、 おかく まへ と ははい か， 9 たい ゐっ 3- け 

と 思 召、 ゆる/ \ 'くらさせ 下されば ひとし ほ大 4:^. 仕 

らんこの 上に もみ やぎ 野 さま、 一所に 御 入な されな 

ばか ふした 時に も 御た のしみ、 ふかき 思 ひも あさ は 

かに はかなき 無常の せかい やと 淚を ながす しんじつ 

に、 □ しらぎく ありあ ふかぶ ろ迄淚 に、 むせぶ やさ 

しさよ、 (f^ 政 方 嬉し 淚 と共に かくば かり 皆々 念 比 成 
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詞を うけ、 身に餘..^思へ共とてもぉもしろからぬ世 

をて い 主の やっかいめ いわくな り、 命 だに ながらへ 

ばと 厶 いはせ も あ へ すてい 主 頭 を ふって 目顔 をし か 

め、 詞借 も/^ ふるい/ \、 左樣 におち ぶれさせ 給 

へばお 心 迄 ひがみし か、 とかくお 氣を はらされて、 

ゆるり と是に 御とう. 0 うなされ ませ、 ャぉ 久しぶり 

じ やに 誰 さま ぞか b まして なぐさめ ませ ふと 申ます 

る は 座敷つ き 地色 宮城 野 さまの 御- ^ とば 御 はてな さ 

れて せひな きこと、 追 付 御代に 御 出のと きい か樣の 

御と むら ひ あられ ふ 共 それ はま、 じ やに、 とんと お 

わすれな され さいはい 菊 さま 御 こと は、 其 ゆかりな 

御き りゃう はお そらく 只今 くるわ 一 ばん まだ 

まだ どこ やらに、 みめう むるいの うまみ 有と まいつ 

た 方の 御 ふいて う、 若 まだい じむ じ おっしゃ ると 慮 

外ながら ちくしゃ うじ や、 是菊 さま 大夫 さま、 お前 

も 日ごろの 御 口ぶりい やで ない をし つて ゐる、 そこ 

らを賴 み 上 はの て ふ 羽 釉をか へす もん さくの こ ゑ は 

り 上て かの かんたん のかり 枕、 詞 一 すいの 夢の さ. め 

しも 五十 年、 又 五十 年 百年な り、 偖 其 後 は 二百 年、 

是を 合せて 四百 年、 又 五 百年、 千年 は 鶴の よは ひと 


おぼしめ せ、 うら 嶋太郞 は 八 千 ざい、 東方 さく は 九 

千 ざい、 龜 は萬歲 めでた さよ、 しゃかの かぶろ の 水 

上 は 五十六お く 七 千 萬 ざいと 聞 時 は 口に、 はい h- て 

いひに くし J 色 さあ/^ こ 、も氣 が 替らす 先々 おく 

へお 供 せん、 宫城野 さまの あはれ ごと 又は 御國 のき 

のどく ざた、 西のう みへ さらり つと わすれさ せまし 

下さるべし、 是大夫 さま そこら をと そ、 りた つれば 

0 しらぎく も、 かぶろ のとき の 子 心に 政 さま はよ い 

殿と、 かいつ いい ふて わら はれし も かふした えんの 

はしな らん、 地 こち ござんせ といだき 付、 草葉の かげ 

て 宮城 野 さまち つとの うち じゃあ ちらむ いてく だん 

せと ロ手 がいれば 又 足 もい るえん おうの、 ふとんれ 

ん， 0 のよ ぎ、 はやとき がくる 下 ひものな がき、 契り 

と 三重 「成に け hN  口つ ゆ 霜と き へ て もまよ ふ 戀路の や 

み、 わする \ ひ まも なぎさ こぐ あまの をぶ ねが、 こ 

がれく る、 地色 宮城 野が なき かげ は、 かけ ゑ を はなれ 

又 こ、 にあら はれ 出る しっとの ねん、 女心の あやし 

さよ 厶な ふうら めしや 政 かたさ ま、 我より 外によ の 

女の はだ ふれ じと ちか ひ をき、 人に こそ よれ しらぎ 

」 御 ねすがた は 何 ごと ぞゃ、 あ、 ねたまし や 腹 立 
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やとた ぶ さ をと つて 引出す 口み だる、 かみ もみだる 一 

る 我心 も是皆 御身の 惡性 故、 あはれ み 給へ 淺ま しゃ、 一 

たちまち 宮域 野が をん ねん 政 方の ひにくに い. 0 正氣： 

をう ば ふくる しみに 0 しらぎく I 夢せ ハゎ きま へ すな ふ 一 

かなし や 宮城 野 さま、 是程 こがる、 わたしに は 何 を 一 

見 かぎ. 0 それ ぞ共、 詞もか はさせ くだんせ ぬ さ，^ と 一 

て は 情な やといだ き 付ん とし けれ 共 かたち は 跡な く 一 

厶ナケ フシ なみだつ くして 思 ひ を そむる ふでの す さび： 

に おもかげの 地 又 立 出る、 ふしぎ さよ § 色 政 方 ふした， 

ると この 內、 すっくと おきて 見 給へば あ h' しっとめ 

の 其 ま、 に、 雪の すあしの しろぐ と 打 見 上れば ヤー 

ァ是 は/,^、 詞シテ そなた はしんだ ではない か、 地色- 】_ 

は そ も ふしぎと い ふ はおろ か 我 こそ は 御身 を あく が- 

れした ふ 故、  前後 ふかくに とりみだ しゃる かた もな 一 

きお-り ふしに、 ちぎりく ちせ す あ ひ 見る こと IiIji かう 一 

つ、 か 夢なら ば、 さめて くれよ よろこばしと 口 互に 一 

ひしと いだきつ き 泣より 外の こと ぞ なき、 宮城 野淚ー 

をお さへ 先つ、 がな くお はし まし、 御め にか ゝ るう 一 

れ しゃな、 誠に わかれまして より 御な つかし さいか 一 

ばか hi 巧ね かねつ、 此 さとへ、 まへ の ゆかりと 御と- 
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はせ もし あら ふかと まつ かひの 有と は い へ どうき 世 

の 中 か はり はてた る 御す がた、 見る に淚 はとい まら 

ね ど、 それ はくやみ ていらぬ ことか ふお めに か、 る 

上 はなげき て せんなし 此 うへ は、 いづかた 迄 もお 供 

して しんじつに そ ひませ ふ是、 我お とこい としい ぞ 

や、 か は ゆい ぞゃ 女房と 厶 いだき あ ひ、 ◦ しめ 合て 口 

さもむ つましき ていたらく 夢と しらざる はかな さ 

よ、 地色 しらぎく はさ い せんよ. すこし まどろみ ふし 

たりし が、 ふっと 夢 さめ 見て あれば、 政 方 宮城 野い 

だきあ ひてんる けしき、 見る よりむ つと せきに せき 

むつく とおき てっか/^ とよ. 9、 政 方の むなぐら を 

しっかと とりい や 是申政 さま、 詞是 は あおで ござん 

すの 地色 ま へ は ど ふで あら ふと ま、、 いきか たづく で 

さきにから まくら をなら ベ しう へ なれば、 たと \ あ 

ねさまで ござんし よが 宮城 野 さまで ござんし よが- J 

はい こと はちつ ともない、 も ふけ ふから はわし が 男 

ござんせ ねよ と 手 をと つ て 行ん とする を  <1宫 城 野 引 

はなちつ きた ふし、 詞 H  、是 こ、 ない たづら もの、 お 

れを たれ じ やと 思 やる ぞ、 いや ほに あんまり じ やが 

の 地色そう じて つとめ は い たづら がちな がなら ひと 
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はい ひながら、 あね 女郎の ふか ふ あ ふお とこ をね と 

hv つべこべと、 けっく こちから あやまらせ ふとなん 

ぼかさから ゆやっても、 それ は 人に よら ふぞ や、 いか 

ふかん にんし にく けれど 妹 女郎の ちなみ 故、 さたな 

しに こらへ て やる 今度から たしな みや ゝ、 政 さま こ 

ち へ と 手 を とれば、 いや あた \ かに はな そふ かいの、 

攻さ まもつ まらぬ は 宮城 野 さまと 御 ふうふの、 S ひ 

中立さん せば なせに 人に ほれさん す、 こちから しか 

けた 戀 ではなし、 わしが おと こじゃ はなさん せ、 い 

や だいたんな そち 達に、 ねとられ てた つもの か はな 

さぬ か 〇 いや はなさ じと □ 後に は兩 方い とみ あ ひ 〇 

あなた へ ひっぱり A こなた へ ひき 口た が ひに あらそ 

ふしつとの あくふう ふきた て/, \>、 れんぼの ねった 

り、 げん 世に に ほひし そら だきの、 らん じ やの け 

ぶ.. ^ ほのほと な- 9  くみ、 ながした る さか づきの、 酒 

しらなみ てんに みなぎ b うらみと こ ひの 一 一河 白 道、 

三惡 道の かしゃくの くげん 思 ひ しらせん 思 ひ しれ 

とひつ 立 /1^、  くる. （》> /^とくる しみな げく 其 こ 

ゑの、 まことう つ、 にあら ざれ は、 かの 夢 人 はかけ 


なと 城き 
ひ 身 野な 
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ゑに と. 5« ま. 9 三 sr うせに け h -、  二人 は 惣身地 あせに 

ひち ばう せん to してな くば か b  M 地 な ふこ ひしの あ 

ねさ まや、 0 なつかしの 宮城 野と いだきつ けどうつ 

つの かたち、 床に かけ ゑの いきうつし、 偖は此 ほどな 

つかしと ふかく も 人 を 思 ひねの、 夢と しらせば さめ 

まじ をせ めて 詞を今 一 と、 口 か はして くれよ とふし 

しづみ なけ ど、 さけべと かひ ぞ なき、 地色 所へ かたき 

治部大 夫、： 侍 あまた 引ぐ し 一 間へ ふん ごみ ャァ詞 見 わ 

すれた か、 政 かた、 いせん は主從 今にて は國 のかみ 

と あが ま へられ、 く はっけいく はんらくに ほこる と 

い へ 共 家の け いづ を みん ぶめ が をのれ にわたし おと 

せし 故 つぎめの 參內 な. 0 がた し、 何と ぞ をのれ を尋 

ねだし け いづ さ へ ひったくらば 命 はたす け を ひ はら 

はんと 方々 と 尋ねつ かれ、 きう そくが てら 家來 共が 

なぐさま せんと 此 さとへ、 らく あそびに 來る 所に、 

地色 日ごろし やう じき 成 某 故 佛祌の みやう b にかな 

ひ、 しんだ と よ. 0 なを やすくい けどって 國へ 引、 

け いづ をぬ すむ とが 人と 諸人の 見 こ.^ に して くれ 

ん、 あたぶ の わるい 其 ざまで、 錢 かねな しの 色ぐ る 

ひう でな しの ふ. 0 すん ばい、 ゐざ. 0 のおろ せ 及びな 


しと かんら/^ とぞ わら ひける、 地色 政 方 待つ るかた 

がら 大せ いなれば 何と ぞし、 治 部め をう つて 宫 

がぐ げん をた すけ 其 跡 は、 うたる、 共せ ひなし 

づ くろ ひ 有 所へ、 1.-^^部友卷ぃかづちのぉちぞこ 

たる 力足ぐ はた と はし， o、 入 ハァ うれし や 殿 

さま 御き げんにて わたらせ^ ひ 恐悅至 ^化る、 ち つ 

共 お きづか ひ 遊ばす な、 友 恭が參 つたと： 地色 聞 も あ 

へす 政 方 何 みん ぶと や 是はそ も、 ふしぎに しって か 

けつけ し 我 身 落た る 其 跡に て、 みやぎ の もァノ 治部大 

夫め に 殺されし よし、 此上 はく ひ 付ても しゃつ を H 

では はら もゐ す、 もしし そんせば 友 春 跡を賴 むとの 

給へば、 みん ぶ 聞に たまられす も ふ/ C おくやみ 御 

無用 さあ 裯治 部大 夫め、 友 春が しゃばの なご. 0 のう 

ら みのた ちかね あんばい を覺 させんと、 地色 政 方 諸共 

ぬきはなち さや ふみ わって 立 給 へ ば 治 部大夫 あざわ 

らひ いやし やらく さい 死人 めら、 地色つ いでに つち へ 

に へ こませけ いづ をう ば へ とタ そら もに はかに くら 

くしん どうし、 宮城 野け したる すがた を あら はし 厶 

ァ、 お 待な され ませ、 尤御 本意と げられ ふなれ 共た せ 

いなれば おぼつかな しわら はしゃば にあ b し 時 常々 
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しんじ 奉る 愛染明王の b. けんに かけ、 親の かたき 國 

の あだた いぢ あらん 御 つげの しるし あれ、 御らん せ 

よ 御正 體 をと ロ謠 いふ こ ゑの 下よ， 0 も、 ふしぎ やゑ 

ざう にかけ、 置たり し、 明 王き ヘラせ 給 ふと 見れば、  . 

あた h- も か 'やくが うまの 尊體惡 人た いぢ、 有が た 

や 口 地つ いに 追つ め 追 ま はし 治部大 夫をづ たくに 

さしつらぬきて 御す がた 光明 四方に か 3- やけば、 有 

がた くもた つ とく も をの はっと かう ベ を さげ は 

いすれば、 宮城 野 もた ちまち 成佛 とく. たつの を さま 

る 御代 は 千秋 樂、 萬へ I 樂ゃ 福德の 諸人 あいき やうぶ 

ん ぶの 祌、 廿六 夜の 月々 にたつ とみう やま ひ 奉る、 月 

待の 御 利 生 あら 玉の、 かすく つぐ 御 はん 昌 めで、 

たか 6- ける はると かや 

右 此本者 依 小 子 之 懇望 附 秘密 音節 自遂 校合 令 開 

版 者 也 加賀掾 

二 條通寺 町 西へ 入 町 山 本 九 兵衞刊  ， 
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酒 天童 子 

攀 

第 一 

さても その 、ち、 、、とば こ ゝに人 わう 六十 六 代の 御門 

をば 一 でう の 院と申 奉る、 うちに は 三く わう 五し や 

. うのき を あら はし、 ほかに ははん ぎの まつ.. 事 をた 

だしく して、 ばんみん 夭 をん のお もんじ 君の めぐみ 

は久 かたの、 -まの 外 もく も- 9 なく、 月の 都の 道 ひ 

ろくお さまる 御代 こそめ でた けれ、 其 比 天下の しゅ 

ご をせ いわ 天 わうよ b 五代の そん、. 多 田の ますおう 

の 御ち やくし、 けん ひいし のべった う、 ちんじゅぶ 

の將 ぐん、 いろ ふしせ つつの かみ 源の. 3* るし 賴 光と ぞ申 

ける、 地 あいした がふら うどうに は、 、、と. はわた なべ 

の 源 五つな、 さかた のみん ぶ 金と き、 と を/^ みの 

かみう すいの さ •  たみつ、 地 うらべ のしき ぶす ゑた け、 

ひと ひ むしゃ ほうせ うとて、 以上 五 人の 人々 は、 ぶ 

ゆうの 道に 誰と して、 るいたい のお もて を あはす る 

も のぞな き、 かの 賴 光の ゐ せいの 程、 うら 山 さらん 

は、 大 三重な か. 0 け. 9、 ある 時賴 光、 やかたに くわい 


がう 有、 舂 さめの ふ. 9  くらした るつ れ<\ 'に、 こす 

への 花 も ほころびて、 け ふ も くれぬ とつけ わたる、 

こ ゑ もさ ひしき 入 あ ひの、 かねつく ころに もな りし 

かば、 おの^- - しゅ ゑん はしめ つ、、 地て まつ さへ 

ぎる きょくすいの、 ながれに うか ふさ かっきの めぐ 

れ や/ \、 おぐ る まの、 しゅ/^ の ゆうらん おもし 

ろ や、 うた ひ つわもの、 まじわ ，0-、 賴 みある 中の しゅ 

ゑん かな 、、、とばす でに はるの 日 も、 はやくれ がた の 

こと 成に、 茶の く は ひしゅ ゑん こと を は b  、よもの は 

なしに 成て 賴光 仰け る やう は、 偖 もた う ぎんの 御せ 

いたう、 夭 にあ まねく、 ばんみん かう ゑい を悅 ぶ、 

我 又 天下の ぶし やうに そな はり、 せかいの b らん を 

たな 心に かけ、 世上 すでにせ いひつ にして、 弓 を 袋 

に おさめし 也、 なに か 世の中に めづ らしき 事 は 候 

i す や、 めん 》/,\'  、，■ . ？.' にと 仰け る、 そのと きほうせ 

う 申さる、 は、 さん 候此頃 都に はめ づら しき 事 を 申 

なら はし rE<、 九て うのら しゃう もんに は、 きじん か 

すんで、 くるれば 人 を 取 くら ひ、 ぎう ばろ くちく をつ 

かみ さく、 去に よって かの あた. 9 へ、 よに 入 人の 行 

かよ ふ 事な しと 人 皆 申なら はせ. o、 定て かた < ^も 

二百 二十 九 
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聞 召れ 候らん、 めん/ \ 'いかにと 申さる ゝ、 まんざ 

の 人々 誰も 聞た 誰も たれ もと 申さる、、 其 中に わた 

なべの つな 1- 人 へんたん を も 申さす、 きかぬ かほに 

ていた. 0 しが、 ひざ をし 立大 べしに へした る 口び る 

をき つと そら かし、 是は ほうせ うの 仰と も：： i せす や、 

それ をい かにと 申に、 つち も 木 もき も わが 大君の 國 

なれば、 いづち か 鬼の すみか 成べき、 さすがに あの 

らしゃう もん は、 王城の なんもん、 とラ ざいの 兩ト n:- 

はくはんむ 天 王の 御 願 所、 是又 天下の 御き たうに、 

立お かせ 給 ひし 大が らん、 巾 比こう ほう 大師、 かの 

寺 に ぢ， うし てたい ざう かいの まんだら、 七 百よ そん 

をく はんじゃ うし、 しんごん ひみつの， たう じ やうな 

り、 かゝ るた つと きまの あた に、 たと へき じんが 

すめば とて、 それ をす ませて 置べき、 か 筋、、 とばな き 

事な 申させ 給 ひそ、 ほうせ う 聞て、 猪 は 某 御前に て 

いつは b を 申と.！^ 召 か、 其ぎ にて 候はゝ 今夜 にても 

行む かって 御らん せよ、 渡邊 聞て、 偖 は 某え 參るま 

しきと 思 召す か、 其 時まん さの 人々 一 どうに、 是は 

む やくと と めけ る、 いや ほうせ うにたい して 

あらそ ふい こん はな けれ 共、 一 っは^；；の御ためなれ 


ば、 あつ はれ しるしの ふた を 給 はれ かし、 某 今ばん 

行む かって、 事の じつ ふ を 見て 參 らんと、 は^か b 

なく こそ 申け る、、、 と は 其 時賴光 綱に むかって、 げに 

げに汝 がい ふごと く、 かつう は 君の 御た めな， り、 是 

を 立 §^歸 るべ しと、 しゃう さつ を 下されけ る、 か、 リ 

つな はしる し を 給 はり、 いそぎ 御前 を罷 立し が、 又 

立 か ゑ. 0 かた < ^は、 ひとの 心 をみ ちの ぐの、 あだ 

ちが はらに あらね 共、 こもれる きじん をした かへ や 

ば、 二た び めん/,^ にお もて を あはす る 事 あら じ、 

是 f ふな. 0 と 申 切て、 しゅく 所 を、 さして ぞ三 重歸 ,o け 

る、 やかたに なれば、 か、 リ物 のぐ 取て かたに かけ、 

重代の つるぎ を はき、 たけ 成. il- に 打の つて、 人 を も 

つれす 只 一 人、 一 一條 大 みや をみ なみがしらに 三重 あゆ 

ませ 行 さへ もせす、 くも. 0 もやらぬ、 おぼろ 月よ に、 

とうじの まへ をう ちす ぎて、 らしゃう もんに さし か 

かる、 俄-, i ふきく る 風の 一苷 に、 こま もす、 まや 身 ふ 

るひしてこ^v立た，9け.^^、っなは-i5g'ょbとんでを.o、 

羅生門の 石 * たんに あが. 9、 しるしの 札 を 取 出し、 だ 

ん 上に 立 置立歸 らんと せし 所に、 何 か はしら やうし 

ろよ， り、 綱が 甲 を 取て 引と め、 つな も 聞 § る 大力 


にて、 収 たる 甲のお を 引ち ぎって、 お ぼへ すだん よ 

b とび をり ける、 其 時き じん はいかれ る 姿 を あら は 

し、 其た け かう もんの きに ひとしく、 まなこ は：：：： U 

の ひか， 9 か ゝ やき、 引 さきく はんと とんで か 、る を、 

とひ 1=5- て てうと 切る、 きじん かたうで 打 をと され、 す 

こし ひるみて つ いぢに あがり、 やれつ ゐには 其う で 

取 か へ さん物をと、雲のぅちに てょばは.^^  , .- ゑして、 

行が たしら すうせ てんげ. り、 つな 此山を 見る よ， 0 も、 

ゑゝ打 もらした る 口 をし やと、 切た るう で を ゆんで 

に ひつ さげ、 こまを引ょせゅら.^^と打のり、 屋 かた 

を さして そ 三重 歸りけ る、 御前に も なれば、： とば 此ょ 

しがくと 申 上る、 大將を はじめ 奉り、 まんざの 人々 

収々 に 是を見 るに、 いかにも ふとく たくましき 寧、 大 

ばんじゃくの ことく な.^>、 つめの さき かい まって 偏 

に a にに たり、 賴光 御らん じて、 いかに 源 五 かやう 

の あっき は、 七：！： の內 には必 わざ をな す 物な り、 ふ 

かく 事 をつ 、しむべし、 是 はたう ざの ゐんぶ つと て、 

金 作りの さやまき したる ひけ 切の、 御 こしの 物 を 渡 

邊に くだされ ける、 か 、リ つな は or 矢の 名 を あげて、 

悅 び 御前 を 立、 わ が やむ さして 一て 三重：^,. り ける、 わ 

酒 —天 S 子 


が やに なれば、 、、とば 偖お にの 手 をし ゆのから ひつに 

おさめ その、 ち は、 たき やう もせす もんこ をと ぢ、 

ふかくつ、 しみいた りけ. o、 かくて 其！ T も くれ けれ 

ば、 もん を しきりにた \  く、 ばんの 者 立 出て、 あや 

しゃた そとと が むれば、 いや f るし くも 候 はす、 津 

の 國渡邊 に 有しつな の太郞 がおば 成が、 是 まで 參. 0 

て 候な， 9、 こ、 を あけよ と 有ければ、 番の者 r^b、 

いや 誰 にても あらば あれ、 こよ ひ はよ も ふけぬ、 

= 御 出 候へ と、 いひす て、 內に 入、 おば 此由を 聞 給 

ひ、 地 打 うらみた る こ はねに て、 あら うらめし のし 

だ ひやな、 誠に をん をえ て おん を しらざる は、 そ も 

ちくるい にたと へた. o、 わ どのお さなき 時よ. 0 も、 

みづ からが そだて、 けんたう そせ つの さむき よは、 

ふすま を赏 はごくめ. o、 きう かの 天の あっき：！！ は、 

あ ふぎの かせに 手 を さら や、 わ どの をつな とい はせ 

しお、 みづ かんが おんなら す や、 としおいよ は ひか 

た ふけに、 あす を もしらぬ 命に て、 わとの を； めみ 

ん ために、 くも ひと をき ふるさとより、 はるん、 尋 

一 來 りしに、 もんよ" 內へ 入す して を ひかへ す ほう や 

一 有、 わ どの じゃけんのお かなとう れい ふしこ ゑ を あげ 
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てぞな き给 ふ、、、 とばさし もに かう 成渡邊 も， あくま 

でおば にく どかれて、 もん をせ ひなく をし ひらき、 

いやと ょ是 は僞な b、 おば ごせ わかき 時よりも 御 心 

たけ^^し くまし ませば、 今 も さぞ わたらせ 給 ふか 

と、 御 心 を 引 みん 其た めな.. 、か、 リ こなたへ いらせ 

給 へ やと、 よまので い へ ぞ しゃう しける、、 とばおば 仰 

ける やう は、 此 ほと は 打つ いき、 わ どの ばらが 身の 

うへ に、 ゆ め 見の あし く はん ベれば、 可に て も 思 

ひ 合する 事な きかと ある、 つな 承り、 羅生門に て 鬼 

のかい なを 討た る 事、 ， ^のま、 にぞ かたりけ. 9、 お 

ば此 よしを 聞 召、 誠 やらん 今生に て、 はる ふし 鬼の か 

たち を 見し 人 は、 來世 はう かぶ ri 聞 なれば、 ことばな 

ふ 其 鬼の 手と やらん を、 わら はに 一 め 見せられよ、 

綱此由 聞よりも、 かな ふま じと は 思へ 共、 又も ふけ 

うと 有べき かと、 せひな くかいな を 取 出して ぞ 見せ 

にけ る、 おば かいな を 手に 取と. 9 ま はし、 引 ま はし 

昆る よしに もてなし、 きられし うでに つぎ せ、 や 

れ是は 我 手 なれ ば取ぞ とて、 か 、りた 卞> ま ち あ つきと 

なり、 はふ をけ やぶ b とんて 出る、 綱此 よしを 見る 

よりち、 ゑ、 たばかられた b 口 をし やと、 あと をし 


さる ほどに、 、、とば 渡 邊の綱 は鬼祌 のかい なをお しょ 

り， よの 中 しづかに 成 けれ 共、 つ. Q にかいな を 取 か 

へされし よ b、 まった 近國に はいく はいし、 人の 妻 

子 を 取 事 は、 都の 內 にも くげ 大臣の 姬 君た ち-地 其 か 

すお ほく 取と かや、 愛に いけ だの 巾な こん ふし 國高 

とて vi- くリ かう け I. 人 を はします 地 只 一 人の 姬君 有、 

ちんの 內 にて 入なら せわ か 紫のに ほひ ふかく、 はつ 


た ふて おつかく る、 雲の 內 にて わら ふこ ゑして、 ゆ 

きがたし，， T す うせ てんげ b 、綱 あま. 0 の ほゐ なさに、 

うん 中に .M て、 天 も ひいけ. る こ ゑ を 上、 おのれ へん 

げ のしん な b 共、 我た ましい は、 じん づ うなれば、 

天地 さう かいしゅみ せんの はて まても、 さがしいだ 

さで 置べき か、 終に はた いぢ せん 物 をと、 A げん は 

なっての、 しった. o、 それょ.^^も今のょに ぃたるま 

で、 渡^^たぅの屋っくり、 はふ を h ぬゐ， ん ゑん 是な 

-り、 せん 代み もんの ためし やと、 转 かんせぬ 者 こそ 

なかり けり 


もと ゆ ひの ねみだれがみ、 行す ゑな かき 御て う あ ひ、 

はや 十三に ぞ成給 ふ、 されば にや 世の中の、 情 を 聞 

人 ごとに、、 ひ を かけぬ は 中 三重な か. 0 け， o、 是は偖 置、 

ことば 爱に かづ さの 國 のおう 人、 藤 原の せう げんと も 

としとて、 弓 取の 有け るが、 此姬 君の 御 事 を、 かね 

てよ b もき ゝ および、 やがて 使 を 立ら る、、 あらお 

のこ はでん ぶな りと て绝 いろお つぼねに いひ ふくめ、 

ゑんの 使 を 立ら る、、 、、とば やがて 國 高の やかたに 

行、 あんない かふて 北の方に 近付、 ゑんの 使 を 申 上 

る、 御臺聞 召、 尤 さは 候 はんすれ 共、 此方. S 姬か事 

は、 ニ倏 のきんだ ちへ かねてけ いやく 有し 事 なれば、 

かな ふま じきとの 給へば、 中な ごんつ かひの 者に 打 

むかひ、 大きにい かって 我 む すめ をの そまん 人 は、 院 

の宮 がた く はんばく てん 上の きんた ちか、 ぶけに 取 

て は 天下の 武將、 源の 賴 光の もん は 戌へ しなん ぞゃ、 

あつまの あら ゑび す をむ こに 取べ きい はれな しと、 

もっての ほかにの 給へ ば、 地い ろ 使の 女房、 力なく.^  く 

リ いそぎ、 やかたに 歸， 9、 有の ま、 にぞ 申け る、 と 

もとし 大きに ふくりう し、 お. s" さけす ば ぁづ まぢ の、 

さの ゝ ふなばし さの みや は、 たへ て は 人の 戀 わたる 
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へと、 思 ひこ がれ 給 ふに ぞ、 御い きど を ふかくし 

て、 我 ふしゃう なれば とて、 さの み 國 高がい やしむ 

る 道に て なし、 此 う へ は國 高が やかたへ ふんごうて、 

姬を うば ふか、 さらす は國 高と さしち が へ んと、 たち 

おつ 取て とんで 出る、 ちからの 介が 取 付て し、 申 こ 

はもった いなの 御 所存 かな、 うへの おてらの ちご ほ 

うし、 それよ， 0 もな を や はら か 成く け 長..^ とたと へ 

たり、 誠に はんどう むしゃの 其 中に、 ゆうりき 人に 

こへ めいち の ほまれ 取 給 ひ、 したな がけれ 共 我々 迄、 

あらおの この.^ きしゃと いはれ しもの 共が、 罷 こも 

つて あ. 0 ながら、 いなこの やう 成人 間に、 君の 御手 

はおろ させ 申 まじ、 おいて 物 を 御らん せよ と、 しつ 

ほ， 0 とぞ 申け る、 ともとし せきた つむね をお しさす 

b 、お、 よくこ そ 申 たれ、 わかき 時の なら ひに て、 戀 

に はたれ もせく 物ぞ、 ふかくの ものと ふべ からす、 

此戀を ふつ、 と 忍 ひきる、 八まん- 二 ごんと はつ 

がぬ ぞと、 小刀 を もってつ ば もと を、 かっし/.、 と 

きんち やう を はった る は、 いさぎよく こそ 一二 重 一- 兑 へ に 

ける、 是は 偖， 澄、、、 とば 此 比たん ばの くに、 大 江山に 

すむ、 酒 天童 子が けんぞくに、 石く まとう じと いひ 
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し 鬼 此由を 聞よ- 9 も、 偖 も 中な ごんの 姬^ を ニ條殿 

へむ か へらる、 是ょ きさ いわいな. 5、 女と へんけ う 

ば ひ 取、 どうじの きさきに そな へんと、 かく リ あたか 

もじん べん をえ し 鬼 なれば、 たちまち 女の すがたと 

へんげ、、 I ば 池 田 殿の やかたへ 行、 あんない こふて 

たいめんし、 さいはい 今 HI さいじ やう 士  I;H、 姬君を 

おく-り 給へ との ニ條 殿よ b 御 便と 中け る、 國高 もと 

より やくそくの 事 なれば、 地い ろしう ぎの よそ ほひ 引 

つくろ ひ 二！ 151^、 いろ.^  くリ 殿へ ぞ おくらる、、 か、、 リく 

だんの. おに 共 一 條の もと. 0 橋に て、 請 取 わたしの ぎ 

しき をして、 ニ條 殿へ は ゆかす して、 來.. ： ゆの 今 S! よ 

b\ あたごの かたへ 行かと 見へ しか、 御^の 待 女房 

と 見へ し は、 いる ひいぎ やうの 姿と 成、 行が たしら 

すに 上 「とんで 行、 是は偖 置、 ニ條 殿より 誠の 使ぞ 

立に ける、 國高 おどろき、 借 はと もとし めが たばか 

.9 取た るに うたか ひなし、 おしよせて 取 か へ さん、 

馬に くら をけ もの 、ぐせ よ、 か- * リ l^h- .^と う へ を 下 

へと 三重 かへ しける、 あくじ 千里 を 行なら ひ、 ともと 

し 聞ても からの 介 を まねきよ せ、 姬を くれぬ のみな 

らす、 そうごん はきし 事、 それさへ むねんに 思 ひし 


に、 むしつ を あたへ 某 を、 ほろぼさん とのく はたて、 

やせく け はらが ぶんと して、 ぶけに 弓 を 引ん 事、 と 

うらう が をの を もって、 .0^ぅしゃにむか ふ に にたる 

ベ し、 、、とはい ざこな たよ. 0 おしよせ、 くもの 子 をち 

らす. やうに、 いた はしょ， 0 ふみつぶさん、 K 意せ よ、 

か ー リ承 候と、 物の ぐお つ 取な げかけ/.,^ きる まゝ 

に、 馬 共 をお 立 打の り、 夜 は 何時 ぞ 八つ. の 比、 

じぶん はよ きぞ とよせ かくる、 兩方 よりよ す • る せい、 

ニ條 ほ.^ 川に ほつ ゝめ、 川 をへ だて ゝ あみ あはせ、 

ときの こ ゑをぞ 三重 あげ にけ る、 か i リ時の - J ゑ もし 

つまれば、 倍兩 ほうよ. ^"ij^ を はたく と乘 合、 ちか 

らの 介が せんに ことば を かくる、 それ/ (^てきと 兒 

た 名 を 何とい ふやらん、 我は是 かつ さの 國 ともとし 

か郞 等に、 小 林ち からの 介 もり みつとい ふ ものな..^、 

しさ. ひなき ともとし にいき ど を- 9 を ふく  るゝ、 い 

しゅ を つぶさに r^..^ 、 あいても あらば そと くんて 見 

申 そ、 さなく ばかた はしより、 わしが すいめ をつ か 

む やうに、 ひら ふて 御め に掛ん ため、 罷出 ばって 候 

と、 ことばに くぎ をぞ 打に ける、 お、 聞た/、、 是 

は國 たかい 郞 等に、 今 川 ゑ もんな h- と をと いふお な 
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からす、 惣 して 此頃 うへ つかた の姬宮 たち うせさせ 

給 ふ 事 其 かす を しらす、 事のう たが はしき 事 あらば、 

せんし を もって 後 ul にきう めい 有べ し、 ま. づ い 

くさ を やめ られ よと、 か、 リ定 光し きりに せいすれ 

ば、 兩方 一 句に つめられて、 國高 ともとし たが ひに 

ちん を さっと 引、 かの 定 みつの ふるま ひ を、 上下 iE5 

民 をし なへ、 かんせぬ 者 こそな か けり 

第 三 

かくて ュ、 の、 t,、 地と もとし いつは， 0 なきに より、 

重ねて nr や はな かりけ り、 偖國 高の やかたに は、 近 

國他國 を？ 巧れ 共、 其 行かた の あらされば、 其 頃 都に 

かくれな き、 めいよの はかせの 上手 有、 いそぎ 召よ 

せ 給 ひける、 御臺 あまりの 物う さに、 はやく 參れゃ 

す うぢよ、 今 は 誰 を か はおぬべき、 迎 へより て 事と 

はん、 な ふ はかせ 聞 給へ、 それよ の 中のお やの 子 を 

思 ふな ひ いづれ か 思 はさる ベ き や、 かなしき かな や 

みづ から は、 只 一 生に ひとりの 姬の 有け るが、 有 夕 

くれに、 女房の 來 りたば か. 9 し を、 しらで 其 ま、 い 
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ざな ひゆ かれ、 其 行方の なき ぞ とよ、、、 とば はかせ 承 

h>， してお 年ュ 何と、 とらのと し、 いねう しとら、 

お、 偖 はお 十三な、 何の 月 の 何の H の 何の こくの 御 

たんじ やう ぞ、 ， ^らの のとら のこく にたん じ やう 

す、 姬か行 ゑの 有なら ば、 數の寶 はおし から じ、 生 

れ てよ. 0 も此 かたは、 えんよ b 下へ おる 、だに、 お 

ちゃめの とが 付 そ ひて、 あらき かせ だに いと ひしに、 

わかれて よ b. も此 かたは、 又 二め 共 見る 事な く、 あ 

あ うらめしの わが 身 やと、 きへ 入 やうに ぞ なき 給 ふ、 

、、i ば はかせ 承 b 御 ど をり 也理. ^とて、 六十 一 のこよ 

みに 八十 三の さんぎ を はらり とみ. たき、 易のお もて 

をし はら くみてよ こて をて うと 打、 姬 君の 御行 ゑた 

ん ばの 國大 江山に すむ、 きじんが わざに て 候 也、 去 

ながら 御 命 某 延命 久と 祈るべし、 やがてめ でた ふ 二 

皮 御所へ きに うな さしめ 奉らん と、 地い ろ さも 賴 もし 

く うらな ひて、 はかせ は 我 やに かへ- 5 け. o、 地 偖 そ 

れ よりも 中な ごん、 いそぎ だいわ-へ 三重 あがらる、、 

リ - い b になれば、、 とば 姬を とられし 有さ ま を、 有の ま 

まに そうもん 有、 帝 ゑい ぶん まし/ (^て、 くぎ やう 

せんぎ まち/^ た b  、中に も 五條の 大臣 申さる、 は、 


物^^て國高 一 人に かきら す、 近年 人の 妻子 を 取 寧 其 

數を しら や、 萬 民の 煩國 土の 大事 是成 べし、 昔く は 

んむ天 わう の 御と き、 た むらと しひと す. -か 山の 鬼 

神 をた いぢす、 せんれいに まかせられ 天下の ぶし や 

う、 せつ、 のかみ 賴 光に 仰 付ら れた いぢせ べし、 あ 

ひと もな ふらう どうに は、 さ だみ つす ゑた け 綱 きん 

とき ほうせ うとて、 鬼神 を も 手のう ちに にぎる 稃の 

兵 なれば、 あつ ばれし さい は 候 まじと、 只 手に 取 や 

うに ぞ 申さる、、 帝 ゑい ぶんまし^-^、 ぃそぎめ^^ 

とのち ょくぢ やう 包、 地畏 b 候と くりやが てち よく 

し をた てらる、、 頼 光ち よくめい かう ふ b、 いそき 

だい.. >  にあから る、、 內ょ. 9 のせん じに は、 汝は急 

きたんし うに は つ か うし、 人 をな やます く せ も S を、 

た いぢせ よとの ちょくお やう 也、 賴光 ちょくめ いか 

う ふ て、 あつ はれ 大事の せんじかな、 誠に 鬼神 は 

へんげ もの なれば、 ち，. >  や このはに 身 を へんげ、 ほ 

んぶ のまな こに 見つけん こと はかた かるべし、 ま 

な こに さ * ん ぎる 物なら ば、 いかなる てんま やくじん 

な b 共て つへ きを も ふみやぶ. o、 手の 下にう ちした 

がへ、 しんきん を やすん せ 奉らん.. o、 っゝ しんで お 


請 を 申 御前 を 立 やかた を、 さして ぞ歸ら る、、 した 

くになれば 、、、とば 人々 を 近付、 此度 はつねの 打 手に 

替.9た.^^、 神の カを賴 まんと、 綱 金 時 はくまのへ 代 

參 すべし、 定 光末 武 はすみ 吉へ、 地 か、 り 借 賴光は ほ 

うせ， つ をと もな ひて、 あまた 供人 引^ v^f ：> て やわた の 

山へ そ 三重 参らる、、 お 山に なれば、 鬼神た いぢの 御 

b うぐ はん、 十二 人の かぐら 男、 八 人の や をと め ほ 

うへい を さ、 け、 祌 前にて み ゆ を 參らせ 三重 給 ひけ 

る、 あら 有が たや、 きね がた もとにな るすいの、 神 

の 御聲そ ひて あらた 成け る、 御た くせん、 我 ほんち、 

じゃっく はう を 出しよ b も、 すいしゃ くわく はう の 

ひか..^をぁらはし、 ふんたん とうこの やみ を 照し、 

まっせの 衆生 を まもらん ため、 此岩淸 水の、 きょき 

ながれに かげ をう つし、 君 も そくさい 氏子 はんじゃ 

う、 きんじゃぅさぃはぃ/^^、 鬼神 を はやくた いぢ 

せよ、 かけ 身に そふて 守る へしと て、 神 は 上らせ 給 

ひける、 か、 リ賴 光な のめに 思 召、 あらたに 御.； りけん 

かう ふ. 0 て やかた を さして ぞ 三重 歸らる 、、やかたに 

なれば、 定 みつす へたけ 綱 金 時 も、 あらたに れいむ 

を かう ふ， o、  、、iti 同 下向 申さる、、 賴光 S; ける やう 


は、 此度は 人 あまたに て はよ ろしから す、 以ヒ H ハ人 

山伏に さま を かへ、 山ぢに まま ふ ふせいに て、 鬼が 

城に みだれ 入、 いかにもち やく をめ くらして たば 

かって 討べき 也、 用意せ よ、 承り 候と、 思 ひ/、 の 

はらまき をし だ ひした ひに 三重 かさ りけ. o、 先賴 光の 

おいの 中にはらん でんく さ.^, i 申て、 ひお としの 御 

よろい、 し、 王の 甲に ちすいと 申て 二 尺八 寸有 ける 

金 作， -の御 はかせ、 しひ にんにくの 衣の 上に、 わつ 

そくに むす. -ん ではき、 たいぞう、 こくし きのは いき、 

八つめ の わらん づ しめ はいて、 さも ゆ、 しく こそみ 

へ 給 ふ、 か 、り瞎 ほうせ うは むらさき おどしの よろ ひ 

に、 5!:- 切と て、 四 尺八 寸 有け るが、 ふたへ にかね を • 

のべ 付て、 三そくぁま，.=^にねち切、 おいに 入て ぞか 

け てんけ り、 綱 はもえ ぎの はらまきに、 同げ の 甲 を 

そへ、 鬼 切と て 四 尺七寸 有け るぬ けば 玉ち る 計.^ 成 

を、 ゆんでの わきに 覺へ ける、 定 光末 武金時 も、 m- む 

ひ/^ のぐ そく を 入、 心々 のつ るぎ を はき、 さ \ へ 

と 名 付 さけ を 入、 火う ち 付た け ほらの かひ、 こんが 

うづ ゑ をつ きつれ てす でに、 みや を こ を 三重 
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出ら る、 はや あけがたの、 山の はに、 月 も 雲 か \ る、 

かげに かつらの 里と かや、 さ をな ぐる まの はかな さ 

は、 うし もつな で を ほぶらん、 いさむ 心 はくつ かけ 

の ふ、 む、 こまの あしなみ はこばせて、 地 さかゑる お 

にお ひの さか、 なを しん b きのみし めな は、 むか ふ 

あくま をき， C しきみ、 ほうらい ぎう はいる なれば、 

せんしう、 ばんせい のかめ 山に、 よろこびの きたく 

をい そかん と、 大 江山の ふもとなる、 かの 姬 むろに 

ぞっかれ ける、、、 とば 是 よりす ゑ は 道 もな し、 いか^ 

はせんと おも ふところに、 しば かるお のこに ゆき あ 

ふた、 らいく はう ちか 付い かに 山人、 此國 のせん ぢ 

やうが. たけおに が いわや は いづく ぞゃ、 をし へて た 

ベと あ. 9 ければ、 さん 候 あれ-^ 御らん 候へ、 まづ 

みなみに あたって、 かすいに 見 ゆるた かね あり、 し 

ろく 物の みへ ける は、 おそろしき おにが じ やうよ. o 

ながれて、 おつる たきの みづ ちし ほに み § る、 時 も 

あり、 地 又 其み ねの あなた こそお にがさい しょと 聞 

からに、 じん hs ん さらに ゆく ことなし、 な ふき, 0- く 

そう. と、 おしへ てこ そ はのと を. o- けれ、 か、 リ， レリい く 
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はうな のめに おぼしめし、 さ 有は此 みねこせ やとて 

たによ、 みねよ と 三重 こされけ る 、じんりんなければ、 

あるひ はたかね のく もに まくら を そば だて、 いわ も 

るみ づ にて のん と をうる ほし、 がいた る やまの そ は 

づたひ 、、、と-はつゆ なめらか にして か、 リ あし をつ まだ 

て、 木の ねに と. 9 つき/ \ 'こゝ ろ をく だきき も をけ 

す、、、 とばす さんろ しゅ 川と より、 あめな ふしてこう 

す ひころ も をうる ほせ. 9、 見 あぐれば ばんじん のせ 

いげつ しのき をけ づ. 0 見お ろば せんじゃ うの へ きた 

んぁ ひに そみ たり、 地み、 に ふる、 ものと て は、 み 

ねに こった ふさる のこ ゑ、 ゆきのした ゆく ち - 

みつの をと をのみ、 地 しづが つま 木のお の、 おと、 

>:lb ほそ さは かぎ. h,. なし 

と ある 岩 ま を みれば、 しばの いほりの 其 巾に、 おさ 

なき 三人お はします、 賴光 立よ b いか 成人に てまし 

ます ぞ、 お ぼ 力 かなしと 仰け る、 さん 候 一人 はきし 

うおと なし さとの 者、 今 一 人 は 津の國 かけこの こ ほ 

,9 の もの、 又 一 人 は 都 近き 山城の 者 成が、 此 山の 酒 

天 どうじに さいし を とられ 無念 さに、 此比发 に來り 

て 有、 偖き やくそう 立 をよ くみる に、 ちょくめい を 


かう ふり、 かれめ が 打 手に 向 ひ 給 ふと 覺へ た.^、 我 

我 せんた. X 申べ し、 先お い を もお ろしつ かれ を も は 

ら されよ、 賴光聞 召、 近 比 御 情と こそ 存れ、 いかに 

めん^^ i ばらく やすらい 候へ^^、 畏. 0 候と 其 時 

おい を ひた とおろ し、 しばいに お..^ ゐてゃ 

すら ひける、 時に さ、 への 酒 を 取 出し、 兩 三人のお 

きな へ は 酒 を さま/.^、 にす ゝめ ける、 地、、 とおき な 

なのめ に 思 召、 鬼 を 討べき はか こと、 きゃくそう 

たちに 語べ し、 かの 鬼つ ねに 酒 をのみ、 ゑい ふした 

る 物なら は、 わか 身のう する もしらぬ ゆへ、 酒 天 ど 

うじと 名 付たり、 此 三人のお きなこ そ、 めいよの 酒 

を持參 せり、 其 名 を しんへ きどく 酒と かく、 神の ほ 

ラベん 鬼の どくと よむ 也、 此酒を あたへ ゑい ふした 

る 所 をう ち 給へ、 ふさぬ さきに はかなら す 御む よう 

とて 賴 光に 下されけ，.^、 今 一 人 はなが へ のて うし を 

取 出し、 是も むかし 神代の 時、 鬼と 國 あらそ ひの 有 

し 時、 此 てうし にて、 酒 をく み、 鬼神 をた いぢし 給 

ふ 也、 口の 二つ 有事 は 、か-り どくと 藥の へだて 也、 

ゑの ながく はんべ る は、 命な がへの ゑんき を かたと 

り、 此 てうし にて くむならば、 くだんの S はいつ み 
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と 成、 のむ 共く む 共よ もつ きじと て、 賴 光に たびて 

んげ 、とば 今 一 人 は ほし かぶと を 取 出し、 是 も昔祌 

の 軍の 有しと き、 正 八まん 大 菩薩 あくま をし， 0 ぞけ 

給 ひしと きめされ たる 甲 也、 これ をち やう. たい 致し 

て 討 給へ、 たと へばばん じんが 力 をへ ねつ てつを わ 

かし かくる 共、 すこしも しさい 候 ましとて 賴 光に ぞ 

下さる、、 か、 リ H どち やう だい 化り、 借 は 三 社の 御 

がみの、 是迄 げんとう めいはく 也と， かん 淚 きもに 

めいじて、 な ふ 有 かた かりけ る 次第 也、 か， * りさ あら 

ば 打 立 給 ふべ し、 猶々 道 引 申さん と、 先達して こそ 

あゆまれ けれ、 かう ざん ふかき 谷 迄 も、 か-り 夢ぢを 

たどる ことくに て、 鬼が 城の 山 口 成、 ほそ、 、とば 谷川 

に ぞ着給 ふ、 此川を 上. 0 給 へ 、やがて 程 こそち かから 

め、 か、 リー 人 はくまの 權現住 吉の大 明 神、 正 八まん 

大薩 と、 け すがこと くにう せ 給 ふ、 か、 リ六 人の 人々 

は 歸らせ 給 ふ 御 跡 を、 や、 しはらく らいはいし、 川 か 

みさしての ぼらる、、 此人々 の 御 有樣、 有 かたしと 

も 中々 申、 斗り はな か b け 
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かくて 其 後、 地い る 六 人 の 人々 は、 、、とば をし へに まか 

せ 川上に の ほ 見 給 へ ば、 十七 八 成上郞 の、 あけのち 

しほに そめ かへ したる 御 小袖、 淚と共 にす、 がる ゝ、 

、、とば 賴光 立よ， o、 御身 はいか 成人に てまし ます ぞ、 

さん 候み づ から は、 都に て花ぞ のの 少將. の、 地 • 人 

姬 にて 侍る が、 あるよ 鬼神に とら はれ、 此 所に 來 h- 

た. o、 戀 しき 父母 や、 おもやめ のとに あ ひもせ でう 

れい ラ きも つらき も と -s- めた 、地 い まだみ づ から 一 

人に かきら やし、 くげ かたの 上郞 達、 十四 人 迄 まし 

ますが、 酒 天 どうしと いふ 鬼が、 かなしき かな や 上 

郞達 のかい なをぬ きも、 を そき、 酒と 名 付て t> をし 

f、 のみけ る 事の あさまし や、 ぃとをしゃほ.^^川 

の 中な こんの 姬も、 けさち をし ぼられ 給 ひしが、 其 

御 小袖 をみ つからが、 是 にす ゝ ぎ申ぞ とこ ゑ を 上て 

ぞ なき 給 ふ、 賴 光御覽 していと ふなけ かせ 給 ふなよ、 

我々 帝の せんじかう ふ， 5、 此 山の 鬼神 をた いぢし、 

御身た ち を やがて 都へ くそくし 申さん、 鬼 を 討べき 

其 じこく、 道 引 給へ と 有ければ、 地姬 よしを 聞 召 

是は夢 かや、 うつ、 かや、 な ふ 其ぎ にて：^ はい、 さ 
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あらば 道 引 申べ し、 去な からみ づ からが、 今迄 愛に 

ながいして、 いか 成う きめに あはん とて、 ？ 

歸らせ 給 ひける、 、、とば 賴 光な のめに 思 召、 いかにめ 

ん/^ あら うれし や、 もはや 鬼神 はう つたる 物ぞ、 

尤々 H 慕ぬ さきに 岩 やに 入べ し 急々 とこ そ、 いふ や 

いなや 程 もな く、 鬼が 城に ぞっかれ ける、 ようじん 

きびしく 打み へて、 石 をた、 みて つ いぢ をつ き、 山 

をう がちて 門 を 立、 岩 を 割て とびらと なし、、、 とば 偖 

其內に はくろが ねの もん 有番の 鬼共是 をみ て、 此程 

は 人 を こびけ る 折 ふし、 ぐ にん 夏の 虫、 とんて 火に 

入と はか やうの 事 をい ふやらん、 出々 引 さきく はん 

ととんで か、 る、 中に も 心 有 鬼が 引と め、 や あしば 

らく/^、 かくめ づ らしき 酒肴 下にて はから ひたべ 

ん より、 先 かみへ 申て 御意 次第にた べんと いふ、 此. 

義は 然るべ しと ー宽 子へ かくと 申、 童子 閡て是 はふし 

ぎの 次第 かな、 何 さま 對面 申べ し、 それ こなたへ と 

申せ 承.：； > 候と、 か 、リ六 人の 人々 を、 *s< くリ ゑんの き は 

迄し やう じけ る、 其 時な まぐ さき かせ 吹て、 らいで 

ん いなづま しき-^ にして、 せん ご をば うする 其 中に、 

せい 高く 色う す あかく、 かみ はかぶろ に をし みたき、 


か、 リ大 がう. しのお， 9 物に、 くれないの はかま をき、 

てつち やう をつ ゑに つき、 あた. 0 をに らんで 立たり 

し は、 倍 身の け もよ * たつ 計..^ 也、、、 とば どうじ 申さる 

る は、 我す む 山 はつねなら す、 すせ きぢ やうの 谷よ， 9 

わき 立 雲の なみき.^ ふ b かすん て 道 もな し、 そら を 

かくる つばさ 地 を はしる けた もの 迄、 道なければ く 

る 事な し、 ましてい はんや 人間の 身と して、 そ も 天 

を かけって 求る かや、 かたれき かんと 申け る、； 、、とば 

賴光？ W 召、 御 ふしん は尤 也、 我等 か 行の みなかみ ゑ 

んの 行者と いひし 人、 道な き 山に 道 を ふみわけ、 ご 

きせんき あつきと て 三 人の 鬼砷の 有に 行 合、 しゅ も 

んをさ づけ ゑ じき を あた へ て はごくめ り、 され は此 

きゃくそう もお なしな がれ をく む、 本國 はで はの は 

ぐろ を 出、 大 みね 山に としこ もる、 漸々 春に も 成し 

かば、 都 一 見の 其爲 に、 夕へ よ を こめ 立 出る 所に、 

せんやう たう， U く ふみまよ ひ、 思 はす も 愛に うかれ 

きて、 量子の 御め にか ゝる 事、 是 ひとへ に ゑんの 行 

者の 御 引合と 存也、 誠に 一 じゅの かけ、 一が のな が 

れを くむ 事 も、 皆是 たしゃう の ゑん ぞ かし、 、、とば 酒 

を 持せ て 候へ は、 おそれながら もとう じへ 御酒 一 つ 
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參らせ あけ、 我ら も是； てよ もす がら、 酒 も. して 

なくさまん、 一 やの 宿 を かし 給へ とけに 有さ ふに の 

給 へ ば、 どうし 聞ても とよ b 望む 事 なれば、 酒と 聞よ 

^悅 びて、 それ きゃくそう こなたへ と、 ゑんの 

上 迄し やう じけ る、、、 とば かくてと うじ 人々 に 打む か 

ひ、 さら V< と. つじ もき やくゆ E 達に 御 酉 一 っ參 らせん、 

夫 それと 有ば、 承.^ 候と 十七 八 成 上郞を 二三 人つ か 

みよせ、 いた はしゃな あさまし や、 うたかの ゑ をう 

つ 其 ごとく、 かいな をぬ きも ゝを そぎ、 酒と 名 付て 

ち をし ぼ h- 、、、と. はさ かっき そ/ て どうじが まへ にぞ 

置に ける、 どうじ 取 上な にがした ベ. S- さんと、 一 

つうけ て さら b とほし、 賴光 にさし ければ、 賴光否 

取 上、 一 つくんで さら とほし、 綱に こそ はさ、 れ 

ける、 綱 さか づきち やう， たいし、 さし 請、 引受つ、 

けて 三ば いほし、 しゅつ ふうと いひて こびたい を は 

たと 打、 偖々 おたん な 申、 かいに きく 酒、 ゆどの 山 

に はつまい くれさけ、 はくろさん のとな， 9 しら や、 

くまの 山が の ほ い-/^ 酒と て、、、 とば あまたの めいし 

ゆ をた ベ 申た るが な ふ、 なかん つく 此酒 は、 あらお 

ご h- かなく 是ぞ めいしゅと ほめに ける、 どうじな の 
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めに 悅ひ、 それ さかな はなき かと ある、 今 切た 

ると 打み へて かいな とも ゝ をばん にす へ、 どうじが 

まへ にぞ 置に ける、 ， てれ/^ こしら へて 參ら せよ、 

承る とて 立 所を賴 光お さへ て、 とてもの 事に 某 てれ 

う b してた べん. o、 こしの さし そへ す はとぬ き、 し 

しむら 四五寸 切した 打して ぞ しゃう く はん 有、 綱 御 

情の ふる けれ は 某 もとて、 鬼の かう ぶつ 手の内の し 

しむら を かいつ かみ、 さもむ まさう にむ し b/l^ と 

しがみ ける、 どうじ 見て 偌々 きゃく 僧 達 はいか 成 山 

に 住 なれて、 かくめ つらし き 酒肴、 ふく せらる  そふ 

しぎ なれ、 其 時 賴光御 ふしん は 去 ことなれ 共 我等が 

行のお もてと して じひに て 給 はる 物 なれば、 たと ひ 

心に そます 共、 じたいに およ ふ 事 はなし、 ことに か 

やうの 酒^ 本來 くう の 人 げん、 打 も 打る、 も 夢の た 

はふれ、 そくしん そくぶつ 是也、 くラに 二つの ぁぢ 

は ひなし、 あら 有 かた やとら いすれば、 とうじ も か 

へって 賴光 にらい をな し、 心に そまぬ 酒肴、 參らせ 

ける こと はづ かしゃと、 ひ 打と け 見へ ければ、、、 とば 

其 時賴光 綱に むかひ、 それく と あれば、 承" 候と 

くだんの 酒 を 取 出す、 賴光 仰け る やう は、 おそれな 
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がら 某 持 參の酒 どうしへ 一 っ參 らせん、 御 心み のた 

め 一 つくんで さら. 0 とほし、 ど， フし にこ そ はさ ゝれ 

ける、 とうじさ かづき 取 上、 一 つくんで さら h- との 

む、 誠に しん べんき どくの さけ、 其ぁぢ 力ん ろの ご 

とく なれば さし 請 引う け、 のむ ほどに、 かやう の 酒 

をのむ 事 は、 是が 1 ごの 初 也、 我 さいあいの 女 有、 

よ ひ 出して のません と、、 とば 國 たか の 姬と花 その、 

姬を ゆんでめ てに そ 置に け. o、 其 時ら いくはう それ 

それと あれば、 綱 承り 上郞 達へ ともりな がす、 其 時 

どうし 立 あが. 9、 ぃでく我せんぞをかた，<^きかせ 

申さん、 本國は ゑち ごの もの、 山寺 そだちの ちご 成 

が、 ししゃう に、 ねたみ ある ゆへ に、 あまたの ほう 

し を さしころし、、、 とば 其よ に ひ ゑい 山に 行、 わかす 

む 山と 思 ひしに、 でんけ う 大師と いふ ほうし、 我た 

つ そまと てお ひ 出す、 力お よばす 此 山に 來 b し を、 

こう ぅ大 5^ とい ふまう しに、 ふうじこめられ かな 

はすし、 それよ.^ か はちの 國、 かづら き 山に こもり 

し を、 愛 を も ふうじて おひ 出す、 それよ. 9 こうぼう 

よい ， フゃ 山： にう ち じ、 其 後 はさ や， フのほ ，？. L 

もな きに よ h -、 又；^ 山に 立 かへ り、 都よ h 'は ほしき 


ムを 取よ せ、 るりの くうてん いら か をなら ベ、 女に 

手 あし を さすらせ おきふしぬ、 いか 成て いわう の 身 

な，.^ 共、 是に はよ も 過 ざら じ、 され 共 心に か、 りし 

は、、、 と-は みやこに かくれな き 源の 賴光 とて、 大惡人 

の 兵 有、 かれが けんぞく につな 金時定 光す ゑた け ほ 

うせう とて、 以上 五 人の くせもの あ. 9 それ をい かに 

とい ふに、 去年の 春い ばらきと うじ を 都へ つか はし 

候 時、 渡邊の 綱に 行 あ ひ、 ゆんでの かいな を 打お と 

されし が、 ついに かいな を 取 返し、 今 はは やし さい 

なし、 き やつ はらが むつ かしき ゆへ 我 は みやこへ 行 

事な し、 此 しゃう く はく を かまへ しも、 き やつばら 

を ふせがん ためなり、 か-りい か 成しん つう をえ た 

る 兵 者な.： >  共 、是 まで はよ も來 らし、 きゃく 僧い かに 

とかたる やい なや、 あら すさまじ や 色 か はりて、 しゅ 

てんどう じ は賴光 をめ を も はなさす 打な がめ、 か 、り 

御身 かまな こ をよ く 見れ は賴光 かと 覺へ た. o、 借 其 

つぎはい ばらきが、 かいな を 切し 渡邊" 綱に て 有、 殘 

る 四 人の もの 共 は、 定 光末 武金時 ほうせ うかと 覺た 

り、 、、とばい ぶしう 候お 立 あれ、 是に有 あ ふ 鬼 共よ、 

心 ゆるして けがば しすな、 我に も罷 立ぬ ると、 てつ 
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ぢ やう をお つ 取 色 を かへ て、 そ ひしめ いた， 5、 、、とば 

賴光 ちつ 共 さは かす、 愛 を ちんじ そんじな ば 事の 大 

事と 思 召、 につ ことわらって、 是は近 比 御 情 共な き 

御 ことば かな、 日本一 の 兵に 此 きゃく 僧 かにた ると 

や、 もと 竹 もす ゑ 竹 も 名 を 聞. たに も 初 也、 ましてめ 

に 見る 事 はなし、 只今 仰 をよ く 聞 は 大惡. < 'と 承る、 

あら もったい なや あさまし や、 さやう， 人に はに る 

もい や、 我らが 行のお もてに は、 もの 人命 をた すけ 

ん ため、 さんろ を 家と する 事 はう へたる こらう にち 

きを あたへ、 うし やう ひじ やう をた すけん ため 也、 

しゃかむに 佛の いにしへ、 らかん 仙人に わかれ 給 ひ、 

せっせんに いらせ 給 ふ、 則 御名 を せっせん どうしと 

申、 ある 時 山ち を 通らせ 铪 ふに、 ふるき 谷の そこよ 

り も、 しょぎ や， フ む KJ や， r'.j^.-lLlQ- ，つめつ ほ-つと LJi;^ 

ふ、 せっせん ふしぎに 思 召、 谷に さか， 9 て 見 給 ふに、 

九 そく 八面の 鬼神と て かしら は 八つに 足 九つ、 さも 

すさまじき 鬼ぞ 有、 せっせん どうじの 給 はく、  n ハ今 

となへ し 四く の もんい まだ 二く 有べ し、 とてもの 事 

に殘 りし もん を さつけ よと ある、 鬼神 こたへ てい は 

く、 さ づけん 事 はやす けれ 共う へに のぞんで 力なし 
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二 巧 3： ト？ Ti 


何 にても にくたい をぶ くしな ば さつ けんとい ふお つ 

ての 給 はく、 やれき なくと よ、 それにく たいはぐ わ 

ら く の ご とし 、 石 か はらよ，^ む さ き 身 を 今た つ と き 

もんに か へ て、 衆生の 本/、 はいに たすけん 事- 1 そ 本 

望 なれ、 殘り しもん を さつけ なば 汝がゑ ぢき に 我な 

らん、 鬼祌 なのめ に悅 び、 其義 にて 候 はい、 殘 りし 

もん を さ づけん と、 か 、りしよ ぎ やうむ じ や， フせし 5.- 

うめ つ はう、 しゃう め っゐ じゃくめつ いらくと とな 

へ けれ は、 あら 有が たやと らいはいし、 きしんの 口 

へと ひ 入 給 ふ を 中に てす くひ 奉れば * 鬼は刖 八大大 

せっせん どうじ はしゃ^む に佛、 又お 時には 是 

や この、 地 はとの はか.^ に 身 を かけし も、 化^：是ぃけ 

ろ をた すけん ため 也、 是 にあ 6 あ ふきやく 達 も、 

おなじ 行に て 候へば、 ： とば 何に て ももん 一 つ さつ 

け、 はや/、 命 をめ さるべし、 露ち， 0 程 も をし から 

しと、 かんたんく だきての 、ベ ら る、、 、、とば と うじ 是 

にたばから れ、 を 聞 は 有 かた や、 き やつ はら か是 

迄 はよ も來ら じと は 思 へ 共、 つねに 心に か、 る ゆ へ 

ゑいても ほんじた が はす や、 あかき は 酒のと が 

一 ぞ かし、 おにと は 思 召れ なよ、 我 も そなたの 御 姿、 


打 見に はお そろし かれ 共、 なれて つぼ ひ は 山伏と、 

うた ひかな で 、 やん と 立、、、 とばさ かづ きを ほうせ う 

にさす、 そば 成と" らく まどうし に まへ と ある、 や， リ 

と 立て ぞま ふた. 0 ける、 くも ゐょ. o、 そら山^：^！がぉ 

ち來 り、 酒 や 肴の かざしと ぞ成 おもしろ やと、 をし 

力へ し をし., ft>\J しぶて-つ ほ， フとぞ しゃべ. 9 ける、 二 

とば 此 歌の心 はく も ゐとは 都の 事、 そら 山伏と はに せ 

か 正 じんか、 引 さきく はんとい ふ 思 ひ 入な ひ、 あら 

かしこき 鬼 めら かなと、 心の 內は おかし けれ 共 は を 

くいし めて どっと ほめて ぞ と をし けれ 、、、とば 其 さか 

づき を へんれいの ため 石く まどう じに さす、 つな は 

立て そま ふた り け. o、 本 ふしと しこと に 鬼の し， J くさ 

おゆる 共、 春の 花み に、 切て ちらさん と、 きつけう 

をい はふ 歌の心 を 聞 しらで、 鬼 共 は 手 をた、 いて、 

た  >  おもしろ やとかん じけ る 、、、とばとう じさし きに 

たま. 0 かね、 いかにき や/、 僧た ち、 某が 代官に は 二 

人の 女 を殘し 置、 こよ ひ は 酒 をの ふで 遊び 給へ、 明 

日 御め にか ゝる べしと、 か、 リ あらおかの しゃう じ を 

おしあけて、 よるの ふしどに さし 入ぬ、 有 あ ふ 鬼 ど 

も是を 見て、 こゝ やかし こに ふした る はよ ねん もな 


ふこ そみ へに けれ、 、、とば 賴光 二人の 姬を 近付、 いか 

にかたん \鬼 の ふしど を 道 引 給 へ 、 二よ ひ 鬼神 をた 

いらけ、 明 U かたがた を 都へ 送.^ 申さん、 な ふ是は 

夢 かや、 、、と： に. あ、 おとた かしく、 しづ まり 候へ し 

づ ま， り 候 へ 、な ふ其義 にて 候 は 5-、 御よう ゐ あそばせ 

めんく と、 おの/ (、物の ぐ かためけ る、 此人々 の 

心の 內、 いそが はし 共 中々 申、 はか む はな か.^ けり 

第 五 

かくて 其 後、 か、 リ賴光 出立に は、 はたに はくさ，. > か 

た ひらに、 らん てんぐさ りと 申て、 火 おどしの 御よ 

ろ ひし、 わう の 甲に 同 三 社の 御 神よ， り 給 は， りし 星 甲 

をき、 ちすいと いふつ るぎ を さし、 なむ 八幡 大 菩薩 

と、 しん 中に きねんして、 さきに 出させ 給 ひける、 か、 

りの こる 五 人の 人々 も、 思 ひ/ \ のよ ろ ひ をき、 心 

心の たち を はき、 女房 達 を 先に 立、 岩 や を さして 入 

洽ふ、 、、とば 時に 定光こ ゑ を ひそめ、 鬼に とられし も 

の あらば、 ひそかに 是へ 出よ と あれば、 其 時 岩 やの 

內 よりも、 我 を もた すけ 給 はれと、 すそ やた もとに 

酒 天童 子 I .. 


すかり 付た る有樣 は、 誠につ み ふかき ざいにんが、 

ごく そ つ-の 手に 渡り、 とうく はつ ぢ ごくに おとされ 

し を、 ぢ ぞう 菩薩の しゃ/、 ぢ やうに て、 す/、 ひ 給 ふ 

も かく やらん、 か-り 女房 達の あんない に て、 ： とば 

岩 やの 內 をみ 給 ふに、 十七 八 成上郞 の、 かいな をぬ 

かれ も、 を そがれ、 あけに そま，.^ てお はします、 賴 

光御覽 じて あれ はたれ やの 姬君ぞ と、 あれば ほ b 川 

の 中な ごんの 姬と 申さる、、 賴光 立より いかに 上郞、 

みなく 都へ 歸らせ 給 ふが、 御身 はの ぼらせ 給 はぬ 

かと あれば、 地いた はしゃ 姬君 は、 かすか 成い きの 

卜よ hs も、 あら はっかし や あさまし や、 かく 成 はつ 

る 有さ i< を 見せ 參らす ろ はかな さよ、 あら うらやま 

しの 人々 や、 我 はきの ふの 晝の 比、 かいな とも、 を 

そがれ、 いまた 命の き へ やらで かく くるしみ をう く 

る 事、 哀と おぼしめ されよ ときへ 入 やうに ぞ、 なき 

給 ふ、 地お つる 淚の ひまよりも、 いかに かた/^、 

都への ぼらせ 給 ひなば、 父母の 御 かたへ、 かたみ を 

ことって 申へ し此、 くろかみ を 切て たべ、 賴光 それ 

それ 切て 參ら せよ、 承り 候と やが て 切て 參ら せけ る、 

地 又 小袖 はみ づ からか、 今 はの 時 迄 も、 身に. まとい 
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ける 小釉 な.^、 母の かたへ 屈て たべ、 雪の まどのお 

れ たけの、 よは さかさまの なれ ど、 我 をみ るよ と 

思 召 ごせ 吊て 給 はれと、 念 比に 屈て た ベとう れい ふし 

淚 と共に 申さる \、 地上 郞立は 取 付て、 いと をし の 

御 事 や、 かくお そろし きち ごくに も、 御身に 心が ひ 

かされて、 跡に 心が 殘 ると てうれ いふし すか b 付て な 

け かる、、 諸子の 哀と 聞へ ける、 賴 光御覽 じて けに 

どう， 0 な.^ 去ながら、 心つ よくも 待 給へ 追 時む かい 

を こし 申さん、 末賴 もしく もまし ませと、 女 郞立を 

先に 立 どう じが ね や へ ぞ 三重 刃 S はる 、、か 、リ くう で 

ん ろうかく 打 過て、 鐵の 御所と 名 付 くろがねに てと 

一 びら を かまへ、 あかいね のく はんぬ きさし、 中々 ほ 

ん ぶの 身と して 入べ き やう はな か， 0 け， こうしの 隙 

よりみて あれば ともしび かすかに か、 げ、 酒 天 どう 

じが 有檨 は、 よいの かたちに 引か へ て 其た け 一 丈 斗 

にて、 手足 はくまの ごとくな..^、 か-りか みは あかく 

て さかさまに おひ、 まゆげ しげ 四方へ 手足 をな け 

出し、 ゆたかに ふした る 其す かた、 身の け もよ たつ 

斗. 0 なり、 か、 リ內へ 入へ き やう もな し、 いかい はせ 

んと有 所へ、 三 社の 御 神 あら はれ 給 ひ、 いかに 賴光 
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心 やす かれ どうじ：^ 五たい を 八方へ つなき て 有き る 

共つ く 共し さい は あら じ 先 賴光は 首 を きれ、 殘. 0 し 

者 は 足 手 五體を 切べ しと 卢； 牛 を さう へ おし ひらきけ 

すがこと くにう せ 給 ふ、 人々 悅び みたれ 入 其 時 どう 

じ めをさまし、 なさけな しとよ きゃく 僧 <^*y、 爲 なき 

との 給 ひしが 鬼神に をう とうな き 物 を-と、 大こゑ 上 

て おめく 凝 山 もく づ る 、斗り なり、 、、とば 賴光 ふり 上 

丁と 切、 五 人の 人々 も 足 手 五たい をつ： u/^ に 切、 

其 時 どう じがく び賴 光の ほし かぶと を めがけく い 

付、 人々 立よ. 0 切 給 ふ、 され ども 神の はう べんに て、 

其 身に しさい はな か.^ けり、 けんぞく 共が あまさ じ 

と、 我 も/^ とか，^. 0 あ ふ、 心へ た. 0 とい ふま、 に、 

四 ほうへ はっとお つちら し、 有し 所へ さっと 引、 LC 

きにい ばらきとう じあ まさじと かけ 出る、 渡邊 ゑた 

,0 や あ ふとむ すと くみ、 うへ を 下へ とか へしけ るが、 

いばらき 力 やつよ か b けん 綱 を 取て おさへ た、 ； 口 

とせし 所 を、 賴光 はしり か、 つて 丁と きる、 殘 し 

鬼 共お つ ふせ- 切 ふす るか、 り 倍 それより もどう 

じが 首 を 都へ おさんし、 御 かどへ さし 上舉 る、 數の 

御 はう び 下さる ゝ、 偖 其 後 は國も ゆたかに おさまり 
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念佛 往生 記 

第 一 

行水の ながれ はたえ やして し か ももとの. 水に あら 

や、 淸 くや はらぐ 源の、 たう/^ せんとした いると 

はげに いちじる くぞ 聞え ける、 笼に 流人 前" 右兵衞" 

佐賴朝 卿、 其 威 漸東關 万里に ふる ひ 玉 ひ、 ゐ ながら 

をんで き 追討の チ n シ ぐん り よ の 程 こそ、 大 やうな 

れ、 地 先々 木 首が らうせ きを しづめ て 後、 平家の 一 

族 いづく 迄 も 追つ めて、 ね を 切て 葉 をから し 目出度 

がい；^ ん有 べしと、 引手に なびく 靑 柳の 枝 を つらぬ 

る 御兄弟、 御 代官に 立 玉 ふ はよ に賴 ゅ敷ぞ おはしけ 

る、 地色 借 追手の 大將 軍に は蒲ノ 御曹司 範賴、 溺 手の 大 

將 軍に は九郎 御曹司 義經、 相した がふもう しゃう に 

は 和 田ノ小 太郞義 盛、 秩父庄 司 次 郞重忠 、卒 山.. -武^ 所 

季重、 しのとう の はたが し，.； r 熊 谷.' 次 郞直實 同 子息 

小 次郞直 家、 佐 々木， 四 郞高綱 梶原源 太景季 なんど を 

先と して、 都合 其 勢 六 万 余騎、 壽永 三年 正月 下旬に 

東 寺 四つ 塚とば な は 手に 大 まく 打せ ぢんを 取、 ；牛家 


の 一 族 追討の 軍 チクリ 「評定 収々 なり 地色 中に も大將 

軍 蒲 御曹司 範賴 卿、 軍配 M 押 取の ベ 、詞 抑此度 le. 家の 

一 類た て ごもる、 攝、 萍， 國 - の 谷の 城郭と いふ は 究竟 

の 要害と きく、 先 東 は 生 田の 森 を 追手の 木 ITl とし、 

らんぐ ゐ さかもぎ/、 はいくた， o、 西 は 又 - の 谷 を 

かぎり、 大 ばんじゃく をた、 んで 搦手の 木 口く は 

う/ \» た. 9 北 は 大山 てっぺき をた、 み、 南 は 荒海 ほ 

ん らん 山 をう ごかし、 四方ぎ 3 'として よん 所な し、 

口 せ ばく 奧 ひろくぶ んな いくは うだ いな，， りと かや、 

偖 城の 表の 高 櫓に、 四國錄 西の 手 だれの 兵 甲 snr 箭 

をたい して、 うんかの ご. とくな みゐ たり、 櫓の まへ 

に は 鞍 置 馬 共 卜 重廿 重に 引 立、 す はとい はい 馳 出ん 

やうに かまへ をき、 つねにた いこ をう つてらん しゃ 

うす、 一張の 弓の いき ほひ は 半 =1： のむ ねの まへ にか 

けり、 三尺 の^の 光 は 秋の 霜、 こしの 間によ こたへ 

たり、 高き 所に は あかはた 多く 立 たれば、 春風に ふ 

かれて は、 靑天 にへ ん ぼんしたい 火^れつ- (-と 

もえ、 あがる にこと ならす、 か、 るする どき、 城郭 

に、 山陽 道 八ケ國 南海 道 六ケ國 都合 ト四 ケ國を 打し 

たがへ、 たてこも.^ 軍兵 十万 余騁、 みかたの 勢に 一 


rn は 吉祥 H と、 追手 搦手 手 分 をし 蒲 殿は攝 ：5i, 國、 義 

經は丹 波路 を 山 共 海 共な づ みなく、 よしやと はする 

義經の 軍 慮の、 ^こそ 三重 「ゅゝ しけれ 去 程に 地色 追 

手の 大將 軍蒲ノ 御曹司 範賴 卿、 五 萬 餘骑を 一 圖 にしめ 

一 の 谷の 追手 口 生 ra の 森に 押よ せ 玉 ふ、 搦手. S 大將 

軍九郞 御曹司 義經 は、 壹萬餘 騎をー 一手にし 土 肥.' 次郞 

實： 牛に、 七 千 餘骑を さし そ へ て 一 の 谷の 西の 木 II； へ 

. ぞっか はさる、 我 身 はわ づか 三千 餘駢 にて 一 の 谷の 

後なる、 ひ よ 鳥 一. J へ を 落 さ ん と む か は れ ける こそ 三 

重 「おそろし けれ、 爱に乂 、地色 熊 谷； 牛 山 は 六 ：= の 化 半 

計迄溺 手の 在け る が 、 器 は ： 牛 山に をく れじ とま だ 

夜 ふかきに 子息 小 次郞直 家と 只 二人 はたさし 一 骑召 

ぐして、 頓て打 立 出に け. 0  、熊 谷せ： (夜の 装束に はや ふり 

んの ひた、 れに 赤が わ おどしの 鐘 をき 紅な の ほろ を 

かけ、 こんだく，^げとせ1:聞ふる名馬に乘た..^けり、 

子息 小 次 郞度家 は おもだ か を 一 しほす つたる ひた、 

れ に藤繩 の錢 をき せいろうと 云 =: 毛の に ぞ乘た 

ける、 偖 はたさし はき ちんの ひた ゝれに 小 櫻 をき 

にかへ したる 錢 きて、 きか はらげ なる iii^ に 乘主從 三 

騎打 つ れ て 、落 さ ん ャ る ： やおば 弓手 になし チク え 馬 手 


ばいせ b、 前 は ひかた 後 はけん その、 てっかいが： U 

け ひよ ど. 0 ごへ 追手 も、 搦手 も 中々、 ぐんりょに 及 

ばす いかい は、 せんと ぞ仰 ける、 御 しゃてい 御曹司 

義經 謹で 承り、 仰 は 左に て 候へ 北 〈それ、 第と いっぱ 

勢の 多少に よる. へからす、 千尋の 堤に しゃくす い を 

そゝ ぎて 洪水 を」 み なぎら し、 はんじゃ うのみね より 

ゑんせ きを なげうつ て、 大敵 を ほろぼす のじ ゆ っ是 

大公 51- が ひせし 所、 しょせん 六 萬 骑を五 萬 麟 は 御 は 

た 下にぐ せられ、 追手ぐ ちょ，. r 無二無三 にせめ 入 玉 

へ、 某 は殘る 壹萬騎 をい んぞ つし、 山 共 谷 共い へ、 

人間の 及びが たき かまて つかいが だけな b 共、 鳥 さ 

へ かよ ふ ひよ 鳥 ご へ 、 -牛 家の 城の まんなか へま 一 も 

んじ にかけ おとし、 相 圖の煙 を あげ ほら 押収て ふれ 

ならさば、 追手よ. 0 もみ 入 玉へ よし、 大 ばんじゃく 

を さぐって 幾^^ こもる 共、 百し うの ほらに もうこ 

が 飛 入 ご. 0 く、 みなごろし 化らん とさ も いさぎよく 

官- へば、 地色 中 範賴を 始め 奉. o、 諸 將此義 に 同じつ、 

さあら ば はやく 打 立べ し、 明 H 五 H は 西 ふさがり 

六 H はだう こ： M 七 u のうの こくに は、 必々 ； の 谷 東 

西の 木 口にて、 源. 牛の 矢 合と 谷 ； 圖に相 定め、 幸 今 
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へ あゆませ 急け る、 地色 まだ 夜 ふか け れば土 肥 ニー 郞 

七 千餘騎 にて ひかへ たる 陣所 をば 夜に まぎれ、 そ 

つと はせ ぬけ 一 の 谷の 西の 木 にぞ押 寄け る、 熊 谷 

子息の 小 次郞に 云け る は、 詞此 手は惡 所で あんなれ 

ば、 我 も/^ と 先に 心 を懸； ^る 者. 多 からん いざ 地色 名 

乘 らん 尤 とて、. かいだて のき はに あゆませより 大昔 

聲を あげて、 詞武藏 の國の 住人 熊 谷 ノ次郞 直實、 嫡子 

小 次郞直 家、 今日 一 の 谷の 先陣 ぞ やと 名 乘 ける、 地色 

や、 有て あとよ. 0 武者 こそ ニ騎っ 3- いたれ、 熊 谷た 

ぞ ととへば いや 季 重なる か、 詞 さいふ は 又た ぞ、 K 

實ぞ かし、 して 又 熊 谷 殿 はいつ より ぞ、 よ ひよ， 0 と 

こた ふ、 *、 季重も 地色 頓て ついい て 寄べ きを、 成 田 五 

郞 にたば かられ 今迄ち、 し 無念、 至極と 語りけ る、 地 

色 角て しの ゝめ 明ければ 熊 谷 先に 名乘 たれ 共 平 山が 

聞 前にて、 又名乘 ん とや 思 ひけん、 詞抑 以 前名 乘 つ る 

武藏國 の 住ん、 熊 谷 次 郞直實 同小 次郎直 家、 地色 一 の 

谷の 先陣 ぞ やと 名乘 ける 城の 內に は是を 聞、 夜す が 

ら名乘 熊 谷 父子 を い ざ 引 さげ てこん とす 、 む 平家の 

侍に は、 越 中 ノ次郞 兵 衞盛繼 上總の 五郎 忠光、 惡七兵 

衞景淸 後藤 內定經 を 先と して 宗徒の 兵 廿餘騎 木 月 さ 


かもぎ を ひらきお め いて こそ は 出に けれ、 地色 愛に 季 

重 はしげ め ゆ ひの ひた、 れに、 ひおどしの 鎧 をき 一 一 

つ びきれ うの ほろ を かけ、 めか すげ とい ふむ まに 乘、 

はたさし 一 騎打 具し つ 、たちあがって 名乘 ける、 保 

元 平 治の 軍に 先懸 して 高名せ し、 武藏 の國の 住人 や 

山の 武者 所 季重參 .9 さ ふ と 云 ま 、 に大 長刀 を ふ り ま 

はし あたる を 幸に きってお とし、 熊 谷 かくれば 卒山 

ついき、 ギ山 かくれば 熊 谷つ いき 互に、 我 を とらじ 

と 入 か へ く、 名乘か へ/ \、 火 出る 計せ めければ 

-牛家 は 手いた く せめられて、 城の 內へ さっと 引 はし 

つ て 門 を r と 打、 只ゐ とれ ゃゐ とれと 下知 をな し、 L 

の を さすが 如く さしつ め 引つ め 三重 「ゐ た.^ け b 地 能 一 

一. 谷 馬の ふとば らをゐ させ、 弓 杖つ いてお りたてば. f 

i 息の 小次郞 は、 弓手の かいな をゐ させ 是 も^よ.^ お 

. ^立て 父と ならんで 立たり ける、 詞， いかに 小 次郞手 

を 負た るか、 地色 鎧す きを つねにせ ようら か、 すな、 

やれし ころ を かたぶけ よ 甲 をゐ さすな と 敎訓し 我 身 

に 立し 矢 北ハを かなぐ. 0 すて、 城 中 を はった とに らん 

で 大昔 あげ、 詞越 中の 次 郞兵衞 上 總の惡 七 兵 衞能登 ^ 

守 はお はせ ぬか、 此熊谷 父子に お..^ あ ひくめ やくめ 


との、 しれ 共、 地 城の 內には をと もせす ゐるゃ は 雨 

の ごとくな り、 され ども 源氏の 兵少 "共ぎ ぐせ す、 し 

ころ を かたぶけ 鎧の 袖 を かざし 此木 を乘 とれ、 乘 

とれと ゑい^- -ご ゑして をし よす る、 或は 甲の まつ 

かう、 草す. 0 の はづれ を， Q 付ら れ手負 死人 は數 しら 

す、 地色 中に も 熊 谷 は 小 次郞が 先に 立 ふ さがらん と 

すれば、 小 次 郞は父 をい とひ 我先にと かけ ふさがり、 

親 は 子 を あはれ めば 子 は 又 親 を かなしみて しばした 

ゆんで 見 >ん にけ， s>、 地色 中直實 たんじて 思 ふやう、 ァ 

ァ もの、 ふの 道程 世に かなしき 物 は あら じ" 我 弓 取 

の 身なら すば か、 る 思 ひ は あら ざらめ、 此 世の 外の 

くげんまで 思 ひ やられて ロ惜 やと、 是にぞ 一 ねん ほ 

つきして や.^ 道、 ひこ そき ざし けれ、 地色 中よ しゃよ し 

か、 れ とて こそ 生れけ め、 こと は..^ しらぬ 心 やと、 

心で 心 をはぢ しめて 引 は 返さ じ 梓弓、 矢た け 心の 一 

筋に こみ 入 者 共 ひるむな とおめき、 さけんで よせに 

ける 是を 軍の 始 にて、 追手の 大軍 どっとよ せ 軍 は 花 

をぞ； 一一 重 「ちらしけ るされ 共 平家の 大勢 あら 手 を 入 か 

へ ふせぎし かば さの みよ はみ も 見えざる 所に、 から 

めての 大將 軍義經 ひよ 鳥 ご へ てっかいが みねより、 

念佛 往生 


平家の 城の 眞中 へさかお としに 落し 入、 所々 に 煙 を 

あげ 相圖 のかい をぞ ふかれけ る、 是にぞ 平家の 大軍 

は 一 つ 時に やぶれ 一 戰 にも 及ばす して、 前なる 舟に 

取 乘て我 も/.^ と 三重 「落ら る ゝ フ シ荒， にた はしゃ 地色 

中む く はんの 大夫敦 盛 はよ ひの 管紘に ふき 玉 ふ、 靑 

葉の 笛 を 城 中に 忘れ 置、 取に 歸玉 ひし 間に 御座 船 沖 

に 漕 出る、 四 五 反 馬 をお よがせ て、 扇 を 上て まねぎ 玉 

へば 大臣 殿 を はじめ 一門の 人々、 あれよ と宣へ 

共 其 を.. r- ふし は 引し ほに て、 大船の かなし さは 水生 

梶取も だ へても、 さらに 其 かひ わらい その せんかた 

なみに こま を ひか へ フシ あきれ、 はて ゝ ぞ おはしけ る 

下謠 かゝ. ^ける 所に うしろより、 熊 谷の 次 郞直實 、の 

がさ じと 追 かけた， 0 敦盛 も、 馬 引返して なみの 打 物 

ぬいて、 二 打 三 打 は 打ぞと 見えし が 馬の 上に て、 引 

くんで なみ 打ぎ はに おち かさなり、 熊 谷 取て を さへ 

內甲を みれば、 二八 斗の 少 人の、 うすげ しゃう にか 

ね くろくさ も あて やかに らうた けた， o、 熊 谷 はっと 

思 ひ. 偖々 御身 は 誰人ぞ 御名 乘ま しませ、 たすけ 舉 

らんと 有ければ 敦盛 につ ことわら ひ、 地 やさしの 人 

のことの はや、 露よ，^ けなる 玉の をの、 たへ なば た 

i 一  百 五十 一  ^ 
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ひ念佛 しかいしゃく を 待 玉 ふ、 熊 谷せ ひなく 御く び 

を 水 もた まらす 打お とし、 たち を かしこに なげすて 

しがいに 覺ぇ すいだき 付し ばし、 淚に しづみ しが、 . 

地色 H  、よしな しな 無 三寶、 是ぞ しゅつ りの 門出と も 

とい， 0 ふつつ とかき き， 0 太刀 もろ 共に 西へ なげ、 弓 

き. 9 おってつ えにっき すぐに 發心 した， 0 ける は、 熊 

谷の 所；：^ の 程 天晴惡 につよ ければ 善 にもつよ しと 世 

こぞって 成せぬ、 人 こそな か，^ けれ 

第 二 

熊 谷の 次 郞直實 は 今度 西國 の合戰 に、 嫡子 小 次郎討 

死せ しょり おんあいの かなしみ にや、 發 心に おもむ 

きしが、 又 敦盛を 手に かけ 申、 彌 むじ やう を 觀じ軍 

の 場よ. 0 もとい. 切、 都黑 谷法然 上人の 御 法 を受阿 

じの 一刀 を 引 さげ、 おんあいの きづな をば ふつく 

ときり はら ひ、 おこな ひすまして ゐた b ける 心の 內 

こそ 三 重 「し ゆせ うなれ 是に付 て も、 地中 哀 い や ますむ 

さしの、、 nr- よ 花よ とそ だち ぬる 直實の 二人の 子、 

あね 淸姬 十五 歲弟 小太郞 稀^ は、 十三 歳に 成 玉 ふが 


えね 名乘 はせ じ." 地色 中と く/^ くび 取て 人に みせら 

れょ、 あよ ぬ敬 に はょも1^^はじと宣 へ ば、 まう こ を 

あざむく 熊 谷 もた よ/ S と 成て、 天晴 やな いづ 

くに 刀 を 立べき ぞ、 今朝 一 の 谷に て 小 次郞が 薄手 を 

負た る だに 其 かなしみの せつな. 9 しに、 うち 奉らば 

御 .： もん 嘸な かなしみ 玉 ふらめ、 ァ 、 いくとせの よは 

ひ をへ て 何のみ やう もん りょく ぞ やと、 取て 引 立よ 

ろ ひに 付た るち b 打 はら ひ 馬に かきの せ舉れ ば、 う 

しろの 山よ. 0 源氏の ぐんせい 是を 見て、 詞武 藏の國 

の 熊 谷 こそ 敵と くみ はくん. だれ 共、 うたぬ はしれ も 

の 二心 熊 谷 共に 打 とれ やと こ ゑぐ にの ゝ しれば 地 

色 熊 谷淚を はら^^とな がし、 此. t は 人 にか、， り 

玉 はんより、 某が 手に かけ 舉り是 よ， 9 すぐに 發 心と 

す^ 邻と ぶら ひ舉 らんと、 なみだに こ ゑ を ふる はし 

て さも 賴 もしく 申ければ、 敦盛も 御な みだ を を さへ 

やさしの 人の いひ ごと や、 名乘る まじと はお もへ ど 

も、 我は經 盛の 末ノ子 無官の 大， K 敦 盛な.^、 はやとく 

とくと 有ければ 熊 谷 は是を 聞、 されば こ， てよ の つね 

ならぬ 御 かた やとな をも淚 にくれ にけ. 9、 地色 中敦盛 

敵の かた を 見 給 ひ 事 急に 候 はや くと、 にしに むか 


五つと 七つの 春の 比、 父 直 實國を 出 源氏が たにつ き 

そ ひて つ vQ に 古鄉へ 歸られ す、 あまつ さへ 去年の 秋 

ゆ もむな しう 成 玉 へ ば、 今 はたよ.^ も なぎさの 千鳥 

よるひる わかぬ 淚哉、 地色され 共 父 をた のめに て あけ 

くれ 寺し もい たづら に、 父 さ へ うき 世 をす て をぶ ね 

の. 0 のす がた とった へ 聞、 な ふな さけな やた とひと 

ん せいし 玉 ふと も、 親子の えん はきれ まじき に歸り 

て 見 もしみ へ ら れんと、 思 召ざる 御 心底 ァ 、 おやな が 

らも だうよ くやと こ ゑ も、 おします なき 玉 ふ、 地色 淚 

の隙ょ..^姉君はぃかに小太郞、 わら は 女の 身 成 共 都 

とやらん へ尋 行、 父上の 御め にか 、り 尼 法 1 共 さま 

を か へ、 母上の 御 菩提 を もと ひ參 らせんと おも ふな 

り、 おこと はい ま： U をさなければ 姉が るす を やし 玉 

はん、 小 太 郞聞も あへ す こ は うらめしき 仰 かな、 父 

共 母共賴 にせし 御身に はなれ 某が、 いかで ひと b は 

あられ ふぞ、 其 上 我 も 父上に あ ひ 參らせ 度 候へば、 

御供 申 候 はんさ あらば したく まし ませと、 今 を はつ 

かの 旅 姿 あはれ、 はかなき 三重 「しだいな. 9 

きょ 姬 兄弟 道行 
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あらいた はしゃ、 淸姬 たねな を 兄弟 は、 都と は 西 や 

らん、 東 共い ざしら くものと うざい わかぬ たびの 空、 

おぼつかな くも 出ら る、、 チグリ 、ひの 「内 こそ、 あは 

れ なれあ ゆみなら はぬ、 道し ばの、 露か淚 か、 袖に 

つらぬく 玉 川 や、 あとに 霞の せき は あれ ど、 もしゃ 

は 人のお ほい そと、 とっか はとして ふぢ さは や、 薄 

紫の 親子 ゆえん、 偖 も 七 世の まごに だに、 あへば あ 

ふと やうら しまが、 玉 手 はこね の 山 こへ て、 西を遙 

にみ しまな や、 弓手 はさう かいまん/,^ として、 み 

ほの まつばら さ いん ざ と、 チクリ 嵐に つる..^ タ， なみ 

に、 げ にう き嶋が はらからと、 愛に ふたごの 山み へ 

て、 手に 取 やうに あし がら や、 フシ あしたか 山 もけ を 

さる.、、 やえ まく 雲 の お び をし て かのこの 小袖 ゆ き 

ながに だて を、 する がの ふじの やま 唐、 迄 もた かき 

なを、 もつ やた ごの うら、 あづま からげ のし ほ 衣、 _ 

きて こそみ たれ 淸 みがた、 かげ も はてなき なみのう 

へ チクリ 月の 「く まなる、 さよ. VT ど ，0 ともな ふ  < ；-も 、 

あらいその あまの、 小船 か、 こがれ ゆく 未 は いづく 

と 遠 江、 はまな の 橋の 橋 柱、 立る 心 もよ は と、 

と 有 木 かげに 立 寄て、 暫 休ら ひ 玉 ひける、 然る 所に 

二百 五： Hl】 — 
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朿國 方の 人 商人 七 八 人 打 つれて 跡よ b も來 りしが 兄 

弟 を 急 度 見て、 さあたい 取 山の ほと、 ぎす、 しかも 

律が ひ を ひっかけた かけた/^ とうた ひよ る、 地色 さ 

れ共 二人の 人々 はか、 る 者と は 夢にも 知らす、 詞な 

ふ 都の 方へ はかう 參 るかと と はるれば 人 かひ 共うな 

づき あ ひ、 いかにもく かう 參 るが、 都への ぼらせ 

玉 ふなら ば 我々 も 京う ち參 り、 地色い ざく 同道 致さ 

んとぃ へ ば、 地色 こ は 嬉し や 其 儀なら ば ひと へ に赖^ 

ら する、 めんどうながら 都 迄 送りと いけて 玉 はれ や、 

チ 、 少共氣 遣し 玉 ふな、 馬に 成 共 かごに 成と もす き 次 

第に のせまして、 ゆる.^./,^ と參 らふ ぞ とそら いた 

は..^ のの せことば 馬よ かごよ と夕暮 にあ か 坂 宿に ぞ 

三重 一. とま. 0 ける、 宿の ていしゅ 地色 立 出さ ま < ^にあ 

いさつし、 詞 あのお 子 さまが たは 御兄弟と 打 見えし 

が 偖う つくしき お 生つ き、 地色 さぞ 草 臥させ 玉 はんに 

風ば しひ かせ 玉 ふなと 障子 をへ だて あなた 成 小 敷 

にしゃう すれば、 人 かひ 共 は 次の間に 打 くつろいで 

ゐた.^>け，0、地色兄弟は草臥ょひょ.0休み玉ひしが、 

人 かひ 共は悅 びの 門出 をい は、 ん と、 さまぐ K 有 を 

と、 のへ さい つ さ、 れつ さか も し、 互にき げん も 


二百 五十 四 

四つの 比 一 人が 云樣 は、 詞 何と あの 兄弟 は 寺 方へ う 

る べき か、 ぶしが た へ うるべ きかと い へ ば 一 人 聞て、 

いやな ふ：^ 比 上方に、 かふき 子と いふ もの はや，^ あ 

の やう 成う つくしき は 二三 百 兩 にも かふと いふ、 姊 

はむ るいの きり やうけ いせい 町へ うるならば、 五 百 

兩 はした 物ぞ、 地色 兄弟 合て 八 百兩百 兩づゝ の 分取ぞ 

やよ き 肴 ござん なれ、 のめ やき ほへ とい さめる を姬 

君 始終 聞 召、 大きにお どろき ねい，.？' てまし ます 小 太 

郞を ゆす. 0 おこし 小 ご ゑに てお そろし や あの 者 共が 

御身と 我を郤 にて、 うる 談合 を 極めた， 9、 して 先 何 

とせ ふ ぞいの たと ひ 忍び 落た b 共、 畫 さへ うとき 道 

しばの 露 ももら さじよ どご ゐの、 あみう きめ はかな 

しゃと 忍び 淚に むせば る 、小 太郞、 地色お どろく ふせ 

いなく、 太刀 引 さげ 立 玉 ふ を 姊君を さへ、 な ふ 何と 

心得 いづく へぞ との 玉へば、 いづく と はおろ か 也 か 

たはし よ. 0 切て すて、 其 上の 思案 ぞ とふ， 9 切 玉 ふ を 

ぃだきとめさ.^>とては先しづ.まられょ、 かれら はい 

ふても 大勢 也、 御身 は ひと の 小う でに ていかで か 

な はんとに かくに、 かれらがねぃ..=^し其隙に御身は 

そっと 落ら れょ、 わら は、 跡に 殘.^ ゐて僞 たらし 間 


をと らん、 其內ー 足 成 共 おちのびられ よと 宣 へば、 

地色 小 太 郞今は し ほ と 偖 有が た き 御 心底、 も だす 

はいか ふに 候へ 共、 父 共 母と も賴 にせし 御身 さま を 

殘し 置、 落ら れふ 物なる か、 詞只 某が 殘 るべ し姊君 

落させ 玉へ、 地色い やよ わら は、 世に 有ても、 有に か 

ひなき 女の 身、 御身 は 父の 跡 をつ ぎ 家 引お こす 身な 

ら やや、 あしき 事 はいふ まじき、 姊 次第にせ よと 有 

いやな ふなん ぼう 宣 ひても、 御身 さま を殘 して は 落 

じお ちょと あらそ ふ を、 人が ひ 共 聞 付て 障子 押 あけ 

ばつと 入 兄 第 を 取て ふせ 高手小手に からめ 聲立 させ 

てあし からん と、 さるぐつわ をし つかと はませ、 詞 

^  、 都 迄 馳走し てつれ のぼらん と 思 ひしに、 い らざ る 

小ら ゑが が い にな， 0 さ ッ て もよ いざ まなる はとて、 

地ク てば 成 柱に くゝ， 付ム r はちつ ハ氣 fs! なし ゆ るりと 

め 丄< 'めと いねけ る は チクリな さけ 「な うこ そ 見、 5.<； に け 

れ、 地色む ざん 成 哉 兄弟 は、 何のと が もや あらけ なき 

な はめの 上に さるぐつわ、 なけ 共 こ ゑの 出ば こそ、 

地色され 共 淸姬心 かし こくつ く <\ - しあんし 心 をし 

づめ、 そばに 立た ると ぼし 火 を チクリ あしに て 「そろ 

そろ かきよせて、 地色 柱の 本 迄に じ. 9 よせ、 つなぎし 
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な は を やきければ 小 太郞も 打うな づきなん のく もな 

くやき きってし ばられ ながら そつ IM ぬけ、 うらの. j-c- 

へ 出 けれ 共め ざす もしらぬ やみの よに やぶかげ 高く 

くらければ いづく を そこ 共 しらね ども、 の：^^れ出た 

る 嬉し さに む ばらから たち そぎ： &: のか y る もつ く を 

もい とは^ こそ かほに て をし わけ 押く いり、 かなた 

こなたと まよ はる ゝ はめ も あてられ ぬ 風情な， ^時- J 

そ あれ 日 こそ あれ、 平 山の 武者 末 重 は、 本國へ 下向と 

て其截 どな hN に とまられ しが、 詞 あら ふしぎ や、 うら 

の 薮の內 と 聞え 犬の け はしぐ ほえぬ る は、 いかさま 

あやしき 物ノ 有と 見えし ゃぁ汝 等、 地色 さがして 見よ 

と あれば 畏て侍 共、 手々 にと もし 火引ッ さげ 藪の き 

はに はし. 0 出 兄弟 を 見 付、 詞 . ^ァ それ 成 は 何者 ぞと と 

が むれ 共、 地色と かう の 返事 あら ざれば、 若者 共 かけ 

入て 引立て こそ 來 b けれ、 地色 末重昆 玉ひチ 、物い は 

ぬ こそ こと はり なれ、 さるぐつわ を はませ たり 先 其 

轡を とれと て頓 てはづ させ、 詞 して 汝等は よし 有 者 

の 子と 見えし が、 何のと が ゆへ かく 有ぞ まっすぐに 

申せ、 地色 淸姬 夢の 心地に て、 いやな ふ 何のと が も 侍 

ら はす 東國 がた の 者 成が、 此八九 年 以前 父上 方へ 上 
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られ しが、 我々 を捨置 遁世し、 都と やらん にお はする 

よし 餘戀 しさ やる かたなく、 是成弟 諸共に 尋 上り 候 

所に、 人 商人に かど はされ か、 るう きめに あ ひ 侍 ふ、 

な ふ どな たかは 存 せね 共、 かげ を かくして 玉 はれと 

涙に、 くれて 宣へ ば、 地色 未 重 聞 も あ へ す 何 東 國のも 

のと は 若 武藏の 者に てあらざる や、 詞 ハァ L かに も武 

藏の 者に て 候、 フゥ して、 其 父の 俗名 はいかに、 地色 荒 

耻 かしゃ かく 成 はつる 親の なを、 名乘 はよ しな 去な 

がら、 難義を 賴參ら する 身の つ、 む □ はいかり 父の 

名 は、 熊 谷の 次 郞直實 と、 いはせ も あ へす 何 直 實の子 

1 とや、 二 はいか にと 走 寄手づ から 一 一人の な は をと 

き、 我 こそ 直實の 朋友 平 山の 武者 末 重よ、 何.^ 重さ 

まと や 是は誠 か 夢 成 かと， 兄弟 左右に すがり 忖、 嬉 

しなき にぞ なき 玉 ふ、 末 重 涙ながら 偖な さけな や 人 

の 親の、 心 はやみに あらね 共 子 故に 迷 ふと 聞つ るに、 

旁 は 引か へて、 地 親 故 やみ ぢに まよ ふか ゃァ . 孝行 ふ 

かき 兄弟 やと、 さす. 0 たて、 ぞ ほめら る、、 地色 偖 直 

實の發 心の 次第 語 きかされ、 都新黑 谷と 云 所に て 

蓮 生 坊と尋 玉へ、 追 付 我 も 上る なれば 必其節 あ ふべ 

きな，^、 詞 して 又 人 買 共め がと ま b し 旅 宿 は いづく 


成ぞ、 地色 旁 をな やませし とが 一 々に 首 を はね 往來の 

みこ，^ にせん いざ/^ あないせられ よと 兄弟 諸共 家 

來 をば 爱ゃ かしこに 忍ばせ 置 我 身 は きんじ ゆ 、地色 四 

五 人 つれ 忍び足して 立き けば、 內の體 さはが しく 生 

夫婦が 聲と 聞え、 こ は ふじ/なされ やう； め もし 

ら ぬせ がれ 共 を 何 の 故 有 ッ て か お とし 申 さ ん夢 に も 

存 せす 候と なきわめけ 共 聞 入ャ、 詞 をのれ 夫婦なら 

でた がしら ふ、 まっすぐに あかさす ばつき ころす ぞ 

きり ころす ぞと 、地色 さ も あらけ なくせら がふ 所へ 戶 

を 押 あけつ ゥと 人、 詞是 なれう じせられな 暫 またれ 

よ、 我々 は 道 通り 成が、 夜中に ことが まし，、 こ ゑ だ 

かなれば 樣子を 聞て あっか はんため、 して 先 何事 ぞ 

と 有ければ き やつら もしれ 物 も つ 共 をく せす、 いや 

いな 所へ さ しづる もの 哉、 主人の 仰 を 蒙 b 大事の め 

しう とつれ 今夜 此屋 にと まりしに、 是 成て いしゅ 夫 

一 婦 めが 行方 しら やおと せし 故、 角が うもんして とふ 

成が 何と 旁に かま ふかと 云、 チ 、 さも あらば 尤 なれ 共 

しらぬ と 云 亭主 を せめころ されて ゑき もな し、 來り 

か 、 つたる こそ ふしゃう 共々 尋參 らせんして 旁の 主 

人 は 誰 人成ぞ とと はるれば、 ィャサ 、人賴 する 我々 な 


らゃ、 主人の 名が 聞 度ば 坂柬 にかくれ なき 平 山の 武 

者 末 重と 云 人よ、 何 1^ 山の 武者 末 重と や、 偖々 世に 

は 同じ 名 名 有 物 哉、 某 も 武藏， 國平 山の 武者 宋 重と 

云 者 成が、 御 分 達が 主人 は 坂 東の 內 にて どの 國成ぞ 

とと はるれば、 地 a- 人 買 共け でんして とかう も いはす 

し. 0 ごみす、 詢 いやな ふ、 いかう ぶき げん さう にみ ゆ 

れ ばいで 機嫌 直しに、 地色お 尋 のめし うとに 引合 申さ 

ん、 これ/, \ -と宣 へば 兄弟 つれて 出ら る 、、詞 是々 

にせ 平. 3 殿 の 御家來 衆、 是は 某が 同 國熊谷 の 次郞^ 

實の子 共 成が、 いか 檨の とがいた せし ぞ承 らんと 有 

けれ 共、 地色 只 わな， c とふる ひわな、 きいき たる 體 

に は 見えさり け.^、 地色 末 重め ぐば せし 玉へば、 寺 il*^ 

飛 か 、り 小手 三寸に からめた， 9、 チ、 心地よ しいかに 

小.^ 郞、 御身い まだ 若年 なれば 人 をき つたる 事 あら 

じょき けい こぞと 宣 へば、 姬君末 重の 釉を ひか へ 御 

長刀 を かし 玉 へ 、 わら はも 一 手 はなら へ 共 人 を 斬た 

る こと はなし、 耻 しながらと 宣 へば、 實 さも あらん 

と 長刀 を姬 君に 渡さ るれば、 小 太郞は 太刀 を拔 兄弟 

互に 入ち が へ めぐる いんぐ わの 車 斬 手を盡 して こそ 

三重 「斬 玉 ふ 思 ひ のま ゝに、 地 はら- ゐ せし 借 末 重に 打 
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むかひ、 此 度の 御 おんしゃう 生々 世々 に 忘る まじ、 

はやお 暇と 有ければ チ 、某 も在番 に、 追 付 上洛いた す 

なり 其 節お めに か、 らんと- 互にい とま こ ひこ はれ 

わかれ に 成 玉 ふ 親孝行の 志、 しんめい ぶっだの 

御 かごに て あやうき 所 をの がれ 玉 ふと 聞 人、 かんに 

ぞた へに ける 

第 三 

いで 其 比 は建久 元年 三月 中句の 事 成に、 都の 東北 黑 

谷に は、 源 穴 H 法然 上人 他力本願 とて、 くせう 念佛を 

す、 め 給 ひ あまねく 衆生 を 御 さいど 有、 是 はきたい 

のしん ほうとて 諸宗 こぞってなん もんし、 黑 谷の ふ 

もとりう せんじに をし よせて 日夜 論談 せられけ.^、 

地色 愛に 熊 谷 入道 蓮 生 は、 上人に 付舉 b もんだ うにせ 

いっかれ、 小 5- んに立 出 遠見して ゐら わし 所に、 叙 

山の 小ち ご 達 座主の 御供せられ しが、 逮生 法師 を 見 

付 あれ こそ 熊 谷 入道よ、 詞 いざ 西 國の軍 物語 所望し 

て 聞ん と 云、 尤 とてつつ と 寄、 な ふ、 御身 は 熊 谷の 

次 郞直實 入道に てまし ますと な、 近 比 なれく 敷 こ 
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となれ =l^r 西國 にての 合 戰に先 御 自分の 御手 柄 猪 判 

官 辨慶景 淸 なんどの 手柄の 段、 地色 一 々語.^ 聞 させ 給 

へ と兩の 手に 取 付か たれ とせめ にけ る、 地色 蓮 生 

ほうど もて あっか ひ、 詞 ヲ 、 然 らば 愚僧 も 望 有、 是ょ 

りみ へ わた. 9 たる 名所 舊跡を をし へ 給 は い 語らん と 

云、 地 それ こそ やすき 御 事 なれさ あらば 語..^ 申さん 

と兩人 扇 をつ 取て チク" 名所 ^(.- を をし へけ る 

名所 づ くし 

地まづ ひがしに たかく そび へ 見えけ る は、 我立ッ そま 

の ひえいざん みやこの ふじと も、 又はう へみぬ、 わ 

しのみ ねと も 名に たかし、 そも此 山と 申 は、 く はん 

むでんけ う 御 心 を ひえいして、 御 さう /(- 有し ゆ へ 

ひえいざんと は 申な り、 もろこしの 天 だい 四方 八 千 

ぢ やうの 四め いの ほら をう つし、 一  ねんみ せんの、 

きを あら はして、 三千 人の しゅと を をき わう じ やう 

の、 きもん を， まも， 9、 あく i,6 を はら ふ、 くも 水 は、 

是く はん をん のし やすい、 かや、 にょいが だけよ. 9、 

くろ だに のな がれ は 白た へに、 せいが い 水の けぶり 

たち 、チクリお ぼろ. の、 しみ づ立 よらば、 つま 木 こる 
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身 も戀、 す， o- やかげ は 謠 やせの さと 人 せれう しづ は 

ら、 おはらの ねし やう、 ぢん やじ やかう はもた ね ど 

もに お ふて くる はたき もの、 おはら 木、 /\ 'か は ひ 

か は ひ、 黑木 めされよ、 しばめ さぬ か、 たき. 》• に 花 

を、 おり そへ て、 いふに いはれ ぬ なりふり や、 ふり 

さけ みれば、 西； li きぶね や、 くらま 山 ゆきに なだか 

きひむ ろ山、 したもえ 出る 春 くれ ど、 やま は その ま 

まま じろ にて、 小歌 花 かと 見れば、 こぞの ふ いきょの、 

たにのう ぐ ひす 一 こ ゑ を、 まつが さきよ b 小歌 二の せ 

につ ：；- く、  二の せつ .5- きの いちはら や、 をの、 こま 

ちが、 もゝ とせに、 ひと \せ たらぬ つくもが み、 みだ 

れご \ ろ やくる ふらん、 ひろ ふこの みはなに ぞ 

小 チクリい ちゐ、 かし ゐ まてば し 井、 チクリ はしば み、 か 

や 大小かん じきん かん まどの むめ、 その \ も 人、 人 

まる の かき ほ の か き やま のべの さ、、 さ、 co/\ 

く b かへ す、 をと はの たきの しらい 丄 の、 いと ほそ 

やかに なが るれ ど、 ゆ ふ 日 あさ 日のう つろ ひに、 き 

ら、 とみ ゆる きら、 ざ か 名所の かす はお ほ けれど、 

ことのは 草の 露 計 あら/, -御覽 候へ と、 一々 殘らす 

钕 へし は實 けう、 有て ぞ みへ に け る、 地色 蓮 生 あく 迄 


聞す まし、 此 比の. もうき を はらし しとて いらん と 

す 二人の ちご はすが. 9 付、 詞 何と 契約の 軍 物語 はい 

かにくと あれば、 地色 今此 身に 成て 軍の 事 は 思 ひ 

出す もけ がら はし、 あら もったい なやと ふ hv 切て 入 

ければ，' 二人の ちご は 興さめ て 追て 奧にぞ 三重 「入に 

ける、 かくて 日中に も 成ぬ とて ろんぎの かね をつ き 

出せば、 諸お の 僧徒 我先にと .9 うせん じに ぞ つめら 

る \ 、地色 先 ； 番に けんしん 座主、 しゃう しん 僧都 じ 

やう げん あじゃ. 9 やう べんなん どを宗 として、 山門 

の碩學 三十 餘人、 幷に 南都の 僧に は 連光坊 明へ ん坊、 

大勸 進の- 举： 俊 乘坊重 源 和尙を 先と して、 此外 有智の 

僧 五十 餘人、 三 井の 大貳 こう ゐんを 上 首と して、 門 

徒の がくとう 百餘 人、 法相 三論け ごん 天台 眞言 五ケ 

の大乘 は、 左の 方に、 着座 有、 其 外聽聞 力お 智 無智 

數を しらすな みゐ た. o、 法然 上人 は 御 弟子 住 連坊、 

安樂 坊、 蓮 生坊其 外少々 召 具して、 左右に もくれい 

ましく 借 中央の チクリい すに 「寄 居 玉 ひつ ゝ、 地色 先 

高聲に 念佛を 十へ ん計ぞ 申さる ゝ、 偖 東西の な.^ を 

しづめ、 詞我 とんせいの 昔より すいら うの 今に 至て、 

ひそかに 尺 尊 御 一 代の 敎文 を披 倩し ゆつ- 9 のよう を 
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あんす るに、 げんに 付み つに 付 其 さとりた やすから 

や、 事と いひ 理と いひ 修行 や はか 成が たし、 只淨土 

をね が ひ 他力 を賴 み、 名號 をせ うする にしく はなし、 

有智 無智の 輩 誰の 人 かきせ ざらん、 佛法 修行の 中に 

是ょ やすき は 有べ から や、 但有 や- (-と 仰け る、 

顯眞鹿 主 問て 云、 くせう 念佛は ひとへ にく どんの き 

を かう ぶる のみ、 まつ たく 眞言 上 観 の 妙 行け ご ん せ 

ん もんの しう しにお よばん や、 一 もん ふつうの ぐ は 

んろ しゃに、 ざいごう をせ いせす して 何程 名號 をす 

すむ る 共、 いかで か 往生 をと げんやい かにくと 有 

ければ、 上人 答て いや/,^、  くせう 念 佛は極 善 さい 

じ やうの 大法 なれば、 いか 成 極 重 惡人成 共み だの 名 

號を となへ 奉らば、 其 他力 念佛に 無量の ざいし やう 

悉 めっし、 けつお やう 往生な にのう たが ひか あらん 

祖有 や/ と 仰け る、 永辨 なんじて いはく、 ざい ご 

うまう ねん はさ も あらば あれ、 自專让 うねん して 必 

往生す ベ き 事 を ゆるさば、 人 皆ぁッ くけんに；？ つして 

あくごう をお それす、 このんで 衆 罪 をつ く， り まう ね 

んを おこし か へ つて あくしゅに だすべ きなり、 しか 

らば 一 往先惡 をせ いし、 妄を やぶる を もって あんじ 
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んの おもてと し、 そこうの つみ をお それし むべ けん 

や 上 《 ^こたへ ていはく、 しょあく まく さしよ せんぶ 

ぎ やう 是佛 のつ ねの いましめな. 9、 しかるに ざう あ 

くの ぼんぶ も、 念佛 往生 するとて 全く あくごう をつ 

く  hN まう ねん をお こせと 云に は あらす、 ぐちの ぼん 

ぶ さらに あくごう やめが た き 事 なげ き て も あまり 

有、 ァ、 恐るべし く、 愛に 彌陀の 本願 かくの ごとく 

の 凡夫 をす く はんため、 行 ひやす き 名號を もって 衆 

罪 を てんせ しむる の やから、 事 を 他力に よせ このん 

で 大罪 をつ くるべ けんや、 忝 も念佛 は、 しごく 大乘 

にして 萬 善の 妙體 なれば、 名 號の六 字に ごう じ やの 

くどく そな はるな b  、地色 只み だの 本願 を賴て 他力 名 

號を となへ よ、 や あとな へ 玉へ と 有ければ 智海. Q だ 

け 高に なって 云、 詞凡大 乘眞實 の ill を あきらむ る これ 

を 實敎と 名 付、 又是 心是佛 のむ ね を 存す是 をば 頓敎 

と 名 付、 今此 宗生佛 一 如の 道理 を も あかさす、 ひとへ 

に ゑん .9 ゑ どの あんじん をす、 め、 じゃくめ つむじ 

やうの じつぎ を ものべ すして、 ゎづ かに 欣求淨 土の 

行 ひ をし ごく 大乘と は 心得す、 地色 天晴 御坊 は いづく 

の 山の 天狗 ぞ やそ. れは 我執 候な ふ 我執く と、 惡ロ 
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して f3 れば 座中 一 度に 口 を そろへ、 チ、 我慢 偏執の ぐ 

ひんばう よと あざわら ふ、 地色 蓮 生 腹に すへ かねて、 

脇 座 ょ.^^っ つと 出から /^-とゎらひ、*1 、 ふびん や 

な 旁 は、 剃 髮染衣 はの せ 事に てぐち まうまい の 凡夫 

よな、 己が 自力に じばくせられ 他力の 大乘 なる 事 を 

かって しら や、 げに 井の 內の蛙 夏の 虫に せいれ うと 

や、 H$ くも 他力の 大道 は廣 太に して 五せ う ひとしく 

つうに うす、 ゑん/^ ぐく/^ むさう むねんの 上に 

おいてむ 方なん しの 大用 をお こし、 うさう しゅ 因よ 

b おきに むさ 5 の 樂果に 入、 是廣 太の 念 佛大乘 にあ 

ら ややと、 地色 血眼 をい からかし、 懷 中よ， 0 大 なた を 

収 出し 振 過し ゐ ぎに およば、 一 々になぎ た を、 

さんすいき ほひな. 9、 地色 俊乘坊 おど. 0 出 持た るな た 

に 収付給 ひ、 詞ァ、 むかしの 持病お こ b た h^、 只今 他 

力 本願 を大乘 とえと くした る大 法師が、 是は ふしん 

ゐの銘 さきな ふ、 折ても おれぬ かや、 地色 只 此鉈を 

はなされ よと あれば ィャサ はなさ じと ねぢぁ ひた， 9、 

詞 して 又是は 自力 か 他力 か、 蓮 生 聞て ャ、 誠に 是は 

自力な， り、 地色 ァ、 面： nj なや あやまった， o、 他力 を賴 

むな む あみだ 佛と 持た るな た をから， 9 と捨 本の 座に 


こそつ かれ けれ、 地色 重 源 和 尙こゑ を あげ いづれ も 座 

中へ 申 上る、 詞凡此 上人 は 凡人に あらやせ いし さつ 

たの 匕 現と 舅え hN  、- ^色され ばくはん じんく はんぼう 

にさと くけ うもん あたかも なめらかな- 9、 しんいん 

まか かせう、 べんせ つ はふるな そん 行 ひ はしゅ ぼ だ 

い、 三敎 - 致の 上人 なれば 日本 國裏食 僧 唐土 天竺の 

智識 晝_ ^こぞって 論す る 共、 中々 以て 及ぶ ベから す 

^41 hj と も  かく も はへ いこう/^ とよば は h- 玉へ 

ば 南都 北嶺 三 五 七 九の 宗門 等、 皆々 閉口- といく 

同 昔に な 無 阿み， た佛、 くと がっし やう すれば ふし 

ぎ ゃゐき やう 御 だう にくん じ 上人の 御身より、 金色 

の 光 さし 勢 至薩埵 と拜れ させ 給 ふ、 各 はっと 驚き 服 

を ひらけば 上人な り、 彌 不審の 思 ひ をな し、 又め を 

ふさぎ f:- 拜 すれ は 光 かいやく 薩 趣な.^ 偖 はうた がふ 

所な しと 智者、 愚者 共に をし なべて く はんぎ ゆやく 

念佛 す是ぞ 誠の 生 如來、 有が たし 殊勝な りたう とか 

b 共 中々 申、 計 はな か. 9 けれ 
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熊 谷の 次 郞直實 の 二人の 子、 淸姬小 太 郎種直 は 都に 

も 成し かば、 新黑 谷に 尋行 御寺の 僧 衆に 近付て、 我々 

は 武藏の 國の者 成が、 熊 谷， 次郞直 實發心 ましく、 

此 御寺に と 承る、 あはせ てた ベと 宣 へば 役僧 こたへ 

て、 詞チ、 其 直 實は蓮 生坊と 改名し 此寺に おはせ し 

が、 修行の ためとて さいつ ごろ いづく 共な く 出られ、 

地色 今此 寺に はお はせ やと 語りて 奥に いられけ り 、地 

色いた はしゃ 兄弟 は 父に あはん とい さみぬ る 心 も 今 

はきえ < ^とと はう を、 うしな ふ 計な. „ ^、地色 姬君 

にむ せびながら、 な ふ 我々 は 何の とがめに 佛 神の、 

御に くみ を かう ぶりて 行 さき，.^ の 物 思 ひ、 はるば 

る 上る 其 かひ も 情なの 親子の 中、 こ はいかに せん 種 

直と 袂を ひたして なげかる、、 地色され 共 小 太 郞カを 

つけ、 心よ はし 姉 君 さまし ゝて 別れし 道に こそ、 命 

だ に 有な らば H 本！ 1 を め ぐ り て 成 共な どか は あはで 

候べ き、 先々 都の 內に出 人に 導て 見 申さん、 必 なげか 

せ 給 ふなと それよ，.^ 都に 立 出て、 かなた こなたと 尋 

れ ば東國 方へ 下， られし 共い ひ、 詞 或は 又 善 光寺へ 千 

日詣 とい ふ も あれば、 地色 若さ も あらんと 兄弟 は、 し 

なのお さして おもむかる、 哀、 はかなき 三重 「うき 思 
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ひ、 黑染 衣、 地色 偏へ に 西方 極樂 を、 願 ふの みに ゃ逮 

生 法師、 都 あた-^ はかし ましと、 江 州 粟津の 松原に、 

草 引む すぶ 庵の 內、 地み だく はんせいの 像 を かけ、 

土釜の 煙に す、 たれし を、 ようら くけ まんと 觀 念し、 

我敦 盛： を 手に かけすば、 莕提の 道に は 入 まじき に 

地 思へば く 善知識 安樂 國に ゐん せう せんとの 佛菩 

薩の 化身 かと、 猶 いやまさ るく はんぎの なみ * た、 是に 

けても 捨る身 は、 心 やすき 物 か はと 思 ひつ けて い 

にしへの、 よろ ひに か はる 紙子 さへ、 風の ゐる矢 は、 

と を さ ざ. 9 けり、 かくつ- «• けたる よしあし も 小 チタ.' 

たれに、 かたらん かたい. との、 よ そふ 物 は 松の， と 

の、 すきま も h- くる、 さよ 5^、 是も の をし へ か 

と、 只 ひたすらに 稱名を チクリ 怠る 「まこ そな か， 9 け 

れ、 地色 借 も 淸姬賴 直 は 又 立 返り 近江路 や、 松 本の 

あた h- より 直 心地 あしと て、 あなたに たゝ すみこ 

なた にや すら ひいた くな やませ 給 ふ に ぞ、 地色 姉 君 

悲 さかぎ. o- なく、 ゆみ づを もとめ ほ ロ藥 さま- i (^あ 

つか ひ 給へ 共、 さらに 其 かひ あらす して 顔色 をと ろ 

へ 見えければ、 地色な ふい ひが ひな や 小太郞 萬の 病 も 

むから、 心で む を 取な をし せひに と 思 ふが を 立れば、 
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をの づ からよ きも のぞ 心 を はった とも たれよ と淚な 

がらに 宣 へば、 地色 種 直 くるしき 餘.. ^にも 姉の 歎 を か 

なしみ て、 いや 先程よ よほど 心地 もよ く 候、 愛 は 

とちう のこと なれば、 旅 宿 迄 そろ ^と參 らんと 有 

ければ、 チ、 嬉し ゃ其義 ならば わら はが かたに すがら 

れょ、 宿 有 方に つくならば 如何 檨 にも 養生 せんい ざ 

と 手 を 取 かたに かけ、 猶しカ やつく つえ もよ は b ゆ 

くこ そいた はしき、 粟津の 原に、 着 給へば、 H もはや 

くれて ほのぐらし、 地色 もはやせ た へ はち かけれ 共 稀 

直 /、るし みつよく 成 今 は 足 手 も かな はねば、 こ は 何 

とせん かなし やと 姉 君と はう にくれ ながら、 めでの 

方 を 見 給へば ともしの 光 ほのかな. 9、 人す めば こそ 

と 思 召、 かいん \ し くも 稀 直 をせ なにお ひ あせ 道 を、 

たど と あゆまる \ チクリ 御 有 「さま こそ、 哀な 

れ庵 になれば、 地色 しづかに 小太郞 をお ろし 置、 とば 

そに 立 寄い かに 此屋の 内へ お 案内 申 候、 詞 旅の 者に 

て 候が、 を さなき 弟 を 召 つれて 候 所に 俄に 煩なん ぎ 

に 及び それ ゆ へ 愛に て ni をく らし 候、 地色 近 比 わ. 0 な 

き 御 事 なれ 共 今夜 を あかさせ たび 給へ と、 さもし ほ 

じほと へば 速 生 聞^ ひ、 詞チ、 i 女き 間の ことなれ 


共、 地色 獨坊生 の 庵室 なれば， 入， はけつ かいくと き 

ごつ なげに ぞ 返答 有、 地色 御 仰 はさる 事 なれ 共 妾 ひ 

と の 身に も あらす、 殊更 あたりに 家 もな く、 いづ 

くを賴 まん かた もな し、 且は 後生の 御爲 にもな， 5 參 

らせんと 宣 へ ば、 連 生く つ /1\ 'と 吹 出し、 詞 わごせ 達 

に 宿 を かし 後生の ために 成なら ば、 汗水な がしせ い 

を は b 申 念佛は あだ 事よ、 地色なら ぬ^,^ と 言 捨フ シ 

念^ 申 おはしけ り 、地色む ざ ん 成 哉 稀 直 は 五 ざうな ふ 

らんす る やらん、 どうの 內に てに よふ 音 さも 絕 がた 

く 開れば、 こ はいかに と 姉 君い だきあげ ひた ひ を を 

さ へ 、詞 何とい かう せつない か、 やま ふ は ともあれ か 

くも あれ、 親 故 か、 るう き苦勞 よも ゃ佛 神三寶 も、 見 

捨 させ はし 給 はじ 賴 もしく 思 ひ、 心 を を くれ 給 ふな 

とい さめながら も 可として、 たまる まじき と 思 ふに 

ぞ心も 亂れ身 も ふる ひ 前後、 ふかくの 淚 かな、 地色い 

たはし や 種 直さ も くるしげ なる 息をつき、 ァ かなし 

や もはや 命 は 候 まじ、 定業と は 云ながら、 姉 君の 御 

身の上、 御行 末が 思 はれて、 よみお の 迷 ひと 成 侍 ふ、 

誠に か 程 氣を盖 し、 心 をつ くす かひ もな く、 今一度 

父上に、 あはで 過 ゆく 殘念 さあら 戀 しの 父上 ゃ名殘 一 
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おしの 姉 君と 是を さいごの 詞 にて、 こときれ はつれ 

ば姬君 はき もき へ 心き やうらん し、 しがいに がば と 

いだき 付 わつ ときへ 入 給 ひしが、 地色 や、 有て 心 付、 

搭淺 ましく もし ゝ たるよ なァ、 實 こと は. 0 生れて よ 

り、 おちゃめ のとに か しづかれ すきまの 風 を もい と 

ひし 身の あゆみ もなら はぬ 旅の 穴  1- 嵐に もまれ、 露に 

ぬれ、 心つ かれし そのつ もり、 こよ ひに せめて 此里 

の、 土と 成 行 はかな さ は^か へら じ此上 は、 わら は 

を哪 に^し ® うき 物 思 を させんよ- 9、 ともな ひゆけ 

ややれ つれ ゆけ や 小太郞 とりうて い、 こがれて なき 

給 ふ、 地色 親と しらねば 我 子 共 夢にも しらで 蓮 生 は、 

念佛を やめて や、 不便 や、 詞 さいせん 病人と いひし 

者が しん. たさうな、 地色 偖定 なき 世 中 やと、 とぼし 火 

たづ さ へ 戶を 明て 立 出 見れば し、 たる は 十一 一三の を 

さなき 者 姉と えし は 十四 五な，. >、 詞な ふく 其 子 

はし、 たる か、 さいせん きけば 御身が 爲には Je^ とな、 

チ 、 然 らば 愁歎 尤な. ^、地色 定て 京內參 b か參宮 なら 

んか、 所の 親 一 聞なら ば 嘸 や 歎き かなしまん 詞 して 

國里は いづく 其 子が 名 は 何とい ひし ぞ、 改名 を 付 過 

去 帳に うつし 週.！： して 得させん と あれば、 地色 姬君暫 
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なみだ を を さ へ 、 今迄 はどうよ くしんの 御 僧 やとお 

恨に 存 しが、 し を あはれ ませ 給 ひての 御 心 ざし こそ 

有難 けれ、 此上は 何 を かつ、 み參 らせん、 我々 は武 

藏の國 、熊 谷の 次 郞直實 の 子 共 わら はが 名 は 淸姬、 死 

人 は 小 太郞械 直と 聞より 逢 生た まし ゐ きへ、 五たい 

もし びれ 眼 くらみ どテ どた をれ て、 なき 給 ふ、 地色 偌 

あさまし や 凡夫の 身の、 はかな さは 親子の 間 を しら 

すして 眼前し する をし， 9 ながら、 一 言 詞もか はさす 

し 物う き 上に うきめ を 見せ、 しかも するどき 詞 のす 

ゑ さぞ や 無念に 思 ひつら め、 せめてむな しきしが い 

に 成 共 我 こそ 親よ と 名 乘て聞 せん、 詞 いやく、 は 

あ 忘れた，.^ 迷 ふたり、 かやう の 所 を まよ はぬ こそ 道 

心と は 云べ けれ、 地色 あら もったい なやと 心で 心 をな 

だめ、 詞是々 旅の 姬、 偖 は 旁 は 熊 谷 入道の 子 成と や、 

都黑 谷に て 愚僧 も 別る に 語し が; L 誠 谷のう はさ もさ 

んげ せられし、 嘸 父の 發心を 恨に も 思 はれん が、 重 

重 至極の 道理 始終 を かたれば 事な がし、 生と し 生る 

物 子 を かなしまぬ は なしまして 人間の 身の上 を や、 

され 共 其 おんあい を ふ. 9 切て おこす 程の 道心 なれ 

ば、 よつ く 道理あって こそと 田-いひ 必 恨に 25 はる ゝな 


と、 地色よ その やうに は 語れ 共、 いきて 有 もし ゝ たる 

も 我 血 を 分し 子と 思へば、 切ても きれぬ おんあいの 

淚、 墨の 衣 もしら むべ し、 地色 姬君 つくぐ 聞 召、 借 

はわら はが 父上と わ ，5 なくなされし 御中と や、 御物 

語 を 聞に 付、 御顔ば せ を 見る に 付、 を さな 心に 覺ぇ 

にし、 父上の おもかげに 似させ 給 ふと 思 ふに ぞ、 他 

人の やうに 思 はれす 猶 なつかしう 侍 ふと 淚ぃ やます 

歎の 有さ ま 思 ひ、 きれ 共 わくの いと 又く.^ 返しみ だ 

るれ ど、 地色 は をく ひしば つて 心 を しづめ、 いかに 旅 

の姬、 もはや 歎て かひ あら じ、 幸 あた ひに むしよ あ 

れ ばと 庵のと を 押はづ し、 淚 ながらに しがい をう つ 

し 誠に 姉と して 弟の しがい を かく 事 は、 道に そむけ 

る 事 なれ 共 たれ を賴ん 方なければ、 御身 さき を かき 

給へ 某 跡 をと 有ければ、 こ は 有が たき 仰 なれ 共 わら 

は、 いふても ちの わかれ、 御身 機 は 他人と 云 殊に 又 

御 出家な り、 勿體 なや 自が おひて 成 共いだ きて 成 共 

參ら んと宣 へば、 詞 いやく か樣の 死人 を 手に かけ 

て 念 弗 申 とぶら ふこ そ、 す、 むる く どく 共に 成佛な 

れば 人の ためと はぞん せぬな. 5、 地色い ざ さらば 

手 を かけて、 さき を姬君 かき 給へば、 跡 をば 逮生 


かるめ チクリつ ゝの ベ の 「送. 0 ぞ哀 なる、 地色 今 はふつ 

つと 思 はじと 思 ふうちに も 世の中の、 子 を さきだ つ 

る はなら ひなれば あへ て かなしむ 道なら ね ど、 親 を 

した ひ 身 をす て、 千里 をし のぎき たる 子に、 さ.， りば 

週り も あはぬ 身 か、 見えつ 見 へられ 詞をか はし 他人 

成と 偽る は、 法 儀 おきてと いひながら さ h- と はむ ご 

き 次第な- 9、 よし 姉 こそ はしらす 共、 死靈は 知て い 

か 計 うらみん 事の はづ かしゃと、 思へば め も くれ 手 

もな へて しがい を はたと おとさる ゝ、 姬君 はっと を 

どろき 何とな されて 候ぞ、 詞 い^ J \ 別の 事なら す、 

各の 父 連 生と はわ h- なく かた b しちな み ゆ へ 、地色 子 

はもた ね 共 旁 を 我 子の やうに 思 はれて、 不便 さも 又 

哀さ もこつ すいく. たくる 淚 にくれ、 取お として は 候 

へ 共 もはやむ しょは 愛な り、 と 土を漸 うがちの けし 

がいに むかひ 手 を 合、 しゅつ 生死 とんせ う ぼだい、 

な 無 阿み だ佛と 廻向して、 もはやう めんと 有ければ 

な ふ 情な や 今し ばし 名殘 をお しませ 給 はれ やと、 引 

とい むれば いや 是な ふ、 迚 かくても 歸らぬ 道、 ふつ 

つと 思 ひ 切 給へ と、 樣々 けう くんしが い を うづみ 淚 

の 玉の 數々 に、 夜す がら 念佛 申さる \ チク. 'いた はし 

念 沸 往ホ： 0 


「か b ける 風情な. 9、 地色 か、 る 所へ. 平 山の 武 ？季重 

は、 賴 朝よりの 仰 蒙.^ 院參の 上洛. iv. -、 此所を 通ら 

れ しが 馬上より 急 度 見 付、 詞な ふそれ 成 は直實 入道 

にて おはさぬ かと、 色. it よ..^ 飛お..^ 偖 も 久し や 先 

W 恙なき 道心 近 比 殊勝に こそ 候へ、 就て は阔 本の 子 

共 衆 御身 を尋 上られし がそれ 成 は姉姬 か、 して 弟 小 

太郞 はとと はるれば、 地色 姬君淚 を はら-^ となが 

し、 先以 おかげ 故、 兄弟命をたすか.9それょ..^方々 

尋 廻り、 ふしぎに 是迄參 ，5 しに 情な や 只今 迄 父と 名 

乘 聞され す、 剩小 太郎は 物う き 旅の つかれに や、 夜 

前 愛に てし、 ける がな ふ 鬼に もせよ 蛇に もせよ、 幾 

年 逢ぬ 子に 逢て 親と なのらぬ 事 あら じ、 どうよく 至 

極の 父上 さま やと 人め も、 わかすな き 給 ふ、 地色 季重 

驚き 何 小 太郞は 病死と や、 詞偖 是非 もな き 次第 去な 

がら 淸姬、 父の それと 名 乘られ ぬ は是御 道の をき て 

なれば 必 恨と 思 はる、 な、 いかに 入道 殿、 御身の 心 

底 千 萬 察し 申せし と あれば、 地色 連 生 衣の. 袖 を ひた 

し 何事 も かごと を も 推 I 一鬼な されて 給 はれと、 云 捨て 

こそ 歎 るれ 地色 チ、 見事 成 辛 棒佛 意に かな ひ 給 はん 

と、 彌 殊勝に 覺ぇ 候、 淸 姬も對 面し 一 旦望叶 ふ 上 は、 
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向後 親子と 思 はる、 な、 且は父 への 孝行 ぞ我國 本へ 一 

ともな ひて、 幸 一 子と め あはす ベ し 然るう へ は 逮生ー 

も、 心に か ゝる事 あら じ彌 道心 堅固 なれ、 倍々 過分 一 

H が 偖、 ほうゆうの よしみに は 偏に 賴參ら する、 氣 

遣し 給 ふな 某に まかされよ もはや 姬は我 子な， o、 い 

ざく 都に BE 道 せん 嬉し、、 くめで たしと 打 つれ 一 

だち て 上らる ゝ 歎の 中の 悅 びと は、 か ゝる事 こそい 一 

ふべ けれ 前代未聞の 次第な りと てかん せぬ、 人 こそ 一 

なか b けれ  一 

第 五  一 

飛鳥 川け ふ 有 とても 定 なき、 人の 命 は あだ 波のう つ 

つと き ゆる 速 生 法師、 よみお に おもむき 給へ 共、 し 

やばに て H 比 造， 0展 罪障の 霧 立お ほひ、 そこ 共 しら 

すくら きょ. 9 チクリ くら 「道に ぞ出ら るゝ、 地 五色 

の 鬼 共 をつ 取 こめ だ ごくの 人と ぞ ひしめき ける、 逮ー 

生少 もさ はがす 只念佛 をのみ よねんなく 申さる、、 _ 

其 時 あ をき 鬼つ の をい からし あか いねの つめ をと ぎ， 

たて、 くろがねの は をなら し 天地 も ひいく こ はねに 一 


て、 詞汝 一 生の 問 殺生の つみ をば いかい ははた さん、 

連^ 聞 給 ひ、 ム 、それな、 それ はなむ あみだ 佛ょ、 地 

色き 成 鬼 ほこ ふ b ま はしい. か. 0 をな し、 汝 一 生ち う 

どうの つみ をい か いはす る、 詞 チ 、 それ もな む あみだ 

佛ょ 地色 あかき 鬼お どり 出 はね ま は. x^、 色に そみ かに 

めでし じゃいんの 罪 はいかに/,^、 詢 なむ あみだ 佛 

/\ '、地色.：；： き 鬼き ば を かみ、 .： 針ん の 舌 を たれ まう ご 

きご はとせ むれ 共、 たいな む あみた 佛と 計に て さあ 

らぬ、 ていに て ゐられ け， o、 地色 中に もくろき 鬼、 眼 

は 銀 をみ がきた る ごとくに て、 や あ をん じゅの 罪 は 

いかに/^ との、 しれば、 詞 はて やかましい 木の は 

鬼 共^、 地色な む あみだ 佛な無 阿み だぶ と、 空う そぶ 

いて ゐられ ける、 地色 五色の 共：： 水れ はて、 偖 もく 

しつ はく 成 念佛者 や、 もはや 地 ごく へ 歸る なりゆき 

たいかた へつつ と ゆけ と、 いふかと 思へば たち ま 地 

に 南無 阿 彌陀の 五 字と 成、 こくうに す は.^ こんじき 

の ひか..^ を はなって 見えに ける、 地色 連 生是を 見て あ 

ら 有が たやさりながら、 佛の ；字 のな き 事 はいか V 

と m.^l ふ 我 身よ.^、 こんじきの ひか りさし、 佛と いふ 

文 宇 あら はるれば、 借は佛 架に 至る よと 彌、 念佛 三重 


「申け h- ふしぎ ゃ黑 雲、 地 さっと はれし うんた なびく 

方よ，^ も、 観音 勢 至の 二 菩薩 は、 金の 天が い 靑連花 

中央に そな へられ、 微妙の 御 こ ゑ を そろへ つ ゝ影向 

「有 こそ 有が たき 

九 品の 淨土 

地 それ、 げ ぼんげ しゃう の わう じ やう は、 六， たう 四 

. しゃう のく げん を や、 のがる、 計に て、 十二こう が 

其 S3 れん ゲち うに はらまれば う、 -/(^ せん/ \ 'とし 

てあかし くらし、 やう/^ 其こう みつる とき れんげ 

ひらけて や、、 ちう ぼんに ちう しゃう す、 偖 中 ぼん 

屮 しゃう こそ、 よに 有が たき 大往生の そくはい なれ、 

上 ぼん れんに いたる ま は、 一たん じち やう 六十よ せ 

つなと て此、 この/^ つまはじき する 間に、 たち ま 

ち 地中 ぼんの、 速げ ひらけて 上 ぼん 上し やうに 往生 

し、 むし ゆの よらく をう くるな り、 先 其 身 をみ づか 

らか へ .9 みれば、 しまわう ごんの はだえ こまやかに、 

三十 一 一 さう あら はれ、 やうら くしゃう ごんの けさ 衣、 

出入い き は、 せん * たんのに ほひ くんじ 口に はしゃう 

れんげの くき を ふくみ、 な いげ 共に しゃう < ^にく 

¥ 瓶 1^ 生 0 1 


はう みやう へんせ うかく 10*  くと して、 ゆう./ \ 'じ ざ 

い 雲に の.. 9、 ふう ごして は、 こくうに ざせ しめ、 中 

を かけり 心の ほっする 所に ゆく、 偖 又つ ねの くう で 

んは、 こん < ^る- 5、 は， 9、 しゃこめ な ふさん ごこ 

はくすいしゃう を、 みがきたてく、 玉 をい ろ ゑて 

っく，^^たてたるぅてなには金のほぅちゃく銀のふ.^ 

やう、 ぢ やうら く が じ やうの 風 ふけば チクリみ めう 

「めう をん、 れい^. \ 'と、 めう ほうの の b をと く、 偖 

又大 ほう れんげの もと、 八く どくち はかん ろの 水、 

せいくと きよらかに、 妙法 逮 花が さきみだれ、 

きゃぅょもに ふん.//^.-た，^>、 ふがん ゑん わう さへ づ 

,9 て、 しんいの けがれ をき よむな り、 そのに は 玉の 

こす ゑ を つらね、 八し き 五し きの 花 ひらけ、 くじ や 

く あ ふむ や、 びんが てう、 色々 のね を 出せば 空に は 

かぶの 菩薩、 む- 9 やうの けぶり あら はれて をん がく 

天に、 ひ. 《•  くな b 此 ほうこくの、 たのしみ はたと ひ 

百 千く でい なゆたごう をへ て、 百 千 萬 なゆたの 舌の 

上に む. 9 やうの こ ゑ を 出し、 一 々以 ほむる 共淨 土の 

しゃう ごん、 ほめ 盡す こと あた はす か、 るた うとき 

九 ほん れん * たいへ やれ、 ぐすべき ぞ連 生と て ゐんせ 

二百 ハ十^ 
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う あらたに 三重 「 見えに け b 淡路が た 地色 通 ふ 千鳥の 

- J ゑき けば、 ねざめ もす まの せき も. 0 はた そ、 いか に 

逢 生敦盛 こそ 待う けて 候へ うたて やな 一 念み だ佛そ 

くめつ むちゃう の、 ざいし やう を はらさん 稱 名の 法 

事を絕 せす とぶら ふくりき に、 何の ゐんぐ は あ .9 そ 

うみの 大夫 なみに た いよ ふまう しう の、 くもき ，9 なを 

も はれ やらぬ "-キ 思 ひ をす ま の 、大夫 うら めしや 謠同 う 

ら みは 人 を も 世 を も、 ^、思 ひ 思 はじう き 身の ゐん 

ぐ は、 と は 思へ ども、 わすれが た、 のうら みの 波う 

みやま、 一 とうに しんどうら いでん ひら./,, \ (-、 

ひら. とひら めく いなづま さら/^ さっと を 


> りこち の、 みねに はげしく たに、 ひ. >  きて しやお く 

をな がす、 雨 はやさき、 つち はせん けん 山 はてつ ちゃ 

う、 雲の はたて を ひつ さげ 月 毛の こまに むちう 地く 

る， 9、  .  くる ./(.. 'くる b との， 9 こみ、 乘 あげの hN 

おろし、 ひくな のがさ じきた なし さもし、、 か へ せ 返 

せとよ ば は. i> か ゝ つ て かたき は ， } れぞ. i うたん と す 

るに、 あだ をば おんに て ほうじぬ 念 弗して とぶら は 

るれば、 しん ゐの ほむら もばつ ときへ うせお なじ は 

ちす の 蓮 生 法師、 あら あ. 9 がた やとい ふかと おもへ 


ばたち ま 地 じ やうぶ つ 三重 「とげら るゝ、 うてな のう 

へ に、 地 れんしゃ うはう つると ひとしく こんじきの、 

に よらい の さう がう く はう みや-つ へ ん せう 十ば うせ 

かいに か いやきて めう もんたが はぬ せつ しゅふし 

や、 すな はち わう じ やう あんらく こくせ がた かり 共 

なかなか 申 計 はな か， 9 けり 

右 此本者 依 小 子之懇 st^ 附 秘密 昔 節自遂 校合 令 開 

版 者 也 筑後掾 
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偖 も 其 後、 序 それ 諸佛 の大悲 まち 》c なれと も、 じ 

よく 世 末代の 時に いたって、 能 救世 間 苦の 德を あら 

はし、 一 切 衆生の 利益の 達 心、 大慈大悲の 舰世昔 菩薩 

にしく はなし、 誠なる かな、 愛に 洛陽昔 羽 山 淸水寺 

の觀世 昔の 由來を 委く尋 るに、 本朝人皇五十^：：：の帝 

相武 天皇の 御 治世に あたって、 正 二位の 中將坂 上の 

ffl 村 丸と て武將 一 人お はします、 然に田 村 丸 內には 

武略の 道 をた しなみ、 外に は 仁義 禮智 信の 五常 をた 

だし、 ことにく はんせ おん ぼさつ を しんじ、 朝 慕に 御 

經讀誦 有、 誠に 大悲の 威 祌カ卽 得 求 男の 御利益 有て、 

^君 一 人 持 給 ふ、 御名 を淸若 丸と て 十三 歲に成 給 ふ、 

:jl ^(き b やううる は， -ノ  く絲 け の $91 に ひ をよ せ、 實 やん 

ごとな き少人 也、 倍 又 家の 執 櫂に は淺井 入道 玄寬と 

て、 吳子 孫子が 秘 せし 所 我物と 得た る 勇士な. 9、 侍 

どもに は 羽根 川 刑 部 友 满宮部 七 郞氏晴 松 島 九： 郞川村 

內 記 眞 野 藤 太と て、 智 勇 を 兼 し 兵 共 强 を や ぶ 弱を 


すくひ、慈悲をもって治むれば天下の政道穩かな..^、 

其 外と ざまの 大名 共 ：《 夜の 出仕 ひま もな く、 此 君の 

御く は ほうめ でた か. 0 ける 大 三重 「しにい な hs 引、 是 

は 偖 置、、、 と は 其 比 又 やまとの 國 こじまで らのぢ うそ 

う を、 んちん しゃもんと 申て ちゑ じん ゑんの かく 

しゃう あ， 9、 此 そうは、 のた いないに あ. 0 し 時、 つね 

つね せんじ ゆのしん ごん をと なへ し 事し よ 人の みゝ 

にみ て しゅへい かさま 出家と くだう して、 しゃく も 

んの ほうた う を もかゝ ぐべき ものな らんと、 しゅつ 

しゃう い ごしゃう じんけつ さいにて こじまの でら の 

く はしゃう、 ほうおん ほうしの でしと 成、 七歲 よ. 0 

出家 を とげさせ 給 ひける、 ようがくの はじめよ. 9 取 

わけく わんせ おん を しんかう し、 てう ぼの らいねん 

隙 もな し、 ある 時 ゑん ちん 思 召 は、 我此 年月く はんせ 

をん を しん するとい へ 共、 いまだし やう じんの そん 

よう をお がむ 事な し、 我 一 つの 大 せいぐ はん をお こ 

し、 しゃう じんの く はんせ おん をお がま すん は、 た 

とへ 命 はお はると も、 此 ねんぐわん をみ てんとて、 

地 よるひるの わかち もな く、 地 おこない 給ふぞ 有が 

たき、、、 と^あ まりに 思 ひっかれ っゝ、 御き やう を ま 
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くらと してす こしま どろみ 給 ふ 時 ふしぎ やせい 天の 

くもまよ いくわん た， 5- しきき にん 一 人く だら せ 給 

ひ、 いかに ゑん ちん、 汝 やさしく もくはん じざい ぼ 

さ つ をお がまんと や 誠 さやう に 思 ふなら ばよ あけて 

後 きづ 川に 出、 三十 三度の こ をと. 9、 一 つのき ど 

く を 待べ し、 汝が 心の ふびん さに かやう に はつげ し 

ら する ぞま こと は 我 は ほう さう おう ごの. Si すが 大み 

やう じんな， 0 と、 地 の 給 ふと 其 ま、 に、 御身より ひ 

か.^ を はなちみ かさ 山へ ぞ i び 給 ふ、 地 ゑん ちん あ 

ま.^ のうれ しさに、 はるかに 御 あとら いしつ、、 を 

し へ に まかせ それよ も きづ 川、 さして ぞ 三重い そが 

る、、 地 川に も なれば、 か- リ三 十三 どの こ b を 取、 

、、とばな む や 大じ大 ひの く はんせ おん ぼさつ、 それ ふ 

しゅしゃう がくの 御ち かひ 今以 はじめ ならす、 くわ 

こくをんの大ひのひか..^ぃづくかぃたら ぬ 所 あら 

ん、 しかるに われよう せう のむ かしょり  >  いに はく は 

ん おんの ゐ じんりき を ねんじ、 口に はせん じゅの し 

ん ごん を こたら す、 今 一 つの 大ぐ はん をお こし、 一 し 

んの まこと をいた す、 ねび くわん おんの めうちり き 

にわが くわん みて しめ 烚 へ と 、か-りしん < ^きもに 


てっし、 一時ば か，^ はいし 給 ふ 有が た、 か， 9 ける し 

だいな り、 地され ばに や 大じ大 ひの 御ち かい、 まこ 

と 有け るぎ やう にん を、 あはれ みまし ます 御ぐ はん 

にて、、/ とば ふしぎ やよ ど 川の みな 上よ， 9、 こんじき 

の ひか. 9 有 水 一 すじな がれ 來る、 ゑんち ん此 よし 御 

らん じて、 、、とば 偖 も/ 有が たや 是 こそ 大 ひの ふし 

ぎなる べし、 此 みなかみ にしゃう じんの く はんせ を 

ん のまし ますら むと、 地く わんぎ のな みだ をな がし 

っゝ、 こんじきの 水の いでと を尋 っゝ みなかみ、 さ 

しての ぼらる ゝ、 地心の 內 こそし ゆし やう なれ、 、、 

とば 此水 ながれと おくして、 おと はの 山の ふもとな 

る、 ゆせんの たきより 出に ける、 ゑん ちん あま. 9 の 

有が たさに、 なむく はんせ おん ぼさつと 一 しんしゃ 

うめう のま こと 凝し、 おと はの 山 を 見 あぐれば くさ 

引む すぶ いほ..^ 有、 こ はふし ぎ やと 山に のぼ b て 見 

給へば びやく ゑの らうおう 一人お、 ゑん もん 此 よし 

御らん じて、 御身 は是 いか 成人 ぞ、 おきな こたへ て 

の 給 はく、 我 は是ぎ やう ゑい こじと いふ ものな，^、 

我心に はくはん おんの ゐ じん. 9 きを ねんじ、 口に は 

せんじ ゆのしん ごん をと なへ、 此地 にかん ぎよす る 


事 年 久し、 汝を まつに おそくき たれり、 われ ゆく こと 

あってとう ごくに いたる、 其間汝 よろしく 我に か は 

つて 此 所に すむべし、 我に 一 つの 大ぐ はん あ.^、 此 

木 は是く はん をん のみ そぎな hs、 われ もしお そく 歸 

. ^來 らば 汝 せんじ ゆの ぎ やう さう をつ く. 9、 まッた 

□ 人の， たんな を まち、 大 がらん を こん hi フ すべし と、 

地 か、 リの給 ふみこ ゑの 內ょ ひも、 おんがく きこへ 花 

ふり、 いけうよ もに くんじ はくうん 一 むらた なびけ 

ば、 やかて 打の b 給 ひつ、、 地 ひがしの そらへ ゆき 給 

ふ、 、、とば ゑんち ん此 よし 御らん じて、 こ は 有が たき 

御 事 や、 是く はんおんの すいじゃくな らん、 へんじ も 

はなれ 參ら せじと、 地が- リ しん < ^ふかくが つし や 

う 有、 ぎ やう ゑいの の b 給 ふ、 くもの 上に とびの b 給 

へば、 地 誠に 大 ひのしん きに て、 ゆめ； 》 を たどる 

ごとくに て、 こくう をと び ゆき 給 ひし はふし ぎ、 な 

b ける 三重し だいな， <y か ゝる听 に、 、、とばとう ぼうよ 

ほうれん くも ゐ にと-!' ろき、 天 どう 二 入 さゆう を 

おしたて、 せつなが 間に 山し なや、 うしのお 山の 上 

にて は、 ぎ やう ゑい こじの 御 まへ に、 むかいの くる 

ま を さし 口せ し はな ふ ふしぎと、 いふ も あま， c 有、 


地 か -リ ゑん ちん よしを 御らん じて、 ことば 借も^^ 有 

がた ゃ是ぞ 誠にった へ 聞、 ふだら くせんの 御む かい 

に てんどう 來らせ 給 ふらん、 いかにぎ やう ゑい 大じ 

大 ひの 御ち かいに、 われ を も 召 つれ 給 はれとう れい ふ 

しなみ だ をな がし 申さる ゝ、 、、と. は 其 時ぎ やう ゑい ふ 

b かへ 偖 も/ \. '汝と をく もしたい きたる かな、 む 

じ やうぶ つ 一 によ なれ 共 まの あた， 5 其 ぼん しん を わ 

が じ やう どへ はと もな ひがたし、 いそぎい ほりに か 

へ-.^ っゝ わが ゆい かい を まもるべし、 いかに と 

の 給へば、 ゑん ちん 今 はちから なく、 淚 と共に 御 そ 

ばに 立よ， 9、 さあら ば 御め にか ゝる しるしに は 1^ に 

て も 御 かたみ を 殘し給 はれと さま <\« なげき 申さる 

る、 ぎ やう ゑい 聞し 召、 聞に やさしき しんてい かな、 

もとょ.^>かんきょの事なれば身にたづ さへ たる 物 も 

なし、 是ぞ此 世の かた みぞとう へに めされし しろき 

じ やう も を 下されければ、 か - りゑん ちんて づ から 御 

かたみ をいた- 5- きとれば、 地 何うた がいの 有べ きぞ、 

か、 リ やがてぶ つたい あら はれて、 正 じんの く はん 

せ をん とおが まれ 給 ひ、 くだんの くるまに の b 給 ふ 

は 有：^ た、 か，.^ ける しだいな. 9 、か-りゑん もんかん 


清水 觀 *1 曰 利 生物 語 


1 一 百 七十 


 淸水觐 音 利 生物 語  

るいき もに めいじ、 御 あと をら いし 立 給へば、 たち 

まち ひか， 9 か. 《• やきて、 くもの 內 よ.. y まん， たらげ、 

まかまん だら げふ ぐ だ b ひがしの そらへ ゆき 給 ふ 

は、 ふしぎな. 0 ける、 「次第な. 5、 偖 もく 有が たや 

と、 中い きのな みだ をな がしつ、、 大 ひの をし へ を 

まもらん と、 おと は 山 を 心がけ、 淚 と共に か へ らる 、 

心の、 內こそしゅせぅなれ、 、、とばゃぅ/\»山に ぉh^ 

させ 給 へ ば ふしぎ やそば なる くち 木の やなぎよ. 9、 

く はう みやう か 3. やきい けう くんじ、 地 さくらに あ 

らぬ 草木まで みなしろ たへ に 花 さきけ る、 猪 こそせ 

ん じゅの ちかいに は、 かれた る 木に も 花 さくと、 今 

の 世まで も 申な. 0 かの ゑん ちんの 心の 內、 しゅせ う 

な. 0 有が たし、 誠にきたい のめい そう やとみ なかん 

せぬ、 人 こそな か け hs 

第 二 

「去 ほどに、 、、と. は 比 は ゑん..^ やく 廿年 はる も 中ば の 

事なる に、 せぃしぅゃぃが山ぉびた.5-しくゃけぁが 

り， 川 かみ くれなん の ごとく 也 其 ひかり きんちう に 
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とび凉，.^ぎょれんの内へ さし入れば、 みかどお どろ 

かせ 給 ひつ、 やがて 御な ふと 成に ける、 くぎ やう 大 

じん あつま. 0 ていか， J- あらんと せんぎ 有、 時に いで 

の大 じん もろ ゑこう 仰ら れ ける やう は、 曰 jj^ は い " さ 

ま へんげの しょ ゐと覺 へたり、 此比 おと はの たきの 

* フ へ に ゑん ちんと てた つと きそうの まします よし、 

此 そう を 召れ つ、、 ぎょくたい あんせんの 御き たう 

を られ しかるべ しとそう もん 有、 さあら V* る？ ん 

ちんめ せと 地 有 承， 9 候と すな はち、 ちょくし を 立ら 

る、、 、、とに ゑん ちん はちよ くし と 打 つれさむ だい 

有、 其 時 もろ ゑこう いかに ゑん ちんたい 今め さる、 

事よ のぎに あらす、 さくやの らくちう の ひか， 9 物 御 

てんのう ちに ひらめき、 ぎょくたい をな やまし 奉る、 

それにつ きわ 僧 はしん b きけん ごに して まの あた， 0 

く はん をん さつ たにまみ へしよ し、 上 ぶんに たっせ 

し § へ 、御かぢ申せとの  御事な-り、ぃそぎほぅ，<=^きを 

もってぎ よくたい を やすんじ 給へ と 有、 ゑん ちん 承 

-9 こ は 有が たきち よく ぢゃ うかな、 さ h- ながらぐ そ 

うが ほう，^ きに て は 中々 もって かな ひがたく 候 へ ど 

も、 もとよ り 大 ひの 御せ いぐ はん、 しんねん ふくう 


、はの 御 りゃく、 いかで かむな しかるべきと、 地 四 

めんの たん を かざらせて おこない 三重 給ふぞ 「有が た 

き、 か-りゑん ちんだん 上な されつ、、 五 ひやう に 花 

を 立と つ こさん これい 花 ざ、、 ねんじゅし やくじ や 

うおつ 取て せんじ ゆせん げんく はんせ をん の、 ひ ほ 

う をお こな ひ、 給 ひける、 そ も/^ 忝くも、 くわん 

せ をん と 申 は、 く はこに しゃう がく をと なへ て はし 

やう ほうめ うによ らい. i がう し、 今 又し よぶ つの じ 

ひに が はって、 く はん ゆ をん と あら はれ 給 ふ、 千 じ 

ゆ 千 げんと 申 奉る は、 くおんが うの 其む かし、 せん 

かう わう じ や うぢう にょらいの 御 まへ にて、 大 せい 

ぐ はん をお こしつ、、 一 さいしゅ じ やう hv やくの た 

め、 うけさせ 給 ふ 御 さう がう、 地し ゆ <\ 'の 御手の 

其 中に、 地 やぎの ゑ だの 御て にて は、 地 か- リ身 のう 

への やまい を はらい、 たからの みはち の 御手に て、 

ふくち うのし よびやう を のぞき、 ほうけんの 御て に 

て もろ のき じん をが うぶく し、 たからの ゆみや 

の 御手に て、 一 さいの おんで きを ほろぼし、 ほっす 

の 御手に て、 あくじ さいなん、 はら ひ、 のけ、 しゃく 

じ やうの 御手に て 一 さいしゅ じ やう を じひ を もって 
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あいみん じ、 ひゃく れんげの 御手に て、 しゅぐ のく 

どく を ほどこし、 かしみ のて にて ちへ を あたへ ぎ や 

うの 手に てた もん を さとらせ、 しゃう れんげの 御手 

にて、 らいせ を じ やう どに ゐん •  たうし 給ふ此 たびの 

みかどの 御な ふへ いきん ならしめ 給へ やとせ めかけ 

せめ 掛、 祈らる ゝ、 こまの けむ. 9 はだい ゑんに みち、 

しんれ いのおと は ゑき でんに ひ.！ 'きい か 成 あくま 御 

物の け も、 しゃ うげ をな すべき やう ぞな ぎ、 、、と は 時 

にろ だんの 其 上に くろくも 一 むらた ちきた る、 こ は 

ふしぎ やと 見る 所に、 たちまち あっきの すがた あら 

はれ、 いかに ゑん ちん、 く はんせ をん の 神. 9 きに て 

せひな くこ ゝ はたちの くな， o、 さ h- ながらい わき .9 

おとす す 3- が 山、 か-りみ ね をふさぎ たに を うづん 

で、 せきの ひがしへ 人 はと を さじ 御ば う と てせいし 

うさして と び さ， りし はな ふお そろし、 か， 5 ける しだ 

いな. o、、、 と は 其 時 ゑん ちんだん 上よ b お. 0 させ 給へ 

ば、 みかどの 御な ふ 本ぷく 有、 地 御所 中の 御 よろこ 

び 何に、 たと へんかた もな し、 、、と はか さねて ゑんち 

ん 申さる、 は、 此 たびの へんげき うもん や ふう じい 

たし 候へ 共、 せいしう す.！ 'がに と，.^ こも こくど を 
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なやまし 候て すこぶる 大事に 候へ し、 き. やうの ぶ 

しに 仰 付ら れ 卸たい ぢ院 へと つ 、しんで そうもん 

有、 內ょ. 0 のせん じに は、 たれかれと あらんより、 

時の ぶし やう々 る 間た むらめ せとの， 0 ん げん 也 地 か 

しこまって 候と て やがて、 ちょくし を 立ら る 、、、、と 

は とし ひとは 何事 やらん とちよ くしと 打 つれさんだ 

い 有、 其 時み かどと しひと を： さよ れんち かくめ され 

いかにと しひと、 此 たびら くちう のそう げきは、 

せ いしうす いがに すむ 所の あっきの しょぎ やう 成 

間、 いそぎ 汝 はせ むかひち うばつ し、 ばんみん を や 

すん せよ とのち よくお やうな. o、 た むら 承，^、 ちょ 

くめい に て は 候 へ 共、 め に もみ へぬ へ んげ のぎい か 

が 心 もとな く 候と おそれ 入て ぞ 申さる、、 其 時 ゑん 

ちん もっともな りさ h- ながら、 此 あっき は大 ひの ひ 

ほうに せめられて 立 さ. 9 た h-、 此こゝ のへの 御 まも 

. ^を はたじるし にさ、 せせ め 入 給 ふ 物なら ば、 か、 リ 

何のお それ か あ-.^ あけの 月の みやこの 道 ひろう、 お 

と はす いがの 山 あらし も、 ふき しづ め たるみよ なら 

ん とげに たのもし くの 給へ ばた むらい よくちから 

を ゑ、 有が たし と、 御前 を 立て それよ. < ^も わが 
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や を、 さして ぞ ョ重歸 らるゝ やかたに なれば？、 と は 家 

のこらう どう 召 あつめ、 かやう くの しだいにて 大 

事の ちょくめい かう ぶ.^ た. 9、 いか， J- あらんとの 給 

ひて おのく いけん をと ひ 給 ふ、 あざ. Q のげ むかん 

中 やう、 誠に 君の 御大 事此 事な り 去ながら、 かの ま 

つげに す をく ふなる しゃう い の ごとくち いさくて、 

やが 、.^>たちが 、りもなからん物はぃざしらゃ、 ま 

な こに さ へ ぎる 物なら ば、 きまん ごくの きわう 成せ ハ 

あまし はやら じさ. 0 ながら、 へんげの 物の 事 なれば 

大 せいに てむか いなばく さ 木 ちりあくた 共 へんす ベ 

し、 小せ いに て はせ むかい てづめの せう ぶ あそばさ 

れ しかるべ しと ぞ. S- ける、 とし ひと 大きに ゑつき 有 

此義尤 しかるべし、 さあら ばよう ゐ 仕れ、 か、 リ かし 

こまって 候と、 おの/^ しゃう ぞく あ ら ためて 三重 

し. たい/^、 に 出ら る、、 偖 御と もの 人々 に は、 あ 

さゐの 入道 げんかん はね 川ぎ やうぶ ともみつ、 みや 

ベの 七郞 うぢ はる、 まっし ま 九郞川 むらない きまの 

の 藤 太、 か- リふ しつが うしう < ^八き にて すゝ みに 

す ゝんで 出ら るゝ、 、、と は 猪 今度み かどよ. _ ^下し 給つ 

たる、 にしきの 御 はたに 日く はう 月く わう を 金銀に 


て 打て 付 こ ゝ のへ の 御 まも.^ を はたがしらに かざら 

せ、 一 おんに さしあげ、 か-りゑん. 9 やく 廿年 二月 十 

八日、 みやこ を 立て それよ り もせい しう、 す いがへ 

三重い そがる、 是は偖 置せ いしうす がの 大 たか 丸、 

けんぞく ども を よびあつめ いかに かた，^、 偖 もみ 

や こよ， 9 た むらと しひと 我々 が 打てに むか ふと 聞て 

有、 たと へき やつばら がいく 萬ぎ にて むか ふ： Hr 何 

のし さいの 有べき ぞ、 らっ くわみ ぢん になすべし、 

ゆだん をす るな かた <\» よ、 是ぞ 一 つの なぐさみと 

今やい まやと 三重 待ゐた b 、偖 其 後に、 人々 は、 すで 

にいせ ぢの 山ち かく、 地き うばの 道 もさき がけむ と 

かつい ろみせ たるむ めが ゑの、 花 ももみ おもいろ め 

きて 猛き心 は あらがね、 の、 地 か-りっち も 木 も わが 

大君の 國 なれば、 いづち かおに のす みかなる べきい 

さめ や、 - ( もの 共と、 さし もけ はし きれ 

いろくさん、 みね を わけ、 たに ゝ下. み 給へ 共、、、 と 

は もとより へんげの 事 なれば きじんの ありか はな か 

b け， 9、 あざ， Q の げん 申 やう、 偖 はわれく がいせ 

いに おそれ かたち を かくすと 覺 へた.. >  一 まづ なの. 9 

て 御らん 候へ、 其 時と しひと こだかき 所に つ ゝ立ぁ 
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がり、 只今 此 山へ わけ 入た るつ はもの をい か 成 もの 

とか 思 ふらん、 う h- ん しやう ぐん さかのう へのた む 

ら 丸と はわが 事な. 9、 いかにき じん もた しかに きけ、 

むかし もさる ためし 有、 ちかた とい ひしげ きしんに 

つか へしおに も、 わう ゐを そむく 天ば つに て、 ちかた 

をす つれば たちまち ほろびう せし ぞ かし、 まして や 

まぢかき す^か 山、 いづく かおに のす みかな らんと、 

か、 リ ひきめの かぶらや 打つ が ひ、 きン，^^/^と引し 

ぼり、 かぶらぎ はまで ひっかけ、、、 と はしばし かた 

めて きって はなつ、 其 時 ふしぎ や、 か、 リ あの ゝ まつ 

ばら むらだちき た..^、 こくうに てつく. を ふ、，^: つ 

、、らいでん いなづま、 しき hs な. 0 とし ひと； 一:? よし P- 

らん じて、 、、と はす はや もの 共 まなこ をく ばれと さ ゆ 

うにげ ちしての 給 ふ 時、 きじん は あら はれい かにた 

むら、 やさしく もき たる 物 か. な、 其ち かた：^ もうしう 

はらさん ため 大 たか 丸と あら はれた. o、 いかに けん 

ぞ く 共 あ れ引さ きす て よと い ふ 、 其 時 そらよ-り け ん 

ぞく あまたと びきたり、 かくりょく こそき たれお のれ 

らと、 もと ュ. 0 ひぎ やう じざいに て、 人々 にみ だれ あ 

い、 ひじゅつ をつ くして た、 かいし は 三重 すさまじ、 
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か. 0 ける しだい 也 まっし ま 川む らまの ゝ藤 太、 此三 

人の もの 共、 を あるいは 引 さき 人つ ぶて、、、 と は 又は こ 

くう にっかみ ゆき、 のこる しう-,, ^四 人の 人、 是は 

いかにと あきれはて かたづ をのんで ぞいた.^ ける、 

く， たんの けんぞく いか. 9 をな し、 いきおい か、 つて 

とんで か、 る、 是に ふしぎ や こくうん 一 むら むらが 

つて、 すまん の やさきと ふ. 9  く  * たる、 あっき 是 をみ 

るよりも、 か、りぁがるゃをばっ いく  >,^^、 さがるゃ 

をば おど. 9 こへ、 まん 中 さしてく る や をば、 のこら 

やきつ てお とし ける は 三重お そろし か ひける 三重^ 

第な hs もはや 人々 ちからなく、： と はすで にか ふよと 

みへ し 所に 有が たや いづく 共な くしら はの そや ふ b 

くだ. o、 まっさき にす ゝん だる ふう きがむな いた 

こよつ しと 立、 H  、もの/, \« しゃと かなぐ. c すつ る 

1% を、 ぅ；r\はるともみっゑた，^^ゃぉふとひっくん•た 

り、 くわ でんき 是を みて、 大手 を ひろげ あます まじ 

ととんで かゝ る、 時に く * たんの やさきく わ でんきが 

ふと ばらに 立 所 を、 げんかんす かさやつつ. 0 よ. 9 む 

かふ さまに むん す-. 0 くむ、 のこる お に 共 むらが. 9 き 

たる を、 とし ひとこ ゝ をば われに まかせよ と、 ゆん 
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でに あい つけめで にうけし や. rt- んの ごと，、 き. 0 ま は 

れぶ むら/ (^ばつと ぞ にげに ける、 其 ひまに げんか 

んと もみつ もろ 共に、 くび をと つて 立 あがる 所へ 大 

たか 丸と びきたり、 とし ひと を ひつ さげて こくう を、 

さして ぞ 三重 あが. 0 ける、 か、 リ とし ひとこ は、 、、と は 

いかに、 f、 ぢ しき やうぶ しさいの 大 ひの せいや 

くこもうと 成、 あっきに とらる ゝ むねん やと、 なむ 

くよ/し せおん？ i さつ/ と、 いうし やう ことなへ 給 

へば、 ふしぎ ゃ郤 のかた よ. 9 も、 か、 リ しうん 一 むら 

とびきた. - =>、 く はんせ をん は あら はれ 給 ひ、 大 ひの 

ゆみに ちゑの や を はげ はなち 給 へ ば、、、 とばき じんの 

みぎの かたさきに はっしと 立、 ひるむ 所 をた むら 丸 

たち を ぬ き、 そらさ まき じんの く び をて うど きれば、 

むくろ と共にと しひと は 大地へ どうと おち 給 ふ、 き 

じんの くび はわれ 此 たび 大 ひのしん.. >  き にて ほろび 

うせた. 0 共、 いきか はりし にか はり、 此ラら み を は 

ら さんと、 口よ. rt- く は ゑん を ふきお しひが しの そら 

へ とびさ.^^ける有がたし/,-誠にし§ そしよ とく や 

くね ひ、 くわん をん のちから を あら はしすな はちげ 

^じ くお ま /レ - - ん す-な はち げんじ やく お ほんにん 


のかた き は ほろびに けり 是、 くわん おんの ぶつ h- き 

f, 有が たし 共 中々 申ば かり はな かりけ り 

第 三 

かくて 其 後、 、、と は 田 村し やう ぐんとし ひとはせ いし 

うすいが のき じん をば こと ゆへ なくた いぢ あり、 ゑ 

ん ちん をと もな ひい そぎさん： U いなされつ、、 一々 

しだいに そうもん ある 內 よりの せんじに は 今度と し 

ひとが はたらき にて とうい を はろ ぼし 中 事、 ばんみ 

んの よろこびと ゑいかん はなはだ かぎ.^ なし、 やが 

て じょ もく をお こな はれせ いな 大 しゃう ぐんに にん 

せらる ゝ、 倍 又 ゑん ちん は ほう きけん ごのい と く 

にて、 大 ひのしん りき あら はれみ かたし やう ぐんし 

やうて きのり を ゑた. 9 とてすな はちお と は 山に 大が 

らん を こん う 有、 淸水 寺と がう し 天下 あんせんの 

きぐ はんしよ たる ベ しとて あきす はう を ふしん h- や 

うこく に よせら る 、、か 、りゑん ちんと しひと 諸共に 

こ は 有が たしと 御 前 をた ちお のく したく へ 三重 か 

へらる 、是は 偖 置、、、 と は それ 人が いのなら いとて 八 

清 氷觀耷 利 生物 語 


くの 道 はの がれ やしと しひとの 一 子き よわ か 丸 もつ 

ての 外の 御い れい、 御み やくにたの みなき よし てん 

やくの かみお どろき 申、 みう もと さま. S 人々 いかい 

あらんと ひや うぢ やう ある、 地げ にやた かき もい や 

しき も、 へだて は あら じ 人のお や、 地心 はやみに あ 

らね共 子 ゆへ に まよ ふなら いに て、 いた はしゃ は、 

うへ は、 人の みるめ もしら 玉の、 地 つゆ もい と はぬ ふ 

せいに て はしち か く 出 給 ひ、、 とはい かに めんく き 

よわ か いいれ いい か い あらんと 仰け る、 其 時 わけの 

たうし やう 申 やう、 わか 君の 御ね れい それがし も 身 

にと つての 大事と 存、 さま <\» リゃ うぢ をめ ぐらし 

候へ 共、 此御 みゃくと 申 はしき の あくれ うほう かい 

の 風と 成しん ない にみ だれ 入、 しんかん を さいだん 

す、 かるが ゆへ にしょく きをと いめ づ つう をお こし、 

ふうき かへ つてね つし やうと：^、 いじゅつ をう しな 

ふ 所な b と 申 上る、 時に たんば の ほっき やう 申さる. 

る は、 愛に しんのう せんき やう をかん がみる に、 ど 

うねん 同月 同 HI のむ まれし 女の いきぎも を収、 ほん 

はう にく わ へ あた へ なば ほんぷく やすきに 俟と 手に 

とる やうに 申 上る、 からう のめん-, (- 申さる、 は、 

11 IB 七十 七 
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若君 は 十五 歲 三月 十八 日の 御たん じ やう なれば、 此 

年月の 女 を 尋ね、 君の いれい を 救 はんと 申、 地み だ 

ぃ此 よし 聞 召、 お、 尤な， 0 さ.^ ながら、 地き よわ か 

いか 成. Q んぐ はに て、 地 か 、る やま ふ を 身に うけて、 

うき ふしな やみ しづむ さへ、 そばに 有け るお や 心、 

身 もた へなん とかな しきに、 たと へいやし きものな 

b と、 思 はぬ 事に 身 をう しな ひ、 いのち を とられば 

其 人 や、 おやき やう だい やゆ かりの もの、 うらみ か 

こたんつ みとが は、 きよわ かいかでの がるべき、 お 

も ふに かいな きくす りかな、 さても かなしき 世の中 

とうれ：' ふし ふし しづみ てぞ なげかる ゝ、 、、と はどう ざ 

に 有 あ ふ 人々 も、 いる ふし あたる だう. 0 にせ ま hN っゝ 

おの^,, \ 'そで をぞ ぬらし、 ける、 、、と はげん かんと も 

みつ り、 御 * たう hs しごくせ， o、  ！i: とぞ はからい 申 

べし、 それ/, \. 'と 有ければ、 地 女ぼう たち は 立よ .9 

て、 なく みだいの 御手 を 引か は リ おくり れんち う、 

さして ぞ入給 ふ、、、 と はげん かん 申け る やう は、 みだ 

いの 仰 もさる 事 なれ 共、 かゝる 大事の 御ゎづ らい さ 

しおくべき 事に あらす、 いかんと なれば 此君は 天 F 

の大しゃぅこっかのとぅ..^ゃぅ.a、 もし 御 ふりょの 
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事 あらば た むら ！ けの めつ ばうな. 9、 下らう を ころ 

し 大人 をた すくる 事 其み ちな きに あらす、 又む たい 

にいの ち をう ば はい こそ、 こくちう へ ふれ をな し、 

身に のぞみの おもの をい のちの か は. 9 に 其 ねんぐ わ 

んを かなへ なば 何の うらみ か殘 るべき、 かたく や 

我 々が.^ を せんじゃ うにて か. ろん する も、 是 みな 身 

の のぞみ を かなへ むた め 也、 いかにと もみつ 御身 は 

かたち を やつし ゝ あき 人に さま を かへ、 まづ^, \ '君 

の 御れ うぢ なれば やまと か はち いづみき いの 國をま 

は. 5、  くだんの 女し やう を さいかく あれ、 此義尤 し 

かるべ しと 地 はね 川ぎ やうぶ は それよ. 0 も 人々 に い 

とま を こ ひ あ き 人 に さま を か へ く に <^、 さ し て ぞ 

三重 下. 0 けるな を も あはれ をと 5 'めし は、 、、と は 大和 

の國 うたの こ ほ. 9 にお はします、 まさ ひめき やう だ 

いの 人々 にて、 地し よじの あはれ をと V めた b  、、、と 

ば 其 ゆいしょ を 導れば、 父 はたむ らしゃう ぐんの 御 

うちに、 かげ ゆ ざへ もん ゆき はると て 人に しられし 

ものなる が、 よしなき もの、 ざんげん にて 君の 御 か 

ん きかう ぶ h- つ 、此 さとに 身 を かくし じせつ を 相 ま 

ち 給ふ听 に、 みとせ いせんに はかなく ならせ 給 ふゆ 


へ、 地 は、 を賴 てつら き 世に、 おと、 のせい じん 待 

にけ る、 地 いかなるつ みのむ くいに や、 地す ぎに し 

なつの はじめ 比、 のりの たもと にころ もがへ は、 さ 

へむな しくな. 9 ければ、 何と わくべき かた もな く、 

たよ hs なぎさに あらいその なみだに くれてお はし ま 

す、 、、と はもと よ， 9 ひんじゃの 事 なれば、 てうさん ぼ 

しの かても なく、 地 人の なさけに よりいとの あさの 

ころも を 手 は ざに し、 ひるはぁた-^^の さとにゅき、 

てわざの 物 を あきないて、 地れ いしゃう じょが あと 

をお ひ、 日 も くれ ぬればい ほ にかへ. o、 わか もろ 

共に なきくらす  >ひ*^  くりの、 うちこ そ あはれ なれ、 ： 

と は 小 次 郞申ゃ う、 偖も^. \- あ ね ご さ ま か. く うきわ ざ 

になれ 給 ひ、 我 を はごくみ 給 ふ 事、 思へ ばくかな 

しゃな、 何と ぞ して 我 ひと、 な b、 いか 成 方に もみ 

± ゝ 御身 を はごくみ 申つ 、、- 、、と は 世に いと をし きち 

、は、 の ごせ ぼだい を もと ひま いらせ、 あねごの 御 

おんの をく.. y なば、 かいな きいの も はおし から じと 

なみだ をな がして 申さる、、 まさ ひめ 此 よし 閡召、 

お、 よくこ そい ふたれ 小次郞 よ、 我 も 御身が せいじ 

んを、 月よ 花よ と 待 ゆへ に、 なれぬ 手 わざ もく にな 


らす、 い， C  、、とばさりながら いとけ なき 身に か、 る わ 

び. しきう きす まゐ、 みせぬ る 事の ふびん やとうれ いふ 

しふし しづみ てぞ、 なき 給 ふ、 地 物う き H: 日 かさな 

,9 て、 地 又く るな つに な， 0 ければ、 、、とはい かに 小 次 

郞 あす はは、 う へ の 一 しう きにな ひたれ ど、 もとよ 

.0 ま づし き此身 に てく ぶ つせ そうの ちから もな し、 

此く はんせ おん は 我々 が 父 左衞門 殿、 一とせ くまの 

まう での 時 ごんげんの 御む そうにて、 なち の お 山の 

たきつぼよ. 0 しゅつげん 有しく はんおんな り、 ち、 

は、 子の なき 事 を かなしみて、 此く はん をん にね が 

ひ を かけ、 われら 兄弟 を も ふけ 給 ひし 御 ほとけな b、 

地 か うげ を さ、 げ とぶら はん、 地. 水く み^れ 小次郞 

と、 かう を も 花 を さし、 さま^^と ぶら ひ 給 ひけ 

る 心の、 いるお くリ內 こそし ゆせ うなれ、 地 偖ぶ つ せん 

に參， 0 つ、、 御き やう どくじゅ まし ませ 共、 おつる 

なみだ にも じき へ て うれい ふしよ み わ づらひ てぞな 

げ、 かる、 こと は，.^、 せめて ぞ あはれ なり、、 と はか、 

ける 所に はね 川ぎ やうぶ ともみつ は、 君の ゐ れい 

をす く はんと はう/^ 尋 めぐれ 共、 さるべき 人 も あ 

ら ざれば、 なを やまと ぢ にさし か \,9、 やう/,^ ゆ 
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けば ほど もな く 日 も くれ ぬればと もみつ、 いづく か 

やどりなる らんと あた. 0 を みれば 山 かげに ともしび 

かすかに みへ ければ、 いほ.^ の あた. 9 に 立より て、 

此內へ 物申さん 行 くれて 候へば 一 夜の やど を かし 給 

へ、 小 次郞立 出、 是は人 やど. 9 にて はなく 候、 今す 

こし さきへ おと を. 9 あれ、 お ゝ もっともな h- 、さ h- な 

がら、 いる、、 と は ゆきさき しらぬ よるの みちひら に 一 

夜と 申け る、 ぃゃ^-何と仰候共ぉゃどはかなひ申 

まじ、 まさ ひめ 聞 召 何と 申ぞ小 次郞、 さん 候 道 ゆき 

人のお やど ゝ仰候 程に、 かな ひがたき よし 申 候、 ひ 

め 君 かき ごしに み 給 ひ、 いる 、、とに 誠にた び 人と みへ 

た. 0 とし もい そじに あまる 人、 御身の 父 もまし まさ 

ば此 たび 人のと しぐ らい、 おもざし もに たる ぞゃ、 

何 かくる しかるべき、 は、 うへの ぼだいの たね 共な 

b やせん、 ；夜を あかさせ 參ら せよ、 其 時 小 次郞立 

出さ あらば 御 入 候へ と、 內へ しゃう じ舉 る、 ともみ 

つい ほ b の內に 入、 つく  <^ とみ まいらせ、 いかに 

上郞 か、 る 人 ざと と をき 所に わかき かた ^計に て 

あるじ は いづく に まします ぞ、 姬 君に 聞 召されば 此 

やの あるじ は是 成お さなき ものに て 候、 ともみつ 佬 
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搭 さやう に：^ は いや どかし % はぬ も- ) と はりな， 5、 

さいさん 申 候 だん さぞ ひほう 成 ものと お ぼす らん、 

さて 父母 はいかいなら せ 候ぞ、 さん 候 父に はよう せ 

うにて わかれ 候、 いろ こと はは ゝ 一人 をた よ. 9 にて と 

し 月 おくり さ ぶら ひしに、 こぞの なつ は \ にもお く 

れ しかも 明日が 一し うきにて 候 ゆへ、 さやう の 事 も 

思 ひ 出、 かくみ ぐるし きい ほ..^ なれ ど、 御 やど 參ら 

せ候ぞ や、 いろ、、 と は 御 心 有 かたなら ば 一 べんの ねん 

ぶ つ を も 御 ゑ かう あって 給 はれと うれい ふ ひなみ だと 

共に ぞ 申さる ゝ、 、、と はおに を あざ むくと もみつ も、 

いる ふし 人の あはれ を 身に うけ て 共に な みだ をな が 

しける、 ： と" 倍 かた ^は 御と しはいく つに ならせ 

給ふぞ や、 まさ ひめ 聞 召 小 次郞は 十一 歲、 わら は、 

十五に 成 申が 共に 三月 十八 日の むまれ にて、 く はん 

おんの めぐみ ふかきよ しつね.， ^は、 の 申せし ゆ へ 

1 一人 共に 此 くわむ せ をん を 父 共 1^ 共た のみつ 、、いろ 

こと は うれしき にも かな しきに も此く はんおん のみ 

なをと なへ てく らし 候、 ともみつ はっと 思 ひ、 す は 

ゃ是， H て ほとけの つげ 何と ぞ してた ばか" つれの ぼ 

らんと 思 ひつ、、 げ にいた はしき 御 事 かな、 都の か 


たへ おのぼり 有 御み ゃづ かへ はなされぬ ぞ、 もつ 共 

さやう に存れ ども、 ふりょに は、 にお くれし ゆへ、 

と は， フに くれて とし 月 をけ ふよ あすよ とくらし 疾、 

偖々 ふびんの 御 事 や、 それがし は 都の ものに て 候が 

五十に あま， 9 申まで 子 とても もたぬ ものに て 有、 か 

たぐの 御物が た， 9 よに いた はしく 候へば、 こよ ひ 

のお やどの 御 ほうじに 都へ ともな ひ 參らせ 御世に 出 

し 申べ し、 うばに て：^ もの もな さけ 有 もの なれば、 

さだめて よろこび 申べ しと 誠しやかに ぞ申 ける、 地 

まさ ひめ よしを 聞 召、 な ふうれ しき 人の 仰 かな、 いる 

、、とはい かに 小次郞 たび 人の 我々 を 都へ ともな ひ、 御 

み を 世に立 ゑ させんとの 給 ふぞ、 よろこびよう ゐ仕 

れ、 小次郞 聞て うれしく 候 さ ながら、 きの ふ ふ も 

との さと 人が おくよ あき 人の のぼりたり、 おさな 

きもの 共 心せよ と 申 候、 ま づ此事 は 御し あん あれと 

ぞ申 ける、 ぉゝ よくこ そ 申せ 小次郞 よ、 いろ、、 と はさ 

b ながら いづく いか 成國 まで も此 くわん をん を も. 0 

奉りの ぼ， 9 なば、 よも さいなんに はおち いら じ、 か 

やうに 都へ のぼると て わが 身の ために あらば こそ、 

御身 を 世に立ち、 は、 の 御 ぼだい を さ へと ふなら 
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ば、 あるか ひもな きみ づ からが、 命 はさら におし ま 

ぬぞ、 いかにた び 人 あけなば 御と も 申べ し、 さ. な 

がら 此 年月 一 一人の もの ねんじ 奉る く はんせ をん の 御 

はします、 此御 ほとけ を もり 奉りた く 候い かい あら 

んと串 さる、， LJ もみつ しすました bjo よろこび、 

何事 も それがしに 御 まかせ 候へ、 其 外 手ぐ そく 何に 

て もよう いのもの 候 は  >  都 へ と いけ 參ら すべし、 地 か 

かリ さあら ばよう ゐ有 べしと 其 夜の あくる を大 111 重 寺 

給 ふ、 地 つれ ふし あらいた はしゃ、 ひめ 君 は、 地 人の 

ことば をた のみつ ゝ、 おさなき 人の 手 を 引て、 くさ 

の はしげ きむ ぐら やの、 地 あれた るい ほ b を 立 出て、 

地 みやこ を さしての ぼらる、、 こ、 ろの 內 こそ はか 

なけれ、 地け ふたち いづるた び ごろ も、 かはく まも 

なき そでのつゆ、 たれ か あはれ とみよし のゝ、 山ぢ 

はるかに なが むれば、 あと はと をち のさと をす ぎ、 

人 を はっせの 山風に むらさめ しげく ふるのみ や、 も 

みおのに しき 神の まに、 ぬ さ をた むけの 山道に、 う 

き 身 はなに となら ざ かや、 このて がし はの ふたお も 

て、 とにもかくにもお さな子の、 ゆく へ を 思へば む 

ねの 火 も、 とぶ ひの の も h- きへ やらで、 あはれ、 は 

二百 八十 一 
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か、 なき、 身 なれ ども、 すへ をた のみに みかさ 山、 み 

へつ かくれつ しの、 めに、 月 を かこちて ゆく そらの 

もとの、 身ながら やつれ はて、 いとい 思 ひ はます だ 

のい け、 おさなき 人 は あゆみ かねう れい ふした ちゃす 

らいて おはします、 大 夫、、 と は いかに 小次郞 すみなれ 

そめし ふるさと を、 とこ はなれ 行かな しみ も、 二人お 

やかう ^のた め なれば、 くるしき 心 を なぐさみて 

いるお くリ しばし、 うれし ささ ほの 川、 地 わた. 0 くら 

ベて われ/ も、 いっか はよ にもいでの さと、 げに 

玉み づ はなの みして、 わけてな がむ る 身なら ね ど、 

しらぬ めいしょの かす /,-^、 地 をと ふに つら さの 

まさ， 0 つ、、 なみだに くもる あさひ やまめぐ - 

てた きのみ づ、 いとく.^ かへ しゅく ほと に、 野 くれ 

さと くれ 山 を こへ、 のみや こに つき 給 ふかの、 ひ 

. め 君の 御 あ b さま、 たい 世の中の 物の あはれ は是な 

,0 た V 是なる はとみ なかん せぬ、 もの こそな か， 5 け 

. 第 . 
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かくて 其 後、 、、と" はね 川ぎ やぶと もみつ は 人々 をと 

もな ひ、 いそぎ 都に 上..^ つ、 すぐに わがやに 立歸れ 

ば、 女ば う 立 出、 偖き やう だい をみ まいらせ、 さて 

も-,, ^よに いつくしき 人々 かな、 いづく の國 いか 成 

人の子 成ぞ や、 姬君聞 召さん 候 われ/、 は、 やまとの 

國の 者なる が、 是に御 ざ 有 御 方の 都への ぼ. 9 いか 成 

かたへ もほう こうさせ、 よきに はから ひ 申さん とよ 

にあ はれみ まします ゆへ、 それ をた よりに 是ま での 

ぼ. 0 候ぞ や、 たい 何事 も， /(- かた をた のみ 奉る 

といろ ふしいとし ほ>( 'とぞ 申さる、、 女ぼう  > ひに お 

も ふやう、 偖 もじ やけんの わがつ まや、 いかにし うめ 

いなれ よと て かくいと けなき 上らう をう しな はんと 

はふ びん やとし のび 淚を ながしつ ゝ、 こと は 誠にす み 

なれ 給 ひし ふるさと を はる/^ の ほらせ 給 ふ 事、 さ 

ぞ たよ なく 思 召さん さ，^ ながら 君に みや づ かへ ま 

しま さばめで たき 事に て 候 はん、 地 まさ 姬は聞 召、 

うれしき 今の 仰 かな、 、、と はおとう とさ へ よに 出ば、 

みづ から 女の 事 なれば、 いろ、、 と は 何たるく らう をい 

たす 共、 いかにも つとめ 申べ し、 口 〈御 ふうふの 人々 

を ひとへ に 賴み舉 ると、 うれい ふし 淚を ながして、 申 


さる、、、、 と は 女ぼう 聞て 偖 もやさし き 御 心、 站 とふ 

にあ はれ はま さ， 5 ぐ さ、 かれ ^に 成 事共 を、 いろに 

出さで しのびねに うれい ふしな くよ， 9 外の 事 はなし、 

、、と はと も みつきつ と みてい かに それ 成 女ば う 何と 

て 人々 にきう そく はさせ 參ら せぬ ぞ、 おくへ つれ 行 

候へ と あいさう なげに ぞ申 ける、 女ば う 何共 ことば 

なく、 地 こなたへ いらせ 給へ やと、 地 人々 をと もな 

いてみ うち、 さして ぞ 入に ける、、、 1* はと もみつつ く 

づ くと 思 ふやう、 今の 女の ていたらく、 おさなき も 

の 共 を ふびんに 思 ふとみ へて 有、 もしもよ しなき 事 

を かたらば こうく は ひす 共 かな ふま じ、 とかく こよ 

ひの 內に じっぷ をたい し 申さん と、 おも ひこ ふで そ 

れ よ.^ も ひそかに 內に立 入、 何とな ぐ姬 をよ び 出し、 

こご ゑに 成て 申 やう、 いかに まさ 娘、 御身 を かやう 

につれ のぼる 事よ のぎに あらす、 さきに 申た く 候へ 

共お さなき 人に っゝむ ゆへ、 とか ふの こと を 申さぬ 

なり、 かやう くの しだいにて わが 君き よわ か 殿れ 

いに か は h- しいれい ゆへ、 てんやく のかみ. S- せし は、 

同年 3^ しゃう の 女 をが いし、 其 いきぎも を もち ゐな 

ば 御 ほんぶく 有べ しと 申 ゆへ、 さいわい 御身 はわ か 
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君と 同年 同し やうの 人 なれば こよ ひの 內 にがい する 

ぞ、 かま ひて うらみ 給 ふなよ、 其 おんし やうに は 

おとうと 小次郞 にく わぶんの しょち を 下さる 、とに 

が/ \^、 しく こそ 申け る、 地 まさ ひめ よしをき、 も 

あへ す、 な ふよ は 誠 かかな しゃとうれ いふし なみだに 

くれて ぞ おはします、 、、と はと もみつ 大きにい かり、 

何をなげき給ふぞゃさぃせんょ..^御身の給ふは、 あ 

の 小 次郞さ へ 世に出な ば 一 命 とてもお しから じと、 

たびく 御 ぶん 申されし は、 あ、 偖 はいつ はりに て 

まします か、 少も いは いの 有なら ばまづ お さなき も 

の をう つてす て、 其 後 卸 ぶん を さしころしと もに う 

きめ をみ せ 申さん、 せひの 二つ はこ、 な.^ と、 八 は 

う を にら-み つけ、 さも おそろしく 申せし はな ふ は ろ 

としな さけ、 な ふこ そ 開 へ ける、 いた はしゃ まさ 姬は、 

何と わくべき かた もな く、 さて/ \ 'じゃけんの 有さ 

まや、 と くに も かく と しるなら ば、 なにし に是 まで 

きたるべき、 又み づから が 命 をお しみ 申な ば、 わか 

もろ 共に ころさん と は、 是は むたいの 御 事 や 世の中 

かみや ほとけ はお はせ ぬかと、 うれい ふし ふ 

し しづみ てぞ、 なげかる、、、、 と はと もみつな を もい 
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かり をな し、 いかに まさ 姬、 さあ ^とくと 心 を さ 

だめ 給へ、 もしもい はいの 有なら ばまづ 小次郞 をが 

いせんと、 すん と 立てお くへ 入、 まさ 姬 あはて ゝす 

が-り 付、 な ふさて みづ からい なと 申な ば、 二人とも 

に-つし なよ ん とや、 .フ らめ しき 御、 £3、 しばらく また 

せ 給 ふべ し、 おも ひさ だめて 候ぞ や、 かゝる じせつ 

にあ ふ 事 も、 せんせ の ゐんぐ はとい ふゆへ、 恨みと 

さらに ぞん すま じ、 いろ： と はさ はさ. 9 ながらお とう 

と を かなら す 世に立た び 給へ、 地 かれ だに 世に出 申 

なば、 きへん 命 は をし から じと おとなし やかに はの 

給へ 共、 さすが わかれの 事 なれば うれい ふし せんご ふ 

かくに なげか、 る、 こと は b  、せめて ぞ あはれ な， 9、 

ともみつ もさす がふび むに 思へ ども、 わざと ことば 

を あら、 かに いかにも 御身 さ へ 命 を 君に さし あ 

げ給 はい、 わか は 世に出 申ぞ や、 心 やすく 思 はれよ、 

地 ひめ 君 よしを 聞 召な げきの 中の よろこびと は、 か 

かる 事 を や 申らん、 いろかん、、 と はも はやこん じ やうに 

思 ひお く 事 候 はや、 さいご をき よくいた すべし、 偌 

みづ から をい か 成 ものと お ぼす らん、 今 は 何 を かつ 

つむべき、 われ-/^ が 父う へ はたむ らしゃう ぐん さ 
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まの 御内に、 かげ ゆ さへ もん ゆき はると 申 ものに て 

さ ふら ひしが、 さるもの 、ざんげん にて 君の 御 ふし 

んか うぶ， 0 て、 いる、、， t はやまとの 國 うだの M に 身 を 

かくし じせつ を あいまち 給 ふ 所に、 いる、、 とはいた は 

しゃち ゝ うへい まだ 御し やめん なき 内に、 ふりょに 

あい はて 給 ふゆへ、 地 わら は 女の 事 なれば、 せめて 

は此 小一 一郎 を、 十五 歳まで もり そだて、 其 後 はいか 成 

かたをも 賴 みつ、、 是 はさへ もんが わすれがたみで 

候と、 君の 御し やめん 申う け、 すぎさり 給 ふ 父う へ 

の、 しごに ねがい を かな へんと、 心 をつ くせし かい 

もな く、 あいみる 事 もこよ ひば か. 5、 偖 も はかなき 

世の中と うれい ふし ふし しづみ てぞ、 なけ かる \ 、こと 

はと もみつ よこで をて うど 打、 偖 は ゆき はるの わす 

れが たみに てまし ます か、 御身の 父と それがし はし 

たしみ ふかき はう ばいな. 5、 人 こそお ほき 其 中に、 

か、 るよ しみの 人の子 を、 我 手に かけて ころさん 事、 

ぁゝ しなした る 事共 やと、 いる 地 か、 リ なみだに むせ 

びうち しほれ うれい 4j んご ふかくに、 みへ にけ る、 ひ 

め 君 よしを 御らん じて、 なにい る、、 と はみ づ からが よ 

そが ましき 物が たり、 借 は此御 やかた はたむ らしゃ 


うぐん さまに てまし ます か、 其 若君き よ 若さ まの 御 

いれいに、 みづ からがいき いも をめ されと や、 おろ 

かな. 0 ともみつ 殿、 地 わら は 女の 身なり 共、 其い に 

しへ は あづさ ゆみ、 やた け 心の 我から と、 思 ひし も 

の、 子に てお、 おしう の 命に か はる 事、 あつ ばれく 

は ほうの 我 身 かな、 くさの かげなる ち、 うへ も、 う 

れし くこ そ はお ぼす らんと、 ひとりごとに いさみ を 

なし、 、、とに 偖 さ い ご は 只今に て 候 か、 ともみ つ 聞て、 

いや 此 めかつ きが 御 さいごな， o、 まさ 姬聞召 倍 

はしば らくの じこくに て 候、 我等 國 もとよ. 0 も， 0 舉 

るく はんおん は、 は \ うへ さま 御 さいご 迄 もお がみ 

給 ひ、 めでたく わう じ やうな された る 御 ほとけ 也、 

みづ から も 今 を かぎ. 0 の 事 なれば、 御い とま ご ひ 申 

たく 候、 ともみつ 聞 てげ に 有が たき 御 事 かな、 いか 

にも はいし 給 ふべ し、 かま ひて く 小 次 郞に此 事し 

らせ給 ふなと、 やがて 內にぞ 入に ける、 地 あらいた 

はしゃ まさ 姬は、 是ぞ此 世 を かぎ ぞと、 地 まづ御 

佛に參 らんと、 地い ろな く-/^ お まへ に參 っゝ、 な 

むゃ大 ひの く はんせ をん、 ち \ はゝの ごせ ぼだい、 

よきに みちびき たび 給へ、 べっして は 小 次郞の ゆく 


すへ ま ぼらせ おはし ませと、 ふかきね がい を かけ 給 

ひ、 ねが はく はぶつ h- きに て、 只今き へ ゆく みづか 

らを、 ちゝ は、 とおな じうて なに、 すくいとらせた 

び 給へ と、 ふかくね が ひ を かけ 給 ひ、、 かくき うせん 

にか、 るみ づ からが、 らいせの くげん ぞ かなし や. と、 

うれい ふし ふしまろびて ぞ、 なき 給 ふ、 地 やう 

をと. なをし、 、、と は 小次郎 がそば ちかく 立より 給 

ふ、 地 ふびん 成 かな 小次郞 は、 地なら はぬ たびにつ 

かれはて、 せんご も わかで ふし 給 ふ、 いた はしゃ ま 

さ姬 は、 お. i うとの かほ を 御らん じて、 偖 も ふびん 

や 小次郞 が、 只今き へ ゆく みづ からが、 さいごの ほ 

ど を しらすして、 よねんなく ふしけ るぞ や、 世の中 

に./,^、 わら は ほどうた て か b ける もの はなし、 ち 

ち は 、に はよう せう に ておくれ、 みなし子と 成 はて、 

野に 出 山 を 家と して、 兄弟よ， 9 其 外 は、 たれ をた の 

まん かた もな しお さなき もの、 事 なれば、 さぞ や 心 

のみ だるらん と、 思 ひ やられて あさまし やと、 あと 

まで も 思 ひや，^ うれい ふしし のび 淚は せき あへ す、 し 

よじの、 あはれ.. 0 聞へ け b  、こと はか ゝ b ける 所に は 

ね 川き やうぶ ともみつ は、 家の 子 二人め しぐ しじぶ 
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ん はよ きぞと 立よ り、 いかに まさ ひめさ あ/ \ '出さ 

せ 給 ふ べし、 地 ひめ 君 は 思 ひわけ たる かた もな く、 な 

みだに くれて ぞ おはします、 、、と はと もみ つ それ/^ 

とおければ、 承 b 候と て、 やがて 立よ b ひった て、 

いん 地に はの i もてに つれ 行し はなさけ、 な ふこ そミ 

重みへ にけ る、 さて 其 後に、 、、とはい かに まさ 姬 さい 

ごなる は！ i: にても いひお き 給 ふ 事 はなき か、 いろ、、 と 

は ひめ 君 淚の內 よ. 5 もも はや 此 ごに および 何の のぞ 

み もな く 候 か へす/ \ も 小ニ郎 が ゆく すへ たのみ 奉 

ると、 なみだと 共に ぞ 申さる ゝ、 、、と はと もみつ 聞て 

其 だん は それがしに 御 まかせ 候へ、 いかに 汝ら じこ 

くう ゥ るに それ と 有ければ、 か、 りかし こまって 

候と、 こ ほ ，9 の ごとく 成 かたな をぬ き、 すでに かふ 

と 見へ し 時、 ひめ 君 あはて、 取 付、 な ふしば らく ま 

たせ 給 ふべ し、 さ， c- 共と 思 ひしに、 是 がさい ごで 候 

はい、 今一 どお さなき ものに 申お きたき 事の あ. 5、 

やれ 小次郞 よく、 是が此 世の わかれ ぞゃ、 など 詞 

をば か はさぬ ぞ、 いづく に 有 ぞ小次 郞と、 うれい ふし 

こ ゑ を あげて ぞ さけばる 、、 、、と は 一 一人の ものと つて 

おさへ、 ゑゝ是 みれんな， 9 やひめ 君と、 む もとに を 


二百 八十 山ハ 

しあつれば、 あっとば か を さいごに てつ ゐ にむな 

しく 成 給 ふ は 5 れいお とし め も あて られぬ しだいな 

.9、 、、 と は 借 二人の ものき も を そろ， 9 と 取 出し、 うつ 

わ 物に おさめつ ゝ、 ひめ 君の しがいに きぬ 引か づけ 

參ら せ、 三人の もの 共 はたが ひに かほ を 見 あわせ、 

いろ、、 と は 偖 も ^世の中 にせ ま じき 物 は みや づか 

へ、 われ ほうこうの 身なら すば、 か、 るう きめ は 見 

まじき もの をと、 さし もに あらき もの 4^ ハ もうれ いふし 

せんご をぼう じていた ける、、 * と は あら ふしぎ やみ 

づ しのうち よ h- も此 うつわ 物に ひか hs さす、 こ はい 

かにと ふ. 0 あ をのき て 見て あれば、 くわん おん. の 御 

むね 二つに さっと さけ、 ちの ながれ 出る 事 ひとへ に 

たきの ごとくな hN、 ともみつ を はじめつ、 いかさま 

ふしぎ はれ やらす まさしく 姬 君の 御む ね を さきた る 

に、 今み ほとけよ h- ちの 出る は是 はいか 成 事 やらん 

と姬 君の しがい を、 きぬ ひきのけ てみ て あれば、 ひ 

め 君 はまし まさす、 LJ もみつ 大きにお どろき、 まづ 

く はんせ をん をお がまんと、 地と る 物 も 取 あへ すい 

ろお くりぶ つ せん、 さして ぞ まい hv ける、 こと はこ はふ 

しぎ やき やう だい もろ 共 せんご もしら す ふし 給 ふ、 


ともみつ 大きに あはて つ、、 偖 は此 くわん おんの 身 

が は b にた、 せ 給 ふと、 き やう だいの 人 をお しお ど 

ろかせば、 一 一人 共に めをさました いばう せんと あき 

れ, Q た ひ、 ともみ つよ こで をて うどうち、 、、と は 偖 も 

倚 もしゃ. PV じんの 御佛 にやい ば を あてち を あ f  ：> つ 

る、 五ぎ やくのと が をい かや せん、 まっぴら ゆるさ 

せ 給 へ やと、 うれい ふしす いきの なみだ をな がしつ.、、 

、、とに 偖 も/ \ 御身 はた  >  人と 思 ひしに、 是ぞ 誠の く 

わんせ おん、 姬と あら はれ 給 ふか や、 只今つ く りし 

つみとが をた すけ 給へ やお ゆるし あれ、 なふ姬 君と 

申つ、、 なみだ をな がしら いはいし、 かゝ るきたい 

の 御 事 を、 いかで かさし をき 申べき、 いそぎ 君へ う 

つた へんい ざこな たへ くと、 御所 さして あが， 9 け 

る、 かの 姬 君の 御 有さ ま、 きたい 千萬尤 あやうき 事共 

やと 皆かん せぬ、 もの こそな か- 9 けれ 

第 五 

かくて 其 後、、、 と はたむ らしゃう ぐんとし ひとはみ * た 

い 所 をち かづけ、 いかに 申さん 聞 給へ、 きょ 若：^ び 

^ 觀音 利 生物 語 


やうなん とや せんかく や あらまし i 心 を， 1 め て 思 ひ 

ねに、 すこし まどろみ 申內 にこん や ふしぎの 御れ い 

む を かう ぶ， 0 た. 9、 たと へばつ なに み なれ 舉ら ぬ ( 

はんせ をん の そんよう、 淸 若が まくらが みに 立 給 ひ、 

御む ねの まんじよ. 0 大 くわう みやう を はなち 給 ひ、 

其 ひか， 9 淸 若が 口中に 入らせ 給 ふと 思へば、 たち ま 

ち淸若 ほんぶく すと ゆめに みる、 ふしぎな ひとの 給 

へば、 みだい 此 よし 聞 召れ、 偖 も ふしぎの 御 事ゃ淸 

若が いれい、 ゆ ふべ うしみ つの ころよ， 9 やま ふ しづ 

ま， 0、 す」 J し靜に ふした ると めの と のか た よ b つ 

げた， 0 しが、 けさ はやう す も 聞へ ぬぞ、 や あたれ か 

有、 みて 參れ との 給 ふ 所に、 淸若 凡 御 ふんぶ くにて 

出 給 ふ、 ふうふの 人 は 取つ？、 いろ、、 と はな ふお 二と 

はか るん、 敷 もほんお く.^  二そう れし けれ、 いろ ふし 

是も ひとへ にくわん をん の 御 じひと、 うれい ふし うれ 

しなみ * た を、 こぼさる、、 、、と はか、， C ける 所に はね 

川ぎ やうぶ，. 0 もみつ は姬君 をと もない、 ^;^ゃ>^御まへ 

に參 りつ、、 くだんの 御 沸なら びに うつ わ 物 を さ ゝ 

げ つ、、 有しし だい を 申 上、 いろ ふし 御 せんと も はい 

からすな，^, ふしかん る いそで をぬ らしけ る、 こと は大將 


く ぶた 事 
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る ち、 ゆうれい も、 さ こそ よろこび las- はんと、 なきふ 

しなみ * た をな がし 申さる ゝ， いろ ふしと しひ とふう ふ 

もろ 共に はつみ ふし そで を ぬらさせ 給 ひ、 けろ、 地 やう 

やうな みだ をと いめつ ゝ、 、、と" 借 も/ \ ゆき 春 はち 

うかう ふかき ものな. 9 しが、 ねいじん のことば を 誠 

と 思 ひ、 むじつの りに しづめ た ひ、 めし かへ さんと 

思 ふ 所に あい はて ぬればち からな し、 今又汝 にめ ぐ 

，り あ ふ も、 三せ のき ゑんく ちぬ ゆ へ か、 るた つ とき 

まさ 姬を、 淸 若と ふさいの ゑん を むすばせ、 我 ゆい 

せき を ゆやるべし、 又 小 次 郎は淸 水 寺 ゑん ちんそう 

づ のでし になし、 出家 を とげさせ、 御身た ちがち、 

は、 や、 われ/^ が ぼだい をと ぶら ひ 申？ しと、 か、 

リ地ー か 一 もんめし あつめ、 しゅかう のしな..^ と、 

のへて、 ちょばん せいの 御し うげんの いろお くりぎ し 

きの、 程 こそめ でた けれ、 、、とけ 偖 其 後に、 とし ひと 

はいかに かた -、 こんど 淸若 がび やうち うにと り 

まぎれ、 久々 せいすい じへ 參ら や、 いざや さんけい 

申つ、、 か、 るふし ざの 事共 を、 ゑん ちんに かた ら 

ば やと 申さる、、 a (時 まさ 姬げに 有が たき 御 事 や、 

か、 るお り ふしに て；^ へ ばせいす いじのく はんせお 


よしを 聞 召、 むさう とい ひじ げんと いひ、 是た 

にあら すいそぎ うつわ 物 を ひらくべし、 承って ふ 

を とれば、 あら 有が たやい けう くんじて、 其 內ょひ 

つ しんじゃ だいじ ひと あきらかに もんじす は.. ^ こ 

うに、 あがらせ たま ひける、 、、と はとし ひとい よ/^ 

かんたんし、 大じ大 ひの 御り やく 今に はじめぬ 事な 

がら、 か、 るき どく あら はし 給 ふ、 御身 は 神 か佛か 

と、 おの かう ベ を かたむけて、 ひめ 君 をら いし 給 

ふ、 げ にこと は とぞ 聞ヽ、 ける、 地 tj しひと ふ. フふ 

の 給 ふ は、 、、とはい かに まさ 姬、 御身 しん < ^誠 有 か 

く 有が たき 御佛 の、 御 心に かな ひ 給 ふ、 そのぎ やく ゑ 

んに ひかれつ、 淸若 ほんぶく いたす 事、 しゃう ぐ 

せ ゝの きへんな らん、 か ゝる きどく を あら はし 給 ふ、 

御身 は いづく いか 成人の 子なる ぞゃ 有の まゝ になの 

.9 給へ、 其 時姬、 こ は 有が たき じ やうい かな、 地 今 

は 何 を かつ、 むべき、 みづ から は、 、、と はたう 君の 御 

家の 子に、 かげ § さへ もん ゆき 春が 子 共な， 9、 あら 

ぬ ざんじ やの し は ざに て、 君の 御 ふしん かう ぶ b つ 

つ、 三と せいせん にあい はてられ 候、 地 わら は 女の 

身な. 9 共、 君の 御かん にあつ かる 事、 くさの かげな 


んの御 まへ にて、 まんどう ゑ をと h' おこな ひすぎ さ 

-9 給 ふ 父母の、 ごせぼだぃがとぶらひたく候ぃ炉 

あらんと 申さる ゝ、 とし ひとよし を 聞 召、 偖 も ) 

思 ふに まされる しんてい かな、 いかにもと、 のへ 參 

らせん、 せん、 いかにから うの めん 淸若 ふう 

ふ はじめての 物 も ふで なれば、 きしき をと、 のへ 申 

べし、 か-りかし こまって それよ. 9 も、 しだい，/^ に 

申つ け、 さお ひ 三重き よ.^ さ、 して ぞ參ら る、 み， たう 

となれば、 、、と は おやこ 四 人の 人々 はま づ ぶつ せんに 

參 りつ ゝ、 げんせ あん おん ごせう せんしょ とねん 比 

に ふしおがみ、 偖 ゑん ちんに たいめん 有、 f レレ 

だい を かた. 9 給 ふ、 ゑん ちんかん るい ましくて、 

ぐそうよ うせう のむ かしょ h'、 すいら うの 只今まで 

やい ぶんしん <\ 'を こらせ 共、 かほ どのき どくはお 

がみ 申さす、 有が たき 御 事 かな、 又ち ゝは、 の 御た 

めに まんどう ゑ をお こな はん とはいよ^, \- やさしき 

御 心、 すいぶん とぶらい 參 らせんとの 給 ふ 所に、 ふ 

しぎ やとう ざ いより、 か 、リ しうんた な 引、 なんに よ 

のす がた あら はれ 給 ひ、 手に とうみ やう を さ 、げっ 

つ、 きたらせ 給ふぞ ふしぎな も、 地 やう， （>も かく 


な. ^ ければ、 、、とはい かに まさ ひめめ づ らしゃ、 われ 

人 ダんに 有し 時、 ふげんし きしんの とく を あら はし、 

かりにち 、は、 とげん じた. o、 今 又 か、 る 御 はう ベ 

んに てけ ちゑん の 人々 を まことの 道に ゐん だう 有、 

あ. 0 がた く存る ゆへ、 とうざい 二 佛の淨 土よ- 9、 し 

ゃぅ<\ 'の 火 を もちきた た hv、 いざまん どう をと 

ぼさんとの 給 ふ 時、 二つの 火とう ざいへ さっとと び 

されよ、 ！ まんのと うみ やう 皆 一 どに はっとと ぼ h.- 

し はふし ぎ、 な. 9 ける 次第な り、 、、と は 人々 きゐの 思 

ひ をな し、 かう ベ を かたぶけ らいはい 有、 其 時 二人 

の 人々 いかに ゑん ちんと しひと、 我々 は是 くわん じ 

ざい そん のさ ゆう のけう し な b との 給 ふと 其 ま ゝ 

に、 ち、 う へ はせ うてきび しゃもんと げんじ 給 へ ば、 

a- うへ はせ うぐん 地 ざう と あら はれ 給 ふ、 其 時姬君 

の 給 ふやう、 御身た ちしん ^の 誠 を こらし 我 をし 

ん するとく によ， 9、 かたき を ほろぼし やま ふ をた す 

けし ゆ < ^の. 9 やく を ほどこした. =-、 今 はほん どに 

歸る べし と とちやう の內 へいら せ 給 ふ、 其 時 ゑんち 

ん いかに 姬君、 是は. いか 成 御事ぞ や、 ふしぎ さよと 

の 給へば、 姬せ おろかな リ ゑん ちん、 おういす 3 やう 

.  二百 八十 九 
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じ やさいく わんぶ によ しん、 とくどし やそく げんぶ 

によ しん、 にゐ せつぼうと いふめ うもんの 有 を わす 

れた るか、： §5  . 人の 大. たんな とし ひとが 一 子淸若 丸、 

あっきの なやみ にくる しむ をす く はんため の はう ベ 

んな りと、 の 給 ふみこ ゑの 下よりも、 四 はう のみち 

やう さっとお るれば、 とし ひと ゑん ちんこ は いかに、 

まさ 姬と思 ひしに、 借は大 ひく はんせ おんに てまし 

ます か、 とても 大じ大 ひの 御ち かひに、 今 一 たび 誠 

の 御す がた あ. 9  くと、 いる ふしおがまれ させ 給へ や 

と、 うれい ふし なみだと 共に 申さる ゝ， 、、と は 其 時 こく 

うに おんがく 聞へ、 花 ふりく だ h -、 か、 リ いけうよ も 

にくん じ、 ふしぎ やみち やうの 內 よりも、 めう をん 

た しきみ こ ゑに て、 今ぞ 誠の そくげん ぶっしんに 

ゐ せつぼうとの 給 ふと 其まゝ に、 せんじ ゆせん げん 

く はんせ をん と あら はれ 給 ふ、 じげん じしゅ じ やう 

の 御.^ やく、 二 ふくじ § かいむ. y やうな. o、 た むら 一 

家の人々 はさても く 有が たやと 一 度に はっとかん 

じけ る、 偖 こそ 洛陽淸 水 寺 は 田村將 軍の 御 願」 て圓 

餚 僧都の 御開 基此 尊像に 願 ひ を かくる 人々 は、 現世 

安穩 ふつ きじ ざ いごし やう せんしょの 御ん かい 今に 


たへ せぬ、 御め ぐみ、 もっとも H 本 第 ： のく はんせ 

をん と 今の 世に いたる までき せんぐん じゅ の參 あ 

b 大慈大悲の 御 誓願 有が たしと もなかく 申ば かり 
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きい， だし、 かくは さま/^ お ほ けれど、 そうぶ わん 

とい ふがく を、 しばし ふきて ぞ 三重 「おはしけ る、 か 

かる 所に みぞろ か 池の 大じゃ は、 たちまち b うによ 

と 身 を へんし、 がく をて うもんした.. > けり、 小 栗 御 

らん じて、 それなる はいかなる 者と そ 仰け る、 大蛇 

こたへ て、 さん 候み づ から は、 はるかい なかの 者 成 

が、 なさぬ 中の ざん により、 身の 置 所な きま、 に、 

是^ 參. 0 疾と、 げ にあ hs そふに ぞ申 ける、 おく. 0 聞 

し 召、 拆は 左樣に 有け るか、 こなたへ 來り 候へ とて、 

つれて 御所へ ぞ歸ら る、、 御所に も なれ は、 秋の 蟬 

のから 衣、 うすき 性 なれ どち きらる、、 今 はは や、 つ 

ぼね もく わい にんと 成 給 ひ、 詞有時 小 じ や を 召れ、 

いかに 小 蛇、 われ 人 けんとち きりを こめ、 只ならぬ 

身に て 有、 後に は あら はれお ひいた されん はぢ てう 

也、 みづ からがいらん 池 あら は、 見て 參れと 有 けれ 

は、 小 じ や 承，.^、 御前 を罷 立、 おもてへ 打 こ ゑ、 

かなた こなた を 見 ま はし、 それよりも 取て かへ し、 

さん 候是ょ b みなみお もてに、 しんせん ゑんと 申い 

けの 御 ざ 候、 是へ いらせ 給 ふべ し、 つ ほね よろこ ひ、 

やがて 大蛇と さま を か ゑ、 南お もてに 三重 「い. 5 にけ 


^も その、 ち、 中 比の 事 かとよ、 ひたちの 國 とつ は 

た 村と いふ 所に、 正 八まん むすぶ の 神と いわ、 れぉ 

はします、 由來 をく わしく 尋 るに、 都 三十 六 人の 其 

中に、 三條高 倉の 大納言、 かねい ゑとの、 御ち やく 

し、 おく. 0 の 判官 まさきよ とて、 高家壹 人お はし ま 

す、 去 程に おく..^ との、 くらまた もんの 申 子に て、 

八 わた 八まん の ゑ ぼしお やにて まし ませば、 ちから 

の 程は數 しらす、 うへ こす 人 はな かりけ り、 拆又家 

のこう けんに は、 池の せう しと 申 もの、 おくりとの 

にお とらぬ かう の 者、 其 外と ざまの しょさ ふら ひ、 

主君と あ ふきた てまつ り、 ゑいく わに さか へ 給 ひけ 

り， しかるに おく， o との、 くらまに しゅくく わん 有 

故に、 いはの せう し を 御供に て、 くらま を さして そ 

三重 「參ら る、、 御前に なれば、 うか ひに て 身 をき よ 

め、 わに 口て うとうち ならし、 よきに きせい を かけ 

給 ひ、 拆有、 きに あら ざれば、 こしょり ようで うぬ 


をぐ り の^ 官 


,  小 栗の 判官 

り、 か、 る 所に、 しんせん ゑんが 池に すむ、 八大. 9 

う 王、 おどろき 出させ 給 ひつ、、 いかに 大蛇、 なと 

人間と ちきり を こめ、 我す みかに はかな ふま じ、 も 

との みぞろ にも どるべし、 大蛇 こたへ てい わく、 人 

間と もき. 9 を こ むれば、 ふったい の 身と 成 ゆへ、 此 

池に いるへ し、 いやかな ふまし との せんぎに て、 七 

日 は 雨風し き. 9 にしん どうして、 御 てん もく づ 

る、 三 掌. ばか. 0 なり、 是は协 置、 みかどに は、 くげ 

大臣 を 召れ、 と h-/^ の ひやう でうな り、 内 よ h- の 

宣 皆 に は、 はかせ を 召、 うらなわせ よとの せんしな 

り， かしこまって 候と、 やがて はかせ を 召れ け b、 

おくよ. 0 のせん しに は、 いかに はかせ、 かやう/^ 

の 次第な り、 はかせ 承り、 ひとつの まき 物 取 出し、 

しばし かんがへ て 申樣、 是は 三條の 大臣、 かねい ゑ 

との、 御 „り やくし、 おく， c の はんくわん まさきよ ど 

の、 みそろ が 池の 大じ やと、 ちきり を こめさせ 給 ふ 

ゆへ、 ，こそしん どう 仕る、 おく  h- をる にんた るへ 

く は、 天下め てた かるべし と、 見 ど ふす 樣に 占. て、 

はかせ は 我家に 歸 ける、 みかど おどろかせ 給 ひ、 其 

儀に て 有なら は、 父 かねい ゑ 召せとの 宣旨 なり、 か 
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しこまって 候と、 かね 家をぞ 召れ ける、 かねい ゑ 何 

事 やらん と 急き 參內な さ れけ る、 おくよ. 0 のせん じ、 

如何に 兼 家、 ふびん 成 寧 なれ ど、 少しし さいの 有 間、 

此 たびお ぐり を ひたちの 國へ、 るにんとの 宣旨 なり、 

かねい ゑち よくめい かふむ. ^ て、 こ はふし きと は 思 

へ 共、 せんし なれば ちからなく、 畏て 候と、 やがて 

御て んを罷 立、 やかた を さして ぞ歸ら る、、 やかた 

になれば、 おぐ.^ とのに 近付て、 いかに 正淸、 とが 

は と はしらね 北ハ、 きみよ. 0 のせん しに は、 御身 を 

ひたちへ、 ながし をけ との 宣 旨な.^、 若木の 花 を 流 

人 させ、 跡に 殘る老 の 身 は、 何と 成へ きものう やと、 

まづ さめ と 泣 給 ふ、 おくり 聞 召、 W は 左様に ま 

します か、 せんし なれば ちからなし、 より そう 

もん 申べ し、 おいと ま. a 'て さらばと て、 S にいと ま 

こ ひこ われ、 十 人のと のばら 達 を 打 つれて、 三條の 

御所 をば、 夜半に まぎれて 出 給 ひ、 ひたちに るにん 

と三重「聞ぇけ..^、 ひたちに なれば、 しんそうに やか 

た を 立、 くろきの 御所と 名 付、 ゑいく わに さか へ おは 

します、 ある： n 雨中の 事 成」、 殿 1^ たち を 召 あつめ、 

WII ゑん を はじめ 給 ひけり、 酒 も 半の 事なる に、 何國 


共 しらす あき 人 壹人來 .0、 門外 を あきな ふやう のお 

b しろ や、 御た しなみ の 道具に はじん を 召れ 候 へや、 

きゃら を 召れ 候べ と、 たからかに そ賣 にけ.. ^、おくり 

聞 召、 あの あき 人 召との 御で うなり、 畏て 候と、 おも 

てに 出て、 如何に あき 人、 こなたへ と 御前ち かく 召れ 

ける、 おく， 9 御らん じて、 いかに あき 人、 汝か うしろ 

にお ふたる は、 何成ぞ とと はせ 給へば、 あきひと 承 

り、 さん；^、： 《 疋 はくす h- の 口 g 々を もとめ ま 買る によ. 9、 

せんだ ひつと 申 候 、おく. ^聞 召、 左樣の 藥を賣 なら は 

國は いかほと 廻って 有 そ、^ 又 汝か名 をば、 何と 申と 

問せ 給へば、 あきひと 承， 9 、かう らいへ は 第 七 度、 お 

よそ 日本 は 三度 迄め く. 0 候と 申、 ^又 それがしが 名 

は、 まづ つくしに ぉゐて はさめが ゐの 後藤、 都に おい 

て は三條 にむ ろ 町の 後藤、 かやう に 申 はさ かみの 後 

藤と 申て、 凡そ 日本に は 後藤の 名字つ く 者、 我ら 三人 

ならでは 御座な く 候と ぞ申 ける、 おく.^ 聞 召、 すがた 

を 見れば あ づ ま 7^ びす、 心 は 花の 都な. 9、 酒 をく め や 

殿 はらとの 御魏 なり、 池の せう し 承 b  、何國 もしらぬ 

あき 人に、 そ いろに さけ をぞし いられけ る、 pi も屮ば 

の 事 成に、 池の せう し 申さる、 は、 いかに あきひと、 
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此 御所 は 心 ふでう に まし て、 いまた 定る 御前な 

し、 よき ひめ あらば 仲人せ よとの；^ へ ば、 あきひと 承 

り， なきと 申 ものなら は、 國を めぐ.. >  しかい もな し、 

ある やうに 申な し、 通らば やと 思 ひ、 愛に むさし さ 

かみの ぐん： U いに、 よこ 山 殿と 申せし は、 五 人の きん 

たちお わします、 お， 0 の ひめ 君 は、 下野 日光 山の 申 子 

にて まし ませ は、 則 御名 をば、 てるての 姬と 申て、 か 

じつ 

たち を みれば 春の 花、 姿 は 秋の 月 十 はら、 と をの ゆび 

迄 もる. 0 をの ベ たる ごとくなる ひめ 君に てお はし ま 

す、 此 ひめ 君 こそ は、 當 御所 樣 の御臺 所に てまし ます 

と、 ことばに 花 を さかせ、 べんせ つたつ して 申け る、 

おく， 0 聞 召、 まだ 見ぬ 戀に あこがれて、 いかに あき 

人、 其姬を 仲人せ よ、 仲人す る ものなら ば、 くんこう 

けし やう は 望に よってした がふべ しとの 御 錠な， <^、 

あきひと 承り、 御 仲人と は お 、それお、 く 候 へ ば、 一 

ふで 召れ 候へ、 ふみの 使と 申け b 、おく およろこび、 

うす やう 取て j 重、 思 召る、 こと 共 を、 さも ぢん でう 

にあ そばして、 まつ かわやう におした ゝみ、 あき 人 

にた ま はりけ り、 後藤 玉つ さう け 取て、 御前 を罷 立、 

さかみ を さして ぞ 三重 「急ぎけ る、 さかみ になれば、 て 
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るての 姬の おわし-ます、 いぬいの つぼね を、 あきな 

ふやう のお もしろ や、 女郞 達の け わ ひ道其 に は、 ベ 

にや をし ろ ひたとう 紙、 尺の かも じ は 召まい かと、 

たからかに ぞ あきな ひた h -、 折 ふし 女 ほうた ち 出 給 

ひ、 いかに あき 人 此方へ と、 御み すち かく 召れ ける、 

其 時 あきひとつ、 らを おろし、 品々 を 取 出し、 あれ 

かこれ かと あきな ふた. 9、 女 ほうた ち 見る よりち、 

是 はいつ もの あきな ひ 物、 何に て も 珍ら 敷 もの はな 

きかと あれば、 商人う け 給り、 時分 はよ しと 心へ て、 

かの 玉つ さ を 取 立し、 いかに 女 ほう 達、 それがし ひ 

たちの 國を、 三： ：= あきな ひ 申て 候が、 うつくし うし 

たゝ めた る 文 一 つう、 ひろうて 有、 よくばて ほん あ 

しく は當 座の わら ひ 草に し 給へ と、 たは か b 文を參 

ら する、 女 ほう 達 はう け 取て、 さっと ひらき 見 給へ 

ば、 1^ 上 成よ. s: に ほし、 下に 雨 あられと めされし は、 

何樣 心き やうらん 成人 か、 すじな き 事 を、 もじ ある 

やうに 書な して、 途中に すてた はおて うとて、 一字 

を も わき まへ す、 一度に どっと ぞ わらわれ ける 

てるて ふみ 之 段 
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去 程に、 てるての ひめ、 七重 八重の みすよ. 9 も、 し 

つ/ \ と 出 給 ふ、 何 を わらわせ 給ふぞ や、 而. H きこ 

と あらば、 姬 にも かた. o、 心 をな くさめ 給 はれ や、 

上郞 達と 仰け る、 承りて、 やがて 玉つ さ舉 り、 てる 

て 玉つ さう け 取て、 先 上書 を ほめ 給 ふ、 ひっせいの 

けた かさよ、 すみ 付の みごと やな、 主 はたれ 共 しら 

ね ども、 筆に て 人の まよ ふと は、 愛の たと へ を 巾な 

り、 地い かに 女ぼう たち、 それ fCJ やうた つしても、 

一 や. フと て もし. らざれ ば、 人と あらそ ふこと な 力 れ、 

何 さまに も此 ふみ は、 ぶんの よみこ ゑ 有べき に、 み 

つからよう てきか せんと まつ、 文の 紐 をと き、 何 成 

らんと 晃 給へば、 いせ もの かた. 9 にこと よせて、 さ 

もじんで うの 此 ふん や、 大和 ことばで よむべき か、 

又はぎ に て もよ む ベ きか、 あら 面 白の - J の よみや ま、 

まつ j ばんの 筆 立に、 みねに たつ 鹿う す もみち、 ね 

ざ、 あられと 書せ し は、 先立し かの たと へ をば、 秋 

の 鹿に は あらね ども、 つま 戀か ぬると これ をよ む、 う 

す 紅葉の たと へ をば、 いろに だすな とよむ ベ きか、 ね 

さゝに あられと か ゝれし は、 花の たもと かさ はらば 

おちよ と是 をよ む、 池の まこもと 召れ し は、 ひく  に 


なびけ と是 をよ む、 尺長帶 とめされ し は、 さて 此戀 

か戀 かしゅみ をへ たゝ て、 あれば とて、 いちごに 一 

度 はめく り あ ひ、 むすび あはん とこれ をよ む、 つか 

なき 弓に はぬけ 鳥、 うやみ 火と か、 れし は、 此戀を 

思 ひそめに し此 かたは、 ゐる も. Q られす 立に もた、 

れす、 我 こ、 ろ もえたつ ばか と是 をよ む、 戀を七 

つに わけられた、 見る 戀聞戀 かたる 戀、 逢ての 後に 

わかる 、戀、 くもに かけはし 中た えて、 およばぬ 戀を 

こ ひとい ふ地爱 に ひとつの 奧書 あ，.^、 戀 する 人 は ひ 

たち- i. つで. フ た i,6 つく  hs 、おく b 殿 二て おはします、 

こひられ 人 はみ つからな り、 ^今迄 も/^ も、 よそ 

の 事 かと 思 ひしに わが 身の上に て 有け るな、 もし 此 

事 父よ こ 山 あに 殿 ばらに 聞え なば 何と 成なん かなし 

やと、 かの 玉つ さ を 二つ 三つに ひきさきて、 みすよ 

.9 外へ ふわと すて、 れん 中、 さしてい り 給 ふ、 てる 

ての ひめの 御 有さ ま、 ものう か.. y 共 中々、 申ば か- 9 

よない， 9 け. 9 
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去 ほと に、 御前 成 女ぼう 達、 是 はいつ も參る あき 人 か 

と 思 ひしに、 人 商人に て かどわかしに て 有け るぞ、 時 

の はんしゅ はなき か、 あれ はからへ と 有ければ、 後 

藤此 よし 承..^、 よしなき 人に 賴 まれ、、 しなした..^と 

は 思へ 共、 爱は ひとつお どす 所と 思び、 ひろ ゑんに 

上..^、 いかに 女ぼう 達、 只今の 玉つ さ を、 もの をし 

つて やぶらせ 給 ふか、 又は しら ひて 御 やぶりあって 

まします か、 いてく 筆の 始り を、 かたって 聞せ 申 

べし、 まつ 天ち くにて は、 だいしゃう もんじゅの ふ 

ではじめ、 唐土に て はせん. たうく わしゃう、 わが 朝 

にて は 高野山に おわし ます、 法大 し、 四十 八 字の 

いろはの もし をつ くらせた ま へ ば、 文字 を 一 字 やぶ 

れば、 こうほう 大 しの 命 を 取た る ごとくな. o、  二字 

又 やぶれ は 弘法の 十の ゆ ひ を もぎお とす ご とくな 

り， てるての ひめ 女ぼう 達の ごうの 程、 おそろし や 

と 板 ふみならして おどした は、 身の け も よだつば か 

h 'なり、 てるて 此 よし 聞 召、 あらお そろし の 事共 や 

地色 も はかな やなみつ から は、 むさし さかみ 兩國諸 

大名の 方よ. 0 も、 文 玉つ さの 通 ふ 事、 ふる 雨した ふ 

かごと くな， 9、 いづれ も 引 さきす てけ るが、 皆み づ 
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からが 後の ごうと や 成 申さん、 たと へば 此 父よ こ 

山、 兄との ばらに もれ 聞え、 いか 成う きめに あ ふと 

て も、 ふみの 返事 申さん とて、 うす やう 取て 一 かさ 

ね ことのは を、 さも じんで うに あそばし、 まつ 

かわやう に 引む すび、 ひやう ごのつぼね にわた さる 

る、 つ ほ J 玉つ さう け 取て、 やがてお もてへ 立 出て、 

かの あき 人に わたさる ゝ、 詞 後藤 王つ さ うけ 取て、 

かわ この かけごに しっかと 入、 れんしゃ くつかん て 

かたに かけ、 へ いぢ 門 をつ、 と 出、 といき を 一つ ほ 

つと つき、 とらの を を ふみ どくじゃの 口 をの がれた 

る 心ち して、 ひたち を さして そ 三重 歸. 0 ける、 ひたち 

になれば、 やかて 御前に 參り つ、、 殿 ばらにた いめ 

んし、 是々 御 返事と て舉 る、 せう じうけ 取 我 君に 舉 

る、 おく. 9 よろこび いそぎ ひらき はいけん ある、 何 

何 木 ikn 各に かけし まろき ばし と 召れ し は、 返さ はお 

ちょ あはん との 事 成べ し、 ひめが りゃうで ううた が 

ひなし、 とく/. むこ 入との 御で うな. o、 いけの 庄司 

承.. r  、奥方 は 使者 を 立. c^. ばむ こに とらぬ と 承る、 某 使 

者に 參 らんと 有 けれ は、 おく. 9 聞 召、 おろか ゃ庄司 

我よ こ 山に むこに きら は b やう 事に てな し、 使者に 
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は 我が 參 らんに、 何のし さいの 有べき と、 十 人の 殿 

はら をう ちつれ、 いかに あきひと ろしの 案内せ よと 

卯け る、 商人 承 b さきにた ちて ぞ あゆみけ る、 ほど 

なく ゆけば さがみ の國 に著洽 ふ、 ， 後藤 は 高き 所に 上 

り、 あれく 御らん 候へ や、 めれ にむ ねかとの 二け 

んな らふた る は、 五 人の きん；；， i ちの 御 家 かし、 ゐぬ 

いの 方の つぼね こそ、 てるての 御所に てお はします、 

あれに 御う つらせ 給へ、 もはや 某 は 御い とまと ぞ巾 

ける、 おく. 0 聞 召 それ /(^商人に 引手 もの とらせよ、 

提て 候と、 數の 小袖 を 下さる、、 後藤 よろこび、 わ 

が屋を さして ぞ歸， 0 ける、 それょ，^^ぉく，9殿ぃ ぬゐ 

にう つらせ 給へば、 時の はん 衆 は 出 あ ひ、 是 はとと 

が むれば、 是 はいつ も參 るき やく 成が、 そんせぬ か 

とさして もので もな く、 いぬ ゐに うつらせ 三重 給 ひけ 

るふし いぬ ゐにな れば、 てるて 立 出たい めんし、 女 ぼ 

う 達の 御し やくに て、 御酒も，^>とぞ閜ぇける、 此人 

人の 御中、 ひよく れん.^ の 御ち き，. >、 げに淺 からす 

と 三重 「聞え ける、 此事橫 山た ちに もれ 聞え、 五 人の 

子 共 を 近付て、 いかに 汝ら、 いぬ ゐの つぼねに 始て 

きゃくら いの 聲 がする、 汝ら はぞん せぬ か. 0 あれば、 


ぃゝゃ 我ら も そんせぬ、 人 もしらぬ とば か. 9 な， o、 

よこ 山 大きに はら を 立、 我 も 侍 人 も 何 かし、 いっしょ 

とか まへ し其內 へ 、使者 を も 立す こうきの むこ 入、 何 

より 以てき つ くわいな b、 むさし さかみ のせい を も 

よ ほし、 つめばら きらせよ との 御魏 なり、 時に ちゃ 

くなん ゑ ほしの まねき を 地に 付、 いかにち、 ごに 申 

べし、 いぬ ゐの きゃくら いは、 たしか 郤 のおく， 9 と 

承る、 父 は 三條高 倉の 太な こん、 母 は ひたち 源氏の 

ながれ をく み、 くらま 寺の 申 子、 ゐる矢 をも屮 にて と 

る、 祌 通の 者 なれ は、 ま づ此度 は 一 門 しらぬ 由に て、 

むこに 御 取 有て 給れ や、 いかにち、 ごと 申け る、 よこ 

山い よく 腹 を 立、 n (今迄 は汝 らも そんせぬ かと 申 

せし が、 拆は姬 といつ しょと 覺 たり、 みれば 中々 は 

らも 立と、 十の まくら をな け 打に 給. 9 け. o、 三郞 が 

おしと いめ、 是は 父う へまた れいの たんきお こ b 候 

な、 某 かたくみ いだして 候、 あの かや 原に つなき 置 

せ 給 ふ、 鬼 かげ は 何の ためにて 候ぞ、 かやう 成 者 を 

まぐ さに かわん ため ぞ かし、 先 明 H に 成なら ば、 む 

こしう との げんさん とて、 使者 を 立 させ 給 ふべ し、 

ぉぐ-^^參らんはぢてぅなり、 其 時 酒 を さま ^にも 
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てな し、 三 ごんめ とい ふ 時に、 何 か 都の きゃくら い 

に、 肴 を 所望との 給 ふへ し、 その 時お ぐ.^ 申さん は、 

弓 かまり か 丁 か 仕らん と 申べ し. 時に 某罷 出、 いや 

ぃゃ父子はゎかき時ょひ；ll^rをすかれて候、 只 一 ば、 

と 所-望 せん、 よこ. E 聞て いしく もた くむ 三郞、 其 儀 

ならば 汝 いぬ ゐに 使者に 參れ、 畏て 候と 三郎 は、 い 

ぬい を さして ぞ參 ける、 いぬいに なれば、 殿 ばらに 

たいめんし、 よしを かやう と. S '入る、 おく，^ 聞 召、 

參 まじと 思 へ 共、 三郞 殿の 御 出しう 着 巾て 候と 安う 

b やうて うなされ ける、 三郞悅 び、 我屋を さして 歸 

b ける、 それよ. o- もお く. 0 殿、 十 人の 殿 ばら じんじ 

やうに 出立せ、 よこ 山 殿へ と 急れ ける、 よこ 山た ち 

に 成し かば、 大 まくつかん てうち あけ、 座敷の てい 

を 見 給 ふに、 一 だん 高き 所 は、 我し やう くんと 思 ひむ 

んす ひらりと なをら る、、 十 人の 殿ば らも、 ゆん 手 

めて を あらそ ひ、 ちと， 0 かげに そな をら れ ける、 ^ 

によ こ 山 立 出、 めつ らしのお ぐ. 9 どの、 まつむ こし 

うとの げんさん なれば、 、画 を さま/,^ に そ も. 0 なが 

す、 はや 三 ごんめ とい ふ 時に、 よこ 山の 御 誰、 何 か 

都の きゃくら いに、 さかな を 所望との 給へば、 おく 
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聞 召、 侍 のげ いなら は 弓 か 鞠 か 包丁 か、 力 わざ か 

はやわざ か、 はんの 上の なくさみ か、 仕らん と 有け 

れば、 時に 三郞 す、 み 出、 いや/^ ち、 ご はさ やう 

の 寧 はす かれす、 若き 時よ b も. ter をす かれ 候、 愛に 

ふじさんの ふもとよ b 出た る あら .il- を 一 疋 求め 候、 

さかなに 一 ばい 所 51f と 申け.^、 おく. 0 聞 召、 馬 を さ 

かなと はふし ぎ やと は 思 へ 共、 じたい 馬に はすいつ、 

a:本をめくb蛇になゎを付た..^北ハ、 一ば、 のらん と 

H5 召、 やす ふりやう でうな され、 よ- ) 山 殿に いとま こ 

ひ、 はかまの も、 立 高く 取、 屋を さして ぞ急れ け 

る、 何れよ こ 山 も. ill- すきと 晃 えて 有、 四十 二 間の-： it 

尾に は 毛色 を 揃へ つながれた.^、 馬屋の バ つとう を 

召れ、 某が のる 竭は あれ か是 かと 宣 へば、 別當 承り、 

さん 候、 あれに てな し、 是 にて 候 はす、 きゃくら い 

の 召る、 御馬 は、 こなたへ と 八 町の かや 野 を さして 

そ ハヤ 三重い そがる、、 鬼 かけ か 馬屋の みちと 申せし 

は、 去年 はう だる しら か ふ ベ 、ことし はふ だる 生かう 

ベ は、 さんをみ•たしたごとくな.^^、 殿 ばらたち は 御 

らん じて、 我 君 さま、 是は 馬屋の 道に て 候 はす、 人 

を 送る 野 部と 見えて 有、 御 かくご あれと ぞ申 ける、 


おく. 0 聞 召、 げに まこと 奧方は 手に あまる！^ 寸， をば. it 

草に 飼 ふと 承る、 それがし はまぐ さに はか はれま じ、 

心安 かれ 一馬 場の つて 見せ 申さ <、 先 鬼 かげが .&TGlr 

のて い を 見 給 ふに、 あ、 らげ う/ しの 有樣 や、 山 

出しなら は 一 千 人 計に て 出し そふ 成 摘 を、 四方 へ 八 

本 どう/.^ ^-1 0 よ. C- こませ、 ま はしらに はくす の 木 を 

すきまな く 立ら れた. o、 人 まく さ を大并 よ b いる、 

やうに， しら へ 、 鬼 かけ を 八方 八 つ のく さりに て じ 

っ.oっなきて見ぇた.oけ.£^、 鬼 かげ .ijl- 厘の 別當 をみ 

る よ. 0 も、 又 い ゥ もの 久まぐ さ をく る ゝ よと 得て 、 

ま へ かきし 只ゐ な、 い て 八方 八 つ のく さり をし つと 

とみし、 ロハ 國土 地震の ゆる ごとく、 殿 ばら 達 は 御らん 

じ、 こしの 刀に 手 を かけ、 いかに や 鬼 かげ、 汝 主君 

おく. 0 を  一 口 成 共ぶ く するとみ るなら ば、 五 人して 

は 五 刀 十 人して 十 刀に て、 汝 かひら 首 打お とし、 返 

すたち にて よこ 山へ みたれ 入、 • 門と 目釘 を かぎ ひ 

と 打 あ ふ ベ し、運<^ガ-っくるものならば、我；^^^に御はら 

召せ、 我々 もじ かいして、 死 出め 山ぢ を、 主君お ぐ 

.9 と 手 に て を 取 てこさん に、 何のし さいの 有べき ぞ、 

我く ちとらん 御馬に 召れ 候へ と、 きしょく ほうた る 


心 ざし 詞 いか 成 てんま やく 神 も、 おもて をむ くべき 

やう ぞ なき 地色： とば をく. 9 聞 召お ろか やな 殿原 達、 

それ は 人間に むかっての けなげ わざ、 ちく 生に はか 

なわぬ 迄 もせみ やう を ふくめの ると きく、 某 かせみ 

やう を ふくめんに、 心安 かれと 殿 はら 達 をば、 しゅ ベ 

やきの そとへ おい 出し、 その 身 は壹人 15^ ばんの かう 

しによ h- そふて、 せみ やう を ふくめ 給 ひけ，.^ 

せみ やうの 段 

ふしい かに 鬼 かけ きくかと よ、 うし は 大日 にょらいな 

b、 馬 はば i うくわん をん の、 けしんの ものと きく 

からに、 地よ なる 馬と 申す る は 寺 もん せんにつな か 

れて、 經念 ぶつ をき く 時 は、 人 こそしら ねつね にぶ 

つみ やうとの ふる、 汝は又 角 かや 原に つながれて、 

經 ねん 沸と 聞され ば、 ちくせ うの 中の 鬼ぞ かし、 是 

はたと へに あらね 共、 昔大國 きゃら そふ こくの さつ 

た 王、 ふぼけ うやう の 其た めに、 たんどく せんにの 

ぼらる、、 お しも 寒風 はげしく して、 ゆき 一 n 向山に 

降つ もり、 とらが ゑ もつな か， 0. ける、 とら わう-じ を 見 

るよりも、 ぶく せんと とんで か、 る、 皇子 御らん じ、 


いかに とら、 しばし のい とまとら せよ 10 て、 によせ 

ちくせ う ほ つたい しんとうし やうぶ つと、 とき 給 ふ、 

とら は ほとけに 成と かや、 其 身 も 成^ とげて 育、 汝 

又 一 馬場 のらす る ものなら ば、 汝か姿 もくざう にき 

さませて、 ふじのす そ 野に 一 間 四面に こかね のとう 

をく やうし、 ばた うくわん をん とい わ ふて こそ は ゑ 

さすべし、 おに かげい かにと 仰け る、 もとよ. 0 鬼 か 

げ名 -ill' のこと なれば、 おく， 0 殿の ひたいに 米と いふ 

字の すわ. 9、 兩 がん に ほとけ 四たい 立 給 ふ を 見る よ 

b も、 のせん といわぬ 計. 0 にて、 前 ひざ 折て うやま 

ふた は、 只人間ものをしらぬな.，=^、 おく. 0 此 よし 御 

らん じて、 是 はいか さま 鬼 かけが のせ ふけし きと 見 

えて あり、 さあら は 鬼 かげに 力の ほと をみ せんとて、 

つ、 と 立よ ゑび 錠に 手 を かけ、 ゑい やっとね ち 給 

へば、 鐵 金つ よしと 申せ 共、 はら， 9 ときれ ての きに 

げり、 くわん ぬき 取て かしこに すて、 B' びら を ひら 

き、 其 身 は 馬の 平く ひに いだき 付、 やう もん 三 べん 

となへ 給へば、 ちつ 共 子細 はな か， 5 け b  、八方 八つの 

くさ.^ を 一 つ 所に 御 取 有、 ゑい やっとね ぢ 給へば、 

是も はら， GS ときれ ての く、  二す じ 取て.. R" をき. 0  、と 
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ねぢ 合、 是を かっしと はませ、 やがて 馬屋 を 引出し 

すでにの らんと し 給 ふか、 まてし ばし、 かやう に > い 

あるむ ま を、 むで に はの る まじ、 ひと ほめ ほめての 

らんと て、 馬 引た て、 ほめられた b、 の ふ 御馬 候樣 

や、 よき 馬の きっさう や、 むね は 出 はって は h- も あ 

hy^ さう のお も かほし、 もな く、 ほうがい あれて う 

わくち つ ゝて下 口 たれ わたつ のく びの ごとくな り、 

はな あらしの やう だい は、 年々 へたる ほらの 貝 を 二 

つと つて ほし あわせ、 中よ， 5 ぼたん を 出す がごと く 

なり、 眼 は 紺に 黑 して、 赤が ねの めっき を さし 朝日 

に 向 ふが ごとくな b、 耳 はちい そうわけ 入て、 八ぢ 

くの 御經 をニ卷 おつ 取 作. 9 付た る ごとくな. 9、 しめ 

の髮は 山す け か、 谷の 嵐に 一 もみ も ふで ふわと なび 

いたごと くな り、 ど， フの骨 は つくし 弓の じ やう は ，0、 

つる を 恨み 一 そ， 0 そった る ごとくな， 9、 尾 は 山中の 

大瀧 かたぎ， 0 にたぎ つて さつ -と 落る がごえ-くな 

り、 後の も、 はからの びわ を 二 面 追 取 作-りつけ たる 

ごとくな..^、 前足の やう だい は、 大 から 竹 根 引に し 

て、 有との 節 を させ ごはんの 上に 作り 付た る ごとく 

な， cs、 しかもけ いしの ほね あれて、 鳥のに ほねに な 
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れぁ ひて、 せいて は 下 b まひて は 上り、 毛な みほね 

あ ひよ めの ふし 0 爪 は あつうて つ、 たか けれ 共、 龍の 

毛に てち り 打 はら ひ、 天晴此 にう ちの. 9、 千里 萬 

里 を かくる とも、 何國 にか は^ 馬の、 つけう す やう 

はな か.. ^けり、 あつ はれ 御 .iil- 候と ほめ 給 ひ、 御身 か 

ろけ に 三重 召れ け. 9、 馬屋の 出し 口 さつく とかけ て 

はしと 、とめ、 しと、 留て はさつ くと.？ 'け、 まる 卞 

ばし をと くくとの. 9 出し、 茅 野に 出させ 給 ふか、 然 

るに 此 馬つな いてより 此 かた、 出た る 事の あら ざれ 

ば、 いさみに いさむ 有樣 は、 ゑんこう かこす へ をつ 

た ひ、 あらた かがと や を 破て きじに あ ふたる ごとく 

な-. >、 八丁の かや 野 を 欠つ 返しつ のらせ 給へば、 十 

人の 殿 はら 達、 あまりの 事の 面. m さに、 ゆんでめ て 

よ. 9 たちわ かれ、 大こゑ 上て ぞ ほめられた. o、 是は 

地^ 置よ こ 山 は、 いざやお く. 0 か さいご を 見ん とて、 

敷 皮 もたせ 茅 野 を さして ぞ 出ら る 、が、 是は是 はと 

計な. o、 それよりも おく. 0 どの、 先 ひろに はに の. 9 

こうで、 は のりを はしめ 給 ひけ ゥ * 太郞 あま. 0 の 面 

白 さに、 からかみせ うし を 取 出し、 是 へ/^ との そ 

みけ. o、 乘て みせん とい ふま、 に、 せう しの 上の し 


めの. 9、 ほねお もなら すかみ を も 破らす、 とつく と 

つくとの ひお ろす、 次郞 あまりの 面白さに、 ごばん 一 

めん 取 出し、 是 へ /\ と 所望す る、 是も 乗て みせん と 

て、 ごはんの 上に の b 上て、 四 そく を 揃への b 洽ふ、 

三郞 あまりの 面白さに、 のぼ b はしご を 取 出し、 し 

ゆでんの やばな にかけ、 是へ/ ^-.o 所望す る、 これ 

ものって みせん とて、 はし この 上 を と つく/^ との 

..^上て、 あなたの や はなこな たの や はな、 かけつ 返 

しっの.^給ふ、 がんせき おろし、 むちの ひしょに て、 

も i のろく ぢ にく. o- おろす、 惣 じて たづなの ひしゃ 

うに は、 さしあい うき 舟 うらの 波、 とんぼ かへ b 水 

車、 ひきょく をつ くし のらせ 給 へば、 大 かう 一 の 鬼 

かげと は 申せ 共、 まさるお くりの 判官に、 どうの ほ 

ね を はさまれ、 しら あわ はふで ぞう やま ふた は、 口： 

にんげんの わさに て さらにな し、 それよ， 0 もお く. 0 

殿、 御身カろげにひら，^^とぉり、 鬼 かけ をば 樓の古 

木に つなぎ 置、 それより 座敷へ 出 給 ひ、 よこ 山 一 門 

に た い めんし、 か うげん *  にかく 計り、 の ふい か 

によ こ 山との、 ^々あの やうに 口 や はら か 成 馬 を、 

何とて 鬼 かけと 付 給 ふ、 あの やう 成 馬 あらば、 此馬 

小 粟の i =^= 


のむ こ 引手に、 五疋も 十疋も 給れ や、 ひたちに かへ 

り あさ 夕 十 人の 殿 はら 達に、 庭の. 0 させて 見物 せん 

と 有ければ、 よこ 山： 門お かしう はな けれ 共、 にが 

わら ひとい ふ 物に、 いちどに どつ るぞ 笑け，.^、 鬼 か 

け 我 を わら ふ， i 心得て、 櫻の こほく を 根 引に して ， J 

くう を さして 欠 出る、 よこ 山 は あきれはて、 八 ri.-i5 

やむ このお く  h- に 手 を さぐる 所と 思 ひ、 の ふい かに 

おぐ. 0 どの、 あのむ まとめて 洽れ や、 御と めな き 物 

なら はむ さし さかみ 兩國 に、 人 だね は 有まい との 給 

へば、 おくり 聞 召、 さやう に 手に あまる 場 をば、 かわ 

ぬが ほう よと 申 度 は 思 へ 共、 それ はなに がし か 何某 

に ちぢよ く を もと ふかと 思 召、 心安 かれと、 め 申さ 

んと、 居た る 所 をつ、 と 立、 ひろ ゑんに 立 出て、 し 

ばつな きの やう もん を、 三 べんと なへ ひら. o/^ と 

まねかせ 給へ は、 こくう を かけし おに かけ も、 ひら 

b ともと， o、 おく  b をう やま ふた .0、 汝 ろうせき 成 

との 給 ひて、 御身 かろげ に ひら.^ と 召、 もとの 馬 ■ 

にの b- こうで、 むかしの ごとく/方 八つの くさ..^ て 

しっと ゝ つなぎ 置、 それよ. 0 もお く， 0 は、 てるての 

姬を伴 ひて、 ひたちに 歸らせ 給 ひなば、 末 はめて た 

眷 J 
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かるべき に、 又 乾の つ ほねに 移らせ 給 ふ は、 f り 

どの運のす へ とそ聞>^<^ける、 とにもかくにも おく b 

殿の 有さ ま、 きせん 上下お しなべ て、 皆かん せぬ も 

の こそな か. 0 けり 

第 三 

さる 程に よこ 山 は、 三郞を 召れ、 いかに 三郞、 都の 

おくり を まく さに かわん i*- れ とかな わす、 いか、 

はせんと 仰け る、 三郞 承り、 某 又 こよ ひのう ちに、 

よき 事 をた くみ 出して 候、 先 ひろまに ほうらい さん 

を かざり、 ほうらい 山 座敷に、 ふたへ てうし をから 

くみ、 どくとくす りの 酒 をつ ぎ、 おく. hN 十 一 人に ど 

くの 洒、 我ら 一門の む 酒 は、 くすりの さけ をつ ぎ わ 

けて、 きの ふの 馬の 御 しんろうに 御酒 一 つと 中て、 

使者 を 立 させ 給 ふべ し、 大 こうのお く. 0 でも 參、 レゾん 

はぢ てうな り、 其 時 某し やくに 立、 おく. 0 十一 人に 

もるならば、 たち も 刀 も いらす して、 やす とほ 

ろぼさん、 此義 いかにと 申け る、 よこ 山 聞て 其 儀な 

らは、 今^も なんじ 使者に 參れ、 かしこまって 候 
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と、 三郞 はいぬ い を さして そ 急き ける、 いぬ ゐ にな 

れば、 おく 殿にたい 面し、 よしを かやう と 申入る、 

おく. 5 聞 召、 安う. 0 やうで うし 給へ は、 三郞 よろこ 

； び、 我屋をさ して そ歸.^^け.9ォクリさる程 に おくり 

i 殿、 すでに出んとし給 へ は、てるての姬はすが.^^付、 

と， J 'ま. 9 給 ふべ し、 それ をい かにと 申せし に、 みづ 

からこよ ひ 一度なら す 二 どならす、 くわしき 夢 を 三 

はづ かしながら も 夢 もの 語 申べ し、 先 一 ば 

んの其 夢 は、 我つ まつね/,^ 御て う あひなされ ける 

むらしげ どうの 御 弓、 天よ. 0 わし かま ひさが り、 三 

つに け おれば 中 はくわ ゑんと もえあがる、 うら はす 

ならくに 沈むな り、 又もと はす はう わ 野 か はらに そ 

と はに 立と 夢に 見る、 次の 夢 もさの ごとく、 みづか 

らが 十二の 手 はこの 其 中に、 からの か、 みの まし ま 

すか、 ゆ 上さ ま 迄 六 代、 今み づ からか 手に わたり、 

七 代った わる 此か、 み、 みっから 身の上に 大事の あ 

らん 其 時 は、 おもて かく も b; フら にしつ と、 汗をか 

く、 あせの 事は拆 置ぬ、 是も わしが まひ さか.^、  二 

つに け われば、 かたわれ ならくに しづむな り、 又 か 

た われ は 主 は 誰 共 しらね 共、 うわの が はらに、 そと 


はか、 みに たっと 見た、 第三 はんの その 夢 は、 わか 

つま も 殿 はら 達 も、 つねの， Q しゃう を 召 かへ て、 白 

きしゃう ぞく を 召れ、 つ 、あしけ の - T>6 に 打の， 0 て、 

北へ/^ と 出 給 ふ、 みづ から 夢 心に、 北 はものう き 

かたう わの が 原へ こさ あると、 跡 をした ふて 出け る 

か、 かなしき 哉 や、 天よ. o  くろくも まひ さか. o、 つ 

まの 姿 をみ うしな ひ、 いぬん のつ ほねに ないて 歸る 

と 夢に みる、 ゆめに さへ 夢に だに、 わかれと なれ は 

物う きに、 もしも 此夢ぁ ふなら ば、 みづ から 何と 成 

へき ぞ、 と、 まり 給へ との 給へば、 おく， 0 聞 召、 お 

ろか や 女の 夢見が あしきと て、 か つ ベ きいく さに ま 

け ふでな し、 いとま 申て さらばと て、 夢 もが ひの よ 

うもん を、 三 べんと なへ 殿 はら 達 をう ちつれ て、 よ 

こ 山 殿へ と 急がる \、 よこ 山に 成し かば、 大 まくつ 

かんで う あけ、 座敷に なをら せ 給へば、 十 人の 殿 

原 達 §ん でめで にな をら る、、 其 時よ こ 山 立 出、 お 

くり 殿にたい めんし、 きの ふ 馬の 御辛勞 に、 御酒 ひ 

とつとの 給へば、 おくり 聞 召、 今日は 某 はきの みや 

精進に て 酒 はたべ ぬとの 給へば、 よこ 山 は あきれ は 

て、 いかい はせんと 思 はる、 か、 しばらく 有て ちゃ 
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うだいへ っゝ とい. 9、 みのな き ほらの 貝 を 取 出し、 

みおん はら ひて だいにの せ、 いかにお く. 9 どの、 そ 

れ貝吞 はむ さし さがみ 兩國 をまい らせん、 某 も 給.^ 

御身 も ひとつ まいれと て、 思 ひざしに そ さ ゝれ ける、 

おくり 聞 召、 しう との 方より さす 盃に、 諸領を そへ 

て 給る うへ は、 いづく にこ、 ろお かるべき と、 引う 

け 三 ごん ほし 給 ふ、 殿 ばら 達 は 御らん じて、 君の ま 

いる 此 うへ は、 何のし さいの 有べき ぞ、 いざの まん 

と、 我 もくとの まれけ る、 何が とくの 事 なれば、 

ゆんでへ か つ はと ふす も 有、 め て へ どうと ふす も 有、 

おく..^ どの ゆ ん でめて に さん をみ * たした ご とくな 

り、 殿 はら 達の 其 中に、 いけの せう じと 申せし は、 

おく. 0 とのに おとらぬ ごうの 者、 君の 御 まへ にかし 

こまり、 いかに 我 君 さま、 いつのむ 酒の さわなくて、 

只今 ほした る此酒 は、 身にしみ/^ としみ わたる、 

是は どくと お ほへ た hv、 御 かくご あれ や、 君の 御舉 

公是 までと、 是を さいごの ことばに て、 ついにむな 

しぐ 成に け h- 、まだ もつ よき はおく b どの、 弓手の ひ 

ざ をお し 立、 たちのつ かに 手 を かけ、 ひけうな h- と 

ょ橫 山、 おく 程 成 弓 取 を、 よせて つめばら はきら 
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せ やして、 どくに てころ す ひけう 也、 よこ 山 出よ は 

ら きらん、 三郞 出よ さしち が ゑんと、 心 は 高 砂のお 

のへの 松と いさめ 共、 何が とくの 事 なれば、 天井の 

大ゅ かも、 ひと. 9  くるりとまい か、 る、 おくり さい 

ごの ことばに は、 ひとは うんめいつ きぬれば、 ちゑ 

のか 3 'み も かきくもる、 又 さいかくの 花 もちる、 ぐ 

にん 夏の むし、 つま § へ とんで ひに 入、 あへ なく 死 

をす る 事と、 是を さいごの ことばに て、 ついにむな 

しく成にけ，^^  、、と はよ- i 山 立 出御ら ん じて、 あつ は 

れ 今- ) そ氣 はさんして 有、 いかに 三 郞此者 共 を ど そ 

うに やせんく わそうに やせん、 は^せ を よびよせ 占 

よ、 かしこまって 候と、 やがて はかせ を 召れ ける、 

いかに はかせ、 かやう 'の 者な.^、 占と 六 H ければ、 

はかせ 承り、 しばし かんがへ 申 やう、 さん 候お く. 0 

壹人は どそう、 拆十 人の 者 共 は 主に か、 つて ひぼう 

の 死、 是 はくわ そうにな さるべし、 おく. 9  ！ 人 は ど 

そう、 火そうと 占わけ し は、 おく  、殿す へ はんじゃ 

うと 聞え ける、 よこ 山 聞て、 共に 仰 付けられ、 や 

がて かく こそ 三重お こな ひける、^ 其 後に よこ やま 思 

はれけ る やう は、 人の子 を ころし、 我 子 をた すけお 


くなら は、 都の 聞え も あしかる ベ しと、 おにつ ぐ： ^弟- 

を 召、 いかに 汝ら、 夕 ざ..^ いぬいに， ib、 あのて る 一 

て を 引 立、 さかみ 川お..^ からか 入う みに、 しづめ に 一 

かけて 參れ と、 れん 中 さして 入に けり 

かたみお くりの 段  一 

むざん 成 かな 兄弟 は、 と ある 所に 立よ て、 く とき 一 

事 こそ 哀 なれ、 只よ の 中に/,^、 すま じき もの は宮 

つか ひ、 我 ほうこうの 身なら すば、 か、 る- フ きめに 

よも あわじ、 しんたい 愛に きわま..： >  て、 せひ を もさ； 

ら にわき まへ す、 思 ひばよ わき 心 哉、 身 を かけ わけ- 

し  おや だに も、  思 ひきれ は 切 給 ふ、 まして や 我々 た i 

もんな. 9、 思 ひきらん は 安き 事、 先 ひめ 君へ 參 らん 

と、 は それよ..^ も 兄弟 は、 いぬい を さして 三重 急き け 

る、 さていぬ ゐ にも 成し か は、 ひやう ごのつ ほねに た： 

いめんし、 ^も 都のお くりどの、 ほうらい 山の ざし 一 

きに て、 御 はら 召れ 候な り、^ ち、 上の 御で うに は、 

夕 さ.^ さがみ の ふちへ、 ひめ 君 さま をし つめに かけ！ 

申せよ と- おにつ く 兄弟 是迄參 て 候な り、 此 よし 一 

上へ. & させ 給へ と、 なみだに くれて ぞ申 ける、 つぼ 


ね此 よし 聞よりも、 し はし 淚 にくれ ける か、 やうく 

と ゝめ、 それに 御 まち 候へ と、 御前 さして そ參 ける 

拆 御前に 戍 ぬれ は、 かやう/, の 次第にて、 おにつ 

ぐ 兄弟 是迄參 り 候と、 始 おわ， かた. 9 ける、 てるて 

夢 共 わき まへ や、 それ は ゆめ かう つ、 かと、 きえい 

る計.^>になき給ふ、 おつるな みたの 下よ..^ も、 何 わ 

がつ まお く 殿、 ほうらい さんの 座敷に て、 御 はら 

召れ 候と や、 さし もみつ からか 申た る 事共 を、 御せ 

ぅゐん のな き 事よ、 ひとは うんめい つきぬれ は、 ち 

ゑの か、 み も かきくも.^、 又 さいかくの 花 もちる と 

は 君の 事、 けさし のゝ めの むつこと も、 みな 僞 りの 

かね こと は、 にしきの 床き やらの 枕のう つ h- が も、 

又 さめやらぬ 其 さきに、 はや 御 さいごと は 何事 そ、 

あら うらめしの よの 中と、 も だ へ こがれて なき 給 ふ、 

され 共な みた をお しと、 め、 いかにつ ほね、 其 兄弟 

はいつ くに ぞゃ、 ちか ふ參れ との 給へば、 みすより 

外へ 出 給 ひ 地 いかに 兄弟、 我つ まのお く どの、 御 

はらめされ 候と や、 姬は 夢にも しらぬ そや、 わら は 

ゆめ 程し るなら は、 つまのお く. 9 に はら きらせ、 か 

へす たちに てじかい をし、 しでさん やの 大河 を、 手 


にて を 取て こさん もの、 の ふ 兄弟と かきく とき， き 

え 入ば か. 0 なき 給 ふ、 おつる 淚を おしと ゝめ、 いか 

につ ほね ふかくな けく は、 是三 がいの まよ ひなり、 

拆 兄弟と 召れ、 しばし のい とま ゑ さすへ し、 いまた 

うきよに ある 內に、 かたみ を 送. さんと、 十二の 

手箱の ふた を あけ、 雪見の 窓の おれ 竹の、 世 はさ か 

さまの 事 なれ ど、 びんの かみと まも.^ をば、 は、 上 

さまに 參ら せよ、 ^又からの かゝみ をば、 ふぢ 澤の 

上人 さまに 奉れ、 ひめが なからん あと 迄 も、 よくと 

ふら わせ 給 はれと、 念 比に 申へ し、 そのほか なかい 

の 女 ほうた ちに も、 品 々小袖 を 下さる、、 拆又 うへ 

にめ されし 御 こそで は、 是 兄弟に ゑ さするな. o、 ね 

ん ぶっとな へ くれよ かし、 いかに 女 ほう 達、 是 かわ 

かれに 有け るぞ、 姬が顏 もみた まへ や、 御身た ち を 

も 見お かんと、 たがいに かほ を 見 あわせて、 も だへ 

こかれ て なきたま ふ、 時に 兄弟 見る よ b も、 こ は みれ 

ん成女 ほう 達、 姬 君の 御た めに は、 ねんぶつ 申させ 

仏.？ へと て、 しもと を以打 はら ひ、 なく はまちに 

出に ける はなさけ な ふこ そ 聞え けれ、 時に 女 ほう 達 

ひとつ 所に あつま. 9 て、 いざや 姬 君の 御 さいこ 成と 
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見お かんと、 我 も/^ とうち つれて、 はま； 0 を さし 

て そ 三重 急き ける、 さて 兄弟 は 色詞姬 きみ をろう こし 

にの せ參ら せ、 くが に 向て 大 おん あけ、 いかに 女 ほ 

う 達、 沖に てたい まつ ふるなら は、 す はや ひめ 君の 

御 さいご 成と 思 ひ、 念佛 申させ 給へ とて、 舟々 にか 

い をよ こたへ て、 さす やさ ほ、 こぐ やからろ のおと 

におと ろき て、 おきに かもめ か はっと 立、 あの かも 

めさへ ち ど. 9 さへ、 ともを こふ かや やさし やな、 わ 

れ又 たれ をと ふへ きそ、 いかに 兄弟 わかつ まの、 さ 

ぞ やまち かね 給 ふへ し、 はや/,^ さいご を 5^.^ やと、 

きえいる ばか. 0 になけ かる、、 時に 兄弟 承. C -、 愛に 

て やし.. つめん、 かしこに て はしつ めんと、 さすがに 

いま は しづめ かねて そいた， 0 ける、 時に おにつ ぐ 申 

やう、 いかに 鬼 王 殿、 是は あまりにいた はしき 次第 

な. o、 ひめ © さま を しづめ 申て あれば とて、 千 ねん 

のよ わ ひか や、 又まん ごう をた もたん や、 いざ 兄弟 

が 情に て、 御 命た すけ 申さん と 思 ふ は 如何にと 申け 

る、 鬼 わう 閉て、 おとた かし /(-、 我 もさ やうに 思 

へ 共、 汝が心 を 引かね て、 今迄 しづめ かねて あ.. >、 

いざやい のちた すけ 申さん と、 ん うこし を ほと/.^ 
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と を とづれ て、 いかに ひめ 君 さま、 兄弟 か 情に て 御； 

命た すけ 奉る、 いっくの 浦に も 吹つ けられ、 御よ が 

めでたく まし まさば、 兄弟が 其方へ すて 文壹 通た ま- 

わ わと、  いふよ h- はやく こしの さし ぞへ する. 0 とぬ 

一 

き、 しづ めの ぃしはか，0はら.0すんと切てぅ,，7^ へ た • 

ん ふとな けいれ、 ろうこし を はと ある 所へ つきな が 

し、 たいまつ ばつと 振た つれば 地く がに 有け る 女 ほ 一 

う 達、 す はや ひめ 君の 御 さいごと 心 ゑて、 はつ-こさ！ 

けび し有樣 は、 是ゃ この しゃくそんの、 御に うめつ 

の 御 時に、 十 弟み でして うるい ちくるいに いたる 迄、 

佛の わかれ をな げきし も、 是に はいかで まさる へ き、 

^それよ. 5 も 兄弟 は、 しづめ たてい にもて なして、 一 

わが 屋を さして ぞ歸 b け bv、 かの 兄弟 か 情の 程、 賴 

もしき 共 申 計り はな か .0 け 

第 四 

去 ほと にかの ろうごし、 風に まかせて なかれ ゆく、  i 

ほと なく ゆきと せ うらへ なかれ 付、 浦の 者 共 是を見 

て、 ふしぎ 成 もの 哉と、 立よ. 0 て みれ ど 口 もな し、 一 


くちが なく はわって みよと て、 ろかい を あげて 打 わ 

つて 見て あれば、 中よ b 十五 六 成 ひめ 君、 何共 物 は 

いわす して、 淚 にくれ てゐた b け， 9、 うらの もの 共 

是を みて、 此 ほど やうの きかざる は、 かれが わざ 

よい ざ 打 ころせと いふ まゝ に、 ろかい を あげてう ち 

ころさん とせし 所へ、 むらきみ の 太夫き た. 9、 いか 

にかたく あれ はけい ほの 中の なかされ 人と 見えて 

有、 汝ら がしる ごとく 我 はい また 子 を もた す、 やう 

しにせん われに くれよ と 有 けれ は、 うらの 者と も是 

を 聞、 此事 において は 叶 ふまし、 只 うちこ， C せと ひ 

しめいた. 5、 太夫 聞て さなせ ぞ、 やかた/,、 我に ゑ 

さする ものなら ば、 酒 を もろ ふと 申け る、 浦の 者 共 

是を聞 さけと だに きゝ ぬれば、 げこ も 上 In' もろ かい 

をす て、 太夫の やうし に參ら せた.^、 太夫 よろこび 

名 をより ひめと 付、 おく リ つれて 我 屋に歸 .9 け， 9、 わ 

が 屋 に なれ ば あ る じ を 近付、 て いかに うば ごせ 某 は、 

はまに て やうし を ひら ふて 有け るぞ、 萬 事 はたの む 

と の へ は、 うば はこと はの 下よ .9 も、 も i や. 0 ん 

きこと はに もてなし、 の ふい かに 太夫との、 それや 

うしと 申せし は、 十四 五成 わつ はか 山へ 行て はたき 
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きを こり、 はまへ 下- 9 て は 太夫の あいろ を こす こそ 

はやう しと は 申へ し、 むつら か 沖へ つれ 行、 壹貫文 

にも II 貝なら は、 よき やうし にて 有へ しと、 あいそう 

すて ゝそ 申け る、 太夫 聞て^々 御身 は 子が なけれ は 

ほしいと いふ、 又 やうし を すれば うれと いふ、 御身 

の檨成 じゃけんの ひと、 ちき. 0 を こめ、 つれて まど 

うへ おちん よ. o、 某 はよ. 0 ひめと 諸國 しゅき やうと 

の 給 ひて、 おもてに 出ん とし 給へ は、 うば 太夫に は 

なれて かなわ じと、 たもと にす がり、 いかに 太夫と 

の、 只今 はみ づ から わ かき 時の ざけ うことば で 候ぞ、 

いかによ b ひめこな たへ と、 誠し や かにの たまへば、 

正直 成 太夫に て、 是を 誠と 思 ひ、 ばんじ はたの むう 

ば ごせと、 いつもの ことくつ b を たれに、 沖の 方へ 

出ら るゝ、 太夫 留主 にも 成 ぬれば、 うは は姬君 をつ 

ス^ (,>と 見て、 かれ を その まゝ にて 置なら ば、 後に 

はみ づ から をお も ひかえん はぢ てうな- 9、 ひとま づ 

ふす ベて みん と 思 ひ、 しほ やく かまへ おひ 上、 あ を 

き 松葉 を 取く ベて、 飛す はねつ ふす ベけ る、 何が 姬 

君、 しもつ け 日光 山の 申 子に てまし ませば、 せんじ 

一 ゆく わん をん のかげ 身に そふて 守らせ 給へば、 さの 

1  三百 七  1, 
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みけ ふくも まし まさす、 姥は 四つ 時よ b も 八つ 時分 

まて ふす ベ、 さだめて 色 もくろう 成つ らんと、 かま 

よ， 9 おひお ろして 見 給へ は、 白き 顔に うすけ ふ. 9 が 

たなびき、 ひときわ すぐれて 見えに け- 9、 うば はい 

よ/、 腹 を 立、 あさよ， 0 もみつ から は、 むだび の ほ 

ね をお つた， 9 と、 しほ やく 松の ゑ だ 追収、 しねよ 

ふ 打たり け 力、 いたわし ゃ姬君 は、 うたる、 杖の 下 

よりも、 うき 名の 立な のた、 ぬな の、 名 取 川と よ、 

そこ もに ごらぬ みづ から を、 さの みに うたせ 給 ふな 

と、 淚 にくれ てぞ おわし ます、 姥 はいよ はら を 

立、 所 せんか やう 成 もの は、 此 家に は 叶 はしと、 い 

づ くへ 成 共う らんと 思 ふ 所へ、 人 買 か 一 人き た. 9、 

うば よろこ ひ此 ひめ を 買て ゆけ と あれ は、 人 かいひ 

とめ 見て、 貳貫 にかわん と 申け， 9、 うば 聞て あたい 

がな く はた .5- も ゑ させんと 思 ひしに、 貳 くわん， 9 や 

うそく ひろいものと 打う つて、 うば 、さらぬ ていに 

ゐた. y けり、 然 所へ 太夫 沖よ hv も、 釣 を たれて 歸. 0 

よ- 9、 ひめ を尋 給へ どまし まさす、 うは を 近付て、 

いかにう ば ごせ、 よ b ひめ はいつ く へ 行て 有け るぞ、 

姥 はとう ざに はった とこ ま h -、 されば より 姬に * 御 


—    I  — 三百 八  

身の 跡 をした ふて はま ぢに ゆきて 有け るか、 定て御 

身の 舟に 有らん と 思 ひしに、 ^は 人 かど はしに かど 

はされ て 有け るか、 このと しに 成 迄、 思 ひも 戀 もな 

きうば に、 おも ひ を かくる よ. 9 ひめと、 先 そら 泪を 

なかしけ る、 太夫 聞て いかに 姥御、 身が なげく 淚は 

ぶ b ひめ を 壹貫文 か 二く わん もんに うち 賣て、 よろ 

こひ泪 とみえて 有、 御身に 出よ と は それ かしが 欲、 

ざいほう 御身に 參ら すると、 諸 こくしゅぎ やうに 出 

たる を、 ほめぬ 人 こそ 三重な か け hs  、是 は^ 置、 ひ 

め 君 は あたいが まさば うれ やとて、 かなた こなたと 

うる 程に、 後に はみ の、 國ぉふ はかの 宿よ ろつ 屋の 

長の みうちに 代つ もって 二十 五 貫 文に 買と むる は、 

しょしの哀れと聞ぇけh^、 長 は よろこび 姬君を 近つ 

けて、 汝か名 を は 何と 申と 問せ 給へ は、 ひめ 君 は 聞 

召、 ^みづ から は あなたへ はしろ もの、 こなたへ も 

あきな ひものと 定る 名と て は 候 はす、 よき 名 を 付て 

っかゎされ候へ長1^^.>の給へば、 てう^よ し 問 召、 

其 儀に て 有なら は、 阈名を 付ん、 國を なのれと おけ 

れは、 姫君 は 聞 召、 ひたちの 者と 計.. ^ な h -、 長此由 

を 聞よ hN も、 其 儀に て 有なら は、 け ふよ して は汝 


か 名 をば ひたち こはぎと 付るな， o-, 明日よ b もい ろ 

よき 小釉 をき かへ、 おもての こうしに 立 出て、 のぼ 

b 下 b の 旅人の 釉を 引、 長 ふうふ を はごくむ へし、 

こはぎい かにと 有 けれ は、 てるて 此 よし 聞 召、 も は 

やみ づ から はな かれの 女郎と 成た よな、 今な がれ を 

立る 物なら は、，， ：6 さの かけに おはします、 つまの おく 

どの さぞ P ，フ みに お ぼす らん、 是に 付ても あら 

こ ひしの わがつ まと、 きえいる 計 b に 泣 給 ふ、 おつ 

る泪 ともろ 共に、 しょせんた  >僞 り を 申、 ながれの み 

ち はたて まし ものと 思 召、 いかにて う 殿^み づ から 

はみ めかたち よきと て あたい をた かく かわせ さ ぶら 

ふが、 みつからに は內 にくる しき 病 ふ 有、 左樣 のみち 

を 立れ は、 忽ゃ まふ あらわる、、 何方へ もうらせ 給 

ひて なかれの みち は ゆるさせ 給へ、 長 殿い かにとの 

給 へ は、、 と はてう 此 よし 聞 召、 此女 はお も ふお つとに 

はなれ、 て いぢよ のみち を 立る とみえて あ. 9、 おど 

して 立 させば やと 思 ひ、 其 儀に て 有なら ば、 是ょ 

もさき へうれば ゑぞ かさと へうるべし、 ゑ ぞか嶋 と 

申せし は、 う を さめの ゑに かふな， 9、 又 さと か 鳩と 

申せし は、 手 あしの 筋 をた ち 切、 日に 手 ； 合の あわ 
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の 飯 をし よく させ、 あわの 鳥 を 追す るが、 此 所に うら 

れ うか はや/ \ 申せと 有 けれ は、 ひめ 君 は 聞し 召、 

それ はせんせ のゐん くわな. 9、 ゑ ぞへ成 共 さどへ 成 

ともうらせ 給へ、 ながれの みち は ゆるさせ 給へ畏 と 

のい かにと 申さる. ゝ、、 、と は 長は此 よし 聞よ..^ も、 し 

よせん かやう 成 ものに は あた はぬ 事 を 申 付れ は、 な 

がれ を 立る と 聞て 有、 其 儀に て 有なら は、 某 か 下の み 

づしを 十六 人に ていとな む を、 汝壹 人に ていとな む 

べし、 上る むま も 五十 疋、 下る ぞう だ も 五十 疋、 あ 

わせて 百疋の 馬に ぬか わら かい、 百 人の ながれの 女 

のお びんに 參れ、 七 所の かまの わらび をき えぬ やう 

にたき、 その あいに 七つの を を うむべし、 それ をし ま 

ふて 有なら ば、 是ょ. 9 十八 町 あなた 成し、 みづを 七お 

けく み、 長 ふ， 0 ふ を はごくめ と、 しょしょ くの s〔 

を ゑ させ、 れん 中 さして 入 給 ふ 

しみ づの だん 一 

いたわし やて るての ひめ げしょく の 道具 をう け 取 

て、 十八 町 あなた 成し、 みづ をく みに 出 給 ふ、 心の 

うちこ そ哀 なれ、 やう- C しみつに なれば、 おけ を 
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おろしつ ゝ さん ふとくんで はおけ にいれ、 くんだ る 

しみ づ でかげ を みれ は、 南無 三方 やつれ はてた 

よ、 わか 地 姿、 つまに はなれて 此 かたは、 前 だれた 

すきに ひ まもなく、 髮 にくし の はいれ ざれば、 おど 

ろ をみ だいた ごとくな b 、是 もたれ ゆ へ つまの ため、 

思へば うらみと さらに 思 はれ や、 さがみ の 方へ 打 向 

ひ、 念佛 申つ まの ため、 又 申 ねんぶつ は、 殿 はら 達 

へと ゑ かう して、 くんだ るし. みづを かたに かけ、 て 

うとの さして そ參 hN ける、 て ぅ此 よしを 見る よ， 0 も、 

又 b やう そく を 取 出し、 いかに こはぎ、 1^ れ うそく 

にて 世の中の 市に 出、 とうなんせ いなんう ごも. 0 か 

ごも. 9 かいろう いちじ、 ^なみの をの つれお のこ、 

七い ろ 買て 歸る べし、 是七 いろの かいもの か、 壹ぃ 

ろち がふ 物なら は、 なかれ を 立る と 思 ふへ しと、 長 

はおくに そ 入に ける、 いたわし やて るての 姬、 と あ 

る 所へ たちよ. 9 て、 くどき ことこ そ あわれ 成、 さが 

みに 有し その 時 は、 西 首の 歌 を つらねつ、、 おちゃ 

めのと にいた るまで、 から 名 を 付て つか ひしに、 か 

く 成 はて、 候へば、 ちゑの か、 み も かきくも b、 も 

はやから なを わすれた b、 いやまて しばし わが ひ、 


三百 十  I 

是 ほと やすき 事な しと、 てう 殿 さして そ歸 ける、 

いかに 長 殿、 是 御らん せよ、 先とう なんと は、 はる 

の はしめ のつ く/.. 'し、 せいなんと はせ. 9 の 事、 ぅ- 

ども hvlo は 山の いも、 かご も， 0 と はと ころな ，£?-、 いは 

ろうと は ゑび の 事、 いちしと かいて ひと もしよ、 さ 

てなみの をの つれお のこ、 ことのはら にて 御 ざな き 

か、 是七 いろの 買物 かひと いろち がふて 候 共、 なか 

れを ゆるさせ 給へ とて、 淚 なから に 仰け る 、、と は 長 

此 よしをみ るよ. 0 も、 何 さま 此女は ゆへ 有 者と 覺た 

^、下 十六 人の みっしの 下女、 一 度に さっとお いおろ 

し、 情 を かけて つかわれ ける、 てるての ひめの 御し う 

たん、 あわれな. 94^ 〈中々、 申 はか， 0 はな か. 0 け， 9 

第 五 

さる ほどに おく b 十 f 人の 人々 は、 ゑん ま 王く うの 

御前に 出ら るゝ、 わう ぐう 御らん して、 日 ふんの 喂 

を 取 出し、 常 張の かゝ みに うつし 見 給 ふに、 おくり 

しゃばに て 善と いへ は 遠の き、 あくにん なれ はしゅ 

ら どう へ おとすべし、 十 人 はしゃば へ もどh^拾 へ と 


仰け る、 殿 is^ たち は 聞 召、 我々 しゃばへ もど，.^ て も 

せんなし、 生 君 はしゃば にかたき の 候 故、 我々 にめ 

しか へ おく， 9 壹人 しゃばに もとし 給 はれと、 皆 一 同 

に 申さる、、 王く うは 聞 召、 ^も かた/、 はめい ど 

こうせん 迄、 生に ちう 有人々 哉、 其 儀なら ば 十 一 人 

なから もどす へし、 いかにみ るめ どうし、 しゃばに 

しがいが 有 かみて 參れ、 畏て 候と 御前 を 立て ほこ さ 

きに あが b、 三千せ かい を ひと 目に みわたし、 わう 

ぐうに 取て かへ し、 さん 候 十一 人 はくわ そうに 仕， 9 

候へば、 からだ は 御座な く 候と 申、 王ぐ うは 聞し 召、 

其 儀なら ば それがし わき 立に 賴ん と、 十 王 十たい と 

いわい、 其 後お く， 9 殿 手の 內に、 此も， 0 をく まの ゝ 

本ぐ うの ゆのみね につけて たべ、 こなたよ， 9  くす. 9 

の 湯 を 出す へし、 藤澤の 上人へ 參る わう ぐう はんと 

あそばし、 にんげん 生す るとう たせ 給へば、 うわの 

が 原に せう がか わる、 是は^ 置、 ふち 澤の 上人 は、 

うわの が はらに とびから すか わら ふ 比 立より て 見 給 

ふに、 古のお く  b のっか 二つに われ、 中よ b がき 壹 

人顯 た..^、 立よ つて 物と ひ 給へ ど 物い わす、 手のう 

ら ひらいて 見 給へば、 IS 々此 もの をく まの ゝ本 ぐう 
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ゆのみね へつ けて たべ、 こなたよ. 9  くす..^ の 湯 を 出 

すへ し、 藤澤の 上人え 參る 王ぐ うはん とかいて 有、 

拆 はいに しへの おく- 9 にうた がふ 所 更にな し、 かさ 

ねて よこ 山へ 聞え なば、 又 ころさん はぢ でうな，.^、 ひ 

そか に てらへ つれて 參れと チク" 御寺 を さして 歸ら 

るゝ、 てらに も なれば、 名 を はがき あみだぶつ， i 札 

を 付、 つちの 車 をつ くらせて、 此 くるま を 引 もの は、 

ひ LJ ひき ひけば 千 ぞうく やう 萬 ぞうく やうに 成へ し 

と、 むねに 木 札 を かき そへ て、 いかに こぼう し、 車 

のたん な 付ん 迄、 引て 參れ との 御 誰な， 9、 畏 候と 道行 

「去 ほと に、 こぼう し は、 車の 手な わに 取 付て、 藤 It 

を 引出す、 大 いそ 小い そ 引 過て、 小 田 原 宿に 車つ く、 

ゆもとの ぢ そう を ふしおがみ あけて はこね を いづ の 

圃、 三 島の 明 神 ふしおがみ、 原よ し 原 を 引す ぐる、 

折 ふし 富士 のね かたに くるまつ く 地 ふし 參 b の 同 者 

達、 いざや 車 を ひかんと て、 二親の ために 引 も 有、 

つま 子の ためと ひく も 有、 ふじのね かた を 引出し、 

ながれ はげしき ふし 川 や、 かん はら ゆいの 宿 過て、 

みほの 松原せ いけん じ、 ふちう のし ゆく を はる/^ 

i けあげて わたる まりこが わ、 うつの 山への つた 

三 百 十 一 
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の ほそみち を、 ゑい さら ゑいと ひく ほどに、 一夜と 

めぬ かお かべの 宿、 まつにから まる 藤 枝 や、 四方に 

うみ はな けれ 共、 島 田の 宿 を はや 過る、 ： 夜に かわ 

る大 井川、 かみに 祈り を かな やの しゅく、 さよの 中 

山 はる/^ と、 につ 坂 こ ゑて かけ 川 や、 さき を いづ 

くと とう./ \ 'み、 三 川に かけし 八 はし を、 ゑい さら 

ゑいと ひく ほどに、 おわりの 國に入 ぬれ は、 あった 

の明祌 ふしおがみ、 今 はは や、 みの、 國大 はかの し 

ゆく、 長の 門ぐ わい に、 三日 車 かと ま. 9 け. o、 是は 

置、 ひたち こはぎ は、 がき あみ くるま を 御らん し 

て、 むねの 木 札 を 見て あれば、 萬 ぞうく やうと かい 

て 有、 哀れみ づ から 三日の ひまの 有なら ば、 一 日 は 

つまの 御た め、 また 一 日 は 殿原た ちの 御た めに、 車 

を 引て まいらせ たや、 さ b ながらつ まの 事と いふな 

らば、 隙と て は 給 はら じ、 いまだう きょに おわし ま 

す、 二 しんのた めと 偽りて、 申請ん と 思 召、 てう ど 

のさして そ歸ら る、、 長の 御前に 成し かば、 いかに 

長 どの、 此 もんぐ わい にかき あみ 車の まします が、 む 

ねの 木 ふだ をみ て あれば、 萬 ぞうく やうと 書て 有、 

みづ から は 父に おくれて 七 ねん、 a- に はなれて 三年 


HI 百 十二 

なり、 父母の 御た めに 車 を 引て まいらせ たや、 三：！ I 

の ひま を 給 はれと、 泪を なかして 申さる、、 長此ょ 

し を 聞よ- リも、 おろか や こはぎ、 いま 成と なかれ を 

立る ものなら は、 三 H は 置 十日の ひま も ゑ させん 

i 有ければ、 てるて 此 よし 聞 召、 二 はなさけ なき 御 

でう 哉、 物 を 語ら は 聞 召、 三日の ひま だに 給 はらば、 

長との ふうふの 身の上に、 しせん 大亊 >Q らん 時、 み 

づ か ら身 か わ ..^ に 立 ま いらせん、 哀れと 思 し 召 な ら 

ば、 三日の ひま を 給れ と、 また さめ. と 泣 給 ふ、 

長 は此 よし 聞 召、 W もやさし きこ はぎ 哉、 其 儀に て 

有なら は、 三日 引た る^みち、 二日に はも どるべし、 

上下 五日の ひま を とらす るぞ、 頓てか へれ こはぎと 

て、 長者 はおくに そ 入に ける、 てるて あま. のうれ 

しさに、 其まゝ おもてに 走 出、 車 を 引ん とし 給 ふが 

いやまて し はし 我心、 此まゝ くるま を ひくなら は、 

町屋宿 やせき/^ で、 あだな 立ん はぢ てうな， 9、 こ 

ころ は 物に/、 る わね ど、 姿 をき や うぢよ になせ やと 

て、 たびの しゃう ぞく 

車の だんて るての ひめみ ちゆき 


なされけ る、 いたわし やて るての ひめ、 長に ゑ ほし 

を 申う け、 かた をむ すん て 下に さけ、 すそ をむ すん 

でかたに かけ、 さゝの はに しで 切 かけて ふ- 9 かたげ、 

もんく わい さして 出 給 ふ、 めづ なお づ なに 取 付て、 ゑ 

いさら ゑいと ひく ほどに、 てうの もんぐ わい はや 過 

て、 宿 やまち やの せき を、 ひけよ ぐ- "お 車、 お 

んどを 取て ひかせう ぞ、 ひめが 淚 はたる いのし ゆく、 

ふわの せき やの 板 ひさし、 月 もれと て やまばら なる、 

みのと あ ふみの さかいなる、 ね ものがた hN やさめ が 

井の、 あらし 小が らしばん ば ふけと て釉 さむ や、 ゑ 

ち 川 わたれ はちと.. 9 たつ、 おの ゝ しゅくと や、 す， 9 

ぱ， ovi うけの ほそみち を、 ゑい さら ゑいと ひく ほど 

に、 みよ はめで たきむ さの しゅく、 か、 みの 山に 付 

たよな、 やつれ はてた る わか 姿、 おも かけう つす か 

かみ 山、 雨 はふら ね ども. 9 山 や、 がき あみ かむ ねの 

木 ふたに、 つゆ はう かねとく さつの しゅく、 山 田 下 

田 を 見 わたせば、 さもい つくしき そうとめの、 さな 

いおつ と， 9 田 歌 を こそ はうた ひける w;;^;;; 「田 をう ゑ 

いざ， フ とめ、 う Ks^ い- (» さ， フと め、 さっきの の ふ を 

はやむ る は、 かんの ふの 鳥 ほと、 ぎす、 山から こか 


ら 四十から、 此と -9 たに もさ わたれ は、 さっきの の 

ふ はさかん な- 0-、 こぐ さわ かくさな わしろ を、 うち 

ながめ ゆく ほと に、 なを も 思 ひ はせ たのから はし を、 

とんと ろくとう ちわた. 5、 石山 寺 かや かね かすか 

にみ ゝに ふれけ h -、 あわつ つもと はや 過て、 あれ 

に 見えし はから さきの、 しがの うら はに 船と めて、 

あの 山み さいこの 山み さい、 からろ のおと におと ろ 

きて、 おきに かもめが ばつと たつ、 いた はしゃて る 

て は、 みのを 立 出け ふ はは や、 三日と 申に は、 の ほ 

-? K 津 せき 寺 や、 玉 やが かどに. 車つ く、 べつに やど 

をと るべき か、 いやまて しばし 我心、 かき あみに そ 

ふ もこよ ひ 一 夜の 事 なれば、 ともに 夜 を あかさん と、 

車 わたち に 立より て、 よもす から ないて 其よ を 

めか さる、、 ^かき あみが 耳が き： ゆる 物なら ば、 

めいどの ことかき ゝ たやな、 目 だに み ゆる ものなら 

ば、 ひと 筆 かきてみ せう 物、 み、 はき こ ゑ す め はみ 

えす、 思 ふに かいな きがき あみと、 ないて 其よ を あ 

かさる、 かの おんじ やうし のかね のこ ゑ、 月 も數そ 

ひて、 百 A ぼんの ふの 夢 を さます や 法の こ ゑ も しづ 

かにて、 玉屋 殿に 參. 5 っゝ 、す、. 0 とふで と叹給 ひ、 

f 十三 
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がき あみが むね の 木 札に そへ か きこ そ は なされけ 

る、 此た びかき あみが 車の たんな お、 く 共、 中 せん 

どうはみ の 、國大 はかの しゅく 萬屋 てうが 下の みづ 

しに ひたち こはぎと 申せし は、 上下 五日の だんな 也、 

くまの 本ぐ- 3 の ゆに 入て、 しゅもく あきらかに へ い 

ゆ ふっか まつ hs、 かなら すげ かう に尋 候へ と、 こと 

ねん ころに かきと、 め、 筆 を かしこにから とすて、 

よこ 手 を 一つて うど 打、 あら ふしき やかき あみと、 

ふうふの きゑん なさね 共、 いつぞや さがみ にて つま 

のおく hN に はなれし も、 いま かき あみに はなれた も、 

なにた るき ゑんつ きすして、 いづれ の 思 ひ はおな し 

事、 あわれ 身 かな 二つ やな、 壹ゥ はみ のへ かへ りつ 

く、 又 ひとつ はがき あみと、 もん 共に くまの ほんく 

うの ゆに 入て、 やま ふへい ゆ ふっか， まつ b なれの は 

て かなみたい よな、 心 は 二つ 身 は ひとつ 思に かいな 

きがき あみと、 みの、 國に歸 しか、 あまりの 事の 

つれな さに、 また立か へ りする/^-と、 はし， よ 

かの がき あみに 取 付て、 是 かわかれ かかな しゃと、 

なく-/^ そこ を 立の きて、 みの、 國へ と歸ら る、、 

てるての ひめの 其 有さ ま、 あわれ 成 共 中々 申 はかり 
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さる ほと にがき あみ を、 車の だんなお 、くして、 大 

津 のうら を 引出し ひのおか とうけ を はる/ \ 'と、 都 

の 町 を 引 過て、 山 ざき せんけん たから 寺、 はやつ の 

國に入 ぬれば、 てんまの も b をう ちな かめ、 はや 天 

わう し を ふしお かみ、 さかいの うら を はる/ \>i、 

いそぐ 心の ほと もな く、 ごん けん 坂に そ 著に ける、 

^是ょ もがき あみ を、 車に て は 叶 はしと、 がき あ 

みか ごに 入、 かわ h 'くにお ひ 給 ひ、 ほどなく ゆつ 

ぼに 成し か は、 へいゆう なれ やかき あみと、 皆々 家 

ぢに 歸，. ^けり、 はや ゆつ ぼに も 成し か は、 忝 も ごん 

けん は、 あら はれさせ 給 ひつ、、 おく  h> かいしゃく 

し 給 ふに、 一七 H いらせ 給へば、 み、 も 聞 ゆる 目 も 

み ゆる、 二七日 は ひやう ほう はやわざ、 三七日と 申 

に は、 もとのお く  hs-o たんせ うならせ 給 ひけ， 9、 お 

く-. > ゆめの さめた る 心ち して、 是は まさしく 熊 野 三 

つの 御山と 覺 えた，. r,、 あら 有 かた やと ふしお かむ 所 


に、 乂 ごんげん は 山 かつと 身 を へんし、 こんごう 杖 

を 二 本 御 切 有、 いかに それ 成き やくそう、 こんが う 

つ ゑ をめ さぬ か， i あれば おく b 閒召、 某此 かいどう 

をが き あみと よばれし も、 なんぼう むねんに 思しに、 

こんごうつ ゑ かへ と は r 我 をて うぶく する かと はつ 

たと にらんでの 給へ は、 其 時に ごんげん は、 いかに 

きゃくそう、 ：^〕 つ ゑに なん ほう ゆらいの まします な 

5. 一本 はおとな し 川に なが すれ は、 し、 ての 後め 

いどに おもむく 時に、 ぐせいの 船とう かふ 也、 又壹 

本つ きふ もとに 下向 まし まさば、 侍なら ば 所り やう 

をえ るなん ほうめ て 度 此っゑ 也、 あた ひがな く は ゑ 

させんと、 かしこに なげすて ごん けん は、 けす か 如 

くにう せに けり、 おく. 9 御らん じて、 ^は 只今の は 

ごん けんに てまし ます かと、 御 跡 三度 ふしおがみ、 

敎の ごとく 一  ほん は、 おとなし 川に なかし 置、 ^壹 

本つ きふ もとに 下向 まします が、 是ょ すぐにみ の 

の國 へと は 思へ サ ：ハ、 ーまづ 父母の 御 じゅめ う を、 お 

がまば やと 思 召、 都 を さして ぞ 三重 上らる 、、都に な 

れば三 條高倉 御所に 行、 もんぐ わい に 立よ て、 く 

ま 野へ 通る に 山 ふしに 時れ うたべ と 乞 給 ふ、 ぉリふ 


しおぐ b とのの は、 うへ は、 こん 日 はおく h- がめ い 

にち になれば、 あのき やくそう を 召、 時れ う を參ら 

せよ、 承 候と おもてに 出て いかにき やくそう、 時 ま 

いらせん こなたへ と、 御前ち かく そ 召れ ける、 母う 

へ は 御らん じて、 いかに それ 成き やくそう は、 くに 

は いづく に まします ぞ、 おくり 取 あへ す、 ひたちの 

者とば か b な hv、 は、 うへ は 聞 召、 ひたちと きけば 

ふきく る 風 もな つかし や、 我 子の おく  も ひと、 せ、 

ひたちの 國に るにんと 成て 有し 時、 さがみ のく によ 

こ 山 とやらん へ、 がう ぎの むこ 入し、 どくしゅ にて 

も， 9 ころされし 由 を かせの たよ. 0 に 承、 ひたちの 國 

のき やくそうに てまし まさば、 おくりが さいごの て 

い を 御 そんし 有へ し、 かたらせ 給へ きゃくそうと、 

まづ さめ. とそな き 給 ふ、 お/、  b> 聞 召、 つ、 むに 

いろの ます ふせい、 今 は 何 を かつ、 み 申へ き、 某 は 

いにしへ のおく  b にて 候、 めいどよ. 9 よみ かへ， 0 し 

有さ ま を、 いち にの 給へ はんし 母 は ゆ め 共 わき ま 

へす、 おく， 0 とのに すが b 付、 是は /\ と 御 よろこ 

び はかぎ なし、 か、 る めでたき 事 を、 かねい ゑと 

のに 申さん と、 やがてお くに 入 かねい ゑとの に 近付 
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て、 かやう くとの 給へば、 かね 家 大きにお どろき、 

おろか やみた ひ、 し、 たる もの、 何とて かへ.^ 申へ 

し、 それ は 御身の あけくれ おく を こ ひしと なげく 

によ. or たばかつ てやきた るらん、 某たい めんせん 

との 給 ひて、 ざしきへ 立 出き やくそう を、 はるかば 

つ ざに めされ、 いかにき やくそう、 御身 はわが 子の 

おく， 0 との 給 ふ、 我 子のお く， 0 は 八 わた 山に ておし 

ゑし ひやう ほう はやわざ あ. o、 此矢 をめ され 候 へ や、 

御 取な きものなら は、 きゃく 僧の 命 をと らんと 仰け 

る、 其 時お く， 9 眼 をふさぎ 南無 正 八まん 大 ほさつ、 

いにしへ の はやわざ を 只今 あらわして たまわれと、 

まなこ をふさき くわん ねんして おはします、 其 時 か 

ねい ゑよ つ ひき ひやう ど はなす、 ： 矢 を ゆんで、 二 

の 矢 をめ て、 三の 矢け わしく きた.. 9 けれ は、 こんが 

う 杖に て はらいおとし、 我い にしへの おく  b な. 5、 

かんどう ゆるさせ 給へ とて、 さしう つ ふ ひて おわし 

ます、 かねい ゑ 夢の 心ち にて、 御 よろこび はかぎ， 9 

なし、 か、 るめ で 度お.^ から を、 さあら ば 御 かどへ 

そうもん 申さん と おく  どの 、しゃう そく を 改め、 

だい. 5 を さして そ 三重 あからる 、、みかどに なれ は、 


かねい ゑ はさんだ いし、 はしめ おわ. 9 をそう もん 有、 

みかど ゑいらん まし/^ て、 しゝ たる 者の 歸る 事、 

ためし すくなき 次第 也、 ほんれ うなれ はとて、 ひた 

ちの 國 にす るかの くにを あいそへ て 下されけ る、 お 

く， 9 かたじけな しとて、 三度て うたいな され、 おな 

しく はみ の ゝ くに ゝ あいか へ て はれと そうもん 

有、. 0 ん けん は あせの ことし、 みの 、國は 馬の かい b 

やうに と 重て 御 りんし 下されけ る、 御 まへ を罷 立、 

やかたへ 歸らせ 給 ひ、 父母に いとま 乞 供人 あまた 引 

ぐして、 みの、 國 へと 三重 急か るゝ、 みのに も なれ 

は、 大 はかの 宿よ ろづ屋 てうが もとに いらせ 給 ふ、 

てう は よろこ ひ あまたの なかれの 女 を 御し やくに， J 

そ 出しけ .c-l おく. 0 御らん じて、 いかにて う、 なか 

れの女 は 何 かせん、 汝か 下の みづ しに、 ひたち こ は 

ぎと て 有と きく、 そのもの をし やくに いだせ、 杓に 

出さぬ ものなら は、 長 ふうふが 命 をと らんと 仰け る、 

てう は 大きにお とろき、 ひたち こはぎに 近付て、 い 

かに こはぎ、 汝 はくわ ほうの も のぞかし、 御身が み 

めよ き 事 を、 都の 國 主の 聞 召、 しゃくに 出よ. i 有け 

るぞ こそで をき か ゑ はや/、 出よ と 有し かば、 てる 


て此 よし 開 召、 おろかの 長の 御 錠 かな、 かやう のし 

やくに 出 ましき ために こそ、 十六 人の 水 仕 をば、 み 

づ から 壹人 にて いとなみ 申 候へば、 此事 において は 

御 めんな され 候へ やと、 さしう つぶいて ぞ おわし け 

る、 てう は 大きに はら を 立、 うれしき 事 を もはや わ 

すれ 給 ふか や、 いつぞや 此 もんく わい にがき あみ 車 

の 有し 時、 三日の ひまと 申せし を、 かな ふま じと い 

ひけれ は、 なんし 某 ふうふの 身のう へに、 しせん 大 

事 ある 時 は、 身が わ b に 立と は 申さん か、 なんちし 

やくに 出ねば、 某 ふうふが めいがな きぞ、 はやく 

出よ との 給 ひて、 れん 中 さして そ 入 給 ふ 

てるて てうし の だん 

こ はき どう. ft- につめられて、 た. a-lj も かく もとの 給 

ひて、 てうし 取 もち それよ， 0-1、 なく/^ さしきへ 

出 給 ひ、 ひとまの せう じの かけよ. 9 も、 都の こくし 

ゆ を 御らん じて、 ^も ふしき ゃ此 おは、 我 かつ まの 

おもかげに、 よくもに させ 給 ふよな、 是 につけても 

わがつ ま は、 くさの かげに てみ づ から を、 さそ やに 

くませ 給 ふべ し、 さても せひな きょの 中と、 なく 
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座敷 へ 出 給 ふ、 てうし に 手 を かけお わします、、 とばお 

く， 0 御らん じ、 御身 は ひたち こはぎと いふ 人 か、 我 

は 都の もの 成が、 なさけ を かけて まいらせん、 ^又 

御身 は いづく の 人 成ぞ、 せんぞ を かたり 給 ふへ し、 

いかに /-^ と 仰け る、 こはぎ 此 よし 聞し 召、 おしう 

の 仰お も けれ は、 御し やくに こそ はまい た， 9、 ざ 

しぎ さんげに まいらす と、 座敷 をた ゝん と 有し を、 

おく  hs ついいて たもと を 取、 お ふ あやま， り 申たり、 

人の せんそ をき く 時 は、 わがい にしへ を かたると や、 

さだめて 見 わすれ 給 ふべ し、 いせん 此 かいだう をが 

き あみ 車と いわれし 時、 御身な さけの くるま 三日 ひ 

いて 給り のぼ， 9、 大津 はせ き 寺 や 玉屋 かか どに ひき 

つけられし むねの 木 札は是 な. 5 と、 やがて ざしきへ 

いだ さる  >- 地 二 はぎつ く/^ 御らん じて、 拆 もめて 

たき 此君 や、 是 につけても わかつ ま はしゅら. たうに 

おち 給 ふか、 またがき だう に まします か、 力い どの 

人と きく なれば、 みづ から せんぞ かた りつ、、 つま 

の あ- 9 か を尋ん と、 はづ かしな がらみ づ から は、 さ 

がみの くによ こ 山太郞 がお i の ひめ、 てるての ひめ 

となの- 9 も あへ ぬに、 おぐ， 5 どの^ 御身 はてる て か 
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や、 われ こそい にしへの おく..^ 成 はとの 給へば、 て 

るて ゆめと も わき ま へ す、^ は 君に てまし ます かと、 

おも はやしら すいだき 付、 こ ゑ を あけて ぞ なき 給 ふ、 

おつるな みたの 下よ. 9 も、 なさけなき はち、 ごさ ま、 

みづ から を さがみ の ふちへ しづめ 申せと て、 おにつ 

く 兄弟に 仰 付ら れ、 すでに こうよと みえし 時、 かの 

兄弟 かな さけに て、 いのちた すかり かなた こなたの 

手に わた， 9、 今此 てうに かいとられ、 なかれ を 立ぬ 

もの ゆ. へに、 下の みづし をつ かまつ る、 是も君 ゆへ 

なれば うらみと さらに 思 はぬな， 9、 の ふわ かつ まと 

かきくどき、 もた へこ がれて なき 給 ふ、 おく， 0 聞 召、 

それ/、 長め せ、 かしこまって 御 まへ に 出に ける、 

おく. 9 御らん じて、 いかに 長なん し 人 をつ かへば と 

て、 かやう にむ ごきつ かふ ほ， フゃ ある、 それ はから 

へと 仰け る、 てるて やがてお しと、 め、 あのて うが 

みづ から を、 かい 取て あれば こそ、 ふた、 び 君に あ 

ふて あれ、 長が 命み づ からに、 御 めんな され 候へ と 

こと は をつ くし 仰け る、 おく. 0 聞し 召、 其 儀に て あ 

るなら ば、 今よ..^ して 此 ところの £屋 かしらに な .0、 

かすの ほうびく だされけ る、 長 有 かたしく と、 や 


がて 御前 を罷 立、 さて その、 ちに おく ひどの、 よこ 

山せ めんと 仰け る、 これ もてる ておしと. S 'め、 むか 

しが いまにい たる 迄、 子お やに 弓 を ひくた めし 候 は 

す、 なに 事 も三郞 との ゝし わざな. 9、 それ/ とや 

かて さがみ に 使 をた て、 三郞を 御前に 引出す、 おく 

り 御らん じて、 みれ は 中々 はら も 立、 それ はからへ 

と仰^:x、 かしこまって やがて かく こそ おこないけ 

れ、 ^その、 ちに、 おく. 9 どのて るての ひめ をと も 

な ひて、 都に か へらせ 給 ひつ ゝ、 ふた ゝひ ゑいく わ 

に さかゑ 給 ふせんし うはん. せいめ でた し 共、 屮 々申 

はか，^ はな か. けり 
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夫 身 を 観 やれば、 岸の ひた ひに 根 を はなれた る 草、 一 

命 を 論 すれば 江の 邊 につな がざる 船、 のりえて 彼岸 一 

にいた らん 事 をね が へ、 愛に 堀川 院の 御宇 かとよ、 

都 北 白 河に、 吉 田の 少 將是定 とて チ n 一世 上に 其 名、 

かくれな し、 地 内に は 五 かい をた もち 外に は 神 紙 を 一 

もつ ばらとし、 可に 付ても くらから す、 子 二人お 

はします、 嫡男 梅 若 丸十 ニ歲、 次男 松 若 丸十 歲 にて、 一 

御 器量け •  たかく まし ませば、 父母の てう あいかぎ. 9 

なし、 然るに是定ぼだぃ：l^^んにぉもむき給ひ、 ある 

時 北の方に 宣ふ は、 う ゐむ玄 やう をく わん やる に、 

朝が ほの 露 いなづま のかげ、 くらき やみお に まよ は. 

んも、 さやけ き 道に 至らん も、 御身と 我が 心から、 

いざや 二人の 子 共の 內、 一人 は 出家に なし、 なから 一 

ん あと を もとはれば やと 言 へ ば 北- S 方 聞 召. • こ は 有 一 

がた きお ぼし 立、 わら はも さ こそ は 存じ 候と、 いさ 一 

ませ 給へば 少將 殿な ゝ めなら す 思 召、 詞 しからば 梅 
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若 丸 は惣領 なれば、 吉 田の 家 をつ がすべし、 弟松_^9 

は を さな けれ 共、 知學の 器量 そな はれ， 9 と、 やがて 

松 若殿 をお 前にめ され、 おこと を 出家せ させんた め、 

え いざんに のぼす ぞ かし、 諸敎諸 論に 身 を ゆだね、 

世上に ほまれ を とられよ と、 いと 念 比に §: られ、 御 

家臣 山 田三郞 を、 御 かいしゃく につけ 給 ひ、 吉日 を 

ゑら ばれて、 ひえいざん へ と 三重 のぼせら る、 去 程に、 

松 若 丸 東 谷の 妙法 院日行 あじゃ b の 御 弟子と 成、 も 

とよ .CNhv こんそう めいに て、 一 と 聞て は +11; を さと り、 

內外 のさた くらから ねば、 必定 大師の け んぞ と、 

うやま はざる はな か b け. o、 あま， 9 諸人の そうき や 

うに、 を さな けれ 共が まん んの 有け るに や、 いづ 

く 共な く 山伏 ； 人 求り、 さぞ ゃ晝 夜の 學文 にっかれ 

させ 給 ふらめ、 いざ 我等が 住家へ ともな ひ 申な 

ぐ さめん と、 ぃふょh^はゃくすがたを引か へ 、 こく 

うにつ かんで 上- 9 け -9、 各 驚き こ はいかに かへ せ も 

どせ とさ はげ 共、 もはや ゆく ゑ はなく ならで、 せん 

かた もな くゐ たりけ-. 9、 地色 日 行 十 方に くれながら、 

こ はいかい せんと 宣 へば、 山 田 三 郞承. 9、 はてせ ひ 

もな き 次第 なれば、 先 某 は 都に 歸 hv、 便な きながら 


ほほ 3-  

是定 に、 かくと まらせ 申さん と、 北 白 河に ぞ 三重： ihs 

ける、 其 折節に 地色 少將殿 風の 心地に おはせ しが、 此 

四 五日 は 重ら せ^へば、 北の方 を はじめ 梅 若 丸、 御 

^ つ け ん 粟津 六 郞 としかね、 晝夜 おそば を はなれす、 

さま <.\ あっか ひ 奉る 所へ、 山 田 三郞參 上し、 右の 

あらまし 申 も あへ ぬに、 何 松 若 は 天狗に とられ、 行 

方 れす 成しと や、 こ は そ もい かにと あきれはて、 

なげかせ 給 ふ ぞ 道理な る 、地色 御 いた はしゃ 是定 殿、 

御 病苦お もき 其 上に、 御き もつ ぶされ たる 故に や、 

たちまち 五ない すくみつ ゝ、 御い きさへ もた え <^ 

にて、 名殘 おしげに 北の方、 梅 若君 を 打な がめ、 つ 

ゐに はかなく 成 b 給 ふ、 谷 がいに いだきつ き、 是 

は 何たる いんぐ ゎぞ や、 ゆめ かう っゝ かま ぼろし か 

と、 こ ゑ もお しますな き 給 ふ、 地色 淚の ひまよ b 北の 

方、 ァ 、 さため なや 此 殿に、 みの ゝ國野 上の 宿に て 

なれそめ しょ. 9 此 かたは、 を しかのつの ゝ つかのま 

も、 はなれ もやらぬ 身な. 9 しに、 け ふ を かぎ.^ と戍 

ける かや、 ちょ もとい はふ 松 若 は、 いづ 地 4=1 ハ なくと 

ら はる、， いきて かいな き 我 身 やと、..^ うてい こが 

れて なさ 給 ふ、 梅 若君 を 初と し、 少將 殿の 御舍 弟、 


着 ニャ 

松 井 源 吾 さだかげ、 御 家賴下 都に 至る 迄、 うれ ひに 

^づ みゐた h 'けり、 され ども かな はぬ 道 なれば、 御 

さう そうの 用意 有、 よきに とぶらい 給 ひける、 さ. た- 

め なか  b  し  三重 夢の 世 を、  それと 見 こ りぬ あさまし 

や、 少將 殿の 御 舍弟松 井の 源 五定景 は、 どんよくぶ 

だう の 男 故、 6- つくぐ とま あんして、 ある 時 山 田 三 

郞を、 我屋 に， まねき、 詞内々 御身 を賴み 度 事 あ れ 共、 

とやかくと 打 過し が、 なにと たのまれて 給 はらん や 

と あれば、 安 近 聞て、 こ は 今めかしき 御 仰、 何事に 

て も あ れゐ へん 仕ら じと 申け. 9、 ヲ 、祝 着く、 其 

一言から はつ ゝ ます あかさん、 我吉 田の 家の 末子と 

はい ひながら、 甥に 惣領職 をつ がせん 事、 近 比 無心 

に 思 ふなれば、 いざ 梅 若 をな き 物にし、 吉 田の 家督 

を 我つ がん、 此事 同心に おいて は、 おん *^ やう 望に 

まかせん と、 いへば 安 近に つ ことわら ひ、 思 召の 段 

尤^ ごく 仕る、 御 末子 とてもお 主筋 ノぉ 主にお 主 か 

はらねば、 ともかくも にて 候 去ながら、 詞 粟津 六 郞 

が 心底 はかりが たし、 ことさら かれは 仁義 だて をい 

ふ もの なれば、 ふかく 御 思案と 申せば、 ヲ 、思案 は 

別にな し、 是へ よびよせ 頼まん に、 とかう ゐぎ にお 


よぶならば、 そくざに 討てす つべき に、 何の 子細 か 

有べ きぞ、 先々 御身 は 歸られ よと、 ^侍 一 人ち かづ 

けて、 詞汝 としかぬ が 方に ゆき、 少し 內 用の 事 有と 

同道 致し 參る べし、 畏て 候と 粟 律が 方へ 急ぎつ ゝ、 

使 口上の ベければ 、，、何事 やらん 覺柬 なし、 さあら ば 

參 b 申さん と、 使と 打連來 りけ り、 定景立 出 能 こそ 

能 こそ 來られ し、 詞此比 は 法事の いとなみ 彼是 御 苦 

勞に思 はれん、 ^只今よ び 請る 段、 我 思 ふ 子細 有て、 

山 田 ニニ 郞 にも 內談せ しかば、 成程 同心 致せし が、 

何と 御身 も 同心して 給 はらん やと あれば としかね 聞 

て、 樣子を も 承 はらで お 請 申 はいか 5- なれ 共、 安 近 

お 請と 有から は ともかくも，： 申け， 9、 チ、 過分. /-^^ 

てと しかね、 御身 は 少將相 果られ て も、 iin 田の 家 を 

直； 實 大切に 思 はる ゝか、 侍の きょ ごん は 有 まじ けれ 

共、 つ、 ます あかされ よと あれば、 是は近 比 新 敷 仰 

哉、 我 君 逝去 ま. します とて、 いかでお ろかに 存 すべ 

き、 大切の あま. 0 にこ 7 ぐ、 朝に はき を はら ひ、 夕 

に はと， 0 をき、、 諸事に 心 をく ば.^ 候、 5^ をろ かな 

b- 二 思 召 も 候 哉、 詞 いや/^ さに て はなし、 とかく 

士！1 田の 家 をせ つなく 思 はる ゝと昆 ての 談合 ぞ、 ：！^<、ら 
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る、 通り 梅 若が 母 は、 みの、 國野 上の 宿に て、 賤敷 

遊女な b し を、 兄少將 さいあいす、 其 血 を わけし 梅 

若 なれば、 を さな けれ 共う そ をい ひ、 心賤 敷く みれ 

んの ふるま ひ、 成人せば 何事 を かし 出さん、 當 家の 

はめつ ぢ> やう なれば、 よせん かれ を 討てす て、 

っゝ がな く 某が 家 をつ がん 思案、 何と 同心 あらん や 

といへ ばと しかねけ うさめ、 暫 うつぶ きゐた しが、 

さはがぬ 钵 にて、 詞仰を も だす はは かか..^ なれ 共、 

Ife- はいか 程った なくても、 胎內 はか..^ 物と て、 父の 

筋 こそ 用 ゆなれ、 ま， たいはけ なき 御 心に、 何の->*^ゃ 

ベ つかまし まさん、 いふても 當 家の 御 嫡孫、 御ゐ けん 

をく は へられ、 も. 9 立 させ 給 ひなば、 草葉の かげに 

て 我 君 も、 いくばく 悅び給 はんと、 淚を ながし 申け 

り、 定景 面色 か は うで を まく. 5、 詞ム、 おはこの 

こと 同心せ ぬ 鉢と 見えた， 5、 弓矢八幡 かくい ひ 出す 

から は、 同 V ひしても さする せいでも さする、 サァ、 と 

かう の 返事 はやくき かんとい へば、 としかね くつく 

つと わら ひ、 あら こ はや、 いやと いは V 斬 給 はん 所 

存 よな、 チ、 サ くどい^. \- 、其 座 を ； 寸 もに じらせ も 

せぬ はとい ふ、 ハァづ ない h- きみ なれ 共橫車 はおされ 

1 一一 百 二十 一  , 


_ ぬ もの、 おおの 身と して 甥 を 討、 其 跡 をと らんと 云、 

. 犬に をと りし 談合に、 先此 としかね はえの る まじ、 

誠の せた くば サァ、 我 首 斬ての せよ やと、 大 だち ひら 

b とぬ きければ、 詞は 主の はぢを も^らす、 わつ と 

わな、 き にげい る を、^ や をく び やう 者、 か へ せ 

と 四 五 間餘， 9、 追懸 しが、 いや 龍に もつ ま づき 

有、 若 あなどって けがして はと、 ひと h- つぶやき 太 

刀 を さし、 やかた を さして 立歸 る、 けなげに も又賴 

もしき、 定景 非義を かへ. 5 みす、 又 安 近 を 召よ せて、 

まよ せんこよ ひ 夜 討に し、 本望 をと ぐべき に、 用意 

せよ やと 云 ま、 に、 上 を 下 へ と-一重 返しけ， o、 去 程に、 

粟、 f: 六郞 としかね は、 急ぎみ たちに 立歸、 定！ の惡 

逆 初 終 を 申ヒれ ば、 北の方 も 若君 も、 こ は そ もい か 

成 事 やらん. と、 あきれはてさせ 給 ひけ h -、 としかね 

重て、 仁義 不 道の 惡人 なれば、 夜 討に やよ せ 申さん、 

御 親 F 共に いづかた へ も、 御 のびと 申ければ、 梅 

j 若 聞 も あへ や、 こ はふ かくな h- としかね、 たと ひ敏 

がよ すれば とて、 • せん を も 見 分す し、 落 行 法の 有 

べき か、 かな はぬ 節 こそ 落 もせめ、 口 〈々用意と 宣へ 

ば、 としかね 涙 を はら. （- となが し、 かくお となし 
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き 御詞、 君 御 存生に て 聞 召さば、 さぞ ゃ悅び まし ま 

さん、 さあら ば 母上ば か..^ 御 落 まし ませ、 幸 ひ 西 坂 

本に 某存の 者の 候へば と、 石 田ノ藤 太と て かひぐ 敷 

下部の 者、 御供に 付 申 急ぎお とし それよ，. y も、 御 家 

人 五十 餘人 右の あらまし 語，^ きけ、 軍の*^たくする 

所へ、 あんにた が はす 定景、 洛中の あぶれ 者、 百騎 

ばかり を かたら ひて、 北 白 河に どっとよ せ、 ときの 

こ ゑをぞ 上に ける、 本より 期せし 事 なれば、 とレか 

ね やぐらに あが. 9、 詞 定て是 へよ せた る は、 松 井ノ源 

五定景 ならん、 おのれが やうなる 人ち くるいに、 い 

ひき かする はむ やく なれ 共、 數 年の よしみ ゆへ なる 

ぞ、 耳 あか を 取って よつ くきけ、 夫 天地 萬 物 一 つと し 

正道に もれす、 いはん や 五常 をむ ねとす る 人間に お 

いて を や、 親 兄の 鱧 を 守らざる はきち く 木石に をと 

h- た， o、 此 上ながら も 先非 をく ひ、 引き^^^^？-ぞけと 

ぞ よば はった る、 時に 山 田， -三郞 かけ 出、 何 かくい ふ 

はとし かね か、 いらざる 汝が 賢人 だて、 いやはや か 

たはら いたし、 かう しも 時に 粟津 乂ハ郞 > いくさに ま 

けて かう さんせん、 よ. 'あしもとの あかき 時、 とう 

とう 出て 命 を つげと ぞのゝ つたる、 としかね SS も 


あへ す、 やれ 山 田の ふるだぬきめ、 詞恭 くも 三代 相 

傳の お 主の みたちに むかひ、 法に もれた るふる まひ、 

いで 天ば つ を あた へんと、 いふよ，.^ はやく とんで を 

り， はま、.^ か、 つてむ づ とくみ、 ちつ 共 はたらかせ 

やとって を さへ、 首 ふつ ゝ とかき おとし、 立 あがら 

ん とする 所へ、 田 原 ノ九郎 となの hs  、ぬき かざし か、 

b し を、 よこにな ぐれば もろあし おとされ、 のつ け 

にどう とた ふれけ hN、 是を いくさの 初. 0 し、 敵み か 

たは 入み だれ、 一 足さら すに 三重た、 かひけ ，9、 うん 

つき 弓の、 やみ/. と、 みかた 殘らす 討 るれば、 力お 

よばす としかね、 若君のお まへ に參 り、 うんに かな 

へば 非も理 となる、 され 共 時節 こそ 候 はめ、 一光 西 

坂 本へ 尋ね おちさせ 給 ふべ し、 某 は殘， りゐて 落の び 

させ 給 ふ 程、 詞だ、 かひ 矢をゐ かけ、 まぶん をう か 

が ひ 御 あとよ. 9、 追付參 b 申さん と、 思 ひも よらぬ 

所より、 ひそかに おとし 參ら せて、 又 やぐらに かけ 

上-り、 さしつ め 引つ め 矢 だね をお します さん，！ （^に、 

ゐ らして、 詞 只今 若君 玄が ひまします、 某 も 御供 ぞ、 

かうな る もの 、自害の やう 見なら ひ 手本に せよ やと 

て、 よろ ひ をぬ いで なげ 出し、 ゑい ^と そら ばら 
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きり、 屋の むねった ひて おちゆき ける、 よせて はい 

くさに うちかちし と、 かちどき どっと 作.^ つ \、 い 

さみに いさんで ひいた b ける、 彼定景 が惡逆 を、 老 

若 男女 押な ベ、 皆に くまぬ 人 こそな か b けれ 

第 二 

痛 はしゃ 梅 若 九 あやうき 所 をまぬ かれ 北 白 河 を 落 給 

ふが、 比 は 二月 末つ かた、 くらさ はくら し 道 見えす 

いつしか まらぬ 野中 をば、 心 ぼ そく も 只 ひと. 0 たど 

b まよ はせ 給 ふ 程に、 夜 も ほの ぐと 明 方に 大津の 

浦に 着地 色 給 ふ、 か 、りけ る 所に 奧白 河の 人 商人、 喜 

藤 次と 云し 者此比 都に 日 を 送. o、 今朝 夜 を こめて 下 

b しが うんの つきに や 梅 若 丸 * かく i は^ちすな ふ 

ものと はふ 詞 西 坂 本と やらん へ はどう 參るぞ をし へ 

て 地色た ベ、 商人 天の あたへ と 悅び某 こそ 西 坂 本の 者 

にて あれ 幸 哉 同道 せん、 いざかう ゆかせ 給へ やと、 

あとに 成さき に 立 チタ a 'あづまお さして ぞ 下， 9 ける、 

地す でに 橫田 川の 邊 にて 梅 若宣ふ は、 詞な ふ./^ つ 

れの 人、 今 旅人の いひて 通る は、 いっか あづまに 下 


着 都の 咄 せんとい ふ、 其 上 西 坂 本 はか 程遠き 道と 

はき かや、 地色 ふしぎ さよと 宣 へば 喜 藤 次 聞て、 詞ふ 

しん も 道理 遠き も 道理、 汝 をば 大津の 浦に て 人 買が 

もとよ. 9 買 取、 奥へ つれて 下る ぞと いふ 梅 若 はっと 

けう さめ、 何人 買が 本よ. 9 買と ると や、^々 無念 や あ 

商人、 たと ひうる にもせ よか ふに もせよ、 地色 某が て 

んなき 上に 屮々 HI ャ ひも よらす、 を さなき とて あなど 

hv こうく はいすな と、 太刀に 手 を かけ 宣 へ ば、 やな ま 

ごしゃく 成 わ つばめと、 飛 か ゝ-り 取て ふせ 太刀ね； i:- 

取よう 束 やなく さん <\ 'にちやう ちゃくす、 痛 はし 

や 梅 若 丸大の 男に 打 ふせられ、 氣も たまし. Q も あら 

口  15 やと 前後にば うじて おはせ しが、 地色 や 、、有て , ) 

ゑ を 上 をのれ 人 買め、 賤敷 もの ゝ子 ならば こそ、 我 

一 はよ しある 者 なれば かやう に はぢを あた へられ、 中 

中い きて は ゐぬぞ はや 打 ころせ 人 買め と、 わ、 りか 

からせ 給 ふ を 又とって ふせ、 H  、人 聞 わるし 口 を あけ 

をく 故 なれば と、 くつ わ を はませ 追 立 あゆめ あ 

ゆめと さいなむ は、 あは うらせつ がざいに- c: を かま 

やくの 砵も かく やらん、 前世の ごうと はい ひながら 

^も、 せひな き 三重 有さ まな 、かくと はまらす、 粟津 
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六郞 夜に まぎれ 山づた ひに 西 坂 本へ 參.^ しかば、 北 

のかた はし b 出な ふ 來られ しかと しかね、 4^^て梅若 

はと 宣 へば 六郞 はっと 驚きい、 詞ゃ 若君 は 某より さ 

きへ 渡らせ 給 ひしが、 今迄 見えさせ 給 はぬ は 道に ま 

よはせ 給 ふらん、 地色 报氣づ か はし 心 もとな とけう さ 

め、 はて ゝぞゐ た. 9 ける、 tt- 上聞 召 あらうた て やそ 

こ 共^ら や ふみまよ ひ 行つ らん、 淺ま しゃ 昨： n 迄 は 

只かh^そめに出ける にも、 場よ こしょと いひし 身の 

け ふはいつ しか 引かへ て、 供 を もつれす すご/^ と 

^ら ぬ國 へや 行つ らん、 若も此 子が 行方な く は、 い 

か 3. すべき ぞ やれ はやく 尋て たべ やとても だへ、 あ 

こがれ給ひけ..^、地色としかねむねにせまりながらぃ 

やく、 遠く もお はす まじ、 某尋參 るから は 追 付 御 

供し 歸る べし、 よし 又 めぐりあ ひ 寧ら すば、 六十 余 

州の 山々 里々 浦々 嶋々 へ めぐ..^ て も、 尋 出さで 有べ 

きか 御 きづか ひ あそばす なと、 云捨 其まゝ かけ 出し 

は 忠義、 ふかく ぞ 三重 見えみ えみ、 る 人 地色 さへ も 

いく 遠き、 道 さ へ 有に 梅 若 丸な さけな や 夜 もさら に、 

ねられぬ 程 にさい なまれ 身 ふ しもく だけつ かるれ 

ど、 漸 として 今 はは や、 武藏と 下總の 11^ なる 隅 田 川 


にぞ、 着 給 ふむ ざん 成 哉、 地色 梅 若 丸なら はせ 給 はぬ 

&3 一とい ひ、 つえに はいたく あてらる、 今 は 一足 も ひ 

かれねば、 よは， 9 はてつ ゝ 川岸に た ふれ ふさせ 給 ふ 

にぞ、 地色 人 買 大き に はら をた て や あ 何とて ゆかぬ 

ぞ、 あゆめと 取て ひった つれ どうつ ぶしに が はと ふ 

し、 引お こせ ど どう ど ふしい きも はやた え <\» に、 

まな こもくら むば か b なれ ど 情 もまらぬ 人 買 人、 又 

つ、 疋ふ， 9 上さん-^、 に 命もう せよ と 打 ふせて、 H  、腹 

立ゃ此 程の 長旅に、 はませ し 物のお しさよ とそ こに 

捨 置- トり し を、 にくまぬ 人 こそな か b けれ、 地色 在所 

の 人々 醉 こぞ， 9 こ は 情なき 有さ， まや、 よし 有人の 子 

と 見えし が いづく いか 成人なる ぞ、 有の ま \ に 申さ 

せ 給へ 古鄉 へと いけ 參 らせんと、 ゆみ づを參 らせさ 

ま <\ 'にいた は. 0 こさ い をと ひに け. 9、 地色 今 を かぎ 

h- の 降 若 丸、 よに くるしげ なる いきをつき、 ァ、 うれ 

しく も、 とふら い 給 ふ もの かな、 かく 成 はつる うき 

みの はて、 なのる はよ しなく 思へ 共、 若 も 都へ つて 

あらば、 母の 一 人 まし ませば 此有樣 をった へ-」 たべ、 

我は吉 田の 少將是 定と云 人の 嫡子、 梅 若と いふ 者な 

るぞ や、 むなしくならば 此、 道の ほと h- にっき こめ、 


るし に 柳 をう へて たべ、 都の 人の 足 手 かけ もな つ 

かしければ と、 宣 ふこ ゑ もよ は-/.^ とつ ゐに はかな 

く 成 給 ふ、 在所の 人々 一 同に 5^ いたに じき 次第 やと、 

, J ゑ を 上 てぞ なきに ける、 い ざ や 死人 の 望に まかせ 

愛に はう ぶ.^ 參 らせんと、 老若 立よ. 9 土 をう がちよ 

きに つき こめつ か をつ き、 まるし に 一 木の 柳 をう へ 

無緣の 人に て 有 間、 いざ 弔て 参らせん 尤と 同じつ、、 

大念佛 を 催 ふして、 よきに とぶら ひ 申せし は 實賴も 

しくぞ三重見/^んにけるゝ猶もぁはれをと-^めしは，地中 

梅 若 丸の 母上に て 諸事の、 哀 をと いめた h>、 其 年 も 

漸暮、 明る 春に 成 ぬれ 共と かくの さう さへ あら ざれ 

ば、 あま b 待 わび 口へ ひと， 9 かいだう に 立 出て、 行か 

ふ 人 は 多 けれ 共、 順禮 こそ 諸國 をめ ぐ b 若 も 見聞し 

事 もやと、 三人 つれたる 順禮に 近付 樣子を かた 尋 

給へば、 詞 されば 我々 は 奥州の 者なる が、 去年 二 月 

の 末 左 儘の を、 東 國の人 買が あづまへ つれて 下り 

しが、 地色 若 もさ やうの 人 やらん とかた.^、 すて、 ぞ 

通りけ る、 母上 聞 も あへ 給 はすな ふそれ こそ は 我 子 

なれ、 尋 こぬ こそ 道理 やとた ふれ ふして ぞ さけばる 

る、 い と をし や 母上 は 一 とせ あま b の 思 ひ 草、 夢 も 
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むすばぬな げきのう へ に 今 又はつ と 思 ひみ だれ、 心 

もき やう じ さだめな く あなた へ はし. 9 こ なた へ か 

け、 な いつわら ふつ ぁゝ、 謠中戀 しの 昔 やな、 や 地色 

人 こそ わら はめ. K やう だいな や、 とはい ひながら こ 

と は. 9 な. 0 あのて うるい や もく るいだに も、 親子の 

あはれ は る もの をまして や 人の おやご、 ろ、 愛に 

てな げき 死 せんよ はと たづね 出させ 二重 

き やう 女 道行 

「たま かづら、 かくれと てこ そむ まれけ め、 こと は. 9 

束らぬ 我淚、 ふっと 思 はじな げか じと、 思 ふ もよ し 

な はや わき かへ る、 淚の たきつ まら 糸の、 みだれ 心 

やくる ふらん、 實ゃ 人の 身の、 あだ 成け. 9 と、 誰か 

云 けん S ごと や 又 思 ひに は^なれ ざり けりと、 1^ し 

もさ もと ら 雪の まだ 冬 ごも. 9 花の 兄 東と かやに 行 

雲の、 跡 を大津 のうら 山し くも、 つれて こしおに 歸 

るより、 ゃゝ もへ 出る 若草に、 露お きそ ふる 4-^ の は 

らを分 行 野路に なくき じ も、 子 ゆへ にこが す 見 かみ 

山、 この も かの ものかげよ h- も、 もれ 出る ほの、 鏡 

お、 :K ばし くもる は 我からの、 块の*,^ぐれ水くさも 


II  三百 二士 ハ 

まさる 越 おの、 宿、 地す は， oiK- の ほそ ハツ ミ フシ 

道たどh'/.,\•とたど.=^こす、 地す への 一村 醒井 を、 

^のぐ ひお がさ 美 濃の 國、 のがみ と 聞ば 今更に、 力、 

^昔 こいし 古郷へ は、 にしき を 着て とった へしに、 

我 は 引かへ あか づける、 かた を 結んで すそに さげ、 

地色す そ を 結びて かたに かけた る银の 葉に、 まで やた 

ん ざく、 數 -/,\> き やうか^ どけない こしおれ、 よみ 

てかけた るね が ひこ そ、 我 子の 行衞 あん おんに、 逢 

せて たべと いのる 成、 ちか ひあった の やつる ぎ や、 

さす 汐 どきと ゆ ふ はやて、 沖に 男浪 のとん /--^-» 

と、 いそ 岩な みが ゑ、 どう どなる 見の いよ、 濱ちど 

,0 やち b ち/,^ ち. 0  く  （'くちって 亂れ て、 泣 

てこが るゝ我 姿、 やれ 物 狂 ひよ と聲 ごへに、 笑 ふわ 

ら はへ、 跡に なり 先に 走..^ て 小歌のお もしろ さ、 歌 

愛に はやらぬ かごし まに はやる、 三十 振釉 四十 まま 

だほい さく、 ほんに 若い が 花の 顏、 おともき やう 

じて 袋 井 や、 かなしき 金 谷 子 § へと は、 *{ら で 色め 

くむら さきの、 花の ゆか.^ か 藤 ゑ •  た を、 はじめて 三 

^のまつ ばら や、 田 子の い. 9 海 そこ はかと、 なきお 

i ぞら にく ゆる 成、 霧士のけぶ..„^も我ごとく、 物お 


も ふに やせめ ていざ、 歌 くらべ 三 島の 宫 たち も、 あ 

はれ 亂れて 玉 ぼ この、 道 もさが しきお ざ、 はら、 登 

. ^下りの 箱 根 山、 尋る我 子に 大 磯と、 聞と 其 かい あ 

ら情 なや、 ロハ 世に は 神 や ほとけ はまし まさぬ か、 う 

きを こと は. 0 給へ やと、 天に あこがれ 地に ふした け 

のよ るべ さだめな き、 是 やまこと にう き 世の中の 物 

の あはれ はこれ なり、 たいこれ 成 はとかん せぬ もの 

こそな か， 0 けれ 


第 


粟津 六 郞俊兼 は 梅 若の 御行 衞、 名に のみ 聞て 見ぬ 國 

國浦々 島々 里々 迄、 心 をつ くし 尋れど それと にた. 9 

しう はさ もな し、 地 ょしゃ命のぁらんかぎ.^^と、 或 

侍 は 山に ふし、 又 或 時 はいそ まくら 釉 ももす そ もや 

れ やつれ、 手足 も かほ もくろく 成、 かみ はけ づ、 レリす 

ひげぼう <\ ^と、 さながら 鬼 形の ごとくな b -、 月日 

を 重ね 行年 も、 明る 二月 末つ かた、 あづま ぢ にさし 

か、. o、 讅发は いづく と 遠 江、 はまな も 高き、 足が 

らゃ はこね とうげに、 成し かば、 日 もはや 西に かた 


ぶきみね にさけ ベる さるの こく、 いはね にこし を 打 

かけて、 ま、 ばしゃす めば、 ぶら/ \. とねぶ さ： き. 0 

にこた へ かね、 松が ねま くらよ ねんな く、 高い びき 

して ふしに けり、 地色 有べき 事 か 去年の 春、 松 若 丸 を 

誘 ひ 行 比 叙 山の 橫河 坊、 松 若 を はが ひに のせ 大唐四 

百餘 州殘. りなく 見せ 週-り、 け ふ歸る さに 此 山の フシ 松 

の 梢に お. 0 立け り 、地色 本よ. 0 天狗の 通力に て 俊 兼が 

ふした る を、 はや 夫と は つたれ 共： K らぬふ にて 

是松 若、 詞 あれに ふした る 男 はいか さま 强カ 者と 見 

えし 地色 御身 は 愛に て 見物 せられよ、 なぶって 見せん 

とひら りと 飛お， り忽 山伏 姿と 成、 前後 もま、 ら すねい 

b たる 俊 兼が そばに そっと ふし、 是もねぃ.^^しふせ 

いに て兩足 どう どもた せた. 9 俊 兼 は つ と めをさま 

し、 むつ く， おき 見て あれば 六尺 ゆたかな 山伏の、 

ねごと まじ， 0 の 高い ひぎの つけに そってた は ひな 

し、 き やつ は 同行な き 山ぶ し 成が、 某 をた よ， 9 にし 

草 臥て ねいりつ らん、 正體 もな き 有さ まやと、 そろ 

,9 と 足 を 押お ろし、 又 打 ころび ふした る はふて きな 

りけ る 次第な， 9 地色 や、 有て 山伏う んと いひて ねの 

びし、 俊 tl- がかう ベ のうへ に 雨足 を もたせたり、 ぎ 
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よつ と 驚き はら ひのけお きな を. 9 思 ふやう、 必定 山 

賊强盜 の 作 b 山伏、 旅人の 心 を 引見 をし 取と 覺 えた 

-^、 をのれ あご をく ひち がさせん とそば なる 大石引 

おこし、 はらの 上に 置 けれ 共お もげ もな く をし おろ 

し、 大 あくびして 立 あが，.^、 詞ヱ 、能ね い，.^ しにめ を 

さまさせし は汝 よな、 地色 天晴 力自慢と 見えし いで 此 

石 を 返さん と、 押 取て なげかく る 浚 兼 中に てんやく 

と 取、 詞ゃ あら 御坊 も 大形の 力 かな、 とてもの 事に 

今少大 きな を參 らせんと、 地色 右の 石にば いせし を 四 

五 間隔て なげかく る、 客僧 かた 手に やん と 請く る 

くる， 0 と 押 ま はし、 地色 中々 御身 は强 力なれば 成 ま 

じと は 思へ 共、 返さで は殘 念な.^ さあ、 もどす ぞと 

なげ 返す、 心得たり といだき 取、 又な げか くれば な 

げ もどし 二三 度 四 五 度せ， 0 あ ひしが、 俊 兼 今 はせい 

つかれ まばした ゆんで 思 ふやう、 き やつ はづ もない 

强 力と 見 ゆれば、 力業に はかな ふま じ、 だましよ つ 

てうたん と 思 ひ是々 お 山伏、 詞我カ だめし に國々 を 

廻れ 共、 御身に 似た る 程の 者に もつ ゐに 出合す、 ほ 

とん どが を 折 て 候へ 地色ば、 いざ 此上 はかたら ひて、 

何樣 にも 其方の 心に たが ひ 申さん と、 ゑ やくし 


て 寄ければ 客 僭く つ- とわら ひ、 詞其手 も 大方す 

いしたり、 力業に かな はねば だましよ つてう たんと 

な、 H  、 夫 はさ もし 、 去ながら 地 志の やさしければ 望 

を かな へん 斬て 見よ と、 ちつ 共た おろく 氣 色な く 二 

王立に そ 立た b ける、 地色 チ、 能 推量かないで 一 打に 

とする. 0 とぬ き、 とびか、 つて T どきる ひら. n,- と は 

づし 中に とび、 うしろに つ つくと 立て 有、 こ は 無念と 

ふ， 0 返， 0 橫に はらへば かいくい， o、 すそ をな ぐれば 

おど b こへ 弓手 を きれば めでに 有、 めで を はらへば 

弓手に 飛 ひら. 9、 くと いなづまの 影 計め に 見えて、 

きれ ど はら へど 手に た 、す さしもの 俊 兼 あぎれ は 

て、 たら. o/^ と大 あせな がし フシ 只ば うせんと た ゝ 

すめ. o、 客僧から^^ とうち わら ひ、 詞 て/ 是 

はどうめ さる \ 男 たる 者の 太刀 をぬ きち を 見す はさ 

、れ まじ、 露程 成 共 血 を 付て さ 、、れ よと はぢ しむる、 

俊 兼 かぶ， 0 を ふってい や/  、もはや ふつつ とならぬ 

/\> ホゥくたびれ地色たととぅどすはh^、 あせ をし 

の ごひゐた.^^け..^、地色客僧扇をひらきそば へ 立よ b 

あ ふぎた て詞 な ふい かう あっさう なれば とつく と あ 

せ を 入、 地色 も ； はげみ はげまれよ、 所望 と あざ i 


けれ 共い. ン かな 事く およびお. 9 ない あら もったい 

なや、 よしない ほね をお b た .0.0、 もろ 手 を くんで め 

をふさぎ 大 いきつ いで かま はねば、 詞 是々 それ は ひ 

け て 兒 ゆる、 我身鐵 石なら V ヒ】 そ 斬に きれ ぬ 事 や 有、 

地色 ひらに 所望 是俊 兼と い へば、 俊 兼け うさめ か ほ を 

ながめ、 詞ゃ あら ふしぎ や、 我 名 を 知て！ 兼と はフゥ 

八 3 點 たり だまされた. 9、 拆々 とうよくな 御身 樣 はは 

ねの まします お 山ぶ しょな、 な ふ 申、 日 比 は あはれ 

おめに かゝ. 9 一勝 負 もと 思 ひしが、 いやはや いかう 

ちが ふたもの ふつ 、とが を 折 候と い へ ば、 チ 、 さも さ 

ふす 自餘の 者なら ばと くに 引 さきす つべ けれ 

共、 主 故にる らうす る 其忠厚 をかん じ、 且又 思 ふ 子 

細 有て か く 近付し、 地色 中 かなし い 哉汝が 尋る梅 若 

丸、 人 商人に とら はれ 武州隅 田 川の 邊 にて むなしう 

成、 母 はかく 共 らで跡 を^た ふて 下 りしと、 聞 も 

敢す何 若君 は 死去なる とや、 是は夢 かや 淺ま しゃと 

地に ふ し^づみて、 なげきけ り、 地色 落る 淚 ともろ 共 

にァ、 はかな や 神なら ぬ 身の かなし さは、 か 、るべき 

と は 露^らで うき 身 をつ くせし こうく はい さ、 誰 を 

賴 みにながら へんと 太刀 押 取 を^ば しと を さへ、 尤 
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な. 0 去ながら、 餘， り 存念 不便 なれば なげき をと いめ 

よ 悅びを さ づけん、 されば 梅 若が 弟 松 若 は、 父 存生 

の 折から 出家せ させんた め 叙 山に のぼせし な、 此松 

若 は 前生に て、 地色 法 花り やくの 果 によつ で 三 寶佛隨 

のみやう かんに かな ひ、 出家 相續 する なれば 天 臺傳 

敎に もす ぐれ、 我 道の さまたげ をな す ものと 取 

かくす、 まか は あれ ど 父少將 なく 成、 梅 若 も 相果れ 

ば 今 松 若を汝 にか へ さん、 彌 主君と あ ふぎ 士 口田の 家 

をつ がすべき や、 俊 兼 大きに よろこび こ は 宵が たき 

御 事 哉、 何が 拆松若 を 御返し 給 はらば、 吉 田の 家つ 、 

がな くも. 0 立 かし づき 申さん と、 地 かう ベ を 地に つ 

けなげく にぞ ふびんい やます 鏡の ごとき まな- ) に淚 

をう かべつ、、 忽 天狗の はだ、 きし もとの 梢に 乘じ 

しが、 松 若 丸 を かい ゑ や く？ -又 ろく 地に お..^ 立 俊 兼 

に 渡さ るれば、 ま、、 たる 人の 二た びよ みがへ- 9 たる 

む 地して、 是 は-,, ^と 斗に て 嬉しな きに ぞなき にけ 

る、 時 地に 天狗 宣ふ は名殘 おしく は 思へ 共、 いとま 

申ぞ 人々 と 夕立 空の、 雲 や 霞 も 嵐と 共に、 うせに け 

,9 地 俊 兼 ばし 禮拜 し、 此上 はと かう 申に 及ぶ まじ、 

片時 もはやく 母上の 御 跡^た ひ 申さん に、 いそがせ 
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給へ とい さめつ ゝ あづま ぢ さして ぞ 三重い そがる ゝ、 

漸 として 地藤澤 のこな たなる 野 里の やかげ に 着ける 

が、 若君つ かれ 給 ふと 見て、 ばらく 是 にて 御 休息 

と *r つが 軒端の 竹えん に、 諸共 腰 を 打 かけて 旅の 物 

うき 咄 など、 せめて 慰め ゐる 所へ 男 一人 來 、りしが、 

人々 をき つと 見て 用 有さう に 立と ま h'、 いかう 我 

もく たびれ しに 休て § かんとよ， 5 ける を、 つく/^ 

見れば 梅 若君のお 家 重代 さして 有、 俊 兼 さとき 男に 

てち やくと すいし、 梅 若君 をき やつめ がか ど はしゅ 

くに まが ひなし、 をのれ 一 ひしぎ にと 思 ひしが いや 

いや、 かふた もま、 らす もら ふた もまら す、 そつじ ま 

てはい かいと さあらぬ 體 にて、 詞なふ 其方 は此 道中 

にて 折々 見つ る 人 成が、 いつも は 女 か 男 かの子 共 を 

つれて 通らる、 が、 今度 はな どや 不仕合 かとい へ ば、 

されば いの、 去年 七 03： の 末よ. 0 上方 をめ ぐれ ども、 

よろしき ものに も あたらぬ 故 是非な く國 へ 立歸 るが 

して、 御身の つれられし は 若 はなし 子に て はなき か、 

どうぞ 談合せ ふ 物と いふ 俊兼彌 とひお とさん と 思 

ひ、 チ-我 とても 同 商賣、 金銀 次第 や、 それに 付、 去年 

の 春 其方 はよ い 子 を つれて 下られし が、 定て仕 合し， 
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つらん の、 フ、 それ を 見られた るか、 いやはや 大きな 

はまりい の、 玄ゃ うご は 者の ふてき 者に てせ ゑ 斗 こ 

く 故に、 ちゃうち やく すれば 手む かひし 猶 いぢば つ 

ていごかねば、 5^ 物に はなら じと 思 ひ 地色 是此刀 を も 

ぎ 取て、 隅 田 川の ほとりに て 死す る 斗に 打 ふせ、 捨 

置かへ ると いひ も あへ ぬに 取て ねぢ ふせ どう ぼね 

を、 くだけよ おれよ とふみ 付て、 やい 大罪 人詞 もつ 

たいな くも 某が 三代 相 恩のお 主 成に、 よくも 此 うで 

にて 打け るな、 ^腹 立 や をのれ め を、 料理の しゃう 

これな しと 彌 つよく ねお つくれば、 詞な ふいた ゃ悲 

しゃも はや 息 もた え 候、 左樣 のお 方と 4i{ るなら ば 何 

しにいた く tl らん、 もはや 返らぬ 事 なれば 眞年 おゆ 

るし 遊ばされ、 地色 命 を 助 け 下され よと フシ さもせ つ 

なげに ぞ なげきけ る、 俊 兼 聞て 何 、ら ぬと いふと て 

たすくべ きか、 詞 いかに 松 若樣、 畜生 前の やつめ 

を 御 敵と はもった いなし、 ロハ 兄 上への 御 孝養に、 さ 

いて 成 共き ざんで 成 共 御手.： E と 申に ぞ、 若君 太刀 を 

する. 0 とぬ き、 此 うでに て 兄 上 を 打擲 やまつ らん、 

めぐる 因 架 を 思 ひまれ と 左右の かいな を 打お とせば 

俊 兼 はさし ぞ へ ぬき、 みゝ はな を そぎ あしのす おた 


ちながら 木にから みつけ、 お 家に つた はる 御太刀の 

不慮に 御手に かへ る 事、 御 運 ひらける 瑞 相と いさみ 

にいさんで くだらる ゝ、 ちう こうふ かき 俊 兼 ゆへ、 

天の めぐみ や ありがたし ふしぎの、 うへの ふしぎな 

,0 とてかん せぬ、 人 こそな か. i> けれ 

第 四 

隅 田 川の ほと b 成 在所の 人々 あつま，.^ て、 け ふは彌 

生 屮の五 U 去年 都の を さあ ひが、 此 川岸に て *-、 た 

りし 忌日に て 有 なれば、 いざや 1^ ひえさ せんと 色々 

供物 を 調へ て、 花 を 立 香 を も..^ 灯明 四方 にかいや か 

し、 旣に月 出 川風 も ふけぬ さきにと 面々 に、 しゃう 

こ をなら し 聲を上 念 佛申ぞ 三重 太夫 殊勝なる、 花の 色 

香 も、 地 あだと なる 梅 若の：^ 上 は、 くるひめ ぐ.^ て 

行水の フシ 隅 田 川に ぞ 着れ ける、 地色 折節 出 舟の 有け 

れば、 な ふく 我 を ものせ てた ベ リキ詞 船頭 聞て おこ 

と は 狂女と 見えし が、 詞 のしな の やさし さ 都人と 聞 

えし、 おもしろ ふくる はれよ くる はす は 舟に のせ じ 

とい ふ うたて やなた とひ ひな. <  成 共、 各所に すま 
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ば 心 あれ、 あれ- あの、 水に うつる を 見 給へ、 

風狂 じ 波 を立眞 如の 影 をく る はする、 狂人， i は 情な 

や 狂人 笑へば 不 狂人 は 猶ゎ らふ、 是 我より は 物 狂よ 

愛 は 所 も、 谷に しお ふ 隅 田 川の、 渡 守なら ば 日 も は 

ゃ暮 ぬ、 舟に のれと は宣 はで、 舟に のるな とおせ あ 

る ま 名に も 0 す さ h,- とて は 船.^ こぞ， o- てゼ ばく 共、 

のせさせ 給へ 渡 守 さりと て はの せ、 たび 給へ ヲ 、 

あやまった.. > 狂女、 さすが 都人 程 有け るよ、 何 かお 

しまん の 給へ と フシ さほ さし よせての せに け h-, ソ 

レ 同船の 僧俗 等む かふの 方 を 見渡しな ふ 渡 守、 詞ぁ 

のむ かひの 柳の もとに 人 多く あつまる は 何事 ぞと尋 

れ ばジキ されば あれ は 大念佛 にて 候、 誠此 なかに *{ら 

ぬ 人の み 多 かべし、 此 舟の むかひへ 着 候 はん まに い 

はれ を 語， ンて 聞せ 申さん 皆々 御 間 まし ませ、 ^も 去 

年 三月 十五： かもけ ふに あたって 候、 其 比 奥 白 河 

の 人 商人、 年の 比 十二 三 成 を さなき 人 を 都より、 買 

取 奥へ 下る、 彼 を さなき 人なら はぬ 旅の つかれに や、 

以ノ 外に ゐ れいし、 今 は 一 足 も ひかれす と此 川岸に 

ひれふし 候 を、 なんぼう 世に は 情なき もの、 候ぞ、 彼 

商人 散々 打擲し、 此 川岸に すて 置 奥へ 下る、 此邊の 

三百 lirn 
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rilanll 十- 


人々 立 寄 を さなき もの、 姿 をみ るに、 よし 有げ に 見 

え 候 故、 色々 にいた は， り 候へ 共 定業 にても や 候 ひけ 

ん、 たんだよ は..^ によ は， に 末期と 見えし 時、 お 

こと は いづく いか 成人 ぞと 委尋て 候へば、 我 は 都 北 

白 川に て、 吉 田の 何某と 申 者の 子に て 有、 父に をく 

れ母 斗に そ ひ參ら せし を、 ん 商人に かど はされ かや 

うに 成 行 候、 都の 人の 足 手 影 もな つかしければ、 此 

道の ほと. 0 の 土中に つき- } め るし に 柳 をう へ てぐ 

れ よと、 おとなし やかに いひ 置 終に はかなく なられ 

て 候、 見 申 せば 船屮 にも 少 々 ^ の 人 も 有げ に 見え て 

候 へ ば、 逆緣 ながら 念 佛を御 おて 弔ら はせ 給 へ 、 

や、 よしなき 長物 語に 舟が *;sii て：^、 地中とう 御上 

り あれと いへば 船中の 人々、 协も 不便の 次第かない 

ざ 我々 も逆緣 な が ら 、 跡； ら ひ て 通ら んと 皆々 舟よ 

り， おり 行け.^ フシされ 共 狂女 1;^ 一人 はふね よりも 

あがらす し、 ：！ハ ふなばたに ふし *rr み 前後 も わかす 

泣 居た， 9  ！-キ 詞 船頌昆 ていかに^ 女、 何とて 舟よ，^,!.: 

ら れぬぞ はやとく/ \ とい へ ば 1;^ な ふ 只今 の 物語 

はいつ の 事に て 候ぞ" キ詞 されば とよ 去年 三 =： 十五 

:« 太夫^て 其兒の 年 比 名 を ば 聞^ ざ るか ゥキヲ 、兒 


の 名 は 梅 若 丸、 年 は 4«ー 一三と： えて 候 太夫^ 父の 名 は 

ジキ吉 田の 何某 太夫 それ よ. 0 後 親 とても 親類 とても 

尋 こざる かジキ 巾々 思 ひも よら ャ、. ii;,^ も 部 の 人なら 

ば急ぎ舟ょ.oぁが.，^、 共に 念佛 申され 候へ、 あら ふ 

しぎ や、 口 (今の 物語 を 聞 愁傷の 鉢、 苦 狂女 は 某 ゆか 

b の 人 か 触. S な ふ 親類と て も 親と て も尋 こぬ こそ 道 

理 なれ、 其 を さなき 者 こそ わら はが 尋る 子に て あれ、 

是は夢 かや 現 かと も だ へ こがれて 泣 給 ふ i む 船 頭 け 

うさ めお も > /^今迄 は、 よその 事と 思 ひしに 御身の 

うへ にて 候 かや、 あ ら痛 はしゃ，： 諸共 にさ ほさす 袖 

をぞ. ぼ b ける、 地 さ 誠に 御 心底 忍 ひ やられて 候 へ 

共、 もはや 返らぬ 事 御 歎 をと いめら れ、 なき 人. S 御 

跡 を 13? ひ 給 へ と 手 を 引 て 、 な ( /) い ざ な ひ參 らす 

る、 チクリ 哀と いふ も をろ かな， o、 つ |g かの ほと， 0 

に 成 ぬれば、 ^は ひれふし あこがれて、 地色な ふ 今迄 

はさ. 0 共 あはん と 思 ひし を 便に て、 らぬ あづま へ 

下； しに、 はかな ゃ此 世に なきあとの まるし 斗 を 見 

る 事よ、 フ シ W もむ ざん やま、 のえん とて、 生 所 去って 

あづまの はての、 道のほとbの土と成春の草のみ,>^^ 

げ.^^た..^、 此塚の 下に ぞ 有らめ さ.^ とて は 人々、 此 


土 を 返し 此 世の 姿 を 今. 度、 わら はに 見せて たび 袷 

へな ふ 見せ てた ベ 人々 と 消 入、 斗に 泣 給 ふき か 念佛 

囘 向の 人々 も、 まごく の淚 にくれ ながら 實御 歎き 尤 

-ff、 去な が ら a- の 弔 ひ 給 ふ を こ そ. c 者も悅 び 給 は 

めと、 鉦 鼓 を參ら せ 御念 佛 をす 、 むれ ば 太夫 我 子の た 

めと聞からに&-は漸ぉきなを..^、 せきく る展と 諸共 

に、 地色 南無 や 西方 極樂 世界 三十 六 万 慮、 同號 同名 阿 

彌陀 11、 なむ あみだ、 (, 南無 阿彌陀 隙な む あみ 

だ、 is 無 1： 彌 陀佛、 なむ あみだ 太夫 詞な ふ/ \ 人々、 

口 〈今 を さなき もの 、聲 として 御念 沸の 聞え し は、 正 

敷 我 子の こ ゑ なる か此 塚の 內と はお ぼさぬ か ワキ中 

中 我 々 も 左樣に 聞て 候、 H ぶ、 よせん *  J なた の 念 佛をゃ 

め は、 ご 斗 申させ 給へ I 烛猶 なつかしき 都鳥 今- こ 

ゑ こそき かま ほし けれな む あみだ、 南無 阿 彌陀 蹄な 

む あみだぶ ととな ふる - .- ゑと もろ 共に、 .1< るし の 柳 

の 逢よ h- もう っゝの ごとく あら はる  >- 太夫 母 は あま 

^のうれ しさに やれ 梅 若 かと はし，^ よ， り いだきつ け 

ば こ はいかに、 其き、 きえて あと もな し、 ^情な や 

今迄 愛に 肩け るが と、 ひだ，^ へめぐ.. みぎへ ま は， 5 

只、 うろ- /.-"i 尋れ ば、 つきな き 所に 立 おもかげ あ 


れは我 子が、 ^上に てまし ます かと、 たが ひに こ ゑ 

を か はすに ぞ、 思 ひ はな を もます か V みかぎろ ふい 

なづま 水の 月、 とらん とすれ どかげ もな し、 見えつ 

かくれつ、 する 程に、 はや *^、 の  >  め も 明 ゆけば、 我 

子と 見えし は あとた へ て るし ばか， ぞ殘 ける、 

太夫 地 a- は あま の ものう さに かひな き 柳に いだき 

つき 此 世の なご に 今一度、 ことば をな b とも か は 

さぬ かやれ 梅 若よ さ、 りと て はと、 つかのう へに ふし 

まろび フシお めき さけ ば せ 給 ひけ b  、今 は か な は ぬ 御 

事 なれば と 人々 漸な だめ つ、、 さま，. いた は..^ 參 

ら する 前世の 因果と いひながら、 か、 る あはれ は 又 

よに も あらいた はしゃと 見る 人 聞 人 をし なべ、 袖 を 

ぞ ま ぼ. ける 
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實ゃ 生て 有 ？ にさ へ まよ ふ おやご ゝろ、 まして や 41,1 

してな きかげ を+ 夢にも あらす 見て しょ， 0  、 思 ひも ふ 

かき 淚川 ふちせ に 身 を も： K づ めんと、 旣に あやうき 

折から 粟 ハ郞俊 兼 は、 松 若君 「御供 申 足 を 斗に か 
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け來， c>、 母上と 見る よ. o はやく 是々 俊 兼 こそ、 松 若 

君の 御供 申參 りた b と 聞も敢 やゆ 上 は、 3: 佼兼 とや 

な ふ是は 松：^ か、 夢 か 現 かま ぼろし か 誠と さらに 思 

はれす と、 人目 も わかす いだき 付な くよ.， r 外の 事ぞ 

なき、 地色 俊 兼 見參ら せ先以 つ、 がな く 渡らせ 給 ふ 珍 

重さよ、 某 も 梅 若君の 御行 衞、 國.々 お々 尋週 h- うき 

身 を やつす に 思 はす も、 松^ 君に あ ひ 奉. 0 うれしき 

中に も かなしき は、 梅 若君の 御 さ い ごとや^ うらめ 

しき 世 やと フシた もと を、 ひたしな げきけ， o、 地色 チ 

チ我 とても 梅 苦が、 あづまの かたへ と 聞し 故 はるば 

る 下， 9 しか ひもな く、 去年の 舂此 野邊の 露と きへ つ 

つなき あとの、 フシ るし 斗が 殘 ひし ぞゃ、 地色， 語る 

に 付て よしな けれ 共、 世に 人 多き 其 中に みづ から 程 

物 思 ふ もの 又も あら じ、 少將 殿に は *〈 ゝ て わかれ、 

松お はいつ 地 共、 ゆく ゑ ま、 られゃ 俊 兼 は、 か， 9 そめ 

ながら 出て よ， o、 を とづれ とても あらな くに 又 梅 若 

はむな しうな る、 いくえの 思 ひせん かた もな き 身と 

ならん とさ だめし に、 せめて は 天の あはれ みに や、 

おも ひも よらす かた <\ 'が、 あと を ま、 た ひて あはん 

と はと かく 時節 を 松 若 を、 昆 るに 付て は^にた くも 
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なき 梅 若 こそ 戀 しけれと なげかせ 給 ふぞ 道理なる、 

地色され ども 松： おとなし やかに、 御く やみ^ ごくせ 

去ながら、 もはや 返らぬ 道 なれば おそれながら 某 

を、 兄 上と おぼしめ され 御 なぐさみ おはし ませ、 い 

かに 俊 兼、 いざ 先 御つ いせんの いとなみ 何と ぞと宣 

へば、 其 段 は 御 心 やすくお ぼしめ せと、 すな はち 妙 

義山北 法 寺の 源流 上人 を賴 つ、、 隅 田 川の ほと.^ に 

て 御 Ji? ひと ぞ 三重 聞え ける 去 程に、 源流 上人 は 寺僧殘 

らす召 つれられ、 河原に 出させ 給 ひ 松 若 親子 俊 兼に 

もよ きに 弔 ひ 給 ひつ、、 拆栴 若の 御 はかのう へに 出 

離 生死の 高 そと は、 きみに をけ る あかの 露、 玉の 

かす ある 法の こ ゑ んゐ をす ます 斗な り、 地色 旣に法 

事 もお はる 比、 梅 若 丸の c 魂 そと はの かげに あら は 

れて、 あらたつ との 御 弔 ひやな、 卽往 安樂 世界 阿彌 

陀佛、 大井 衆圓遶 住處の 文に たが はす、 决定 往生す 

ベ き 身 の 母の *f フぢ やく ふかき ゆへ、 ，9 ん ゑの 雲霧 

お ほひ かさな. 9 もとの 中 有に 立 返り、 ァ 、 かなし やよ 

ると なく ひると 淚の ふちに 4«r つみ、 うかみ えがたく 

候へば こ ひしゅ かし I. 一思 召、 御歡を ひるが へし ぼ だ 

い： んを おこされ、 我 あとと ひて 給 はれと 淚に、 く 


れて立 給 ふ、 地色 源流 此有檨 を 御 覽じチ 、 さぞ あらん 

去ながら おん あ ひへ つ. 9 のな げきは 是人界 のなら 

ひ、 御身 か、 る ほラみ をう けいかで..^ ん ゑに まよ ふ 

ぞゃ、 ま 、ゆゆし けんそくと くくき やう、 あの.^ ぼ だ 

いと、 宣ふ 御- J ゑの 內ょり もき なる かなこく うよ. 0-、 

をん がく 聞え. K うん 一 むらつ かのうへ に まひ 下れ 

ば、 u 者 はくはん ぎの 氣色 にて、 柳の もとよ. o ょぢ 

のぼ. 9、 枝葉 かき 分 紫の 雲の かけはし *r つくと、 

タ (た ひ たはせ 給 ひし はき どく とい ふ も 三重 あま 

あ， CS フシく もまに 月の、 か .3- やくごと く 八十 まゆい う 

のさう げんじ、 やう れんげに せう じつ ゝ にしの it^ 

に 飛行 ある、 地 かゝ b ける 所に 西南の 方よ h- も、 俄に 

魔風 41 〈き h- にて 黑雲 うすまく 三重 内よ， 0 も地大 天狗 

橫河！ 松 井 源 五 定景を もろ 手に さし 上 飛來. ^いか 

に 松お、 詞年 なじみ の^るし に は 上洛 出世の 門出 

いは、 ん、 さあら ば うけとれ わたす ぞと、 大地へ ど 

うど なげ 給 ふ 俊 兼 中に 取て， ふせ、 H  、みやう がに かな 

はせ 給 ふ：^ 君 哉、 御 伯父ながら 御 敵 はや あそばせと 

引 お こ せ ば 、 松 お ^f? 太 刀 を ぬ き自 業 自得 果是 ぞ とて、 

水 もた まらす 首 を 討 千 部 萬 部の 御經 より、 兄 梅 若へ 


の 孝養 は是 に： くべき 事 あら じと 悅び、 いさみ 母 上 

諸共す ぐに 上洛な されつ ゝ、 あとめの 參內づ 、がな 

く 四 位の 侍從に けんにんし 家門と きめく 御代 万歲、 

めでた か. 0 共 中々 申 斗 はな か， 0 け， 9 


sg^ 田 H 終 


隅 田 
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第 一 

さても その 、ち 序-、 と は それ あみ： U にょらい の ほん 

ぐ はんと いつは、 しょく あくの ぼんぶぐ ちたん さい 

にして やう かう うかみ がた きを あはれ み、 五 かラに 

およんで しゅいし、 てう さいの 御し ゆぎ やう じ やう 

じ § 有 てあみ だ佛と あら はれ、 今 げんざいに 御し ゆ 

つせ し 玉 ふ、 しなの、 國 せんく はう じ ゑんぶ だ ごん 

のみほと けの 御 ゑんぎ を たづね 奉る に、 ほんてう 三 

十五 代、 じょめい 夭 王のお てんに あたって、 ゑち せ 

んの國 つるが のし やうの あるじ をば、 ほし 川 右兵へ 

のせう、 いる ふし ひでとし おろしと て、 じんぎた > しき 

けんじゅ 有、 地し かるに ひでとし、 內には 五 じ やう 

を まも.^ 外に は 佛种を そんき やうす、 さるに よ. 0 家 

とみ さか へ めでたう し、 姬君 ； 人お はします、 御名 

を やよひの まへ と is- て、 いまだ 二八の 春の 花、 よう 

がんこと にう つくしく、 地 かすみ を わけて さくむ め 

の、 かごと 計-りの 御よ そ ほひ、 およぶ もお よば、 ざ. 9 
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ける も  > ひ をお くリ かけぬ はな か， 0 け h,.、 、、とば 瞎又ひ 

でと し 公のお いに、 や だの 藤平國 ひでとて、 けっき 

さかんの わか 者な. 9、 ようせう にて ぶ もに おくれみ 

なし 子と 成し を、 ぉぢ ひでとし のかい ほうに て 人と 

成、 其 外 家の 子ら うどう 共、 れいぎ を まも. 0 相つ む 

る、 然るにし なの、 國川 中島と いふ 所 は、 ひでとし 

のりやう ないた りしが、 かの 所の 民に、 本 多よ しみ 

つと いふ 者、 あけ 二 さいの こまに つの 一 つお ひたる 

を じ、 んに引 つれ、 ひでとし へ參り 御前に 罷出、 是 

はすぎ しとし 某が 馬 やにて 出生 仕 候、 あま. 0 めづら 

しく 存し 君へ さし 上 奉る とつ、 しんで 申 上る、 大將 

御 ゑつき かき， 9 なく、 倍々 きたいの めいば、 きゑつ 

ほとんど 淺 からす、 かの もろこしの ゑんたん が、 親 

かう/^ の, Q とくにて、 こまに つの、 できた， 0 しと 

つたへ きけ 共、 今さらに めに見る事ははじめな，^>、 

たぐ ひなき めいば なれば、 いそぎ 都に のぼせ だい h- 

一 へさ、 げ 奉らん と、 则名 代と してやた の 藤平國 ひで 

に、 そうもんの 趣 一 々申 わ >2 さる、、 時に よしみつ 

一 おそれが ましく 候へ 共、 某 を も 御供に 召 つれられ 候 

へ かし、 四 をん の 中に すぐれて、 たっとき 王城の 地 


へ 參-り 度 候と、 思 ひこ ふて ぞ 申さる ゝ、 ひでとし 聞 

召尤 やさしき しんてい 哉、 さあら はよう い 仕れ、 恭 

しとお 請 を 申、 地 かくて 藤 平 は 供人 あまた 引ぐ して 

都 を さして、 そ、 大 三重の ぼらる、 になれば、 、、と は 

時の てんそう を 以て かの めいば を さし 上、 一 々そう 

もん 中ヒ る、 はるかに 有て 内よ. Gv のせん じに は、 は 

るん、 參上 仕り、 ことにた ぐ ひなき めいば さし 上る 

のでう、 ゑいかん はなはだ 淺 からすとの ちょくお や 

うな， 0-、 國 ひで 有が たし/^. と、 地 か、 リ御 いとま を 

玉 は b  、いそぎ 御前 を罷 立、、、 と は 借 侍 共、 に 打 む か ひ 、 

いざ 此 ついでに なんばの 京 を 一 けんし、 借 本 國 へ 歸 

る ベ しと、 か、 リ 供の ようい を ゆ 付た つた ご へ にぞ三 

重 か、 りけ る 其 中に よしみつ は、 、、と はさきの やく を 

かう ふ b、  くだんの 山に さし か、 る、 風 はげしく も 

たった 山、 ゆきか ふ 物 はしらな みの、 よたう の 者に 

おかされて、 手お ひ 死人 はこ、 かしこさん をみ だせ 

しごとくな.0、、-とはょし-^^ つや さし き 人 なれば あ ゝ 

偖 ふびんの 有さ まや、 此 死人の 親兄弟、 か、 る 事と 

はしらす して、 地 ま ちやこ がれて なけかん と、 人の 

うれへ を 身のう へに、 しみ，^ と 思 ひとり 淚 ながら 


にしが い 共、 よく 取お さめ ゑ かう 有お とし 心の 內 こそ 

しゅせ うなれ、 、、と はかくて 藤 平 はく だんの 所に 來 

,0、 此 よしを 見る よ， 9 も 大きにい か. 0 をな し、 や あ 

いかによ しみつ、 汝 はいか 成 事に けがれた る 死人 を 

取 あっか ひ申ぞ や、 我此 たび はじめてさん だいせ し 

め、 國 元へ 歸る迄 は 諸事け がれ をい む 所に、 なん ぞ 

やゆへ なき 死人 を 手に かけ 身 を ふじ やうに いたす こ 

と、 中々 もってき つく はいな. 9、 汝が やう 成 者 を さ 

きに たつれば 道す がらの いみと 成、 はるかに さがり 

跡よ. り來れ と、 以ての外に. 0 つ ふくしお くリ なに は 

の、 うらへ ぞ 出に ける、 地 ふるき 都殘 りなく、 こ、 

やかし こと けんぶ つす、 、、とに 然る 所に せい/,^ たる 

いけ 水に、 時なら ぬ はちす ばの、 露 はさながら しら 

玉 かと、 打な がめ 行 所に、： と はふし ぎ や 水 .5:. よりけ 

しからぬ ひか..^ 物、 十 方に へ ん まんす、 國 ひでを はじ 

め 侍 共、 た V 事なら ぬひ かり 物、 是 さいせん よしみ 

つが 死人 を 手に かけ、 けが， れ たると がめ 成べ し、 か、 

リ いろ あら もったい なや. is^ はや にくだんの 所 を 三重 

さ.^ にけ る、 然る 所に、、 と はよ しみつ はた W. 一  人跡よ 

. ^來 る、 時に 水中よ. = ^有が たや あみだ 如來、 、、と はし 

ョ 


まわう ごんの 御よ そ ほひに てう かみあ がらせ 玉 ひけ 

る、 よしみつ はっとかん たんし、 かう ベ を 地に つけ 

らいはいす、 其 時に よらい 誠にた へ 成御聲 にて、 い 

かによ しみつめ づ らしゃ、 我汝 とくは こしゃう より 

ふかくけ いやくいた せしゅへ、 年 月 久しく 此 所に 尋 

ゐた b 、それ 三が いる てんの， M: は、 きゃくしゃ うそく 

もうと て、 生 をへ だ つれば かなら すさき 生 を わする 

る、 汝く はこみ やうの むかし は天ぢ くにて ぐはつ か 

いとよ ばれし 長者たり、 じせつ はしゃ かぶつ ざいせ 

の 時 我 を ねんじて， 9 うぐうよ り、 ゑんぶ， たごん を こ 

ひう け、 則 一 ー佛 のく はう みやう にて 西方 ごくらくの 

あるし あみだ 佛を こん. 9 うす、 今がん せんに 我な り、 

そんよう は 天ち くにて ゐ奉 るぶ つたい なれ 共、 しん 

は！ M の 西方の あるし あみだの 大念大 ひのしん、 少も 

うたが ふこと なかれ、 其後汝 わう ゐを のぞむ 心 ふか 

く、 われに ねが ひ を くる ゆへ、 たいた うのせ うめ 

い 王と 生れ 出る、 こゝ にても 我 汝に付 そ ひぐ はん を， 

みつる、 其 時 汝今其 身と 成、 •  ぐ いはん 有 § へ によつ 

てよ しみつと 生 をう くる、、、 と は 一 世なら や 一 一世なら 

す 生々 世々 の やくそく たが へぬ ゆへ に 今 こ、 にめ い 
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はくに あら はれた. o、 一とせ もりやの 大臣が ぶつ ほ 

うはめ つなす べきと 此 いけに 我 をす つる、 然 れ共佛 

法の ゐ. 9 きふ かき 故、 も.. > やの 大臣 めつぼうし 其 後 

しゃう とくたいし 此 所に 來. o、 我 を あがめ 奉らん と 

ふかくし うたんいた すと しへ 共、 汝に けいやく ふか 

きに よ. o、 此 いけ 水に とし 久しく も 待 わびて 有け る 

なり、 いそぎ 本國へ つれ 行、 むぶ つの 物に あんらく 

の ほうどの ゑん を むす はせ よと、 地く はこ 生々 のい 

ん ゑん をく はしく 語らせ 玉 ひける、 、、と はよ しみつか 

ん るいき もに めいし、 、、と はとても 大じ大 ひの ちか ひ 

なをく あはれ み 玉へ とかう ベ を 地に 付が つし やう 

す、 地 其 時い け 水う すまき あげ、 雲の なみよ. 9 きし 

かげ は、 地 こがねの まさごと 色 へんじ、 にょらいの 

そんようよ しみつが、 かたに うつらせ 玉 ひし は 有が 

たか，.^ ける しだいな， 9、 か、 リ本多 あま のた つ. 0 さ 

に、 天に も あがる 心地に て、 かの みほと け をお ひ 奉 

b 國も と、 さして ぞ 三重 かへ.^ ける、 借 其 後に、、、 と は 

右兵衞の せう ひでとし は、 此" M 都の やくぎ をお いの 

國ひ でに つとめさせ 供の 侍つ きぐ 迄、 けんごに き 

こくいた せし こと 中/ \- ^びかぎ りなし、 有 時 北の 


方に 打む かひ、 我 こよ ひふし ぎの れいむ を かう ふる、 

語り 聞せ 申さん との 玉へば、 北の方 聞 召、 みづ から 

も 夢と やい はんう つ、 心に、 あらた 成 御 つげ を かう 

ふ， 0 て 候、 ひでとし 彌 ふしぎにて、 されば 我 見し 夢 

の つげ は、 く はう みやう かくやく たる 佛 らい. 9 んま 

し/, \"、 かの 本 多よ しみつに 我が 姬を 引合せ ゆいせ 

きを ゅづ らば、 ごしゃう あんらく 成べ し、 かの よしみ 

つがく はこみ しゃう のむ かし はぐ はっかい 長者、 其 

後たい たうに てせ うめい 王と 出生し、 今日の もとに 

て 本 多よ しみつと あら はる、 事、 ふかき 願 心 有 ゆへ 

な. 9、 偖 汝が姬 の やよひの まへ はよ しみつ がくは こ、 

ぐはつ かいが 時の つまた- 9、 又たい とうせ うめい 王 

の 時 は 一 のきさき、 かやう に 生々 世々 の ゑん ふかけ 

れば、 いそぎ 其け いやくな さしめ よとの 玉 ひ、 たち 

ま 地 夢 さめぬ とかたら せ 玉へば、 北の方 倍々 ふしぎ 

やなみ づか らも 其 ごとく、 ひか、 りか \ゃ くみほと け 

の、 あらたに 御 つげお はします、 偖よ しみつ は此た 

ひ 都け かう の 時、 さし もた つと きみほと け を も h- 奉 

h- 候と や、 かゝ るき どく もお はします、 よしみつ を 

是へ 召れ、 かの みほと け をお がませ 玉へ との 玉へば、 
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ひでとし 尤哉、 それ/^ よしみつに 此度 都より あん 

ぢ いたせし みほと け を、 も. 0 奉れと 申すべし、 侍 共 

承り、 御 まへ を罷 立、 やがてよ しみつに 此 よしかく 

と申ビ る、 召に したが ひよ しみつ は、 か、 リか のみほ 

とけ を も 奉. 0 おくりい そぎ、 お まへ に屮 2 らる ゝ、： と 

は ひでとし ふうふ 御 ほぞん をお がみつ け、 猪 も/^ 

有が たや 則 我ら ふうふの 者、 夢に 見 奉.^ しみ 佛にま 

が ひなし、 此 うへ は 何 を か借佛 のおし へに まかせん 

と、 偖姬 君に も 夢の 御 つげ 語らせ 玉 ひ、 佛の御 つげ 

に まかせ 申 事 なれば せけんの ひはん は ともかくも、 

いかによ しみつ、 おこと はけ ふよ， 9 して は 某の そう 

,9 やうた るべ し、 諸事 けんごに はから ひ 玉へ との 玉 

へば、 よしみつ しゅめいな b ことに 身の 大 けい 恭し 

とやが ておう け を 申さる、、 姬© はふう ふの 仰 もれ 

玉 はす はやしう げんの ぎしき 有め でた、 いろお くリか 

h^けるしたぃ也、 、、と は 所へ 國ひ ではく だんの ざしき 

へしこう ある、 ひでとし 御らん じい かに 藤 1^、 よき 

じせつに^. 9 たり、 我等 ふうふ 過し 夜 ふしぎの れい 

む を かう ふ. 9、 つげに まかせよ しみつに 姬を 得させ 

ゆいせ きを ゆづる * き やうから 御 へん も 本 多と もろ 

三百 三十 九  i, 
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三百 四十 


共、 いよ/ \ 家 を あん おんに まもるべ しと ぞ仰 ける、 

藤 平 聞て つね— やよひの まへ を 心に かけ、 又は 家 

の そうれ う を 我なら で つぐ もの あら じと 思 ひしゅ 

へ、 大きにい かり をな し、 こ は 何事 を 仰候ぞ や、 あ 

のい やしき どみん をめ し上姬 にあ はせ、 ゆいせ きを 

ゆつ らんと は、 卸き ばし ちが ひ 候 はす や、 其佛 のれ 

、"むと やらん は.^ '/ /\ 'おかしき そらごとな..^、 そう 

じて あのよし みつめ は 都げ かう の 折節 も、 身 ふじ や 

うにけ がす ゆへ きつねた ぬきが わざ をな し、 あらぬ 

事の たぶらかし を 誠にな され 候 かや、 返す くも 淺 

まし や、 しょせんき やつめ が 有 ゆへ に、 人の 心 を ま 

よはす る、 討てす てんと 一 もんじに とびか 、る を、 

人々 取て おしと むる、 其 隙に よしみつ は 佛をも h- て 

內に 入、 ひでとし 大きに. 9 つ ふく 有、 やれ/ \ 'おの 

れ， 1 そ大 あくま 佛の あはれ みお はします よしみ つ を 

討ん と は、 佛 てきの だいば も hv やが しょ ゐ ならん と、 

たちに 手 を かけ 玉 ふ を、 こ はもった いなしと おしへ 

たて、 むたいに おくへ ともない、 か、 リ國 ひでを かた 

はら へ ひらに/^ と 三重な だ め おく，" 、リ 偖よ しみ つ 

は、： と は 如來を しゅごし ひとまに かへ ひ、 つ， 


物 を あんす るに、 我此 所に 有 ゆへ に 人の うらみ をう 

くるな り、 此 みほと けだに まし ませば、 うきよに の 

ぞ みあら ば こそ、 たい 何方へ も 立 こへ、 ごせ 一 へん 

にね が はんと、 地み 佛を おひ 奉. 9、 そこ 共 しら や 出 

玉 ふ、 ころし もさつ きのす ゑ なれば、 うの 花く， たし 

に ふる 雨 をし のがん ために かさ を さし、 やう/^ と 

して 今 はは や はづみ ふしい はた 山に ぞっき 玉 ふ、 、、とば 

所へ 藤 平 はよ しみつし のび 出け る を、 ほつ かけ 討て 

すつべし と、 跡 をした ふて 求り しが、 こ、 にて 見つ 

け、 いっく 迄 かの がさし と はし b か、 つてち やう ど 

きる、 ふしぎ ゃ黑 雲へ だゝ b 姿 を はった と 見う しな 

ふ、 國 ひでを はじめら うとう 共、 た いこく あんに まよ 

ふ：^ ごとく、 と はう をう しな ふ 計. 9 な. 9、 か、 り是ぞ 

ほとけの 御，.^ しゃうな， 5、 あら 有が たやよ しみつ は、 

か、 り 如來を しゅごし 申せし ゆ へ、 あやうき なん を ま 

ぬかれて、、、 と はかう ざん のうへ に 我 しら や、 佛 をし 

ゆ ごし ゐた b け， 9、 所に ふしぎ や いづれ の 山 共 しら 

雲の、 たな 引つ. 《• き 一 もんじに よしみつが 立ゐ たる、 

山のう へ にかけ はし を わたし ごとく 立つ かく、 か 、リ 

よしみつ たっと さ 身に あまり、 ほんぐ はん ふしぎの 


第 
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びやく だう を、 わたる 心に しん. と， 沸 をし § ご 

しわた b し は、 きたいな りけ る、 三重し だいな.^ 國ひ 

で を はじめら うどう 共、 、、と は 此有樣 を 見る よりも、 

やれ あれへ 行 はおつ かけよ か へ せ もどせ， -聲- ('に 

の、 しれ 共、 ぶつりき ふしぎに 叶 はす、 たい 此 道よ 

りさき 八 ま は b 討てす てんと、 か 、リそ は をつ た ひに 

あらぬ かたへ と あ ふて ゆく、 地 偖よ しみつ は 山より 

，つへの くも ぢ をば、 ろく ぢを ふむ よ. なを やすく、 

あゆむ 共 思 はい こそ、 ひぎ ゃシ じざいに 成に ける、 

、、と は 有が たや 本尊 はみ 聲 あらたに いかによ しみつ、 

か う た る 雲； c\ 心 うく 思 ふらん、 我なん ぢを しゅ 

ごさん 間、 すこしき うそくの ため かたに か、 れ との 

玉へば、 よしみつ こ はもった いなや、 、、と は 何として 

佛の御 かたに いやしき 此身 がか、 り 申さん、 御 ゆる 

し 候へ とふし 展を ながし、 申け る、、、 と は 時に 如 來の玉 

はく、 いや. ならくの ざいにんの 身に さへ か はる 

ぐ はん なれば くるしから やとの 玉 ひ、 か、 リ よしみ つ 

がかた のうへ よ h- お b させ 玉 ふ は、 誠にた へ 成 御ぐ 

はん、、、 と は 渚よ しみつ はや 夢せ ハな， 、うつ ゝ 心に、 かん、、 

と はもった いなや 佛の 仰に したが ふと 思 へ ばたち ま 


去 程に、 地 右兵衞の せう ひでとし はみだ ひ姬君 もろ 

共に、、、 と はよ しみつお ち 行 玉 ひし を、 國 ひでおつ か 

け 行し 事、 心 もとな く 思 召さ ま <\ 'へ うぢ やう 有 所 

へ、 やかたの 藤卒 一 もんじに かけ 來. 9、 とか ふに お 

よばす ひでとし にと びか ゝ つて、 やがて 取て おさ へ 、 


地に、 y  、リ 如來 はよ しみつ を かたに あげさせ 玉 ひし 

は 有が たか. 0 ける 次第な. o、 ころし もさつ きのす ゑ 

の 夜の 事 なれば、 か、 リ ゆくさき は 見へ ね 共、 佛 のく 

はう みやう ほがらかに、 てらさせ 玉へば 一天 も か \ 

やき わた， 0 あきらかに ひる はよ しみ っ如來 をお ひ 奉 

れば、 よる は佛 よしみつ をお はせ 玉 ひ、 か、 リが 2, た 

る けんなん 山の そ は、 風に したが ふうき 雲の、 天に 

も あがる 心地して はる/^ 見 こしの 園つ いく 日 かす 

程なくし なの ゝ國、 川 中島に 付 玉 ふ、 く はこし やう 

じ やうの むかしよ b、 まもらせ 玉 ふ 御れ いげん 今 も 

くせんに あきらかな h -、 有が たし 共 中/ \» 申、 計り 

はな か， 9 け h> 
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ひざの 下に ひっしき、 刀 をむ ねに おしあつ る を、 は 

ねか へ さんと し 玉 へ ば、 是は どこへ、 せまいく と 

いか ける、 みだ ひ姬君 女房た ち、 是は/ \ 'とさ は 

ぎ 玉 ふ を、 藤 1^ いかって おのれら よって 見よ、 取つ 

いたらば たち ま 地に ひでとし を さしころし、 有 あ ふ 

やつばら も j 々になぎ た をさん と 四 かく 八 めんに い 

か，^ ければ、 おおてち かづく 者 もな く、 た. 《• けう さ 

めて ぞゐた b ける、 ひでとし も 御 心 は 中々 はや h- 玉 

へ 共、 やいば をむ ねに おしあてられ、 何と はやせん 

かた もな く、 是は國 ひで いか 成 事 ぞ藤平 聞 も あ へ す、 

や あおろ かや 某 を さし 置、 あの ゆへ もな きょしみ つ 

めに 此家 をつ がせん と は、 よくも/ \ '思 はれし ぞ、 

今 さらこう くはい たるべし、 あまさへ 某 を 手 打に せ 

ん とし 玉 ひし はさ だめて 覺 への 候 はん、 かた  、以 

てうら みこつ すいに と をって やむ ことなければ、 し 

よせん 御身 を さしころし、 借 其 後 はみだい も 姬もか 

ちう の やつばら、 一人 も殘 さすな で 切に して、 ほし 

川の 家 を だんめ つ させ、 うき 世の もうしう を はらし、 

我 も はら かき やぶって 此 世の 事 は 偖 置、 めいど 迄 も 

うらみ をな さんと © ひきった る しんていな hs、 今が 


さいご ぞく はんねん あれ， o、 大きにい かって 申 けれ 

ば、 ひでとし もさし あたって 何共、 へ ん たう 出す して、 

とか ふい ひかね おはします、 され 共 やよひの まへ ち 

ふかう して  > ひさと く、 なげきの 內に もさ ま <\ 'と 

しあん をめ ぐらし 玉 ひ、 國 ひでをな だめ 父上の 命 を 

すく ひ、 其 後 何と ぞ はから はんとむ ね をと つくと さ 

だめな ふい かに 藤 平 殿、 さやう にあら ぎ をの 玉 はす 

共、 御 心 を しづ め 玉 ひみ づ からが 申 こと は b 聞 召せ、 

此 たびの やうす は 父母の 御 計らいに ていさ、 か 以て 

さ ふら はす、 佛 のれい むまし ます ゆ へ 、よしみつ とみ 

づ からが、 わ なき むすびの けいやく を、 なすと 計， 9 

にゐ忱 ならべし 身 にても はん ベら す、 殊によ しみつ 

行方な くお ちう せし ことなれば、 わがつ まならぬ 人 

にて 有、 さあれば 又 此家を たれ か 有て つぎ 申さん や、 

御身なら でそう- 9 やう をし hs 玉 ふべき 人 もな し、 み 

づか らもつ ね さやう に 思 ひくら せし に、 ふ よ 

の 事 ゆへ 父母 や 又み づ からに 至る 迄、 御 うらみ を か 

う ふる 事 一し ほかな しく 候、 あはれ 猪ね がはく は 右 

のうら み を ふ， 9 すて ゝ、 父上 を ゆるし 家 をた て させ 

. たび 玉へ、 父上 とても „ ^段 を いかでい なと は 思 召ん、 


さあれば なみ 風 世に た、 す、 よろ づ たい 御身の 心の 

ま、 ならん と、 ことば をつ、 しみ を わけて、 そと 

ゐに思 はぬ そらごと を 誠しやかに ぞ 申さる、、 、、と は 

さもよ こしま 成國 ひで もやよ ひの まへ のべん せつに 

思 ふま ゝに のせられて、 大ぃ きを ほっとつ ぎ、 偖々 

御身の 申さる 、段、 女性ながら も 一 々，9 にあた つた 

る ことば 哉、 さ， 9 ながら 某 とても さ 程の h- を わき ま 

へ ぬ 者に てな し、 御 へんの 心 はは や 一 ごんに て しれ 

たれ 共、 とにかく 父母の しんてい 中く とつく とし 

れが たし、 此上は ひでとし の そこ ゐを 承，.^、 其 へん 

たうに よって 何が 偖 某 も、 げんざいの おおお やなれ 

ばいかで せつがい 仕らん、 何と 姬 のしん ていと 一所 

にて 候 か、 た^し か は、 り やまします かいかに と 

申け る、 ひでとし も姬 君の ち， 9 やくの ことばと すい 

b やう 有、 や あおろ かや 藤 1^、 何とて ちが ひ 有べき 

ぞ、 さいせんより 其 段 を わけてい わんと 思ふ內 に、 

姬が 心の はやくつ き 我 か へ つて ゑん いんす まさしき 

汝 はおい とい ひ、 ことにお さなき 時よ h- 某が かい ほ 

うにて そだてあげ たる 事 なれば、 おこと に 家 を ゆ づ 

らん 事 何 か 以てお しからん、 內々 さやう に 思 ひ ぬれ 
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共、. 此度は 思 ひ よらざる さいなん 今以てく やし、、 

か、 るう へ はたん. 0 よの 心 を ひるが へし、 わが ゆい 

せき をつ ぎ 得させば、 11： の そこ ゐか殘 るべき と、 さ 

も 有さう にの 玉へ ば、 藤 平 聞て 其義 ならばと て もの 

事に 姬の義 は 申に およばす、 ゆいせ き 殘らゃ 某に 玉 

はるとの せいごん にて 承 はらん、 ひでとし 聞 召お、 

中./,^ 弓 や 神 もせう らん あれ、 まったくき よごん こ 

れ なしと あれば、 ちゑの 淺き藤 1^ にて 誠に 思 ひ、 先 

こ、 はしお ふせた. o、 偖み だいけ らいはい かに、 何 

が偖君の御意をぃかでそむき申さん、かは，.^なぃな、 

あ ゝ偖は 其し ん ていに て 候 かとむ いきに 取し むな ど 

A^K 手 持 あしく そっと はなし、 あ、 偖お ぢ親 たる 

人に 慮外 をいた し 候、 まつ ひら ゆるさせ たび 玉 へ と、 

太刀 を さやに おさめし はめん ぼくな ふこ そみ へ にけ 

れ、 地 北の方 も姬君 も、 し、 たる 人の そせい 有、 か 

へらせ 玉 ふ 心地して 御悅び はかぎ， 9 なし、 女房た ち 

もい さましく 君 をい はふて すゑな がき、 てうし か は 

りけ 取，， （'におく リし うぎ のぎし きと、 の へ て、 地す 

ぐに 盃 おさまれば、 ひでとし ふうふ もろ 其に 色お くり 

皆く、 ひとまに 入 玉 ふ、 、、と は藤卒 一 人 ざしきに 殘 
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り， 心の. 2： に 思 ふやう、 洛く是 は 思 ひの 外の 化合 

哉、 家の そう. 9 やうつ ぐと いひ、 ：n 比 のぞみ を かけ 

た. rr> し姬を さい 女に さ だむ る こと、 我 身ながら も 某 

は、 あつ はれく は ほう もの やと 行末 しらぬ 身の 悅び、 

ぉかしかりける三重しだぃな，^^、 すでに其^^も、ふけ 

ゆけば、 みな-/ \. 'しん 所に 入 玉 ふ、 されば にや 藤 平 

は、 姬 君の ひとまに 入、 とし 月 こがれし うさ つら さ、 

地 かた， 9 なぐさみ あはさん と、 人 を はいかる てい も 

なく、 上な けぶ しし どけ なげに、 あゆみ を はこび、 あい 

のし やう じ を、 ほと、 ？ 地 か、 リ ほと/^. (- とお 

とづれ て、 な ふい かに やよひの まへ、、、 i は國 ひで 成 

は 曰 .IJr こ、 を あけられよ、 はやとく >( -1 0 申せ： ^《と 

かう のへん じ もまし まさす、 藤ギ あきれて 是 は瞎、 

ま づ/. ^よくもね いられた. 9、 あ、 よし. /(-» さらば 

ひそかに 立い らんと、 しゃう じ を そっと おしあけみ 

れば、 姬君 はよ るの ゐ しゃう を 引か づき、 ふかくね 

いらせ 玉 ふてい、 さし もに あらき 藤 平 も、 見る に 心 

のた よ /I,- と、 はるおと しひ ざ わな- ( 'とぞ ふる 

ひける、 こと はやう/.^ むね を じっと しづめ、 な ふい 

かに やよひの まへ、 さいせん はことの 外 めら けなき 


てい を 見せ、 さぞ 心う く 思 召ん、 今 は 中/^ こうく 

はいに 存る、 去ながら 又 某が 心 を もよ く はから ふて 

見 玉へ、 日 比 ふかく 戀 わびた る 御身 を、 あのい やし 

きょしみ つめに そ はせ、 手 をむな しくながら へて 何； 

とうか.^,^ くらすべき 物 か、 命が 有ても おもしろき 

事 もな く、 其 うらみむ ねに せまって、 ふかき おん を 

かう ふ. 0 たる、 ぉぢ 親と いひ ことに は 又、 いと をし 

きわ 君が 父上に、 ぶれい を はたらき 申 たれ 共、 しか 

しそれ ゆへ に 思 ひしね が ひ 叶 ふたれば、 近 比まん ぞ 

くに 存 るな..^、 偖今ょ..^後はかならす/,,^心をちっ 

共へ だて 玉 ふな、 行末な がくいつ 迄 もと かく 情を賴 

む ぞ/^ なふ姬 君、 /^やよひの まへ、 とし」 へ 

共 さらに へんじな し、 あま..^ の 事に 國 ひで よるの ゐ 

しゃう をお つ 取 みれ ぱ姬君 はまし まさ や、 藤： 牛 はつ 

とお どろき、 是は偖 我 を あなどる ふるま ひか、 何た 

る しょぞんに かくはせ しと あんじ ゐ たる 所 を、 姬君 

び やうぶ のかげ よりも、 たちぬき そばめ ねら ひす ま 

して、 右の かいな を 打お とす、 是 はと あはて ふ. 9 か 

へる を、 ゆんでの かたさき はたと きれば、 かしこへ 

かつ はと まろびけ る、 姬君 嬉しく、 やれい かに 藤平ハ 


みづ からさい せん 申せし こと 誠と 思 ふか、 ゑゝ おろ 

かやな、 父う へたす けんち. 5 やくの ためた ばか- „ ^し 

を しらざる か、 一度 ふうふの けいやくせ しょしみ つ 

をよ そに なし、 おこ とが やう 成惡 人に 何 ゆへ にした 

が はんと 思 ふぞ、 ゑ、 淺 ましき しんてい や、 な ふい 

かに 父上、 惡人 切と め 申た.. -來ら せ 玉へ との 玉へ ば、 

ひでとし ふうふお どろき、 あはて さはいで 出 玉 ふ、 

右の 有さ ま 語らせ 玉へ は、 ひでとし 大きに 悅び玉 ひ、 

やれ 國ひ でめ げんざいのお ぢ にて きをな し、 佛のぁ 

はれみ まします よしみつ をな やました る、 天ば つま 

さに あた h 'た， 9、 よくも さいせん 某 を さしころさん 

といたし たな、 思 ひしれ ぐ にんめ と、 くびち うに 打 

おとし、 あ、 よくも./ はから ひた， o、 我 子ながら 

も たのもし や、 女性ながら も わごせ は 借なん しに ま 

さる 心て いやと、 あ ふぎ ひやう したて/ ^/、悅 びい 

さみ 玉 ひける、 姬 君の 御 ふるま ひ 誠に けんおよ のた 

しなみ やと 皆かん せぬ、 もの こそな か， 9 けれ 


第 


かくて 其 後、 ： とはらう せう ふち やうの 世の なら ひわ 

かきとても 賴 なし、 ひでとし の そく ぢょ やよひの ま 

へ、 すぎし 皆 月 中 比より、 地い るゐ れいくる しくまし 

ましてす へ ふし 打 ふしな やませ 玉 ひける、 、、とに 父 ほ 

もんかち うの 人々、 ちう やかんび やう 取./ (^にさ ま 

ざまれ うぢな さるれ ど、 さらに げんき もなか. 9 け. o、 

ふうふ あま，. 0 のかな しさに、 な ふい かに やよひの ま 

へ 、何 其 御身の 有さ まは賴 みすくな きふせ いな， 9、 心 

で 心 を 取な をし、 今一度 ほんぷく あれと 色々 いさめ 

玉 ひける、 其 時姬君 くるしげ に、 地 是に 付ても よしみ 

つ 殿、 何とかなら せ 玉ふぞ やよ こしま 成國 ひで ゆ へ 、 

行衞 もしら す 成 玉 ふ、 佛 のち かひ 夢の つげ、 地よ し 

みつ 殿と みづ からが、 わりな きい もせの やくそく も、 

今生 一世の ゑんなら す、 く はこ 生々 の ふかき ゑん、 

わら はがねが ひ はいかに もして、 つまの 有 か を尋っ 

つ、 地に よらい をお がみ 奉らば、 よみ ぢも心 やす か 

るべ し、 あ ゝ偖戀 しきょし みつ 殿 やと や つ、 みかね 

たる 思 ひの たね、 色に あら はしう れい ふしく どき なげ 

かせ、 玉 ひける、 地い ろ 夫婦め のと 女房た ち はづみ ふし 

おの- (- 釉をぞ しぼらる 、、地 ひでとし 淚と 諸共に、 
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い をい のらん としょし の ざいほう ふ b すて ゝ、 しょ 

こくしゅ 行に、 出ら るゝ、 心の 內 こそ あはれ なれ、 

地 其い にしへ は 我 も 又ち ょぞ とい はふつ るが のし や 

う、 4 「は あきおの 里と 成 はづみ ふしお と は あらち の 山 

を こへ、 かい 地津 のうら よ， 5 なが むれば、 戀 しき 人 

-にぁ ふみ 成、 まん-./^ たる 水う みに 七ン か、 りぎ よふ 

がいと なみし がの うら、 地む かしながら のめい しょ 

ぞ と、 まの やかた、 に 引 あみの めに もた まらぬ わが 

淚 つらねし うた も 身のう へ に 思 ひつ いけて あはれ な 

り、 山 田 やばせ の わたしぶね、 たれ まつ もとにう ち 

での はま、 あ ふさ かこへ て 山し ろの めいしょ を 

じゅんれいし、 我 子の ためにと いのる にぞ、 秋の よ 

すがら 聲 たて ゝ なく やお しかのつの 國ゃ、 地な に は 

のこと も 夢のう ち、 しらぬ ゑん ごく はたう 迄、 みと 

せ あまりめ たび ごろ も くり 上 ふしき そ め て 思 ひ 信濃ぢ 

や、 地 有 明 山の そなた 成さら な、 さとに ぞっき 二重つ 

き 玉 ふ 是は倍 をき、 、1 は 本 田の 太郞 よしみつ は、 

やよひの まへ にあ ひなれ、 きの ふけ ふと は 思へ 其、 

四と せの 月 HI をお くる 身の、 おんあいの 其 中に！ 子 

を まう け、 其 名 をよ しすけ とつけ 玉 ふ、 ふ ものて う 

善— 划甽 I 
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ん おはし ませ かんお としは や と く Jclo ぞ 申さ るゝ、 

、、と は 夫婦の 人 は 聞 も あ へす、 かん、、 と は あ 、是は 思 ひ 

よら やの よしみつの 詞 かな、 我々 夫婦し よじ ざい ほ 

ぅをふ.^>すて、、 かくしゅ 行者の 身と 成 は、 ぁゝか 

なしき かな やわが 姬は、 四と せいせんの 秋の すゑ、 

、、と はな ふぁゝ しかもけ ふ廿三 R がめ い： H にて 候、 御 

身の 事 を あこがれむ なしく 成て 候 ゆ へ、 すむ かひ も 

なきう き 世ぞと 一 す ぢに思 ひ 切、 かやう に まよ ひ 出 

ける が、 姬が ぼだい をと はんため、 其 上 御身と わが 姬 

と は、 生々 世々 の ゑん ふかく、 今 はの 時 迄 御身の 事 を 

戀 わびむな しく 成 ぬれば、 何；」ぞ尋めぐ..^ぁひ、 せ 

めて は 姬を兑 ると 思 ひ、 わかれし つら さ を 語り つ ゝ， 

共に ぼだい をね が はんと 思 ひし 心 かな ふ 身の、 今此 

所に めぐ. ^>來 て かくたい めん をいた す 事、 ひとへ に 

佛の 御た すけ、 あ、 偖 御身 を 見る につけ、 今一し ほ 

姬が 事の 思 はれて、 いとい かなしく 候 はと 語りす て 

てぞ、 なげかる ゝ、、 、と はよ しみつな を も ふしぎ をな 

し、 是 はきたい の 仰 かな まさしく 此屋 に罷 在レ， 、しょ 

せん はやとく 御 入 有て、 やよひの まへ に 御たい めん 

候へ、 夫婦の ムは閡 召、 あら うらめし や 一 たびし ゝ 


 三 四十 八  

たる 我姬の 何とて こ、 に 有べき ぞ、 いろ、、 とばさ は 去 

ながら 若 も佛の ふしぎにて. まします か、 たと ひ へ ん 

げの わざ にても 姬に にたる 物 あらば、 一 め 見た く 候 

との 玉ふ內 に、 よしみつ はおくに 入、 いかに やよひ 

のまへ、 國も とより 父^ 御身 を vij- 来らせ 玉 ふ はは や 

とく/、 たいめん おはし ませ、 姬君若 もろ 共 まどろ 

みて おはせ しが かつ はとお き 玉 ふ、 夫婦 立より、 な 

ふお こと はやよ ひの まへ か、 姬君も あらな つかしの 

父母 や 二た び 御め に懸る 事、 ふかう とや 成 中さん、 

淺ま しゃと きぬ 引か づき ふし 玉 ふ、 、、と は 夫婦 あこが 

れ そばに よ り、 なにし に ふかう に 成べき ぞ、 一た び 

むなしく 成し 身の、 佛の b しゃう かふし ぎ やな、 此 

世に 有 こそ 嬉し けれ、 な ふお き 玉へ と、 きぬ 引の け 

て 見 玉へば、 あら はかな やな 姬には あらやむ なしき 

ん はいに てお はします、 よしみつ も 夫婦の 人 も、 是 

は 夢 かや- フっゝ かと、 ゐ はいに 取 付いだ きつき な ふ 

是 は/,, \'/^、 うれい ふし 是 はと、 斗.. >  にて聲 を、 なく 

ふし あげて ぞな げかる、、 地 やう /(\ '心 を 取な をし、 

ひでとし 夬婦の 玉 ふ は、 偖 もく 我々 は、 何たるく 

はこの むく ひに て、 かゝ るう きめに あ ふこと ぞゃ、 


いる： と はな ふよし みつ 是 はふし ぎの しだい かな、 姬 

おがしが い を わが 國の ぼだいじへ おく. =^、 ぶつ せん 

にゐ はい をた てをきと ふら ひしが、 是 こそ ぼだいじ 

の そな へ 置し ゐ はいな. 5、  乂此小 そで はやよ ひの ま 

へが 今 はの 時 迄 身に まと ひしが、 あ、 偖 ふ ひん やま 

つ ごに および、 たいよし みつを 戀 わびしが、 其 身 は 

むなしく 成 ぬれ 共、 はく は此 世に とい ま..^ て、 か. 9 

の 姿は戀 しと 思 ふよし みつに、 そ ひなれ ける こそむ 

ざん なれ、 おやこ は 一世 夫婦 は 二世の 契. 9 成と、 つ 

たへ し 事 こそ だう りな.^、 四と せいせん にし、 た- 9 

し姬は 今迄 こ、 に 有、 今 父母が 來.^ しゅへ、 はくれ 

いの 姿と 成、 せんなき かたみ を 見る 事よ と、 夫婦 も 

ろと も かきくどき うれい ふし b うてい こがれて、 なき 

玉 ふ、、、 と はよ しみつ もせん ご をば うじ 玉 ひし か、 む 

さん 成 かなお さなき もの、 なげきの こ ゑに おどろき 

て、 な ふ 母上 樣 母よ/.^ と尋 ける、 よしみつ いよ /> ) 

かなしくて、 やれよ し 助 こなたへ 來れと 涙ながら に 

い だ き あげ 、 やれ 御身が a" は お - ,- と を ふ b すて 、 う 

つ、 ときへ てな きぞ とよ、 今よ して は 母 を 尋る事 

なかれ、 よるの ふしどに やすむ 共、 父に いだかれい 


ねよ かし、 むざん やなお さなき もの、 いなやち、 に 

はいだ かれ まじ、 な ふ 父.^,、 母 は いづく に まします 

ぞと尋 した ひて こ、 かしこ、 はし. 0 めぐ. 9 て かつ は 

とふし うれい ふしな くよ b 外の、 こと はなし、 地 ひで 

とし 北の かたお ゝ いと をし やお さなき もの は、 やよ 

ひの まへ が おもざしに、 よくも/^ にたる よな、 お 

ことが ため に は 我 'はお うぢ やうば に て 有け る 

ぞ、 母 こそ 此 世に あらや 共、 我 を 母と 思へ やと、 な 

くな くいさめ 玉へ 共 V おさなき もの は 中 に、 お 

，フぢ もうぶ も！ H ，なら や、 な ふ 母う へ さまと なきさけ 

ぶ はう れい ふしめ も あてられぬ、 しだいな 、、、と はよ 

しみつ あま. 9 せんかた なく、 ゐ はいに きぬ 打 かけ、 

やれな げくな よし 助、 母 は是に 有け るぞ、 おさなき 

者は悅 び、 な ふ 母上の まします かと、 ダの ひざより 

かけ を. 5 て な ふ 母. M さ まといだ きつけば ゐ はいな 

り、 あ 、情なの 父上 や、 母上に て はなき 物 をとう れい 

ふし あしす. 5 して ぞ なげきけ る、 地 ひでとし 夫婦よ し 

みつも、 せんご ふかくに 取み だしう れい ふし 聲を はか 

.9 になげ かる 、、しょじの のリ ふし あはれ と 聞 へけ る、 

地 ひでとし 淚 ともろ 共に、 、、とはい かによ しみつ も は 
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やなげ きて 叶 はぬ 也、 あいべつ..^ くの 世の なら ひ、 

あ ふ はわ かれの 始め 也、 か 、るふし ぎに あ ふ 事 も、 ひ 

とへ に 佛の御 はう べん、 夢の 間の 夢の 世に、 いかで 

なげき しづむべき、 此上は 我々 も猶々 念佛 けだい な 

く、 誠の 道 をね がふべ し、 なげき 玉 ふなよ しみつ、 

本 多 も 是にカ を 得、 ふつつ と 思 ひ あきらめ しが、 お 

さなき 者が なげく を 見て、 たが ひに かほ を 見合せ、 

お 、だう b 也- .-とは，9ゃと又さ め/.^-とぞなげかる 

る、 おやこの 人の 御 有さ ま、 世の中の、 物の あはれ 

は 是也是 成 はふ-皆 かんせぬ もの こそな か. "^けり 

第 四 

かくて 其 後、 、、と はすで にこと さ..^ 其 時の みかど を 

ば、 く はう きょく 天 王と 申て 女て いに てお はします、 

御 まつりごとお だ やかに おさめ 玉 ふといへ 共、 せん 

しゃう の ごう ゐん にや、 に はかに ほうぎょ ならせ 玉 

ふ、 然れ 共ぎ よくたい つねの ごとく ほと ほ..^ さめす、 

しょき やう せんぎ 有て ゝ 折 ふし はくさい 國ょ b わた 

.0 し、 きん， 0 やうと、， ふさう にん を 召 出され、 きょ 
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くたい の 御な やみかん がへ 申 上べ しと 仰け る、 きん 

b やう 畏て しょ でん をし ばし かんが へ ゐ たる 所に、 

ふしぎ や 御 てんの 內ょ. 0 も か 、リ けて う 一 はとび 來 

b、 さも やさしく もさへ-つりて、 こく >フ にこ そ はの 

三重 とびさ. りけ る、 御 てんに 有 あふくげ 大 s 、、、と は是 

はきたい の 事共 やと 色々 ふしぎ をな し 玉 ふ、 時に さ 

，フ にんたい 今と b のさへ づ. 0 しこと、 ごうん ふさん 

六 こん ふ ゑ とんし そめいと さへ づ りて 候、 此義は 追 

討 そせいな さしめ 玉 ふべ し、 先ぎ よくたい を はう ふ 

b 玉 ふ 事 御む ように 候と 一 々そうし 申 上る、 げ つけ 

いうん かく 御 うらかたに まかせ、 ぎょくざ を しゅご 

し 御き たう 有、 か、 リ きん 中の 御 さはぎ 何に たと へ ん 

かた もな し、 是は倍 置、 本 多の 小太郞 よしみつ は ひ 

てと しふう ふ もろ 共に、 しん-/ \ 'ふかく 念佛 し、 年 

月 も 今 はは やよ し 助 十 さいに あま.^ ける、 心の つく 

にした が ひむな しき 母 を こ ひこ がれ、 ばんしの ゆか 

にぞ ふしに ける、 よしみつ 枕に よりそ ふて、 おこと 

は 偖 はかなく 成し 母が 事、 今に わすれす なげくて い、 

かへ す もお ろか 也、 もはや 此世 に なき 身 也.、 あ 

らざる 事 をな げかんより、 念 佛申ゑ かう せよ、 みら 


いは 佛 のち かひに て、 ごくらく にて かなら すたい め 

ん. べしと、 さま <\ 'いさめ 玉 ひける、 地 あらむ ざ 

んゃ よし 助 は、 父上に 打む かひ 偖 はも はや 此世 にて、 

戀 しゅかし の 母上に、 たいめん は 叶 はじ. 0 や、 あら 

淺 ましの 我 身 やとうれ いふし きへ 入 やうに ぞ、 なげか 

る、、、、 と はよ しみつ もお うぢう ば、 やれよ し 助 御身 

が やうに こがれて は、 命 もさら に 有べ きか、 なげき を 

とめよ， i 引お こし 見 玉へば、 なむ 三ぼう いきた へて 

なかり け. 9、 やれよ し 助/^ としがい にかつ はとい 

だき 付、 か-りよべ とさけ ベと かひ ぞ なき、 何と 成べ 

き淺 まし やとうれ いふし hv うてい こがれて なく 計り、 

地よ しみつ 涙の 隙よ. 0 も、 あ、 偖 ふびん ゃ此 若が、 

過し なつの 比よ b も、 地 やせお とろへ 申せし を、 た 

だゐ れいの わざよ と 思 ひしに、 偖 は 母を戀 こがれ、 

命のう する も 思 はす 戀 わびて 父が 事 をば 思 はぬ か、 

ぁゝ 情なの よし 助 やと、 むなしき しがい をお しう ご 

かし- C うれい ふ f 我 もき いよと、 なく 斗 げに こと、 

のる ふし はりと ぞ 聞へ ける、 地 あま. 0 の 事の かなし さ 

に、 佛 のお まへ に ひれふして、 く はこし やうより 付 

そ ひて、 あはれ みまし ます 某に、 歎き を かけ 玉 ふ は、 
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佛も見 はなし 玉 ふかと、 ない つく どいつ さま < ^と 

うれい ふし うらみ かこちて、 なげかる ゝ 、こ. * は あら 有 

がた や あみだ 如來、 誠にた へ 成御聲 にて、 尤 也然れ 

共く はこの ごうの がれが たき 道の すゑ、 まよ ふ 心で 

なげく 也、 我 ほんく はんの 誠に は 二た びそせ いなさ 

しめんと、 か、 リの玉 ふみこ ゑ もろ 共に こくうに、 あ 

がらせ 玉 ひける、 か -リ よしみつ を はじめ 夫婦の 人、 

是 はいか 成 御事ぞ や、 よし 助に わかれな けく うへ 又 

哪 にもす て られ て、 此身り はて はい いならん とうれ 

いふし ふかくの 淚は、 せき あへ や、 地され 共 佛の御 ほ 

んぐ はん、 又よ し 助が 身の ほと ほひ、 さめぬ も如來 

の 御 かごと、 世に たのもしく 念佛 申、 佛カ きどく を 

待お はします 心の、 うちこ そ 三重 あはれ 也、 是 はしゃ 

ばの 物語、 地』 むざん 成 かなよ し 助 は、 母の 事の み戀 

わびて、 か.^ のうきよ を はかなく も、 地 めいどの た 

びに まよ ひゆく、 うき 身 は IF としでの やま 地 今ぞは 

じめ てみ つせ 川、 すへ は いづく と、 しらなみの、 こ 

ころ ぼ そく も 打 わた b -、 地 ひろき か はらに び やうび 

やうと、 行 道 さらに わき まへ す、 あんかん として ゐた 

b ける、 、、と は 然る 所に やん こどな き、 御 僧 一 人來ら 
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せ 玉 ふ、 よし 助 見 奉り 御 そばに 立よ かん、、 と はな 

ふ 御 僧 さま、 こ、 は いづく にて おはします、 みづか 

ら はよう せう にて、 1^ 上さ まに すぎお くれ、 覺 へや 

あこがれ 申せし が. 夢 共な く此 所へ まよ ひ來. -候、 

若 も ゆ 上の 御行 衞 しろし 召れ 候 はい、 おしへ て 玉 は 

hNIJ^  / と-つ ：；；■ いふし 涙に くれて ぞ、 おはします、、、 と は 

御 聞 K:、 お、 偖 ふびんの おさなき もの、 むなしき 

母を戀 わびて 此所 へまよ ひくる、 汝は佛 の あはれ み 

まします ゆへ、 此 たび はしゃば へ歸 るぞ、 母戀 しく 

はなむ あみだ 佛 とみやう がう をと な ふべ し、 我 六た 

うの. Q んだ うし、 地 地 ぞう ぼさつとの 玉 ひて すかす ふ 

しけす"、. ごとくに うせ 玉 ふ、 か、 りよし 助 心 ぼ そく 

もし ほ/ \» と、 淚にくれてゐたh^たh^、 地猶も あは 

れ をと いめし は、 こと は 一 天の あるじく はう ぎょく 天 

にて、 ことの あはれ をと いめた b  、いつしか しゃばの 

ゑんつ きて、 めいどく はう せんの たびに おもむき 玉 

ふ、 淚を 道の しる べにて、 よろ ぼひ 玉 ふ 其 ふせい 御い 

たは しきしだいな り、、、 と はよ し 助 見 參ら せ、 我 も 

の 御 事 を こがれ はてに し 身の なけき、 一し ほ あはれ 

いやまして 御 そばに 立より、 是 はいか 成 御 かた ぞゃ、 
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かく 物す ごき 道の すゑ 召 つれ 玉 ふ もの もな く、 まよ 

はせ 玉 ふいた はし さよ、 其 時み かど 御 かほば せ を あ 

げ玉 ひ、 あ、 偖 やさしき おさない 哉、 いか 成國. の 人 成 

ぞ、、 、と はされば 某 はしな の 、阔 川屮岛 と 申 所に、 本 

一 多よ しみつが 子に よし 助と 中^ 成 か、 ゆの 事の みな 

けく 身の、 ふ. 0 よに まよ ひ來り 候み かど 聞 召、 借々 ふ 

びんの 有さ まや、 、、と は 偖み つからし やばに て はく は 

うぎょく 天 王と て、 一天の あるじな り、 リ比， はけい 

しゃう うんかく にう やま はれし 身 なれ どもめ いどの 

道と て たれ 人 か、 付 そ ひ來る もの もな く 地 こ、 に來 

て 有け る は、 猶此 すゑ はいかな らんとう ふれいし ぎ 

よい をし ぼらせ 玉 ひける、 、、と はよ し 助 も 天 王の、 地 

御し うし やう を 見舉 はつみ ふし 共に 淚は せき あ へ 

や、 偖々 もったいなき 御有樣 やな、 さいせん 御 僧の 

來らせ 玉 ひ、 みづ からに 此度 はしゃば へ歸ん との 玉 

ひて、 行が たしら すうせ 玉 ふ、 某み かどの 御供 申し 

やばへ 歸，^ 申べ し、 いざ こなたへ と 申 所へ ごくそつ 

二人 はせ 來. o、 おそし/、 天： 土、 はやくい そげと 

い ふ聲の か 、リ いかづちの ごとく すさまじ くいた は 

しげ もな くひった て、 あゆめ. とさい なみ、 行が 


たしら す つれ 行し はお そろし か. o ける し * たいな， 0-、 

、、と はよ し助此 よし 見參ら せ、 かん、、 と はな ふ おそろ 

しゃとば うせんと して ゐ たる 所へ、 有が たや あみだ 

如來 こくうよ h- らい げん 有、 いかによ し助汝 しゃば 

を さ. 0 しゅへ、 父よ しみつお ほぢ うば、 しう たん は 

な はだかぎ b なく 我む かへ に來 た.^、 はやとく そ 

せい 致すべし、 よし 助 承. 0 こ は 有が たき 御 事 かな、 

しかした. 5. 今 一 天の 君く はう ぎょく 天 王と やらん 來 

らせ玉 ふ を、 さも おそろしき 物參， り、 ならくと やら 

んへ しづ めんと ひつ 立 つれ 行 候が、 御いた はしき し 

だいな h -、 あはれ 佛の 御お ひに、 かの みかど を も 諸 

共に、 ともな ひか へらせ 玉 はれと、 うれ ひふし 淚 をな 

がし 申さる ゝ、、 、と はに よらい 聞 召れ、 されば 其み か 

ど は 生々 世々 のつ み ふかく、 地 ごくに だざいせ しむ 

るた すくる けち ゑんな きぞ とよ、 よし 助 承りむ ざい 

ごう ふかき ゆ へ 地 ご， くに しづみ 玉 はんが、 何と ぞ佛 

の 御ち かひに、 御た すけ 俟 へと 淚 をな がし 申け る、 

佛 かんじ 玉 ひ、 借々 汝は おさな 心に じひ ふかきし よ 

ぞん 哉、 さすがよ しみつが 子 程 有、 ふかき 心 を そむ 

く は 我 ほんぐ はんむな し、 叶 はぬ 迄 も 55 ん わう にこ 


と はって たすけ 申べ し、 か-りい ざこな た へ との 玉 ひ 

て、 よし 助と 諸共に ゑん まの、 てんへ ぞ 三重ら いげん 

有 か 、りかくて ゑん ま 王ぐ うに は、 十五 十たい あきら 

かに、、、 と はきょく ざに うつらせ 玉へば、 くしゃう じ 

ん さゆうに 立、 こん さつ てっさせん あくの あさき ふ 

かき をたい し 玉 ふ、 然る 所へ ごくそつ 共、 みかど を 

ひつ 立てい しゃう に 引す へ、 なん ゑんぶ しう 大日 本 

の あるじ、 く はう ぎょく 天 王と 申惡人 召つ れ參 b 候 

と 申 上る ゑん 王 はった とに らませ 玉 ひ、 汝 しゃばに 

有し 時 身の ゑいぐ はに ごせ を しらす、 地獄 極樂 も、 

こんじ やう 一 たんと 打 やぶ， o、 月 ごとの さい 日に 佛 

くやう の  > ひもな く、 しきしゃう こうみ そくほうの 六 

ッの 道に おこ，. >  しざい、 たと へがた き惡 人な り、 し 

ゆ ご う 地 ご くにお とす ベ し、 ごつ そつ 共 承. 0 あらけ 

なく ひっつかみ、 ほのほの 中へ なげ 入し はめ も. あて 

られ ぬし だ いな b  、、、と は 然る 所へ 有が たやく はう み 

やう かくやくと てらし、 あみだ 如來 よし 助 もろ 共ら 

いげん 有、 ゑん 王 も 十 王 共に、 ことん \ くぎよ く ざ 

一 をた つてが つし やう ある、 時に 佛の玉 はく、 日の も 

との あるじく はう ぎょく 天 王 は、 生々 世々 のつ み ふ 
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かく、 惡道 だざいの 人た，.. -、 然るに 其 人 を へんしが 

間く げん を やめて たび 玉へ、 ゑん 王 承. y、 かれは 大 

惡人 ゆへ、 只今し ゆごう 地 ごくへ しづめ 候、 それく 

少の 間引 出し 佛の 御め にかけ 舉れ、 ごくそつ 畏 てこ 

つぼう 取の ベ ほのほの 屮を かきわけ、 さしつらぬき 

引 あぐれば、 たいやけ すみの ごとく 成 を、 大地へ ど 

うど なげつけ、 く はつ/^ ととな へければ、 たち ま 

地 天 王と な.^ 玉 ふ、 あはれ 成け るし だいな..^、： と は 

時に 如 來の玉 はく 此天 王は惡 ごう さかんに してせん 

の 心なき 人 なれば、 惡 しゅに た ざいれ きせんた. o、 

然れ共 我 はう べん を 以て かれが 惡 心た ちま 地 善心と 

てんじ、 まっせの 衆生の けち ゑんな さし めん、 此度 

は そせいな させ 玉へ との 玉へば、 ゑん 王 さき 立て 佛 

のきん げん ゐ はい 申 はもった いなく 候へ 共、 此天王 

は 一 生の 內、 佛 みやう となへ しこと もな く、 じひ せん 

ごん はか b にもな し、 たいちう ゃ惡 ごう 計 b つみ か 

さぬ る大惡 人に て 候へ ば、 御り やくに ももれ 申さん、 

すておかせ 玉 ふべ しと、 たって したい ぞ 申さる、、 

其 時よ し 助お となし くも ゑん 王に 打む かひ、 何 かど 

の ざい ふかく ましくて 御た すけ 成が たく 核 は V、 
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みづ から を替 りに 是に殘 し 置 玉 ひ、 天王樣 をし やば 

へ 返し 玉 はれ や、 いかんと なれば 一 天の あるじ、 此 

君 そせい まし まさば はん みん の 党び、 又み. つから は 

しゃばに 有ても かひな き 身に て 候へば、 みかどの く 

げんに 替 り 申さば、 しょ にんの ため 身の 悅び、 はや 

とく かへ して 玉 はれと 思 ひこ ふで ぞ 申さる、、 ゑん 

王 聞 召、 やさしく も 申た b 去ながら、 かう げひん ふ 

く はしゃば ； たん、 めいどの 道に 王 もな し、 たっと 

きい やしきに かぎらす 只 善惡を わかつな. 9、 汝が父 

のよ しみつ はつねに 如 夾.. を たっとみ、 念佛 ふかくし 

ゆする ゆへ 其く どくく はう だいにて、 汝 もまた 惡道 

におと すべき ゑん 少も なし、 又 此天王 はしん- し 

ごくの 惡人 なれば、 如來の 御ち かひ も 叶 ひがたし と、 

大きにい かりの 玉 ひける はな ふに が，/ \ し くこ そみ 

へに ける、： と は 其 時 天 王よ し 助に 打む かひ、 偖 も 倍 

も 御身 は佛 のち かひに ぁづ か. 0 て、 地 めでたう そせ 

いし 玉 ふか や、 我 は ざいごう ふかくして、 かくお そ 

ろしき 地 ごくに 殘る、 おこと やさしく もちん をた す 

けん 心 ざし、 かへ す  <  、も 嬉し けれ、 しゃばへ 歸り 

候 はい、 はやく 都へ 上 b っゝ、 くぎ やう 大臣に；^ 有 


樣を 語りき かせ、 跡と ふら ふて くれよ とて、 ねんご 

んに 申て たべ、 あ、 うらやましの よし 助 やとうれ いふ 

し ふかくな げかせ、 玉 ひける、 時に ゑん 王よ しなき 事 

にじ- 】くぅっる、は^^ f 7 地 ごく へ だざいせ しめよ、 

；. J  くそ つ 承. 0 すで にみ か ど を ほ の ほの 中へ おとさん 

とす、 時に 如來 しばし とおしと め 玉 ひ尤 なりこと は 

り や、 然れ共 此天王 はぢゃう ごうなら す" あま b 惡 

ごうつ もる ゆ へ 我 はう べんに て、 まっせの 衆生 さい 

どのた め、 かくの ごとく ひごうに おとす、 其う へよ 

し 助 四 おん をお もんじ、 身が はりの 心 ざし もせつな 

れば、 此上は 天 王の 替，. >  に 我 地 ごくへ だざい せん、 す 

みや かにみ かど を ゑんぶ へ 返し 申せと、 あらたに き 

ん げんまし/^ て、 ほのほの 中へ とび 入 玉へ は、 み 

やうく は へ ん じて， 9 やう ふうと 成、 ，し-" う， d んげに 

すく ひ 奉る はな ふ 有が たかりけ るし： U いなり、 みか 

ど あまりの 忝し けなさに、 しん，^ ふかくな む あみ 

だ、 佛-, ^とかう じ やうに となへ させ 玉へば、 か- リ 

さし もに あらき ゑん 王、 十 わう 十たい くしゃう しん 

玉の かふ b を かた ふけ、 一念ほっき ぼだいしん、 か 

く 有が たき 念佛 のき や， クじ やとなら せ 玉 ひたる みか 


ど をば、 地 ごくへ おとさん 事 もったいなし 

くと くしゃば へ 返し 玉へ と、 か-りの 玉 ふと 其 ま、 

に、 まの あた. 0 こと < ^く 地 ごくや ぶれて しゃう じ 

やう 成、 じ やう どと 成げ に 有が たき、 y たいな. o、 然る 

所へ、 か、 リ こくうに おんがく 聞へ 花 ふ. 0  くだ. o、 ゐ 

き やうよ もに くんじ、 しうん 一 むら 立 來る 、、、とに 佛 

はみ かどよ し 助 をい ざな ひ、 いそぎし やばに か へ り、 

ぼ だの 道 をす、 めんと かの 雲に せう じ 玉へば、 みか 

ども 共に よし 助 も、 如來 のさ ゆうにい ざな はれ、 雲 

にせう じお はします、 一 しゃう ふかしぎ 念 弗の、 く 

はうたい む へ ん のく.. > きに て、 惡 しゅの なん をまぬ 

かれ 玉 ひ、 ふた ゝ ひそせ いお はします、 みたてう せ 

の大 ひぐ はん、 有が たし 共 中/、 申、 計 はな か， 9 け 
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かくて 其 後？、 とは郤 * たい，^ に はみ かど ほうぎょなら 

せ 玉 へ ど、 うらの おもてに まかせ H 夜し ゆ ごして お 

はせ しが、 三日と 申た つの 一 てんに みかど 御 夢の さ 
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めた る 心地に て、 よみが へらせ 玉 ひける、 きんちう 

の御悅 びた と へ ん かたは なか， 0 け. o、、、 と はしば らく 

有て みかど ん げんな されけ る は、 ちん すでにし や 

ば を さりめ いどく はう せんの たびに おもむき、 しゅ 

ごう 地 ごくに. た ざいせ し を、 ふしぎの ゑんに て そせ 

いす、 それに 付し なの、 國川 中嶋、 本 多よ しみつ 其 

子の よし 助、 かれ 兩人 を尋 出しい そき さんだい 致べ 

し、 はゃとく/\>との せんじな，^>、 中な ごん ゆき さ 

だき やう、 か- リ せんじのお もむ き 承り は 3 なの ゝ 

國へぞ 三重い そがる、 是は 偖歡、 、、と は 大じ大 ひのみ 

ほとけよ しみつが ぢ ぶっだう へいら せ 玉へば、 よし 

助 やがてよ みがへ b おの/,, .悅 びかぎ りなし、 去 程 

に 都よ. < ^ちょくし 來らせ 玉 ひ、 よしみつに たいめん 

有、 せんじの おもむき 相の ベ 玉へば 兩 人お 請 を 申 上、 

忝 じけ なき 御 事と、 か- リ悅 びい さみ それよりも やが 

て もよ くしと 打 つれだち 郤を、 さして ぞ 11ー 重の ほ ら る 

る きん. 0 になれば、、、 と は ゆき さ. た の 卿 先立 て かやう 

力 やうと そうもん； 1JP、 其 時み かど 一.； ^くもぎ よれん を 

高く まきあげさせ、 親子の 者 を ゑいらん 有、 いかに 

よし 助め づ らしゃ、 汝 めいどに てたい めんせし 诗、 


ゑん 王の まへ にて ちんが 替 りに 立て、 地 ごくの くる 

しみ を うくべし となげ きわび たる 心さし、 生 はか は 

ると わする まじ、 其 上佛の 御ち かひに て、 二た びし 

やばに かへ し 下-ふむ、 ひとへ に汝ら がかげ な. o、 ゑ 

いかんの あま b にぎよ い をし ぼらせ 玉 ひける、、、 と は 

けいしゃう うんかく 諸共に、 皆かん るい をぞ ながさ 

る、、 かさねての せんじに は、 いかによ しみつ、 何 

たるし ゆく せんにて 汝 おやこの 者 共 は、 佛の御 じひ 

にあ ひ 奉る ぞ、 しさい を殘ら すそう もん 申せとの せ 

ん じな. o、 よしみつ 承. o、 畏て なに はの いそべよ. 9 

も. 0 奉. 0 て 今迄の 次第、 いさいに 申 上ければ、 みか 

ど ゑい ぶん まし/,^ て、 偖々 有が たき 御 事 や、 さや 

うに 成 御れ いぶつ おろそか にして は 叶 ふま じ、 いそ 

ぎみ だう を こん，^ うし、 まつだい 迄 も念佛 の、 せう 

こに あがめ 舉 らん、 先よ しみつ おやこの 者 はしな の 

の國 にて 八 WW 下 さる、、 ^？み だ う こ ん り う の じ せ 

つ はちん もぎ やうごう なし 奉，^、 御れ いのた め はい 

し 申さん、 とく/^ よう ゐ化れ と、 御 れんに ならせ 

玉 ひければ、 くぎ やう 大臣い さみ をな し、 か、 り 六ね 

の 臣に仰 付 にれ、 山々 に そま を 入 、かおばん じ やう、 


ふしん けんごに しなの ゝ國、 川中嶋 に、 みだう こん 

-リぅ 有け る は、 有が たか b ける さほ ひ 三重し だいな り 

^^大がらんさぅぞくの、 ぢ 引の 右 はしら だて、 むね 

上さ ま < ^いは ひごと、： と はた、 みのた う hv やう そ 

くたい の、 それ-,, ^のゐ しゃう をち やくし 屋の むね 

にあがり、 しょてん じん 地 じんしゅ ごじんち しゅご 

じんへ、 そな へしみ きを 奉り、 偖 H 本の 御 神の こら 

すな ふじゅ まし ^て、 みだう あん をん ならしめ 玉 

へと、 めでたき むねの つちのお と、 ちゃう/^ と 打 

おさめ、 か、 リ 借屋の むねに そな へたる、 いは ひの も 

ちいと， 'に、 きせん くんじ ゆの 其 中へ、 花め づ 

ら かに まきに ける、 ぎしきの 程 こそ 三重 ゆ 、しけれ、 

かくて 其 後、 か、 りみ たうの ふしんけ つかう に、 いら 

か を 見が き出东 す、 すでに わた まし あるべき と、 忝 

くも 天 王 は、 けいしゃう うんかく、 もろ 共に、 ぎ や 

うがう、 有 こそ 三重 有が たけれ か 、リ おん ご く はたう 

のらう にやくなん 女、 釉を つらねて さんけいす、 か 

くて 如來 のみ づし をば、 ないじん ふかくう つし 奉 h^、 

七ぢ うのみち やう を かけ 其 外 てんがい はたけまん、 

百 八のと うみ やう は 天 もかゝ やく 計 b な b  、、、と は 其 
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時み かど は ぎょくざ を 立て、 佛前 にあん ざまし 

て、 偖々有がたきじせっに參h^ぁひ、 か、 るた つと 

きみほと けに あ ひ 舉り、 めいど あくしゅに しづみ し 

を、 たすけ 玉 ひて 佛 道に、 みち 引 玉 ふ 御ち かひ、 有が 

たきみ の. 0 かな、 此 度の ごしゃう あん をん にご くら 

くじ やう どへ むかへ させた び 玉へ、 なむ あみだ 佛と 

の 玉 ひて すへ ふしし ばし らい は いなされ ける、 か、 リ然 

る 所へ ふしぎ やな、 のどか 成け る 雲 まより、 天人 や 

うがう ましくて 、、、と はみ かどに むかひ 舉， り、 心に 

ねん やる 佛の ざ、 あたへ て 1 御る 西方の、 一た び ふん 

じん ふかと くの、 つげ を 待へ て歸り 玉へ と、 ひかり 

か、 やく 玉の ざ を、 みかどのお まへ に そな へ 置、 い 

かによ し 助み づ から 誠 は 御身が 母 成が、 よしみつし 

ん じん ふかき ゆへ、 父母 諸共 佛 道の ゑんに ひかれて 

其く どく、 身に うけてみ づ から も成佛 す、 西方 ごく 

らく じ やう どに て、 親子 三人 諸共に、 さと b のたい 

めん 致べ し、 いよく 念佛 けだい なく、 如來 をた つ 

とみお はし ませ、 か、 リ是迄 成との 玉 ひて、 しまわう 

ごんの 姿 を げんじ すかす ふし 雲ゐ はるかに 上らる ゝ、 

か-りよ しみつ 親 子お ほぢ うば か ん るい 袖 をし ぼら 
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る、、、、 と は 其 時み かどよ しみつ にれ むかひ、 ちんす 

でに く はんかう せん、 御い とま ご ひの ため 今一度 佛 

をお がみ 奉らん、 それ/^ との b ん げんな.. r  、か-り 

畏 て 佛前 に 立 か \  . -^、 七 ゑの みち やう をし だい /\ 

に 三重 「まき あくるみ かど を はじめ 奉り、 きせん くん 

じゅの らうに やく It- 女 一 どにば つと ぞ かんじけ る、 

、、と は 時に みかど 佛 前に. M ひがつし やう 有、 誠にち 

ん此 所に と， 《> ま. 9、 か、 る たっとき みほと け を 朝夕 

ねんじ 奉らば、 身の 悅 びに 候へ 共、 ばんみんの 爲な 

れば、 都へ く はんかう 仕る、 ごせ をた すけてた び 玉 

へ 、ひとし ほ 御 なごりおしく 候と、 ぎょい をし ぼらせ 

玉 ひける、、、 と は 時に 如來、 みめうた へ 成御聲 にて、 

わかれ をお しむ 心 をかん じ、 明らかに らい.^ んす、 

• たいふん じんの つげ を まつ、 其け いやくに ぢ さん 

せよ と、 の 玉 ふと ひとしく 如來 ゆるぎ 出させ 玉 ふ、 

か 、リ 誠に 西方 ごくらく の あみ だ 佛の 御な い；， >  ん 、こ 

もらせ 玉 ふ 御 そんよう、 げ にもた へ 成き どくな り、 

、、と はみ かど あま h- のた つと さに、 偖 もく みやう が 

なやと、 猪な いぢん を 御らん する に、 よしみつ あん 

ちの 御佛 は、 みづ しの 內に おはします、 今迄 あらぬ 


御 そんよう、 ぶんして 出させ 玉 ひし はふし ぎと いふ 一 

も あま. T 有、 か、 リ猪 大人のお さんせ し、 玉の たいざ 一 

に御佛 をす へ 舉り、 -I はな いぢん の 御 ほとけと 今此： 

ニ佛 をお がむ にぞ、 すこしも ちがい はまし まさす、 

それよ. 9 もみ か ど は、 ぶ んじ玉 ひし 御佛 をち やう だ ； 

い 申く はんかう ある、 今の らく やう 如來寺 の ほん ぞ； 

ん是 也、 かくてよ しみつ その 名 をし がう とさ. ためせ 

んく はう じと かう しちう やねん ぶっけ だいなし、 ぶ 

つ ほう はんじゃう * ^りが たしと もなか/^ 申 計. 0 は 一 

なかり け h-  ； 
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付 大手の 口にい ち をな す、 其 時 じ やうない よりだて 

ゑ もんかげ ゆの 介 大手の 口 迄 出 給 ひ、 百し やう 共に 

打む かひ、 お、 たいぎく、 たう ねん はいつ くよ 

b 五： n の 風 十 H の あめが 下、 まづ十 ぶんの 世の 巾ち 

ん ちゃう /1^、 いそいで おくらへ おさむべ しと、 地 

かん ぢゃ うにん にい ひわた し、 みくらのと びら をし 

ひらけば 百し やう 共 は 我 さきにと、 むら/、 の はた 

じる し、 、、と は是 はそん じ やう 其 むらと たからに よよ 

は. 9 て、 はるかに ひろき 大手より、 地す まんの たは 

らを はこびし はに ぎ はし、 か.^ ける、 大 三重し： U いな 

り 其 日 も すでにた そがれ 時、 おくらお さめの 御 ねん 

ぐ も、 殘 りなく おさまれば、 、、と はかげ ゆ は あら 川に 

むかひ、 先 もって 御 ねんぐまいつ、 がな くお さま-り 

て、 一し ほめで たく 御 ざ 候、 某 は 御前へ 出御き げん 

をう かが ふべ し、 御 じぶんに は 御く らラ ながら 御く 

らを とくと しめさせ、 あ LJ よ. 0 御 こし ぽ へと、 地れ 

いぎ をの ベ て ゆき はる は 御 せん を さして ぞ あがらる 

、、、、と はしかる 所へ しづのお の 二人、 ほうかぶ りに 

て かほ をつ ゝみ、 地 あさの ころも を 身に まと ひ、 た 

はらお ふせし うしの つな しづかに お ふて 來. 0 ける、 


さても， その、 ち、、、 とはいせ のうみ にあ こぎ 力 うら 

に ひく あみ も、 たびかさなれば あら はれ ぞ する、 そ 

も此 ゑい かの たいがい をい かにと たづね もとむ る 

に、 にん わう 四十 九 代く はう にんの 御よ にあた つ て、 

たんぶの 國 あま. た ご i  h 'のおう にん、 山ぶ きしゃう 

げん たかのぶ はきん がう をう ちした がへ、 あまたの 

こ ほ. 0 にじ やうく はく を かま へ、 地! かちう ぎ いど 

うどうと して VJ- くリ かた を、 ならぶ る もの もな し、 ： 

と は 偖い ゑの しっけんに は、 あら 川 だて ゑ もん 時と 

を、 むら かみ かげ ゆの すけゆき はる、 此 ゆき はる は 

きょねんち、 にお くれし ゆへ、 じゃくねん なれせ： ハげ 

んぶ くし、 おやの § づ.^ を 取お こな ふ、 さいちき ひ 

やうの じんたいな h  、 ころ は ほうき 四 年 菊：：：： 下 じゅ 

んの 秋の たや、 地か..^ほすぃねもぃっの まに、 たは 

ら かさねて 殿 さま へ 、御 ねんぐお さめと ざ いめい て、 

、、と は 御り やうない の W しゃう 共、 ぎう ばに なうまい 
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、、と はだて ゑ もん きっとみ て、 や あ、 それへ くると み 

ん ばら、 みれば なうまい とみへ しが 大手 口にお ろし 

もせで、 御 じ やうない 迄う し を 引 こみあ まつ さへ H 

くれに およんで 來るは 何事 ぞ、 今日の なうまい は殘 

らす かんじゃう 相 すんだ b、 明 ：！1 さう/ \も卞 、て來 

れ と、, 一とば きびしく とがめられ、 一 一人 おくする けし 

き. も な く、 いや 我々 はかげ ゆの 介 さまの 御存の もの 

共 也、 かげ g さまに おめに か、 b かへ、 りたく 候と、 

じ やうない さして ゆく 所 を、 あら 川 あと へ 引 もとし、 

聞 わけ もな き； AI 姓 めら、 かげ ゆの 介 計が 此く、 りの し 

はいす るか、 かくい ふ 某 はだて ゑ もんとて 御 くらの 

事は偌 置、 一 かちう はたて ふと ふせ ふと 我し だい、 

いらざる うぬら がかげ ゆよ ば は ひ、 いそいで あとへ 

立 か へれと 二人 を とらへ ほうかぶ り引 ちぎれば、 二 

人 共に 女 也、 あら 川 あんに さう ゐ して、 おのれら は 

何 ゆへ おっとに はさま を かへ しと、 よく みれば 

こ はいかに、 一人 はお 姫 さま、 一人 はめのと なり、 

こ はけう がる 御 ふせいと、 地た が ひに かほ を 見 あは 

せて 手 もちぶ さたに み へ にけ り、 、、と は あら 川 打うな 

づき、 ゑゝ がってんた...' すいした. o、 借 は ぬれ を や 


I  百に ハト  

ら せらる、 な、 きこへ た.. o、 此 たはら はなう まいに 

て は あらす して、 かげ ゆ をつ b だすつ りば， りよな、 

人 こそお ほきに 此 時と をが 見 付し うへ は、 もはやぬ 

けても ぬけさせ じ、 兄 殿 さまへ 申 上 御れ うけんに ま 

かせ 申さん、 とはい ひながら ぉ姬 さま、 さりと て は 

きょく もな や、 某： n ごろ 心 を かけ、 一 めい を なげう 

つてと やかう 申 上つ るに、 つれな きお ことば 計に て 

か へ つて じめん を あたへ 給 ふ、 今にても 御 心し だい、 

わが 心に さへ 入 給 はい、 ：！ ハ今の 事共 はおん みつに い 

たし. w- さん、 いやかお、 かの 御 へんじ を、 はやう き 

かんと 御 袖に むつれ てせ ひにく どきけ る、 、、と はち か 

姬 はっと かほ 打 あかめ、 な ふ はしたなの いひ 事 や、 

げ にや 戀ぢ のなら ひ にて たかき いやしき かぎらね 

共、 思 ふと 思 は ざり つると あ ひ ゑんき ゑんが 有 物 を、 

にく ふてい やと は 思 はね ど、 はづ かしながら はじめ 

よ-りかげ ゆの 介に 心 をよ せ、 地と けぬ 思 ひ はみだれ 

がみい ひか ひなく は 思へ 共、 地 是も世 h に 有なら ひ、 

、、とに 御身の 嫌 はかな ふま じ、 ふつ/ \> 思 ひ 切て たべ 

と、 地 さはり さは， らぬ ことぶに、 、、と は 時と を さら 

に 聞 入す、 此上 はいつ 迄 もお、 と 仰の 有 迄 はと 御手 
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を とれば ふ， 0 はなち、 又 取つ けばつ きた ふし、 はぢ 

しめら るれ ど 時と を はな をし なだれて ぬれ か \ る、 

、、と は 所へ かげ ゆ 立 歸.： ^、や あ 御倉の まへ にて 何もの 

なれば た、 すむ と、 とがむ る ことばに 時と を は、 は 

つと ひいて とうわくし、 かなた こなたと うろた へま 

わ. o、  くらの 內へ にげこんで、 內ょ りと びら はたと 

さした めいき、 ついでな た. 0 け 、、、と はかげ ゆいよ 

いよ あやしみて、 何 やつ なれば へんじ をせ ぬと、 姬 

を ひしと とらへ、 御 かほ を きっとみ て は あ、 是 はと 

と びし さ， o、 めいわく さ ふに うぢ-/.^ ともみ 手 をし 

てこ そ ゐられ けれ、 、、と はち か姬 御らん じ 何 御身 はか 

げ ゆの 介な ふつ ぼね あれ 見 給へ、 借々 いんぎん らし 

いてい かなと、 つかく と 立より かげ ゆの せな に 打 

もたれ、、、 と は ゑ、 戀 しらす どうよく 人、 思 ひ て 

みづ からが！ II 比お く， 0 し玉づ さの、 一 どのい なせ も 

涙 川、 君 ゆへ しづむ わが 心、 あはれ をく みて 給 はれと 

，ながらに の 給 へば、、、 と はかげ ゆ わ ぢ/, ^身ぶ る ひ 

し、 こ はもった いなや 姬 君の、 か、 るい やしき 御す 

がた、 人め もい かい 候へば はや/ \ おかへ りな さる 

ベ し、 某 ふせいに もったいな しとつ ゆせ ういん する 


けしきな し、 めのと 見^らせ、 是申 かげ ゅ樣、 かく 

計姬君 G 御たい せつに 思 召、 兄檨 のめ をし のび 是迄 

御 出 候に、 つれな き 今の 御 返事 や、 此戀 かな はぬ 物 

ならば 一 1 たびお へやへ 歸ら じと 思 ひ 切て ま し ま す 

に、 御 心に したが ひ 給 へ とことば をつ くして 申け る、 

、、と は 其 時姬君 只今め のとが い ふと をり、 返事し だ い 

にし あん 有 かげ ゆい かにとの 給へば、 はてせ ひもな 

し 此上は あすに も 殿へ もれ 聞へ 身 はいか やうに 成と 

て も、 仰 はもれ じと 申さ るれば、 姬君 うれしく、 それ 

で こそ 本望 なれ、 しからば いっくの 夕 さりが たこ 

なた よ. 0 もた よ. 0 せん、 かなら す あ ふせの けいやく 

と、 たがいに 手に 手 を 打 かけて とちう の ゑん こュ、 ふ 

しぎ なれ、、、 と はめのと 此 よしみる よりも、 うしに 付 

たるた はらよ h- 御 小袖う すぎぬ 取 出し、 誠に 戀には 

身 を やつせ とよく も 申なら はしたり、 地い ざお しゃ 

う ぞく 召 給へ と 其 身 も、 共に ぬぎ かへ て、 地 人め も 

いかいお 歸 h- と、 御供 申て 立 か へれば、： と はさいせ 

んょ， 9 だて ゑ もんくら の內 にて 聞す まし、 くらの ま 

どよ b さし のぞきこ. 0 や/^ かげ ゆの 介、 もったい 

なく もお 姬隱を そび き 出し、 ふぎ を はたらく.^ よぐ 
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なし、 かげ ゆ をめ せとの 袷へば、 時と を こ \ は 大事 

と 思 ひ、 仰に て は 候へ 共、 御い もうと ごの あ/、 みや 

うは まつだい 御 家の かきんな b 、某の 存 るに は此御 

せんぎ はさし おかれ、 何と ぞ かげ ゆになん だい を 仰 

付ら れ せっぷく いたさせ 候 はい、 ぉ姬樣 もつ、 がな 

くこと おんびんに 候 はんと 誠ら しげに. s- にぞ將 げん 

げ にもと どうしん 有、 しからばない 聞お よびし、 

かげ ゆが ひさう の ひれう 丸と い ふたち を 所 51- せん 

にいな とい はいそれ をつ みに 取て おとさん、 地此義 

よろしく 候 はんと かげ ゆが、 たちへ つか ひ 立、 今や 

おそし と 待 所に、 、、と はか 、るた くみと ゆめにも しら 

でかげ § の 介 は、 おう， たい を 取 もたせ やがて 御，： g へ 

出ら る 、將 げん 昆 袷ひ汝 をよ ぶ 事よ の義 にあら す、 

かねて 聞った へしめ いさく を 某 望に 思 ふ 間、 いそい 

で 我に さし..^ よと、 詞も いまだお はらざる に、 時と 

をす ゝみ 出、 偖々. めいさく は 持べき 物、 殿 2^ の 御所 

望と はねが ふ て もな き 所、 さう/^ さし 上 候 へ と、 そ 

ばから いはれ ぬ 付 やきば 身よ b 出た る さびと かや、 

、、と は かげゅすぃ..^ゃぅせしか共さぁらぬてぃにて、 

あら 川 殿の 御 取な し、 近 比しう ちゃくに は存れ 共、 

三百 六十 三 


わ、、 ざの 平 次 
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おや せんぞよ b つた はりて 某 迄 は 七 代、 一代に 一 ど 

ならでは ひけんの ならぬ たち なれ 共、 ぎよ ゐ おもき 

によって 是迄 はおさん せ..^、 御所 望と 有 だん はまつ 

びら 御 めんかう ぶらん と、 しきって じたい 有ければ、 

時と をい よ かつに の，^、 こ は あたらしき 一 ごん 

かな、 たち 刀 をた しなむ はた ゝ かひ を はげまん ため、 

一 代 一 どのた ちなら ば、 何の やくに か 立 申さん、 先 

其た ち を はいけん せんと、 ゐ たる 所 を すん， i 立、 か 

げ ゆにし きの ふくろよ くだんの たち を収 出し、 さ 

いせん もい ふと を b、 ひれう 丸と 申に はい はれ 有た 

ち なれば、 おろそかに 見 給 ふなと、 時と をに わたさ 

る、、 あら 川う け 取なん のい はれ か 有べき と、 いひ 

も あへ ぬに 此 たちお のれと ぬけ 出て、 ひれう の ごと 

くひら-/,, \. 'と、 其 ざ を ひらめき ま はりし はす さま じ 

かりけ る 三重し. たいな b さしもの 大將 はじめと し、 時 

と を殘 b の 侍 共、 皆々 其 ざに たま， 9 かね、 おく を さ 

して にげ 入れば、 くだんの たち は ひら-. (- ともとの 

さやに ぞ おさま. 9 ける、 、、と はかげ ゆうれ しく をし い 

たいき、 や あ ひけうな- 9 時と を 殿、 とくと 御 ひけん 

はで、 いづく へしの び まします ぞ、 こ ともおろ か 


ゃ此 太刀 は ゆう. 9 やくてい より 相った は. 9 三 ごく ふ 

二の めいさく をけ んゐを もってと らんと は、 思 ひも 

よらす およびな し、 忝くも ひだ.^ に は、 正 八幡の ぼ 

しす は hs、 右に はく  から ふどうの 姿 あくま かう ぶ 

く をんで きたいさん、 いとま 申て かた.，^ とわが や 

を さして か へ らる ゝ， 誠に 一 しょけん めいの、 あや 

うきなん をの がれし は只此 たちの ゐ とくな，.^、 こ、 

ん きたいの めいさく やと 上から 下にいた る 迄み なか 

ん せぬ もの こそな か..^ けれ 


が 《^ 


二 


さる ほ、 どに、 地 山ぶ き將 げんた かの ぶ は、、、 と はかげ 

ゆがた ちに きをとられ、 行 春 打べき 手 だて さへ 思 ひ 

の 外にし ぞん して 、いよ/^,^ つ ぶく かぎりなく、 御 

いもうと ちか 姬を よび 出し、 偖々 おのれに はいか 成 

天 まが 入 か は. 9、 あのい やしき 行 春に 何とて ふぎ は 

なしけ るぞ、 我家の つらよごし ロハ 今 手に かけ 打てす 

つる ぞ、 かくごせ よとの 給 へ ば、 姬君 おくする けしき 

なく、 こ は 思 ひも あへ ぬ 仰 かな、 我 身に ふぎの 候 は 


ばと も かく も 成 申さん、 それに はせ うこば し <ES^ か と 

あれば、 たかのぶ 聞 給 ひ、 お、 せう こ 迄 もな し、 だ 

て ゑ もんが ぢ きに 見た る此上 はの がれ は あら じとの 

給へば、 姬君 かさねて、！ S だて ゑ もんが 申せし とや、 

ゑ、 はら 立 や 此上は 化 を かつ、 み 申べき、 かねぐ 

あの 時と をが みづ からに 心 を かけ、 たびく ふみを 

おくれ 共、 いふても 久しき からう やくお み、 に 立 じ 

と 思 ひしに、 其戀 かな はぬ はら 立に、 とがな きかげ 

ゆと みづ からと みっつうと 申せし かや、 時と を 召よ 

せ 今一 ど、 とくと せんぎし 給 はれと 淚 にくれ ての 給 

へば、、、 と はたかの ぶ 聞 給 ひ、 何と 其詞 にいつ は.^ な 

きか、 時と をが ふみを 付し は 誠 成 か、 其 時め のとつ 

つと 出、 しょせん 誠 かいつ は. 9 はこよ ひ にても ぉ姬 

さまよ. 9 時と をへ お とづれ あれば、 さっそく しのび 

申べ し、 それ をせ うこに 御 せんぎと いへば、 たかの 

ぶとくと 御し あん 有、 しからば ひそかに はから ふべ 

し、 皆 々をく へとの 給 ひ て 打 つれお くに ぞ 三重 入 給 ふ 

すでに 其 日 も、 地 くれし かば、 うつ ゝな くも； U て ゑ 

もん 姬 君よ. 9 のお とづれ に、 ふ はと 打の る こ ひかせ 

は、 地 わが 身ながら も ぞっとして、 うすぎぬ ふかく 

わ：， さ の  11^^ 


引かぶ. o、 姬 君の 御ね まへ しのび 入 こそ あやう けれ、 

、、と はかね て あ ひ づの事 なれば、 めのと のこが うつ、 

と 出、 な ふお そや さいせんよ..^ 待 わびて 候に、 おと 

せで こなたへ くと、 姬 君の ふし 給 ふ、 一 まの 內へ 

手引して、 しつ ぼと ロ^せ 給へ やと 其 身 はかって へ 

入に けり、、、 と は 時と を はう すぎぬ 取、 び やうぶ 引の 

けみ て あれば、 ともしび ほそく そむけ つ、、 地らん じ 

やの かほりた きしめて、 よるの ゑ もん を 引 かづ き、 ゆ 

たかに ふさせ 給 ふてい、 たと へいか 成 あら ゑび す も 

心た ゆた ふ 計に て、 、、と はさし もの 時と をむ ねと いろ 

き 只 わお/^ とぞ ふる ひける、 され 共 心 をお としつ 

け、 姬 君の 枕に よ h -、 いつ 迄 心 をお かせ 給 ふぞ、 誠 

にあけ くれ 戀 こがれ ちづかの ふみを 參ら せし に、 御 

返事 もなか， 9 しゅへ、 うらみ は 君に 有そう みの ふか 

きかく ご をき はめし に、 こよ ひしの ベの 御 しらせ 誠 

とさら に 思 はれね ど、 せめて は ゆめに 成 共と、 是御 

らんせ よ 時と をが 女の ていに さま を かへ、 是迄 しの 

び 參.， >  た .0、 今 はなさけ のお こと はに、 ぁづか ^た 

ふ 候と 3-3 ふ 入て ぞく どきけ る、 、、と はされ i 〈とかう の 

いらへ なし、 時と を 今 はたへ かねて、 うへ 成き ぬ を 

iir 百 六十 五 


わ、、 ざの 平   

引の くれば 姬君 にて は あらす して 主人 たかのぶ にて 

おはします、 時と を 何共 せんかた なくす ご/ \ 'と 立 

のきて あたま を かいて ぞ； Q た， 0 ける、 、、と はたかの ぶ 

御らん じい ゃ是 御から う 殿、 けっかう 成有樣 や、 か 

すならぬ 某 ふせいの いもうとに 御 心 を かけらる 、だ 

ん、 忝し とや 申さん、 又ぶ さほうと や 申べき、 かや 

うの ふぎ はおし かくし、 ゆへ もな きかげ ゆの 介 を こ 

ろ させんと はしける よな、 おのれ 何共お- 一な ひやう 

のない 惡人 めと、 たちに 手 を かけ 給へば、 時と を ま 

な こ を はった といら らげ、 何と 下人が 主へ 心 を かく 

るが 是が うきよに ないなら ひか、 今迄 こそ 主と 思 ひ 

てかん にんじつ、 もはや 今が 百年め と、 ぬき 打に て 

うど 切、 たかのぶ はっとぬ き 合せ、 打 あはさん とし 

給 ふ を、 た、 みかけて 打 程に、、、 とはいた はしゃた か 

のぶ はやい ばの 下に ふし 給 ふ、 おつぎに ふした る 侍 

共た ちお とに おどろき、 我 も/  0 かけ 出る、 時と 

をた ち を ふ. 0 ま はしお のれら あしく よってけ がまく 

るな、 たかのぶ は惡人 ゆへ 某が 手に かけた.^、 おの 

れら 我に くみせぬ と 一 々になぎ た ふす と、 たち ひら 

めかし とんで ま はれば、 たれ かはいぎ におよ ぶ ベ き、 
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皆 時と をに ぞくみ しける、 、、と は 時と をみ てお 、しん ， 

ベう く、 先 たかのぶが しがい を かたづけ おけ やと 

て、 おく を さして ぞ 入に ける、 姬君 かくと 聞よりも、 

長刀 ひつ さげ 出 給 ふ を、 、、と はめのと すが.^ おしと い 

め、 ゑ、 こ は 何事 ぞぉ姬 さま、 兄，^, の 御 さいご は 申 . 

て も か へらぬ 寧、 此ぉこ..^はIi:事も御身さまょb出 

ぬれば、 かへ つてと りこと ならせ 給 はん、 一 ま. つ こ 

ゝを しのび 出、 じせつ を 待て 兄う への、 かたき をう 

たせ 給 ふ ベ しひら に/^ i いむれば、 、、とはい やとよ 

めのと 兄う へ をみ づ から ゆへ にころ させて、 へんじ 

もながら へ あられ ふか、 たと へ 女の 身 成 共せ ひ： た 

ち..」 かけ 出 給 ふ を、 さま < ^にと め 申、 うら 道より 

御手 を 引、 かげ ゆが 方 へと おちて 行 心のう ち 一 一 そ さほ 

ひ 三重 たのもしき、 借 其 後に、 、、と は 時と をは姬 君お ち 

させ 給 ふと 聞、 さだめて よかた へ は をち ゆか じ、 か 

げ ゆが 方へ 行つ らん、 ついでに おしよせて かげ ゆめ 

に はら きらせ、 姬 をう ばひ歸 らんに、 馬に くら をけ 

もの ゝぐ せよ、 時 をう つすな 汝ら と、 手せ いかりせ 

い 百 五十き あま だの 城 を 打 立て ゆき はる やかたへ さ 

ほひ 三重お しょす る さる に、： と は ゆき はる はき. S ふ . 


大將の 御前に て あやうき なん をの がれ 出、 立 か へれ 

共 おちつかす、 いか》 と 思 ひゐる 所へ、 姬君 めのと 

あはた しく かけ 來，^ 、 をく へ つ、 と 入 給へば、 行 

はるお どろき こ はさ う. 'しき 御 ふさい、 き づ か は 

しゃと 有ければ、 めのと 右の しだい を かたり、 殿の 

うたれ 給 ふゆへ 姬君是 まで いらせ 給 ふと、 いひ も は 

てぬ にかげ ゆの 介、 何 殿 樣は御 さいごと や、 猪し な 

した. o/^ とと はう にくれ て、 みへ 給 ふ、 しかる 所 

へ 時と を は、 一 どに どっとよ せ來， り、、、 と は 時 を どつ 

とぞ 上に ける、 かげ ゆ 一 け はき も をけ し、 上 を F へ 

とかへ しける、 され 共 かげ ゆか ひぐ しく、 先姬君 

をし のばせ 申、 其 身 かる， げに身 じ まひし、 けらい 共 

に 打む か ひ 某し ばし ふ せ が ん 內汝ら はやく も の、 ぐ 

せよ と、 かの ぢぅ だいの ひれう 丸、 ゆんでの わきに か 

いこみ、 大 もん ひらかせ 切て 出、 、、と は 只今 是ぉ 一よ せ 

たる は- 大め いしらす の あら 川な らん、 をのれ はしゅ. 

をう ち搴 .>、 天に 上. 0 地に 入 共 其つ みや はかの がれ 

んゃ、 某が 手に かけて みらいの くげん を かけさせん、 

じんじゃ うにせ うぶ をせ よと、 二王 立に ぞた、 れた 

り、 時と を こまかけ よせ、 ゑゝ可 さいふ はかげ ゆの 

あ 、 一 ざの 平 次 


介 か、 く はんたいす ぎた る ざう ごん、 それ 侍 はな、 

しゅ を ころしお や を も 切て 國こ ほ， り を 切収が ぶしの 

このむ 所な. 9、 ことにお のれに はせん じつの いこん 

有、 命お しく は姬を わたし やしき を 出て かう さんせ 

よと さもに くて いに よば はった. o、 かげ ゆ 聞て！^ と 

申？ て、 先 Hr のいこん と はくら の 內へは ひか いみ、 某 

に 出 あ ひて 手 をす つて わび.：^ る をむ ねんに 思 ふは尤 

な， 9、 いで./,^ むねん を はらさ せんと、 ぢ- うだいの 

ひれう 丸 まっかう にさし かざし、 くもで かくな は 十 

もんじ 、あたる！^ を さ いはいに はら. 'と 三重な ぎ 

給ふかたなは名に ぉふっるぎな..^、 ゆき はる はがう 

のぶし、 此 たちさきに あたる ものいき て歸る はな か 

け. 9、 、、と は 時と をし きって ざい ふり 上、 ゐと れゐ 

とれと げぢ すれば、 すき を あらせす. Q かくる やに、 

、、と はかげ ゆた まら や 立 か へ .9、 はしって もん をち や 

うど さし、 いかに 汝ら とてもせ うむ かな ひがたし、 

某 やかた を まくらに して 打 じに せん はか く ご な れ 

共、 さあらん 時 はたれ 有て 姬 君の 御 せんど を 見と 5- 

くる もの もな し、 かな はぬ 迄 も 姬君を 御供 屮 おちゆ 

かん、 其 まに やい ぶん ふせぎぬ け、 跡よ.. 來れと 有 

,  . I 三百 六十.^ 


あ、、 、の 平 次 

ければ、 さすが かげ ゆの けらいと て 皆 一 どうに こと 

ば を そろへ、 何が さて 命 かぎ h- に 切 じに らん、 は 

や おちさせ 給 ふべ しと ことばす >5 'しく 申に ぞ、 

ぉゝ でかした. 9 かた  -、 めのと も 一所と 思へ 共、 

女中 二人 は あしまと ひ、 跡ょ..^同道して來れと、 其 

身に 立 や を か なぐ b すて 姬 君の 御手 を収 うら 道 さ し 

てぞを ちらる ゝ、 じこくう つれば かたきの せい、 大 

もん をお しゃぶり おめき さけんで み. たれ 入、 やかた 

のつ はもの 十七 口、  ロロ さらす に はたらけ 共、 大せ 

いに 奴 こめられ 皆 こと く 打 じに す、 かたき はか 

つに のり 入の， 9 こみ、 、、と はこ、 かしこと t^: れ共、 姬 

も かげ ゆ もみ へ ざれば、 借 はは やおち つらん、 さあお 

つかけ ょ汝ら と、 たに を わけみ ね を こへ かげ § をし 

た ふてき ほひ 二重お つかく る さる 程に、 、、と はかげ ゆの 

介 ふかでの 上に 女 づれ、 心 計 はいそげ ども、 あしよ 

はぐるまの ちからなき 身の 成 はて ぞ、 あさましき、 

、、と はやう/ \. 'に げ のび 山 かげの あんじつ を 見 付つ 

つ、 まづ- あれへ 立 こへ て 何と ぞ かげ を かくさん 

と、 いほりの 內 へつ ゝと 入、 御 めんと いへば あるじ 

の 僧、 たれ 人 成 ぞと立 出る を みれば、 姬 S 御め のと 
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はやとの 介入 道な り、 たが ひに 是 はとはし b よ さ 

き 立 物 は、 涙な. 9、 かげ ゆ 右の し. 《• う を かた.^、 さ 

だめて おって か、 るべ し、 我事 は ともかくも 姬君樣 

を かくして たべ、 はやとく — -と 有ければ、 はやと 

入道 聞 も あへ す、 さ こそ あらんと お ぼへ た..^、 成 ゆ 

かん 徙を みん ために わざと 國 のかた はらに ためら ひ 

てゐ た. 0 しに、 あんにた が はぬ しあ はせ かな、 御身 

は 中々 に 其て いに て はふせ ぎ あ ふ 事 成が たし、 ぉ姬 

さま もろ 共に へ んじ もさき へ おちの び 給 へ 、 ぐそう 

あんないい たさんと、 うしろの 山の このま を わけ、 

おちゆ かんとす る 所へ、 、、と はおっての せいむら がり 

來り、 す は あれに こそ あますな と、 1 どに どっと か 

けよ る を、 入道 今 はの がれぬ 所、 かげ ゆすい ぶん は 

たらき 給へ、 心へ た. 0 と姬君 をう しろに かこ ひ、 ほ 

うし もろ 共む かふ かたきに わた b 合 こ、 を さいごと 

三重 はげまる 、かたき は あらて を 入 か へ -,^ 、我お と 

らじ とた、 かへば、 さしもの 兩人 つかれはて、 ほう 

し姬を 取 かこ ひ、 しばらく いきをつぐ 間に、 かげ ゆ 

かたき を ふせがる \ かげ ゆた ゝ かひつ かるれば 又 ほ 

うし 入道 か は. o、 ふん ごみ/^ 切 立れば、 よせて さう 


なう ちかづかす、 二の あし ふんで み ゆる 所 を、 兩人 

一 . 所 にわって 入、 じう わう むぐ うに 切て ま はれば、 ： 

と はだて ゑ もん はかな はじと、 馬 引かへ しにげ 行 を、 

兩 人つ いいて おつか くれ ど、 かたき はめい ばに のつ 

たれば、 おくりく も を かすみに にげて 行、 、、と は ほうし 

かげ ゆ を 引と > め、 いふても かたき は大 せいな-. y、 

やたけに 思 ふと かな ふま じ、 先 姬君を かたに かけい 

づく成 共お ちられよ、 もしゃ かたきのお ひ來ら ん、 某 

是に ふみと いまり、 跡よ h' おつ 付 申べ し は ts; {-1 

いさむれ は、 げに尤 とかげ ゆの 介、 某 ゆか. 9 の 候へば 

いせ ぢを さして をち 申さん、 跡よ おつ 付 給へ やと 

姬君を かたに かけいせ ぢを さしてお ちらる 人、 かげ 

ゆの 介の なんぎの てい、 はやと ほうしが たのもし さ、 

誠に 出家 侍と は、 か 、 る 事 を やい ふらんと、 しる もし 

らぬ もお しなべ てかん せぬ、 もの こそな か h- けれ 0 
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かくて、 その \ ち 、地 ひく はらく ゑう はかせの まへ、 

よの せいすい はたれ とても、 おも ひかけ ぬぞ はかな 

あ、、 お i の 平 次 


けれ、 、、と はかげ ゆの 介 ゆき はる は 先年 國 のさう どう ； 

ゆへ、 姬君を つれ おちのびて、 いせの 國 あの ゝこほ 

b しまが さきと いふ 所に、 少シの ゆか. 0 有 明の、 地 月 

日 を かさね 姬君 とか はす、 まくらの いっとな く、 ： 

と は あねた け姬 十二 さい、 弟と も^ 七 さい、 二人の 子 

供 を まう けつ ゝ、 地 かたは ふく 成 うらの やに、 つま 

木 をり たくけ ぷ りさへ、 たへ まがち 成 わびす まゐ、 

むかしの けみ やう 引かへ て、 地 あこぎの 16 '次と なを 

よ * よれ、 こと r するどき， フら 人に、 な るれば こゝも 

おの づ から、 か はらです める よはの 月、 我 ひと. 9 の 

みすみ かねて、、、 と は 有 時 平 次 さい 女に 近付、 偖々 世 

がよ の 時なら ば 御身 はみ. たいち か姬共 人々 にう やま 一 

はれ、 かう した うらの かた ほと b はうた になら では 

よまぬ 身の、 さらば 下人 も 有事 か、 地 あさの ころも 

にやれ ていら、 むかしの かたち もな きてい を、 みる 

も 中々 あさまし や、 せめて は 家の；？ フ だい を、 かや 

うの 時の ことわざに、 、、と はたから は 身の さし 合せと 

ひれう 丸の 一 こし を、 う， 9 しろな してと 思へ 共、 ら 

うにん もの、 たちが たなば か， 0 かひ はっと ゝ いひな 

して、 取つ ぎくる 、人 もな し、 地是に 付ても つたへ 
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置、 むかしの つるぎ 引かへ て、 今 はよ しなき ながた 

なと は、 かやう の 事 を や 申らん とかたり 出して、 な 

げかる、、 、、と は 北の かた 聞 給 ひ、 あ、 よしなき つま 一 

のことば かな、 かく 成 はつる もせん せの ごう、 玉の 

うてな もね、 へむ ぐら はへ らん やどに、 いもとす まば 

と 聞 時 は、 何 を かなげ く 事 あらん、、、 と はう さも つら 

さも わびし さも 兄弟の おさ あ ひに まぎれて H::n をお 

くり 候、 かなら や か へらぬ むかし をく やみ かな 

しみ 給 ふなと、 心づ よく はい さむれ ど、 つまの やつ 

れ してい をみ て そ い ろに 涙 をな がさる、、 、、と は § き 

はる： 陝を おさへ 、 是に 付ても 侍の しすべ き 時に しな 

ざれば、 しに まさる はぢ 有と はわが 身の上に て しら 

れた h -、 か、 るむ ねんのう きす まゐ いきて 物 を 思 は 

ん より、 しょせん じがいと 思 ひつめ、 いくたび かいく 

たび かこし の 刀に 手 を かけし が、 二人の 子供に 心く 

れ かひな き 命い きのび しと 又 さめ 'と、 なげかる 

る、 地いた はしゃ 竹姬 は、 ちゝ のか ほ を 打 まもり、 

我々 兄弟せ ゆへ に、 ち、 うへ 樣 母上に かくうき め を 

みせ 參ら する 此 おん を 何とて ほうじ 申さん と、 おと 

なし やかに の 給へば、 ぉゝ よくい ふた h- 竹姬 よ、 さ 
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すが はち、 が 子に-」 お、 おつ 付！^ にも 出たら ば、 今 

のぅさをもむかし：^た.x^ になす ベ き 物、 ぁゝ よしな 

一 き 事に 時う つる、 もはや H も くれ こよ ひ は H! もさへ 

ゎた..^さこそれぅのせぬ べし、 なんでも こよ ひ はし 

あはせ し、 お つ 付か へ らん 竹姬 と、 出させ 給 へ ばと も 

若 は、： とばな ふち、 うへ 樣 いづく へ ゆか せ 給ふぞ 

や、 我 も ゆかんと す：^ り 付、： 牛 次す かして 是 とも 若、 

ち、 はいつ ものうら へ 出う を、 収て來 るな hN、 こよ 

ひも 又お *  j とがす きの ゑび を収て させん と あれ 

ば、 おさな 心に 悅 びて、 あの ゑび とあかい かにと を 給 

はれ や、 よく  るす をいた さんと 母の そばへ 立 か 

へれば、 平 次に つ こと 打 わら ひお、 せっかく るす を 

い たす ベ しと、 立 出ん とし 給 ふ を、 北の 方 はし. 0 出、 

、、と はは あとせ いと はい ひながら いつ よ， 0 もこ 

よ ひは^、 御す がた を 見お くれば、 何と やらん あら 

れぬ 事が 思 はれて、 心 ぼ そふ さ ふら ふぞ や、 、、と は是 

と 申 も^ゅへ ぞ、 此 ふたみ：^ うらやし まが さき、 あ 

のゝこ ほ， 0 の 其 內は太 神宮 S 御..^ やう ぶん、 せっし 

やう きんせいと 聞つ るに、 よな/,^ せっしゃう なさ 

る、 事 神のと がめ もい かならん、 とかね ぐ 心に か 


かりつ ゝ、 地よ ひに 家お を 出 給 ひ、 よふ けて か へらせ 

給 ふ 迄、 い くせのあん じいた すぞ や、 され 共 ひんじ 

やの かなし さは、 、、と は是 をし ろな し うら ざれば おや 

子が うへ にっかる、 ゆへ、 今迄 はとめ 申さす、 こよ 

ひ はこと さら 心に か、，. 0 候へば、 せひに こよ ひの 御 

出 は 思 ひとい ま b たび 給へ、 たと へば おやこ もろ 共 

に、 うへ につかれて しする 共、 せんせ の 事と あきら 

めん、 せひ^,. - とまり 給 はれと たもと にす が，. y、 と 

め 給 ふ、 、、と は ゆき はる 釉をふ はなち あ、 をろ か 成 

いひ 事 や、 我 も 人 もつ ゆの 命 をつな がんた め、 それ 

侍の をち ぶれて はつ じ 切が うどうな す とても、 二た 

びほんち を あんどして なを 上る こそ ほん ゐ なれ、 あ 

すよ hN はと も かく もこよ ひ 計. は 立 出ん、 はやくし 

まふて 歸 らんに、 それとも 若に は 夕べき う をす へた 

れ ばき うかせ ひかせ 給 ふなよ、 あね も 御身 も ふかよ 

なべ をし 給 ふな、 よ ひよ，. y やすみ 給 へ やと、 地い ほ hN 

の ほと hN につな ぎた る、 小舟に さほ を さす ほ 時 引 

しほ 時に ゆられ 行、 是 をば ながき わかれと は 後に ぞ 

思 ひしら れた b 是は拆 置、 、、と は 其 比せ いしう のそう 

まん 所 こばやし うこんの 太夫 もりな を は、 手下の も 

あ、、^ の 平 次  . 


の 共 よびあつめ、 ^もた うしよ ふたみが うらし まが 

さき は、 こらいよ. 9 此 かた 太 神宮 御 せんの みに ゑて 

うじん のれう ばに て せっしゃう き. ん だんの 所 成に、 

何もの やらん よな/ \ 'あみ をお ろし、 せっしゃう 

する LJ ふ， フ ぶんす、 むかしよ， さや， r\OLJ*ft-!!^ ら 

をから め 取、 則 かのお きに ふしづけに する おきてな 

,9、 こよ ひ は 汝ら心 を 付 からめとれと 有ければ、 承 

.9 候と、 方々 へ 手 わけ をし ぁひづ をき はめ ひそかに 

しのびて ばん をぞ まも. 9 ける 是 をば しらで、 地 あこ 

ぎの 平 次 は、 いつものれ うばへの り 出し、 あなた こ 

なた へ あみ を 置、 なみのお もて をた、 き 立、 や ご ゑ 

を かけて おひ ま はし、： と は あみ 引 上れば うれし や 

な、 ざよ こうさい ん としに かける、 命 まつゑの はつ 

す， 5- き、 ぉひれをぅごかしか 、 ったh^、 さあ こそ こ 

よ ひ は 仕 合よ しと、 又 あみお ろす お ふしばん の も 

の 共是を 見て、 ぁひづ の. ひやう しぎ 打 あはす、 す は 

やくせ もの あますな と、 、、と は大 せいどつ と を， 9 かさ 

な ひしく と 取 かこむ、 平 次 心へ た， 9 と 取 付 もの 

其 引よ せて、 取て はなげく、 ろかい ふ b 上 打 あ ひ 

しが こ、 かしこよ，. y はせ あつま，.^、 いやが 上に おち 
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も、、^ の 平 次  . 

かさな. 9 っゐ になわ をぞ かけに ける、 、、とに うらの も 

の 共立よ.. > て 先 其 男が つら を 見よ と、 たいまつ さし 

上よ くみれば いやし からざる 男な. 9、 ゃぁ此 あたり 

にて はみ ぬ 男、 いづく のうら の大 ぬす 人、 神の はつ 

と を しらざる か、 天ば つに てあら はれし、 いきぬす 

人の 大 がんどう、 むかしよ. ^ のしき れいに て此 浦へ 

しづめ にかけ、 いせの もく づとを こな ふべ し、 先な 

をな のれ それつ らく はせ とこ ゑ/^ に こそ どよめき 

ける、 あこぎ 淚を はら-.,^ »t 0 ながし、 ぁゝ 口お しき 

ていに 成 はて 候、 此 ていに およびな をな のる 迄 もな 

し、 せっしゃう きんだんの 所と は ゆめ/ \ -存候 はで 

ふと あみ をお ろし 候、 かさねて は來る まじ、 先此た 

び は 御た すけ 下されよ とかう ベ を さげて 申さる ゝ、 

、、と はばん の もの 共是を 聞、 む やくの 事 を い は んょ 

,9 なをな のれと ぞ ひしめき ける、 平 次 かさねて 此上 

は 有の まゝに 申べ し、 廿 -1^ は此 しまが さきにて あこぎ 

の卒 次と 申ら うにん もの、 神のお きて を そむく 上 は 

命 はつゆ もお しからす、 去ながら 某 一人 を賴 にいた 

す さい 女 やせ がれ 御 ざ 候せ 相 はて 候 は いかれら もう 

へ にっかれ 中さん、 神も^ ひのめぐ みより せっしゃ 
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う をい とひ 給 ふと 承る、 人 を 一 人た すくる はく はう 

だいの せんこん ぞゃ、 某 一 人た すかれば おやこ 四 人 

たすかり 候、 事の だう り を SS わけ 給 ひ、 某が 命 をた 

すけ 下され 候 はい、 しゃう < ^のおん ならめ と淚 に 

くれて 申さる、 ばんの もの 共 聞と いけ、 げ にさる 事 

も 有べき が 所の ほう は そむかれす、 はや-/^ ほうに 

おこなへ と、 むざん や 16 '次がい しゃう を はぎ、 あか 

はだかに て 手 あし をから め、 大 竹の すに まき 立、 大石 

あまたく、 b 付う すまくな みのおち あ ひに いきな が 

ら、 しづめ にどう どかけ、 る はめ も あてられぬ しだ 

いなり、 、、と は扔 まつだいの みせしめと、 ギ 次がき た 

るいし やう をば なみ 打ぎ はに つかに つき、 其 上に 高 

札 立、 みな-/^ わがやに かへ b し はなさけ な ふこ そ 

三重 聞へ ける 神なら ぬ 身の はかな さは、 あこぎの つ 

ま は かく 共 しら や、 、、と はは や あかつきに およべ 共 わ 

がつ まの か へらぬ は、 いかにと しても 心へ す、 思へ 

ばよ ひに わかれし 時^に わかれ も 有 やうに、 心 ぼ そ 

く 思 ひしが、 心 もとな や きづか はしと、 地 はやしの 

のめ も あけ、 れば、 二人の 子供の 手 を 引て、 はまべ 

を さして 出洽 ひ、 二人 やかし こと 見 給へば、、、 と はよ 


ひに あこぎの、 b 給 ふ ふね は ゆられて 有ながら、 の 

つたる 人 はな かりけ b、 ない はう 心 も おちつかす、 

かしこ を みれば あたらしき たか ふだ 有、 さしより て 

見 給 ふに、 なに/^ 此 あこぎの 平 次と 申 もの、 せつ 

しゃう きんだんの 神 地に て せっしゃう したる とがに 

よ b  、せんれいに まかせ ふしつけ にお こな ふ 物な り、 

ねんがう 月 日と しるして 有、 きたのかた よみ もお は 

らす、 こ は そ もい かに 平 次 は、 わがつ ま はし、 給 ふ 

か、 な ふな さけな やかな しゃと 其まゝ そこにた をれ 

ふしき へ 入 やうに ぞ なき 仇 5 ふ、 地 やう- 心 を収な 

をし、、， と はやれ 兄弟の 子供よ、 ちゝの } ひ-次 はせ つし 

やうな されし とが ぞ とて、 此 所へ しづめ にか、 し 

し 給 ふ は、 な ふ竹姬 とも 若、 ヒは 何と せん あさまし 

やと ふし、 づ みて ぞ、 なき 給 ふ、、、 と はおとな しき 兄 

弟に て 母の なげき をつ く < ^聞、 ち、 うへ は此 うみ 

へ しづ めに か 、h '給 ふか や、 さ， 9 とて はち ゝぅ へに、 

阿と ぞ あはせ て 給 はれと、 とも 若 は あしす， 0 し 身 を 

も • た へて ぞ、 あこが る、、 地 あね は 弟に すが トメ 付 あ 

あは かな やと も 若よ、 一た びし、 たるち、 うへの、 

何とて か へ ，9 拾 ふ ベ き、 今より ちゝ う へ なき ぞとょ 、 


あねが 心 を 思 ひやれ、 こ は そ も 何たる ゐん ぐはぞ と、 

なみ 打ぎ はに ひれふして 命 もた へ よと、 なげかる、、 

地と も 若 やう- C 聞 入て、 ち  > "うへ のまし まさ やば、 

ゑび を も かに を も 今よ.. たれ か 取く れん、 ちゝ うへ 

戀 しち、 こ ひし、 戀 し/^ とかけ はし， o、 母に ひし 

といだき 付、 わつ とさけ ぶ 時に こそ、 母 はいよ/ \ - 

みだれがみ、 か、 る亊の あらんと て、 よ ひに 出させ 

給 ふ 時、 みづ から ひらにと いめし を あね 竹姬ゃ 弟が、 

うへ にっかる、 ふびん さと、 さすが ことばに の 給 は 

ね ど、 御 かほば せに あら はれし、 月の出し ほ を 待 かね 

て、 出させ 給 ふ おもかげ を、 今 見る やうに 思 はる ゝ、 

思へ はよ ひに わかれし が、 ながき わかれで 有し 物、 

さらばな ご， Cs もお しま やし、 はなち や. 0 ぬる かなし 

さよ、 つまに わかれて 今よ. 9 は、 我々 おや 子 三人 は、 

可と 成なん あさ しゃ、 さ とて は あこぎ 殿、 おも 

かげ 成 共 今一 ど、 みせさせ 給へ とくどき 立 こ ゑ を 上 

てぞ なき 給 ふ、 よじの、 あはれ と 聞へ ける、 地いた 

はしゃ 北の方 あま..^ なげきに たへ しづみ、 其 ま、 き 

やうき と 成 給 ひ、 かつば とおき て ゆびさし、、、、 と は 

やれ 兄弟の もの 共よ ち、 の あれに まします がわら は 


あ、、 ざの 平 次 
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をめ され さ ふら ふぞ や、 たいめん せよ やと も 若よ、 

な ふうれ しゃ 竹姬 よ、 こゝは いづく ぞいせ のうら い 

そべ^/^ はん まちん- ( く， ちん/^ ち ど りが、 

ふうふ 打 つれ 行 時 は、 我 を もつれて ゆけ、 はん まち 

ど. 0 の ともよべ かし、 地 あらお もしろ やお かしゃと、 

地な いつわら ふ つし 給へば、 兄弟 はかなし くて、 ゆ 

ん でめで に 取 付て、 何 をの 給 ふ 母上 檨、 ちゝ はむな 

しく 成 給 ふ、 御身 はき やうき に 成 給 ひ、 我々 何と 成 

申さん、、、 と は あれな ふ 人が わら ふぞ や、 はやくい 

ほりへ 歸らせ 給へ、 何人が わら ふと や、 わら は- S 'わ 

らへ ちつ 共 そつ 共大じ もない、 戀 よく わがな かぞ 

ら にな まなかに、 わがつ まがき て は おもかげに 立け 

る はな ふこ ひしの わがつ まと、 ない つく どいつ さま 

ざまと た をれ ふして ぞ、 おはします、 地 兄弟 あま. 0 

かなし さに、 まづ^,... 'いほ， 9 へ 歸らせ 給へ と、 淚な 

がらに 立よ， 9 て、 かひ <\- しく も 御手 を 引、 なくな 

くい ほ hN へ歸 らるゝ 心の うちこ そ あはれ なれ 是は^ 

置、、、 と は 一とせ たんしう あま だの 城に 召つ かへ、 ふ 

,9 よに 出家 マん せい 有 はやとの 介入 道 は 先年 かげ ゆ 

の 介に かせいして、 たが ひに 立 わかれし 後、 いせお 


のかた へと 有し ゆへ、 せいしう に 下- 9 っゝ かげ ゆの 

行 ゑ を尋れ ど、 いづく を こそ 共 しれ ざれば、 それよ 

,0 よこく を尋ん と、 おはりみ か はやと をとう み、 む 

さし も ふさ あは かづ さ、 みちの くの はてし 迄尋め 

ぐ- 9 ておの づ からし ゆ 行の こう もつ も hv っゝ、 さい 

れん ほうしと ほうみ やうし、 さすがに こき やうな つ 

かしく、 都の そらへ と 心 ざし、 地 やう/ \» 今 はいせ 

の國 あの、 つに こそつ き 給 ふ、 地 日 もはや 西に 入 あ 

ひの ゑん じに つぐる かねのね も、 、、と はしょぎ やうむ 

じ やう をし めせ ぞと、 御念 佛を 申つ ゝ かたはら をみ 

給へば、 ほのぐらき i ばた にくさば う と はへ し 

げ， o、 何やらん たか ふだ 有、 立よ つてみ 給へば 此ぁ 

こぎの 平 次と いふ もの、 せっしゃう ぎん だんの 祌地 

にて せっしゃう したる とがに よ. 9、 かくお こな ふ 物 

な.？ 0 もじ もさ だかに しるして 有、 さい れん 立と .s* 

ま， 々ふびんの しだい かな、 も. i よ b む ゑん をた 

すくる は 出家の ねが ふ 所 也、 こよ ひ はこ ゝ にくさ 枕、 

き佛 申て と をらん と よすがら、 地 念^ 申つ ゝ 御 ゑ か 

う 有 こそし ゆせ うなれ、 地よ も^ん かう に 成 ぬれば 

たびの つかれに さい れん は、 衣の そで を かたしき て 


しばし、 まどろみ^ ひける、 ふしぎ ゃ此 つかう ごき 

しが、 けした るすが た あら はれ 出、 御 僧の 枕に よ. 9、 

な ふなつ かしの 御僧檨 せんせ のかい ぎ やうった なき 

ゆ ゑ、 ぐれんの うみに しづ ゆぬ る、 いんぐ はの 有樣 

御らん せよ と淚 にくれ てた、 れ た- o、 、、と は 御 僧 かつ 

ばと おき 給 ひ、 此 てい を 御らん じて、 や あ 御身 はか 

げ ゆの 介 ゆき はるに て はなき かと 有、 されば とよ は 

づ かしながら わそうに わかれし 其 後に、 此 所へ 立 こ 

へ て姬にちぎ-^：^をこ めし內、 二人の 子供 を まう けつ 

つ、 わがな もむ かしに 引かへ て あこぎの 平 次と なの 

,5 つ、、 うら 人に まじ はれば、 何い となみの よすが 

なく、 さいし を はごくむ たよりと て、 もったいなく 

も此 うらの 太 祌宮の 御. 0 やうない せっしゃ うきんだ 

んの 所に て、 よな/^ あみ をお ろしう を、 取、 それ 

にて さいし を はごくみ しが、 されせ ハ あこぎが うらに 

引 あみ も、 たびかさなれば あら はれて、 所の ものに 

いけどられ、 あのな みのみ なぞ こへ、 ふしづけ にせ 

られつ \、 それよ b 今に あくみ やう を、 すゑの よ 迄 

も 引 あみの あこぎと 申 は 我 也と 淚 と共に、 申さる ゝ、 

、、と はさい れん 聞 給 ひ、 ^はいに しへ のかげ ゆ 殿に て 


まします か、 いた はしの 御 事 や 跡と ぶら ひて 參らせ 

ん、 其 時の 有様 を ざんげに かたり 給 ふべ し、 あこぎ 

うれしき かほば せに て、 げ にや 誠に ざんげに は、 ぢ 

うざい をめ つす とか や 一 念 ほっきみ だぶ つのく， 9 き 

にう かべて たび 給へ、 それい となみの かなし さは、 

よるに も なれば はまべ へ 出、 つたへ きく ゆうし はく 

やう は 月に むかって ちぎり を こめ、 地 ふうふ 二つの 

ほしと 成、 我 は それに は 引かへ て、 取 わけ 月の よご 

ろ をい とひつ、、 此 はまべに あみ をお ろせば、 おも 

しろの 有様 や、 おどろく う を、 おひ ま はし、 かづき 

上す くひ 上、 ひまな くう を、 取 時 はつみ もむ くひ も、 

後の よも 地 わすれ はてつ.^ おもしろ や、 地な ふ 御 僧 

鐵、 T- はもし やわが つま 子に めぐ，.； >  あ ひ 給 は い 此か 

たみをみ せて たべと、 あさの かた 袖 引 はなし、 則つ 

ま 子 はやまとの 國 うちの こほりと 尋て たべ と、 御 僧 

にわた さるれば、 さい れん もしる し をう け 取、 心 や 

すかれた しかに といけ 參 らせん、 あさましな 御す が 

たや、 うかみ 給へ なむ あみだ 佛 との 給 ふ 所に ごく そ 

つ 二人 あら はれ 出、 や あお そし/ \ '、ざんじの いとま 

とい ひつる に、 時 こそう つれこな たへ とひつ 立 行よ 


もこ ざの 平 次 


三百 七十 五： 


 あこお t の 平 次  I 

とみへ ける が、 あっき もろ 共有つ る 平 次み やうく は 

と 成て うせに けり、 さい れん きゐの 思 ひ をな し、 な 

む ゆうれい しゅつ. 9 しゃう じ、 とんせ う ぼだいと 一 

しんに ゑこう 有、 なみのお もても ほの <\ 'と、 よも 

あけわたる あさ ぼらけ、 へ んじ もはやく やまと へ 行、 

もうじゃの かたみ をと J« けんと、 なご， 0 おしく も 御 

僧 はしる しのつ か を ふしおがみ、 やまとお さしてい 

そがる \ か、 るふし ぎの しゅく ゑん はためし すくな 

きし だい やとみ なかん せぬ もの こそな か， 5 けれ、 

第 四 

かくて その ゝち、 、、と はつらき よりつら きに うつる よ 

のなら ひ^も あこぎの 次お きて を そむく とがに よ 

-9 ふしづけに 成し ゆへ、 其 さいしと てころ さるべき 

にさ だまれ 共 女子 共の 事 なれば しざい をな だめ あの 

のこ ほ. 0 をお ひ 出され、 竹姬 とも 若 母上 もろ 共 やま 

との 國 かすが のさと にしる べして、 地な げきながら 

も をぐ る まのお くリ 月日に せき も， 0 あら ざ elx 、、、と は 

あね 君 は 十六 才、 弟 は 十 一 さい、 や、 おとなしく 成 


  三 10 七十 六 

給 ふ、 され 共まづ しき あばら やにて うさん ぼしの か 

てもなく、 人の なさけに よ. o- いとの 地 あさの 农を手 

わざに し、 ひる は あた. 0 のさと に 行、 手 わざの 物 を 

あきな ひて、 其 H のかて を もとめつ \、 母う へやと 

も 若 をよ きに はごくみ 給 ひける、 地 はかな か， 9 ける 

とせいな. 9、 いた はしゃ 母う へ は、 つまの さいごと 

き \ しょり、 たいき やうらん と 成 給 ひ、 ねても さめ 

て もつ まこ ひし、 ゆかしの あこぎ や、 いた はしの 平 

次 殿 やと、 こがれした ふが やま ふと 成、 ゆみ づ ものん 

どに と をら すし 打 ふしな やませ 給 ひける、 地竹姬 と 

も 若 かなしくて、 あと や 枕に よ b そ ひて、、、 と はな ふ 

いかに 母う へさ ま、 こ、 ち は 何と まします ぞ、 >：3 で 

心 を 取な をし、 枕 を 上させ 給 はれ、 な ふち、 にわか 

れ ませし よ. 9、 地た のみ すくなく 思へ 共、 御身 檨の 

まします ゆへ、 き やうき と 人 は あなどれ ど、 よにた 

の もしく 思 ひしに、 今 又 やま ふに おかされて、 もし 

もむな しく 成 給 はい、 とも 若 やみ づ から は、 何と 成 

なんかな しゃと こ ゑ もお しますな き 給 ふ、 地 子供の 

なげきに 母上 は、 少こ、 ちづき 給 ひ、 お、 いと をし 

の 兄弟 や、 母 はつ まの わかれ ゆへ、 かくき やう じん 


と戍 たれば、 さぞ や さぞ 御身た ち を 所の 人 も あなど 

らん、 さは 去ながら おとなし くも、 あねが 手 わざに 

け ふ 迄 は、 みづ から を はごくみ て、 つらき 命 をつな 

ぎしが、 け ふ はしき， 9 にめ も くらみむ ねぐるしう 成 

たれよ、 A ていに て はしば らく も、 よも やながら へ 

あられ まじせ めて 拆 兄弟が、 よに も 出て 有て い を、 

一 めみ て 相 はてば よみ じ も 心 やす からん に、 其 日 其 

日の くらし さへ、 まど をが ち 成 其 上に、 母が むなし 

く 成なら ば、 一 一人 はなげき に 打 ふして、 うへ にっかれ 

て 有らん と、 思 へ ば是が やま ふと 成、 みらいの くげん 

も しられた， 9、 かなら やくみ づ からが、 むなしく 

成し 其 跡に て、 弟のと も 若 をよ きに はごくみ 給 はれ 

や、 御身 とても 弟 も、 としょり はおとな しく、 人の あ 

いれん ふかければ、 今一と せ もす ぎて 後、 いか 成 か 

た へ もみ ゃづか へ、 ゑん を もとめ 何と ぞし、 ぉぢ ごの 

敵 討す まし、 二た び 家 をお こされよ、 みづ からと て 

もたれ あら ふ、 たんば の國 にかくれ なき、 あまたの 

あるじ、 山ぶ き 殿の 娘な. 0 御身た ち も 殿の 孫、 必た 

ねが はづ かしきに、 わら はむな しく 成 とても、 ひけ 

うな 心 を 持 給 ふな、 なご b をし の 兄弟 やと、 あね や 

もこ； の 平 次 


弟 を 打， まもり、 よに くるしげ 成 かほば せに、 つらぬ 

きとめぬ 淚の つゆ あはれ と、 いふ もお ろかな. 9、 地 

竹姬 あま， 9 のかな しさに たもと を のか ほに あて、 

こぼる、 淚を ひたし 取お 心、 よは や 母上 樣、 弟が 事 

は ともかくも、 先々 心 を 取な をし、 ほんぷく 有て 給 

はれと、 いさむる 心 もよ は，/^ となく よ b 外の 事ぞ 

なき、 、、とば 弟と も若淚 をお さへ、 あ、 おや なれば こ 

そ 母上の 御身の やま ふ はさし 置て、 あねう へやみ づ 

から をく らうに 思 召る、 ぞゃ、 此上 はみ づ からがい 

か 成 かたへ も 身 をう，.^ て、 お ふた を はごくまん に、 一 

きを 取な をし 給 はれと、 地お となし やかに の 給 ふ內、 

母う へ 心 くれぐ と、 賴 みすくな くみへ 給へば、、、 と 

は竹姬 かなし さやる かたなく、 せめて あた b へ はし 

り 行く す， を もとめ 參ら せんと、 いほ. 9 の そとへ は 

し， 0 出、 こ、 やかし こと もと むれ ど、 さとば なれ 成 も 

b かげの ざいけ 迄 は 程と をし、 其 まに 母 やし、 給 は 

ん、 とや せんかく やと 身 を も だへ、 行て は 歸.^ 歸 b 

て は、 行 も 歸るも 母の ため、 あ、 物う の わが 身 やと、 

其 ま、 そこにた をれ ふしこ ゑ を 上て ぞ なき 給 ふ、 地 

か、 る あはれ のお hv ふしに、 ： と はは やと 入道 さいれ 

三百^ I 十七 


わ こざの 平タ ,  

ん はまう じ やのお しへ に まかせつ ゝ、 しるしの 釉を 

取 持て やまとの 國へ立 こへ 給 ひ、 此所 をと をら せ 給 

ふ、 竹 姬卸ほ を 見 付つ する. /-^ と はし. 5 よ. o、 、、 と は 

な ふ P 僧^ わら はがゆの 候が やま ふに おかされ 今 を 

かぎ. hr- に まし ませ 共、 くす b とても 候 はねば 見 ごろ 

しにいた すな， ft -、 もしゃく す，. = 'を 持 給 はい、 少し あ 

たへ てへ 和 はれと 淚 ながらに、 の 給へば、 こと はさいれ. 

ん見給 ひ 何 御身が 母の ゎづら ひゆへ くす b が あらば 

くれよ とや、 成程く す， 9 はく はい 中せ， 9、 やすい 事 

參 らせん、 してび やう にん は いづか たにまし ます ぞ 

竹 姬悅び あれ 成 はに ふの いほ. 0 な b、 とてもの おじ 

ひに 御 入 有、 くす， 0 を あた へ 給 はれ や、 お、 ともかく 

もと 打 つれてい ほ. 0 の 內へ入 給 ひ、 ： と は 竹姬； ^をよ 

びいけ て、 な ふたび の 御 僧の くす b を もたせ 給 ふゆ 

へ、 是迄 どもな ひ參 りた. o、 枕 を 少し あげ 給へ と、 地 

いだきお こされ^ 上 はくる しきいき を ほっとつ き、 

、， とは^た びの 御 出家の わら はにくす， 0 を あた へん 

とや こ は うれし やと 御 曾 を 打 まもり、 や あ 御身 はは 

やと 入道に て はまし まさす や、 みづ からこ そかげ ゆ 

がさい 女と 卯 も あへ ぬに さい れん はっと 手 を 打て、 


三百 七十 < 

や あこれ はむかし のお 姬 か是 はくな ふ是 は、 是 

は/. \- と 計に てさき 立 物は淚 な， 9、 地淚の 下よ， 0 さ 

いれん は、 あ、 何 率も^ むかしに は 成 はてたり、 地 

あや  にしきの しとね をし き、 けんもん きんく はの 

御よ そ ほひ 何 くらから す あけくれと、 まい かにくら 

させ 給 ふ 身の、 かく あさましき 御す ま！ Q 御 かほば せ 

をみ るに 付、 かやう になら せ 給 ふかと 衣の 袖 を かほ 

にあ てき へ 入 やうに、 なき 給 ふ、 地 母上い きの 下よ， 5 

も、 、、と はたが ひに 命 さ へ あれば 又め ぐ b あ ふうれ し 

やな、 、みづ から 御身に わかれて よ. 9 いせの 國に とし 

をへ て、 かげ ゆ 殿に なれし 內是成 一 一人の 子 を まう け、 

かひな き 日 をす ぐる 內、 こと はなさけ なや わがつ ま 

は せっしゃう 有しと がぞ とて、 しづめ にか けられし 

し 給 ふ、 其 ゆか， とて 我々 も 所の すま ゐ かな はすし、 

此 かた ほとりに 有 明の、 月 をみ かさの 山 ざ くら、 あは 

れと 寧と ふ 人 もな く、 其 上 わら は \ き やうき と 成、 

あまつ さへ 此比 はばん じの やま ふ を 身に かけて、 か 

やうに くるしみ 候 はと かたり 出して はき 給 ふ、 、、と は 

さい れん 聞て お々 くらう をな されし ぞゃ、 廿水 かやう 

の 身と しょこく をめ ぐ， 9 候 所に いせの 國 あの、 こ 


ほ. 9 にて 一 しゅくい たし 候 所に かげ ゆ 殿の まう れい 

あら はれ 給 ひ、 よしなき 事 ゆへ ひごうのしに を とげ 

て 有、 此 くるしみ のせつな さ を 何と ぞ さいしに 尋ぁ 

ひ、 く はしく かた. 0 跡 をと はせ て くれよ、 我 さいご 

迄の な は あこぎの 平 次と なの りしが、 則是 をた かみ 

にと 衣の かた そでと き 給 ひ、 ぐそうに 給 は b 候と 有 

しかた 釉取 出し、 きたのかたに みせ 給へば、 母 は ゆ 

め 共 わき まへ す、 あら うら 山し の 御 僧 や、 あ、 みづ 

から も 今一 ど、 ゆめに 成 共 わがつ まの、 おもかげに 

あ ひた やな、 思 ひ 出れば わがつ まの、 今 はの 時 迄め さ 

れ たる、 あねが 手 を..？' の あさ 衣、 是 こそつ まの かた 

みよと、 衣の かた 釉 かほに あて b うてい こがれ 給 ひ 

しが、、 と は はやこと きれてい きた ゆる、 さい れんこれ 

はとよ びいけ て、 くす，. ^ を 口に そ、 げ共、 は をく ひ 

つめて 手 あし をう ごかし、 っゐ にむな しく 成 給 ふ、 

竹姬兄 tjl^ さい れん は、 是 は/, \ 'と 計 にて たが ひに め 

とめ を 見 八 口て むなしき しがいに いだき 付 共に き へ よ 

となき 給 ふ、 地是ゃ あはれ のかぎ 成、 むざん やな 

竹姬 は、 あへ なきから をお しう ごかし、 今迄 物 をの 

給 ひしに、 はや 事 きれさせ 給 ふか や、 今 一 ど あね か 


弟 かと、 ことば を か はさせ 給 はれな ふゆ かで かな は 

ぬ 道なら ば、 我 を もつれて 行 給へ、 さ b とて はよ の 

中に 神ゃ佛 はまし まさぬ か、 是は 何たる ゐん ぐはぞ 

i 兄弟し がいに 取 付て くどき 立て ぞ なき 給 ふ、 ： 

と はさい れん も 兄弟の、 なげきの てい をみ るから に 

ともに  >  じ は みだ るれ ど、 地、 ひよ はくて かな はじと、 

、1 はいかに 兄弟 の 人々、 何程な げき 給 ひても し、 

たる 人 は歸ら ぬな hN、 そこの き 4? へ はう ぶらん. o、 母 

のしが い を 取 かくせば、 兄弟 はこ ゑ を 上、 なさけなし 

とよ 御 僧檨、 かた 時 そば を はなれざる、 母上の 御し が 

い を、 いづく へ はなち やる ベ きぞ とすが， 付て ぞ、 な 

げかる、、 、、と はさい れんい さめて ぁゝ おろか 成 仰 か 

な、 お ふた， のな げき ゆへ かへ つて 母 ご はまよ ひ 給 

ふぞ、 かなら すなけ きを やめ 給 へ まづ 御し がい を は 

うぶらん とい ほ. 0 のと びら にしが い をのせ さき を さ 

いれん かき 給へば き やう だい は あと を かき、 淚 なが 

ら にたつ あし も、 しどろ もどろ に よは/,^ と、 地い 

ほ， 9 の そと 成 やぶかげ のおく りっち を、 うがち ほ りう 

づみ、 地 小石 を ひろ ひ つか をつ き、 かき ふし  >- げき 

竹 花い け、 しきみ のつ ゆの はかなく も、 一木の しる 


あこ ざの 平 次 
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I  わ、 f お」 の 平 次   

しゝ やう せんとな はとい まって かたち もな し、 四し 

ゆ てんとう はまな このま へ こ \ にいた つてよ の 人の 

へいせい を あやまる と、 とうばが かきし 九つの、 す 

がた も 思 ひ あはされ てたい つきせ ぬ は、 淚 な..^、 兄 

弟し るし を 見 も わかす、 いた はしゃ a: 上の、 此 つち 

の そこ はかと、 うづ もれ 給 ふかなさけ なや、 是が母 

ごのし るし かと、 一木の 松 を ゆす b 上 こ ゑ を、 そろ 

へて なき 給 ふ、 、、と はさい れんやう.. （'けう くんし、 

母を戀 しく 思 ひ 給 はば 只 念佛を 申させ 給へ と、 御 は 

かに 水 をた むけつ、、 さい れんしゃ うご を 打なら し、 

く はう みやう へんせ う 十 方せ かい、 念佛 しゅしゃう 

せっしゅ ふしゃな む あみだ 怫と 申さ るれば、 竹姬 と 

も 若 もろ 共に、 なむ あむ あみだ 佛 みだ 佛 と、 淚と共 

に ゑ かう 有心の 內 こそ、 いた はしき、 、、と はさいれ 

ん しもく をと めハ かやう につら く 成 はつる も、 可 ゆ 

へ なれば もとは 皆た て ゑ もんめが なす わざな b、 ぐ 

そうしゃ もんの 身 なれ 共 や つ め を あん をん にくら さ 

せて は、 中々 むねん はれ やらす、 御き やう だいの 御 

供し ひそかにたん ばへ しのび 入、 じせつ をう かいひ 

だて ゑ もんめ をう ちお ふせ、 二た び 御よ に 出し 申さ 


  三百 八十  

ん、 お 心 やすく 思お せと、 よに 賴 もしく の 給へば、 

兄弟 ことば を そろへ、 されば とよ 其 事よ、 母上 もま 

つ ご 迄 くれ < ^申お かせ 給 ふ、 ひとへ に 御 僧 をた の 

むと あれば、 お、 何し に そ..^ やくいた すべき、 とか 

くな げきはい つ 迄 も、 へんじ もたん ばへ 立 こ へん、 

先々 用ゐ をいた さんと、 有しぃほ..^へ立歸り、 かい 

がいしく もさ. いれん は、 兄弟 もろ 共い さめつ、 たび 

のし やう ぞくな されけ る 心の 內 こ そ 中 三重 たのもし 

き 

たけ ひめと も わか 道行 

人 はなさけ の、 地下 みぢ、 れん. 9 にや どる 兄弟 

に、 かさ ふか /( 0 さきにた て わら ぢの ひも をし め 

おしへ、 地 あとに ほうしの うつ 、なや、 うす ふぢ ぞ 

めの あさごろも、 ひとへ なる 身 はむ もれぎ の、 地な 

こそ はづ かしゃ ゑ ざ くら、 かすが のさと を 立 出て、 

こ、 ろぼ そく もた どらる、、 地 御 有さ まこ そいた は 

しき、 道の ちぐさに おくつ ゆに、 すそ も こづ まもし ほ 

るれ ど そで はなみ だに なをぬ る、、 地 わが 身の しぐ 

れ はげしく も、 よ を あき 風の ふくから に、 のべの す 


すき は ほに 出て、 地み だれ/. \» て あ ふなる に、 いか 

なれば か ぞいろ は、 よ を はやう してす ぎの まど あけ 

て 一 よの ゆめまくら、 地 思 ひ 出れば うか， 9 ける、 人 

を はっせの 山お ろし、 はげしく をち て すげ のか さ、 

ひら， 0 ひら- -,^ ひら 松の、 み ど. 5 にみ ゆるた かね こ 

そ、 地 はる 一し ほの よしの 山よ しの、 山 を、 雪 かと 

みれば、 みねの しらくも、 かへ ろ/^ となく しかの、 

つまこ ひかね てた つた 山、 地から くれな ゐに そめな 

せる、 ぬ さ をた むけの 山道に、 つ ゑつ く- ^となが 

むれば、 ふもとの さとに しづの めが、 しづの いもせ に 

子 を 引 つれて、 か， 9 たの あとに まくむ ぎの、 たね は 

一 つに かぎれ 共す ゑに わかれて わかくさの われく 

ふた- 9 のこし をき、 は、 はさき 立 給ふぞ と、 き やう 

だいか ほ を 見 あはせ てな くよ- 9、 外の こと ぞな き、 

： とはいた はしゃ 竹姬 はいかに とも わか、 つかのまな 

b 共 は、 うへの こ ひし さ を わすれん と、 の 山に おも 

ひ まぎれし に、 と すれば かくし かくすれば は、 ごの 

率が 思 はれて、 あとへ は あしが ひかるれ ど、 さきへ 

はつゆ もす、 ますと 立 ゎづら ひて、 おはします、 地と 

も 若 あねの 手を収 て、 我 も 思 ひ はおな じ 事く ひて、 

あこお、 の ^1^  .. 


か へらぬ あだなみ のきへ てし、 人 はせ ひもな しかな 

らす思 ひ 切 給へ、 地み づ から 御手 を 引 申さん、 あれ 

御らん せよ 山々 に、 もみ ぢ色 どる 其 ふせい、 物の な 

さけ は あきこ そと、 地よ みし もげに や こと は. 9 の、 

ゑに うつす： H 〈中々 に、 ふで も かぶろ に、 くちぬ. べし、 

ゆうぎ. 0 のた へ まに か. 0 がね の あと やさき やに つれ 

とぶ を、 地 かきに になれ とや さほ 川に ほさぬ 淚の玉 

水 や、 いっか 思 ひ は 山 ざき の、 ふもと をす ぎて 行す 

ゑに、 は、 その もりと、 聞から にいと ど、 戀し さま 

すか いみ、 地く も b つ はる、 月 かげの、 かつらの 

をう ちわた， 9、 よろ づ よふべき かめ 山 も、 わが 身の 

うへ にくら ぶれば、 あすの < ^もしら. まゆみ、 やそせ 

の も. 9 やゆげ のさと めいしょ、 こせき をう ちな が め、 

わがち、 は、 の ふるさと や あま だ ご ほ h- にっき 4 め 

ふ、 かの 人々 の 御 有樣、 たいよの 中の、 もの、 あは 

れ はこれ な b た- »• これなる はと 皆かん せぬ、 もの こ 

そな か，^ けれ 
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もこお V の 平 次 

かくて その、 ち、、 と はたから さかって いる 時 は 又 さ 

かって 出る とか や、 ^も， たて ゑ もん 時と を は あま だ 

ごま， 0 をお- やうし、 く はっけいく はんらく 曰 を 

おって、 色に おぼれし ゆにち やう じけ うのお ご- 9 を 

き はめけ る、 しかるに 手下の fai 姓ら 時と をが まへ に 

出、 拆も御 頒內ぁ を もり 山の 木の こ、 今 を さか， 9 に 御 

ざ 候、 もし 近日に うてんな らば 御 なぐさみ もい かい 

也、 今明日の 內に お出 もやとう か い へ ば、 時と を ゑつ 

ぼに 入て、 お、 いしく も 申 來る物 かな、 しからば 明日 

もよ ほさん、 5?】 の 程 もさ うぢ させよう じんき びし く 

供せ よと、 侍 共に いひ わたし、 はやた けが. 0 の もよ ほ 

しと 上下 ざ いめき 三重 わた， 9 け， 0 かくて 手下の どみ 

ん共、 我 もくと かい. たうに 立 出て、、、 と はけ ふ は 殿 

檨のぁ を も b 山へ 御 出ぞ、 いそぎく さ 取 さ うぢせ よ 

と、 はう きひ まなく 立すな 持、 遨 のしば くさ きよらか 

に、、、 と は 水 打 ま はして ひしめ く 所へ さい れん ほうし 

此所 をと お b. か、. o、 是々 いづれ も 何事 なれば かや 

，フ にさ， フぢな さる ゝぞ. i 可 なくと はるれば、 姓 

共 聞 も あへ や、 何 御坊 はしらぬ か、 此 所の 殿， たて ゑ も 

ん樣 のけ ふ あ を も. 9 山へ たけが.^ に 御 出 ゆへ、 かや 
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うに さ うぢす る なれば、 うろた へま はって 立すな ふ 

み、 とがめられて めいわく せんよ， 9、 さう^. \- そこ 

をの かれよ と、 やくに か、， 9 しにんぶ 迄， だて ゑ もん 

を かう にきて ゐ せい 風 をぞ ふかせけ る、 、、と はさいれ 

ん かくと 聞よ. 0 も、 是 こそ 天の あたへ なれ、 け ふ 本 

望 を はらさで は 又い つか はと 思 ひ 取 あし を はやめて 

立歸 る、 じこくう つれば だて ゑ もん 侍 あまた だう ぐ 

をつ かせ、 さき を はらって はい/^ めかし、 ！ 上 ゆ 

たかに 出來 る、 、T はか、 る 所へ 竹姬 とも ^=1^ 兄弟 は、 

さも じんじゃ うに 出立て、 弟 はめ かご をに な ひ、 あ 

ね はか だみ を たづ さへ て、 す、 きおし わけと をら る 

る、 侍 共 こ ゑ を かけや あく 汝ら 殿様のお 馬 さきの 

きませ い、 わき 道 へ よけて と をれ とわめ きけ る、 時と 

を 二人 を きっとみ て、 や ああら くない ひそ 汝ら と、 

馬よ b ひらりと とんで をう、 是々 汝ら是 へ 參れと 兄 

弟 を まねきよ せ、 彷々 二人共に よいき.^ やうな 生 

れ付、 八まん あった 物で ない、 みれば めかご を たづ 

さへ しが 其 中 は何ぞ と、 ふ、 竹姬 につ こと 打 わら ひ 

こ はい 殿檨ゃ 我々 は此 山の ふもとに くら す しづ 成 

が、 其 時々 のい となみ ゆへ、 是 御らん せよ 此 山の 木 


のこ を ひろ ひしろ なして、 よわた. るた つきと なし、 

さ ふら ふ、 何 成 共 木の こ は 有 召て たべ とぞ 申さる ゝ、 

時と を あねに 見と れつ、、 何 木の こ を 取て よわた る 

とや、 成程/^ かふて やら ふ、 拆 うつくし いきり やう 

やと、 竹 姬の手 を とれば、 姬君 ちゃくと ふ. はなし、 

何 わけ もない 事 を、 弟が 見る め も 有 物 をと かほ 打 あ 

かめての 給へば、： と は 時と を ほれ < ^と 成て、 ゑ、 

あの もの は 兄弟と や、 あねと いひ 弟と いひ、 いや は 

や ふ b. を 二つと や、 此上は 兄弟ながら 殘らす 木の こ 

を かふて とらせん、 木の こ は 何々 持た るぞ、 さん 候ち 

よの 松た けうら わかき 地釉に ひろ ひて しゐ たけ や、 

戀 をし めお になら はねば、 今 はつ だけの はっかに も、 

何とい はたけ さいめ たけ、 地い とに よるて ふ は， りた 

けゃゐ くちべに たけね すみた け、 地 ひらたけ など も 

J^u いと やさしく もう， 0 給 ふ、 、、と は ゆと を 聞て 拆々 

あまた 持た るよ な、 たけ は 付た 兩人 共に ね 引に か 

ふて とらせん と、 あねに すがれば ふ， 9 はなち、 弟に 

くどけば つきのけて、 我々 さやう の ものなら す、 只 

御な ぶり あらす 共 たけを 召れ て 給 はれと おもはゆげ 

にぞの 給へば、、、 と は 時と を 打うな づき、 ぉゝ それ も 

あ、、 ざの 平 次 


さう 去ながら、 た. 《• 今の たけの 內 にわら ひたけ はみ 

へ ざ，.^ しが、 但 ないかと いひければ、 竹 姬聞給 ひ、 

な ふお そろし いと ひ 事 や、 たけの 中に も 取 わけて わ 

ら ひたけ は どくたけ とて 手に 取 人 も 候 はぬ に、 よし 

なの 仰との 給へば、 何 わら ひたけ は どくたけと やゑ 

ゑよ し は どくに もせよ、 其方 連 ゆへ ならばび やくら 

い 命 もす つるき と、 なをし なだれて ぬれ か、 れば、 

兄弟 さう へのき 樣に、 かごの ぼうに しこみた る、 た 

ち を てんでに する b とぬ き、 ぉぢ ごの 敵お ぼへ たか 

と 打 付る を、 引 はづし 兄弟 を 取て おさへ ひざの 下に 

むすと しき、 おのれら は 何 ゆ へ に 某 をう たんと する、 

有て いに なをな のれ、 いはや 共い はせんと ねぢ ふせ 

ね； i:- ふせせ め 付れば、 兄弟 淚を はらく となが し、 

こと は ゑ \  口お しゃ 手の 下にう たんと 思 ひ、 む ざむ ざ 

と 手 ごめ にあ ひ、 此ま、 はてん かなし やと 手 あし を 

も だへ て、 なき 給 ふ、 、、と はか ゝる 所へ さい れん ほう 

しかけ 东り、 時と を、 取て つきのけ、 や あめ づ らし 

や だて ゑ もん、 某 を 見し つた か、 いにしへの はやとの 

介入 道して さい れんと はわが 事な hN、 是に まします 

兄弟 はち か姬 かげ ゆの わすれがたみに てわたら せ 給 
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あ、、 ざの 平 次 
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ふ、 いかに 御兄^ あれ こそお ぢ ごや おやごの 敵な b、 

一た ち 打て 御け ふやう に 入 給へ と、 二人 一所に 切て 

か、 れば、 時と をが 侍 共 かけへ， たて 入ち がへ ひばな 

をち らし て 三重た 3 'かひけ る 其 ひまに だて ゑ もん、、 

と は 姬君を ひっつか みね ぢ ころさん とす る 所 を 若君 

すかさす 切 付 給 ふ を、 引はづ して 兩人 共に 取て ふせ 

すでに かうよ とみ ゆる 所へ、 いっく 共な くしゃく じ 

きの 玉と び來 ，9、 おつる とひと しく かげ ゆの 介と あ 

ら はれて、 時と をが たぶ さ を 取て 引す へ、 し. フね きか 

まに て はった と にら-^、 、、と は ゑ 、，つらめ しゃ だて 右 

衞門、 おのれが 惡心 § へ 某よ に をち ぶれて、 つらき さ 

い ごの くるしみ も あけくれ 口お のれに うらみ 有そう 

み、 うかみ もやらぬ わがしう しん、 思 ひしれ とねめ つ 

くれば、 時と を はめ を 見つめ、 手 あし もす くみ もんせ 

つし、 つ、 立て ゐる 所へ さい れん ほうし 侍 共 をお つ 

ちらし、 やがて 跡へ 立歸. o、 や あそれ 成 はかげ ゆ 殿 か 

と 有ければ、 ゆうれい は淚 にくれ、 子供が あやうくみ 

へ しゅ へ 某是迄 あら はれ 出、 惡人を ふう じた. 9、 たと 

へ 敵 はめつしても わが まう しう は、 れ やらす、 あは 

れと おぼし 給 はれと 淚 にくれ てた ゝれ たり、 、、と はさ 


いれん もかん るいながら 兄弟に 力 を そへ 三人た ち を 

ふ. 0 上て、 ぉぢ ごの 敵お しう の 敵、 思 ひしれ と 時と 

をが、 ほそくび 兩 うで 打お とし、 ：：！ 比の 本望 此 時と、 

おど，， Q 上りと び 上り、 ら つく はみ ぢんに 切.^ らし、 

、、と は あた b を みれば ふしき や 今迄み へしち ゝ の ゆ 

うれい、 有し 姿 を 引かへ て、 五たい を 竹の すに まか 

れ、 かしら 計 を あら はして、 地 さも くるしげ 成い きを 

つき、 、、と は此 fe-I!!^ のまう しう は 今 まの ま へ に はれし 

かと、 是 御らん せよ あさまし や、 ふしづけに しづみ ぬ 

る 有し あこぎが うらめし や、 よに 三 ど 日に 三 ど さい 

ごのて い を 後の よに うき ふし だけの すに まかれ、 ぐ 

れんの こ ほ- 9 にと おられて、 かしゃく のせめ をう く 

るぞ や、 此 くるしみ をた すけてた ベ となげ き 給へば、 

兄^^は、 地 こ は あさましの 御 姿 や、 、、と はなふさ いれ 

ん樣 ち、 の 姿 をみ るに 付な か/,, ^有に あられねば、 

何と ぞ して あのく げん を、 はらして たべ や 御 僧と、 

兄弟 かつば とた をれ 伏 命 もき へよ と、 なげかる、、 

、 、とは」^ こ さ い cr^ ん、 お ゝ； j=P 也、， JLJ は，. 0-10、 まも， 9 ふ 

たつよ. 9 御み やうが う を 取 出し、 いかに ゆうれい、 是 

はわし うはせ でら のかい さん、 ロロ 上人の か、 せ 給 


ふしゃう ぶつむ ぎの みやう がうな b、 たと へいか 成 

惡人 成共此 みやう がう をさづ かれば、 たちまち ぶつ 

くわに いたるな..^、 は 5 -/^ -じ やうぶ つ とげ 給 へ と、 

まう じ やの 口 へ ふくませ 給 へ ば、 有が たや 今迄から 

みし, つきす のけ、 一 どに はら， 9 と さ * よけ、. o、  - 

ふしぎ やはく， フん まきあげ、 こく， フ はる，？. -に上 ，0. け 

b 、人々 一 どに 手 を 合、 なむ あみだ 佛 との 給へば、 

こ ゑの 下よ. 0 たちまちに ぶったいと 成 給 ひに しの そ 

ら へぞ、 あがらる.^ おの 御 あと ふしおがみ、 ^ 

それょりも^！；！君は、 二た びほんち を はいり やう 有、 

□ んゅ、 しきと きつ 風 せんしう ばんせい X ん. /(^ さ 

い お さまる くにこ そめで たけれ 


阿漕 平 次 終 


も、、 ケの平 次 
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薩摩外 記 正本の 序文 

(薩摩 外 記 正本の 序文) 

家傳の 一 曲秘 お？ た.^ といへ ども 書林 橋 本 氏 白水 世 

に弘 めん 事 をね が ひ 所望 有に 依て いよ？，， \> 章句 を 

改め 我が 流 をく む 人の 爲に 惑な からむ 事 を 思 ふ 若 

外に まぎら はしき 類書 あらん かと 此 書の 初に 名 印 

を 顯し置 もの 也 
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往昔よ hs 上 瑠璃の 一曲 家々 の 昔 節 多し といへ ども わ 

けて 外 記の 音曲 は當 世に 叶 ひ 上中下に 學ぶ 人す くな 

からざる も 又 妙 昔の 至德 ならん か 幸 哉 我に 一 流の 寫 

本を與 へらる ゝに 依て 一 字 一 章の 誤な く 開 板せ しむ 

る ものなら し 翫び給 ふ 人 右の 印 を 以て 御 もとめ ある 

べき ものな. o- 

正 德四甲 午年 仲秋 吉旦 

書林 白水 囫 


出世 太平 記 

第 一 


一摩 外 記 正本 


偖 も 其 後、 とうい 九 代の、 花の 代 も、 げんかう の、 

風に 破られ、 せいさう、 四十の 春秋 を、 や、 安ん す 

る、 隙 もな し、 詞 愛に、 足 か ぃ將 ぐん、 尊 氏 公し せ 

んに、 武家の 大將と 成、 今 はは や、 新田の 一 ぞく、 

ゑんば に ひやう はくな さしめ、 うん ほうの ゐを、 た 

ましく、 御 一 門に は 先、 御 舍弟左 兵 衞の督 直義、 御 

家の 執 職に は、 高の 武藏 の守師 直、 きら 上 杉 cm 山、 

仁 木 細 川の 一 ぞくた ち、 畫夜 うやまい 舉る は、 ゆ、 

しか. 0 ける、 次第な， 9、 か、 る 所に、 氏 家、 中 務の丞 

重國 は、 尾 張の 守 高經の 手に しょくし、 越 前の あす 

羽に て、 宫 方の 上將、 新田 義貞を 打と り、 よろ ひ幷 

重寶鬼 切、 鬼 丸、 二 ふ. 9 の 太刀、 金らん の 守 袋に、 よ 

し 野の 帝の 被 成た る しん 筆の. 9 んしを そへ 御 まへ 

にさし 置、 くんし は、 けいじんに 近付す、 勇將の 首、 

そんせん の 御つ ゝ しみ 借 こ そじつ けん なし 申さす 

と、 いさいに 言上な しければ、 尊 氏 御 ゑつき 限りな 


く、 其 時の くんかう に は、 いせの 國、 わたら ひの 郡 

を、 一 かう なんじに ゑ さする とて、 御座 を 立せ 給 ひ 

け. o、 有 あ ふ 大名 はら/.^ と 皆^ (^、三重 宿所へ 引 「 か 

へらる、、 是偖 置、 愛に 又、 しの 樣 いがの 守重廣 は、 

義貞 ふだい 相 傅の 者 成が、 去る 頃大 だち、 左 馬の 助の 

手に しょくし、 都に と- ま hv いた， 9 しが、 ふ hs よに 

よし さ だ、 うたれ 給 ふ 1 きくと ひとしく、 先 當の敵 

なれば、 主 をう つたる 高經、 又は 氏 家が 首 引ぬ き、 

其 後 じせつと うか いて、 尊 氏 を も 一 太刀 うらみ、 

又は 新田の ゆか， *y を も、 ひそかに 尋 申さん と、 北國 

さして 急し が、 道に て 聞ば さがの ゝ をく 往生 院の上 

人な、 ぼだい 所の ゆかりと て、 義 負の 御 首 を、 やう 

やうに 申請、 とむら ひ 給 ふとき くから に、 有が たき 

御 事 や、 さいわい 通る 道 なれば、 立よ b て 御び やう 

所 を、 拜 まば やと それよ b も、 下 あみがさ 入 ひっこみ 

義貞 の、 御び やう 所 さして ぞ、 參 むける、 か、 る 折 

ふし、 むか ふ を 見れば、 よし 有げ 成犬お のこ、 是もぁ 

みが さ ひっか ふで、 御び やう 所へ 立 合 を、 た ぞと見 

ればこ はいかに、 く， 9 ぅ左衞 門よ. 9 かたな hN、 あつ 

ばれき やつめ は義貞 の、 御 さいご 迄、 御供と 聞け る 
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が、 當敵を 手の びに し、 にげ 來る ひき やう もの、 こ 

とば を かくる もよ しなし と、 見ぬ かほして、 御 はか 

に 向 ひ、 花たてまっ，.^水たむけ、 ゑゝロ をし の 御 事 

や、 人ら しき 侍が、 せめて 一 人 御供せば かく やみ /(- 

と はな b 給 はじか，、 申しの づか い、 有 合ぬ は 御 うん 

のす へさて く. 0 うと かや 云、 をく び やう やつ、 大ご 

しぬ けと し， 0 給 はす、 賴に召 つれ 給 ふ § へ、 ふかく 

の 御 さい ごせ ひなし と、 かん にんなら ぬ あてこ とば， 

よそ 目に にらむ まなこよ. 9、  を はら/^ となが し 

ける、 く. 0 うめんし よく か はりし が、 さあらぬ てい 

にて、 か うげ を さ、 げ、 是も 御び やうに 打 向 ひ、 口 

をし の 御 事 や、 ふしぎなる 〈i^ の つげ、 又 御 iir の つげ 

すまい、 かれこれ ふきつに 思 ふゆへ、 かう， 0 やうせ 

ん しょに あそばざる、 かんげん をな しけれ 共、 御せ 

ういん なく 少勢 にて、 打て 出させ 給 ふゆ へ、 あへ な 

くも、 ぬし しれぬ、 流 矢の ためう せ 給 ふ、 我 もとう 

ざに はら 切て、 ^供と はぞん せし かと、 し は 安し な 

がらへ て、 何と ぞ かたき 高經 や、 重 國が首 引ぬ き、 

尊 氏 を も 打と らんと、 かくの ていに は 候へ ども、 若 

君 立 は 御 幼少、 御 下人 共 はちり. （-に 成、 有 かい も 


三百 八十 八 

なき、 しの 塚と 云う つけ 者、 いづく へ かにげ かくれ、 

玉し い くだれば、 せひ もな し、 た i- 口 さきのこ うげ 

ん にて、 をく び やう 者の 大 ごしぬ け、 何の 用に も 立 

中 さや、 忍へば 御 うんの つたな さと、 同く よそめに 

にらみつけ、 ことば を あらして ぞ 申け、、 重 ひろ 又 

御 はかに むかい、 せきとう にみ ゝ なく、 そとば 物 云 

ぬと て、 ぬかぬ 太刀の 高名 は、 さ こそ を かしく お ぼ 

されん 死 は 安し と 申せ 共、 其 高經ゃ 重く に、、 羽 は 

あら じ、 命 をす つる ほどなら ば、 打に うたれ ぬ こと 

や 有、 去ながら、 ぶしと 思へば、 はら も 立、 や SlJ に 

はおと. 0 たる、 人外と 思 召せ、 本意 は それがし とげ 

申さん、 南 挺 一 阿み だ 邦と 申け る、 く-^ う 大きに はら 

を 立、 さきほどよ b のぞう ごん、 それさへ 有に 今 云 

し、 人外と はたが 事ぞ、 を、 犬 ざ むら ひとはく りう 

が こと、 よ， 0 かた 今 はこら へ かね、 ぶしに むかいて 

犬と はいかに、 今一 言 かへ して 見よ と、 太刀に 手 を 

かけ 申け， 5、 しの づか 聞て、 や あきつ くわいと は 人 

がまし や、 む やくの 太刀 をぬ かんよ. y 、犬に にやい 

しお、 ふれと、 兩 方.. > き むい やい ごし、 太刀の つか 

もく だけよ と をし にぎ b  、たがい の 心 を さぐ， o あ ふ、 


ぎせいの 程 こそ、 たのもし けれ、 其 時く りう、 から 

からと 打 わら ひ、 い、 が ひなき おの こと、 し、 て も 

何の ゑき あらん、 此 うへ は 名 將の御 はか を、 こしぬ 

け 其に ゑ かう させ、 けがら-はしゃと 云 ま、 に、 高 そ 

-4 ば を 引ぬ いて、 かたに ひっかけて 出ければ、 しの 

づ かつ V いてと びか ゝり、 君の しるし はわた さじと、 

しっか ふ 取て 引と むる、 日本 國 にかくれ なき、 大力 

の 名 を ふれし、 しの づ かいがの 守 重 ひろが、 し、 わ 

うのい か. 9 をな せば、 く.？ っ左衞 門よ， 0 かた も、 b 

うはつ かう が 力 を 出し 、ゑい や と あ ら そ ふ 時、 

うで ぼね ひざ ぼね こしの ほね、 つがい/ \ はからく 

れな ひ、 ちばし. 9 かへ つて ふし あが， り、 五 百 五 拾の 

力す じ、 きうち うの ふじ かづら、 松 を からんで こけ む 

せる、 岩 ほに を ひしが ハ，」 つと くな り、 其 時し の 塚 云 

やう は、 いかに やくりう、 先年 三 井寺の 軍の 時、 か 

くの ごとくの 大そ とば、 御 へんと われが ひんぬ いて、 

はしに かけし も、 むかしよ な、 いかさま 御 へんと そ 

れ がし は、 そとばに ゑん 有 ほう ゆ ふの、 力 だめし は 

是な btj ゆんでね； 0.0 めでね； 5- り そ， フ こ.,， 0,9， つの 

う も ふに、 八寸 ral 方の 角 そとば、 中よ b ふつつ と、 

出 世，^  i 平—.^— 


ねぢ 切て、 こ を どひして はっとの き、 双方 二らん で 

立た， 0 し は、 鬼 か 人 かとうた が はる、 時に しの づか 

云 やう は あ、 たのもし やく- 9 う、  > じてい は あら はれ 

たり、 うたが ひし くやしさよ、 ゆるし 給へ と、 いけ 

ければ、 を、 御 へんが 心 も 見と いけた.^、 最前 のぞ 

うごん も、 皆忠 せつの あま， 9 な b、 たがいに しゅく 

いはな き 物 を、 此上は 心 を 八 口、 何と ぞ して 尊 氏 を、 

打と らんに しく はなし、 思へば つたなき 義 負の、 御 

うんの すへ やと 兩 人心し ばらく、 泪 に むせび け. o、 

され ども かな はぬ ことなれば、 先 こなたへ と兩 人な 

北國 がた へと いそぎけ. y、 此 もの 共が しんてい、 た 

の もしき せハ 中々 申、 ばか. 5 はな か け h- 

第 二 

借 も 其 後、 詞 高の 武藏の 守師直 は、 氏 家 巾 務の丞 重 

國を、 ひそかに 近付 申 やう、 まことに 御 へんが 忠せ 

つ、 たにこへ たる 所な り、 我 又 折々 御前の ぎ を 御 取な 

し 申べ し、 されば 義 貞の舍 弟、 わき やう きん ご義助 

も、 過し 頃病氣 とて、 いよの 國 にて はてしと きく、 

三百 八十 九 


出世 太平  言 

然ば うきよに 將 ぐんの、 世 を さまた ぐる もの はなし、 

したがって 重國、 御 へんに 賴 事の 有、 義 真の 北の方、 

こうとうの ないし はせんて いよ. り 給 は. o、 淺 からぬ 

巾 ゆへ に、 義庶 ひたすら こ ひしたい、 越 前の あす は 

より、 向いの こし を のぼせし に、 其 內に義 負 は、 御へ 

んの矢 さ、 きに て、 し をと いむ、 きけば 此頃其 女 も、 

京お かくに しのぶと、 きくかね て片桐 彌七郞 宗淸 に、 

上い とがう し尋 るに、 いまだ 行へ もしれ ぬな. y、 其 

上ない しの はらに、 兄弟なん じ 有と きく、 をん びん 

にさし をき なば、 千里に はなつ 虎の ごとし、 すいぶ 

ん尋 出しつ、、 我に 中立し 給へ かし、 內 侍の 心に した 

がって、 兄弟の^^共をば、 其 ま、 にも さし をかん、 

ひらに 賴と 申け る、 重阈 承， 5、 もとよ. 0 じっし S 仰 

とい ひ、 とうじ かう けの ゐ せいに は、 とぶ と. C- をつ 

る ことなれば、 御 心安 かるべし、 そうく 尋 出しつ 

つ、 御 > ひていに まかす べしと、 h- やう. じ やう 申し 重 

國は、 ざいく の 町 かう じ を、 のこ， 9 なく ふれ けれ 

ば、 名 も 尊 氏の いき ほいに、 なびく 草ば のかけ にだ 

に、 かくる 、所は三重「なかh^ける行くれて、 この 下 

かげ を やど、 せば、 花や こよ ひの、 もてなしに、 な 
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ほ釉 ぬらす ふせいして、 空に しられぬ、 雪の 色、 あ 

らしゃ、 よそに なを もらす、 うき 身の 花と、 もろ 北ハ 

にち，^ かい、 くもる のよ の、 月 はむかし の、 丸 か 

がみ、 おぼろ/^ として、 せひ も はけな の、 道の ベ 

に、 しだ む 柳の たよく と、 いと もてつな ぐ 白玉の、 

ひか. c- うつろ ふ、 きし かげに、 すみれ まじ hv の、 や 

さつば な、 住しうて なの、 床に 見し むかしの 色 は、 

か はらね ど、 を もな  なを も かげ を かくす、 を 

がさの すげ は あれ 共、 さても すげ なの、 べにが のこ、 

人に いわれした もとよ.. 9、 今 は こぼれて、 世に おちて 

釉の玉 水、 むらぎ への、 露と こたへ て、 はふ 迄 もも 

との しづくと、 を くれに し、 種 はい もせの、 ほ だし 

とや、 かたみの 小 松 つらな，. ^ し、 枝 は ひとし を あい 

らしく、 妻の ことのみ 思 ひねの、 夢 をば 母が ふと こ 

ろに、 なきねぃh^せし、 いとし さよ、 兄 はたび ぢを 

ならわしの、 あづま からげ に はぎ 高く、 先に 立た る 

其 ふせい、 さながら 父の を も かげに、 新田と、 人 や 

とがむ らん、 いと 'かたむく かさの 內、 又 ふ.. >  かへ 

り、 なが むれば、 こし；^ にかへ る、 ならいと て、 あ 

のと.^^ならば、 我 も 又、 あいた 見た さは、 とばな わ 


て 諸 國の秋 をつ みのせて、 みよの みつぎの 牛車、 け ふ 

のな ご， o- にと い ろかば、 我心 を も 打の せて、 を くれ 

見、 おくれよ びかへ せ、 か へらぬ 水のう たかた に、 

みだる、 か はやせ わしく も、 ばつと ちらせし 山吹 は、 

こがね を浪 や、 た、 むらん、 小 弓に そへ し 八幡 山、 

守らせ 給へ と、 ふしおがむ、 兄 を 見 まねに 地 弟： も、 

ほ t の ふところ にて、 いたいけ したる て を 合、 まだ 

わけ しらぬ 其け しき、 內侍は 見る にたへ がた く、 げ 

にたぐ いなき ^共 を、 母が、 たもとの 下にの み、 む 

もれ 木と、 なすべき やと、 むかし をしたい 行末 を 思 

へばつ きぬう き泪、 わが 身 ひとつの、 雨ぞ かし、 古 

へ 人の 浮 名 立 こ ひの 百夜の、 深 草 山、 あまぎる 雲に、 

道く らく、 よし、 くらく 共み だ佛、 みらいは 妻と、 は 

ちす ばの 同うて なに 墨染の 櫻の 寺 を 心 ざし、 みさと 

にたらぬ たま ぼ この、 いたつ が はしき そうあいの、 

あした を 待て やすら はん、 宿 はな けれど 里の な は、 

ふしみ に 行 くれ 三重 「給 ひける 赛 雨の、 おときく 程に、 

しづかなる 竹よ b 內の 一 つい ほ、 妻 こふね この 跡つ 

けし、 只 一 筋の 道 細く、 ともしび ほのかに かき 立て、 

女の わざ かし どけな き 引 さき、 がみ を むすびつきな 
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かば、 上た る、 いよす だれ、 こち ふく、 かせに、 とも 

しびの また、 く かげ もせ わしきに、 內侍 はよ すがう 

れ しくて やまとへ くだる もの 成が 一 やの 情と こ ひ 給 

ふ、 二八 計の 女房の、 しそく だづ さへ ゑんに 出、 お 

や この 人 をつ く- <、 見て、 おや ど 申 度 候へ 共、 部よ 

,0 のさた として、 新田 殿の 御 ゆか. 0 を、 つよく せん 

ぎの 候が、 人々 の 御 有樣、 とがめん なじで うなり、 

みづ から はしろ たへ とて、 わた. 9 新 左 衞？： はや かつ 

が、 いも ふとに て、 新田ふだぃ-5Ji<^、：*るが、 ふしぎ 

の ゑんに て、 足 か い 殿の 侍、 かた 桐彌 七宗淸 が、 妻 

と 成 候な- 9、 今にも 彌 七來. りなば、 うきめ を 見させ 

たまわん に、 情なし とな 思し そよ、 わら は かづら き 

はいと しさ ゆへ、 いづく  、 成 共 を はし ませと て、 ね 

ん 頃に 申つ 、、しそく ふきけし 入に ける、 內寺も 今 は 

たのみ きれ、 しだいに くらき 里 は づれ、 あとへ も 先 

へ も、 道み へす、 本 ふし うんに まかせて、 とも、 かく 

も、 こよい は 愛に 明さん と、 すこし かせよ くの きか 

げ に、 小袖の つま を 打 敷て、 昔 はすいて う、 かう け 

いに、 すきまの かせ もさむ か りし、 身 はなら はしと 

思 ひすて、 兄弟に ふる 雪 を、 打し のぎ 給 ふに ぞ しだ 


出世 太平 Slj 


三百 九十 二 


いに ふくる さよ あらし、 はだへ を 通す つるぎ かとみ 

にしむ 計 すさまじく、 あ 人た へがた やと ふしまろび 

せんご も、 しらすに、 なき 給 ふ、 兄 子 は おどろきな 

ふ、 いかに せんかな しゃと、 ひたい をお さへ 手 を さ 

す. o、 さぞ 母上の さむ からん、 せめて は是 をとの 給 

ひて、 詞 世に をち うどの みせばなる 小釉 をぬ いて 母 

上の、 枕の かせ をい と はる、、 其 身 は 雪に ぬれ 立て、 

はだへ あらわに 是 ゃ此、 もろこしの おうせう が、 氷 

に ふし/^ かう/^ も、 かく やと、 ばか. 0 あはれ な 

り、 母は此 よしを 御らん じて、 偌 いた はしの 有檨か 

な、 かば か. 9 を や を 思 ひ 子の ィ？ 詞 いかに かう 

なれば とて、 さやう に 御身 をな やませて、 わら は.^ 

みやう がに つき やせん かまへ てかせば し 引 給 ふな、 

只今 御身の 心 ざし、 ，9 やうら よ， 0 猶 あっければ、 母 

は 中々 さむから じ、 はや /^小袖 をき 給へ と、 きす 

れば ぬいで a- にきせ、 いやく 我 はさむ から じ、 そ 

れ 侍の 習に は >  いか 成 あらし 雨 雪に も、 さんや をい 

と はすいく さして、 よき かたきと くまん とき、 さむ 

しつめ たしなん ど、 て、 敵に うしろ をみ すべ きかと、 

こぶし をに ぎ. 0 こた ゆるて い、 は、 はき もた へ 目 も 


くらみ、 あはれ とむら ふさよ ち ど， 9 ないて 其よ を ふ 

かさる、、 か、 る 所へ、 片桐彌 七宗淸 は、 女の 庵に 

忍し が、 竹に、 うつろ ふ 人 かげよ、 何もの か あやし 

やとから かさ、 かざし、 よく みれば、 內侍 おやこの 

人々 な.. y、 あじろのう を ご、 さん なれ、 からめ、 と 

らんと、 思 ひしが、 いた はしの 御 有様 や、 今、 人々 を 

たすけし と、 て 新田の うん、 すへ ならば、 ついに は、 

さがし 出されん、 よし 又、 からめとった. 0 共、 つき 

んす、 とうけの 御く わほうの、 長久に はよ もなら じ 

情 しらぬ は、 ひっぷのゆう • 其 上 われ つれあいし、 

つまの ために は、 主君な り、 かれ 是た すけお とさん 

と、 しらぬ かほに て 立け るが、 いやまて しばし、 我 

心、 じっしの 仰 を かう む， o、 尊 氏 卿の： H がね にて、 

ゑら まれた b し宗淸 が、 たすけて は 道た、 や、 から 

め、 取て は、 情なし、 とや せん、 かく や ふあん じ、 が、 

さらぬ て ひに て、 と をた、 けば、 女房 待 かね 立 出て、 

やがて 內 にぞ、 入に けり、 や、 有て しろた へ、 こよ 

ひ はこ i な ふ ひへ さむら ふ、 先 と あた、 めて、 さ 

いっさ、 れつ、 さかもりす、 女房 申け る やう は、 み 

づ から は 新田の 者、 御身 樣 は あしかいな b  、もし、 只 


一 今にも、 新田 ゆか. 5 と 聞 給 はい、 いかい、 心へ 給 ふ 

ぞ と、 よそながら うらどへば、 宗淸偖 こそと 思 ひつ 

つ、 を ふの 給 ふ 迄な し、 いかに 御身が しうな b とて、 

やうし や はなら す、 めに か、 らば、 からめ 収 てち- フ 

しんせん、 たい 何事 も、 みぬが 佛、 きかぬ が、 ごく 

らく、 な，^ と 云、 されば を や この 人々 の、 さむき を 

. しのぎ、 あらそ ふこへ、 手に 取 やうに 聞へ し を、 女 

房、 はっと 思 ふか ほ、 宗 淸少、 きをつけて、 やれ、 

小鳥 共が、 のきに、 やどって、 かしまし きに、 あれ、 

をつ ばらへ とぞ 申け る、 白た へきいて、 な ふ、 ふく 

らす JS 'めの は をな やみ、. 宵に、 おれ ふす、 しの 竹の、 

さ、 に 一 よの か b の やど、 さの み、 いたく はなの 給 

ひそ、 はやよ も ふけぬ 床 さむし、 をと せで およれ と 

申け る、 むね 淸が これ を、 聞、 いや 》c、 われ はせ つ 

しゃう すき、 小鳥の こ ゑ をき、 けて は、 きひに、 と 

一 ら ではお かぬな. 0 はや、 おつ ばらへ とぞ 申け る、 女 

： 房： ぬに 心へ す、 よな^, \ 'とまる 鳥 なれば、 打ても、 を 

. ふても、 た、 ぬと いふ、 宗淸、 かしら を かきながら、 

f ゑ、、 もどかし やいで、 それがし、 を ひのけん と、 

. 弓 や をつ. 立 出で、 そら や、 四 五本、 さしと，^、 引 
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つめ， いる ほどに、 内侍 はお どろき 兄弟 を、 まへ う 

しろに かきいだ き、 ほう/^ にげさり、 給 ひける、 

宗淸、 はるかに、 見 をく，.^ て、 あれ をみ よ や 女房よ、 

すいめ 共が、 にげつ る を、 其 ま、 おきて、 某が、 せつ 

しゃう を、 いたしな ば、 御身が. ちう せったつべき や、 

たい 何事 も、 みぬが 佛、 きかぬ が、 ごくらくな， 0 と 

云、 しろた へと かふの ことばな く、 あら、 たのもしの 

、ひやと、 たも と に、 すがり、 なげきし が、 ィ 。詞 さる 

にても 此 おんの、 ないし 樣 にも きんだち にも、 かま 

へて、 わすれ 給 はじと、 いはんと する を、 おしと い 

め、 やれし ばらく、 ないしと いへ るな を 聞て は、 某 

が、 分た、 す、 口へ いつ 迄 も、 すいめ くと、 うな づ 

きあいし 弓と りの いもせ の、 道 こそ たのもし けれ、 

愛に 白た へ が 兄、 わた. 9 新 左衞門 はや かつ は、 內侍き 

んだ ちに めぐ b あい、 はじめ を は.^ をき、 屈、 猪 は 

宗淸が はなつ 矢 は、 妹め がふた 心が、 まづ く、 こ 

と をた， 5 'さんと とぼ そに 立てき、 ける が、 よこ 手 を 

1 つ、 てう ど 打て、 な ふこ、、 あけ 給へ 彌七 殿、 わ 

れこ そわた b 新 左衞門 はや かつに て 候が、 御身の 心 

をき、 lo,5- け、 妹 を さしころし、 うっぷん を、 さん 

二， 三 
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せんた め、 是迄 來.. > 候が、 わすれが たき、 情. の ほど、 

ー禮 のた め、 たいめん せん、 いかに/ とぞ 申け る、 

宗淸が 、是 を、 聞、 ゑ 、 、又も、 ゑ しれ ぬ、 すいめ きたつ 

て、 よしなき こと を、 さへ づる よな、 我、 尊 氏の けら 

いとして、 新田 かたの 禮を うけ 此宗淸 が、 立べき や、 

うろた へたる、 はぬけ ど. 9、 道 を 立る も 時に よる、 

東西に 眼 有、 南北に み、 ちかし、 ゆんでも めで も か 

人の、 おいと りが b の 天の あみ、 たかに、 とられ 

て、 かう くわいすな、 ゑ、 さ、 し、 に、 さ， 5- れ、 て、 あさ 

ましく、 ちう しんの、 なをく ださば たれ 有て 新田の 

世 を、 昔の 寿に さかゑん や、 つるの、 ちとせ をな が 

ら へて、 一 ぞく 四十 八た かの すい をなら ベて こま ど 

りの、 くつば み を そろ ゆる こそ、 是、 めいて うの まこ 

とな， o、  ^るすの ひな を、 かいそ だて、 はつね、 ト 

よと、 い、 ひ、 ければ、 をゝ、 たのもし/^、 たのもの か 

b ヽ はる はこしお に 立 か へ .0、 新田の 一 ぞく 共ち ど 

り， 大將 ぐんの なを あぐる、 はたの 手、 白き はとの 

みね、 くわいげ いざんの すだちして、 うへ みぬ わし 

の ほまれ をば、 ふゆ ふの つばさに あらわさん、 げに、 

尤な， 9、 たのもし や、 急げ や、 く、 あし 引の、 山鳥 


の をの、 しだ. 0 をの、 ながい はお それ 有 明の 、月よ、 

がらすの 其 形羽黑 とい へ ばで わの 國、 あ ふしう 迄 も、 一 

か， 0 まよ ふし、 西 は、 ちんせい、 かう が も b、 と. 0 の 一 

はかた も をし なびけ て、 やがての. M に、 本 も ふ を、 一 

たつ とり、 あとに にご， 9 なく、 かう 有 こと は- 0 'す，^ 一 

たの、 あ ふむ の 鳥の、 なにし あ ふ 、あづまお さして、 一 

とぶ 鳥の、 とぶ が、 ごとくに、 わかれけ る、 彌 七が 情 

の ほど、 女房が 心 ざし、 げに、 たのもしき しだ ひなり； 

とて、 きせん 上下 をし なべて、 みなかん せぬ もの こ 一 

そ、 ながり けり  ； 

第 三 

偖 も 其 後、 新田 ； ぞく、 畑 六 郞左衞 門 時よ し は、 義ー 

貞 しゃラ がい 有て 後、 わき ゃ義 助の 御ち やくなん、 一 

式部の 太夫 義春 を、 世に出 さんと 思 ふゆへ、 山伏す 一 

:^5たにさまをか へ、 先とう 國を心 ざし、 いそぐ 心 は 

あらがねの、 七 山 こ へて、 すい^ 出、 ふ b さき みれ 

ば、 我釉も 入日に そむる、 心 +r して、 なに あ ふとう 

げの、 さいしきに、 めざす も、 しらぬ くらき 夜に、 


ふもと を さして 三重 「急け る、 是は偖 置、 愛に 又、 く.. > 

うしの づか兩 人 は、 あづまお に はい くわいし、 新田 

の、 ゆか. 0 を たづ ぬれ 共、 nr を かさねて あ ふこと な 

し、 此上は 中國へ はせ こへ、 なわ 小島のと もがら、 

西國に は、 きくち、 松ら の、 宮 方に、 心 を 合、 今 一 度、 

本望 を たっせん と、 ばんせい さして ぞ、 いそぎけ- 9、 

時に、 栗 生、 しの づ かに 申 やう、 もとより、 忍ぶ 世 

のすまい、 ろう 、， ゑんせ つの ごん じ やに、 ひん 

きう こどくの かしゃく を、 うけ、 長 道 を、 しのぐ たよ 

, ^なし、 いかい せんと ぞ申 ける、 しの づか 聞て、 は 

てし さいら しき ことば かな、 かくら う 人の 身 となり 

て、 かう もうしゃく しのい ひ 草 は、 もち ゆるに よし 

なし、 只さん ぞくの 道ぞ よし、 ろせんが なく は、 な 

き 迄よ、 日 比 互に、 持 合せし、 力 は 何のた めなる ぞ、 

行 あ ふ もの を かいつ かみ、 むたいに、 はぎとり、 が 

うどうして、 心の ま、 に、 いそがん に、 なん おやう 

ことか 候 はん、 く. 0 う 聞て、 お、 いわれた. 9 を もし 

ろ や、 人のお しまぬ たから 物、 我、 うで ぼね に、 有 物 

を、 是ぞ、 御 へんが、 一代、 一 せの、 できし あん、 たび 

は、 道 づれ、 世 は 情、 ふびん や、 通た び 人 は、 かれのに 


さはぐ やせ うづら、 我らが たかの す^が 山、 是 くつ 

き やうの か b ばな.^、 先、 こなたへ と兩 人な、 ゆき、 

の 人 をぞ、 待い ける、 か 、る 所に、 義春 公、 畑 もろ 

せハ に、 と をら る、、 もとより、 よるの ことなれば、 

く b うしの づか、 此人々 と はしらす して、 や あ、 それ 

成た び 人、 我々 は此 山に て、 人の 資に、 世 を わたる、 

風の 神と 云 物な り 出 八 口 もの はふう んぞ や、 きたる い 

しゃう や 太刀 刀ぬ いて、 こなたへ、 わたされよ、 みれ 

ばく わ いこく ほう ゑの そう、 命ば か.^ はたす けんと、 

ばう じゃく、 ぶもんに 申け る、 山伏き いて、 渚 はす 

すがの 白浪の、 はげし かれと はい のらぬ に、 風の、 祌 

と は 古への、 品 かへ 人に てお はすらん、 あしく へん 

とうなる ならば、 いか 成 とがめの まし まさん、 さり 

ながら 我々 は、 くわい こく 執行の^ なれば、 他力 を 

もって、 世 を わたる、 品 こそ か はれ 我々 も、 同じ 仲 

間の あくそうな り、 ねが はく は 其方に、 ぬすみ、 取 

たる かて あらば、 ぎゃく ゑんながら 法 帥め にも、 そ 

と、 とき， 0 や. フ、 たべと ぞ申 ける、 しの づか 聞て、 

ゑ、 すいさんな， o、 くび、 引ぬ かんと 、とびか、 る を、 

く りう、 しばし. i をし と- 5- め、 され 共 山伏、 おどろ 
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く、 けしき は少 もな く、 何、 我 首 をぬ かんとな、 尤ぬ 

かれとう 候へ 共、 ちと 此方に 入用な b、 其 上お やの 

ゅづ りの 首、 そこな ひ、 やぶる はふ かうな b、 まし 

てよ しなき 法し の 首ぬ すみと. 0 て、 う b た， 0 とて、 

酒ての た. 0 に はよ もなら じ、 いかに 浮世 を わたると 

て、 あくが う 至て 高き 事、 しゅみ かへ つて ひくから 

ん、 たと へ をのれ、 身に 八 千の つるぎ をう へ、 はん 

くわい かう うがいき ほひ 有 共、 法し も、 法し による 

ぞ かし、 とうざの ひぎ は ゆるすべし、 ぐそうが こと 

ば を 古への、 ゑんの 行者と、 三拜 して、 そこ、 立され 

とぞ 申け る、 く. 9 うしの づか、 いで 物み せんとと び 

か、 る を、 又 かしこの 山 かげよ. 9、 男 一 人 かけ ふさ 

が.^、 の ふ 方々、 ぬかん と 云 もぶ てう ほう、 又ぬ か 

れんと 云 人 も、 よしなき、 互の ざれ ことば、 ひらに 

双方かん にんして、 ふもとへ 下る たびなら ば、 けが 

なきゃぅにぉ..^給へ、 ぬす 人た ち も、 是ょ b は、 手 

にあ ひたる ゆき、 の 人、 心の ま、 に はぎ 給へ、 是に 

しゃう いんな きなら ば、 中よ b けんく わ を 某 もろ ふ 

て、 しゃう くわん いたすべし、 く， 0 うしの づか、 是 

を 聞、 こょひの仕八：！卜分な..^、 一人 づ、 も、 ふんす 


る こそ、 我等が ふくの いとくな. o、 いで 物み せんと、 

とびか ゝれ ば、 二人 もやが てと びし さ.^、 互に、 ^ 

をぬ き 合、 火 チクリ 花 をち らして 三重 「たゝ かひけ. 9、 

義 はる、 此由、 御らん じて、 すけだち せんと かけよ 

る を、 時よ しはつた とに らんで さばか h- の大將 にに 

あはぬ こと、 それに ひかへ まし ませと、 又 欠 合た \ 

かひし が、 よれく まん 尤 とおし ならべ くんだ， 9 ける、 

いづれ も、 ふつうの 大力、 上に な.. >、 下にな- 9、 ゑ 

いや、 くと、 ねじ 合し は、 さすがに すいが の 大山 も、 

くづる 、計 しんどうす、 され 共し やうぶ つか ざれば、 

兩方 互に、 もぎ はなし、 あせ をし ぬぐうて、 休け る、 

時に、 く  h- う、 しの づ かに 云 樣は、 凡 あきつしまが 

其 内に、 我々 にか ほどまで ほね をお らせん 者 は覺な 

し、 しの づ かいかに と 云ければ、 六 郞左衞 門 聞 あへ 

や、 何 それ 成 はしの 塚と や、 もし 赏 ひろに て はなき か 

と 云、 尋る者 はたれ 成ぞ、 我 こそ 畑 六 郞左衞 門 時よ し 

と、 いひ も はてぬ に 今 - 人、 さて は 一 家の ほうばい 

よ、 我 こそ わた b 新左衞 門、 げに、 尤な. 9 われく 

は、 く.. うしの づか 成け る は、 いづれ も 一け の ほう 

ゆ ふの、 あつ ばれ あや ふきたい めん やと、 よろこび 


ぁふはかぎ..^なし、 時よ しが 云 やう、 は、 則、 これに、 

まします は、 わき や 殿の 御ち やくなん 式部 太夫 義春 

公、 しう ぐ、 一家の ゑんつ きす、 新田の 家の 御う 

ん めい、 くちぬ 所と 悅し、 誠の すがた ぞ、 たのもし 

き、 時に、 わたに-新 左衞 門、 義春 公に 申 やう、 義貞 

公の 北の方、 かう IO うの 內侍を も、 伏 見に て 相まぬ 

らせ、 しばし が 間 やまと ぢに、 か^^ -.1 -置 候と、 片桐ー 

彌 七が 心て い を、 殘 さす 申 上ければ、 義扉は 聞し 召、！ 

偖 はない しの 御行 衞、 心 もとな く 思 ひしに、 よくこ 一 

そ はからい 申た. o、 去ながら かた <^、 一人なら す 一 

四 人 迄、 ふだいの かしんに あ ふこと よ、 我 も、 せい わ 一 

のうて なを 出、 げんじの ばつよう けんせんた， o、 さ 一 

れば其 かみ、 我々 がるい そ、 賴光 あそん は、 あしが 一 

ら山 にて、 つな 金 時、 定 光末 竹、 四 人の 者、 しう <\-ー 

の ゑん をな し、 喜悅の あまりに、 しゅみの 四 天の か- 

たど. 0 て、 四天王と 付 袷 ふ、 思へば、 昔の かれいな 一 

今よ， 0 して はかた く を、 新田の、 四天王-こ 名 一 

付て、 ぼうふの はぢ をき よむべし、 四 人の 者 共 承 • 


一り 


偖 名 將の御 心ね、 たのもし ゝハ/ ^、此 君い かで 賴光 

の、 武 とくにお と 給 ふべき、 われ， （-四 人の 者 共 


も、 其い にしへの 四天王、 心に くしと ぞん せぬな.^、： 

所 は！ I： あ ふ 御 やうが い、 いざ こなたへ と 四 人の、 者 一 

よしはるの 御供して、 なを 山 ふかく ぞ わけ 入け る、 

此人々 の その 有檨、 まことに ゑん 有た めしな-^ I」、 一 

てきせん 上下 をし なべて、 皆かん せぬ、 者 こそ、 な 一 

か.^ けれ  二 

第 四  ： 

愛に 又、 色の、 梅の こ 立 はやせて だに、 とくに こ； 

ゑた る、 德 じゅ 丸、 吉 の.、 おくに、 ふみわけて、 何 

とぞ ぎへ い を 上べ きと、 思 ひ、 立より、 都に 出、 よの 有 

檨 をう かいふに、 わつ ばと あらば、 みとがめて、 か 

らめ とれとの さたき びし、 元服して 男に な h -、 其 上 一 

具足の 一 兩も、 もとめて きばやと 思し KI、 松ば や 通 一 

に、 立し のび、 寵左衞 門が もとへ 行、 具足 もとめん、 

な ふ、 よろ ひ、 あつら うべ しとの 給へば、 女子 共立 一 

出て、 かざ.^、 立た る、 具足の 內、 何が 御所 望候ぞ 

や、 よき も あしき も、 そらねな し、 望し だいに 召れ 

. よに、 しほ もな く 申け る、 寵左衞 門が ひと，. >ひー 
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め、 の あきは、 見る に戀 車、 引る、 心 立 出て、 の ふ 

ぎ ごつな 人々 かな、 商と 云 物 は、 賣 にも、 にも、 


近付、 倍、 少人 は、 具足 望と みへ て 有、 御 好を尋 ば、 

若君 は 聞 給 ひ、 を ふ、 此ゎ つばが ちゃくせん 錢は、 


ロ叩ぞ ；^、 御用 あらば みづ からにと、 する と 立よ 

. ^て、 な ふ 鐘 は 何が 御所^ ぞゃ、 御よ そ ほひの あて 

なれば、 人の 思 ひ をむ ねに たく、 火お どしながら、 

是 とても、 紫す そご、 假 初の、 か. 0 に 結 ふ 高 ひも や、 

せめて 甲の 忍びのお "打、 とけ 給へ と、 有ければ、 德 

じゅ 九 も 色 なれし、 吉の、 山 か、 小 櫻の、 しばし あ 

からむ、 貌を あげ、 誠に、 やさしき ことのはの 露の、 

めぐみに ほころびて、 同じし とねに 伏な わめ、 もれ 

て や、 よそに 白絲 の、 鐘の 緣に上 帶 を、 結 心の 草す 

^は、 あだ 成、 露の 置 あへ す、 早 ぬれ そむる こての I め 

內、 しっかと、 しめて、 ほのめけば、 覺 へす 心う か 

うかと、 の 秋の 風の、 今 はは や、 身に しむ 計に、 成に 

けり、 か \ る 所へ、 親 龍 左 衞門立 出て 德 じゅ 丸 をみ 

るょ..^、 いか 榛是 は、 此" 杵、 大 しゅの 御 せんぎ こ はか 

りし、 新田 殿の 若 成べ ことの やう をう かいい、 

師ぼ 殿へ そ 人して、 過分の ほうびに 預ん と、 若^に 


絲を、 五色に 入 ませて、 こ 金 ざね のた めし 胴、 所望 

な. 0 とぞ 仰け る、 龍 左 衞門偖 こそと、 思 ひながら も、 

あら、 にあわざる 御- 51- かな、 こ 余、 さねに ためしの 

どう、 當代召 れん 其 入 は、 巾々 はむしゃの 用なら す、 

いか 檨 御身 は 一方の、 大將 ぐん 共 成べき との 御 心ね 

のふしぎな..^ょしそれはともかくも、 御望の ためし 

の 胴、 ロハ 今 有 合 申さねば、 なんばん てつをき たいつ 

つ、 やい ぶんた めして 其 後に、 よろしく を どし 參ら 

せん、 先、 四 五 H も、 此 所に、 御とう， 9 うと 云ければ、 

德じ § 凡 聞 給 ひ、 其 儀なら ば立歸 り、 又 こそ 參.. > 申 

さんと、 立 出ん とし 給 ふ を 、野；^、 しばし とおしと .5. 

め、 父 も 御 やどと 申さる、、 幸 なれば 1  超 を も、 御望 

次第にし つらいて、 御 心よ くきせ ながの、 御 祝儀い 

わい 參ら せん、 ひらにと すがり、 とい むれば、 うし 

かみや 上卷 の、 情の、 絲 につな がれて、 とも、 かく 

との 給へば、 龍 左 衞門悅 びて、 お ふで かした b 野 

、 たじな く 御. そう 仕れと、 口に はいへ ど 心に は 

の內 にからめ と.^、 御 ほうびに 預らん と、 悅 いさ 

みそれよ，^ も、 師直 方へ ぞ ハヤ 三重 「急け る、 野 秋 は、 

甲 を そへ、 てうし か はらけ 取 持て、 御 鍵、 出來迄 


ろ 

もと 
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の 御し うぎ と、 御 まへ にこ そな をし けれ、 德 じゅ.！^ 

御らん じて、 借々、 うれしき 情の 程、 つ、 まし けれ 

ど 我 こそ は、 新田 義貞の 次男、 德 じゅ 丸と 云 者な b 、一 

足 か い 一 家 を 打. □ し、 ぼうふの 恨 をさん せんと、 偖 一 

こそ、 具足 を もとめし な b、 我 世に出ば 此 おん を、 - 

ほうすべし との 給へば、 倍 は、 左檨 に、 まします か、 一 

いたわし の有樣 やと、 しばし 泪 にむ せびけ. 0 其 時 il. 

じゅ 丸、 幸 なれば 某も是 にて 元服 致べ し、 我等が せ 

んぞ よしいへ は、 八 わたに て 男に な， o、 八まん 太郞 

と 申な り、 我 も 夫 を かた 取て、 ぐそくお や は 正 八 ま 

ん、 吉の \ ざ わう 大權 現、 則 太刀と 刀 をば、 八まん ざ 

わう とくわん 念し、 床の 柱に 立 置て、 纏て 甲 を をし 一 

いた 3. き、 偖な の， 9 をば、 何と 付べき、 を、 義 典と 

付 申さん、 千秋 万年と、 ひと. 0 ごとして いは、 る、、 

御 有、 檨 こそ、 あわれな，^、 野 秋 もやが て 心へ て、 

御 元服 をい はゝん と、 おくの、 一間へ 立 入、 かねて、 

用ゐ やした， 9 けん、 あまたの 錯甲 をば 人の ごとくに 

三重 「作な し、 式 は 弓矢 太刀 刀、 鏠 長刀 を、 持せ っゝ、 

御 まへ に ならべさせ、 の ふめで たやな 古への、 御 一 

ぞく、 其 外、 諸 國の宮 方 共、 御み かた 申さん と、 手！ 


せい を 引ぐ し、 御 悅に參 ，9 たり、 末 はんじゃ うの 其 

しるし、 御酒、 一 つと ぞ、 いは ひける、 よしおき 御 ゑ 

つき 限な く、 げに 珍し や 面白 や、 先 東國に は、 新田 

よしみの あづさ 弓、 と. 0 つたへ たる もの、 ふの、 け 

めう は 何と 云 やらん、 野 秋、 鏡に 立 そふて、 是 こそ は、 

ゑ だ 兵 部の 太夫 行義 なり、 一門 さかへ るい 廣し、 か 

すなら ね 共 某が、 御み かた 中さん に、 近國、 殘者 あら 

じと、 っゝ しんで こそ 申 けれ、 次に ざした る もの \ 

ふの、 く はがた 打た る 星 甲、 こん 絲 おどしの 鎧、 菊 

水の 金物、 重 藤の 弓 持て、 さも、 大様に、 みへ しはい 

かに、 さん 候、 是 こそ は、 楠 木、 判官 正 成が ちゃくな 

ん、 たもん 丸、 正 つらな. o、 竹馬に、 むち を 打し よ 

り， ゆ ふ， 5 よく、 めいよ の^者に て、 四 さう を さと 

る じねんち は、 おやの ゅづ りと 白露 を、 玉と あざむ 

く 計 ごと、 いながら 萬 里の かたき を さっし、 戰 して 

勝理を ゑ、 天地 を 働し 目に みへ ぬ、 きじん をかん な 

ふな さしめ て、 文武 を さう の つばさの しん、 うきよ 

にたれ か、 久 きと、 義を おもん やる 正 成が、 心の 花 

の 櫻 井よ， 9、 庭訓 を、 と めし も、 か、 る 時節 を 末 

代に、 ほまれ を殘 す程ぞ かし 地 偖、 一 ぞく. に はわ だ 
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おん；^、 はやせ、 北 辻、 しぎ 渡 部、 あんま 橋 本 二 井 

川とう、 地 其 外 手せ いか や 多、 御先 手に と 相つ むる、 

ついいて なみいし 人々 の、 紫、 火お どし 黑絲 に、 色々 

の^んば をり- 思 ひ の 甲の 色、 どい とくの ふの、 

人々 か、 其 名、 ゆかしと 有ければ、 抑々 あれ こそ、 一 

年後 だいごの 天 王、 ほうきへ すべらせ 給 ふ 時、 忠臣 一 

を あら はし 二心な く 打 死せ し、 な は、 ほうきの 守、 長 

としが 舍^、 小 太 郞左衞 門 長 持、 同小 ニ郞長 高ぞご 

ざん あれ、 偖、 其 次に ひか へ たる、 卯の花 おどしの 錢、 

風 折 ゑ ぼし 引 込し は、 たれ、 成らん と^ければ、 是こ 

そ は、 うたかたの、 あわたの くわん ばく 道 かねが 末 

孫、 ばん どう 一 の 大力、 宇津の 宮ぢ ぶの 太夫 きんつ 

なな， 9 並した がふ 郎等に は、 はった 大 とべ はか 南、 

紀淸兩 とう 恃以、 義を、 金て つに なぞらへ て、 大 かう 

の 兵な. o、 偖 其 次に ひかへ たる、 白 絲の錢 を.^ やく 

し、 大樣に ざいお つ 取て ひかへ しに、 同樣成 印に て、 

甲に、 しか をいた^ き、 四 尺 あまりの 大 太刀 は、 い 

か 成人と とひ 給へば、 是 こそ は、 西國 にて、 無二の、 

みかたと 頓れ し、 菊 地、 ひごの 守武 重、 同ち や く.？ 3 武 

政な. 9、 此武 政と 申 は、 平家た て 人の すくね か、 ちん 


せいの 八郞爲 友に も、 を とらぬ 程の 精兵 打 物 取て は 

名 も 一尚、 かの、 さつ まの 氏 長に も、 まさるき h-.^ う 

の大ゅ ふま ふ、 遊 色 歌道 はしらね 共、 敵に あ ふての 

はたらき は、 たと わい、 か. うもん きびしく と、 かた 

てに、 かけて 打 やぶ. o、 つ、 ぬき どう 切 人つ ぶて、 

らっ くわみ おんに なすべき とべん せつ 流 源の、 よど 

まぬ 御代 は末廣 き、 扇、 お つ 取く わん と、 大ひざ 、 

くんで ぞ ひかへ ける、 借 其 外の 諸 ぐんせい、 家々 の 

馬 印、 風に みだる \、 一よ ふの、 浪地を はしる ほか 

一 け 船、 ふんの 左に 右 巴、 くるり く、  くるく と、 

一 もんと.. >  か へす 風車、 十二 十三 四 八 かう、 納國の 四 

^ かい 浪、 打納れ ば、 かたき もな く、 さか へん^の 御 

行宋、 もよ にやち よ を さいれ * 石 いわほと な.^ て 苔 

衣、 重々 の 御し うぎ とことば を、 つくし、 こたへ し 

は、 偖、 おもしろ か， 9 ハ ヤメ 三重け る、 次第な. o、 か、 

る 所に、 龍左衞 門、 師 直に そにんして、 にら 山、 六 

郞 取手と 成、 具足 屋 さして 來. 9 しが、 せ うじのす き 

よ. 0 はるかに みれば、 錢甲 をき ながして、 大の 男、 

す 十 人、 な は、 楠 ゑ： U 、大 だち、 西 名、 かすかべ、 どい と 

くな ふ、 一 の 井、 木口 宇津の 宮と、 のゝ しる 聲に、 に 


ら山、 ははつ と、 わな 、きき をう しない、 手足 もこ 

しも 打 ふるい、 せんご をぼう やる 計 也、 龍左衞 門き 

つと みて、 の ふお くれた まふ かにら 山 殿、 ふみこん 

で 取 給へ、 にら 山 聞て、 や ああれ を 見よ、 與カ のせ 

い、 いつのまにか ははせ あつま. 9、 うんかのごとく 

と 一一； IE ければ、 寵左衞 門 も、 さし のぞき、 みれば、 大せ 

ぃ錢 武者、 れつと 引て ぞ なみいた る、 是も 同き も を 

けし、 二人 はまけ じお とらじと、 ふるい わな、 く 有 

檨は、 みぐるし かりけ る 次第な b、 か、 る 所へ、 船 

田 長 門 守經政 は、 都の 内に 忍びし が、 いづく にて か 

此由 を、 聞と ひとしく、 とぶ がごと くに はせ 东， 9、 

あんない なしにつ ゝと 入、 六郞 みかたと 心へ て 立よ 

.n^みれば船田な..^、 南無 三ぼうと にげん とする を、 

とびか、 つて かいつ かみ、 龍 左衞門 諸共、 に、 ゆんで 

めて へ 打た をし 左右に ふまへ て 立た. 9 け， o、 龍左衞 

門 わな、 きて 我等 は 何も ぞん せぬな， o、 ゆるし 給へ 

と 云け る 間に、 義 をき 野 秋 もろ 典に、 をく より 立 出 

給 ひつ ゝ、 こ は、 つね 政 か、 船 田 かと、 初め を は 

を かたらる ゝ、 經政 聞て、 をのれ、 たすくる ものなら 

ね ど、 娘が 情に たすくる ぞ、 罷 しされと いか. 9 っゝ、 

W 世. K 平— I 


偖 にら 山 六郞を 、むげに、 ころさば 情なし、 己が 主の 

師 直に、 罷歸. ^て此 かたち、 よろこばせ よと 云 ま、 

に、 み、 はな そいで おつば なせば、 みぐるし か， 0 け 

る 次第な. 9、 借 其 後に 經政 は、 義を きに 打 向 ひ、 思 

へば 當 家の 御 出世、 今日の 御き とう、 一 さし 舞め で 

たやと、 そばなる、 ゑ ぼし ひっか ふで、 釉を かざし 

て 立上り、 あ、、 を さへ たく、 敵 を 取て おさへ た、 

天下 は 新田の 家なら で、 外 へ は、 やら じと 思 ふ 三重 「舞 

納め、 偖 それよ -9 も、 經政 は、 とく-,.^、 あづまへ 

御く だ. 0 と、 いざな ひ 申 それよ. 0 も、 東國 さして ぞ 

いそぎけ. o、 かの、 經 政が、 其 有樣、 尤 たのもしき 次 

第な. 0 とて、 きせん 上下お しなべ、 皆、 かんせぬ もの 

こそ、 なか b け. C 

第五. 

借 も 其 後、 片桐彌 七宗淸 は、 妻の 白た へ 新田の ゆか 

. ^有 故に、 義 負の 北の方、 かう とうの 內侍を もた す 

けて をと し 申せし v,、 其 身 は 足 かい 尊 氏の、 ふだい 

の 侍な まじい に、 弓矢 取 ことむ づ かしく、 足 利 新 W 


出世 太平 記 


四百 二 


の あらそいの、 納迄 は、 身 をし ぞけ、 浮世 をよ そ 

に、 見なさん と、 こぞの 秋よ..^、 び やうき と 云、 て 

勤 を ひして きばらしに、 夫婦 もろ 共 京 遊、 の 本 ふし 山 

を. めぐれば、 をの づ から、 心う かる \ 一  ひょうの、 

うつわ 物に 酒 入て、 こしに つけつ、 地主の ゑん、 花 

の 下 かげ 行く る、、 そこ を 其： n の 宿と なし、 詠つ く 

して、 遊け る、 か、 る 折節、 十五 六 成 小童の、 忍て 

いに て 通け る、 夫婦 は、 きっとめ ぐ わせして、 つ、 

とよって 釉を 引、 是見 申に 御 姿、 まが ふ 所 は 候 はや 

義貞の 御 ゆか.^、 德 じゅ 君と 見う けた.^、 かく 申 某 

は、 片桐彌 七、 宗淸 とて、 尊 氏の かぼくな.. > 、ちと、 

申べき こと あれば、 なの b 給へ と、 ひそ やかに、 こ 

へ を かすめて 申け る、 少人は 聞お、 を、、 某 こそ 德じ 

ゆ 丸、 定て我 をお そふらん、 今 はの がる、 所な し、 は 

や 首 打て 尊 氏が、 げんざんに 入れよ とて、 すいしく 

こそ 申されけ る、 彌七郞 手 を 打て、 そな ふに うへ て 

も 紅い の、 さすが 源氏の ねざしな ひ、 まったく某^;? 

君 を、 打 奉る 心なし、 是成者 はわれら がつ ま、 たへ 

と 申て、 新田 ふだいの 御 かぼく、 わた h- 新左衞 門、 

はや かつが 妹と にて 御 ざ 候、. 其 ゆか. -故 過し 頃、 か 


うとうの ないし を も、 みのがし たすけ 申た. o、 今と 

て も 某、 せけんの となへ 候へば、 御み かた こそ、 申 

さや 共、 など や、 打留 申べき、 御 やすく、 おとさん 

ため 借 こそ 尋 申た. -^、 少人 いかにと ぞ申 ける、 少人 

は 聞 給 ひ、 借 は うれしき 心 ざし、 今 は 何 を かつ、 むべ 

き、 わらわ 、德 じゅ 丸なら やらく ちう の 具足 か ぢ、， c 

ぅ左衞 門が 娘、 野 秋と 申 女 也、 おやに て 候 龍左衞 門、 

とんよ くの 心に て、 足 か- «• へそ にんせ し を、 船 田の 

經 政が 來. 0 合、 あやうき なん を、 つ、 がな く、 御供 

申 それよ も、 東國 方へ 落 給 ふ、 聞ば、 にら 山六郞 

が、 みゝ はな そがれて、 立 かへ.^、 又々 打 手 を 相 も 

よふし、 竹 ざ は 九郎が 向と かや、 本 ふし 一 夜の 情に、 

百年の 命 も 何 かおし からん、 われ こそ、 新田 義舆 と 

なの. 0 て、 敵に、 出合、 打る、 ひまに は^ 君の、 一足 

成 共 をち 給 はんと、 偖 こそ か 様に すがた を か へ、 是 

迄參， 9 て 候と、 かた， 0 も あへ すなき いた h- 、宗淸 、大 

きに、 かんたんし、 そのこと なら は 女！ 2$ よ、 是成野 

秋と 同道して、 隨分、 おつ 付 御供せ よ、 某 愛に ぃ殘 

て、 竹擇に 出合、 何と ぞ、 手 だて をめ ぐらし、 隙 をつ 

くさん 其內 に、 早と く 落よ と 言ければ、 白た へ悅、 


しからば わら はも 身 を かへんと、 つまの は を- ^にあ 

みが さき、 さし ぞ へさいて それよ b も、 ハヤ 三重 跡 を 

しと ふて、 おひかく る たのもし か. 0 ける 次第な り、 

あんの ごとく、 おつ 手の 大將、 竹澤 九郞、 てせいす 

ぐって 二百よ き、 もみに、 も ふで ぞ はせ 來る、 彌七 

郞 きっとみ てろう せき ものと、 かけよって、 馬よ. 5、 

取て 引 をと せば、 竹澤 ゑた h- と むん やと 組、 上 を、 下 

へと せし 所 を、 郞等共 をち 合て、 彌七 を、 取て おつ 

ぶせ、 抑々、 己 は 何者に て、 かくろう せき 成 ふるま ひ、 

念佛 申せと 云まゝ に、 すでに、 あやうくみ へし、 時、 

彌七 下よ 竹澤 が、 右のう で を、 しっと 取、 是、 お 侍、 

われら は、 名 もな きのぶ しな. 9、 ふと 大酒に たべ ゑ 

ひて、 かく. ろうせき 仕、 すじな き 者 を、 ころしても、 

御て がらと はい はる まじ、 其 か は. 0 に 卸 身に、 よろ 

しき こと を をし ゆべ し、 お 侍、 とぞ、 あざむき ける、 

竹澤 聞て、 よろしき こと、 は 何 ごと ぞと、 取て、 引 立 

め を 見合、 いや、 其方 は片桐 か、 彌七、 是 は竹澤 か、 先 

3- ク しゃな、 さちと は、 ふ. 0 よの ふるま ひかな、 もし、 

あやまら ばかう くわい せん、 そこつ、 さよと 云 けれ 

ば、 宗淸 聞て、 いやいや、 それ は 人に よる、 御 へん 
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1^ きこ ゆる 大力、 某な どが くみ 打 は、 中々、 以て 叶 ま 

じ、 持 合た る 酒き げん、 おどけて、 ろうせき 致て 有、 

して 又是 は、 あわたい しく、 いづく へ行ぞ とと ひけ 

れば、 をゝ、 ふしん は尤、 新田 德 じゅ 丸 義興、 船 田 

經政兩 人が、 おつ 手の やく を 承て、 只今、 きうに おつ 

かくる、 其方 は病氣 とて、 か樣 にらく をし 給 ふ は、 

あら うらやま しゃと 云す て、、 かけ 出け る を、 宗淸 

が、 まづ/ ^、まてと、 おしと いめ、 ちか 頃、 大義 千万 

な り、 さ， 0 ながら 侍 は、 息才 にて 勤 こそ、 一 生の 手 

がらな b 、隨 分、 忠を はげまれよ、 幸是に 酒の 有、 門 

出い はゝん のまれよ と、 こしの ひょうたん 取 出せば、 

是は、 誠にき が 付た. 9、 しからば、 じぎ 申さぬ と、 

互に、 三 どくみ か はせば、 いやく、 六 こんかす わ 

るし、 今、 三ば いとむ じいに、 つぎ かけ、 くての 

ませたり、 竹 ざ はあく 迄 ゑ ひち らし、 是迄 成と、 .li 

所 を、 ぁゝ、 さ hN とて は竹澤 よ、 のみにげ する は、 手 

がわる し、 此頃 打た へ參會 せす、 しばし はつ もる 物 

がた， o、 今、 少 とて 引と 3- むる、 竹澤 聞て、 やれ、 とき 

も 時、 折も折、 大事の 打 手に 行者に、 はなし せんと は 

わけ もな し、 愛 を、 はなせと いひければ、 むね 淸 かさ 
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ねて、 いやと よ 竹澤、 あたらしき はなしの 有、 ちょ 

と、 はなさん きけ と 云、 竹 ざ は 大きに、 はら を 立、 

わ どの X. 檨成 隙で はなし、 重て 、きかんと 立け る を、 

いや./.. »咄 か、 つて は、 はなさで いかに 置べき と、 

ねお あい、 引 あい、 と^むれば、 竹澤 ほうど、 もて 

あっか ひ、 さあ、 それならば、 早々 に、 はなさば、 は 

なせ、 宗淸 とふせ うが ほに て 立 どまる、 心の 內 こそ 

おかし けれ.、 彌七 はどう どひ ざ をく み、 是は、 大事の 

物が たり、 む ざと は 言ぬ こと 成と、 八方 を 見 週して、 

や あ、 それなる 者 共よ、 主 を、 さし 置 立ながら、 い 

そが しげに きか. んと は、 不禮 とやい はん、 くわん た 

い 也、 下にい ぬかと、 はった とに らんで、 いひ けれ 

ば、 あっと、 こたへ て ぐん 兵 共、 畏てぞ 聞いた h -、 

其 時彌七 ゆう/ \ と しさいら しく こはづ くろ ひ、 昔 

昔、 有 所に、 ぉゝぢ と、 うばと、 あつたと さ、 を、 ぢ 

は、 山へ とい はせ も はてす、 やれ、 うろたい 者 さりと 

て は、 人 をた ぼら かす、 酒に ゑ ひし か 宗淸、 相手に 

成な 兵 共、 いそげと 云て、 立け る を、 彌七 わらって 

をし と 5" め、 尤な. 9 さ. 9 ながら、 あま hN に そちが せ 

きが ほ 也、 それ を、 しづ めん 露 はら ひに、 今の やうに 
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はい ひし 也、 しかし、 わ どの は義 興の、 をつ 手に 向 

と、 聞け るが、 同なら ば 御 無用と、 眉 を、 ひそめて 申 

ける、 竹澤 聞て、 近頃 是は聞 所、 して 某が 分に て、 

義 をき 船 田 を、 うたん こと、 叶 まじき と 云 ことか、 

彌 七うな づき、 をゝ いかにも、 すい. 9 やう は 違な し、 

およそ、 かのとく じゅ 丸、 少年と はい ひながら、 吉 

のゝ 山の せって うにて、 ひやう じゅつ、 むる ひの 天 

狗の 弟子、 殊更、 船 田 長 州と て、 鬼の 樣成、 あらおの 

こに、 わ どのが、 いか 程 はげむ 共、 出合が ふうん 也、 忽 

つ、 かみ ひしが れんい ひにくき ことば を も、 云 は、 な 

じみの ほう ゆ ふ、 あしかれ とて はい はぬ と 云、 竹澤 

聞て 何と やら、 しんしゃくき げんにみ へけ る を、 彌 

七い よくの つ 取て、 其 上き けば 道す がら、 新田 ふだ 

いの 郎等、 く. 9 うしの 塚、 畑 わた. 9、 名 張、 八郞 なん 

どゝ て、 一 き、 當 千の、 あら 者 共、 へ ろ/. 'むしゃの、 

五十 や 百、 手、 だ、 まに、 取て、 せって うする、 けっき、 

さかんの くせ 者 ども、 付した がふと 聞て 有、 しせん、 

き やつらに 出合ば、 そ も、 此 刀がぬ かれう、 や あ、 此こ 

しが 立べき や、 咄は是 迄 今一 つ、 酒が 殘れ ばき が、 

h- てうし、 ぎりに とつぎ か へれば、 ゑ ひても、 


本性有習、今の、咄のこゎくな，.^、 おく 病 風 はさ そへ 

共、 それと はい はす、 ひ ぢをは 、の ふ、 を 心 入 は、 

忝、 おさへ た、 あいよと K ^の、 數を も、 しらすの み ゑ 

ひて、 かしこに、 どう ど、 たおれふす、 彌七 みて、 こ 

はいかに 竹澤 よ、 大事の、 打 手に 行者が、 ふかく 成 有 

檨 かな、 やれ、 をつ かけよと 引 を こせば、 是、 何 をす 

る、 宗淸、 討 手 はふる い、 そんじ も よらぬ、 たのしみ 

は 只 一 すいの 內 也と、 云 こ へ 迄 もし はがれの、 しど 

ろに なって、 よこにね る、 彌七、 わらって、 偖 も、 しめ 

たる 討 手 かな、 や あ、 侍 共、 あれ、 ひつ 立よ と、 いひけ 

れば、 皆々、 あた hv へ、 立より て、 立ざる こし を、 をし 

立， （•、 跡 を もとめて を ひかくる、 宗淸、 はるかに、 

みおく， 9 て、 あっぱれ、 語す， ましたり、 咄 はかう こ 

そす る 物よ、 ！ P まっかう さるの つら、 あかき は、 |« 

のし こなしと、 あく 迄 わらって、 立た h> ける、 忠か 

う、 武 か う、 h- か う もの 、べんせ つ、 たつ せし 侍 やと、 

きせん 上下お しなべ て、 皆、 かんせぬ 者 こそな か- 9 け 

れ 
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偖 も 其 後、 德 じゅ 丸義興 は、 いせの 國 にて 御い とこ、 

脇屋義 治にたい 面し、 其 上 ふだいの 御 かぼく、  く. 9 

ぅ、しのづか畑渡.=^、船田諸共付そひて、 此上は ごせ 

すして、 尊 氏 を おびやかし、 吉 野の 君の、 しんきん 

を も、 やすめ 參せ 申さん と、 日夜に、 ぐんりょ を こた 

らす、 船田經 政が 申樣、 聞ば、 義貞の 御 首 を、 ひろ ひ 

し、 うぢへ、 中 務の丞 重國、 當 ごく、 わたら ひの 郡 を 給 

は- 9、 其上內 外の 神宮 領、 こと -  く かすめ、 取、 わ 

が、 まゝ を、 ふるま ふよし、 にくさ もに くし- ) とに 又、 

神慮 を、 あざむく 大 あく 人、 其 r.^.^ 田の 勇將 を、 我、 

矢先にて 留た h- と、 ぼうじ やく、 ぶじんに の、 しる 

よし、 草の かげに て義貞 公、 さぞ、 口 をし くお ぼされ 

ん、 御 かど 出に うぢへ め を、 打取、 給へ と 申け り、 時 

に、 はた 六 郞左衞 門 時よ し、 すゝみ 出て 申樣、 きけ 

ばかの うぢ へ め は、 しんしょく を かすめん ため、 津の 

市へ 立 出て、 ことの やう を はかる とか や、 いざ 我々 

も 品 を かへ、 市人に 出立、 折 もよ くば 討 取ん、 はく 

中に て 我々 が 面 を あやしむ 程なら ば、 二人の， i50」 た 

は むれさせ、 き やつが ふしど をう か，！ 'はんもとよ.^ 
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好色 第一の 氏 家め が ことなれば、 てもなく ふしど を 

しらすべし 此義 いかにと いひければ、 く. 9 うしの 塚 

新左衞 門、 船 田 を 初、 兩大將 、を 、、たくんだ， りく、 

是に 過た るて だてな し、 さあら ば ひそかに 出立ん と、 

おのく 用意 を. -。 三重したり ける、 去 程に、 中務の 

丞重 Si は 市に 立 出 詠れば、 名に ぁふ國 のい せ 櫻、 花 を 

つくして かざりける、 その 中に を そ ざ くら、 さか， 9、 

今 はの 女房と、 いざよ ひ 月の、 かげきよ き、 女 はら 

から 打 つれて、 立 は 浮 名 か 市の なか、 あきな ふ 品の 

面白き、 ことばの 海の そこ はかと、 税に向 ひ 筆 を そ 

め、 戀 初見 初 思 ひそめ、 淺 ぎに あらで 紅 ゐの、 もみ 

ぢ 重の 薄 やうの、 忍ぶ とすれ ど 色紙に、 あら はれ、 

絹の の b いれ や、 一 もとなら で 二 もとの、 杉 原 通 ふ 

夜 あらしの、 をと せば おとす 忍び 妻、 月の かつらの 夜 

な./ \ 'にす、 き はらむ と ゑい じけん、 是ぞ おぐらの 

のべ かみや、 西の 內、 靑きは 土 佐の かみ なれ や、 幾 

程 村 を しら 紙の、 流よ るせ や 漆が み、 よしや こ ひに 

は我國 も、 もろこし 紙の ひとへ なる、 よしの、 かみ 

は 薄く 共， 君が 情の あつがみに、 つ ゝむ小 菊のう つ 

^が は、 奉書の けむり、 橫 をれ し、 穴 H に しられぬ うち 
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ぐ もり、 あ ふ 夜 は、 心 ときめきて 語る 思 ひの 尺 長 も 

殘る ことばの きぬ-;: \ に こ ゑ もせ わしき 鳥の 子 や、 

大高 小高 十文字 さすがい はきに もら ざれば、 心よ わ 

くもまに あ ひの、 跡はづ かしき 布目が み、 ィ。 詞ぁだ 

になす の、 紙 迄 も、 取 そろへ 持 候と、 こへ も あやに 

ぞ賣 にけ る、 もとよ， 9 うぢへ は 好色に、 我 を わする 

る 者 なれば、 二人の 女の そばに よ. 9、 偖 わち よたち 

は、 うる はしく、 よし あ， 0 げ なる ふせいな. 0 おとい 

ひ 共に おや あらば 夫 を 立ても ろ ふべ し、 それ迄 もな 

し、 我心に、 したが ひ、 なん やとい ひければ 二八 聞 

て、 おや は他國 へばい/ \ 'に罷 こし 候へば、 此 所に 

はさ むら はす、 しゅごの 仰 は 一 天の、 君の めいに も 

ひとしき な. cv、 誠に、 仰し 候 は 3-、  ^身 は 君に まか 

すべし と、 よ， 0 そ ひか ゝ b て、 たはむ る、、 氏 家 は 

心 雲 鳥の、 とび 立、 計う き 立て、 其 ことならば、 此 

夕 ぐれ 向 ひ をつ か はし 候べ し、 必、 いつは..^ 給 ふな 

と、 め ひきながら も 立 別れ、 宿所 を さして ぞ 三重 「か 

へ ける、 わがやに なれば、 よ ひよ..^ も ひと- 9 ね や 

に、 引 こも. o、 せ 《人 を そし、 と、 松風の、 そよ. o、 むね 

をぞ なやみけ る、 か、 る 所へ、 向 ひの をの こ、 足 河 


と- 


太郞立 かへ， 9、 かの 女房 はらから を、 召 つれ 申 候- 

二人 をと もな ひ 出しけ る、 うぢへ、 大きに 悅 びて、 

下人 をば つれざる か、 さん 候 下の 者、 四 五 人そうと 

申け. 5、 しからば へ いの かたはらに、 敷物 あた へ て 

やどらすべし、 なん ク-も 休と 言ければ、 足 河 ひま あ 

けたh^とかん所に入てぞ、休けb、時に、 重國 申樣、 

誠に ひるの ことばの、 露 もた が はす 御 越 は、 待に、 

かひ 有さ、 がに の、 いと も、 うれしく 候な り、 酒 一 つ 

參 らせん かすけ る 絹 を、 取 給へ と、 絹、 おつ 取て みて 

あれば、 女に て は あらす して、 少人 二人の さ-/^ と、 

物 を も、 いはす 立 給 ふ、 重國 おどろき、 たゝん とす 

る を、 義 おき 氏 家が 小が いなしつ かと 取、 しらす や 

我 こそ、 新田 左 中將の 次男 德じ § 丸義 をき と、 名乘 

給へば、 次に ふした る 足 河 めをさまし、 す は、 しれ も 

のと はせ よる を、 義春是 に 有 やとて、 同樣 に、 取て 

ふせ、 おのれ ごときの か b むしゃ を、 かたきと は を 

も はね 共、 日頃の、 口のに くければ、 を こな ふな， 5、 

との 給へば、 うぢへ、 足 河 こへ を あげ、 やれろう せ 

き 者と、 よば はれば、 すいさんな b との 給 ひて、 一 

一 くび を 討お とし、 引 さげ、 ざしき を 立 給 ふ、 氏 家 


がらう どうす 百 人、 あまさ じと、 かゝ h.- し を、 くり 

う、 しの づか はた わた b、 船 田 もろとも 聞 付て、 ひ 

とへの へい を をし やぶ， 5、 一  もんじに わって い，.^、 

火ば なをち らして、 ハヤ 三重 「た、 かひけ る、 手先 ま 

かせに、 打た つれば、 じう わう、 むじんに 討 ひしが 

れ、 むら/^ ばつと ぞ にげち つた. o、 偖、 それよ. 0 も 

人々 は、 是ぞ 出世の ちまつ.^ とて、 ひがし を さして 

ぞく だら る、、 せんしう ばんせい 目 出た しとて きせ 

ん 上下 をし なべ てみ なかん せぬ もの こそな か 


ナ I 


出世 太平 記 終 


出世 太平 記 


四百 七 
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第 一 

序 「^も、 其 後、 それけ いせいけ いこくの、 むかし を 

鳥 羽の 御代の 時、 嶋 のせん ざい 和歌の 前、 それより 

もこと 蕩て、 むろ 君、 あるひ は 江 口の 女、 か.^ の や 

ど.^ にたの しまん と、 彼 まど ひこ そ 色 なれ や 、イロ 詞 

こ、 に. 城の 國、 九重の 都 五城より、 コトパ にしに あ 

たって、 七條 4^ ゆし やかに、 なさけの^ なを 道と し 

て、 とまり 定ぬ あま を ふね 、ィ。 詞夜々 に そ ひ 寢は川 

竹の、 流れの 君に 世の 人の 思 ひに、 く § るむ ね はふ 

じ、 本 地す そに 心 は、 浮嶋 原と て、 わけ を 立た る 里の 

あり、 此 さとに、 上 林道 順と て、 みちならぬ わざな 

れ共、 あまたの 女 郞かゝ へお き、 我 子の ごとく かい 

そだて、 ら- つに やく 都鄙の 人々 の、 心 を なぐさめけ 

う をな し、 おのが 世 渡る たすけと なす、 力、 かその 中 

に 取ても、 其 名高 間の かつ ら きとて 、イロ 詞ちら 共ん 

のよ そに のみ、 みて や、 みなん よそ ほひ を、 戀し たは 

ぬ はな か b け. o、 なら ひに このて： ra 木と て、 おとら 


  ,  四百 十 

ぬ ほどの 女郎、 此ニ面 ふた.. > をば、 と にも かくに も 

世の 人の、 かつらき のか ほば せと、 力、 か 釉を引 みん 

手が ひの 庵、 女 三の 宮の おもかげ も、 見し 柏木の 花 

の ゑ もんか チクリ 我 も/ \ 'と 通 ひ路 の、 せきの、 m- さ 

さぬ 御代 なれば、 ィ 。詞き せんくん じゅの たわむれ 

に、 道順 日々 に 富 さか へ、 ゆたかに うき 世 を 本ョ重 「暮 

しけり、 是 はさて おき、 其 比 北 野の 4\コ やにん、 梅津 

の 掃 部と いひし おの こ、 神職 は 家の ふう、 同 三十 一 

文字の、 ことの 葉で 成う き 世 もの、 神前の つとめ 過 

ぬれば、 もみお のみ ど. 9 と 名 を 付て、 やう ありげ 成 

4\ハ ばの いほ、 庭に はかけ ひ、 やり 水の、 ながれの 君 

の 御 事 を、 すいり をなら し 筆 を そめ、 わけ を吉 田の 

けんこうが、 つれ - くさのね をと りて、 うき 世つ 

れつれ とい ふ 事 を、 一 ッニッ 書つ いり、 力、 かさび し 

き 床のと もとして、 あかし 暮 して 居た， 9 け. o、 こ、 

に 禁中、 ほくめんの 侍、 なご や 三 郞左衞 門 正 春が 一 

子、 なご や 山三郞 としはる とて、 き b やうす ぐれし 

美男に て、 立 ふるま ひも 風流の、 色 ある 人に 見せば 

やな、 小釉 のつ まの つたし あら は、 この 年 春に はぬ 

れ ごろ も、 氣も當 風の 若 男、 ならびに ふしみ の 里に、 


ふわの 伴 左衞門 かげみち と て 、是 もお とらぬ だて 男、 

金銀 ざいほう くらから す、 富貴 成 牢人ぁ b、 山三郞 

とたい もな き、 ねんごろなる 友と して、 春の 花見な 

つ 河 はしの、 す、 みの 床の ふこと はに、 ィ n 詞 かたり 

なぐさむ 中な りけ， 9、 ある 時兩 人う ちつれ て、 北 野 

の やしろに まふで しが、 げかう だう の 頃し も、 山 一一 

ふわのに いふ やう は、 聞 すやこ ゝに ちんせつ 有、 

所 の^や 人、 梅 津の掃 部 はこの 頃し も、 うき 世 つれ 

つれと いふ 書 を かく、 我 ゆい よ 有 知る 人、 いざう 

ち 越て つれ/^ の、 心 を 聞ん 伴左衞 門、 かげみち 聞 

て、 さい わ ひな. 5 其 かもんに、 ちかづきに ならん と 

て、 しか/^ と案內 す、 かもん 立 出、 あんないと は 

誰 人ぞ、 いやと し 春に て 候な り、 なにな ごやの 君 か、 

これよ そ/ ヽし きあんな いかな、 とし 春 かさねて、 

つれの 候 故により、 まづは あん 內 申た，.^、 さっそく 

ながら 引合せん、 これ こそ 此屋の 御 あるじ、 かねて 

申梅津 氏、 又 こなた 成 御 浪人、 ふわの 伴 左衞門 かげ 

みち、 いづれ も 我に 御 ねんごろ、 たが ひに わかき 事 

なれ は、 向後 かた，. >  給 へと て、 ともに 岁" きだいす ぎ 

ぬれば、 ょものはなしに成にけ.^>、伴左衞門申ゃぅ、 
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黄 公、 うき 世 つれ/^ 草、 かきむ すび 給 ふよし、 山 

三 はなしに うけた ま はり、 御ち か 付に も 成 申、 かの 

書 も 見聞いた したや、 かもん 聞て、 つれぐ くさの 

あだ ことば、 人に 見せん ためなら や、 只 いちぶんの 

たのしみと、 一つ 二つつ、. 0 しが、 かく 御意 を 得し 

上 は、 御 わら ひの たねともな らん、 是も たう 座の た 

は むれと、 かの 一 札 をと b 出し、 いまた 淸書 仕らす、 

とてもの ことに 我よ みて、 聞せ 申さん 聞 給へ、 兩人 

聞て いよ/^ 以て かたじけなし、 いざや 是に てうけ 

たま はらんと、 かしら を たれて 聞 居たり、 時に かも 

ん 書 を ひろけ 本 謹 つ れ 成 ま ゝ に 、筆 を そ め 心に 移 

るよ しなし 事、 太夫の 位 を 本と して、 女郞 のた ねな 

らぬ、 それょ..^下っかたのぅかれめの、 手な どった 

なからぬ 御 返事、 下 ならぬ こそ 君に はよ けれと、 

0 いひ 續 たるせ いた ひに も、 色 ある 事 を 書つ い りさ 

て、 戀の段 こま <1-- と、 三重 聞に 心もチ n シ 「うかれけ 

る、 此 つれ を、 聞から に、 かの里に 打 越、 梅津 

氏の、 おしへの ごとく、 女郎 を 呼よ せ、 此人數 にて 

酒 ゑん せん、 山 三 聞て、 申された， 9 伴 左、 

もんに 御 出な くば、 おもしろき 事 もな し、 つれたち 
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給はゝ 一 座 せん、 かもん ももと よ .c うき 舟の、 よき 

追風 そ いざさら ば、 れんぼ を あげて かの里の、 ツナ ギ 

地戀 のみな とのよ るせ を も、 定んも のぞ ふわの 君、 

なご やの 殿 も 打 つれて 早 三重 鶴 原 さして ぞ上 「急ぎけ 

る、 かしこに なれ は、 山三郎 はか つらき、 作 左衞門 

は 柏木 を、 今日、 やくそくの 酒 盛 はィ。 チク" t 下さ 

いめき わた， 9 っゝ、 本 フシ かくた のしみ の、 たは むれ 

は、 外に はいかで なつ 山の、 4^^げれ松山、 さ、 んざ 

と、 こと やみ せんの、 音に かよ ふ は 三重よ にお もし 

ろき 上 「けしきな b  、實 世の中 は、 花に 風、 I！：： に は 雲 

のさ は， 0 にて、 山 三郞が こもの、 あはた、 しく はせ 

參.^  、 禁中の 御用、 きうなる 事の 候へば、 御歸り ま 

しませと、 いさいに 申 通しけ る、 山 三 聞て、 大事の 

御用に 候へば、 我 はだい りに h るべ し、 梅津 氏に も 

伴 左に も、 くるしから ぬが 申ても、 かつらき の 御 方 

に は、 け ふし も 初て あ ひ 申、 いまだ 互の 心底 を、 か 

ごとば か b も 申さす し、 うき 別れ 申 事、 言葉に いは 

れ ぬきの どく さ、 思し 召 もい か^ ぞゃ、 と をから ぬ 

內 とい ひすて、 た、 ん とすれば かつらき、 け ふ はふ 

しぎの 御 ゑんに て、 ふ，.^ よに 御 げん を存し 申、 まだ 


打と けぬ み ゑのお び、 ちかの むす ひ を 待參ら す、 な 

ふい かに 梅津 さま、 夜道 もい かいに 侍らへば、 あの か 

たさ まとう ちつれ て、 御歸. 0 まし ませと、 道す がら 

の 事まで も、 4*^み^^と申にぞ、 ィ "シ チリな さけの 

ふかき かつらき と、 ふと 思 ひよ る戀 の道ィ a チクリ あ 

く ゑんち ぎ. 9 ふかくして、 本 フシ 身に そふ 敵と、 成ぬ 

る は 三重 後に ぞ思ひ 「.K 〈、れ ける、 片チ n シ去 ほと に、 

伴左衞 門と かし は 木 は、 酒 ゑんの けう を もよ ほす 時、 

ていしゅ 用 あ，^ げに手 をつ が ね、 何共 申 にくけ れ共、 

かし は 木 さまの 御な じみ、 明 H ゐ なか へ 御 こしゅ へ 、 

御い とま ご ひ 有べ しとて、 にわかに 御いで あそばさ 

れ、 何と ぞ こよ ひかし は 木 さま、 もらいて くれとの 

御 事な り、 いか. 5- あらむ-こ 申け り、 伴 左衞門 聞よ. C- 

も、 とかく こよ ひの 仰せ は、 かく 有事の はすなら ぬ、 

申ても 我々 は、 又 あ ふ 事 も あ. 9 そ 海、 ふかきな じみ 

の 御 方の、 いなかへ 御 こし 有 ゆへ に、 今宵に わかの 

御 出に、 かし は 木 どの を もら はんと や、 いかにも そ 

なた へお く， 9 なん、 いそひで あなたへ 御 こし あれ、 

かし は 木 もさす が 又、 なじみの すゑの 事 なれば、 仰 

またが ひ 候 はんと、 いとま を こふて かし は 木 は、 


なじみの 袖に ぞうつ..^ ける、 去 ほと に 伴左衞 門、 か 

し は 木 を もら はれし を、 能事に 思 ひつ、、 人^ づま 

つて かつらき がふし どの あた h- に 立 忍ぶ、 ィ 。飼 かつ 

らき はね やの BS に、 ィ。 クドキ 人 有と だに 白雲の、 そ 

なた の 雲 を 打な がめ、 こよ ひ あ ひみし 山 三樣、 いか 

いお やどの 御 まゆび の、 心 もとな や 世の中 は、 イロ 詞 

いやな 人に もよ るせ の 有、 フシ ウタ" 思 ふ はならぬ 此 

身 やと、 打 あんじて こそ 居た b けれ、 伴 左衞門 時分 

はよ しと、 あ ひの ふすま を さっと あけ、 やがて 內に 

つ、 と 入る、 かつらき はっとみ て あれば、 よ ひに あ 

ひに し 伴左衞 門、 こ は 何とての 御出ぞ や、 伴 左衞門 

聞よ， 0 も、 何事 ぞと はきょく もな や、 いはね ど 色に 

見へ なまし、 かつらき 聞て、 いはね ど 色に ま、 る、 と 

は、 さら/^ 以て 心得す、 伴左衞 門、 なにし にさの 

みつ、 むべき、 かやう くの 次第と て、 はじめよ 

の 思 ひの たけ、 いろ^/^ と ぞく どきけ る、 かつらき 

につ こと 打 わら ひ、 流れい やしき 身な b とて、 御な 

ぶ b ての 仰 かや、 あ 人 こなた さまに はに あわぬな. 0 ヽ 

挨拶 も 申せば こそ、 御心にゃさは，^^なん、 我 身 もつ 

もら は 腹 立ん と、 とこの 內を づんと 立て、 おくにい 
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らんと せし 所 を、 伴左衞 門す が. 0 つき、 こ はなさけ 

なし かつらき どの、 何しにぃ っゎ.^>なぶる ベ き、 神 

かけて まこと ぞゃ、 また ふに なびく あ を やぎの、 お 

おいと をし らしき 御 返事 を、 只た のみ 申 これ 女郞、 

かつらき 氣色か はって、 伴 左 衞門を 突 倒し、 我 もこ 

なた を 侍と、 見 申た るに 道なら す、 くどき 給 ふ は 何 

事ぞ、 流れの 身と こそ 成ぬ 共、 心 迄 はさに あら じと、 

はぢ4*^めてぞ申ける、 伴 左 衞門腹 をた て、 すいさん 

成 女、 花 も 色 あれば こそえ だは おれ、 それになん ぞ 

うんでい も、 ちがいた る ことば、 此上 はい やにても、 

む b に 6 に まかせん と、 かつらき にいだ きつく、 か 

つらき 伴左衞 門が わきざし ぬき、 打て 懸れば 伴左衞 

門、 はっとい ふて にげながら、 人 はなき かお hM のへ 

や、 らうせ き 有と いひければ、 あげ 屋の 者共譟 宛、 

かつらき に 取つ. -、 是 はいかに とと いむれば、 わら 

は をい やしめ 伴左衞 門、 かやう くの ていたらく、 

とても 身 も、 ともに やいばに か、 るべ し、 あまさ じ 

物 をと おつか、 る、 先 はかん にん まし ませと、 おく 

にい ざな ひ 入に け b  、げ にか つらき がな さけの ほど、 

心中 はためし なき、 ながれの 君の 手本 やと、 きせん 

四百 十 W1 


名古屋 山三郎 


四百 十 g; 


の なれば、 有 間 敷 事なら ね ど、 身の 勤 をもう ちす て、 

色に まよ ふ は 侍の、 本意 を 失 ふ所ぞ と、 い 

けん をな しけれと も、 一 ゑん これ を 承引せ す、 け ふ 

もタ r まばらに ふよし、 三 郞左衞 門 立腹し、 此 うへ 

は 我 ぼに、 かの 嶋 はらに たち こへ、 きっと かんげん 

すべ きとて 、供せ.. つ/^ うちつれて 三重 まま はらさし 

てぞ上 「急け る、 去 ほと に、 ィ 。地 山 三 郞年春 は、 通 ひ 

なれに し 道 芝の、 露の なさけの わ すられす 、木地 晝も 

人目 を 4*^ のび かさ、 よるの、 ちぎり はい わ はしの、 

イロ 地 かつらき が 心 ざし、 S に ふかくなる とのお き、 

身 はしつ む 共、、 君 ゆへ と、 心の 竹のつえ をつ き、 あ 

みかさ まぶかに ひっか ふて ィ C チクリ 島 はらさして ぞ 

いそぎけ る、 かゝる 所に 伴左衞 門、 山 三郞を 見つけ 

て、 何 心なく 立む かふ、 いや 久方 や 作左衞 門、 頃日 內 

はかれ これと、 互の せわに 取 まぎれ、 參會 もなかり 

しが、 か はる 事 も 候 はぬ か、 伴 左衞門 聞て、 何打絕 

し 久し やと は、 おこと は いづぐ いか 成 もの、 我 る 

人に はなき もの を、 & に はお かしき 者 あ.. ^と、 あざ 

笑て ぞ申 ける、 山 三 聞て、 こ は 心得ぬ 云樂 や、 た^ 

一 し 酒に も醉 ける か、 伴 左衞門 聞よりも、 る 人なら 


其 後、 ィ 。地 ふ はの 伴 左衞門 かげ 道、 いらぬ 思 ひにち 

じょく を かき、 ほう/^ 宿に かへ h. しか、 ち^ょく 

の ほど も 口お しく、 又 忘れぬ かつらき が、 そのお も 

ざし を 何と ぞ して、 心よ く 手に いれん と、 あんじ ほ 

れてぞ 居たり ける、 よし/^ 本を尋 るに、 なご や 山 

三に かつらき が、 心 を かよ はす 故によ. 9、 我戀 もじ 

やう 玄ゅ せす、 又は はお も かきぬれば、 なご や 山 三 

に 白 中に て、 ち玄 よく を あたへば かの里に、 かよ ふ 

事 成 まじ、 さも あらば つる やの ていしゅ、 又は 上 林 

道順、 其 ほかの 者 どもに、 金銀 を まきちらし、 其 上 

にて かつらき を、 我 手に入ば かの 君、 たと へ 心に 合 

す 共、 元はな がれ を 立し 身の、 いかで 我 手に いら ざ 

らん や、 何と ぞ山 三が まばらへ、 通 ふ 時節 を 待ん 

とて、 つねに 用意 を 上 「^た. 9 け. 9、 是 はさて 置、 山 

三郞 がお や、 なご や 三 郞左衞 門 正 春 は、 山 三 郞が里 

通 ひ、 畫 夜に かぎらす 通 ふよし、 もっとも わかき も 


上下お しなへ てみ な^た はぬ、 もの こそな か， 0 けれ 


ぬお ことが、 何方に て 酒 を も， 9 しぞ、 よし/^ それ 

も 心得たり、 き やつが てい 何樣 にも、 ばい/^ の もの 

なる か、 能け いせいに おも はれん と、 さしつけ も か 

たな を さし、 侍の まね をして、 島 はら 通 ひする ゆへ 

に、 身の く はんく はつを とがめられ、 はぢを を かゝ 

ん がめ いはぐ さに、 ついせ うらし く 我に 向 ひ、 かく 

、レリん ぼうの あいさつ、 さい はす 共此 男、 なん おらて 

いの かせ ものに、 かま ふ 事 はさら になし、 はやく 通 

れ苦 きもの、 と は 云ながら かさねて は、 ついし やう 

けいはく も 牡れ、 いつも かやう と 思 ひつ、、 見ぬ ふ 

.0 をして 通， 0 なば、 田の 中へ たゝき 入ん、 と にも か 

くに も此 おの こ、 きげん 次第 ぞ はや 通れ. と、 にがく 

しく ぞ申 ける、 山 三 聞て、 こ は 心えぬ 雜言 かな、 ゑ 

ゑ 思 ひ 出した， <y、 日 外の ちじょく を、 今此 時に かへ 

さんと、 思 ふ 所存の かく 迄に、 ざう ごんに およぶ か 

と 笠、 取て なげすて、 實 我ながら そこつ かな、 よく 

よく 見れ ば^る 人なら す、 この 比 かつらき. 5 の 白雲 

の、 つよき 風に ュき たてられ、 その にげあしの. H 雲 

が、 我 まなこに..^ ほゐ つ、、 見ち がへ 申 ゆへ にこ そ、 

れ うし を 申て 候 なれ、 ことにば ひ/ \ 'の 者なる が 侍 
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にす がた をに せ、 ^ま はら 通 ひするな ど、、 能 見 立 

たる 其 まなこと、 我 見 違 たるまな こに、 取 か へても 

らふべ し、 け ふ はき げんよ ろしき との、 仰 を 聞ば い 

よいよ なり、 まなこ をぬ いて くれ 給へ、 もしもい や 

との 事なら は、 首 共に もら ふべ し、 早く 返答 仕 ま 

つれ、 伴左衞 門、 なに 我 まなこ を くれよ とや、 又く 

れ ざら はくびと らんと、 口に まかす るく はう げん、 

はじめ ゆるせし 故に よ b  、か つに のった る ざう ごん、 

おのれが くび をと るか 又、 わがくび を とらる、 かと、 

刀 をぬ いて 切て か、 る、 山 三 柄に てうけ とめ、 つけ 

入に すっと 入、 俘 左衞門 かもち たる 刀の、 柄 をに ぎ 

つて や あ、 命 を c>*{ らぬ くせもの、 是 にても 伴 左衞門 

我に てきた ひ 仕る か、 いかに と 申け る、 伴左衞 

門 はせ きめんして、 物 を もい はす 居たり けり、 伴 左 

衞門か 若とう、 主の 難 をす く はんと、 刀の つかに 手 

を懸 る、 伴 左衞門 ふ. 5 かへ b、 れ うじ をす るな まば 

らく まて、 借 山三始 よ. 0 申せし は、 皆 ざれ 事ぞ誤 b 

たり、 ゆるし 給へ と 申け る、 山 三 郞打笑 ひ、 何 はじ 

めよ. o のらう せき は、 みな ざれ 事との いひ 事 や、 い 

やい ゃ御邊 もさが の 人、 かく こ は ざれば した ま はじ、 


伴左衞 門、 いやす は 八まん も 正らん あれ、 まつ ひら 

ゆるして た ひ 給へ、 山 三 聞て、 かく 請 文の 上から は、 

たと へ 偽， りに もせよ ゆるすべし、 かまへ て 以後 をた 

しなめ と、 か P こへ かつ はと 突 倒し、 いらぬ 事に ひ 

ま をと h -、 さ， こそ や 君の 恃 ぬらん と、 立 別る 、所 を、 

作 左 衞門刀 をぬ き、 主從 三人 切て かゝ る、 心得たり 

と 渡し 合、 おつつかへ しっきり むすぶ、 され 共 山 三、 

力量 有て 太刀 打 も、 名 を 得た るお のこに て、 - 所に 

まく. 0 打な ぐれば、 伴 左 衞門キ ：從、 かな はじと や 思 

ひけん、 哪を もみす して^に け ひ、 いすく まで もと 

思へ 共、 さして ふかき 意趣な しと、 刀 を さやに おさ 

め つ 、、ヨ 重 ま はらさして そ 上 「急け る、 去 ほと に 伴 

左衞 門、 はじめの 言葉 もちが ひつ ゝ、 はおのう へに 

はじ を かき、 むねんながらにかへ..^ける、 か、 る 所 

に、 三 左 衞門正 はる、^ まばら さして ぞい そぎけ る、 

伴 左衞門 見る よ も、 あれに 見えし ちゃう ちんの、 

もん はと も へ と 見えて 有、 正しくな ごや 山 三が もん、 

ふしぎ さよと 立 よれば、 おやの 三 郞左衞 門な. y、 

伴 左衞門 見る よ b も、 かさね-/^ のち じょく、 せめ 

てお や を 打取て、 むねん を はらさん わかとうと、 め 
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くせして 刀 をばぬ き、 さきにす、 むちゃう ちん を、 

まん 中よ- ft- 切て おとす， す はらう せき もの あまさ じ 

と、 刀ぬ きもち 切て 懸れ は、 同小 者兩人 も、 わきざし 

ぬひて 渡 合、 こ、 を せんと ぞ切 むすぶ、 三 郞左衞 門 

わかとう、 伴左衞 門に きら るれば、 伴左衞 門が こも 

の、 三郞 ざへ もんに うたれ け. 9、 ちゃう ちん 持し 小 

者 は 行方 しらす^た け.^、 ばん ざへ もん ま從、 三 

郎左衞 門 を 引つ、 み、 こ、 を せんと ぞ戰 ひける、 三 

郞左衞 門 正 春、 心 は 矢 竹に はやれ ども、 すく やか 成 

伴左衞 門、 ことに 貳 人に 切た てられ、 請つ 流 ひった 

たか ひしが、 すか よの きす を かふむ り、 こ はむ ね 

んと 倒れし を、 伴 左衞門 主從、 た、 みかさね て 切つ 

くる 效た. 0 し 小者、 山 三に かくと 云ければ、 とぶ が 

ことくに かけ 來る、 禅左衞 門主從 かな はじと や 思 ひ 

げん、 早 三重 あと を もみ やして、 上 「^にけ り、 いづく 

迄 もとおつ かけし に、 伴 左 M がわ かとう、 かけ 隔 

たって むすと くむ、 すいさんな. 9 おのれめ と、 かし 

こへ. たうと 打倒し、 くび かき 切て 立 上れ は、 伴左衞 

門 は 見え ざ..^ けり、 ゑ、 口お し 、， せんなき や 

つに くみ とめられ、 かたき をに がし、 むねん やと、 


さて 正 春 を 見て あれ は、 數か 所き す を かふむ.. y、 つ 

いに むなしく 成に けり、 山三郎 なみだ をな がし、 よ 

しなき 色に まよ ひつ ゝ、 おや をうた せし 口お しゃ、 

命 を 限 b に 伴左衞 門、 一 太刀うた で 有べき かと、 な 

みだな がらに 山 三郞、 ふしみ を 指て かへ. y けり、 か 

の 山 三郞が 心のう ち、 むねんと も 中々 申 はか. 5 はな 

か け h- 

第 三 

「其 後ィ n 詞な ごや 山 三年 春 は、 おや 正 春 を 思 はす も、 

伴左衞 門に うたれ しょり、 牢 人の 身と な.. y、 こはた 

の 里に 居た.. >  し 事、 世上に かくれな か. 0 けり、 され 

ばか つらき 此事 を、 きくと ひとしく 身 も そらに、 こ 

はさて いかに 其 人 は、 イロ クドキ 心に なさぬ ふかう ぞ 

や、 是も たれ ゆへ 我からの もに すむ 虫の、 音に 立て、 

イロ 詞 まがき や 袖 を ひたすらん、 ィ B クドキ あけぬ 慕ぬ 

と 思 ひねの、 枕なら ではし る 人 も、 なき 身と しれば 

何事 も、 世に おそろしき 事 はなし、 しょせん くるわ 

を 忍び 出、 君 を 思 へ ばかち はだし、 こはたの 里に 尋ね 
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行、 とにもかくにも 成なん と、 思 ふ 心 を 一す しに、 

へい をの. 9 越 かつらき は、 忍 ひて  一一 ^ 重 こはたへ 上 「急 

きけ る、 去 ほどに、 なご や 山 三と し 春 は、 牢 人の 身 

となり, こはたの 里に 引 こもり、 おや をうた せし む 

ねんと 云、 一度 かたき をう たんと て、 思ふ內 にも か 

つらき は、 いかいして こそ 有 つらめ と、 かなた こな 

た を かこ もつ、 むねんな がらの なみだ かな、 かゝる 

所に かつらき は、 やう - 'いほりに たづね きて、 と 

ぼ そ を ほと/^ と音づ る 、、山 三 ふしぎに 思 ひつ、、 

刀柙 取た そ、 ィャ たれ 成らん とい ひければ、 山 三の こ 

ゑと 聞よ .o も、 の ふ、 なご やさ まに てまし まさ やや、 

上 力、 々かつらき 是迄參 た. o、 爱 あけ 給へ とい ふよ 

も ばし、 淚 にむ せびけ. o、 山 三 大きにお どろき、 

やかて とぼ そ をお しひら き、 先 こなた へ と內 にいれ、 

何として か は來， c> けん、 かつらき 聞て、 何として と 

はきょく もな や、 君 かくなら せ 給 ふ もたれ ゆへ ぞ、 

よしなき 我 を ひたすらに、 ィ。 クドキ あらそ ひ 給 ふ 仰 

せに ぞ、 只 何事 もく、 みなみ づ からが 故 なれば、 

命 さかんと たれ 人に、 ィ n クドキ 相 見えな がれ を 立 申 

さん、 御身の 御手に かゝ りつ ゝ、 此世を 去て 後の世 
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に、 かなら す 廻. y あ ふべ しと、 思 ひ 定て參 .9 た. 9、 

御手に かけさせ 給へ とて、 タ 〈はし 淚 にむ せひけ. 9、 

ィ？ 詞 山三郞 もな みた をな がし、 なかれの 水の いさぎ 

よき、 心 ざし こそうれ しけれ、 とはい ひながら いか 

なれば、 御身 を ころし それ かしが、 かたき をう つて 

あれば とて、 世に ありが ほにながら へん、 まつ/ \ - 

くる はに 立 かへ.. y、 それがしに 一 へんの、 ゑ かう を 

たのむ かつらき と、 いろ^- -と ぞい さめけ る、 かつ 

らき 見て、 あ、 みれんなる 有樣 かな、 其 心と 知るな 

らば、 ひと 死なん に是迄 は、 たづね きた.. >  し 念な 

さよ、 いかなる ふちに も 身 を なげて、 後の世に こそ 

待 申さめ と、 ふ. 9 切て 出ければ、 山 三た もとにす が 

,0 つき、 ぁゝ あやまった， 9 かつらき、 いかにも おこ 

とが  >  ひていに、 まかすべし とのた まへば、 かつらき 

もと 5- ま. 0 て、 た をれ ふして ぞ なけき ける、 ゃゝ有 

て 年 奢、 さて 愛に てがい せんか、 かつらき 承. o、 我 

君と そ ひま いらせた や、 行す ゑ久 にあ ひ 申さん、 ち 

かひ を 北の、 御 神に、 かけて 一度 は 御 庭 を、 ふみ， 2. 

さんと 立願せ し、 こよ ひ 北 野へ 忍 出、 願 を ほどき 其 

まに、 七 本 松に て、 ひ よく、 せう が ひ を とげ 申さん、 
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山 三 聞て、 此上 はいか やう 共、 御身の 心に まかせん 

と、 七 本 松に とひさし、 三重 其 用意 を そ 上 「*{ た け 

る、 實 ゃ戀路 に、 まよ ふ 身 は、 やみのう っゝの 夢と 

のみ、 今 は此世 をす ぎの II； の あけぬ うちにと かつ 

ら きの、 久米 寺の はしの かけ てげ に 山 三と、 共に 立 

出る、 こ は 誰 ゆへ ぞ君 かため、 おしから ざ. 0 し命ぞ 

と、 おき 別れさへ ものうき に、 ふしみ の 里 をい つか 

又、 見ん と 思 ふに むねの 月、 くもる 夜 ふかき 道す が 

ら、 明ぬ 穴 二 さへ 五 かう のみや、 そなたの 方に ふしお 

かみ、 野原の 露に すそ 濡て、 ぬれて 染 にし 君と わが、 

ゆかりの 色 や むらさきと、 さくふ じの も b 益から ぬ、 

本 フシ 中 ふかく さの 秋風 は、 いなば そよ- いな， 9 の 

みや、 ィ a クドキ ほうへい 申 行 さき を、 柬軀寺 を も 打 

過てげ に數 ならぬ 我々 が、 身 をな け かま じと 思 ひ 出 

の、 せんゆう じの 御 # に は、 下ィ n 詞 何れの 天子 も ほ 

うむ-^ て、 今にた へせぬ 法の 聲、 ちか ひたつ とき 佛 

舍 利の、 むかし を 聞 は、 その かみ そく  4*,? つき のげ だ 

う、 佛 や. 0 を、 ぬすみ 取て、 逃ん とすれば 御し § 

ご 神、 いだてん 追 かけ 給 ふに ぞ、 外道 は 下界へ おち 

はしゃ、 二た び 御寺の ほうぶ つ は、 今に 絕 せじい ま 


ぐ まの 本 7 シく はんせ おん をい のる に そ、 大慈大悲の 

弓の つる、 道 引 給へ と 一 すじに、 八十 島 心の 名を殘 

す、 三十 三 間よ そに 見て、 十六 丈の 御佛 を、 念 比に 

ふしおがみ、 音 羽の ニク 三重 嶺の、 瀧つ 瀨に心 も、 す 

める 淸水 寺、 八 坂の 塔 を 打す きて、 ィ。 クドキ ぎおん 

の やしろに まふで つ、、 ふかくち かひ を 夕^での、 

みしめ 繩手を は る^^と ィ a チクリ 三條 にさし か 

か， 9、 やう/、 あゆみ 北 野の みや、 七 本 松に ぞっき 

にけ る、 かつらき やしろに 打む かひ、 ねん ころに ふ 

しおが み、 もはや さいご も 近付ぬ、 かなら すし も 年 

春 さま、 みづ からむな しく 成ぬ 共、 みれんに 見えさ 

せ 給 ふなよ、 いかにもして かたき をう ち、 御 親の も 

う う 、又み づ から：^ 思 ひ を も、 はらして たばせ 給へ 

やと、 思 ひ 切た る 言葉に ぞ、 いとい 亂る 、計りな り、 

山 三 聞て、 なにと して か はおくる ベ き、 只今が さいご 

ぞゃ、 念佛 申せ かつらき と、 刀ぬ き 持 立 ま はれば、 心 

得 侍 ふなむ あみだ、 なむ あみだ ふ つ ととな ふ れ共、 打 

つけが たく ぞ 見えに ける、 かつらき 見て、 あ \ ひけ 

う 也、 年 春 さま、 さほと にお くれ 給 ひて は、 本望 は 

とげ 給 はじ、 とはい ひながら にくから ぬ、 水から を 
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討ん と は、 いかい 覺 しめさるべき、 所詮 玄 がい を 仕 

らん、 かげ を か く，， - てた ひ 給へ と、 山三郞 がわき ざ 

し 取て、 玄 がいせんと また りし を、 山 三 あはて ゝぉ 

しとい め、 あやまった. 9 かつらき、 いかにも さいご 

をい そくべし、 じがい はまて、 いや 死なん と、 あら 

そふ 心 もよ は-/.^ と、 *r はし 淚 にむ せびけ ，5、 か、 

る 所へ 北の、 社 人、 梅津 かもん は 公家 方より、 むさ 

う びら きの 連歌 有て、 すでに 百ゐん みて けれ は、 席 

を 去て か へ -.^ しが、 七 本 松の ほと. 9 にて、 人聲 をき く 

よりも、 ちゃう ちん を よせさせ、 ちか »1 0 見て あれ 

ば、 なご や 山 三と かつらき 也、 是 はくと 引 わけ、 

いかなる 事と とひに けり、 つ、 むべき 事なら ねば、 

あ. 0 のま、 にぞ かた， 0 ける、 掃 部 聞て、 さても あや 

うき 仕 合 かな、 そこつの ふるま ひ あるべ からす、 聞 

ばかた き 伴左衞 門、 西國 方への きたる よし、 さい わ 

ひそれ かしが 伯父、 美 作に 罷 有る、 山 三 は それへ 立 

越て、 伴 左衞門 をね らふべ し、 かつらき は それがし 

と、 一先 くるわに 立歸， o、 うきながら、 右の つとめ 

をな し 給へ それと いつは、 伴 左衞門 御身に 心の こる 

ゆへ、 山 三の 親 を 討し 也、 山 三 美 作へ おもむかば、 
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かたき 伴 左 も 都に 求り、 わすれぬ は 4\ 〈うじ やく、 又 

島 原に かよ ひきて、 御身 を だに も 見るなら は、 色に 

まよ ひて あいな まし、 其 時よ つくもて なし、 内證を 

らせ 給へ、 S -々 國へ人 を こし、 山 三 を よびよせ 

相談し、 かたきう たん はかり 事、 此上は 何事 も、 只 

それがしに まかすべし、 こゝ はとち うの 事 なれば、 

まづ /1 たくに と もな はんと ク かつらき 山 三 を 伴 

ひて、 家路 を さして 歸" け h -、 山 三 かつらき が 有さ 

ま、 あっぱれ あやうき 事共、 梅津 のか もんが たの も 

しさ を、 きせん 上下お しなへ て、 皆かん せぬ、 もの 

こそな か，.^ けれ 

第 四 

「其 後、 梅 Si の 掃 部の 方よ &も、 かつらき を 送 h- しゅ 

へ、 上 林道 順、 よろこびながら も 腹 立の、 よの 女郞 

の 見せしめに、 色々 とせつ かんす、 なを も はらに す 

ゑ かねて、. めしつか ひに 云つ け、 所詮 あの かつらき 

を、 右の つとめに 出さん は、 よその 聞へ もい かにせ 

ん、 下の 一 1! へ 追 さげよ と、 むざん やな かつらき を、 つ 


ぼね のっとめ におい さげし は 三重な さけな ふこ そ 上 

「聞え けれ、 去 «^ に、 か つらき は 本 地 もとよ，.^ つとめの 

あさましき うちよ h- も、 みはしち かきつ ほねに おり、 

あるかな きかのう きす まひ、 なみだ ゃ釉 を、 *v 、ぼる 

らんと はお もへ 共、 君 ゆへ と、 本 地 思 ひ定し 心に は、 

浮 も つらき も わすれぐ さ、 局の 內も 住よ しの 二- ン 三重 

きしの 姬松 いく 世まで、 かくうら めしき 川た けの、 

ふして は 夢に その 人 を、 本地兑 まく ほし さようつ ゝに 

も、 レイ ぜィゎ すられば こそと ひたすらに、 かわく まも 

なきた も と かな、 ィ n 詞さ るに よって 浮世 人、 かつら 

きこ そ は 道順が、 はから ひゆへ に 思 はや も、 つ ほね 

へ お.^ しと 夕 ぐれの、 門 立 まげき、 ィ 。ナカ シ お ざ、 

はら、 戀風慕 ふに かつらき は、 つめ  ^なびく けし 

きな し、 本 地 とにもかくにも かつらき は、 なさけの ふ 

かき 、女郎と 三重 たはぬ もの こそ 上 「なか.. >  けれ 

片チ a シ去 ほと に、 下ィ C 地侮津 のか もん は、 かつらき 

が 局に 尋ね まほし く、 色々 と、 やつす 姿 はすみ 衣、 

人目 を ま、 のぶ あしろが さ、 まづ くにぬ る、 かの里の、 

下ィ 。地 其 かつらき のかみ の 町、 あまたの 局 をよ そな 

がら、 三重む にかけ てぞ 「通 h- ける、 その 折 ふしに、 


かつらき は、 わびしき ま、 に 門 立し、 そなた をな が 

め 居た. 9 け. o、 折し も あた. 0 に 人 はなし、 かつらき 

どの かとい ひければ、 な ふ、 梅津 さまに てまし ます 

かと、 まっさき：；，！ っは淚 かな、 ィ„- 地 かつらき なみた 

をお しとい め、 山 三 どの、 御た めと、 仰に よって か 

へ. 0 しに、 かくうら めしき 身と 成し、 ィ n 地み づ から 

が 心のう ち、 思し 召て たび 給へ と ばし、 なみた に 

むせび け. o、 かもん 聞て、 もっとも 也、 さ. 0 ながら.、 

にくから ぬ 山 三と、 思 ひすて ゝ おく りなば、 かく 淺 

ましき つとめ を も、 いと はじ もの を それがし も、 此 

ていに 成 給 ふと、 人々 のう わさ ゆへ、 心 もとな くお 

も ひつ、、 早々 たづね 來 らんが、 掃 部と 道順 知なら 

ば、 また 御た め も あしか らんと、 かく 身 を や つし 參. 9 

た.^、 聞ば ふわの 伴左衞 門、 山 三 西國へ おもむく ゆ 

へ、 すりち がふて 此 ほど は、 都 あたりに 來る よし、 

さるに よって 西國 へ、 急々 に 飛脚 を 立、 山 三 を 此方 

へ よびこさん、 少の 中の つとめ ぞゃ、 此事 申さん 其 

ために、 かく 身 を やつし きた， 9 た b 、ィ n 地 かつらき 

は 聞よりも、 嬉.， L きム 「の 御 たづね、 ゆか， 0 のす ゑと 

て かたじけなし、 と は 思へ 共 かの 人の、 御 事の み を 
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わすれば こそ、 な ふ、 梅津 さま かもん さま、 いっさて 

あはん とくどく に、 そと もに 釉をぞ まぽ. 0 ける、 A 

もん 聞て、 今 申 通 也、 遠から ぬう ち 便 せん、 もし 

もや 人の 見と がめば、 おために も あしからん と、 い 

i ま を こふて 立 出れば、 かつらき たもと にす が. 9 つ 

き、 こなた さま をせ めても の、 その A の ゆか. 9 ぞと、 

思へ は 心 も なぐさむ に、 今し ばし とて 押と いむ、 い 

や/.^ 時 こくうつ る ほど、 萬 事 ゆびの あしければ、 

又ち かき 內參 hN っゝ、 こま- ^1 ^とかた らんと、 力、 少 

ひか ふるた もと を ふ. 9 切て、 三重 かもん は 家路に 上 

「歸 b け. 5、 片チ n シ それよ. .9 も、 いつら き は、 うつ ゝ 

なき 心と な hs 今 は 人目 もはゝ からす、 まかき の 外に 

はま. 0 出、 里が よ ひの 人々 を、 見 付る と 何として か 

はな ごやの どの、 見ぬ ふ.. >  はつれな やな、 こなたな 

る 忍び かさ、 つ ほねの つとめと 成 ぬれ は、 もはや 替 

らせ給 ふか や、 いかに 我つ ま 其 人と、 ひたすら、 早 三 

重な 女と 「成に け hN、 去 ほと に、 道廣 いよ.， C. まら 

をた て、 所詮 あのて いに て は、 つとめの 道 はかな ふ 

まじ、 にくさ もに くし かつらき を、 きせん 往來の 道 

ばた に、 おい はなし すつべし、 かた <\- と 云つ くれ 
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ば、 やぶれた. 9 しのり 物に、 かつらき をう ちの せ、 

大坂 口にすて ける は、 なさけ 早 三重な ふこ そ 上 「聞え 

けれ、 是 はさて おき、 かつらき に 付 そ ひける、 かめ 

とい ひし かい ぞへ、 おさな 立の 比よ.^ も、 付參ら せ 

し 事 なれば、 せめて はいかい おはす るかと、 言葉に 

成と もと ぶら はんと、 口へ ひ すご/ \ 'と、 大 Is^  口 

へ ぞい そぎけ る、 よどの 邊に 成し かば、 かなた こな 

たと 尋れ ば、 あさまし きの h> 物の、 道の ほと. 9 に捨 

て 有、 是な るらん と 立 寄て、 さし のぞきみて あれ は、 

本 地 あわれ 成 かな かつ らき は、 ふし *f つみて ぞ なき 居 

たる、 はっと 思 ひ 戶 を ひらき、 力、 4 な ふか つらき さ 

まに てまし ます か、 こは淺 ましき すがた やと、 まづ 

さきだつ はなみた 也、 ィ 。詞 かつらき 聲を 聞よ.^ も、 

のり 物より よろ ぼひ 出、 さて 久か たや 山 三 さま 、ィ。 

詞君ゅ へ にこ そかく 迄に、 淺 ましき 身と はなれ、 我 

思 ふ ほど 其 かたに は、 思しめ さぬ が うらめし やと、 

聲を はかりに なき、 居たり、 ぁゝ うつ ゝ なき 御 有さ ま 

山 三 さまに て 候 はす、 みづ から はかめ にて 有、 こ は 

そ もい か 成 御 事ぞ、 な ふ 心 を まづめ 給へ とて、 いろ 

いろと ぞい さめけ る、 か っらき>ひを：>^fっ め つ ゝ、 よ 


みれば かめに て^、 ィ a クドキ 御身 を だに も 見 

わすれし、 みっから が 心のう ち、 思ひはか.^給へLJ 

て、 又 さめ^^と ぞ なきに ける、 げ に理. ^成 御 心、 

み づ か ら "1ね參.9 し も 、ぁ ま の 事 の い たはし さ に 、 

いざな ひ 申い かやう とも、 いたわらん ため ぞ かし、 

かなら す 心を収 なをし、 御 そくさ いに てまし まさば、 

一度 は戀 しき 其 人に、 めぐ. 0 合 申さん と、 かた. 0 な 

ぐ さめ 居た， け ひ、 かゝる 所に、 山 三郞年 春、 西國 

へ 打 越、 其 器量 はつめい ゆへ、 ，9 つ 4<ん の 身と 成、 

かたき 都に 有 よしを、 掃 部 方よ h- つけ 來れ ば、 首尾 

よくいと ま 申う け、 供人 あまた 召 連て ィ n チタ. '都 を 

さして ぞ のぼ. 0 ける、 道の ほと， 9 に 破れた る、 のり 

物に 付ける は、 見た る やう 成女ぞ と、 かご をよ せ 見 

て あれば、 かつらき に 付添し、 かめと 云 女 也、 こ は 

それ 成 はかめ なる かや、 山 三 さまに てまし ます か、 

かやう，^ と 申け る、 山 三 かごよ， 9 飛お. 9、  W は 左 

檨に 有け るかと、 頓て をお しひら き、 な ふか つら 

き 山 三 こそ、 口へ 今 都へ 上る 也、 こ は そ もい か 成有檨 

と 顔と/,. -を 見合て、 もろき は 今の 淚也、 山 三 かめ 

に 云 やう は、 かく 白晝 にて こま <\ "と、 うき やつら 


さ を 語らん は、 人の 見る め もい かい 也、 まづ くた 

び やに 立 入、 つもる 思 ひ を かたるべし、 それ と 

云ければ、 山 三が の. 9 し乘 物に かつらき を 打の せ、 

宿 や を さして 急き ける、 實ゃ 括せ ぬち. ぎ. 9 こそ、 ふ 

かきな さけと 聞え けれ、 か つらき 山 三が うれし さ を、 

きせん 上下お しなへ て、 みなかん せぬ もの こそな か 

b けれ 

第 五 

「其 後、 なご や 山 三と し 春 は、 戀 しゅかし きかつら き 

に、 大坂 口にて 廻.^ あ ひ、 よろこびいさ みそれよ， 9 

は、 北 野 を さしてい そぎけ. 9、 梅津が 方に あんない 

こふ、 かもん 立 出、 山三郞 にたい めんし、 むかし 今 

の 物が た. 9、 かつらき を 見る よ b も、 よろこぶ 事 は 

かぎh^なし、 其 時 かもんい ふやう は、 さても ふ はの 

伴左衞 門、 此 ほど 島 原に、 また 通 ふよし を 聞 付たり、 

道順が ふるま ひ、 にくさ もに V ：> こ lo に 又、 伴左衞 

門 も 通 ふよし、 ひそかに 頃」 打 こへ て、 道順に あ ひ 

申、 かたき をう たん はか ー 事、 かくは かに はん 山 三 
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郞、 げに く是 はもつ ともと、 前後の しゅび をい ひ 

合、 島 はら 三重 さして ぞ上 「急き：！； > る、 去 ほどに、 な 

ごや 山 三年 春 は、 むかしに 替らぬ 出立の、 忍び あみ 

がさ まぶかに きて、 上の 町 上 林、 道順が たちに 行、 

先 あんない を こ ひに け， o.、 どう 玄 ゆん ふうふた ちい 

で、 こ はめ づしら き 御 出と、 やがてお くにせう じけ 

K その 時 山 三 云 やう は、 それがし きたる は 別義な 

し、 かつらき を つれ 出し、 ふさいに せんと 思 ふ 故、 

其 心得に て參 りたり、 是は當 座の 音物と て、 道順 ふ 

う ふ 下々 迄 金銀 をつ か はしける、 道順 よろこぶ 內ょ 

りち、 かつらき 其まゝ 有なら ば、 いよ/ \ 'の 事 成に、 

せんなき 事に 追 出し、 こうく は ひすれ どか ひぞ なき、 

おい 出せし と 申て は、 いかなる うらみ かう けぬべし、 

いつわらん と 思 ひ、 わざと 淚を ながし、 かくけ つ こ 

う 成 御み やげ を、 うくる に 付て 我々 ほど、 くわ ほう 

うすき もの はなし、 御 ま へ さまお も はす も、 御牢人 

とな h' 給 ひ、 ことにさ いこくへ 御 こし を、 かつらき 

聞と ひとしく やま ふとな hN、 いろ^ 1^ かんび やう 申 

せ 共、 玄ゃ うご ふなれば かな はすして、 むなしく 成 

て 候 也、 まつごの せつ も ひたすらに、 R 御 まへの 事 
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をのみ、 申出して ふびん やな、 むなしく 成て 候と、 

力 、 ル まことしやかにい つ わ. 0 て、 そらなみだ を そな 

がしけ る、 山 三お かし さ 身に あまれ ど、 わざとお ど 

ろく ふせいに て、 さて はさ やうに 候 か、 せび もな き 

仕 合な り、 かつらき が 住た.. > し、 此 家の 事 なれば、 

いかでお ろかに 思 ふべき、 さい わ ひ西國 より、 まや 

くはい 成人 伴 ひしが、 同心し 來 りた ひ、 道順 聞て、 

御 心安ければ、 こなたへ 御 入 あそばすべし、 山 三 聞 

て それ/^ と 云ければ、 かつらき かもん もろ 共に、 

大小 をよ こたへ ふか あみ かさに ふくめんし、 やがて 

内に ぞ 入に ける、 道順 見て、 みぐるしき 所へ、 能 こ 

そ 御 入 あそばし たれ、 山 三 さま はむかし よ. 9、 わけ 

て 御 目 を 下さる ゝ、 さてお もてに は 御 忍び、 わたくし 

が 家に て は、 いかで くるしう 候へ き、 御 かさ を もと 

. ^給 ひ、 御き うそく あそばすべし、 山 三 聞て、 道順 

申 もこと は， な. o、 何 かくる しう 候べき、 かさと， 0 

給へ とい ひければ、 心得て 候と、 兩人 かさ を 取 ぼれ 

ば、 梅津ノ かもんと かつらき な ，9、 道 傾 ふうふき も 

をけ し、 力、 か 物 を もい はす あきれはて、 さしう つぶ 

いて ぞ 居たり ける、 梅 津も山 三 も云隱 は、 いやく 
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おどろき 申さる ゝな、 申ても かつらき は、 御身の や 

しな ひ 有し 身の、 よの 女郎の 見せしめ とて、 かくつ 

らい. On し はこ と は. 也、 もつ と もうらみ も 有つ れ共、 

かく あ ふ 上 は別義 なし、 かつらき が 身の しろ も、 し 

かるべく 送るべし、 いかにく とい ひけれ は、 道順 

いき を ほっとつ き、 げに有 かたき 御 心て い、 さやう 

にお ぼしめ されな ば、 いよ/. \ 'もつ て かたしけ なし、 

け ふ は ゆる 》 /^御 酉豳、 御 なぐさみ まし イロ チクリ ま 

せとて、 いろく もてなし 申け る、 山 三梅津 道順 を、 

ひそかに 招きい ふやう は、 山 三 はねら ふかた き あり、 

聞ば 此 ほど 其 男、 此 地へ 通 ふと 聞て 有、 此 里のお さ 

なれば、 うき 世 を 忍 ぶん々 の、 その ふるま ひ をば 見 

し. 0 なん、 道順 承. o、 よからぬ 事に 候へ 共、 岛 原に 

住 なれて、 うき 世人の 風流 は、 自然と覺申た..^、 あ 

らく かた. 0 申べ し、 是も當 座の 御 なぐさみ、 しか 

たにいた し 申さん と、 あ ふぎお つと. 0 それ/ \- の、 

忍ぶ 戀路の ふ， 0 すがた を 三重い ちぐ 次第に 上 「かた 

りげ り、 先此 里と 申 は、 方 六 町に かこ ひ をな し、 あ 

またの 君 を かざ b たて、 ょゝの 人の なくさみ に、 釉 

引つ るゝ： ^やみ せんの、 いとおし らしき、 言の葉の、 


- 露の 木地な さけの ぬれ 衣、 七重 八重 九のへ の、 花の 都 

： なれ は、 なかめ も あかぬ 風流、 通 ふうき 世の 人々 の 

： 其 有様 こそ 色々 なれ、 夢と みじかき 世の中に、 さす 

一長 かたな^ やん として、 はつばと 袖 を ふる 雪の、 お 

. も. c: 小袖 ほのめかし、 うわぎ は 物す きの 二- ソ 三重 

... うら は 明 石に すまち 力く、 ちん 鳥 あしべ の 立な み を、 

け ま はしに ぬい かくす、 かくれ かさに も 床しき は、 

ときめく 人の 風 ぞくな， 9、 又は 夜々 こと 通 ひきて あ 

なた のまが きを、 立 のぞき こなたの、 格子に やすら 

ひて、 いつの ま、 成 御 事 そや、 ィ 。シチ "遠から ぬう 

ち 相 生の、 まつ 斗..^ な. 9 よしや 松、 とき はの 色の か 

はらす に、 おはします こ. そうれ し ゝ と、  > ひと， J- めぬ 

あだ 人 も、 あまた 此地 にあ b はらの、 むかし 男に お 

とらじと、 き. 0 やう をお もてに あら はして、 君に あ 

ふせの 人 も 有、 かたち は 山の かせきに も、 心の 花 は、 

有 物 を、 ひか は ひかれん あっさ ゆみ、 やさしき 言葉 

を もと ゝ して、 まの びくるゎに通ふもぁ.^^、 あるひ 

は 君に 靑 柳の、 風流 成し 色 このみ、 すがたに 色 や こ 

のむべき、 心 ざし こそ 道 なれ ど、 あるに 任す る 人 も 

有、 又 人 しれす 君と 我、 ふたりぬ るよ をた のしむ に、 


あまたの 友 を さそ ひきて、 女郞 たちに 人よ せの、 さ 

いっさ ゝ れつた わ むれて、 うき をな ぐ さむう き 世 歌、 

手び やうし 人に はやさせて、 ね よげ に 聞 ゆつ いみぐ 

さ、 たいこの はやしに 興 をな し、 こと をの そむ も 候 

と、 品 ふ. 0 かたち それ//^ に、 物 かた. 9 タ f たりし は、 

さて、 げに おもしろ ふぞ 聞え ける、 梅 津も山 三 も 

同に、 これにて はタ 〈れが たし、 いか せんと そ 中け 

る、 道順が 女房す、 み 出て 申欉、 此 ほど ふしぎの 人 

人の、 夜る く此地 へ 御 こし 有、 夜中に も ふか あみが 

さ、 一 やうに ふくめんし、 せいかつこう もな り ふ， 5 

も、 紋所 大小、 同じ やうに 出立 五六 人つ、 打 つれて、 

まがき を 見物 有が、 さして いづく の女郞 にも、 

あ ひ 給 ふてい もな し、 もし かやう の 人 にても、 伴 左 

衞門 にて 候 はす や、 山三栴 f3i 聞よ. 9 も、 あつ はれ そ 

れ こそ ふしぎ なれ、 かた/^は見4^^るまじ、 さて 又 

今宵 も來 らん や、 女房 承り、 毎夜 來 b 候へば、 今宵 

もさ， ためて 參る べし、 山 三梅津 ：：！ 本 一- 、 うたが ひも 

なき 伴左衞 門、 あん おんに て 置 まじき、 日 比のう つ 

ふん はらすべし、 萬 事は賴 むと いふ まゝ に、 心^ づ 

かにした く をす る、 道頓 かしこまった. 9 とて、 やが 
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て 座敷 を やん と 立、 下々 を まねきよ せ、 そのもの 共 

のきた なば、 町の ものに 申つ け、 大門 を さし かた 

め、 もれぬ l ほに いたすべし、 我乂 よからん お. 0 から 

に、 おもての かう し を、 ほっと、 ほと、 た、 かばす 

わ はやと 4. 得て、 用意せ よ、 さて 又 時分 を はからい 

て、 人つ ゝ、 忍びく に 出べき な..^、 かま ひて-,^ 

あわて、 ことばし ゝ そんすな、 うむの ふたつ はこ、 

な. 0 と、 やがてよう ゐ をした. 0 けり かの、 道順が 心 

ざし、 時に 収て のちう こうやと、 きせん 上 Uu おしな 

へて、 みなかん せぬ、 もの こそな か.^ けれ 

第 六 

「其 後、 すでに 日 もはやせ い 山に、 かたぶく 比に も 成 

しかば、 家々 のまが きの 內、 ともし 火 を か、 げ つ、、 

あまたの 女郞 きらびやかに、 かざり 立てな みいれば、 

きせん くんじ ゆの 色 々に釉 を 三重 つらねて 上 「通 ひく 

る、 げに 世の中の、 なぐさみ かな、 か、 る 所に、 ふ 

わの 伴 左衞門 かげ 道、 おなじ やうに 出た ち、 以上 五 

人 友な ひ、 ふか あみ かさに ふくめんし、 まが き- 


を 立 のぞき、  けんぶつして 通. OV け， 9、 道順が まがき 

に、 やすら ふ 所に、 うつせみと いふ 女郞、 かう しの 

ほと b にた、 やむ を、 伴左衞 門い ふやう は、 あつば 

れ 見事の 御す がた や、 しかし 御名の 聞 ま はし、 うつ 

せみ 聞て、 名 はかす ならぬ もの なれば、 申ても その 

かたに、 何とて しろしめさるべし、 つれたる 男い ふ 

やう は、 あれ こそうつ せみの 君と て、 まがき に 光, 源 

氏 だに、 おも ひそめに し君ぞ かし、 伴左衞 門き くよ 

b も、 げに 聞お よびし 御 かた ぞゃ、 我た まし ゐ もも 

ぬけの きぬ、 うつせみ さまの 事なら ば、 いのち 成 共 

おしからし、 うつせみ につ こと 打 笑 ひ、 いつわりに 

もせよ 嬉し、 御 る 人に な， り 申さん、 伴左衞 門よ ろ 

- こび、 御し る 人に 成ても、 偖 かな はぬ 我々、 去な が 

ら、 今生の 思 ひ 出に、 御し る 人に 成らん とて、 まが 

きに ひしと 立 寄 を、 うつせみと くと、 御 知 "人に 成 申 

さんが、 しかし 御お もて 見 まらで は、 かさねて のた 

め なれば と、 まがき の內ょ b 手 を 出し、 伴左衞 門が 

あみがさ、 押 取て すてければ、 ふくめん 共に とれに 

け-り、 伴 左 衞門こ は 女郎、 人目 忍ぶ の 通ひ路 に、 あ 

からさ まなる 事共 は、 きのどくに 候へ ども、 君なら 
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すして たれ か 又、 取べき もの も 候 はすと、 たわむれ 

し 所へ、 山三郞 立よ つて、 久しく 候 伴左衞 門、 おこ 

と を 待- 一 そ はるか なれ、 かくごせ よと いひければ、 

伴 左衞門 はっとい ひしが、 今 はの がれぬ 所ぞ や、 尋 

常に うちはたさ、 と、 兩方 へ 立なら ぶ、 所の もの 共、 

かねて 用意の 事 なれば、 門々 を さしかため、 高ち や 

うちん を 出しければ、 早 三重 只まん どう ゑの 上 「こと 

くな. o、 日 比た のみし、 事 なれば、 伴 左衞門 方く み 

せし は、 以上 五 人 かためけ る、 山 三が かたに は、 梅 

津の かもん ならびに かつらき、 以上 是は 三人に て、 

こ、 を はれと、 切む すぶ は、 早 三重 花やか 成け る 次第 

なり、 去 ほどに、 山 三郞が 方に て は、 身命 をな 
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つて、 秘術 をつ くした、 かへ 共、 伴左衞 門が 與 力の 

もの、 一たん かわせし 事 なれば、 效 じたくの 心に か、 

四 人の つれの こらす、 みな手の下にぅたれけ，.^ヽ 伴 

左衞門 切て 出、 山三郞 とわたし 合、 4*^ のぎ をけ づり 

つば を わ， 5、 切 先よりも 火 ゑん を 出して 早 三重- 1 、を 

せんと ぞ上 「戰 ひける、 うんの き はめの、 かなし さは、 

山 三が 太刀 をう けはづ し、 かたさき を 切つ けられ、 

たぢ， /^とする 所 を、 山 三 やがてつ ゝ， 0 人、 洋左衞 


門 をお しふせ、 たい 今が さいご ぞゃ、 ねんぶつ 申せ 

伴左衞 門、 なむ、 たむ け 申 父 やうれ う、 とんしゃ 

う ぼだいと 首 中に うちおとし、 今 は 本望と げたり と、 

やう このため、 梅津 かづら き、 くるわの 者 どもう 

ちつれ て、 所の^ ゆ ごに うつたへ、 本領 あんど 相違 

なく、 かつらぎ と 二世 かけて、 さか ゆく すゑと はん 

じゃぅせ，^^、 せん^う ばんせいめ てた しとて、 きせ 

ん 上下お しなへ て、 みな あ をかぬ もの こそな か. CV け 

れ 
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京四條 おくに 默 舞妓 

io- 四條 おく に 歌 舞妓 土 佐少掾 正本 

第 一 

序 葉 手 「おど .9 きそへ や、 らく やうの 花の、 ，ちょら， フ 

の、 な. 0 ふ hv は、 うき 世ぼう し を まやん ときて、 歌 は 

やす 拍子の そろ ふた、 江 平お まへ に畏. 9、 いざよ ひ 

ながら 月 かげ も、 まだ 宵な.. ^とおせし に、 明 わたる 

ぞと夕 がらす、 力 、 か あげ 挑燈む *{ら /^と 本 フシ はや 

^のゝ めと みへ 候、 みたちの 首尾 も いか^な b  、- 力 

力 ^はや 御 立と いさむれば 本節お くに はな ご ひ、 をし 

まれて 誰かせ いせんみ たちの ゆび、 とうじ 天下に 

かくれな き、 今 川の 仲秋と、 申す 御身もう き 世 ふう、 

世 はわ ざく れぞ今 ひとつ、 舟歌 ャ クシ をん ど を 肴に 御 

酒 あがり、 それよ b 向 ふの 茶 やの みせ ィ n 地 つかのま 

計り 夢 をみ て、 おかへ， 9 ましく 候へ と、 と^め 申 

せば 江 平 は、 つね /(\ わが 父 大道 寺、 鐵 山と 諸共に、 

ほんぎ やくの く はだて なし、 鬼に こぶ もと 思 ひ： ^に，、 

おくにが 詞に ちから を ゑて、 我 もさ は存れ 共、 内々 

卸 ぞんじ も 候 はん、 御かろう あら 川 刑 部、 同 一 子 小 
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六郞 が、 いらざる 御い へ 重代の、 賢人 だてに へんく 

つの、 かんげん ほとんど 耳に あき、 我々^ きさへ ふ 

忠 のせめ、 刑 部が きげん そんじて は、 おいへの 奉公 

成が たし、 せひくぉか へ ..^ぁそばせと、 そやした 

つれば 仲秋 公、 W は汝は あら 川 を、 此 仲秋に も かへ 

じと な、 あら 川 とても 某が、 か X 《ん なれば 明日よ..^、 

役義 をけ づ， 9 下さん も、 又は 所領 を もつ しゅせん も、 

我らが 心 次第な. 9、 重 をん を ゑし 某に、 ち玄 よく を 

あたへ 當 分の、 あら 川が ゐを 恐る、 は、 ま づく汝 

を 今よ， 9 して、 かんどうな hv とせき 給へば、 江 平 か 

つに のつ 取て、 仰 はしごく に 候へ 共、 今 あら 川が い 

せいに は、 御 家中 一 と うとぶ 鳥 も、 只 一 言に 吸物の、 

わんに もとび こむ はね 切な .9、 今 川の 兩 家老、 あら 

川 刑 部 大道 寺、 鐵山 がせ がれなる、 此大 どうじ 江 平 

が、 おため を ぞんじ は^からす、 くわん たい 申 上し 

段、 まつ ひら 御 めん 下さるべし、 御 をん の 主君へ ふ 

た 心、 有べき やとの 御 E がね、 お 共 を ぼへ 申さす と、 

遠 手に ま はす 猿猴 の、 そらうそぶきし ざんげんに、 

わかげの いた. 9、 仲秋 公の せられ、 給 ふ も理り や、 

ゃゝも すれば あら H- めが、 かんげんだ てに あきたれ 


共、 我 身の かう せきよ からぬ ゆへ、 かくい ふ ぞと思 

ひしに、 拆 はま 君の ゐを かって、 がいに まかす る を 

ご. 0 者、 きっと せんぎ を. 0 ぐべ しと、 仰 あれば 江： 牛 

は、 御 せんぎ 有て はか へって 又、 いか 成る 逆 意 かい 

できなん、 ロハ 何となく 大 やうに、 少の をち どに 事よ 

せて、 けいく はに を、 せ 給 ひなば、 .>^^だぃにせぃぅ 

すくな. o、 おの づ から 其 上 は 此方の、 自由 玄 ざいに 

成. S- さん、 君 一 國の御 あるじ、 かく 計なる 御遊 輿、 

かう せき あしく まします と、 申に てな ど 候 はんや、 

皆 あら 川が かたくな にて、 氣 一 ばいなる 御 洒 さ へ も、 

きこし 召 ゑぬ 御 きづ ま. o、 其 儘に て は 置が たし、 ^ 

かし 先 今： n は、 御 かへ b まし/.,..' 候へ と、 す ゝめ申 

せば せひ もな く、 さらばよ おくに あすの 夜と、 クドキ 

立 出 給 ふ名殘 の釉、 古めかし くもま、 ならぬ うき 世 

な. 0 け..； 夕 ぐれの、 お出 を またば け ふの 日 は、 嘸な が 

からん とため いきの かこちて をく る やるせな さ、 仲 

秋 公 も ふ， 0 か へ り， あら 川 を さ へ 追 こ めな ば、 跡 は 

千よ も 心 ま、、 少の內 の ふせう ぞと、 力、 ル戀に は lo- 

みのよ も 明て 本 三重 やかた を さして ぞ 「か へ ら る、、 

ながれ あらたに、 今 川の、 いへ にった はる 寶藏 の、 御 
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虫： 十 も 花やかに、 大 どうじ 江 平 は、 御ばん の 役に 相 

つめて、 色/,^ の 珍 物 を、 大4^^ょゑん小書院に、 一 

めんに かざ. 9 をき、 下番の 者 共が、 障子 をへ だて、 

とざまに つめ、 けいご きびしく- た ひける、 かゝる 

所へ、 大だ うじ 法眼 鐵山 は、 虫 干の 吟味の ため、 御 

書院に 出け る を、 幸 あた.^ に 人 もな し、 江 平 そばに 

近付て、 仰 付ら れ候 義、 昨夜 を ど の 折からに、 か 

やう/^ のつ いでよ く、 あら 川 を や 子が あくじ 共、 

すいぶん， r>  くつに 云た てゝ、 仲秋 公 を も 此方へ、 ま 

きこめ 申 候へば、 此上は あら 川が をち ど を 見出す 計 

なり、 先 めでたき ぞ、 打 給へ と、 逆 意 をい はふ、 手 

の內 も、 かべに 目 はなの 淺は かや、 丹 波の 次 郞時ひ 

では、 御 書院に 用 有て、 行か、 つ、 兩 人が ひたい 

とひたい 押 合、 相談 何共の みこます、 玄っ とかたへ 

にさし 足して、 やうす をう かいい 聞いた. o、 あら-り 

小 六^げ かつ は、 大廣 問に 詰いた.^ しが、 とけいの 

八つ 打ぬ る. o、 書院 を さしてく る 音に、 す はや 人ぞ 

と鐵山 は、 かたへ さして ぞ かくれけ る、 小 六 はふす ま 

押 明て、 うんきの 時分 先刻よ. C-  、^々御 太 義千萬 や、 

八ッ のとけ いも 打 ぬれば、 御ばん 替. 9 に參. 0 たり、 

1  ぼ 百 ニヤ 九 


 京 四條 おく  Li 歌 舞妓 

御 待 遠に 候 はめ、 いざ 御き た/、 候 ひて、 御 休息な さ 

るべ しと 式臺 すれば 江 1^ は、 御念 人た る 御 口上、 く 

るしからすゅる-/^と、御出も候はで、をしっ けぉ4^<、 

まひ 候 へ と、 力 、 か 御 道具  一 /^引 わたし チクリ 宿所 を 

さして ぞか へ りしる、 ィ。 地 小 六 は ひと..^ 廣 ゑんの、 

長もう せんの くれな ゐに、 背きて 白き、 つま はづれ 

i1 ひざた てゝ たばこぼん、 うすき 煙に あっき 日の き 

を くつろげて、 いたりけ. 9、 か、 る 所へ、 仲秋 公の 

いも ふと 姬、 かほるの まへ と 申せし は、 つね.， ^小 

六 重 勝に、 心の底の みだれ かみと く かたなくて、 お 

はせ しに、 け ふ は 幸 虫 干の、 つめばん なりと 聞 給 ひ、 

力 、 レ， うか い ひみん と 忍び足 さし 覘き てみ 給 へ ば、 な 

を戀 風の、 かほる ひめた へ す も そっと、 忍びより ゑり 

へ 手 を さしいれ 給へ は、 小 六 ははつ とふ ^あ をのき 

卸 目 を 見合、 を どろき て、 立 ま， ^>ぞ きて さしう つむ 

く、 其時姬 君な ふ 重 勝、 兄 君よ.^ 虫 干の てうと 共、 わ 

ら はに ひそかに みせよ との、 仰ぞ やとの たまへば、 

小 六い よ— -ti ひ、 畏.^ 候と、 愛 やかし こへ 御供し 

チクリて 唐の やまとの たぐ ひなき、 本フ シ てう i> 、ょ玄 

やくに、 名作 は、 ごうの 御た ち 其 外の、 御き せな が 


の數 色 チクリ をい ち/^ 御め にかけ にけ..^、 され 

共姬君 身に そます、 何ぞ によ そへ 思 ひの 色、 えらせ 

ば やと 田- 5 召、 ト 六に はなれす つき ま は， り、 色/^ ま 

た ひ 給 ひしが、 むねと いろかせ 給 ひつ ゝ、 も. たして 

すごし 給 ふ內、 思 ひ 切ても の、 ぐの、 品に たよって 

な ふ 小 六、 かざり 置れ しもの ゝ ぐの、 ほまれ はくち 

ぬ こがね ざね、 うつ く，， - うみへ がた ければ、 いかな 

る 思 ひの 矢 さきに も、 通，^ そうに もな き 物 や、 いつ 

かな もの、 ふの、 ゆうき を 守る もの、 ぐ を、 か 

たきな ど 、は淺 ぎ 糸、 うすくれ な ゐを引 まじ へ 、 

を どした てた る， 御き せな が、 春の よろ ひと、 召れ つ 

つ、 御 せんぞよ. 5 つた は. > ^て、 地 關柬關 西た び/^ 

の 御た、 かひに さき を かけ、 數萬 のて きを またがへ 

て、 龍と 雲に のぼるより、 なを すみやかに 官錄 の、 

すゝ ませ 給 ふ 御い へに、 なんぼう めでたき 御 もの、 

ぐ、 木 フシ W そ の 次の 金 小 ざね、 染ぬさ きなる 白き 糸、 

花色 まじへ さは やかに、 草す りなが の、 御 もの、 ぐ、 

色 もな さけ もな し 打の、 かぶと を そへ て かざられた、 

ハヤ 三重 名のる こ はね も、 高々 と、 はつ 山 かくる 時鳥、 

ひとこ へ よ. 0 もさき がけて、 卯の花 を どし と 申つ ゝ、 


夏の よろ ひに 是を めす、 W 三ばん にか ざり し は、 揪 

がた けだか ふかい やきて、 サク マウツ リ 半月の むか ふ 

たて、 あた h- まば ゆき 金銀に て、 ゥま戀 かねし さ を じ 

かの、 やさしつ の もじ つらから ぬ、 かな 物 打てつ けた 

る は、 それ は 我から 夏の 虫、 其 身 を こがす 火 を どし 

は、 秋の 鎧に 御 ざ 候 はるか 上座に くろ 皮 を、 こん 

の 糸に て を どしつ ゝ、 頭巾 頭の 老人が ほ、 八 枚^ こ 

ろかたく さり、 八まん 殿の 御よ ろ ひ、 牛の ひざ 皮 千 枚 

を. きた ひ- C てお どした る、 御き せな がに て 御 ざ 候、 

されば 奥州 十二 年、 御 かせんの 其內 に、 iEI- あら ふし 

てて き 城へ たいちに、 かけ 入たり ける 時、 すまん の 

てきぐん 押収 まき、 さし 取引 ゥめゐ る 矢 さき、 あめ 

あられと ふり か、 れど、 うら かく 程の 事 もな く、 う 

つたち つける 長刀の、 此 かつち うに あた，^ て は、 岩 

にく だくる さ い 波の、 み おんに 成て ちり てんげ. o、 玄 

うわう む 玄んに 切た てゝ、 殘る奴 原 はら/. »/, [ 

むらく ばつと 追 ひち、 らし、 かごみ をの がれ 出 給 

ふ、 ところ < ^に はつれ 雪、 銀に て 打てつ けたれば、 

冬の よろ ひと 申な りかく 代々 の名將 の、 す どのて う 

てき、 あくま をた いらげ、 一天 四 かい 波、 ウタ ィ打を 
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さめ 給へば、 國 もうごかぬ あらがねの、 きた ひつめ 

たる 御 もの、 ぐ、 當家御 武運 長久の、 御守りと 申て 

は、 此上 にや 御 ざ 候 はんと 辨舌、 淸く立 ま はり、 い 

ち/^ をし へ を 奉..： > 、あ ふぎ さす 手に 姬君 は、 ひしと 

いだきつ き 給 ひ、 じんぎ を 立る お 侍、 いかにぐ そく 

のき 心 はと、 につ こと ゑみての たまへば、 重 勝 こ は 

そ も はしたな や、 いかなる 公卿 高 家に も、 かし 給 ふ 

ベ き 御身な 、もしも や 人の 見と がめば、 御身の さは 

-9 御い へ の、 御 かきん はや-,^ をく へ とい さむれば、 

姬君猶 も 聞 給 はす、 そちが きら は. 5 'それ迄よ、 只今 

を ことが 見る まへ にて、 此通ぞ とがう のた ち、 する 

-9 とぬ かせ 給 ひし を、 小 六 はっと 飛 か ゝり、 御た ち 

を もぎ はなし、 もったい なや 此 たち は、 がぅの名^^ 

世の 人の、 見る 事 もな きつる ぎな. 9、 御け が あらば 

いか 3- せんと、 せいし 申に ふしぎ やな、 御 てん 俄に 

ん どうし、 此 たち をのれ とひら めきて、 四方 八め 

ん、 切 週る は、 ハヤ 三重 すさまじ か b ける 「次第な..^、 

此 たち 風に、 姬 君の、 うす？ をお ひ 給へば、 小 六 大き 

にお どろき て、 たちの とがめと 心へ て、 たてな しの 

一 御 甲、 はづ してた ちに うち 付れば、 めいきの 印 一 同 
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に、 たち も をのれ と *{づ ま し は、 ふしぎ 也け る、 

しだいな り、 此物 昔に 仲秋 公、 あら 川 刑郞大 どうじ、 

鐵山を や こ 御供に て、 あやし やと 入 給 ひ、 此體に 驚け 

ば、 姬君小 六 諸共に、 はっと かたへ に 指う つぶき、 

せんかた なく ぞを はします、 仲秋 は 御らん じて、 こ 

はいかに かほる 姬、 何とて 愛へ は 來，^ しぞ、 重代の 

てう ほう、 名, 劍 ぶぐ を かざ， ；^、 殊にが うの 名餽 は、 

女の 近づく 事 かたし、 それ ゆへ たちの とがめに て、 

思 はぬけが も 有しよ な、 先 御た ち をお さめん と、 い 

たいきお さめ 給 ひつ、、 いかに 重 勝、 かくみ だら な 

るふる まひ は、 詞に たらぬ 大惡 人、 かほる 姬 をば 大 

道 寺、 鐵山をゃこに預るな..^、 きびしく-一  まに 押 こ 

めよ、 小 六 は 我 手に かくべし と、 はかせに 手 を かけ 

給 ひし を、 あら 川 刑 部 押と  >  め、 ばし 御 待 下さる 

べし、 君の 御手 をお ろされ すと、 父の 刑 部が 罷 在る、 

きつと せんぎ を とげ 申、 いよ/ \ 'ふぎに 候 は. 5 '、某 

が 手に かけ、 き やつが かう ベ を はね 申さん、 先 一 て 

うの 御い か に、 そつじ あそばし 候な、 勿體 なしと 

いさむれば、 江 平 ゑた. 5 とす ゝみ 出、 ゃゝ をい に ほ 

れ たか 刑 部 殿、 まの まへ にて ふぎ 者と、 見と が めら 
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れて せんぎ もはや、 *{れ たる とがにん 此 上に、 何の 

せんぎ か 候 はん、 まだる しく 江； 牛が、 たち 収 をせ 

ん小 六郞、 腹 を きれやと、 わめく にぞ、 刑 部 笑て や 

かまし ゝ、 わ どのけ つきに まかせつ ゝ、 むほう 破り 

は 犬侍、 ひか へられよ とねめ つくれば、 犬侍と はた 

が 事ぞ、 舌な がなる く はんたい、 此上は 某、 ごぶん 

の 相手に 罷 なる、 小 六が 事 は^ 置、 先 其方が 首 とら 

ん、 ぬけ や と つめよる 時、 床に かざ. 9 し 御き せな 

が、 やっとつ 、たち 江-平が、 はなの さきに 立 出れば、 

江： 牛 大きに 肝 をけ し、 いづれ もた ちに 手 を かくる、 時 

に 甲 を はねの くれば、 いつのまにか は 入た. 9 けん、 

丹 波の 次郞 時秀、 見た ぞ やくと こへ を かけ、 此た 

くみ は 大道 寺、 鐵山を や こが 逆心な り、 あら 川 ふし 

をば なき 者と し、 心の ま、 に此國 を、 押領 せんとの 

はか. 9 事、 御 ゆだん あるな といら ゝ げば、 そら <^ 

^くも 鐵山、 何 われく が 逆心と は、 せう こばし 有 

ける か、 せう こも-/ さいせんに、 おや 子が よって 

の內談 を、 とつく と 聞て いた. 9 しぞ、 何と 鐵山見 ど を 

しかと、 つめかけ/ \ '云ければ、 鐵山を や こきみ わ 

るげ にい や 其 せんぎに て はなし、 あら 川 を や 子の せ 


ん さく ぞと、 まぎら かす を 飛かゝ り、 取て ふせんと 

する 所 を、 仲秋 大きに 立腹 あ.^、 某き つと せんぎし 

て、 ざいく はに. S. 付 置し に、 いらざる おのれが 忠義 

だて、 汝も 共に かん どうぞと、 力、 か 鐵山江 平 御供に 

て、 をく を さ f:> て ぞ入給 ふ、 次郞 いかって ゑ、 めん 

どう、.； ti^ ゆ くん も,^ もい らば こそ、!^ 山 を や こが いけ 

首 を、 引ぬ き 捨んと 飛 出る、 刑 部す がって 引と いめ、 

そつじ をな すな はやまるな、 愛に てな せば 重々 の、 を 

ち ど を 身に うけ 皆 か へ つて、 惡人 原が ひとなる ぞゃ、 

,>^fはらくまてと引と3•め、 むねんの 消に むせび し は 

こと はり、 すぎて ぞみ へに ける、 刑 部い かって ゑゝ 

淺 まし、 世に たくましき 今 川の いへ、 てんせい 才ち 

の名將 も、 邪臣 にく もる むねの 2:、 頓て 後悔 有べ し 

とこぶし をに ぎ. 0 きば を かみ、 三人 目と め を 見合て 

ない ついか ひつ 忠臣の、 國を思 ひ 君 思 ふ 手本 は是な 

りくと て贵賤 上下 押な ベて 皆かん せぬ、 者 社な か 

けれ、 
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「其 後、 大道 寺鐵山 は、 江 平 を 近付て 先以 仲秋 を、 す 

かしお ふせて 氣が ゝ b の、 丹 波ニ郞 諸共に、 あら 川 を 

や こ を ひっそく させ、 日 比の 本- たっした. 9、 され 

ば 仲秋 在京の、 きん やく を 御 めんに て、 近： n 圃へ入 

部と きく、 此折 こそ は 究竟 一 、 何と ぞ、 手 だて 有べ 

きぞ、 江 1^ は 聞 あへ す、 それ こそ 候 ゑ 仲秋、 城 巾へ 

いる 所 を、 思 ひがけな く 追 かけて、 ふい を 討ん は あ 

んの 內こゝ ろ、 やす かれお ゃぢ 殿、 か、 るかうな る 

子 を 持て、 をい 木に 花 を さかす る は、 此ぅ でさきに 

と 押さす hv、 玄 まんな して ぞ申 ける、 おなじ 心の 古 

入道、 ゑつ ぼに 入て、 げに まこと、 汝が あれば こと 

わざの、 子 ゆへの やみ もてる ぞ かし、 哀 かし はやま 

,9 仲秋 を、 討た る 跡に て かみよりも、 とがめの あらば 

いかい せん、 こはまち くどし 其 事 も、 此江 平が むね 

に 有、 其 時 言上な すべき は、 されば 主君 仲秋、. わか 

げの至 我まゝ にて、 きうこう のか しん 共、 あるかな 

きかに 追 下し、 其上此 程四條 なる、 おくにが 方に て 

日々 夜々、 酒興に を ほれ 候 を、 かしん あら 川 を や こ 

の もの、 見 かねてい さめた b け を、 きつく はいな 

,0 ととが もな き、 兩臣 をかん きな し、 追 失 ひて 候な 
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り、 とかく 狂 氣と存 る まゝ、 まばらく 押 こめ 我々 が、 

いけん をく は へ 正氣 となし、 ちう きんな させ 申べ し、 

其 間は關 東の、 城 は を や こに 御 預け、 下さるべく 候 

は 3-、 有が たからん とざん げんせば、 何の 手 もな く 

此ぃ へ は、 力、 ル只 とる 山の 時鳥う へみぬ わしと くら 

すべし、 心づ かひ を ま、 給 ふなと、 す、 むる 惡の 上ぬ り 

に、 みがき を かくる 鐵 山が 大きに 悅び、 打うな づき、 

萬 事 はよ きに はから はん、 こなたへ 來れ とそれ より 

も、 一一 一重 ひそかに 用意 を 「なしにけ.^、 されば にや、 

仲秋 公、 在國の 御い とま、 けふ^ょち入のか4^-ま：u 

ち、 其 行れつ も、 花やかに、 皆 一 やうの 旅で たち、 

花 を かざ. 9 てつ いきた. ^  、虎 や t.^ 其 次 は 花やかに、 

一 ッ 三重 數の馬 をぞ、 ひかれけ る、 あしげ 水 あほ ひば 

りけ や、 を ぼろと いはん さび： M: げ、 すへ つむ 花や、 

べにく りげ、 すみす.^ ながす くろの 駒、 引 立/^ 打 

過る こがねち. 9 ばむ くら かいぐ、 日 かげ もへ たつ あ 

つぶさ や、 くれな ゐ 紫水淺 ぎ、 もみ ぢを染 る 夕 時雨、 

さっと ふりだす 大 鳥げ、 本節 だいか さたて 笠 あざやか 

に、 其弥 よりも 仲秋 公、 風 もす いしき もじ ィ n チクリ 

かご や *r つかに 召て 通らる ゝ、 跡に ついけ る 御供 は、 
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力 、 か 思 ひ 'の 旅 衣の. かけ 馬の さま  に、 ゑき 

ろの 餘の いさぎよく、 三重 關東 さし 一し ぞハ ヤメ 「玄ゅ こ 

く ある、 去 程に、 鐵山を や 子の 者 共 は、 跡をタ f た ふ 

てせ め來 り、 力、 ャ城 にも なれば 押収 まき、 ハヤ 三重 時 

のこへ をぞ 上に ける、 城に は ごせざる 事 なれば、 ト 

を 下へ とかへ しける、 され 共み そばの 御 小 性、 一角 

ちから 是 をき、、 二人 やぐらに かけのぼ.^、 何者な 

れ ばろう せき や 其 名 をな のれと 呼 はった. o、 其時鐵 

山 駒 はせい だし、 や あ 我々 は大 どうじ、 鐵山を や こ 

の 者 共な hv、 然るに 仲秋 ふぎに して、 道に あらざる 

御 ふるま ひ、 上 ぶんに たっしつ ゝ、 我々 に 仰 あ. =>、 

此城を 御 預け、 仲秋 をば いづく. へ も、 追 失へ との 御 

事 ゆへ、 君臣の 道に そむけ 共、 おもき 上意に ちから 

なく、 只今 愛に はせ むか ふ、 命 はたす け 申べ し、 城 

をい そいで あげられよ、 さなく ば 一矢 仕らん、 いか 

にい か にと 呼 は つた，.^、  二人 は 大きに は がみ をな 

し、 君 を ざん する を この 賊、 あれ 追 ちらせと 下ぢ すれ 

ば、 みかたの せいは もの ゝ ぐし、 力、 々御 もん を ひら 

き 切て 出、 ハヤ 三重 火花 をち らして 「たゝ かひけ. 0-、 

かくてみ かたの 其 中に も、 てきへ 一味の 多ければ、 
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力、 かかへ つてみ かたの うら 切に、 皆 こと <\»  く 討れ 

にけ り、 され 共 ； 角ち からの 助、 今 はは ゃ是 迄と、 

手々 に ゑ もの を 引 さげて、 き ほふ かたきに はせ むか 

ふ、 ゆらの く はん 八 まっさきに、 ちからの 助と わた 

しあ ふ、 ちから は ゑての くさりがま、 請つ ひらいつ 

諸共に ハヤ 三重 ひじゅつ をつ くして 「た、 かひけ る、 

もとよりち から 手き ゝ にて、 く はん 八が うつたち を、 

はっしと 請て くさ， 0 にて、 たち を からんで かなぐ. 0 

と hv、  でか、 れ ばくはん 八 は、 こ は 叶 はじと 效行 

を、 すかさす 追 かけう しろよ h- 、たぶ さ を 取て 引か へ 

し、 首 かき をと し 立た， 0 け. o、 梭 藤の 善 太 はかた の 

九郞、 二人 一度に 切て か、 る、 ： 角す かさす つ、 と 

出、 力、 ル兩 人に わたし あ ひ ハヤ 三重 ター ばした、 かひ 

「た， 9 ける が、 善 太九郞 を、 弓手め で、 けさに 切て ぞ落 

しける、 され 共敏は 大勢に て、 城に 入べき やう もな 

し、 是迄 なりと 兩人 は、 たせいの 中へ わって 入、 四 

方へ はっと 追ち らし、 其 後 がいの 手本よ と 腹 かき 

切て ぞォ (した. 0 ける、 今 は！. f に 立 者なければ、 我 も 

我 もと 城 中へ、 ゑい や ごへに てこみ 入たり、 仲秋せ 

ん かたまし まさす、 御 ま、 やうが いの 障なければ、 いか 


が はせんと 思せ しに、 實 究竟の 事 有と、 寶藏に はせ 

入て、 御い へ の. W 共、 取 出し 大 庭に、 なげだし 給へ 

ば もとよ.. 0 も、 力 、 かよくに めの なき かたきの せ い、 

ハヤ 三重 あらそい ひろ ふ 「其內 に、 御き せな が を、 ぬぎ 

捨て、 4^ がいせん とま 給 ふ 時、 あら 川 刑 部 はせ 來.. >、 

かたきの 大 せい 追ち らし、 是 はいかに と、 押と >め 

何と 某つ ね に、 御い さめ 申す 事共 を、 今 こそ を 

ぼし あた るら め、 此： ぎ ほのかに り、 はせさんじ 

候な り、 はゃま..=^給ふな此所は、 ひとま づ 落させ 給 

ひつ、、 時節 を 御 待 有べき なり、 跡 は 某 ふせがん と、 

申 上れば 仲秋 公、 泪を うかべ 其方が つねに 申せし こ 

との は を、 力、 ル用 ひぬ ゆへ にかくの てい、 めんぼく 

もな き 次第 かな、 ロハと にかくに 此上 は、 汝 諸共 討死 

せん、 刑 部い かって こ はいかに、 愛に かぎれる 御う 

んか は、 急ぎ 落させ まし ませと、 さいさん いさ め 舉 れ 

ば、 心よ はく も 仲秋 公、 然 らば 愛 を 落 ゆかん、 必其 

身 まった ふし、 ；？. £ 死すな とのた まひて、 いづち 共な 

く、 落 給 ふ、 心 やすしと、 それよりも、 刑 部 打 物ぬ 

きそばめ、 せめいる かたきに、 わって 入、 ま、 ふ 

ん こらん にう、 ひて うの かけりの 手 をく だき、 愛 を 
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さいごと た、 かひし は ハヤ 三重 すさまじ か.^ ける 「.^ 

第な り、 深手 あまたに、 よはり つ、、 是 迄な.^ と大を 

ん あげ、 かうな る 者の やうが い、 こうせい にかたれ 

やと、 城の 内へ つ、 とい.^、  ぎ 矢 ぐらへ かけ 上り、 

^十 もんじに かき 切て、 たち をく はへ さかさまに、 

力、 ダ 矢 ぐらの 下へ どう ど をち、 っゐ にむな しく、 成 

にけ り、 鐵山を ゃこ悅 びて、 勝 時つ くって それよ.. 

も、 城の 內へぞ 引た b ける かの、 あら 川が さいごの 

4*f き、 あっぱれ かうな る 忠臣 やと 贵賤 上下 押な ベ て 

皆かん せぬ もの こそな か b けれ 


「其 後、 大道 寺 江 平 は、 本 城 をのつ 取、 大 どうじ を改 

めて、 今 川 かげ § の 助力、 M しる はやと、 其 名 を かへ 

世に はびこりて くらせし が、 しがら きうん じ 難 波の 

浦波、 蘆 まの かに ？、  くも じの らい 八 を 近づけ、 偌 

も 天 うん 順く わんし、 今 仲秋 を 追 をと し、 先 ： 城の 

あるじと な，.^、 か、 る榮 花に ほこる 事、 天の めぐみ 

と 云ながら、 何と 果報の 我なら す や、 殊に あら 川 刑 
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部め は、 心 やすく も 失 ひて、 心に か、 る 事 もな し、 

倂小 六め と、 たんば 次 郞を打 もらし、 是きがか.^に 

思 ふなり、 汝ら四 人が 內、 兩人づ 、立 わかれ、 都と 

江戶 へたち こへ て、 かの 兩 人のお 原 を、 さがし 出し 

て 打てす て、 こ 、ろの 木フ シ H: の、 くも， りなき 、うき.； M 

となせ や 愛に 又、 我 仲秋が 妹なる かほる 姬に心 を か 

け、 さま， ^とくどけ； j^T 一向な びく 色 もな し" こ 

よ ひ はう むの 戀 定め、 をして E-^ ひ をと ぐべ きなり、 

汝ら はは やとく/^、 罷 たてと 申つ け、 おく を 括て 

入ければ、 四 人の 者 共 一同に、 畏て それよ" も、 ら 

い 八 うんじ はぁづ ま の 穴  1: 、浦波 ^ にお 兩人 は、 引 わ か 

れれ行 道の ベ や 三重 都の 方へ と 「出て ゆく、 池の ふぢ 

浪、， K づ やかに、 本フ シャツ シ あま のか はらの、 ほしとの 

みか ぞへ、 つくさ じ、 色 まさご、 本 地色な とのごの 色 

文 は、 いとまき かへ し、 く，.： や、 思 ひ はとん とす 

て 石の、 かた ひ は 玉の 盃の そこよ、 こ、 よと、 枝 ご 

とに、 木地け しき を かしきす ね 松の、 すねた ふ う- 】 そ 

にくら ま 、や、 こなたに は 河 #なら ば、 い：：： 野 もい かで 

はき くらの 入 ：n、 す まき、 ひむろ かげ、 本 地^げ.^ 

あ ふたる くま^の いなのと、 よみし せ ii 山 夕ニク 三重 


、よぐ、 ふせい をば、 レイせ ィ 又もき て みん まつ 島 

や、 をし まのと よ や、 波よ せて、 クドキ うつす やり 水 

岩く み も、、 i を つけし に はの を も、 タ； はし 心 を はら さ 

る、、 めのと の 藤が へ 申 やう、 こよ ひ は 文月 七日の 

夜、 七夕 姬のぁ ふせ 川、 ふかくい のれば あ ふ 事の、 か 

な. ふと やらん 承る、 いにしへ 歌 を梶の はに、 書 連ね 

つ、 星 まつ， y、 たむ け まま/^ 候へ かし、 姬君は 聞 

召、 うき ^ のう さ を かさねた る、 ィ：： 地 身 はろうて う 

のく も を- 1 ふ、 ク トキ.、 ひも 色に あら はれし、 今み づ か 

らが思 ひ をば、 いのらん 物 をと それよりも みぎわに、 

うかむ さ 、をぶ ね、 本 地め のと もろとも それよ. 0 もや 

がて 三重 ふねに ぞ 「めされけ る、 かくて ふぢが へ、 擎 

に そむ、 其い な 舟 ゃ棍の はに、 硯を そへ て參ら する、 

かほる 収 あげ まし/^ て、 すみす. 9 ながし、 水ぐ き 

に、 いにしへ ょ..^のたむけぅた、木地ふかくそめなし 

一 - 三重に 10.^ いぎん なして ぞ 「うかめ ける、 こゝろ 

にこむ る、 ねが ひの 品、 本フ シャツ シ 筆に むすびて、 ふ 

たく： u,9、 取 上て まづ 七夕の、 心の 內 やい かならん、 

待 こしけ ふの 夕暮の 、 本 地 {<H と 吟 じて 此 ぬし は 本 フ！^ 

たれ か はふ かく、 思 ふ 君、 本 地 待 宵な，. y しけし きをば、 
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いのる うた ぞと、 を も ひと る、 こなたに は 又. 大の 川、 

まだ 初秋の みじか 夜 を、 など たなばたの、 ちぎ b そめ 

けんと、 かきし ば まこと、 諸と もに、 本 地 あ ふよの 數 

のまれなる を、 うらむ こゝ ろよ、 その つぎはな にご 

とも、 いのる とはい さ. **{ら なみに、 ニッ 三重 かきなが せ 

し はたな ばた の、 とわたる ふねの、 梶の はに いく あき 

かきつ、 露の 玉づ さな を もつ いきて、 契り けん、 本 地 

心ぞ つらき 七夕の、 年に 一 たび あ ふ は 逢 か はと かき、 

つらねし はた ぞゃ 此、 歌の心の 人なら ば、 あこぎが 

浦の あま， 9 な. 9、 男 を、 なの 中 はた， S- あ ふ、 事の み 

をい ふ 物 か 年に 1 たび、 まれに して、 こよ ひ 計の い 

もせ 川、 深き-中 こ そ、 戀ぢな れ、 誠 をい はば こ、 に ま 

た、 淺 からぬ 契-.^ をぞ、 思 ふ 天の川 あ ふせ は 年の、 一 

夜 なれ 共、 かくつ いけたる 歌 は そ も、 姬君樣 と覺へ 

しと、 申 上れば かほるの まへ 誠に それ はみ づから が、 

ィコ地 浮 身 をな げく 言の はの、 はやく も 色に 出し ぞ 

や、 星 は ： 夜 も 天の川、 われ はちら 共、 あ ふ 事 は、 あ 

まの もし ほ 火た きそめ て、 むねの 煙の 立 まさる、 思 

ひよりして 織姬 の、 中 を うらやむ 心ぞ と、 打 そばみ 

っゝ のた ま へ ば、 舟 も こぞ. 9 て 取 に ィ n チクリ ま 

i— 百 三十 七 
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ばし はかん じあ ひに け..^ 具 外、 ハヤ 三重 わたる、 かさ 

さぎ や、 もみ ぢの橋 を かけて だに、 つまむ かへ 舟 こ 

がれ ゆく または、 かしつる いと は へ て、 年の をな がき 

戀心、 別れ をタ" た ふ 歌 も 有、 或はす、 きをぎ はき や 

露 をた むけし 心 も 有、 力、 ，レ實 さまぐ のた むけ 歌ぎ 

んじ、 あ ふたる あ. 9 さま はやさし、 三重 か. 9 ける 「次第 

なり、 か、 る 所に、 かたへ なる、 すさきの 松の木 か 

げ よ.. >、 かげ ゆの 助 は 只 一 人、 み 舟に 近づき 打 わら 

ひ、 こは姬 おの 御遊 與、 御き げんよ ろしく みへ 給 ふ、 

御いた はり はいかい ぞと、 顿て 舟に の，.^ うつれば、 

H 比 つれな く を はします、 姬君 いかい を ぼし けん、 

誠に 水から か く 迄 に，、 世に 捨 ら る \ 浮 身 をば、 さま ざ 

まの 御 かいほう、 なんぼう 心に うれし けれ、 地 今よ 

りして は 御 心に、 叶 ひ 申て 水から は とにもかくにも、 

成， 申さん、 是は 寺から さとられぬ、 御 ことのは やそ 

れはそ も、 御 ま、 ん玄 つか 但は 又、 御 偽りての 仰 かや、 

姬ぉ 一， いつわらん、 もはや 我 身. はたらち ね を、 さき 

だて 申ぁム うへ にも、 はなれ 申せば 見なし 子の、 よ 

にたの むべ きその 人 もな くねに くらす、 我 なれば、 

此上 は^う，^ のかた き 詞をゃ はらげ て、 君 こそ 二 
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世のと のぞかし、 我 身 はま かせ 參ら する たのみ、 ま 

してと 指う つぶき、 ゑな だれか ゝ b ての たまへば、 

てる はや 大きに 打悅 び、 こ は 1^ き 御 心體、 御 心さへ 

か はらす は、 力、 丄 m 々年 は^ 殺て みろくの 出世に、 

いた... -共、 我が 心 はか わる まじ、 然ら ばけ ふよ. o、 

君と われ、 はや 祝言 をい そぐべし、 かための 盃 いた 

だかん はやとく  /(- と 喜べ は、 本 フシ 引取 姬ぎ みさか 

づき、 取 上て、 かげ ゆ の叻 にさし 給 ふ、 てる はや Kg 押 

いた 5- き、 ついけ て 三 ごん さら， 0 とほし、 いざ 不ばは 

事す みし、 舟より 上りて..： ザの ちん、 こすに も. 0 行 そ 

ら だき を、 互の 袖に とめなん と、 姬 おの 御 乎 を収す 

ゝめ 申せば 婭君 は、 いや 今^ば しわすれ たり、 今宵 

は 殊に 七夕の あ ふせの よはと^ 物 を、 時 も あ ひたり 

我 契り、 か はらぬ 印に 水から が、 是を 參らせ 候と、 

守 ほぞん を 取 出し、 取 か はす 手の あやま.^ て、 川へ 

ざんぶと 取 をと し、 是は、 いかにと おどろけば、 かげ 

ゆ も 共に 驚きし が、 よし 捨給 へ 其 ほぞん、 千 も 一 一千 も 

つくらせて、 まいらす べしと 云ければ、 姬 は 聞 召、 

い や さに は 侍ら はす、 水から が 守 ほぞん は、 あい 

せん 明 王の 尊像、 母上より， ぬ はりて、 け ふ^は だ を 


はなさす し、 たいせつ にせし 事 なれ ど、 君 を 深く も 

思 ふゆ へ、 地 契りの 印に まいらせ しに、 力、 ル取 落せ 

し は 可と やら、 氣が 人り にな. 0 侍ふぞ や、 よし/, \ - 

水から 水に 入、 命に か へても もとめん と、 とび いら 

ん とし 給 ふをク 一る はや； 51:^ ぎいだ きとめ、 さほどに お 

ぼし 給 ひなば、 力、 レ， 某が 取 出して まいら せんと、 頓 

て 小袖 を、 ぬぎ 捨て、 かの 水中へ、 ざんぶと 飛 入 愛 か 

しこと ハヤ 三重 たづね もとめて 「およぎけ る、 某い ま 

に、 姬君、 めのと を 近づけ うれし やな、 先て る はや 

をば、 僞 b て、 手 だて は^を ゝせ たる 物 を、 いかい 

せんとの た， へば、 藤が へ さあら ば此所 を、 忍び 御 出 

ましまして、 いづかた へ も 落 申さん、 はやとく^,. - 

とか ひ.，^ しく、 舟に さほ さし 押 行 を、 かげ ゆの 助 

はう き 上って、 舟に 手 を かけな ふ姬 君、 是取 出し 候 

ぞゃ、 悅び 給へ とさし 出す、 ひだ.. >  のかい なを 姬君 

は、 そばに 有け るた ち 引ぬ き、 すんど 切て ぞ、 おとさ 

るゝ、 はっと 驚きて る はや は、 效行ん とする 所 を、 さ 

ん ざん に ぞ切 た， 9 ける 、す かさす めのと てる はやが、 

たぶ さ を 取て 引よ せ、 舟ば たに 押つ け少も 更に、 は 

たら かせす さあ ころさせ 給へ ゃ姬 君檨、 心へ た.，^ と 

京四條 おくに 欧 舞妓 


かほる 娘、 たち を さか 手に てる はやが、 のどぶ へに 

をし あて、 思 ひ^った か大惡 人、 時に てる はやこへ 

を 上げ、 や あ/、 姬君 さいせんに、 つまよ おっと \ 

云 かわす、 此 かげ ゆめ は姬 君の、 おっとなる ぞゃ其 

おっと を、 ころし 給 は い 天ば つ はいかで かまぬ かれ、 

たま ふべき ぞ やおろ かや をのれ 主君た る、 仲秋 公 を 

追 失 ひ、 いへ をう ば ひ 水から に、 よこしまの れんぼ 

をな し、 をつ とよつ まと 思 ふこ そ、 を もき が 上のお 

もき とが、 かさ 一- ソ 三重ね かさぬ る、 惡 心の まぬかれ 

ざる 天ば つ は、 今ぞ むく ふ と 思 ふ ベ し、 念佛申 せ て 

る はやと、 首 かき 落し 捨 給へば、 上 力 、かま. がい は 波 

に 水の 色、 あけに そみ たる 明が たに、 めのと がか ほ を 

きっと 見合、 地ます ました， 9 とうれ しく も、 二人 手 

に 手 を 取 くんで、 あづまの 方へ 落 給 ふ、 かほる 姬の 

心の中 うれしき 4^ ハ中く 申 計 はな かりけ， 9 

第 四 

「昔 男の かぶき ふう、 ^かへ て ゑ もんい しゃう つき、 

大小 さした ふり 迄 も、 都 難波津 むさし 野の、 三 ケの色 

四百 三十 九 


京 四 阡 ... に 歌 舞 妓  ,  

に をいて ふろ、 彼 丹 州の 御門 前、 丹前 ふうと 世の 人 

の、 力、 か 姿 を まなぶ しなし ぶ. 9、 をん な ごゝ ろの、 だ 

いたんに ふるや、 やっこの、 ながが たな、 どて 八丁の 

はるん \ と、 けぶ， 9 かすかに みへ わたる、 木 フシむ か 

ふ の も.^ の 、色 /(- に、 本 地せ 八 じゅ 4^- 杉 里 のめの 二- ソ 

三重 正月 はま づ、 つくば ねの みね、^ ろた へ は、 さな 

がらに、 江 天の ぼせつみ やぎの、、 ffl の もに をつ る、 

欲 かりがね は、 へいさのに くがん 見 か へれば、 里の 通 

ひ を まつ,. り 山 二， ン 三重き せん 男女 の、 うき 世び と 色 の 

ねが ひ をむ すぶ の 神、 II- 天宮 へさん けいの、 よねの 名 

による 茶 やの てい、 さんしの せいらん なんど 共、 かや 

うの 所 や 云つべし、 うつす に 筆 も 及ばれす、 ゑ師の 

上手が はけ 取て、 本 地 さっと ひいた るすみ だ 川、 なみ 

まに うかむ ゆ ふせん は ゑん ほの、 きはん やなぎ かげ 

一 ヒー 一重つ， e- する、 おぶ ね、 とあみぶ ね、 夕： n にい そ 

ぐ、 早 小船 二て う 三て う 、かや， 'の、 色めきよ する、 

花 川 漁村の 夕 i> "、よみせ をと こ、 ろに こむ るう か 

れ をのな じみ、 に、 ぁふせ川：^^るもま、らぬも、 

§ きちが ふ、 袖す りい な，. > 草深く、  ^もやさし の、 

ほたるの むしゃ、 かよ ふな はてに 火 をと ぼす、 こ. 9 


四 ほ J,  

す も かよ ふ、 たんぼみ ち、 風に も 行 奪に も 行、 ぬれ 

に 打 こむ あざか， o、 色で 夕？ のなら 深 草の、 是 しゃう 

せう のよ るの 雨、 ふつ、 ふられつ きぬん \ の 、なご 

b をお しむ わかれ ざけ 宵に むすんで、 夜 明に た、 む、 

土手の ばんす る 身 はやす し、 夢の 此身 とわ ざく る、、 

道哲 の念佛 は、 ゑん じの 晚鐘 かの里の、 色 をなら ベ 

て 見る ごとく、 極樂 せかい 洞 庭の、 まやば 目前の 秋 

の 月、 實ゑ やうに も榮 花に も、 又此上 や；^ ベ しと、 詠 

めつ ^けて、 是 だんな、 命の 君に 大門 口茶 三重 やの ま 

へに ぞ 「つきた まふ、 か はるす がた も、 おかしげに、 あ 

れ ハヤ 三重に あれた る、 もの、 ふの、 うき 世 をす ねし、 

風俗 や、 くろき をき らふ 赤 ゑ ぼし、 まゆ 半に きて 大 

紋の、 はかまの すそ をく、 りあげ、 大だち はきて ゆ 

ふゆ ふと、 牛に の. 0 行有檨 は、 おふさ、 きる さの 色 

人 も、 ：K ばし は 愛に 立つ どひ、 笑 ひすぐな る ゑ もん 

ざ か をと この、 たちし まむ かふに、 遠慮なくの.^ か 

くる を、 こなたへ よくれば 猶 のりかけ、 かなた こな 

たと かま ふに ぞ、 供なる 男 こらへ かね、 きしょに は 

みれ ばれき くの、 御 方 とおるが、 所 も あしく 候へ 

ば、 けんく は を もとめ 給 ひても、 某が 卞； 人 は、 御.^ 

MMMMMM  


手に は „ ^申さ じ、 太郞 聞て、 我 はけんく は、 このま 

ね 共、 橫に あゆむ は 牛の くせ、 よけて と をれ と云捨 

て、 猶も むざんに の， 9 かくる、 男 今 はすい さんと、 刀 

に 手 を かけあみ 笠 を、 取て 捨るを 能 みれば、 姬君樣 

にて まします か、 さいふ はいかに 御家人の、 丹 波 次 

郎時 秀、； はくと 計に て、 しばし、 なみだに くれに 

. け .0、 姬君 か、 る樣 は、 いかなる ゆへ ぞ さん 候、 何と 

ぞ 君の 御行 衞、 導出し 奉 b  、大 どうじ を ほろぼして、 

世に たて 申さん はな か ごと、 あち 川 小 六と 云 合、 

此 所に 罷 ある、 然るに かたき 大 どうじ、 京都な に は 

づ關 束へ、 討 手 を 付 をき 我々 が、 こうせきの 善惡み 

て、 折 あらば 打 とれと、 申 付 候よ し、 それ ゆへ かく も 

こしら へて、 あら 川 小 六 は 低の 人の、 關 東に ならび 

なき、 だての 小 六と あだ 名た ち、 某 をば、 丹 波 5 助 太 

郞と名 を 呼 かへ て、 かくは うらつ のて いたらく も、 

てきの 心 をう ば、 ん ため、 わざとみ せかけ 候な り、 

幸 小 六 重 勝 も、 此逼に 通 ひきて、 罷有 候な り、 某 御 

供 申べ し、 君 又 か、 る 御 ふせい は、 されば 自大 とう 

じ、 かげ ゆの 助 をば 手に 懸て、 がいしゃ かた をのが 

れ^、 當國 へ 落來. 0 しが、 名高き 氷 川 明 神 へ、 力、 レ， 


さんけい なせし 下向 道、 色 ある 文 を ひろ ふた. 9、 名 

がき を みれば 小 六の 君、 勝 山よ. ^と 書た. 9 し、 ^は 

重勝此 里に、 通 ひくる わ を 尊ん と、 めのと の 藤が へ 

諸共に、 姿 を か へ て來. 0 しと、 委く仰 有ければ、 時 

秀 大きに 悅 びて、 へんじ もはやく 思しめ す、 小 六に 

あはせ 舉 らん、 力、 かこな たへ 御 こしまし ませと 娘 君 

の ハヤ 三重 御供して あげや を さして ぞ 舟歌 ャソシ 色 を 

のせく るニレ 山. 0 'の、 こ、 ろ も、 そらに うきぐも \  、 は 

れて、 月 見の、 あげや 町、 うつ. 0 が *( た ふ、 梅の 花 

色 こそみ へて かやの 內、 外に はなに と戀 ごろ も、 し 

§ す のた てがみつ ゃ淸 き、 二- ソ 三重 小 六 も 今 は、 かつ 

山に、 のぼ つめたる、 はこばし ご、 てうし もてく 

る、 かぶろ 共、 本 地し やく を とらせて \3づ やかに、 歌 

ふた，^ 與 ある さか づき は、 深き 色と ぞみ へ にけ る、 

か、 る 所へ、 あみ 笠 まぶかに 引か ふで、 ゑし やく も 

なげにつ、 といる、 小 六 かつ 山 驚き 一」、 何人なる ぞ 

ととが むれば、 くるし からす 某 は、 けふ始 ての 者な 

るが、 名 もい や 高き かつ 山の、 君の 御 げん を 願 ひつ 

つ、 ていしゅ を賴 候へ 共、 御 さは.^ のみ 候て、 御め 

にか、 る 事 かたし、 よって 某け ふぢき に、 御め にか 
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京 條 おくに 歌舞 m 百 M 十二 


, ぞ、 命 をし くば 繩か、 れ、 さなく は  一 打と らん 

と、 懷 引ぬ き 打て か \ る 、さしった，.^ とまげ かつ、 

そばに たてた る 束よ くだい にて、 打く るた ち を 請な 

がし、 姬君勝 出 押 かこ ひ、 力 、かかな たこな たと ふせ 

ぎし は ハヤ 三重 せんかた なく こそ 「みへ に けれ、 丹 波 

の 時 ひで、 かけ來..^、先ぅんじをかぃっかみ、取てな 

ぐれば うんと いひ、 身 もた へす る まに らい 八 を、 取 

て 押 ふせ 引立て、 うんじが 五たい へ 打 かさね、 胴 ぼね 

ふまへ てつ、 立 上， 9、 を さへ た/^ をつ さへ た、 か 

たきを 外へ はやら じと ぞ思 ふ、 を も ふま ゝに ぞいけ 

取け る、 頓て 二人 を 引立て、 かう ベと かう ベ を 打 合、 

みおん になさん はやす けれ 共、 すぐにき やつ 原 都へ 

ひき、 かたきの やうす を尋 べし、 かつ 山 をば 請 出し、 

都へ 諸共 御 こしと、 ていしゅ をよ びて 云わた し、 小 

六 ほ 二人の やつばら を、^ よく だいにて さん に、 

た、 きたて、 ぞい そぎ ゆく、 適 かうな る 者 共 やと 貴 

賤上 下押な ベて、 かんせぬ 者、 こそな か hv けれ 
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「其 後、 大道 寺鐵山 は、 仲秋 公 を 追 失 ひ、 おのれが ま 

まに く はんらくし、 あんどの 御敎書 請ん 爲、 在京し 

ていたり けり、 か、 る 所へ、 鐵 山が 郎等、 芦間の かに 

若罷 出、 承る にかぶ きおな、 都お くにが 名に しあ ふ、 

四條が はらに さじき をた て、 見物 贵賤 くんじ ゆなす、 

君に も 忍び 御 出 あ..^ 御 見物 ある まじき や、 鐵山 聞て 

打悅 び、 幸 かな やそのお くに は，、 仲秋の 思 ひ 者、 色に 

お ぼる，^ ふせいして、 深くな じみ を 重ねな ば、 仲秋 

の あ.. > か を、 らせん 事はぢ でうな h -、 其 用意す ベ 

しとて、 供人 あまた 引^^ n し 三重 四條 さして ぞ 「いで 

にけ る、 贵 せん 男女の、 見物 はき b を、 たつべき せ 

きもな し、 中に も 左り 正 めんのお もさ じきに は大ど 

うじ、 法眼 鐵山ゅ ふ 》 /^と、 郎等 左右 に^ゅ ごな さ 

せ、 三重 見物な して ぞ 「いた b ける、 かくて 玄 こくに、 

な. 9 しかば、 色の もなかの は^ ^方、 上げ まく さつ 

と淺づ まの、 あたり か .《 'やく 出立に、 はしが よ hv 

まづ くと、 心 もい と .5-、 ム かみ 草、 花の かんばせ ほ 

のぼのと ひ むくのし たぎ ゑ もんよ く、 浮世 はまこと、 

よしあし も、 なに は 入江の 立 波に、 こがれて 過る あま 

小船、 力、 かつな ぎと めた るみ をづ くし、 むねの ほむ 
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らもけ しかの こい はでの 山の いはつ ゝじ、 櫻ち し 

く花菌 や、 本 地 まがき が 島の 初 鼓、 はっとして 猶 はで 

らしく、 かい 取 小 づま吹 上て、 懷 にいる ふへ 竹の、 

よに しほら しく ぞいで にけ る、 本 フシつ いいて as し、 

やまと 歌、 本 地て いか， i いへ る 女郎の、 其 風俗 は秋津 

すに、 又 あ， 9 がた き 容色の、 見る に 思 もます ほの す 

すき、 おばなの 釉ゃ 白露の、 イロ 地た まさかに だに あ 

ふ 人 も、 ふかき、 を も ひ をい かで か は、 あだにな すの 

の をみ な へ し、 くねる 計の、 ふせい に て、 本フ シ をる ひ 

と ゆ かし 藤ば か ま、 其 紫の まら べに は、 ゆか -り を兒す 

る 小つ いみの せう ぎに？  3 そ はな を， 0 けれ、 つぎに み 

へし は、 大づ、 み、 木地 か はらぬ 松 や 柏木と ーク 三重 名 

こそ 立れ、 さくら 色な さけの もなか 月の かほ、^ やん 

と 出た るし な もよ く、 本 フシ 柳の まゆに、 花の ゑみ、 

い とし 取な はで もやう、 きむ く うつろ ふかさね づ 

ま、 舟歌 ャッシ 八 ゑ 山吹の 玉 川に、 ながれ 立 田の もみお 

か. り、 本 地き やらの 指ぐ しくろ かみの、 いとつ ゃ淸く 

しとやかに、 思 ふ 人に は大 やうに、 是 もせう ぎに、 な 

を. 9 けり、 た い - j の 役 は 其 名 さ へ 、なを 若草と ね よげ 

にも、 みへ て や 露の 白む くに、 白 かねの やうが いの さ 


しか、. 9 たる 有さ ま は、 げ にたぐ ひなき ふせ ひかな 

思 ひ. の、 出立に ぶたい くんす る 有さ ま は 、一二 重心 

ときめく 次第 「松の 位 もとき わなる、 松の 位 も め 盤な 

る 夕 まの 隙ぞ とぼしき、 諷 女 郞の數 にさ へ いらで、 

水し のうきつ とめ、 やう/^ *r はし 夕方の、 すき を 

求て 此尾の 内、 わけよ きかたの 御 出に、 色大 よせの 

候よ し、 數 ならぬ 身 もま じ はらんと、 サソ マ？ ソ" が 

うじのき はに 立 よれば、 數の女 郞押留 て、 いや 此內 

へ 外よ りして、 色の なら ひ はなき 物 を、 叶 ふま じと 

てと いむれば、 いやしき 水し の 女 なれば、 くるし か 

る まじ さも あらば、 つねに このみて 手 なれたる、 ま 

,9 の 拍子 を 一 かなで、 こ、 にて 御め にかめ 申さん、 

げ に- C 是は與 あらん、 さあら ば 急み せ 給へ、 女 は 

うれしく 立より て、 キ" 山 入 あれに まします 、女郎の、 

うはぎ の 小袖 かりにき て 三重 旣 にきよ くをぞ 「かなで 

ける、 ゑ もんな がしの、 ま， 9 の 曲、 ゑ もんな がしの 

まりの 曲、 いざやけ 上て、 なぐさまん 亂 拍子 そ も此ま 

.9 と 申 は 、ふぢ 原の、 本 地 まさつね まさ 道の、 い へ をお 

こして 此 かたは、 世に こと ふ. 0 しもて あそび、 本 フシ 

大宮人の * 御 ゆ ふに も、 本 地^う きくのに はの を もよ 


もとの こかげ 枝 たれて 慕に 數 あるく つの 昔 ニン 三重 柳 

さくら を、 こき ませて、 にしき をかざる、 もろ 人の、 

花やかな.^ や こすの ひま、 くる/^ ま はるから ねこ 

の ざれる もすそ を ふ， り 切て、 上が へ 下が へ 引か さね、 

かぶろ は 袖の、 ふ b はじめつ く、 つく/ \ 'に は 手 ま 

りつく、 ひい ふう 三よ、 みよなら/. .--l 松 を かざし 

て、 梅の を.^ ゑ だ、 それす いたし やみの 手、 中の 町、 

あげや 町 は 色 くらべ、 かくて、 月 をち、 鳥 もな き、 

かの かう そくの 一 曲 は、 本 フシ あけ やに たいして、 力 

力， フっ、 をぬ かせば よき 隙ぞ とて、 かしこに つり 

たるとう がいの、 だいわに 手 を かけと ぶぞ とみへ し 

が ハヤ 三重 引か づきて ぞ 「かくれけ る、 數の 女郎、 を 

どろけば、 ていしゅ あはて、、 飛で 出、 かやう の 事 

の 有べ しと、 思 ひしゅへ にさい せんより、 外の 女郞 

きんせいと、 申 付て は有ぞ かし、 とうがい は 女郎の、 

忍びて めへ る 客の 爲、 力、.^ 心中た つる 女郎 は、 ふか 

く うらみし 此 あかし、 いで/^ なげし に 引 上ん と、 

かう しに ひける 二 上りの、 てうし につれ てうた ひけ 

る、 色 か へ つて 此 さとの、 地 あそびの 數 はっくる 共、 

手く だの 數を つくべ きか、 てう ぼ わすれで をく る 文、 
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ちか ひしせ いし 心中に、 ゆび 切 も、 皆僞 hN ぞと聞 時 

は、 玄 つに うらみ は 有 明の、 とうがい こそ、 す はす 

はう ごく ぞ はやせた い、 拍子 ひけ や 手  >  に 夜 明の さは 

ぎ、 ふ..^手の名人かけ手の上手、 心 をく だきて はや 

しける、 謠 はやした てられ ひかね どとうが い、 うご 

きいで ふしぎ や あかし、 のと ぼる よと みへ し、 ほど 

なくなげ しに 引 上たり、 中に おくに は 只 ひと. 9、 い 

と ゆ ふ たる ふせいに て、 かい 取小づ ま、 しほら 

しく、 すん と 立た る 容色 は、 よしの、 櫻の だの 藤、 

立 田の もみお ならべ て も、 け をされ ぬべ き 其い ろに、 

よねん をぼう して 鐵山 は、 棧 敷よ. 4- ぶたいに 出、 W 

も 誠に 久方の、 天渾 くもい を 立へ だて、 あづまの 穴 >^ 

にたい. 9 うし、 此程か へられ 候と て、 今： n の 御 まね 

き、 11^ しゃ 殊に 又、 ひさしぶ-,^ にて、 御 ； 曲、 げ にむ 

さしの、 色 風に、 もまれて 歸京 有し ゆへ、 其 御 ふせ 

い、 一 入に、 詞に あま. 9 て覺 た.. >、 其方 も わが 果報、 

定て聞 も 及ばれん、 今我國 のっか さ をば、 此鐵 山に 

にん せらる、 何と 仕 合なら ざる や、 其方 をね 引して、 

とき はの 松の 千世 かけて、 をい のた のしみ ござんな 

れ、 い かにゃ^,->■と.l^?なだる 、、 おくに は ゑて に ほ 
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かけ 舟、 よるせ を まちし 折からに、 今の 詞 のうれ し 

くも 身 は 山里の 姫小松、 ひく 人 もな き 水から に、 今 

の 仰 は 御 うれし、 こゝは はしぢか こなたへ と、 相づ 

の 所へ ともなへば、 時分 はよ しと 時秀、 釣とう がい 

を 切 落し、 取た と 云て おさ ふれば、 鐵山 驚き こへ 上 

て、 はね かへ さんと もみあ ふに、 少も 更に はたらか 

せ や、 鐵 山が 郎等 あまさ じと 押 取 まく、 小 六 婭君打 

物ぬ き、 四方へば つと 追 ちらす、 丹 波 次郞大 をん あ 

げ、 しゅくん をな みせし 大罪 人、 力、 か いざさい なめ 

と 左右よ. 0 つきつらぬ きて ぞ 「さし あぐる、 鐵 山く 

るし み、 も だ ゆる を、 小 六時秀 一 同に、 天 はたい 釋 

地 はけんろう、 主君 を かすめし、 惡心 は、 力 、 ル举ぁ 

ん をん なるべき ぞ、 思 ひ *^ れ やと、 飛かゝ つて、 さ 

ん ざん に 切ち らし、 首 打 落し それよりも、 かち 時つ 

く つ て 立た. 9 けり、 力 、 立 g 代 未聞の 次第 やと 貴賤 上 

下押な ベて、 ^かんせぬ、 者 社な か. 9 けれ 

第 六 
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らに をち 給 ひ、 內綠 のちな みある、 今 出川大 なごん、 

きん 直 卿の かま へらる、 北山の 山庄 に、 深く 忍びて 

おはせ しが、 此程妹 かほる 娘、 丹 波次郞 時秀、 小 六 

諸共 あづまよ. o、 尋 のぼ. 9 てめ ぐ.^ あ ひ、 御 悅びは 

淺 からす、 然るにけ ふし も 逆心の、 大 どうじ 鐵山 を、 

はか， 9 うつべ き 計略 は、 いか と あんじお ほせし 時、 

小 六時秀 はせ かへ， 9、 かやう くの 手： U てに て、 さ 

しももう いの 鐵山 を、 たやすく 討 取 候と 申 上れば 人 

人は、卸4^.喜は な はだ か ぎ. 0 なく、 きん. 仰け る は、 

然 らば へ んじ もはやと く； （》、 某ぢ きに 御所 へ ゆき、 

御かん き 御 めんの 御 そせ う、 申 上べ し此上 は、 心安 

かれ 人々 と、 ：fj^ やう ぞく 改め それよ h- も、 仲秋 公 を 

伴 ひて 三重 御所 を さして ぞ 「あがらる、、 其 比 天下の、 

武將 をば、 源の 右 大將、 よしまさ 公と 申 奉り、 ぶと 

く 四 かいに あまねくし、 そうめい ゑいち の名將 なり、 

け ふし も は 御ち やくし、 左屮將 よし 直 卿、 御 げんぶ 

くの 儀式と し、 御 まへ に はふ だいの ま、，， -、 仁 木 細 川 

上 杉 等、 力、 レ， 國 中の 諸 大名 ざせき を、 かまへ て 仕 公 

f、 か、 る 所へ、 今 出 川 きん 直 卿、 いぎ をたい し 

く 入 給へば、 よしまさ は御悅 び、 先 こなたへ と 上座 


にせう じ、 ^きたい を はれば きん 直 公、 先：^ 今日は 

よし 直 卿の 御 げんぶく、 ぅゐ かう むりなる 御粧 ひ、 

はなはだに あはせ まし /-.^ てめ でた く存 候と、 仰 あ 

れば よしまさ 公、 猶悅 びの 色み へて、 それ/^ と 有 

ければ、 なが へ の てうし 御 か はらけ、 力 、 かぎ： K きお 

わって それ チクリよりも 旣に、 御酒 ゑん はじ まれ ，5、 

時に きんな をのた まふ やう、 拆も 某此間 ふしぎなる 

一 卷、 相 もとめ 候な. o、 是は御 かしん、 今 川 入道り 

やう しゅんが、 つねぐ しそく 仲秋へ、 ていきんの 

一 ぢ くな. o、 あらかた 一 見 申せし に、 中々 世上の き 

やう かいに も 成べき 物に て 候 ゆへ、 よし 直 卿へ， まい 

らせん 持て 參れ とおければ、 みつぎに 有しみ すい 玄 

ん、 かの 一 卷を 持まい る、 よしまさ 是 へと 取 給 ひ、 ひ 

けん 有しに 其詞、 皆せ いけんの をし へ な. o、 よしまさ 

御らん 終て 後、 誠に さりし 了 ゆん は、 ぶんぶの 忠 

臣 たりけ るに、 子 はかれに にぬ 仲；^. が、 不 道の ふる 

まひな せしゅへ、 かの いへ だんせ ついた せし 事、 ざ 

ん ねんに 候との、 仰に のつ 取 きん 直 卿、 ^やく 取 直 

しのた まふ は、 さん 候 仲秋 事、 まったく ふぎに て 候 

は^、 仲秋 か ん大 どうじ 鐵 山が ざんげん ゆへ、 御 
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かんき かう ぶ ，0-、 ちっきょせ. り、 某 びんな ふ ぞんじ 

っゝ、 ない ゑんの よしみに より， かくま ひ 置て 候 

と、 一 々仰 有ければ、 よし， まさお どろき さも あら 

ば、 仲秋 急ぎ 召 出せと、 力、 か 上意 もい まだ を はらぬ 

に、 仲秋 御 せんに 出ら る 、、時に よしまさ や あ 仲秋、 

きん 直 卿の 仰に より、 召 出して 有け るが、 其 身に く 

も あらぬ との、 せこ も ある やと 御で う ある、 仲秋 

つ、^ んで うけ 給 はり、 有し 事共 ごん 上 有. り、 それ 

ぞれと 有ければ、 小 六 時 ひで 兩人 は、 色里に て；： P 取 

し、 うんじら い 八、 二人の ものの な は 取して、 御^^-ら 

すに 引す ゆる、 時 ひでこへ を あら ゝ かに、 や あおの 

れ ばら 鐵 山が、 ぼう 逆  一 く 言上せ よ、 其 時雨 人 一 同 

に、 皆鐵 山が 傾 地 を、 うば はん 爲に 仲秋 を、 ざんげ 

ん いたし 候な り、 我々 かれが 郎等に て、 うんじら い 

八と 申 者に て 御 ざ 候、 小 六 時 秀兩人 をう つべき 手 だ 

て顯 て、 かくの ていと は罷 なる、 あはれ、 かみの 御 

玄 ひに、 命 をた すけ 給 はれと、 一く 申、 上ければ、 

よしまさ^ はとが もな き、 仲秋 を くるしめた. 9、 此 

上 は 官祿も 本の ごとくと 有が たき、 ほん，.^ やう あん 

どの 御げ う： K よ を、 なし 下されて 入 給へば、 仲秋 は 

^四十 七 ■ 
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つと てう だいなし、 二人 を 引た てち うりく あ- 9、 そ 

れょ" もす へな がくふつ きにさ かへ たま ひけ. 9、 千 

う 万歳 め でた しと 贵賤 上下 押な ベて 皆 あほがぬ も 

の こそな か 
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土 佐 日記 

第 一 

一 —偖 も、 其 後、 愛に 仁王 六十 代、 * たいごて いと 申 は、 

古今 まれなる 賢 王に て、 まつり 事すな を なれば、 內 

に うらみの おんなな く、 外にむな しき 男 もな く、 天 

下 太平 長久の 目出度、 御代と おさまれ. り、 さて 又 時 

の 人々 に は、 びわの さだいじん 仲 平、 右大臣た V ひ 

ら、 あ ふし か うちのみ つね、 大内 記き の 友の.^、 御 

所に は、 玄番 の守紀 つら ゆき、 か、 る 賢人 多ければ、 

はまの まさごの 數々 にわかの、 あそ ひそ や ご と なき、 

か、 ると ころに、 大和 國ぅ： U 野 のれう しゅ、 むらと 

りの ちかね、 さん： U いせし め 申 やう、 さても それが 

し、 けうなる 鳥 を もとめ ゑて、 すな はち 持參 つかま 

つる、 きつけう いか 、> 心得が たく、 御う か いひの 其 

ために、 さんだい いたし 候と、 五し きの ふなる きん 

けい を、 やかて 御 せんに さし 上る、 みかど ゑいらん 

まし/,.^ て、 それ もろこしの せいたいに は、 き， 9 ん 

ほうわう あら はれたり、 かゝ るれ いてう 出る 事、 國 
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ばんせいの ためし ぞゃ、 されば わう じん 天 わう の 御 

夢に、 やまとた けの みこと、 しろき と， りと けし 給 ひ、 

おはりの あつたへ、 とばせた まふと 御らん あ hN、 さ 

てこ そ 八つる ぎ大明 神と、 今にた へせぬ 祌 がきへ、 

さい わ ひ ちん わい む あ. 9、 ほうへいし をた てらる ベ 

し、 つ ゐてゎ そのち かぬ に、 もし みやこ 鳥と いふ、 

鳥の 色ね ゃぞん せし か、 うけた ま はれとの せんじな 

り-、 rs-- 牛 かしこまって、 ちょくで うのよ しのべら る 

一 れば、 さやう の 鳥 名 をう けた ま はる も、 今が はじめ 

一 に^^5-とっ 、しんてぞ申ける、みかどゑぃぶんぁっ て、 

一 その 鳥の しさいば し、 聞 出して あるならば、 さつ そ 

くちう しん 申べ しと、 hv ん げん あ 0- て その、 ち、 き 

の つら ゆきを 召れ、 なん ぢ はあった のみやし ろへ、 

きんけい をち かねに もたせ、 しんりょ をす いしめ、 

こく かたいへ いの、 ほうへ い を さ、 ぐべ し、 はやと 

くと く と あ. 0 ければ、 つら ゆき、 かしこまって 御せ 

んを たち、 ちかぬ を はじめ 下 ほくめん、 はしと みの 

貞沖、 家の しっけん みぶ のた、 かつ、 そのほかの 人々 

まで、 ろしの ぎ やうれ つ はなやかに、 もみち を かざ 

すかし またち 三重め てた、 か，. >  ける チ U シ 「次第な. o、 
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愛に また 勢 州く わなの かた ほと.^ に、 之 ふぢ 

はらの つぐ かげと て、 もとは きん り よみやつ かへ、 一 

その 性 ゆ、 しき 人 なれ ども、 時に あわねば 家 まづし 一 

く、 た、 まかち なる のきの 草、 ぎょそんの {15 の、 た 一 

のしみ にたい こうぼう がつ あれと、 只 わくら はに 

みゆきす る、 ぶん わう のな き 世の中 をう ちな げき、 一 

うらみて 慕し 給 ひしが、 つら ゆきのさん けいに、 此 

事 をった へき、、 あねに 八 ゑ かき 十六 歲、 次男、 多 ； 

門 丸 拾 ー歲、 さう でんの 郞 等に、 近 藤 みん ぶきよ ひ 

て、 女 はう はまお ぎ もろともに、 ひそかに まねきの 

たま ふ は、 此 たびち よくしき の つら ゆき、 あった の 

め へ しょてう を はなち 、みや- J 鳥と いふと り を、 

御 たづね なさる、 よし、 そ も./,^、 みやこと. 0 とい 

ふ 事 は、 か だう の ひみつ、 日 ほんのた からな. y、 む 

かしな b ひらの 中將、 すみ だ 川に て 見た るよ..^、 お 

そらく 世上に しる 人な し、 されと も それがし、 ふし 

ぎに これ をった へた.^、 今 御 たづね ある 事 は、 それ 

がしが ぶうんの 花、 ひらくべき さう なれば、 尾 州へ 

たち こへ ちう しんし、 花 さく 春に あ ふべき な h -、 こ 

とお たづね の 有なら ば、 らうがん のつ ぅ路 いか .5-、 


さいわい あねの 八 ゑ かきに、 つねく つたへ てお き 

ぬれば、 ひめ をと もな ひま いるべし、 ^門 こと はふ 

う ふの もの、 よきに たのむ と あ h- ければ、 きょひで 

ふうふうけ たま は， o、 しからば と 御 まかせ、 お 

や こ は 御 出 まし ませと、 御 ことぶきの さか づきに、 

はやしの、 め も、 も かっけ は、 つく かけや ゑが きお 

や 子の 人、 ひでんの 一  くわん、 まも. 0 ぶく ろ へ いれ 

たま ひ、 おっつけ めでたく かへ らんと、 たち 出た ま 

へ ばん々 は、 門出い はふい とま ご ひ 三重あった を さし 

て そチ 13 シ いそがる 、、されば にや、 ほうへいしに 立 

給 ふ、 きの つら ゆき はあった にて、 みかぐらの のつ 

とうに、 しん. 0 よものう じゅ まし.. VS すてい、 きんけ 

い をみ 山に はなち、 なを 當國 のきう せき を、 ながめ 

ん ためにお はします、 されば、 はしと みの 貞沖 は、 

さう * た； 人め しつれ て、 なるみが たの かいへんに、 

つ. 0 をた れんと 出け るが、 おりから なみ も しづかに 

て、 かいへん の つら を ふね、 かなた こなた をう ちな 

かめ、 みぎわに た、 すみ 居た b け-り、 か、 る 所に つ 

ぐ かげ は、 ひめぎみに いざな われ、 みちより こ、 ち 

あしきと て、 P う/,. \ 'としてき たらる、、 なるみの 


いその まっかげ にて、 今 ひとあし も ひかれす と、 こ 

こち わ づらひ 給 ひけ.^、 やゑが き はたびと いひ、 こ 

とに 女性の 事 なれば、 の ふち、 うへ さま、 心 はなに 

と まし ま- \1 'ぞ、 もしもの 事の あるなら ば、 わら はゝ 

いかになる べきと なみだ、 くみて ぞぉ ほせけ， 9、 つ 

ぐ かげ はき こしめ し、 いめ \/ ^きしょく > ひ よし、 し 

ばらく あし を やすめな ば、 よから む もの をさない ひ 

そと、 かさ 打 かたげお いの 身の、 なやみ 給 ふ ぞうと 

ましき、 ひめぎみ はせん かたなく、 かなた をみ やり 

まし ませば、 きん へんの 人 tj 見へ、 みぎわに つ りす 

る 人の あ h -、 あら うれし やと 立より て、 詞 わら はは 

たびの ものなる が、 つれたる 人に ゎづら はれ、 くす 

り と て もさ ふら はす、 御し ょぢも あら V* 御 じひに、 

たま はれ かしとの たま ふ を、 贞沖 はつく- みて さ 

て や ことなき、 上ろう や、 御らん の ごとく 我 とても、 

つ. 0 にたち 出 候へ は、 さやう のよう ゐも候 はや、 家 

にはくす..f^も候な.，；^、 たび はものう きもの なれば、 

その 御 つれ をと もな ひて、 わがす むかたへ 御 こし あ 

れ、 上ろう いかにと うちかたる、 やゑが き はき こし 

めし、 こ はかた じけ なき 御 ことば、 さあら ば そのよ 
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し 申さむ と、 そこ をた ゝん とした まふ を、 負 沖 御て 

をし とゝ. i,o、 そなたの やう をき くから に、 また こ 

こ 元の 用箏を も、 さ こそ かなへ てた ま はるべし、 な 

るとの いそに よるな みのうち つけ かまし く、 候 へ ど、 

見る く 君に こかれ ふねよ るせ、 なぎさの 我 なれば、 

詞そなたの ぉこゝろ次第にて、七夕姬のちぎ..^をは、 

なかく むすばん ほし あいの、 コトバ いもせ の ゑん はい 

かゝぞ としな たれて. &に そ、 やへ かき はなむ さん ぼ 

う、 わけなき 人に ものい ふて、 心に そまぬ むらさき 

の、 ゆか. 9 のき かせ 給 ひて は、 こなたの いろと 御ら 

ん せん あらよ しな やと、 たちた まふ、 もとより かう 

しょくぶ とうなる、 負 沖が 事 なれば、 ひらに 心に し 

たが ひて、 つれの 人に もき うそく を、 せ させた まへ 

とだき か、 ゑ、 はや 引立て ゆかんと す、 ひめ 君 これ 

はらう せきと、 ょ^は，£:.-たまふにっぐぃげは、 す こ 

し 6 をと. 0 なをし、 こ はらう せき もの の がさ じと、 

太刀 おっとって 出た まふ を、 それさう だとい ふこ ゑ 

もまな く 引 立、 いそぎけ る、 さう だは 太刀 を ひんぬ 

いて、 討て かゝる をつ ぐ かげ は、 しさって さう だが 

すそ をな ぐ、 のつ けにた をる をの か、 つて、 すかさ 
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やと .《 'め を さしと をし、 ゑ、 むねん やとい ふこ ゑ も、 

まなこ くらみて たち も ゑす、 か、 る听 に、 むらと- 9 

の- かぬ、 これ もとせんの あま b にや、 貞 沖と いひ 

あわせ、 つ， 9 さほ かたげき た しが、 この あ， 0 さま 

を 見る よ. 0 も、 引た てく す b を 口に いれ、 何もの な 

れば人 をが いし、 そのみ もき しょくの ふせ ひこ そ、 

おぼつかなし ときをつ くれは、 つぐ かげ やう^-心 

つき、 さて/^-人にせんぁくぁ.9、 かやう. C のし 

だ ひとて、 ひめの 御 事 かた， っゝ、 只今の 心さし あ 

..^がたふもとぅとけれ、 これ は此 たびみ かどよ- 5、 

御 たづね おぼしめ す、 みやこと りの  一 くわん な， 9、 

もしもち よくしへ つて あらば、 このまき もの を あげ 

たま ひ、 われらが ゆ へ を もよ き やうに、 御と. 9 なし を 

たのむな， 9、 そのお b から は 名 もな の， 9、 この をんだ 

く を も ほどこさん、 萬 事 はたの みたて まつる と、 て 

を あわせて ぞ、 お ゝせける、 ちか ぬもとょ.^^ぶとぅ 

人、 てんの あたへ とよろ こびて、 さて は みやこ ど. 9 

の、 でんじゅ をのす るいち くわん とや、 まづ/ ^そ 

れ がし ぁづか らんと、 ひだ.^ にもち て 右に 太刀、 ぬ 

きう., r に はっしとう つ、 つぐ かげ これ はとと びし さ 
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り, おのれ もお なじとう ぞくよ な、 い ゑの うんめい 

き はまって、 てんの はっする ところな. "^と、 またた 

ち だち とよ. 0 給 ふ を、 ちかぬ 太刀に ひっかけて さそ 

く を ふんで はね かへ せば、 みぎわの いそへ どう ど を 

ち、 うづ まきて 見へ ける を、 ちかぬ はまき ものく わ 

いちうし、 なを ひめぎみの 御 あと をし とふて こそ は、 

いそき けれ、 このた ち 風に ぎょふ 一人、 いそべに ふ 

ね を さしよ せて、 にげて ぃゑぢ にかへ りしが、 つぐ 

かげす いれん ゑた しゃ、 やうく 浮上. o、 かの ふ 

ねに 手 を かけて、 ひら，. とのって かつ はと ふす、 お 

り ふしな みかせ たちさわき 早 三重 いづ こも、 しらすに 

チ II シ 「ふかれ ゆく、 斤チ a シさ れズ にや、 成！ P- は、 や 

ゑが きをい ざな ひて、 あつたの みや ゐも h- かけの、 

人な きと ころに おろし をき、 の ふ ひめ 今 は その かた 

の、 つれたる 人もう たるれば、 たよらん もの も ある 

まじき ぞ、 われに したが ひまし ませと、 いろ/^ と 

かきくどく、 八 ゑ かき はき こし 召の ふ./^ 其、 つれ 

たる 人 はち、 うへ な 、ちゝ を ころせし そのものに、 

いもせ を かねむ 事 や ある、 ち、 のかた きのが さじと、 

さし そ/をぬ かんとした まふ 御て をと. 9、 ひざの 下 


に ひっしき、 さて だいたんなる 女 かな、 さあし 

たが わす は此 太刀に て、 さしころさん とひし めくと 

き、 つら ゆきの かう けん、 みぶ のたい かつ、 け ふつ 

ら ゆきの だいさんに、 みや ゐ にまい..^ かへ，. ^しが、 

はじめよ b のし だ ひ を、 しげみの かげよ， 9 よく 聞て、 

つ、 といで まづ、 さだおき を かいつ かみ、 七 八 けん 

なげの け、 ひめき み を かこ ひつ、、 二王た ちに ぞた 

つた h> ける、 さ * たおき これ はと どうてんし、 や あい 

かにた. かつ、 此女 はわが 下人、 すこしし さい ある 

によ. 9、 かくせつかん をく わ ふる を、 りふじんにば 

いとる 事、 いかなる ゆへ ぞと立 か、 る、 たいかつ が 

これ を 聞、 あ ふめ づ らしゃし うつら ゆき、 此 たびち 

よくし かふむ hv て、 此 みやへ さんけいに、 きでんと 

もして きた. 0 し 身の、 女 を つれての 神 まふで か、 む 

たいの れんぼと 聞た るな， 9、 まづ たいかつ が ぁづか 

b て、 ，レ うつら ゆきの. 0 やう けん を、 うけた ま は 、ら 

ぬ そのうち は、 そく かの 土 はこん ぢく ゑ、 くだけて 

入と も わたさぬ ぞ、 さ うけとつ て 見た ま へ と、 太刀 

にて を かけつめ かくれば、 いや それほどに はおよ ば 

しと、 あとし さ. 0 すると ころ/、 むらと， 0 ちかぬ か 
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けき た ひ、 この あ， 9 さま を 見る よ. 0 も、 しらぬ 顔に 

て 中へ い.^、 これ はいかなる 御 事ぞ、 かくたい せつ 

なる 刺 まふで， しんりょ も は ..5*.2>  h.- まし ませと、 

やう はう をせ いしたる、 心の 內 こそ、 ふてき なれ、 

たいかつ が これ を 見て、 や あいかに ちかぬ、 おも ひ 

も よらぬ 御 35 は、 さて ま Ja^ 中と だう し /-^ か、 すけ. 二 

ち ある はお もしろ しと、 つめかけ/, \ 云ければ、 何 

とて さやう の 事 あらん、 こ 、をば それがし ぁづ かる 

と、 手 を さげい ふに た かつ は、 あまり 申 もい か、 

なり、 いしゅ はつら ゆき わけ 申さん、 いざ、 せ 給へ 

とそれ よ. 0 も、 ひめをかこふてか へ りけ.^^、 善 あく 

二 どう. わかれた る、 そのめ いき やう はたい かつと き 

せん 上下お しなへ て、 みなかん せぬ もの こそな かり 

ナ 1 

第 二  . 

「其 後、 きの つら ゆき ほうへいし、 事 ゆへ なくた ちか 

へり、 すぐにさん だいな されつ、、 神り よな うじ ゆ 

あ b しだん、 つぶさに 申 あげた まひ、 さて それがし 
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に そ へられし、 はしと みの さだおき、 たびの おんな 

にあく ぎ をな し、 そのぎ ろけんな したる とて、 ちく 

てんいた し 候 だん、 それにつ ゐて その おんな、 つら 

ゅきかくまぃ候ょしぃち-^-そぅもんなされける、 

うちよ h- のせん じに は、 さだおき かゆき かた を、 く 

さ を、 わけて たづぬべし、 さてつら ゆきが 事 は、 と 

さの くに ゝ くだりつ、、 國 のせい とうなすべ しと、 

げんばの かみ を かねさし め、 とさの かみに なされつ 

つ、 そう にん こくいた すべし と、 やがてち よく 

のお. ければ、 つら ゆきつ ゝ しむで うけた ま は..^、 

人お ほき その 中に、 か、 るち よくで う あ. o がた しと、 

つのう". よ. 0 みふねに て、 とさの く 二  /  ？. てチ n シ くだ 

ら る、、 お. 9 から 風な く、 なみお さまり、 まともに 

はしる ふねの あし、 ゑん ほのき はんそれ に、 げ 

に うなばら も、 なかめ な. o、 されば にや つら ゆき は、 

やゑ かき ひめ を もこの たびの、 ふねの やかたに のせ 

まいらせ、 いろ- なくさめ たまへ ども、 た> ち、 

うへの 御 事 を、 つゆ わすれさせた まふ まも、 なみだ 

に しづみ てお はします、 かゝる 所へ、 小船 一そう、 

一浪に うかびて た ，《 'よ ひしが、 御 ざ ふねち かくな が 
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れ よる、 つら ゆき は 御らん じて、 それと めよ やとお 

ほせけ る、 すいしゅかん どり、 御 ふね を そば へよ 

せければ、 つら ゆき 御らん なさる、 に、 いそじば か 

のおの こ 一人、 おもやせ たる ふせいに て、 せんご 

に ひ う を こ のみの る ひ、 と ちらし あ hv ける を、 

いかなる も のぞと とひた まふに、 おの こやう/, \» お 

き あが..^、 それがし はお も ひ よらざる、 とうぞくの 

なんに あ ひ、 すでにう みに しづみ しに、 此っ， 9 ふね 

にたす けられ、 つ. 5« うら/^ による. i いへ ども、 の 

ちの なんぎ をお も ふに や、 か、 る しょくじ を 入お き 

て、 みなと-, をお ひ 出す、 さるに よってな にと な 

く、 おしから 1^ み をな からへて、 うきねの ち ど.^、 

もろともに、 コトパ なみに たゝ よふお ひの 身 を、 あわ 

れと おぼしめ されよ と、 なみだな からに. E 'さる、、 

あ ひち かければ やゑが きひめ、 ち、 のこ ゑと き、 し 

h- て、 な ふち、 うへ にて まします か、 われ こそ ひめ 

の やゑが きょ、 な ふつぐ かげ はわれな. 9 と、 たがい 

の ふねに とりつきて、 よろこびな みだ はせ き あへ す、 

さてつぐ かけ を かきいだ き、 やかたの うちへ 入 申、 

ひめぎみ はたい かつの、 みち ある 心に このみ をば、 


たすけられ まいらせた る、 や ラすを かた. 5 まし ませ 

V6、 つぐ かげ はとう ぞくに、 みやこ 鳥の  一 くわん を、 

とられて 入水した るよ し、 御 もの かたり まし ませば、 

つら ゆき はき こしめ し、 さて はき やうの 事なる か、 一 

大內 のま じ は. 0 も、 ほどへ だ ゝ りし 事 なれば、 つぐ 

かげ を も 見 わすれし ぞ、 いかなる もの かひみ つのし 

よ、 うばいと b て や あ. 0 つらん、 さ .c ながら この ひ 

めの、 ち、 に ふた ゝびぁ ひたき との、 ぶつじん への 

たんせい ゆへ、 ふしぎの たいめん ありがたし、 我に 

ん こくの 事 なれば、 親子の 人に ふちすべし、 かなら 

すなげ かせた まふな と、 いとたの もしく のた ま へ は、 

おやこの 人 は 手 を あわせ、 あら あ， 5 がた きみこ、 ろ 

やと、 うれしき にも かなしき にも、 なみた のうみ の、 

袖の うら、 じゅん ふうに また ほ を あげて、 とさの 三 

重く こ へそ チロ シ下ら る ゝ、 すてに と しと， 9、 春す ぎ 

て、 なつきに しげる 靑葉 山、 おしう つ， 9 ゆく 世の中 

の、 そのと， 0 さた もと を ざ かれば、 むらと， 0 のち か 

ぬ は、 折からよ しと やお も ひけん、 うばいと， o- たる 

みやこと. o、 ひみつの  一 くわん けっかう し、 やがて 

さんだい 申つ ゝ、 きょねん それがし きんけい を、 さ 
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しあげた るお b から， ちょくで うの おもきに よって、 

かの 都鳥の 事 こ、 ろに かけ、 せんぎつ かまつ b 候と 

ころに、 ふしぎに この  一 くわん を、 ゑ 候に よって、 

さし t 申 候と まことしやかに ぞさ うしけ る、 左 だい 

じん 仲 1^、 こ はめ づら しき さ 、げ ものと、 ゑいらん 

に 入ければ、 みかど 大きに 御かん 有て、 さんぬ る こ 

ろ も きんけい を さ、 げ、 しん h- よな うじ ゆ あ りしに 

よ， o、 すな はち 五 こく もせう じゅせ， hs 、また こんねん 

は大內 の、 たからと もな- 9 ぬべき、 この  一 くわん を 

さし あぐる、 もっとも ほうび あるべき な， o、 大せ う 

を あてお こな ふべ し、 いづれ のちな， 0 とも、 のぞみ 

申せと b ん げんな り、 ちかぬ しすました， 0 と、 つ、 

しんで 申 やう、 いせの 國 あさげの こ ほ.. 9 は、 せんぞ 

のちに て 候へば、 かの 地 を 下した ま はらば、 生 せん 

のめん ぼくとつ、 しんで ぞ申 ける、 ゅ}^ はき こしめ 

し、 さいわい かな かのと ころ、 にん こくの しゅ あき 

たり、 ちかぬ にく だした ま はるな， 9、 はやとく/^ 

とちよ くで う ある、 ちかぬ つ 、しんで おうけ をな し、 

P- せん をた つて それよ も 三重 あさげ のこ ほ hv へチ 

ロシ 「入 こくす る、 くに ゝもな れ はこく しゅげ かう ま 
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します とて、 こくみんお ほく はせ さんす、 されば に 

やさんぬ る ころ、 あった をお ちし さだおき は、 ひそ 

かにち かぬ をた のみつ ゝ、 つねにし のびて きう じな 

す、 さる ほと に、 ちかぬ は、 こくみんにたい めんし、 

さても ft ところに、 ふぢ はらの つぐ かげと、 いひし 

もの 、ゆかり ある ペレ、 きんり へたい しむ ほんにん、 

きっと ざいしょ を あらわさば、 ほうび は のぞみた る 

くしと、 ふれよ と ぞ申 ける、 かしこま， ！^, と、 ぶ 

ん こくの くち/^ へ、 つぐ かげ ゆかり を しらせよ と 

の、 高：！ £ を懸 たりし は 三重 あじろのう をの 「ごとくな 

り、 去 ほと に、 つぐ かげの 郎等、 近 藤 K 部 きょひて 

よ、 この こと をき くよ. 9 も、 女 ぼ- フ にい ふや-つ は、 

すいぶん 君 を かくせ ども、 かたき 四方 を とりかごん 

で、 かへ つて こなた をう たんと す、 身 をお くにと こ、 

ろな し、 事の びくにて かな ふま じ、 手 だて をめ ぐ 

らしう つべき な. 9、  二人が うち 一人 は、 かたきち か 

ぬに かう さんせん、 さりながら われ/^ が、 心 ざし 

を さっしつ ゝ、 きをゆるす 事 あら じ、 しから は 我 子 

のまつ わか は、. 生年 は 十 一 さい、 多 門き みは 十二 さ 

いふうが ちう をみ がくべき、 天の あたへ これなる ベ 
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し、 たきんきみとぃ っゎ，^^て、 二人が うち 一人 は、 

すいか 山に こも. 9 居て、 わか 君 を はわが 子に なし、 

かう 人の 身と な b- て、 二人が くび をう つなら ば、 い 

かで かこ \ ろ おくべき ぞ、 そのと き 敵 をう ちとって 

しゅくん のおん を ほうせん は、 いか、 あらんと かた 

b ける、 女 ほう 此ょ しきく よ ，9 も， すこしもい なむ 

げしき なく、 我い ひ 出ん とお も ひし か、 御身 を はか 

.9 ひかへ た.. 9、 いしく も 申させた まふ かな、 はやと 

くと くと ぞい さめけ る、 きょひで 開て、 さすが みん 

ぶか 女ぼう かな、 されば いのちながら へて、 のちに 

事 をと ぐべき は、 遠 ふして かたし、 今 しゅくん とい 

つ わ. o、 ともに しなん は、 ちか ふして やす かるべし、 

しかれば：^ きょひで は、 ぐわん らいじんぎ を まもる 

ゆへ、 かりにも かたきへ かう さんし、 あれ こそしう 

のかた きょと、 おも は， 《• いろ や あら はれん、 よって 

やすきに したがって、 我 さきにし すべきな り、 御身 

はしゅ くんの やういく し、 ほんもう とげて たま はれ 

かし、 はまお ぎ 聞て、 なみ. たなから に ともかくも、 

お ほせ をい かで そむくべき、 しする もの こる もお な 

しちう、 ま づ；％ 事を聞 せんと 下 チタ， おくの ひとまへ 


たち 入て、 ともな ひて たち 出る、 ち、 は 我 子 をち か 

づけて、 かみ かきな で 、申 やう、 われ はしゅ くんの 御 

ために、 なん ぢを きみとい つ わつ て、 ちゝ もろともに 

じがいして、 は、 にほん， Q をと けさせん と、 いづち 

にかく ごき わめた， 9、 しう のめい にかわ b つ、、 き 

み を あんせんなら しめよ、 おや なれば とていき のこ 

り， そ ひ はてぬべき 身に しなし、 かなら すらい せ は 

一 れんに、 はん ざ を わけむ とい ひければ、 まつわ か 

此ょ しきく よ. も、 こた/もなくて さしう ゥむ き、 

しばし へんじ もせ さりけ り、 は、 はこの よし、 みる 

よ， 9 も、 あ、 みれんな b まつわ か、 なん ぢ はや 十一 

さい、 ゆみやと る 身 はおさなくても、 もの、 心 はし 

るぞ かし、 みぬ 世の 人の かきおき ける、 じんぎの み 

ち はみ ざる かや、 いかに/, \ 'とい さむに も、 せきく 

るな みだ をお ししつむ、 げ にこと は h- とそき こへ け 

る、 そのと きまつ わか かほ ふりあげ、 いのちお しむ 

に 候 はや、 まことに それがしが いちめい にて、 きみ 

とち、 との 御た めに、 しせんい のち はおし からね ど、 

此 しんたい を そこな はざる を もって、 これたい かう 

と 申な. n -、 ふかう たんめいなる 事 を、 く ゑ かしての 


なみだ ぞと、 こい を ひきたる 一 ごんに、 ふうふた が 

ひの かほみ や はせ、 っゝ めど こぼる、 そのな みた、 

よその たもと も ぬれぬべし、 ときに きょひで や あ 女 

ぼう、 なごり はつねに ある もの を、 まつわ か を 引ぐ 

して、 すいか 山に こもるな， 9、 御身 は あとに て わか 

ぎみへ、 親子が けい..^ やく かた b っゝ、 かたき をう 

つ てた むくべ し、 しでの やまに て よろこばん、 女 ぼ 

う 聞て もっともな， 9、 い ゑに 生る、 武士の みち、 す 

ぐに わかぎみ 我 子と なし、 この 一 心の やいばに て、 

かたきち かぬ をう ちとって、 しう おっとへ のい きど 

お， 9、 たっせん もの をい しにた つ、 やた け 心よ ひく 

なきみ、 おくるな つまと 門いで を、 につ ことわら ひ 

またはな き、 つま はかた きへきよ ひで は、 心の こま 

の す^か 山、 いさみす ゝん でい そき し を、 あつ はれ 

ぶしの 手 ほんやと、 きせん 上下 をし なへ て、 みな か 

ん せぬ もの こそな か. 9 けれ 


第 


其 後、 むら 鳥の ちかぬ は、 さだおき をち かづけ、 さ 
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て もつ ぐ かげが ； ぞくの、 ゆく ゑの しれぬ 事 こそ は、 

心が、 むにお も ふな..^、 すいぶん あ. ^ か を さがす ベ 

し、 はしと みい かにと 云ければ、 さだおき うけた ま 

は， o、 此 うへ は 君 も 御馬 をいだ さるべし、 それがし 

も 立 わかって、 さがし 出して うち 申さん、 此義 もつ 

と もし からん と、 はやた ち 出ん i する 所へ、 さ ふら 

ひ 共 まか 出、 御 たづね の もの ゝ さいしと て、 かう 

人の よし 申け る、 かぬ 大きにう ちょろ こび、 それ 

こなたへ と 有ければ、 かしこまって 候と せんご を か 

こんで 出に け b、  i きにちかぬ、 さて はなん ぢ- は、 

きょひで がさいし よな、 柯 とてた. 》• 今、 かう にんに 

は 出け るぞ や、 はまお ぎが 是を 聞、 すぐにい はんと 

おも ひしが、 ちかぬ がさう のおろ かさ を、 心に ふく 

みちん する やう、 仰の ごとく 兩人 は、 つぐ かげが い 

ゑの 子に、 こんどう きょひで が、 つ まや子に て 御 ざ 

候、 おっとの きょひで をば 君、 くさ を わけてのお たづ 

ね § へ、 きょひで はしう の 子 をいだ きつ ゝ、 あた hs 

なる かい t? つへ、 じゅすい いたし 候な hN、 わら は 女 

の 事 なれば、 さまでの 事 は 候 まじ、 めしつか はれて 

給 はらば、 しゃう せんの 御 おんなら め、 また この 子 
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をば ほうし 共な し、 人々 の なきあと を、 と ふら はせ 

たく はんべ ると、 おもはゆげ なる おもざしに、 ちか 

ぬ はまこと、 おも ひよ， 9、 さだおき はさい せんよ. 9、 

まなこ をく ばって や あさ ふら ひ 共、 それ 取 まけ、 か 

しこまって おっと. 9 まく、 女ぼう さはが や こ は、 ぎ 

やうぎ やうし やかた./ おさなき 者と 女な り、 あ 

ま.^ さはが せ 給 ふなよ、 偖い かに やとと ひける を、 

さだおき が 見て いや，， V,, -、 つぐ かげが てうせ きの、 

け ふりの た ゆるら うすいまで、 心 ざし を はこびた る、 

きょひで が 女ば うの、 おっとし うの 子し、 たると て、 

かう にんに 出すべき か、 いこくの ほうじが ゑみ をな 

し、 ほうく わ を こ ひした めし も あ， o、 さあ きょひで 

やしう の あ， 0 か、 はや-/^ 申せ さもな く は、 その子 

もろともく びきって、 ぐんもん にかくる ぞ、 いかに 

いかにと 云 よれば、 はまお ぎと こ を はたと 打、 さて 

もせ ひなき 御がん りき、 しう つまの 事 なれば、 何と 

ぞ、 たすけた ふさ ふら ひて、 申た るに て 候へ ども、 

さとき 心のお そろし や、 なるほど しゅくんと わがつ 

ま は、 しん 山に かくれす む、 わら はこの 子が 一 めい 

を、 たすけた ふ 候 ゆへ、 そにんに 出ん と 申せし を、 


ひけう なるおん なと て、 ころさん といたせ し を、 や 

うやう にいつ わ， 5 て、 た 3- 今まい， 0 候な hv、 此 子が 

いのちつ、 がな く、 おんたす け 候 はい、 しう つまの 

かくれが を、 わら はてび き 申べ しと、 なみだな から 

に申け..^.、 ちかぬ さだおき かほ 見 あわせ、 きょひで 

を さへ うたせ なば、 なん ぢも子 を も ゆるすべし、 は 

やおし へよ と あ. ければ、 さあら ばう つて をむ けら 

るべ し、 かの きょひで は 一人 、とうせんの きこへ 有、 

さだおき むかへ、 かしこまって、 ゆ ふしす ぐって 五 

十よ き、 もの 、ぐ ひっしと かためさせ 早 三重 はまお ぎ 

を さきにた て、 す やか 山へ そチ B シぉ しょす る、 かく 

れ 所の、 しるしの 松 早 三重 時の こ ゑ をそチ 。シ 「上に 

ける、 かねて ごした る、 きょひで か、 身 はころ もな 

き 世 なれ どもく ちぬ 所 はさ ふら ひの、 こかね ざね の 

よろ ひ をき、 おなじけ のかぶ とに、 ；？ つ： U いのた ち 

はいて、 さて はつ まの そにん ゆへ、 今こゝ によせ た 

るな、 まち も ふけた るな ぎな たの、 かね を 心み 給へ 

やと、 こお ど..^ して かけむ かふ、 日ごろの 手な み を 

き、 たれ は、 そうな ふかけ よる もの もな し、 松 5' の 

五郞 ゆきむ ね、 一ばん に はせ か \ る を、 しと、 うけ 


て はら ふて に、 こしの つが ひ をき はなつ、 わたら 

ひ 善 次善 六、 是 はとい ふて おっと. 9 まく、 いしづき 

にて めて をつ き、 ゆんでの 善 次が かたさきよ. 5、 は 

ら b すん と 切す へ た.^、 津 山の ゑん 八 あきすみ とて、 

すき まもなく かけよる を、 こむ てな ぐて ひらくて に、 

すかさす くび を かけお とす、 五ばん にか、 るた かわ 

の 九郞、 かぶとの 天 へん うちくだき、 右よりか、 る 

やすくにが、 あへ なく はら ふなぎ なた に、 兩足 なが 

れ大ぢ に ふす、 、いやす しゃすく にと、 くび を しらは 

にの せす つる、 あとに のこる ぐんび やう ども、 はら 

はらと かけよる を、 なぎなた 水 くるまに まわし、 切 

て か ゝれば こら ゑ 早 三重す して あきの このはと チ。； 5> 

「ち みたる、 さる ほと に、 うっての 大 しゃう さだお 

き は、 たかき 所に こま ひかへ、 か、 れ やくと げぢ 

なせ ど、 おそれて ちかづく、 みかたな し、 きょひで 

も 今 はは や、 すか 所 手 をお ひたお くと、 なぎなた 

をつ ゑに つき、 ふん ぢ がって ぞ 立た， 9 ける、 ときに 

女ば う、 ゆみや を さげて はし b 出、 の ふい かにき よ 

ひで どの、 さ こそに くしと お ぼ されん、 さ b ながら、 

きょひで をう つなら ば、 松 若 をた すけん との、 かたき 
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けいやく ある なれば、 よしみの やさきに か、 つて は 

て 給へ やと 立む かふ、 まつわ か は、 のこ ゑと きゝ、 

出 上に あら はれ 出、 かたきに いろ を さとられ じと、 

や あいかに 女ば うよ、 たと へきよ ひで が、 しんおう 

はか わると も、 なん； C\ はお さなき ときよ. o も、 ちぶ 

さ を あた へ し 事 なれ は、 わか子 もしう もどう せんぞ、 

それ を わが 子に かへんと は、 日ごろの こと はに たが 

ひたり、 それ もよ しな や 女な， 9、 たのむ まじ や 人心、 

されと も 一子の 松 わかへ は、 いひお きたき ことの あ 

り、 あ ひか まへ て此き はの、 さいごみ れんに あら ざ 

ると、 つたへ て はてし、 のちの 世の、 ぼ： U ひ をと ふ 

て ゑ させよ と、 てきへ ぉぞれ > ひに ふくみ、 外によ そ 

へ ていと まご ひ、 さ しもにが うなる きょひで も、 お 

なし 心の はまお ぎ も、 心に おつるな みだの 玉、 つら 

ぬき あへ ぬ、 けしき かな、 ときに 松 若、 よしなき 今 

のことば のす え、 これまでな b とおし はだぬ き、 つ 

ぐ かけが 一 子、 たもん 丸が じがい を 見て、 こうせい 

にかたれ やと、 ゆんでの わきに おした つる、 ふうふ、 

はっと まなこ はふ さげ 共、 み、 にき こふる わか子の 

こ ゑ、 やう/.^ めて へ おしま はし、 かたな もぬ かで さ 


四百 六十 

ん と うよ. 0-、 きょひて がま へ に おちけ る、 ち 、が、；！ "そ 

かなし けれ、 女 なれ 共 はまお ぎ は、 なんしに まさる， 

心に て、 ィ n 詞 さとき 心の さだおき にハ 見 とがめられ 

てはい かい ぞと、 の ふい かに きょひで どの、 若お 御 

じがい あるう へに、 なに ゝ いのちのお しからん、 さ 

あらば この やまいら せん、 うけてみ たまへ きょひで 

と、 そ、 ろ 引て みへ ける が、 つゆの うらみ もな きつ 

ま を、 君の ためとて はなさん や、 天のお それ もい か 

ならん と、 おも ふ  > ひ にても ふるい、 むねと いろき て 

はなつ にぞ、 あらざる 方に それた る や は、 げ にこと 

は b とみへ にけ， 9、 きょひで いや/^、 ふかくな ご 

b をお しみて は、 たくみし 心 も あだな， 0 と、 若ぎ み 

じがい まし ませば、 きょひで 御と も 申と て、 はら 十 

もんじに かき やぶり、 わが 子の しがいに かさなって、 

いだきつ きて ぞし、 にけ り 、さだおき が これ を 見て、 

くびうて と げぢ をす る を、 女ば うはお しとめて、 み 

づ からかくて あるう へ は、 他人に くび はとら せじと、 

おっと、 我 子の くび を 打、 さる にても 人々 よ、 ひと 

hs はおし うまた はつ ま、 おっとの くび を 女ば うの、 

身と して 打け る 心のう ち、 おしはかり 給 はれと、 今 


は-^ め もい と はすに、 こ ゑ をば か. 9 になげ きけ. o、 

げ にこと は りと、 うつ 手の せい、 とうおんに なげき 

し は、 むしんに あらぬ しるしな， 9、 今 は はやこれ ま 

でと、 はまお きを かいしゃくして 早 三重ち かぬ が やか 

たへ チ n シ つ，？'  \  け 、され はに や、 むらと. 9 のち 

かぬ は、 きょひで た 門が くびじっけんし、 やくそく 

なれば 一子 をば、 ほうしの ために ゆるしつ、、 心に 

か、 るく も あらぬ、 うき 世の あきの 風の こる、 あつ 

さに ねまの、 戶 を あけて、 しんやの H: の 月 かげに、 

よねんなく こそい ねに けれ、 されば にや はまお ぎ は、 

お. 0 をう かいひ むらと り を、 うたん ものおと 思 ひた 

つ、 しん ゐの ほうく わの たちの ほ.^、 ゑ、 しう つま 

のかた きぞ や、 中々 まつに またれば こそ、 しょせんう 

ん はてん にあ. 9、 こよ ひう たんと おも ひたつ 心のう 

ち こそ ふてき なれ、 はだのきごみにくさ.^^かけ、 白 

きこ そでに はらまきし、 きょひで さいごの じせつ ま 

で、 はなた す さしした ち を さし、 多 門ぎ み を も かい 

がいしく、 かろき すがたに 出た、 せ、 かき を やぶって 

大に はより、 しのび 入 こそ あぶな けれ、 このち うし 

んの心 ざし、 てん もかん をう あ. 9 ける にや、 との ゐ 


の もの もよ くね い h, ヽこ とに しゃう じ をお しひら き， 

さしい る 月に てきちかぬ、 せんこ もしら す ふし ゐた 

り、 はまお ぎ は うれし やと、 その まゝ かてう き， 9 お 

と し、 わがしう を かみに たて、 その 身 は あとへ まわ b 

つ、、 たが ひに かほ を 見合て、 二の いき を ほっとつ 

く、 さすが 若君お さなくて、 ひざう ち ふる ふて みえ 

ける を、 物 を もい はす はまお ぎ は、 はった とに らん 

ではが み をな す、 この 氣に はおて たもん まる、 こ、 

ろ を しづ めたら をぬ き、 すでにう たんと した まふ を、 

や あま づ しばらく、 いねた る もの、 くび 収て は、 か 

たきう ちと はい はれま じ、 いかにち かぬ、 おのれが 

ぐあんに 一 しゃう を、 しあ ふせた b とお も ふと も、 

もとよ こしまの 口 はかど、 その わざ は ひのし もがつ 

き、 一 - ソ 三重 てんの めいき やう、 あきらかに、 た^今 

うつ そぶ たう 人、 おき あへ やっとよ ば はれば、 心へ 

た， 0 とお きんと す、 かてう に まかれ ど をう しな ふ、 

はまお ぎ ゑた， 0.0 おさへ おき、 はやうちた まへ と 申 

にぞ、 十二 さいなる たもん まる、 たち か、 つて ぞ切 

た， 9 ける、 せめて はう つてた むけん と、 しう < ^し 

てうった ちに、 さん をみ たせし ごとくな b、 やがて 
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といめ を さしと をし、 あら うれし やとの たま ふ を、 

はまお ぎお さへ て、 うぢの かごに やとの ゐの もの、 

せんご もしら す 候へば、 はやおち ゆかんと かい- 

しく、 若ぎ み をお ひま いらせ、 とらの 尾 を ふむ 心ち 

して、 との ゐ のまへ に氣 をいた め、 どくじゃの 口に 

もんつ いぢ、 おんど b こへ てぞ おちた， 0 ける、 なに 

はの あしの あし はやき、 まことに いせのはま おぎ を、 

せんだい みもんの けん ぢょ やと、 きせん 上下 をし な 

ベて、 みなかん せぬ もの こそな か けれ 

第 四 

「その ゝち、 くわう んは. i  .5 'まらす、 されば きのつ 

ら ゆき は、 あがたの を さへ としたち て、 ゑんぎ 五つ 

のな つの ころ、 たいせん をよう ゐ なし、 すいしゅ か 

んど b ろ を そろへ、 みやこへ かへ ると きつ 風、 ひや 

うし を そろへ てこぎ 出す、 そこと もしらぬ わ だづみ 

の、 ふかき ひ をく みて しる、 人の くにまで まじわり 

の、 そのな さけ こそ 都 なれ、 八日の 月 の 海に いる、 

山の はに てと よみた る は、 さ b しむ かしの な b ひら 


四百 六十 二 

な hs、 このうみ べにて よまなん に は、 なみ たちさへ 

ていら す もと、 よみて まし やとお も ひよ る、 つら ゆ 

きひめ にの たま ふ は、 いかに 八 ゑが きこ、 こそ は、 

むろ 律の はてと いふ 所ぞ、 あのと を 山 をう ちな がめ、 

6 を はらし 給へ と ある、 やゑが き は 聞 まいらせ、 一 

しゅのうた にかく もなん まことに も、 名に きく 听は 

ねなら は、 とぶ かごと くに みやこへ も かなと、 口す 

さみ まします を、 人々 かんじた まひけ り、 かくて こ 

き ゆく うらなみの、 くろ ざき の 松い ろ あ をく、 いその 

なみま は ゆきとの み、 はこの うらなみた ゝぬ日 は、 う 

み を か \ み とたれ もみん、 いし 津の いそき すぎゆく 

に、 ふきくる かせのぁらければ、かぢと.^^が申ゃぅ、 

此 すみよし の明祌 は、 靈 のかみ にて まし ませば、 い 

の b を かけさせ 給 へやと、 大 あせに 成て かお をと る、 

つら ゆき はき こしめ し、 う， しほ をむ す-びいろ..'， \- の、 

きせい まします そのな かに、 やゑが き はもち 給 ふ、 

か- «• み をう みに 入る とて、 ち はや ふる；！ の 心の ある 

るう みに、 かいみ を いれて かつみつ るかな と、 よま 

せた まひて かの か》 み を、 なげいれ 給へ はこのう た 

に、 しんりょ もな ふじう まし まし けん、 なみ かせお 


さまり おいてよ く 早 三重な に はり、 うらに てチ "、ゾ 「船 

一 よす る、 これ はおき、 いせの あさげの こ ほ， o- にて、 

ちかぬ をう ちし はま をぎ は、 建の くに は、 おっとき 

よ ひで がし やう こくに て、 ゆか， をた のみ ゐた. 9 し 

に、 らう どうの さだをき が、 此 ところ を もさが す ゆ 

へ、 今 はは やせん かたなく、 日 も くれ かゝれ ば、 す 

みよしの こがくれに、 若君 もろともた ちしの び、 ひ 

そかに 事 をう か  > ひし は、 はくへ う ふむ が ことくな 

,9、 わかの こゝろ をみ ちとして、 あらきな み 風お さ 

まれ は、 この， フら \ ふ ねよ す-る、 よって つら ゆ-きょ 

ろ こびの、 御ぐ わん をと かん ためにと て、 やゑが き 

ひめ もろともに、 すみよし へさん けい ある、 かんぬ 

しくに はる たちむか ひ、 た 5- 八 r じ やうき やう まし ま 

すか、 かゝ るお りし もなら ではと、 さま もてな 

したて まつる、 しのびて あ， 0 し はまお ぎ は、 やゑが 

きひめ と 見る よ. 9 も、 大きに よろこび、 わかぎみ も 

ろ と も はし. 0 出、 の ふや ゑが きに てまし ます かや、 

さいふ はおと ゝか あねう へ かと、 人め も はぢゃに い 

だきつき、 よろこび 給 ふ はかぎ りなし、 や、 あって 

はまお ぎ、 きょひで がさい ごのし ぎ、 かゝ らんまで 

^お 日 Si  , 


のうきく ろう、 こま J^c- 'と 打 かたれば、 ひめぎみ も 

つら ゆきに、 やしなわれ まいらせ たる、 御 もの かた 

hN まし/ \ 'て、 さてつら ゆきに うちむ かひ、 かやう 

かやう の 御 事と、 はしめ おわ..^ を かたら るれば、 つら 

ゆき はき こし 召、 さて はさ やう かめで たやな、 これ 

もとう しゃの、 ひきあわせ、 ことに はしょぐ わん を 

かけ ぬれば、 しん. 9 よ をい さめの まひの そで、 かな 

でゝ祌 をそう せん は、 いかい あらんとの たまへば、 

く  ： ま る ,フけたま+*  h- 、 も レょ とひかん、"， りさ ？  V* ら 

は、 もっとも 神の もて あそび、 神 をす いしめ まし ま 

さば、 など かな ふじうなら ざらん、 そのうへ みな 月 

つ ごも. 0 は、 とうしゃの 神事で 候へ は、 みやこ 人に 

はめ づら かなる、 このさい れい を 御らん 有、 しかる 

ベう とぞ 申け る、 つら ゆき はき こし 召、 げ に- ^(- か 

かるお りに ふれ、 こゝ のまつ. 0 にあ ふ 事 も、 一 かた 

ならぬ きゑん ぞゃ、 まづ しんせんへ まいらん と、 た 

たせ 給へば やゑが き は、 たもん 丸 を ひきぐ して 三重 

やがてよ うい IO チ n シ 「きこ へけ る、 はなに こてう の、 

まひの そて、 はらから ゑ もんつ くろ ひて、 たま かつ 

ら、 うち かづく、 まゆのに ほひ やらん じ やの け ふ. 0 
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くわん しと ゑめ る、 かほ はせ は、 かの くわう めう の 

のちのよ を、 さとりの うたに もろこしの、 山の あな 

たにた つくも は、 こ、 にたく ひのけ ふ，^ なりと、 ご 

だう の ゑみ も かく やらん びんの、 こぼれの くもと な 

り、 よし ふ b よしこ ゑ もよ き、 されは^^^もみぢ、ニク 

三重 その あきつく になれ や 一 け ひらけて おもしろ や、 

むめの はな、 やがて はる ぞと白 ゆきの、 さしての い 

その さよち と b、 つきぬ ことばの 此 うらの、 はまへ 

の たづ の もろ こ ゑに 、ばんせい をよ ば ふ ひめこまつ、 

ゑた もさ かへ てと きわ ぞと、 しんりょ をす いしめ 給 

ひけ b 、身 はなら はしのう き 世に て、 ひなに- 、 ろの 

なぐさむ る、 わら ひの たねと こと 人 は、 ながめ 給 は 

んふラ ぞく を、 此身 にう つすな.^ かたち、 すかた ま 

ば ゆき タっ くひ、 あか まへ. たれに ついの かさ、 中に 

かさ ほこ、 いろ/,^ の、 うちわ あ ふぎの もやうよ く、 

いろ も わか 木の さくら はな、 いま は あ をば とおし ま 

るん、 うみ はな かめの はる くれて、 また さなへと る、 

さみ たれ も、 あきに はは やきと し =: の、 ゆめ もむ す 

ばで くれがたの、 ゆあみと はる ゝ 夕から す、 あっさ 

しのがん かたさとの、 しばし とて こそ ひとやすみ、 


 四百 六十 四  

御 じんじ なれば うち 出て、 まだて にいらぬ おど. 0 ふ 

り、 かみの みまへの しばのう へ、 ふたつ ひやう しに 

そろ ふこ ゑ、 四し やのお まへ の、 そ..^ はし は、 たが か 

けた やらな かた かに、 さあす みよしの きしの ひめ ま 

つめて たさよ、 さとはまっ.^^のぅちっとひ、 あから 

め もせて 高む しろ、 こまつの、 かげの したつゆに、 

そよ の 袖まで しつほり. と、 ぬれて はまべの、 いそち 

どり、 おきに. Si もめが ともよび かわす、 はん まちと 

b パ、 ち hvlo- ち hv- v/l )  *bb  、や， ち， 9)(.>と も と 

ぎ 出せ はか-にろ のおと がから ころ，.^、 からころも、 

思 ひ をぬ きに こ ひ をた て、 なさけの おさの、 め を こ 

めて、 しつが てお， 9 やぬ のびき の、 たきの しら 絲、 う 

ち は へ て あまつ、 おとめ やさら すらん、 ほし か 川べ の 

ほたる かと、 かの やさ 人のう たのた ね、 よむ やま さ 

ごの、 かす- に、 なみと なみだに 身 を はたす、 そ 

のま すら をが、 ます か 3 'み、 なみ- レ なりた やい そラ 

つなみに、 めなみお なみの、 ぬれに ぬれた る 中ぞゅ 

かしき、 あら うら 山し いか なれ は、 かた 山 ざと に 生 

れ きて、 と をき こしおと すみの ゑの、 うら 山 くにを 

へだて ゝも すめば、 みやこと おも ひとる、 いつれ す 


みよき すみよし の， おど hs つま ふつ よろこ ひつ、 さ 

あすみよ しの、 きしの ひめ 松め でた けれ、 おもしろ 

ぬ - 、 やゑが き 多 もん もろともに、 扇子 おっとり 

たち 給へば、 てうし にう つるま ひの そで、 せいかに 

もき へざる ゆき、 しう ねんに も、 つくる 事な き 風、 

あき をひゐ て、 手の うちにし やうすな る、 月 を かく 

して ふ と ころに、 いる さの かげと もろ ともに、 つら 

ゆきこ、 をた ちた まふ、 はらから もこれ までと、 神 

を はいして か へられけ. 9、 まこと あ， 9 ける きみが て 

に、 なびかぬ くさ も あらしと てきせん 上下お しなへ 

て、 みなかん せぬ もの こそな かり けれ 

第 五 

「その ゝち、 つら ゆき は住吉 より、 ことなくき ゝ やう 

まし/^ て、 いそぎさん だいな されつ ゝ、 くにの せ 

いとうつ ゝが なく、 まか， 0 のぼり；^ 火 だん、 つぶさ こ 

そうもん なされつ、、 さて またつ ぐ かげ おやこの 

事、 さだお きがあく ぎゃく を、 いち/^ そうし 給 ひ 

けり、 內ょ. 9 のせん じに は、 その さだおき が 事 をば、 

^ 佐 日記 


おもき ざいく わ はお こな ふべ し、 さてつぐ かげが 子 

ども は、 二人とも につら ゆきに、 あ づけお かる \所 

な.^、 かさねて 御 さた あるべし と、 ちょくで う,^ れ 

ばつら ゆき、 っゝ しんで おうけ をな し、 さて 人々 に 

うちむ かひ、 にん こくき き やうのう きくろう、 につ 

きに つけお き 給 ひつ、、 かなた こなたのう たま くら、 

など やうく わしく うちかたら ひ、 はまの まさごの か 

す/ は、 ィ CI 詞 あきのよ ながの もの かたりと、 いと 

ま を こふて か へらる ゝ、 これす ゑの 世に つら ゆきの、 

とさに つ きと 申 せし 事 三重 か さなる としに そチロ シ 

「しられけ る、 去 ほと に、 やゑが き 二人の 人々 は、 つ 

ら ゆきのな さけに て、 いその かみの ふる ごしょに、 

しばらく すませた まひけ， 9、 されば にや ひめぎみ は、 

われい とけな ふして はゝ にお くれ、 いま またち、 に 

と を ざ か h-l よろしき 世 ともなさぬ 事、 女ながら も 

あさまし や、 何と ぞ -/,\- 後代に、 のこる ほどなる さ 

うし を かき、 せめて はすぎ しゃ ゑ かきが、 ふでの す 

さみと いわれん と、 おぼしめ したち 給 ふ、 心のう ち 

こそ やさし けれ、 か \ る听 へつら ゆき は、 とも 人 を 

めしつれ てうす 月な し、 ゆ ふま くれ、 この 御し よ 
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へ ぞ入給 ふ、 ひめき みこな た へ 御い りと て、 さま/^ 

な. 9 しもの かた.： r に、 たもん 丸 はつら § きの、 とも 

人 を 打 つれて、 お. 9 からな.^ しあき くさ をな かめん 

ために そ 出 給 ふ、 i きに つら ゆき、 ひめぎみ にう も 

むかひ、 の ふい かに 八 ゑが き姬、 おんみ もさ か.^ の 

おみな へしく ねる はか りの、 ふせ ひぞ や、 てんじゃ 

う ひとの 內 にして、 いもせ の ゑん をと.^ むすばん、 

あかさせ 給へ と あり けれ は、 やゑが き はさし うつむ 

き、 もの 申さねば いわつ ゝじ、 いわね はきみ のみ 心 

の、 ィ 。詞 うち もはづ かし 申べ し、 されば にやみ づか 

らは、 きみの 御 かげ ふかき ゆへ、 斯 るみに しも やし 

な はれ、 なん ほう うれしく はんべ るに、 ひとつの ね 

が ひの 候ぞ や、 かやう- (- のし だ ひに て、 おも ひた 

ちた るぐ わんの あ. o、 もと、 みやこ ど の  一 くわん 

は、 一とせ なり ひら-あづまの かたに、 おもむき 給 ふ. 

みちの きな， =-、 ことに はきみ のおし へに て、 大 かた 

うたの よみくせ も、 すこし は 心へ さむら へば、 心ば 

か. 0 のさう し を かき、 低に とい めんと 思 ふゆへ、 こ 

のげ ちう せう じんし、 まいにち 水 を むすびつ、、 け 

がれ をき よめ^ へば、 まつこの ぐわん のみつ るまで、 
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其 御 こと を ゆるさし めた ま はれ かしとの たま へ ば、 

つら § き はき こし：^ し、 さて やさしき て い か 

な、 かんじ 入て さむら ふなり、 すいぶん 心 をつ くさ 

れょ、 其う へ 一 まの かけもの は、 さ. 0 し いづ、 が じ 

ひつ ぞゃ、 な. 9 ひらの 事 なれば、 御が う もよ ろしく 

はんべるな..^、 や \ よも ふけて 八つの かね、 まづか 

へらん と 出 給へ はや ゑが き は、 つまこめ に、 八 ゑ か 

きつぐ る ものた. c に、 ひとまに いらせた まひけ.^、 

つら ゆき は それよ h- も、 たち かへ らんと し 給 ふが、 

いやく わかき 女な り、 ためして みん とお ぼしめ し、 

- むらす ゝ きに 身 を か/、 し 三重 こと をう かゝひ チロシ 

「給 ひけ. 5、 あか 月 ころの あかの 水、 月 も 心 やすます 

らん、 さなき： U にものお も ふ 身に し、 なら はぬ あか 

のおけ、 ひさげ の、 つゆの たまた すき、 やつれく ろ 

かみむ す ぼゝれ たれ か あくべ きたが ひきなん まこも 

くさ、 よしと いわれん 二- ソ 三重 身に しあらねば、 つ、 

いつ、、 井づ. ^にかけ し、 まろが たけ、 おいに けら 

しな わがす かた、 を つるべに くみ かけて、 そて し 

ぼる こそ あやな けれ、 か、 るお. 9 ふし あてなる おと 

このけ たかき が、 ぁをか..^きぬに靑きかむ..^、 さも 


ほのめけ る、 ふせいに て、 きくの 花お け 手に ふれて、 

す. 0 ちか ふて ぞと を. 9 ける、 ひめぎみ いづれ いろ こ 

ころ、 げに うつくしき 花 かなと、 のた まふに こそ か 

のおの こ、 につ ことわら ひされば とよ、 はっかし け 

れ どこの はな は、 ぉもふかた へ のぉくh^もの、 もと 

めて は 候へ ども、 うつろ ふいろ のみへ けれ は、 その 

みづ すこし そゝぎ かけた ま はれ かしと 打 ふる、、 八 

ゑが き此 よしき ゝた まひ、 ぃとゃすき御事な^^、 さ 

り ながらお ほしめ す 御 かたへ、 おく b たまぶ その 花 

に、 わらわが 水 を まいらせ なば、 ふかき こひぢ に 水 

を さす、 色 しらすと やわら はれん、 お ほせ はさに て 

候へ ど、 ィ B  T- トハた はな ゆへ とお ぼしめ し、 なさ 

けの つゆ を ひと しづく、 つも b て ふち はす ゑの 事、 

そのうへ 御身に のぞみ 有と は、 ィ B 詞く わしく ぞんじ 

候へば、 かなら すかな へ 世に たて、、 まいら せんぞ 

やわが 思 ひ、 はらして たべと くどかる ゝ、 ひめ もも 

とよ b 心 ある、 おとこの いろの なを さ， 9 に、 イロ 詞ゎ 

ら わがの そみ かな ひなば、 いなに は あらす むさし あ 

ぶみ さすがに、 かけても かほの もみお や、 なみに ぐ 

む、 手 を とりかわし つま を 引、 いづ ゝ によりて そで 


を かけ、 たが ひに かけ を 水 かいみ、 おもて をなら ベ 

づゝ いづ ゝ、 井 づゝの 水 もけい やく も、 あさから す 

とこ そみ へに けれ、 このて い をつ ちゆき は、 すゝき 

のかげ よ. 9 御らん じて、 うってす てんとお ぼしめ し、 

とび 出た まへば かのお とこ、 はっとい ふ ひとこ ゑに 

てい づゝ のかけ に、 うせに け ，9、 これ はいかに とた 

ち 給 ふに、 また こつ せんと あら はれて、 あら はづか 

しの わかす がた、 イロ コトパ さんぬ る げんけ うねん 中 

に、 はかなくな. 9 しな. 0 ひらが、 その ゆうれい にて 

ばんべ るな hv、 ついに ゆく、 みちと はかね てき、 し 

かど、 きの ふけ ふ LJ はしら やして、 いろに ふけ h- か 

すかす の、 女 をお かせし もうしう にて、 うかまぬ 雲 

にたい よふな-^、 なをち ふしん を はらさん ため、 う 

かりし この 身の あ 6 さま を、 さんげに かた. 0 申さん 

と、 うつ ゝ ながらに チロシ 「たち 給 ふ、 いと も かし ュ 

きちよ く をう け、 大 うち 山の はるかす みたつ や、 や 

よ ひの はじめつ かた、 かすがのまっ..^のちょくしi 

て、 すき ひたいの かむ を ゆるさ；；； 一」 んじ やうに て 

の げんぶく は、 たう じ そのれ いまれな. 0 き、 むかしお 

とこの 名 をと めて、 花 たちばなのに ほひう つる はい 


土 佐 日記 


II 百 六十 七 


土 佐 日記 

づれぞ や、 にた， 5 やく かきつ ばた、 花 あやめ、 こ 

すゑに なく はせ みの、 からころもの そでし ろた への、 

，フ のまな こ なのりて すくる、 ほと ゝぎす 、さ つきの す 

ゑの ふじの 山、 ちらり f »» C みし ゆきを、 かのこ ま 

たらと よせ ひ ある、 うた も 心 も あめあられ、 と > ろ 

といろ となる 神の、 まぎれに きさき をお ひま いらせ、 

ふむ あしもと はこ ひの やみ、 よろ/ ^-/l- とおに 一 

くち、 あくた 川 を も、 うちわた， £>、 こと をと はれて 

しら 玉 か、 なに ぞ と 人のと ひしと き、 つゆと こたへ 

てきえ なんと、 ふかきい ろ こそ わ- 9 なけれ、 また あ 

ると き はこれ や この、 女の けしき もゝ とせに、 1 と 

せたら ぬつ くも かみ、 ひたいの な みやこし の ゆみ、 

や だけの つえの よろ 'と、 たもと を ひかへ くどか 

れて、 一夜い ねけ る 事 も 有げ にや、 まことに しのび 

ねの、 月に はめで しこれ ぞ この、 つもれば 人のお い 

となり、 此世を さ.. 9 ての ちの 世の、 じゃねんの あつ 

き は 身 をせ め c、 その ねん b きのみち はけ わしき、 

つるぎの 山のう ゑに こ ひしき、 人 はみ へたり うれし 

やとて、 行の ぼれば、 つるぎ は 身 を さきばん じゃく 

の、 おち かさな， 9 てき も をう つ、 こ は そ もい かにお 


四百 六十 八 

そろし や、 あら かなし やた へがた やと、 よべ ど さけ 

ベ ど たれ 人 か、 たすけん こ ゑ も、 あらし ふく、 たい 

ごくそつの いかる こ ゑ、 ほの をに むせぶ くるしみ を、 

これ 御らん せよ とい ふこ ゑ も、 たちまちめ うく わさ 

いんに して、 ほのほに むせぶ とみへ ける が、 さも あさ 

ましき すかた にて、 いきつぎ あへ ぬ ものう さに、 く 

さばの つゆ をのまん とて、 たちよる 所に ひとつの つ 

ゆ、 くる hN. /( とめく  hN しが、 さっと ひらけて その 

うちより、 こてう ひとつと び 出て、 これたか やすの 

つゆのまへ、 われよ- 9 ほかに こと 人 を、 もた じと い 

ふて かさねつ ま、 にくや つら やとと びか、 る、 まつ 

たこな たに かけお ける、 たった 山の 上の 一字、 うす 

ると みえて たちまちに、 せう じ やとな つてお ろかな 

り、 我つ まなる ぞ とま，. 0 ひよ る、 こなた はいつ ゝか. 

なた こそ、 かよ ひなれ にした かやす の、 こてう のり 

やうとの ゝ しって、 ゆんでめ てよ， 9 せめ か、 るに、 

> じもくら く あさまし や、 ぁゝら 心う つ、 な b ひら 

やすき ひまな きこの 身の せめ を、 たすけてた ベと い 

ふこ ゑ も、 き へ て あ. 0 なくな ける か、 すゝ きに う 

ける つゆの 玉、 はら ^とみへ ければ、 また かけ も 


の、 文 じ も 有、 これ はふし ぎと 思 ふところに、 また 

そくたいの すがたに て、 ゆめの ご i くに あら はれい 

で、 みだれ 心の じ ゃゐん のつ み、 しゃばの たのしみ 

めいどの あた、 かしゃく のせめ をう くるな. 9、 此か 

やかす のた まづ さは、 あまたの 女に かわし まの、 水 

くきの あと なれば、 御身 これ を かきあつめ、 さう し 

と なして わが あと を、 よきに とぶら ひた ま はれと、 

ふみの かす/ \ 'とり 出し、 八 ゑ かきに わたさる ゝ、 

つら ゆき もな みだに くれ、 さて はむかし にな b ひら 

の、 その ゆうれい にて 候 か、 ともに ちから をく わへ 

っゝ、 さう し を かゝせ なきあと を、 よきに i ふら ひ 

申さん と、 やくそく かたきい しの ひか、 ほたるの ひ 

か- 9 いなつまの、 かげよ b はやくう せ 給へ は、 ので 

ら のかね に ほの- と、 はや 明 わたる ふる 御し よの、 

松 かせ やばせ をば の ゆめ もや ふれて さめに け- 5、  二 

世 を 一 世に 見る 事 は 、せんだ いみ もんの しだいと て、 

きせん 上下お しなへ て、 みなかん せぬ、 者 こそな か 

,9 けれ、 

 第 六  

土 佐 日 I 


「 その ゝち、 ゑんぎ 七 年 八月 七日、 さだいじん なか 平、 

つら ゆき やゑが きき やう * たい を、 ともな ひさんだ い 

なされつ、、 な b ひらの ゆうれい、 ひめに まみえ 候 

ひて、 かゃぅ/^-のしだぃとて、 かき あら はした る 

ものがた. 9、 御 まへ に ひろう ある、 みかど ゑい ぶん 

あって、 きのと もの b にものが た， 9、 よま さしめ よ 

と 有ければ、 ともの， 9 御 せんに まか b 出、 此さ うし 

をよ み わかつ、 本讀 むかしお とこう ゐか うむり してな 

ら のき やう、 かすが のさと にしる よしして か.. ^ にい 

にけ b、 その さとに いとなまめ いたる おんな はら か 

ら すみけ h -、 此 おとこ はな， 9 ひらの、 うき 名 を ふで 

にに ほ はせ て、 かく もの かた. 9 につく  ，5.^,0、 こし 

のたい の 夜レ- のむ め、 春 やむ かしの 月 や あらぬ、 わが 

身 ひとつ も あると だに、 さだめな き 世のお し へに や、 

しゅつ. 9 の やう をし めすと や、 1^ しゃう さんがう じ 

つそう にもれ す、 よみお くわ かのことの はも、 みな 

大せ うのた へ なる の， o、 とくに ことば もよ もつ きじ、 

されば おも ふ 事、 いわで た- »• にや やみなん と、 かき 

はたした る ものがた ，9、 おのく あっと ぞ、 かんせ 

四百 六十 九 
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四百 七十 


 ^ 面 曾 我  II 

對面曾 我  土 佐少橡 正本 

拆 I 爾後、 あまつ こやね のべう ゑいに、 そがの 太郞 

すけの ぶと て、 さがみ のく にに 名 をえ たる チクリ 弓 取 

一人お はします、 右大將 よりと も 公へ、 す どの 忠ぎ 

あ.^ ける ゆへ、 同國中 村の 鄕を 賜りて、 めでたく さ 

かへ 給け.. > 、去 共 世つ ぎの あら ざれば、 一とせ おく 

の \ 狩 ばに て、 くどう さへ もん、 祐 つねに 討れ たる、 

川 律の 三郞 祐^げ が 子： Hr 一  萬笞王 兄弟 を * こう 

つ 共に 呼む かへ、 箱 王 をば はこね へ 上せ、 一 萬 を 養 

立、 則祐信 かとくと して、 そがの. f 郞祐 成と 改め、 

ゆい 跡 を さう ぞく 有、 今： n 其 祝ぎ として、 北 柴殿を 

始 とし、 わ ださが みの 守義 も. 9、 其 外の 諸 大名、 招 

請 有て、 饗應 の、 び をつ くした るけ つかう はおび た、 

しく こそみ へに けれ、 まづ とこの 正 めんに は、 そが 

だい の、 重寳、 四 ほう 夕 のかぶ とに、 锹形打 

てから か は おどしの 鯖に、 五 七の 桐の さし 物、 領知 

でんらいの 一 通、 るい. たいぶ やうの かんじゃう 有、 


W 百 七 ^ 二  II 

次に、 祐 成の 兵ぐ として、 一 かさ 增 b し大 鎧、 こん 

糸に てお どした る、 こく まつの どうに、 さかお もに 

か を きんに てお かせ、 ゑ ぼしが たの 金 甲に、 横木 爪 

のまへ だて、 かさ ぼ この さし 物、 おしたて、 かざら 

れし はげに もび、 まく、 みへ にけ り、 かくて は うら 

い 持 出れば、 北 條殿宣 ふ は、 まバ御 ふしの 御お」、 め 

でた う 相す み 其 上に て、 我/^ も 給 はらんと、 わ だ 

くどう、 いづれ もす、 め 申さ るれば、 さ 候 はいと 祐 

信 は、. 盃取上 一 ッ ほし、 十郞 にさし 給へば、 祐成は 

押いた いき、 人/^ に禮 をな し、 たんぶと うけて さら 

b とほし、 かへ し 申せば みな I どう、 ウタ t 力、 リ せん 

^うばん せいとが せらる ゝ、 祐 のぶ 悅淺 からす、 すん 

と 立て 盃を 北條 殿に 進 すれば、 *r たい 'にくみな 

がしみ な '、き やうに ぞ入給 ふ、 ときに すけつ ね、 

進出、 ^取 直し 十郞 殿、 きでんと 我と は、 一 けの 事、 

今更 申す もこと くどし、 其 元に は 今日より、 太郞 殿の 

嫡.， ：， と 成、 そがの 家を繼 給へば、 いとうが たの §づ 

り もの、 ^玉 ふ は 道に てな し、 ゑ ぼし かたの かぶと、 

さか おもだ かの 鐘 さし 物、 此方へ 御 こし あれ、 とう 

じい と うの 嫡 そん は、 祐經 にて 院 へよ、 ご 4i{ あん 


力：^! も ある まじと， 9 に てぞ 申さる ゝ、 祐成 きい て卬 

の だん、 尤には 候へ 共、 あの 腹卷 はお ゝぢ いとうの 

入道よ， 9、 玄っふ 川 津にゅ づられ た， o、 さし 物 は 入 

道 殿 四 代の 祖、 二 かいどう 遠 江 守 これちかより、 持 

傳 たる 重寶 なり、 某た 名 をつ いたり 共、 弟の 五郎と 一 

云 者 有、 なん ぞき 公へ わたすべき いはれ なしと ぞ申 

さる  > -、 祐經 いやと ょ十郞 殿、 あしく 物 をき、 給 ふ 

な、 ごぶんた 名 をつ ぎ 給へば、 玄 つがた のけい す、 

寶物何 かせん、 ど 中の こがねに ことならす、 我 はい 

とうのい へ なれば、 其寶 をて に 入な ば、 せんぞへの 

かう とい ひ、 一 け はんじゃう 成 こと は、 いとう 入道 そ 

んれ いも、 嘸 や 悅び玉 ふべ したいと く/, \ 'と 有 けれ 

ば、 祐成 ひざ を 立直し、 いや、 さ 程 一家 を 思 ふ 身が、 

川津を 何とて 討た るぞ、 かく 云 出す うへから は、 玄 

つ ふの 敵の がさ じと、 刀の 柄に 手 を かくる、 わ， たの 

士ロも b あいに い.. -、 尤 なり 乍 去、 祐經を 討 玉 は .5-、 

天下の 捉を 破と がニッ 有、 一 ッには 祐經の 父、 くど 

うむ や は、 御身の 父、 川津 殿に 殺て、 祐 つねの 爲 

に は、 おやの 敵に 候へば、 川 津殿を 討れ た， 9、 それ 

を 又 討 事 は、 又对 とてて うじな，^、  ニッに はやう し 

對而 我 


たる 者、 玄っ ふの 敵 をうた ぬ こと、 是 てんがの 大法 

な， り、 此 うへ はわ ぼくして、 一家 親/、 なし 給へ と、 

詞を つくしせ いせら る、 さしう つぶいて すけな. 0 'は 

一 とかう のへん じ もなか， 9 け、 0、 祐 のぶ は 手 を 束、 十 

一 郞 がぶ 禮の だん、 くがい を存 せぬ 者 なれば、 御免 を 

蒙 申べ しと、 やした まへば 北條 殿、 兩方 そこつ 有 

ベから す、 某よ きになし 申さん、 曰 もばん けいに 傾 

ず、 いざや 罷 立ん とて、 祐 信に 暇 を 乞、 たちいで 

玉へば 人/^ は^ゅく まよ- にか へらる、、 束な 

をつ くして、 いろ をよ そ ほふけ はゐ さか、 その 名 も 

たかき せう/ \ の、 ぁげゃはもとょ.^と.h^たてし、 

小さ くら やに 大 よせの、 花 を さかせ しゅふき やう は、 

おもしろ か b ける. たいな り、 上座に はェ藤 さへ も 

ん祐 つね、 次に びせんの 大 藤內、 そのほか 大 せい 引 

つれて、 ゆ ふ/^ とちやく ざな す、 上 や ふうふ を 初 

とし、 みな ^^ゆ じの 持な しに、 其 比さた ある 松 

の 君、 釉嶋と 申せし は、 大藤內 約束に て、 ひか. 9 か 

が やく あ. 0 さまの、 おとらぬ 女郎 さゆうに つれ あた 

hs を、 はら ふていで きた， 9、 はら/ 1\ 'とゐ ならびし 

は、 月ゅき^5^もぉ ょばじと、 ん/^ 見とれて ことば 

..  S 百 七十 三 
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なし、 大藤內 は 否 を袖嶋 にさし ければ、 取 上て くど 

うに さす、 祐 つね 頂 三 こん ほし、 次に 並し 女郎に、 

さす を 押ら れ、 彼に おあい こ、 にさし、 入み だれ 

たる 酒 も， 9 はいと もき やう ある ふせいな， 9、 去 共せ 

うせう 遲き ゆへ、 祐 つねき 色 あしければ、 ちたびの 

使 ひま もな し、 時に 男. きて、 せう く 樣御入 ふ、 

申す 詞に 人./^ は、 かたづ をの ふで 待け るに、 間 も 

おか やせう/^ は、 きん. <\ 'れ うらの 色- j そで、 つま 

を かさねて ゆりかけ し は、 さながら 天女の やうが う 

かと、 おも ふ、 ばか. 0 のよう^よ くに、 三千の 女郞 も、 

がん まよくな きが ごとくな. h>、 おめす をく せす そで 

しまが、 ：K やう ざに、 むん すと 打な を， 9、  ，： 乂郞 達に 

ゑし やくして、 旣に盃 初て、 力 、かまた わか やぎし 酒 

も， はいと も、 與 あるけ しきな. 9、 時に 祐經、 せう 

せ， フど のゝ 慰に、 何ぞ興 ある こと もやと、 申さ るれ 

ば大 藤內、 せんこく きでん あの 君 を、 乍 皆 天女と 宣 

ひし、 御詞 にて 某が、 思 ひ 付の ござ 候、 せう く 殿 

をば 辨 ざい 天、 のこる 所の 女郞 たち、 十五 どうじに 

表しつ、、 せう くどの 、御 まへ に、 品く かざらせ 

酒の まん、 是 はいかに と 云ければ、 ェ藤手 を 打^ ごへ 
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んは、 ぉゝ才 かく 候よ、 おも 白 からん はやとく と、 す 

すめ 立れば 女郞 達、 わら ひさ はぎて それよりも やが 

てよ， フゐ ときこ へ ける、 花やかに こそみ へ に けれ、 ま 

づ せぅ/^はみっぶとんょぎをぅ：^^-ろに引ぉほひ、 

いはや を やつして いりければ、 てんにょと さだめ、 

そでし ま は、 ゐん にやく どうじと 打み へ て あまたの、 

かぎ を ふくろに そへ きせるに、 かけて ぞ かづきけ 

る、 つぎに いでぬ る はつ 山 は ひっけん とうじと お ぼ 

しくて、 かたさ まま ゐる ごぞんじと かいたる ふみに 

ふで を そへ ゆるぎ いでたる 収な. 0 は、 やなぎ さくら 

にむ めが かの 1 つに、 に ほふ 三重 ごとくに て、 いづれ 

いかにと わきがた く、 なじみの 中の 打と けて、 むす 

ぶ も、 かろき みづ 色の、 て ほそ を兩 のて にもち て、 

につ こと ゑめ るまん ざう はい ま はや h- での せんせい 

に、 あ ふよ まれなる たまよの きみ、 く はんたい どう 

じ i み/にけ り、 いしゃう どうじ は *^、 まの すけ、 に 

しきの きぬ を かたに かけ、 かたてに つま を かい 取て、 

ふりかけ/,^ いづるて い、 さすがと しまの 夕ジ J なし 

は、 みな 人 ほむる、 ほめた こゝ ろの よければ、 ひとつ 

のめと 5-、 とよ さきが、 てうし さか づき もち いづ る、 


ゆせん どうじ ゃ是 ならん げ にと よ、 としはと みく 

さの ほに ほが、 さいて みのるて ふ、 きみの みつぎに 引 

きたる、 ぎう ば、 どうじと、 おぼしくて、 みつ. M ほ は 

五, K きなる、 ふさを かけた る 竹馬 を さても、 見事に、 

かざ. たて、 たづ さへ いづれば、 せんじ ゆの きみ、 

せんしゃ どうじと 打み へ て 花 を かざりし ふね くるま 

ゑんく のつな を むすびつけ ひいて 出た る 其 ふせい、 

おの^,, ^き やうに ぞ入給 ふ、 せう/^ はすけ つねに、 

向 酒 をす、 むれば、 いま は ざしきに たま かね、 

斬く とこに、，， .0 けれよ、 せう./.. \ "は、 いい ほうな し 

すかして とこ を 「おき いづる、 か、 る 所に、 ゑんの 

，フ へ、 もの さはが しく ど- フ と、 まや- フじ にう つ 

る 其 かげ は あ うんの、 二 わう にこ i ならす、 ^/\ 

驚き 效 ちったり、 タ (やう じ 四 五 間 ふみ 破て、 五郎 朝 

いな 一同に、 おどり 出た る 其 時む ね、 さか おもだ か 

のはら まきに、 四尺餘 りの たち を はく、 義ひ ではす 

はう にて、 草摺 三 げんかい 抓、 ひきす がり、 どうと 居 

て、 ゑい やっとと めた 、五郎 本より 大力、 又 引 立れば 

引 留め、 くる/,^ めぐる いき ほひ はた もん ぢ こくの 

ふんぬの せぃ是 に はま さじと みへ にけ る、 せう、 


さはが す あさいな さま、 御せ はな、 やき 給 ひそ、 はな 

ち 給へ ととい むれば、 義 ひできいて、 某 御所よ. 9 か 

へりの 道に て、 見れば 五郎、 鎧 引かけ 馳 ける ゆへ、 

心 元な く 追つ 3- き、 やうす を 聞ん 其爲 に、 是迄 一 所 

にきた ると いふ、 五郞 踊て はがみ をな し、 4- 郞殿は 

などお そき ぞ、 はや 御 出 候へ と、 あさいな を ふ..^ は 

なち 三重 こ、 やかし こと 「たづね ける、 かゝ ると ころ 

へ、 十郎 は、 もの ゝぐ かため 馳來、 やうす はいかに 

とのた まへば、 時む ね うれし さかぎ. りなく、 み、 に 

さ、 やき かくと いふ、 兄弟 悅び ぬき 足して、 すけつ 

ねが ふした りし、 くだんの 床に 立 かか. 9、 ねい. 0 し 

もの をき らん 事、 ：K にんに おなじ、 いざお こせと、 

三重 あとやま くらに、 たちよりて、 いかにす けつね、 

だいじの 敵 を 持た る 身が、 ふかくに み ゆる 物 哉、 

おきよ- (- とよば、 れ どこた へなければ 時宗 は、 う 

へ 成 衣 を 引はづ す、 祐成 たち を ふ.. >  上れば、 くどう 

にて は あらやして 大 とうない ぞ ふしてけ る、 き やう 

だいめ と 目 を 見 あはせ て、 あきれはて たる 計な b、 

十郎 たち を拔 持て、 そ 首 を 抓 引出し、 や あいかに、 

大 藤內、 祐 つねが 有 所、 眞 直に 申べ し、 少も包 物な 
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らば、 いけて はお かじと たち 突 付れば、 わな ゝ きこ 

へして 大 とうない、 何も 存せ す、 祐經 は、 た 3- 今い 

で、 かへ るう ち、 そこにね よとの 事 ゆへ に、 いねた 

るに て 候と ふる ひく ぞ申 ける、 時宗 は少將 を、 引 

立 刀 を 胸に 當、 いかに 流の 身 なれば とて、 祐 經が大 

名 ゆへ、 早 も 我に 思 ひかへ、 よくもお として 有け る 

な、 のがれ はなしと いふと きに、 てし ゆ 遽て走 出、 

さすが 

全 是少將 の わざに てな し、 ェ藤樣 涼の ぶし、 そこ を 

覺 て少將 にも、 色 を みせやに おち 給 ふ、 はいか りな 

がらせつ しゃめ が、 こ、 は うけあ ひ 申な， 9、 ェ藤樣 

は大磁 の、 き玄 ゆと 申す 女郎に、 心 を とれて 在せば、 

是 にさし こみ 此御 願、 押 付 叶 はせ. & べしと、 少將を 

引の くる、 朝い な はかけ 來、 おしわけ てつ ゝ とい. 9、 

なに を さは ぐぞ わかもの 共、 靜 れく此 ていしゅ 

が、 とつく とやう す をう け ごふた. o、 是は當 ざの 花 

な. 9 とて、 みつ 引れ うの もんつき を、 ていしゅ にこ 

そは與 けれ、 ていしゅ はこ 釉を押 戴、 我^ そん 迄 家 

名 をば、 三 浦と 名の. 9、 此 ごもん を 付 申さん と悅び 

て、 こよいの こと は 知人な し、 先隱 便に と 申す にぞ、 

朝い な祐成 時宗 は、 よきに 賴 とそれ よ b も 大藤內 を 
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引出し、 せめて はき やつ を、 さいなめと、 おきれば 

ふみ、 よろ ベば けた をし すき もな く、 三人 笑て ゆび 

ざしして、 宿所く にか へられけ，.^、 適祐經 長居せ 

ば、 あやう かるべき 次第 やと 貴賤 上下 安 詫 皆かん せ 

ぬ 者 社 無 けれ 

第 二 

「其 後、 朝日 向三郞 義秀、 そがの 五郞 時宗 は、 いづ 境 

にて 行 逢、 互に そばへ はし. 0 よ. 9、 是 はいかに とと 

ひければ、 よし ひできいて 去ば とよ、 先日、 け はゐ坂 

にて 噪の 事、 父義 盛が 聞 付、 以の 外に 腹 立し、 某 を 

かんどう なす、 カ不及 立いで ゝ、 一先 ffl 舍に身 を か 

く，. ^、 免許の 旨 を 願ん と、 ゆか. 9 のかた へ參 るな，^、 

是と いふ も ご へんら が、 身のう へ をお も ふゆへ、 父 

の 心に 背し と、 日 比に か はる あさいな が、 打 ま、 ほる 

る こそ まこと なれ、 時宗 はっと 手 を 打て、 拆は さや 

うかせ ひもな し、 我ら とても さの ごとし、 ほうしに 

なれとの 降の めい、 背て 男に 成た ると て、 母の かん 

きを 蒙れ. 0-、 某 はかね てよ， 9、 かく 有べ しと 思 ひし 


に、 ごへん は 笑止 千 萬 や、 義秀 聞て、^ はさ やうに 候 

か、 舍兄 はいかに と 云ければ、 去ば とよ 十郞 は、 わ だ 

殿の かんげんに、 やうし と 成て は玄っ ふの あだ、 討に 

は 叶 はぬ と、 宣ひ しその 日より、 祐 信が やかた を 出、 

ちう ゃ大 磯に 罷有、 ^よ ぞんの 程 はい はす 共、 すい 

さつ あれと ぞ申 ける、 義秀 聞て、 ぁゝ たのもしく、 

又 こそ あはん さらばと てた がいに、 見お くり それよ 

り も、 るべ のかた へ ぞい そぎけ る、 さる ほどに、 鎌 

倉の 御所に は、 侍 所の 別當、 ェ藤 さへ もん 祐經、 今日 

出仕の めん./^ へ、 申 渡け る やう は、 偖 も 我 君賴朝 

公、 右 大將に 任せられ、 其 御 まう ぎと して、 來 e: 十日 

御 能 あり、 諸 大名 諸 役人、 幷 にか まくら 中の 町人 共、 

見物 仰 付ら る、、 男 は 白洲に 相 詰べ し、 女 は 棧敷ご 

めん ある、 うの 上 こくに いづれ も、 相 詰べ しとの 御 

事な .9、 有 合 めん/ 一  同に、 畏て、 おうけ をな し 

わがや を さして ぞ 「かへ りけ る、 さ. たまる 日に も、 成 

しかば、 かま くら 中の 老若、 こ ゝを晴 と 出立て、 わ 

れも >.(» とまい， 9 し は、 おびた しう こそ 「見えに 

けれ、 こ、 に また、 へいけの 侍、 主馬の 判官 盛久 は、 

此 序に 忍 入、 よ.. >  朝 を 討 取、 くまのに 忍て 御座、 重 盛 
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一 の 公達 を、 大將 と領、 再へ いけの みよと なし、. C 君の 

御 仇 を、 むくいん と 思 ひたち、 かま くらにき た. 0 つ 

つ、 きせんに まじ はりう か， 5 'へ 共、 女 は ごてんへ 呼 

上られ、 男 は 白す に殘 ゆへ、 力 及 や こ、 かしこ やう 

す を、 う か^ひ ゐ たりけ. 9、 としのよ はい は、 ^づ 

はたや はたち 計のに ようぼうの、 いと あて やかに み 

へけ るが、 ともに はなれて たい 獨、 ぼうせん として 

たちいた. 9、 盛久は 促て、 な ふ 御身 は 何方よ， 9、 來 

給 ふ ぞい かなれば、 ひと..^ \ィ まします と、 いとむ つ 

まじく とひければ、 女房 聞て 躬は、 雪の下の 者 成が、 

御 能 見物いた さんと、 是迄參 侍へ 共、 つれたる 者 を 

見失 ひ、 あさま だきよ.^ 此 所に、 立 疲て侍 ふと、 か 

た h- ければ も. 9 ひさ は、 さていた はしゃ それがしが、 

伴て 參 せん、 わが 行かた へ、 御 こし あれい かにく 

と 云ければ、 女房 聞て 面 煩げ に、 かほ 打 傾 何方の、 お 

人 さま か はぞん せね 共、 御 心 入の 程、 忝な うは 侍へ 

ど、 今にも 連の 參 なば、 章を尋 申べ し、 ゑ こそおう 

け は 申さね と、 たちか へ らんと-Kた-^^しをしりひさ 

そで を、 ひかへ つ、、 尤には 候へ 共、 ほかへ 俾ひ 申さ 

ば こそ、 人の 尤も 有べ けれ、 御所へ 參に誰 有て、 い 

.  七十 七 
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なみ 申さん やう もな し、 我等に 任せ 給へ かし、 か、 

るすが たの 上郞 と、  > 〈ばし な. 9 共 御 つれだち、 申す 

こ. AJ も、 すぐせの>^^んは^ -l 0  く.//,^ と 手 を とれば、 

おんな はに つ こと 打 わら ひ、 何樣是もごゑんな..^、 

さあら ばつれ の來， る^、 賴 まいらせ ：3； ザ ふと、 さきに 

たつを もりひさ は、 うしろ さまに、 むすと だく、 女 

房是 はと 驚 を、 帶を解 小袖 を はぐ、 こ はとう ぞく か 

かなし やと、 もがく ところ を * たきす くめ、 みぎより 左 

のわきつ ぼ を、 こぶし も 通れと 刺 通し、 かしこの ほ 

り へ ざんぶと なげいれ 取た る、 こそで をう へに きて、 

かづきに かくす 男が ほ、 もとよ，^^ 久 ようがん は、 

よに かくれ かき 事 なれば、 さながらお うなの ごとく 

な..^、 いかに 主君の 爲 な，.^ とて、 思へば ひどうの 行 

跡 哉、 あ、 なむあみだぶつと となへ っゝ、 まばし ねん 

じゅ をな しにけ， 9、 か、 る 所に、 梶原平 三 かげ 時 は、 

見廻り の爲 出た るが、 世上に さた ある 色 好、 も. 0 久 

を 見る よ. 0 も、 誠の 女と 心へ て、 4\ 〈と- C とたち よ 

,0 て、 さて その ほう は 可として、 かく  S ィ いたる ぞゃ、 

見物の 者なら ば、 こなたへ 參れ とめ を 細め、 いと 懇に 

云ければ、 盛久 はか ぢ はら を、 見る よ.. >  嬉しく 幸と、 
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ごらんの ごとく 自は、 御 能 見物の 者 成が、 つれなる 

人に はなれつ \ 、そのうへ こ、 ち あしければ、 一足 

も はこばれす、 御藥の 侍ら はい.^ 給 はれ かしと かげ 

時が、 たもと にす がり 申け. o、 かぢ はらい ま はた ま 

られ や、 こ ひかせ ぞっと、 むね さはぎ、 邊を 見合 某 

が、 惡 やうに は 致 まじ、 すいぶん かんび やうな し ゑ 

させん、 まづ片 かげに て 休 そくし、 よき まぶん に 某 

が、 さ しづして 面白き、 所 をみ せんい ざま いれと、 

かたに 引かけ 立け るが、 ふ. r> あほの きて、 上郞 は、 

打 見た ると はさう ゐ して、 さて/ \> おもし こ はいか 

にと、 いへば 盛久 さも あらん、 こゝち あしく 寺へば、 

身 を 引 立る 事 叶 はす、 ごたいぎながら はやとく と、 

すゝ めければ かげ 時 は、 もとよ， 0 うで さきつ よけれ 

ば、 心へ たりと 云 ま、 に、 はゃ御能始..^て、 ふ ゑ や 

ついみ のこへ 共に、 ごてんの かたへ にい そぎけ.^、 

のう もなかば の、 比 成に、 玄 ぶん はよ しと 盛久 は、 

かたへ に： K のび、 もの、 ぐし、 あいづの たいこ を、 

打に けり、 忍びいた りしい ちみの 者、 こ、 かしこよ 

. ^あら はれて 時の こ へをぞ あげに ける、 すまん のけ 

ん ぶつ、 さう どうして、 うへ を 下へ と、 かへ しける、 


去 共 御所に は、 おのく 一  人當 千の、 物に なれたる 

兵 共、 もの 、ぐ かため 切て 出 こ、 を せんと ぞ 三重た、 

かひけ る、 か、 る 所に 盛 久が郞 等、 久遠 久住兩 人 は、 

大. たち を さし かざし、 たせいの なか を、 こと 共せ す、 

わりた てく 切 ちらせば、 あた， 0 にち かづく、 みか 

たなし、 こ、 に、 ^なの、 くに、 うんの 小 太郞、 行 

氏が 郎等、 幾 刀 かいこみ 馳向 ひ、 ひさす みに わたし， 

あ ひふた 打 三う ちて う/ \ "と、 合け るが 久 住に、 な 

きな た を、 打お とされ、 かたさき きられて 引て いる、 

安西の や 七が 郎等、 ^さじと 打てけ る、 心へ た， 9 と 

久とを は、 以 開て 打た ちに、 みけんの ぶかに 切 こま 

れょ ろり/^ と 引て いる、 1^ くの、 へい まの 丞が郞 

等、 久と をが うしろよ hv、 た： J. 一  打と する 所 を、 久 

住す かさす かけ 合、 兩 方よ. 0 切た つれば せんかた も 

なく、 うけだち にて、 かいふって にげ ゆく を いづく 

迄 もとおつ さまに、 ひさと をが 打た ちの、 きっさき 

を ほろ つけに、 切 こまれて 引て いる、 臼 木の、 八郞 

が郞 等、 すき まもなく 打てけ る を、 た、 みかけて 切 

付れば、 ゆんでの ひざ を 切 わられ、 かな はじと や 思 

ひけん、 ひかん とす どれ ひき も、 ゑす、 すでに あや 
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うくみ へけ る 時、 くどう さへ もん 祐 つね、 走いで、 

大 をん あげ、 何へ いけの ざんとう 共、 御所へ 亂 入す 

いさんな hs、 いで 物見せ ん大： U ちぬき、 まく  b たつ 

れば、 追 かへ し、 二三 ど 四 五 ど いどみし がさす が、 

名 を ゑし、 すけつ ねに、 何 かは以 たまるべき、 久と 

を 久住兩 人 は、 ゆんでめ でに、 切 ふせられ、 おなじ 

まくらに ま、 にげ. o、  のび ゐ たりし 盛久 は、 效ぬ 

所と 切て 出、 ぉゝ 珍し やくどう、 いざまい らんと わ 

たし あ ふ、 すけ つねゑた りと 云まゝ に、 兩方 めいよ 

の 兵に て、 まの ぎ をけ づ. 9  く は ゑん をた てこ ゝ をせ 

んと ぞたゝ かひけ る、 も， ひさかたよ hv、 きの 七き 

の 八 兄弟、 祐 つねに 切て かかる、 祐經が 郎等、 あ ふ 

みの 小 藤 太 八 はたの 三郞、 う を 討せ て 叶 はじと、 

おしへ だて わたし あ ひ 三重 こ、 を せんと ぞた 、かひ 

ける、 その ひまに、 も.^^久は、 此度 こそ は 穴 T;  く 共、 

おし 付 本 sf: たっせん と 人 だまい にぞ まぎれい る、 祐 

經主從 三人 は、 きの 七き の 八 兄弟 を、 ゆんでめ でに 

切 伏て、 も， 0 久 をのが さじと 三重 あと を また ふて おひ 

かくる、 わ： U のよ しも. o、 追 欠て、 長 追む やくと 引 

留め、 祐經 師友 それよ.^ も、 御所 を さして ぞ あがら 
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れ ける、 適と きの ちんじ やとて 貴賤 上下 安 詫 皆かん 一 

ざぬ 者 社 無 けれ  一 


めでたき みよに 大 いそや 、ゆき、 の 人もう かれぶ ね、 

色の みなとの 中に なを、 せんせいの かいさん とやま 

と、 のみ か は、 から 竹の、 せん， „ ^に 名 たかき とら ごせ 

ん、 其 風俗の 鉋くて、 又よ はからぬ だて 姿、 千 花が 

中の 一 花と、 か うけも ぢげ もお しなべ て4^^たはぬ人 

こそな かり けれ、 け ふし もやよ いみ かの くれ、 かの 

その 人に は あ ひもせ で、 如月の 半よ， 9、 世の 人 嫌 か 

おはらが、 け ふ 迄 も 上 詰の、 せひに あはん と認 共、 

1 よの 枕 も か はさねば、 1^ 三 かげ 時 持 あっか ひ、 い 

か -5- はせんと 夕 ぐれに、 岁 《るべ のち や 星へ きた. 0 し 

が、とらごせんに行ぁひて網^ぁふのけ,,^-と、ょり、 

め もな く 笑て 是はそ も、 我らが 迎に御 出か、 有が た 

しく、 大 かたさ やう 有べ しと、 思 ひお もって 來 b 

しに、 あんにた が はぬ 嬉 やと、 せなか を 打て 手 をと 

れば、 とら は その 手 を ふ， 5 はなち、 いらへ なにし にお 


むかいに、 まい 申さん やう もまた、 せう つきな く 

はき 給 ふぞ、 おきに ま 給へ かぢ はらと、. いふ 名 を、 

きく もい やらし と、 あいさう なげにい ひければ、 さ 

すがの かぢ はらせき めんし、 ほかの みるめ も はづか 

しく、 いはん こ と ばに さしつ まり、 よくお ぼへ て ご 

ざ あれ やと ばか. 9 いひて たちけ る を わら は 三重ぬ も 

のこ そな か. 9 けれ、 はる はま づ とよ、 の も 山 もた 

それの みの、 さくら あめ、 て ごとに かふて いへ づと 

に、 なせ やむ かし も、 ひさかたの あまつ かみよの、 

にゐ まくら、 みとの、 まくば い 有け る も、 是に、 な 

らひ てあきつ すの、 めでたくな 6. しせきれ いとう、 

それよ. 5、 いまにめ おの 中 か はすな さけの ことのは 

も、 うすき はい やよ、 こくせん や 三ぐ はん あめ は、 め 

いぶつと、 きせんら うに やくお しなべ てまろ きを 見 

れば ふくる よの、 月にニク三重4^fけれる、か っらぁめ、 

と，？^ んゑ がく 川口よ.^ も、 わきて ながる ゝ水 あめ 

や、 くむ： H ハ つきじかん ろすい、 里の 子 共よ、 とくは 

ゃくかは.《-こぃ》/^.»こん ぺ いとう も ある ベ いぎう ひ 

*,^な< ^の はと やす. 5- め やからな すび、 から ふ か 

らも ゝ、 うつくしく、 かぞ へなら ベて うた ひし は、 


おもしろ か， o ける だいな， 9、 とら はに つ こと 打 ゑ 

みて、 かさ もい しゃう もよ くに あ ふ、 うまれながら 

のから 人 か、 きか ま、 ほし やと 有ければ、 商人 は 打 笑 

て、 上郞樣 とて 正ろ やな、 飴 さへ めせば 何程 も、 て 

んぢく こうどの ほめことば、 わがて うこ ゝんの はや 

りうた、 ごまよ もうあれ とぞ、 申け る、 梶原 聞て や 

あ 商人、 とら 共い はる、 上郞 が、 己が 歌が 聞 度と て、 

其 飴 を かふべき か、 よく さへ うた はい 金銀 は、 • いか 

程 も ft 客が、 まきちらして とらすべし、 わつ とうた 

へと 云ければ、 商人 聞て 先 それ は 有が たし、 乍い 去す 

い 一 の、 太夫 さまに て 在せば、 やれの 上に はそう 

なき 物、 少 上て 見ません と、 飴 一 袋 さし 出す、 とら 

はわら ふて 手に とる を梶原 大きに 涌 上て、 我に あて 

て 其 飴 を手自 取て 有け るかと、 ばい 取て かしこへ す 

て、^ は此 商人が、 びじゃくの 色に 思 はく か、 きく は 

いな. 0 と 云 ま ゝに、 ぼう 押 取て 商人の、 はこ をみ ぢ 

んに 打く だく は、 ばう 玄 やくぶ じんに みへ にけ， 9 か 

かる 所へ かま くらよ- 5、 急の 使馳来 h -、 御所よ き 

うに 御 召と、 一 通 を さし 出す、 かぢ はら 急拜 見し、 

君の 仰のきう なれば、 せひに 及す はがみして、 すべ 


き やう 有り 其 商人、 留置 べしと けらい を そ へ、 つぶや 

きながら それよ. 9 もや かた を、 さして ぞか へ ける、 

とら はお かしく 商人の、 とめられ 給 ふ-. - 一玄 ゆの か 

げ、 よと 共 かた， o、 申べ し、 こなたへ きた.^ 候へ とと 

もな ひ、 內に ぞい b にけ る、 とらが ざしき は 花 かざ 

b、 び をつ くした る ものす きの、 け ふの ものと て ひ 

な あそび かいやくまでに かざ. ft- たて、 さま ^なり 

し、 もてなしに いざ あき 人に も jl, で やう ぞくと hs、  0. 

ひとつ 進 せん、 はやとく/ \ 'と 有ければ、 商人 は畏 

て、 ^やう 束ぬ げば 其よ はい、 十六 七の び 少年、 と 

らは 驚な ふ 御身 は、 どう 三郞 殿なる か、 あらめ づら 

しゃな つかし ゃ十郞 さま はいか ぃぞ とすが りついて 

ぞ なきに ける、 どう 三郞も 諸共に おつるな みだ をお 

しとい め、 日 比せつな る ごしん； ！：\ う 、存 申て 候へば、 

此 程の 御 きづく し、 さっし 入て 候な り、 ^此 間十郞 

殿、 御行 かたの れ ざれば、 定めて 此 やの 內に、 忍 給 

ひて 有らん と、 存乍も 今程 は、 人に 尋ん やう もな く、 

かやう に粧を 引かへ て、 御め にか、 る ことうれ し、 

へんじ も 早く 十郞 殿に、 あはせ て洽は 候へ や、 と 

らは 聞て さに てな し、 今 見 給 ふと 梶 原が、 其せ いとう 
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の つらければ、 內 からせく も 1 入に、 御め にか ゝる 

事 叶 はす、 こよい は 御身 を かの かたの ゆか hv と、 思 

ひ むらさきの、 ふかきい ろかに なぐさまん、 どう 一二 

郞は あれな. いかう に、 かけし か. りぎ ぬに、 かむ 

り を そ へ て かざられし、^ さいはい かに さ れば とよ、 

はづ かしながら かたるべし、 自が 父上、 伏 見の 大な 

ごん、 さがみ にさ すら ひ 給 ひし 時、 母の 長者に 戀草 

の、 假初 臥の 其 中に、 童 を 儲 給 ひつ 、、都へ 上り 給 ふ 

時、 此装柬 を 賜て、 三月 三日 は年每 に、 是， を钸 てお 

がみし に、 こぞの け ふは祐 成に、 是 をき せまし ひな 

ごとし、 ならべし、 そでのう つ，^ が も、 いつしか 夢 

と 成 はて ゝ、 まゝ にならぬ はう きょかな、 さ. 0 なが 

らっ 、がな く、 まします ことの うれしき に、 わざと 祝 

て 御身に きせ、 十 郞樣と 思 ふべ し、 からば に ま 

かせんと かむ. 9、 か..^ ぎぬ 「ちゃくしつ、、 さても 

ひいな の はじま. 9 は、 あはし まのお ゝん かみす みよ 

しの、 明神になご，.^を、ぉしみみかたちをかみにて、 

つく， 0 御 そばに、 ならべ 置 給 ひしょ， 9 おうな の是を 

もて あそぶ は、 ダを： た ふなら ひとやされ ばせいせ 

うな ごんが ふみに も、 こしかた ゆかしき もの、 ひいな 
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あそびの てう どゝ 有まして やい はん、 そがの 君、 よ 

うぼう ゆ ふびなる のみ か、 ぐん. 0 よきう ば、 い \ の 

物、 まう きく きんぎ まよぐ は 迄 も、 ならぶ かたなき 

身 なれ 共 はるの 花に は、 山お ろし 秋の 月に はむ らく 

もの 心に あらぬ 世の さは. 9、 ふたつ ゝれ， たつ かげみ 

れば、 うら 山し くも 行 鳥と、 あ ふぎ さす 手に とら ご 

せん、 ひしと すが .9 てむ ねの ひ は、 ふ じゃあ さまと 

わかれ 共、 も ゆる 思 ひ はおな じこと、 けぶ. 9  くらべ 

ん *r つが 身の、 か、 るつ とめの かなし やとな みだに、 

くれて ふし ゐ たり、 是見 たまへ と、 其 ひまに かむ り 

か. 0 ぎぬ、 ぎ か へて、 なが 大小に まきば を .010 こに、 

かけた る 花 入の、 あみがさ 取て 引かぶ. 9、 一  ふり ふ 

つて ふ. 9 かへ， 9、 あの 山み たか、 はつ ざ くら、 此谷 

みたか もゝの 花げ にう ぐ ひすの 花 をみ て、 ほ、 うと 

ほむる こへ はいと けしきに、 うつ 0 おもしろし とた 

がいに、 三重 か はす、 おしの はの、 ふかまの 水の そこ 

きょく、 むすびし 中 も 狸と、 夕 つげ 鳥の なかぬ 日 は、 

あ. 0 共き みに あはぬ よはな ふお ぼへ ぬと、 諸共に、 

かたに もたれて 立ゐ たる、 すがた はさ こそよ そめに 

は、 色と 思 はぬ 人ぞ なき、 かゝる 所に 祐成 は、 忍 ひ 


r 


來て此 てい を、 ^^^ゃぅじのひまょ-^見給ひて、 つ、 

と 入て 其 ま、 に、 ふた. 0 を さゆうへ 突 倒、 にらみつ 

けて ぞ立給 ふ、 是 はいかに と圑 三郎、 君のお ゆく へ 

尋 ん爲、 忍び 參て 候と、 申ければ 十郞 は、 いや 何と 

てま づ此 ざしきに 今の ふせい は 何事 ぞ、 己た、 ぬか 

此ぅ へに、 何の 云わけ 有べき ぞ、 にくき はとら に留 

た，.^ 今更い ふ も 腹 立と、 持た る 扇 を 取 直して う 

と 打た， /- き、 せきつ の， ON たる 有 慮な.^、 とら は泪に 

くれながら 物の ひ を も 聞 わけす、 さ ，9 と はつらき 

御 4>f かたと、 起 直る を 又 打す へ、 今 はは ゃ是 迄と、 立 

かへ らんと、 給 ふ を、 圑三郞 押留、 まづく お 心お 

^づ め、 と つ く. こと を閡 給へ、 それがし 是へ參 事、 

とら ごせんに 御な づみ、 敵の 事 を わきへ なし、 一向 

色に そみ 給 ふ、 去に 依 時宗 欉、 さま <\> 心 をつ くさ 

れて、 何と ぞ して とら ごせん を、 わきへ ゆういん 申 

なば、 おの づ から 里 通 を、 御留り 在ん と、 某 形 を 刷 

て、 此所 へまい，^ たり；. さ 全 ふぎに 候 はやと、 くだん 

の 装束 取いだ し、 祐成 にみ せければ、 祐成； 々聞 給 

ひ、 协 はさ やうに 有け るか、 かく 迄 思 ふかた < ^の、 

*{ん ていさつして 恥 や、 全 我が 誤な b、 はらば した 


つな 此 うへ は、 時，： にたい めんして、 わがまん てい 

を あかすべし、 まづ/ \-汝 はか へるべし と 仰ければ 

どう 三郞、 何 を 申 もお 爲 なり、 畏て 候と いとま、 申 

て かへ ける、 とら は淚を 押と J. め 思 ふが、 中の い 

さか ひとやき げんな をし に 酒の まんと みづ から、 て 

うし かたぶけ て、 十ら う 殿に さしければ、 祐成 取 

上て、 ほさん とせし が堰 上て、 ^^きり におつ る泪の 

たま、 つらぬき あへ ぬ ごとくな. o、lo らは あやし^ い 

かに やと、 とひければ 祐成は 圑三郞 が 申す でう、 時 

宗 が心體 の、 肝に てっして 恥し く、 思 ひ 切ん と 思 ふ 

程、 なをきれ やらぬ ぼんのうの、 いぬよ，^ もな をお 

とりた る、 祐 成が 心の中、 我ながら 口 をし と、 こへ 

打 ふる ふて 申さる ゝ、 とら もた もと を ま ぼ， 0 つ、、 拆 

もうれ しきお ゝせ やな 自 浮世にながら へて、 御身 檨 

の 御た めに、 ならぬ と 聞て つかのま も、 いきて せん 

なし 此 うへ は 、てみ らいの ちぎ， 0 こそ、 ゎすれ；^5 

ふな 是 迄と、 守 刀 を すら. 0 とぬ く、 祐成 押留且 まて、 

御身 を 殺 某が、 ながらへ て 何 かせん、 いや/ \ 御身 

はたい せつの、 のぞみ を もちて 御い のち、 すて 給 はん 

とはぉろかな..^、我は命ふたっ有，9、弟五郞がぁる內 
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は 敵 をうた で 置べ きか、 かく 迄 思 ひつめ たれば、 共に 

いのち をう しな はん 岁 (かしこ、 にて 相 果なば、 上 や 

の噪 いかいな り、 かやう/^ とさ ゝ やきて、 おび 二 

すじ を 取いだ し、 二 かいの 柱に 結 付、 たぐ. 0 て そと 

へ おちこちの、 みち もさ. ためす いでけ る は あやう、 

か. 0 ける^ だいな， o、 いろはに ほ へ と、 ち. 0 ぬる を わ 

がよ たれ ぞ つねなら むと おさなき 時の、 てなら ひに 

かきお そ は， 9 しわざ なれ ど、 よその こと、 やい たづ 

らに すぐる、 月日 はお ほ けれど、 はな 見る 春の すく 

なき を、 むかしの 人 はなげき けめ、 それさへ、 ある 

に 我 はかく、 いかに 君 ゆへ、 なれば とて、 か、 るう 

きみの はかな さ を こしおに、 か へ るか..^ がね も 人に、 

つぐるな、 たのむ によ、 ぅゐ のおく やま、 け ふこえ 

て、 あさき ゆめみし 世の中と. K らでゃ ふかく 思 ひい 

ひ、 人 を うらみ 身 をな げき、 かなしむ まじと 思 へ 共、 

我ら ごときの、 おろかの 身さん がい、 く はたく と、 聞 

時 は、 いか 成 里に かくれても 1 かくして やどる いほ 

もな し、 是 もたれ ゆ へ かた 樣の にくから ぬよりか く 

までに、 身 をす て V. こそう かぶせ も あ， 9 て ふ 物 をい 

さぎよ き、 此 世に まさるの ちの よと、 いさめられて 


はい さみつ、 *^ のびて いづる、 ゆと なれば、 こよ 

みは あれ ど ゑ ひもせ や、 け ふとい ふけ ふ大 いそ をい 

で こしゅけば 心なき、 身に も哀 を. K ると いふ、 嶋立 

澤に ぞっき 給 ふ、 それよ も 人々 は、 心靜 にう はぎ 

をぬ ぎ かたへ に 打 4< きむか ひゐ て、 かほと かほ 見 あ 

はせ て、 みらいは 必、 ひとつ はちす のうて なのう へ、 

ふかく かたら ひ 申べ し、 みれんに わたらせ 給 ふなと、 

申す ことば も そ 3 'ろに て、 又う も ふしてな くば か， c、 

祐成 いや/, \. 歎つ、、 殿ば 人 や 見 尤ん、 はやく さ 

いご を 急ん と、 みづを 結念佛 し、 刀ぬ きもちい か 

に とら、 いまが 此 世の 限. 0 な. 9、 ねんぶつ 申せとの 

たまへば、 とら は 心へ さ ふら-ふと、 まなこ を、 ふさ 

ぎく はんねんす、 祐 成す かざす 心 もと、 さし 通せば 

つば もとよ，. o- ほっきと、 おれて ぞとス にけ る と らは 

驚 こ はいかに、 祐成 につ こと 打 笑、 其 心て い をた め 

さんと たくむ 思 ひの 劍 ば、、 木. たちに はく をお しど 

.9 の、 色け をさむし 玄 つの 程、 お、 たのもし、/^、 

すへの 松 山 愚な り、 ふじのた かねに なみこす 共、 た 

がいの 中 はか はる まじ、 二の みや かたへ 立 忍び、 い 

さい は あれに て かたらん と、 二人 手に て を 取く みて 


ふかく 忍びて ぞゐ た. y ける、 げに あさからぬ かたら 

ひとき せん 上下 押な ベて 皆 か ん せぬ もの こそ 無け 

れ 
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わたるい たばし、 とん どろと いろ、 ：l*,f どろ もどろ の、 

あしなみ を、 物 くるわしの すがた やと 人の はやす が. 

みづ から はな を、 おもしろ ふさ ふよの、 はやせ や 子 

ども、 はやさぬ かさ ゝ につけた るふ， 0 つ 3- み 風が さ 

そへば からころ， 5 比 は、 やよいの 夕が すみ、 立いで 

てみ ねの くも、 花 にゃあらん 白た への ゆきかと、 の 

みぞうた が はる、 その 花よ. 0 も、 ,/^， いざよ ひ 過 

てつぎ のよ や、 見し かほば せがめに つきの すみ まゆ 

かみの、 おもかげが、 身に みん \と 二せ かけて、 か 

は たま ふな、 わすれ じと、 かたく むすびし ふう じ 

めの、 ふた. 0 が 中に かよ ふかみ、 くも ゐ にかせ の、 そ 

よそよ とよ もに、 くんじて ちる 花 はさら-,/ \ さ らり、 

さつ/^ と、 ふ b か、 h- たる こぼれ かみ、 かきあげ 

ノ かきあげ ばちに 懸，^ て もつれて よれて、 とけぬ、 思 

ir3" 我 


ひ はう やつら やうき よに あき か、 はるながら、 ぎ 

たつ 澤の 夕まぐれ、 お 、ちみ 月に 松の はの、 かす はよ 

む 共 君 思 ふ、 こ ひしき 事の、 かす， $\ 'に、 いかでお 

よばん まつ 人 も、 こぬ よ あまたに 成 ぬれば、 ひとり 

かたしく、 たま くらに、 ふけ ゆく かねの こへ すごく、 

あらしに つた ふ ひいきに は、 ゆめ やぶれて おき 見れ 

ば 見し よの 人の 係が、 とこの かけ 物 ふすまの ゑに 立 

そ ひ、 いだきと めんと すれ 共 かげきへ て、 かしこの 

つまど、 こ、 のす み/^、 かけ. 0 めぐって、 物く る 

はしき、 らんび やうし、 す はこ そ 松 ふく 風 二 さそ は 

れ、 いはう つなみの どう と あだし、 こ、 ろの、 

みだれ かみ ゆ ふて うらみ を、 はるの くれ 嗨立 澤にぞ 

つきに ける、 さる 程に、 是は、 三千 風と 書て、 みち 

風と な づきた る、 行脚の 者に て 候、 くばん ゐ^ くど 

く 平等 施 一切 同、 ほつ ぼたいし ん玄 やけんの 眼 も 

ほらし き、 色の めもと も ふさぎて は、 おなじのば、 

の 塊に、 なると は 誰も 知 やうに、 らぬ はま ゆらの 

けんぞくと、 なりぬ る 事 こそ、 はかな けれ、 こゝ に、 

大磯 のとら ごせん、 全盛 又な き 身な りしに、 そがの 

何が しと かやい ふ 客に、 互に 結ぶ 心中の、 あへ なく 
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も此澤 にて、 廿日 斗い せんに、； 3^ の 下に 身 をち いめ、 

ついに はかなく 成 候、 ぐそうう へんの 者 なれば、 こ 

こに 葬 石碑 をた て、 諸人の ゑ かう を 請ん 爲、 形 を 刻 

かやう に 負、 大 磯邊 をく はん 玄ん し、 たい 今 かへ. 9 

候な b、 いや あれ 成、 とらが つかに こしかけし、 狂 

女 はいか ：5.と 立 寄て、 みれば こ は そ も少將 か、 五郎 

檨 にて 在す か とたが いに ひし とす： がりつ きま づさ 

き、 だつ はなみ だな，. y、 や、 有て 少將 は、 二せ とち 

ぎ h- しみ づ から を、 ふ hN すて ゝとら ごせんの、 ほ だ 

いの 爲に 出家な し、 此 あん 玄 つに ゐ給ふ は、 有べき 

事共 思 はれす、 かく 身 を やつし 忍 出、 とに もい かに 

も 成べ きと 思 ひさ だ めて さ ふら ふぞ や、 時宗もう す 

を 取て すて、 是 見よ や、 出家 はせ す、 かねて わ 女 も 

知 ごとく、 かの ェ藤 祐經 が、 却 こなた を 討ん とす、 

たせいに ぶせ い 力なく、 兄十郞 はとら ごせんと、 心 

中して 4^、 たると、 世に ひろうな し 時宗 は、 母の 仰 

に隨 て、 ほうしに 成しと 人々 に、 ：K らせん 爲の 策、 

祐成 とら は 先立て、 二の みや かたに 忍び ゐる、 かま 

へて あんす る 事な かれと、 打 かたら ひて ゐる 時に、 

物お と まぢかく 聞 ふれば、 時宗 は少將 を、 かたはら 
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へ. K のばせ をき、 其 身 も かたへ にかく れゐて、 こと 

の よしを ぞうか i 'ひける、 まだ 夕月の、 比 成 は、 つ 

いのて うちん、 か-! - やきて、 見れば 庵に 構 木瓜、 

や、 祐經 ごさん なれ、 奴こゝに來る事、i^^、まっ所の 

狸、 打てと らん 嬉 やとた ちぬき そばめて、 まち かけ 

た.^、 まぢかく なれば、 てうちん を、 切て おとす を 

供の ぶし、 はらく と 押 取 まく、 なん ぞ五郞 にた ま 

るべき 蔡 たて 切 はらへば、 の 物を捨 置て、 四方へ 

ばつと ぞ ちった. 9 ける、 時宗 急駕の を ふみ 破祐經 

を、 かいつ かんで 引いだ し、 すかさす 押 伏の りか、 

.9V. とし 比 ねら ひし、 おやの かたき、 け ふめぐ.. >  あ 

ふうれ しさよ、 くさの かげなる 父 そんれ い、 た 3. 今 

たむ け 奉る と、 跳 上. 0 飛 上. 0 さんく に 切ち らし、 

切た る 首の 鬈取、 塗た るち を 押の ご ひ、 靈 せんにた 

むけん と、 月に すかして みて あれば、 祐經 にて は あ 

ら すして、 名 もな き 者の くびな りけ.^、 時宗 はっと 

ひざ をう ち、 ゑ、 むねん ゃ淺 まし や、 か 程に 心 をつ く 

したる、 おやの かたき を 時.：： 小が、 打 そんじた..^ とい 

はれん は、 世に 口お しきま だい ぞと、 た いぢに どう 

とざ をく みて、 ゆみやの かみ もい かなれば、 いとうが 


^そん を か 程 迄、 にくみ すてさせ 給ふぞ とお ぼへ す、 

そ いろに おち か 、る、 むねんの なみだ はせ き あ へす、 

か、 る 所に 時宗が、 うしろに ェ藤 祐經、 すっと 立て 

いかに 五郞、 此祐 つ ね を 打 事 は 兄弟よ つ て も 叶 まじ、 

向後 心を飜 せ、 五郞讫 にらみ 付、 うれし や 天の 與な 

^、く はんねんせ よと たちお つ 取、 切て か、 れば祐 つ 

ね も、 さ^った..^ とぬ き あはせ^ のぎ をけ づ.. 0 てた 

たか ひける、 か、 る おりふし、 七 尺 ゆたかな 大男、 預 

た b とわって 入. o、 双方 を打留 る、 時宗 怒て 大切 成、 

敵 討の 玄 やまな さば、 討て 捨るぞ のけと いふ、 時に 彼 

者 湖 笠 を 取て 捨れ ば、 朝い なな. o、 兩人是 はと 驚ば、 

朝い なむす とざ を くんで、 ^ばらく- (-、 すけだち 

にて は、 さらにな し、 ことの ど- フ b をと つくと きけ、 

や、 祐 つね、 一ら ぅ別當 たる 其 身と して、 何し に是 

へ はき 給 ふぞ、 まった 時宗、 ごへん は 祐經を 組 ゆへ、 

母の かんだ う 蒙し に、 それ を やぶる か大 ざいにん そ 

こ 立され と、 云ければ、 時宗 聞て、 くん ふの 仇 をば、 

共に 夭 をいたい かす、 たい . 打に と 飛 か、 る、 朝い 

な尙も 引と， S. め、 さ 程 口き く 其方が、 兄 十郞と 師友 

に、 討て こそ は 父 川 律の、 靈 こん も悅 れん、 五つ や 


三つの 比よ， り も、 心 をつ くせし 兄弟が、 兄 を 指 置う つ 

ならば、 惣領、 C 助成 は、 たんせいむ になす のみなら 

す、 膽病 もの、 名 を 取て、 ふかう のつ み遁 なし、 わ ど 

のば かり か、 川 津が子 か、 いかに/^ とつめ ければ、 

凉の 五郞了 ごんの、 へんとう にも 及す して、 さしう 

っぶぃてゐた..^け，<^、 時に 祐經立 上って、 いかに 時 

宗、 某是 へ 來る 事、 十 郞は大 磯の、 遊女 を偷 で^た、 り 

しに、 置 所な くさし 殺、 せひな く 其 身も岁 r ぬと いふ、 

五郎 は 坊主に 成と きく、^ はま ごくの こし 拔共、 一 け 

の 名 下と 人 に、 唱られ て は此ェ 藤が、 ぶ ゆ. うの 

家の かきんと 成る、 打て 捨んと 思 ひしに、 今 の^は ざ 

心ば へ、 存の ほか たのもし、、 我 も 一 子 を 持け るが、 

汝が やう 成る  >  』 を 持 事、 適川津 はく は ほう 人、 隨分腕 

に 力 を いれ、 ふた- 9 にても 三人 にても 多く かたう ど 

催して、 此 すけつ ねが 首 をうて、 汝 が；：：：： はくどうが 

身に、 立べき はがね 覺 なし、 是 はお ぼへの ある 棘、 い 

ざ とらす るぞ とさし 出す、 時宗 をく せす つ ゝと より、 

人に 刀を授 るに は、 つか を- 1 ュ、 53 すべ き 胡 や はさき 

を 出す 事、 請 取べ しと 祐經 が、 持た る 拳 をみ じと 収、 

ちから 任に： K めつ くれば、 ねん. o- きうで にかた まつ 


對面！ |E 我 
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て、 祐 つねが 拳よ. 9、 ながる、 のり は 紅の きぬ 引 は 

へたるごとくなh^、 靱ぃなみて取ぁへす、 こしに 付 

たる 大 さんに て、 やがて、 此ち をたん ぶとうけ、 五郞 

が 手 を 押 はなし、 一 口 飮でェ 藤に さしい こくに は、 會 

盟 とて、 ち をす、 つて、 双方の、 約 をた がへ ぬ 誓と 

なす、 此義 ひで が證 人ぞ、 御身 吞 V ^五郎に させ、 は 

やとく./^ と せめられて 祐 つね、 まなこ くらめ 共 さ 

あらぬ ていに て  一 口の み、 五郞 にさせば 時宗、 盃請取 

押いたい き、 害 土の 會盟 は、 儀の ち をす、 る、 押 


付_ 

我ら兄弟が^^^^ん上仕らん、 たがへ 給 ふな 祐 つね： 

と、 悅勇 すっと ほす、 ェ 藤は克 心へ たり、 すいぶん 一 

うてよ と にらみつけ、 やかたへ か へれば 時宗 は、 手 一 

に 握た る 其 敵、 のがす 事の 有べき かと、 追 北 出る を 一 

朝 いなとめ、 一人に て 討て はた、 す、 兄祐成 兄弟し： 

て、 討て 本望 を 遂られ よと、 せいせられつ、、 ちから 一 

なく はがみ をな して、 立た.^ ける、 武道 を 立る ぶし； 

の 身の、 ぎ は 金て つに ひとし \ とて 貴賤 上下 安 詫 皆 

かんせぬ 者 社 無 けれ  ： 
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曾 我 兄弟の 人-,, -は、 一 所に さし 郡祐成 仰け る樣 は、 

いかに 時宗、 賴朝公 かねてより、 武州淺 草の 観世音 

へ、 天下 太平の きせい 有.. -、 願狀を こめられ しに、 程 

なくせい ひつ 成け る ゆへ、 代さん として 祐經 が、 ぶ 

:K うへ 行 由 聞て 有り、 何と ぞ 忍び 年 來の、 ほんもう 

を たっせん は、 いかい あら ふと 有ければ、 時宗う け 

給 は.^、 嬉げに 打 笑て 如 渡 得 船と は是 ならん、 早々 

ご*^たく有べしと、 兄弟 師友 それよりも、 やがてよ 

ぅゐ をな し 給 ふ、 さくらち る、 *^がのぅらはに、 あ 

らね 共、 たまち るな みの、 花 川 らうに やくき せん 

くんじ ゆなす、 ゆへ をい かにと たづぬ るに、 世に 弄 

はいかいの、 女點 者に 朝日と て、 わ こくの ことにく 

ら からす、 世上に ひろき まんく よせ われ も、 /CLC 

つど ひよ， 0 にぎ はし、 か. 0 ける ま、 だいな り、 か、 る 

所へ、 けはゐ 坂の 小 櫻 や は、 朝い なに 家名 を もら ひ、 

今 は 三 浦と 改て、 淺 草に 來 りしが、 あんない こふて 

立 入ば、 朝日 は 上に しゃう じつ、、 いか 成 ごようと 

とひければ、 去ば 候此 度、 ちゝぶ どの：^ くんかう に、 

此入 間の 郡 を 賜，.^、 色里なくて は 叶 じと、 新に 是を 


取 立ら る然 べきち を 某に、 望 申せと 仰に より、 當所 

に來て 候な.^、 就 夫て 其 かたは、 是に 久しく 御 栖ゐ、 

所の やうす も御存 なり、 いづかた を郭 とし、 然 ベく 

候 はん、 殊又其 元は、 江 口の 君の 歡 ゆか. と、 承 候 

へば、 便宜く 此事， V、 相 だん 申さん 其た めに、 是迄、 

まい b て 候な， 9、 其 上と この かけ 物 を、 ぎんじて 見 

れば 世の中 を、 いと ふ ほどこ そかた からめ、 か の 

やど. 0 を、 おしむ 君 かな 是、 西 行の 玄 ひつに て、 江 

口に 與し ゑい かな， 9、 をく ゆかし やと、 有ければ、 

朝日 聞て、 仰の 如 私 は、 江 口の 妹、 江川と 申せし 者 

成が、 身 ま、 に 成て 所から、 うきよの にご， 0 を、 す 

みた 川、 みやこ ど. 9 の ふるすに て、 うたの 事に はよ 

せ あれば、 くさの 庵 を 引 結び、 心 靜に世 をお く.^、 

いとま ある 身に さ ふらへば、 いかにも 其 問 八 口、 承 申 

べし、 色に そみ たる 若人 は、 心う かれて 亂る § へ、 

靜ん爲 に 昔よ h -、 お、 く は是を 無常ば の、 邊に ちか 

く 立お かる、 此所 にて 申さん は、 はしば の 向さん や 

こそ、 宜 からん と あ ければ、 三 うら 大きに 悅て、 

さあら ば 其 かた 能 やうに、 萬たん 賴 候と、 た、 んと 

せじが あいさつに、 ふで 押 取て かくば かり、 はなよ 


-o も、 ゑが ほまづ よき、 あさひ かなと、 せう び^け 

れば、 朝日、 忝な しと 取 上て、 はしらす ふでもう つ 

くしく たが まことから、 かすむ あの 山と つけ 、れ ば、 

三 うらよ こで を、 てう ど 打て、 おもしろし /1«»、 ま 

んた くわた ましす るなら ば、 西 ゐん 興行 致べ し、 彌 

色里 開闢 を、 賴 いる さの 山の はに、 月の よざくら、 

ほの ぐと、 朝： n に らむ花 川 あけて 三 浦 はよ 

ろ こびの まゆ を 三重 ひらきて か へh^ける、はるがすみ 

花 もま づ さく、 京 まち を 三 浦の やかたと さだめられ、 

九十 三 げんた てなら ぶつ いきて、 たかき 山 口 や あま 

てる かみの、 立 給 ふ、 いせや、 やましろ、 天 まやに 

ふく， }C ざい ある、 みやう が やの なを もさ かふる、 と 

み を かや、 色 も か へ ぬ はお、 けれど 松 や、 まつば や、 

お ほ まつや、 ゑ だ も、 ゑげ りて 君と わが あ ふよつ き 

せぬ さはぎ に はいかに よ 二- ン三 重なが き、 ながつきの、 

有 明の、 月 も あげやの、 のきに その ま、 あ， 9 ながら、 

きゃくに つれ なきわかれ 酒、 さらば さ、 やに、 やく 

そく を、 又^な の やの、 ^な- と、 かすか さな， 5 

し、 かづ さやに、 いくよ はこびて あし 引の 山 やのと 

,9 の、 だり をのな がく も かよ ふなが さき や、 こゝろ 

il 百 八十 九—  ； 
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の 玉 やまる や こそ、 なじみて よけれ、 よつめ、 やに か 

かる かぎ やの、 ひさしく も、 大. 律つ のく にいち もん 

じふた つ、 ともへ に、 みつど もへ、 まんじ かたば み、 

すいき やに、 のし やひ やう ごや さど ふしみ、 人 は 何共 

いへ だ やの、 君と われ こそ ふかく さの 里、 ならね 共う 

づら やの、 こへ よきうた にき、 とれて ふけ ゆく、 そ 

らの4^^らくもにはねを、 ハヤ 三重なら ぶる、 か. りが は 

や、 とけて まと はる、 つた や， .- そちよ も はなれや、 あ 

ふみやに さいなみ、 よす るみぎ はやの、 花 も 色 ある 

ふぢ やが みせ、 ふぢの めい よは さかいの うらよ、 さ 

かい やひし やゑび さがみ、 かい や はし もとき b ぁづ 

まきつかう もっかう 大こ くや、 たから ぞ つもる 山 も 

とや、 あげやに 取て はいせ おは b ならぶ、 うみ づ ら、 

ゆく みづ の、 なかに かけた る はし もと やわ かさ いづ 

みのとう たら， o、 どう./, \' たら. 0 たへ すとう わきて 

なが る、 いづ ゝ やの、 ほと， 9 にち かくう へ おきし、 き 

b やが 色 も、 とき はに て ける、 松ば や 立 花や、 ゑ 

び や ふせ だ や、 たてなら ベ、 色の もなかの、 さはぎ に 

はいかなる、 *^ゃぅのぃはゃの、 おひ 玄.^ 樣も、 三 

すじの いとに 引た てられて、 とんと 打 こむ すが、 き 
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の、 ひやう し を そろへ て ゑい/,, ゑい-/^ f,- 

(> あれさの ゑい、 此 やれた のしき、 みよこ そめ 

でた けれ、 かくてお ぎ やう も、 玄 やう 玄 ゆし、 け ふ 

士ロ  H の はしら だて、 玄 やうとう のまう ぎと して、 ，9 

うぶし をた て ゆみや を はげ 三 うらが、 い へ のにぎ は 

ひ は、 何に たと へん、 かた もな し、 ばんじ やうのと う 

.9 やう はいしゃう、 たいしく あらためて、 楝 のうへ 

に畏. り、 きもんに むかひ はい をな し くもつの、 もち 

いせい どう を、 取て 四方へ まきちらす は、 にぎ はし 

か.. >  ける、 M だいな. 9、 かくて 十郞、 祐成 は、 尋る者 

を 伺 ふて、 ほうかぶ b してたい ひと.. 9 こ、 や、 かし 

こと 見た まふ を、 かたへ に休ゐ た. 9 ける、 あまたの 

にんぶ 一 同に、 返 じと 押 取 まく、 巾に i 人 進出、 い 

かに、 そがの 十郞 かく 云 は、 祐經が ： 子犬 坊 なり、 

兄弟 こ、 にて 靦 だん、 祐經 はとく 知て、 早 かま くら 

へ 立 か へ る、 汝らを 助 置て は、 父ェ 膝が ゆ、 しき 仇、 

打と らん 其爲 に、 あ ふみや はた を 初と して、 大 せい 

を 召ぐ した， o、 彼 生 取て 引 立よ と、 いふより 早く 一 

同に、 大 せいどつ と 折 合、 十郞を 取て ふせ、 すでに 

かうよ と、 みへ ける 時、 おんどの 朝日 かけ 尔.. ^、 あ 


ふみや はた を 初と し、 促 者 を かい つかみ、 はら. 9^,^ 

となげ いだす はめ を ハヤ 三重 おどろかす 斗な，^、 十郞 

おどろき、 いかにと 問、 三 浦も是 はと かけ 來る、 其 

時 朝日 はかげき へて、 やの 楝に立 現れ、 まろ を たれ 

とか、 思 ふらん、 朝：：！ 將 ぐん 義 仲が、 守 ほんぞん、 

鎧の 釉に 付た. 9 し を、 鍵と 共に 義經 が、 すみ だ 川の、 

川下へ 沈た h -、 是 末の世に 其 川 を、 鎧の 渡と 申す と 

かや、 今祐 成が^い こうの、 心 をかん じ 其 上 又、 朝 

いな はき そが 種、 守らん 爲に 出現な す、 まった 三 浦 

は *{ん を 取、 心 正路の^と いひ、 よ しひでに 此度、 

志 をつ くす 事、 ぶっだに てっし へん ほうに、 汝が. K 

そん を 守らん と、 むねよ 光明 かくやくと、 三 うら 

が、 そでに とび 給 ふ、 こ は 有が たしく と、 ちたび 

戴 それよりも、 朝 H の如來 とせう じつ、、 つたへ て 

すへの よ、 迄 も 三う ら がいへ に、 あると かや、 其 間 

に、 犬坊 丸、 あ ふみや はた も 起 上って、 大 だち 引拔 

打て か、 る、 時に むねのう へよりも、 ほうかぶ， 9 せ 

し大 おの ここし に はてうな つちの こ 5?、 ゑ びら の ご 

とくさし みだし、 とんで お， 9 たる 有欉 は、 らいでんい 

なづま はった、 がみ、 おち かさ、 な， 5 しごとくな， 9、 


犬 坊が是 をみ て、 や あすい さんな り 下郞、 そこ 立 さ 

れと 云ければ、 男 聞て 先、 からく と 打 笑て、 大工 

ゆへ に 大き 成、 たくみ をな して 汝ら 迄、 此 所に 引 入 

た、 ちぼう まづ よし 義ひ でが、 こ ゝにゐ たる を ゑら 

ざる か、 めに 物見 せんと、 こお ど りし、 かけやの 大 

槌 かいふって、 むか ふ もの、 眞甲、 にぐ る もの ゝど 

うごし、 ぶち ひしぎ 打お る は すさまじ か ，9 ける、 ま 

だ ひな. 9、 あ ふみや はた は、 一 もんじに、 朝い なに 

むすと 組、 犬坊 丸も祐 成に、 飛 か、 つて 引 くんだ h -、 

犬坊カ ゃ增. ^けん、 十郞を 取て ふせ、 旣に危 くみへ し 

時、 かしこに あ b し番 匠の、 かご ゆ さ /l-" と ゆるぎ 

しが、 木く づ 四方へ 践と 散、 なかよ. 9 五郎 時宗、 跳 出 

て犬坊 を、 後樣 にかい 抓、 七 八間投 出せば、 朝い な 

も兩人 を、 ゆん 手め でに けたおして、 兩 ゆうにらん 

で 立た， 0- し はこん がう hN きしに ことならす、 ざん と 

ぅ大 せい 押へ だて、 又 三人に 打て か、 る 朝 ひな 笑て 

おもしろし、 あじ 十 方の 逆 敵 を、 此小 林が 举 にて、 

抓よ せて 一 ひしぎ よみ じ 一 切^よ じかけ 引、 此 すけ 

成に まかされよ、 時宗 は、 だ じ 八まん 九まん 九 万 十 

万 百 千万、 てきにば いする 力 こぶ、 かいせ あみだの 

, 四 le 九 4-1 
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そがの 十郞、 祐成 同ん 郎 時宗 は、 とら 少將を 召ぐ し 

て、 旅疲 にて 來らる 、、よし もり それ こなた へと、 よ 

きに もてなし 給 ひける、 互に 一 禮事 おはり、 兄弟の 人 

人 は、 こんど ェ 藤祐經 が、 淺草 寺へ 參 にっき、 幸と 

我く、 身 を やつし 覬 しに、 祐經 さっして、 策 をめ ぐ 

らし、 く はん 音よ. o、 直に かま くら/、 引かへ す、 

力 及す、 此度 も、 打 もらし 候 ゆへ、 むねん 乍 も かま 

くらへ、 又 立 かへ. 9 候な り、 就 夫て 朝 ひなに は、 我 

ら 兄弟が 垣と 成、 心なら す もみ 心に、 背き 巾せ し 事 

なれば、 へんじ も 早く ごめん あらば、 我く 迄 生. g 

の、 ご をん と 存候 はんと ； 同に そ 巾 さる 、、 義盛も 

懷く、 思 はれけ る 事 なれば、 巴の ま へ とか ほ 見合、 兄 

り そせ う、 玄ん せつの だん 過分な. o、 いかい 思 は 

れ 候と、 1：： 曰-ふ 詞に 巴の ま へ 、御 兄 の 御 詞 、身」 餘て 

なし、 其義 ひで は いづく にか、 身 を かくし 候 ふと、 

うれしなみだ を はら と、 いとなつ かしげに のた 

まへば、 とら 少將も 一同に、 むさし のく に、 御 坐、 

はや/、 御迎 遣され、 然 べしと 申す にぞ、 義 盛然ら 一 

ば 人く の、 わびに 隨ひ 免べ し、 迎を ださんと のた 

まへば、 そが 兄弟 とら 少將、 いづれ も悅び 限な し、 一 


爾後 相 模國に 御 坐、 ゎだの義^^夫3||の人、 朝 ひなの 

三郞 を、 た い 一 たんの こらしめに、 赶逐 なし 給へ 共、 

今 は：！ T! 日 も 程 ふれば、 ゆく へ いづく にい か いしで、 

嘸ゃ懶 せらん と、 あんじ わ づらひ 給 ひける、 斯听に 


^ゆ ご なれば 父 そん 靈 につい せんなす、 時宗が てが 

らの 程、 是 見よ ゑいと 彼 成、 五 丈 斗の、 ざいもく を、 

押 取て ふ. 0 ま はし、 4\ 一ん どうして 打た つれば どつ ハ 

ャ 三重と くづれ てち. 0 にけ る、 いぬぼう たまらす、 0 

て 行、 兄弟す かさや ぼつ、 め、 あ ふみや はたと 引く 

んで、 ひざの 下に 引^いたり、 朝 ひな は兩 人の、 間 

に 入て 奴 ばら こそ、 川 津殿を 手に かけし、 犬 敵成ぞ 

首 とれと、 いさみ 立れば、 祐成 は、 あ ふみを 取て 引 

かへ し、 首 かきおとせば 時宗 も、 や はたが 首に もろ 

て を かけ、 かた ほね ふまへ て ゑい やと 引、 つ、 ぬき 

にして さし 上る、 朝い な 悅扇を 上ケ、 あ ふぎた てた 

て、 三人 打 連立 かへ る、 ちじん ゆうの 其；， 仃跡、 適ぶ 

さ う の 働 やと 贵賤 上下 安 詫 皆 成せ ぬ 者 社 無 け れ 


拆 それよ も、 いとま を こ ひま ゆく まよ を、 さして 

ぞか へらる、、 斯 所に、 かま くら 殿よ. cs、 川 ごへの 

ニ郞、 御 使の 由 申い る、 義盛急 出む かひ やう ざに、 

しゃう じ 給 ひけり、 川 ごへ 申されけ る やう は、 ^も 

へいけの よるい、 4^ ゆめの 判官 盛久、 と、 う を 結び 

身 を やつし、 君 を 伺 ひ 奉る、 彼等 を 急か， りたて、、 

た いぢせ よとの 上ゐな b、 おうけ あれと ぞ 申さる 、、 

わ だは ゑ ぼし をち に 付て、 人お、 き 其 中に、 か、 る 

ごで うの 有が たし、 押 付 も， 0 久た いぢな し、 み 心 や 

すんじ 奉らん と、 御請 あれば 川 ご へ は 、鱧ぎ を 厚く ざ 

を 立て ご よ を さして ぞか へらる、、 去 程に、 朝い 

なの 三郞 は、 さんやの へんにいた， 9 しが、 此度 父よ 

しもり、 主馬の 判官 盛 久が討 手の 仰 蒙 由、 聞と 等く 

盛久 が、 隱 がを尋 るに、 つねに 淺草觀 音 を、 ふかく 

念じて 淺ぢが はらに、 すま ゐ すると 聞よ，^ も、 まだ 

ほ の ぐらき 曉に 、 鎧 引 かけ 大だち はきた けなる こま 

に、 打の りて、 八 尺 斗の 鐵棒 を、 めでの 脇に かいこ 

ふで、 せつなの 間にの.^ 付て、 みれば 大堀 ほ， 9 ま は 

し、 ー丈餘 のき ど をた て、 こへ て、 いるべき やう ぞ 

なき、 義 ひで 馬より ひら- 5 と を b、 此 もん ひとつ も 


の-/^ し、 おしやぶつ ていらん とて、 とびらに 左の 

手 をお しかけみ ぎ. 0 のて にて こしお さへ、 ゑい うん 

とい ふて ふんばった、 さし もに かたき 大木 5- が、 ひ 

ら， と あほる 事、 ，フ * り は，, なんどの ごとくな， C -、 

ね を びれ たるばん の 者、 す はやよ 打と いふ まゝに ，つ 

へ を 下へ ぞ かへ しける、 斯 所に、 吉 はらの 三ら うよ 

, ^、三つ 引 兩の幟 を、 す 十本お したて、、 小 林の 朝い 

な 社、 此攻ロ 蒙 たれ 、も，. >久 いで、 尋常に、 はら をき 

れと、 よば、 つたり、 敵 ははた の紋 をみ て、 す はや 三 

浦の 大將ぞ と、 門の 內に は數百 人、 柙か へされ じと 

扣 たり、 朝 いなもの ゝ數 共せ す、 諸手 を かけて おし 

ければ さしもの 大木 戶柱も をれ、 ぐ わらと 崩て 倒け 

る、 をし に 打れ て ハヤ 三重 する もの かす も かぎ..^ も 

なか， 9 け， 0 引され 共 ざん. 0 う、 打て か、 る、 義秀 いさ 

んで 面白し と、 てつぼう を 押 取の ベ、 なんに よにん 

ばの 嫌な く、 めに さへ ぎる を かたて 打 は 早 三重ら b は 

ら りと なぎた つる、 何 か は 以て、 たまるべき、 盛久 

が ぐん 兵 共、 こ は 叶 はじと 引かへ し、 あと を もみす 

して、 にげて ゆく、 も-り 久 いま は是 迄と、 たち 拔持 

て 走 出、 平將 ぐん 貞 盛に 五代、 越 中の せんじ、 も 
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としが 弟、 主馬の 判官 も. 9 ひさが、 うんつ き 今の  > (に 

狂、 へいけに 於 はよ き敵ぞ や、 打て 高名 仕れと、 切て 

か、 れ ば義秀 は、 ねが ふ 所と わたし あ ひ、 ハヤ 三重 ひ 

玄 ゆつ をつ くして、 た、 かひけ る、 もり 久 たちの、 

てき、 にて、 更に 勝負 はな かりけ."^、 義 ひで 棒を投 

すて、、 飛 か、 つてむ すと くむ、 も..^久ま、、のはが 

み をな し、 立 あはん とし けれ 共、 y 本ぶ 双の 朝い な 

に、 何 かは以 及べき、 のつ けに 倒る を義秀 は、 の. 9 

か、 つて 取て ふせ、 ちすじの な は をぞ、 かけに ける、 

斯 所に、 ゎ：uの義も，.^.l^^そっをぐし、  -iil-h よ， 0 も此 

てい を、 見る よりそば にかけ 寄て、 あさいな 成 かと 

有ければ、 義 ひで 悅びも 久を、 いましめて 引た つ 

る、 よし も b 悅喜淺 からす、 卽 かんどう めんきょ あ 

り、 打 つれだちて それよ. 0 も、 盛 久を引 立 させ、 か 

まくら さして ぞか へられけ る、 千秋 万歳 目出度と て 

貴賤 上下 安： f ば 皆 仰が ぬ 者 社な か b けれ 
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劳 野の 內裡  土佐少 掾直傳 

第 一 

5^ も、 其 後、 およそ 天下 を ひき ふるに、 じんせい あ 

れ ばた みやすく、 みなばん せいと 仰ぐ もこれ、 天の 

めいす るき みのと くチ *f ， うごかぬ、 みよこ そ ひさし 

けれ、 こ、 に 人 王、 四十 代の 帝 をば、 天む てん 王と 

あがめ 奉る、 其 比の 功臣、 村國の 大將、 男 依 公の 妹 

^照姬 と 申せし は、 ぶそうの れいしつ 成ければ、 君 

御て う あい ふかくして 世に ときめかせ、 給 ひけり、 

ころし も ふゆの 夕げ しき、 はやさき そめし、 むめつ 

ぼに とぎょ まし./,^ て 御 ゆ ふ ある、 か、 る 所へ、 村 

國の 大將、 玉 ざまち かくし こうして、 ないそう 申さ 

れ ける やう は、 先て いの 御子、 大 伴いが の わう じに 

は、 み 心 あしく まします 故、 先立てし が 寺へ、 御 入 

しつの 御 事 を、. 御 憤. 此間、 きみて うぶく のき こへ 

f、 御む ほんの 御 心ね、 天下の 大事と 存れ ば、 某 

こと を 伺 ひみて、 じつ ふ をたい し 申さん や、 ゑいり 

よい かに とそう もん あ る 、 帝 ゑ いぶん 有て、 然 らば 

J の內鞋 


村國 ことの やう， た- «• しみよ との.. y ん げんにて、 御 

れんに 入せ 在せば、 村國、 畏 ておう け をな しだい. 9 を 

退出な し 給 ふぎし きの、 ていこ そや ごとな き、 せう 

さったり し 松風 も、 おなじう き 世の をと そへ てく は 

たくの かどの あけくれと、 大 伴いが の わう じ は、 ご 

まの 烟に身 を ふす ベ、 てうぶ くひ ほう をし ゆせられ 

し は 世に すさまじう ぞみ へに ける、 かゝる 所へ いつ 

くしき、 女性 一 人し ばのと を、 おしあけて たちい hv 

つ、 わう じの、 みそば にかし こまる、 せんげん、 た 

,9 しょうしょくの かつらの まゆす みく もの びん、 は 

つ/^ と あう じ はう つ 、なくお ぼ へ すだん を おちこ 

ちの 立よ， 9^ 何者 ぞと、 と はせ 給へば かの 女、 みづ 

から は此 あた， CN のさとの しづに て さ ふら ふが 地 二せ 

と ちぎ しわが つま を、 うきこと いろに ね と られ て、 

詞 わら は 、よもぎ ふの、 やどりに ひとりよ を あかし、 

すてられぐ さの ねたまし さ、 所詮 今 はかの 女が、 命 

を 取て 妄執 を、 はらした うさ ふら ふゆへ かれ を じゅ 

そな したび 給へ、 此 ことお 賴 申さん 爲、 忍び 是迄逢 

.0 しな， o、 御 鱧の しるしに は、 見ぐ るし けれど 此小 

釉を、 捧 進せ 候と、 なみだと： H  〈に 申け り、 わう じつ 
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芳 の內 

くぐき こしめ し、 ^はしつ との 色 ゆへ に、 是迄ぁ 

こがれき たると な、 誠に わ h- なき 心て いの、 理には 

有 けれど、 さ稃 つれな き 心の 駒、 二道 かくる つまな 

らば、 その かた も 打す て、、 外の ゑに し をた のめ か 

し、 されば われ こそ 其 かほば せ、 見し よりか、 る 行 

法の、 すます 心 は 徒に、 詞身は うつせみの からだ こ 

そ、 くう のい ろ ゆへ けがされ たる、 われに なさけの 

うき ふしの ひとよ を、 こそと かこた る、 をん なお ど 

ろく ふせ、，， して、 こ は そ も かゝる ごん じ やの 身、 さ 

やうの 仰 は あさまし、、 いめ — しゃもんの 身に て 

なし、 我 はてん おの わう じたる、 大 伴いが のみこと 

なり、 元よ hs てんしと 成べき 身の、 か、 る 姿の 口 を 

しく、 かく 行 法の こう をと げ當 ぎん をて う 伏な し、 

我て いわう と 成なら ば、 汝を 皇后に、 か しづくべし 

とうつ、 なく、 心の 大じを あかさる、 ぐいの 程 こそ 

つたな けれ、 しかる 所へ 御め のと、 はだの すくね 友 

足 は、 中 どみ のかな むら じ、 そがの 赤 兄 を 召 つれて、 

あはたい しく 馳來、 此 てい をみ てされ ば こそ、 とく 

とくと 云ければ、 そが 中臣は 心へ て、 かけよ. 9 やに 

はにかの 女 を、 手 ごめ になして 引す ゆる、 わう じお 
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どろき こ はいかに と、 仰 ある を 友た る、 されば にて 

御 ざ 候、 此女 は村國 の、 をよ， 9 が 妹、 に ほてる と 申す 

もの、 君 調伏の み. あり 檨、 伺 ふべき ため しづの めの、 

かたちと なして さしこす 旨、 ；味 のかた よ..^ 吿 きた 

れ り、 去に よって か、 るて い 召 取う へ はし さいなし、 

拆 こよい こそ きん. 9 に は、 ついなの よに て 候へば、 

此紛に 忍び入、 帝を擒 となすべき 事、 掌の 內 にあり、 

右の しぎ を 申さん ため、 はせ まいり 候な b はやとく 

とくと 申す にぞ、 大伴 ゑつき 不ぃ淺 、いそぎし たく を 

なすべし と、 に ほてる ひめ を 引た て させ 三重 やがて 

やうい を 「なした まふ、 はく ほうぐ はんねん、 し は 

すの はての みそじ R や、 こよい はなに お ふお にやら 

いいと もめで たき まつ， りごと、 主上 御 れんに 入 給へ 

ば、 あまたの 官女し よき やうた ち、 そで を つらねて 

ちゃくざ ある、 おん やうの はかせす へ 明 は、 まご 庇 

にしこう して、 ごへい ふ， 0 あげう や/^ しく、 まつ 

ごと をぞ しゅくし ける、 それ あめな がくつ ち ひさ 

しき あまつひつぎの まつ..^ ごと、 申す もお ろかな- 9 

けれど、 まづ はつはるの あけそめて、 ほし をと な ふ 

る 四方 はい、 とそ をく， フす るく す .9 この， もろの た 
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もと やひの ためし、 くむ わかみ づは、 御 生きの、 ほ 

うがく の 井 を てんじ はるた つ あした ひらき そめ もん 

どのつ かさたて まつる わかな をす、 むな、 くさや、 

あほば のせち へあがた めし、 きょくすいの ゑん 花し 

づめ、 なつに も なれば ころも かへ、 うづきの 中の よ 

つの 日 は、 あまて るかみ にさ、 げ給 ふやかん ころも、 

たんごの け ふとみ や 人 は、 あやめの かづら かけ まく 

も、 さ こんう こんの まてつ かい、 なつのお は. 9 の ひ 

とよ さけ、 なごし のはら ひみ そぎ 川、 三重な がれて う 

つる、 としなみの、 あきに も なれば ひさかたの ほし 

のまつ のた むけぐ さ、 すま ひの せちへ こまむ か へ、 

てう やうの ゑん さか づきに、 ちょ をく むて ふきく の 

さけ、 ふゆの をん が はち はや ふる、 ないし 所の おん 

かぐら チクリ か 、るぎ しきの 中に なを、 わけて こよい 

はついな のよ、 ゑき し を はら ふ 其た めし、 こくど あ 

ん せんちゃう きうと、 にぎて ふ h- たて じゅもん をな 

しご てんの よも を 打 はら ふ は、 三重め でた A  b ける し 

だいな り、 かくてと ね のめん/^ はおに のめん を 

かほに かけ チクリた て ほこ かざして 立 いづ る、 ついな 

の 役人 取々 に、 も、 の ゆみ あしのや を、 うちつ が ひ 


芳 野の 内 ！gr 

う を、 うば、 ん となす とても、 三 じゅの じんき しゅ 

ごの しん、 村國 の大將 が、 玉た ひに か はって、 か、 

るろう：^ き、 しづむ るう へ は 叶 はぬ ぞゃ、 たちさる 

べし/^ あくとう ばらと ぞ あざむき ける、 王子い か 

つて それ もの 共、 き やつ を あまさす いけどれと、 あ 

いづの かい を 吹 立る、 忍び ゐ た..^ し ぐん 兵 ども 大ゅ 

かみ はしの 下よ， 0 も、 どっと 願れ つめ かくる、 もの 

ものし やと 村國 は、 大 だち 引ぬ きわって いり、 なぎ 

立る いき ほひに むら/^ ばつと 3^ ちった b、 すき を 

見合 村國 はお， 5 ふしさん * たい 有 あはせ し、 吉の、 し 

ゆぎ やう、 にんかい あじゃ b を M て、 もはや 諸 卿い 

ちみのう へ、 玉たい あやうく 候へ は、 きそう は 帝 を 

吉の 迄、 潜に ぐぶし 在せ と、 給へば 元よ，.^ も、 か 

い <\. 'しき あじゃ. 0 の坊、 心へ たりと 君 を 負、 よは 

に紛 ておち 給 ふ は、 あやう か..^ ける しだいな， 9、 心安 

しと 村國 は、 待 かけ 給へば 敵の せい、 あらて を まし 

ての がさ じと、 ちくい の ごとく 打 かごむ、 村國 ちつ 

せハた ゆます して、 階の らんかん 二三 間、 ゑいく や 

つと こぢ はなし、 攻 よるた せいに 馳向、 なぐ b たて 

おんま はしし ばし ときを ぞ 「うつしけ る、 いま はき 
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みに も、 道の 程 、はるかに おちのび 給 はんに、 是 迄な 

とした ふてき、 追怫く 御 跡 求お ち 行け. o、 かの 

村 國の其 働、 適ぶ そうの 勇將 やとき せん 上下 をし な 

ベて 皆かん せぬ、 もの 赴な か. 9 けれ 

第 二 

「其 後、 吉の、 あじゃ. 9 にんかい は、 主上 をれ うの 御 

馬に、 のせ 奉り 口 をと b あやうき こゝぅ をのが れい 

で、 みちを はやめて をち 給 ふ、 かゝ ると ころに、 跡 

よ. もお つての せいとお ぼしくて、 ときの こへ をび 

た 3- しくい かいは せんと にんかい は、 ； 先 玉たい を、 

かくさば やと かしこなる、 山の しげみの 松が へに、 

御馬 をつな ぎ 置、 其 身 は 道に はせいで \、 さらぬ て 

いに てまち 給 ふ、 されば すへの 世此所 をく らま、 山 

と は 申すな， o、 しかる 所へ 村！ i は、 身に たつ そや は 

さながらに、 も. 0 の ごとくに を， 0 かけて あけに そま 

•o- て はせ きたる、 にんかい それと 見る よ. 0 も、 かけ 

よ. 9 いかにと 宣 へば、 村國 はいきつ いて、 ^は 君に 

てわたら せ 給 ふか、 跡よ. 0 追て 頻な. o、 某 もや. っ/,\' 


と 切ぬ け、 是迄追 付 奉る、 又々 こ、 に 立留， り、 敵 を 

防 申す 內、 と く- /^主上 を 誘 申し、 おち 給へ やとす 

す むれば、 にんかい 是にカ をえ、 お 馬の 口 を 引た て 

て、 馳 出ん とした まふ 時、 流 ゃ來て 主上の、 御 背に 

はっしと 立、 人々 はっとお どろき、 立 か、 つて そや 

をぬ き、 玉たい 如何にと みて あれば 御 はだへ に はた 

た ざり け.^、 こはばん じんの かごな りと、 よろこび 

いさみ にんか いは 君 をし ゆ ごな しそれ よりもと ぶが 

ごとくに おち 給 ふ、 それよ.； > して 此所を やせの 里と 

はな づ くると や、 あい もす かさや 敵の せいあ まさじ 

とお つ ゝ めて 三重と きのこ へ をぞ あげに ける、. まち ま 

ふけた る、 村國は 力、 かもの/,^ しゃと わた. 9 あ ひ、 

せんご を はら ひさう をな ぎ、 いそうつ なみの まく ，9 

切 三重- W  、を せんど、 ふせがる、、 さすがの 大 せい、 

た い 一 人に 切た てられ、 す、 みかねて ぞ、 みへ にけ 

る、 そがの 赤へ とび 來て、 ゑゝ ふが ひなき 者 共 や、 

敵 は 一 人手 負む しゃ、 おにがみに て はよ も あら じと、 

高言 はいて 欠 向 ひ、 をしならべ引くんだ.„^、 村國是 

を こと 共せ す、 てもなく 取て おつ ふせて、 くび を か 

かんとす る 所へ、 かなむ らじ馳 きたり、 はっとい ふ 
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て衬國 が、 たぶ さ を 取て 引かへ す、 村國 ゑた. 

ひざに て、 あかへ をお さへ 手 を さしのべ、 かな むら 

じが かいな をつ かみ、 引 ま はし 取て ふせ、 おなじく 

一所に 引よ する、 かたきの 大 せい おどろきて 是 はと 

一 どに をう かさな b、 村 國を引 立る、 兩人 ゑたり と 

下よ. 0 も、 ゑい やっと はね か へ し 三重お さ へ てな は を 

ぞ 「かけに ける、 村國 いか. 9、  口お しゃと、 おどり 

くるへ ど大 せいに て、 手取足取引たてしはむねんな 

.9けるしだぃな.^^、 そが 中臣 はい さみ をな し、 き や 

つ をから めしう へから は 帝 はおって 擒 とせん、 まづ 

まつわう じの 見參 に、 入て 御かん にあ づ かれと、 か 

ち どき あげさせて 三重 みやこ を さして ぞか へ -9 ける、 

さる 程に、 大 どもい がの わう じ は 帝 をば 追 失 ひ、 村 

國を擒 となす、 今 は 思 ひの ま、 な. 9 とおして 御 そく 

ゐ おはし まし、 ほういつ 無暫の 御せ いとうに がく 

しう とぞ みへ に けれ、 ^てる ひめの 御 かた をば、 か 

う ひの 位に かし づき あげ、 御て ラ あい はかぎ. なし 

地され 41 ハに ほてる 大 伴の、 御 こ \ ろ にした が はす、 

あけくれ しゅしゃ うの 御 事の み、 した ひなげ かせ 給 

ひつ、、 打し をれ てお はします、 わう じ は尙も あこ 
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がれて、 何と ぞ ひめの 心 をと け、 主上 を 忘 給 ふやう、 

さま の 御 なぐさめ、 いくさの こと を も 打 わすれ 

チクリ 日 やの 御 ゆ ふかぎ りなし、 斯折 ふし、 はだの 友 

たるさん だいと、 申 上れば 大伴 は、 珍ら しゃ 友た る、 

こなたへ まいれと 仰 ある、 かしこまって 友た る は、 

そのいで だち の- 】 とやう にさし ぬきの そばた かく、 

くげう のう へ に繊 をす- へ ゆう/, \ 'ともち いで 、御 ま 

へに、 さ、 げっ \ ふん；^ がって ぞ ひかへ ける、 わう 

じ此 ていごらん じて、 こ はけう が b しその ふせいし 

ゆき やうなる かと ゝひ給 ふ、 友た る は 打 わら ひ、 い 

かで かさけ に ゑ ふべき ぞ、 是は蹇 の姿ぞ と、 ごらん 

有て しかるべし、 わう じ 心 は^い かに、 おろかな， 9 

おろかな， 9、 ぎょく でんか はって やけいと なる ごわ 

うのた めし 今 こ 人に、 か、 るいみ じき ほうけ つも、 

くさしげ きのら とな， 9、 しかの ふしど、 なる ベ きと、 

世に 心 ある 者 共 は、 まゆ を ひそめて うた ふよし その 

消息 を 拙者め が、 みせん に まなぶ 此姿、 くさしげ、 

れば みちの つゆし ほる、 はぎ をた かくと る、 さて 此 

くわ こそ 其 時の、 たが へす てい を學 つ、、 け ふの 御 

ゆうに、 そな へんと 儲た-. 9、 何と/^、 おもしろく 
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お ぼ さや やい かにと 申 あげ ゝれ ば、 わう じぶ 興の 色 

みへ て、 にが、 Q 切て ぞ おはします 其 時に 友た る は、 

せっかくと 催た る、 此 ふせい はみ 心に、 いらぬと み 

へ てきの どくな り、 いづれ もい かにと ねめ ま はせ ど、 

みなく かう ベ を 傾て、 一 ごんの 返答な し、 友た る 

重て、 塞 や 君に、 ふぎの ふるま ひます 時 は、 諫るは 

しんた る 道、 これに 有 合 狸 共、 ぶ 道 をみながら へつ 

らふ は、 こくぞくと 云つべし、 あ、 淺 ましき かな 我 

君 さま、 かやう に ふ b よの 御 事に て、 天下 をし ろし 

召る、 共 かくまで びぢ よと 御た はぶれ、 政 もな し 給 

はす、 ことに 又 てんむ てい、 やまとお に、 忍びて わ 

たらせ 給 ふよし、 か、 る 道な きごせ いとう 世の たみ 

うとみ を. 9 を へて いまにも てんむ の、 御み かた、 申 

す 者 もいで きな ば、 忽 亡び 世の 嘲、 かばね に 殘し給 

はん 事、 か みに かけて お ぼへ た..^、 向後み 心 押 直 

し、 其^て る をと を ざけ て、 せいとうた -5- しく 在 さ 

ば 世の あ * たはし だいにき へ、 こく か あんせん たるべ 

きなり、 此 事かん そう 申さん ため、 かゝる 姿に すい 

さんな す、 かへ つて 御ゐに 違な ば、 とうく 首 を 召 

るべ しと、 泪を ながしり をた ：5 'し、 まこと をつ くす 


い さ めのほどげに ことは-^^とぞみ へに ける さすが ど 

，フ hv に大： ^もさら に へんと， フま しま さす、 一 ざこ ほ 

b てゐた b 鳧、 ゃゝ 有て 友た る、 か 程諫を 申せ 共、 

御 聞 入 も あらぬ てい、 然ばこ ゝを身 退、 首 陽に うへ 

を 待べき な，. =>、 かへ す <\ "も そが 中と み、 君の 御身 

に 御大 事、 きたらぬ やうに 政、 計 ひ 候へ これ 迄な b、 

御 暇 申す ぞと、 四 かく 八方 睨 付 ごせん を 退出な しけ 

る はたぐ ひまれ なる ちう ぎな..^、 時に わ うじのび 上 

り、 につく きかれが かんげんだ て、 たすけて おかば 

おそらく は、 かへ. 0 忠を もな すべき やつ、 追 欠て 討 

とれと、 大きにい かって 立 給へば 、そが 中 臣は畏 .9、 

有 あ ふぐん び やう 召ぐ して 三重 あと をした ふて おひ 

かくる、 されば にや、 友た る は、 やかた を さして 立 

かへ る、 跡よ- 9 あか へ かな むら じ、 うっての 勅定蒙 

て、 馳 來るぞ や、 友た る、 とい まれと こ へ かけて、 村 

村と 押 取 まく、 友た る 笑て さも さ ふす、 乍 去 己 ばら、 

肝 をば そっと 冷 させて、 生が いせんと 思 ひつ、 そば 

につみ たる 大石 を、 押お こし はね を こし、 ちかづく 

てきに なげかけし は 三重 このはなん どの ごとくな. 9、 

此 いしに、 打 ひし がれお それて ちかよる 者 はなし、 
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友た るは是 迄と、 たち を さかてに 取 直し、 自 くび を 

かきおとし、 立す くんで ぞしゝ た b ける、 そが 中臣 

は悅 て、 件の しがい を 取 もたせ、 * たい を さして は 

せかへ る、 かの 友た るが さいごの しぎ、 わ こく 稀 成 

忠ぎ やとて きせん 上下 安 詫 皆かん せぬ 者 社 無 けれ 

第 三 

三重 いざや わかな をつ みそろ へ 、ゆきに ぬれた る ごろ 

もで を、 ふれ や ふれ/^ ち はや ふる、 かっての、 か 

みに さ、 げんと、 いさみよ. 9  くる 里の めの、 中に 一 

きは吉 のなる、 力、 かすい かの 翁が ひとり ひめな もす 

すしめ のす いかの ま へ 、めだつ ふせいに めの わら は、 

かすの こしもといで た、 せ、 めかご もたせて さきに 

たて、 其 身 はまきへの おくるまに、 五し きの ふとん 

うすた かく、 しんくの いとの 引つな やの. n- へしす が 

たもよ しの やま、 なつみの 川の かみい さめ おんど を 

こそ はは やし けれ、 やん ら めでた やた のしき こと を 

みよしの、 山 も かすみて はつそらの、 けしきに かほ 

るむ めの 花、 く はっと ひらいた かど かざ，.^、 ぶ- 9^...' 
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ぎて うは ごの こ を、 つく やひと ふたみし めな は、 し 

げきみ かげと 引 は へ て かやが のきば も あらたま か 

みよ も かくと おも はる、、 たのみ あるかな、 此 はる 

のめぐ み も、 ふかき みやこ， たち、 いざ^ わかな を 

さ 、げ ょチ、 なる 程 さ ふじ やい の なつみの 神事い そ 

がん、 この め はるさめ ふるとても なをき へ がた きみ 

,3 おの 雪 かきわけ てつむ わかな、 大 みや 人の 御 ゆ ふ 

に はけ ふぞ 思 ふた 君 が 手 をし めつ る のべ の ひめ 小 

松、 かた 山 かげに すむ みこ そよ しな や 夢の たま くら 

に、 ひと. 0 ねの ひの まつ 人 もな しと、 こたへ てみ や 

こどり、 と をき あづまの よしのに ははな を 見す つる 

か， 0 がね も 君が かたに ときく もの を かみに たのもの 

色 こ、 ろな どか はしる しなから め や、 いさめ やい さ 

めと 取々 にかす の わかな を つみ そろ へ チクリ かみの 

みまへ にさ、 げ つ、、 しばし やすら ひゐ たりけ る、 

おもしろ や 山 花 開て 錦に 似、 澗 水た、 へ てあいの ご 

とし、 それ はやよ ひのけし きな， 9、 春 まだ わかく 三 

芳 野の X 「の 白雪 花との みう かれて こゝ にた はんの し 

よもう、 いやき やう じんと よそめに は あだにやた、 

ん、 なつみ 川、 を 立てう ろくす をす くひ あげてた 
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のしまん、 いざやす くひて たのし まんす 3- かご せん 

は此 てい を遙 にみ るよ. 9、  5^ いかに、 しゃ 門の 身に 

て 漁の、 はしたなき ことわざ は、 いぶかし やと 立よ 

りて な ふ，^ 御そう さ 計の、 御身 にげな や 其 ごふせ 

い、 いかに 成 心 在す や、 僧 は 聞て 我 は是、 此川 波の く 

づぃ を、、 あみに て 救 ひたの しむな，.^、 こは淺 まし 

や 殺生 かい、 われら ごとき も持ぞ や、 みれば 三 衣 を 

身に まと ひ、 力、 いんかく も 拙な き 御 ふるま ひ 有べ き 事 

と は 思 はれ や、 いや/^ それ は 恐な..^、 ゆく 川の な 

がれ はたへ 卞 して、 しかも、 とのみ づには あらすな 

がれに うかむ うたかたの、 かっきへ かつむ すぶ、 そ 

の てんぺん をた のしめば、 はれ ゆく むねの くもと 見 

し は、 みよしの、、 みよしの、 川よ どた きつな みの、 

うろく や をす くひ あげ、 ゑた る ときには じゅ をさづ 

け、 また みなそこへ はなしす つ、 さと. < ^ひらけし け 

うちう の、 あ ふけば だいき よかせ すいし、 いかんと 

あれば すいかの まへ、 さて はみ こ、 ろお もしろ し、 

と をき けんす が 跡 をお ふ、 御身 は そ もや いづく よ.^、 

きたらせ 給 ふ 御名 をば、 何と 申す とと ひければ、 其 

時^は 立より て、 拙 僧 事は當 山の しゅ 行、 にんかい 


あじゃ. O と 申すな. 5、 されば 此 たび、 王诚の らんげ 

きに て、 當八 「都 を 御 ひらき、 吉 のに 忍び ござ 有よ し、 

大 伴の わう じより、 偸に 尋召 取て、 進すべし と 某に、 

b ん げん をな し 下さる、 去 共 我 は 出家の 身、 かせい 

なくて は 叶 はじと、 里人 を 伺 ふに、 女性ながら も 其 

かたは、 文才 有て ゆうき を そへ、 ことに 當 所の 長と 

いひ、 もんようし げきかた なれば、 くだんの 御 一 み 

賴ん と、 たよらん 手 だて かく 斗、 こと やうな. 0 し 出 

立 も、 ごふしん をう けんため、 さあ 拙 僧と 一み なし、 

帝 を？ せ 召ぐ して、 大 伴へ 進ら せな ば、 御身 も 共に 忠 

せつの、 たれ か はかう を あらそ はんい かに/^ とよ 

ぎな くも、 打 さ、 やきて ぞ たのまる、、 すいか 興さ 

め これ は そ も、 思 ひも よらぬ 御 事 を 、承り 侍 ふかな、 

其 事なら ば躬 は、 御 § るされ を 蒙るべし、 ま づぉぼ 

しても ごらんせ よ、 君 を 失 ひ 民 を攻、 その 惡 逆の 大 

伴の、 助 をな して 一 天の、 君を檎 とせん 事 は、 縱此 

身 は 大國の 主と 成て ゑいよう を、 き はむ る とても 中 

中に、 ふぎの ふうき はう かべる くも かう もう とら ざ 

る、 ところな h、 あら もったいなし いざさら ば、 御 

し if し 

暇 申す と 立 行 を、 且と 留め にんかい は、 拆は さやう 
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かさ も あらば、 若 又 君に 賴れて は、 御み かた をな す 

べき や、 それ はおろ かの 仰せ やな、 かく も 王 どに 住 

む 身に し、 爭て勅 をば 背べ しにん かいはつと 手 を 打 

て、 あ、 かんじ 入た る しんてい たのもし \ いま はな 

に を か、 つ、 むべき、 先程よりの あだ ごと は、 みな 

みな 御身の 心中 を、 引 みん ためのう ら問ぞ や、 誠 は 

ぐそう 偸に も、 主上 を かくま ひ 奉れ ど 大衆の 心て い 

しれが たく、 兒の ごとくに もてなして、 我 坊に置 申 

せど、 未 あんどの 思 ひ をせ す、 御身 は 名に 負 女性な 

り、 御賴 あらんた め、 是迄 ぐぶな す あの 兒 こそ、 す 

な はち 一 てんばん じ やうの、 君に てわたら せ 給ふぞ • 

と、 そん こ あれば すいかの まへ はっとい ふて ひざ ま 

つき、 こ は 有 かた や 何が 拆、 いはいに や 及べき、 女 

にて こそ ござ 候へ、 自ぉ みかた 申な ば凡吉 の、 十八 

かう、 て を さす もの も 候 まじ、 かっての かみ もせう 

らん あれ、 二心な く 主上 をば、 よきに 愛 奉らん と、 

申す 詞に あじゃ..^ の坊、 大きに 悅び此 うへ は、 君 を 

ば 御身に 預た h. -、 我 は 又 一 山の、 大衆 を かたら ひ 日 

を うつさす、 御迎 にまい らん とれう でう かたき かた 

いとの むすぶ ちか ひの、 たのもしく、 あじゃ， 0 は 山 一 
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へと か へら るれば、 すいか は 君の ぐぶな して わがや 

を、 さして ぞ かへ b ける、 色み へて、 うつろ ひやす 

き むらさきの ふ， OS いで、 そめし すいかの かた、 地 君 

のた へなる ごよう ほう、 おそれお、 くもみ ちの くの 

しのぶに よはる、 お- 9//^ は、 よに 有が たきみ こと 

の. o、 身にしみ/.^ とひた すらに しづこ、 ろな きこ 

ひとな ひ 思 ひの たけを 夕 かせの、 地 そよ とば か の 

御 しらせ、 申 上ん といく たび か、 日 ごとに こ、 ろな 

やませ ど、 詞 さすがに 君 はかけ まく も、 皇の 御身に 

て、 わたらせ 給へば 御 まへ に、 出る 事 さへ 愧く、 き 

の ふとくら しけ ふと をく， 0 て 人 しれ ぬ 山した みづ の 

こがくれて、 せき ぞ かねつる 思 ひ 川、 こよ ひ はせ ひ 

によるせ ぞと、 ともし か 、げ てながろう かひ そかに、 

しのび 御 しんじょの、 ひとまに そっとた ち 入て、 御 

あ. o- さま をう か 3" へど、 もしゃち よくで う あだなら 

ば、 いかい はせんと あんじ わ ひなみ だに くれて ぞゐ 

た hs ける、 しゅしゃう は そのと き 卸め さめ、 こ は 何 

ごとのう さ 有て、 さの ごとく 歎ぞ と、 と はせ 給へば 

す. 5 'かの まへ、 ふ， 0 そふ そでの さよし ぐれ チクリと U. 

め、 かねつ、 やうく と、 おん はづ かしゃ、 みづか 
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らは、 地 いやしき 此 身お 、けなく 君に こ 、ろ を そめ 

ぎぬ の ひとへ にい ま は、 およびな きふ かきこ ひぢと 

な， o まいらせ やる かた もな き、 思 ひゆへ、 ゑいり よ 

の ほど も はいから すしの びまい りし 心 ざし、 あはれ 

な. 0 共み そな はし、 こよ ひば か， 0 はふし、 ばの た 3- 

か. 9 そめの おんな さけ、 地 かう ぶ. 9 てきへ はつる、 

うきた まの をゝ しばし や は、 むすびと めた ふさ ぶら 

ふと、 いふ ことのは も そいろ にて また さめ <,\ ^とぞ 

なき. Q たる、 主上つ く/ \ '聞^、 W はやさし き 色 心、 

こ ひに  一 ：1 下 はなき ため し 思 ひ を かなへ て ゑ させん - 

が、 まろ は 元よ. 0 十 善の、 いみ じき 身と は 生きて、 

未う きょの 百 性に、 少 のめぐ み も不レ 施、 てきの あら 

しのつ よければ はなの みやこ を おちこちの ちりに 此 

身 をけ がす こと、 地す ぐせ のか いぎ やうった なきと、 

おも ひこめ ぬる 心よ，.^、 苒 ていな となら すん ば、 み 

の b の S! に 立 入て 一 日 成 共^ をい とひ、 ごせの 願 を 

み てんた め、 それ迄 は 色の 道、 とい めんと ちか ひし 

ゆへ 其戀 草の ね もた へに、 思 ひきれ よと ちょく あれ 

V6 す  は よしを、 うけ 給 は. C -、 曰  1^^ はつれな き りん 

げん ぞゃ、 地 はや かく 迄に 名 取 川、 せいのう もれぎ 


顯て、 そうし 申せば 命 こそ、 君の 爲 ゆへ うば 玉の、 

やみ と 此れん ぼ、 おも ひとい ま. 0 申さん や、 か 

くご をき はめ 忍びく る、 さ 程 ゑい 盧に 任す ば、 玉た 

い を 失て、 わが 身 も 共に じがいな しみら い ゑう こう 

六道 四 生 詞付そ ひ 申て 一 ねん を はらさで おこう かい 

かに /^と けしき を か へ たも とぬ ぎ さ けつめ よ ひ 

て、 そうし 申せば げき b んの御 色を顯 して、 何程に 

申す 共、 いで、 か へらぬ ことのはの、 此ぎ において 

はかな はじと、 た、 せ 給へば 口 をし やかく 迄 申せ ど 

御 承引、 在 さじと な是 迄と、 懷 中した る つるぎをぬ 

き、 とびか、 らんと せし 所に、 ふしぎ や 俄にめ いど 

うし いなづまし き， c に ちらめ きて、 まなこ も くらみ 

たち もえす かしこへ、 どうと ぞ 「ふしたり ける、 此 

さ ，つど-つ に、， J しも. i せ r おど 一り きさ はぎ は， し b いで、 

是 はいかに と 立よ つて、 すいかの まへ をお しおこし 

さま <\ 'こ \ろ をつ けにけ り、 主上 此 ていごらん じ 

て、 ゑ、 つたなし やすい か、 汝 はちん を 侮 共、 三 じ 

ゆの じんぎ しゅご あれば、 其ば つ をう け 身 をせ むる、 

それにても 執心 を、 思 ひとめ じ やい かにと ある、 す 

すか やう やく 心つ き、 かほ ふ あげてお そろし や、 
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地よ しなき 色に 辨す、 玉たい を あやまちて、 かく 迄 

にばつ とうく 是ょ. 0 こ、 ろ を ひるが へし、 しう じ や 

く 田 5 ひきるべき に、 御 ゆるし まし ませと 又 打 ふして 

くるしむ てい 主上 ふびんと 思 召、 勅 免 あるとの， 9 ん 

げんに、 忽 すいかし やうき となり 立 上れば 有 あ ふ 者、 

いちどに は つと ひれふして か \ る きどく をみ るう へ 

は、 いかで そ. 9 やくに 有べき といよ/^ かし づきた 

てまつ る、 げに ていとくの ふしぎの ほど を させん 上 

下 をし なべ てみ なかん せぬ もの こそな かり けれ 

, 第 四 

其 後 とんよ くの 山た かみ いたいき くれぬ 人心、 す 

すかの まへ がい への 長、 龍 崎 いはほ ざへ もん、 つく 

つく 思慮 をめ ぐらす に、 所詮 帝を擒 となし、 大 伴へ 

注進せば、 願の ごとく 《員 を ゑて、 ふうき 心の ま、 な 

らんと、 に じゅんに 及ぶ おいの 身の 思 ひたつ こそ あ 

さまし けれ、 偸に ま、 めし 合た る、 どみんの ぶし を 招 

よせ、 こよい はせ ひに 忍 入、 帝を収 奉らん、 ごへん 

らは、 道に 待 受給 はるべし、 かみよ.^ の ごほうび は、 
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某が よき やうに、 わう じへ そうだつな すべし と、 あ 

た. 9 を 見 虹ば、 よくに めの なき あくとうら、 擧て 

悅び 夫よ， 0 も、 しのびて やうい をな しける はぶとう 

な b ける しだいな， 9、 たまし くみ やの 內 すまい、 地 

こがねの うてな 引か へ て かやが のきばの わびし さは 

御せ いの だいに 召れ たる、 と を 山里の けしき を も、 

いま はだお なし ごしょの うち、 ゑい， CN よくる しう ま 

すらん と、 す， 5 'か はお まへ にとの いして 地 さま <^ 

なぐさめ たてまつれば、 れ うがん ことにうる はしく、 

地 まことに かゝ るかい ほう を、 いつのと きに かわす 

れんと、 地た ぐいな か. 9 しちょくで うの、 有が たし 

中々 になみ だの ほか はことば なし、 かうた けぬ らん 

いで さらば、 やすら ふべき になんだ ち も、 立 入い ね 

よと 有ければ、 すいか はお 請 申 上け、 明な ば參 申さ 

んと、 御 まへ を罷 立、 御 次 さして 出け るが、 げ にや 

まことに こ ひせし とち かふ 心 もみる たびにい ろ こそ 

まされ くれないの 花 そめころ も そでし ほる、 くもら 

ぬ あめ ふ. 9 さそ ひ 又 こそく もれむ ねの 月、 はれぬ は 

さても いんぐ はぞ や、 あ 人い かなれば われ 思 ふ、 ひ 

と を 思 はぬ むく ひに や 我 こふ 君の つれな さよし よせ 
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ん 又もや、 此思 ひ、 地そう して 見ば やとた ちかへ， 9、 

見れば そなたの そらおそろし くこ はよ しな やと 思 ひ 

き. 0 せめくる こ ひ をお し しづめ、 なみだ 地ながら に 

まくらう く、 わがね やさして 入け る はやるせ なげな 

るふせ いなり、 三重 しゅしゃう はつらき ひと. < ^ねに 

ゑん じ のかね の ひ いき 迄な みだ を そ ふる なかだち 

と、 ゑい ぶん 有て 世のう さ を、 おぼしつ いけて しん 

しんと か ベ に そむける とほし びの かげろ ふした に 色 

すがたつ、 く，.^ として 立ゐ たり、 主上 あやしみた そ 

成と、 ごらん あれば てる 姬、 こ は そ も 御身い かい 

して、 是 t ー遁來 りしと、 地う つ \  > ひにちよ くもん あ 

る、 51^ てる 仰 を ま. o、 されば 自思 はや も、 わう じに 

とら はれま いらせて、 あさな-— の もの 思 ひ 夕べ 夕 

ベのう きな みだ、 地 かはく まもなく あけくれに、 御 

行す へ をい かい ぞと、 思 ふ 一 ねんぎ よくたい を、 し 

ぶしのう ち も 立 さらす しゅ ごしま いらせ さ ふら ふな 

b、  ^とよ こよ ひ此 所に、 御 わた， 9 在て は、 御身に 

あやうき 事 あれば、 いざ いづち へ も 御供 せん、 急ぎ 

落させ 在せ と、 さう し 給へば 生 上 は、 大きにお どろ 

き 思 召、 しからば へんし も此 所、 通て みば やと 御-と 


こ を、 出させ 給 ひ 手に 手 を 取、 そこ はかと なく まよ 

ひゆく ゑい. 9 よの 內 こそ やるせなき、 ゆめ かう つ、 

か まぼろしの それと さだめ もな みだ かき 吉の 、川の 

花い かだいと しき 君の 御身 をば のせて こがる、 さ、 

ふねと たと へて いは 3. おも ひよこ ひよ、 いづれ しづ 

まぬ 人 もさ は あらしの つてに 聞し よの かた 山里 はう 

たま くら、 道の き 杯に お ぼへ たる、 その ふうけい をい 

まこ ゝに みる さへ ある を 山が つの しづが 手 わざの い 

かた ふねつ 、 む 人め のせき くだす 三重す がた やさし 

やくれ 竹の、 さほ さす そでの 手 もた ゆく ことに ちら 

ちら ふ， 0 くる ゆきのし き. o に さ ふき 山お ろしげ にや 

にしきの てうの 內、 地す きまの かせ もい とひた る、 

花の はだへ に み < -.^ としば しゃすら ひまし ませ 

ば、 地 生 上 はよ し を ごらん じて、 くるし からん と姬 

君の、 御手 を とらせお はし まし、 御 ふところ にあた 

ためて、 此川 なみの すへ こそ は 三重い もせの 山に、 お 

つるて ふか ゝる めでたき ゑんに ふれ やがて くもいに 

立 かへ， 9 もろ 共に 此ぅ さつら さ、 ねものがたり にな 

す ベ しとち よくで う あれば に ほてる は- J は 有が たき 

勅、 さ. 0 ながら ゑい しん はます 花、 そめの 色 心 か は 
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り やせんと 御 ひざに 打 もたれつ、 のた まへば、 いろ 

もな きこ ゝ t つ, ど 人に、 そめし よ， 0-、 ，つつろ はんと は 

お ぼへ ぬ を、 世 は うきくさの しげ. 9 あ ふ、 ふかき 田- 3 

ひの ふち なれば そこい はいかで しらし やと かこた せ 

給へば 吉の 川よ しゃ 人 こそ つらから め、 かねてち か 

ひし ことのは 、わすれぬ もの を こ ひごろ も 恨 申す も 

よしな しと 又 立 あが， 0 みなれ ざ ほしばし の ひま もい 

とまな みさして ちかよる みねの くも あれ こそ は かづ 

らき や、 くめ ぢに わたす いはば しのち ぎ b はい やよ 

たかま 山よ そに のみ 見て やみぬ ベ き ゆめの かよ ひぢ 

さめ やらば き へ て やの こる おもかげの わが 身の ほど 

をな きこ ふる かたみに そで をし ぼ. 0 ゆく、 ふいき い 

やます 川 かせに い とい ぬれ そふ 御 ふせい 三重よ その 

みるめ もいた ましき、 ゆき はし だいに、 ふ hs まさ， 5、 

さほ さす いかだと 3- ま h- て、 跡へ もさき へもう ごか 

ねば、 いかい はせんと お ほせし 時、 あやし やすい か 

が おもかげの 君の みそば に 立 あら 12 れ、 な ふうら め 

しゃい かに 君、 わら はがつ よきし うしん は、 思 ひき 

れ共 いやまし にと いま.. 0 がた き、 あだな さけ、 こよ 

いはせ ひに と 御床に、 忍びて みれば つれな くも、 ふ 
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,0V すておち させ 給ふぞ やい ざう ちつれ て、 く はんか 

う あれと 御衣の 釉、 ひか ふるな か へ 港 ^ てる 姬、 分 入 

てっきた ふし、 いや 愚な b 賤き 身の、 玉たい をけ が 

さんと や、 君に 付添 自は、 いろのと き はやれん-.^ の 

まつ ほかの 思 ひ はな か/ \> に、 そめて かひな きしぐ 

れぞ かし、 とく 立 かへ り 思 はれぬ、 我 身 を 恨み 候へ 

と、 仰 あれば すいかの かた、 大きにせ いて 立 上 b、 

^心へ ぬ ことのは や、 それ てんし は 御き さき 十二 人 

八十 一 の 女御と きく、 定て その かたが、 れん b の 中 

と はや あお かしゃ、 それ は ともあれ 大君 さま、 かや 

うにした ひきたる 身 は、 たまさかに だに あ ふ 事の、 

なぎさに しょるな みなれば うらみて のみや、 かへ る 

べき、 なをし もつ らく 在 さば、 たと へ 此身は 天ば つ 

の そのせ め はう くる 4 ^ハ、 とてもと まらぬ けねんの ご 

う、 勅定 いかにと けしき を かへ、 なみだの あめ はは 

ら/ \ 'とこ ぼれ か 、れ るび んづら をと りあげて しと 

とよる 鴇て る はすい さんな， o、 何程に した ふ 共、 自 

が有內 は、 思 ひも よらす こなたへ と、 み釉を 取て 引 

給へば、 す^か もまけ じと 引 もどし、 玉たい の 右 ひ 

く る /\  く る //\'  /\  くるし. さほ.^ ら はく は 
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えんと 成て たがいに あらそ ふおん ねんの、 角 はく は 

ぼく、 ひたい を さきて にらみあ ふたる 有さ ま はす さ 

まじ か b ける けしきな り、 すいかの ま へ は 口 をし や、 

いでく 思 ひしら せ 申さん と、 とびあがって 水 巾へ、 

ざんぶと 入て 忽に、 廿尋 計の 大蛇と なり、 てんちに 

群な み をけ たて、 さんか 一 どに しんどうして、 しゅ 

じ やう をめ がけて とびか \ る は 三重お そろし か. 0 け 

るし だいな b ヽ げ にやた がいに、 しっとの ねん、 諍 

ひ 叫 そのこへ は、 時の たいこ をう っゝか 夢、 すな は 

も妝J^さ め御とこに ぼぅせんとして ぉはします、 ゆめ 

と はさら に、 わきがた く、 玉たい しつ ぼと あせいで 

て、 御む ねのと いろけば、 さても あやしき 事共と あ 

んじ めぐらし まします ときす J- かもめ さまし 欠きた 

り、 同 ごとくの ゆめの てい、 まだ はなれえぬ 執着 は、 

ゑ、 淺 ましく 醜と、 さんげに あかす ものがたりた が 

いに これ はと 手 を 打てし ばし あきれて、 おはせ しと 

き 忍び ゐた， 9 し 龍 崎、 いはほ さへ もん 御 こたつ を、 

すんど さし 上け 顯出、 此 ていみ るよ， 9 とびか 、つて、 

主上 を 取て いまし むる、 すいか 驚 こ はいかに と、 取 

付釉を かい 抓、 おつ ふせた かてに いましめて、 さあ 


己 ばら かくごせ よ、 大 伴の わう じへ、 注進の 儲物、 

しあ ふせた b と悅 びて、 引た て ゆかんと せし ときに 

ふしぎ や ごてんめ いどうし、 いましめ のな はおの づ 

から、 ふる. /(- はつ と ほどけつ、、 忽小 蛇と 現て、 

さへ もんが 首の ねへ、 な、 へやへ に まと ひっきし め 

つけ/ \ さいなめば 引 放さん と 身 をく る へど、 爭か 

以 はなるべき、 忽 もんせ つび やくち して かしこへ ど 

う と た ふれけ， 9、 その LJ きく はう めう かくやくと， 

ざ はう 權 現出 現有、 さ ハ もんが から： U を 三重 ほこに つ 

ら ぬきさし あげて 君 をな みする、 大惡 人、 めう ばつ 

しゃ. 9 んの ごとく ぞと、 金.^ ん ざいへ なげ 給へば、 

み おんに 成て ぞ 失に ける、 そのと きしんた いみこへ 

を 上け、 色欲の 執着 は、 六道 りん ゑの きづな を 今、 

切て ほんが く眞 如の 月、 くもらぬ かげ はれい くた 

、り、 .31! 々ほ-つ ，て をし ゆ ごせんと、 よば はり 給 ふこへ 

共に 三重よ は ほの < ^と、 あけわたる 主上 はっと 有が 

たく、 御 跡 三 どらい はい 有、 御悅 はかぎ， 9 なし、 げ 

にしん こくの ためし やとて きせん 上下お しなべ て 皆 

かんせぬ もの こそな か b けれ 


芳 野の 內锂 


第 五 

其 後、 地， てるの 御 かたは、 大伴 のみ 心に、 隨ひ給 

はぬ こらしめと、 一間の でんに 押 こめられ、 うき 事 

つもる 御身 を も、 君 かため ぞと思 ふ 身の きへんい の 

ち も をし から じ、 地 さる にても 大君の、 くもい をよ そ 

に 引 わかれ、 よしや 吉の、 山里に、 忍 わたらせ 給 ふ 

とや、 それの み 思 ふよな く は、 玉たい を たちさら 

ぬ、 地 ことのみ 見た る まさゆめの、 さめて はの こる 

うつ b が を かこち わびて ぞくら さる、、 か \ る を，^ 

ふし、 わう じみ ゆきと いふ こへ に、 御 まへの 侍女、 

急 取々 立 向 ふ、 時に わう じ は のみあかす、 宿 酒 も 未 

さめやらぬ、 あそびが さきの ち ど， 9 あし、 よろ/^ 

^/^とさう の 手 を、 官女 二人に 抉られ、 さも 凄じき 

大不飞 御 跡に 仅 もたせ やう として ゆるぎいで、 

ひの  きっと 

难 T てる 姐 をな がしめ に、 讫 ねめ 付う そふき て、 我 萬 

乘の 位と なり、 ふ てんの 下 そっとの 內、 心に たが ふ 

事 あらす、 是偏 にわが 惠を、 うけぬ ものな き ゆ へん 

なり、 若 又 ちんに いさ ゝ かも、 そむかん もの ゝ 有な 

らば、 如レ此 になす べきと、 さゆう 成 官女 を、 一所に 
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引よ せかい 抓、 片手に やん ど さし 上て、 たち 拔 持て 

提 切に、 むざん やさつ と 切 放せば、 ながる、 の. 9 は 

たきつ せに もみ ぢ みだる、 ふせいな り、 是を みたる 

わ h- さま 

か汝 等と、 しがい をが はと 投給 ふ、 その 形勢に 人々 

は、 針の 筵に ざす ごとく、 わな/.,^ ふる ふ 計な- 9、 

王子 は拆 もこ、 ちょし、 是を 希に それ )K 持せ 

の大 さん 取 上て、 さら と 三 ごん i し、 く よん 

もみ 

じと^て やあ^て る、 つらくあたる もたい ちんが 心 

に 背 ゆへ ぞ かし、 心 をと けよ さも あらば、 兄 村國も 

ろうくつ を、 遁て 共に 富た つと く、 身の ゑいよう を 

極べ し、 さあく 中 直. 0 せん 盃を、 取 上よ やと さし 

給 ふ、 ^てる 些 おそれば こそ、 盃を取 持て、 彼 成 ま 

き 柱に、 打 あて 、みおん になし さらぬ ていに てお は 

します わ， つじ 興さめ 是. SI! てる、 さ 程に きら は ，3- その 

盃、 取 上ぬ 迄の こと、 心 ざした る盃 を、 かくは 計 ふ 

不屈 者、 すべき やう 有 それ 者 共、 村國を 引出せ、 畏 

て そが 中 どみ、 かくと 申せば 大 せいに て、 なほ 取な 

してむ らくに を、 てい 上へ 引いだ す 大伴は 立 か、 つ 

ひめ 

て、 いかにお よ， 9、 汝 か妹壙 てる 姐、 丸が 心に 隨す、 

仍今召 出す、 鴇て る ちんに 隨 ふやう、 諫言 を 加な ば、 
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汝も 共に 免許 せん、 さもな くは忽 に、 攻 ころさん と 

ざ をう つて、 はった と 睨で ごで う ある、 むらく にし 

しっと あざ はら ひさこ そ あるべし わがい もうと、 君 

の爲に はお や を もす つ、 まして や 兄が 忠 せつゆへ、 

縱八ざ き 車 ざき、 し、 びし ほになる てい を、 みる 共 

いたむ 事な かれと おそる 、けしき は 見 へ ざ. 0 けり、 

わう じ 怒て、 惜 きこう げん はやとく^,^、  くるしめ 

て 命 を とれ、 いかに/^ とせき 給へば、 しう ごくの 

役人 共、 はら-,^ と 欠よ る を、 村國 つ、 と 立上り、 

さん < ^にけ た をして、 うんと いふて たかてこて、 

ふつふつ、 と をし 切て、 てい 上へ. 0 び 上る、 有 合 者 

共 驚て、 かけへ だ、 る を 事共せ す、 かいつ かみく、 

力、 か 人つ ぶてに 打た つれば 三重お それ わな、 き にげ 

ている、 いま はさ 、ゆる、 者 もな し、 いざや 遁ん鴇 

てると、 かたに 引かけ 門つ いぢ、 とびこへ く をち 

た. 0 し は あやう 三重 か， ける しだいな. c 、さる 程に、 

天む てい、 にんかい ぁ闍 の はたらき にて、 一山の 

衆と 一 みなす；； 然 うへ は 里 近き、 ざ 王 どう を 皇居と 

して、 よきに 愛 奉る、 去ば 吉の を古鄉 と、 よしの ゑ 

いかによ み をく も此 ぎょうよ..^ の、 事と かや、 折 か 


ら やよひの ころ なれば かすみた なびく おちの 山 いづ 

くも、 はるの 夕げ しき こ \ ろ 、のどけ きころ なる に、 

地 ましてと- J ろ はみ よしの 、、 なにし を ふたる さく 

ら花 ふもとより， まづ さきそめ て 花 も ザ ザ J く ある その ふ 

せい、 ゑいかん にたへ すし も、 かたへ なる 御 こと を、 

引よ せ だんじ まし ませば、 詞 ゆきと けたぎ る 谷川に、 

ひ ，5 'きを そ へ しその けしき ひ， J とば もお よばれ や、 

花の ゑんの、 夕 ぐれお ぼれ 月よ に ひく そで さだかな 

らぬ ちぎり こそ、 ひ あさく、 みへ けれ ゆきの あした 

の、 あ.. りし はこす へ の 花の ちる ふせい、 チ クリ なごり、 

をし き は、 とにかくに、 まち へし、 君の かへ る さ ひ 

よく れんりの かたら ひも、 か はれば か はるよ のなら 

ひさ h- とて は、 うらむ まじ、 むかし はなさけ ありし 

をむ めが へに こそ、 うぐ ひす はす をく へ、 かせ ふか 

ば いかに せん 花に やどる うぐ ひす を もし ろの しら 

ベ やなく もの かよ ひ； 0、 ふきと ぢて 三重 こ、 にと 

どま. o、 ことのね に、 こなた も わか をそう せん、 あ 

まの はごろも まれに きて かざしの 花 も 折からの、 ま 

づ せいやう の わ か を あげて、 きしゅ ん らく を ま はふ 

よ、 さて またな つに、 いたりて は、 いかな らんま ひ 
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の そで、 かたへ す いしき 川み づ にう かみてみ ゆ る さ 

かづきの けん はいらく を ま はふよ、 あきのよ ながき 

かせの をと はたが ふむ まひの ひや ラし ぞ、 おぎ はぎ 

す、 きつ ゆしげ くた ま をち らして ふぢば かま、 しう 

らく を まふべ し、 日 かすつ も.. 9 て ふゆの よは、 く は 

いせつの そでの まひ さても、 しぎの まひに は、 大み 

や 人の かざす チクリなる さくら、 たち 花 もろ 共に、 花 

のかむ. 0 を かたぶけ て ほくて いらく を まふと かや、 

いま また、 君の ことぶきに けんじゃ うらく を、 いざ 

ま はんし かもと ころ はみ よしの、、 たへ な， 9 やおと 

め こが、 おとめさす ひもから たま をた もとに まきて 

おとめさす ひもうた ひかな つる その ふせい、 主上 あ 

やしみ そ もお こと は、 いか 成 者 ゆへ 朕 を かく、 慰る 

ぞと勅 あれば、 時に 天女 は 被た る、 玉の かん ざし は 

ごろ もの そで 引ち ぎって 我 は是、 大 伴いが の わう じ 

也、 此 所に 皇居の よし、 聞よ h- はやく 伺よ る、 かく 

ご あれと 天皇の、 御衣の 袂を しっかと 取、 已に あや 

うくみ へに けり、 折 ふし 村 國ぃだ てんの、 ひ 行かく 

やと 飛來 て、 わう じ をつ かんで 投 出し、 君 を かこ ふ 

て 立た， 0 し はヲ 、すさまじ か り ける あ. o さまな. o、 
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わう じ 大きに せき 上 つて、 みぢ にせん とい ふま、 に、 

ざ 王 どうの ゆろう のかね、 とびか、 つて 引お ろす、 

村國 すかさす かけよ.^ て、 引 おろさせ じと む やと \ 

めた、 ゑいと ひく、  <1 -ら じと ひいた、 もとよ わう 

じ は あしゅらが いき ほひ もの-^ しゃと 引 もどす、 

雨 ゆう あらそ ふその いき ほひ、 うほう さ ひつの 兩こ 

んが うがう、 まの、 かたち ふんぬの せい、 かく やとば 

かりす さま じく、  くろ烟をた 、 てゑ ぃゃ^^-と引ぁ 

ふに ぞ、 さしもの 鐘た まらば こそ、 堂 舍佛閣 森林に、 

ひ 3- きわたって まっぷたつに、 く はっと さゆうへ 引 

わった， o、 三重と きにし ゆろう の、 てんじゃうよ b、 

むしゃ 一 きとび をり て、 なぎなた かいこみ そも是 は、 

花の 吉の にかくれ なき、 す かとい へる をん な 也、 

皇居 を しゅごし わう じの かく、 伺 ふてい を さっしつ 

つ、 かねてた しなむ 長刀の、 の 程 をば しらせん た 

め、 隱 てこ ゝに現 たり、 いで 見參と 打て か、 る、 わ 

うじ 怒て すいさんな b、 あれ 打 とれと げぢ あれば か 

くしせ い、 一同に、 顯 いで、 切て かゝ る、 むらく に 

笑て おこがましと かたへの たいぼく 引た ふし、 打て 

かゝる をす いかの まへ、 押と め それにて 見物 あれと、 
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なぎなた を おっと b 三重の ベ つ いてめ ぐ るみ づ ぐる 

ま、 なみの うちこした きおと し、 きって ま はれば こ 

ら へやして、 さんげ を さして ぞに げかへ る、 され 共 

てき は、 大 せいな， 9、 せんぢ ん ごおん ひとつに な. 0-、 

押 取 まきて 攻ょ する、 村國す い かに 引 そふて、 うつ 

てま はれば わ うじのせ い 三重 あと を も みすして にげ 

て ゆく、 なが を ひむ やくと、 村國 は、 す -s- か 師友 引 

かへ し、 皇居 を しゅごして 立た. 9 け.^、 適ぶ 双の 働 

やとき せん 上下 安 詫 皆かん せぬ、 者 社 無 けれ 


其 後、 吉の 山の 皇居 をば、 ふいに 伺 ふ猛敵 を、 人々 

の 働 ゆへ、 一先 は 追 退、 玉たい っゝ がまし まさねば、 

御 よろこび は あさから す、 されば 君、 此 山に ござ 有 

よし、 隱 なければ 官 ぐんの、 我 も/^ とさん かう し 

て、 さし もに ひろき 吉チク ，の 山い はかげ、 このまた 

にあい 迄、 人なら すと いふ 事な く、 花の 夕日 ももの 

のぐ にて か ，5 'やきし 有さ ま はげに い さましう ぞみ 

へに ける、 主上 ゑいかん 限な く、 とくく 出 おん 仕 


り， げきと を 討， o  くな すべし と、 日月の 御 はた を、 

むらく に、 給 はれば、 村國勅 せん 畏り、 官 ぐんつ が 

う 二十 萬、 三千よ きを 隨 へて、 しがの 郡に おしよ す 

る、 いせいの 程 こそ ゆ、 しけれ、 さる 程に、 大 伴の 

わう じ は、 たくみし ち， やく 徒に、 はふ/ \ に效か 

へ h -、 そが 中臣を 近付て、 せいの つのらぬ その さき 

に、 吉の、 皇居 を攻 つぶし、 帝 をが いしに ほてる 姬 

うば ひかへ さん はやと^^ — 、， ぐんせい さいそくな 

すべし と、 ごで う あれば そが 中臣、 承って 在京の、 

もの、 ふつが う 七 萬よ き、 にしきの はた を 三重お した 

て 、吉野 を さして ぞ おしよ する、 あは づ のはらに て、 

はしたなく、 兩； りん はたと 行 あ ふた り、 互に それと 

みるよ. 9 も、 そな へ を さだめ 一 どうに 三重と きのこ ゑ 

をぞ 「あげに ける、 みよ を さ だむ る、 たゝ かひ も、 

けふをかぎ.^^の事なれば、 兩ぢん 一 どに もみあ はせ 

三重 こ、 を せんと ぞ 「たゝ かひけ る、 されせ ハ、 く はん 

ぐん、 たせいに して、 大伴 がた の ぐんせい 共 まけい 

ろに こそみ へに けれ、 そが 中 臣は踊 出、 き ほひ 切た 

る官 ぐんに、 ゑし や くもなく わた. 5 あ ひ、 寵虎、 の 

三重い さみ. す さ しく はら. hN*./^ となぎ ふす. る， さし 
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もの 官 ぐん、 た.^ 一  人に 切た てられ、 兩 方へ さっと 

ひく、 か、 る 所へ、 にんかい の そな へよ b、 きん ふ 

せんのうん くはい、 かづら きのら いでん 坊、 ゑた.^ 

やお ふとと びか、 る、 そが 中臣打 笑て、 いらぬ ほう 

しのい くさの やう、 そこ を 引な とつ、 とよ ，9、 互に 

むすと 引く みて、 ゑい や， （'とも ふだ h- けり、 うん 

悔 らいでん 元よりも、 なにし お ふたる 大力 僧、 こと 

共な さす 一同に、 そが 中臣を 取て ふせ、 こへ を 合て 

兩人 は、 首 ふつ-/^ と 捻 切て、 互に さし 上 立た. 9 し 

は ゆ、 しか， 9 ける 有さ まな hv、 此 勢に 大 ともが た あ 

るい はおち ゆきかう さんし、 今は大 伴た- «• 一  人、 い 

で 物み せん 巳 ばら、 わう じがめ いどのぐ ぶせ よと、 

踊 か、 るを官 ぐん は、 兩方 へだて 押 取 まく、 すい さ 

んな b と はせ むかひ、 大手 を ひろげ はむか ふ もの、 

つ ゝ ぬき ねぞ首 三重 人つ ぶて はす さま じか. 9 ける し 

，た ひな 、いさみ ほこりし、 官 ぐん も、 わ うじのせ い 

に 恐つ、、 右往左往に^ ち.. >  ける、 時に ふしぎ や こ 

くうよ. o、 友た るが 首飛來 り、 大昔 上て いかに 君、 

某が 諫の 程、 いまこ そお ぼし あたらん とから く 打 

b ら へよ、 わう じ は 更に へん， とうな く、 おもて をお 
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おひ はお 給 ひば、 友た るが くび さも さう す、 我忠心 

の 一 ねん は、 けふ迄此どに留れ，.^、か、るぅへは潔、 

御 生が い をい そがる ベ し、 せんかに まみ へ 申さん と、 


いふ こへ 計の こ. >  つ、、 風に せう じて 飛 去け.^、 わ 

うじ 是 はと あやしく も、 たいぼう せんと 立 給 ふ、 此 

ていに うん 悔ら いでん、 す b しょって 引 くんだ.^、 

わう じ 怒ても のく しと、 左右に 取て おし ふす る、 

衬國遙 にみ るよ h- も、 飛 來て組 付 を、 同 取て 引し い 

て、 おし ひしがん とせし 所に、 吉の、 かたよ. 0 神 通 

の、 鏑矢 來て大 伴の、 みつけん に はっしと たつ、 わ 

うじ は是 にゅう 力の、 た ゆむ 所 を 下よ.^ も、 三人 一 

どに はね かへ し、 さし 通し 指 通す、 村 國首を 打お と 

す、 時に ふしぎ やめい どうし、 ざ王權 現出 現有、 朝 

敵の こら や 討ばつ し、 天下 太 }^ 成べき なり、 力 、かい 

よいよ こく か を まほらん とひ かり を はなって うせ 給 

ふ、 夫よ， 9 も 天む てい、 大和 國に せんど 有、 淸 見ば 

ら のみやに して、 政道たい しく 在け h -、 千秋 萬歲め 

でた し と f 賤 上下 安 詫 皆 仰が ぬ 者 社 無 かり けれ 


一 源氏 六條通 

一  第 一 

「协も 其 後、 夫 天下に 名 を 得て は、 德 めれば 四海に み 

一 ち、 あやまち あれば 人 こぞって、 蝕の ご と くに 是を 

一-見る、 さるに よって くんし はた ：a-、 其 ひと， 0 をつ \ 

しむと や、 こ、 に 仁王、 六十 六 代の^ 主 をば、 I 條 

の 院と申 奉り、 めでたき みかどお はします、 其 頃の 

きりんに、 延き 帝の 御子、 前の 中 書 王の 御ハ t;: 笫に、 

二 世の 源氏 を 賜 はり 光 か 源氏と 申せし は、 王道 ほさ 

の其爲 に、 人臣と 成 給 ひ 西の みやの 左大臣、 髙明公 

と 申つ 、、 和 $i んの才 にくら からす、 ようまう ©. ふ 

びに まし ませば 官女 も 下女 も 押な ベ て、 した はぬ 者 

社な か. 0 けれ、 又 右近 衞の 大將藤 原の、 道 包 公と 申 

せし は、 父關 白の 愛子に て、 世の 人お もく もてなし 

ける、 心 ざし ふてきに して、 ひげ たくましき あだ 名 

にや、 皆 人是を 髭黑" 大 將とぞ 申け る、 外に はく は 

を かざれ 共、 内に はかね て 逆心の、 く はだて ふかく 

まし ませば、 光ル 源氏と 常々 に、 むつまじから ぬ 中 

0 氏 六 ^ 


な.^ き、 いで 其 頃 は、 永延 元年の 十二月、 さ こんの 

櫻^ みだれ、 かいらく 枝 を あらそ ひし はけし からす 

こそみ へに けれ、 よって 主上 南 殿に 渡御 有て、 諸 卿 

を 召れ さま/,^ の、 古き ためし を 御 尋ね、 ちょく も 

ん あれば 人々、 しゅ < ^の 古事かん がへ て 言上 有し 

折からに、 攝州 住吉の 神職、 庭 上に 畏， 9、  W も 住 十； a 

姬 松の 本に、 さも 大 いなる 石の かろうと ひとつ、 すて 

置て 候が、 いか 樣 ぼんぶの わざなら す、 石のお もて 

に、 八ッの 文字の 候 を、 うつして ごん 上れる と、 い 

たに 書た る 一 下，^ 御 まへ に、 さし 上れば、 右 大將道 

かぬ 請 取て そうもん ある、 二人 一 卜、 一人 入 王と い 

ふ 八 字な り、 ひげぐ ろしば しかんが へて、 天晴 めで 

たき 御 事 や、 二人と 書て 天の 字な.. >、 一 卜と は 下の 

字な h -、 一人 は大の 字、 入る と 云に うの 字に、 王の 

字 をく はへ て は、 まった しと 云 全の 字な， o、 天下 大 

いに、 まった しとよ む 時 は、 天 下 大安 全 S 御^ て う、 

住吉の 御 つげ、 是に 過た る悅 びな し、 ぃょ/^-ほぅ 

そ 長久の 、 御 しるしと 覺 えしと ことぶき 玉 へ ば 其 時 

に、 光 や 源氏い や/ \ まったく あんせんの、 御 へ う 

じと は 思 はれす、 今 太平の 時たい へ い を、 しんれい 

玉 百 十 玉  . 
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1^ 氏 六條通   五 百 十六  

文字 一 かう を顯 はして、 よそに 稀なる ふうけい をし 

ばし ながめて いた" ける、 おと ゝの しづ は 立よ りて、 

いでに あね 人此 住い：：： の-: ii- の姬 松、 ひと 木 をば など 相 

^と 中に J んぃ ぶかし さよと とひければ、 姉 は 聞て む 

つましと、 御^^^しらすゃ水が-の、 久しき 代よ，^ 高 砂 

の をのへの 松と 此松 は、 相 生の やうに 覺 しと、 きの 

つら ゆきが 古今の じょに、 のこしお きたる ふでの 跡 

よく/ \ 心へ 候へ や、 いはれ をき けば 面. H や、 かし 

こ は 高 砂、 こ、 は 化の 江、 ^は阈 をへ： U て、 も、 相 

生の 松と いひ くるしから や 候よ な、 さんせんばん， 9 

をへ だ つれ 共-む * に 通 ふこ ゝん \, かひの、 いもせ の 道 

はと をから やまつ は ひせう の 物 だに も、 相：^ の 名 を 

ゑた， り、 まして やせう ある 人と して 年 ひさしく も 住 

.HI: へ、 あ § み を はこ びち かひな ばいかでの うじ ゆ の 

なかるべき いざみ やめぐ り、 はじめつ、、 松のお ち 

ば を かこ ふよ、 竹の さらへの^ もた §  く、 かけ 共つ 

きぬ 二との はの、 道 を 守ら せ 玉 ふなる あけの 玉垣 ひ 

か， り そへ 四 社 3 そ，. -橋大 と，^ い 朝き よめして、 松 か 

げ にしば しゃすら ひいた. 0 ける、 か、 る 所に 左大臣 

高 明、 右大將 道かぬ、 賴光 を. i ぐし、 住士 = へつき m 


へ ば、 津 守の 國夏 あないして、 松の もとによ" 玉 ひ、 

かの かろうと を 見 玉 ふに、 高さ 五 尺 ゆ うよに して、 よ 

こ 七 尺に 餘， りたる、 大 ばんじゃくの 其お もてに、 き 

、しに か は らぬ もん じ 有い か さま あやし き 次第 や 

と、 兩 1 ながめて おはします、 其 時に 賴光 うらべの 

く はんじゃ 末た けに、 あのかろう との ふた を あけ 內 

を 315? よとの たまへば、 畏て 末た け 立よ.^ あけん とせ 

し 所 へ かたはらなる 松 かげより しづ のめ しづ の お 立 

いで、、 ちょくしのお まへ に ひざ ま づき、 この かろ 

うとの 事に 付、 申 上た き 旨 有と、 ごん 上申せば らい 

光、 ひかへ よとの 仰に て、 末た けしば らく 立し， 0 ぞ 

く、 時に しづの め 申 やう、 我々 は住吉 の、 濱の まさ 

ごの かすなら ぬ 名 もな きものに て 候が、 おと、 が 事 

は 生れ 立、 力 人に すぐれて、 心からなる 者 なれば、 

かやう. の 折 を さい は ひと、 都のと のへみ やっかへ、 

ねが ひ 申て 自らが、 伴 ひいで、 候な，. >、 此 かろうと 

を かろ と、 さし 上させて 力の 程、 ごらん 下され 

候 はい、 有が たかるべく 候と 申 あぐれば、 兩卿、 ねが 

ひの 通 b ごめん ある、 しづ は 悅び松 かげより、 持つ 

たへ たる もの、 ぐ を、 さも 花やかに ちゃくしつ、 ゆ 


るぎ 出た る 其 有樣 かぶとの きな しょろ ひっき、 たぐ 

いまれなる 武者ぶ b は 只者なら すと らいく はう は、 

眼 をく ばって や あ 者 共、 もらすな と下ぢ あれば、 け 

い ごの 者 ども さ ゆ うより、 一 一人の しづを 押収. まく、 

姉の しづの め こ はいかに、 げ う-,^ - き有樣 やさ ま 

で 御 ふしん ある まじと、 さはがぬ ていに 申に ぞ、 ら 

い 光なん お-らふ てきな b.、 あのよろ ひ は 平 しんわう 

正門が てう ほう、 天ち くやう にお どした て、 ばら も 

ん どうと 名 付つ、、 び ざう せし よろ ひなり、 ひつで 

，つてき の 一 るいな，？ まっすぐに 白狀 せよ、 さなく ば 

々がう もん せんと、 はたと にらん て宣 へば、 しづ 

のめよ こ 手 をて うど 打て ゑい さすが 源氏 の 大將ぞ 

や、 今 は 何 を かつ、 む づき、 わら は、 しんわう、 

正門が むすめ 、加藏 の 尼と 云 者な b 是な る わつ ば は、 

正門が 子、 自ら が爲に はおと ゝ にて 侍 ふ な b  、父 正門 

朝敵 と 成 て ほろび しょ h^ かやう の て い に さま を か 

へ、 ようちの おと \ を かい ほふし、 せい 長な さしめ 

本もう を はらさせん 其爲 に、 正門 ゲに 十なる と は、 ふ 

かくつ ゝ みて じせつ を まち、 け ふらい 光にたい めん 

こそ、 そくはい を たっせん 時いた ひぬ、 梪武 天皇 四 


源氏 六條通 
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通 tm ハ條通 

代の そん、 平の よし 正が ちゃくし、 しんわう？ 門が 

子なる ぞゃ、 父 もち \ たる：！^ の 子が、 かまへ て ひけ 

うの 働きすな 自ら 女の 事 なれば、 足 手 まと ひに せん 

もな し、 九 萬 八 千の 5^ 神の ちまつ. 0 に、 只今 こ、 に 

てし すぞ と、 ：M (幼 を 引 ぬ い て、 自ら 首 を かき お とし、 

かつば とふした る 有 樣はゅ \ しかりけ るし さまな 

り、 おと \ぉ どろき い， たきつ きこ はさて いかに はか 

なしと、 さすがに たけき 眼に も、 つらぬき とめぬ 泪 

の 玉 はつら はらと ぞ 流しけ る、 今迄 我に それ ぞ共、 

しらせ 玉 はぬ うらめし さよ、 かく みんかんに 人と な 

り、 いやしき 身 ぞと思 ひし-に、 すせ う をき いてまん 

ぞくせ. o、 そぶ は よしまさ、 父 は 正門、 二字 を 取て 

今よ.^ は、 我、； 牛 太郞良 門と 名の b て、 王城へ 攻 入り 

ち、 のね が ひ をた つすべし、 又賴光 はがん せんの、 

姉の かたきの がさ じと、 大昔 聲 にの、 しる 時、 ふし 

ぎ やかろうと めどう しふた を、 こくうに はね か へ し、 

內ょり も 其： たけ 九 尺 計の； 重 形の とんで いで、 良 門 

に、 立な らんで 我 は そ も、 ゑい. H のち ごな.： > しが、 

大 天ぐ に參會 し、 ま ゑんの 法を學 びつ ゝ、 佛經； 土 法 

めつ せん 爲、 經 ろん を. i! はら ひ、 あまた ほうしの 命 


  五 百ト八 

を とり 、今 原に すまいな すき どう 丸と は 我事な. 9、 

いかに 良 門 諸共に、 力 を そへ て 天下 をば、 御身が 心 

に まかすべし と、 ふたりな、 レ> ん で 立た る は あ うんの 

きしの ごとくな り、 赖光は 雨 卿に、 御け が 有て は 

い か  >  ぞと立 ふさがって かこ はる、、 けいごの もの 

の ふ 左右よ. 0  、 打と ら ん と馳 よ る を、 兩人是 を 事共 せ 

す、 引よ せ/. -rir 不 めで 人つ ぶてに 打た. 9 しはす さ 

まじ かりけ ろ 次第な り、 か、 る 所に 四. 大王 第 一番の 

大 あ ら もの 奴 W  、會同 丸公 時、 い： U てんかく やとと び 

來て、 君 を かこ ふて つ、 立け..^ よく 夭 の大ま 王が、 

生れ か はって せむ る 共、 げんけ の しゅじな す其內 は、 

お、 思 ひも よらぬ 事 成 ぞ 出物み せん と 名 に 高く き し 

に はびこる 大 のまつ、 とびか、 つて 引た ふす、 わたり 

の 土 七 八 間、 ねよ.^ くづれ ての きに け.^、 かろ <^ 

とふ. 0 まわし、 大ぢ もさけ よと 打 立れば、 きどうよ 

しか どへ きゑき して 跡 を もみす して 逃 失け る、 公 時 

笑 て さ もそう や、 あくま は 去て 西の 海靑き が はらの 

浪 間よ. o、 顯れ 出た る あら 人 神、 かみす > しめの ほ 

うへい を はやとく， （- と賴光 公、 兩 卿の 御供し、 都 

へ か へ る 公 時 は、 天晴源 家の 寶 やとき せん 上下 押な 


ベ て 皆かん せぬ 者 社 無 か.^ けれ 

第 二  ， 

「其 後、 源の 賴光 は、 みたちに か へらせ ひつ、、 渡 

部の 太郞 綱、 坂 田の 會 3? 丸公 時、 うすいの さ： U 光う 

らべ の末武 を、 御 ま へ に 召れ つ 、、 ^も此 たび、 あ 

やうき ちんじつ、 がな く、 高 明 道かぬ もろ 共に、 御 

きらく 有し 事、 是公 時が ぶこうに 有と 御 よろこび は 

かぎ b なく、 此.^ , は 四. 大王、 きどう 丸と 良 門 を、 心 を 

付て^ べしと、 御で う あれば 人々、 畏 てお 請 をな し 

御前 を 退出な し ふ、 去 程に 髭黑 の大將 はや かたに 

か へらせ 玉 ひつ、、 御 そば さらす の 郎等、 柬仙道 無 

三坊、 坂 西 あ、， T 波 入道、 なんかい のうん. - うけん、 北 

阈の 雪道 齋、 四 人の 者 を 近付て、 いかに 汝等 承れ、 

W も此 度大內 にて 住吉の 神職 津 守の 太夫 國夏 が、 注 

進 申せし 事に つき、 勅 を 蒙.. H 咼 明と、 共に 見聞な す 

所に、 きどう 丸と 云し 者、 1^ 太郞良 門、 共に 力 を 合 

っゝ、 かう めいと 賴光 を， 餘 さじと した，^ し 時、 ま 

つたれ い，' 坂 田め が、 大 わざ を ふるま ふゆへ、 きどう 


九 も 良 門 も、 はふく 逃て 行方な し、 何と ぞ かれら 

が 有 所、 尋 出して みかたと なし、 かねての 所：： をお 

も ひたつ 便 にせん と 思 ふな いかに/,^ と けれ 

ば、 afA 龍 軒す、 み 出、 仰の 趣し ごくな り、 あの 賴光 

が 有 内 はたやす く 御 本い とげが たし、 先 かれ を 御 失 

ひ 然る ベ く 候な b 光. - 源氏 は其內 又よ ろしき 手： U て 

も！ K はん、 此 ざいか いと 云ければ、 あら 波 人道 無 三 

坊、 一同に 手 をつ かね、 成程 其 聞へ たり、 しか、 り 

ば 是へ御 招き、 どく 酒を以 せめころ し、 四. 大； 土の 奴 

原 をば、 我々 四 人 一 同に、 打て か、. 9 候 は K いか 

でか 以除 すべ き、 御 心安 かれと 手に 取 やうに ぞ 中け 

る、 無道 齋す、 み 出、 某 は 御 使に 罷 こし 候べ し、 髭 

黑 大きに 悅 びて、 明 後： n さは h- もな く 候 はい、 招. _ゅ 

なした く 候と、 云 付て 指つ か はし、 へんじお そしと 

待 給 ふ、 暫く 有て せつどう さい、 立 かへ b 申 やう、 

賴光 申され 候 は、 思 召よ る 御 使、 過分し ごくに 存る 

な. 9、 成程 參 有べき との、 御 へんじに て 候と、 謹 

で 申け る、 皆々 悅 び 手 を 打 て い そ ぎ やうい と 聞 へ け 

る、 さだまる： C にも 成し かば、 かづ さの 介賴光 は、 

渡 部 を 御供に て、 あしげの 駒に くれないの あつ ふさ 


かけて 召れ つ、、 右大將 道かぬ の やかた を さして ぞ 

いそがる \、 かしこになれば-^！！！-ょりを.^^、 かくと あ 

んなぃ 有ければ、 郞等共 出向 ひやが て 奧にぞ しゃう 

じけ る、 其 時大將 しづ/、 と 御 出 有、 早速 力ら いり 

ん悅び 入 候よ し、 互に ゑし やく 事お は.^ 數の 名，、 は 

やちん せんの しな をつ くして もてなさる、 Ig: くせて 

雪 道齋、 人 海と なづけた る 大盃 を賴 光の、 御 まへ に 

持いで、、 手づ からてう したつ さ へ て、 す、 の 申せ 

ば 賴光は ひとつう けさせ 玉 ふ 時、 ふしぎな るかな そ 

ともよ， 白 ふの たかま ひ 求り、 賴 光の 持 給 ふ 御盃の 

其 上 を かなた こなたへ 飛め やる、 人々 あやしみ みる 

所に、 賴光は 心 づき、 持 給ふ盃 を、 さし 上て かの た 

かの、 口 を ひたす とみへ ける が、 忽はを たれお ちに 

け， り賴光 さはが ゃ此 御酒 は、 鳥の たべ たる 跡 なれば、 

玉 はる まじと て 捨給ふ 時に ゑんの 下よりも、 男 一 一人 

飛 上つ て 、 賴光を 左右 よ 、たて はさんで 討ん とす、 

賴光磁 と にらみつけ、 ならお かしゃ 道かぬ 公、 かや 

うの 事に て賴 光が、 やみ-— 討 れんや 、 おのれら 

すこしも 手 向 はい、 まっかう ふたつに S わらん と、 

御 はかせに 手 を かけて、 ひざ 押た て、 ぞ待 ふ、 ぎ 
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せいに 恐れて 二人の 者、 わなく ふる ひお ちゑん の 

らんかん ふみをり、 どぅとぉち、ふみ石に打ぁた.^^、 

かう ベ みおん にく： U けつ、 あけに そみ てぞし 人たり 

ける、 賴光 笑て や あ ひげぐ ろ、 むかし かんの よに、 

張 *€と 云し 者 は、 成 帝の しはんたり、 朱 m とい ふ 者 

是を ねたみ、 てうう を 討ん とそうせ しに、 せいて, Q 

いかって しゅうん を、 きらし めんと し 給 ふに、 しゅ 

ぅん恐れてらんかんにぃだき付てぃた，.^しにひぎを 

そうせし 天ば つに や、 おばし ま おれて 忽に、 朱 雲 は 

.M におち ける とか や、 是 よりして 今の 世に、 人の 非 

おはし ま をり 

をせ めた いす を、 檻 折と もじに かき 折 核と. 5. すと か 

ゃぁの者共；^,, ふるまひは、 よくもに たる ぞ ひげく ろ 

殿、 いかにぐ と宣 へば、 大將 ざしきに たま. - かね、 

をく を さして ぞ入給 ふ、 あら 波 入道 键 道齋、 それ 餘 

すなと 云 こ へ に、 渡 部の 太. 郎辋、 しゃう じ 杉 を ふ 

み破..^、 いき ほひた けって 欠來り 二人 の^を かいつ 

か み 弓手め で へ 取 て なげ、 氣色ぼ う て ぞ 立た b ける、 

^いき ほひに 恐れて や あたりに 近づく もの はなし、 

ぃざ御か へ ..^と太郞綱、 君の 御供 什り みたち を さし 

てぞか へらる、、 かくて ひげく ろ、 あら 波 入道 奪 道 


0. 兩人 をち か 付て、 打 もらした るむ ねんさよ、 此 

まゝ にさし 置て は、 かへ つて ことの 大事な. 9、 小せ 

いなる 其 內に追 欠て 討 取べ し、 とくく と宣 へば、 

畏て兩 人 はよ ろ ひ 引 立 かたに かけ、 有 あ ふ 者 ：！ ^ハ 引ぐ 

して 跡 をした ふて 追 か，.、 る、 程なく 追つ き、 あら 波 

入道^ 道齋、 兩人駒 をの 出し、 おくした. るか 賴光、 

我々 が 有ながら、 いづく へに がし かへ すべき、 手な 

みの 程 を 見せん とて、 くろぬ. 9 の 大弓に、 かな じん 

どう をく つまき 迄、 引 こふで ぞの、 し.^ ける、 綱 は 

此 よしみる よ b も、 矢お もてに 立 ふさがり、 おのれ 

ら ご ときのお くび やう 者、 い らざ る 長 追 身の はめつ、 

いでく ゆん せい 心 みん と、 たちぬき 持て ひかへ た 

，り、 兩人 聞て 渡 部が、 く はう げんのに くさよ と、 矢 

次卑成 者 共が、 さし 取引つ めはなつ 矢 を 中に 切て ぞ 

おとしけ る、 是を 軍の 始 にて、 ぞう 兵 共入亂 火花 を 

ちらして た、 かひけ る 、しばし せう れつな か.^ け..^、 

右大將 のかた よ. 0 も、 くろがね せんじゃう 同く、 道 

竹と 名のって 出、 一 丈 許の 鐵の 棒、 かろぐ とふ，^ 

廻し、 賴 光の ぐん 兵 を はら， 9> ^となぎ 立る、 か、 

る 所に 贞 光末た けもの、 ぐして、 大 いき 切て はせ 來 


り、 たちぬき 持て わた. 9 あ ひ 愛 を せんと ぞ 「た、 か 

ひける、 何 か はもって あますべき、 せんじゃう 道 竹 

兩人 を、 弓手め でへ 切す へて すかさす 首 を かきおと 

す、 坂 西北 國是 をみ て、 お、 四天王 程 有け るよ、 夭 

晴 見事の はたらき や、 そこ を 引な と 切て か、 る、 坂. 

田の 公 時 欠來- り、 御兩 人の 御手 がら はは や 相み へて 

候へば、 こ、 をば この さかた めが 申請ん と 云 ま 、 に 、 

鐵棒を かいふって はんじ 計ぞ 切む すぶ、 され 共せ う 

ぶみ へ ざれば、 さあく まんと 云 ま、 に、 二人 一所に 

押なら ベ、 さう のかい なを むん すと とる、 公 時 は あ 

らくる しゃ、 もはや 叶 はぬ 上から は ごへん たちが す 

きにせよ、 さかた も 今は是 迄と、 さもよ わ -と云 

ければ、 二人の ほうし 頭 を ふり、 たるみ をく れん は 

か b 事、 其 手 はく はぬ 公 時 を、 ^取た るぞ お. y あへ 

と、 大 をん あげて 呼 はれば、 東 仙 道 無 三坊、 なんか 

いうん， 0 う 折 合、 手 もな く 取て 押 ふせやに はに いま 

しめ 引た て、、 是見 給へ や、 おにがみの ごとく 成る 

四天王の すい 一 さかた の會同 丸公 時 を、 ひめに 生 

どるつ は 者 を、 いか 成 者と 思 ふらん、 右大將 のみ 內 

なる 坂 西 あら 波 入道、 北國の 雪道 齋、 東 仙 道 無 三坊、 

營ーガ 


お 氏 六條通 

南海の うん b うけんと 云 者な. o、 源氏に はぢ あるぶ 

しあら 《i，、 とめて 見よ とくはう げん はき、 はやとく 

あゆめと 公 時 をた ゝ きたて ゝぞ引 立る、 半 だん 計と 

おぼしき 頃、 公 時し りい にどう とす はって はやくた 

びれ て是 から は、 一足 も ひかれぬ ぞ、 汝等 はさきへ 

ゆけ、 四 人 は 聞て 腹 をた て、 かく 迄 及ぶ かばね して、 

其惡ロ はすいさん なり、 はやとく あゆめと 追 立る、 

公 時 笑て かたぐ は 四 人に て 一 人 を生収 たる を 手が 

ら とす、 いざさ かため も そと 計、 手 がらの 程 を 見す 

ベ しと、 云よ. 0 はやくい ましめ のな わ 押切て 飛 上り、 

力足 を ふみならせば、 無三坊 うん b うけんす はこ そ 

と 引かへ し、 逃 行 を、 今し ばらく とかい 抓、 二人 一 

所に 押 ふせて、 首ね ぢ 切て 立 上る を、 坂 西北 國 すき 

をみ て、 ゑた.^ や あ ふと 引 くんだ， 9、 やさし やと さ 

ラの に、 二人が 首 ほね かいつ かみ、 かう ベ を 七つ 

八って う/^ と 打 合 落花み おんに 打 ひしぎ、 二人 を 

一所に く、 しっけ、 ひけく ろ 殿への 音物 ぞ、 御持參 

あれと さし 上け て、 てきおんへ なげ 付れば、 どっと 

くづれ ての きに けり、 それ 餘 すなと ごおんの せい、 

百き 計 一同に、 あ を. 9 をけ たて かゝる をみ て、 きん 
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ときい さんで 面お しと、 鐵棒を 押収の ベ はら. 9/,^ 

と 打 立る、 か、 る 所へ 暫く まてと 割て 人，^、 駒を扣 一 

て高聲 に、 そ も/ \- 是は關 白 殿の 仰 をう け、 けん ひ 

いしの 介賴 光、 是迄來 て候ぞ や、 此 おこ" は 右 火， 將、 

道かぬ 公の 郎等 、酒興の ぶ禮 をいた せし よ，^、 かく 

じんじゃ うに 及ぶ ときく  、  ；土 城 ま ぢ か き 所 とい ひ、 

かみ を はいかり 此 うへ は、 两 ぢん はやく 軍 を やめ、 

互に 野 > ひ ある まじと、 ことば をつ くしせ いせら る、 

道かぬ 公 も賴光 もよ きに 御う け まし/ \ 'て 双方い こ 

ん有 まじと、 血判 を 取 か はし、 やかたく にか へら 

るゝ、 天晴 時の ちんじ やと 貴賤 上下 おしなべて 皆 か 

ん せぬ もの 社 無 かり けれ、 

第 三 

きの ふよ b ふる./ isli ながらけ ふたつ はるの 改めて 其 名 

も か はる あは 雪 を 木 ごとの 花と 打な がめ、 巾 河の や 

ど， 9 成る、 川邊に のぞむ らうたい に、 光 か 源氏 はは 

しち かく、 御 出 有て てう あいの、 二人の びどう を 

左右に 召、 あた、 め 酒の 色に 出、 興 を 催す 小づ、 み 


の， しらべさ やけく 此 ちん は、 まれ 人 をうる な. 9 雪 

に 向へ る こぼく は 又 花に あ ふ 事. ！女 きなる 其斷 も樣々 

と、 浪に ひいきし 音曲 は 面白 かりけ るし * たいな h -、 

田 子の うら は の 攮 なら で 雪 を のせく る^ 小船、 ゆ- ら 

れ ゆらる、 なみの 上、 さす さほの 手に けおされて ゆ 

きもうる みて ふるもの を、 まつ 白 ひとはなん ぞいの、 

おせ やさつ/,.^ 松風に 拍子 を そ へ て 程 もな くこぐ 共 

なしに；. 仃 ふね を ちんの もとに ぞ とめに ける、 高 明 ふ 

しんに 思 召らん かんに 立 そ ひてい かに それなる 女性 

は、 あて 成る かた か賤 のめ か、 事の しさい は 白雪の、 

ふる もい と はす 舟の 上、 何し に 是迄來 りし ぞ心 へが 

たしと 仰け る、 女 は よしを 承り、 こ は 情 あるう へ 人 

の、 御尋の 有が たさよ、 身に し 事 は六條 にて あかし 

と 申 流の 女、 ゑ 方まい りの 其爲 に、 ぎおんへ まふで 

侍 ふが、 雪 も はれ 行 夕 H かげ 是紅 天の 墓つ かた、 餘 

'けしきの 面白く、 立 寄 ながめし 折からに、 此 御ち 

んの內 にして、 つ いみの 音の 聞 ふれば、 きか まほし 

さに 川ぎ しに 立 やすら ひて 侍る に 思 は す も此 舟の、 

あるに まかせて 竿 さ、 せ、 是迄 こがれ 參 りしと 申け 

れ ば光ル 君、 見し は始と 遊君の、 今 せんせ いのさか 
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ん なる， 色に 見とれてし ばしゃ はと かふの 事 ものた 

ま はす、 や、 程 有て 其 かたは、 あかしと 云 なる よ 

な、 實も ゑん 有 姿 かなしる 人に 成， 0 申さん 其 道よ. 0. 

上. 0 て、 此 ちん へ 御 こし あれ、 酒 ひとつ まいら-せん、 

それつ ぐ はの 介 あないせ よ、 - 水て 立 所 を、 あかしと 

どめて 忝な し、 實 一節の 竹の はも 所 か はれば 御 慰、 

恐れお、 く はさ ふらへ ど、 賤が伏 やに 御 はこび、 さ 

、事いた し 候 は K 又 一 しほの 興な らん、 袖ふ，=^んc 

候 も 多生の ゑんと きく 物 を、 見 初し 君 をい かで か は、 

よそに のみ 見て やみぬべき たそがれ 過ぬ 其內 に、 は 

や はや 御 入 あれ かしと 詞の花 も 色取て、 よに も わ b 

なく 申に ぞ、 源氏 も 今 は うつ b 氣の 心う かれて うつ 

、なく、 さは 思へ 共 誰 有て、 伴 はん 人 もな し、 殊に 

我は官 おもく、 位 もた かき 身 を 持て、 さやう の 所へ 

行ん 事、 世の 人口 もい かい ぞと、 仰ければ あかしの 

君、 こ はおろ かな.：^ そらた かきくも いの 月の いかな 

れば細 谷川に かげ やどる らんと ゑい きんな せば 光ル 

君、 はっと 手 を 打げ に 誠、 姿に にたる 歌の さま、 し 

ほらし さよと 宣 ひて、 谷川の みづ のな がれの きょけ 

れば、 H: も かげ をば などお しむべき と、 そくせきの 
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御 へんかに、 あかし 嬉しく 打 ゑみて、 さも あらば 是 

よ hs して、 苕 諸共に 浮 船の、 浪に竿 さし 參る べし、 

はやとく^,.^ と 申に そげん じ も 今 はたへ かねて、 し 

からば ひそかに： St はんと、 つくば から 松兩 人に、 ば 

んじを 仰 ふくめられ、 ぃそぎちんょ.0 ぉ..^給ひ、 心 

うきたつ の. 0 初に 戀 風浪 風 さつ と六條 さしてお 

しける は、 いさまし かひけ るし だいな.^、 花の みや 

二に 名 もた かき、 六條 と. E- は そ も 流の 水 をた、 へつ 

、、初心の 關を押 破 b、 心 を 通す 色里に てとう も かう 

け も おしなべて かよ はぬ 人 はな か. 9 け. o、 見る た ひ 

に 又 珍ら しき、 松 竹の たて わたした る 春の 門、 ヌま 

じりに つく はねの ちら. /(\- おちて 門松に か 、る 折 ふ 

しい：：； 光と、 末た け 二人 一 ざに て かよ ふ をよ そに 忍び 

がさ、 はを，.^挎も風流に、 あゆむ 手 持 かしち くの つ 

ゑ、 ぞぅ.h^に ったふぅす雪は、 花 を ふむ かと 興 有て 

かしこの 荼 やに ぞ 入に ける、 ひかる 源氏 は ゆうく 

とあかし の 君と 諸共に、 ゆきの あか b のぬ. >  あしだ、 

跡 は 二の じの 一 やうに ふみ そろへ たる 八 もんじ こ、 

やかし こ を 見物した > ^すみ 給へば しるべの 茶 や、 夕 

風 さむし 暫く も、 こなたへ 御 入 あそばせと、 御供 申 
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せば 人/ \ は、 あづま やさして ぞ入給 ふ、 時に 女房 

出向 ひ、 御：，^ を 取 あ へす さま <.\ "もてなし 舉る、 光^ 

源氏 ははし ちかく、 御 出 あ..^ て 行かべ る、 貴賤の て 

い を ひはん じて、 ごらん 慰お はします、 其 頃 くるわ 

に 名のた かきす ま うらと 申せし は、 あかしに まけぬ 

ごせんせ い、 此兩 太夫 を 皆 人の 相生の松と 口す さみ 

及ぶ も 及ば ざ-^ ける も、 した はぬ もの 社な かり けれ、 

あづま やの 前にき てし ばし 兒 入て 立いたり、 あかし 

內ょ りさし のぞけば、 それ を に 須磨浦 は、 若 あか 

し 花の、 いとうつ くしき さか b をば、 獨ぉ 詠め 

まします か、 そと もへ さし、 ；枝 を、 た をる も 花の 

習な， o、 下心 あしきと 思すな よ、 御 目に とまる 事 有 

共大 めに 見さん し 玉 はれ かし、 明 石 聞て よそが まし 

や、 先し ばし 御 入 あれ、 こ は 忝な し 去ながら、 あい 

近よ らば 其 花 を、 手 折た まふ や 侍 はん、 若さ も あ，， つ 

ばいかいして 花守 樣へ中 わけ、 „! ^を 賴 みていた. すべ 

き、 手のと いかぬ がまし じ やにと、 光" おの 御颜を 

見つめて た、 すみいた. 9 ける、 明 石 打 ゑみ、 落花ら 

うせき、 くるしから すと 云 事 有、 たおら せ 給へ 頌. 解 

浦隊、 こ は淺々 しき 御お しへ、 さ 程の 花 を t^f 折ても、 


おしむ 心 はまし まさす や、 さも あれば 社！， 化； tr 上 b、 こ 

とな ふ あらき 夕風 を、 御い とひな くみへ 侍 ふ、 此身 

杯が さ 計の、 花 を 一 も， i 持なら ば、 木の 下 蔭 を 宿と 

して、 あらき 風に は あて まじに、 御 逢 かたの そまつ 

さと、 けせう 詞も もどかしく せめくる 戀の浦 浪の打 

つけに こそ 申 けれ、 あかし はせいて あひ^た の、 う 

ときした しき 杯 云 事、 よそに てな どて 知 給 はん、 せ 

ひ共是 へと 立いで、、 ひか ふる 袖に すま うら は、 や 

がて 內にぞ 入に ける、 もとょ..^げんじの御事は、 か 

うら いのは かせさ へ 、 いこくに もな き 御よう ぼう、 

ほめ舉るぁま..=^ にゃ、 光 か 君と あがめた る、 御 さ， フ 

がう に てまし ませば、 名に お ふゆう くん つ や/,^ と、 

見と わて こそ はいた. 9 けれ、 兩君は 左右に よ. 9、 盃 

かす も かさな. o- て、 明 石 はれん. 0 すま うら は、 ひよ 

くの 中と 御た はぶれ、 共に 身 請と 宣 へば、 茶 ゃも悅 

びめ でた しと、 尙汲か はす 盃-に 時 をう つして おはし 

ます、 千 ねん/^ 三千 年是 はめで たき じゅめ うとう 

松に 花 さく はる はいつ きたる 事ぞと 七つ 子： a -、 里の 

おきなに とうぼう さく、 又 うら 島が 長め いも：^ あ； 5\ 

は ひの 德と かや いざやめ せ- -I- じゅめ うとう か 、る 


所へ 禿の 千鳥、 あづま や を 立 出て、 急 あはて ゝ かへ 

ると て、 此 箱に 行 あたり かしこへ どうと 打 かへ す、 

商人 大きに はら をた て、 すかさす ち ど. 0 を 引と む へ 

^も そ さう ゃ此 禿、 ちに おとした る 品々 は、 ！^と な 

に はの あしなく 共、 望に あら は あた ふべ しいかに い 

かにと 云ければ、 ち ど， 9 はか ほの 色 を か へ 、さもしき 

事な 官 i ひそと、 ふ h,- きる 釉を はなさす して、 しょし 

時 を ぞうつ しける、 あづま や 遙に是 をみ て、 飛で い 

で、 中に 入..^、 ま づ/, \ せひに かんにんして、 さの 

みに な 申され そ、 幸 かな 我 かたに、 わけよ き大 じん 

御 出 ある、 かしこに きた b 商せば、 爲 よき やうに 取 

持べ し、 はやと  -と 云詞 に、 商人 悅び大 じんと 

きけば 床し やそこ も i をよ きに たのみ 候ぞ、 いざ ま 

いらん と 打 つれて、 かしこに 立 こへ かの 商人 あづま 

やの、 みせさきに はこ をお ろして 內ょ もい とうつ 

くしき にんぎ やう を 取 出し っゝ それよりも 旣に よう 

い をな しにけ， o、 げ にや 日に そ ひ 月に まし 里 +. tJ よん 

じ やう 君た ち もな を せんせいの いやましに、 した ひ 

くるわの はる はま づ初 やく そく を；^ かざ hs とうどの 

鳥と 日の 本の 鳥の 八 こへの 七草 やひら きて、 いは ふ 


« 氏 六條通 

くらのと にす へ のとし こし 十五 日 かよ ひ/^ てきさ 

らぎ は、 むすぶ ゑに しの、 神が きにいな b いは ふた 

はつむ まや やよい めでたき ちょつ るの ひなの いもせ 

のまさな事ならべし、ぃ^vの小がぃにて、しほひが，.^ 

せんと このうみ なみの しら ゆ ふうの 花 月 はみ な ぬれ 

ぎぬ のころ もがへ さみだれ 月 は あやめぐ さの きば ゆ 

かしき、 か をと めて、 のぼ， 9 かぶとの いさまし や、 

け ふば か. 9 社お、 なごの い ゑになる とよみな E: は ひ 

むろの いは ひふみ 月 は、 其 たなばた や、 うらぼんの、 

H かすつ も b て 八 さくの け ふ をた の もの さたす ぎて 

z:: 見ぞ、 わけて 色里の けしきう きたつ こよ ひなり、 

一 きくの せっく や 十三夜 かた 月見 をば せぬ ものと いみ 

し は 里の なら ひか や、 しぐれ もよ ほす 神な； I：：、 いの 

H のい は ひ ゑび すかう、 に はの しらぎく 色 か はり ま 

せに すいめ の、 あしがたの、 つきて やさしき しも 月 

の、 八 =1 は ほた け それよ b も、 しはすに なれば こと 

おさめ、 す、 取 もら. Q 其 ほか は、 京と あづま はか は 

れ共、 か はらぬ 色 に^げれ たい、 すへ はめで たき 千 

ねんと、 調に 花 を さかせし はいと 興 有て ぞ みへ にけ 

る、 かう めい ごきげん、 うる はしく、 それ^ (-' と 有 
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ければ かす/^ の ひきで 物、 はこびいで、 ぞ あたへ 

ける、 すま うら は 商人が、 始 よ.^ して ドひ、 かよ ふ 

めもとの うるさくて、 背 向に ぞい.： ける、 男た ま 

らす懷 巾の、 さすが をぬ いて 左の 手の、 小指 を はた 

と 押切て、 すまう ら樣 へと 投 付る、 源氏 驚き こ はい 

かにと、 宣 ふこへ にかの 男、 ひかる 君 を 化み て、 つ 

つと よ. 0 て かい 抓、 やがて 表に 引出し、 すかさ ゃ収 

て 押 ふせて 旣に あやうく みへ ける 時、 負 光末た け 欠 

きた.^、 あみがさ 取て かしこへ すて、 うへ 成る 男 を 

かい 抓、 ^やっと 引かへ す、 高 明 は 起 上り、 ^も兩 

人 有 あはす は、 あやう かるべき 所な り、 ぶながら そ 

の 者 は、 只 さし あたる 當 前の、 戀の ねたみと お ぼへ 

た. o、 せんぎ も あらば かへ つて^、 我 身の 爲 あしけ 

れば、 たい 其 ま、 に 穏便に 追 はらへ と 仰け る、 いはみ 

つ 末た けき ば を かみ、 おのれ は 命：！：；」 (加の 者、 我々 が 

手に かけて たすけ かへ せし 事な けれど、 場所 あしけ 一 

れば 力なし と、 目よ. 0 たかく さし 上げ、 十四 五 間投 

出し、 げんじ を かこ ふて 立たり ける、 時」 かの 者 ほ 

うかぶ り、 かなぐ すて ゝ我は 是、： 牛 太郞良 門な り、 

父將 門が 反逆の、 跡 をつ- „- いて 王城 を、 のっとらん 
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るに つれて 立 煙き へて むかしに、 成け る は、 戀 しう 

らめ しかな しやと かこち わびた る有檨 はやるせ なか 

b しふせ いなり、 去 ほどに、 髭黑 の大將 は、 くだん 

の 車に の，^ 給へば、 ふしぎ やな 此車、 ゆるぎめ ぐり 

て 牛 もな く、 人 も ひかぬ に 市 はらへ と- «• ろき 行 こそ 

あやし けれ、 げ にしきよ く はは か. 0 なき、 大千 がい 

の 龍王 を、 岩 やに こめし 逋カ. も、 仙女が びに はまよ 

ふに や 道の かた へ にや ごとな き 女の 二人 伏 まろび か 

なしむ てい を 右大將 見し よ. 9 まよ ふ 色の 道、 雨 を ふ 

くめる はくふよう、 いとうつ く f -き 容色に、 忽 魔術 

の 通力き へ 、ぼうせん として 車より、 お， たち そば へ 

近付て、 いか 成る 者ぞ とと ひた まふ、 時に すま 浦 我 

； j;: のまし ます かた へ 打の せて、 § かふと 申 か うれし 

やと あかし も 共に， よ. 0 車の ながへ に 取 付て、 は 

やとく ぐと 申に ぞ、 髭黑 きいて 汝等 は、 れ氣の 

と 見 請た.^、 やうす を かたれと 仰け る、 兩女 につ こ 

と 打 わら ひわけ を 申せば 足 引の、 八 ゑ 山吹の 花の 色 

身 は 口な しの しづ なれば 何とか こた へ 申べ き、 尤な 

れ共 聞から は、 我 身に 叶 ふ 事な ら ば 聊 力と 成 ベ き に 、 

かたれ 聞ん と 有" ければ 女心の 淺 はか に ひかる 君に 

通 氏」 ハ條通  . 


別れに しはじめ.、 おは b を かたりつ、 めぐ. 0 あはせ 

て、 たび 給へ と 消に、 くれて ぞ申 ける、 色に めの な 

き 右 大將、 ^はげん じが 思 ひもの、 今 は 汝等誰 有て、 

はごくむ 者 も 有 まじ ゝ、 我 化かた へま いるべし、 よ 

きにいた はり 得さすべし、 世に なき 者 をした はんよ 

り， こなたへ 來れと 手 を 取て、 車に のせん とし 給 ふ 

所へ、 さかた、 會 丸公 時、 武者 執行と て さがのに 

出、 此 所へ 來. りしが つか/ \ と 欠よ， りて、 や ぁ是は 

大將、 道 包 公に てまし ます か、 此御 有様 は 心へ す、 

承れば 此間、 ざ せんの ゆかに 口 を閉、 めんへ きして 

よ を あかし、 人に まみへ 給 はやと 洛中の 大 評判、 我 

等式； ri! 其 さたに、 み、 を^て 候に、 か、 る 色 S 御修 

所へ まい-りつ、、 拜 見いた す さか 


じ 


ジ 


つかね 


ため は、 適 冥加に 叶 ひしと 手 を 束て ぞ申 ける、 

兩女 をつ きのけ て、 夬本來 は、 一物 もな しくう のた 

い、 三が いむ あんのし ゆ 行者に、 極て ざ せんの § か 

もな く、 一所 不 住の 道理 をば、 車の めぐる にたと へ 

た.^、 此し § 行に 立 入て は、 章；％の^な，.^共、 邪 は 

へんじて. 正と 成ッ 、 去に 依 せん あく 不二、 邪 正 一 如 

と 云 事 有、 なん ぢ いかでし るべき や、 おろかな りと 

玉 百 二十 九 
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ぞ仰 ける、 公 時 聞て、 高々 と 打 笑て、 いか 樣 さやう 

あれば 社、 上 を 僞.. ^民 をし い、 仁義の 門を閉 ふさぎ、 

かく 放埒の ふるま ひ、 よさ 御 かつ 手 候よ、 お、 貴 卿 

むほんの 穏便 を、 とつく 聞て 罷有 だ、 よき 所に てき 

んを とげ、 此 さかた めが 武者し ゆ 行の、 名利に か 

な ひたいけ いと、 車 をし つかと かい 抓、 賴光 かたへ 

御供 せん、 さあ 此ま、 と 引 立れば、 大將 やら じ 

と留 給へ ど、 さすが 名 を 得し 公 時に、 何 かは以 及ぶ 

ベ き 引 立ら れて ゆく 時に、 さんか 頻 にどうよ うし、 

きどう 凡飛來 て、 ゑ、 淺 まし、 右 大將、 女に たはぶ 

れ給 ひしゅ へ、 かゝる ちんじの 出き たり、 そこの き 

給へ と 飛 か、 h -、 雙方 聞へ し大 ちから こと 更にき ど 

う 丸、 天ぐ 道の 術 を ゑて、 ふしぎの 力い やまして 旣 

に 車 を 引 もどす、 公 時 笑て 此 さかた を、 よの 人間と 

思 ふか や、 父 は 赤 龍^ は 又、 とが く？ - 山の 山 神な り、 

爭か以 及ばん と、 ふん ぢが つて ひく 程に、 左右の か 

いなの 力す じ、 さながら b うじ やの あれ 立て、 こぼく 

を. まと ふ いき ほひに うごき わたつ てす さま じく、 ゑ 

い/ \ 'と 引く 力に、 車 をぐ はらり と 引 わった. 9、 き 

どう 片ゎを ふ. 5 上て、 みぢん にせん と 打てけ る、 坂 


 五 百！  ニナ I  , 

田大だ t, 引ぬ いて、 引 はやし 打 付れば、 きどうが め 

て を ひぢざ はより、 すん と 切て ぞ おとしけ る、 弓手 

にて 公 時に、 抓 か、 る を 打 はらへば、 IT 手の かいな 

も 切 落され、 ひるむ 所 を 飛 か、. o、 や ごへ を かけて 

切たり ける、 すかさす 首 を はねお とし、 驚黑 いかに 

と 見 週す に 行方 しらすに 逃 失け り、 かたち もみへ ね 

ば、 公 時 踊て はがみ をな し、 せんなき やつに さ へら 

れて、 大將 のがせし むねん さよ、 去ながら、 よき 我 

君への みやげ ぞと、 きどうが 首を提 て、 御所 を さし 

てぞ かへ，^ ける、 かの 公 時が いき ほひ は、 こんが う 

ざ わう ま b し. 大の あれた るけ しき も かく やらん と St 

賤 上下 i 太 詫 皆かん せぬ 者 社無鳧 

れんぼの やみ ぢくら けれど、 名のみ あかし は 市 原に 

て、 おそろし きめ をす ま うらと、 たがいに かほ を 見 

合て、 ぼうせんと していた.^ しが、 過し よ. 0 してい 

やましに 君を戀 しと 思 ふに ぞ云 ことのはの かす/^ 

を^さと 人の 云な して 都に か へれ あら ざれば、 柏木 一 


やの 長 順 は、 高 明る ざい まし ませば、 憚る 所 あらす 

とて、 大 せい 引ぐ し兩 くん を、 こゝ やかし こと 尋し 

が、 確と 行 あ ひ 手 を 打て、 天の あたへ 是 也と、 大き 

に悅び 走，.^ 寄、 二人 を かごに 打の せて 六條 さして ぞ 

かへ， o- ける、 六條 の、 色里に は 柏木 やの すま うら あ 

かし、 又 立 か へ る 二 どの 花 さくや 此 はる せんせいに、 

引な びけ たる 有樣 は、 三千の ゆうくん も、 色 を 失 ふ 

計な り、 されば にやす ま うら は、 其 頃 くるわに さた 

したる 段と 云 大臣、 けふゃくそくの日な.c^とて、 あ 

げ まき やど. 0 ぎ兩 人の 引 舟 女郎 諸共に さき 立 あげや 

へ 立 こへ て、 もてなしの 其爲 に、 興 ある、 事 をた く 

みける、 されば 此 大臣 は、 世上 を 深く 忍ぶ ゆへ、 男 

を ざしきへ きんせいと、 かねてよ， CS 聞へ しが、 今大 

門 を 御 入と、 茶 やの 女房 告來 ダ、 すま 浦 二人の I 几 を 

よび、 よういせ よと 有ければ、 關ゃ 蓬生 立 上. o、 旣 

に 柏 子 をす、 めけ る、 そも此 たいこと 申 はもろ こし 

よ， 0 も 事お こり 物い はすして 人 をよ びわ しらすして 

きう をつ ぐ德 はさま/^ 有 明の、 つきぬ まさごの、 

かす-^^ をす きと は、 かぞ へ つくされぬ 中に 取ても、 

日の 本 や、 天の 岩 の、 いと かたく、 色 を はなれて 

1 ^  源氏 六條通 


世 をい とひと おこもらせ 給 ひに し、 神の むかしに 此 

國の やみと 成し を かなしみて 八 百 萬の 神 樣の岩 の 

まへ に て 御な げきみ かづ ら始給 へ ばとうた ふ 所 へ 大 

臣の御出な-^^と、 のり 物 をす くや かな，^ しお ゝ なご 

の ざの まん 中に かき 入て みな/、 かたへ にの きに け 

り， かく あると 閡し事 ゆへ すま うら はさらぬ ふせい 

の やう だいにうて やうた ふよ 曲 だい こ、 ていつ くつ 

く^, ^しってい-./.^、 つく /.^-.^^ しって うて 

う 其 時 大臣 こしの EV をす こし、 ひらき 給へば 忍ぶ に、 

つまる 氣も はれて 一 ざ 夕日に、 かい やけば 女郎のお 

もて 白 と 見 ゆるお もしろ やと こしの を はっと 

押 あけ ゆるぎ 出 上座に むすと ぞ 直らる 、， 是ぞ 御げ 

んの 始めなる ち はや ふる 神 を 出す もたい この 德 かく 

れし客 を 見る 事も此 とくな b と 夕まぐれ 旣に、 酒 ゑ 

んぞ始れり、さ て大じんは、ゅふ^ »1 c> すま うらに 

打 向 ひ、 某が ていたらく、 嘸げ， フく しくお ぼさん 

が、 敵 を 持た る 身で はなし、 かくる、 事 はな けれ 共、 

皆 御 存の我 ま、 もの、 いつ 此 里へ 來 て も、 氣 がす 

くまねば の. 0 物より、 ないし 五日 も 十日 も、 出ぬ 事 

も 候が、 すだれの ひまよ， 9 そんがんの、 眞 白なる を 

玉 百 111 十 一 
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見し よ. 0 も、 中/^ 今 はた まられ すかく の 通， 0 に、 

候ぞ や、 姿 は あらび 候へ ど、 いまだ 若木の 花 なれば 

行末な がく 相生の松と 竹との、 中 もよ く かた b 給へ 

としな だる、、 すま 浦 はに つ こと ゑみい とまから ぬ 

御お しへ、 こなたに おろか は 侍ら はす、 それ/^ と 

ければ、 つかへの 女心へ て、 さも 大 いなる K 服 を、 は 

なを かざ，. > しだいに のせ 持 出て 社 直し けれ、 大臣 是 

に 興 を まし、 それ 始 よと 有ければ 淸は取 上 ひとつ ほ 

し 大臣に さしければ、 引 請 三ば いさら りと ほし、 す 

ま うらに さしけ る を、 一 ッ 上ん と 押 す、 さあら ば 

おあいと あげ 卷に、 さす を あげ 卷は、 お 手元み て 

とっき か へす * 是 はきうな b さも あらば、 やどりぎ 樣 

へ大 あい を、 賴 申す とさす 所 を、 すま うら は あいに 

入り- * 其 盃 はま かひ 有、 せひに 上ん とす、 むれば、 

大臣 こまりて やど. c.- ぎへ、 さ ゝんと 云て 不亂 もち、 や 

んと立 をす ま うら は、 盃を しっかと 取、 外へ はやら 

じ是 はま づ ひとつ 上りて 私に さ、 せ 玉へ とおさ ふれ 

ば、 ふ， 0- 放さん とする 所 を、 すま うら はもろ 手 を か 

け、 おそらく 此六條 にて すま うらと 呼れ、 是 程の， 酉 

も， 9 に、 一 ざの 女郎、 おめ// \« とつぶ させて、 ざし 


五 百 三十 二 

きに はた まられ す、 つよく しいば 請て こぼす か、 一 

门の ふです つるか、 盃を 取お とす か、 三ッに 一 ッは 

でう 八まん、 こよいに おいて はの まじ 物 をと 片 ひざ 

たて ゝぞ ひかへ ける 大 じん 酒 狂に、 のぼ.^ つめ、 は 

なせ 放さ じの けの かじと あらそ ふちから に大 K-r  二 

ッ にさつ と 引 わって、 是 しゃう <\ 'のみ だれ 足よ ろ 

よろ/^ と ゑ ふ 酒に 所 さだめぬ 足 もと を ； 同に 笑 

こへ しばし は、 な b も しづ まらす、 淸は立 寄 手 を 取 

て、 さあ 御 やすみと 大臣 をと この 內に ぞいれ にけ る、 

か C てよ も ふけ、 人靜. 9、 うしみ つ 過る 頃お ひに 渡 

部の 太郞 綱、 かの たいこの 中よりも、 押 破て 立いで 

て、 たいに しこみし たち を はき、 な b を しづめ てこ 

こかし ことくと やうす を 伺 ひて、 一味の 人 をよ ぶこ 

鳥 あいづの ふへ をぞ 吹に ける、 忍びいた りし 四天王 

小ぐ そく か た め はち 卷し、 て うちん をう しろ に お ひ、 

しめし！！^ たる あいことば 我 もくと 忍びい る、 其 時 

つな 云 やう は、 かた は 一人. 7\、 おち 口 を かた 

め 給へ、 我 討 取 候 はい、 引たい こ を 打 申さん、 此ぎ 

尤/, ^と、 公 時 真 光末た け は、 口/^ を さしかため、 

きびしく、 まも， 9 有ければ もれて おつべき やう はな 
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まお 

人/^ よ， o、 せひ/ \ さきに 打と らん もはや 君への 

ひ 中 も、 け ふ を 限，， ^と 思 ふに ぞせ きくる 泪をと いめ 

かね 共に、 念 ぶっとな へ つ、、 明 石 かたに はや ど.^ 

ぎ、 すま うらかたに は あげ 卷、 姉 女郎 を 見つ がんと、 

一 やうに 身 じたくして、 風と 波との 相詞 いさみす.、 

んで. 待け る は、 げ にも ゆ.^ しくみへ にけ b、 先 一ば 

んに 大男、 二 かいの 上よ， 9 飛お b て、 せんご 左右 を 

見廻して、 かひ < ^しくみへ ける を、 すま うら はし 

ごの F よ， 9 も、 ぬき 足して ねら ひよ hN、 はら ふ 刀に. 

こし を きられ、 のつ けに かへ す 所 を、 すかさす 首 を 

打お とし、 二の いき を ほっとつ き、 手始 よしと 悅び 

てむ ね 押さす つて 夫より も 二 か いのう へ に 切 上つ 

て、 てき をうて やとい さみつ、、 あかし ははし ご を 

かけのぼる、 二ばん にす、 む、 大男、 あかしに むすと 

わた. 9 あ ひ、 火花 をち らして た、 かひけ る、 あない 

はしらす 火 はき ゆる、 二 かいの 口 を ふみ はづ し、 ど 

うど 下へ ぞ おちた hv ける、 すま うら はこへ かけて、 

風と いへ 共 こたへ なし、 それ 餘 すなと 切 立る、 こ は 

叶 はじと 引かへ し 二 かい を さして ぞ逃 上る、 あげ 卷 

つ 'いて 追の ぼ. 9  二 かいのうへ にて 切む すぶ は ゆ、 
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しか ける 次第な， 9、 第三ばん におく よりも、 しゃ 

うじから かみ 引はづ し、 しんどうして 打 立る すまう 

ら 得た hs と、 はせ 合て しばし、 たゝ かひた， 0 ける が 

たち 打お とされ、 叶 はじと、 ざしきの 柱に 飛つ く を、 

餘 さじと 胴 切に， こしょ hs しも は 下へ おち かみ はう 

へに ぞ と- 5- ま hs ける、 あかし あげ 卷ニ かいの てき、 

討 取 下へ 缺 おる、、 すま うらてき か.. 0 あやまって、 

あかしに 切て かゝ りけ る、 二 打 三 打てう く，^ う 

つたち 風に はつ/ (-.0 かほる、 とめ 木 はた. 《• なら や 

らん じゃくん じて よもに みちて き 共 更に、 舅ねば、 

すま うら 風と とひければ、 あかし 波と ぞ こた へ ける、 

其 御 こへ は あかし 樣、 すまう ら樣 かこ はいかに、 さ 

つても あぶなし/^ と、 互にた ち を そっと ひき、 御 

けが もな く 候 やと、 云 ことのはに やど h- き は、 てう 

し を 求め 缺來り 御 いきつぎに まづ ひとつと、 立なら 

んで汲 か はす つめたき 酒の あお は ひも、 さながら か 

ん ろの ごとくな り始て ひと， 0 切る 時 は、 むね 打 さは 

ぎふる ひしが^,、 れては 安き 物よ な ふ、 いざ ひと 勝 

負と いさみつ、 切て いらん となす 所へ、 四番 のた び 

の 大男、 二 かいの 上よ.^ 切て おる、 を、 あかし あげ 
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卷待 請て 二 かい を さして ぞ切 上る、 たて はさんで、 

左右よ， 0 切 付れば、 兩の 手ても なく 切お とされ、 た 

だよ ふ 所 を 打倒し、 首 中に 打お， 0 す、 障子に みなぎ 

ながる ゝ 血から くれないに 水く いるた つたの 川の 

いにし へ も、 か 程 は あら じと み へ にけ， 9、 坂 田の 公 時 

始 よ.. >、 見物して いた， しが、 物- しゃた ち 打 は、 

めんどうな， 0 と 其 渡. o、  二 尺餘. 9 のま さかりに て、 

こもる と 見へ しかくれ が を、 む 二む 三に 打破る、 の 

こる 二人の 者 共 は、 恐れ わな ゝき逃 出る を、 おこし 

もた てす 打す へて、 落花み おんに なしにけ， 9、 拆ょ 

しか どはい かに やと、 こ、 やかし こと さがしつ、 二 

かい を さして ぞか. 0 立る、 よしか ど 今 は、 叶 はじと、. 

やね づた ひに 逃ん とす、 公 時す かさす 追つ いき、 飛 

か、 つてく みとむ る、 良 門 本より 大力、 ゑい や/^ 

ともみ あ ひしが、 こうばいけ はしき いたやの うへ、 

引 組ながら のきばより、 大路へ どうと おちけ る は あ 

やう か. 0 ける 次第な， 9、 すかさ や 兩ん、 起 上， 9、 ぬ 

き 合切む すび ひじゅつ をつ くして た、 かひけ る、 よ 

しか どい か  >  した. 9 けん、 びん は づれを 切 付ら れ、 

吸 くらみて た .5- よふ を、 すき を あらせす 公， iii ？、 首 中 


に 打お とす、 むくろ をば 四 人の 女郎、 た、 みかけて 

うつたち は、 の はきの 風に 白き 尾花の おきて はふす 

にこ. となん、 や、 や * た にぞ 切た hv ける、 渡邊 やが 

て馳來 „-:,、 朝， 础卽 時の 詠ば つ は、 珍重め でた し— 

と、 四 人の 女郞召 つれて、 みたち を さして ぞ あが 

ける、 天晴 けなげの はたらき やと 贵賤 上下 安 詫 皆 か 

ん せぬ 者 社 無 かり けれ 

第 六 

「其 後、 たんば の國^ 山に、 髭 黑の右 大將道 包 公、 大軍 

を以 たて ごもる、 是 に依賴 光、 つ いとうし を 蒙 b て、 

四天王 を 引ぐ し、 てい へ い ぐって 三 萬よ き、 大手 

よ. 9 よせ 給へば、 同國 F ぶ 力の 城主、 le- 井の 保 正溺手 

よ， o、 す^のせ いに て 押取卷 時の こ へをぞ 上に ける、 

城の 內 にも、 a! ねて ごした る 事 なれば 同く 時 をぞ合 

ける、 其 時よ せての 大將、 駒 しづ/^ と あゆませ 出、 

夫 我國に 有ながら、 王 命い ちょくの 輩 を、 誅 ばっせ 

よとの せんじ をう け、 た V の かづ さの 介、 源の 賴光、 

平い の 太夫、 藤 原の 保 正、 罷 向て 有ぞ かし、 はや- 


出て かう さん あれと、 のた まふ こへ を 聞よ b も、 右 

大將道 包、 やぐらに 上り ざい 取て、 あれ 追 はらへ と 

有ければ、 兩ぢん 互に 入亂 火花 をち らして 戰 ける、 

こ ゝにかたきのぢん中ょ...^、 さった 山の 惡太 郎、 し 

しが 谷の 八寵 丸、 鐵 棒をぷ ま はし、 あたる 所 を 幸 

に はら b» /^と 打 立る、 うすいの 貞光、 うらべの 末 

竹、 此 由を遙 にみ て、 いさぎよき 働かな、 手 取に せ 

んと欠 出る、 八寵 さった 是を みて、 適 のぞむ 所ぞ と、 

鐵棒を 押 取の ベ、 みぢん になれ とうつ 所 を、 かいは 

づ しむす と 取、 少も 更に 働かせす、 二人の 者 ははが 

み をな し、 ゑい や-/.^ と 引 所 を、 1./^ にけ た をし 

て、 たかてこてに いましめ、 け ふの 分捕、 しすまし 

たりと 悅 びて みかたの ぢ んへぞ 引に ける、 髭 黑今は 

是 迄と、 長刀 かいこみ 出 給 ふ を、 ぐんせいす はやと 

取 まく を、 髭黑 長刀 押 取の ベ はら， 9 くと なぎた ふ 


す、 貞 光末た け、 是を みて、 あまさ じと 左右よ- 

押なら ベて む やとく む、 髭黑 本よ 大力、 二人 を 手 

もな く 取て ふせ、 首ね ぢき らんと し 給 ふとき、 平い 

の 保 正 搦手より、 城 中へ 忍び入り、 うしろよ b 欠來 

て、 たぶ さ を 取て 引かへ す、 兩人 すかさす 起 上って 
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定家 

第 一 

^も、 其 後、 我 U の 本に 光.^ そふ、 神 八重垣の 御 歌 

よ. 9、 み もすそ 川の 御な がれ、 賤 山が つも 心 をよ せ、 

和歌に おさまる 此國の 久しき、 世々 こそめ てた けれ、 

愛に、 ごとばの 院と申 奉る は、 和歌に 御身 を 御 ゆた 

ね、 七 人の 歌人 を ゑら ひ、 新 古今 を せん せらる、 中 

にも 藤 原の 黄 門定家 は、 わかんの 才 にくら からす、 

手跡 は 今に 世の 人の、 ていか やうと てまな ひける、 

かどうの めいてつな b ければ、 たう ぎんの 御 歌の、 

御し はん を 蒙.^ て けんだいに 歌書 を 置、 しづかに な 

を b 座し 給 ふ、 生 上 を はじめ 奉り、 后宮の 美 夫人、 

近習ち くわの 公卿 達、 ぶんだいに 書 を ひかへ、 かふ 

b のこ じ を かたぶけ て、 謹て 聞 給 ふ 中に も、 しょく 

し內 親王と 申舉る は、 後白河の 院、 第三の 皇女に て、 

一年 加 茂の、 いっきの 宮に 立せ 給 ひしが、 かんの. 0 

ふじん やうき ひも、 おもて を そむく 許な"、 無双の 

容色 成ければ、 心 を かけし あた 人の、 叶 はぬ しゅく 

き 


ゐの 口の さが、 色に うき 名 を 立ければ、 御歸 りお わ 

しまし、 此 席に つらな. 0 て、 歌書に よねん を ほうじ 

つ 、、打 かた ふ ひて ぞチ 。シ 「おわし ます、 旣に定 家 は 

書 を ひろげ、 それ 和歌の よみす がた、 さま/^ なら 

ひ あ. そ 海、 はまの まさごの 數/^ に ことの 葉つ 

きぬ 事ながら、 定 家が 一字の 題 春 は 先、 かすみ、 う 

ぐ ひす 梅 柳、 ィ n 地 わらび さくらに も、 や なしき 5- 

す、 ひば..^ になく 蛙、 すみれ 山吹つ いし 藤、 夏に も 

なれ は、 あふひ 草、 まがき に 白き 卯の花 や、 はつ 郭 

公 五月雨に、 あやめ も わかぬ 夕顔 や、 かや， => 火螢く 

いな 蟬、 いづみ 扇に、 秋 求て は、 おぎ 萩、 露に らん 

す、 き、 月 蘆 雁に 鹿 ゃ蟲、 うづら 嶋桐 ふゆの 季は、 

霜 や あられに 薄氷、 みぞれ や 雪に かもた かの、 埋火 

ふすまし ゐ かけ ひ、 すみか まな どの 品/^ を、 姿 や 

さしくた け 高く、 心 を 深く あはれ にも、 またお もし 

ろく、 さくい 有、 詞に花 を さかせつ、、 よみ あ ふす 

る事此 道の、 かんおうなる よし せんてつの、 仰お か 

れし 所な り、 猶 おくふかき 心 をば、 重て しゃくし 候 

はんと、 辨舌、 きょくの ベ 給へば、 をの/、、 かん 

しん、 淺 からす、 しづかに、 席 を 本 一一 一重 立 給 ふ、 義式 

—  I M^K" 三十 七 


定家 


五 百 三十 八 


のて いこ そチ n シ 「ゆ \ しけれ、 それ チ！" シ 「よ hs も定 

家 は 御 次 さして 出 給 ふ、 野 わけの かた 立 出て、 御釉 

を 引と 3- め、 につ こと 笑ひ此 ほどの、 心つ くしの 御 

返事、 やう/^ 取て 參り たり、 よろこばせ 給 ふべ し、 

御士ロ 事に て 侍ら ふ. <^、 玉 づさを さし 出す、 ていかお 

ぼへ やおし いた 3- き、 あたりに 人 も あら ざれば、 忍 

び やかに 見 給 ふに、 中々、 詞に あま-. ^ つ、、 あすの 

夜 かなら す大內 の、 はせ のみ だ ふに、 さんけいし、 

わに 口 をなら すべし、 かなら す是を あいづに て、 し 

のび 給へ とかき 給 ふ、 ていか うれし さかた しけな さ、 

ひとへ に是は その かたの、 御 取 持に よる 所、 御禮申 

に 言葉な し、 かの 方 さまの 御前 は、 只よ き檨 に夕暮 

の、 くれの あいづ を待ぞ かし、 かなら す 首尾の たが 

わぬ やうに、 たのみ 入候ぞ や、 野 わけ 承り そのし ゆ 

び はみ づ からに、 御 まかせ 候べ し、 去ながら 大內 に、 

人 多き 事 なれば、 入た が ひも ゃ覺 つかな し、 いかい 

と 申 上ければ、 定家は 聞し 召、 然ら ばかくよ 年 もへ 

ぬ、 いのる 契り ははつ せ 山と、 かみの 句 を姬宮 の、 

吟 じさせ 給 ふべ し、 おのへの かねの よその 夕 慕と、 

下の句 をつ け 申さん、 4^ 歌 かってし る 人な し、 よく 


よく 此事 姬宮 へ、 仰 あげられ 候へ と、 云 か はしつ ゝ 

立 わかれ、 ひとり ほ、 ゑみ そいろ 事、 つ、 み 給へ ど 

悅 ひの、 色 外に 見る 人 も、 三重み たち を さして ぞチロ 

シ 「歸ら る、、 其 比 又、 きん b ほくめんの： に、 ギの 

左 近時 國 とて、 好色し やしの 惡 しゃう もの、 るいに 

したが ふ 郎等に、 岩波 寵左衞 門な， 9 たか、 雲 分 飛 龍 

之 助 早 風と て、 おとらぬ 曲者 兩人 を、 つねに 前へ よ 

び 出し、 酒 ゑん をな して あそびし が、 いつも このめ 

る 大盃、 す はいか さねて さしひかへ、 今宵 は 我に 大 

き 成、 仕合っ い てぁ.^^けるぞ、 なん ぢ らもし る ごと 

く、 いつぞや 加 茂の くらべ 馬、 內 親王に も 御 出 有、 

御らん ありけ る 御 こしの、 みす 心 あり 山お ろし、 さ 

つと ふきあげ ほのかに も、 見 ゑ させ 洽ふ 御よう しょ 

く、 是 はと 思 ひそめし よ， 9、 袖の しぐれの たへ まな 

く、 手 つぎを もとめ いづかた へ も、 しのび 御 出 有な 

らば、 かなら すしら せ ゑ させよ と、 しめし 置た る 方 

よ b も、 こよ ひ大 りに 立 給 ふ、 はせ のみ だう へ 御 忍 

び、 さんけい 有よ しつげ 來る、 我く 三人 心 を 合せ、 

忍び 待う けく どくべし、 もしも 承引な きなら ば、 や 

にわに 引立來 るべ し、 かまへ て その ぷん 心得て、 用 


意せ よと 申つ け、 今宵 ぞ おも ふ 新枕、 われ 一 代の 妻 

さだめ、 ちんせん まふけ まつべし と、 いわ ひこと ふ 

きそれ よ，..' も、 一 一人の 者と 諸共に、 三重 やが て 用意 を 

チ 。シ 「した， 5 ける、 眞 しも 春の 花 盛、 皆 白た へ に 梅 

ならで、 やみ は あやなし さくら 花、 本 地す がた まば ゆ 

く 詠め 過、 空に ちら/ \"、 ち、 めけ る、 ほしの かげ 

さへ 心う く、 局の 野 わけ 御供に て、 今宵 ぞ 君に 大內 

の、 はせ のみ だう へ參 りつ、、 今の ゑに しの 戀 のし 

ゆび、 ねんごろに 御き せい 有、 あいづの わに 口て う 

てうと、 うたせ 給へば うしろよ，.^、 物 を もい はすい 

だきつく、 局 さて わと さし 心得、 と あるかた へに 立 

忍ぶ、 しんわう はは づ かしく、 むねと いろき てと，^ 

あへ す、 力、 かしめ しあわせし 上の句 を、 とし も へ ぬ、 

いのる 契.^ ははつ せ 山、 と 詠 じ 給へ ど此 男、 とか ふ 

の いらへ せ ざ b けり、 こ は そ も戀の 人た が ひと、 釉 

ふ. 0 はなち；^ げ給ふ を、 なさけなし とてす が， 9 つく、 

猶 ふりはなち にげた まふ を、 かたへ に 忍びし 二人の 

郎等、 一皮に とび 出姬君 を、 むたいに いだきと いむ 

れば、 cs- へ かくれに 參 りたる、 定家 のかう けん、 大 

江の i 門忠 重、 っゝ と，： H て時國 が、 そくび をつ か 


んで 引た ふし、 すかさす うへ にの りか、 る、 雲 分か 

けよ b うへ 成る 男 を、 引かへ さんと する 所 を、 やさ 

しきもの、 しわざ やと、 上帶 つかんで 引よ せて、 刀 

を 二人が くびに あて、 扨お のれら はなに も のぞ、 し 

さい を かたれと おしつ くる、 龍 左 衞門聲 を 上げ、 や 

やそれ こそ は 我らが しう、 今 一 人 はわが ほうゆう、 

しさい 有事 なれば、 其 名 を あかさす 樣子 もい はす、 

只 その ま、 におん びんに、 二人共、 にこな たへ わたせ、 

さなく ば 又 此方に も、 姬宮 をが いする ぞと、 刀 をむ 

ねに おしあつ る、 男 聞て はがみ をな し、 ゑ、 われ 幼 

少 のとき よ， も、 てきたい なせし やつばら を、 一 人 

として それがしが、 たすけ かへ せし 車な けれど、 無 

念ながら もお のれ ばら、 命 をた すけ かへ すべし、 姬 

宮を こなたへ わたせと、 二人 を収て 引立て、 雨 方 一 

所に 近づきより、 互に 詞を かけ かわし、 双方へ 取 返 

し、 立の かんとす る 所 を、 三人ぬ きつれ おて か、 る、 

心得た， 9 とうけな がし、 ハヤ 三重 ひじゅつと つくして 

チ n シ 「た、 かひけ る、 時國今 はかな はじと、 収てか 

へし^た. y け，^、 男 いづく へのが さんと、 二人 を 左 

右へ 切拂、 追 かけ 行 を兩人 は、 太刀 をな げすて むす 
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とくむ、 元よ. 9 男 大力、 二人が かいな を かいつ かみ、 

二三 十 へん ふ. 9 週し、 つかみし かいな を ふ， 9 はなせ 

ば、 まなこ くらみて たいよ ふ を、 けたおし 一 々繩を 

かけ、 早 御 出と 云ければ、 定家姬 {„« 御 悅ひ、 互にち 

よもの 御ち き， 9、 仰 かわされ それよ. 9 も、 大 江の 左 

衞 門たい しげが、 あく 人 ばら をば 生 捕 候、 愛 をば わ 

れに御 まかせ、 局 おんとも 申されよ と、 姬宮 くわん 

かうな しまいら せ、 今 はは ゃ是 迄と、 二人の 者 を か 

いっかみ、 中に さしあげ や ご ゑ を かけ、 築地の そと 

へ なげ 出し、 お、 けっこうなる 有樣 と、 から/^ と 

打 笑 ひ、 定家 卿の 御供して、 やかた を さして かへ- 9 

ける、 大江 のさ へ もんた- «• しげを、 あっぱれ かう 成 

はたらきと、 贵賤 上下 押な へて、 皆かん せぬ もの こ 

そな か， 9 けれ 

第 一 一 

其 後、 ： 牛の 左 近時 國は、 ほうく しゅく 所に 3^ かへ 

二人の 者 はいかい ぞゃ、 もし 此事 のろけん せば、 

身の上い か い 成べ しと、 あんじ ゎづ らふ 所へ、 二 
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人の 郞等 なさけなく、 した、 かに いましめられ、 御 

前に かしこまる、 時國 おどろき かけ 寄て、 なわお し 

ほどき 小聲 になり、 様子 をい かにと とひければ、 二 

人の 者 承，. >、 く はしく かた..^ かくの 段、 めんぼくな 

ふこ そ 候へ と、 さしう つ ふ ひて ぞ 居た， 9 ける、 時國 

聞て、 むねんに 思 ふ はこと は. 9 な. o、 我 もむ ねんに 

思へ 共、 此身を 忍 ふ 事 なれば、 おんびん にしく はな 

し、 主の ために か、 れ る繩、 まったく 恥に て はおな 

らす、 又く. たんの 5?- ,s は、 いか 成 ものに て 有 哉覽、 

さてした、 なる 大力 や、 つかまれた リ しかた ぼね の、 

今にいた むと 云ければ、 飛 龍 之 助 申 やう、 姬宮 出さ 

せ 給 ひし 時、 大江 のさへ もん 忠 重が、 あく 人 共 をば 

生 捕たり、 御 か へり まし ませと、 申 あげ 候な. 9、 正 

しく 是は藤 原の、 ていかいこう けんたい しげな り、 

しさい 有て それ かしが、 うけた ま はり 及びし なり、 

時國 聞て、 さて は 藤 原の 定 家と、 內 しんわう わけ 有 

て、 みだう にて 忍び あ ひたるな、 ゑ、 はら 立 やしよ 

せんた. 《•、 戀の 敵は定 家な り、 何と ぞ手 だて をめ く 

らして、 定家 をな き 身と なし、 夜前の むねん をさん 

じつ ゝ、 又姬宮 をもう ば ひと- 9、 思 ひの ま、 に 契る 


べし、 いか あらんと 云ければ、 寵左衞 門し あんし 

て、 くつき やう 一 のけい. < ^やく を、 思 ひ 出し 候と、 

ひそかに さ、 やき 云ければ、 時國 聞て 打悅 び、 日本 

一 の 手 * たて ぞと、 飛 龍 之 助に も 云き かせ、 誰 と 

いはんより、 龍左衞 門が 弟の、 岩波 彌七 は、 忍び を 

ゑし と 聞て 有、 ひそかに たのみ ゑ させよ かし、 さも 

あらば 其方 をば、 よきに 収 たて ゑ さすべし、 いかに 

いかにと 云ければ、 寵左衞 門 承り、 とかく は 君の 御た 

めな b  、それがし よきに はから ひて、 本望と けさせ 申 

べしと、 ；：； ：； にしめし あわせつ、、 時國ゎ それよりも、 

一一 一重 攝改殿 へ と參 りけ る、 チ n シ去 ほと に 其 比 又、. せ つ 

しゃうよ しつね 卿と 申 奉る は、 たぐ ひなか. 9 し 歌人 

にて、 さし も 名高き ていかに も、 手 を 置 給 ふ 御 方な 

り， 有 時み なみお もての みすた かく、 ていしゃう を 

打な かめ、 歌 を あんして おはします、 か、 る 所へ 時 

國は、 攝政 つね，/, \ 'むつ ましく、 和歌の 御會に 召れ 

つ、、 內 外へ だてす さんせ しゅへ、 御前にまか..^出、 

おち ゑんに かしこまる、 せっしゃうよ しつね 御覽じ 

て、 珍ら しゃ 時國、 何 か 上に かわ..^ たる、 事 もや 

有と お たづね ある、 時國 うけた ま はり、 されば さま 


さま ちんせつの 事 御 ざ あると、 あらゆる うき 世の ま 

さな 事、 いとめ づら かに、 咄し なし、 興 を もよ ほす 

折からに、 ゑんの したより 鐽引 さげ、 大の男 飛て 出、 

攝政殿 をつ く 所 を、 時國 すかさす むん すと くみ、 ろ 

うせき 有と 呼 はれば、 御内の 侍數十 人、 我 もぐと 

お.^ かさな. 5、 高 手 こてに いましめて、 御前に 引す 

ゆる、 御 家臣、 今 河將監 はるかた、 たくみ あ. 9 と は 

露 しらで、 あつ はれ 時國 まし まさす は、 ゆ、 しき 君 

の 御大 事、 さても けなげの 御 はたらき、 何 を もって 

か此 おん を、 ほどこし 申 候 はんと、 悅ふ事 は 限.^ な 

し、 拆 將監、 めしう とに 打む かひ、 おのれい か 成 宿 

意に よって、 君 をう かいひ 申せし ぞ、 まっすぐに 申 

べしと、 はった とに らんで 申け る、 かの 男 承り、 さ 

ん候 それがし は、 ていかき やうへ つね /(- に、 御 出 

入 仕る、 早 川 源 太と 申て、 家まづ しき 浪人 者、 定家ひ 

そかに 御め しお、 當時 歌道に お ゐては そ も、 我に う 

へこす 者な きに、 や、 も すれば 攝 政に、 よみおとる 

こそ ほいな けれ、 何と そ 日 比の 念 比に、 我に 命 を ゑ 

させつ、、 攝政 をう しな ひなば、 しそん は 遊々 しく、 

取 立て 得させん と、 わ. 9 なく 賴 ませ 給 ふゆへ、 かく 
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ぼうじ やくの ふるま ひ、 おそれ 入 候と、 時 國と顏 見 一 

合、 誠しやかに そ 申け る、 人- ("おどろき、 とか ふ； 

の 事も宣 はや、 時國ぉ まへ にす、 み 出、 誰く とて 一 

も 歌の道、 しケ じぬ もの は 候 はね ど、 か、 るよ こし： 

まふる まふ 事、 代 未聞の 所な り、 ^此段 を、 かみ- 

へ  うかい ひ 給 ひなば、  當 きんの 御 歌の、 御師 判に て.： 

候へば、 事 おんびんに 成ぬべし、 然 らばの ち-,^ 御： 

身のう へ、 ゆ， >• しき あだにて 候へば、 そうもん なく- 

此 うへ は、 うつ 手 をむ けられ 候べ し、 幸 かな やそれ 一 

がしが、 參りぁ ひし 事 なれば、 一 方の 責ロ をば、 仰； 

蒙 b 候 はんと 謹で そ 申け る、 攝 政よ しつね 閱し 召、 

其義 にて 有なら ば、 ごへん を賴み 申と て、 御 勢 百き 

そ へらる \、 しすました， 9 と時國 は、 手勢 合て 二  s 

よき、 定家 やかたに おしよせて、 二重 三重に、 おつ 

とひ まき ハヤ 三重 時の 聲をそ 「上に ける、 定 家き やうの 

やかた は、 思 ひ よらざる 事 なれば、 うへ を 下へ とか： 

へしけ る、 され 共こう けん、 大 江の 左 衞門忠 重 は、 

もの 、ぐせ よと 下知 をな し、 かしこに 立 出 大昔 あけ、 i 

何者 なれば 此ゃ かたへ、 おしよせて 有け るぞ、 其 名 

をな のれと 呼 はった， o、 時 國駒を かけ 33 し、 1^ の 左 


近時 國が、 ちょくめい を 蒙て、 罷 向て 有ぞ かし、 ぢ 

んじ やうに はら を きれ、 かいしゃく せんと 乎 は け 

る、 忠 重きいて 打 笑 ひ、 何時 國 とや 聞 ふれぬ、 北め 

ん ごときの しきじの れい、.. さっする に 己め が、 筋な 

きしゅく ゐに定 家 を、 ざん せし にうた が ひなし、 あ 

れ 打ちら せと 下知な せば、 兩方 互に 人み たれ、 ハヤ 三重 

軍 は 花 を そ 「ちらしけ る、 軍な かばの 事なる に、 時 

國が 方よ. 0 も、 熊 山 五郎と 名乘て 出、 さんく に 切 

たて、 四方へ はっとお つちら す、 定 家の 方よ， 9、 ふ 

おな わめの よろ ひきて、 つかまぎ 七郞 と名乘 て、 大 

太刀 まっかう にさし かざし、 はし- 0. かゝ つて 打つ 太 

刀 を、 くま 山 さら b と 請な がし、 すそ を はらへば お 

ど りこへ、 おがみ 打に てう ど 切る、 むさん やなく ま 

山 は、 二つに 成て うせに けり、 七 郞は打 笑 ひ、 悅び 

いらん とせし 所 を、 五郎が いと；、 木が らし 1^ 太平 


六、 つ ゝと來 て 七 郞がノ もろす ね をな ぎければ、 こ 

はむ ねんと た をる、 を 、さ 平 六 やがて 七郞 が、 首 中に 

打お とし、 定 家の 御 內に、 我と 思 はん 者 あらば、 出 

て 勝負 を けっせよ と、 大昔 じ やうに 呼 はった. 9、 た 

だしげ 今 は 叶 はじと、 定家卿 をば 先立て、 ひそに か 


おとし 奉 ひ、 心 やすしと 切て 出、 定 家が 後見に、 大 

江の 左 衞門忠 重な- 9、 あまさ じと 打て かゝ る、 卒太 

平六是 をみ て、 ねが ふ 所の 幸と、 忠重を 引つ ゝみ ハヤ 

三重 愛 を せんと そ 「戰 ひける、 され Ij^ 《た、 しげ 事共せ 

すギ 太が まっかう、 唐竹ゎ，《^にてぅど切る、 六是 

はとつ ゝと入 hv、 おしなら ベむ すと くむ、 忠 重が 是 

をみ て、 やさ しゃいと まとら せんと、 よろ ひの 上帶 

かいつ かみ、 ゑい やっと なげ、 れば、 みおん に 成て 

うせに け， 9、 岩浪雲 分兩人 は、 過つ るい こん をさん 

せん と、 ゑ もの 》c を 引 さげて、 忠 重に 打て か、 る、 

た、 しげが きっと 見て、 いざ 参らん と聲を かけ、 そ 

ばに あ b> ける 大木 を、 曳 やっと 引た ふし、 無二無三 

に 打た つれば、 岩波 雲 分 叶 はじと、 取て かへ し^ 行 

を、 いづく 迄 かの がさんと ハヤ 三重 こくうむ. 9 やうに 

「追 かくる、 岩波 雲 分兩人 は、 と ある 石に けしとんで、 

二人 一 所に た ふる ゝを、 おこし も 立す ひた 打に、 力 

に まかせて 打ければ、 み おんに 成て ぞうせ にけ る、 

時國 大きに はがみ を. &し、 あれ あますな うちとれと、 

しきって 下知 をな しければ、 大勢 一 度に 打て かゝ る、 

然 所へ、 位官たい しき 公卿の、 さい は ひ 白 あわ はま 


せつ ゝ、 しさい 有と て 割て 入り、 双方 をお しわけて、 

是は 五條の 三位 か， 9 うな， 9、 ぃさぃの事を承..^-、 こ 

れ迄來 て有ぞ かし、 定 家と はの がれぬ 我、 攝政 殿よ 

,9 しばし が內、 申預 り證 人と し、 御家人 今 川 將監、 

はるかた を 同道と、 高聲 にの たまへば、 春 方 馬よ. 5 

とびお， 9 て、 兩陣の 中に 入 ひ、 上意の おもむき 相の 

ぶる、 春 方 も忠重 も、 いさむ 人數 をお しと^め、 式 

觼 なして それよ. o- も、 互にお んをぞ 引たり ける、 あ 

つ はれ 時の ちんじ やとて、 きせん 上下お しなへ て、 

皆かん せぬ、 者 こそな か， 9 けれ 

第 三 

其 後、 姬宫は ひとり ふせやの 床の 內、 さ ひしき 枕 を 

とふ 月 も、 あわれと 思へ、 さ， 9 し 夜の、 ィ„- 地 はせ の 

みだう の あ ふせ を も、 花の あらし や 月の 雲、 チクリ 立 

へ たで っゝぃ たづら に、 力 、かなる との 沖の 濱ちど 

,9、 今 わなく ね を 忍び かね、 1 首の 歌に 玉の緒の、 

た ゆる チクリ 許の 玉つ さに、 ィ。 地 ほの みしま ゝのひ 

とよき. £>、 うき ふし しれ ど 指 そへ て、 さ ひし さまさ 
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る さよし ま を、 御前に 召れ つ 人、 ひそかに 仰 ふくめ： 

られ、 ふか くもいと ふ 人の さが、 つ、 む 心の 小 倉 山、 一 

三重し ぐれの ちんへ ぞ 「おくらる ゝ、 いた はしゃ 定家 一 

卿、 思 はぬ ちんじに あいそめ 川、 か，？ つ 卿の、 はから • 

ひに て、 しばらく 御身 もつ、 かなく、 病 氣と號 し 引； 

こも， 9、 はや 姬君 にあ ふ瀨を は、 今 はおた への はし 

ちかき、 しぐれの ちんに 姬宮 ふ. 9、 おく. 0 給 ひし ひ 一 

とよきり、 御し きし を 手に ふれて、 玉の緒よ、 たへ 

なば たへ ねとく- 9 かへ し、 またお しかへ しひた すら： 

に、 ぎんじな げかせ 給 ひける、 御つ かひに 參. 5 たる、！ 

小夜 嶋勾當 手 をつ ねか、 戀 はわ， 9 なき 物 なれば、 實 一 

どう， 0 なる 御な げき、 何が し 琴 を 仕らん、 御氣 はら- 

しに  あなたよ. 9、  しんせられ たる 有 竹 を、  琴に あは 一 

させ 御 なぐさみ、 いか ゝと申 上け、 れば、 定家卿 聞 一 

し 召、 いしく も 申せし 勾當 な、 さあら は I 曲 催して、 

少ま きれん それ/^ と、 御床に 侍 ひける、 にしきの 

袋の 內 よりも、 一 よき b を 取 出し、 音 も すみやかに 

ふき 給へば、 小夜 嶋琴を しらへ つ、 三重し ばし なく 

さみ 上 「給 ひける、 笠 をめ せ- C 都のと のよ、 さが は 一 

ぬれと こ、 芳野は 色よ、 それ/ \> 時雨が ふ ..Mt る、 


戀の 山が ら濡た チクリ 「すがたに さしかけき せかけ、 

君の かへ もん もみち のな が \、 笠に 木の葉のと まり 

て戀 の、 さし 笠 手 もた ゆく、 戀に はよ わけ、 ないし 

ん わう、 うき 名 を ま、 と 一筋に、 かい や. 9 なげの 花 

小础、 ふ. 9 なが/^ とほ そっくり、 チクリ 男色 見せて 

つかみ さし、 むらさきぼう しこし 羽織、 二つ 重ねの 

一 つまへ、 供のお のこ は 野 わけの かた、 うかれて 出 

る 取な， 9 は、 いつ 見なら ひて はしたなく、 あづま 言 

葉に 此所、 都に さし も 名の 高き、 小 倉の 山の、 しぐ 

れ のちん、 しばらく やうす をう か い ひて、 あない 致 

し 候 はんと、 と ある まがき に 立 そふて、 しばし チクリ 

た、 すみ 給 ひける、 かくて 糸竹 ことお わり、 ふ. み 

ふらす み 定めな き、 しぐれの 雲の たへ まより、 ほの 

かに 月の かげ さして、 誰と はしらす 少 人の、 ちんの 

あたりに 見へ ければ、 定家 あやしく 思し 召、 さしの 

ぞき見 給 ふに、 あて やかな， 9 しゃう しょく は、 ぎん 

かん はん， 9 の 秋の 月、 すかた をね たんて、 五更の き 

b にやしつ むべき、 定家覺 へす 御よ ュ、 ほひ、 何に た 

と へん もろこしの、 そうの かう しのい つ，、 しく、 び 

しか、 色 や、 きくに ゑむ、 罔の ぢ どうの 其 かほば せ、 
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漢の みかどの そて をた ち、 けんび 少年、 はちす に ま 

がふ， 0 くろう や、 歌 もた へなる. 9 ゑん ねん、 女に て、 

見 まく ほしき と、 むらさき 式部の か \れ けん、 光る 

源氏のお さな 力 ほ、 つぼめる 花に、 匂 ひふくみ てう 

つくしと、 たと へた， りけんな， 0 ひらの、 ちごの さか 

,9 と 申 共、 力、 か是に はいかて まさるべ きと、 ほ め さ 

せ 給へ は少人 は、 こ はかた じけ なき 御縱、 折 境 立よ 

るし ぐれの ゑん、 ゆるさせ 給 はいその ちんへ、 すい 

さんいた し！： ハ 今の、 御禮申 あげたき と、 仰け れは定 

家 卿、 げ に/ \ 一  じゅ 一 河 も传、 たしゃう の ゑんと 

承る、 時雨 も はる \ 軒 の 月、 かはくる しふ 侍ら 

はん、 こなたへ 御 入 候へ と、 はぎの in, をお しひら き、 

出させ 給へば 姬宮 は、 羽織 こし 物 なげ 捨て、 定 家き 

やうに いだきつ き、 人の 心 を 忍 ふ 出、 かくすが た を 

も 引かへ て、 女の 身の はしたなく、 はる/^ 道 をし 

のぎつ ゝ、 是迄參 る 心さし、 いか 許なる しんじつと、 

おほし 召れ 候へ と、 につ こと 笑 ひまし ませ は、 定家 

ゆ め の 心地し て 、 いづ わ..^ の なき 世な， 9 せ は 神な 月、 

たが 誠よ.^ 時雨 そめ けん、 と 詠 じ 給. ひて 御手 を 取、 

打 つれ もんへ ぞ 上らる、、 去 ほどに 野 わけ は、 てう 


しさ かづき 持 出て、 こよ ひぞ 初の 長 枕、 長き ちぎり 

の 御 ことぶき、 御 取 あげ まし ませと、 姬宮に 上 けれ 

ば、 姬宮 盃-御 はじめ、 ていかき やうへ さし 給へ は、 

押いた V きて 三 ごんく み、 姬宮 に參ら せて、 さいつ 

さゝれ つ 思 ふが 中、 よそに ィ a チクリ もらさぬ 御-金、 ね 

たむ 心の 色 ほかに、 野 分の かたは 定 家の、 ひかへ ま 

します K 肌 を、 中に てうば い、 おしいた いき、 御 まへ 

を 立 けれ は、 人/^ 御 目を兒 合て、 につ こと 笑 はせ 

給 ひける、 御 下心 ぞ はっかし き、 姬宮定 家に よ. り そ 

ふて、 かすの 見へ ける 小 色紙の、 ィ 。地うる わし か.^ 

ける 御す み 色、 殿に にせた る やさし さよ、 定家 これ 

は此 人，/ \、 一代 一 首の 名歌 を、 ゑら みたる にて 候 

なり、 御 なぐさみ にみ 心に、 覺し召 れん そのたけ を、 

is: を あそばし おわし ませ、 姬 みや いづれ も吟 じつ \  、 

及ばぬ ことに、 侍れ 共、 是 こそ 花實 そうたいの、 め 

で た き 歌 共 申 べしと、 しばし かんじて こ はいかに、 み 

づ からが 君 思 ふ、 忍 ふ 心に たへ かねし ゲ此 玉の緒の 

とうさ をば、 此屮 にお かれん 事、 はいか. 9 有 こと 仰 

ける、 ていかき やう 聞し 召、 されば 此歌 みこ \ ろの、 

見れば みる ほど ふか ふして、 あはれ いやまし 覺 へし 


定家   Mum 

ゆへ、 これ 後の世の 忍ぶ こ ひ、 詠す る 手本なる べき 

と、 かきいれ 申 候と、 互に 道 ある 歌の 時宜、 やさし 

か. 9 ける 事共な り、 されば 此御 しきし を、 小 倉し き 

しと 申つ、、 今の 世 ゆ、 しきて うほうに て、 百 人 一 

首と 申せし も、 是を あつめし さう しな， 9、 定家卿 は 

姬宫 に、 花め づ らしき 色の 床、 あだ 夜 を ふかし せん 

なしと、 釉引 つれてね やの 內、 あかぬ 契.^ の 御む つ 

事、 つきぬ、 ゑに しぞ わりな けれ、 あわぬ 夜 を、 あ 

ふ 夜の 數と思 ふ 共 さても やかな しかるへ きに、 戀を 

しらざる かねつきの、 はや 明が た を 昔 づれ て、 なみ 

だはら/^ と， 0 み. たし、 打 かさね たるきぬ を、 

引 はなちつ ゝ人々 は、 又の よる 瀬 を 云 か はし、 なみ 

* た を そふる たもと より、 玉づ さほと ゝ おちければ、 

姬宮 あやしく ひろ ひとり、 燈に ひらき 見 給 ふに、 い 

はんかた な ふかきく どき、 ちつ かに 及ぶ にし 木々 を、 

數 ならす とて 捨てら るゝ は、 あま といへば なさけ 

なし、 色 あるい なせな きなら ば、 とても 君 ゆ へ 死す 

る 身 を、 うらみの ふちに しづみ っゝ、 一念の 惡 鬼と 

成、 追 付お も ひしら せんと、 ゆびく い 切て あけに そ 

め、 おくりた. 9 ける 玉づ さな 、姬ウ ：！ はお そろし く、 
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是見 給へ とのた まへば、 定家 は御覽 じて、 此上 はせ 

ひもな し、 何 を かかくし 申べ し、 御供に 參 りたる、 

野 わけた び/^ それがしに、 ふみをつ か はし 候へ 共、 

終に 返事 もせ ざ. 9 しが、 -又 恨ての 此 ふみを、 見る も 

中 いま はしと、 ともしに さし あて やき 給へば、 

たちまち めう 火 もへ 出て、 煙の 內に ふしぎ やな、 色 

靑 さめた る 女性の す こ/^ と 立顯れ て、 あら うらめ 

しゃ 君 こふる、 涙の ふち わさう かい も、 たと へばな 

を も淺間 山、 く ゆるけ ふ. 9 の 思 ひ をば、 しらせ 申せ 

し 玉章 を、 いかで 煙と なし 給 ふ、 うらめし や 恨めし 

と， いかれる けしきに 定 家の、 御 そばに 寄け る を、 

枕に 有し 御太刀に て、 拂ひ 給へば そのす がた、 たち 

まちき へて 御つ ぎに て、 わつ とさけ ぶこ ゑぞ せる、 

姬宮 ていか 諸共に、 おどろき たち 出御 覽 あれば、 野 

分の 方 は あけに そみ、 夢 打 さまし こ はいかに と、 と 

ほうに くれて ぞいたり ける、 姬宮 はお そろし や、 主 

の 思 ひ をね とらん とて、 人の 色 を もせい せん 身の、 

うしろ くらき 心 ゆへ、 忽 むく ふ 主のば ち、 今より し 

て は 我 まへ に、 出る 事 はかな ふま じ、 かん だうな.^ 

といから る、、 野 わけの 方 は 聞 まいらせ、 こ はなさ 
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う <,\-1 一人 三重 それよ. o- も、 ふじ 川 さして そ 「下らる 

る、 奴 わて る/^ 鈴な..^ て、 こま も しづかに のり か 

けの、 下 はから あやから 嶋の、 ふとん かさねて うづ 

たかく、 姿 やつし r 商人の、 あづまに おもむく ふせ 

いに て、 大 江の 左 衞 門跡に つき、 1£| 子の さま もし ほ 

らしき、 所なら ひか 女の まご、 男と 見せて ほうか ふ 

り、 かひ/, \' しく もすそく  > 'り、 名 きうせ きかた 

.0 つ、、 さます ね ふ.^ の 夢に さへ、 すがたた ちそ ふ 

かの 方に、 いっか-" 歸 京の ちょく をう け、 二た びめ 

ぐり 逢坂の、 關 もと \ めよ 是 ゃ此、 行 も 歸るも 足と 

めて、 詠め 過て ふ 森の 內、 是 せみ 丸の わら やの 床、 

延喜第 四の わう じに て、 いと もめで た ふまし ます 身 

の、 さと b の 御 目 をと ぢ給 ひ、 心 をす まして 此 所に、 

びわ をたん じて おはせ しに、 はくがの 三位と いひけ 

る 人、 風の ふく  H も 雨：^  _ ^も、 三と せ 通 ひて 三曲 を、 

つたへ たり けんきう V さと、 -a- 子 はおし へ舉 る、 さ 

だいへ たれ も 世の中 は、 むかしに け ふ も あすか 川、 

せた の 長 橋 打 はれて、 雲井に 高き ひ ゑい 山、 坂 もと 

山-小一 三重 八 わう じ、 ふもとの こすい へ う/^ と、 屮に 

さ ひしき、 松 ； 木、 左 衞門是 は 過 f 夏、 山 王の さいれ 一 
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いに、 舟に て是を 見に けらし、 唐 崎の 一 つ 松、 志賀 

の 浦 部の 釣 小船、 みぎわに あさる 白 置の、 のぞく 柳 

のしな ぶ ゑに、 っゝ く. 0 として かいみ 山、 やつれ 姿 

のま は ゆく も、 笠つ いかたむ け、 通る 馬子が しほら 

しく、 ひらの 吹の、 さっき 雨、 ばらん くと、 ふ 

る 昔 は、 のきの 玉 水 t> る 木の葉、 あれて やさしき 板 

ひさし、 窓の かけ も、 夜. めら しに、 ふわの 關 もり 

と^むな よ、 かく 勅かん の 身の 行衞、 何となる みの 

S 孤 干が た、 蘆の か.. > ね のっかの まも、 わすれて こそ 

は あ..^ はらの、 きつ、 なれに しつ まし あれ は、 はる 

はるき ぬる 旅お しと、 詠 じた. 0 けん 八橋と、 おしへ 

中せば 我 とても、 同じ 思 ひな 一 n 河國、 是 より -il^ を を 

b 給 ふ、 ； iil- 子 は そばに しと、 よ b、 いだきお ろし 參 

ら せて、 m 心 ひ ありげ にせき めんす、 さたい へ あやし 

く 思せ しが、 さ. c げ なくして 左衞 門と、 名所^^ を 

詠め 歌、 よむ ことの 葉は數 くの、 濱 名の 橋 を 打 渡 . 

り、 か、 るて うとのう さつら さ、 かひな き 命ながら 

へ て 三 m 池 W の 里」 ぞ着給 ふ、 かくて 御宿 召れ つ、、 

御 まへ に. ii^ 子 をめ し、 誠に 遠き 都より、 名所き うせ 

き 道す がら、 語り なぐさめ 參る でう、 しんべ う 成 n 
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共と、 品々 を 下されて、 御い とまた び けれ は、 馬子 

はと かふり いらへ なく、 淚にくれてぃた..^しが、 御 

袖に すがりつき、 こ はなさけ なしみ づ から は、 野 分 

の 前が？ ^ へ 姿、 ふかく も 君 を あこがれて、 思 ひきれ 

共 ぼんの う の、 つ よき きづ ハ . に つ なぐ 犬、 さ が に て 御 

手に かゝ りし 時、 とに も いかにも 成なら は、 我 か、 

る 思 ひ は 'ら はし、 淸 なしと ょ姬宮 の、 からき いと 

ま を 給 は， 9 て、 うきね をな きて なた. 0 しに、 君 さが を 

落 給 ふと、 風の 便に 承り、 たよらん 爲に身 を やつし、 

か ゝ るば しゃくと おそろしき、 なら はぬ 馬の 口 を 取、 

屛 風の 繪 にて 見覺へ し、 名所き うせき 宿/. \> をつ か 

る、 事 も 打 わすれ、 なぐさめ 申 はる/ \ と、 是迄御 

供 申 事、 ひとへ に 君の 御 情に、 あ ひ參ら せた ふさ ま 

さ まと、 心 をく だ く かひ もな く、 歸れと は 恨めし や、 

今此 時に うき 思 ひ、 はらさで いつを ごすへ きぞ、 ^ 

も 叶 はぬ 物なら は、 舌く い 切て きへ/^ と、 一念の 

惡鬼 とな. 9、 此 世の みか は 生々 世々、 くる と 

つけめぐ， 9、 本 とげで おくべき かと、 いかれる お 

もての すさまじく、 泪を ながし さしう つ ふき、 わな 

わな ふる ふて ゐ たりけ る、 定家 興さ めて、 すかさ 


ば やとし あんお、 さほど わ. 0 なき 心底 を、 いかでむ 

になし はつべき ぞ、 去な から 令： n は、 心に ねんす る 

願 あれば、 あすの" 佼 はかなら やし も、 互の 下 ひ ほ 打 

とけて、 思 ひ を かたり 申べ し、 さの みうらむ る 事な 

かれと、 しと \ うしろ を打給 ひ、 今にも 忠重來 ，=>  て 

は、 さっする 1^ もい かいな り-. まづ /、やすみ 候へ 

と、 につ こと 笑 ひそれ よ h- も、 ひとまに ®r<* まし ま 

せ は、 女心の はかな さは、 あすの よるせ をた のみつ 

つ、 こよ ひば か. 9 のかり 枕、； 夜 を 千夜の 心ち して、 

と あるかた へに ふしに け.^、 かくて 定家、 左 衞門を 

ひそかに めし、 右の 次第 を 語らせ 給へ は、 忠重 ある 

し を 近付て、 かやう/^ とさ、 やき、 跡 をば 賴 むと 

云 捨て、 しう <, ^二人 忍び 出、 ふじ 川 さして ぞ 急が 

る、、 しばらく 有て、 野 わけの かた、 定 家の 一 間に ゆ 

き、 屛風 をへ だて 申 やう、 夜 あけ がらすの こ ゑ 立て、 

おちこち 人 もお とすな b ヽ 御した くも やとう か  >  へ 

ど、 御 いらへ あら ざれ は、 野 わけ ふしぎ や こ はいか 

にと、 屛風を ひらき 見て あれば、 定家卿 はまし まさ 

t 是 はと 思 ひ 立 出て、 忠 重が ふしど を 見、 W はた 

はか. 0 捨 置て、 落させ 給 ふと、 ひっき、 ていしゅ を 呼 
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て 人く は、 いづかた へそと 問ければ、 ていしゅ さ 

あらぬ ふせいして、 人く 檨の御 事 は、 いさ、 かぞ 

んじ候 はやと、 おどろく ていに て 云ければ、 女 聞て 

腹 をた て、 さて は、 汝も 一 身よ な、 ゑ、 恨めし やと 

はがみ をな し、 あるじ をと つてお しすく め、 落 給 ふ 

は いづく ぞゃ、 まっすぐに 申べ し、 少も 偽る 物なら 

ば、 うきめ を 見せん とい か. 0 をな し、 けしき かわつ 

て： W へければ、 ていしゅ かなしみ 手 を 合、 あつまの 

方へ 御 通. o、 我 をば ゆるし 給 はれと、 ふる ひ. /(- 中 

け hs  、女 聞て 打うな づき、 ていしゅ を かしこへ かつ 

はとな け、 ゃ、ぉろか也ぃかに^；：？、 いづく へ 效行給 

ふせ ハ、 いかで 其 儘 置べ きそ、 天 は ひ 3- さう ひさう 天、 

地は大 かい ならくのそこ、 むけん やう ちん、 八 i?? ち 

ごくの そこ 迄 も、 おかけお つつめ わが うらみ、 いか 

ではら さで おくべき と、 髮穴 > -樣 になる 祌の、 黑 雲い 

な づま地 を ふる ひ、 大風 こぼく を 吹た ふし、 山河 草 

木 しんどうして、 を もとめて 追 かくる は、 す さま 

じ ハヤ 三重 か.^ ける^ 第な り、 かな やの 宿に て、 人々 

わ 跡 を はるかに 見 給 ふに、 いっく 迄 も. と 呼 はる 聲、 

山彥 にこた へ っゝ、 まぢかく おっかけ 來る をみ て、 
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大 江の 左衞門 もとよ.^ も、 すいれんの 達者な.^、  ^ 

を 肩に 引かけ て、 東國 一 の大 井川、 やす/^ とおよ 

ぎこし、 をば 在家に かくし 置、 道に つ、 立 ことの 

やう、 しばらく 窺 ひいた.^ け h>、 女い かれる めんし 

よくに て、 すかさ や 追 かけ 川ぎ しにつ、 立、 いづく 

を 越すべき と、 愛よ、 かしこと 見 まわせ ど、 = 本 

双の 大河と 云、 折 ふしみ かさま さって、 瀨の はやき 

事 さながらに、 三つ 羽の そ 矢 をゐる ことく、 こしと 

どまって あらされ は、 身 を も だへ つ、 川き し を、 か 

なた こなたと めぐ. 9 しが、 今 はた まらす 飛 入て、 さか 

まく 水 を かき 立/^、 ； 念の 蛇 身と 成、 ざんじに 川 を 

打 上り、 忠重 を、 m にかけ て、 引 さきす てんと 飛 か 

かる を、 てう どきれば ゆん 手へ くい.. 9、 しさって 拂 

へばめ てへ ぬけ、 かげろう 稻妻 水の =:、 祌通 ふむ る 

いの じ や 身に て、 さうな ふうつべき やう もな し、 忠 

重 は 心中に、 なむ 八まん 大 ぼさつと、 きせい をな し 

て はっしと 切る、 きられて ひるむ を かけよって、 指 

通し/^、 さん，^ に 切ち らし、 大 井川に なげ 入て、 

^も あやうし わが 君檨、 先く しお ふせ 候と、 君 を 

うしろに おひ まいらせ、 忠義の 旅 をす るが なる、 ふ 


じ 川 さしてい そぎけ る、 彼忠 重が その ありさま を" 

きせん 上下お しなべ て、 皆かん せぬ、 もの こそな か 

第 五 

其 後、 藤 原の 定家 卿、 時國が ざんげん にて、 おかせ 

るつ み もな き 御身、 勅かん を 蒙りて、 無念の 山 はふ 

じ E 'の、 ，0 うほう じと 申せし は、 御 れんし じゃくれ 

んの、 みてらに て ありければ、 かくて 愛に 御 入， 0 有 

り、 月：《 を 送らせ 給 ひける、 有時定 家、 忠 重に 宣ふ 

は、 おもへば 野 わけが しう しん も、 心に か、 りお そ 

ろし や、 此事 れんしの 事 なれば、 我ぢ き/ \ 'に は 云 

かたし、 なんじ じゃく れんに 語りつ、、 重て せ うげ 

なき 樣に、 はから ふべ しと 仰 あ， 0 チクリ 一 間に、 御 入 

まし ませば た： J. しげ はじゃく れんの、 御前に 罷出、 

右の 段々 物 かた. 5 し、 万事 は賴み 奉る と、 謹て 申け 

る、 じゃく れん は 聞し 召、 げに おそろし きしう じ や 

く かな、 か、 る 事に は 一切の、 女人 成佛 とく だつ の、 

法 花 どくじゅ にしく はなし、 然 らば 千 部 を はじめん 
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と、 じげ 僧 御 弟子に 仰 付、 拆又番 の 寺 僧 を 召、 明日 

千 部の はじめな り、 定て 參詣多 からん、 しさい あれ 

ば此 たび は、 女人 はかた く 門 内に、 いる、 事 きんせ 

いと、 仰 付ら れ それ よ. 0 も、 三重 顿て 用 怠.^ 上聞 へ け 

る、 比し も 文： =:、 中半に て、 水 地な き }f ー歸 b おちこち 

に、 うかれさ まよ ふ 折からに、 女性 ： 人、 かり もん 近 

く 立 寄て、 もの 申さん と 有ければ、 けいごの 法^ 是 

を 聞、 何事 やらん とこた へけ，. >、 女是 は此邊 の、. R 拍 

子に て 侍 ふなり、 た、 もさへ、 女 は 五 障三從 の、 つ 

み ふかく 侍る よし、 ましてな がれの 川 竹の、 一 ^^許 

b の 手枕に、 人の 思 ひ を 身に うけて、 ざいごう ふか 

き此 身なり、 せめて は 近く 御經 の、 み聲を 成：^ ハ耳に 

ふれ、 佛果の ゑん 共な した ふ 候、 哀 たいけち ゑんに、 

此門 入て 給 はれ かし、 さも あらば みづ からが、 年 比 

なれし 舞の 釉、 おもしろ ふかな でつ、、 御 なぐさみ 

を 申べ し、 ひとへ にたの み 奉る と、 打し ほれて ぞ申 

ける、 若 法師 共是を 聞、 こ は 珍 敷 兑物ぞ や、 何とく 

るし からすん ば、 一 かなで 所望して、 ひとり 計， 0 は 

入 もせよ、 いかにも 是は よからん と、 かしら を ふつ 

て悅 ベば、 老僧 聞て そこつな. 9、 かく 善根の 所へ は、 
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寸莠尺 魔の せ うげ 有、 其 上 きびしき 御い ましめ、 叶 

ふま じと ぞ せいしけ る、 けっき さかんの 若 法 帥、 耳 

にも 更に 聞 いれす、 しさいな 者に は 舞 見せな、 る 

しから や 我/^ が、 いれて おがませ ゑ さすべし、 か 

つ こ を 打て 一 さし まへ、 さい わ ひ 定家此 間、 御 も ふ 

きに てまし ませば、 御 慰に 成 もやせん、 御 目に かけ 

んとそれょ.^^も、 かくと 申せば さ だ 家 卿、 忠重を 御 

供に て、 みだう の ゑんに 御 出お、 女 は ゑ ぼし を か. 9 

にきて、 三重 旣に 拍子 をす、 めけ る、 打なら す、 かつ 

この 蒔繪 はふし 川の、 浪 のしら へや 風の さ、 ら、 と 

んと 打て こき りこと、 袖 を かざして、 曲ば ちの、 あ 

やとる 品のう き しづみ、 柳の こしの よ/^ と、 し 

な ふ 手品に、 する さ、 ら、 さら/^ さつ と、 ^/\ 

に 手 をつ くして ふ 百千鳥、 聲 ほのかに も、 のどか 成、 

春の詠めは花計..^、 花の 外に は 松 計り、 松 を 時雨の 

染 かねて、 ひと. 0 こがる、 紅葉 はの 色に そみ け.^、 白 

露 を、 何ぞ とと はい 消し 身の、 歸らぬ は. いにしへ、. i 

まらぬ わ 今の しう しん、 三重 戀風 みだす あま 雲に と い 

ろ/^  IO 鳴 神の、 拍子 を そろへ 品 もよ く、 ふ， c  くる 

雨 は、 さら-., I. »1 o、 さ ゝの小 の 竹の さ、 ら、 うき 


ふし/^-の よ、 ことに、 ひ は、 ふかき 川浪 の、 も 

とよ ひかつ こ は、 波の 昔、 ， 、よせて は、 きし を、 

どう ど 打、 かの きしに さすの. 9 の、 舟歌 舞の、 ほさつ 

の 舞の 釉さ 、らも、 チクリ かっこ も、 ふ へ ひち， 0 きも、 

みな ごくらくの あそび ぞと、 た-つ /\ 思 ひ 聞 物 を、 

ほんの ふぼたい、 もと 一 つ、 雪 や 氷と へだ つれ ど、 

万 法： 如實 相の、 みの..^の庭へどぅく/、、 かつ 

- J をなら しさら- /(\ 'と、 さ ゝ らょり なを 手 を もす. る 

物 を、 狂言ながらの..^の^！、 ぼたいの 門に さりと て 

は、 入 させ 給へ 御 僧と、 打し ほれて ぞ かこちけ る、 

かくて 舞 見し 若 法師、 此 h はこな たへ と、 門 を ひら 

いて 入に け. 9、 女性 は悅 び. ぼに 入り、 定家卿 ゃ忠重 

を、 うらめし 貌に 打な がめ、 If;? に 心 を くれ 竹の、 世 

のうき ふしに なき しづみ し、 野 分が おん. 0 やう、 是 

迄 あら はれ _ ^りた. o、 むねの ほむら のい たづら に、 

きへ なん 事 もしら 雪の、 <^&の內にせひともと、 思 ひ 

しもの を 情な や、 あれなる 大 江の 左 衞 門に、 切す て 

られ てし うじ やくの、 いやまし 殘. 0 大 井川、 ； M にし 

づむ 恨の 數、 いでく 思 ひしら せんと、 ひら.^ と 上 

へ 飛 あが.. -、 左 衞門を 目 かけつ、、 杖 ふ b 上て うた 


ん とす、 主從 刀に 手 を かくる、 じゃく れん 驚き はし 

b 出、 是はか，ね^.聞及し、 野 わけと やらん が死靈 

かや、 それ五たぃ五りんはか..^物な..^、 今汝、 しき 

たい を はなれつ \、 しう じゃくの こる、 くうきと し 

て、 たと へ汝 がしき よくの、 心に 定 家した がふ 共、 

いか 成たい にて 契るべし、 もはや 執心 はなすべし、 

おろかな. 9 とぞ しめさる、、 死れ ぅ閡 て、 . 我 色體を 

具足して、 契らん 事 を 思 ひし-」、 むなしく 大 江の 手 

にか、 る、 ひと へ に、 君の つれな き ゆ へ、 しょせん 

君 を 取 殺し、 おなじく うきと なし 巾、 ：：；！^ きめい どに 

ちぎらん ため、 むかひに 是迄來 りた，^、 そこ 除き 給 

へと 飛 か、 れば、 有が たや 內陣 より、 光.： >を はなち 

給へば、 おんれ う 愛に たまり かね、 ていしゃ うに 飛 

ぉ..„^て、 かなた こなたと かけまわ b、 あらたへ がた 

や 恨めし や、 此度 こそ はむな しく 共、 終に は 本望 達 

せんと、 云聲 しゅろう に ひ いきつ、、.？ つづに 手 を か 

けと ぶと ぞ 見へ しか、 引かつ いで ハヤ 三重 かねの 內に 

そかくれ ける、 じゃくれ ん此 よし 御覽 じて、 たと へ 

いか 成惡靈 なり 共、 行者の 法力つ くべき かと、 みな 

i 同に 聲を 上、 いらた かじゅす をお しもんで、 東方 
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に、 ごう ざん せ 明 王、 南方に、 ぐんた.. 9 やしゃ、 西 

方」 大ゐ とく、 北方 こんが うやし や 明 王、 中 わう 大 

日大 しゃう ふどう、 うごく かう ごかぬ かさつ くの、 

なまく さまんだ ば さら だ、 せんだ まかろ しゃな、 そ 

わた やうん たらた ッ かんまん、 もやう がせつ しゃと く 

大 ちゑ、 ちが、 しんしゃ そくしん 成佛 -,.、 今の 地 身 

をい のる 上 は、 一念 毒蛇の うらみの すゑ、 何 有 明の 

つき かね こそ、 すわ/^ うごく ぞい のれたい、 ひけ 

や てん 手に 千 じゅの たらに、 ふどうの じくの け 明 王 

そんたい、 力 を 八 口て た ひ 給へ とて、 かんたん くだき 

いの. 0 けり、 いの b いのられ つかね ど、 此 かね ひい 

きわたって、 ひかね ど此 かね、 おどる とぞ 見へ し、 

ほどなく しゅろう へ 引 上た， 9、 あれ 見よ じゃたい は 

あら はれた.. y、 きんせぃ東方せぅ..^ぅ淸淨、 きんせ 

い 西方び やくたい び^ J -く りう、 きんせい 中 わう わう 

たいわう. 9 う、 一 だい 三千 大 せんせ かひの ごう じ や 

の. 0 うわう、 あいみん のうじゅ、 あいみん しきんの、 

みぎん なれ は、 いづく に大じ やの あるへ きぞ と、 い 

の. o、 いのられ かつ はと まろぶ が、 又お き 上て 忽に、 

かねに むかって つくい き は、 めう 火と 成て 其 身 を や 


く、 猶 せめつけて ほけ き やうの、 八の 卷を大 おん 上 

げ、 よみ かけく 打 給へば、 ふしぎ や 二つの つのお 

ちて、 おんれ うすな はち 三重 佛 si^ をえ て、 天上す る - J 

そ^ 難き、 實も たへ なる、 法力に て、 則 おんれ ぅ成佛 

し、 定家卿 もつ、 かなし、 げに佛 法の 御ゐ とく、 有 

がた かりけ る 次第と て、 贵賤 上下お しなへ て、 臂か 

一 ん せぬ、 者 こそな か. けれ 


第 


六 


其 後、 五條の 三位 家隆 卿、 とうのく わんば く i 定へ、 

ていかの とがのな き It を、 きん. 0 へ 召れ とう 人と、 

對 決の 御 is?. を、 願 ひ 上させた まひつ ゝ、 じゃく れん 

定家 諸共に、 忍びて 都へ 呼む かへ、 ないぎ 評定お 所 

へ、 侍 一 人^ 出、 £1  ぉ波彌 七と 申 者、 御門 外 へ は せ 参 

.0 じき/..^ に、 巾 上 度 事 有て、 參 上いた し 候よ し、 

巾 上 候が、 いかいとう か^ひ 舉れ ば、 か う 卿 聞：《、 

1^ さまし さい 有べ しん、 人々 をば おくに 人、 それ そ 

れと 有ければ、 くだんの 男 を 召 出す、 か. 0 う 卿 御ら 

ん じて、. おこと いかなる 者成ぞ と、 御尋 有ければ、， 
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男 かう ベ を 地に つけて、 さん 候 それがし は、 平の 左 

近、 時 幽が郞 等に、 ？ ゃ奴彌 七と、 申 者に て 御座 候、 

おそれな がらと ： 通 を、 御" 1 にさし 上る、 かりう 収 

上、 御覽 有、 御喜 悅 はなはだ 淺 からす、 ^2_1てきん，0 

せんざの 節、 しいし ゆ を殘さ すの ぶ， へきと、 きびし 

く しゅごし ilsi 給 ふ、 か、 る 所へ、 藏人來 つ、、 閥 

白とぅの甫定ょ..^、 來る 十日 きんりに て、 御 評定，^ 

問、 ていか 卿 をと もない て、 急ぎさん だい 有べき 11::、 

仰 出され 候と、 いさい 相の ベ 歸，. ^け..^、 かくて かり 

うてい か 卿、 じゃく れん ほうしに たいめん 有、 右の 

次第 を 仰 あ..^、 三重 旣に 用意 をな されけ る定る n: にも 

成し かば、 三 公く ぎ やう 諸 司 八庄、 八 座 七辦內 外の 

やう、 北面の 武士 迄 も、 かいが だう じ やうみ ちみ 

ちて、 いぎ をたい してな み た. 、左の かたに は攝 

政よ しつね、 はるか 引 さがって、 .中 の 左 近時 阈、 右 

の 方に は 三位の かりう、 定家を 御 灰な ひ、 いぎ をた 

だしく ちゃくざ ある、 御 しらすに は、 攝 政よ しつね 

のこう けん、 八-川 將監 Iji^ 方、 ていか 卿の 御 家 ほ、 大 

江の 左衞 i: 忠篾、 左右に わかって かしこまる、 時に 

關. E しげ さ だ 卿、 双方に むか はせ 給 ひ、 申 上べき 事 


共 を、 はやとく 奏し 給へ と 有、 Si 政よ しつね 承り、 

いかに { え 家、 いか 成衍意 有ければ、 我 やかたに 家人 

を 忍ばせ、 我 を 討ん と はかられし ぞ、 定家は 聞し 召、 

まったく さやう のかん きょく、 さら-/^ 以て 覺 へな 

し、 せう こばし 院か、 攝政 はおし 返し、 せう ここ そ 

候へ と、 の 左 近 を 召 出され、 其 時の 有檨 を、 申べ 

しと 有し か は、 時國 まゆに しわ をよ せ、 な ふい かに 

定家 殿、 あらそ ひ 給 ふと あらそ はせ し、 貴公の 家人 

をし のばせて、 もったいなく もせつ しゃう を、 うち 

とらん となし ける を、 折 ふし それがし 有 合、 生 取 ご 

くやに おしこめ おく、 あつ はれ 時國 あ.. > あはす は、 

貴 卿の 本意た る ベ きに、 さ こそ ほいな ふ覺 されん と、 

あさ 笑 ふて ぞ申 ける、 其 時に か.？ フ卿、 とかくの 論 

はむ やくな，. y、 せんする 所 其め しう ど、 出して 實否 

をた. 5 'されよ、 幸 かな や こなたに も、 た 3 'しきせう 

こ 候な. o、 それ 忠 重と 有ければ、 畏て 候と、 くだん 

の 男 を 召 出す、 よしつ ね 卿 も時國 も、 あきれて とか 

ふの， 削な し、 かりう 仰け る は、 いかに 彌七、 なん ぢ 

わがやへ かけこみて、 さし 出した る 一 通の、 其 趣 を 

御前に て、 つまびら かに 申べ しと、 さて 關 白に 向 は 
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せ， ね ひ、 此 度の 次第、 此 者に 御尋、 事 明白に 御に い 

し、 有が たかるべく 候と、 離て ぞ巾 さる、、 くわん ば 

く は 聞し 召、 いかにお のこ 事の やう、 まっすぐに 申 

べし、 少も僞 る 物なら ば、 がう；？ ん にかくべ きな， り、 

あ b やうに 申な ば、 命 をた すけえ さすべ し、 男 承 C  、 

さん 候 それがし は、 あれなる 平の 左 近時 國の郞 等、 

岩波 龍左衞 門が 弟、 岩波 彌 七-こ 申 者に て 御座 候、 さ 

れは あれなる 時國 どの、 i ん家 卿に いし て、 廿ペを 

まねきつ ゝ、 汝は 忍び を ゑし ときく、  とど ひそか 

に、 攝政 殿へ 忍び入、 よき 折からに よしつ ね を、 打 

申ても うたや 共、 事の せんぎ あらん 時、 定家が 家人 

に、 早川源太と名の..^っ、、 主にて 候定 家、 攝政殿 

を いかにもして、 うしない 申せと 賴れ て、 かくの 通 

b と僞. 0 て、 定家 をな き 身と なすならば、 妻子 を ゆ 

ゆしく 取 立ん と、 かたくけ いやく 有し 故、 主の ため 

に 二つな き、 命 を 捨て ュ、 れ がし は、 きびしき ごくや 

におし 入られ、 こそ 手 だてし おふせて、 定家卿 を 

はちく てんさせ、 本 §1 を とげ 給へば、 けいやくの そ 

の ごとく、 殘し 置た る 妻子 共、 いかな らん おんしゃ 

うに も、 預 るべき 身 を さはなくて 女 は 口の さがな き 
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者、 おさなき もの はす ゑ/^ の、 身の あだな， < ^と 情 

なく、 おやこ 共に さしころし、 あまつ さへ それがし 

を、 ごくやよ ひ 引出し、 うしな はんとした まふゆへ、 

主君ながら も つらければ、 やうく そこ をの がれ 出、 


か. 0 う 卿の やかたに 行、 右の 段々 申 上げ、 かくの 通 

りに 候な り、 重 ざいなる 我 なれば、 ともかくも 御 は 

からい、 然 ベく 候と 詞を 放て、 申け る、 時阔今 はか 

な はじと、 3?^ 行ん とせし 所 を、 忠重春 方つ 、とより、 

左右の かいな をね ぢ すくめ、 御 しらすに 引す ゆる、 

みかど 大きにげ き. 0 ん有、 前代未聞の くせもの かな、 

心の まゝに はからへ と、 定 家に 下さる、、 また 岩波 

彌七 は、 洛中 を 引渡し、 追拂へとの..^んげんな.^、 

まことに ちんが ふ とく 故 、とがな き定家 つ み せ し 事、 

はなはだ 耻る 所な り、 そのせ うとして 大和 國 にて、 

三下 町 を 給 はると、 やがて りんし を 下さる、、 定家 

は、 ありかたし/^ と、 御前 を 立 給 ふ、 それよ，^ 兩 

家 むつまじく、 ゆたかに さかへ 給 ひけ. 9、 千秋 萬 歳 

めて たしと て、 責賤 上下お しな へて、 ^かんせぬ も 

のこ そな か.^ けれ  ， 
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^も 其 後、 御存知の 者、 誰か あると 召 るれば、 太郞 一- 

く はんじゃ 是 みつと、 次郞く はんじゃ つぐ しげが、 

.御ま /にいし こまる、 御機嫌よ な はだうる はしく、 

われ うきだの 氏族と し、 浮 田の 左 金 吾 時世と て、 人 

にも 少々 白 川の、 長者と 呼 れいへ とみて、 萬寶 けん 

そく 何事 も、 心に まかせぬ 事 もな く、 弓馬 は 本より 

家の 所作、 文才 詩歌 糸竹 も、 つたな からざる 器量に 

て、 心に かな ふ 事 もな く、 ひと. 9 ふせやに、 ほ. と、 

ぎす、 なく ひとこ ゑに、 あくるよ を、 あかし かねた 

る、 床のう ち、 すこし は哀 とお も ひなば、 地 兼. て 申 

せし 望みの 色 や あ、 ゆだん は あら じして いかに、 見 

たてつる かと 有ければ、 ±郞 ^者 承り、 大 かたなら 

ぬ 御望み、 兩 人心 をつ く f - つ、、 隨分 尋ね 候，、 共、 

中々 及ぶ 色 もな し、 さいはい かな や 明日 は、 毎年ぎ 

おんの さいれいな. n -、 とひ 遠 境ん 男女 迄、 つと ひ あ 

つま b:^ 也、 見物ながら 御 出 あ.^、 御 見た てまし ま 
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さば、 御 心に 叶へ る 色、 など かな ふて は 候 はん、 あ 

ぁ此義 いか V とうか ゝ へ ば、 次郞く はんじゃ も 一 同 

に、 是は いみ じきし あんな.^、  く はんく はつに 出立 

て、 然る べしと 巾 上れば、 本よ-り 色に うきだの 時世、 

ゑつ ぼに 入て さ. h^l て は、 能 こそ 申せし つぐし. けと 

力、 ル末廣 にて 打た、 き、 明な ば 出ん めん-/^ も、 し 

たくいた せと それよ b も 三重 與を さして そ 「入 給 ふ、 

比 は 皆：：：：、 中の 四 u:! のぎ をん の ゑ、 見物き せんみ な 

一渡る、 お ほち にらち ゆ ひ、 さじき かまへ さま の、 

內 まくもう せん,^ すきち やう、 風の まに^^ ほのめ 

一 

かす、 らん じ やの かほ. o、 色 をん ない とい 心 も、 う 

一 き だの さきん ご、 當世 風の だて 羽織、 ふるやく はん 

く はつ、 長 かたな、 冓 のかん ば、 せしゅす のびん、 

是 みっつぐ しげ 御供の、 下部の ふう も 色めきて、 弓 

手 やめての 棧 敷に、 尋る 色の 品 姿、 あり やなし やと 

都の 町、 きをつけ 通らせ 給 ひし を 力、 かかい まみた， 9 

し 女 皆、 した はぬ 者 こそな か.^ けれ、 地色 は あやな 

や 名に つれし 力、 ル 錦の 小路の 中 ほどに、 女中の さじ 

きと 打 見へ て、 みすかけ しとみ しめ やかに、 打 見 ゆ 

かしき さ 、 め ごと 力 、 ャ風 ほのめ かす 隙 もやと、 しば 
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しとい ま， 0 さきん ご は、 ふ. 9 あ ふの けば. フへ よりも、 

さしくし 一 つ をち かゝ る、 いそぎ 取上ケ m;- 給 ふに、 

さも ぢんじ やうなる べっかう を、 みがきす かしてし 

ほらし く、 金銀さん ごに かざ. 0 っゝカ 、か 哀 世に、 心 

にかな ふ 色 も かな、 月と 花と を、 ともに 詠ん と、 さ 

もい つくしき 筆 まきへ、 同じお も ひの 歌 もよう、 此 

生 心に く ふして 力 、 かひた すら 見 まく ほし けれ は、 詠 

め 入て ぞ おはしけ る、 內 より やさしき めの わら は、 

いそぎ 立 出 其 御く し、 姬君 さまの 御 をと し、 こなた 

へ 給 は b 候へ， o、 いと 小さ かしく 云ければ、 さきん 

ごに つ こ， と 打 笑 ひ、 小ぢょ はしらす や 櫛な ど は、 落 

せし 主へ ぢき/ \ 'に、 手つ からか へんさ ほうな b、 

人づ てに て は 叶 はじと、 仰ければ 棧 敷より 力、 か 又 i 

やうの 女の わら は、 いそぎ 參 -.y て 其 御 かた、 くるし 

からす 御 さじきへ、 伴 ひ 申せと 姬 御前の、 仰に て 候 

へ は、 御 通 まし ませと、 申 上れば さきん ご は、 是 

は當 座の たは ふれな h -、 上郞 方の 御 さじきへ， すい 

さん 仕らん、 此 くし 御 あげ 候へ と、 さしだし 給 ふ 御 

手 を ひき、 むた いに さじきへ ともな へ ば 力 、 . ^ていし 

§ も 出て 御供 を 三重お くの ひとま へ しゃう しける、 姬 
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君 打 ゑみ、 くるしから す ゆる- と、 見物 まし- C 

侍ら へと、 に ほや かなりし も、 のこび 力、 ル色 好の 左 

金 五 Z も、 心う ごきて めかれせ や、 詠め とれて ぞをは 

します、 又姬 も 男色の 力、 ケに のかに 見し は 中々 

に、 物 G 數か は是 こそ は、 年月ね がふ 色す がた、 殿 

とも 見め と 戀衣カ 、 かしの ぶの みたれ 限りなく、 人目 

のせき を 何と ぞし、 こ、 ろ を JP! さん はか りこと、 ち 

おに あんじて 姬君 は、 井 っ^と 云し 名香 を、 地 ひと 

.0 こがる、 芝 船の、 たきしめ しつ、 みづ からが 力、 ル 

心 ざしと て 出さる、、 金 吾 は 君が、 ことのはの、 面 

白く 押いたい き、 六十 二 の 名香の、 品々 多き 其 中 

に、 ゐづ、 はいかに レ きくう ちに、 あんじ あた， 9 て 

いにしへの 力-. -戀 くらべた る、 ふ-り わけ かみ、 われ 

なら やして、 誰か 又 あぐべき と は、 有が たしと、 れ 

んり といへ る 名香 を、 かたじけな さの 印ぞ と、 つが 

せ 給へ は姬君 は、 しばらく 聞し 召れ つ、、 是 やうき 

ひと げんそうの、 つねにち がへ る さ、 め ごと、 君み 

づ からが、 其 中 を れん， 0 のきと は、 拆は戀 力、 かじゃ 

うじ ゆした. C> と 人々 は、 悅び たま ふぞ、 や ごとな き、 

時に 姬の 御め のと、 石 部の 藤內罷 出、 是 に候姬 こそ 


は、 たが 袖と 申つ、、 禁屮の 上 北面、 齋 條左衞 門よ 

しひろ が ひと-り s」、 幼少に て 父 It に を くれ、 ぉぢ兵 

衞の尉 やしな ひたて、 定房 方に 罷 V める、 某き み を 見 

申に、 浮 田の 左 <ぶ 吾 時世 公、 かね し 「2  くん 兵へ 

のせう、 51- み 申せし むこ かねの、 け ふの ぎおんの 引 

合、 めでたき 折に 候へ は、 ふかきい もせの 御ン けい や 

く、  p'-.^l をと く.^ 1^ と チクリす、 め 申せば さきん ff 

は、 是は幸 ひよ き 折から、 け ふし も 御 目に か ゝる 事、 

深き えに しに：^ と、 悅ひ給 ふ は 限，^ なし、 す はや 辩 

の 見 ゆる ぞと、 人 立 さはぐ に 人々 は、 いざや 諸共み 

す をろ し、 a 物 せんに それく と、 石 部 は 表へ 立 出 

て、 かための 役に かしこまろ 力、 か 我 もくとい さみ 

つ 、三，； i まつ. 0 兌る こそ 上 を もしろ き、 愛に 又 淀の 河 

部の 片 ほと. 0 に、 梶た へまの づ かう 勝廣 とて、 好色 

ぶ 道の 惡牢 人、 いへ とみ けんぞく あまた もち、 ゆた 

かにくら しいた. 9 しが、 け ふの 祇園の さいれいに、 

見物の ため 手の 郎等、 ち， 9 つか あくた の 助、 浪次郞 

たっとび、 かれ 兩人を 召 つれて、 美々 敷 出立 大 かた 

な、 小路 一 はいよ こた へ て、 喧嘩 せん する あて 詞カ 

力 かゆき かふ 者 共 を それつ ゝ、 屮を あけ て そ 通しけ 


る、 錦の 小路の 棧 敷の、 たが 袖姬を 一 目晃 て、 色に 

は 猶も氣 みじか もの、 御盃成 共いたい かんと、 埒を 

し 破りい らんと す、 ていしゅ あはて ゝ はしり 出、 御 

らんの 通. ^およ 中 方、 御 用捨 賴み舉 ると、 手 をす つ 

て 申け る、 たへ まい かって や あ、 其 女中と 一 座が 望 

み、 おのれめ と、 こぶし をに ぎって そつ ほう を、 火 

の る ほど は. 9 けれ は 力 、々かしこへ かつ はとは.. „^ 

た ふされ、 か、 へさす.^ て^ 入け る、 是 みつつぐし 

げっ、 と 出、 さいせんて いしゅが 申せし ごとく、 女 

中 計りの さじきの 內、 我々 とても 靑侍、 おの/^ 方 

のお あい 手に は、 思 ひも よらす ひら さらに、 他所へ 

御 こし 候 ひて、 手に にあ ひたる つ はものと、 喧嘩 を 

求め 給へ かし、 ひらにく とわび けれ は、 かつに の 

つて 二人の もの、 長々 しき 口上 は、 さら とやめ て 

あの 女中と、 キ- 君に 一座 をな さしむべし、 ちっとも 

いぎに 及びな ば、 かう ベみ おんに ふみく だく ぞ、 い 

かに/^ と 力足、 どう-,^ とふみ ならし 力 、 ル仁 王立 

にたった る は、 おつ を おこがましく こそ、 見へ にけ 

れ、 是 みっつぐ しげ 心中に、 おかしなが、 らも 其け し 

き、 おそる ゝ ていに もてなして、 力の つよき 御う で 
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を、 ちと われ/,^ も 心 見ん と、 二人が かいな を 引つ 

かみ、 げに/ つよきう で やとて、 二人 一度にし め 

ければ、 さし もじまん のちから うで、 ちきる、 計り 

目 も くらみ、 是々 ゆるせ ざき やう ぞと、 消ながら に 

わなく と、 ふる ひ/,^ わびければ、 是 みつつぐし 

げ打笑 ひ、 はから ふやう も 有 けれ 共、 命 は ゆるす と 

差 上て、 ふ，.^廻しっ 、なげ出す、 たへ まい かって 大 

たちぬき、 うって か、 れば とびか、 る、 町の 者 共 ぼ 

う 引 さげ、 只 打- J ろせ と さん^^に 力 、 か 一 听に むら 

が. 0 打た つれば 三重 ころびた ふれて； 1^ て 行、 先 さいれ 

いの さまたげ は、 事な くす みし ぞ はや/,^ と、 めで 

たくみ こし 渡しつ、、 千秋 樂の 時渾 風、 ばんせいら 

くの 見物 は 力 、 ル 面白 か-り ける しだいと て、 i せん 上 

下お しなへ て、 皆かん せぬ 者 こそな か. 9 けれ 

第 二 

其 後、 浮 田の 左 金 吾 は、 去る 紙 園の さい 禮に * 禁中 

の 北面 齋藤 兵衞 尉、 定房の ひと. 9 娃、 力 、かたが 袖姬 

に 御え にし、 たがいに ねが ひ、 ち はや ふる 地 神の む 


すび の 色 姿、 いもせ の 川の 橋 はしら、 巾 立賴み ゑん 

がぁ，，^、けふ珍らしき花むこ入カ 、 か 花や かなりし 御 

しゃう ぞく、 たぐひなか，^>し6ニ色に、 =1： を 地ね ため 

る姬 君の、 まばゅき^^ムに出立て、 わた，， り もも. 0 か、 

やける、 金銀の ほうらい に、 ニメ むかひて 相 生の、 

松 力、 かにす をく ふ ひなつる や、 みぎ は の 龜の、 さ 2. 

れ石、 いはほと なりて、 こけ むす 迄 チクリ 千代に や、 千 

世と 御 こと ふき、 兵 衞尉も 御機嫌よ く、 力、 レ， 規式終 

て御盃 チクリ さいつ、 さ、 れつ 舞うた ふ、 次郞く はん 

じ やつぐ しげ、 悅び是 にし かやと て 力、 r の ふぎ 押収 

立上り、 ほうらい 山 をかざる 寧、 龜は 本より、 よん 

づ代を ふる なれば、 長壽をぃのる印な..^、 松 は 其 色 

とき はに て、 とか へ りの 花 もさき 三重み どり の かけに 

よる 人 は、 老 せぬ ためし 候な り、 竹 は 其 かげす ぐに 

して、 所と ころの ふしの ま は チグ- 花 ほと、 ぎす：！： 雪 

の、 節 をた が へす 人 もまた、 折に あ ふこ そめで たけ 

れ、 つる はせん ざいた もつ 故 力、 レ， か、 るせ いたいせ 

いちやう の、 德 にな づきて、 舞 あそび 候と、 力、 ル詞 

に 花 を さかせつ ゝ、 千秋 樂と、 まひお さむ、 これみ 

つも 悅 びて、 めんく も 同 昔に 力、 レ， 手拍子 打て、 三 


國- とうた ひつ、、 祝 ひの、 めきた ける は、 めで 

たか， 0 ける 「しだいな. o、 去 程に、 たへ まの づ かう 

かつひろ は、 先： n ぎおんの さいれいに、 大きなる ふ 

かく をと. o、 面目なく も 立歸， o、 匂 ひ 床 敷た が. 袖の、 

其 おもかげの わ すられす、 明 くれ 戀に身 をし つ め、 

あま.^ たへ かね 郎等の、 あくた の助浪 次郞、 兩人を 

招きよ せ、 さ b しぎ をん のさい れいに、 昆 初し 女 は 

昔に きく、 齋 膝が ひと， 0 姬、 たが 釉姬 にて 有け ると 

や 力 、 か 何と ぞ望 みむか へ 取、 いもせ の 川の わた， 9 そ 

め、 深き 契り を 結 ふべ し、 汝 等は此 度、 けいやくの 

使と して、 兵衞： a- やかた へ 立 こ へ よ、 はやとく く 

と 申け る、 なみ ニ郞申 やう、 さん 候 君 はしろ し 召れ 

やや、 たが 袖の 義は 先達て、 むこ かねけ いやく 定 h -、 

けう こん ゐん のこと ふき な， 0 力、 か是 はち びきの 石 

にして、 もはや 叶 はぬ 御 事と、 申ければ かつひろ は、 

大きにせ いて 口 をし や、、 ぶまな か戀ぢ とお も ひつ、、 

人め を 忍びつ \ みしに、 人に せん を こされた h -、 此 

上に おいて は、 兵衞が 館へ はせ 入て、 ： 家-の 者 共き 

. ^ちらし、 たが 袖姬 をう ば ひ収、 せひ 共に 某が、 妻 

と 定めん 者 共よ、 はや 打 立ん と、 すんどた つ を、 あ 


くた. の 助、 今し ばし とて をし といめ、 こは氣 みじか 

なる 御； 爭ぞ、 齋藤； 家のお 原 は、 君の 御手 を おろさ 

れ やと、 それがし 兩人 はせ 向 ひ、 一 々に ふみつぶし、 

姬を 引立參 らん 事、 何よ，^ もって やす けれど、 愛に 

ひとつの なんぎ 有 h^、 此度 むこと 定めし は、 先 H ぎ 

おんの まつ.^ の 場、 我々 に はむか ひし、 浮 田の 左 金 

吾 時世な り、 そこうに して はけが あらん、 夜半の 時 

分に 見す まして、 兵衞 がた ちへ 忍 ひ 入. 9、 とうぞく 

一 きの ふせいして、 姬を 引立參 るべ し、 若 も はむか 

ふ もの あらば、 其 時 こそ は dr はしょ.^、 しゃう ぎた 

ふしに 切ち らし 力 、 か 本望 とげさせ 申べ し、 此ぎ いか 

にと 申け る、 づ かう 大きに 兌 喜して、 いしく も 申せ 

しあく たの 助、 これ 究竟の 手 だ てな， 9  、 然 らば 用意 仕 

れ、 はやとく/^ と、 それよりも、 其 夜の ふくる を 

まち 遠く、 心せき やの くだかけ の、 聲 諸共に 打 立て、 

あだなる 心 はう ば 玉の ハヤ 三重に しきの 小路 へ 、 をし 

よす る、 中に 取ても、 あくた の 助、 本よ. 0 忍びの 名 

人に て、 大きなる つなに、 くまで を ゆ ひつけね りへ 

いの、 むな 瓦に 打 かけて、 繩 をった ひて よお のぼ. o、 

內の てい を Is^ て あれば、 人 しづ まりて 昔 もせす、 し 
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すました h と 飛 を. 0 て、 じぶん はよ きぞ！ 門 を、 打 

破て はや いれ や、 者 共と 云ふ聲 に、 Jl;^ なる ： きの 者 

共、 心へ た" と 云 ま、 に、 かけや まさか..^ 手々 にも 

ち、 我 も と 打 やぶ. o、 や ごへ を かけて 切て 入る 

力、. -こは 3：  121- ぞ と ハ ャ 三重 や か たの 内、 上 を 下へ と 

「かへ しけ る、 され ども 物に し、 さ きん み つ 

つぐ しげ は、 を もて を さ し て 切 て 出力 、"やいばの 光 

b を 便に て？ Mil 重愛 を せんと そ 「戰 ひける、 齋藤兵 

衞定房 は、 老 武者と は 申せ 共、 心た けき 人 なれば、 

長刀 引 さげ 松と ぼし、 らうせ きもの 除 さじと、 宣ふ 

に片 原より、 たへ まの づか うとんで 出、 齋藤 やらぬ 

と 打て か、 る • 心得た りと 定房は 力、 か 長刀 を 押 取の 

ベ ハ ヤス 愛 を せんと そ 「戰 ひける、 心 はやた けに は 

やれ 共、 老 武者と いひ 殊に 又、 けっき さかんの 勝廣 

に、 さん/^ に 切つ けられ、 かしこへ かつ はと ふし 

たま ふ、 といめ を さ \ん とする 听を、 さきん ご は.^ 

かへ り、 はっと 云て かけへだて、 かつひろ とた \ か 

ふまに、 次郞 冠者 は 浪ニ郞 と、 押なら ベて 引く み、 

ゑ い や ともみ あ ひける 、太郞 く は ん じゃ是 光 は 、 

あくた の 助が 首 奴て 立歸 り、 是 をみ て勝廣 を、 押 取 
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まき 主從 して 切 立る、 づ かう はたち を 請はづ し、 み 

けん をした、 か 切つ けられ、 こ は 叶 はじと^ 行 を、 

餘 さじと 追懸 ゆく、 次郞く はんじゃ は 浪ニ郞 を、 か 

しこへ かつ はと 取て なげ、 や あお のれら は 何者 ぞ、 

樣すを 申せと せめければ、 まな こもくら む 悲し さに、 

われ/ \ 'は、 たへ まの づ かう かつひろ、 主從 にて 御 

座 候、 かやう/^ のし だいにて、 今宵 是迄 押よ せた 

り 力、 f 我 をば たすけ 給 はれと、 一 々白 狀. a. ける、 つ 

ぐ しげ 開て、 能 こそ 申せし ほうびに は、 首 をぶ たす 

けうで ほね をと、 曳 やっと 引ぬ き、 かしこへ かつ は 

となげ 捨て、 定所を 見て あれば 力 、 か はや- i ときれ て 

まし ませば、 あきれ 架て ぞ； 15 たりけ る、 ほる！^、. !>" 

金吾是 みつ 覺束 なく、 立： i.^ 定 房の、 御手 はいかに 

と宣へ は、 事 きれ 給 ふと 巾け る、 ゑ、 無念 やしう と 

は 親、 を やの かたきの づか うめを、 こんわん ならく 

の 底 迄 も、 追 かけうた であるべき や、 たが 袖 事 は 二 

人の 者 力、 M 力 事た のむ と 云 捨て、 行方 しらすいで 給 

ふ、 次郞 おとろ きこ はいかに、 君 は 御 出 まし ませば、 

いづく 迄 も 御供と、 跡 をした ふて かけ 出る を 力 、 か 太 

郞押 とめ、 汝は 跡に と ，5- ま. 9 て、 ひめ 君へ 此_? ^を、 


聞せ 申せよ 御供 は、 それがしな.^とかけ52る、 次郞 

聞て いや、 御身 は 跡に とい ま. 0 て、 姬君兵 衞の御 事 

を、 よきに はから ひ 給 ふべ し、 我 こそ は 御供と 力、^ 

太郞を かしこ へ つきのけて、 御 跡した ふて 出に けり、 

かゝる 所へ、 ひめ 君 をく よ 出 給 ひ、 兵への しがい 

にいだ きつき， しばした へい. 9 なきたま ふ、 地是み 

つも 泪を ながし、 きみの 御 所存 かた b っゝ、 敵 を 追 

かけ 出 給 ふ、 若 も をん けが 候 ひて は、 某が ぶんたら 

す、 御 あとした ひ參 るな り、 敵 を 討て 御 本望 力、^ と 

げ させ 申 候 はんと、 出ん とする を 姬君は 地の ふ 侍 給 

へ是 光、 自らが ために こそ、 敵 なれ やさ h- とて は、 

一 所に 伴 ひみ づ からに も、 うたせ 給へ ゃ捨 置て 力、 ダ 

何と なれと か を もふぞ や、 情なし やかな しゃ， o、 聲 

を あげて ぞ なき 給 ふ、 是光も h> に ふくし、 げに卸 こ 

とわ.. >  いざさら ば、 某 御供 申べ し、 御 心安く 覺し 召、 

左 金 吾 さまに 追つ きて、 諸共に 敵た へま を、 大地 を 

割て 打と らん、 いざ 御 出と それよりも、 兵衞 のしが 

い を 片付て、 姬 君の 御供し、 かひく しく ももの、 

ふの 力、 ャゃ たけ 心の ； 筋に、 あづま を さして 下 hN け 

る、 かの 是 みつが 心の中 を、 きせん 上下 をし なべて、 
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歌 をき まるみよ も ひさかたの、 月に. 》 、か 名 一尚き むさ 

しのに、 深 草の 色 人の、 百夜 はい また、 あさおが す 

へ チクリ 其 ひとふし も吉原 とて、 皆 人 通 ふ 色里 あ， 9、 

三千 地のう かれめ の、 籬 あらそ ふ 花々 の、 その ふに 

う へても かくれな き、 くれな ゐの はに 名 をよ せし、 

高 尾の 君と 申せし は、 ふた，. >  共 なき 三 浦が 內、 今せ 

ん せいの、 君な りき、 然るに 此 女郞、 たけ は づむ迄 

深 川の、 うき 世と いへ る 大臣に、 力、 かな じみ 重ねて 

つまこめ の、 いつも 八 ゑ かきい ひ あはせ、 外の 客に 

はつよ く 出、 下絲 とかぬ 中な.. 9 き 力、 V け ふ も ゑに し 

のけい やくに て、 今やく と 侍 あた， 9、 愛に 梶、 た 

へまの づ かう 勝 廣は、 都に て 齋藤兵 衞定房 を、 叶 は 

ぬ 恨に 討てす て、 當國に 忍びし が、 人に おもて を 見 

しられ じと、 髮 がっさう に大 ひげな で、 詞大 江の ゆ 

ふがん 鬼 つらと、 其 名 を 改め だて 小釉、 あけう らく 

はっと 吹かへ させ、 身せば ひろ 釉大 かたな、 ちう や 

. 玉 百. K 十三 
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惡 所に はいく はいし、 ほういつ むざんに ふるまへば 

力 、 レ- 恐れぬ もの 社な か. 9 けれ、 昨夜よ.^ 居つ けし 

て、 け ふの 歸，^ に 高 尾 を 見て、 あつ はれ くるわの 色 

つかさ、 お 名の 高 尾 はもろ こし 迄、 われ 我 朝に しら 

れ たる、 鬼 つらと 云 大臣が、 たび/^ 御 一 座ね が へ 

共、 御 さは. 9 のみき のどく の、 ふかまの かたへ む，.^ 

所望、 是さ たかをの も みぢか. 9 と、 うしろ を ほと ゝ 

打ければ 力、 レ， たかをに つ こと 打 笑 ひ、 おかしき 人の 

詞 かな、 千日 千夜 通 ふても、 叶 はぬ 戀ぞ其 かたに、 

も みぢか，.^ と 出 ぬれば、 こなたに 少も さわがざる、 

世 様と い へ る是持 あ， 9 力 、 さし 通さ れな鬼 つらよ、 

おいてた もと を ふりきれ は、 さすがのお につ.，^ 詞な 

く、 きつ ゐ君 やと それよ， 0 も 三重な じみの ふぢ 屋へ 

いそき ける、 愛に うきだの 左 金 吾 は、 敵 を たづね あ 

づ まへ 下り、 人め を 忍び 深 河の、 ゆか.^ の やしきに 

かりに 居て、 うき 世の 助と 名 を かへ、 ふと この 里へ 

通 ひきて、 高 尾の 君に なれき ぬの、 とめき のか ほ- OV 

なつかしく 地 朝夕 通 ひ 給 ひしが、 つぐ しげを 御供に 

て、 いさむ 心 もはやお ふね、 ぬれに うつ.^ し 舟 男、 

板 ふみならし 聲 かけて 力、.^ おせ さ つ/^ と 色里へ、 
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飛が 三重 ごとくに 「こがれ ゆく、 かくて かの 地に 成ぬ 

れば、 身ふ，^^っくらふゑもん坂、人まっ女郞數々の、 

地中に 位 も 高 尾の 君、 互に それと 三瀨 川、 いもせ に 

おなし 戀. 衣、 きさんし 給 ふか 待と を かと、 *、 かたが 

いに 袖 を 引 つれて、 伴 ひ 三重 内に ぞ上 「入た まふ、 あ 

げや 立 出、 御盃と 取々 に、 一座に ぎ はし もてなして 

チクリ 興 を 催す 酒 も b は、 面白 ふこ そみ へに けれ、 か 

かる 所に、 さもい つくしき 作， 9 はな、 花 籠に さしみ 

だし、 大 せいに てかき 出て、 文 を 高 尾に 參ら する、 

取 上て 見る 所に、 其 比 くるわの つ はものに て、 鬼つ 

らと ふかく あ ふ、 坂 田と いへ る 女郎よ hs、 たへ し ゑ 

にし かなつ かしむ、 筆に 心 をつ くしつ ゝ、 け ふお な 

じみの 御 出に、 ふかき方ょ，.^ぉくられて、 詠め あか 

ざる 花ながら、 色 を も 香 を もしる 人に、 見せ まいら 

せた く 候 ひて、 慕に 及び 候へ 共、 送， 9 參らせ 候な， o、 

こじんに なら ひしょく をと ひ、 御詠め 候 は ，5-、 悅び 

まさん かしく とゝ む、 高 尾 は 思 ひ よら ざ， o- し、  の 

情の 花の 色 力、 レ， 詠め あかざる かへ- 9 事、 心 をつ くし 

かき をく. o、 かたへの とこに 直させて、 是を さかな 

に を ひとつと 力、 ル水を もらさぬ 花の ゑん、 きたけな 


はに、 面白 屋、 時に うき 世 定.. ^の、 あだ 酒 も..^ は 事 

ふるし、 花に つき 一 景の、 あらまし ほし やと 宣へ 

は、 高 尾げ にも 御 こと はり、 ぃざ打ょh^て女郞達、 

ぼたんの 花に ことよせて、 兼て しくみし 獅子の 曲、 

よろし からん と 有ければ、 はや.. 0  く  »1 0 うき 立て、 

小さ つま 八橋 それ -. 'に 力 、 ル色大 よせの ゆ ふきや 

うは、 三重 を もしろ ふこ そ 上 「見へ に けれ、 うきよ を 

わする、 色里の、 五^の 君の かすく に、 みな 人 こ 

がれ ふしみ 呀、 ひく 手 あまたの あづさ ゆみ、 一!;; がチク 

"こゝ ろの 二 丁め の、 に ほひ ゆかしき 三重 八重む め 

に、 しばし うかれて、 た、 すみ 丁の、 戀と 恨の 境 ま 

ち、 右の 方に は、 にぎわ ひの、 外に は あらぬ 江戸 町 

や、 情に 名 を や あげや 町、 たぐ ひ あらざる しん 町の、 

いちざに ぎ はふ ir^ まちに、 か へ る さわす るふく ろ M、 

大か うし 小 かう しに、 げんじ かう しゃ あげや 茶屋、 

色 をよ そ ほふす がかき は、  > ひもう はの そらた きに、 

を も ひ を こがす ふせいな..^、 先せ いやう の、 雪と け 

そめて、 ほころび いでし 梅の はな 地ぬ ふて う 鳥の 初 

音の 君、 聲も かほる は 花輪 違、 ひとつ さくら や、 11 

つ さくら、 櫻 木 やよひの 色の 紋、 ついら 花 笠 ひ ほ ゆ 
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るけ き は、 初 もと ゆ ひの 小 紫、 こがれ こがる、、 花 

いかた、 こ ゝろも 波に うき 橋 や、 若 むらさき は 藤と 

も ゑ、 み ど のま ゆ も わかまつの、 ほね を か はして 

* たきて うは、 千と せまん 世 も か はら じと、 地な じみ 

か はせ し 夏木立、 花 おもだ か は、 世の 人の、 ゆかり 

とひく る 郭公、 聲も たかまの かつらき や、 めした 姿 

の 色 ふかき、 もみお は 其 名た か 尾の 君、 ちが ひかし 

はや 三つ もっかう、 ちさと 津 島の ほか 迄 も、 たぐ ひ 

あらさる 君達な hv 、冬と や 三重い はん はつれ ゆき、 つ 

もる を も ひ はたか まつや、 三が い 松の ごさかん に、 

か はらぬ 色の、 常 盤の きみ、 其 外 巴よ つめ ゆ ひ、 む 

すぶ ゑに しの あさつ まや、 わけて 小よ しのな びき 桐 

山 を 縫に かくひ あ ふぎ や、 A ゑ 角す みき， 9、 やつ は 

ながた とんと けあげし、 ま- 9 はさみ、 かげ やひな た 

の 取々 に、 通 ひくる わの せんせいに、 力、 かう かれさ 

まよ ふ 有檨は 三重け に おもしろき 上 「しだいな. o、 色 

よきす ぬひつ ほ を， 9 て、 チタ， したに は 殊にす ぐれつ 

ゝ、 ぬ ふて う 糸の ふしの まも、 しの ふ もお-す， 9 誰 故 

に、 めし、 おし ゝを かづきつ ゝ、 うかれて 出る 取な 

b は、 を も 力 、 ，しろくま： U 拍子と る、 笠 をめ せ 
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まん 丸よ ふてきよ ふて、 はでな しめ をの 片 むすび、 

しめてき hs  、んき hN^^^ »J o、 皆 一 やうのと b な， c- は、 

水に 地 ゑ を かく 其 ふせい、 白き を 見れ は R: のい ろ、 

げ にしん"/  0 みあれ やま、 祌の ひもろ ぎ 物 わびて、 

たれ を まつやら よぶこ 鳥、 いやし ほ. 9 ゆく わが 釉は、 

よれつ もつれつ もつれつ よれつ、 きて 見よ かしのお 

どり ふ， 9、 れんぼの ふへ による 獅子の、"；;： もどり 足 

なる 花の 聲、 夢 を やぶる やひて うの まひ 地 身 をす く 

めつ、 毛 を ふる ひ、 見 だれか、 れる 糸竹の、 かける 

小て うにい さみ./.^ て、 ま はれば 廻る 車と び、 みだ 

れ 拍子になる 鈴の、 ひきょく につ る、 面白 や アイ ノテ 

し、 とら でんの ふか くの み、 きん 大きん hs きんの 

しゝ、 かしらうて や はやせ や ほたん ぼう、 彼し やく 

き やう も かく やらん、 追 週 b 毛 を ふる ひ、 きば をな 

らして 爪 をと ぎ" 花に は ひ 枝に ふし、 くるひし てい 

を 其まゝ に、 がくに うつして し、 とらん でん、 いざ 

やな ご hs の 拍子 をと、 世々 も盡 せじ 松の 葉の、 ちり 

うせ やして ときわぎ の 千世 萬 代の こ と ふき を、 かな 

で、 舞をぞ 納めけ る、 人々 是に興 をな し、 いざ 夜 も 

ふけぬ しばしば も、 さあ 御床と 氣を つけて 力、 か 世 之 
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助 高 尾 諸共に 三重 ひとつと こに そ 上 「ふした まふ、 げ 

にあ やにく や 月に 雲、 花に 嵐 や 世の 助の、 下部 來て 

都より、 きうの 御用の 御 飛脚、 急ぎ 御歸 b まし ませ 

と、 大 いきついて 中け る、 宿屋の 者共是 をき、、 つ 

ぐ しげに かくと 云、 次郞 はやが て をく に ゆき、 其 趣 

をのべ ければ、 うき 世 心 もとなくて、 はからぬ さは 

..^せひもなし、 け ふに かぎらぬ ゑに しな，. y、 ちかの 

御 げんと きぬ/ \ の、 釉引 わけて 出た まへ は、 高 尾 

い つよ hv むつ ましく、 くるし からざる 御し ゆびなら、 

夜 あけて おか へ り まし ま： t< かし、 心 もとな ふ覺 ると、 

といめ 申せば うき 世の 助、 つぐ しげが 供 すれば、 あ 

やうき 事 はなき 間、 心安 かれ 市-ねて と、 ひか ふるた 

もと を ふ.^ 切て、 心つ よくも か へらる ゝ、 是を 限り 

の ゑに しと は、 後 チクリに ぞをも ひ しられた b、 たか 

を は ひと，^ ぼうせんと、 御跡兒 送. り立ゐ た. 9、 すし 

ました.， > と 鬼 つら は、 くだんの ぼたんの 花の かめ、 

ふみ 破て 立 出、 しんにし こみし 刀 を さし、 たかをが 

そばに 立 よれば、 高 驚き 力、 か^んと する を、 いだ 

きとめ、 つれな き 君 やかく 迄に、 心 をつ くす せ ^ は、 

いはす と 見し り 給 ふべ し、 心に 隨ひ たま ひなば おそ 


らく は此 いへ に、 山吹の 花 さかせ、 ねびきに やかた 

へう つし つ、、 替らぬ 中 は姬小 松、 千世 を こめつ ゝ 

もろ しらが、 いた- 5- く 迄 も 君と われ、 しつほと 語り 

申べ し、 かくお もて こそ こわく 共力 、 か 心 はやさし き 

われなる ぞ、 いかに とくどき ける、 高 尾 大きに 

せき 上り、 かしこへ かつ はとつ きた ふし、 ながれつ 

たなき 川 竹と て、 なぶ.. 給 ふか 女郞 も、 女郎に よ b 

ての 事、 うき 世 さまと 命 を かけ、 夫婦の 契約な しぬ 

れば、 いかほと にの たま ふ 共、 心 をみ だす われなら 

やと、 耻 しめて 申け る、 鬼 つら 聞て 腹 をた て、 ゑ、 

すいさん やけいせ い、 色 なれば こそ かほ ど 迄、 心 を 

つくしと やかく と、 いへば いふ 程 かつに のる、 此上 

はせ ひ 共に、 カづ くにて なびかせん、 あさ 返答 はい 

かに，/^ と、 -9 ふじんに いだきつ く、 たかを 今 はこ 

らへ かね、 鬼 つらが さした. 9 し、 刀 を 引ぬ き 打て 懸 

る 力 、 か 鬼つ ら是 はと 5^ ま はる、 たか 尾 ひけう ゃ餘さ 

じと、 追 つめられて せんかた なく、  一. 1=- 刀うた せつ 

つと 入 b、 刀 をう ば ひ 取て ふせ、 ^だいたんなる 女 

め や、 さあ さしころす がいかに とい ふ、 らうせ きも 

のと こへ 立る に、 鬼 つら 人に しられ じと、 力、 かむ ざ 

iTi ま， il 白 道  . 


んゃ たかをが 心 もと、 ふた 刀に さしころし、 人 立 さ 

はぐに まぎれ 出力、 か 行方 しらや^の びけ る、 あげや 

の 1 家 驚て、 高 尾 を 切た ぞ それ， 0 と、 =S 輪 一 同 さ 

はぎた ち 上 ハヤ 三重 を 下 へ と 上 「か へ しける、 みな.//^ 

立よ. 5、 やがて たかを、 いだき あげ、 心地 はいか ゝ 

何者か、 かくはな せし ぞい かに やと、 さま/^ に 間 

けれど、 はやこと きれてみ へければ、 淚 ながらに 盛 

,5 の はな、 思 ひ を こがす はしば 村、 戀の 煙と なしに 

け， 9 力、 か 誠に ふびんの しだい やと、 貴賤 上下 をし な 

ベて、 皆お しまぬ、 者 こそな か b けれ 

第 四 

旅の 衣 はす》 かけの く、 露け き、 釉ゃ しほる isT 

太郞く はんじゃが 申 やう、 愛 は 名に あ ふむ さしの 國、 

都に 增る 花の 江 敵た へま も此 所に、 罷 あると 承 

る、 さきん ご樣 にも 廻. 9 あ ふ、 便に 神社 佛閣 や、 名 

Jw^ きうせ き 御詠め、 うきたび 忘れ まし ませと、 あな 

いのた めに さきにた ち、 あれ 御らん せよ 名と ころの、 

花よ さきに 咬 梅の、 ゆし まかんだ のみやし ろよ h> 
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地下 谷 はるかに 見 をろ せば 東の 三重み どうむ ねた か 

く、  くも ゐに見 ゆる 大 をん 寺、 おがみ 力-， めぐ，. y て 

車 坂、 花の あらし をい とへ とて、 其 名 もよ しゃべう 

ぶ 坂、 さか， 5 の 春は芳 野に も、 增る 上野の ながめ か 

な、 利 益 もた かき 山 王 や、 きせん くんじ ゆの ふう ぞ 

くの、 はでな 姿 や 一 文 宇、 色の か V 笠 だて 染の、 も 

よう 品々 しなし 帶、 濡た すがたの やさしく も、 深く 

人目 をし の ふの 岡、 またし の はすの 御 神 は、 地む すぶ 

の 神と 聞から に、 わかれし 人に 今 ひとたび、 廻り 地 逢 

せて 給 はれと 三重き せいな しつ ゝ行 すゑの、 尋 る君ぞ 

小石 川、 旅の つかれ はう し 天神、 しばし 休ら ひぬ か 

つきて、 名に 大 くぼの 柏木の、 ゑ もん さくら も 春な 

らて、 立へ だて 行 霞 か關、 思 ひ はたへ ぬ 玉 川の、 瀧 

のな がれの 糸 打と けて、 とけて みだれて、 いっか 靑 

山つ まゆへ に、 こゝろ をつ くす こんわう の、 力 、〃其 

舊跡も あとに なし、 とばに は 三重 あらぬ 高繩 手、 海つ 

ら 遠く 詠 むれば、 釣す る 小船、 くもまに ならぶ、 ほ 

かけ ふね、 さながら 須磨ゃ あかしが た、 朝霧 わけて 

びんせんし、 むか ふに かすむ 安房 かづ さ、 遠見る う 

ちに こがね 共、 西 門跡に つく 田嶋、 三つ また わくる 
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せ を はやみ 力、 か 露に きらめく しいの 木 は、 幾 世へ ぬ 

らん 石 原 や、 戀敷人 を まつち 山、 二 丁のお ふね 名に 

しあ ふ、 おせ やれ 男、 ういた 浪 とや 花 川 5,、 愛淺草 

の觀世 昔、 三 社 權現明 王院、 朝露む すぶ いほが 崎、 

日本 堤の はる/ と チクリ 金 杉千壽 詠め や，..'、 はし 三 

重ば の 方へ ぞ上 「歸ら る ゝ、 見れ はふ h- たる 寺院 あ b、 

かたへ にもみ ぢ いろつ きて、 夕日に そむる くれな ゐ 

は 地 二月の 花 も霧嶋 も、 及ぶ ベ きと はみ へ ざ. 9 け， o、 

其 もとに 石塔た て、 四十 計りの 僧 一人、 かね 打なら 

し磬 哀れに、 念佛 申て いた， 9 け.，^、 いかさま 是はゅ 

へ あらんと、 立 寄. 衣の 釉を 引、 我々 は 此地始 て 一 

見の 者なる が、 いまだ 時よ， 0 色つ きて、 か、 る もみ 

おは 珍 敷、 殊にな き 世の 印と 見 ゆ、 いはれ を 語.^ 御 

きかせ、 侍へ かしと 仰け る、 僧 は 聞て 此 塚に は 力、 ル 

哀れなる 物語、 かたりて 聞せ 申べ し、 此き ういん は、 

正 覺院と 申な hN 力 、 か是成 もみお は 色里に、 其 名 も 世 

上に 高 尾と て、 皆 人な づむ 君な， 9 き、 中に なじみ も 

深川に、都方の人な，.=^とゃ、ぅき世とかゃに身をまか 

せ、 外の 客 をば ふ.. y つけて、 あは づの 森の く づのは 

の、 恨 を ふくみし 物な らん、 去年 七月 末の 比、 やみ 


は あやなし あへ なく も、 かいし 立の き 候な. 9、 なげ 

くに かひ なくなき から を、 此 所に ほうむ， 5 て、 御ら 

んの ごとく 戒名 は、 典譽妙 信と 申な ，9、 常に もみお 

を このみつ、、 紋 にも 染て其 名 さへ、 たかをと つき 

し 君 なれば、 印に 是 をう へ 候、 力、 か 色 ある 君が 印に 

や、 もみお もた ぐ ひ あら ざれ は、 世の 人な ベて ぁづ 

まなる、 たかをの 紅葉と 申つ、、 名木に て 御座 候、 

拙 僧 も かの里の、 ほと b に 近き 庵室に、 名 は 道哲と 

申つ、、 此 君のと きの 僧、 いた はしく 存 そ、、 まい 

ど參. 0 て ゑ かう をな す、 みれば 何れもさん ゑの 身、 

御け ちゑん に 打 寄て、 廻向 まし/ \» 候へ と、 委く語 

れ ばた が釉は 力、 レ， 都と いふに 心つ き、^ 哀 なる 事共 

や、 地 其 高 尾に 逢 給 ふ、 深 川のう き 世と は、 いか 成る 

方に や 寺ら ひし、 ぐそう ひそかに る、 都に て はう 

き だの 左 金 吾、 今此 あづまに 御 下り、 御名 を かくさ 

せた まひつ、、 浮世の 助と は 申せし とや、 姬君^ は 

と 嬉しくて、 そのうき 世の 介 こそ は、 わらわが 尋る 

妻の 事、 ふしぎの 人に 逢 參らせ 力、 ル 妻の 行 ゑ をし る 

事 も、 ひとへ に 神の 引合と、 悅び なみだ はせ き あへ 

す、 道哲は 心得す、 昆れば 男子の 姿に て、 うき 世の 
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助-^」 妻と は、 爭か仰 有け るぞ、 されば にて 候、 其 浮 

世 どの こそ は、 都に てうき. たの 左 金 吾、 時世と て、 

わらわが 二世と 契た る つま 力、 か 申 もい か、 耻 しの、 

もりて や 人に しられん と、 週國 修行の 姿と なり、 め 

く. 9 逢ん と 思 ひこめ、 今む さし 野の 糸す、 き 力 か 、 み 

だれて 又も あ ふ 事の、 便 を 聞て 嬉し さは、 地覺し 召て 

も 御らん せよ と、 装束 をぬ ぎ 捨て、 委く仰 あり けれ 

ば、 道哲 はたと 手 を 打て、^々 いとしき 御 しんてい、 

然 らば 拙 僧 御供し、 深 川へ 參. 9 つ、、 たいめん なさ 

せ 申べ し 力 、 かかり そめながら 暴 とても、 多生の ゑん 

とや 申べき、 地 かりそめのう きふし の、 一夜つ まと は 

申せ ども、. 高 雄 も ひとへ にかの 方 を は、 僞. 0 ならす 

いとおしみ、 申せし 人の むしよ なれば、 一 へんの 念 

佛を も、 御 ゑ かう あれと 申け る、 姬君も いざさら ば 

と、 一所に 寄て 南無 ゆうれい、 成 等正覺 とんしゃう 

菩提 アイ ノ手 しゃう この 音 もす み 渡. o、 名 もな つかし 

み宮 川、 都鳥 も聲 添て 南む あみだ、 佛 みだ ほとけ 

アイ ノ手 彌陀佛 と、 淺 茅が 原の さ うくと、 風 ひや 、 か 

に 身に ぞ しむ、 ふしぎ や も. みおの かげろ ひて、 嫁の 

うしろに すごく と、 たかをが すがた、 ち あら はれ、 
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あら 有が たの 御 追善、 申た きこと 侍ら ひて、 ゑん わ 

うにい とま を こ ひ、 是迄 あら はれ 候な.. >、 されば 遊 

女 はこと なれて、 地 人の こゝ ろに つ、 む 色、 詞の 外に 

通る ぞ かし 地 その 御 かたに はう き 世 さま、 いもせ の 

けいやく 候 ひし、 たが 袖姬 にて まします かや、 耻か 

しながら 川 竹の、 ながれの 身と てみ づか らも、 ふと 

此君 にあ ひそめ 川、 深き なじみに 身 を しづめ、 此世 

からさへ おそろしき、 鬼 つらと 云惡 性の、 つらき^ 

にかな しく も、 やいばに むなしくなる、 くるし 

き 此身の あ. 9 さま を、 ，つき 世 さまに 御った へ、 なき 

あとと ひて たび 給へ、 さなき だに 女の 身の、 五 障 三 

じうの、 おもき さは. 0 にさよ 衣、 わがつ まならぬ か 

さねつ ま、 うき ふし、 げきな がれ をた て、 かたち を 

よそ ほひ 色 有し、 詞の 露に 濡 衣の、 人に 思 ひ を かけ 

た りし、 むく ひの せめ は ひ まもなく、 はや 時き ぬと 

いふ 聲も、 ふる ひわな、 き 風 はげしく、 身にしみ 渡 

り， 柬西 くら/ \'、 有つ る所忽 に、 かう く はうた b 

しのへ となり、 鳴神しんどぅぃなひか.^> ハ ャ三重すさ 

まし か b ける 上 「しだいな り、 むざん や 高 尾 は、 世の 

人の、 思 ひ を かけし 泪の あめ、 詞 打し ぐれつ、 ふ- 9 か 
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かれば、 はだへ にく れんの 氷と しみ、 たへ かね こか 

げへ立 よれば、 やいばの せめに 木々 の 枝、 つるぎと 

成て 此身を さく、 力 、 か あけに そまりて 立 まよ へば、 

くろ かねの きば ある 犬 ハヤ 三重す さましき 聲を あげ、 

きば をなら して 上 「飛 か、 る、 こ はかなし やと、 つへ 

を あけ、 うて 共/^ ぼんのうの、 せめくる 犬に せんか 

たなく、  sfj;! ん とすれ は 左右より、 のみす てたり し洒 

の 波、 人 を やきた る ほむら は 又、 めう 火と 成て、 打 

かけ- わつ かなる、 父 1^ 兄弟の ためにうる 力、 ^身 

のせん こんの ほそ 道へ、 ころび まろびて^^ を、 あ 

だに ちか ひしせ いしの からす、 くろ かねの はし をな 

らし、 まなこ をぬ かんと 飛 來るカ 、 後 左右よ.^ 責 

られ て、 せんかたなくて ふす 所 を、 むらが，^ よ.^ て 

引 さきく らふ、 道哲 さはが すがつ しゃう し、 南無 や 

朝 HI のみ だ如來 と、 名號 せめ かけと な ふれば 力 、 ^有 

がた や 紫雲に のり、 ひかり を 放て 立 給 ふ 力、 レ， 其 時 高 

尾 は 手 を 合、 なむ 阿 彌陀佛 と、 とな ふ聲の 下より も、 

みだの利^1にぁくごぅの、皆ことぐくぉそれた，.^、 

たかを も はっと かげき へ て、 地 ごくと み へ しは忽 に、 

みだの ちか ひの 有が たき、 正 覺院と 成に け..^、 人々 き 


いの 思 ひ をな し、 念^申それょ.^>も、 うき 世の 助へ 

といそが るゝ、 あつ はれ ふしぎの 事共 やと、 きせん 

上下お しなべ て、 皆かん せぬ もの こそな か. 5 けれ 

第 五 

. 其梭、 真 立て、 はや 秋き ぬと 文月 や、 今宵 は 名に あ 

ふ 七夕の、 いもせ を わたす あまの 川、 まれの ゑに し 

と 思へ 共、 人界の 五十 年、 天上 は 一 日に て、 一 千歳 

をお もっと かや、 かく 限. 0 なき 契， 0 さ へ 、あはれ とお 

も ふ 世の中に 地 我 はは かな やか はした る、 たが 釉姬 

に は 引 わかれ、 また 馴 そむる もみお なく、 ひと. 9 こ 

がる、 捨 小舟、 あしの 丸 やの かけ 作り、 琴 酒 軒と 額 

を 打、 酒に うき 日 を、 くる をば 地哀と 思へ わぼう し 

と、 しゃく を とらせて 一 つ ほし、 七夕 を 打 詠め、 死 

せし 高 尾 はせ ひもな し、 うつりが わくる たが 袖に、 

逢せ てた ベと 打な げき、 しばし は 爱に思 ひねの、 こ 

ひ 敷 夢 をむ すばる、、 か、 る 所に ふしぎ やな、 ほと 

b にしげ む あしの まに、 星 ひとつ さっと をつ、 あや 

しゃと 見た ほふに、 いき やう くんじて 風 そよ き、 さ 
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もい つくしき 天 乙女、 あしま を わけて かおの はに、 

五色の 卷筆掉 さし 出、 うき 世の 助に 打 向 ひ、 みづか 

らは 織女よ、 御 使に 參り たり、 君 はこれ けんぎう せ 

い、 色道 を 世の 人に、 しめさせ 給 はん 爲 として、 い 

こくに て は ゑんし と 生れ、 わか 朝に て は 光る 君、 有 

原の 中將、 今 又び なんた ぐ ひなき、 うき 世の 助と 代 

代願れ、 男女の わけの 品定め、 今宵 そみつる 天、 津そ 

ら、 定る よる 瀬なる 間、 御 迎に參 りしと、 申ければ 

うき 世の 助、 思 ひ よらざる 御迎、 假は 過去 はそう 天 

の、 ひこ ほしの せいとても、 かく 人 男に へだつ る 身 

の、 爭で 天上 成べき と、 仰 けれ は 天 乙女、 此かぢ の は 

に 御 召 あれ、 みづ から 御供 申さん と、 勸 むる 心に 乘 

移れば、 乙女 は忽 びんが とな. 9 力 、レツ かおの 葉 共に い 

た JJ- きて 三重 天上す る こそ 上. 「ふしぎ なれ、 下 かい を 

はなれて くもの なみ、 霧の まわけ て や、 はるかに、 

のぼると 思へば 浮世の 介、 昔に 心 立 かへ，； >、 こ は 古 

里に 近つ くと 力、 シ兌， び 給 へ はけん ぎう と 三重 姿 かわ 

るぞ上 「ふしぎなる、 それ 天上と 申せし は、 此 かいよ 

, ^八 万 由 旬、 しゅみせんの ちゃう じ やう を、 たう， り 

てんと 申つ、、 帝 釋の喜 見 城、 三十 三 天 だん/、 に、 
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限り もしれ ぬく ものうへ、 其 半 ふくに 四 王 夭、 四 天 

のい ます 都に て、 日 月 愛 を 御め ぐ .9、 靑 うな はら は 

星の 天、 ほくしん 諸 星の わう として、 地是 にむ かふて 

でん をな す、 中に も わけて 七夕 は、 銀河 を 中に へだ 

てつ、、 いもせ むか ふて でんがく あ. 9 地 白 かねの つ 

いぢ をつ き、 こがねの ろうもん 峰かゝ やき、 けんき 

うの 御 かたに は、 れいかう かくと 額 をう ち、 しょく 

女の 方に は、 てんしゃう でんと がく を かく、 百官け 

いしゃう 出む かへば、 けんぎう は 久し やと、 ー醴有 

てて う あいの、 しゅすよ. 5 黑き御 牛に、 金の はなつ 

らくれ な ゐ の、 打 緒 を 取て ゆ ふ と、 七 寶の御 ゆ 

かに 力、 かな をら せ 給へ は いづれ も 皆 チクリ かつがう 

なして ぞ悅 ひける、 其 時に あま 乙女、 お b 姬の御 か 

たに、 嘸 待 遠に おはす らん、 夜 もいた く ふけぬ まに、 

御 入 有て 打た へし、 ゑに し をい そぎ まし ませと.、 い 

さめた てつ ゝ さきにた ち 力、 か 夜光の あか. 0 さし あ 

げて 三重 あまの 河 邊に上 「出た まふ、 見渡せば、 あま 

の 川な みす- «• しくて、 めのうす いしゃう さま  >(- の、 

岩 地く み 多き ひま/ \ 'に、 さんごの 枝の を ひしげ， 9、 

五色 いろどる しな 鳥の、 ね を あらそ ひて さゑづ る は、 


おんがくす るかとう たが はれ チクリ しんに をす ます 

川 水に、 たがつ ま 昔と は、 しら 波に、 琴の 昔 かすか 

に聞へけ，.^、 七夕 はた ゝ やみて、 是は いづく のしら 

べぞ や、 おとめに つ こと 打 笑 ひ、 君 待 かねてお. 9 姬 

の、 あそばすな， 0 と 申け る、 七夕 は 聞 召、 こ は僞り 

やさ も あらば、 妻む か へ 舟い か. にして、 まれの よる 

せに おそき やと、 仰 けれ は、 こ はやく、 わすれさせ 

給 ひけ， 9、 其 年毎に 品 かへ て 、もみお の 橋ゃ银 小船、 

こよ ひ はう じゃくな b ける か 地い かに を そき とふく 

る 夜 を、 恨みて たちし 川 波に、 一度に さっと むれき 

つ、 チク 3 つばさ を か はし 一筋に、 橋 を 渡せ はけんぎ 

うは、 むか ふへ わたり 給 ひしに、 打なら びた るか さ 

さぎ は、 雲井 三重 はるかに とびさ b ぬ、 しょく 女の み 

あやに 成し かば、 御 まへ の 天 乙女 力、 ル百哝 のちん に 

ごんす の 酉、 さ 力 、かま/^ もてなし 奉る、 しょく 女 

盃御取 あげ、 さ、 げ^へ は、 けんぎう は、 御 さ かづ 

きを 取 上て、 こ は 珍ら しゃ 逢 事 も、 玉の 盃 相替ら す、 

契 h- も 深き ゑんおう の、 あひこと ふき をな すべ きに、 

いざ こなたへ と 顔 をよ せ 力、 かひと つに むすぶ あ ひ 

盃、 浦 山ざる はな か b け，^、 織女 けんぎう へ 打 向 ひ、 


君 下 かいへ 御 こし 有、 凡人と 御 契. o、 心 か はらせ 給 

ひて は、 天上 かいへ 又 二た び、 のぼらせ 給 ふ 事 かた 

しと、 いも ふと ぢょ をた が 釉姬、 じゅん 女 を 高 尾と 

云 遊女に、 下して 色 を ふかせが せた b  、御め にか けん 

と 御 そばの、 力、 々天津乙女に 仰 有、 忽兩女 を 御 召 有 

る、 ふ？， 6 じゅん 女來ら る、 を、 見れば ふしぎ や こ 

はいかに、 二世と 契. 0 したが 釉姬、 なじみ も 深き 高 

尾 をな， 9 力、 ケ J は そ も 夢 かなつ かしゃと、 互に 左右 

へ 取 付て、 しばし 泪に むせば る、、 時に 順 女 はから 

す も、 ふと なれそめて もみお ばの、 あかぬ 別れに 露 

の 身 も、 消る 計りに 候 ひしに、 御 目に 懸る はう どん 

げの、 を ひめさまに は 年毎の、 其 文 cr: のよ すが 有 

り、 こよ ひの よるせ は 自らに、 まげて おゆるし たび 

給へ と、 泪 にくれ てぞ かこた る、、 ふ 女は內 にね た 

む 色、 外に 顯れな ふ 順 女、 我 は 始めの そ なれ 松、 力、^ 

君に まと はる 藤の 色、 ゆかりの 身と てす が. 0 つく、 

順 女 はよ しゃ 織 ひめの、 御 ふけう は 蒙る 共、 今宵 は 

わら はとし きたへの、 袖 を か はして 給れ かし、 いざ 

諸共に、 ねみ だれて、 むす ぼ ふれん とけん ぎう の、 

御手 を 取て 立 けれ は 力、 か ふぢよ も 取 付き こ はいか 


にと、 地 はなち はやら じと 引と- 5- め、 左右に 取 付 引 あ 

ひて、 情 を あらそ ひ^ふに ぞカ 、 かけんぎ う 今 はせん 

かたなく、 おも ひ は 二つ 身 は ひとつ、 何れと いはん 

やう もな し、 いご を あらそ ひかち たる 方、 手枕なる 

ぞと 有ければ、 仰に まかせる， 5 のばん、 黑 白の 石 を 

いれ、 金銀の ごげ そ へ て、 御 まへ にこ そな をし けれ 

力 、 か 順 女と ふ 女の はらから は 三重い ろ を あ らそひ 上 

「打む かひ、 こゝろ をく たく 數々 は、 あまの 川せ の 星 

のかげ、 心に とめて しめ やかに、 うつや 先手 は 順 女 

なり、 ご 地 手 はふ 女と ぞ 定めら る、 何れ 花 もみお、 ご 

いしの 色 はゐん やうの、 じ やう ゑの 二手う つ 昔に、 

あ うんの ひいき そな は hs て、 生死の めい ご 目前に、 

ねはんの さう を顯 はせ b、 うつ 手 はは まの まさごに 

て、 石の たてさへ 女 ごの、 けんじの まきに 三重 手なら 

ふて、 やさし ふ もまた うつせみ や、 のきばの はぎと 

あらそ ひて、 花 を 地 ちらす や は \ きいの、 其 ゑ あはせ 

のかち まけに、 ねたむ 心 は 竹 川の、 ふし ある 所 をき り 

つぼせ んァ イノ 手 人のう つ 手の つ、 め 共、 白く み へ ぬ 

る 夕顔の、 こなたの はし どみ たてよこに、 まと ひて 

とらん 玉 かづら 三重 っ^かぬ 石を卷 柱、 しちやう にい 
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ざ やかけ ふよ、 色の 二み ち 梅が へや、 こうはい、 句 

ひか ほる 共、 わきかぬ る 手の さ とて は、 身 を盡し 

て や うぢ 橋の、 こなたへ ちらと 飛 ほたる、 みだれて 

せむ る責 合の、 いざ 石 を 二つ 三つ、 よ、 の ふし 

ふし 竹の ふし、 あ ふせ あらそ ふかち まけ は、 手 をつ 

くして こそ 打に けれ、 けんぎう 立より 見 給 ふに、 蕃 

の 手 も きれて 一 石 も 力、 ク さらにたい ごとみ へに け 

り、 其 時 けんぎう 宣ふ は、 何れ を わかたぬ 其う ちに 

も、 せん 手 こそ は 一 石の、 順 女が かたに よはみ 有、 

此募 はふ 女が かちし ぞ かし、 力、 かこよ ひの よるせ は 

御身； てと、 寄 そ ひ 給へ は悅 びて、 嬉し や 深き ゑに し 

ぞと、 けんぎう の 御手 をと hv、 打 ゑみ 一 まへ いらん 

とす、 順 女 はけし き替， つ、、 ゑ、 恨めし やねた ま 

しゃ、 まさしく この i:^ はたい ごぞ や、 つらく も 今の 

仰 かな 力， か 今宵の ゑに し は 叶 はじと、 めんしょく 引 

か へ 忽に、 ひたい をつ くさくく は ぼくの つの 力、 ^ご 

ばんの 上に 立た h- し は、 ^す さまし か..^ ける 有檨な 

b、 けんぎう は 御らん じて、 ふ 女 を かこ ひて、 御 〈1 

をぬ き、 向 はせ 給 へ ば 順 女 は 又 力 、 か ふぢよ を 引 さき 

すつ ベ しと、 くる， 0->/1\ 'と 追 ま はす は 三重す さまし か 


b ける 上 「しだいな，.^、 けんぎう 今 はせん かたなく、 

大 ひの 御 經取 出し、 心中に よみ 給へば、 おんれ うし 

だいに 足よ は 車の、 かしこへ かつ はとた ふれし が、 

ヌ をき 上.. 0  口 をし やと、 かく ふぢよ が 命 をと らんと 

力 、か 飛 か、 らんと したりし が、 御經の 光明に、 たよ 

らん 力 及よ すして 力 、 か. そ， よなる ごいし 押：^ て、 はら 一 

はらと かみくだき、 かしこ へく はつ と 次 かくれば 力 、 一 

^めう 火と 成ても へ 上， 9、 煙の 內に立 紛れ はや 明 わ 一 

たる さよ 千鳥 力、 か 川風と 諸共に、 常の 所に ふしいた 一 

、 か、 る 所に、 たが 袖姬、 尋ねて 立 入 わがつ まか； 

、宣ふ 聾に 目 を覺し 力、 ル是 はくと 計りに て、 御 一 

悅 びは淺 からす、 げ にかん たんの か..^ 枕、 小て うの 一 

夢 も かく やらん、 あつ はれき たいの 事共 やと、 きせ 一 

ん 上下お しなべ て、 皆かん せぬ もの こそな か. 0 けれ 

第 六 
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其 後、 浮 田の 左 金 吾 時世 は 力、 かたが 袖姬に 廻り あ 

ひ、 御 悅は淺 からす、 たが 釉姬宣 ふ は、 正覺院 にて 

高 尾が 事、 かやう くの 有様と、 委く 語らせ 給へ は、 


hy 


浮世 之 助 聞 召、 我 も 夢中に か \ る てい、 是又 ： 定高 

尾が れい、 追善 を 請ん ため、 ま 見 ゆる ふ覺 へたり、 

殊に 朝日の みだ 如來 のれい げん、 古今に た めしな き、 

靈佛 にて 有 けれ は、 三 浦が 方へ 立 こへ て、 此段々 を 

語り、 開帳 を 致つ、、 諸人に おがませ 申な ば、 大き 

成功 德と いひ、 其 上 高 尾が 追善 は 力、 ル是 にました る 

. 事 あらし、 此義 いかにと 申さる ゝ、 道 哲を始 とし、 

是は よろしき 御 事 や 力、 . ^はやとく/ ^-tj 、それよ hN 

も チクリ 三 浦が 方へ ぞ急 かる、、 かしこに なれ は、 あ 

んな いこ ひ、 ほうじゅんに 對 面し、 右の 段々 語らる 

る、 芳順 承り、 拆は左 樣の御 事 かや、 か、 る 尊き 御 

佛を、 諸人に おがませ 申さん と 力 、 か □ 道哲 もり 申 三 

重 開帳す る ， .- そ 上 「あ かたき、 我 もく と 參詣し 三 

浦が 館 はくん じゅなす、 か、 る 所に たへ まの づ かう 

鬼 つ- らは、 うはき に もれ ざるく はんく はつもの、 過し 

らうせ き 人 しら じと、 忍び あみ 笠 ふか/ (^と、 三 浦が 

もとの 朝日の みだ、 拜 みなから も 色 姿、 まがき 

を 2g 物し、 チクリす b 逢 ふて ぞ通 b ける、 次郞 冠者に 

はたと あ ふ、 おに つら は 見 わすれし か、 その ま、 に 

て あゆみ ゆく、  ニ郞 冠者 は 能見覺 へ、 君の 敵ぞ ごさ 
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ん なれ、 是 究竟と それよ.^ も、 世の 助姬 にかくと 云、 

人々 悅ひ 用意して、 ほうじゅん にも かくと いひ、 歸 

る を 待 こそ 不 うん なれ、 是をは *{ら て 鬼 つら は、 の 

さの さと 大門 口、 あゆみ 出る を 町の 者、 拍子木 合 敵 

打、 のがすな と 呼 はるに ぞ、 門 さしかため 押 取 まく 

力 、 ル かごの 鳥と や 鬼 つらが、 今 身の上に ぞ しられけ 

る、 時に 人々 かけ 出て、 いかにた へま 見 わすれ はせ 

じ、 齋藤 兵衞定 房が めいた が 袖、 をつ と 左 金 吾な， 9、 

のがれぬ 所 ぞく はんねん せよ、 いかに. （- とつめ か 

くる、 .ra^ つら はっと 驚きし が、 よし/ \ '今 は 力なし、 

； ^:\ん じ やうに 立 別て、 勝負 を 決せよ 尤とカ 、 か 双方 へ 

立 わかって 火、 ハヤ 三重 花 をち らして た、 かひけ る、 さ 

れ共左 金 吾主從 は、 命 限り にた、 かへ は、 つかう が 無 

二と たのみた る、 角 ffl 赤 堀兩人 も、 手の 下に 討れ け 

b ヽた へま 今は是 迄と、 四 尺 四 寸の大 たち、 みつけん 

に 指 かざし 力、 クフき 世の 助に わた b あ ひ ハヤ 三重い 

きを はか. 9 に 上 「た、 かひけ り、 本よ. 0 名に あ ふかつ 

ひろが 、まくり 立てう つ ほどに、 旣に あやうくみ へ け 

る 時、 姬君 長刀と， 9 直し、 因果 は 週る 車 切 力-か はつ 

と 計 を さいごに て、 つ いに むなしく 成に け b 、さて 

^ I S: 七十 玉 
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所謂、 荆 山と 申 は そ も、 楚國 のたい せい を まも. 9、 

五 湖の せっけい を 帶た， 9、 前に は 海水 じ やう/ \- と 

して、 月眞 如の ひか b を か、 げ、 うしろに はれい し 

やうぎ ゝ と して、 風 じ やうら くの 夢 を やぶる、 やう 

たいし もみて り、 ；聲 の玄鶴 そらにな く、 はこう 秋 

ふかし、 五 夜の あい ゑん、 月に さけぶ 北ハ 云つべし、 

かく 物す ごき 山中に、 住 なれし 身 はさ も あるに、 汝 

は 住 も なれす して、 嘸 心う ぐ 有らん な、 乍 去い にし 

へ も、 雪山に 薪 を こり、 あんじんに こぶし を 切し 人 

も 有、 身 を おんがい の ごとくに し、 心を续 牛に ひし 

しゃくく 

てこ そ、 積 功の せい き顯 れん、 彼  一 の ふん ゑ は、 

こゝ うの 玉 礼 成け ると、 長 房 はしら ざ b き、 汝もゎ 

れに 師匠の 禮カ、 かほう をん をな すべ きか、 いかにい 

かにとの たまへば、 晴明 おくする けしきな く、 誠に 

師恩の 高き 事、 たと ふるに 物な し、 命の ついかん 其 

ほど は、 ほうじ やの 勤いた さんと 思 ひ 切た る 有檨な 


そのと き 


、 爾時伯 道、 よき かな/^ 晴 明と、 持 給 ひたる し 

§ じ やう をば、 數千 丈の 谷 そこへ、 だんぶ となげ い 

れ給 ひしに、 せいめい っ^いて 飛で い， 9、 ながる、 

柱 杖 をと らんと すれば、 白浪 さかまく 水煙、 がんせ 

き いはほに、 あし もた まらす 早き 瀨の、 ど ふで も あ 

られと 落く る 水に、 ながる、 iid 杖 をと るべき やう こ 

そな か b けれ、 ふしぎ や 川浪立 かへ，. >、 俄に 川霧 立 

くらが つ て、 柱 杖 は 忽ち 飛 龍と 成て 力 、 か浪 間に 出る 

ハヤ 三重 其い きを ひ すさまじ か， 9 ける 上 「次第な. o、 晴 

明 つるぎをぬき 持て、 飛寵 にか、 れば飛 龍の いき を 

ひ、 修行のぃ.^^きにかんをぅし、 せいめい 共に かづ 

き 上げ 力、 かも と の いはほに 上りし は、 ハヤ 111 重 ふしぎ 

成け る 「次第な， 9、 時に 伯 道、 せんざい/^ せいめい 

と、 彼 一 卷を取 出し、 是 こそ ほきの 眞傳 な， 9、 汝が 

家に つた ひに し、 金 烏、 玉 兎 集と い へ る も、 皆此內 

にこ も b た， 9、 汝は此 書 を たづ さへ て、 日本へ 歸る 

べし、 あやうき 大事いで 來れ， 9、 いそげ やい そげと 

のた まひて、 御い とまた びければ、 飛寵 のかう べに 

の， 9 を ゑて、 天に かけ. 9、 地に わ だか まって、 ちす 

い を か へして うせに けり 
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偖 も 其 後、 梅花の 淸 くかんば しき も、 はなはだ やせ 

て 事たら す、 桃 はま だ こへ たれ 共、 色 ふか ふしてな 

つめる とや、 思 ふに なをく かたちよ く、 あいすべき 

もの 世に まれな り、 愛に くわう とう、 六十 五世の 帝 

をば、 花 山の 院と申 奉る、 時の 關白藤 原の 賴忠、 ま 

つり 事 わたくし なく、 天子 を ほさし 給 ふゆへ 力、 -ぃ四 

かいの 浪もを だ やかに チクリ を さまる、 みよこ そめて 

たけれ、 ^又 后宮に 后：^ あまた 有 中に、 錦の あけ も 

うば ふべき、 藤つ ぼの 女御、 さはら ばき ゑん 薪の 0, 

に、 かう きでんの 女御と て 力 、か 春た ちぬれば 芳野 

山、 花 かとみ § る こび あれば、 秋の 詠めの たった 川、 

チク" 錦 を さらす みやび を そ へ 、 いづれ もお とらぬ を 

ん かたち、 朝な 夕な の 御 ゆう ゑん、 なくん は あら ざ 

る 君達に て 歌 やつし おしかの づの、 つかのま も、 玉座 

を はなれ まし まさす、 中に も かう きでんの 女御に は、 

君 御 心ィ。 地 ふか けれ は、 藤つ ぼの 御 方 は、 朝夕 是を 

ねたましく、 うへ に はこび を 見せ 給へ と、 内に は 如 
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夜叉の、 ごう をまぬ かれ 給 はす、 雪の あ ふぎ もき へ 

ぬへ き、 思 ひに むね を そこが さる ゝ、 ^時の 武將に 

は、 淸和 源氏の 嫡流、 攝 律の 守 賴光、 誠に ゐ有 てた 

けから す、 古今 まれなる 名將 なり、 平氏に は 栢武の 

かう いん、 是 持の 合 弟、 平の 左官 重 茂、 血氣 の猛將 

兩輪 として、 君 を しゅごし 奉れば、 力、 ル大內 山の 霞 

そへ 本 フシし なをに た、 ぬ、 日 もなくて、 誠に 寬 和の 

時と かや、 ことさらけ ふ は、 名に しあ ふ、 うこの 馬 

場の =1 折と て、 加 茂の 競馬の 御 まつ， 9、 藤つ ぼ、 か 

うきでん の 女御に も、 御 見物 有 度よ し、 御ね が ひま 

します ゆへ、 御預 b にて 有ければ、 平の 左官 しげ 茂、 

源の 賴光兩 將供舉 の 勅 錠 あ， 5、 はや み くるまに 

召 るれば、 ニ條を 東へ 千 本 を、 北の方へ ととい ろか 

し、 右近の 馬場へ と 出 給 ふ、 花やかな， 9 ける 上 「次第 

なり、 けいばの ぎしきに ぎ や はしく、 力、 か 洛中 洛外 

又幾內 迄、 きせん くんじ ゆの けんぶつ は、 をび たゝし 

くこ そみ へに けれ、 ^くらべ 馬の 役人、 思 ひくの 

しゃう ぞくに、 かばの は、 き やきん せんく は、 つゆ 

を ふくめく ふせいに て 力、.^ うわ うざわう の 追 かけ 

聲 ハヤ 三重 われ をと らしと 上 「はせ ける は、 世に 目 さま 


しき、 見物な"、 か ゝる折 ふし、 いそじ 計りの 男 

人力、 くんじ ゆの 中 を 押 わけて、 けいごの ゆば へ に 

近つ きて、 申 上た き 旨 あるよ し、 重 もち 賴光立 向 ひ、 

事の 檨子を 問 給 ふ、 時に かの 者 某 は、 天文の はかせ 

秦の道 満と申 者に て 御座 候、 某い への ひみつ 書に、 

金 烏、 玉 鬼 集と いへ る、 天文の 書 有、 是 にて 窺 ひ 奉 

るに、 帝王 位 を さらせ 給 ふ、 すいへん 顯れ候 故、 后 

s-s 内、 御て う あいの 一 たる 方、 たい ゐ しんしと か 

た、 が ひ、 てんだ う 火木の 惡性、 是國家 ぞうらん の 

もとい、 わたくし ならぬ 御大 事、 やむ 事 を ゑす して、 

恐れながら 言上と、 謹て ぞ申 ける、 右大將 かげ かた、 

けいばの ちょくし を 蒙. 9、 ゆばく の內 にお はせ しが、 

此 よしを 聞 給 ひ、 立 出て 宣ふ は、 天 晴ゅゝ しき 御大 

事、 后： のうちに 一 なると は、 只今に 至て は、 かう 

きでんの 女御な b、 君の 御爲國 のた め、 急ぎそう も 

ん 申つ、、 里へ うつし 奉り、 力、 か 君 御物い み 然るべ 

し、 此義 いかにと 有 けれ は、 平の 重 茂げ に尤と 同心 

す、 時に 賴光 いかに 道滿、 后 1^ の 不吉と 申に は、 た 

だしきし やう， j 是 あるに や、 そこつの 義を申 上け、 

後悔 さきに 立べき ぞ、 時に 道滿懷 中よ hv、 一  卷を取 
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出し、 書の 表に 顯れ 候、 勘 文の 通，.^、 言上いた すと 

申け る、 力 、かか、 る 所へ ふしぎ やな、 かたへの まつ 

にしら くもの、 か、 ると みへ しが 中よ， 9 も、 せいめ 

いは とんで 出、 人々 に 打 向 ひ、 某 こそ をん やうの か 

み、 せいめい にて 御座 候、 入唐の こう を とげ、 つ、 

がな く歸 朝な す、 しさい は 兼て ぞんじ、 事 を 伺ひ罷 

在 候、 いかに どうまん 久し やな、 われ 渡 唐の きざみ、 

某が 書 をぬ すみ 取、 うつす と は 思 ふ 共、 非道に くら 

むがん 力の、 たばかられし 淺ま しさよ、 ひじす る 金 

烏 玉 鬼 集 は、 某是に 所持して 有、 汝 がかん がふ 其お 

もて、 皆よ こしまの ぼうけいな. 9、 われ 歸朝 する 上 

は、 中々 もって 及ぶ まじ 力、 * しゃう この あらば 汝が 

書、 披き昆 せよ と丰 ける、 どうまん はっと 思 ひしが、 

さあらぬ ていに て あざ笑 ひ、 抑々 此 書と 申 は、 文殊 

ひさう の 一 卷、 我より 外に しるもの なし、 汝が書 こ 

そ僞 ならめ、 いらざる 事 をい はんよ -0-、 そこ 立 さ 

れと いかりけ る、 時に せいめい、 ろん は 無 やく 書 を 

ひら さ、 勝 劣を顯 すべし、 どうまん をく せす 押 ひら 

くに、 ふしぎ や もじの すみきへ て、 皆 白紙と ぞ 成に 

ける、 晴明 いかんと 責け るに、 どうまん は詞 なく、 
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赤面して 效行 を、 賴光 それ あますな と宣へ は、 定光 

末武 つ、 とよ， o、 力、 かどうまん を 取て ふせ、 高 手 小 

手に ぞい ましむ る、 其時賴 光、 け ふ はけいば のさい 

禮、 後日に 事 をたい すべし、 せいめいに はさん， たい 

あれ、 どうまん は 某が、 宿所へ 引て せんぎ をと げん、 

拆 女御に はお かへ- 9 あ， 9、 然るべ しと それよ， も、 

ぐぶの ぎ やう さう 引つ くろ ひ、 定 光末 武埒押 破.. >、 

御 車 をと 5- ろかす、 右大將 かげ かた、 こ はろう. せき 

な. 9 賴光、 けいば もい まだな かばに て、 藤壺の 女御 

にも、 御歸. 9 のさた もな し、 其 上 勅使 を 蒙る 身に、 

j 禮も なく 埒 破り、 うらかた のさう ろん、 尤邪正 は 

顯 るれ ど、 を こと 獨 のさば き やう、 さ， 9 とて はわが 

儘な ，9、 しんてい あらば まっすぐに、 只今 こ \ にて 

申されよ 力 、 かさなく は此場 はさら すま じと、 氣色か 

はって ^さる、、 賴光は 聞 召、 しゅご を 蒙る 某、 か 

くそう <\. しき 祭 鱧の 場、 かう きでんの 御供して、 

歸 るが ひが 事 候 か、 但覺 しめす 儘ならねば、 殘 念に 

候 かと、 にが 敷も宣 へば、 重 茂 はす ゝみ 出、 い 

かに 賴光、 貴 邊の詞 何と やらん、 ゆへ あ.. >  かほに 存 

る f、 身 不肖ながら 某 も、 藤つ ぼの しゅごなる ぞ、 


ふぢつ ぼお かへ， 9 なきう ち は、 かう きでんの 御 率、 

まったく さきへ は 叶 ふま じ、 我々 をお し 下さば、 こ 

の 重 もちが うで さきにて、 車 をと めんら いく わう と、 

いき を ひか ゝ つての、 しれば、 渡邊の 網つ、 と 出、 

こはぎ やうく しき 有樣 かな、 賴光供 舉の御 車、 と 

めて 見た まへ 》,( , -1 o、 四方 をき つと ねめ ま はせば、 

重 茂い かって、 きつ くわいな b、 おのれ 目に 物み す 

べしと、 たちのつ かに 手 を かくる、 坂 田の 金 時 かけ 

f. てきた ふ 奴原片 はしより、 つかみ ひしぎ て捨 

べしと、 飛て 懸るを 綱 をし とめ、 はやまるな 金 時と、 

さま/^ に せ いすれ ど 力、 かもと よ. 9 こらへ ぬ あら 

ものに て、 せいし かねて ぞ見 へに ける、 かげ かた も 

重 もち も、 此ぃ きを ひに 肝 をけ し、 すこしち、 する 

其 隙に、 賴 光み くるま しゅごな して、 だい hv を さし 

て ぞ歸ら る、、 天晴 けうの ちんじ やと、 貴賤 上下 を 

しなへ て、 皆かん せぬ、 者 こそな かり けれ 

第 二 

其 後、 右大將 かげ かたは、 平の 左官 しげ もちと、 つ 


れだ ちゃ 5- たへ か へられし が、 小聲に 成て 宣ふ やう、 

5^ も 藤壺の 女御と は、 のがれざる ゑんに よ > り、 深く 

も賴 まれ 道満 を、 かたら ひ 事 を 伺 ひて、 け ふ 木 望 を 

達せん と、 思 ひ 立た るか ひもな く、 せいめい 歸 朝し 

剩、 どうまん をと. 0 ことなす、 後 rn にかれ を 礼 明せ 

ば、 たくみの しだい を 云 もやせん 力、 かいか い あらん 

と大 いきつぎ、 せん ひ をく いし 御 ことばに、 重 茂 眼 

を いら、 げて、 かく 大望 を 思 ひたつ、 某 とても 女御 

を、 預 bf- せし かひ もな く、 かう きでんの 御ゐ せい、 

ひ につ のらせ 給 ひなば、 賴光今 さへ ぎ 3" めくに、 

ほこさき つよく 成敗 を、 只！ i にて おこな は 5-、 中々 

無念の次第な，.^、 幸 こよ ひの 御との， Q、 賴光番 にて 

有ければ、 ぐぶよ b すぐに 大內 に、 勤 あらん はじで 

うなり、 今宵 ひそかに 賴 光が、 やかたへ 立 越へ 夜 打 

して、 道満 をぬ すみ 取、 ひそかに がいし 後日の さた、 

賴光 せひ をた >さ すして、 無 せんぎ 成ャ よしきろ く 

所へ 申 上ケ、 あはよ く はか かう きでん を もな き 身と 

なし、 本望 を 達すべし、 それ も 叶 はぬ 物なら は、 大 

內山 をよ そに なし、 朝敵の 名 を 立て、 ていと を やみ 

になし 申され 力 、 ル御 心安 かれと、 手に 取 やうに ぞ申 


ける、 かげ かた 二の いき ほっとつ き、 ともかくも 此 

上 は、 万事 貴公に まかすな， o、 よきに はから ひ给ふ 

べし、 はやとく/ \ 'と 有ければ、 御 暇 を こ ひ 重 茂 は 

力、 シ したくへ 歸. り 用意して ハヤ 三重 ：0 のく る ゝをぞ 

上 「待 居た る、 是は^ 置、 賴光 は、 晴明 諸共 參內 し、 

加 茂の けいばの ちんじの 事、 どうまん が 有樣、 せい 

めい 歸朝 しふんみ やうに 事 顯れし 其 旨 を、 いち 》(«. 

そうもんいた さる、、 主上 ゑい ぶん まし/^ て、 し 

つとの ねたみ は藤壺 が、 朕 を 掠る たくみの ほど、 甚 

げき. 0 ん 限りなく、 今宵の 中に 藤つ ぼ を、 親里へ 送 

るべ し、 」が せいめいに は、 御 ほうび 數々 給 はりて、 

天 門の 役と なし、 どうまん をば をん るの つみ、 賴光 

かたく しゅごす ベ しと、 御み す さっと を. 0 ければ、 力 

力^せい めい 面目 ほどこして、 有 かたし^^と、 賴光 

に 式 代 あり、 天 門 屋敷に うつらる、、 ^賴光 は 平 井 

の 保昌を 召れ つ、、 こよい は 某との ねの 役、 おこと 

はや かたに 立 か へり、 どうまん を きびしく しゅごし、 

其 上に もてき た ふ 者の 多ければ、 構て ゆだんい たさ 

るゝ な、 早と く，^ との 御 誌な.^、 保昌 よしを 承， o、 

いさ ゐ 心へ 候と、 御 まへ を罷 立、 やかたに かへ. 下 
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ぢを なし、 門々 を かためさせ 力、 . ^きびしく しゅごせ 

し 其 有樣、 げに 三重 ゆ、 しく こそ 上 「見えに けれ、 旣 に 

其 夜 も ごやの ころ、 平の 左官 重 茂 は、 三百 餘 きの 兵 

を、 力、 か 野ぶ. しの ごとく 出立せ、 姉が 小路へ 柙 よせ 

て、 物に なれたる 忍びの 者、 二人 塀 地 を 飛 こへ て、 

ねい. 9 し 下部 を 指 ころし、 門 を ひらけば 三百よ き、 

皆廣 庭へ はせ 入し が、 されと も 中 門 きびしく して、 

力、 ル內へ 入べき やう もな く、 少 ゆうよ をした. 0 け 

る、 されと も 平 井の 保昌、 いまだい ね もやら すして 

力 、 か 近 じゅの ぶし を かたら ひて、 物語な どし いたり 

しが、 中 門の ひろ 庭に て、 大勢の 人聲 は、 まさしく 

夜盜 かしれ もの か、 かたぐ 用意いた されよ と、 弓 

と 矢つ が ひ 立ければ、 始は そ、 やく ぐんせいの、 今 

は 思 はす 大音 上け、 門 を 破れと ぎしめ く を、 保昌少 

もさ はがす して、 中 門 を押披 き、 指 取引つ めいた ま 

へ は 力、 i はやり をの-兵 とも ハヤ 三重た ふれ かさな hs 

上 「射 ふせらる、^ 其 隙に、 御家人 達 力 二 もの、 ぐ か 

ため 切て 出、 軍 は "土-重 花 をぞ上 「ちらしけ る、 軍 中 

ばの 事 成に、 主 は 誰せ ハ しらね とも、 六尺 ゆたかな 大 

男、 大 まさか h- を 引 さげて、 よあけば 何の せん あら 
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ん、 我に つ. 《• け やみ かたのせ いと 力、 か むらがる 中に 

ハヤ 三重 わって 入、 はら hs^,^ O 上 「なぎた ふす、 ひと 一 

へに やしゃの ごとくな hN 力、 か此 いき を ひに みかた 

のせい、 ふせぎ 兼て ぞみ へに ける、 平 井の 保 昌是を 

みて、 天晴 てきやよ きかたき、 そこ を ひくな と 云 ま 

まに、 れいの 岩 切 かいか ふで、 打て か ゝれば 引はづ 

し、 かくれば 拂 ひうて ば ひらき 力 、 か兩 方め いよの 兵 

術に て、 しばし 時 を そ 上 「うつしけ る、 かくて はいか 

にも どかし、、 よれく まん 尤と、 互に 打 物 なげ 捨て、 

おしなら ベ てむ すと くむ、 R  - ひしぎ となす 所 を、 

保！ nIE 古老の 男 者に て、 した 手に入て 四つが い を、 ち 

ぎれ ての けと しめつけて、 ひらいて はたと けた をせ 

ば、 まっさかさま にた ふれし を、 何樣 しれた る 曲者 

と、 頓て 繩をぞ かけた. 9 ける、 是を みて 敵の せい、 

と b この あらば 後日の さた、 力、 ル亂 入てば ひとれ 

と、 一度に どっと をして いる、 か、 る 所へ 四天王、 

やかたの さう どう 聞 付て、 我 もくと 大內 より、 一 

さんに 欠來. ^、力、 レ， 敵のう しろ を 無二無三に、 はら 

(^と 上 「なぎた ぶす、 かくて はいか. S -、 叶 はじと、 一 

重 茂 馬に むち 打て 力、 か 跡 を もみす して 处行を ハヤ 一 


三重の がす まじい と 上 「追 欠る 保昌 しばし と 押と 

め、 野ぶ しごとき の 奴 原 を、 お ふても 何の せん あら 

ん、 こなたに しゃう こ はとめ 置た b  、まづ /^こなた 

へ來れ よと、 四天王の 人々 を、 せいしと V めて それ 

夜の 明る をぞ 待た， 9 ける、 天晴か う 成" 兵 

やと、 きせん 上下 をし なべて、 皆かん せぬ、 者 こそ 

なか b けれ 
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ィ n 地. 〔ゆ 香亭 のよ きか ほ. 5、 なくても 色 は 紫の、 はす 

へ に 匂 ふ 藤つ ぼはィ 。地 秋 かれに 見し われ も かう、 時 

しも をと る粮ひ を、 思 ひ 出れば かきくもる、 ます ィ。 

地み の 鏡 引かへ て、 我 は 恨みで くらせと や、 ゑ、 腹 

立 やとみ か へれば、 獨 こがる、 身のう きに、 つれて 

ほたるの あなに くと、 扇 を 上け て はたとう っィ a 地げ 

にこよ いは 文 七日、 - かの もろこしの 王 建が、 銀燭 

秋 光、 ぐ はび やうす さまし、 けいらの しゃう せん，"^ う 

けい を、 うつと 詠せ し 詩の 心、 力、 .^そ ら のけし きと 

思 ひ 出の、 らんかんに、 立盡 して、 大內山 は そなた 

m 氏 花患大 & 


ぞと、 中 はこ ひしく うらめしく、 詠め を くれと 白雲 

に ィ" 地 妻よ ぶ 鹿の 聲計 b、 我 も か はらぬ うきね ぞ 

と、 と はす 語 b の 手枕に、 しばし まどろみ、 たま ひ 

ける 

管 妓 

歌 力、 "「千年 ふる、 君の 霧 山水 ブシぉ まへの まつが ゑ 

に、 ひなつる は、 す をく へ は、；.？ ん のみき はに 龜 あそぶ 

琴 歌 天下たい へ い 長き うに、 納まる 二- ン 二重 「御代の、 た 

めし かや、 花の はるの きん きょくは チクリく はふう、 

らく  Lib , クくは sl^,p、.9  ,フく.^^55ん の * フぐ ひす は、 

し 曲の さ へ つ， 9 、ほの 前の しらべ は、 夜寒 をつ ぐる、 

秋風 雲井に 渡る か b ィ n 三重 かねの、 琴お に をつ る、 

こへ くな みだの 露の 玉章、 いづみ 凉 しき、 夏ぎ ぬ 

はせ み の^ごろ も、 夕つ ゆの、 草 むら ごとに、 立よ 

れば、 あっさ そ增 ると こ 夏に、 いわ 井の みつを、 む 

すび とめ て も 白た ま、 しづくに た へやらん ましら 玉、 

t. にたへ やらん チクリた へ ぬ を も ひの、 こ ひ 草に、 君 

かき まさば、 むこに せん、 みさかな に は 何よ けん、 
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千世の ちき， 9 を、 かねよ けん、 昔 羽の 瀧の たきの、 

しらいと、 糸- C いとし やの、 いとしけ b や こそ あ 

ふ 事の せん、 さんご をく だく 一  兩曲、 こほり、 ぎよ 

くばん に をつ 千万 聲、 時の 調子に きを そへ て、 糸竹 

呂律の、 遊興 は 三重 筆 も詞も 上 「およぶ まし、. 今 はたい 

思 ひたへ なんと 計 b を、 .<  の 恨み 设の そし. 0 を、 つ 

つむに 心の いとまな く" いも、 月に や 侍らん と、 ィ 0 

地主 上 は そ いろに 御 心せき、 左ち うじ やう 是な. ovlo、 

頭の 本 地少將 よしかね を、 御供に 召れ つ、、 .V いろか 

しゅくみ 車に、 さなく とさ ゝん しのびの 緒、 霧の ま 

がき も を ぼろに て、 月に は あらで ゅふづ くよ、 4 て 

んの邊 りへ 御 車の、 ながへ を さしよ せた. 0 ける 時 力、 

^かと b かづきし 女房の、 そと もに 寄 そ ひゐた し 

を、 さきにた ちた るよ しかぬ が、 此 ふせい を 見る よ 

り も， 君 を そしと 女御よ .0、 御迎 の其爲 に、 つけ 置 

れたる 物な らんと、 ぢ じうの つぼね かすけ どの か、 

たれ 成らん と 尋れ ば、 力 、 か 女房 こたへ て そなたに 

ぞ、 待. <有 ていそぐ らん、 わらわ は 君に ふかさる、、 

難 波 入江の 捨 小舟、 萩の 葉なら ば 時 有て、 秋風 ふけ 

と 昔す るに、 かれに は をと る 浦 かせの、 ときわの ま 
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つと 契， 9 し 物 を、 あだに 替. 0 し藤壺 が、 すこしおう 

らみ 申さん ため、 是迄參 り 侍ら ふなり、 車の なが ゑ 

も 恨めしと、 すが， 9 ついて そ なきたま ふ、 よしかね 

是な， 0 ま檨、 ^は 藤壶 の， 女御に て 渡らせ 給 ふか、 ゑ 

いしんよ ろし ふまし まさねば、 かさねて 叙 盧を间 ひ、 

よきに そ- フ もん： H らんと 力 、 ^いト 2  、 こ たすけ のけ 

奉. 9、 御車內 へ. 引 入れば、 ィ。 地 こ は 情なし かた/ \' 

と、 すがらせ 給へ はふ h- 放ち、 力、 か猶 取つ く をつ き 

た をし、 跡 押 立て 入ければ、 ィ 。地 せんかたな くもつ 

いぢの 外、 やまとが た.. y もから いしき、 ひと b 敷ね 

の 抉た ベな みだ や、 露け かるらん 三重 かくて 主上 は 上 

「入御 あれ は、 か， フ きでんの 女御 は、 地 官女 達に 打つ 

れて、 御迎に 出た まふ、 主上 歙覽 まし/, -て、 こよ 

ひの 月の さやけ さの、 こと あ ひた， 0 し 詠め をば、 あ 

はれ 諸共 見ば やとて、 是迄 あこがれ 來 りし、 勅 あ 

れ はかう きでん、 わら は、 君 を 待 佗て、 忍びね にな 

き 候と、 も、 に餘 りし 御 こび は、 てんねん みめう の 

御よう しょく、 たぐ ひ あらしと 覺 すに そ、 叙かん は 

な はたかぎ なく、 こや ふみ 月の しるし とて、 その 

數々 を かけられし、 き hwj たいこの な もよ し、 こ 


とに 色 給 をうる はしく、 かみに 切ば む ゑ やう もじ、 

いにしへ 今の かせん をば 力、.^ あ ひ- /l- とこ そ寫さ 

れし 

歌 仙 

二- ソ三重 「先人 丸 は、 ほの くと、 あかしの うらの、 朝 

霧と、 本 地叙吟 あれば かう きでん、 みぎ はつら ゆき、 

さくらち る、 本 地 木の 下風 は 塞からで、 チクリ 空に しら 

れぬ、 雪ぞ 降け る、 げ にや、 ちる 花 を 雪と まが ふと 

を もしろ や、 木地い せがよ みぬる 三 わの 山、 いかに ま 

ち 見ん としぶと も、 たつぬ る 人 も、 あら じと いへ と 

御身 をば、 いか 成ル 山の 奧迄 も、 まろ はたつ ねんい 

かに やと 地 勅 誌 あれば かう きでん、 げに 勅め いな. 9 

去ながら、 こなたに も 又 逢み ての、 後の こ、 ろに く 

らふれば、 君 まさぬ 夜の ひと b ね や、 ある は 待 ね 

もやら で、 ふけ 三ク 三重 行かね. の聲、 きけば むかし は 

もの を 思 は ざ， 9 け とよみし はげ - i も、 - J と は. OVIO、 

思 ひ しられ 候と、 かこち 顏 にて 宣 へば、 生 上 は 由 を 

聞し 召、 しかな，5>/^^ぁたらょの、 月 かたぶかぬ そ 

のうちに、 いざ-/^ こなた へ - (-と 三重 れん 中 ふかく 


そ. Mr い， o たも ふ 

うはな り 打 

イロ シ チリ 「くねる こ 、ろの ふぢつ ぼ は、 いよ/^ まさ 

る亂 かみ、 ほぐれ かね だる 思 ひ をば、 筆に いはせ て、 

ふた 下.^ みとの、 こもりの 折からに、 御 れん まぢか 

く 立よ. 5 て、 さきつ かたよ b 歌仙 共、 御 ほうへん 有 

ける が、 此 歌の心ば へ、 御 ひほう ならせ 給へ かしと、 

御 れんの 內 へたん さくを、 なげ 入 給へ はかう きでん、 

たれ やと 取 上 見 給 ふに 力、 か 小 野の 小町が 歌と みへ、 

色 見へ でう つろ ふ 物 は、 世の中の 人の こ、 ろの、 花 

にぞ 有け ると、 吟 じさせ 給 ひつ、、 いと も あやしと 

み 給 ふに、 思し よらざる 藤つ ぼの、 いとろう たけて 

を はします、 かう きでん は 心へ す や、 雲井に く ゆる 

藤つ ぼの、 とか ふの つたへ もまし まさす、 御 れんに 

近づき 給 ふ 事、 有べき 事共お も ほへ や、 藤つ ぼ は 聞 

たま ひ、 をろ かな とよ 大內 山、 ともに 詠めし くも 

ゐの月 、 ほぞ をなら へし ふよう ぞと、 人に いはれ し 

身の 花 も、 かたえ は殘， 0 片枝 は了ン 三重 秋く る 風に、 

ち， -1 c、 ふ b 捨 らるゝ わが そで を、 甲3 しもいた 
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さで なかまくら、 いやか はらしな わすれ じな、 行末 

千世との 御 契り、 詞聞も 恨めし 見れば 猶、 起 ふし わか 

ぬ うづみ 火の 歌 跡よ， り戀 の、 責 くれば、 せんかた 浪に 

立 かねて、 是迄參 .9 侍ら ふな， o、 主上 叙 聞 まし-^ 

て、 おろかな りと よ 藤つ ぼ、 力、 ルま ろか 心の 替らす 

は、 人に 恨み は 有 まじき に、 など かくね じけ かた，、 

なに、 牛の つの もじす ぐなら ぬ、 はや/^ か へれと 

勅靛 有る、 藤つ ぼ 承り、 地 かほ ど 迄に なげ、 共、 つら 

き は 君に 添ぶ しの 力、 か あ ふむ の 鳥の くだかけ に、 あ 

だ こと 申 もの 有て、 ます ほの そめの ゆへ ならめ、 今 

は早是 迄と、 守 刀 をぬ き 持て、 御 れんの 内へ. かけい 

地らん とし 給 ふ を、 かう きでん 刀 をう ば ひ、 君に は 

むか ふじ やいんの つみ、 我 をな 恨み 給 ひそと、 心 も 

と を 指 通す 力、 ル差 通さ るれば きも 魂 も、 き へ と 

成う せ、 朝 U うつろ ふ 秋風 は、 身にしみ-^ \ とちん 

の 上 力、 ル夢は 破れて 藤つ ぼ は、 御 目 を さまし 給 ひつ 

つ、 あた. 9 を 見 週し こ はいかに、 君を戀 しと 思 ひね 

の、 わが 心から 見る 夢よ な、 吉 にても ゆめに さへ、 

かう きてんの 女御に 力、 かけ をされ ぬる こそ 口 をし 

や、 地 猶も思 ひ は 十 寸镜、 見よ/ \- 今の 恨み をば、 力 、 


其 後、 陰陽の 頭晴明 は、 源の 賴光， と、 殿下の みたち 

に參 りつ、、 賴忠 公に 申 やう、 ^も此 H、 ほくとの 

へ いていう す く  f ^て、 かくせいし ゑん をお かしつ 、、 

月 を つらぬく、 すい へん 顯れ候 故、 天文 地理 をく は 

いがう し、 へんく は を 伺 ひ 候に、 ほうそ を しゅそな 

す者是 あ. 9、 ことに 今宵 は 月ち かく、 星の 位の 高ぶ 

りて、 く はきう に 相み へ 候、； 此. 3 申 上ん 爲カ 、 か はせ 

さんじ 候と、 謹で ぞ申 ける、 關白 賴忠聞 召、 大きに 

おどろかせ 給 ひ、 おぼろけ ならぬ 御大 事、 神祇官に 

て はらい あ.^、 御物 忌 有 やうに、 そうすべ しと 宣へ 

ば、 せいめい 承り、 某 家の ひみつに て、 邪魔 將來の 

しゃ うげ をば、 はら ひ 除き 奉らん と、 白紙 を 申-つけ、 

神道 ひみ つの 文 を じゅし、 かなた こなたへ 折た、 

み、 かたへ を きれば ふしぎ やな、 たちまち ひとつの 


^牛の 時詣 して、 思 ひしら せん 物 をと て、 面色 替 つて 

みへ 給 ふ、 力 、かじゃ ゐんの ， 念 ヲッヲ を そろし き 

共、 中々 申 計. 5 はな か. 5 けり 


鳥と なる、 時に せいめい 賴 光に、 打 向 ひ 器 望の 武士 

をつ か はされ、 此 鳥の 落 所、 見屆ケ さけ 給 ふべ し、 

然 らば 事の しれ 申さん、 早と く/,^ と 云ければ、 賴 

光 渡 部の 綱 を 召、 此 鳥の をち 所み て參 るべき 由 仰ら 

る、 せいめい かの 鳥 を こぶしに のせて、 文 をと なへ 

ほっと ふく、 ぃきにじゃぅし此鳥こくぅにまひぁ；^' 

る、 渡 部 馬に むち を あて 力、 か 其 をち かた を 追 行し は 

ハ ャ 三重 ふしぎ 成け る 上 「しだ い な. 0 

霞 布禰の 道行 

片チ 。シ 「花 さか は、 つげん とい ひし、 やま 里の 其 音、 

づれは あらね ども、 わがみ は 出る 戀の やみ、 かなわ 

に 燃る 燈 火に、 猶た きそ へ ししん ゐの ほむら、 むね を 

こがして わき か へ る、 歌 ひさげ の 水 は ゆと なれと、 猶 

さめやらぬ わが を も ひ、 しばし はる \ と 立 よれば、 

かもの 川せ も 我に はつら や、 君 を まもると なかれ 行 

本 地 其 水 垣の 水淺 き、 替る 心の をく 迄 も、 誠たい すの 

神なら は、 など 僞 b を ゆ ふだす き、 かみ は を どろに 

ふ，^ みたし、 心の 鬼 はいつ しかに、 姿耻 かし みぞろ 

池、 いけの はた へ や はた ひろの、 蛇 身と 成て くるく 

花鳥 大全 


c>  くる はたれ 故 君 ゆへ と、 思へ といと こ、 ろ 

うき、 一. 使と だに も かなしきに、 -白^^はっらゃ小野 

塚 二- ソ 三重 市 原野 邊を 見渡せば、 ぼたん や はちす のと 

うろう を、 かの もこの もの こすへ にかけ て、 にゐた 

ままつ る、 有さ ま は、 本 地 こや 初秋の 印 かや、 君 も わ 

ら はに 秋き ぬと、 目に はさ やかに みへ ね ども、 心 は 

よそに ふく 風の、 かせに もまる、 いなむ しろ、 しゐ 

て ねんく ねたまし や、 あなね たまし やか ほど 迄、 

か はる 心の 有な から、 二せ かけて とはいつ は..^ や、 

是は 二の せの 松 尾 山、 歌 待 かひな きも 理. 9 や、 月 もみ 

そかに くらま やま 1 二重，.、 らくと かへ らし、 馬 も 車 も、 

なく /\» そちし ほに そみ しわらん す も、 つ、 かん ほ 

ど は 緒 をし めて、 しめて ゆるめて、 ねし よは も、 今 

は， 9 ん ゑの しるへ かと、 昔戀 しく 忍る ゝ、 忍 ふ 其お 

はやみ こそよ しと、 いへ ど山ぢ に 行な やむ、 なやむ 

思 ひの 身は埋 木よ、 朽 てみ 谷の ち b となる、 谷の 水 

音 とん/.. 'と y り、 おつるな み： L! の 瀧な らん、 や あ 

あやまつ た.^^吹まょふ本地みゃまをろしに夢さ め て、 

みれ はよ しゃな や 今更に、 恨 みられし も 恨みし 人 も、 

ともに きへ 行 あだし のゝ、 つゆと は 思へ 共 ぼんのう 
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のつ よき、 きづな に せめられて、 牛の 時詣 する、 我 

身ながら もつれな しと、 よし 足曳の 山水の、 たぎ. 9 

て 夏に 落 合の、 川 も瀛に 見へ み、 みへ やみ 妄執の、 

力、 々雲と な， 5、 雨と なる、 心の たけを 夕 時雨、 思 ひ 

しらせん まてし ばし と、 ない つ 笑 ふつ、 悅 びつ 力、^ 

じ や ゐんに ひかる、 一 念の、 うしみ つ 過る 比 ほひに 

三重 貴 船の 宫にぞ 上 「つきた まふ、 か 、る 所 へ 、渡 部の 

綱 は、 してう の 行方、 跡 を 求て 追き しが、 きふね の 

山に 落ければ 力、 * 則 馬よ..^ 飛で を. 9、 暫く 息つ き 愛 

かしこ、 見廻，^ た b しに 物す ごく、. 廳 月 夜に 人 かけ 

の、 あやしく 見 ゆる ふしぎ さに チクリ 事 を 伺 ひした ひ 

よ リ、 かくと はしらで ふぢつ ぼ は、 神前に ひざ まつ 

き、 なむ やきぶ ねの 大明 神、 こよ ひ 七日の まんさん 

な，. y、 足 を 空に し詣 たる、 印 をみ せて たま はれと、 

深く きせいし 御 まへ なる、 神木に 打 向 ひ、 此釘 はィ。 

地 かう きでんに うつ 成ぞ、 にくしつ らしの 一 念 は、 詞 

鬼 共な. 0 蛇 共な b  、終に は 思 ひし， らせんと、 てう/ \' 

くと 打 給へば、 大 杉より 血な がれて、 贵 船の 川 も 

くれな ゐに、 錦 を さらす ごとくな， o、 あら ありがた 

し くと、 重て 釘 を 取 出し、 又此釘 はわが 國の、 あ 


る じに は 似す 恨めし や、 あせの ごときの 綸言の、 出 

て も 飼 か ゑる うきなみ •  た 、替る ましとの む つ こ.. 0 は、 

皆僞， 9 にて 有け ると、 しらで とけに し F ひ ほの、 う 

ら かく 計 h- 主上 をば、 力 、 ル うつ 手の 下にち るた ま 

の、 きどく をみ せて たび 給へ と鎚押 取て 祌 木に 、力、 

^旣 にう たんと し 給 ふ を、 渡 部 頓て飛 か、. o、 押と 

どめ、 そ も 先汝は 何者 ぞ、 一天の 御 あるじに て を は 

します、 君 を しゅそす る 御子 はいかに、 まっすぐに 

申べ し、 さなく は 己、 目に 物見す るが 力、 か いかに 

いかにと はった とに らんて 申け る、 女御 は 由 を 聞 召、 

みづ から を 何もの とや、 汝等 ごときの 下々 に 本 地名の 

る 共よ もしら し、 发を はなせと 有 けれ は、 渡 部 聞て 

しも/^ と は、 くわん たい 成る 詞 かな、 我 こそ 源の、 

賴光が 郎等、 渡 部の 內舍人 綱なる ぞ、 何う とね， 9 つ 

なと や、 わら は、 藤つ ぼの 女御な hv、 其 時 渡 部、 は 

つと 云て ひざ ま づき、 何 女御に てまし ますと や、 ぞ 

んじ 申さで 無禮の 段、 まつ ひら g めん を 蒙るべし、 

併、 かく かち は： U しの 御 有檨、 女御の 御身に ははし 

たな や、 しっと、 申 は 下部の 心、 后紀の 位に まし ま 

して、 何の 御 不足 候て、 君 をば のろ はせ 給ふぞ や、 


藤つ ぼ は 聞 召、 拆は汝 が主賴 光、 かう きでんの うし 

ろ 見 故 力、 か あなたの みかた 聞 もい や 、あだなる いろ 

のます はなに、 見 かへ させた まひに し、 君の ゑい b 

よのうら めし さに、 君. 4 共に、 かう きでん、 命 をた 

ちて 長き 世の 力、 かしん ゐの むね を はらさん ため -仿 

こそ、 かくは はから ふな， 9、 渡 部 聞て けに や 高き も 

賤し きも、 色に は亂 る、 なら ひか は、 かう きでんへ 

御 f ク 7^ は、 卸 こと は. 0 にて 候が、 君に 恨み は まじ、 

女御と 申 も 我 君の、 御 恩に て は 候 はや や、 今より 後 

は此事 を、 ふつ、 と覺し 直させ 給 ひなば、 賴光 方へ 

御供し、 互にお とらぬ 后 のさた、 よろしく そうさ 

せ べし ィ n チクリ まづ/ \、 こよい はお か へり あれ、 

藤つ ぼ は 承引な く、 はや：^ ごとく 汝 等に、 見 あら は 

されし 上から は 力、 か いよ ) を も ひ はと まる まじ、 

せひ/^ こよ ひ は 過 さすして、 力 、 ，レ命 を とらで 叶 は 

じと、 面色 か は b すさまじく、 釘 押 取て 神木に、 又 

立 向 ひた まひし を、 渡 部 を さへ て かほと 迄、 りを盡 

し諫 るに、 御 承引 候 はす は、 せひ もな し 御 命 を、 う 

しな ひ 申が いかにと 云、 何 力 、 仁 J ろ さば ころせ きら 

ば きれ、 わら はがねが ひ を さまたげば、 汝 共に 取 こ 
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ろす ぞ、 渡 部 今は是 迄と、 太刀ぬ き 持て はたと 切る、 

はっと 云て 藤つ ぼ は、 渡 部に 飛 か、 -9、 持た るた ち 

にかな ぐ， 9 つき、 ゑい 恨めし やか ほど まて 力 、-^ みて 

し 願 ひ を か，.、 のみ か、 やいばに か、 る 腹 立 や、 死に 

替. 0 いきか は， 9 て、 まん '劫 を ふるとても、 かう 

きでんと 我 君 を、 取 ころさで は 置べ きかと 力 、 か 御 目 

もち はみ 色 替.^  、 はがみ をな して ぞみ へた まふ、 渡 

部是を 事共せ す、 もぎ はなって かきいだ き、 心 もと 

を 通せば、 はっと 計に 藤つ ぼ は、 終に むなしく 成 

給 ふ、 しがい をき ぶね のか は 浪に打 入て 神木」、 打 

たる 釘 をぬ き 捨て 又 立 かへ る 橋の 上、 中ば 渡る とみ 

/しとき、 うづ まく ハヤ 三重 aw- の 底よ， CN も、 藤つ ぼの 

をん ねん、 忽大蛇とな，.^、橋かるくとかづき上げ、 

渡 部 共に みなそこ へ は 力、 ル ねか へ さんと し たりし 

は ハヤ 三重 すさまじ か. 9 ける 次第な， り、 渡部少 もさ は 

がす、 たちぬき 持て 切拂 へ ど 力 、 か はたらく ベ き やう 

なき 所へ、 は く， - -の 鳥のと びきた つて 力、 か 渡 部 を か 

いっかみ ハヤ 三重 いづこ 共な く 「飛行 は、 蛇 身 は L か 

-9、 も だ ゑつ 、• 神木に くる/.、 と、 くるしげ につ 

く 息 は、 猛火と 成ても へ 上れば、 みやま しきりにし 

五 百 八十 九  I— 


ill  氏. 化 烏 人 全  

ん どうし、 風雨 いなつま ハヤ 三重 天地 を か へ せば 「社 人 

達お どろき、 てん 手にたい まつ を、 我 も/^ i とほ 

しつれ 力 、々川へ 來れは 執心 は、 あら 腹 立 やと ほの ふ 

を ふき、 こくうむ b やうに 追 かけ-/^、 貴 船の 川浪 

しん ゑんに、 とんて ぞ 入に ける、 天晴 きたいの しだ 

いやと、 きせん 上下 をし なべて、 皆 恐れぬ 者 こそな 

か b けれ 

第 五 

其 後、 關 白の 御 やかたに、 せいめい 賴光會 合し、 し 

ゆ そす る 者の 其 有 所、 渡 部が 注進 を 力 、 * 今やく と 

待 給 ふ、 雲井 はるかにく だんの 鳥、 渡 部 諸共 力、 レ， 庭 

上に、 どう ど をつ、 人/, -是 はと 立 よれ は、 鳥 は 則 

伯 道と 顯れ、 はるかに 有 やせいめ い、 我 は是、 もろ 

こしの 伯 道、 汝に. 9, たへ し 一 卷の、 ひじゅつ をし る 

せし 其き どく、 今 こそ 思 ひさと るら め、 此上 とても 

其 ごとく、 妙 術 をき はむべし、 是迄な-^^ゃさらばと 

て 力、 ル文珠 菩薩と 顯れ チクリ ひか.^ を 放って とびた 

まふ、 何れもき いの 思 ひ をな し、 御跡拜 した まひけ 
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る、 渡 部が 申 やう、 鳥の をち し は 貸 船の 山、 しゅそ 

する 人 は 藤つ ぼ、 是玉體 の 御大 事、 御いた はしく は 

候へ 共、 某が 手に かけ、 御 命 をた ち 巾、 御 さいごの 

有檨、 其 かたち 異形に て、 旣に あやうき 所に、 して 

ぅ來 つて 某、 命 をた すか b  、罷歸 ，9 候と、 一々 申 上 

ければ^々 力、 か を そろし き 次第 やと、 何れも かんじ 

たま ひける、 關白賴 忠宣ふ は、 藤つ ぼの 有さ ま、 じ 

ごう なれば せひ もな し、 せいめいが 占 かた、 神に 通 

せし 故な らん、 そうもんな さんと 有ければ、 せいめ 

い 承り、 此上 とても 御つ、 しみ、 然るべ しと 申 上る、 

かゝる 所へ 日藏 人、 あはた、 しく はせさんじ、 かう 

きでんの 女御、 御殿 を 出させた まひ、 いづ 地 共 御行 

方の しれざる 由、 禁中の 周章、 をび た、 しく 候と、 

大息つ いで 申け る、 關白 驚き 給 ひ、 其 御行 方を尋 よ 

と 力 、 ル 愛よ かしこと 夕間暮 ハヤ 三重 らうが はしく こ 

そ 上 「見へ に けれ、 去 程に 生 上 は、 御物 忌の 其內、 か 

うきでん の 女御 さ へ、 だい ひ を 失させ 給 ふに ぞ、 しん 

きん をいた ましめ、 殘し 置れ し 御文 を 取 あげ、 ゑい 

らん ありければ、 吹 ちらす 萩の 露に て、 身 をし， 9 ぬ、 

うき^の あきに、 あはで はてめ やと、 かく 計むな る 


言の葉 は、 藤つ ぼが ねたみの ほど、 思 ひ詞っ  > けて あ 

おきなく、 身を捨 ぼだいの 道に 入け るかと、 歙盧く 

るし くみへ 給 ひ、 ひそかに よしかぬ 是 なり を、 御 側 

近く 召れ つ、、 思 ふし さいの 有 間、 忍びて ィ 。地 花 山 

寺へ まふで せん、 用意せ よとの 綸言な，. >、 兩卿 目と 

め を 見合て、 是 はいかいと 思へ 共、 b ん げん なれば 

力なく、 畏て をう け をな す、 それよ..^ も 主上 は、 御 

しんでん を 出させ 給 ひ 三重 花 山寺 さして そ 「みゆきな 

る 

花 山寺 御幸 

「哀れ もよ ふす おか 野邊 に、 夜す がらと ほす ほたる ひ 

も、 きへ ぬ 思 ひの あれ はに や、 虫 だに むね を や こが 

すらん、 げ にあり はらの なり 平の、 きちう の 詠めに 

飛 ほたる、 雲のう へ 迄 いぬべく は、 秋風 ふくと 初臈 

に、 つたへ て くれの かねの 聲、 百 八 ぼんのう のね ふ 

bv さめ よと みほと けの、 をし へ は それと し.. 0 ながら、 

戀の やみち にたと. （'と、 道 もさ だかに みへ わかす、 

あゆみ 兼 させ 給 ひけ.. >、 よしかぬ 是成申 やう、 こよ 

いの 中に 花 山寺 迄 は、 中々 行幸 成が たくまし ませ は、 
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向 ふに 人家の 燈 火み へ 候、 あれ へ 行幸な し 申さん と、 

御手 を ひか へ たてまつ b ひ 三重 か を しる へ に たづ 

ね ゆく、 かゝ るう き 世に 秋の きて、 朝げ の 風 は 身に 

しめと、 むね を 休む る 事 もな く、 きの ふ もむな しく 

暮 ぬれ は、 まどろむ よは ぞ なみた なる、 あら 定めな 

の 生が いやな、 か、 る 所へ 兩卿 は、 主上の 御手 を 引 

まいらせ、 やう/^ たど. o つきた まひ、 しばの あみ 

卢を 音つ るゝ、 あるじの 女 立 出て、 たれに て 渡らせ 

侍ら ふぞ や、 其 時よ しかぬ 我々 は、 道に 行 くれ 足 は 

の そ イロ 地つ じが ましく 候へ 共力、 かしば し つかれ を 

休む るう ち、 を やど を賴 みたて まつる、 ィ 1 "地 女 は 聞 

て 安き 事に て 候へ と、 よに み くるしき 芝の いほ、 殊 

によ は ひも 中 そらに、 また かた ふかぬ ひと ゐの、 

さし もい ぶ. せきね やの 內、 力 、かみせ 申さん も耻し 

や、 おや ど はかな ひ 候 まじ、 よしかぬ 重ねて 道 はく 

ら ぶの 山た かみ、 せんご をぼう じて 候へば、 あこぎ 

と は を ほさめ と 力、 かこよ い： isb はか， 9 ね せん、 いや 

叶 はじと 柴の戶 を、 さすが を もへ はいた はしゃ、 さ 

らばと .5«ま，0' まし ませと、 力 、 か 蒙 を ひらけば 人々 は 

チクリ 急ぎ 立 入た まひけ， o、 見なれ 給 はぬ しつ がわ 


4^ 花屬. K  ^   . 

ざ、. - 主上よ しかぬ を 召れ っゝ、 あれ は 何と 云 物ぞ、 

よしかぬ あれ こそ 賤の女の、 いとなむ わざの わく か 

せと、 申 物に て 候な. 9、 主上 此 よしゑい ぶん 有、 し 

もが 下に も此 ごとく、 やさしき わざの 有け るな 地い 

となみ、 見せよ と勅餘 有、 よしかぬ あるじに 近付て、 

いざ もてなし にわく かせ を、 いとな ふで 見せ 給へ、 

女 は 打 ゑみつ ね にさへ 力、 かいとな む わ ざ を ま して 

や は、 御 なぐさみと 成るならば 力 、 グ いく 世 も へ なん 

わく かせの 三重 麻 草の いと を 上 「く， 9 か へし 

「まさう の 糸 をく， 9 か へし、 むかし をい まに なぞらへ 

て、 君 にもつる、 糸柳、 亂て もな を 麻ぎ ぬ や、 賤が 

うみ そのよる 迄 も、 世 渡る わざ こそ 物う けれ、 かゝ 

るう き 世にながら へて、 明暮 隙な き 身のう さ を、 た 

れ にかたらん かたいとの、 恨みて かひ はな けれ 共、 

めぐりくて かけの、 光る 源 もじ 御 げん もじ、 五 

條 あた.^ の あばら やに、 夕が ほの 宿 を たづね し は、 

HI かげの いとの か ふ きし、 それ は 名高き 人 やらん、 

かもの みあれ にか ざ hv し は、 い と けの くるま、 引つ 
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れ てき つれて 愛に、 いと 櫻 色 も 盛に さく 比 は、 くる 

人 多き 春の くれ、 ほに 出し 秋の 糸、 す、 き： z: による 

を や 歌 待ぬ らん アイ ノテ今 はた 賤 がくる いとの、 なが 

き やみお やくろ かみの、 を も ひみ だれし いにしへ を、 

まき か へしつ、 § ひも どし、 又とき なをす 玉の緒の、 

むす ひとめた よ 恨みの せきに、 めぐりあ ひた h- めぐ 

れゃ めくれ、 品よ くめ ぐれ 小 の、 その くるしみ を 

思 ひ あかしの 浦 T 鳥、 ね をのみ 獨 なきあかす、 ひと.^ 

あかせる 恨み をば、 よその 上と なを ぼすな と、 云 か 

と 思へ は忽 に、 めんしょく 替 りつの を 出、 頭に いた 

だく 金輪の 足の、 ほの ふの 赤き 鬼と 成て、 あら 珍ら 

しの 我 君 や、 うらめし や 捨られ て、 思 ひに しづむ 泪 

川、 詞む くひ は 今ぞ夕 露の、 きへ なん， 命いた はしゃ 

と、 はった とに らんで 立た b し は、 すさまじ か. 0 け 

る 地し だいな hN、 よしかぬ 是成 さはが すして、 つる 

ぎ をぬ き 持切拂 へば 力、 か をん れ うさす が 恐れつ、、 

少ち、 する 其 隙に、 雨 人君 を かこ ひつ、、 足に まか 

せて^ 行 を、 いづく 迄 かの がさんと、 跡 をした ふて 

追 かくる は ハヤ 三重 すさまじ かりけ る 上 「しだいな h'、 

か、 る 所へ 源の 賴光、 五 人の 郎等 引ぐ して、 もの ゝ 


く かためた ち を はき、 主上の 御 まへ に ひざ ま づき、 

あやうき 御なん を しゅごい たせと、 せいめい しらせ 

候 故、 はせさんじ 候と、 謹で 申さる ゝカ、 ル良兼 これ 

な b 力 を ゑて、 君 を しゅごして を はします、 かゝる 

所へ 藤つ ぼの をん れぅ、 くろ 煙 を 立て はせ 來. 9、 八 

めんの 惡鬼 となり、 や あ 賴光我 はもと、 山 田の をろ 

ちが 一 念、 藤 つぼねた みの 一 心に、 入替 て玉體 に、 

近づ きて 引 さ き捨、 ま -  一く になさん と はか. O しに、 

せいめい がか ぢ賴 光が 武勇、 三種の じんぎに 恐れつ 

つ、 本望 達せぬ くやしさよ 力、 かっかみ さかん と 呼 は 

る聲 ハヤ 三重 てんち を か へして 上 「飛 か、 る、 人.^ 少 

もさ はがす して、 じゅもん をと な へ 切 立れば 力、 あ 

まてる 神の をう ごの かげ、； ひか b に 恐れて うづ まふ 

を、 四天王の 人く、 や だぐ に 切た け. o、 賴光 

やか さや 首 打 をと し、 八方に らんで 立た， 0 し は、 也 

國增長 廣目多 門、 誠に 四 天の しゅごな. 0 とて、 貴賤 

上下 をし なべて、 皆 恐れぬ 者 こそな か. けれ 

第 六 
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其 後、 賴光、 四天王の 者 共 は、 君の 御供 仕り、 だい 

b に 還 幸な し 申せば、 あべのせ いめい かう き 殿の 御 

供し 、 急き 參內 仕り、 君 しんきん を い た ましむ る も、 

女御 失させ 給 ふ 故、 ひみつ を もって 御行 衞、 尋ね 申 

て かへ し 旨、 謹で そうもんす、 主上 ゑいかん 甚敷 

力、 か諕に ふしぎの せいめい やと、 おの/.^ かんした 

まひけ る、 か、 る 所へ、 勢 州の たんだい、 左 近の 太 

夫 はせ 來， り、 ^も 右大將 かけ かた、 平の 左官 重 茂、 

すいか 山に 城郭 を かまへ、 きんざいの 野 武士 を かた 

らひ、 むほん をく はたて 中な ひ、 捨 置れ なば ゆ、 し 

き 後日の 御大 事 力 、 か 急き 討 手 をつ か はされ、 然る ベ 

しと ぞ そうしけ る、 內ょ hs のせん じに は、 IJI^ ぎ賴光 

立 向 ひ、 逆臣ち うばつ 仕れとの 勅魏 な，. >、 賴 光おう 

け を 申つ 、、都合 其 勢 三百よ き 力 、 か 都 を 立て それよ 

hN も ハヤ 三重せ いし， フ さして そ 上 「向 はる 、、す. 5 'いの 

城に な， 0 しか は、 力、.^ ふたへ 三重に ハヤ 三重 押 取 ま 

き、 時の 聲をぞ 「上に ける、 域の 內 にも 兼て ごした る 

事 なれば、 同く 時をぞ 合け る、 其時賴 光、 駒の り 出 

し 大昔 上け、 ふ てんの 下に 住ながら、 君 を あざむく 

ふてき もの、 賴光 上意 蒙 b て、 罷 向て 有け るぞ、 命 
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をし く は降參 せよ と、 たからかに 呼 はった. o、 靈茂 

聞て 物ない はせ そ 打ちら せと 力 、かてき みかた パャ三 

重 入 亂れ、 愛 を さいこと た、 かひけ る、 坂 田の 金 時、 

是を みて、 ゑゝ もどかし、 みかたの せい、 某 ささを 

かけんと て、 れいの てつ 棒 引 さげて、 力、 か 大勢に ハヤ 

三重 割て 入 はらり と 「なきた ふす、 何 か はもつ て、 

たまるべき、 むら/^ ばつ と ぞ ちった， 0 ける、 時 こ 

城の 內 よりも、 51； 上 大，； ハ鬼 淵、 欽 とうと 名乘 て、 一 

もんじに 打て か、 る、 金 時す かさす 引はづ し、 ゑし 

や くもなく かいつ かみ 力、 か I ふり ふって なげ けれ 

ば、 み おんに 成て ぞ 失に ける、 鐘 どう a? たりと むす 

とくむ、 ゑ、 おこがまし や をのれ めと、 ひざの 下に 

引し いて、 首ね ち 切て 捨 にけ. o、 重 茂 今 は是迄 lj、 

打て 出る を、 渡 部す かさす 立 向 ひ、 しばし が 間た ゝ 

かひし が、 いつ 迄 時 を ごすべき と、 渡 部 いらって 打 

太刀に、 かたさきよ. ON ちの 下 迄、 ばら b やん JJ 切 落 

し、 首ち うに 打 を，^ し、 むほんの ちゃう ぼん 重 茂 は、 

渡 部の 綱 討 取たり と、 たからかに 呼 はった.. 景か 

た 今は是 迄と、 取て かへ し^んと する、 定 光末 武を 

りが さなり、 高手小手に いましめて、 勝 どき どっと 


作，. > っゝ、 都 を さして ぞ歸 りけ る、 千秋 万歲 目出度 

と、 貴賤 上下 をし なべて、 皆かん せぬ 者 こそな か 

けれ 


to- 
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鼹 s 政 

第 一 

名の. 9 かけた る、 ほと ゝ ぎすな の hN かけた る、 ほと 

とぎす、 雲の上に やひ -5- くらん、 是は兵 庫の かみ 地 

源の 賴 政な- 9、  5^ も當 今、 御 しんでんの 上に して、 

よごとに あやしき こへ 有て、 御のう おもく まし ませ 

ば、 ひきめ を 持てよう くはい を 力 、 かた いぢせ よとの 

せんじ を かふむ， 9、 なし 打 ゑ ぼしに 白 あやの、 はち 

まき 長く むすび さげ、 初 もみ ぢの ひた、 れに、 うこん 

の大 くち そばた かく、 らい じ やう どうと いふ 弓に、 兵 

は 水 はの 矢 を 取 そへ おんともに は、 いのは やた、 赤 

皮 おどしの 腹卷 に、 大 たち をぬ きくつ ろげ、 大の眼 

をい らゝげ て、 四方 八 めんに ゝら みつけ、 しう <\ - 

おとらぬ 出立に て、 よんのお と- 5- の 庭 上に、 心 をし 

づめ こくげん を 三重 今や/^ と 「待いた， 9、 旣に ふけ 

ゆく みじかよの;； I うしみ つ 過る 比お ひに、 とう 三で 

うの 方よ， 9 も、 黑雲 一 村 まひ さが. 9、 御 てんのうへ 

にお ほふと みへ しが、 大風 こぼ. くの 枝 を 折， o、 しん 

ill 色 ia?  W 賴 ^ 


どういな つまお びた ゝ しく、 御殿 も ハヤ 三重く づるゝ 

「計. 9 な 、す はや 是ぞ と賴政 は、 す いはをつ が ひ 高 

聲に、 なむ 八まん 大 ぼさつと、 しばした もって 切て 

はなつ、 何 か はしらす 雲 中に て 力、 かあつと さけぶ こ 

ゑぞ せる、 すかさす 兵 は を 打つ が ひ、 つるおと 高く 

へう といる、 手 ごた へと、 つが ひひ やうし に 聞へ て 

はっしと たつ、 ゑた b や あ ふと、 矢 さけ ひのこ ゑ 諸 

共に ど うどおつ る、 いのは やた っゝ とより、 取て お 

さへ こぶし もぬけよ 通れよ と、 九かたなぞさぃた.^^ 

ける 力、 か此 さう どうに みかき もる、 衞士 共たい 松 ふ 

り 立て， よくみ て あれば 頭 はさる 尾 はくちな ま、 raj 

手 は 虎の ごとくに て、 なく こ へぬ へに こ とならす フ 

シ 堂上 堂 下 j 同に チグ" 悅び給 ふ はかぎ， 9 なし、 たち 

まち、 御のう へいゆ ふ 有、 ゑいかん 甚淺 からす、 此 

けせう を は淸水 寺へ、 うづむべし との 御 事な. 9、 

關白 もと さね 公 を もって. 9 ん げんに は、 此せス のけ/ P 

じ やうに、 從 三位に じょせられ、 薄綠 とい ふ寳へ 妙に、 

御衣 一 重 給 は b 力、 产フぢ の 郡 を 一 圓に、 あてお こな 

はる、 所な. o、 又 官女の 內を 一 人、 下さる、 との 刺 

定、 賴政 うれし さ 身に あまり、 時 忠の娘 あやめの 前 
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を、 申請 度 候と、 言上 あれば 閥 白 殿、 六 小る 五：；：： 五日 

に は、 御ぶ たいに てく はんげん 有、 いづれ な. 9 共 其 

時節、 のぞみ 申せと 有ければ、 賴政 あっとお 請 をな 

す、 其 比； g 家の人々 に、 三位に のぼる 人なければ、 

世に 源 三位と しゃう しつ、 力、 M 豕の 面目よ の 三重 聞 

へ、 うら 山 さる は 「なか， 0 け. o、 玉の かん ざし ゆら 

やかに 力、 .-ゅるぎ出たる^^ふせぃ余銀、れぅら色々 

の、 花 を かざりて いちやう に、 ふた b つれたる まひ 

姬の、 いづれ を わけん 春秋 や.、 花 も 色 そふ 君が代 は、 

千秋 樂に すゑと をく、 さかへ さか ふる. 犬が 下、 天平 

樂と悅 ふなる ニッ 三重 こてう の 舞の 釉 かろく、 せみの 

羽衣 いつしかに、 夏た つけさ は 玉 かし は、 はも. 0 の 

神に しめ はへ て、 たむくるしでのたぉさと..^、 やう 

,0 うらく にせ H: の、 あっき 比に はわう しきの、 しら 

べに かくる あ ふぐうら く、 きく もす いしきす いてう 

チク- 、ゾ樂 水の、 綠 のせい がい は、 秋の しらべ の 面白 や、 

りつの ひ V きを 身に しめて、 雲井の 月の 影 高く、 こ 

ゑ を ほに あけ 初 腸の、 天の川せ やわた るらん、 よの 

まの 風に 霧晴 て、 さへ こそ 渡れ 父、 i はまた、 あられ 初 

911、 ふれ や ふれ、 我 ふるつ まの いとし さよ、 みぞれ 


五 百 九十 六  ： 

ふるよ はね やさむ み、 きて かさねた る戀 衣、 うらみ 

てあかす 折 も 有、 地 君の 情 はっく はねの、 かけよ.. > 

しげき 秋 すの 力 、か 外 迄.^ ゆ" めぐみの 末、 何 か は 

もれん 道す ぐに 三重 げんじ やう 樂の 「舞の 釉、 かへ す 

かへ す も、 大君の 御代 を 祝 ふやばん じ § 樂、 打 やつ 

つみに かねの こ ゑ、 びわ 琴 わごん ひち りきに、 せう 

こ ゝの 度そう すれば、 ほうわう 愛に 舞 遊び 力 、 かしん 

にをす.ますくはんげんは三重>^1- IX  「及よ れす、 

かねてよ b 賴政 は、 あやめの 前の 方よ， 9 も、 ちつ か 

にあ まる 文 を ゑて 力、 か い つみきと て かみ かの 原、 見 

もせぬ 戀 にあがれて、 思 ひな づ みて おはせ しが、 け 

ふのふた，.^の舞姬を、 いづれ を それと しら ざれば、 

いかい はせんと あんせし に、 關. m 仰け る やう は、 い 

かに 賴政、 此 二人の 官女 こそ、 あやめの 前 まこもの 

前、 い づ れを 候と、 仰 あれ ば 賴政は 取 あ へや ハヤ 三 

重 さみだれに ぬまの、 まこも..^ 水 こ ゑて 地 いづれ あ 

やめと、 引ぞ烦 ふと ゑいし 給へば、 元 さね 公、 あや 

めの 前の， 手 を 取て、 け ふ は 幸たん ノ」 にて、 軒の つま 

にも あやめ ふく、 よき 折 なれば 伴 ひて、 妻に みよと 

のりん 言 ぞと、 賴 政に 地 給 はれ は、 互に 目と め を 見 


合て、 につ こと ゑみて 指う つ ふき、 面 を 赤め 嬉し さ 

を、 r 秈 につ ゝむ もけ ふよ は、 あら はに みへ て 夏衣、 

ひとへ にか はす 契の 末 力 、かげに たのもし ふ 人々 も、 

^in 悅ひ をが し 給 ム、 賴政は それよ..？' も、 あやめの 前 

の 手 を 取て、 返 出せん とせし 所へ、 寅の すみに し 

て、 物 昔し き b にさ はがしく、 人々 あやしと 見^ ふ 

に、 大和 國の 住人 石門將 ぐんの 末 やう、 石 川の 次郞 

秀 門、 直垂 のつ ゆ を 取、 大弓に ぬ，.^ つるかけ、 十六 

さいたる 白 はの 矢 を、 ほろ の ごとくに ときみ だし、 

郞等黑 塚 江 內にカ 、かもの、 ぐ させて 召 つれ、 庭 上に 

畏り、 W も 某、 今日との いに 相つ めしに、 れいけい 

でんの， 上に、 黑雲 一 村 まひ さがる を、 只 一矢に てゐ 

てお とし、 是 迄持參 仕る と 力、 か 侍 共に かき 出させ、 

御前に ぞ 直しけ る、 人々 立 寄 見 給 ふに、 賴 政た いぢ 

なし 給 ふ、 ぬへ に 少もか はらねば、 又 重ての 惡靈か 

と、 舌 を ふる ふて おはします、 時に 秀 門が 申 やう、 

某が 高名 も賴 政が 高名に おとる ベ き やう 候 はねば、 

我 も 望の 官女 有、 給 はれ かしと 言上す、 賴政 はす ゝ 

み 出、 いかに 秀門、 其 化生 は いづこ をば しゐ給 ひし 

ぞ、 矢つ ぼ を 見ん と宣 へば、 秀門 大きに 腹 を 立、 御 
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身 を賴 んで秀 門が、 高名 をな すべき や、 退 給へ と は 

つたと にらむ、 いの 早 太 もとよりも^ を こらへ ぬ 男 

にて、 ぉゝ/ 高名 はさ も あらん、 其 化生に 某が と 

どめ を さして ゑ させんと、 つば もと くつろげ 飛で か 

かれば、 此 ぬへ 忽起 上り、^ ん とする を いのは やた、 

そくび をつ かんで 取て ふせ、 かふ ひし めん を 引はづ 

せば、 あんにた が はす 大男、 す はこ そ 正たい 願れ た 

れ、 やうす を 申せと せめつ くる、 秀門 むねん ゃ顯れ 

しと、 たち 引ぬ き 打て か、 る を、 とのい ぶしろう せ 

きものと 押 取 まく、 叶 はしと 秀門は 力、 か江內 諸共 高 

つ いぢ、 とびこへ- /^近 失け る、 人々 つ  >  いて 追 欠 

る を、 關白 せいし 給 ひつ.^、 やうす はしれた b しづ 

まれ 力、 か拆賴 政に は ゆだんな く、 いよ/, 大內 しゅ 

ごな すべし、 先 は あやめ を 俘 ひて、 返 S3 あれと 宣へ 

は、 賴政は 有が たし/. » と 、あやめの 前の 手 を 引て、 

だい，^ を 退出し 給へば、 早 太 は 件の くせ 者 を、 やか 

たへ か へ， 0 せんぎ をと げんと、 追 立./,^ それよ. 0 も、 

君の 御供 仕る 力、 か天晴 時の 高名 やと、 きせん 上下お 

しなべ て、 皆かん せぬ もの こそな か b けれ 
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第 二 

其 後、 石 郞秀門 は、 だいりに ての ろうせき、 其 

上に ふかく を 取、 ^の 住居 叶 はやし • さがの ゝ へん 

にち つきよして、 かしん 黑塚 江內を 近付、 いの 早 太 

めが はやり 過、 いらざる isl- を 言 出し、 それ ゆへ にこ 

そ剩 弟の 國五 郞秀甫 をば と b- ことなし、 跡へ もさき 

へ も ゆかざる な， 9、 もと 此 いしゅと いつは、 大 rS へ 

ん げた いぢの ぎ を、 某に 仰 付ら れ しが、 我 思 ふに は 

目に さへ ぎらぬ へんげの しょい、 若 も 事 をし そじな 

ば、 弓矢の 名お h- と m- ケル ゆへ、 事 をつ ゝ しみ じたい 

なす、 是 もの ゝ ふの 本意 ぞゃ、 それに あの 賴 政が、 

ゑたり が ほに 照 e;; して、 へんげ をた いぢな しける 事、 

思へば くむ ねんな hs、 しかし 是賴 政が、 武か うに 

は あらざる な h -、 かれが 家の 調法に、 雷 上 動と いふ 

弓 兵 波 水 破と 云 矢 有、 並な きめいき にて、 此 弓矢 を 

持し ゆ へ か， 思 はぬ 手柄 をいた せし な. 9、 何と ぞ して 

此 弓矢 を 力、 r つば ひとらん 手 だて こそ、 有 やい かに 

と 云ければ、 かしん 江內 承. o、 究竟の 事 候、 某 忍び 

を ゑた りし 者、 かたら ひ 置 候へば、 かれら を賴み 一 


同に、 赖政 方へ 忍び入、 うば ひ 取て 秀重を も、 御供 

申歸る ベ し 力 、 か 御 心安 かれと、 手に 取 やうに ぞ 巾け 

る、 秀門 大きに 悅 びて、 然 らば 汝にま かするな り、 

幸 こよ ひやみ にて 有、 用， Q をい そげ はやとく/ \» 、& 

力、 ル畏 候と チク. '忍びの 上手 はたれ- (-ぞ 、いなづま 

のとび くも、 やみの よの 鐵太 郞、 小ぐ まお しか を さ 

きとして、 つがう 其 勢 三十き、 一 やうに 出立て *、^ 

其：！！ のく るゝを ハヤ 三重 今や 》c,o 待， Q た. 9、 かくと 

はしらで 賴政 卿、 みたちに か へらせ 給 ひつ ゝ、 い Q 

早 太 を 御 召 有 こよ ひ はとの ゐ にさんだ いす、 汝は宿 

に殘 っゝ、 兵 は 水 は 雷 上 動、 かねて 預けお く 所、 用 

心お こたる 事な かれと 力 、 か 瀧 口 を 御供に て 三重 きん 

,0 を さして ぞ 「あがらる、、 旣に 其よ の、 子の刻 計 

と覺 しき 時、 三十 人の 忍びの 者 力、 レ/ 人の 寶を うば 玉 

の、 黑き 装束 一 やうに、 したみの ちゃう ちん 相詞、 

半弓 打 物 取々 に 力 、&我 もくと 賴 政の、 つ いぢの そ 

とに うか 、ひより、 稻 妻の 飛 雲、 ひら. 9 と Y フ ゑに 飛 

上 力 、 か內 のて い をみ て あれば、 人 しづ ま. „ ^て 昔 も 

な.， ~、 す はやよ きぞと 云まゝ に、 門の 貰の 木ね ぢ切 

て、 扣づの ふへ を ふきければ、 三十 人 は 一 同に、 我 


も 我 もと 亂 入力 、 かかし こに 有し 番の 者、 - 1 はろうせ 

きと ひしめ く を、 おこし もた て や 切て すて、 其 中に 

一 人 を 高 手 こてに いましめて、 资藏の 有 所 を あんな 

い 致せ、 さもな く は 命 を 取が いかにと 云、 番人 わな 

なき 何が^、 命 をた すけ 給 はらば、 あんない 致 申べ 

し、 寶藏は 所院の 東に 御 ざ 候、 いの 早 太 殿よ る-^ 

は、 きん 番 致され 候と、 申ければ 引 立、 さきに あゆ 

ませ あない させ、 寶藏 さして ゆかんと する、 か、 る 

所に 長 七と な ふ、 物音の あやし さに、 うか、 ひ 寄て 

みて あれば、 す はしれ ものよ と 十五 そく、 大 のか 

また 引か ふで、 よつ 引て ふっと ゐる、 i 〈先にす ゝん 

だる 男が 首 ほね ゐ 切て 力、 レ， 跡に 立た る 大男、 一 一人つ 

らぬ きどう ど ふす、 す はや 夜討ぞ 殿原 達、 某是 にて 

ふせぐ 內カ 、 . ^もの ゝ ぐ あれと 呼 はって ハヤ 三重 指収 

引つ め 「ゐる 程に、 とうぞく 共 はた ま. 9 かね、 と あ 

る こかげへ さっと 引、 かくる 所に、 賴 政の み內 なる、 

相 澤源藏 森 山 七郞、 一 もんじに 切て 出力 、かとう ぞく 

共に わた h- あ ひ ハヤ 三重 火花 をち らして 「切 立る、 手 

元にす ゝむ やつ 原 を 力、 上 ハ七人 切て すて、 しばらく 

いきつきいた， 0 ける、 こゝ によ 打の 方よ b も、 六尺 
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ゆたかな 大男、 まっくろに 出立て、 八 尺 計の つげの 

棒、 矢 がらの ごとく ふ， 9 ま はし 力 、 か兩 人に わたし あ 

ひ ハヤ 三重 愛 を せんと ぞ 「た、 かひけ る、 さし もす ぐ 

れし者 共 も、 何 か はもって たまるべき- 大ぢ にどう 

ど 打す へて 力、 か 力に まかせて 打ければ、 みおん に 成 

てぞ 失に ける、 かゝる 所に いの 早 太、 寶藏 しゅごし 

ていた， 0 しが、 らいの ごとくに かけ 來 り、 ゑ、 とう 

ぞく ふせいの 奴 原に、 忍び いられし 口お しゃ、 たい 

松 出せ 者 共と、 一 丈 計の 鐵の 棒、 まっかう に 指 かざ 

し、 打て か、 れば 大男、 しづんで すそ をな がんと す 

る 所 を、 かさに か、 つて 打ければ、 忽 むなしく 成に 

けり、 殘る者 共 一 同に、 しこみの てうちん ふ.^ 上て、 

是 こそね かふ 敵よ と、 むらがって 打て か、 る、 早 太 

笑て おもしろし、 いざ 參 らんと 大 せい を 力、 -ぃ 弓手に 

相 つけめて にうけ、 八方 拂 なぐ b たて、 たゝ きちら 

して かけ 立れば 力 、 かとう ぞく 共 叶 はやして、 中 を あ 

けて ぞ 通しけ る、 其 隙に み內の 人々 力、 か 一 度に どつ 

とわたし あ ひ、 火花 を ハヤ 三重ち らし てた、 か ひけ 

る、 か、 る 折 ふし きん hN にて、 ぬへ にたば か， 9 とら 

はれし、 秀 門が 弟國五 郞秀重 は、 かごみの 內に 有け 
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るが、 よき 幸と 思 ひつ ゝ、 やがて かごみ を 忍び 出、 

寶藏に はせ 入て、 兵 は 水 は 霄丄 動、 やすくと 盜取、 

す はや 本望と げた.. しぞカ 、 か 跡に つ ，》• け や 者 共と、 

くも を かすみ に^て 行 力、 ル早太 むねん ゃ餘 さしと 

跡 をした ふて 追 かくる、 くらさ はくら し 道み へす、 

其 行方の あら ざれば、 せんかた もな くた > す みは、 

み內の やうす きづか はしく、 取て かへ せば 賴政 卿" 

きん b- にて さう どう を 聞 召されて、 とのい の やく 力 

力 ^御 ゆるし 蒙 b て、 急 やかたに か へらる、、 皁太は 

つと ひざ ま づき、 有し ゝ だい を 申 上る、 賴政 大きに 

立腹 有、 かゝ るろうせ きとう ぞく は、 よのつねの 事 

なれ ど、 わが 家の てう 寶 三つの めいき を、 やみ-,^ 

とうば はる ゝ こと は 何事 ぞ、 きっと 尋て わが 前に、 

持 來ら ざる 其內 は、 七生 迄の かんき ぞゃカ 、 か罷 立， i 

にらみつけ、 奧を さして ぞ入給 ふ 力、 ル早太 だう の 

泪 にくれ、 君の 仰 はしごく せ b 力 、 ル天は ひい さう 地 

はこん. 0 ん ならくのそこに 至 共、 取 かへ さで は此御 

所に、 立 か へら じと 飛 上り、 おと. 9 上て はがみ をな 

し、 行方 しらす 出た b け. 9、 かの いの 早 太 か 心の 內 

力、 かむ ねん 成け るし だい やと、 きせん 上下お しなべ 
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て、 みなかん せぬ もの こそな か， 9 けれ 


其 後、 三重う き 世は戀 の、 ふち なれ や チクリ かよ ひく 

る 身 は 川 水よ、 まもる 人め はいせき にて、 まつげし 

からむ 泪川、 浪に ゆらる ゝ まこもの 前 地はづ かしな 

がらけ ふこ、 に、 やつして かく も 出る 身の 跡 は 三重 野 

となれ 山吹の、 せに かけ みれ はわが すがた、 けうと 

き 計お もやせて、 しのぶの みだれ ひとしれぬ、 思 ひ 

を つねにす るが なる、 ふしの 高 根 を 音に のみ、 き、 

波. 0 つ、 あ ふ 坂の、 關 のこな たに 年 を ふる 地心 は^ 

が 物 なれ ど、 ま、 にならぬ はいな 物よ、 つれな きひ 

と 、し， CV ながら 力 、 か， こふる、 ひの おろかに て、 すきに 

は 身 をもう つせ みの、 ねに なきくらし 秋 くれば， も 

ぬけの からと 成 はつる、 眞 如の e: の 影く つき、 むね 

の 思 ひの くもき を、 ことのは かせに こよいし も、 

はらさん 事の うれし さに、 門出い はふ 君と わが、 中 

末 ひろに いつ 迄 も、 長く 扇を參 らせん、 あれなる と 

のよ、 そこ かあつく は、 こなたへ ござれ、 こ、 はす 


すしき 柳 かげ、 数の 扇の 風な をす いし、 扇め せ/. -、 

うち はも そふよ、 ち. J- の もやう を 三重 かざりたて、 引 

やくる まの くるしき も、 しんくの 糸の 手 もた ゆく、 

つかれはて たよ 君 ゆへ に、 うき 名 はよ もに 橘の、 小 

嶋が崎 や こ、 ろせ き チクリい つ か はは や く大 村の 地 

里の 名 を さへ たのもしく、 思 ひながら も 皆 人の、 よ 

を 物 うぢと 聞から は、 我 身 一 つに あらね 共、 戀 をす 

る 身の くせと して チクリ 命の 程 も それ迄と、 思 ひ 切て 

はつよ.^^ と チクリ 笑 は、 わら へい は， 《• いへ 力 、かふ 

つ ふつ 思 ひきり つぼの、 ないし 所 もなん の 其、 かぐ 

ら 拍子 は 聞もう し、 鈴 ふ b すて、 出る にぞ、 ひとへ 

も はかまぬ きかへ て、 染 かたびらの はで もやう、 す 

あし 高つ まひ ら/^ と 力 、 ル 風に もすそ の ひる かへ 

る、 歸る はい やよ 行 くれて、 戀 しき 人と ふしゃな き、 

夕風 そよ く 下 かげに 三重し ばしゃ すら ひ 給 ひけり、 う 

ぢ の^せの かけつく， り 地 うち 見 床しき そらた き は、 

のきばに く § る かや り 火と 力 、 か 人 やみ るらん 夕す 

すみ、 みす 上させて 賴政 は.、 あやめの 前の 御 杓に て、 

相 盃に顔 をよ せ、 互に 御 目 を 見合て、 につ こと 笑 は 

せ 給 ひし は、 いづれ H 雪花 もみお、 たと へて いはん 
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色 もな く、 淺 から ざり した はふれ に、 さへ つ さ、 

っ盃 の、 赤き は 酒のと がに して、 ひや、 かな b し 川 

風 も 力.、 ル いと 興 有 て ひざ 枕 チクリ ふかき 中- 】 そわ. 9 

なけれ、 柳の かげより まこもの 前地此 てい をみ てた 

へ かね、 ひたすら あこがれ かく 迄に 地 なれぬ 手 わざ 

に 身 をし のぶ も、 ひと へ にあ やめが わざ ぞ かし 力 、 ^ 

しょせん あやめ を 失 はんと、 ち 人に 思へ ど せんか. た 

なく、 きしに のぞめ は 水の 色、 あい を そむかと おそ 

ろしく、 とや せんかく やと 身 を も だい、 岸に なびけ 

る 柳 かげ、 枝 をった ひて へい を こし、 せひに 思 ひ を 

はらさん と 力 、 かいと はかなく も靑柳 を、 つた ひの ぼ 

b て 見 給 ひしに、 つれな くも 柳の ゑ だ 力 、 ，レ はっきと 

おれて まこもの 前、 川へ ざんぶと しづみ ける 力、 ^さ 

れ共思 ふき 力の、 うき あか， 9 つ ゝ お よき- J しちん の 

もとへ， i 近付て、 岸の 浮 草 力に と 力、，， 取 付 は 川風 

に、 ゆりお とされて いくたび か 力、 f フ きて は しづみ 

しづみ て は 地 うき を みるめの か， n- のよ に、 もろき は 

人の 命に て、 底の み くづと 成け る は 三重 哀な. ける 

「し. たいな.^、 げ におし め 共け ふの 日 も、 くれはの い 

とやぬ きみ だる、 玉 かとみ へて とぶ ほたる、 そ もや 
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きせん かいに しへ は 地 しかもす み ゑて きをす まし、 

花鳥 虱 H: のた のしみ も、 げ にこと は， 9 と 思 はれて、 

しらぶ る ことの やさしく も、 つよから すして よは か 

らす、 お ふなの 歌の しほら しく、 名 もな つかしき 紫 

の、 雲井の 曲 やわ すらる、、 わが 身の程 は 思 はれて、 

あだ 名た つ、 うき 人の 末の よいか^ 有べき ぞ、 身 は 

うき 舟の よるせ なく、  lii も 今 は あらいその、 岩う つ 

浪の音 つれに、 ちいに くだく る こ、 ろかな、 のきば 

にお ふる 八 ゑむ ぐら、 歌 力、 リ あめ 打 そゝぐ つれ/,^ 

に、 昔 を 忍ぶ 折から、 あわれ を そへ て 草のと を、 た 

たく や 松の さよ 風に、 おとろ か 三重され てなが むれ 

ば、 ね やの 隙 さへ つれなくて、 明 やらぬ まの ひと. 9 

ねの、 夢に 計り はよ な- (-、 思 ふ 人 を、 みちの くの、 

な こその せき を たれす へて、 うつ、 のこと も あは ざ 

らん、 卯の花 はちす なでしこ、 風 ふけば、 すいしく 

て、 水に 心 をう つせ. 9、 そのさん 曲の、 つま 音 や、 

こ ゑよ くうた ふ ひ >«• きに は、 ち b も 立 まふ ちんの 內、 

かんに たへ たる 「ばか. 9 な ひ、 かくて 物 をと 打し め 

り、 あやめ 仰け る やう は 力、 シ川 のよ 風 は 身の どく 

ぞ、 いざくお くへ と、 賴 政の、 御手 を 取て 立 給 ふ 
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を、 しばし/^とかたゑょ，£^、 しと/、 と賴 政の、 

たもと を ひか へと、 むれば、 賴政 おどろき こはた そ 

と、 御. りん あれ はまこ もの^、 消に くれて つれな し 

や、 け ふ はしめ ての 忍 ひか は、 かねて ぞっ， 6 る 身 は 

うぢの、 山よ. H 咼き 文の かす、 かい やり. ゲ VI- ゝ うら 

みし や 地 過し く はげん の 折からに、 引す てられし 恨 

を は、 君に しらせん 其爲 に、 よはに 紛て 內.. を 出 地 

かくはし たなき 身と 成て、 是迄來 る 情に は、 思 ひ を 

叶へ てた ま はれと、 すがりついて ぞ なき 給 ふ、 賴改 

さすが 其 こ、 ろ、 岩 木なら ねば さほど 迄、 わ. 5 なき 

心の うれし さよ 地 去ながら け ふし も は、 つまの あや 

めが 見る まへ 有力、 ル又折 を ゑて ゆ ふくれの、 忍 ふと 

ぼ その 手引 をば、 よきに こしら へ 申べ し 力、 か 先々 こ 

よ ひ はか へられよ と、 さま '詞 をつ くさる、、 ま 

こも はせ ひに 承引せ や、 思 ひ 定て來 る 身に、 何 重て 

の あ ふせと や、 つれな しゃな さけな し、 あび 大域の 

^に 人る せへ、 みらい やうこう、 {15 れは せじと はら/^ 

と、 なく 泪に 面色 替て、 せんげん たる 雲の びん づら 

さか 立て 力、 あいじゃく しんいの つの するどく、 花 

木の ごとくに おひ 出れば、 あやめ は是に 驚て、 おく 


へ^ 入 給 ひし を、 いづく へやら じと 追 欠て、 いらん 

とする を賴政 は、 まこもの 前が 乱が み、 むすと 取て 

押す くむる 力 . ^ かなし やと さけぶ >  J ゑ、 もろともに 

ふ，^ か へ つて、 賴政 にいだ きつき、 しめころさん と 

する 所 を、 御つ ぎに ひかへ たる、 渡 部き お ふ 瀧 口、 

此 よしをみ てつ 、と 出、 たちぬき もってて うど 切る、 

はっとい ふこ ゑ 弓手に きこへ 力、 かめて にみ へつ、 

うしろ へ ぬけ、 波に ちらめ くいなつ まの、 かけよ 

はやく 飛め ぐる は ハヤ 三重す さまし か b ける 「しだい 

f、 主從 たち をぬ き 持て、 なむ 八幡 大 菩薩と、 名 

〈1 の もん を じゅし、 雨 方より 切 立れば 力、 かおんれ う 

今 はた まりかね、 かしこ へ どうと ふす 所 を、 さん/^ 

に5^たりしは地 さんをみだせしごとくなり、 きお ふ 

しがい を かい 取て、 さかまく 水に なげ 捨れ ば、 つい 

に は 本望 たっせん と、 云 こ ゑ 計り 殘っ、 力、 f つな-の 

川き， 9 たへ/,^ に、 顯れ 渡る 三重 明かた の、 跡 白浪と 

成に けり 力 、 かけに おそろし きしう じゃく やと、 貴賤 

上下 押な ベて、 皆かん せぬ 者 こそ 無 けれ 

第 四 
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「其 後、 源 三位 賴政 は、 うぢ 川の 別ぎ やうに て、 三日 

三 やの、 御遊 ゑん ましくて、 け ふ は 都の 上 やしき 

へ、 御歸り 有べ しとて、 みだい 所 諸共に 力、 ル あまた 

の 供人 召ぐ して、 三重 錦の 小路へ 「歸ら るゝ、 やた け 

心の もの、 ふの、 やそ うぢ 川に よる 波の、 立 出 ゆけ 

は 朝日 山、 かげ さす 水の 淸ら かに、 ひ をの ひれふる 

冷し さよ、 面 .01 ゃ此 川の、 よるに も なれば 螢火に、 

光 あらそ ふうか ひ 舟 地む かふの 山 はか， 9 人の、 ほぐ 

しの あか. 5 ほの みへ て、 あくる もしら す 夏 くれは、 

今は靑 はに 山吹の、 花.^ あくた とち，.^ 過て、 うつる 

月 日の はやき せに、 なれても 逋ふ芝 舟の 地 こがれて 

こ、 に賴政 は、 あやめの 前と 諸共に、 け ふかへ る さ 

の 道す がら 力、 かかち、 を はこびみ へ 渡る チクリ 名所 

きう 铘打 ながめ、 かた ひなぐ さみ 愛 かしこ、 手 を 取 

か はし 立つ とひ、 とけて 亂て 君と わが、 中よ へ、 い 

つへ、 なゝ へ 八重 はや 九重の、 空 高き、 山の かいよ 

り ほと/^ と、 昔 つれて 過る、 ほと、.、 きす、 是 もせ 

きかと 行 やらで、 ふたりの、 中に 二 こ ゑ を、 きか ま 

まし さ に、 と い i6,9 匸三重 いづく と 人 - J  、とよ ひ はて、 
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さなへ とる て ふ、 さ をと めのうた ふ 田 歌の は b. 上た、 

こ ゑ も ひなびて おかしやの、 かほ はみ へね とすげ か 

さの、 白く うごきて いれちが ひ、 ゆき、 の 人 も、 .^；： 

とま hN 地し ばし 昆 る まもい ざよ， 0 て、 あっさ、 しの 

がん 笠 取 山、 うすき 农 もうる さくて、 あ ふぎの 風に 

そよ/^ と、 なら や 伏 見の 里ち かく、 扉 は 花見し 藤 

の 森、 今 はしげ. 9 て 深 草の、 深き 中 を はよ もさけ し、 

かしらの 雪の ふ， りか 、り 三重お もき がう へに、 つもる 

とも、 おしの ふすま は 物 か はに、 いつも か はらす い 

つもた、、 いな の 山の 神 さびて、 きの ふ も 通 b 京 

極 や、 四條か はらに さし か、 b 地 あとよ， 0 風の さう 

さう と、 吹く る 音に 身 ふる ひし、 や、 さむき 程ぞっ 

として、 ひざ 打 ふる ひ賴政 は、 心地 あしげに みへ 給 

ふ、 あやめの 前 はお どろき て 地い かい 渡らせ 給ふぞ 

や、 心 は 何と ま します と、 ひたい をお さへ うしろ を 

なで、 かいほう あれ は 賴政は 地 さの みに あんじ 給 ふ 

なよ、 あっさの つよき ゆへ ならん、 しばらく つかれ 

を やすめん と、 道の かた へ に ざ を も ふけ 力 、 か 女ぼう 

達 も 打 寄て、 よきに いた はり 奉り、 御の，.^ 物 をす、 

めら れ、 めさせ 給 ふに 目 も くらみ、 V やめら わかす 
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あやめの 前、 心 元な やみ づか らも、 いざ あいこし に 

のり 申 地 み藥ま いらせ 候 は んと 力、 少フ つらせ 給 ひ 

夫よ-り も 三重ぎ をん 林 を 打 過て、 心 をつ くしき をく だ 

き、 今 はと ほうに くれ 竹の、 す 3- め 色と き 過る 比 三重 

みたちに つかせた まひけ り、 ：ゝに 又、 いの：： 十 太た 

いすみ は、 雷 上 動の 弓、 兵 は 水 はの てう ほう を、 尋 

出して 賴 政の、 かん きをゆるさ れっか へんと 力、 ^思 

ふ 心の 一 筋に、 野に も 山に もや どる 身の、 是も 一 つ 

は 武者し ゆ 行、 こよ ひ はむしよ に 指 か、.. y 力、 ル比は 

ふみ 月 中の よの、 なきね ま、 つる 折 なれば、 思 ひつ 

づけて 世の中の 力、 ル 無常 をく はんじ もくねんと、 し 

ばし 休ら ひいた b け. o、 れんぼの やみの くらければ、 

まよ ふ 心の 本來 は、 むめう のく もに お ほ はれて、 猶 

立 かへ すまう しう を、 いっか はらさん わが 思 ひ、 う 

ら めしのう き 世 や、 あら うらめしの * つき 世 やと、 

かこちて 其す がた、 いとなまめ いたる 女ぼう の、 花 

を かざ. 9 しとうろう を、 むしよ にたむ けて 歸り しが、 

早 太が そばに しと、 寄、 毘 申せば 其 かたに は、 旅つ 

かれと みへ て 有力、， ぃ此所 はれんだ い 野、 いかで わた 

もせ 給 ふと、 ふ、 早 太 聞 て 我 は 旅い 者 なれば、 所の 


いと ひ は 候 はす、 おんみ は 若き 女郎の、 何とて 獨此 

所へ、 來. 9 給 ふはい かにと とふ、 女 はに つ ことうち 

笑 ひ、 よに なれく しき 物語 力 、 か 御 はっかし ふ 候 へ 

どもみ づ からが、 身の上 を、 語て 聞せ 申へ し、 それ 

に 付て は 其 かた を、 お 賴申事 有と、 申ければ た 3. す. 

みは、 5^ ゆ ふて ふなる 女 かな、 我 は 思 はぬ なんに あ 

ひ、 か、 る 浮世の めんどうに、 我 身 ひとつのお きふ 

しさへ、 ふす いの 床に かる もの を、 聞 も 中々 かしま 

しと 力、 々立 さる 釉を 引と ゝめ、 こ は 情なき 御詞 地み 

づ から は此 里の、 民の つまに て 侍 ふなり、 御身 もと 

のにて 候へ 共、 男の 心の 淺は かに 力、 かきの ふに け 

ふ は 引かへ て、 あすか、 はらの 川の せの、 か は， 0 や 

すく もこと いろに、 うつる のみ か はみ づ から を、 地 |£ 

なく も 追 出し、 跡 はさ か. 9 のます 花に、 れん， 0 の 枝 

と 契. 0 つる、 か、 る 恨の 數々 を、 せめて 一た び 語. 0 

つ、、 にくし と 思 ふ 者 共 を、 思 ひの ま、 に 失 ひて、 

本望と げんと 思へ 共、 あやにく と 門 礼 を、 とうとく 

かぢ して 打て 有、 是を はなして たび 給へ、 さも あら 

ば 千 僧 萬 僧の くやうよ， 9、 有が たからん と 云 こ ゑ も、 

消に くも. 0 て 申け る、 皁太 驚き こ は、 ひへ ぬ 云 事 や、 


げ にも 女中の 心に は、 しっとの 深く 有 ゆへ に、 理と 

は 云ながら、 門に 打た る 其 札 を、 たと へ はなして あ 

れば とて、 追 出す 程なら ば、 中々 內へ はよ も いれ じ、 

先程よりの 事共 は、 一 つと しての みこます、 外を賴 

候へ と、 すん と 立ん とする 所 を、 女 はいと いすが. 0 

つき、 げ に-^ 仰 は尤な b、 我は此 世に なき 身な. r^、 

物き 、給へ、 先惣 じて 、人 に 用事 を賴 に は詞 出家 は 出 

家ぶ し はぶし、 それ の 道に よる 地 わら はは 御身 

のみ 心 を、 大 かう へと 見 請し ゆへ 力、 か 女の 力に 及ば 

ぬ を、 賴 みまいら せ 侍 ふな り、 御身 程なる 侍が、 物 

賴んと 云 をき、、 ^かへ らんと は あ、 いひが ひなし 

(. かやう の 所に ふし 給 ふ を、 武者修行 ともお ぼ 

しなば、 猶更 御名 を耻 給へ、 御身 は 正し/、 源 三位 賴 

政 卿 の 郞等、 い の 早 太 に てまし まさす や、 い かにく 

と 云ければ、 早太詞 につめられて、 せひ もな し此上 

は、 札 を はなして ゑ させんが、 所 は いづく と、 ひけ 

れは、 うれ しゃこな たと 手 を 引て、 半 だん 計り あゆ 

みつ、、 此所ぞ とおし ゆるに、 ふ， 5 むく 霧の たへ ま 

よ， 9、 ひとつの かう 門み へたり し、 早 太 近く も 立 寄 

て、 刀 をぬ いて 門 礼 を、 こぢ はなし 捨 たりけ，^、 女 
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悅びぅれしゃな、我は是まこもの前がぉんれぅな..^、 

いで/ \ 本望 達せん と、 云 こ ゑ 天ち にな b わたって 

ハヤ 三重 霧に 紛れて 失に け， 9、 早 太 驚き、 こ はいかに 

と、 みるょ，.^早く霧晴て、 む 所と みへ し はわが 主君 

チクリ 賴政 i; の やかたな り、 W はへんげ の 某 を、 たば 

かりよ な 口お しゃ、 おのれ いづく へ のがさん と 力、 爪 

追 かけ 出ん とせし 所に、 駒 を かしこに 芝つな ぎ、 其 

身 かろ. げに 忍び寄、 へいに 竿 を かけ 伺 ふ 者、 さしつ 

たりと いの 早 太、 近々 と 詰 かけ、 むすと 引 組 引よ せ 

て、 よは こし をい だきあげ、 大地 へ どう ど 取て なげ、 

すかさす 上に の..^ かゝ つて、 そ も 先お のれ は 何お ぞ 

と、 首 ほねつ かんで つきつ くれば、 かう ベ もくだく 

るた へがた さに、 ふる ひく、 我： そ は、 秀 門が 弟 

國 五郞秀 重な b 、お忍び 入て 賴政 をが いせんと 思 ひし 

に、 しそんじ たるむ ねん やと、 はね かへ さんと 身 を 

もがく を、 猶 した、 かに ふみ 付て、 拆は おのれ は 過 

し 比、 ぬへ にばけ て 雷 上 動、 兵 は 水 は をぬ すみし よ 

な、 さあ 其 弓矢の 有 所、 眞 すぐに 申べ し 力 、かさなく 

ばかた ほね 引ぬ くそと、 せめ 付と ひけれ は、 秀 門が 

手に 有よ し、 一々 に白狀 なす、 早 太 笑て うれし やな、 
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おのれ あんないすべし とて、 取て 引 立 引よ せ、 秀 

重 をいだ きのせ、 むち を 押 取た \ きたて、 駒に まか 

せて いそぎ ゆく かの 力、 かいの 早 太が 心の 內を、 きせ 

ん上 下押な ベて、 化^；かんせぬ、 もの こそな かり けれ 

第 五 

其 後、 江 州 三 井寺に、 つ、 いの 法眼 淨 あとて、 其 行 

法 もた にす ぐれ、 尊き 沙門 有け るが、 源 三位 賴政、 

つねにした しくまし ます ゆへ、 此 度の 所勞に 付、 き 

とうのせ い < ^ぬきんで、、 守の く はんじ § 取認カ 

力 上 二位の やかた へ いそがん と 、まだよ を こめて 出ら 

る、、 ながらの 橋に さし ハ ゝ るに、 むか ふよ..^ 其よ 

わい 力、 ル はたちに たらぬ 女ぼう の、 かづきに ふかく 

かほ かくし、 しどけ なげに 來 りしが、 供 押 わけて 乘 

物の、 そばちかく 寄ければ、 供の 者 共 こ はいかに、 

ろうせきな hMJ おし 留る、 女に つ こと 打 笑 ひ、 くる 

しからす みづ から は、 おたのみ 申 事 有て 力、 かわ ざ 

わざ 是へ參 たり、 さの みあら くな 宣 ひそ、 法眼 是を 

聞 給 ひ、 何お 成ぞ とと ひ 給へば" さん 候み づ からが、 


艷色萬 鼓賴政 


六 百 七 


ぉ賴申 事と て は、 よの ぎに あらす、 其 かたは 源 三位 

賴 政の、.，， 病氣 本腹 有 やうに、 きとうの せいぐ つく 

されて， け ふ あの方へ 御 こしと 承 候 ゆへ、 わざく 

是へ 出向 ひ、 待 請て 候な b、 かまへ てく、 賴 政の 

病き のきとう を やめ 給 ひ、 お 僧は是 よ. 9 三 井寺へ、 

ぉ歸 有て 給 はるべし 力、 かさなく は おために あしか 

らん、 はやとく- (-と 云ければ、 供人 共是 をき ゝ、 

あやしき 女が 云 事 や、 そこ 立の けとの ゝ めけば、 女 

聞て あざ笑 ひ、 汝 等に はかま はぬ ぞゃ、 此 僧に 用 有 

と、 云 こ ゑ 共に 風お ちて、 しんどうら いでんお びた 

だしく、 黑雲 一 村まひさが.9、乘物共に淨明をカ、 

穴丄 中に まき 上し は ハヤ 三重す さまし か h- ける しだいな 

b、 供人 共 は 肝 をけ し、 二と-. く效 ちった. o、 

中に もみでし に 1 らい i て、 けっき さかんの 若 法師、 

長刀の さや はづ し、 いづく へやらん と 呼 はれ 共、 雲 

中 なれば せんかた なく、 おど. 9 上て はがみ をな し、 

こくう をに らんで 立た， 0 けり、 時に ふしぎ ゃ淨 明、 

ひみつの くじ を 切て かくれば、 うづ まふ- 111^ も、 ち 

ち りに、 な t<?l6 とみへ て， あやうく も大ぢ へどう ど 

落け るが 力、 かこし はみ ちんに くだけち. o、 其 身に つ 


つが まし まさす、 一ら い 力、 か はっと 欠よ つて、 悅ぶ 

事 はかぎ. 9 なし、 時に くだんの 女 すさまじ きかたち 

と 顯れ、 我は是 まこもが 1 ねん、 身 はう； り 川に しづ 

むと いへ ども、 其靈 こん はきへ うせす、 しん ゐのほ 

の ほ もへ まさ， 0-、 つもる 恨に 賴政 を、 取 ころさで は 

おくべき かわ、 僧が きとうの ふうさつ は、 此 おんれ 

うが あだと なる、 賴政 にな さつけ そ、 はや/^ かへ 

れ さもな く は、 み； ^\ん になさん と 飛 か、 る、 一ら い 

長刀 押 取の ベ、 口に じゅもん をと なへ っゝ、 淨明じ 

ゆす を 押 もんで、 いのりい のられ せんかた なく、 よ 

も 明 行ば 山の はの、 日 かげに しぼむ 朝白ハ の、 つゆ. の 

ごとくに きへ 失て、 終に は 本望 達せん. 0 力、 か 云 こ ゑ 

計り、 河 風に こた まの 昔 を 聞つ、 い 力、 シ淨明 は それ 

よ， 9 も 三重 三位の やかたへ いそがる、、 比 は 文月な か 

ばに て、 て， そふ 月の かぎき よく、 光 あらそ ふとう 

ろう を、 とぼしつ ゝけ しかす/^ は、 心々 の 手 を こ 

めて、 金銀の： U いに のせ、 力、 か 女ぼう 達の 取々 に、 御 

まへ に かざらる ゝ、 然共喊 政 卿、 さりし うぢの かへ 

る さよ，^、 御こゝ ちれい ならす、 さま /-\ 'いれ- フま 

しませ 共、 更に 印の あら ざれば、 みだい 物う くお ぼ 
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その 八へ 力 3 る 力き にの 召 
あ 山 重い は 、 ， 、レを もみ 、 
らさ梅 じる 世 四な ま と 何 

ん くの 、 、は〜 く 'さ！） に 
、ら 、い 花な のさる を か 
ち 、力 3 づ にら 立め け 御な 
ら花 をれ 心 は； ft よ し 召み 
さ 兄な お をし な S き 有 》 ひ 
ぬ 力 つろ な のぞて ぞ 、を 
た て 力 2 力 3 ぐ 人 さけ ゃ此 、 

めら し はさ こ _ ^や、 とな 
にに みなめ、 わと 何う ぐ 

風く うけてろ！^? なろ さ 
よる ぐれ、、^/  f) うめ 
ぎ 人 ゐどカ 3 四毫く 共の 申 
て はす も ざき 旣と與 あ 候 
、 、の 、 おにみ を カュは 
か 散 、春な/用 チ なしん 
めな こ はら、 ゐ ばしょと 
にん ゑ まべ？） と は、、 く  、 
さ 後もづ しと 聞 承 殿 、め 
し は 吉さカ 3 さへ 候の ひの 


六 百 人 


すしき あふひ 草、 かう ほねお もた か 花せ うぶ、 あき 

はつゆち る 糸 はぎの、 けさ は亂 てま つれて と けて、 

風の 吹し くの ベ みれば、 ぉ花浪 より 夕 ざれの、 霧 立 

三重の ぼる 村 も-,^ ぢ、 錦 まくう つ 長 H: り、 其 有 明のお 

おろし、 いつしか くもの かくろ ひて、 まきの 板屋に 

はら/, ^^1-»、 さら. C さっと さ つ/ の 三重- J ゑに 

ねざめて きく 時 は、 雨 かこの はかき ぬた の 音 か、 か 

ら ころ./ \ 'しってい つく/^、 うつ 手 やさしきたい 

この ひきょく、 亂 拍子の 面白 や、 げに 面白 や 白々 と、 

しらけた るよ の H! ならで、 雪の はっかに かい つも ーケ、 

年の なごり^ 程み へ て 殘る松 さへ 物 さびし、 雪 かき 

分て 尋れ ば、 其 名 もさむ しかんき くや、 さ 3«ん く は 

すいせん やぶこう し チタ-.' 心 をつ くし 手 を- J めて、 色 

を かざりし 作， 0 花 力、 * 一  々かそへ うた ひし は、 いと 

やさし ふこ そみ へ に けれ、 賴政 御き げんうる はしく、 

きうつ を はらし 覺ゃ も、 6 よく a;- と 卯ければ あやめ 

の 方 力、 ル御悅 は 限な く チクリ 皆々 興に ぞ入 給ぶ、 か 

かる 所に そと もよ- 9 力、 亇 J てう 一 つま ひ來 り、 愛 や 

かしこと は を やすめ、 花に あそぶ とみへ ける が、 ぼ 

た A の 花のと うろう に、 ひら-.^ と 飛 入 ふしぎ やな、 


けした る 姿と 顯れ て、 したいく に賴 政の、 御 そば 

近く さまよ ひて、 かなた こなたとう かいへば、 忽に 

賴政 卿、 御^ を ふる ひ 御い れい も、 以ての外に みへ 

給へ は、 みだい 所を始 とし 力、 か 人々 大きに 驚て ハヤ 

三重 上 を 下 へ と しける、 げ にやお 、な はさら で だ 

に、 五つの さは、 り 三 ッ おもく、 おもきが 上に かさねた 

る、 身 は 戀衣君 ゆへ に、 あはれ はかなき うたかたと、 

きへ にし 物 を 情なく、 波の みく づと 捨られ し、 を 

はらさん 其爲 に、 まこもの 前が おんれ う、 是迄 顧れ 

^-, > た，^、 とてもの がれぬ むく ひの つみ、 く はん 念 

あれと 大 をん あげ、 i!-杖ふって立た..^しは、 拆すさ 

まじ か. ける しだいな り、 賴政は 聞 召、 こ はむ ねん 

やと 宣て、 ぅす綠の御^^をぬき、 切 はら はんとした 

まへば、 おんれ うい かって、 ほのほ を ふき、 みぢん 

になさん と 飛 か、 る、 弓手 を はらへば めて へぬ け、 

前 かと みれば うしろへ こへ、 水 月 いなつま はッ た、 

神 力 、 シ姿は みれ 共 さながらに、 水に ゑ を かくごと く 

にて、 もとよ. くうきの 靈 なれば、 うて 共 きれ 共 手 

こたへ なく、 おつつかへ しっする 隙に、 ひら b とか 

たに 飛の つて、 鐵杖 ふ， 0 あげ 立た.. >  し は、 おそろし 

^ 色 萬 ilK 賴政 


か. 9 ける ふせいな， o、 賴政今 はせいつ かれ、 せんか 

たもな く あき れ はて 力、 々互に ゝ らんで つ め あ ひし 

は、 身の け も よだつば か， 0-^,0、 か、 る 所へ つ、 い 

の淨 明、 あはた、 しく 入 給 ひ、 てい をみ て、 さも 

そうすと きねんの く はんじゅ 取 出し、 賴改 にさ づけ 

っゝ、 打 物 わざに て 叶 はじと、 じゅす さらく と 

もんで、 なむ 大聖 ふどう そん、 おんてきた いさんな 

し 給 へと、 力、^ 御で し 諸共：^ 音に ハヤ 三重 力 を 合て 

「いのらる、、 をん れぅ今 はた ま.^ かね、 愛に ひれふ 

しかし こに た をれ て、 又お き 上， 9 うらめし や 力 、 ^六 

道 四 生が その 間、 いかで あん をん なるべき と、 近付 

よらん とせし 時に、 ふしぎ や 守の ふどうの しゅじ、 

明 王 尊と 顯れ て、 がう まの b けん を ひらめかし、 向 

はせ 給へば おんれ うは、 くるり./^ とめぐ， i> しが、 

,«^けんの光に おそれ つ 、、 あら うらめし やくる しゃ 

な、 此のち 又もき たら じと 云 こへ 計り 御 てんの 內、 

こた まに ひいきて 失に け，^、 時に ふどうみ こ ゑ を 上 

げ、 いよ >/ ^行末 まほらん と 力 、 かち かひ あらたに ま 

し-, \ 'て、 もとの ぼんじと 成 給 ふ は、 有が たか，. け 

るし だいな り、 人々 御 跡 伏お がみ、 賴 政の 御 病き も 

！ 六 百 九 i 
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力、. -則 へいゆう まし ませば、 御悅 はかぎ ひなし、 か 

かる 所に いの 早 太、 秀 重が 首 引 さげ、 兵 は 水 は 雷 上 

動、 取 かへ し はせ 來. o、 かやう くの しだいにて、 

ふた. 《• ひ 手に入 候と、 御 まへ に上ケ ければ、 賴 政御悅 

喜淺 か. 1,^す、 則かん どう 御免 有、 げに主 從の御 さい 

くはい 力、 か 天晴 めでたき 御 事 やと、 贵賤 上下 押な ベ 

て、 皆かん せぬ、 者 こそな か. 0 けれ 

第 六 

其 後、 源 三位 賴政 卿、 淨 明の かぢ 故に 力 二 やま ふ 本 

腹 まし/^ て、 御悅は 限な し、 賴政 仰け る樣 は、 まこ 

もの 前が 有樣、 ゑい ぶんに 達し、 勅定に 任せん と 力、 

^それよ. 0 も賴政 は、 チクリ だい， 0 を 指て ぞ 上らる、、 

だい，. y になれば、 まこもの 前の 有檨、 一 々しだいに 

言上 ある、 みかど ゑい ぶん まし/.^ て、 まこもの 前 は 

身よ. 0 ほろ ぶる じめつの ざい、 誰に おふせん 様 もな 

し、 幸 なれば 淨 明に、 とぶら はせ よとの. 9 ん 言な， o、 

か、 る 所へ みい 寺より、 大衆 打 つれさん 上し、 拆も 

近 江國鏡 山に、 石 川 次郞秀 門、 あまたの 郎等 召ぐ し 


六 百 十 

て、 たてごも，.^候が、 みい 寺 をせ めおとし、 城 郁に 

なすべし と、 せめ 來り候 を ーまづ ふせぎ 戰 て、 追ち 

らし 候な. 9、 又 うぢ 川へ しょ. i> をつ け、 かの 川 をよ 

うがいに 取べ しと、 其 用 ゐ專ら な， 9、 事の つのらぬ 

其內 に、 早く 討 手 をつ か はされ、 然 ベく 候と 謹で ぞ 

申け る、 關白元 實大キ に 驚せ 給 ひ、 其 秀門は いづの 

國ぇ 流せし に、 いか- J- して か はまぬ かれし ぞ、 誰か 

れと いはんより、 賴政向 ひ 候へ と、 仰ければ お 請 を 

なし、 手せ いすぐ つて 八 千よ き 力 、 ケフぢ の 川 邊に押 

よせて ハヤ 三重 時の こ ゑをぞ 上に ける、 され 共秀 門、 

うぢ 橋 を 引ければ 力、 かさす が雜 所の 大河に て、 こす 

べき 樣 もなか し 所に、 蔬 口：： ト太兩 人 は、 もとより 

馬上の 達者と いひ、 かねて 川の あない はよ し、 小嶋 

の淺 せに 乘 込ば、 ^地 を 走る ことくに て、 八 千よ き 

の 兵 共、 一 きもな かれす おめいて 上れば、 秀 門が 光 

手の者 共、 押 もどされ、 半 丁ば か. 9 覺す しさって、 

切 先よ， 0  煙 をた て ハヤ 三重 こ、 を せんと ぞた、 か 

ひける、 かゝる 所に みい 寺よ. 9、 つ、 いの 淨明 一ら 

いほうし を 先と して、 まんじの S ^物 押 立て、 みい 寺 

よ. 9 賴 政に、 ごつ め をな すと 呼 はって、 うしんより 


I  


押 取 まく、 秀 門大キ にしう せう し、 せんごに てき を 

請ければ、 あじろのう をの ことくに て 力、 か 進退 こゝ 

に 極て、 命 限 h 'と戰 ひける、 か、 る 所に 一ら いほう 

し、 大 長刀 を 引 そばめ 力、 か 人馬の きら ひ あらば こそ 

ハヤ 三重 はら， 9/^. >| 0 なぎた つる、 こゝ にかたき の 中 

よ. 0 も、 よこが 鳥の ふどう 丸、 黑塚 江內、 其 早 わざ 

も 名に し を ふ、 空と ぶ 鳥の ご と くにて、 一 もんじに 

切て かゝ る、 一ら いもとよ， 9 早業の 大力、 右に 相 付 

左に 請、 おつ ゝ まく -9 っ戰 ひし は 力、 か 敵み かたのめ 

を 驚かす チタ 《 '誠に ゆ、 しき 働な h -、 さすが 名 を ゑし 

らいに、 何 か は 以てた まるべき 力、 ル大 けさ 胴 切 四 

つに な h'、 弓手め てに ぞた をれ ける、 秀門今 は是迄 

it 大 たち まっかう に 指 かざし、 あまさ じと 打て か 

かる を 力、 か 早 太満ロ かけ 合 ハヤ 三重 こ 、を せんと ぞ 

た、 かひけ る、 はや だ-瀧 口 こ はめん どうと 引 組、 ゑ 

いや， \ と 諍 ひしが しばし せう ぶ はみ へ ざ. 9 け， o、 

か、 る 所に ふしぎ やな、 白雲 - 村 まひ 下， o、 次郎が 

上に お ほふと みへ しか、 忽 五たい のう 亂し、 かしこ 

へどう と 伏に け. 0、 有が たや 雲 中よ bv、 ふどう 明 王 

出現 有、 佛 王法の 敵 をな す、 秀門を 立 所に、 めう 罸を 


あた ふるな り、 是勸 善懲惡 の、 誠 を 顯す所 ぞと宣 ふ 

みこ ゑの 下よ b も、 秀 門が 雨がん、 忽 ぬけ 出ち を は 

きて、 終に むなしく 成 けれ は 力、 シ明王 はし うんに の 

り、 こくうに 上らせ 給 ひけ.. o、 賴政三 どのら い をな 

し、 勝と き 作って それよ， 9 も、 ていと を 指て ぞ かい 

ぢん 有力、 か 千秋 萬歲 めでたしと、 ルヌ賤 上下 押 並て、 

皆 あほがぬ 者、 社な かり けれ 


II 鎮政終 


lis 色 萬？ K 賴政 


 和國女 , 間 尺 

和國女 眉間 尺 

第 一 

极も其 後、 仁 は 秋 津洲の 外にな がれ、 けいはつ くば 

山の かげよ. 9 も、 しげきが もとの 猶 しげき、 君の め 

ぐみ そ 有 かたき、 今 この 時の みかど をば、 人 王 四十 

五代、 聖武 天皇と 申 奉 b チクリい とも 目 出た きす ベら 

ぎな \  ^御 れんしに、 葛 城の 大君と て、 御 心さし 

く はんじん に、 みかたち ゆ ふびに まし ませば、 まつ 

,9 ごと を かねお こな ひ、 天子 をた すけ 天下 を やすん 

じ 給 ふ 故、 く はうたい しに も 立 給 はん、 御 器量 まし 

ます 君な hN と、 あ ふぎう やま ひ 奉る、 同く 御 弟、 す 

がね ひこの わう じと て、 其 御き >9 やうた くまし く、 御 

たけ 七 尺 ゆ ふよに して、 ぼう こへ うかの 御い せゐ、 

かみ 公卿よ..^ 地下 迄 も、 力、 か を それぬ 者 はな か.^ け 

.0、 ある 時み かど、 仰 出されけ る やう は、 力、 か此ほ 

どこく ども を だ やかに、 民の かまど もに ぎ はへば、 

じゅんし うの 其た めに t 江 州い ぶき 山に 行幸 あ- 9、 

みか，. > を ゑいらん 有べ しと、 ぐぶの 行 班 花やかに、 
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あ ふ 本 三 重みち さして ぞ 「みゆき ある、 け ふよ， o して 

は、 世の 人の ィ n 地み ゆきの 跡と いぶき 山、 さし もに 

ひろき おのへ よ- *>、 すそに およんで うつか， 9 や、 は 

hs チタ. 》 を たてなん らい 地な し、^ かしこなる 松 かげ 

に、 ほうれん をす へられて、 力、 ル數の 公卿 殿上人、 

きみ を しゅご させ 給 ひけ， 9、 こなた は 葛 城の 大君、 

まった かなた はすが ね彥カ 、かけいひ つせ ん ぐうる 

はしく、 釉を つらねて なみいた .9、 まだし のゝ めよ 

^打 立て、 力 、 かすまん におよ ぶし ゝ ハヤ 三重 かせぎ、 

しだい/^ に 「かり 下す、 われ も/ \» と、 さき を か 

け 力 、 かぶん 取 を あらそ ひし は、 世に めさ ましく ぞ、 

見へ にけ る、 か、 る 所に、 むか ふの 山のお のへよ hv、 

ニ疋 つれたる さおし かの、 もゝ 四つ かくす 靑草 を、 

ふみわけ てかけ 來る、 はだの ふしゃう はるつ ね、 馬 

上の 達者 成ければ、 き やう どの 弓 を まなびつ ゝ、 橫 

切に かけ 通 h -、 切て はなせ は あやまた や、 うしろ さ 

まに ぞいたり ける、 今一 つの さおし か をば、 馬よ. 9 ゆ 

ら りと 飛て を， 9 力、 かつの に 手 を かけ ひら ひとの b ハ 

ヤコ 一重せ こ を あつめて 生 とらる、 W 又 こなたの かたよ 

,9 も 鬼 一 疋 かけ 來る を、 少な ごん 是 つね、 此由を 見 


給 ひて、 是をは 某いた さんと、 手 ほこ を かざして 飛 

かゝ.^^カ、 ル をつ さまに さしつらぬき、 かたげて こそ 

は 引に けれ、 葉 山の 木末に 啼 さる を、 左少辨 かねさ 

だ、 よつ ひきへ うど ゐ たまへ は、 手 ひき 猿の こぶし 

よ- -=^、  一二 疋 ついけ てゐて をと し、 せいし を 召て とら 

せらる、 か、 る 所に 山上よ， 9、 いくとせ へし 共 しれ 

ざ. 9 し、 猪 一 つ 大勢の 力、 かせ こ を拂て ハヤ 三重 一 もん 

じに、 ぃか..^たけって 「かけ 來り、 ほうれん 近くよ 

.9 ける を、 すがね 彥 のこう しん、 右大辨 つね 高、 弓 

と 矢つ が ひかけ むか ふ を、 力 、か 人" ill 共に すく ひ 上、 

はるかの 谷へ かけた をす、 すがね 彥は 御らん じて、 

っゝと 立て 弓矢 を はげ、 向 はせ 給 ふ 所に、 みやびた 

る少 人の、 いき を もっかす 追來、 り、 よつ ひきへ うど 

はなつ 矢の、 あやまた や 猪の、： if つ、 よ. 9 ゐ 通して、 

かつ はとた をれ た ける を、 尔东 ねら ふ 親の かたき 

力、 々思 ひしれ と 切ち らし、 につ 二と 笑って 立の く 

を、 すがね 彥は 御らん して、 某が 引 ゑた る、 弓 をお 

さへ てさき を かけ、 かみ をお それや はたらく 條、 は 

な はだき 會の いたりな り、 それからめ よと 有ければ、 

かしこまって けいごの ぶし、 左右よ hs 追 取 まく、 其 

和 國女 唇閬茂 


時 かづら きの 大君、 しばし とせいし 給 ひつ ゝ、 汝は 

女と 見 ゑけ るが、 か、 るか. 9 ばの 出立 は、 心得が た 

しまつす ぐに、 申 上よ と 御で う 有る 力 、 か 時に かの も 

のさん 候、 みづ から は此 山の ふもとなる、 賤 のめに 

て 御座 候、 ふたと せいせん にわら はが 父、 か b に 出 候 

ひて、 此 山の 猪に、 命 を とられ 候 ゆ 、、 みづ からが 

兄 何と ぞ して、 かたきの しゝ をう たんた め、 かなた 

こなたと つけねら へど、 つ ゐに見 あ ひ 候 はす、 此た 

びみ か. 9 を 幸と、 親の あだにて 候 ゆへ、 男の 姿に さ 

ま を かへ、 兄と をな じく 罷出、 兄 を さきほど 見失 ひ、 

ほう <\» たづね 候 所- レ、 猪 を 見出し、 嬉し さの 餘 -9 

に、 をん まへ 共 はいから す、 らうせ きに 及 ひし 事 力 

カ^お ゆるし 有て たび 給へ と、 淚を ながし 申け る、 大 

君つ く 間し 召、 ^々やさしき 心さし、 いまだび 

じゃくの 女の 身、 親に 孝 ある 心 ざし、 深き ゆへ にぞ 

かほ ど 迄た けく いかれる 猪 も、 只 一矢に はと ま け 

ん、 是 天道の みやう かんな， 9、 ざいく は を めんじ ゑ 

させんと、 かへ つて 色々 御 ほうび あ り、 御 暇 下さる 

れば、 れつざの 公卿 一 同に、 何もかん じあ はれけ る、 

君 も ゑいかん 淺 からす、 かやう にたつ ちうた つかう 

六 百 十三 
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の、 國に 多く 出來る も、 御身の せいとう すぐなる 故、 

け ふよ b して は 大君 を、 皇太子と かし づき、 とうぐ 

うに たつべし と、 りんげん あれば 諳卿 皆、 冠 を たれ 

て 勅答し、 仁なる 君のと うぐう に、 立せ 給 ふ は是ひ 

とへ に 力 、 か國 あん をん の印ぞ と、 いづれ も 悅び給 ひ 

ける、 すがね 彥は手 持な く 力 、 か 口 をと ぢてぞ おはし 

ます、 かゝる 折節 ふしぎ やな、 はれ 渡. 0 たる 春の 空、 

忽 にかき くも， 0 力 、 ル しんど うら い でん をび た 、し 

く、 《ャ 三重 風雨し やおく をな がしつ、、 さんか もく 

づる、 計， り なり、 君 を はじ め 諸 卿 皆 力 、か 木の も と 岩 

のね 便と なし、 雨 をし のがせ 給 ひける、 すがね 彥は 

も と よ hv も、 すく やかに まし ませば、 玉 窗 の ほと.^ 

を 立 さらす、 しゅごな して を はせ しに、 いなづま しき 

-9 になる 神 の 力、 か 耳に ひ 3- きて ほうれんの ハヤ 三重 

まち かくはた めき 落け る を、 少も 恐れす すがね 彥、 く 

ろ くもに 飛 人て 力、 かい かづ ちと 引く んで ハヤ 三重し 

ばし あらそ ひ 給 ひしが、 兩の つの を 手懸， 9 に 力、 f フ 

んと引 さき 給 ひし は、 す さまし か h- ける 次^な， 9 力 

力 ^程なく  {4.; も はれ 渡. 9  、 み ど. 0 の 空に ぞ 成に ける、 

きみゑい らんまし- て、 ^々ゆ ゝ しき 勇力 かな、 
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やまとた けの みことより、 御身 s« なる 勇者 はなし、 

今よ ，£> して 御身 をば、 まと hN の わう じと よぶ へ きと、 

,9 ん げん あれば、 魔 取 有が たしく と 謹て 勅答 あ. 9、 

喜悅 のま ゆ を ひらきつ ゝ、 ほうれん を しゅごな して、 

都へ く はんかう なし 舉る、 天晴 きたいの 事共 やと、 

贵賤 上下お しなべ て、 皆かん せぬ^ こそな か.^ けれ 

0  二 

其 後、 伊吹山の みかり、 こと ゆへ なく 過 けれ は、 都 

へ 還 幸な されつ、、 諸 卿 何も 退散 有る、 其 中に 魔 奴 

の 王子 は、 常々 皇太子の Slf 深く 有け る を、 葛 城の 大 

君に. 9 ん げん 旣に下 b し 故、 二月の 梅の ごとくに て 

地 そむる いろか はか わらね ど、 柳樱 にけ をされ て、 

こと ゝふ人 もな く  ぞ チタ-' 過 行赛を をし むに も、 

げに おも ひ 內 にわ だ かまれば 力 、 か 外の けし き はさ 

ほど 迄、 面白から すと ひろ ゑんに、 つ く- 立て 庭 

の を も、 しばし 詠る 折 ふしに、 三かん の 日の かげ も、 

巳の 時に ならざる に、 せい 天戗 にかき くも..^ 力、 巾 

風す さましく 雲井に ひ く、 いかつち は ハヤ 三重す さ 


まじ か.. y ける 次第な b、 光りの 內に ふしぎ やな、 黑 

雲 一む らうす まひて、 庭 上に 落 か、 り、 さっと われ 

て 中よ. 0 も、 やしゃの やうなる 其 姿 力、 ル 眼の ひか， 5 

すさまじく、 面 をむ くべき やう ぞ なき、 魔 取 は 太刀 

に 手 を かけて、 や、 汝 はいか 成る 化生の めいこん ぞ 

や、 正たい を顯 すべし 力 、 ル さなく ばかう ベ を 切く だ 

くぞ、 いかに/,^ との 給へば、 けし やうから. と 

打 笑 ひ、 御身 わう じゃくの 身 を 持て、 通力 自在の 某 

を、 かう ベ がよ もやく だかれん 力 、 かせめ て さす b て 

見 給へ と、 大聲 上て ぞ笑 ひける、 魔 取 大きにい か， 9 を 

なし 只 一打と 飛 か、 り、 みおん になれ とうつ 太刀 を 

力、 ル かいく いってめ てへ こす、 か へ つて はらへ は 弓 

手へ こへ、 かほ どた へなる 我 身 をば、 いかで はき や 

くし 給 はん、 誠の 道 St! を 打 捨て、 はや- 邪道に いた 

、り 給へ、 魔 取 聞て かしら を ふ， 9、 我せ いけんに 背き 

つ、、 何とて 邪魔 をう くべき そ、 外道 聞て おろかな 

せいけん まことた つと くば、 など 手に入. 0 し 天 

下 をば、 力、々 くるしめて はか b 給 ふぞ、 我等が 術 を 

を こな はゝ、 百日 はみ てざる 內、 其き どく を ゑせ し 

めん、 邪 正 一 如、 卽^ へ ん まといん をき.. 9、 さつ. i 吹 


かけ 奉れば、 まとり 忽 がんしょく 替り、 眼の 光， 9 す 

さま じく、 あら 嬉し やけ ふよ， o- して、 天下 は 只 取た 

る 物な. 0 と 力 、 ルを ど， 5 上， 9 飛 上って、 党び 給 ふけし 

きを 見て、 外道； 部の 經卷 を、 七 寶の臺 にの せ、 是 

こそ 我等が 行 法の、 經文 にて 有け るな. 9、 是を 帝へ 

捧 けつ ゝ、 何と ぞ 魔道へ ゆういん あれ、 其 時 われ も 

顯れ て、 いよ 力 を そふべき な， 9、 某 は 藤 原の ひ 

ろつ ぐが をん， 9 やうの、 こん はめい どに 飛 ゆけ 共、 

はく は此 土に とい まって、 魔道 祌 通の 力に て、 さい 

せんいぶ き 山の みか， 0 にも、 いかづち とな， 0 顯れ て、 

君に ゆ ふ ゐをそ へ て あ. 力 、 かいよ-/^ 力 を そふべ 

きとて、 のぼる も 高き わしの み 山の 雲 や 霞、 嵐と 共 

にう せに け， 9、 魔 取 はきい の 思 ひ をな し、 もはや 本 

望と げた. 9 と 力 、か 件の 經卷収 もたせ、 だい. 0 を 三重 

さして そ 急かる、、 だい b に は 諸 卿 あつまり、 御 ゆ 

ふ ゑんの 折からに、 かつらき の 大君、 ふ 時に さんだ 

いまし くて、 さく 夜 ふしぎの 夢の つげ、 たしか 大內 

太 政 官と覺 しきに、 位官た しき 人 々の、 かす-/ な 

み 居 給 ひしに、 われ もばつ ざに 侍 て、 つ、 しみ 守 

b 居た， CS しに、 中に も 上 痤に居 給 ふ、 上郞の あらたな 
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る御聲 にて、 此度第 六 天の 魔王 共、 わが 日の 本へ 下 

り、 まこく と なさん と はか， 9 つ ゝ 、まと hN の わう じに 

惡義 をす、 め、 魔經を だい， 9 に捧る ゆへ、 色々 と 評 

義 なし、 此大乘 の妙經 は、 大君に ゑ さするな， o、 急 

ぎだいり へ持參 して、 此 由そう もん 申べ しと 仰 あれ 

ば 夢 心に、 あら 有が たや 是はそ も、 わがと をつ 親 あ 

まてら す、 を、 ん 脚の 神刺ぞ と、 おも ふと 則 夢 さめ 

て、 枕の 上に 妙經 のみ、 殘 b 是有候 ゆへ 力、 ル則捧 け 

候と、 謹て そうもん ある、 君 を はじめ 諸 卿 皆、 かほ 

ど ふしぎの 神勅 は、 是 只事に 有べ からす、 いか 成 事 

や 出き たると、 何も ふしん はれ やらす、 か、 る 所に 

魔 取の 王子、 右の 經卷 持參 あ， 5、 そう *^ ん 申されけ 

る やう は、 此御經 と 申 は、 末代 ふしぎの 一 軸な hN、 

然るにし やかと 云 邪 僧 出、 さまく 方便 をと き顯は 

し、 正 法 をけ がしつ ゝ、 國 土の 民 を まよ はしめ 誤り、 

千歳に 及びたり、 今 某 ふしぎに 此經を もとめた..^ 力 

カ^と く？  \ 尊拜 有べ しと、 そ， フ もん.； 1R て、 ぞ捧ら る、 

天 王 よしを ゑい ぶん 有、 唯今かづらきの大^5{:も、 か 

やうく の 次第に， て、 妙經 を捧ら る、 所詮 邪 正の 勝 

劣の、 糙成義 を 見す して は、 定めが たしと.. y ん げん 


有る、 魔 取 此由承 h -、 其義 にて 候 はゝ、 雙 方の ほう 

經を ひだ，. > 右に 立 わけて、 火 を かけ ゑいらん 候 は ゝ.. 

必 きどくの 候 はんと、 重て そうもん 有ければ、 さら 

ば さやう に 仕れと、 妙經を 左に をき、 拆又邪 經を右 

に をき、 兩方 ： 度に 火 を かくれ は、 正經 はやけ 失て、 

魔 經は少 もつ ゝが なし、 上中下に 至 迄 チクリ 何も はつ 

とぞ かんじけ る、 魔 取い よ い さほ ひに のり 給 ひ、 

かほ ど 目出度 正： i を、 御うた が ひの 淺ま しゃと、 あ 

ざ 笑ての たまへば、 大君い やく それ 正 法に きどく 

なし、 火に 入た る經卷 の、 やけで はいかで 候べき、 

やけざる 印 候 こそ、 いよ/.^ 邪經に 候と、 仰 もい ま 

だお はらぬ に、 有つ る 邪 經の內 よりも、 ほの ふ忽も 

へ 出て、 皆 おん はいと 成 失て、 はじめな か.. >  し 妙經の 

力 、 かもとの ごとくに 顯れし は、 せがた か b ける しだ 

いな. 9、 主上 を始： #-.0、 け-いしゃう うんかく 一  同に 

力、 かあつと 頭 を 地に 付て、 かんる いしばしと いまら 

す、 天 王げ き. 9 ん はなはだ 敷、 汝 皇孫の 身 を 持て、 

還て魔道に落入..^、 剩 王位まで 掠めん と はかろ 條、 

こくぞくよ， 0 も はなはだし、 つみに ふすべき ことな 

れ共、 王子 に お- ^ じて 只今よ， 9、 參内 無益と， 0 ん 


げん 有、 魔 取 は 聞て 口 をし や、 何と ぞ君 をた ぶら か 一 

さんと たくみし 事 もむ に 成し ぞ、 去ながら、 今よ りし 

て 我 じん づぅを ふるま ひつ、、 忽和國 をした が へん 一 

とふん じんの いか. 0 をな し、 大床 みはし 渡..^ どの 力 

力〃 ふみた てけ たて それよ ，9 も ハヤ 三重 やかた を さし 

て そ歸ら る、、 やかたに なれば みうちの 者 共 召れ つ 一 

つ、 かやう，/^ のし だいな b、 時 を うつさす かづら 一 

きの、 王子の やかたへ をし よせて、 本望 を とぐべし 一 

と、 ぐんび やう を いんそつし 力 、か 王子の やかた をハ 

ャ 三重 取 週し、 時の 聲をぞ 上に ける、 去 ほどに 大君の 

こうしん、 中納 言み つの hN、 つ いぢの 上に 飛 上り、 

何者 なれば らうが わしく、 此 所へ はよ せ 求る ぞ、 名 

をな のれとの たまへば、 まと の わ うじのみ うちな i 

る、 右大辨 つね 高 駒 かけよせ て高聲 に、 抑是 はまと 一 

.0 の わう じ、 天の めい やる 國 のうけ、 帝位に つかせ！ 

給 ふ 故、 したが ひ 給 はぬ かたく を は、 せいばつ のた 

め. 0 ん かう 有る、 葛 城の 大君 も、 まと， 9 にした が ひ 

まし まさば 力、 か 申な だめ 候ら はん と、 さもに くさげ 

にぞ 申け る、 みつの， 9 は 聞 給 ひ、 ゑ、 淺ま しゃ- 

王位に そむく おこの ぞく、 あれ 追 拂と宣 へば 力 


もん を ひらき 切て 出 ハヤ 三重 軍 は 花 を そちらし ける 大 

君の みうちの 者、 隨分 いどみた、 かへ 共、 多せ いに 

無せ い 力なく、 殘， リ すくなに うたれ け， り 力 、 みつの 

今は是 迄と、 大ど のさして はせ 參. り、 御前に かし 

こま. 9、 隨分 防ぎ 候へ 共、 せい \. 'く なに 候へ は、 過 

半 手 を を ひ 或はう たれ、 はか，^ 敷き 防戦な b がた 

く 候へ は、 ひとま づ 何方へ も 御 ひらきな されつ、、 

時節 を 御 待 候へ かし、 某 はふせ ぎ 矢， Q て、 跡よ. 9 追 

付舉 らんと、 す、 め 申せば 大君 は、 かみに おはす る 

主上 さへ、 いかんと せ させ 給 ひがたし、 はや 王道 は 

すたれなん、 た、 <\. やかた を 枕に と、 御で う あ^ 

ば 光の は、 ゑ、 淺 ましき みこ、 ろかな、 文 王 ゆう 

りに とら はれて、 九 年の らう をな して こそ、 ぎさん 

に はた を あげ 給 ふ、 とく/ \. 'おちさせ 給 ふべ しと、 

いさめ 申せ は 大君 は、 然らは 跡 を はからへ と、 御う 

らの小 門よ. 9 力、 ル いづち 共な く 落 給 ふ、 みつの h> 御 

跡 見送りて、 門前に かけ 出て、 大君の こうしん 中納 

言み つの， 9 が、 ぶゆうの 程 をみ よ やとて、 力、 や-多勢 

が 中へ わって い -、 はす 切 胴 切 こて をと し、 あたる 

听を 幸に、 よせ 手の ハヤ 三重 大勢 はらり-, (-と 追 ちら 
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六 百 十七 


和 固 女 屑 間 尺 


山ハ百 十八 


し、 鎧 を みれ はな がれ 矢 は、 しの をつ くなる ご 

にて、 力、 かしば しこなた にやす らいて、 いきをつい 

て ぞいた. 9 ける、 か  >  る 所に まと， 0 のみう ち、 下野 

の 丁子 丸、 せいの せんじ はせ 來 .0、 左右よ.，^ む やと 

くむ、 みつの. 9 は 見 給 ひて、 ^々やさしき もの 共 か 

な、 我等が めいどの 友 だち と、 二人： 度に かいこ ふ 

で、 まへ なる から 堀へ 力、 かうんと いふて なげい るれ 

ば、 そこの みく づと 成に け..^、 我 身 も 大刀 を 引ぬ き、 

腹 かき 切て しゝた b ける、 つねた かかけ よ， 9  JiB 打 を、 

としかち 時つ くって 引た. 0 ける、 かの みつの hs のさ 

いごの てい、 目 を おどろかす はたらき や と、 きせん 

上下お しなべ て、 皆かん せぬ 者 こそな か. 9 けれ 


第 


其 後、 ィ a 地 かづら きの 大君 は、 魔 取の わう じの ほん 

ぎゃく 故、 御身 あやうく まし ませば 力 、 かひと まづ帝 

都 を 御 ひらき 三重 あづまの 方 へ そ 


道 行 


「落 給 ふ、 八 聲の鳥 も、 物す ごく 地 今； こ ゑに 九重の 

地 花の 都の 春の そら、 地 きらめく ほしの かけさ へ も、 

うつるな みだの 玉 水に、 わが 身 はいでの 里 もはや、 

こまに まかせて あさ 霞， - 立 こへ 見 こ へ 山し なや、 昔 

羽の 川の さよ 千鳥、 よどむ いせきに む れゐつ .《 -、 あ 

さる 小う をの 白な みに、 しら-,^ あくるし の 、めの、 

ほかけ かすかに、 三 井の 寺、 みろく 出世の 其 あかつ 

き、 まつ も 久しき 久か たの、 うつる 光. 9 もはづ かし 

や、 旅の つかれと 世 をお も ふ 身 は、 老に けらし なや 

つれし と、 さぞ やわら はん わら はい わらへ、 我 はま 

た ゆたかなる 世に あ ふみお や、 見し 玉 たれの 雲の上、 

まくら 屛 風の 物す きの、 あ \ 給 によく もに ほのう み、 

しほ やかね ども、 たつけ むり、 たみの かまどの にぎ 

は ひ を、 地い と》 あっかれ^ \ と、 おも ふ 心のお ほけ 

なく、 うき 世に そで を 大津の 浦、 うら 吹かへ すくす 

の はの、 身 も 手 もっかれ くや をれ て、 賤が しわざ を、 

三 かきが 原、 地む かしてん ちのお ゝん 時、 やまとの く 

によ， 0 うつされて、 愛に 都 を、 し賀麼 崎の， 松に 千 

代 ふるしら 波 も、 立 や あわづの はらからに、 つらな 

る ゑ だ を あらそ ひて、 よくもう きめ を淸 なく、 見せ 


リ f 一 


もみせ たの 長 橋 を、 と、 ろ- (-と 駒の あし、 いや あ 

めの あし 玉 あられ、 おつるな みだの 村し ぐれ、 ふる 

里お も ふそで ぬれて、 しほる か 露 を、 のちの さと、 

しのびて わくる しの 原 を、 見よ と は にくや か 、.• み 山、 

かみの むかし を 思 ひで し、 する がの ふじを 夜のう ち 

に、 はこびき つかせ 給 ひしが、 今 一 かへ りっち くれ 

を、 はこぶ ちまたに 夜の 明て、 愛に すてさせ 給 ひつ 

つ、 ちり ひ；^ 高し、 くもまよ. 0*1 重 そなたの かたに み 

かみや ま、 山 かげう つす やす 川 も、 いく 瀨ゎ た. 9 の 

つらければ、 身の くるし さに せき あまる、 すそ もた 

もと もこ ほ，. ^ つ、、 さむき. あらしに あわゆきの、 ち 

ら. 5 ちら. V (-' ふること を、 おも ひぞ 出る 山 かげ や 力 

カ少 ともを たづね し 人 も あり、 これ は ひき か へ いっし 

いに、 く はくしゃう をき てはいく わ ひし、 はらへ ど 

はらへ ど その かひ ハヘ、 あられ かさねの ぎよ ゐひ ちぬ、 

めされし 駒 もやう- に、 地つ かれはた て や あ- 9 ぬ 

らん、 みちの もまた のかた はらに、 かつ はとた ふれ 

しら あは はみ 力 、 ダ いきた る >  J  、ち 見 へ ざれ は、 いま 

はせん かたまし まさす、 お hN たちた まひ ふるゆき を 

三重 うちはら ひひき かづく、 なをし のつ まに たる ひと 


ち、 とけ ゆく ひま も あらされ は、 あなたの くさむら- J 

なた のかげ、 くま/、 もとめた まひし は、 目 も 三重 あ 

てられぬ ハヤ 三重 次第な-り、 かゝる 所に 上なる 山の 谷 

あいより、 ふ， 0 つむ 雪に とおられし、 うさぎ 一 疋か 

け來. o、 力 、 か 王子の 召た る 下 かさねの 御た もとに ぞ 

飛 入け る、 わう じ此由 御らん じて、 こ はふし ぎ や 去 

ながら、 いきた る物懷 中に とびい る は、 運 を ひらか 

んさ， フニ や よ lo 力、 ^くるしき 中に も たのもしく、 な 

でさす， りて ぞ おはします、 か、 る 所に、 あい もす か 

さす 狩人と、 覺 しきもの 一 さんに かけ 來り、 あら ふ 

しぎ や 是迄は 見へ たるが と、 四方 をき つと 見 週し、 

拆 こそ 是に 雪の あたらぬ 术 一一》 あり、 定めて 是 にや 居 

ぬらん と、 矢 を はげへ うと 放さん とした しが、 引 

しほ たる 手 もす くみ、 地： # へ も さきへ もう ごかね 

ば 力 、 かと ほうに くれて 是ユそ も、 いか 15$ 者の しょい 

やらん と、 はげた る 矢 をお し 直し、 たと へいか 成る 

者に もせよ、 正たい あかさで をくべき やと、 力、 レム 立 

よ て 見て あれば、 はたち 餘 りの 上郞 の、 雪 をし の 

ぎて おわし ます、 狩人 は膽 をけ し、 いかさま 是 はこら 

うやかん の 某 を、 たぶらかさん ためなる よな、 其 正た 


 和 國女唇 間 尺  

ぃを顯 すべし、 さらす は 松葉 を かきよせて ふす ベる 

がいかに と 云、 わう じ 此由聞 召、 いやと よわれよ うく 

はいの ものな らゃ 、我 は是 かづら きの わう じなる が、 

魔 取の わう じに おそ はれて 此所 迄き たれり と、 のた 

まひ も はてぬ に、 狩人 はっと かう ベ を たれ、 拆 はさ 

やうに まします か、 某 は 高 村す くね 兼 道と て、 其い 

にしへ は此 所の、 郡 司に て 候が、 父に て 候 正道、 三 

とせい せんに か に 出、 いぶき 山に て 猪に、 ふ りよ 

に 命 を 失 はれ、 某^！^；！年に候へ共、 ぐんしの 口宣 を 召 

下され、 父 か 名跡 さう ぞく 仕 候、 然るに 近年 此所 は、 

魔 取の わう じ 御 家臣、 右大辨 つね 高の、 鷹の II 料に 

押 とられ 候 故、 牢浪の 身に 罷成、 みんかんに 落下り、 

かやう のて いに は 候へ 共力、 ャ呔 君の りんげんに、 い 

かで か 背き 奉らん、 いぶせげ にて は 候へ 共、 先 それ 

がしが、 はに ふへ 臨幸な し舉 らん、 肩に 御 召 候へ と、 

君 をう しろに おひ 參ら せ、 わがや を ハヤ 三重 さして ぞ 

歸り ける、 はに ふの こやの あさ 夕に つゆ なれ ころも 

しほ，. ym' に 通ふ戀 風し み- (-と 地 品よ くた、 む なけ 

しま だ、 うたて やゆ ふ も つら けれど、 父母に わかれ 

て 其のち は、 地た のむ ひと，.^ の 兄 上の、 垢つ きた りし 


.S 二十 ,  I 

小袖 をば すゝ ぐたら いに、 たつな みの、 ち どひ かけ 

なる たす きをば チクリ 習 はぬ しづ のい となみ は、 世に 

しほら しく ぞ見 へに ける、 かゝる 所に 兼 道 は、 大君 

をお ひ參ら せ、 芝の m 'を 昔つ るに、 更科 急ぎ 立 出て、 

などけ ふはいつ よ も、 を そくく 歸らせ 給ふぞ や、 わ 

らんす 取て やすませ 給 へ 、時に かね 道 や あ 妹、 某よ. 9 

は此御 かたよき にいた は， 0 奉れ、 さらしな はっと 膽 

をけ し、 いか 成る 人に てまし ませば、 是迄 つれ 立來ら 

せ 給 ふぞ、 兼 道 聞て この 君 こそ は、 其方が こぞの み 

かりの 御 時に、 を やに 孝 ある 女と て、 御 ほうび を拜 

領 せし、 かづら きの 大君 樣魔 取の わう じの 横行 故、 

都 を ひそかに 出御 有， 9、 かやう くの しだいにて、 有 

かひな しの 某 を、 御賴有 間、 是迄 御供 申せし 事、 恐 

れ多 くも 有 かたし、 まづく をく へ ん かうな し 申 

べしと 力、 か 友な ひ 申せば さらしな は、 はっと 計に 嬉 

しく も 地な ふ./. \ '兄 上 あれ こそ は、 わう じさ まに て 

まします か、 其 みやさまに て； ふかと、 地く， 0 か へ し 

く りか へし、 心に こめし かよ ひぢ の、 ゆめに のみや は 

人め よく 三重つ ゝむ、 ひそ 


しの ひの だん 

やるせなき、 くれ 行 まゝに 物す ごく、 あた. 9 にち か 

きかね のこへ、 かの ぃぁゐ じの 草の いほ、 ねざめ もお 

ぼしい でられて、 を ゝん枕 も 打つ かす、 ひと， 9 詠る 

夕まぐれ、 しのぶ にった ふ 地 軒の 玉 水お とす ごく、 

灯の 影 月の かげ、 ひか. 0 あらそ ふ あばら や は、 ひす 

いの ふすま さむ ふして、 誰と 共に やかた， 9 なん、 あ 

ああ だな b と 御床 を、 おきいで させ また ひつ.^、 地 あ 

いのし やう じ を つきゆびし、 ほのかに 御らん；^ けれ 

ば 詞兼道 は いつしかに 力 、かけ ふの ふいき にく たび 

れて、 せんご もしら や ふしいた- 9、 更科 はかた はらに 

地い やしき ひなの すま ゐ にも、 昔 わすれぬ たしな み- 

に、  さす 爪べ にやます ほかい、 地ち ひろに あまる 黑髮 

も、 櫛け づる さへ まれに して、 むか ふかいみ も はつ 

かしと、 顏を見 ふ を 見 姿 を 見、 かこち わ ひたる 有 

檨に、 わう じも戀 のます かいみ、 しゃう じ を そっと 

あけ 給 ひ 力 、 かもた せ 給 へる 扇に て、 うしろ を ほと、 

打 給へば、 うつる！ |S にわう じと しり フシ ノリ 何 かう し 

ろへ おちし やと さらぬ 體 にて 云 ふせい、 さすが わう 


じに まし ませ 共、 御身 もちいみ 御 こへ も、 ふる ひな 

がらに われなる ぞ、 戀 しきま、 にね もやら や、 是迄 

忍ぶ われが 身に、 情 を か はしゑ させよ と、 仰 あれば 

さらしな は、 霞が ほらに^ 花の、 われら ごときの い 

やしげ なる、 鳴子 鳥 を はとめ 給 はん、 大君 は 聞 召、 く 

もゐに 三重た かき 月 かげ も、 桂男の 中 {4- に、 よな 

通 ふ 白露の、 にご. にしまぬ はちす はも、 でい レ 

b こそお ふる めれ、 大宮人に、 まじ はる 身 は、 しづ 

に戀 をば せぬ 物 か は、 かやう に ほに 出 染し身 を 力 、 ル 

いかで 其 ま、 あらるべし、 心く すみし 兼 道が、 かへ 

きかん も耻 かしゃ 詞我 身の はても 是 迄と、 立 か へ 

らんと し 給へば、 更科 たもと にす が， 9 つき 力、 かわら 

はも 君を戀 衣、 かの 岩 橋と 見 置し も、 ゑに しふれ つ 

つちぎ る 夜の 三重 あくる はわ ひし こなた へ と、 御手 を 

取て 諸共に、 ふせやの 内 のい もせ 川、 ふかき と 

聞 へ けり 力 、 か此 人々 の 心のう ち、 うれしき とも 屮々 

申 計り はな かりけ， 5 
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六 百 二十 一 
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其 後、 まと の わう じ はから ひに て、 かづら きの 大 

君 を、 尋ね 申さん 其爲 に、 五畿 七道に 新せ きをす へ 

力、 か國々 へく はんざつし を、 下し 給 ひて たづ ねら 

る、 中に も 江 州 は、 右大辨 つね 高、 承って 下向な し、 

阔の守 を まねきよ せ、 かやう- の 御 せんぎな， =>、 

かづら きの 大君の、 あ. 0 か を しらする 者 あらば、 ほ 

，フび はこ ，つに よるべし.. i、 一  々に 口， i ひす、 もり 山 

の 百姓 共、 す、 み 出て 申 やう、 當里 において、 さい 

かう の 前部 司、 すくね、 兼 道の もとに こそ、 何人 か 

は存 せね 共、 其 さまけ たかき 上郞 の、 みへ させ 給 ひ 

候と、 ゆ 上れば 國の 守、 つね 高に かくと 云、 右大辨 

聞よ， 5 も、 それ こそ はいぶ かし、、 直に 某む かはん 

と 力、.^ 手勢す ぐって 三重" ぐれよりも、 も b 山 さして 

ぞ むかひけ る、 ひなの すま ゐの いぶせき も、 馴 初ぬ 

れ ばいつ しかに、 た く， しょの さんせん 是も 又、 わが 

古里の 白雲と、 高 間の 山 を 地よ そに のみ、 かづ ら きの 

大きみ は、 兼 道 兄弟が 忠節に 力 、 かひと ひふつ かとお 

ぼせ しも、 e: を かさねし つま ごめ や、 いづ もや へがき 

いっとな く、 妹の さらしな を、 うねめ 女官に 召れ つ 

つ 地く は しんげつ せき 時折の、 御つ れん、 の 仇 枕、 


六 二十 二   

か はすい もせの 令 はは や、 淺 から やと こそみ へ 給 ふ、 

兄す くね かね 道 は、 朝げ 夕げ のい となみ、 又 我 君 を 

何と ぞし、 世に立 申さん つても やと、 世の 是 ざた を 

聞ん ため 力、 々あきな ふ わざ のさ ま に チクリ 日 ご 

とに 市に ぞ 出に ける、 け ふ も 又 我 君に、 御い とま 申 

うけ 力、 か あじ かかた み も 竹 かふ， o、 かふる 小 笠のお 

かしげに、 市 を さして ぞ 出に ける、 其 跡に て更科 は、 

御 ま へ にと ぎな して 力 、 か 立 か へ b 行年な みに、 昔の 

くもの 上なら ば 地 あまたの 公卿 參內 あ， o、 御 こ ij 始 

ぞ せちへ ぞと、 御 ことぶき をと り. /^に、 いっき か 

しづき 申さん に、 か、 る しきふせ やの 內、 せめて 

はけ ふの 七草 を、 御 なぐさみ にみ づ からが 力、 か はや 

してみ かゆ をす ゝ めんと 三重 取 そろ へ っゝ 

七 草 

はやし けれ、 いまだ さむけき 春の 野に 地 袖 ふ， 9 はへ 

てつむ わかな、 まづ はなが め もい やた かき、 ふし 二 

ン 三重なら ね どもね しろなる、 すへ なが./^ とせ りく 

さや、 君の めくみ は つくば ねの、 かげよ- 9 しげきな づ 

なくさ 地 また 五ぎ やう 苹 たびら こや、 すいな くた も 


lo-o- ませて、 此七 くさの みか ゆ をば、 しんに そな へ 

君に さ 、け、 身 を いはへ は 地 ゑ や み を のぞき じゃ氣 

を さ， り、 よは ひ をのぶ るた めしと かや、 ことに あほ 

はの 御せ ちゑ 地 三七疋 の 馬 ども を、 みはしに 引 や も 

ろた つな、 ゆ， 9 かけく ゆるがぬ 御代 を わがきみの 

地つ がせた まわん しるしに はか、 やう じゅ じっか 

くませば 歌 やがてめ でた きはつ はるを まつ もまつ か 

や 子の 日の 小 松、 ひく は 千代 ふる ひめ 小 まつ、 まこ 

と 千世 ふるものなら は 一 -ソ 三重； 1: 代の こと を、 かたれ 

lc.p/\/\/\/\ -l つどの IJblo 、日本の 鳥と、 

わたらぬ さきに、 な、 くさな づな、 なづ なな、 くさ 

なにごと も、 * 右の めぐみ を あ ふぐ 身 は、 など あさか 

らぬ あさか 山 かげ さへ 見 ゆる 山の 井の、 あさく は 人 

をお も ふ もの か はと、 君 を なぐさめ たて， まつる、 さ 

れ ば 後代 にいたり て、 きの つら ゆきが こきん のじよ 

に、 なに はづ" あさか やまの 二 歌 をば 力 、か ゑい かの 

父母と か 、れ しも ノリ これ このうた のこと な. 9 とや、 

うねめ はみ かゆ をと、 の へ て、 大君に さ、 げ っゝ、 

御 こと ふきた てまつ る、 か、 る 所に 兼 道、 大 いき 切 

て はせ かへ b  、畏て 申 やう、 君此 所に 御座 有る 事、 か 
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たきの 方に もれ 聞へ、 國 司に 下お して 魔収 より、 大 

勢 打て 向 ふよし、 道に てった へ 承る、 かくて 此ま、 

御座 有て は、 若 も 御け が覺 束な し、 更科を 召 つれら 

れ、 幸當國 しがら き 寺に は、 我お の 御き ゑそう、 行 

基 僧正、 十六 丈の るし やな 佛を、 御 こん b う 候 ひて、 

かしこに おはし 候へば、 あれへ 御 こし 候べ し、 某 は 

是にと 一 ま， り、 かたき を ふせぎ 申べ し、 はやとく と 

くと. a. 上る、 大君 は 聞し 召、 なんでう さる 事 あるべ 

き や、 汝 もろとも 鬼 も 角 も、 生が い をと ぐべき なり、 

時に さらしな す、 み 出、 な ふい かに 兄 上さ ま、 爱に 

は ひとつの 手， たて 有、 君 は 只 ひとへ に、 御身 を賴み 

てまし ますに、 御身 是 にて 果給 はい、. 此後 たれ か 御 

かいほう、 なし 奉る 者 あらん、 又み づ から は 女の 身 

力 、 ル 草の 内なる は、 木々 の、 あ. 9 て かひな きものな 

れは地 死す る も 殘るも をな じ忠、 御身 は 御供な され 

っゝ、 敵 を 討 取 大君 を、 みよに 立 させ 給 ふべ し、 み 

づ から は是 にと ，5- ま b  、女 成 共 もの、 ふの、 家に 生 

れは 弓矢の 道 力 、 か爭か 男子に おとる ベ き、 早と く 落 

させ 給へ と 云、 兼 道 聞て さすが 汝は 某が、 妹 ほど 有 

ける よな、 然 らば 跡 をた のむ ぞと、 君の 御供 id り、 一 
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しがら き 寺 へ と 急き ける 力、 かさら しな 御 あ と 見送 

b て 心安し と 內に入 b、 兼 道が たしな みし、 鎧 を 著 

し 太刀 を はき 力 、 ル 長刀 小 わきに かいこ ふで、 よす る 

かたき を 待 居た，^、 去 程に つね 高 は、 土民 共に あな 

いさせ、 大 せい 引ぐ し东 りつ、、 大昔 上て 此屋 の內 

に 葛 城の 大^、 おはします と 承.. > 、右 大辨 つね 高が、 

御迎 の爲參 りた，.^ じんじゃ うに 御 出 あれ、 さなく は 

ロハ 今亂 れいり、 兼 道 もろ 共生 どる ぞゃ、 それ 打 いれ 

と下ぢ なせば かう がの 藤 太 藤： 2:， まっさき かけて か 

うもん を、 打破 つ て 飛で 入、 さらしな ゑた. 9 と內 よ. 9 

も 力 、 長 刀 そばめ まく， 9 立 ハヤ 一一 1 重お もて を さして 

切 出し、 しばした. 5 'かひた， 0 ける が、 もとより さら 

しな、 長刀の 上手に て、 藤 太 かほ そくび 打 をと し、 

藤內 がまつ かう から、 竹 わ..？' にさつ と 切る、 され バ 

多せ いの 事 なれば 力、 か 我 もくと 落 かさな b  、高 手 

小手に ぞい， ましむ る、 ^ぞう 兵共亂 入り、 愛 やかし 

こと 尋れ ど、 大君 見へ させた ま はねに せんかた なく 

もさ らしな を 力 、 ル引立 て それ よりも ハヤ 三重 都.. ど さ 

して ぞ 引に ける、 されば にや 大友 のまと. 9 は、 かつ 

ら きの 大君 を、 都 を さらせ まいらせつ、 心に か ゝる 


雲 もな く、 をして 太子に 立 給 ひ、 力、 かごう あく 無 ざ 

んに まします 故、 恐れぬ 者 こそな か. 0 けれ、 か、 る 

所へ 右大辨 つね 高、 御 まへ にし 5" うなし、，， 此 たび 江 

州 もり 山に て、 かづら きの 大君 を 尋ね、 生 取 申さん 

爲罷 下" 候處 に、 わう じ 落させ 給 ひつ 、、すくね 兼 道 

が 妹の、 さらしな を 力、 か 生 取引ぐ し 候と、 まと の 

お， まへ に 引す ゆる、 魔 取 はし 近く 出 給 ひ、 さらしな 

に 向 はせ 給 ひ、 大の眼 をく はっと 見 ひらき、 ゃぁ汝 

はすく ね 兼 道が 妹に て 有け るな、 よくも をのれ は大 

君 を、 いづく へ をと して 有け るぞ、 あ b か を 只今 ま 

つす ぐに、 ^せ やい かにと 座 を 打て、 はった と にら 

んで いからる、、 時に さらしな からく と 打 笑 ひ、 

あらぎ やう/ \ 'しき 有檨 かな、 何 それがしに 大^の、 

行衞を 中 せと 宣ふ かや、 女ながら も更科 は、 高村邵 

司が 妹 力 、 かもと もの 、ふの 名 も 高き、 其 末葉に て 候 

へば、 忠節に 落せし 君、 其 葛 城の 御行 衞， や、 いか 

で、 あからさま にや 申べき、 それ 德 有て. n ふかく、 

めぐみ も あつく まします を、 是 仁君と 申な h -、 道に 

背きて 王位 を 掠め、 がいに まかせて ふるま ふ-^、 ひ 

つ ふ どくふと 名 づけた， CN、 どくふ 世に あるた めしな 


し、 ままし きかな ばんじ やうの、 其德 もまし まさ や、 

親 兄の 鱧に 背き、 人民 をな やます は、 追 付け 天の 明 

鏡の、 くもらぬ 影に せめられて、 めつぼう くびす を 

めぐら さじ 力 、 ル 其 時 こそ は 申さめ と 高 笑 ひし てぞ 

いたりけ る、 まと. 0 大きに はがみ をな し、 や あらお 

のれ は 女の 身の、 小さ かしげなる 返答 かな、 よしよ 

しい はせ で をくべき や、 や あ もの 共 其 女が、 いしゃ 

う を はいで あれ 成し、 松の梢に つ. 9 上て、 せめつけ 

せめつけ 拷問せ よ、 かしこまって いしゃう を はぎ、 

あげつ をろ しっせめ とひし は ハ ャ三 重目 も あてられ ぬ 

し 11 いなり、 むざん かな さらしな は、 さむき 嵐に 身 

もこ ほ. 9、 はだへ も ふる ひいきた へて、 たへ いる 計 

に 言葉な し、 其 時 魔 取 近々 と 立よ.. >、 汝 がいらざる 

忠節 故、 思 はぬ うきめに 逢ぞ かし、 落せし 行 衞を申 

なば、 たすけ か へ さん はや 申せと、 大昔 上て 宣 へば、 

更科 聞て や あ 愚か 成る 仰 かな、 身 を さき 骨 をく だか 

れて も、 中々 行 衞は申 まじ、 忠義の 爲に命 をす つる 

は、 女ながら も のぞむ 所、 きょく 命 を 召れ よと、 さ 

も 高聲に あざむけば、 魔 取 大きにせ き 給 ひ、 げ にも 

汝は 忠義 をた てけ んを顯 す、 それ 賢人の 胸中に は、 七 


つの 穴 あると かや、 今よ. 9 後の世 語りに、 魔 取が じ 

つけん すべし とて、 はかせ 給へ る 御 太 ？：7 をぬ き 持て、 

心 もと さし 通さ ん とした ま ふ を 力 、 頸 をち いめて 

きっさき を、 二 三寸く わへ た. 9、 魔 取 いらって こぢ 

はなさん、 いや はなさ じせ ひ はなさん、 いや 》 /^い 

やい や はなさ じと、 諍 ふに こそく は へたる 力、 シ切先 

はっきと くゐ をって、 ほっと 吹かけ 奉る、 まと. 0  く 

ぐって よけ 給へ は、 うしろに 有け る 右 大辨、 つね 高 

のみつ けんに、 一 ゅ.=^ゅって立ければ、 ゎっと計.9 

を さいごに て、 ついにむな しく 成に け..^、 まと. 0 も 

膽を けし 給 ひ、 そら を そろし く 身 ふる ひし、 橫手を 

打て、 あつ はれ 汝は、 ^さて 女に まれなる 者に て あ 

、繩 § るめ よと 御で う ある 力、.^ -畏て 引 をろ し、 い 

しゃう をき せて 取 かこむ、 時に 魔 取宣ふ は、 傳 へき 

くもろ こしの、 みけん 尺 はめい けんの 切 先 を、 口に 

ふくみ しんわう に 吹かけ 力、 かつい に 本望 とげ た. 0 

とや、 汝は 女の 身 なれ 共、 みけん 尺に は增 -9 た h -、 

ゆ ふきに めんじ 命 をば、 たすけ ゑ さする 去ながら、 

我 を 討ん と 思 ひなば、 ふつうの 叙 は 身に た、 す、 ロハ 

今 切 先 をれ たりし いかづち 九 を あた ふる ぞ、 此 太刀 
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にて 某 を、 何と ぞ 重て ねら ひつ、、 討て 見よ と 件の 

太刀 を 下されて、 いとま 給り 入 給 へ ば 、さらしな 跡 を 

見送 b て、 命 を 助け 給る 共、 目の前に ある 逆 敵 を、 爭 

かで かもって 餘 さんと、 いかづち 九ぬ き 持て 力、 か 追 

かけ ぃらんとした..^しが、 いやまて しばし 此所 は、 

まった ふなして 立 歸.^  、 兄 かね 道と 諸共に うつ こそ 

本意よ、 ことに 又、 いかづち 丸 を ゑた. 0 し 事、 魔 取 

のうん のっきし さう、 時節 は うつさ じ此 太刀に て 力 

力 ^王子の 首 は 地 給るべし、 かまへ て 忘れ 給 ふなと、 

高 聲に呼 わって、 君の 御 跡した ひゆく 力、 * 天晴 まれ 

なる 女と て、 贵賤 上下 をし なべて、 皆かん せぬ 者 こ 

そな がり けれ 

第 五 

其 後、 城の 大君 は、 兼 道に いざな われ、 しがら き 

寺に 御 入 あ. y、 行 墓に 對面 ましくて、 御賴み 有け 

れば、 行 基 御請 を 申つ、、 御 かいほうな しければ、 

力 、 かしば らく 是に御 逗留、 時 を 待て ぞを はします、 

去 程に、 かね 道 は、 君の 御 出世き ぐ はんの ため、 よ 


なよ な こすいに 口す、 ぎ、 こり を かき 身を淸 め、 白 

ひげ 大明神 へ さんろうし、 な いげ 淸淨に ほ つ せな す、 

今宵 はこと に 1 七日、 まんす る 夜に て 有ければ、 い 

よいよ しん.， こらしめて、 宫居 にさんけ い 申つ ゝ、 

一 心に が つし やうして、 なむ 力 、 かきめ うてう らい そ 

も そ も、 當社 E. 神 は、 本 地 觀昔大 しにて、 れいげん 

あらたな りけ ると や、 ねがはくはせぃ.*^ゃぅの、 月 

くらから ぬかげ をう け、 逆； fl 忽 めつぼうし、 あまつ 

ひっきの ほがらかに、 雲井 を てらす 大君の、 御世と 

なして たび 給へ と、 ふかくき せい を かけ まく も、 か 

しこに よすがら つや 申、 きねんな して ぞゐ た. 5 ける、 

かゝる 所に な いぢん より、 はくはつ たる 老翁、 こつ 

せんと 顯れ 出、 さし もけ だかき みこへ にて、 いかに 

兼 道、 汝 ちうて い を 鍵し、 祌^ にかつ がうな し、 君 

の 出世 をい のる 事、 心安 かれ 本望 を 達し ゑ させん、 

そのために 姿 を まみへ て 有け るぞ、 汝が 妹更科 も、 

忠孝の 者 なれば、 つきそ ひま ほり tb- がれ ゑぬ、 なん 

をす く ふて ゑ させたり、 更 科に も對 面させ、 諸共に 

ごう あくの、 魔収の 王子 をうた すべし、 我に 隨 ひき 

たれ よと 力、 か宣ふ みこ へ 諸共に、 はくうんに 打乘 


て、 都の 方へ とびた まふ、 兼 道 きゐの を も ひ をな し、 

力、 か をし へ に まかせ 御 跡 を 三重した ふ て郤 へ いそき 

ける、 去 程に まと.^ の 王子 は、 御ゐ せい H 々につの 

らせ給 ひ、 まへ に は 魚 鳥 八 ちん を つらね、 うしろに 

はかす をお かにし、 ： 酒 を 池に すと、 古人の い へ る も 

かく やらん、 酒色に おぼれけ う をな し 力、 亇 のかし 

くらせ 給 ひし は、 よに あさましく ぞみ へに ける、 け 

ふは殊 -史每 年の、 かれいに まかせさぎ てう を、 はや 

させ ゑいらん；^ ベ しと、 ひがし を もての みすち かく、 

御 出 ^^？; て ゑいらん ある、 かねてした くのこと なれ は、 

1 一 もとの さぎて う.^ みて、 いしゃう にか ざ. 0 たて、 

はやし $ 役 を ふれ 渡す、 いづる 姿 も 三 ヶ月の、 nr 取 

なれ ど 時し ある、 君が ためにと はらから は 力、 ル はや 

しの 役に 打 ま じは，.^三重をんどをこそは 

さきてう 

はやし けれ、 うて やさぎ てう とんと やお ほん を さま 

る、 御代の 印に は、 ながき 日 かげ も、 うつろ ふや、 ま 

つと 竹との、 あい をい に、 もろこし 鳥の、 尾 を まな 
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び、 したのほす へをゅ.っ.=^はゃ、 つるす あ ふぎの き 

KV  /\ て ，リ と 、ひらい て す ほ め てく は つ IO ひらく  0., 、 

よもの 春、 はるの ぎしき を 取 そろへ、 孫子に ゅづれ 

.だ いくの、 かほし ばむ 迄 かいら うの、 ひげな が、 

れ とか ま h- し、 こしに あづさの はや 弓 や、 ゆみ は 

ふくろに おさまれ ばみ はこに ょゝ の、 たち 花の、 か 

ほ. 0 あらそ ふ、 とその みき、 くめ や いづみの 不 息に、 

引し めな はに しろ かねの、 ゆきをい たいくす みのへ 

の、 いそに よるて ふ ほ * たわら や 地 昔 じん ぐうこう ぐ 

はう の、 いこくた いぢの 御 時に、 はたう 万里の 舟の 

うち、 馬 かふ 草の なか. 9 しに、 もち ひ 給 ふと きくか 

らに、 われ もニッ 三重た ぐ ゑん 君が 身 を、 世に 田つ く 

.^と あがむ らし、 あかみが ちなる 初花 や、 すその ゝ 

むめのう つ. 0 かに、 いもせ の 山と 名 やた、 ん、 よし 

た \ ば たて ひとふしに、 つのぐ む あしの あだま くら 

地 か はすち ぎ， 0 を 世の 人に、 見せば やけ ふの かゝみ 

草、 八 千 や この かす/.. 'に、 ふくじゅの きくの ほた 

げを は、 千世の ためしに 引い との、 糸に か、 れ るか 

けたいよ. 9 も、 を も ふかた きをつ hN さほの、 みさほ 

すぐなる、 みよ をい つ、 み ど. 0 もさす や、 靑 柳の、 

六 百 二十 七  ！ 
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げ にも かれた る 木た b 共、 花 さくら 木の よそ ほひ、 

せいやう の かげのと かなる、 穴 H のけし きを もしろ や、 

^^Av/) さ， きて うの はし ま. c は、 く は. フて い の 御 時、 

しう なん 山の かたはらに、 さん， 0 やうと 云惡鬼 あ. o、 

かたち は 人に て 足 ひとつ、 とくはし る 事 世に すぐれ、 

峯をこ へ 谷 をす ぎァ イノ 手 木す へ を かけ. 0 三重 枝 をつ 

た ひ、 人民 を、 なやましぬ、 く はうて い あはれ みお 

ぼしめ し、 てい b やうの れい をな し、 三つの ぎて う 

を 打た まへば、 惡鬼 はお それて 3^ さ. 9 ぬ、 いまの さ 

ぎて ぅ是 な. 0 とや、 それ はいに しへ われ はまた、 い 

まぞ かたき を ふたつ 三 つ、 打 かちく.. > と 悅ぶは 力、 巾 

何よりめ でた か， 0 ける と、 まい を さめた. 0 けれ は、 

王子 御き げん 淺 から や、 品々 のた ま 物 を めん^^に 

ド さる、、 いた ぃくふせぃ に兄；^^^は、 けいごの ぶし 

を収て ふせ、 さいたる 太刀 をば ぃ収 て、 首 ； ^-- に 

打 をと し、 かふ， 0 しふく めん 取て すて、 天上へ かけ 

のぼり、 魔 取の 王子 を 引立て、 ていしゃ うへ 飛で を 

り， 兩 方よ b さし 通し、 首 中に 打 をと す、 有 あ ふめ 

ん めんさ はぎた ち、 らうせ き 者の がさ じと、 さゆう 

より 追 取 まく、 時に 兼 道 大昔 上、 や あしばら くまて 


 六 百 二十 八  

かたく、 かく 申 某 は、 高 村す くね 兼 道、 かづら き 

の 大君の、 御み かた 仕. o、 はか. 9 こと をめ ぐらし、 

只今 王子 を 討 取たり、 五 逆の 人に くみせん よ. 9、 仁 

有る 君に したが ひて 力、 ル 天下 を やすんじ 給 ふべ し、 

いかに やい かにと よば はれ は、 有 あ ふ 公卿 殿上人、 

北面 下郎に 至 迄、 一同に 悅 びて、 もういに 恐れ 隨ひ 

しが、 今よ b して は 大君の、 御み かた 申さん と、 い 

づれも こぞって きぶくな し、 皆ばん せい をと な ふる 

時 力 、 かきてう のか ざ. 0 の內 よ. 0 も、 魔収の 王子 飛で 

出、 兼て かやう に 有べき と、 ち. 9 やく をな して 有け 

る を、 はか. 0 事に のせられて、 悅 ぶけし きの を かし さ 

よ、 まことの 魔収は 我なる ぞ、 と あた. 0 をに らんで 

立た る は、 金剛り きしまけ いしゅら 力 、 f のれた るけ 

しき も かく やらん と、 身の け もよ だつ 計りな り、 爱 一 

道 大きに はがみ をな し、 天に あがらば 五 逆の 綱、 大 

地 を ふまば せきば つの 繩、 けんこんに みち た. o、 

七 尺の！ 風 は、 しな をに あゆみ 行 とても、 まとり の 

王子 は あめが 下、 身 を 給 ふ 地 はなき ぞ、 いづれ も 

.51 、つて 打と めよ、 心得た，h^.AJさゅぅょh^、 造 収ま 

はし 打て かゝ る、 魔収 いかって、 物々 しゃお のれば 


みん ら 

<   、 、 

だ か 一 
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をが み、 逆て きをた いぢして、 國 あんせんの 吉 左右 

と、 悅 びいさん で 立た.. > け .9、 かの 兼 道が はたらき 

を、 きせん 上下 をし なべ て、 皆かん せぬ 者 こそな か. 9 

けれ 

第 六 

其 後、 魔収の 王子 も 自滅 有、 洛中の さう どうも しづ 

まれば、 天皇 を 都へ 還 幸な し 申、 かづら きの 大君 も 

力、 か 江 州より： i 洛 あ.^、 目出度 御代と ぞ 成に ける、 

此 皮の くんこうに、 高 村す くね かね みちを、 近 江の 

郡 司に せんじ 有、 正 五位て い. Q に ふく せらる、、 ま 

つた 行 基 僧正に も、 菩薩の 號を給 は 5 て、 近！： d は 都 

遠ければ、 大和の 國に地 を 見 立、 大がらんをこん..^ 

うし、 十六 丈の るし やな 佛、 あんち 申せと. 0 ん げん 

有、 則す •、 ねかね 道に 奉行け いご 仕れと、 ちょくで 

う あれば か ねみ ち 力、 レ， 謹で 承"、 頓て 三重 用意 をし 

た b ける、 かくて 其 u に 成 ぬれば、 お 良の みなみに 

地 を 見た て、 則 行 基 かう じに て、 四方に 四 天の 柱 を 

たて、 あまたの ばんじ や う 召 あつめ 力、 か 奉行の 兼 道 


々にっかみ さき、 鬼祌 をした が へま こくに せ 

、れ やか、 れと 大手 を ひろげ、 ねぢ ころし ふ 

き、 あるひ はつらぬ き 人つ ぶて 力、 ルカ まかせ 

にあれ たる はハ ャ 三重す さま じかり ける しだいな り、 

時に かね 道、 大昔 上て や あまとり、 妹に けいやくの 

いかづち 丸 を へんしん せん、 請て 見 給へ 王子と て、 

兄弟 諸共 打て か、 る、 魔 取 は是を こと、 もせす、 か 

いくい b 引はづ し、 二人 を 左右に かいつ かみ、 一々 

に 取て ふせ、 く はんねんせ よと ふみつけて、 首ね ぢ 

きらんと し 給 ふ 時、 ふしぎ や 大地め いどうし、 白 ひ 

げの 大明祌 出現 ましく うしろよ.. >、 魔 取の たぶ さ 

を かいつ かみ、 中に 引 立 給 ふに ぞ、 兼 道 さらしな 力 

を ゑ、 をき 上って さゆうよ. o、 指 通し さし 通せば、 

よはる 所 を しんれい、 かしこへ かつ はと なげ 給 ふ、 

力 、 か 兼 道す かさす まとり が 首、 水に たまらす 打 をと 

す 力 、 . -此首 こくうに ひぎ やうして、 く は ゑん を 吹か 

け 飛め ぐる、 され 共 しんれい かご あれば 力、 かく もゐ 

はろ かに まひ， M り、 行方 しらすに うせに け h -、 しん 

れい 其 時み - J へ を あげ、 力 、 かな を ほうそ をし ゆ 

ごせんと、 ひか. 0 を はなもう せ 給 ふ、 兼 道 御 あと ふし 


i 
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ま はさ. 0 行し と、 こん..^ぅのこと始め、 つ、 がな く 

打納 む、 T 秋〃 歳 めでたしと、 贵賤 上下 をし なべて- 

栲ぁ ふがぬ 者 こそな か" けれ 
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さ しづな し、 作 寧 初と 聞へ ける、 去- 4- に 都よ. o、 あ 

またの 月 卿 雲 客 、御 さぐ はんの た め 參詣 有力 、かのう 

ふしゃう かく を t- こちの、 所せ くまで さしつ どひ、 

くん じゅなし ける 有！ 2 は チタ" 花やか 成け るし だい 

なり、 か、 る 所に、 天地 俄にめ いどうして、 で..； 屮ょ 

魔収 のかう ベ まひ 下り、 口よ.^ ほの ふ を 吹 出し、 

か いげ ん くや うの 道場 を 力 、 レ， さまたげ んと飛 ま 

る は、 すさまじ か. 0 ける 次第な り、 兼 道 さはが す 

刀 をぬ き、 飛 か、 つて はっしと きれば こなた へ う 

かげ らう いなづ まお の 火の" 、 か 姿」 見れ 共 

られ や、 かなた こなたと する 所 を、 ぎ やうぎ しばし 

と をし と、 め、 かく 惡靈の をん ねん は、 力、.^ 打 物 わ 

ざ にて かな ふま じと， じゅ や さ ら. /o- と 押 もんで、 せ 

め 付 いのら るれば、 いのりい のられ あくれ うは 

力 、 レ， 大地に 打 ふせらる、 とみ へ しが、 忽 くだけて 其 

內ょ. o、 魔 生の すがた 顯れ 出、 ゑ、 口 をし や、 魔驭 

が か らだを わ が 物にし、 H 本 を ま こくに なす ベ しと、 

かく 迄し を ふせた. 0 ける を、 又も のぞみ をう しな へ 

り、 われ 廣 次が 一 念な..^、 今 はは ゃ是 迄と 六、 .MK か 

と 見れば 其 ま、 に、 雲に まぎれて 失に けり、 先々 あく 


通俗 傾城 三國志 

第 一 

「偖 も 其 後、 駒 もい さみて なる す、 の、 馬子が 歌に か 

しま たちあつ まの そらに、 かほむ けて、 朝日に に ほ 

ふと を 山 やと 山の、 さくら はなかざる、 から あやに 

しき、 色 ふとん しゃんと 三重の りかけ かいか さの、 う 

ちみ ゆかしき はなと 花、 ふた ばしゃう によ も 山の、 

めいしょ はなしに いっとな く、 はや 品 川に つきに け 

り、 とものお のこ はや ど をと る、 ていしゅ 立いで 見 

るよ， 0 も、 まだ 山 5 はに 日 もた かし、 是 はいかなる 

上郞 様、 いづく へ 件 ひた まふと とふ、 男 聞て されば 

とよ、 げ せつが しゅんと たの ふたる、 新吉 はら 京 町、 

三 うらの ほう 順 このたび、 三が のつ の 色 合、 京の 名 

一 色 花；：；： の 君、 なに はの ゑん 色む めが へ檨、 この 御 ふ 

た. 0 をよ びく だし、 もとよ. 0 てまへ の わかむらさき、 

合て 三が いまつの；！；？、 ひとめに おがむ 三 ふくじん、 

力、 レ- せんせ の 世に いでの 里、 やへ 山ぶ きの 花み し 

て、 さか へんす への ゑいぐ はの ほど、 たのし みぞん し 

通俗 傾！^ 三國志 


候 也、 その 山ぶ きはいわぬ 色、 力 、かくちな しそめの 

ぶんに して、 人に さたば しした まふな、 いざ/、 こ 

れ へ とそれ よりも、 地 むめが へ の 君 花！ I： の 君、 馬よ 

. ^おろし まいらせて、 內に ともな ひかし つきて、 た 

びの つかれ を 三重 「やすめけ る、 いろの みなとの ふな 

か、 リ、 京大 坂の 松 S 君、 あづまく だ b とこよ ひし 

も、 品 川に ； しゅ — -、 あす 江 In- 入と きく やい な、 

むかひの ために わかむらさき、 その 比 又^に たかき、 

なご やさん 三 としはる は、^ むらさき にあ ひそめて、 

ともに むすびし 江 かのこ、 いふに いはれ ぬな か 也 

き、 打 つれき た..^ 御 一 ざの、 繕 はすして ふう b うは、 

力、 か 色の きっすい まれ ものと、 上下 さ 、めきに ぎ は 

へり、 ていしゅ： 金 もちいで、、 三が の 君の 屮 におき、 

それお てうし とす、 むれば、 嶋 ばらの 花 月 め 君、 む 

めか へ樣 へ、 と 有ければ、 是は あづまの むらさき 樣、 

御 はじめ あれ かしと、 につ こと ゑみて 申さ るれば、 

て いしゅ こ、 はさん 三欉、 おさ しづ あれと いひ けれ 

ば、 山 三に つ こと 打 わら ひ、 若 むらさき は 某が、 あ 

ひかた なれば 申されす、 とゑ釋 あれば むめつ のか も 

ん、 罷 いで、 せっしゃ めが、 憚ながら 申すべし、 兩 

三十 一  ■ 
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君樣は 都より、 始 ての 御いで 也、 むらさき 樣 はとう 

もの 君、 申せば ていしゅ こ、 ろみして、 あげさせ 給 

へしから ばと、 若 むらさき は兩 君に、 力、 かじぎ して 

K 版 取 上て、 花 月 さまへ， とさし ければ、 花 月 取 上ケし 

づ やかに、 人々 に ゑし やくして、 山 三に こそ はさし 

に けれ、 山 三 不服 収 上て、 江 戶にゐ ながら 久 かたの、 

くも ゐ もと をき 都の 君の、 御； 盃 をいたい く 事、 色み 

やうが あるく は ほう もの、 人々 うらやみ 申さん と、 

むめが へに じぎ 有て、 たんぶと うけて  一 口の み、 さ 

しひ かへ 又収 上ケ、 むめが へに さし 給へ は、 むめが 

へお さへ て よそよ りの、 力 、かひへ たる 盃 せん もな 

し、 ひとつ あがりて 給 はれと、 つきもどせ はさん 一一 

は、 さあら ばていし ゆ あい 致せ、 むめが へいや/.、 

その 不 1、 かま ひの あれば 御 あい はかな ふま じいと 云 

ければ、 力 、かていし ゆ は ほうと 計. 9 にて、 びん かき 

なで \ ぞゐ た. 9 ける、 なご やさ あらば 給 はらんと、 

又 ひとつ 引う けて、 口 付 給へば むめが へ は、 さす ま 

をお そしと よ. 0 そ ひて、 その 盃-に 口 を そへ、 いちど 

にの ふでい きをつ ぎ、 たがいに めと 目 を 見 あはせ て、 

しっと わら ふて うつぶけば、 むめ 律拍 ていよ 見事、 


むめが へ樣の 御盃、 むらさき 様へ と 云ければ、 あい 

とこた へて さしけ る を、 若 むらさき は大 やうに、 W 

もき みよき 御; fen ぶ， c'* 力 、か 一 つた べんとうけ ほし 

て、 むめ 律に こそ はさし に けれ、 かもん 待 かね 候と、 

いた いきて 三ば いほし、 山 三に させば 一 つうけ、 ひ 

かへ 給 ふ をみ てむ め^、 進出て 兩 君樣、 せっしゃね 

が ひの ござ 候、 三が の 君の か s« 迄、 御 あつま ある 

ご 一 ざ は、 っゐ にき、 も 及ばねば、 道 巾の 御し かた 

らと 計.^ 御 まなび、 御み せ あれ やと 云ければ、 兩き 

みこれ はいと やすし、 むらさき 隨も マて-つ あら は、 P- 

たちあれ やとす、 むれば、 じする におよ ばす 若 むら 

さき、 小つ ま 取 あげたち あが.^、 さきにす \ めば兩 

君 も チクリつ いいて せき をた、 れし は、 めづ らし か. 

ける しだいな. 9、 色 はちし ほに お ほ けれど 本 地 さすが 

にかけ てた のむ に は、 むさし のにお ふいと す，、 き、 

ほに でし 色 や 若 むらさき、 みやこな にはづ この 江 

を、 三が の ti; と は 申せ ども、 その だいいちの 松の 君、 

さも 大 やうに 立 いづ る、 やなぎの めもと 花の くち、 ち 

よつ とさし くし あら ひかみ、 身 ふ せいころ としの 

ほど、 たと へて いはん 花 も；^ し、 見る に 心 を くれな 一一 


ゐの、 もへ たつ やうの かう りんやに、 打 かけたり し 

しらきぬ は、 さくら かさね LJ うちみ 入 て、 三重と きも 

やよひの 色 なれ や、 つぎは みやこに 名の 高き、 花の 

めいしょ は 多 けれど、 見ても みあかぬ みよしの や、 

よしの ゝ さくらす まあ かし、 月 と 花と をく まもなく、 

ひとつに 見た る こ、 ろと や、 本 地 花！ S: の 君と 申つ ゝ、 

ひなの はて 迄 せんせい を、 き、 ふれた..^ し 色つ かさ、 

ひじ ゆすのう へに きのこ そで、 はなや まぶき と 云と 

かや、 三つ かう がいに 二つく し、 げに京 ふうの かみ 

かたち、 あいき やう ありし ようがん は、 ほかにた ぐ 

ひも あらいその、 なみの ちひろに しづむ 共、 せめて 

ひとよ はこの きみと、  >  ひ を かけぬ はな か け， 9、 つ 

づ いていろ もな をよ しゃ、 なに はづ に、 さく 此 花の 

いま も はるなる いろ さか..^、 むめ かへの きみ は ひと 

しほに、 花 もい ろか もさき かけの 本 地よ そに おとらぬ 

ようしょくに、 ふたつ かう がいひ やう ごわげ、 みつ 

さし^ -に八 もんじ、 山 三が かほ を 目に かけて、 す 

んど でかけし よそ ほひ は、 月 ゆき 花の 三つの 君 間ノ手 

小つ まかいと b ふ..^ かけて、 たかび にあと さき 見 あ 

はせ て、 さし もに ひろき 大 ざしき、 二三と 四 五 ど 道 

i,^ 傾城 三 國志 


•ST は， こ、 ろ ことば もお よはれ す、 か 、るん ころへ 

そと もより、 しゅすの づ きんに すげ かさき、 三重 あさ 

ぎ あはせ の 身せば つま、 ひらり/^ とけ かへ して、 

つか/^ ときた..^ つ、、 おめす おくせ ャ立 たる は、 

おも ひかけ なう み へ にけ.^、 むめ 律 はいそき 立む か 

ひ、 や、 その ほう は此所 を、 何と 心へ ざしき 迄、 き 

た， て は 有け るぞ、 く はんじん ならばお もて へで よ、 

べいせん はいか 程 も、 ゑ さすべし と 云ければ、 いや 

私 は小づ ると て、 力、 ルはづ かしながら 少々 は、 人に 

も しられし 身 なれ 共、 さしつけ 是 へまい る 事、 承れ 

ば京嶋 ばら、 大坂 のしん まちよ. 9、 た ゆ ふ樣の 御 下 

り、 しん吉はらょ.^御むかひに、若紫樣御ぃでにて、 

こよ ひ 三が の 色 くらべ 、 世に もまれなる 御 一 座 を、 

ゆ め 稗 成 共 見 まほし く、 つとめ を かきて 御 ざしき へ 、 

力 、かわ ざ/ \> まいり 侯 ふと、 につ こと ゑみて ぞ申 

る、 山三此 よし 聞 召、 くるし かる まじ こなたへ と、 

力、 かお ほせ けれ-よ さあら * よと て、 チクリ か. ri; んょと 

もな ひいれに け b、 山三是 へとの たまへば、 すこし 

もお くせす まんなかに、 力 、 か むん すと なをれば わか 

むらさき、 さか づき 取上ケ さしければ、 小つ ると b 
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あげいた、 きて、 みな 檨 すら..^ と ゑし やくな し、 む 

めが へに さす 所 を、 山 三お さへ てま づ かさ を、 ぬぎ 

て 否いた されよ と、 てを取給 へ ばふ..=^はなち、 是は 

われらが だう ぐ 也、 づきん はかみ もお なし 事、 かさ 

はト： 郞 のかう がい 也、 くるしから じと かた ふけて、 

しと、 よ. 0 そ ひむ めが へ樣、 ィ a 地 御身 を ちらと みの 

ぢょ， o、 力、.^ 道す がらつ きまと は hN、 はまな のと ま 

.0 でく どきし に、 つれな くよ も あけ 此^ も、 かな や 

の しゅくに てち そめの ふみ、 とかくの こたへ もまし 

まさす、 御身に たよりか こたんた め、 やつす すがた 

の；， R 年ん め、 じつ を 見せん とみぎ. 0 のての、 力、^ 小 

ゆび を ふつ ゝ とく ひきって、 ちけ ふ. 0 立て ふきつく 

る、 むめが へ是 はと 立の く を、 たもと を 取て 引と、 

む、 山 三 こ はしれ ものと、 二人の 中へ わって 入、 お 

しへ だてつ きの くれば、 かのものかふ..^しかさづき 

ん、 力、 々取て す つれば すみ まゆかみ、 山 三が かほ を 

きつ， と 見て、 や あご へんはな ごやさん ざと し はるに 

て は あらさる や、 山 三き いてさい ふ はた そ、 たれと 

はおろ かすぎ し 比、 御身に うたれ しふ はの、 ばん ざ 

へ もんが おと ゝ、 同名ばん さくて る ひろ 也、 兄 をう 


六 百 三十 四 

たせむ ねんと 思 ふ、 一 ねん こ、 にて つつう し、 たい 

めん なすこ そうれ しけれ、 く はんねんせ よとくよ い 

けんぬ き、 たい 一 打と する 所 を、 御供に ひかへ たる、 

かみなりく はん \、 ふう でん 長 七、 I もんじに とん 

でいで、 さゆうよ り切 付る、 もとよ. o- ばんさく 小た 

ちの 上手、 力 、 かひ じゅ つ を ハヤ 三重つ くし わたし あ 

ひ、 命 かぎ. 9 に 「た、 かひけ. 9、 大 りきぶ さう のく 

はん 八 長 七、 大が たなに て 切. まくれば、 何 か はもつ 

てた まるべき * 長 AJ と 切 あ ふまに、 く はん 八 はう し 

ろよ. n' む すと 引く み 兩人 して 力 、 かすか さす 取て ど 

うと ふせ、 くび をう たん. 0 する 所 を、 なご やおし と 

め や あくまて、 某が t- 、间 性、 三郞 ざへ もん を、 

伴.： さへ もんに うたれ し 時、 こつす いに てっしむ ねん 

さ を、 思へば かれ も あにの あだ、 うたんと 思 ふ はぶ 

しの 道、 もつ-ともし ごくのと ころ 也、 いまだび じ や 

くの もの なれば、 放ち かへ せ此 なご やが、 うんつ き 

すん ばう たるま じ、 とく/^ とのた まへば、 兩 人き 

いて かたき をば、 ね をた つて は をから す、 せひに う 

たんと 申せ 共、 所 も あしく 此 たび は、 ゆるせと しき 

つてと め 給 ふ、 ちからお よばす 兩人 は、 命み やうが 


のし あはせ ものと、 力、.. 取て 引た てお ひ 出す、 地ば 

ん さくし ゝの はがみ をな し、 山 三が くび は あ づけお 

く、 かさねて ほん もラ たっせん と、 ゆきが たしら す 

に 成 ゆきけ る、 なごやか なさけ ふ はがゆう、 力 、 ^適 

じんぎの せい 靈 やと、 きせん 上下 安. _ ば 皆かん せぬ 者 

社無鳧 


其 後 ふしうよ つやの かたはらに、 その かみ 四 こくの 

は 人と や、 が ま そが う 力 、 大十 ふゆ とら. とて、 ふ う 

きぶに ようの らう にん あり、 大 なでつけの すみびた 

い、 男 じまんに はいく はいし、 そがう びたいと 世に 

たかく、 すへの 世に みな 人の、 力 、かそうが うとい ふ 

事 は、 そがう を あやまる ことばと かや、 ：^^^ー得ねぢけ 

肝 ふとく、 力 ふつうに こへ ければ、 力、 かがいに まか 

する ふるま ひ を、 にくまぬ もの こそな か. 0 けれ、 し 

たが ふ 所の m 等に は、 大 どうぶつ ゑ もんお にかげ、 

大竹 とら 八く ろかせ、 だち ぼく 入道て つぎう、 山 あ 

らし じ やの 助、 力 -. * いづれ もぶ さう の あぶれ もの、 
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人 をお び やし たのしみて、 ひる はくら して 大 さけに、 

よはお き あかす もの 共 也、 時に 大十 なん ぢ らもし る 

ごとく、 われ 三 うらの 若 むらさきに、 ひたすら とい 

ひい るれ ど、 isj^ にわう ごんう しのつ の、 はちの せ、 

るが ごとくに て、 些 そつ 共う け 付す、 かいは せん 

とい ひければ、 だち ぼく 入道す、 み 出、 こ は 御 こと 

ば 共お ぼへ す、 凡 ちからわざ 成 共、 又 きん 事 

也と も、 御 ふそ くな き 御 しんしゃう、 何とて さ 程 

御 心 を、 な や ま され 候 ぞ や 、若 むらさき がいか 程に、 

せんせい しゅみ 迄の ぼる 共、 なんでう つか への 候 は 

ん、 此 入道が はから はんに、 たが 取 もちの 入べ き ヌ」、 

たいい まに 御吉 さう、 申 上ん とたつ 所 を、 そがう 笑 

てい やま づ まて、 それで は ゆかぬ 所 あり、 なご やと 

いふ もの さきだ つ て、 きょねん 屮ょ. 9 あげ つめに て、 

當 年中 もらい ねん も、 かひ 切た るよ しきいて 有、 そ 

がう 程なる もの なれ 共、 力 、 ル是 にこまつ てさし あた 

り， とうはく したる と 申け る、 大 どう 大 ±： 申 やう、 

さあら ば ひとつの 手 だて 有、 なご やが 歸る 道す じに、 

，伏して やみ 打に、 うってす て険 はんに、 なんでう 

しさいの 有べき と、 力、 かてに とる やうに ぞ申 ける、 
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六 百 三十 六 


大 十き いてげ に それ も、 よろし からん がさ.^ ながら、 

かれ もゅゝ しきもの なれば、 ごにちの ろけん あらん 

時、 この そがう が やみ 打に、 したる なんど、 いはれ 

て は、 ながく かたき を もとむ る.^、 そこをょく，^^ゃ 

うけんせ よ、 いかに/,^ と 有ければ、 山 あらしす、 

みいで、 あのな ごや はせん ねん、 ふ はの ばん ざへ も 

んと、 申す 者 を 打た，， >  しに、 かれが おと、 同名ばん 

さく、 いろ/ \- ねら ひ 候よ し 承 候 也、 かれが なを か 

り、 敵^^とか うし つ 、、よぶ か に か へ るを，.^ からに、 

ばしょ 能 やうが い 見さ だめて、 切て出兩方ょ..^、 は 

さみ 打に いたさん に、 何のし さいか 候 はん、 さすれ 

ばお のづ とおむ ら さき、 御手に 入 候 はん、 是 はいか 

がと 申に ぞ、 十 河 を はじめ もよ し、 こよ ひっけん 

と 夕まぐれ、 た、 ん とせし を大十 は、 さ祥の 事に か 

どいで を、 先い はふべ しそれ くと、 申 付れば ふつ 

へ もん すん と 立てお くよ， 0 も、 ギン ノリ まだ 口 ひらか 

ぬ さかだるに、 力、 ル ひさく を そへ 持いで、、 力、 ルそ 

がう がまへ にぞ なをし ける、 大十 ほ、 ゑみ 立よ..^ て、 

ひさくお つ 取く みうけて、 いき を もつ がすつ.^ けさ 

ま、 十四 五し やく かい ほして、 さあなん ぢ らもの め 


やとて、 力 、 かひ さくを わたせ ば 四 人の もの、 チクリ さ 

しう け^ (^くみほして、 今少し 召 上られ！^ へと て、 

差 出す そがう 引よ せ もろ て を かけ、 そろ b/.,- との 

む 程に、 力、 ル たちまち たる を かへ ほして、 かしこへ 

かつ はと なげ 出し、 ^きびよ しゃい さぎよ し、 いざ 

門出 を 打てお け、 此 勢に おそらく は、 てに たつ もの 

の 有べき やと、 おど， 0 上って 一 どうに、 すでによう 

ゐを ハヤ 三重 「した. 0 ける、 されば にや、 ふよの * よ i 

さくて る ひろ は、 むめが へが 色に めで、 あにの かた 

きを わきへ なし、 なご や 山 三 を 打 もらし、 むねんの 

山 はふ じょ b も、 まだいと たかく もへ まさ .c* しん 

の ほのほに 身 を こがし、 やかたに か へ b,.^ 事 を、 

云 ふ もむ ねんに おも へ 共、 あま. 9 の 事に せひな くも、 

てごめに あ ひし 事共 をばん ざ へ もんが こうしつ、 柏 

木に 語つ ゝ、 是と中 も 某が、 びじゃく ものに て 候へ 

ば、 かやう にお くれ を 取 候、 うでに 力の 有なら ば、 

採 は て もほんもう をば、 力、 かた つ せん 物 をと せきつ 

の. 9、 なみだ をな がして 申け る、 柏木き いて それ は 

又、 思 ひの ほかの ふかく かな、 ばん ざへ もん どみ あ 

れ^に、 ぶ だう はしかく 在せば、 つねく： i 人に お 


おられし， 其 弟 ご 共 あらん 人、 さ 程の ふかく は あさ 

まし、、 くさの かげ 成せ うれう も、 さぞ 口お しくお 

ほされん と、 おもへば なう ばんさく どの、 女ながら 

もむ ねんさ は、 こつす いしみ て かなし やと、 ざ を 打 

ち- 一 ゑ をい らゝげ て、 おきつ まろびつ なきに け. o、 地 

ばんさく 此； ごんに、 はら かき 切ても あきたら す、 

口 をし く mo ひしが、 いや/ \ 敵 をうた すして、 犬 死 

したる とい はれて は、 か はねのう へのち じょく 也、 

是迄 也と すん とた つ、 柏木 それ は 何 isf- ぞと、 力 、 ^と 

どむ る そで を、 ハヤ 三重 ふ， 0 切て ゆきかた しら やに 

出に けり、 さんぎ さんげ 六 こんし やう-, (- -、 こんが 

う. 0 きしの あいみん のうじゅ、 なむき めうて うらい、 

ふ はの ばんさく、 てる ひろ は、 力 、 かかし はぎが i ご 

んに、 むねん を はらに すへ かねて、 金寵 山し やうで 

んの、 にわう はれい げん あらたなる、 こぶつに て 有 

ければ、 さらばち から をい のらん と、 よごとう しみ 

つ ころお いに 川に ひたりて、 こ. 9 を かき、 あらな は 

にて はちまきし はだか 身に こしみ の あて、 ふたへ た 

つなでし つかと しめ、 ばん ざ へ もんが さいた. „ ^し、 三 

尺八 寸の大 かたな、 力 、かおつ こうで 一 こし さし、 て 
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に 八 かくの かしぼう、 どう/^ とっきなら し、 力、 少 

にわう のまへの 石 坂 を、 一 そくせつ なに 百 どのぐ は 

ん、 ひとたび ごとに、 力 かみ、 かんで 打 付 ゆきかへ 

る は、 げに ぬきん づ るたん せ いやと チ ^"  ^Av ごとに 

ぞ かんじけ る、 あら ふしぎ や、 兩 仁王、 はう く はん 

よりけ ふ. 0 たち、 しつほと あせ 出 あのに わう、 ひら 

きしみ 口の 內ょ， c も、 じんつう ふしき のこん がう そ 

く、 力、 ル ほっと ふきかけ 給 ふに ぞ、 そうみし びれ て 

お ぼへ す も、 大ぢ にど うと ふし ける が、 か つ は， こ 

おきて わが 身 を 見れば、 さう のうで さう の あし、 む 

ねの わたりの 力 こぶ、 力、 ル 二三 十づ 、ふつく と、 

地 ふくれう ごきて その めんしょく、 さも たくましく 

す-る どに して、 力、 かしらき つく. 0 の 二 わ， つよ. o、 な 

をす さま じく ぞみ へに ける、 ばんさく うれし さ 限-り 

なく、 かしこに 有して うづば ち、 さも 大きなる みか 

げ石、 かいつ かんで あげ ゝれ ば、 力、 かその 石 かろく 

いにしへ に、 まくら なんど をと る こ、 ち、 ゆびさき 

にて ふ b ま はし、 もとの 所に すへ おきて、 がた 

し^がたし、 愈 諸 願 成就と、 おんど. 0 上.^ 飛 上. o、 

二 わう をち たびら いはいし、 こん hv ん ふう. 0 ん すい 
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..^んまで、 くた けて ひゝ けと 力足、 どう/^/ (^ど、 

地 ふみならし、 此 うへ 敵 山 三め が鐵の 城に 入. 9、 石 

の 扉 をふさぐ 共、 らくく はみ おんに 打 やぶ. 5、 本 も 

うたつ せん うれし やと、 うしみ つす ぐる 比お ひに、 

ハヤ 三重 わかす む、 かたへ ぞ かへ b ける、 されば にや、 

なご や 山 三 としはる は、 力 、 か！ むらさきのう つり か 

も、 ま. たさめ やらぬ とこ はなれ、 ころし も はるの 月 

たかく、 地 かすめる 空のお もしろ き、 おぼろ 月よ に 

しく もの は、 なしと ゑいせ し 歌よ み も、 かやう の 時 

やゑい じけん、 いかにく はん 八此 けしき、 いとお も 

しろし、 どてい. 2:、 かちに で ゆかんと お、 せけ る、 

官八 しからば 左右 も、 おんそば に 引 そふて、 心 をく 

ばりて あ § みける、 か、 る 所に、 どて ふちの さゆう 

より、 怪き 者す 十 人、 顯 れいで ゝ それなる は、 なご 

や 山 三と お ぼへ た h-l ふはのばんさく是にぁ.^^、 あ 

にの 敵の がさ じと、 云よ.^ 早く 切て か、 る、 山 三 を 

始御 供人、 小せ い 成と は 申せ ども、 ことに なれたる 

者 共に て、 力、 やぬ？ 合切む すび、 こ、 を せんと ぞ 「た 

たか ひける、 か \ る おりふし、 ばんさく、 かへ りが 

j てらに 行か、.^、 此事 をき くよ. 0 も、 かれはな ごや 


丄ハ 百 三十 八  

とお ほへ た- 9、 あいて はたれ か はしらね 共、 山 三に 

いしゅ あ. にばんさくと、 いつは b なご や をう つたく 

みか、 是幸 にさん ざ を、 うつ は 何よ..^ やす けれど、 

一 たん 命 助ら れ、 其 恩 ほうせ す 今う つて は、 恃. 2 道 

た、 す、 ことに わがみ もい ぎ やうの てい、 是で なの 

る もい かい 也、 こ、 はな ごや をす く はんと、 山 ニー を 

かこ ひお しへ だて、 何人 か はぞん せね 共、 だいじの 

御身と 見う けた. o、 こ、 は それがし 請 取たり、 かさ 

ねて やうす はしれ 申さん、 力、 か はや^^こ ゝを御 か 

へりと、 やにわに 山 三 を おしもどし、 十 河に 向て や 

あかた ぐ、 敵に こそ は 人 違 も、 むかしより 有事 也、 

打てに にせ は あたらし や、 しゃつ 力の て始 に、 もま 

つりせんと かしこなる、 すぎの 大 ぼく 飛 か、 り、 ゑ 

いやつ と 引た ふし、 いざ まへ 立の ばん 作 どの、 正 身 

の そんたいが、 こ、 にやう がう 有け ると、 しんどう 

して 打 立る、 そがう 今 はこら へす して、 飛 か、， 0 か 

の 大木、 かいつ かんで むづと 引、 もとよ. 0 そがう 大 

ちから、 ふ は、 みめう のじん づぅ. 9 き、 ゑい や/、 

とひく 程に、 さしもの 大木まん 中より、 力 、かふつ、 

IJ ね； T- 切大十 は、 し.. 0 ゐに ど， フ と す は -iy ける、 よん 


さく 些たぢ ろかす、 ふ. 上 てうつ 所 を、 そがう さそ 

くの きい たれ は、 力 、かおき 上. 9 かいく》，.^、 行かた 

ハ ャ 三 重し らす に に げ て ゆく、 ばん さ /、 さの みいし ゆ 

もな し、 にげ は 其 ま、 にがさん と、 いよ？ C  二王 を 

らいはい なし、 わがや を さして ぞか へ b ける、 力 、 ^ 

適ぶ 双の 働 やと、 贵賤 上下 安 詫 皆 かんせ ぬ 者 社 無 

.鳧 

第 三 

其 後 蒲 十 河大十 は、 若紫に なづ みしが、 ふと 花 月に 

あ ひ 初て、 ちひろの うみの ふかまと 成、 力 、かち かき 

にね 引の さたき はま. n- 、たが いの や-つ ゐひ まもな し、 

郞等大 どうぶつへ もん、 大竹 とら A をよ びい， たし、 

こん H はふ か 川の、 下 やしきに て！^ ひかせ、 それよ 

り すぐに 花 月が 方へ 趣かん、 力、 ル したくいた せと 云 

付て、 やがて やうい を 「なしにけ..^、 よしやな に は 

のうら 浪に、 さすが しゃれたる 梅が へ も 地な ごや 山 

三に 打 こみて、 のぼる も くらき こ ひの 山、 地つ もる 

思 ひ を こま 》/1 . -I o、 かきてお く. 0 しちつ かの ふみ、 
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地 おむらさき にと がめ られ、 めんぼく なさに いつは 

.9 て、 地び やうき とが ラ しっとめ を ひき、 ひる は ひ 

め もす 思 ひわび、 よる はよ すがら なきあかし、 むね 

にたく 火の 色 はな を、 地^ J -J ^は の もみ ぢ き .り 島 の 、 

つ ゝじ よ， 0 け：， もへ まさ， 9、 とひく る 八もう る さく 

て、 地な ごやの 君の 事 計り、 若紫が あの 色に、 うば 

はる、 こそく やし けれ、 しょせん うしな ひその、 ち 

は、 しゃう ^世々 も 山 三檨、 はなれ はせ じと さま 

さまに、 力、 か 思 ひせ ま. c- て 今 はは や、 あらぬ 事の み 

たくみつ、、 ひそ か に 一 ま を 立 いで、、 人め をう か 

： でか 折？ -ら に、 山三樣 G. 御いで と、 ^^ゎむらさきへぁ 

げやよ. o、 しらせき たれば 紫 は、 待储 たる 身 こしら 

へ、 いでゆく すがたの 妬し く、 しばし 見お く.^ 梅が 

へ は、 地 .1^ 紫が へやの 內、 ひそかに 忍 ひ 入に ける、 

チク. 'こ、 ろの 內こ そふ てき なれ、 かねて なご や 紫 

に、 ぉく..^たる士11光の、 守 わきざし 有け る を、 尋ね 

求 め て 盗み取、 是 わが 戀 S 媒と、 力、. - おしいた V き 

て 立 かへ- 9、 さらぬ ていに て わがね やの、 まくら 引 

よせ 打 そべ b、 きせるに かたるむ ねの 內、 さはぐ を 

しづめ てゐた h- ける、 かゝる 所に、 助と いふ わか 

.1 ハ， }« 三十 九 
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いもの、 梅が へ に 大なづ み、 すつ うのき しゃう 書つ 

か はし、 さま/^ 心 をつ くせ 共、 つれな く 月； I： をす 

ごす 內、 ひに たへ かね 梅が へが、 一 まに 忍びみ て 

あれば、 み 山の おくのい はつ、 し、 花の すがた をみ 

る 人 も、 なきひとり sQ を 幸と、 しと、ょ.^^て抱付、 

梅が へさ はがす だん 助か、 こ、 を はなせと てに もち 

し、 きせる ふ， 0 上け うつ 所 を、 むづと 取て 梅が へさ 

ま、 あまり つれな き 御し なし、 身に 思 ひの ある ゆへ 

に、 あづまに くだる 折 ふし、 道中に て 御身 をみ そめ、 

品 川の しゅくに つき、 かたち を やつし ゆび をき り そ 

れ よりか やうに 下郞 となる、 身の ねんぐ はん はよ そ 

にな b、 か 程に 心 をつ くす 事、 ふびん 也と はお ぼ さ 

す や. i こ へ うち ふる ふて くどくに ぞ、 梅が へ つく 

づく しあんして、 是 くつき やうの 事 也と、 面よ はげ 

になう 御身 は、 品 川の 宿に て 敵 打の さた 有しが、 そ 

の 事 はいかい ぞゃ、 だん 助き いてされば とよ、 よい 

事 計. 9 はならぬ 物、 御身の 事が おもとな.^、 敵 も 何 

もやめ になる、 とか/、 の 事 はぎよ ゐし だい、 此身は 

ゃた/^->五ぶきざみ、 車 さきになる とても、 ちつ 共 

そつ 共 ひくき はなしと、 身 を もがいて そ 申け る、 し 
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すました. 0 と 梅が へ は、 さあら ば わがみに S が、 0 

たき 事の あ. 9、 あの 花：：：： がその かたの、 品 川に ての 

事共 を、 とくと 知て 侍へ は、 此 うへ 御身と C! が、 ゆ 

ゆしき あだ は 花 ZT 也、 あれ を さへ 失 ひなば、 心 《；メ く 

念 比 セん、 偸に 失 ひ 其う へに て、 かやう くと. g て、 

かの 守 わきざし を そとつ か はせば だん 助 は、 あの 

女獨 をば、 いか やうに も 計 はんと、 せめくる こ ひの 

わりな くも、 かなら やた がへ 給 ふなと、 ちか ひ をな 

して はかりし は、 三重 むざんな りけ る 「しだいな.^、 

のめ やうた へや はま、 つの、 おと ざいん ざの 大 一 ざ、 

チクリ もとよりな ごやお むらさき、 たにこ となりし 御 

中に て、 あげや 一 けの 者 共に、 しなく を：^ はれば、 

力 、 か あげや ふうふ は あさから す、 よきに もてなし 奉 

る、 時に 枸， 浓 それ/ \と 有ければ、 承. り大 せいに て、 

鳩 だい を かき いづる、 上" たちの 名よ せして、 しょ 

こくめい しょの 花 たばこ、 心 を こめて かざりし は、 

いとめ づ らしく ぞみ へ にけ る、 か、 る 折 ふし 花：！： の 

君、 け ふの 客 衆のお そき ゆ 、 、 さびしき ま、 にまい 

りしと、 いとし づ やかに ぞ きたらる ゝ、 山 三 むらさ 

き始 とし、 みな/.^ 是へ としゃう じつ ゝ、 や.、 過け 


ば 花 n の 君、 かぶろ をよ びて 嶋 だいに、 品 をつ く 

せし たばこの 名、 . よ みき かせよ と 有ければ、 力、 少ぁ 

つと こたへ てよ みける は、 やさし か b ける 次第な. o、 

花の めいしょ はお ほ けれど、 わけてよ しのはいろ も 

かも、 地よ そに かつ 山から さき や、 さか h- はい まだ 

わか くらの * その 山からの ほと \ ぎ す、 やみの さ つき 

になき わたる、 一一 一重 こへ もた かさき いはくら の、 山な 

たて じ やと はらび ろに、 う へ みぬ わしの をのな がく、 

なが/^ 3 よの ひと， 9 ねに、 君 を まつらに すみのへ 

や、 地 なきあかし たるむ したば こ、 け ふ b は そらに 

立 わかれ、 しる もしらぬ も 白き くの、 花の いく ゑ もよ 

ね淨 の、 かほ.^ ゆかしき そでの か を、 した ひて こ、 に 

4； まつと や、 きょはら きょ-川に ご hN なく、 むすびし 

水 もい さぎよ き、 ひか.^ にみ がく 玉の 井の、 くめ ど 

つきせ ぬ：：：： 川の 水、 ながれて はやき や はせ かや、 戀 

しき 人 をみ やか はら、 地 わたろ とすれば はしと めの、 

はしの あるじ かお そろし き、 名 も hs うわう や はっと 

hs の、 とぶ て ふす へ はく もに いる、 力、.^ あと こそみ 

へね 白た へに、 ふる はつ 雪 は ゑ だ ごとに、 花と さく 

ら やさ ゆるよ の、 月の かつらの かつら H -、 しづが お 


やまだ か. 0 そめに、 見 そめ しんでん いつの まに、 そ 

のにし きゝも かす//^ に、 つも. 0 て 君に ごげ こや、 

あかぬ- ^  、 ろ は あかつちの、 つきぬ 名よ せの 品々 を、 

お もしろ うこ そかた. 0 けれ、 わ か むらさきと 花 E: の 、 

きみ 立よ b 名よ せの ふた をみ て、 若 むらさきと ふだ 

を かき、 からさき につけた. し、 はいかに ぉゝそ 

れは、 なら ふ 色な き 君 なれば、 ひと， 9 のまつ とい ふ 

ならん、 花 月 の 君 をよ しの、 と はう へな き 花と いふ 

事 か、 地^ はっと.^ を はつねと は、 それ はかなに て 

かく 時 は、 はっと.. >なれ はう ぐ ひすの、 こへ にたと 

へて はつねの 君、 歌の よき を や ほめぬ らん、 それ は 

さも あれお 山 だに、 高 をと つけし はいかな らん、 む 

ら さきこた へ てうつ くしき、 女 をお 山と いふなれば、 

高 をの 君 はお 山 じ やと、 いふ 事な らん 三し う を、 小 

松と 云 は 又い かに、 わかむらさき は 打 わら ひ、 よの 

かた-/^ もな に は へ の、 よしと あしと をく みわけて、 

お、 せられよ と あ. 0 ければ、 なご や 梅涂； 同に、 若 

紫の 才 ちの 辨、 今 色里の しょかつ りゃう、 その かう 

めい もお よば じと、 き やうに しゃう して の へ ば、 

紫き い て 三し うは 、一一 一重なら ぶ 色な きしん ぞう ゆ へ 、 
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やがて くら， Q もまつ のきみ、 小 松と 是を いふかと よ、 一 

かう しうた てをき. 0 出と は、 それ はきつ いとい ふ 事 

か、 み もしば を. 0 うわ. と は、 色の すい わうな ると 

かや、 み チっ のく を は つ 雪と は、 見る 三重た ひに め づ ら 

しいと いふ 事が、 若 むら を はしと. のと は、 こ ひわた 

られ ぬと いふぎ りか、 せんよ のかた を さくらと は、 

さくら ははな の わう なれば、 すがた を是に なぞら へ 

て、 ほめし ことばの おもしろく、 色 もんどうの やさ 

しゃと、 ほめぬ 人 こそな か..^ けれ、 紫 はきせ るに て、 

だい を はっしと 打ければ、 しまだい 四方へば つと ひ 

らき、 金銀の はくに て だみ し 百 はの すゝ め、 ばつと と 

び 出-  >  、やかし ことと びめ ぐる、 チクリ 人々 是 はとお 

ひめ ぐれ ど、 とる て をく  そで を こへ、 驚に ぐる 

をのが さじと、 力、 かすみく おっかけ 御 さわぎ は、 

めさ まし かっける 次第 也、 お 紫 はお さへ と. o、 釉を 

お ほひて 襟 さすみ、 ^も か は ゆき もの かなと、 力 、 ル 

山 三と 共に 打 つれて をく を さして ぞいり たま ふ、 花 

月の 君の 秋より、 力、 かひと つのす いめと びいで、 ゆ 

きがた しらす 成に けり、 花 H: は是 をき にかけ て、 ぼ 

うせんと して 立， Q た. *r、 幸 也と. たん 助 はう しろよ. 0 
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かけよ ひて、 口に 手 を あて おっすく め、 む やとし む 

れば花 月の、 君 こ は 何者と おどろく を、 力 、か 一 かた 

な こ ゝろも と さしと をし 、是こ そ は 力、 かおむ らさ き 

のた のみ 也、 我ば し うらみ^ ふなと、 ついけ さまに 

二 かたな、 力 、かさし 通しく. 0 ま はし、 その わきざし 

を捨 置て、 力 、 かさ あらぬ て い にて 梅が へが 、チクリと 

この 內に 入け る は、 ぶたうな りけ る 次第な り、 か、 

る 所へ がま そがう ふか H- にて ひま をと ，<='、 も？-^-にも 

ふで 亥の こく 比、 あげやに かくと あんない ある、 か 

ねて まちへ し 事 なれば、 さあ 御 出と さはぎ たち、 

休み：^ す 花 s: 樣、 おこし 申せと てしょく を もち、 女 

房 かぶろ もろ 共に、 はし.. >行 て兒て あれば、 むざん 

や 花 H: は あけに そみ、 もはや こときれ こ はいかに と、 

わつ と 一 どに なきさけぶ、 おどろき さはぎ 大十 も、 

力、 立い り 大きに 肝 をけ し、 あきれはて たる 計 也、 

ていしゅ 是は 客の 內、 上郞 ころせし もの あらん、 大 

もんう つて 此 せん ぎ 、すまぬ 内 は i 人 も 力 • ル い ざす 

まじ、 ハヤ 三重い とふれ ま はし、 うへ をした へそ かへ 

しける、 なご や 栴淨は 驚て、 立 出 こらん 有ければ、 

梅が へ は^,.^ きて、 花； のしが いに 取 付て、 力、^ あ 


らいた はしの 花 月樣、 もはや 事 きれ 給 ふかと、 さも 

けう とげに ふしまろび、 こ へ を あげて ぞ なきに ける、 

大十は 立よ.^ て、 むなしき 顔 を かきな で、、 われ 來 

やう 遲 ゆへ、 むざんの 死 をいた させたり、 たい 今に 

せんぎ を とげ、 敵 を 取て ゑ さすべし と、 そばに 有け 

る わきざし <^、 取て さしだし 此內 に、 この わきざし 

を 見し りたる、 もの や あると 云ければ、 泣 伏 ゐ たる 

栴 がへ は、 なご ゃ檨 より 過し 比、 若紫へ おくらせ 給 

ふ、 わきざし とい ひも はてぬ に、 大十 ゑゝす はしれ 

たり、 若紫 色の 妬に、 なご やどの 御 はから ひか、 具 

直にい ひひら かれよ、 のがさぬ と、 はたと にらんで 申 

ける、 梅津 きいて や あらそ こつの 御 口上、 こ、 に ふ 

たつの ふしん あり、 一 つに は 梅が へ 、其 わきざし を 見 

もせす に、 若紫の わきざしと、 知た る は 心へ す、 ふた 

つに は 泣 やうに しうる い 有、 かんるい 有、 今 かれが な 

きこへ は ほかに 爲， 9、 內 心に 悅ぶ おんの きこ ふる ぞ、 

かれ を とらへ て ごせんぎ あれ、 いかに- (とい ひけ 

れば、 そがう 聞て 惜 のせう こ あるう へ は、 若紫に も 

せんぎ あ..^、 まづ 梅が へ をい ましめ よと、 大 どう 大 

竹 立 か、 る、 だん 助つ、 と 走いで、 梅が へ にと が は 
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なし、 げしに んは此 男、 しかし 敵 をめ のまへ に、 お 

いて まよ ふ は戀の やみ、 くらむ あくうん 今 こそ は、 

しに もの くるひと わきざし ぬき、 山 三に か、 る を 梅 

律の かもん、 なご や を 伴 ひ 立 かくる ゝ、 大十始 あげ 

やの もの、 あはて ふためき さう どうな す、 その ひま 

に M の もの、 力 、 か てん でに ど， フ ，ど ふり ハ ャ 三重た て 

て、 うへ を 下へ ぞ かへ しける- され 共 だん 助 ひるま 

ば こそ、 つばな の ごときす 百の ぼう、 力、 々切 落し 切 

落しとう ハヤ 三重 ざいへ、 むら ) は つと おひ ちら 

し、 にぐ る 所の もんうて ば、 せんかた なさに かしこな 

る、 みづ ためおけ にと び 入て、 しばし しのへば 見う 

しな ひ、 ひやう しぎ 打て さはぎ たち、 こ、 よそこよ 

と 夕 やみの、 くらき に まぎれ 力、 かおち うせけ b、 あ 

やうし せ 《中々、 申 はかり はな か hv けり 

第 四 

其 後、 不破伴 作照廣 は、 わかげの そこつし いだして、 

こかぅをのがれ夫ょh^も、 やきがね を 顔に あて、 め 

ん さう 引か へ 名 を 改め、 柴忠 太と かう しつ ゝ、 力、 ^ 

六 百 四十 三 


通俗 倾城ー n 國志 


ハ百 四十 四 


其 身い さう につく， なし、 うき 世 を 忍 ひ^た..^ しが， 

花 月 をば むめが へが、 殺た るに 紛 なく、 もとな に は 

の，^, 郞 ゆへ、 大阪 のお やかたへ、 か へしつ か はし 見 

せしめに、 おもき ざいく はに ふすべし と、 三 うらの 

ほう 順 計 ひしに、 げし にんと して 大 十が、 もら ひう 

けて 郞等、 大 どうぶつ へ もんお に景、 大 せいお ぐし 

請 取て、 け ふくる わ を 引出す、 何と ぞ道 にてば いと 

らんと、 力 、 か をく ば hv>  J ゝ かしこ、 チ クリ しばし 兑 

あはせ ゐた h- けり、 ゑい やゑい さらさき のつな 三重よ 

いこへ かけて いまひとつ、 てうし を そろ へ てた のむ 

そへ、 チクリ ひけ や はやせ やよ をう しの、 めぐる くる 

まの はかどらぬ、 力 を いれて 車力の もの、 四 五十人 

にて ざいもく を、 力 、 ル あまたの うし ぢ車 にて チクリ 大 

あせな がして 引きた る、 しば 忠太 傍よ. 0  、ゆ ら り，， 

と あゆみ 出 n さて みれば き.. 0 やうよ き、 わかい 

の 共 何として、 あったらう でに 力なく、 片手に て 

も 振 ま はす、 たい i 本の ざいもく を、 うしの 力 を か 

,0 て さへ、 あの 大 あせ. の ふび ん やと、 力、 * たつ か 

たつ かと 罵て、 か つらから とぞ わら ひける、 才 料の も 

の 立む かひ、 是は淺 草く はん 音へ、 みどうむ なぎの 


きしんな り、 かたつき わきへ より 給へ と、 ていねい 

つくせば 又 ひとむれ、 けんく は ゑし よくの、 車力 共 


、、 


大き 


力 


こ へ 


、す 六 ほうめ がで ほう， たい、 


本性 か但は 又、 あくさけ に吞醉 たか、 誤ったら ば赦 

べしと、 口々 に 罵た. o、 忠太 さはが す兩 うでく み、 

かたなの つかに 打 かけて、 きっと 見 かへ.. > かしまし 

し、 何と 又 あの ざいもく、 片手に て ふりま はさば、 

何とす るぞと 云ければ、 車力の 者 共； 同に、 チ、 片ぅ 

でに て うごかさば、 是に有 あ ふす 十 人、 てしたに 成 

て 順ん、 まった あげへ ぬ 物なら ば、 しゃっか うべ を 

一足 づ、、 みなく ふむ：^ がってん か、 早く あげよ 

とつめ かくる、 忠太 聞て、 wf-s 詞 はきん てつより、 

かたき を もってせう ことす、 さあせ いもん をた てよ 

とい ふ、 皆 一 同に あたご 山、 冥.^ 白山う そな しと、 

こへ くにい ふ 其 巾に、 又 一 むれに て、 ぬく とみ 

たなら ぶてと 云、 忠太 いや 己 等に、 刀 を 汚物に 

てな し、 いで そこの けと いふ ま、 に、 あみ かさ 収て 

かばと すて、 かの ざいもくの はな を収 て、 する/^ 

と 引よ すれば、 人 は 物 か はう し 迄 も、 阁 方へば つと 

ぞ のいた h- ける、 忠太 笑て ざいもくの、 具 中 取て や 


つと さし、 かろ 'と 振 ま はす、 もとよ. 0 じん べん 

てき 一ば い、 こんが う-りきし のさ づけた る、 力、^ ち 

からにて 有ければ、 物の かす 共お も はい こそ、 さあ 

己 等 一 人 も、 背が さ い ご 打 ひしぐ と、 力 、 か大 のまな 

こに かど をた て、 はった と にらめば ひれふして、 大 

きに おそれ 此ぅ へ は、 なんぶん にも 御げ ち を 請わが 

主と 賴べ しと、 かう ベ を さげて ゐた b ける、 忠太は 

ざいもく、 もとの ごとくに 直しつ、、 どうと 居て や 

あなん； 0 ら、 其 しんていなら もと 7^ り、 力 、 かたのみ 

たき 事の あり、 いかい あらんと 云ければ、 何 かはい 

ぎに 及ん と、 皆 - 同に ぞ申 ける、 さあら ばと て 巧の 

程、 かやう くと 云ければ、 御 心安 かれと、 力、^ て 

に 取 やうに 申け る、 忠 太お ほきに よろこびて、 まづ 

酒の め， i* 懷 中よ.^、 しゃきん あまた 取 出し、 まきち 

ら せば 車力 共、 悅 びうけ 取お しいたい き 血き さかん 

の 若者 共、 いき ほひ あがり それよ. 0 も、 こ、 やかし 

こに み へ かくれ、 令 や/、 と ハヤ 三重 「まち ゐ たり、 か 

く. はしらで おに かげ は、 梅が へ をい ましめ て、 -ill- 

に 打の せ はた を さし、 力 、 やくる わの 內を引 ま はし、 

せんご きびしく けいご なし、 人 を は ら ひて 取 か ご み 、 
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どてへ 出れば きし かげより、 くだんの 車力す 十 人、 

0 れいで、 其 女 を、 わたせと 云て おつ 収まく、 もと 

よ， 0 大ど うぶつ へ もん、 そのな を ゑた る あらものに 

て、 大切の ざい 人 也、 そこ をのかぬ か盜人 共、 めに 

物み せんと 大刀、 四五寸 くつろげ にらみつけ、 おど 

しかくれば 車力 共、 それ 打殺せと 云 ま、 に、 とび 口 

ふり 上げ 打て か ゝる、 力、 ル大 どうせ ひ ハヤ 三重な くわ 

たし あ ひ、 火花 をち らして 「た >か ひける、 か、 る 所 

へしば 忠太、 ざいもく を淺 草の、 もんない に 引お く 

b 、力、 レ， 立 かへ つて 此 所へ、 くるよ. 0 はやく 梅が へ 

を、 引 卸い ましめ の、 力 、 ル なわお し 切て かたに かけ、 

ハヤ 三重 行かた しらすに かけ 出す、 さすが 名 を ゑし ぶ 

つ へ もん、 大 せいに て をお、 せ、 その 身 もす か所疵 

をう け、 のこる 者 共お つちら し、 力 、 はふ/、 かし 

こ を 引ける は、 てもちな うこ そ 「みへ に けれ、 里 はめ 

てた の、 わかむらさきの、 色 もさ かへ て のん ゑい こ 

の、 なみ も しづかに こぎいだ す、 なご や 山 三 としは 

る は、 あらたに 小ば や をし つら ひて、 若紫 を 召ぐ し 

て、 かやの 御供 賑く、 さいめ かした るろ び やうし は、 

チクリぃさましかりける次第な.4^、 ころ は ぼしゅんの 

丄 ハ百 四十 五  . 
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H  ^ かげ も、 のどかに かすみ 風 もな み、 地 あさく さ 川 

におし いだし、 品 川 うらに こぎ § けば、 若紫 は 一し 

ほに、 はるの みなとの 夕な ぎ や、 地 かすみに むせぶな 

，/'の 昔、 力、 气 けにめ ゥ らしの ふうけいと、 チクリし ば 

しなが めて おはします、 やまとに あらぬ とうあみ の、 

さ つと 打て はさ つと ひき、 と を あさを 打 ひく あみの、 

げ にお も 白き 手 わぎ やと、 しばし あみ をぞ 打に ける、 

山 三紫此 てい を、 はるかに ごらん じめ づら しゃ、 こ 

なた へよ ベと おこせけ る、 梅 津は扇 を さし 上て、 是 

へ （と 有ければ、 力 、かぎよ じん はか ぢを 取な を 

し、 御 ふねち かふ ぞ まい ひける、 としはる は艇 に、 

立 出 給 ひて 此 所の、 ぎょふに てあらば み へ わたる、 

うら 山 をお しへ よかし、 さん 候此 所、 品 川 うらに 八 

けい あ. 0  、力、，， 御物 語 申さん と、 一 々しだいに かた 

りけ ひ、 まん づ むかひのう みついき、 八 ゑの しほ あ 

いき はもな く、 なみに よせた る あわのく に、 かすみ 

か く れに ほの み ゆる、 ゑん ほのば いせんな みに い，^、 

波より いで 、春風に、 に ほひな けれどな みの 花、 地 さ 

つと あた hv てんる ふせい、 この 下 かげの こ、 ちして、 

しほ ひの 比 はか へる かり、 ひかた にお.^ て は を やす 
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め、 む れゐる 人に おどろきて、 は つと 立て ははら-/^ 

)/\  、 はら.0とぉ る \ ぁ.^^ さまは、 しほ ひの らく か 

ん是 ならん、 三重 こなたに み ゆ る ひとむらの、 こたち 

に. 0 よ 人；；；： くれて、 ねざめに 松の 風す ごく、 さう - (- 

たる 雨の 昔、 こき やう を 忍ぶ かんせい は、 す、 の も 

b のよ るの あめ、 これら はなつ のけし きに て、 ひと 

よ/^ に そらさへ て、 そこ 共 しらぬ わ だの はら、 こ 

がれ 出た るな みのお も、 是 かいしゃ うの 秋の 月、 つ 

きの ひか..^ も釉 さむみ、 チク. 'しくれ もよ ほす 山 かせ 

の、 もみ も を そらに ふき さそ ひ、 にしきと ぶかとう 

たが はる、 是 やつ 山の せいらんな，.：^、 ひいきて おつ 

るかね のこ へ 、しょぎ やうむ じ やうと ものさびし、 ぞ 

う 上 寺の ばんしゃ うに、 品 川お もて ゆく たび 人、 や 

ど を もとめつ やすら ひて、 はるかに うみ を 見 わたせ 

V6、 人 日 はなみに か \ やきて、 もろこし 迄もう みつ 

づく、 是品 川の せきし やうと、 ながめせ しまに ふゆ 

ふいく、 ふ，^  くる 奪に うなばら も" そらの けしき も 

HIP る 人 も、 皆 白た へに せんちう の、 ぼせつの き やう 

はお もしろ や、 此品 川の しなく は 力 、ャ かたるに つ 

きぬ ふうけいと、 く はしく おし ゑ 奉る、 時に 漁 客 我 は 


是、 たつの 帝よ b 御迎 の、 使に きたる 白龜 なり、 此 

所の けしきに さへ、 み 心なぐ さめ 在 は、 われらが 國 

のめで たさ は、 嘸め づら かにお ぼ されん、 いざ こな 

たへ とうち わ を あげ、 まねく とひと しく 波靜 り、 御 

舟 しづむ とみ へければ、 力、 か 人々 是 はとの たま ふま 

に、 b うぐう かいに ぞっき 給 ふ、 す 十で うのぎ よく 

でんに、 げっけい うんかく かむ， 9 を たれ、 三千 のれ 

い 三百の、 いぎ をたい してな みねた.. >、 時に 大王 人 

人 を、 是 へ-/^ としゃう じられ、 汝 らは此 所、 定て 

聞 も 及びなん、 八 龍王の 都に て、 うぐう じ やうと 

は此^？-なり、 W 是迄 まねく 事べ つぎに あらす、 先な 

ごやが 前生 は、 いこくに て わが 一 ぞく、 赤 帝，？ つ 王 

が 子、 はい 公とう まれ、 三尺の 靱を ぬいて はくて い 

b う 王 が 子 を 切て、 力、.^ ゐ をかん こくに ふる ひ つ 

つ、 ついに 天下 をした がへ て、 かんの かう そと あほ 

かれ、 す 百 代 さう ぞくせ. o、 然に はくて い 龍王 は、 し 

ゆく ゐを ふくんで かんの すへ、 とうたく そう/^ と 

うまれ、 かんてい をし いしたり、 是に 依て 又 赤て い、 

,0 うび， i うまれ かう めいと いふ、 ちしん を 求て ぎの 

そうく、 ごの そんけいと た、 かひ、 天下 を 三つに 
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わけて， 力、 かしょく わう と 成て、 三 こく はかなへの 

ごとく、 せめた、 かひ、 つ. Q に はくて いのす へに い 

た.^、 しばちう だつ がた めに.： しされ、 三 ごく を 一 と 

うして、 しんの 代と な， り 其 後に、 ほんてう にしゃう 

らいして、 今 赤て いはな ごやさん 三、 白て いは ふ は 

ばんさく、 かれは 仁 わう に 力 を ゑて、 百 开を おもし 

とせ や、 二 わう は 七 千よ 人力、 かれ をう たんと 思 ふ 

に は、 く はん 昔 妙ち の 力に あり、 こ、 に 正 身の 觀世 

音 は、 此. 9 うぐう をけ ど：；；：： て、 すいこの てうに むさ 

しのく に淺 くさ 村に ちんざ ある、 力 、 かなんお が ねん 

する 所ぞ や、 いつぎき せい を かくべき なり、 天龜八 

部悉、 皆く はん 昔のお うけに して、 ねんび く はん 昔 

力、 しゅ をん しったい さんかなら すうたが ふ 事な か 

れ、 しそんばん 代 ふ ゑき にして、 さか ゆく すへ を ま 

ほらん ため、 此所 へ 呼入た..^、 急がらん へ さんけい 

せよ、 はやとく^- -. 'と官 一 ひて、 も/、：？ よ を とらへ 打 

給 へ ば 力 、 レ， ないかいげ かいに ひ. 5 'きわたり、 たいぎ 

よ 小魚む りゃうのう ろくす、 か つがうな して はせ あ 

つま.. >、 波 を ひらいて 人々 を、 もとの かいろに おく 

b し は、 ふしぎな. 0 ける ハヤ 三重 「次第な， 9、 いづる 

.- ハ百 W 十七 . 
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と 思へば 忽に、 もとの みふねに の. ^うつり、 淺草川 

へぞか へられけ る、 力、 かあつ はれ きたいの 事共 や 

と、 きせん 上下お しなべ て、 皆かん せぬ もの こそな 

か h- けれ 

第 五 

其 後、 武州入 間の 郡、 余 龍 山 せんそ うじのく はん 世 

と て- フ 

昔、 衆生 利益の 結緣 に、 三十 三年め に 斗 帳 を あげ、 

いにしへ より はい さしむ、 こんねん 其 ごに 相 當，. >、 

三パ 十八； n よ. 0 かいてう あ. o、 力 、 かき せんなん 女 は 

そで を ひき、 き. 0 をた つべき せき もな し、 なご や 山 

三 利 春 は、 りう 王の めいに まかせ、 此く はん 音へ さ 

ん詣 あり、 寶 前に 謹て 丹せ い を こらし、 それよ リも 

かしこ を 見れ は、 若紫 あまた ヒ郞打 つれて、 力、^ か 

す/,^ のさ、 げ物、 思 ひ，/ \ に 「いでたつ や、 そめし 

ゅか..„^のゎすられぬ、ふかき色かの若むらさき、 地ぎ 

ん のく は ひんに^ のしん、 みさほの 色の ちぎ， 二 そ、 

はなれぬ 屮と なさけし る、 しら ふぢ 小 ふぢの、 ゑ. た 

にか \b て はる；^ に、 さっとな びけ るふう けい を、 
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心に こめて さした る 花、 車に のせて しんくの を、 か 

ぶろ に ひかせて 出に ける、 あと もとき わの 色つ かさ、 

小 紫 は 一 しほに、 大じ大 ひの 御せ いぐ はん、 くさき 

のす へ はも、 もらさ じと、 お、 ん めぐみに わが 思 ふ、 

君と ちぎ. 0 し 其 中 を、 ちょよ ろづ よと， CS うくばん し- 

つる  かめの しょくだいに、  かう ろ 花 入 取 そろへ、 か 

ふろに ひかせて 出に ける、 ついいて うねめ の 君な， 9 

き、 かねてち かひし わがね が ひ、 見て させ 給 ふうれ 

しさに、 さいしき このむ すがた ゑ を、 のせて 車の 引 

つな も、 しんくの いとの すへ ながく、 むすぶ ゑに し 

をい の りつ、、 てづから：^^ てま ふでく る、 わかて 

に その 名高 をの 君、 日 ごとに まさる せんせい も、 め 

ぐみ のす へ をみ ほとけの、 ゐく はう かゝ やく 十二と 

う、 とぼしつ れつ、 くるまに のせ、 かぶろ につな を 

とらせつ ゝ、 ふ..^ ょきさくらの色ざか.^>、 花の あゆ 

むか ごとくな b、 其 外 ゑ まに つくり 花、 かす/、 い 

ろの 名 をよ せし、 大 てうちん は ひとし はに、 力、^ 天 

にか、 やきち に ゑい じ、 淺 くさ でら のにぎ は ひ は、 

こ、 ろ ことばに のべ かたし、 なご やさん 三 は 人々 と、 

打 つれ 立て はいでんの、 地 さまくな.^ しさ、 け 物、 


打な かめつ ゝ さんけいの、 らうに やくなん 女の ひ は 

ん して、 たす、 み 給へば 上ろう たち、 みやげ 物な 

ど 云 付て 調 來るを まつお.^ から、 比し もやよ ひの 花 

くもり、 いとみ だした る はるさめに、 さんけいの 人 

人 も、 ぁまゃど，^^してはぃ てんは、 しょ にん まばら 

に 成に け. He 八 は 用 有て、 表へ 出れば 長 七 は、 若紫 

をみ おく b て、 かしこ を さして ぞ 出に ける、 山 三 は 

かこの 來る內 、力 、 かはい でんに あま やど チクリし ば 

し 時 を ぞうつ さる、、 ふしぎ やい つも はいでんの、 

かたはら にある びん づ るの、 ざう かと 思へば さはな 

くて、 六尺 ゆたかの 大男、 めんう す 衣 を 取て すて 躍 

出て それなる は、 なご や 山 三 か 珍ら しゃ、 汝を 待て 

身 を やつし、 しば 忠 太と 名 を かへ し、 ふ はの ばん さ 

くて る ひろな り、 通 はなしと つめ かゝ る、 に はに 有 

あ ふ 供の ぶし、 おし 隔 おつ 取 まく、 ばんさくみ 妙の 

大力、 引よ せ かい 抓み、 人磔に 打た て、、 大に 

はさして かけ 出す は、 ハヤ 三重 すさまじ か. 0 ける 次第 

な. o、 山 三 も 今 は 是^な. o、 通ぬ 所と 思 召、 刀拔持 

わたし あ ひ、 切て か、 れ ばばん さく は、 四 尺 餘の大 

刀、 まっかう にさし かざし、 た U. 一  打と 切 付る、 山 

5il お^ 城 三 i  ！  . 


三 もとよ b けん 術し や、 力、 r つけなが しかいく-、 

り、 ハヤ 三重 こ、 を せんと ぞたゝ かひけ る、 もとよ ひ 

ばんさく がう 兵の なが 刀、 た 、みかけて 切 付る、 山 

三て きゝと 申せ 共、 腕つ かれ 今 はは や * 旣 にかうよ 

とみへ し 時、 きく はんに かけし かしから かさ、 おの 

れと ぬけて 春 さめの、 そぼ ふる かせに さそ はれて、 

ひら hs-/^ »1 0 おちき た b 、ふた. 0 の 中に どう 10 おち、 

忽 大風 頻に吹 力、 か此 かさに 風 をう け、 はんだん 計お 

して ゆく、 山 三が 形 もみへ わかね は、 ばんさく たち 

にて 此 かさ を、 拂 のけん とし けれ 共、 かな ひがたく 

みへ ければ、 しゃめん どうなる しゃう げかな、 たち 

のす ンは のびた. o、 からかさ かけて はっしと きる、 

つば もとよ. 9 かたな はおれ、 はっと 見れば こ はいか 

に、 くめのへ いないび やうへ なが も.^ が、 せきぎ や 

うにき. o つけたり、 チクリ 山 三 はけが なくぼう せん 

と、 てが さに あめ をし のぎつ ゝ、 かご を まちて ぞ立 

たま ふ、 ばんさくい よ-/^ せき 上って、 つかみ さか 

ん ととび か、 る、 中へ 老 そうわって いひ、 双方 をお 

しとい め、 いかに ばんさく 汝が 兄ばん ざへ もん、 な 

ごやが ち、 三郞 さへ もん を 打た る ゆへ、 其 子 山 三に 
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うたれ た.. >、 是積惡 のな す 所、 全な ごやに 恨な し、 

しかし 汝 兄の 仇、 ほうせんと 思ん こゝ ろざし、 力 を 

いのる ふびん さに、 二王に めいじさ づけた- 5、 こん 

がう b きし はまろ が 分身、 なん； 0 がちから はわが ち 

から ぞ、 此ぅ へ 心 を ひるが へ し、 地 山 三と 水 魚の 結 ひ 

をな せ、 汝 今打果 さば、 ふ はの いへ をつ ぐ ものな し、 

われ は 南方ぐ せだいし 、とうじの 本ぞん 成け るぞ と、 

力 、 かくはん 昔 さ つたと あら はれ、 しうんに じ やう じ 

てお がまれ 拾 ふ、 なご やばん さく ひれふして、 しば 

しらい はいく はんきの なみだ、 く はう 大 じひの く は 

うみ やうに、 うらみの くも を ふきはら ひ、 たが ひに 

むすぶ ゆうしの みち、 げに いさぎよき 次第な り、 か 

くと はしらで 梅が へ は、 長刀お つ 取 はちまきし、 走 

,.^來ってばんさく殿、 うはべ は 御身に 順へ 共、 命 を 

あげし 山 三 様の、 助た ち 成ぞと 切て か、 る、 ばん さ 

く 呆れて ゐる 所に、 ，、ろく もお く， C '其內 よ.^、 花 月 

が おんれ う あら はれ irT おも ひしれ やと 梅が へが、 

くび ふつ ゝと 引ち ぎって、 ほんもう-とげし-つれ しゃ 

と、 いふ こへ もろ 共う せけ る は、 ハヤ 三重お そろし なん 

どもお ろかな り、 か、 る 所へ がま そがう、 大 てうち 


ん をけ 破て、 立願れ 汝ら を、 つけ 出さん 爲此 所に、 

先達て 忍た. 9、 戀の 敵の ふ はな ごや、 兩人 共に のが 

さじと、 力 、か 打て か、 る を兩人 は、 心へ た. 0 と馳か 

かる、 官八長 七 かけ 來り、 やうす を 間て 打 悅び、 す 

は 究竟の 敵に あ ふ、 君 は 御手 を 卸され まじ、 我々 に 

御 任と、 そがう 郞等大 せい を、 力、 ル あたる とうざい 

よるなん ぼく、 じ- フゎ， o-ni* めんすき もな く、 打て ま 

はれば 叶 はすし、 力、 かかい ふって にげ ゆく を、 ハヤ 三 

重 いづく 迄 もとお ひかくる、 山 三せ いし 給 ふ 時、 そが 

ぅ大十 引かへ し、 こゝ はてせば と をり へ 出、 一き 打 

にしゃう ぶ せん 力 、 ルな ごやばん さくもつ 共と、 いさ 

み をな して それよ， r> も、 大道 さして ぞ 出られけ る 力 , 

レ， 適 ゆうしゃの しわざ やと、 きせん 上下お しなへ て、 

皆かん せぬ 者胜無 けれ 
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其 後、 かくて その y も くれゆけば、 兩方 互に 進みよ 

り， そがう 大十大 おん あげ、 いしゅ は 互の むねに あ 

り、 あれ 打 とれと 云ければ、 てつぎ うし やの 助太刀、 


まっかう にさし かざし、 一 もんじに はせ 出る、 なご 

やの いへ のこ 官八長 七 見る よ も、 力、 かいれ ちが ひ 

切む すび、 ひじゅつ. をつ く？ -て ハヤ 三重 「たいか ひけ 

る、 さすが 名 だかき あらもの 、力 、 か だち ぼく 入道 山 

あらし、 四つに 成て ぞし、 にけ る、 大 とう 大竹雨 人 

は、 あまさ じと 打て か \ る 力 、 かばん さくす か さす わ 

たし あ ひ、 こ、 を せんと ぞた、 かひけ る、 大 ど- 「大 

竹 叶 はやして、 かいふつ て^んと す、 そがう 大卜か 

け 出て 力 、 かち ごし ぬけめと たち ふ b 上ケ、 二人が く 

び を 打お とし、 ばんさくに 切て か、 る、 ねが ふ 所と 

わたし あ ひ、 兩方 てき、 のかう の 者、 力 、かしの ぎ を 

けづ b く はへん をた て、 ハヤ 三重 はんじ 計ぞ た、 かひ 

ける、 もとよ. 0- ゆ. フし のばん さくに、 てすき を あら 

せ や 切 付る、 さすがの そがう したてに な. o、 旣に危 

くみへ し 時、 花 月が おんれ う あら はれて、 ほのほ を 

ふきかけて つ；. つやう ふ. 9、 思 ひしれ やとばん さくに、 

打て か、 れば すいさん^ J -I i、 はっしと うてば ゆんで 

にく ぃ..0、 とび. fic- つて、 てうと きれば ひら. 0 と、 

かたに の， 9 うつる、 つけて めくれば、 ちから を ゑ、 

そがぅはたちをふ，.=^上て、 た， 《• 一  打と する 所に、 な 
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ごや 山 三お しへ だて、 力、 か大 十に わたし あ ひ、 火花 

をち らして 「た， 5. かへ と、 なに か はもって たまる ベ 

き、 すでに かラ よと みへ し 時、 なご やはん さくしん 

中に、 ねん ひく はん 昔め うち b き、 とうじん だん/ \ 

ゑと、 一 しんに ねん すれば、 たいう くろくも 風お こ 

.9、 どうようす る その 中よ， o、 ふうてんら いでんし 

ゆつ げん あ. らいてん は おんれ う を かいつ かみ、 

お つ ふせ 給 ： ば ふうてん は、 大 十が そくび をつ かん 

で そく かにし き、 兩 そんに らんで たちた まふ は、 た 

うとく もまた おそろし、、 ときに ふうてん 天 を ひい 

かす 大 おん 上げ、 いかにな ごや、 がま そがう 大 十に、 

ばん さへ もんが あくねん、 入 か はつ てなん ぢを かく、 

がいせんと はかれ 共、 くはんぉんのめぅ-.=^きにて、 

たちまち ばっする 所な. 0 と、 のた まふみ こへ にばん 

さく は、 かしら を ふって その を ゑす、 あにばん さ 

へ もんし、 た b 共、 そのれ い いかでお と-,, \ 'を、 が 

いせんと は 心へ や、 その 時ら いてん 大 おん 上 ケ、 ふ 

しん をな す は理 b なり、 ばん さへ もんし ゆらの やつ 

こ、 なんお はさった のめぐ みに あ ひ、 心 を てんす る 

そのうら み、 ことさら 花 H: を 打た る ゆへ、 かれと 心 

9: 五 4rj 
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を あはせ たり、 され 共く はんおんの 御 じげんに、 し 

たが ふま こと あるに よ， o、 ながく しそん をつ がすべ 

しと、 ふう 天ら いてん 一 どうに、 花 月 大十ふ ひ上ケ 

て、 こん b ん ざいへ なげ 給 ふ、 いかにな ごや、 なん 

おがた ねんしん ぐ ゆ へ、 三十 三 じんの その ふた. o、 

ふうてんら いてん しゅごな した. CN、 いよ/^ ゆく す 

へま まらん と、 ふうてん 長 七、 らいてん はくはん \ 

と、 すがた を かへ てそう もんに、 いるよ， i 見れば ふ 

しぎ やな、 力、 か あ b しに か はらぬ うんけいの、 正さ 

くた りし 二 てんの ざう、 さゆうに か .5. やくぎ， 5. と し 

て、 たゝせ 給ふぞ あ. 0 がた き、 なご やばん さく 三 は 

いし、 しゅ く  f ：> よくに か へ られ け. o、 此人々 の は 

んじ やう は、 力、.^ 千し うばん ざいめ でた しと、 きせ 

ん 上下お しなべ て、 みな あほがぬ もの こそな か. 0 け 

れ 
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博 多 露 左衞門 色傳授 

第 一 

「旣に 御船こう 成て 御 a- さまに は、 辨財 天を勸 請し、 

ほうらい 丸と がく を 打、 詞 こがねの 箱ゃ卷 物る い、 

うきく 小 弓 能 道具、 茶の湯 かう の 御て うど、 き やう 

をう のき ざい 迄、 せんつ くしび つくして、 金銀の a- 

KT 力、 か 命な が ゑの 御て うしに、 諸病悉 除の せいや 

くの チクリ 名 酒 を、 た、 へて ひかへ け. o、 御 せんに 有 

し、 小倉增 ほの 助、 みやぎ の 萩 之丞、 今 U の 御 乗 初、 

浪風 もな く うらや かに、 いつれ も恐悅 仕る、 ついて 

は君此 度の 色^ ゆ 行、 思 召 立れ し は、 いか 成 か ゆへ 

んに候 やと、 伺 ひ 申せ ばげ に 誠、 さやう に 思 ふは埋 

-.-なり、 我 九州に おいて、 はかた 露左衞 門の 尉、 光 

次と 名 i の， o、 あめ 若み この そんと して、 朝日 長者 

とせう せられ、 七 珍萬寶 世の たのしみ、 一 つと して 

不足な し、 然共片 いなか、 外み ぬ 家に 住く らし、 犬 

かい まらぬ 井の 娃、 や ふなる 男と 世の 人に、 笑 れん 

こそ 口 をし けれ、 諸國 をめ ぐ. 0 色里に、 あそび ひな 


びし 國詞、 くもる 心の かいみ を も、 みが ゝば やと 思 

ひたつ、 諸國に 金銀 まきちらさば、 ゆ、 しき 所々 の 

ふくの 神、 いへ とむ かひに あらす やと、 仰ければ 皆 

一同、 うはき にもれ ぬ 若者 共 君 は 千世 ませい ろ 執 

行、 われら も 千秋 御供 せん、 ばんせい らくと 同 昔に、 

いわ ひこと ぶき 御船 を 沖の、 方 へ ぞ 「- J ぎいだ す、 あ 

とよ， 9 小舟 三 丁に て、 押 立/^ ござ 船へ ハヤ 三重 もみ 

にも ふで ぞ 1 こぎよ する、 ん/. ^あやしく、 船と めて、 

みれば 長 崎 丸 山の、 力 、 ^ いこく わ こくと 申つ、、 を 

しもお されぬ まつの 君、 光次 御き ゑつ かぎ. 0 なく、 

M へ と宣 へ ば、 うれしく みふねに の. 9 うつ h, -、 

わけ 御 執行の、 御 ふなで、 暇 乞な き 恨の 程、 ほのめ 

かし 宣 へば、 さへ もん は 聞 召、 されば け ふは吉 H ゆ 

へ、 ほうらい 丸に 乘 初し、 是迄 出た る 計りな り、 旅 

たつならば 爭か は、 君に さたせ ぬ 事 あらんと、 力、^ 

仰ければ 兩君 も、 是で 恨の むね はれし と、 おちつき 

よき 折來た b ヽ さあら ば 共に いわ、 んと、 さいつ さ 

されつ 思 ふが 中、 力、" へ だて ぬ 今の 酒 も..^ は、 おも 

しろ ふこ そみ へ に けれ、 時に さ へ もん、 鵲を まき へ 

して、 天の川 とめい 有し、 大盃； を 取 出し、 是は此 度 


博 多 SSS 左衞 門お 傳授 


六 百 五. Mil 


  0 多 露，， 左 ヒ^ 1  們— 色， . 吸  .  

色 執行、 諸國の 君との まん 爲、 まふけ たる な.. >、 

先の 色の、 み 始め、 君達 取 上 給 はれと、 仰ければ い 

こく はき、、 ひろき 浮世の わけの 里、 いろ 成 君と か 

のみ 給 はん、 御 まふけ の * 盃を、 力、 か 色 あ- 0 かほに け 

がさん も、 な ふわ こく 樣 いかい ぞと、 取 上 ざれば、 

光次 は、 又れ いのい やな ふ.^、 某 取 上け. S- さんと、 

たんぶと 請て 兩 君より、 かほ を 指よ せ 給 はれと、 さ 

しだした まへば 兩君 は、 につ こと ゑみ、 こ は を もし 

ろき ぉ盃、 さの みはい かいと 右左よ.^、 顔 を さしよ 

せ 給 ひし は、 つぼみて ひらく、  くれないの、 花の 物 

云 ふごと くな. 9、 みるに たへ かね、 さへ もん も、 お 

ぼへ すか ほ を さしよ せて、 三人 一 所に ほし 給 ふ、 是 

やび めんの みつど もへ、 たぐいな か. しふ^い な.^、 

時に 兩君申 やう、 色 執行の 御船に、 只 よのつねの ほ 

ぎぬ にて、 ぅっ.9のぁ*^に候はんと、 忍んで はかた 

の 浦里に、 宿 を 取て 此間、 よ を 日に ついて 綾錦、 お 

.9 たて 申 候へ 共、 yll 反の ほざぬ ゆへ、 いまだで き 

かね 候 也、 其 間 は 我く が、 旅 宿へ 御 入 まし/^ て、 

はたお るて い を 御らん 有り、 それよ. 0 すぐに 御舟 を、 

出させ 袷へ と 申に ぞ、 さへ もん は 聞 召、 勸 隙な き內 


 六 百 五十 四  

にして、 さやう の わざ はいぶ かしゃ， o、 尋ね 給へば 

兩君 は、 はづ かしながら 我/^ は、 津の國 くれはの 

生れに て、 もとはた をる いとなみ を、 いたせし 者に 

て 候が、 まづ しきお や をす く はんと、 こ、 ろつ くし 

に 身 をう. CS て、 かくの 通に 候と、 いとこ まやかに 巾 

さるれば、 光次かん じ 思お、 增 ほの 介 を 御 召 有、 長 

崎の 丸 山へ、 そう/、 使 を 指 こして、 いこく わ こく 

の兩^ を、 身 請 をな せと 有ければ、 畏て 候と、 申 付 

れば さへ もん は、 來る 十日 は 吉祥 ：！！、 めん の 旅 

宿より、 出船 をいた さんと、 兩君を 伴 ひて、 船より 

あが. o、 は る< ^と、 はかた のうら へと いそがる 

る、 こ、 に 又、 四 國九國 にもて あっか ふ、 わにのば 

ん こすい わう とて、 白波の 大將 有、 大力 はやわざな 

らび なく、 あまたの 手下 を A (たがへ て、 かいぞく 山 

立 ひるがん どう、 人の 寶 を，.^ ふじんに、 うばい 取て 

くらにつ み、 ゆたかに くらす あくとうな .9、 其らん 

しゃう を尋 るに、 西 國に名 を ふる ひし、 木 5, 狼の 助 

が 孫と かや、 領分 はこと < ^く、 てきの 爲に打 とら 

れ、 ろうくの 身と 成て、 ； 子 わにの 大八 は、 關東 

に庄 居な す、 港 ふけん ぞく、 赤 鬼お ごく 兵へ、 大げ 


さの 無 佛坊、 引 さばきの わし 次郞、 かみな.^ の はち 

はち さへ もん、 かれら 四 入 を 伴 ひて、 折し も なれ や 

彌 生の 穴 六 花見が てらに 丸 山の、 色里 ぞ めきに、 出 

た. 0 しが、 すい わう 道に て 云 やう は、 汝ら つね 12*,^ 

る ごとく、 我 ： 念 を かけ ぬれば、 ゃ4*^ゅらが持たる 

物 にても、 ぶった くら 中と 云 事な し、 色 は あやにく 

まゝ なら や、 長 崎の 丸 山の、 いこくと いへ るけいせ 

いに、 ふと 心の ちまよって、 そび き ださんと 千金 を、 

山に つみて 云 入れ ど、 むつく に はっくに 聞 入 や、 き 

くさり 

けば はかた のつ ゆ さへ もん、 こがねの 鍍 でつな ぎ を 

く、 又 わ こく を 引ぬ かんと、 思へば き やつ を も はか 

ためが、 砣を おろして うごかせ や、 所詮き やつめ は 

戀の あた、 はかた が 館に 夜 打して、 つ § さへ もん を 

ふみけして、 丸 山の 傾城 を、 手に入ん と 思 ふな hv、 

いかに-/ \- と 云ければ、 赤 鬼 はす ゝみ 岀、 きけば 此 

程つ ゆ ざへ もん、 京 見物 を 思 ひ 立、， H 船 をな す 所 を、 

いこく わ こく こがれき て、 戀の を かけと めて、 は 

かたに 逗留す ると. かや、 かれら： a- 旅 宿へ 下 拙め が、 

ふみこんで 君の 戀、 わ こくい こく を 引立て、 つれ ま 

いらん と 其詞、 力 、 手に 取 やうに 申に ぞ、 ばんこ、 
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よ， ろ こびで かした，^、 一人に て はお ぼっかな し、 む 

佛 坊と兩 人して、 うばい 來れと げぢな せば、 兩 人た 

やすく 領承し、 夫よ.. > すぐに- f*- たくして ハヤ ミ重 かし 

こ を さして ぞい そぎけ る、 實 やお. 0 ぬ ふ賤の わざ、 

昔祌宫 こう 皇の、 三かん た いぢ、 ましまして、 西北 

の 風： つまり、 東南に くも 晴て、 尙て まさる 日の 

本に、 いてう はお それみ 心に、 應神 ていのお ゝんと 

き、 ごゝ くの みつぎ をさゝ げしに、 くれは あやはと 

申すな る、 二人の 女 を 奉る、 はた をる 者 を くれはと 

いひ、 あせ ひく 者 を あやはと 云、 わが 國の いふく、 

皆吳國 よ， り始れ ば、 小釉を ごふくと 申な. 5、 この 時 

に織姬 は、 こんれ うの 御衣 を 織、 帝へ さゝ げた， 9 け 

れば、 ょゝの 大君 此 御衣 を、 召る ゝ 事と 成け らし、 

きんしに おも ふ 詩 をお りて、 こたび か へ b あ ふ 事 も、 

是皆 はたのと くさ 糸、 綾の 手ぐ. 9 のうつ くしき、 か 

らくれ な ひの、 立 田 川、 永に 閉 しもみ おば を、 くい 

る ひう をの ひれ かろく、 あなたへ ちらり、 こなたへ 

ち.. bb, つつお さの 三重き ，9»,/.\'ま た ，c  、 てう また， 0 ァ 

イノ 手て う さら さつ 》./.,^ の、 風に 立く る 波な 

らで、 あせの つゆち るた まだす さ、 かひ/^ ：>  くも、 
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をる 釉の、 さほな ぐる まもた ゆみな く ハヤ 三重お. 9.1::: 

お. r> 立 其 かみの、 ためし をこゝ に、 引 糸の、 たへ ぬ、 

ちぎ h- を猶 深く 三重 むすびと めつ、 打お さめ、 かた 

て ほぎ ぬ を、 お.^ そろへ、 さへ もんに まい らす れば、 

御き げんな をも淺 からす、 あるじ を 召れ 其方 は、 わ 

がかへ る 迄兩君 を、 事 ふじゅう になき やうに と、 品 

品 を 下されて、 兩 君に うち 向 ひ、 名殘 はいつ もつ き 

ぬ 事、 力 ニー 此 度の 心 ざし、 殘 から ざり し 事共な， o、 

るすの 內 さびしく 共、 所の 賤" 女 召よ せて、 此手ゎ 

ざ をお しへ っゝ、 慰み 待せ 給へ やと、 念 比に いとま 

ご ひ、 此時所 の 賤の女 共、 なら ひお. 9 だし 今の 世に、 

はか たをりと 申せし も、 是 より 始 b ける とか や、 旣 

に 出ん とした まふ 時、 さもた くまし き 大男、 あみ 笠 

- まぶかに 引か ふで、 力 、か あない を こ へば 人く は、 

かたへ に 忍び入 給 ふ、 ていしゅ 出て、 何方より ぞと 

尋れ ば、 是は長 崎 丸 山よ b  、いこく はこく の兩 君へ、 

飛脚の 者ぞ あはせ てた ベ、 誠と 思 ひ內に 入，^、 かく 

と 申せば 兩君 は、 里の 便と うれしくて、 立 出 みれば 

思 ひの 外、 すさまじき 大男、 それと みるより つ、 と 

より、 二人の 君 を 引よ せて、 5^ くお のれ は大 たん 


者、 大事の 女郎 己 等が、 よくもぬ すみかく せし な、 

ていしゅ を はじめ かくごせ よ、 女はまづ^«っれ行 

と、 左右に かいだき 欠 出れば、 ていしゅ を 始めろう 

せき 者、 あまさ じと 押 取 まく、 すいさんなる 奴 原 や 

と、 赤鬼大 たち 引ぬ いて、 村く はっと 追 もらし、 

しすました bv とつれ 行 を、 つゆ さへ もんの 下 訊、 と 

びら のく はん 藏欠 來ッ て" 先 赤 鬼 を かいつ かみ、 収 

てお つ ふせ、 右の かいな をね ぢ 上て、 うんと：？ ぬき 

なげ 出せば、 む 佛坊肝 をけ し、 二人の 女郞 うしろへ 

なげ、 ごめん あれと^ 行 を、 そくび をつ かんで こん 

,9 んざ い、 大ぢ もさけ よと どう どなげ、 すかさす 上 

にの.^ か、 つて、 5^ もき みよ や こ、 ちょし、 われら 

が 君の 色し ゆ 行、 御 ふな 出に まっかい な、 御 血 まつ 

-.^ をい は、 んと、 さはぎ にす てし 大 かんなべ、 是幸 

と 押 取て、 む佛坊 がかう べに あて、 落花み ぢんに 打 

く. たき、 いこく わ こく をい ざない て、 先お くへ とぞ 

入に ける、 かの く はん 藏が其 はたらき、 天晴 きみよ 

き 若者よ と、 貴賤 上下 押な ベて、 皆かん せぬ、 者 社 

なかり けれ、 


第二 

「其 後、 おしてる やなに はつの 國、 大坂 のかぶ きの 芝 

居 時め きて、 三重き せん 男女の ひざ をし に、 いどみ あ 

らそ ひみる 程に、 さしもの 枝 敷.， 八た ま， o、 糸 を さぐ 

べきせ きもな く、 奥に せう じて わら ふこへ、 なんば 

の 浦の 波風に ひいき を、 そへ てお びたいし、 猶 日に 

增る はんじゃ うや、 切の 太 こと 諸共に、 我 を とらじ 

と、 かへ る さの、 をし つお されつ 出け る は、 にぎ は 

しか，.^ける「4^^た ぃな，„^、その おりふしに、 つゆ さ へ 

もん 光次 は、 此程當 所に つき 給 ひ、 未 旅 宿に おはせ 

し！ aj、 ぁま.^^ま.ばぃの にぎはしさに、 な rcn 見物 まし 

まして、 力 、 ャ きせんに 交む 珍ら しく、 こ、 やかし こ 

とみ 給 ふに、 深 あみ かさに かほ か く.，. ：>、 あやしげ 成 

る 男の、 ニ三ど四五ど行かへ^^、 さへ もんの めての 

かた、 す h 違 ふまに 御 こしの、 さげ 物 きれて あら ざ 

れば、 こ はいかに とみ 給 ふ 時、 御供に 候 ひける、 圑 

六、 っゝ とよ b てあみ かさ を、 かいつ かんで かしこ 

へ なげ、 むながら をむ すと 取、 己 は 人 を 見 そんじて、 
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かゝ るふる まひな しける か、 只今の さげ 物 を、 出せ 

や 出せぬ す 人と、 押 ふせんと する 所 を、 もろ 手 を か 

けて ふ. 0 はなし、 や ぁら是 はお 侍、 我 を さやう に宣 

ふ は、 糙 のせ ラこ候 か、 團六 聞て、 せう こ はこな た 

に 見 置たり、 はや..^ 出せと せめければ、 男 聞て 此 

方に、 せう こがな く は いづれ も は、 何とかお さめ 給 

ふと 云、 圑六 聞て、 力、.^ それ は； d の 首 かけよと、 む 

たいに 袖に 手 を 入 るれば、 ごめん あれと 逃ん とす、 

大 せい 折 あ ひさう どうし、 す は 逃すな とお つ 取 まく、 

だん 六す かさす 取て 押 ふせ、 さげ 物 を 取 かへ し、 ふ 

みころ さんと する 所 を、 つゆ ざへ もん ごらん じて、 

思へば ふびんの 事共な. 9、 命 をた すけ ゑ させよ と、 

仰 あれば だん 六、 ：K ゆ くんの めい は そむかれす、 己 

は 命く は ほうの 者、 すべき ゃぅ是 背と、 早 澠を取 出 

し た、 かにい ましめ て、 刀 をぬ いてむ ね 打に、 た 

たき 立/^、 さんぐに 追 はらへば、 ころびた ふれ 

て ハヤ： 一一 重 「逃て ゆく、 去 程に、 .^^左衞門の旅宿には、 

侍 下部 あまたに て、 け ご を、 守りてぃた..^しに、 お 

もてに 謠 のこ へ 聞 ゆ、 內 よ.^ みるに 其て いの、 昔 は 

さもと、 打み へて、 あみ 笠 まぶかに 引か ふて、 ^も 
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三 條の吉 次 信 高と て、 こがね を あきな ふ 商人の、 每 

年す だの 寶を つけ をく へ 下る、 天晴是 をと らば やと、 

與 力の 人數 はたれ/  \ぞ 、^國 くよ b あつま.^ し、 

中に 取ても たが 有し ぞ、 河內 のかく せう 鉢 太郞兄 

弟 は、 おもて 內に はならび なし、 拆又 都の 其內に は、 

三 條の衞 門み ぶの 小 猿、 火と ほしの 上手 わけ 切に は、 

これらに うへ はよ もこ さじ、 ^北 國には 越 前の、 あ 

さう のまつ 若、 三國の 九郞、 か V の國に は此、 良 は 

んを始 としてと、 謠 うた ふて 指 のぞき、 ： し 半 餞の 

御 合力と、 四方の あない をみ ま はす を、 ぬす 人の け 

ごな hv とま、 扭  1^ にも さらに まら やして、 鳥目 を なげ 

出せば、 ぉッを 有が たし^. -と、 心の 內の 前い は ひ、 

力、 こよ ひの 寶の 口 あけと 下 チクリ 押いたい いて ぞ 

通， 9 ける、 か、 る 所へ さも あて やかなる 女郎の、 光 

次の 御 やかたへ、 あはたい しく かけ f つ..^、 門の 番侍 

に 申 やう、 わら は、 少 つゆ 樣に、 申度箏 侍らへば、 

此. H 仰 給 はれと、 申ければ 侍 共、 く はん 藏 にかくと 

云、 貫藏立 出み て あれば、 光次の あい 給 ふ、 高 橋と 

云， ^女郎の、 妹分の いはほな h -、 是はく と內 にい 

れ、 拆 光次に、 かくと 云、 さへ もん 立出對 面し、 い 
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かにして か はき 給 ふぞ、 いはほ 聞て、 御 ふ *^ んは御 

狸 b、 されば水から參.^し寧、 此程、 わにの ばんこ 

すい わう とや、 おそろし きひげ 大 じん、 水から を 思 

一 ひこみ、 一 ざ を 望み 候へ 共、 さはる よしに て： 圓に、 

あはぬ にたへ かね 身 請 をし、 はや 明日 引と ると、 

渡し 候 ゆへ、 やう/ \» くるわ を 逃 出て、 かた 檨を 

みつ、、 のがれた き 計.. ^ にて、 拆 こそ 口 〈今まい..^ 

り、 それにつ き 侍 ひて、 先 身の上より 御爲 に、 も 

ての 外の 大事 有、 いづれ も是は 心へ す、 何事 やらん 

と とひければ、 いはほ されば 自 から、 是 へまい る 道 

にして、 謠 をうた ふて 一 日の、 よす がをおく る 袖 乞 

と、 みへ つる 者の 通.^ しに、 其て い ゑ しれぬ 侍の、 

行 あ ひ あた.^ を 見廻して、 つゆ 左衞 門が いたくの や 

う、 あない をよ つく 見し やとと ふ、 釉 乞と つくと 見 

屈たり、 ぬれ 手に つかむ あわの かね、 先悅 ベよ て 

いよく、 すい わう 殿が さいせんに、 定めし は 八つ 

のよ せかと きく、 成程々々 其 時分、 逢ん と 申て 立 別 

れぬ、 推量いた し 候に、 自ら をね びかんと、 申 候す 

いわう が、 ぬす 人の 大將 にて、 夜 討の 用ゐ とみへ 候、 

御用 心 f ばせ と、 申ければ 增 ほの 助、 いかに 貫藏 


晝 程の、 謠 をうた ひし 釉乞 めが、 け ご 見と： K ら での 

がせし 事、 口 をし き 次第な h -、 去ながら、 御氣 遣な 

く ゆるく と、 御 休お はし ませ、 获之丞 と 某、 圆六 

貫藏手 をく だき、 働き 候 物なら ば、 千 や 二 千の ぬす 

ム， い、 物の 數 にて 數 ならす、 よ 打の 事 は 我々 に、 御 

まかせ 候へ と、 人々 を いれ. i いらせ、 門 月 をき びし 

く 指 かため、 圃六貫 藏兩人 は、 よすがら 屋敷 を 打 守 

り、 な を しづめ て ハヤ 三 首とう ぞく を、 今^ J \ と 

「待いた b  、是 をば まらで、 わにの ばんこす いわう は、 

はや 打 立と 大 せいに て、 一時 千里 とらの 時、 露左衞 

門の 屋敷に よせ、 門 を 破て せめ 入と、 大 つちに て さ 

ん ざん に、 門のと びら を 打破り、 てんでにたい 松な 

けこみな げこむ いき ほひ は、 やう やくじん も、 かく 

やらん、 手下の とうぞく 一  同に、 ぬき つれて 打て 入 

る、 貫 藏圑六 渡， 5 あ ひ、 まゝ ふんじん こらん にう、 ひ 

てうの かけりの 手 をく だき、 ハヤ 三重 こ、 を、 せんと 

ぞ 「た、 かひけ る、 とうぞく 今 は、 きをの まれ、 ねす 

み も 命の 有て こそ、 あらしよう やひかん とて、 皆ち 

,0 ぢ， 0 に 逃 ゆけば、 すい わう いかって ゑゝ おく 病な 

る 奴 原 は、 足 手の 妨げ、 まいり 候と 大 長刀、 水車に 
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ま はしつ ゝ、 打て か ゝれば 園 六 貫 藏、. すい わう にわ 

た..^ あ ひ、 火花 をち らして 「た、 かひけ る、 すい わう 

いらって、 鐵べ きも 通れと つく 長刀 を、 はっしと 打 

て ゆんでへ こす、 追 かけす かさす こ ひ 長刀に ひら- 9 

とのれば はむ きになし、 さって はらへば めて へこ 

し、 柙取 直して てうと きれば、 中に てむ すぶ ほどく 

てに、 か ゑって はらへば 飛 上..^、 さしもの 兩人今 は 

や、 せんかた なく もみへ ける 所 を、 內 より いはほ は 

走. 0 出、 あ..^ 共み へぬ けんをぬき、 打 付 給へば あや 

またす、 すい わう がの どぶへ に、 つば もと せめてく 

つと たつ、 きじんの ごとくの すい わう も、 眼 くらみ 

きも ま. S 'まり、 はがみ をな して 手 をに ぎ. >、 仁王 立 

にぞ 立す くむ、 貫 藏圑六 欠より て、 さん <. ^に そ 切 

た b ける、 光次 は ごらん じて、 天晴 こ、 んの倒 手が 

らと、 悅び給 ふ はかぎ hv なし、 時に いはほ は 我 は是、 

汝が せんぞ 代々 よ. >、 ふっき を 守る 辨財 天、 日 比の 

ん- (-淺 からす、 此度も 船 玉に、 祝 ひこめ たる ゆ 

へに よ.^、 つきそ ひなんぎ をす く ふたり、 なを/^ 

行末 守らん と、 光. 9 を 放ちみ すがた は、 寶の 前に 入 

給 ふ、 光次^ん  <, 肝に めいじ、 有が たしく と、 
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御 跡 三度 ふしおがみ、 悅び いさみ 立 給 ふ、 適きたい 

の 事共 やと、 貴 せん 上下 押な ベて 皆かん せぬ、 者 社 

無 けれ 

第 三 

「三ゲ のい ろの その 中に、 いづれ、 おろか はな けれど 

も、 京嶋 原と 申ハ 又、 わきて いた.. > の やさ 所、 花の 

都の 水から に、 風俗、 詞 ひと ほに、 色 まさ.. > たる 

所と かや、 去 程に 露左衞 門、 都に 逗留 まします 內、 

今 咬 出し 初 菊の、 色 か を ほのかに 聞 及び、 何と ぞき 

うに あは" • やと、 ち^に 心 をく だかる、、 され 共 其 

比 全盛に て、 心の つよき 君 なれ は、 いか 成る とみの 

大 んが、 こがねの 山 をつ く とても、 中々 さうな ふ 

あは ざれば、 さすが 都の 大 じん 共、 手に入 かねても 

だせし と、 世上に ひろく さた あれば、 はかたい よ/^ 

戀なづ み、 若松 ゃを賴 みつ、、 御し る 人に 成た まひ、 

け ふ 約束の 日な， 9 とて、 思 ふ 心の 深 あみ 笠、 其 風俗 

も當 世に、 若松 やへ と ぞい そがる、、 ていしゅ は 急 

ぎ 出向 ひ、 はや 道中と、 夕日 笠詞 にた ゆる 下 思 ひ 色 
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に は、 いでの 玉 川と て、 かほに あら はす 全盛の、 つ 

よき をみ せて 八 もんじ、 風に- r つまの ひら/^ と 二- ソ 

三重 かほ. 0 ゑなら ぬ ふうぞく や、 雪の ゑ. と 月 ひた 

い、 みるん、 きをます- ("も、 ます 世と いへ るつ き 

だしの、 ね よげ にみ ゆる 若草 や、 *r けき 引手の 大ゃ 

うに、 ゅら.9^^とゅ.^^ の花、 露 をき そふる ふせい 

をば、 たれ かはいな と、 いな 舟 や、 こがれて 渡.. -染 

川の、 かた ゆ. 9 かけて はこ ひ 足、 あた..^ を はら ふ. K 

こなしに、 ついの かぶろ やつれ 男、 わきて めに たつ 

有樣に 三重 *r はし 詠めて 「たちつ ど ふ、 竹のう ちょ 

b 光. 0 を 出す、 *^たぃごらぃかぅは、 大 坂の まだし 

で ごんざる ゑい、 此 ゑい 今 は あづまの、 はて 迄 も、 

く はっと はや. 0 て 京 九重 や、 あの 君た ちの 手に ふれ 

て、 笑 ひの たねと 成 もよ し、 よしやい と はし 此身を 

かろく、 いとし かた を はさ、 船に のせて、 つれて 渡 

らん 思 ひ 川、 戀を嶋 原 忍びて くる は、 くる はたれ ゆ 

ゑ、 誰 ゆへ くる は、 くる はたれ ゆ ゑ、 君 ゆへ ぞ、 こ 

ちの 思 ひ はそう かい も、 淺 くやな らん、 あさはかな、 

色に は あらぬ、 くれないの、 八ち 鹽染 のから 衣、 观 

かたしく よ な^^は、 身 をし る 雨に 水 まさ. 9、 ね や 


の 枕もう く 計. o、 枕う くと はな ふ 人な みぞ、 身 さへ 

ながる と 聞なら ば、 契. y の 末の 松 山に、 波 こ ゆる 迄 

賴む べし、 まん ぞ此身 は 本よ h- も、 色に 打 こむ、 つ 

ぶても じ、 かいてく どいて 見せさき に、 立と： J 'まり 

て 色い とに、 あづま ことば も 珍ら しく、 うらばめ せ 

めせみ た 三 ぞんの 御 來迎、 めせ いざやめ さぬ か 三重 

「こ、 に 太夫の 初ぎ く は、 其 風俗 も 色 を る 、人に み 

せば の 白 小袖、 昔 男の 色 あそび、 あづま 下 b をす み 

ゑに かき、 すそに こがる ゝ くれない を、 けだせる は 

ぎの 白々 と、 ゆきを あざむく かほば せに、 生れの ま 

まの ひたいぎわ、 見る 人の 身 を うつせみの、 もぬけ 

のからと ぞ 成に ける、 本よ，^ の 色 深き、 めもとに 

め ちらと みて、 はや 只ならぬ 商人と、  > ひ のっきて 

やそば により、 . ^も替 りし 商人 や、 賤 しからざる 爪 

は づれ、 ちとめ き、 してまい らせん、 みたてた 所が 

三つ 有、 情 を ゑらぬ 女郎の、 思 ひの 淵に はめられて、 

こう i<y 、たまよて いかい、 や 又、 心に くい 女郞 を、 引 

て みん との 御^ん かや、 それでも あら じ拆は 又、 及 

ばぬ 戀か さあつ、 ます、 かた b 給へ とと はれつ ゝ、 

いや 拙者め は 明 くれと、 ねても さめても 御 來迎、 お 
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がむ 計.^ を 命に て、 よに 住 わびしい やしき 身の、 お 

詞に預 る 事、 みやう がに 叶 ひ 有が たし、 初 菊 更に 閒 

入す、 何程つ、 み 給 ひても、 內 にこが る、 紅の、 色 

を あかして 仰 あれ、 身の上 ならぬ 君な， 0 と、 わしが 

逢せ てまい らせん、 こ、 はとち う 自らが、 なじみの 

茶 やへ 伴 ひて、 やうす を 聞ん と 袂を取 > り、 引き 行く 

釉を 御ら いかう、 取て いたいき もったい なや、 今せ 

ん せいの 松樣 の、 かく あか 付し もめん 釉、 力、 レ， 御手 

のけ かれ 候と、 立の く 釉を猶 はなさす、 其 深き 心の 

そこ、 見る がめ の あく 女郎 なれ、 いか 程い やしき 者 

な b 共、 玄 つに 此身を 思 ふなら ば、 いかなる 方に も 

みかへ まし、 くもる 心の 女郎の、 情の 鏡と おそらく 

は、 ならん と 思 ふわし なる ぞ、 こよい は 夜と 共 身上 

.r^ し、 心 をと けて まいら せんと、 力、 上旦ふ 所へ^ 松 

や、 走. 9 求て 約束の、 はかた の大 *{ん 御 待 かね、 は 

や はやと 云ければ、 初き く 聞て、 こ、 にきうな る 淸 

有、 是 がすまねば たれさん の、 寶の山 をつ かんして 

も、 中々 みかへ す 事に てな し、 はて 此上 は此 人と、 

あげや はおいて はしの 茶 や、 む ぐらの 宿に、 ね も な 

ん ひしき 物に は此 袖と、 ひしと すがれば 御ら いかう、 
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はっと かんじて、 云 やう は、 ^くこ ゝん のめい 太 

夫、 今 は 何 を かつ ゝ むべき、 我 こそ 誠の つゆ ざへ も 

ん、 若松 やに 有け る は、 增 はの 助と 云け らい、 君 は 

情 を 本と して、 いやしき にも 身 を まかせ、 縱 高家大 

^<^んにも、 心に いらねば、 なびかぬ と 聞？ 5- び、 かく 

はからいて 引見し と、 申 所へ 松 やよ. 9、 はじめの さ 

へ もん 欠來. o、 御 ゆびよ ろしく 珍重と、 申 も あへ 

す 御供 人、 あまた 來ッ て さへ もんに、 やがて 小袖 を 

きせ かゆれば、 いづれ も 驚き さ b とて は、 今に 始め 

ぬ 事ながら、 初き く樣の 御め きゝ、 とかう 詞に のべ 

がた しと、 つゆ 大 じん をう やまへば、 さへ もん 御き 

ゑつ 限りなく、 をく は 中々 きつ ま. 0 な， o、 前の かう 

し を取拂 ひ、 そと を 見 はらし 酒 もり せん、 女郎 逢 を 

皆 あげよ、 はやとく と 有ければ、 ていしゅ、 畏 

った.，^とて、 大 せいかけ て少 のまに、 まへ なる かう 

し を 引 こ はし、 一 めんに 取拂 ひ、 女郎 はら，^ といな 

がれて、 御盃を まいらせて 三重 旣に酒 ゑん ぞ 「そじめ 

ける、 大じんぃょ^^-興にじゃぅじ、 ふくさに つ、 

みし 大盃-、 取 出させて 初き くへ、 是 はわれら が國な 

じみ、 道 はる < ^の 長 崎に、 其 名 も 高き 凡 山の、 わ 


こくに 增る いこくと 云、 女郎： 其 御 かた、 聞 及びて 

指 こした. o、 収上 給へ と 出さる、、 初 菊 是は诊 らし 

やと、 手に 取 みれば 11 の、 渡せる 檢を まきへ して、 

天の川と 銘 有し は、 いもせ を 波せ のお ゆるし か、 こ 

は 情 4< る 御 んを ば、 一 つ 請ん とたんぶ とうけ、 さ 

ら ほして さしければ、 大 じん も 一 つ ほし、 かへ 

し 給 ふ を 初き く は、 あま， 9 きうな，^ 今少 と、 おさへ 

申せば さへ もん は、 ざ 屮を見 ま はし 女郞 達、 おあい 

と 云ん がめ づ らしく、 聞 及びた る吉 原の、 色の 名物 

小 紫へ、 此 あい を 賴む べしと、 れ うし 引よ せ 文 認め、 

共に ふう じいれ、 時つ けにつ か はせ と、 增 ほの 助 

に 仰 有、 ていしゅ へ かくと 云わた し、 そくざに 飛脚 

をた てられし は、 聞し に增 るたい き やと、 おの/^ 

かんじ あ ひに けり、 かくて さへ もん 時つ けの、 かへ 

らん 内 はいつ いけ せん、 かやう の 酒 は よのつね にて、 

おもしろから や 我 こ、 に、 與 ある あそび を もよ を さ 

ん、 近頃 女屮 へに あはざる、 望ながら 女郞 達、 二つ 

にわけ て關 せき わき、 小 むすびな ど、 わけ をた て、 

色す まひ を 催して、 まけたる方には酒を^^,<、ぃ、 かち 

たる 方 をば 此里 を、 身まゝ になして まいらせん、 い 


かに、 いかにと 官； へば、 數の 女郎 浮 立て、 たれ か は 

まけん あらせう し、 こゝ ははし ちい をく へと て、 大 

じん 初き くさきと して、 大 せい 足音 どろ^.^ と、 打 

つれの ぼる 箱 はしご、 たぐ ひ ハヤ 三重 まれなる 「古 r た ひ 

なり、 そ も/^ こよ ひの 色す まふ、 大 じんの 御物す 

き、 枕 をなら ベ 土俵と し、 左右の 女郎 一同に、 花や 

かな..^し風俗の、 小つ まかいと， 5 たす きかけ、 かひ 

かひ： K くもち から 足、 .K と/^ とふみ ならし、 ふと 

ん のうへ に 入け る は 三重げ にも 興 ある 「ふせいな， o、 

時の 行事 は 初ぎ くな り、 うちわ たづ さへ 立いで、、 

それお すまいの 始.^ は、 天竺に て は、 あらかん 達、 

大唐 にて はじゃまん がまん、 我 朝に て は あま てらす、 

お、 ん 神の、 5 お 11； にこ もらせ 給 ふ 時、 たおから をの 

明 神 さま、 や を 萬の 神 達と 取 はじめ 給 ひ、 た へまの 

け はやの みのす くね、 きのな とらな ど収馎 へ、 きん 

中 さまに もす まひの、 せちへ と. 5-: 尜の 候よ し、 それ 

は 男の あらす まひ、 是は 女郎の やさす まふ、 かまへ 

てあらき 事な かれ、 隨分花 車に なし 給へ、 爪 取 は そ 

hs 大、 わたし、 車ぞ やし かいな そ b、 かやう のる い 

はきん せいな. o、 惣 じて 女郎の 取手く だ、 四十八手 
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を 八十 八手に 取 わけ、 今 はも ゝ てに 取く. たく、  ロハ 何 

事 も 新 ぞうは、 姉 女郎に 隨 ひて、 指 出た る 事 なきや 

うに、 なづ むてき をば 先 かけて、 よき 程 あいに ふ b 

つけよ、 くせつ をす るに なら ひ 有、 うかと しだして 

さよ 嵐、 きくの 花園 ふく ごとく、 ちらし かねて は 

を 取ぞ、 是は いづれ も 女郎の、 つねに 有べき こ、 ろ 

がけ、 をく の 手箱の そこ ふる ひ、 きを 働て 取む すび、 

め てさげた る ひとへ をび、 ：K どけ なげなる ふせい 

にて、 たいや さしき を、 おもとす る、 身ぶ， 9 一  力 (ゆ 

の 花すまい、 さあ 出 給へ とこへ かけて、 うちわ を 上 

て 合け る、 道 芝 やっと 手 を 上れば、 花き くす かさす 

つ、 と はり、 兩の袂 をむ すと とる、 道 芝 かさよ，.^ 押 

付る を、 花ぎ く 左り の ひざ をつ き、 うつぶき ければ 

道 芝 は、 あま b て かしこへ た ふれけ b、 いづ、 此， 2 

みるよりも、 . ^いさぎよし 花き く檨、 いざまい らん 

と 立 向 ふ、 花き くにつ こと 打 笑 ひ、 手な みの まれた 

る 私に、 かゝ b 給 ふはつ わ もの やと、 いさみい さん 

で 飛 か、 る を、 いづ、 は 小 づまを かい U て、 ひらり 

ひら とはづ すに ぞ、 花き くせ い て 追め ぐ. or- 重 

ばし、 あらそ ふ有樣 は、 ぼたんの かげよりか らし 
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しが、 小て う をと らんと 爪 をと ぎ、 はがみ をな せし 

いき ほひ も、 かく やとみ へて おも 白し、 兩方 いかに 

とみる 所に、 すき をみ て、 い づ ゝはぅしろょ.^>花き 

くが、 ほそ こし をい だきあげ、 そっと かしこへ なげ 

ければ、 5$ も 取た b お 手つ まと、 ほめぬ 人 こそな か 

-り けれ、 か、 る 所に 中 くら は、 茶 ま、 ゆすの 小袖ぬ ぎ 

さけて、 紅白の くけ 帶 をな ひ 合、 つかと しめ ひさ 

やの 小釉 にたす きかけ、 はちまきな がくむす び さげ、 

タ" つ./,^ と 立む かへば、 いづ、 もす かさす 取合、 く 

んづ ほぐれつ すき もな く、 互に 大事と くみあ ひしが、 

中 くら いづ、 をう しろに を ひ、 どこへ 我 共お 望に、 

なげ 申さん と はせ ま は ，9、 ふとんの そと へ なげたり 

し は、 げ にたく ましく ぞみ へに ける、 みちの く はみ 

るよ， 0 も、 一 もんじに 飛 か、 る を、 あいさう もな く 

なげ 出す、 そめ 川つ いいて かゝる をみ て、 中 くらに 

つ こと 打 笑 ひ、 後に 打 身 を もたん して、 わら は を 恨 

み 給 ふなと、 云 ふ. 詞の 下よ. 9 も、 はやくす くって な 

げ 出せば、 .：- へ もん はつ、 と 出、 げ におと しまの 關 

すま ふ、 め を 驚かす 次第な.. >、 こなたの 關に ひけ 付 

て t あま b と あれば 云 かひな し、 いざまい らせんと 
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宣 へば、 中 くら のぞむ 所ぞ と、 ひし/ \ 'と 組 八 口て、 

兩方 更に はなさねば、 初き く 見る にたへ かねて、 こ 

づ まく b あげ あいに い.. y、 すま ふの、 外の 手 は 法度、 

はなち 給へ と 押の けて、 つゆ さへ もんの 手を収 て、 

か はす 枕の 戀の 山、 こ、 ん まれなる 遊興 やと、 贵賤 一 

- 上下お しなべ て、 みな たわぬ、 者 社な か b けれ 

第 四 

其 後、 つゆ さへ もん 光次 は、 嶋 原の 初き くに 深くな 

じみて 名に そめし、 あづまの 色の 紫に、 あい を賴て 

措 こした る、 早 打の かへ る ま を、 御い つ  > けの ゆ ふ 

舆は、 おびたい しく こそ 聞え けれ、 か、 る 所へ むさ 

しへ まい， 0 し 御 使、 あげやの 男 立 かへ. o、 御 盃に文 

を そへ、 指 上ければ 大 4<ん は、 取手 も遲 しと ふう を 

切、 急ぎ 披て見 給へば、 おの、 ぉづ うが 風流に、 い 

とうつ く，， } き、 筆の 跡、 文の 詞も 女に て 、強から すよ 

はからす、 情 を ふくむす み 色の、 くろみ 過つ、 書な 

がし、 一 首の 歌に 我 とても、 うすく は あら じ 小 紫、 

染て ほした き 君が 盃と、 色 ある ふくさ 引重ね、 柴船 


，と 云 名香 を、 御お さへ と て ま い ら すと は- たかぬ さ 

きょ b こがる、 との、 かけし 詞か 初き く 殿、 此 よは 

あづまに 下りさし 屈け、 押付ケ 持て のぼりつ ゝ、 ね 

引の 松の ちょ かけて、 あい 盃 をいた すべし、 先 それ 

迄 はおい とまと、 くつの 嘉七を 召れ つ、、 先達て 下 

るべ し、 跡より 我 も 追つ かんと、 仰 付ら れ嘉七 は、 

そくざに 都 を 立ければ、 大： んは それよりも、 あげ 

やの 一 家 を 召れ つ、、 おいと ま 乞の 品々 を、 數々 給 

は..^ よもすがら、 旅の 御用 ゐ 御酒 も h -、 取 まじへ た 

る 御 さはぎ は、 いそがし か. 0 ける 「d< だいな， 9、 京 

とはいへ ど、 ひなびた る、 馬子の 歌に のりかけの、 

戀ぢ 執行の あづまの 旅、 今な， 卒と名 やた、 ん、 つ 

い ぬれぎぬの 紫が おさ へても どす の、 ふくさの 筆 

にう つ. 9 きの、 詠め あかざる はっきく を、 見捨て 行 

と 恨て や、 跡に なくらん かも 川の、 すへ まら 川の、 

あさき せ を、 渡る 心のう たかた の、 あはた 口より、 

かへ， 0 見る、 そなたの ぼ h- かお hs や 今 下 か、 竭 やか 

ち 'の 追分の、 昔 はこ、 の關 寺に、 おの、 小町が 身 

をまん じ、 あ に 心つ よふして、 かなたの 玉づ さ こ 

なた の 文、 かい やりなげし 中に なを、 わけて 思 ひの 
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深 草 を、 戀に.^fなせし其恨、 か はらで 年 をと をし み 

たる、 色の 姿のお とろへ て、 つらき、 お ふなの ためし 

となる、 舊 跡な b と 見渡せば、 大津八 町 はる，^、 と、 

ひ ゑの みの b のく も晴 て、 根本 中堂む ね 高く、 坂 本 

山 王 三千 坊、 たれ 白 ひげの 明 神 迄、 王城の きもん を 

守らせた まふなる、 ふもとの こすいまん/, \ 'と、 い 

く 世 へ ぬらん ちくぶ 嶋、 むかしな から の^が のうら、 

こゝ よ..^ 馬 をお， 0 給 ひ、 せた の 長 橋 打 わたり、 人に 

まけ じと ますら をの、 姿 をみ がく 鏡 山、 くもれば ぞ 

あれ 朝が ほの、 みく ばはづ かし 日に いたむ、 草， 律の 

宿 を あゆみ 過、 4^^はし休らひ腰かくる、 石 部の 並木 

みへ ついき、 梢に ひ い く 松風 は、 きんの ね を やまら 

ふらん、 おた の 蛙の こへ 迄 も、 心 有げ に 水口 や、 馬 

子が 歌 も戀を ゑる、 みのに つま 持お は b にす めば、 

あめ はふら ね どみ のこ ひしゃれ みのこ ひし、 旣 にい 

せぢの 山お ろし、 駒 もい さみての ぼる さかなる やす 

^かの、 宫ぃ とや、 實を そろし き 鬼 とても、 色で 身 

を 打た めし 有 h -、 いはん や 人のお は を ぼ、 たれ か 

三 河の 八橋 も、 田 計 有て かきつ ば は、 たへ て いづく 

ととう/^ み、 はな を 過て その かみ は、 こ ゝも極 女 
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行者の、 あらば 便 を 初き くに、 文して つげん 戀 しさ 

を、 いかにす るが の ふじの 山 、女郎 はおかぬ ひたい 

きわ、 三 ほの 松原た ごの 海、 まきへ やさし ふ 三嶋な 

る、 遊女の てう ど、 はこね 山、 つらい にも 又お も 白 

き、 こと もさ ま <^大 いその 宿に ぞいら せ 「たま ひ 

ける、 道の かたへ を 見 給 ふに、 遠近 人の よ つど ひ、 

淸く 詠めの 九： る を、 力 を 出し あげ 試む、 光次 はいぶ 

かしく、 立より てことの ゆへ、 問せ 給へば かの 旅人、 

されば 候此石 は、 そがの 祐成色 -、、 大 礎の 虎 御前 

が、 成け ると 云った へ、 とらが 石と 申つ、、 あしき 

男の あげ ぬれば、 おも ふ 成て あが. 5 かね、 よき 男の 

上る に は、 かる ふ あがる と 申に よ b、 皆 旅人が あげ 

ためす、 皆樣 方に も 打よ b て、 あげさせ 給へ と 云す 

てゝ、 おのがさ まく 行 過ぬ、 戶 びら の貫藏 す、 み 

出、 是 ていの 小石 分、 小 ゆび にても 上ぬべし、 なん 

でう 器量に よるべき かと、 立よ. 9 てかきい： U き、 上 

ん とせし に 其お もさ、 大 ばんじゃくの 如くに て、 ち 

つ 共 更にう ごかねば、 圑六 笑て 御 ぶんが 器量、 とら 

が氣 にいらぬ とみへ しおこと よ b、 少 ましれ る だん 

六が、 あげて ごげんに いるべき と、 近付 むん すと か 


の 池 W の 里， 命な. 9 け. 9 さよの 中 山 さ b とて は、 か 

れを見 是を閒 につけ、， たのしみ 多し 大 井川、 せ 枕た 

一 て、 ながる、 は、 みつはの そや をい る ごとし、 殊に 水 

上 大雨に て、 三せ 口せ ひとつに 成ければ、 こしと い 

まって かな やの 宿、 御衍召 れん 所な し、 大 まん 少も 

一 さはが すして、 水の 增る はお も 白し、 我に4*^せんの 

j めう 有て、 水に はき どく 有 間、 苦しから すの.^ かけ 

一 て、 渡すべし と げぢ をな し、 たけ も 及ばぬ あら 波に、 

さっと 打 いれ 一 同に、 向 ふの 嶋 田へ 渡せし は、 めざ 

まし か.^ ける 「次第な り、 いづれ もき いの、 思 ひ を 

なす、 露大 まん は 打 笑 ひ、 ふ *y 、んに 思 ふは理 りなり、 

我：^：-家は、 あめ 若み この 子孫と して、 水に きどく は 

さま /(- に、 わけて さっきの 入梅に は、 庭前に 穴 ひ 

らけ、 つゆお わるの 日 ふさがる ゆへ、 ゑい ぶんに 達 

しつ ゝ、 論 言 有て いへ 代々、 つゆに いる 日 を そ うす 

る ゆへ、 左衞 門の 尉に ふせられ、 世 こぞって はかた 

の、 つゆ さへ もんと 異名す と、 語..^給へばぃづれも 

皆、 は^^かん じあいに け b かゝ るなん 所 を 行事 

も、 思 ひそめた る、 紫が 色 を 早口 藤 枝 や、 おかべに 

駒 をう つの やま、 つたの 細道 我 も 今、 都へ かへ る 執 


きいだ き、 うんと いへ 共屮々 に、 ち も はなれす、 是 

に 二十 もます 大石、 たやすく あぐる に 上らぬ は、 さ 

.c と はふまん と はがみ をな す、 小ぐ ら宫 ぎの っゝと 

出、 いかに おもたき 石な り 共、 二人 まて あぐるなら 

. ば、 など か は あげで 有べき と、 兩 方より 手 を かけて、 

ゑい や. と あぐれ 共、 ちつ 共 そつ 共ラ ごかば こそ、 

あきれて こそ はま さ b けれ、 光次 は ごらん じて、 と 

一 ら 女が 氣に はいる まじき が、 我う ごかして みせん と 

て、 立より ま 、つかと かきいだ き、 一生 二世の 力 を は 

b、 ゑい やっと あげ^へ ど、 いっかな くう ごかね 

一 ば、 こ は： ら すの とらが 石、 人の 云と はか は..^ し 

と、 あさけ，. >  笑ての き 給へ は 三重う ごくと みへ しか 

「 ふしぎ やな、 此 石く だけて 內 よりも、 くもの ごとく 

のきの たちて、 虎 ごせ あら はれた はれめ に、 誠な し 

とお ぼす とも、 それ は 君に よっての こと、 ひんなる 

そがに 身 を まかせ、 鎌 倉ぶ しの さま に、 引手に 

いらぬ 心中の、 かたきが 成て 虎が 石、 いかで 男の よ 

しあし に、 あがる へだての 口の さが、 誠と 思 ひかた 

がた の、 男 じまんに あげ 給へば、 たれに もた やすく 

あがれ ども、 わざと じつの かたき 事、 みせ 參ら せて 
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候な.^、 かくてい せつを 守る 德、 天に つうじてうた 

かたの、 流の つみ は あわとき へ、 仙女と 成て 此石中 

の、 仙境に たのしみ すんで 年 久し、 我す む 色の 世 か 

いこ そ、 女 仙の すみか 色 *^、 ゆ 行、 よくく 尋ねと ひ 

給へ、 いざ 石 中へ 伴 はん、 いらせ 給へ とす、 むれば、 

さへ もん は 有が たし、 袁 かしわ づ かの 此 石に、 仙境 

有と は 心へ す、 とら ごせ 笑て、 おろかの 人の 詞 かな、 

ひて う 坊と云 仙 は、 こしに ゎづ かの つぼ を さけ、 休 

む 時には 是に 入、 內に めでたき 國土 有、 (Ic.i3<..R 官 

かし づきて、 無量の たのしみき はむ とか や、 商 山の 四 

かう は、 猶 もちいさき 橘に、 すみか 有て 身 を 休ん す、 

ゎづ かの 蝸牛の 角に さへ、 王こう 國を靜 ふ 物、 まし 

て や 是は大 石な り、 全く 我 をうた が はす、 いらせ 給 

へと 立より て、 うちわ を かざしす ゝ むれば、 疑 ひな 

がら 人々 は、 此 石に のぞまれ しに、 大道 ひらけて、 

やす./.^ と、 一 つの 世界に 出 给ふは 三重 ふしぎな りけ 

る 「またい な b、 よく/^ みれば、 前に は岁ニ 9 いの 

流川波ニ上..^のばち昔を*^らべ 、 うしろに は. まゆの 

出 ゑめ るめ もとの 月 をみ せ、 十八 公の 松風 は、 こと 

の 色ね を きんじつ ゝ、 すいせ う 金銀の いさごち にみ 
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ち、 み ど hN のこ だち うつくしき、 櫻 色 や、 も、 のこ 

び、 ねぶれる すがた かいどうげ、 ふやう のまな じ hs 

たんく わの 口、 び やうの 柳 風流の、 品 やかな りし、 

ふり 迄 も、 誠に 仙女の すみか やと 心 も、 うはの そら 

たきの、 ほのめく 風に たなびきし、 宮殿の 其內 に、 

こや 天人の やうが うかと、 思 ふ 計りに あて 成人、 あ 

られ たばし る 白 かねの、 鉢に 色よ き 桃 をつ み、 光次 

に 打 向 ひ、 自 から は ろめ とて、 ながれ 拙き 身な 

しが、 源氏な じみの つ く.， - がた、 下 b 給 ひし かなし 

さに、 命 だに 心に かな ふ 物なら ば、 何 か 別れの かな 

しから ましと、 一首の 歌 をよ みける に、 かたじけな 

くも 延喜 てい、 貫 之に みことのり、 古 令 和歌 藥別 れ 

の 部、 第廿三 首め に、 入 させ 給 ひたりければ、 其悅 

び も 身に あまり、 一念 は ごどうして、 今 仙術の 德を 

へて、 西 王 母が でんに いる、 術の ふしぎ を 見 給へ と、 

うちわ を収 てざ^ た， 5 し、 左右 を まねきた ければ、 

天井 柱おば しきに、 桃花 一 どに 喚み だれ、 其 身 は 花 

の 下 かげに、 かくる、 とみれば 忽に、 くも 霧に 紛れ 

失に け.. >  、跡 ふ.. ^ かへ b 見 あぐる に、 こがねの かう 

ざんがいと して、 五色に、 おつる たきの いと、 たへ 
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すとう-/^ 打よ する、 波 ま を みれば、 光. 0 さし、 こ 

ん じきの こいに の. o、 あて やかな. 0 し 女郎の 三重 顯 

れいで、 打 向 ひ、 自 から は、 宮木 とて 今 仙、 . 境 にい 

たりつ、、 名 もか^ やける きんかう の、 術を學 びて 

明 くれに、 こいに じ やう じて 波 ま を わけ、 みづ にう 

かみて あそぶ 事、 是 せいしん を淸 むる ため、 色と 云 

事 は、 おうぎ 有 それ、 倾 城と 云詞、 かんの b ゑんが 妹、 

ふでい にっかへ 有け る を、 ほつ ほうに かじんの かほ 

よき 有、 よにたへ にして 獨た てり、 一た びかへ b み 

れば、 人の 城 を 傾け、 ふた ゝ びかへ- 9 みれば、 人の 

國を倾 くと、 書し 文よ， 0 ことお こり、 王 かう の 思 ひ 

人、 だつ きほう じぐし せいし、 きひの たぐ ひ を 云詞、 

我て うにて は、 一 ばんの、 島の せんさい、 わかの ま 

へ 、白き すいかん 立 ゑ ぼし、 さやまき の 太刀 を さし、 

まひけ る ゆへ に 白拍子、 男 舞 共 云け らし、 其 後に 室 

の 君 江 口の、 色の 舟に よる、 客 を なぐさめた..^ ける 

を、 流の 君と 申 又、 ながれ を 立る と 云詞、 此 時より 

ぞ 始まれ b -、 さいせん まみへ し 虎 御前、 頃 ほひ 名 有 

^少將 や、 きせ 川の かめつ る を、 遊君と なづけ 今 は 

又、 ゆ ふ 女と なべ て云ぞ とよ、 我た つ さへ し i  く は 


んは、 男女の わけの 品定め、 是 をった へて まいらす 

る、 いとま 申と いふ 波に、 あそぶ とみへ しがく も 霧 

や、 まぼろしの ごとく 仙境の、 かたち はきへ て 行 こ 

ふる、 おちこち 人の 大 礎に、 ぼうせんと して 人々 は、 

天晴 きいの 事共と、 かの 一 卷を取 持て、 あづま を さ 

して ぞ 下られけ る、 誠にき たいの 次第 やと、 貴賤 上 

下押な ベて、 みなかん せぬ、 者 社な か， 9 けれ 

「露 左衞門 光次 は、 はる. むさし に 下. 9 つ、、 遊里 

に 行て 紫に、 一 ざの 事 を 云 入し に、 宿 やの てい 生 立 

出て、 紫は此 間、 勸を 引て かめい どの、 天 神宮に 閉 

こもり、 色里 源氏と 云 さう し、 つ 有 由 開 やい な、 

おぐら 一 人 御供に て、 力、 ル 人め を 深く 忍ぶ 笠 三重 か 

めいど さして ぞ 「まいらる、、 名た かき あづまの わ 

けの 里、 三 浦が 松の 色つ かさ、 其 名 たかをの くれない 

の、 あけ をう ばへ る せんせいの、 小 むらさきと 申せ 

し は、 たいに 風俗 せんけん たるの みに あらす、 情の 

道 も ゑんに して、 わか 文 まやう のうる はし さ、 濡に 
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そみ こむ、 水ぐ き や、 糸竹 茶の ゆ^うきく 迄、 ふう 

がな， 9 ける びくんに て、 戀 4*^ たはぬ はな か b けり、 

つたへ きく 式部の 君、 其 名 も 高き 石山の、 観世音に 

きせいして、 佛 前に 閉 こも.^、 般若 のれう し を 申請、 

天 だい^くわん を や はらげ、 源氏 一 部に 書つ いり、 

末代の 地の 色の、 男女の 情の 手本と なる、 ぉゝ けな 

けれど 自ら も、 ゆかりと いはん 紫の、 色里 げんじと 

名 づけつ、、 諸國の 遊君 大 かたの、 誠 有け る もし ほ 

草、 書 あつめつ ゝ行 末の、 流の 女の 鏡 共、 なさば や 

など、 思 ひいれ、 かぶんに 翁き かめい どの、 天神へ 

きせいして、 れんが ざしきに 引 こも， h> -、 さう しの 連 

向 あんじつ、、 硯の 海に かげう かぶ、 こ、 に はかた 

のつ ゆ ざ ゑ もん、 此天祌 へさん けいし、 紫と ゑに し 

の 事、 深く ちか ひて こも b たる、 ひとまの 便 を 求ん 

と、 ^ばした たす みく はいろう の、 ゑ ま を 詠めて め 

ぐらる 人、 先 正 めんの 右の ゑは舂 のて いかと、 打み 

へ て、 やよいな かばの 八 ゑが すみ、 吉 のかめ 山、 あ 

らしに も、 增る 上の、 花 さか.^、 このま かの まの 紋. 

つくし、 色 をみ よと ゃ小釉 まく、 戀と 花と にう かれ 

人、 こと さみせんに 浮世 ふし、 びんが あさむ く 一  こ 

六 百 六十 九 —— 


博 多 露 左衞門 色傳授  II  六 百 七十 


まやに、 おく 霜月の かほみ せと、 貴賤 くんじ ゆに 境 

町、 せいろうの 山 高く、 都な に はの 下 b 子の、 软の 

きせの はやしかた、 はい を みせばの ふりだし は、 か 

ぶの ぼ ざつの、 やう かう も、 外に は あら じ、 江 In, の 

四き、 みな 人 色の、 たのしみ は、 いこくに も なきや 

まと ゑし、 興 をつ く. f -て かいたる は、 詠に あかぬけ 

しきなh^、 深き 硯の 海山に、 きっかれ ければ 小 紫、 

かたへの こきう さみせん を、 二人の かぶろ に、 あや 

どらせ、 其 身 はことの ね もた へに、 曲 はさま < ^を 

を けれど、 かいてが 女郞を 忍ぶ かさ、 女 郞は客 を ま 

つよい の、 まがき のま、 と、 云 ふ 曲 を： K ばし が^こ 

そ： K らべ けれ、 つゆ は 思 ひも よら ざ りし、 れんが ざ 

しきの 內 にして、 いと や ごとな きけんが のこへ、 や 

うやう としてみ、 にたへ、 是ゃ尋 る 紫 か、 こも" し 

かた かと ゆかしくて、 きく^-: 1! もかん にたへ、 かく 

迄 そろ ふ、 みつの 糸、 竹の なき こそ ほいな けね、 何 

がし 是 にて、 一 ょ切を合せんすに^^；もとがむる、 物 一 

ならば、 それ を 便に とひよ る ベ しとお ぼし 召、 右. 2 た 

もとの 內 よりも、 ひとよ 切 を、 取 出し 巾 通しに て、 つ 

ゆ をと り、 歌口： K めしね もた へに、 ^ばし が こそ 


へ は、 山ぢ のせき か， 打 やらぬ、 松原 こ へ てお どる ふ 

b、  のぶに あかぬ、 色の 笠、 けに *y、 の はすの ふう 

けい は、 郤も爭 かゝる 興、 又な き 春と ぞ 見えに ける、 

^正 めんの、 左 b の ゑ は、 夏の けしきとう もみへ て、 

た へ ぬ あっさに 皆 人の、 數のゅ ふせん さほ さして、 

夕べす いしき あさく さの、 ながれに ごら ぬすみだ 川、 

芝の 野 飼の 中 御前、 つ はな ほに でし あさお 原、 の 

かへ.^ を まつち. E、 いそいで 通る こまかた に、 あそ 

一 びて さがる 舟む あり、 はや 夕鹽 もみつ また や、 兩阈 

川の ふねの 火 は、 あまつ 星 共、 みへ ついき、 ふくる 

よわ すれあ かせして い、 四條 のす. S- み IJ.S- とも、 か 

かる： 農に は、 まさるべし 共 思 はれす、 父く はいらう 

s.^ のかた、 秋の 興 かとうち みへ て、 大 內ゃも &; の 

ほかの、 むさし まで、 月見の ゆ ふの さま/^ に、 わき 

. てけ しき は 色里の、 折に ひけ こや 佥 銀に、 光..^か、 

一 やく  K 魁の、 だいにび けいの つ くり 物、 なじ み/ 

のお くりとて、 深き なさけ をく みか はす、 あげや {i^ 

やの 大 よせに、 うつ はつゆ やらき やら 玄 やや 、し、 こ 

なた の ひ： の、 くはいろ うは、 よもの けしき も 冬 

かれて、 あらし こがらし 衬 時雨、 凍 *y ハんぐ と ぁづ 


ふかれ けれ、 紫つ く<\ -是 をき ゝ、 こ は 珍ら しき 一 

よ 切、 か 程に 色ね を ふく 人 は、 當時 あづま に覺 な- 

し、  聞 ははる/,^ 都より、 さし、 大臣の、 下らせ 

給 ふと 云 さた 有. o、 いまだ 御 げんに いら ざれば、 さ 一 

だかに それと^ b がた し、 御名 を 聞 もぐち なれば、 

此££ 出し 色 げんじの、 文に ことよせ あの 君の、 出立 一 

を 見 立つ ゝ、 あまたの 女郎の 名に よそへ、 さは. 0 て 一 

みん と 思 ひ 寄、 二人の かぶろ にさ ゝ やきて、 かやう： 

かやう と 有ければ、 こ はお もしろ しと 手 を 打て、 か 一 

程の 女郎の 名の 內に、 あのかた 樣の逢 給 ふ、 なじみ 一 

の 色の 候 はい、 定て とがめ 給 ふべ し、 其 時 こそ は 便； 

ぞと、 二人の かぶろ 立上り、 ぞく を はなれし、 ほめ： 

詞、 三すじの糸に引^^^らべ 三重色ねゃさしき三重 「こ： 

へ あけて、 比 はめで たきお、 ん みよ、 つゆの 大 んー 

光次と て、 京大 坂の わけの 組、 六十 女郎な づ ませし、： 

若大 まんの 御す がた、 筆に かく 共 及ばし、 ひすいの 一 

たてがみ. K ゆすの びん、/ したに はやし ほの もみの む i 

く、 うへ は、 やまとの^ やれが きに、 高 をの もみ； 0 一 

打ちら し、 すそ は 三 河の 八橋の、 澤 べに 句 ふかきつ 一 

ばた、 色 も I  ^ ほ.^ むらさき、 いつもと きわの；^ がー 


へ を、 は.^ 一  はぃにぬふた.=^し、かく山の大もんに、 

小ざっまを.^^のくけ帶を、 束 やん とむ すんで しづ 崎 一 

や、 花^ 若松ち らした る、 初花 そめの あけの うら、 一 

敷嶋は を. 0 に 夕霧 や、 ほうわう ぬ ふて くけ 紐 まめ、 一 

關の 吉淸が 打た し、 岩 ほく だきの 細 こしら へ、 頭； 

は くもいに 名月の、 うすぐも わけて 出る てい、 ふち 一 

はなる とに たつ 波の、 さっと 打た る 岩 崎 や、 ま づき 一 

に 匂 ふ 初ぎ く を、 ゆふ^よ が ほ b し 細めぬ き、 いと 一 

しほら しき 藤 波打、 ひし を やさしん まきに けり、 う！ 

らお もてなき 柏木に、 わし を ほ. 0 たるつ ば を 打 、さや！ 

は吉 の、 さくら 木の、 いろうつ くしき 花ぬ. 0 に、 か 一 

すみ 立た るかす がの ゝ、 花 むらさきの 細 さげ を、 戀 

をお もてに 當 世の、 淺ぎ どんすの 紋 はかま、 け まわ 

しゅふに きこなして、 かりにき にし を ふて う 笠、 か 一 

よふうき 名 も 高 橋 や、 君に あ ふよ はくる ゝま を、 ち： 

さと、 こ、 ろせ きまう の、 あ ふぎの ゑ さ ゑ、 わけす- 

がた、 色の ゑいぐ わの 君 なれば、 光る 源氏と 申な 一 

と、 しばし が 程 こそ かなで けれ、 つゆ 大臣 は 小 倉 を 一 

召、 歌人 はいながら 名所 を まる 、あづまに 名 を ゑし 紫 一 

が、 某 諸國の わけの 里、 逢し 女郎 趣向して、 色里 源 一 
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氏 を 書け るが、 只今 ふきける 一 よ 切、 我ぞと 知て わ 

ざと かく、 糸に 合し 一 節 は、 疑 ひもな き尋る 方、 是 

を 持 行 色 も かも、 御 知人 を あないに て、 是迄參 候と、 

申入よ と 都 迄、 送. 0 し 名香 渡さる ゝ、 小 ぐら 請 取 か 

しこに 行、 あない を こふて かぶろ にあ ひ、 右の 次第 

を 云 聞せ、 名香 を 渡しけ る、 r かぶろ は 內に立 入て、 

かくと 申せば 紫 は、 是は 自らお く b し 香、 はすい 

せし つゆ 樣な h -、 それ こなたへ と、 さへ もん は頓て 

うちに そ 「入 給 ひ、 たがいに 名 をへ し、 色 姿、 ぁづ 

まの、 花と つくしの 月、 ばし 詠て ことばな し、 か 

、る 所へ 島 原に、 增 b て ふうの 吉原 や、 三 浦の 松の 

名に しあ ふ、 こうし 尋ね 打 つれて、 御 見 週 LJ て 人け 

れば、 小 紫 は 驚き、 こ は 思 はざる 御 出の、 いぶかし 

さよと 有ければ、 實御ふ んは御 理り、 承れば 鎌 倉 

の、 江のお の辨才 天、 開帳と て遠國 や、 江戶中 こぞ 

つて 參詣 なす、 男女の ゑん をむ すぶ の祌、 ふうきに 

守らせ 給 ふと かや、 光次 樣の御 こし を、 幸と 願 ひし 

に、 芳 順へ 其 よしを、 . 仰られ 候へば、 芳 順より いと 

またび、 是迄參 さ ふら ふなり、 紫樣 にも 打 つれだち、 

御 こし あれと すゝ むれば、 紫斜 に^びて、 然 らば 我 


身 も 御供 せん、 まかし くるわの 名殘の 花、 里へ 御 こし 

あれよ. 9 して、 御 立 出と 云詞 に、 それ こそよ ろしい 

ざ さらば、 かねて 用意の 色 大名、 其 行列 はいか. ^'ぞ 

や、 先 はてう し を はさみ 箱、 ついの どうぐ はむ すび 

ふみ、 鳥げ の や.^ は、 むさし の、、 月 を 出せる 三方 

に、 金銀の つゆ 付し、 す、 きを はっと さしみ だし、 戀 

風に なびかせて、 御供 揃の 女郞 達、 大紋當 世 あづま 

出 ハヤ 三重 行れつ そろへ て 「押いだ す、 よに もまれな 

る 風流 やと、 贵賤 女郎 押な ベ て、 皆かん せぬ、 者 社 

なか b けれ、 

第 六 

「其 後、 はかた のさへ もん 光次 は、 かめい どの 天祌に 

て、 小 紫に 馴染て 夫よ も、 三 浦が 內に御 入 有、 日 

々や、 の 遊興に、 とかく 過 させ 給 ふ內、 初き くもむ 

かへ 取、 又 長 崎へ も 飛脚 をた て、 いこく わ こく を 呼 

よせて、 あそびつ くしの 古里に、 俘 ひ 下り その かみ 

の、 光 か 源氏の 榮 花の 色、 よまち にわけ し、 四き の 

つぼ、 まなんで 我 も たて、 四方に、 君 を わけ © 


て、 樂を 遊ん と、 芳 順に 暇 を 乞、 思 ひ 立： n を 吉日に、 

あづま を 立せ 給 はん 由、 其 用意 をな し 給 ふが、 此程 

名に あ ふ 鎌 倉に、 江の 島の 辨 天の、 御開 帳と 聞 給 ひ、 

いっく 島 竹 生 島、 此 江の 島 は 日の 本に、 三たい いつ 

ちの 辨才 天、 我^ん ぐの 御 神 也、 殊に 此 たびたい 

せつの、 なんぎ をた すけ 給 は し、 有が たきに 參詣 

し、 隨 分力の 及ぶ 程、 御 き^ん をいた さんと、 人々 

を 伴 ひて 三重 江の 島 さして ぞ 「參ら るゝ、 まれなる と 

きを 江の 島の、 御 かいてう と、 聞 や この、 おちこち 

とひの つと ひきて、 きせん くんじ ゆ は をびたい し、 

人々 も參詣 有、 金銀 卷物檨 々を、 御舉納 あそばして、 

ま、 ん 深く はいしつ、、 有しなん ぎの 御た すけ、 

有が たかりし 事共 を、 申させ 給ひ尙 行末、 守らせ 給へ 

ときせ いして、 岩 や を 出て 下向の 道、 よも を 詠めて 

人々 は、 ^はしゃ すら ひた まひけ る、 か 人る 所に、 

さもす さましき 大男、 三所閉 のい ぬき 笠、 大脇 指の 

一 つ さし、 く はんく はつ 成 か 出立に て、 おとらぬ つ 

れも あみ 笠に て、 參 詣の大 せい を、 つきのけ は. 9 わ 

け、 傍若無人 を 振舞て、 此 所に 求り しが、 人々 を 見 

るよりも、 先に 立た る 大男、 天晴か \ る 天の 網、 絕 
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體絕命 只今な b、 や あ 己 等、 定て我 を は 見^る まじ 

と、 あみ 笠つ かんで なけ 捨、 我 こそ 驟の大 八ぞ、 か 

くごせ よと 云 こへ に、 つれの 者 共 一同に、 刀に 手 を 

懸っ めかく る、 貫藏圑 六み るよ. 9 も、 是は 過に し盜 

人の、 すい わう が 一 子よ な、 推參 なる 奴 原と、 先人 

人 を かこいつ、、 供の 奴 原 追ち らし、 大 八に 渡り あ 

ひ ハヤ 三重 火花 をち らして 「戰 ひける、 大八 もとより 

太刀の 早 わざに て、 ことに 太刀 打 達者な り、 貫藏 M 

六 今 はは や 旣に危 くみへ ける 時、 けした るれ いじん 

顯れ 出、 飛 か、 つて 大八を 引た ふし、 上に つ、 立 は 

たら かせす、 せいざいく 光次、 我 は是、 辨財 天の 

けんぞく、 此 なん をす くへ との、 神勅に よ， 9 顯れた 

卜人 いかに 大八、 己が 親の すい わう は、 大惡不 道の 

曲者 ゆへ、 恭も辨 天の、 かごの 叙の やいばに ふす、 

何條 親の 敵と は 己 も ロハ 今 ばっせん が、 つねに 辨天 

ん する ゆへ、 一先 命 はたす けお く、 此後は 野心 を捨、 

光次に つか へん や、 いかにく と 押 付れば、 大 ばん 

じゃくの ごとくに て、 眼 もぬ くる 計りな b、 大八心 

を ひるが へし、 す は 八まん も 御^ やうらん、 や *{ん 

を 今よ ひるが へし、 つゆ 大 じん ゑみ やっかへ、 申 
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べしと 云ければ、 れい 神は閡 召、 能 哉々々 此上 は、 . 

隨分忠 功つ くすべし、 光次に も是 よ.^ は、 深く めぐ 

みて ゑ さすべし、 尙々 行末 守らん と、 云 こへ 波に ひ 

びき 渡って、 光.^ を 放ち 失 給 ふ、 人々 はっと 伏拜 み、 

本國 つくしに か へ. っゝ、 ふっきに さかへ 給 ひけり、 

千秋 万歳め でた しと、 食賤 上下 押な ベ て、 皆 仰がぬ 

者 社 無 けれ 
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